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は じ め に 

 

障害者総合支援法に基づく「義肢・装具及び座位保持装置の完成用部品（以下｢完成用部品｣）」

の取り扱いについては、国立障害者リハビリテーションセンターにおいて、安全性や有効性、

価格についての確認を行い、厚生労働省の補装具評価検討会を経て、その指定が行われてい

る。また、指定された完成用部品の構造や機能、効果等に関する詳細情報については、当協

会においてメーカー等の任意により情報を収集し、「義肢装具等完成用部品データベースシス

テム（以下｢本ＤＢシステム」）を通じて全国の更生相談所や市区町村等へ情報提供している。   

こうしたなか、国立障害者リハビリテーションセンター及び当協会、厚生労働省によるデ

ータの連携・活用は不可欠であり、申請内容の確認、審議及び通知の作成、詳細情報の提供

等を適切かつ円滑に行うことが求められている。 

本事業では、令和４年度に引き続き、指定部品のデータ管理及び連携をより確実にするた

めの方策について、昨年に続き検討するとともに、部品コードの活用方策及び表示項目の解

説等について整理・検討することとした。 

これにより、完成用部品のデータ管理及び連携を確実に行うとともに、指定通知に係る別

表の適切かつ迅速な作成及び、完成用部品の適正支給に資する詳細情報の発信に寄与するこ

ととした。また、本ＤＢシステムの情報登録企業及び利用者の利便性向上のため、検討をお

こなっていたが、デザインの一新、詳細情報入力のためのフォーマット作成及びオンライン

申請を実装するためのシステム改修を行った。 

本報告書については、検討委員会における意見等を踏まえて、事務局の責において取り纏

めたものであり、検討委員をはじめヒアリング調査にご協力頂いた方々に深く感謝する次第

である。 

 

合わせて、当協会では平成２２年４月から障害のある方等のニーズと福祉用具の開発や研

究を行う方のシーズを繋げる｢福祉用具ニーズ情報収集・提供システム（※）｣を運用してい

るところであるが、本システム画面の一部をリニューアルしたことと共に、これまでに寄せ

られた主な意見を整理・分類、体系化したものを本報告書に掲載することとする。 

（※）https://www7.techno-aids.or.jp/ 

なお、本事業は、厚生労働省の「令和５年度・視覚障害者用図書事業等委託費（福祉機器

開発普及等事業）」から交付を受けて、実施したものである。 

 

 

令和６年３月 

 

 

公益財団法人テクノエイド協会  
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１．事業概要 

（１）事業の目的 

福祉機器ニーズの増大・多様化、科学技術の進歩による高度化に適切に対応し、真に身

体障害者等の役に立つ福祉機器の開発普及等を推進するため、福祉機器に関する調査研究

及び福祉機器のニーズと技術シーズの適切な情報連携の促進を行うことにより、身体障害

者等の福祉の向上に資することを目的とする。 

 

障害者総合支援法に基づく「義肢・装具及び座位保持装置の完成用部品（以下｢完成用部

品｣）」については、申請事業者からの情報をもとに国立障害者リハビリテーションセンタ

ーにおいて、当該部品の臨床評価及び工学評価、価格等の確認を行い、最終的には厚生労

働省の補装具評価検討会を経て、その指定が行われている。 

また、指定された完成用部品の構造や機能、効果等に関する詳細については、当協会に

おいて、メーカー等の任意により情報を収集し「完成用部品データベースシステム（以下

「本ＤＢシステム」）」を通じて、全国の更生相談所や市区町村等へ情報提供している。 

こうしたなか、国立障害者リハビリテーションセンター及び当協会、厚生労働省による

データ連携は不可欠であり、申請内容の確認、審議及び通知の作成、詳細情報の提供等を

適切かつ円滑に行うことが必要である。 

本事業は、指定部品のデータ管理及び連携をより確実にするための方策について、昨年

に続き検討するとともに、部品コードの活用方策及び表示項目の解説等について整理・検

討することとした。 

 

（２）事業の内容 
①検討会の設置 

  本事業を適切かつ効果的に実施するため、完成用部品の申請受付から評価等の業務を行

う国立障害者リハビリテーションセンターの有識者をはじめ、完成用部品のメーカー及び

補装具の判定、製作等の業務に携わる実務者等からなる検討会を協会に設置した。 
 

②指定部品のデータ管理及び連携方策に関する検討 

毎年新たな申請受付けにかかる見直しが行われている完成用部品について、既存データ

の適切な管理と関係者による安全かつ確実なデータの受け渡しを可能とする連携の在り方

について検討した。 

具体的には、部品データの受け渡しルールを明確化するとともに、システムによるデー

タ連携の在り方について模索することとした。 

これにより、国立障害者リハビリテーションセンター及び当協会、厚生労働省によるデ

ータの連携及び活用を円滑化し、指定通知に係る別表の迅速な作成に寄与することとした。 
 

③完成用部品コードの活用に関する検討 

本システムでは、国が指定している全ての完成用部品に部品コードを付番しているとこ

ろであるが、指定部品の変更や修正、完成用部品のメーカーや補装具の製作、判定等の業

務に従事するものにとって有効となる、部品コードの活用方策について検討した。 
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④完成用部品の表示項目の解説に関する検討 

新たな完成用部品の申請時や本システムへ情報登録する際、当該部品の「対象」及び「構

造」、「機能（効果）」等の情報を収集しているところであるが、記載内容にバラツキ等が生

じないよう、表示項目の解説を作成することとした。 

これにより詳細情報の一定の質を確保するとともに、本システムの利用者については、

完成用部品の適切な選定・適合及び、支給決定に資することとした。 
 

⑤報告書の作成 

  本事業の実施結果について、報告書に取り纏めた。 

 
（３）検討委員 
 

義肢装具等完成用部品のデータ連携等に関する検討 検討委員 

（敬称略） 

氏  名 所               属 

柴﨑  明 
国立障害者リハビリテーションセンター  

企画・情報部情報システム課 支援機器イノベーション情報・支援室  

山﨑 伸也 
国立障害者リハビリテーションセンター  

企画・情報部情報システム課 支援機器イノベーション情報・支援室 

三田 友記 
国立障害者リハビリテーションセンター 研究所 義肢装具技術研究部 

（命）支援機器イノベーション情報・支援室 
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（４）実施スケジュール 

 
 
（５）検討会の開催 

①第１回検討会 
日時：令和５年８月２１日（月）１４：００～１５：３０ 
会場：オンライン開催 
内容： 
【報告事項】  
 本事業の概要について 
 昨年度の振り返り 
 完成用部品ＤＢのリニューアル（構築中）等について 

【検討事項】 
 今年度の検討事項（案）について 

・詳細情報にかかる表示項目の解説（案）について 

・完成用部品コードの活用に関する検討 

・完成用部品データ連携マニュアルの骨子（案） 

 今後のスケジュール 
 

②第２回検討会 
日時：令和５年１２月２５日（月）１４：００～１５：３０ 
会場：オンライン開催 
内容： 
【報告事項】 
 本事業の概要について 
 第１回検討会の振り返り 

・検討会後における主なご意見 

 完成用部品ＤＢのリニューアル画面について 

 ヒアリング調査の結果 
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【検討事項】 
 完成用部品データ連携マニュアル（案） 
 完成用部品の表示項目の解説に関する検討 
 完成用部品コードの活用に関する検討 
 今後のスケジュール 

 
③第３回検討会 

日時：令和６年３月１２日（火）１０：００～１１：３０ 
会場：オンライン開催 
内容： 
【報告事項】 
 本事業の概要について 
 第２回検討会の振り返り 
 完成用部品データ連携マニュアル 

 利便性を向上するＤＢシステムの改修について 

 詳細情報の表示項目及び解説等 

 メーカーを対象とした運用テストの実施結果について 

【検討事項】 
 さらなるデータ連携及びシステム活用の方策について 

 
（６）更生相談所、市区町村を対象としたヒアリング調査の実施 
①背景・目的 

当協会では、平成１９年３月から「義肢装具等完成用部品情報提供システム（以下「本

システム」）」を運用し、厚生労働省において指定された「完成用部品」の構造や機能、効果

等に関する情報を各県の更生相談所をはじめ、全国の市区町村やリハビリテーション、義

肢製作所等へ情報提供しているところである。 

一方、本システムは、運用の開始から約１５年が経過したこともあり、当協会では現在、

国立障害者リハビリテーションセンター研究所及び厚生労働省と連携して、完成用部品デ

ータベースの在り方について検討しているところである。 

本ヒアリング調査は、本システムの利活用を促す方策の検討に役立てることを目的とし

て、障害福祉の現場において、本システムを利用する更生相談所、市区町村等を対象に調

査を行うこととした。 

 

②方法及び時間 

  訪問による現地聞き取り調査（１時間程度） 

 

③調査対象 

身体障害者更生相談所、市区町村 

 

④調査内容 

 （１）完成用部品ＤＢシステムの活用状況 

（２）改良中の完成用部品ＤＢシステムに対するご意見・ご要望 
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（３）完成用部品コードの活用について 

（４）補装具費の支給決判定または決定における現状の課題 

 

（７）合同説明会及び新システム運用テストの実施 
①背景・目的 

当協会では、平成１９年３月から「義肢装具等完成用部品情報提供システム（以下「本

システム」）」を運用し、厚生労働省において指定された「完成用部品」の構造や機能、効果

等に関する情報を各県の更生相談所をはじめ、全国の市区町村やリハビリテーション、義

肢製作所等へ情報提供しているところである。 

当協会では現在、国立障害者リハビリテーションセンター及び厚生労働省と連携して、

完成用部品データベースのデータ連携等について検討をしている。 

本運用テストは、改良中の本システムについて、完成用部品の製造及び輸入事業者等を

対象に迅速な部品情報掲載及び利便性向上に関するヒアリング調査及び運用テストを行う

こととした。 

 

 ②実施方法  

  ・ＺＯＯＭを活用した合同説明会の実施（１時間程度） 

  ・合同説明会後、テスト機を用いた、新システムの運用テストの実施（５～６日を想定） 

  ・各項目についてアンケートを実施 

 

③調査対象 

  完成用部品の申請者（製造メーカー及び輸入事業者等） 

  ※昨年度、一昨年度に実施したヒアリングにてご意見をいただいた企業から４社を選定 

 

④調査内容 

（１）完成用部品ＤＢのデザインについて 

（２）詳細情報の項目の追加、各項目の解説について 

（３）Ｗｅｂ上での詳細情報の変更・修正等の操作性について 

（４）フォーマットを使用したアップロードの操作性について 
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２．事業結果 

（１）ヒアリング調査の結果 
①身体障害者更生相談所（５機関） 

以下の日程にて１時間程度、担当職員２名にて対面にて実施した。 

・令和５年１１月２２日（水） ９時～  

・令和５年１１月３０日（木）１１時～  

・令和５年１２月 ７日（木）１５時～ 

・令和５年１２月 ８日（金）１０時～ 

・令和５年１２月 ８日（金）１１時～ 

 

【対応者】：理学療法士、作業療法士、社会福祉主事等 

 

 項目 主なご意見等 

１ 完成用部品ＤＢ

システムの活用

状況 

 ＤＢは大いに活用している。 

 殆どのケースを書類判定で行っているが、意見書と見積書の関

係性について、不明点などあれば、ＤＢシステムを活用して部品

の詳細を調べており、また状況に応じて製作事業者や意見書を

記載した医療従事者に確認している。 

 再交付の際、以前の部品を変更した場合、その理由を尋ねている

が、ＤＢシステムを活用しながらヒアリングしている。詳細情報

の登録がない部品については、業者に個別に確認している。 

 

 絵や写真が登録されており、判定時の参考にしている。 

 型式ごとに比較でき効果的に活用している。ただし全ての部品

に詳細情報が登録されているわけではなく、メーカーに確認す

る場合がある。 

 

 詳細情報の有るものについては、参考にしているが、無いものに

ついては、製作事業者からカタログを取り寄せや、メーカーのホ

ームページを見て確認している。 

 部品を比較するためには、すべての部品に詳細情報があればよ

い。 

 詳細情報で確認できるものは、全体の２０～３０％程度。高知県

内には製作業者が４～５社と少なく、取り扱っている部品のカ

タログは概ね取り揃えている。 

 

 当相談所では活用しておらず、初めて知った。 

 専門職がいないため、市から上がってきた、意見書及び見積もり

のチェックをしている。チェックした書類具体的な判定は毎週、

近隣大学の医大整形講座の医師が判定する体制を取っている。
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 詳細情報で確認できるものは、全体の２０～３０％程度。高知県

内には製作業者が４～５社と少なく、取り扱っている部品のカ

タログは概ね取り揃えている。 

 

 当相談所では活用しておらず、初めて知った。 

 専門職がいないため、市から上がってきた、意見書及び見積もり

のチェックをしている。チェックした書類具体的な判定は毎週、

近隣大学の医大整形講座の医師が判定する体制を取っている。
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医師が判定した結果を書面にて通知している。手帳の発行も行

っている。 

 巡回相談においても、医大の医師が派遣され、仮合わせ、判定業

務、意見書を作成している。 

 義肢協会の冊子、補装具費支給事務ガイドブックを参考にして、

業務にあたっている。 

 

 厚労省の通知を見つつ、ＤＢを活用している。 

 医療専門職がいないため、判定は近隣の大学の嘱託医にお願い

している。 

 

２ 改良中の完成用

部品ＤＢシステ

ムに対するご意

見・ご要望 

 指定通知の形式から当該部品の情報に直接リンクする仕組み

は、とても便利。とくに判定時に大いに役立つものと思われる。 

 また以前のモデルや上位モデル、下位モデルに関する情報も極

めて有用である。現状は業者に確認するか、古い書類を確認する

しか手立てが無かった。 

 特に装具の詳細情報が少なく判断に苦慮している。近年、継手な

ど部品点数が増加しているものの、特定メーカーの部品につい

て、価格や機能等の違いがよくわからない。必要に仕様や解説に

ついては、別途、市内の補装具関係者の意見を聞き報告する。 

 

 今回、拡充する項目はどれも大変ありがたい。 

 製品カタログの添付やメーカーへのリンク、問い合わせ先等の

記載が必須となると良い。 

 座位保持装置の完成用部品の詳細情報をぜひ拡充していただき

たい。 

更生相談所の職員の義肢・装具等に対する知識アップに大いに寄

与するものとなるのではないか。 

 

 メーカーのホームページとリンク及び、当該部品の製品カタロ

グの添付は、必須として頂きたい。 

 また、指定部品がきちんと確認、わかるよう単体の写真を最低１

枚は、掲載して頂きたい。 

 年間２００件程度の判定を行っているが、県内数十名の嘱託医

（民間医療機関の医師）に意見書の作成をお願いしている。詳細

情報の拡充とシステム改修により判定に役立つと思う。本人の

活動量や生活環境等から真に必要かどうか、判定に苦慮してい

る。各部品の特徴や性能、類似する部品との相違は大変参考にな

り、自身の知識も高められる。 

 

 指定通知にリンクで飛ばす仕組みは、便利である。今後、活用し

てみたい。研修会でもこのＤＢを紹介していきたい。 

- 7 -

186625 報告書_本文_2校 (13)

 

 

医師が判定した結果を書面にて通知している。手帳の発行も行

っている。 

 巡回相談においても、医大の医師が派遣され、仮合わせ、判定業

務、意見書を作成している。 

 義肢協会の冊子、補装具費支給事務ガイドブックを参考にして、

業務にあたっている。 

 

 厚労省の通知を見つつ、ＤＢを活用している。 

 医療専門職がいないため、判定は近隣の大学の嘱託医にお願い

している。 

 

２ 改良中の完成用

部品ＤＢシステ

ムに対するご意

見・ご要望 

 指定通知の形式から当該部品の情報に直接リンクする仕組み

は、とても便利。とくに判定時に大いに役立つものと思われる。 

 また以前のモデルや上位モデル、下位モデルに関する情報も極

めて有用である。現状は業者に確認するか、古い書類を確認する

しか手立てが無かった。 

 特に装具の詳細情報が少なく判断に苦慮している。近年、継手な

ど部品点数が増加しているものの、特定メーカーの部品につい

て、価格や機能等の違いがよくわからない。必要に仕様や解説に

ついては、別途、市内の補装具関係者の意見を聞き報告する。 

 

 今回、拡充する項目はどれも大変ありがたい。 

 製品カタログの添付やメーカーへのリンク、問い合わせ先等の

記載が必須となると良い。 

 座位保持装置の完成用部品の詳細情報をぜひ拡充していただき

たい。 

更生相談所の職員の義肢・装具等に対する知識アップに大いに寄

与するものとなるのではないか。 

 

 メーカーのホームページとリンク及び、当該部品の製品カタロ

グの添付は、必須として頂きたい。 

 また、指定部品がきちんと確認、わかるよう単体の写真を最低１

枚は、掲載して頂きたい。 

 年間２００件程度の判定を行っているが、県内数十名の嘱託医

（民間医療機関の医師）に意見書の作成をお願いしている。詳細

情報の拡充とシステム改修により判定に役立つと思う。本人の

活動量や生活環境等から真に必要かどうか、判定に苦慮してい

る。各部品の特徴や性能、類似する部品との相違は大変参考にな

り、自身の知識も高められる。 

 

 指定通知にリンクで飛ばす仕組みは、便利である。今後、活用し

てみたい。研修会でもこのＤＢを紹介していきたい。 

- 7 -

186625 報告書_本文_2校 (13)



 

 

エクセルで部品がダウンロードできることも初めて知った。今

後、活用してみたい。 
 

 指定通知にリンクで飛ばす仕組みは、便利である。今後、業務に

おいて活用していきたい。 

 「組みあわせ事例」、「組み合わせられないもの」について情報が

あるとよい。すべての部品において、画像情報でもあるとよい。 

 

３ 完成用部品コー

ドの活用につい

て 

 全ての部品に振られていれば、何らか活用できるのでは。指定通

知に記載していただくなどして、当該機器にアクセスしやすく

なれば、確認や情報の管理・共有に有用ではないか。 
 

 業者によって見積書の記載内容が異なるため、見積作成時に当

該コードを記載させてはどうか。 

 国の指定通知にも記載することにより、活用が一層促進するの

ではないか。 

 

 部品コードや分類コードが付いていることを知らなかった。 

 指定通知や見積書等への記載を徹底することにより、情報共有

に活用できるのではないか。 

 

 見積もりには、完成用部品に指定されている製品名を書いても

らわないと、受付しないため、特にコードにおいて必要の認識は

ない。 

 

４ 補装具費の支給

決判定または決

定における現状

の課題 

 地域に出向いて判定するケースも多く多くあり、インターネッ

トに繋がなくても使用できるシステムとしていただきたい。 

 各種部品の機能や性能の相違、有用な使用方法等について、更生

相談所の知識向上や共通理解を促進するための研修等が必要で

はないか。 

 新規申請より、修理の方が高額になってしまうケースが生じて

いる。 

 

 以前、協会が作成した特例補装具の事例集を今も（ダウンロード

して）活用している、特例や困難ケースに限らず判定事例をもっ

と発信していただきたい。新任教育に繋がるとともに、真に必要

となる部品等の適合・判定にも資すると思う。 

 

 相談所としては、専門職がいないため、その部品で良いのかどう

かの判断がつかなく、ほとんどが書類審査メインとなる。 

 知識がないため、部品の個別の内容について指摘できていない。 

 比較検討も実施できていない。 

 フォローアップに関しても、重要なことと考えるが、マンパワー
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不足で実施していくことは難しい。 

 ８、９割が書類審査になる。専門職が不在なため、業者が見積も

りで示してきた内容がその方にとって最適な内容になっている

かどうかの判断ができていない。Ｑ＆Ａのサイトは参考にして

いるが、投稿はしていない。高額な部品の見積もりも上がってく

ることはほぼ無い。 

 書類を見ただけでは、補装具のイメージがつかめない。 

 フォローアップは実施しておらず、製作業者がおこなっている

のではないか。 

 製作業者からは基準額を挙げてほしいという声が上がってい

る。特に、意思伝達装置、電動車いす。 

 更生相談所のブロック会議を行って、情報交換をしている。 

 市区町村への研修も年に１回実施している。 

 

 
②市区町村（６機関） 

 以下の日程にて１時間程度、担当職員２名にて対面にて実施した。 

・令和５年１１月２２日（水）１６時～  

・令和５年１１月３０日（木） ９時～  

・令和５年１２月 ７日（木）１１時～ 

・令和５年１２月 ８日（金）１３時～ 

・令和５年１２月 ８日（金）１６時～  

・令和５年１２月 ８日（金）１６時～  

 

【対応者】：補装具担当職員 

 
 項目 主なご意見等 

１ 完成用部品ＤＢ

システムの活用

状況 

 当市では指定部品の見積金額のチェックに大いに活用してい

る。 

 

 意見書と合わせて見積書に記載された部品の詳細及び価格を確

認している。 

 当市では、業者から当該部品の選定理由書の提出を求めている

が、専門的な知識が乏しいため、理解に時間を要してしまう。 

 意見書の内容が定型化しており、必要性の判断及び支給決定に

苦慮している。 

 当市では、児童についても、更生相談所に相談・助言を求めてい

るが、とりわけ座位保持装置について、部品点数が多いものの、

詳細情報が少ないため、必要性の確認が十分できていない状況

である。前の支給では 60 万円程度だったものが、今回、成長等

を理由に 130 万円を超える見積額になっており理解に苦慮する。

同じ型式に区分される部品を複数個記載しているが、確認作業
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に時間を要する。 

 

 システムの存在について、前任から引き継いでおらず、知らなか

った。 

 国に通知（ＰＤＦ）から検索して、型番と基準額をチェックして

いる。 

 

 当市では、活用しておらず、初めて知った。 

 意見書と業者から上がってきた見積もりを照合しているが、厚

労省の通知（紙ベース）を参照し、意見書通りの内容か、価格は

適正か、等のチェックを行っている。また、１年で担当が変更と

なることもあり、専門知識に乏しい。 

 

２ 改良中の完成用

部品ＤＢシステ

ムに対するご意

見・ご要望 

 詳細情報の拡充し、機能や性能の違いを明確化していただきた

い。 

 必要性について、新任の担当者にも理解できる内容としていた

だきたい。 
 同一の型式の部品について、複数個使用する場合がある部品に

ついて、その旨をわかるようにしていただきたい。 
 
 児童については、車いすや座位保持装置について、更生相談所へ

の相談ができず市で直接行っているものの、高額のケースもあ

り判断が難しい。 

 システムに掲載する仕様等の情報について、行政職にもわかる

レベルの内容にしていただきたい。全体の構成（見積）の中で、

なぜこの部品が必要なのか行政職員ではわからない。基本的な

ことだけでも相談できる窓口があると良い。 

 指定部品が国産のものか、海外のものかわかると良い。 
 改良中のシステムについて、意見書等を作成するセラピストに

も活用していただき、当該部品が必要な理由の共有化を図りた

い。 
 
 指定通知にリンクで飛ばす仕組みは、便利である。今後、活用し

てみたい。 

 

 業務において、厚労省の通知（ＰＤＦ）から検索して作業してい

るため、通知にリンクで飛ばす仕組みは、便利である。そうする

ことで、必然的にＤＢを見ることにもつながるのではないか。 

 

３ 完成用部品コー

ドの活用につい

て 

 関係者の共通理解を促進するものとして、活用できるのではな

いか。 

 見積書への記載を徹底してはどうか。 
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てみたい。 

 

 業務において、厚労省の通知（ＰＤＦ）から検索して作業してい

るため、通知にリンクで飛ばす仕組みは、便利である。そうする

ことで、必然的にＤＢを見ることにもつながるのではないか。 

 

３ 完成用部品コー

ドの活用につい

て 

 関係者の共通理解を促進するものとして、活用できるのではな

いか。 

 見積書への記載を徹底してはどうか。 

- 10 -

186625 報告書_本文_2校 (16)



 

 

 

 コードはテクノエイド協会で作成しているのであれば、なかな

か活用は難しいのではないか。コードを活用していくのであれ

ば、通知をベースに業務をしているので、通知にコードを載せる

ことも必要でないか。 

 

４ 補装具費の支給

決判定または決

定における現状

の課題 

 耐用年数に対応した再支給の考え方、当該部品の保証期間や修

理対応期間との関係性に、再支給の支給決定の判断・目安等につ

いて。 

 支給後の利用状況について、きちんとフォローできていない。事

業者にて修理などしているケースもあるのではないか。 

 

 制度では身体機能に合わせて柔軟に対応可能な仕組みになって

いるものの、耐用年数等を理由にまだ使用できるものまで、新た

に申請したりすることがあるため、申請及び支給決定に標準的

な基準みたいなものがあると良い。 

 

 担当者もすぐに変わり、専門知識がないため、指定部品、金額は

チェックしているが、部品そのものについての指摘はできない。

また、県内の製作業者も限られているため、基本的に、製作業者

の見積もり通りになることが多い。 

 フォローアップについても、市としてはできていないため、業者

任せになっている状況である。 

 高額部品が見積もりに上がってくることはほとんどなく、問題

になっていない。また、座位保持装置等の部品が多くあるが、支

給決定する部品はだいたい決まっている。 

 

 厚労省の通知（ＰＤＦ）データを使用しており、検索するにあた

って通知に載っているにもかかわらず、検索でヒットしないこ

とがある。その場合は金額で検索しているが、検索がしっかりと

できるとよい。 

 厚労省の要綱や指針に書かれている、金額や修理金額について

も同様に、エクセルやＰＤＦでまとめてもらえると大変助かる。

要項や指針のＰＤＦデータから検索してしる。 
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（２）データ連携マニュアルの作成 
   毎年新たな申請受付けにかかる見直しが行われている完成用部品について、既存デー

タの適切な管理と三者（厚生労働省、国リハ、テクノエイド協会）による安全かつ確実

なデータの受け渡しを可能とする連携の在り方について検討し、三者において、データ

連携に関する各種の規則を定め、テクノエイド協会が運用する本ＤＢを基盤として、年

度ごとに指定される完成用部品の通知を生成・作成するとともに、当該データを適切か

つ確実に保管することを目的として「データ連携マニュアル」を作成した。 

（詳細は資料編を参照） 

   今後のデータの受け渡し手順については、本マニュアルを元に作業することとする。 

 

（３）詳細情報における表示項目の追加及び解説の作成 
   厚生労働省より指定された完成用部品の「対象」及び「構造」、「機能（効果）」等に関

する詳細（以下、「詳細情報」とする）については、当協会において、メーカー・輸入事

業者等の任意により情報を収集し、本システムを通じて全国の更生相談所や市区町村等

へ情報提供している。 

昨年度の事業において、検討会及びヒアリング調査を踏まえ、詳細情報における項目

を追加拡充する事項について取り纏めたところであり、今年度の事業にでは、取り纏め

た項目を本システムへ実装することとした。また、詳細情報は、メーカー・輸入事業者

等が各々入力している実情を踏まえ、記載内容にバラツキ等が生じないよう、表示項目

の解説を作成した。これにより詳細情報の一定の質を確保することとした。 

 

【各項目名と解説等について】 

内容 項目名 解説 

      完成用部品コード 
当該情報の部品コードを指定 

00000-000000 ５桁と６桁をー（ハイフン）で繋いだコード 

          

分類等 1   義肢・装具等 通知 

  2   区分  〃 

  3   名称  〃 

  4   型式  〃 

  5   完成用部品コード 

自動的に付番されるもの 

00000-000000 ５桁と６桁をー（ハイフン）で繋いだコード（５桁:

「年度」と「企業番号」 － ６桁:「製品番号」） 

  6   分類コード 
当該部品の分類を示すコード  A00-0000-0000 義肢・装具等,

区分-名称-型式の順 

指定通知 7   使用部品 通知 

  8   価格  〃 

  9   備考  〃 

申請者 10   当該部品の申請者 当該部品の指定申請者を表示 
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詳細情報 11   部品構造図 当該部品の構成や構造など、細部形状を示した図を掲載すること 

  12 
文言 

修正 
組立・加工・取付例 

当該部品を使用した組立・加工・取付例を図又は写真にて掲載するこ

と 

注）当該部品がどの部分か一目でわかるように記載する 

  13   対象 
当該部品の対象となる主な障害や使用場面、環境等について記載す

ること 

  14   構造 
当該部品が部分部分のパーツから構成している場合、その構造や仕

組みがわかるよう記載すること 

  15 
文言 

修正 
機能（効果） 当該部品が有する働きとその作用について記載すること 

  16   材質 当該部品の材質（性質）を記載すること 

  17   寸法 
当該部品単位の寸法をは環境依存文字の㎜や㎝は用いず、mm 又は

cm 単位で記載すること 

  18   重量 
当該部品単体の重量は環境依存文字のℊや㎏は用いず、ｇ又は kg 単

位で記載すること 

  19   保証期間 正常な使用状況において、無償修理を行う期間を記載すること 

  20 
文言 

修正 

組立・加工・取付方

法 
当該部品の組立・加工・取付方法を記載すること 

  21   調整方法等 
当該部品を調整して使用する場合、その方法及び適用範囲等を記載

すること 

  22 修正 
適応体重と適応身

長 
当該部品を使用する対象者の適応体重と適応身長を記載すること 

  23   使用条件（場所） 
当該部品の使用にあたり、特別な条件下で使用が可能である場合、そ

の旨を記載すること（防水・防塵など） 

  24   注意・禁忌事項 当該部品の使用に伴う注意・禁忌事項について記載すること 

  25 新 特徴 当該部品の特筆すべき特徴や有用性等があれば記載すること 

  

26 

新 その他の画像１ 
当該部品を前額面、矢状面、水平面の 3 方向から撮影した写真を掲

載すること（最大５枚） 

※指定部品が明確に確認できるよう、部品単体の写真を必ず 1 枚は

入れること 
  新 その他の画像２ 
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  新 その他の画像３ 

  新 その他の画像４ 

  新 その他の画像５ 

  27 新 部品動画 

当該部品を構造や機能等を紹介する動画を示すアドレスを掲載する

こと 

注）YouTube のリンクアドレスとする 

  

28 

新 類似する部品１ 

同一メーカー内で素材の違いによる類似部品がある場合、そのメー

カー略称と型番（あるいは部品コード）を最大 3 つ記載すること 
  新 類似する部品２ 

  新 類似する部品３ 

  29 新 以前のモデル 
分離・統合による再登録された部品は、以前登録されていた部品のメ

ーカー略称と型番（あるいは部品コード）を記載すること 

  30 新 
当該部品の上位モ

デル 

当該部品の上位モデルがあれば、その旨を記載すること（上位とは、

性能や機能、構造、価格等の差異） 

  31 新 
当該部品の下位モ

デル 

当該部品の下位モデルがあれば、その旨を記載すること（下位とは、

性能や機能、構造、価格等の差異） 

  32 新 

他の部品と組み合

せて使用する場合

の留意点 

当該部品を他の部品と組み合わせて使用する場合の留意点について

記載すること 

  33 新 修理可能期間 
保証期間を超過しても、有償で修理を実施することが可能な期間を

記載すること 

  34 新 
対象疾患または活

動レベル 

メーカーとして当該部品を使用する場合に想定している使用者の活

動レベルを記載すること 

  35 新 同梱パーツ 
販売時に何が含まれるか（例：チューブ付き、内外側支柱セットなど）

を記載すること 

  36 新 重要なお知らせ 当該部品に関する重要なお知らせがある場合、その旨記載すること 

  37   パンフレット 
掲載しているホームページの URL を記載すること 

※当該部品が掲載されている頁が一目でわかるように務めること 
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  38 新 取扱説明書 
掲載しているホームページの URL を記載すること 

※当該部品が掲載されている頁が一目でわかるように務めること 

          

問い合わ

せ 
39   お問い合せ窓口 

当該製品に関するお問い合わせ窓口（事業者名、住所、電話、電子メ

ールアドレス） 

 

（４）合同説明会及び新システム運用テストの実施結果 
①合同説明会の実施 

【開催日】：令和５年２月２７日（火）１０時～ 

 【参加者】：完成用部品の申請者（製造メーカー及び輸入事業者等）３社 

     内、１社は説明会動画を視聴の上、運用テスト及びアンケートに回答いただいた。 

 【内容】： 

・新ＤＢシステムの改修内容について 

・詳細情報の追加項目及び解説内容について 

・運用テストの実施について 

 

②運用テストの実施結果について 

 合同説明会実施後、各企業の運用テストサイトログイン情報及び操作マニュアルを送付

し、５日を運用期間としてテストサイトにて各企業にてログイン、操作し、以下の事項に

ついて回答していただくこととした。 

 

【アンケート結果 ３社からの主なコメント】 

 
項目 主なご意見等 

１ 完成用部品ＤＢ

のデザインにつ

いて 

 デザインは見やすくなり、直観的に操作できるようになったと

感じる。 

 キーワード検索が一番上に配置されたため、見やすいと思う。 

 見やすいデザインとなっており、すっきりしていて良いと思

う。 

 

２ 詳細情報の項目

の追加、各項目

の解説について 

 追加項目の内容は、部品選択の際に必要な内容であると感じ

る。また、解説も適切な内容にて説明されていると感じる。 

 詳細情報の項目の追加、各項目の解説については、部品詳細の

右上部に各項目の解説のヘルプデスクがあるので確認しやすい

と思う。 

 「販売形態」が一瞬どういうことか分からなかった。「同梱パ

ーツ」など説明にある「販売時に何が含まれるか」が分かる文

言の方が良いのではと感じた。 
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３ Ｗｅｂ上での詳

細情報の変更・

修正等の操作性

について 

 操作性については問題ない。 

 一時保存の機能が使えなかったので、リリース時は使用可能と

なるのか気になった。一時保存は登録確認を実施しなくても次

にアクセスしなおした際に保存が継続されている状態で作業が

再開可能であれば便利だと思う。（途中で作業を中断したもの

を再度呼び起こすことは可能か） 

 

４ フォーマットを

使用したアップ

ロードの操作性

について 

 今回からアップロード機能が追加され、転記された文言の修正

で対応できるようになったことは作業が効率的になったと思

う。 

 操作性に関しては問題ないが、挙証資料エクセルの内容転記が

完了後でも web 上で反映されなかったため問題はどこにあるの

か検証をお願いしたい。厚労省様より申請資料として展開のあ

ったエクセル「Microsoft Excel ワークシート (.xlsx)」を利

用しましたが、アップするエクセルのバージョン等に依存する

か。 

 

５ その他  修正後「登録」を押した後、即反映される訳ではなく、承認プ

ロセスがあり（確認は「詳細情報 公開承認」）、問題が無け

れば反映されるという理解か？ 

 また、弊社は登録製品数が多いため全てのデータを入力する時

間はなかなか取れないが、少しずつ更新して行きたいと思う。 

 

 なお、上記のシステムに関するエラーに関しては、修正を行った。 
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（５）ＤＢシステムのデザインの一新及び各種機能の追加 
  本ＤＢシステムの情報登録企業及び利用者の利便性向上のため、デザインの一新、詳細

情報入力のためのフォーマット作成及びオンライン申請を実装するためのシステム改修を

行った。具体的には以下の通りである。 

 

①ＤＢシステムの画面 
本システムのイメージを一新した。 

【完成用部品情報提供システム トップ画面】 
https://www1.techno-aids.or.jp/search/index.php 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現在の指定部品数及び 
詳細情報掲載部品数を表示 

指定通知の電子ブックの閲覧 
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【検索結果】 
 
  
  「指定通知順」に並び替えを追加 
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【部品画面】 
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【部品画面】 
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②Ｗｅｂ上での詳細情報の登録・修正 
部品情報の登録申請書及び新規登録、変更又は削除においては、申請者（企業等）へ企

業ごとにページを設け、ログイン情報を付与している。現状は、Ｗｅｂ上にて必要事項を

入力の上、申請書と共に印刷画面の提出を必要としていたが、今後は書面での提出は不要

とし、Ｗｅｂ上で申請を完結することとした。また、過去に詳細登録をした部品であって

もＷｅｂ上で変更申請の可能とした。 

申請された内容は、協会へ通知が入り、協会にて登録・修正・削除等の内容を確認の上、

承諾がされ次第データが反映される仕組みとした。 

最大５枚までの画像追加が可能 
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なお、申請者（企業）側のサイトもデザインは併せて一新しており、本手続きに係る申

請者側のマニュアルも改定している。（詳細は別添資料を参照） 

 
【申請者 部品詳細入力画面】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 （中略） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「挙証資料」のアップロード 
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③挙証資料及び専用フォーマットを使用したアップロード機能の追加 
直接入力の手間を省くべく、エクセルのシートデータを参照し、アップロードできる機

能を追加した。 

一つ目は、完成用部品申請時に国立障害者リハビリテーションセンターへ提出されてい

る資料「2_挙証資料.xlsx」における、データ内「【入出力用】様式Ａ－４」シートを参照

し、対象や構造などの指定申請時のテキストデータを一括で転記することを可能とした。 

二つ目は、本システムの詳細部品の各項目の入力を網羅できるよう、独自にエクセルシ

ートのフォーマット（登録シート）を作成した。上記２つのシートの具体的な内容の違い

については下記資料を参照。 

【申請者画面 挙証資料アップロード画面】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【申請者画面 詳細情報アップロード画面】 
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【挙証資料及び詳細情報アップロードフォーマット】 

※赤文字に関しては、挙証資料・様式Ａ－４の項目を示す。 
 
 
 
 
 

詳細情報項目 
挙証資料 

（様式Ａ－４シート） 

詳細情報アップロード 

(登録シート) 

部品構造図(画像） 別途画像を指定 ○ 

組立・加工・取付例(画像) 別途画像を指定 ○ 

対象 ○ ○ 

構造 ○ ○ 

機能（効果） ○ ○ 

材質 ○ ○ 

寸法 ○ ○ 

重量 ○ ○ 

保証期間 ○ ○ 

組立・加工・取付方法 ○ ○ 

調整方法等 ○ ○ 

適応体重と適応身長 ○ ○ 

使用条件(場所) ○ ○ 

注意・禁忌事項 ○ ○ 

特長 － ○ 

その他の画像 － ○ 

部品動画 － ○ 

類似する部品 ○ ○ 

以前のモデル － ○ 

当該部品の上位モデル － ○ 

当該部品の下位モデル － ○ 

他の部品と組み合わせて使用

する場合の留意点 
－ ○ 

修理可能期間 － ○ 

対象疾患または活動レベル － ○ 

販売形態 － ○ 

重要なお知らせ － ○ 

パンフレット － ○ 

取り扱い説明書 － ○ 

その他 － ○ 
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【詳細情報アップロードシート（登録シート）イメージ】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ④指定通知の電子ブック化 

指定通知を電子ブック化し、完成用部品情報システムと連携することで、指定通知に記

載されている部品名から完成用部品情報システムの部品情報へ飛ばすことを可能とした。

また、ブラウザ上で、文字の拡大縮小、マーカー、付箋、検索などを可能とした。 

【電子ブック 通知】 
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（６）部品コードの活用 
完成用部品ＤＢシステムでは、国が指定している全ての完成用部品に部品コードを付番し

ているところであるが、指定部品の変更や修正をはじめ、完成用部品のメーカーや補装具の

製作、判定等の業務に従事するものにとって有効となる部品コードの活用方策について、検

討した。 

 

完成部品コードとは？ 

自動的に付番される５桁と６桁をつないだコード「00000-000000」 

前半５桁は「企業コード」、後半６桁は登録された「年度（西暦下２桁）」と「登録番

号」で構成している 

 

 

① ヒアリング調査による主な意見 

市区町村 更生相談所 

 関係者の共通理解を促進するものとして、

活用できるのではないか。 

 見積書への記載を徹底してはどうか。 

 コードは協会で付番しているのであれば、

活用は難しいのではないか。 

 コードを活用していくのであれば、通知を

ベースに業務をしているので、通知にコー

ドを載せることも必要でないか 

 

 全ての部品に振られていれば、何らか活

用できるのでは。指定通知に記載してい

ただくなどして、当該機器にアクセスし

やすくなれば、情報の確認や管理、共有

に有用ではないか。 

 業者によって見積書の記載内容が異なる

ため、見積作成時に当該コードを記載さ

せてはどうか。 

 国の指定通知にも記載することにより、

活用が一層促進するのではないか。 

 指定通知や見積書等への記載を徹底する

ことにより、情報共有に活用できるので

はないか。 

 部品コードや分類コードが付いているこ

とを知らなかった。 

 見積もりには、完成用部品に指定されて

いる製品名を書いてもらわないと、受付

しないため、特にコードにおいて必要の

認識はない。 

 

② コードの有効活用について 

 現行の完成用部品コードは、ＤＢシステムにおいて、当該部品のＩＤ的な役割を果

たしているものの、更生相談所や市区町村等ではその存在を認識していない。 

 

 一方、当該コードを見積書やカタログ、製造メーカー等のホームページ等に記載す

ることにより、関係者による部品確認が容易になるとともに、当該部品についての
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理解や知識を深める契機となるのではないか。加えて、当該コードを活用すること

により、システム化や統計処理などにおいても活用することが期待される。 

 

（７）今後の見通しについて 
 ①詳細情報の見直し、拡充等について 

本年度の検討結果を踏まえ、令和６年度により新たな情報収集するところであるが、メ

ーカーの負担及び現場のニーズを踏まえ、継続的に検討することとする。 

また、詳細情報の項目の任意又は必須についても、関係者の意見をお聞きしながら、臨

機応変かつ迅速に対応することとし、また、解説の内容についても同様の取り扱いとする。 

 

②３者のデータ連携及び効果等の検証について 

来年度より申請時の挙証資料をアップロードしてデータ入力の簡素化を図ったところで

あるが、様式を変更する場合には、当協会にも情報共有していただきたいところである。 

また、指定部品のデータ管理及び通知（別表）の作成については、今回作成した運用マ

ニュアルに沿って執り行うこととし、今後担当者が変更しても、適切かつ円滑にデータ連

携が図られるよう努めることとする。 

加えて、令和６年度よりリニューアルした本システムにて運用するところであるが、シ

ステムの効果や新たなニーズ・課題等についての検証が求められる。 

 

３．別添資料 

（１）義肢装具等完成用部品データ連携マニュアル 
（２）企業用操作マニュアル 
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１ 本マニュアルの目的 

 

本マニュアルは、障害者総合支援法における「義肢・装具及び座位保持装置の完成用部品（以下

｢完成用部品｣）。」の通知の範囲に基づく取扱いについて、厚生労働省（以下「厚労省」）及び国立障害

者リハビリテーションセンター（以下「国リハ」）、公益財団法人テクノエイド協会（以下「テクノ」）、三者

の完成用部品のデータ連携に関する各種の規則を定め、テクノが運用する「完成用部品データベース

システム（以下「DB システム」）」を基盤として、年度ごとに指定される完成用部品の通知を生成・作

成するとともに、当該データを適切かつ確実に保管することを目的とするもの。  

なお、厚労省及び国リハによる新たな完成用部品の指定に関する申請から審査、決定等にかかわ

る手続きについては、本マニュアルの対象外とする。 

 

２ 各機関の役割 

 

完成用部品データ（※）の取扱いについて、各機関の役割は下表とする。 

機関名 役割 

厚労省 

〇完成用部品データの責任者 

〇補装具評価検討会による審査、決定 

〇都道府県等に対する指定通知の発出 

国リハ 

〇完成用部品の指定申請等の受付、問合せ対応 

〇申請書類の確認及び申請部品情報の整理、確認 

〇補装具評価検討会における検討資料の作成支援 

テクノ 

〇完成用部品データを保管するサーバの設置、システムの保守管理 

〇指定通知（案）の生成、作成（システムから自動作成） 

〇インターネットを通じて指定されている完成用部品の情報提供 
・基本情報（通知と同様）は、全ての部品について掲載する。 

・詳細情報は、申請者の任意とし、テクノへ申請されたもののみとする。 

（※）ここで云う完成用部品データは、下記の２種類のデータを示すこととする。 

➀テクノで主に管理している指定申請や通知作成のための「完成用部品データ」 

以下に細分化される 

（ア）指定申請様式作成や指定通知作成のためのデータ 

      →自立支援振興室の指示・監督のもと、テクノエイド協会で保管・管理 

（イ）指定通知作成用データ 

      →自立支援振興室の指示・監督のもと、テクノエイド協会で保管・管理 

（ウ）指定通知データ 

      →最終的な通知のデータは自立支援振興室で保管・管理  

②通知で発出された完成用部品の情報をテクノのホームページで発信する「完成用部品データ」 

→自立支援振興室の指示・監督のもと、テクノエイド協会で保管・管理 
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３ データ連携の全体像 

 

＜データ一覧＞ 

情報名 内容 ルート 時期 媒体 

更新前データ 

（通称「Ａデータ」と

する） 

現行の通知に記載されているデータ 

テクノ 

↓ 

厚労省 

↓ 

国リハ 

毎年 

〇月頃 

Excel 

メール 

更新後データ 

（通称「Ｂデータ」と

する） 

補装具評価検討会にて承認された事項

（新規・分割統合・変更・削除）を更新前

データに反映させたデータ 

国リハ 

↓ 

厚労省 

↓ 

テクノ 

毎年 

〇月頃 

Excel 

メール 

通知データ 

（通称「Ｃデータ」と

する） 

通知に使用するデータ 

テクノ 

↓ 

厚労省 

毎年 

２～３月

頃 

PDF 

メール 
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４ データ連携の手順及びルール 

 

データ連携図の中で用いている図の意味は、次のとおりとする。 

  

表示図 内容 

 

 

 

 

電子データ（ＣＳＶファイル等）であることを示す。 

 

 

 

 

 

業務の流れの中で判断を行うことを示す。 

 

 

 

 

業務の流れの中で特定の処理を行うことを示す。 

 

 

 

 
ホームページ等で公開することを示す。 

 

 

 

 

 

- 31 -

186625 報告書_本文_2校 (37)

４ データ連携の手順及びルール 

 

データ連携図の中で用いている図の意味は、次のとおりとする。 

  

表示図 内容 

 

 

 

 

電子データ（ＣＳＶファイル等）であることを示す。 

 

 

 

 

 

業務の流れの中で判断を行うことを示す。 

 

 

 

 

業務の流れの中で特定の処理を行うことを示す。 

 

 

 

 
ホームページ等で公開することを示す。 

 

 

 

 

 

- 31 -

186625 報告書_本文_2校 (37)



４．１ 更新前データ（Ａデータ） 

４．１．１ データ連携の手順 

 

テクノ 厚労省 国リハ 

１ DB システムより現時点の

登録データを抽出し、厚労

省へ送信する。 

    

  ２ テクノから受領したファイ

ルを国リハへ送信する。 

  

    ３ 厚労省から受領したファイ

ルを基に申請様式を作成

する。 

＜メール送信時のルール＞ 

■宛先及び件名 

・テクノ→厚労省 

To : aaaa @mhlw.go.jp;  Subject : YY年更新分：Ａデータ等の送付 

 

・厚労省→国リハ 

To : aaaa@rehab.go.jp;  Subject : YY年更新分：Ａデータ等の送付 

 

■添付ファイル 

送付するファイルは DB システムで抽出する（Excel形式）。また、抽出したファイルは ZIP形式で

圧縮（暗号化）し、以下のファイル名で送信すること。 

 

① 部品一覧データ    例）「２３1101_A_Data_productEdit.xlsx」 

② カテゴリ一覧データ 例）「231101_categorylist.xlsx」 

③ 企業登録一覧データ 例）「231101_manageredit.xlsx」 

 

・ZIPファイル名は、送信日＋データ名とする。 例）231101_A_Data.zip 

※ZIPファイルのパスワードは別途、厚労省及び国リハ、テクノの間で取り決めを行う。 

 

〈備考欄〉 

 

更新前データ（Ａデータ）受け渡し概要図 

テクノ 厚労省 国リハ 

   

DB登録 

データ 

DB登録 

データ 

DB登録データを基に 

申請様式の作成 

電子メールにて提出 電子メールにて提供 
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４．１ 更新前データ（Ａデータ） 

４．１．１ データ連携の手順 

 

テクノ 厚労省 国リハ 

１ DB システムより現時点の

登録データを抽出し、厚労

省へ送信する。 

    

  ２ テクノから受領したファイ

ルを国リハへ送信する。 

  

    ３ 厚労省から受領したファイ

ルを基に申請様式を作成

する。 

＜メール送信時のルール＞ 

■宛先及び件名 

・テクノ→厚労省 

To : aaaa @mhlw.go.jp;  Subject : YY年更新分：Ａデータ等の送付 

 

・厚労省→国リハ 

To : aaaa@rehab.go.jp;  Subject : YY年更新分：Ａデータ等の送付 

 

■添付ファイル 

送付するファイルは DB システムで抽出する（Excel形式）。また、抽出したファイルは ZIP形式で

圧縮（暗号化）し、以下のファイル名で送信すること。 

 

① 部品一覧データ    例）「２３1101_A_Data_productEdit.xlsx」 

② カテゴリ一覧データ 例）「231101_categorylist.xlsx」 

③ 企業登録一覧データ 例）「231101_manageredit.xlsx」 

 

・ZIPファイル名は、送信日＋データ名とする。 例）231101_A_Data.zip 

※ZIPファイルのパスワードは別途、厚労省及び国リハ、テクノの間で取り決めを行う。 

 

〈備考欄〉 

 

更新前データ（Ａデータ）受け渡し概要図 

テクノ 厚労省 国リハ 

   

DB登録 

データ 

DB登録 

データ 

DB登録データを基に 

申請様式の作成 

電子メールにて提出 電子メールにて提供 
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４．１．２ 項目説明 

 

列 項目名 属性 内容 

必

須 

入

力 

備考 

Ａ 分類コード 英数 

当該部品の分類を示すコード 

「Ａ００－００００－００００」 

（殻・骨格等）（区分）－（名称１）（名称２）－（型式１）

（型式２）の順 

○  

Ｂ 部品コード 英数 

自動的に付番される５桁と６桁をつないだコード 

「０００００－００００００」 

前半５桁は「企業コード」、後半６桁は登録された「年

度（西暦下２桁）」と「登録番号」からなる 

○  

Ｃ メーカー 
かな 

漢字 
現行の指定通知の内容 〇  

Ｄ 型番 英数 現行の指定通知の内容 〇  

Ｅ 殻・骨格等 漢字 現行の指定通知の内容 〇  

Ｆ 区分 漢字 現行の指定通知の内容 〇  

Ｇ 名称１ 
かな 

漢字 
現行の指定通知の内容 〇  

Ｈ 名称２ 

かな 

漢字 

英字 

現行の指定通知の内容   

Ｉ 型式１ 

かな 

漢字 

英字 

現行の指定通知の内容 〇  

Ｊ 型式２ 

かな 

漢字 

英数 

現行の指定通知の内容   

Ｋ 標準価格 数字 現行の指定通知の内容 〇  

Ｌ 管理費 数字 現行の指定通知の内容 〇  

Ｍ 価格 数字 現行の指定通知の内容 〇  
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４．１．２ 項目説明 

 

列 項目名 属性 内容 

必

須 

入

力 

備考 

Ａ 分類コード 英数 

当該部品の分類を示すコード 

「Ａ００－００００－００００」 

（殻・骨格等）（区分）－（名称１）（名称２）－（型式１）

（型式２）の順 

○  

Ｂ 部品コード 英数 

自動的に付番される５桁と６桁をつないだコード 

「０００００－００００００」 

前半５桁は「企業コード」、後半６桁は登録された「年

度（西暦下２桁）」と「登録番号」からなる 

○  

Ｃ メーカー 
かな 

漢字 
現行の指定通知の内容 〇  

Ｄ 型番 英数 現行の指定通知の内容 〇  

Ｅ 殻・骨格等 漢字 現行の指定通知の内容 〇  

Ｆ 区分 漢字 現行の指定通知の内容 〇  

Ｇ 名称１ 
かな 

漢字 
現行の指定通知の内容 〇  

Ｈ 名称２ 

かな 

漢字 

英字 

現行の指定通知の内容   

Ｉ 型式１ 

かな 

漢字 

英字 

現行の指定通知の内容 〇  

Ｊ 型式２ 

かな 

漢字 

英数 

現行の指定通知の内容   

Ｋ 標準価格 数字 現行の指定通知の内容 〇  

Ｌ 管理費 数字 現行の指定通知の内容 〇  

Ｍ 価格 数字 現行の指定通知の内容 〇  
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列 項目名 属性 内容 

必

須 

入

力 

備考 

Ｎ 表示・使用部品 

かな 

漢字 

英数 

現行の指定通知の内容 〇  

Ｏ メーカー略称 

かな 

漢字 

英数 

現行の指定通知の内容 〇  

Ｐ 備考 

かな 

漢字 

英数 

部品の販売時名称、製造・販売中止、メーカーの廃

業等の補足事項 
  

Ｒ 削除 ― 
「削除」とある場合、システム上で当該部品は削除扱

いとなる（論理削除） 
  

Ｓ 入力状況 ― 
必須項目への入力状況を示す。「完」とある場合、全

て入力済みで、登録が完了している状態である 
  

Ｔ 表示 ― 

部品情報の公開可否を示す。種別は以下のとおり 

■「すべて表示する」：全項目を表示 

■「型式・価格等のみ表示させる」：会社名から販売

中止年月までの項目のみ表示 

■「全てを表示しない」：表示している部品情報自体

を表示しない（検索にもヒットしない） 
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列 項目名 属性 内容 

必

須 

入

力 

備考 

Ｎ 表示・使用部品 

かな 

漢字 

英数 

現行の指定通知の内容 〇  

Ｏ メーカー略称 

かな 

漢字 

英数 

現行の指定通知の内容 〇  

Ｐ 備考 

かな 

漢字 

英数 

部品の販売時名称、製造・販売中止、メーカーの廃

業等の補足事項 
  

Ｒ 削除 ― 
「削除」とある場合、システム上で当該部品は削除扱

いとなる（論理削除） 
  

Ｓ 入力状況 ― 
必須項目への入力状況を示す。「完」とある場合、全

て入力済みで、登録が完了している状態である 
  

Ｔ 表示 ― 

部品情報の公開可否を示す。種別は以下のとおり 

■「すべて表示する」：全項目を表示 

■「型式・価格等のみ表示させる」：会社名から販売

中止年月までの項目のみ表示 

■「全てを表示しない」：表示している部品情報自体

を表示しない（検索にもヒットしない） 
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４．２ 更新後データ（Ｂデータ） 

４．２．１ データ連携の手順 

 

テクノ 厚労省 国リハ 

    １ 申請時業者より、新規申

請、変更削除申請を受け付

ける。 

    ２ 更新後のデータを厚労省

へ送信する。 

  ３ 国リハから受領したファイ

ルを確認。相違なければテ

クノへ送信する。 

  

４ 厚労省から受領したファイ

ルを DB システムへ取り込

む。 

    

＜メール送信時のルール＞ 

■宛先及び件名 

・テクノ→厚労省 

To : aaaa @mhlw.go.jp; Subject : YY年更新分：Bデータ等の送付 

 

・厚労省→国リハ 

To : aaaa@rehab.go.jp; Subject : YY年更新分：Bデータ等の送付 

 

■添付ファイル 

送付するファイルは ZIP形式で圧縮（暗号化）し、以下のファイル名で送信すること。 

 

① 部品一覧データ    例）「２４０２01_B_Data_productEdit.xlsx」 

② カテゴリ一覧データ 例）「2４０２01_categorylist. xlsx」 

③ 企業登録一覧データ 例）「2４０２01_manageredit xlsx」 

 

・ZIPファイル名は、「送信日＋データ名」とする。 例）2４０２01_B_Data.zip 

※ZIPファイルのパスワードは別途、厚労省及び国リハ、テクノの間で取り決めを行う。 

 

＜備考＞ 

・新規の分類コードが必要となる場合、厚労省からの指示や補装具評価検討会の結果を踏まえて、国

リハとテクノで協議の上、決定する。 

・何らかの理由で厚労省が Bデータを修正した場合には、変更内容を国リハとも共有すること。 

・企業登録一覧情報及び登録担当の情報についても併せて、更新されたデータを共有すること。 
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４．２ 更新後データ（Ｂデータ） 

４．２．１ データ連携の手順 

 

テクノ 厚労省 国リハ 

    １ 申請時業者より、新規申

請、変更削除申請を受け付

ける。 

    ２ 更新後のデータを厚労省

へ送信する。 

  ３ 国リハから受領したファイ

ルを確認。相違なければテ

クノへ送信する。 

  

４ 厚労省から受領したファイ

ルを DB システムへ取り込

む。 

    

＜メール送信時のルール＞ 

■宛先及び件名 

・テクノ→厚労省 

To : aaaa @mhlw.go.jp; Subject : YY年更新分：Bデータ等の送付 

 

・厚労省→国リハ 

To : aaaa@rehab.go.jp; Subject : YY年更新分：Bデータ等の送付 

 

■添付ファイル 

送付するファイルは ZIP形式で圧縮（暗号化）し、以下のファイル名で送信すること。 

 

① 部品一覧データ    例）「２４０２01_B_Data_productEdit.xlsx」 

② カテゴリ一覧データ 例）「2４０２01_categorylist. xlsx」 

③ 企業登録一覧データ 例）「2４０２01_manageredit xlsx」 

 

・ZIPファイル名は、「送信日＋データ名」とする。 例）2４０２01_B_Data.zip 

※ZIPファイルのパスワードは別途、厚労省及び国リハ、テクノの間で取り決めを行う。 

 

＜備考＞ 

・新規の分類コードが必要となる場合、厚労省からの指示や補装具評価検討会の結果を踏まえて、国

リハとテクノで協議の上、決定する。 

・何らかの理由で厚労省が Bデータを修正した場合には、変更内容を国リハとも共有すること。 

・企業登録一覧情報及び登録担当の情報についても併せて、更新されたデータを共有すること。 
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更新後データ（Ｂデータ）受け渡し概要図 

テクノ 厚労省 国リハ 

   

 

４．２．２ 項目説明 

 更新前データ（Ａデータ）と同一のため省略。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規・継続部品

データ 

Aデータ 

新規部品の追加 

継続部品の更新・削除 

更新後 

データ 
受付・正誤チェック 

誤データ修正 

データベース 

DBシステム取込み処理 

電子メールにて提出 

誤データあり 

再提出 

電子メールにて提出 
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更新後データ（Ｂデータ）受け渡し概要図 

テクノ 厚労省 国リハ 

   

 

４．２．２ 項目説明 

 更新前データ（Ａデータ）と同一のため省略。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規・継続部品

データ 

Aデータ 

新規部品の追加 

継続部品の更新・削除 

更新後 

データ 
受付・正誤チェック 

誤データ修正 

データベース 

DBシステム取込み処理 

電子メールにて提出 

誤データあり 

再提出 

電子メールにて提出 
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４．３ 通知データ（Cデータ） 

４．３．１ データ連携の手順 

 

テクノ 厚労省 国リハ 

１ 通知データ（PDF 等）を作

成し、厚労省へ送信する。 

    

  ２ テクノから受領したファイ

ルを確認する。 

  

  ３ 「完成用部品の指定につい

て」通知を作成し、発出す

る。 

  

  ４ 発出した通知データをテク

ノ及び国リハへ送信する。 

  

５ 受領したファイル（PDF）を

ホームページへ掲載する。 

併せて、更新後データを

DBシステムへ反映する。 

  6 受領したファイル（PDF）を

確定版として保管する。 

＜メール送信時のルール＞ 

■宛先及び件名 

・テクノ→厚労省 

To : aaaa@mhlw.go.jp;  Subject : YY年通知分：Ｃデータ等の送付 

 

【通知データ（Ｃデータ）確定版】 指定通知の鏡文＋別表  都道府県等へ通知する文書 

・厚労省→テクノ及び国リハ 

To : aaaa@ techno-aids.or.jp; 

To : aaaa@ rehab.go.jp; 

Subject : YY年通知分（確定版）の送付 

 

■添付ファイル 

通知データ（Ｃデータ）はテクノが抽出したデータを基に PDF ファイルを作成し、厚労省へ送信す

る。また、抽出したファイルは ZIP形式で圧縮（暗号化）し、以下のファイル名で送信すること。 

 

【テクノ→厚労省へ提出するデータ】 

① 通知データ             例）「２４０３15_C_Data.pdf」  

② 通知データ             例）「２４０３15_C_Data.xlsx」  

③ 通知データ（管理費込）    例）「２４０３15_C_Data_管理費込.pdf」  

④ 通知データ（管理費込）    例）「２４０３15_C_Data_管理費込.xlsx」  

⑤ 通知元データ           例）「2４０３15_notice.xlsm」 

⑥ 部品一覧データ         例）「２４０３１５_B_Data_productEdit.xlsx」 

 

・ZIPファイル名は、「送信日＋データ名」とする。 例）2４０３１５_C_Data.zip 

※ZIPファイルのパスワードは別途、厚労省及び国リハ、テクノの間で取り決めを行う。 
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４．３ 通知データ（Cデータ） 

４．３．１ データ連携の手順 

 

テクノ 厚労省 国リハ 

１ 通知データ（PDF 等）を作

成し、厚労省へ送信する。 

    

  ２ テクノから受領したファイ

ルを確認する。 

  

  ３ 「完成用部品の指定につい

て」通知を作成し、発出す

る。 

  

  ４ 発出した通知データをテク

ノ及び国リハへ送信する。 

  

５ 受領したファイル（PDF）を

ホームページへ掲載する。 

併せて、更新後データを

DBシステムへ反映する。 

  6 受領したファイル（PDF）を

確定版として保管する。 

＜メール送信時のルール＞ 

■宛先及び件名 

・テクノ→厚労省 

To : aaaa@mhlw.go.jp;  Subject : YY年通知分：Ｃデータ等の送付 

 

【通知データ（Ｃデータ）確定版】 指定通知の鏡文＋別表  都道府県等へ通知する文書 

・厚労省→テクノ及び国リハ 

To : aaaa@ techno-aids.or.jp; 

To : aaaa@ rehab.go.jp; 

Subject : YY年通知分（確定版）の送付 

 

■添付ファイル 

通知データ（Ｃデータ）はテクノが抽出したデータを基に PDF ファイルを作成し、厚労省へ送信す

る。また、抽出したファイルは ZIP形式で圧縮（暗号化）し、以下のファイル名で送信すること。 

 

【テクノ→厚労省へ提出するデータ】 

① 通知データ             例）「２４０３15_C_Data.pdf」  

② 通知データ             例）「２４０３15_C_Data.xlsx」  

③ 通知データ（管理費込）    例）「２４０３15_C_Data_管理費込.pdf」  

④ 通知データ（管理費込）    例）「２４０３15_C_Data_管理費込.xlsx」  

⑤ 通知元データ           例）「2４０３15_notice.xlsm」 

⑥ 部品一覧データ         例）「２４０３１５_B_Data_productEdit.xlsx」 

 

・ZIPファイル名は、「送信日＋データ名」とする。 例）2４０３１５_C_Data.zip 

※ZIPファイルのパスワードは別途、厚労省及び国リハ、テクノの間で取り決めを行う。 
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＜備考＞ 

⚫ 通知データ（PDF）に修正がある場合、厚労省の指示に基づき、テクノにて元データを修正する。 

⚫ 厚労省の通知前後に修正や訂正があった場合、内容の大小にかかわらず、必ず情報共有するこ

と。 

⚫ 修正指示は、「通知データ C_Data.xlsx」及び「部品一覧データ B_Data_productEdit.xlsx」 

に変更点が分かるように明記し、テクノへ指示すること。 

⚫ 上記５の時点のデータをもって当該年度の指定部品データの確定版とする。 

 

 

 

 

通知データ（Ｃデータ）受け渡し概要図 

テクノ 厚労省 国リハ 

   

 

 

 

 

 

 

 

通知データ 受付・正誤チェック 

誤データ修正 

指定通知の鑑文＋ 

別表作成・発出 

指定通知の 

鑑文＋別表データ 

DBシステム 

取込み処理 

電子メールにて提出 

誤データあり 

再提出 
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電子メールにて提出 

ホームペ
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修正反映 

指定通知の 

鑑文＋別表デー

タ 

指定通知の鑑文＋別表

データ保管（PDF） 電子メールにて提供 
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＜備考＞ 
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４．３．２ 項目説明 

 

※厚生労働省通知より抜粋。 

 

列 項目名 属性 内容 

必

須 

入

力 

備考 

Ａ 区分 漢字 完成用部品指定申請の情報 〇  

Ｂ 名称 
かな 

漢字 
Ｂデータの「名称１」「名称２」を合わせたもの 〇  

Ｃ 型式 

かな 

漢字 

英字 

Ｂデータの「型式１」「型式２」を合わせたもの 〇  

Ｄ 価格 数字 Ｂデータの「標準価格」「管理費」を合計した数値 〇  

Ｅ 使用部品 

かな 

漢字 

英数 

Ｂデータの「メーカー略称」「型番」を合わせたもの 〇  

Ｆ 備考 

かな 

漢字 

英数 

製造・販売中止、メーカーの廃業等の補足事項   
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かな 
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かな 
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４．４ データ連携における留意事項 

 

４．４．１ 更新前データ（Ａデータ）、更新後データ（Ｂデータ） 

列 項目名 留意事項 

Ａ 分類コード 

・名称や型式が変更された場合は、分類コードも変更となるため確認する。

「殻・骨格等」「区分」「名称１」「名称２」「型式１」「型式２」のいずれかの変更

で「分類コード」を変更した場合は、該当部品のセルについて色を変えて、

目視でも確認できるようする。 

・新しい分類コードは、別途「分類コード一覧」を確認すること。 

Ｂ 部品コード 取り扱いメーカーが変更になる場合は、収載部品を「削除」として登録し、変

更後の取り扱いメーカーの部品として新規で再登録する（部品コードを新

規取得することになる）。 Ｃ メーカー 

Ｄ 型番 型番のみの変更であれば、他項目には影響しないためそのまま変更する。 

Ｅ 殻・骨格等 

・「殻構造義肢」「骨格構造義肢」「装具」「座位保持装置」の４つで固定されて

おり、それ以外はエラ―となる。 

・スペースや半角入力をされるとＡ列の分類コードで別のコードとして認識

されてしまうため注意すること。 

Ｆ 区分 
スペースや半角入力をされるとＡ列の分類コードで別のコードとして認識

されてしまうため注意すること。 

Ｇ 名称１ 
スペースや半角入力をされるとＡ列の分類コードで別のコードとして認識

されてしまうため注意すること。 

Ｈ 名称２ 
スペースや半角入力をされるとＡ列の分類コードで別のコードとして認識

されてしまうため注意すること。 

Ｉ 型式１ 
スペースや半角入力をされるとＡ列の分類コードで別のコードとして認識

されてしまうため注意すること。 

Ｊ 型式２ 
スペースや半角入力をされるとＡ列の分類コードで別のコードとして認識

されてしまうため注意すること。 

Ｋ 標準価格 ― 

Ｌ 管理費 ― 

Ｍ 価格 ― 

Ｎ 表示・使用部品 ― 

Ｏ メーカー略称 
半角を使わず全て全角で記入すること（スペースが入っていると、システム

では別の企業として認識されるため、スペース、半角には注意する）。 

Ｐ 備考 

テクノでは“部品名称”と“削除予定”を記入しているが、国リハでは、“部品

名称”のみ別に“削除予定”と“継続予定”、“対象外”を記入する項目を別に

用意している。そのため、それぞれ以下の対応が必要となる。 

■テクノ⇒国リハ 

テクノから受領したデータに対して、備考に記載している削除予定を切り分

ける。 

■国リハ⇒テクノ 
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４．４ データ連携における留意事項 
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Ｌ 管理費 ― 

Ｍ 価格 ― 

Ｎ 表示・使用部品 ― 

Ｏ メーカー略称 
半角を使わず全て全角で記入すること（スペースが入っていると、システム

では別の企業として認識されるため、スペース、半角には注意する）。 

Ｐ 備考 

テクノでは“部品名称”と“削除予定”を記入しているが、国リハでは、“部品

名称”のみ別に“削除予定”と“継続予定”、“対象外”を記入する項目を別に

用意している。そのため、それぞれ以下の対応が必要となる。 

■テクノ⇒国リハ 
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列 項目名 留意事項 

更新申請時に削除予定のものについては、「備考欄」に削除予定の文言を追

加する。 

Ｒ 削除 

・テクノから受領したデータに「削除」が記載されている場合、その行は削除

しても問題ない。 

・国リハで、削除申請を元にデータの整理をする場合、当該年度で削除にな

るものだけ（削除予定のものは除く）「削除」と入力して、該当のデータは

残しておくこと。 

Ｓ 入力状況 テクノでのみ使用するため、厚生労働省・国リハでは変更しないこと。 

Ｔ 表示 テクノでのみ使用するため、厚生労働省・国リハでは変更しないこと。 

 

■その他の留意事項  

⚫ Ｕ列以降はシステム上で処理対象外となるため、入力があっても問題ない。 

⚫ 継続申請で部品を分割する場合、収載部品は削除し、分割した部品を全て新規登録する。 

⚫ 収載部品のサイズ違いなどで複数の型番を１つに統合する場合、収載部品は全て削除し、統合し

た新しい型番の部品を新規登録する。 

⚫ データ入力時には、原則改行を入れないよう留意する。また、環境（機種）依存文字は使用しな

い。（例：㎝、㈱、Ⅰなど） 

⚫ セルの末尾に空白が入るとシステム上、エラーとなるため、末尾の空白は削除する。 

⚫ 新規の取り扱いメーカーがある場合、国リハにて別途「企業登録一覧」に新規登録する企業の情

報を入力すること。「企業コード」「ログインＩＤ」「パスワード」はテクノにて対応するため、国リハ

では記入しないこと。 

 

４．４．２ Ｃデータ 

通知データ（Ｃデータ）に修正がある場合、厚生労働省はテクノへ修正箇所を連絡する。テクノはそ

の指示に基づいて、更新後データ（Ｂデータ）を修正する。 

 

 

 

以上 
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列 項目名 留意事項 
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企業用操作マニュアル 
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企業用操作マニュアル 
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I. 企業用操作メニュー一覧
本システムの企業様用画面では、以下の操作が可能です。 

操作メニュー 補足 参照ページ 

１ 企業情報 登録／訂正 企業の情報の閲覧・登録・訂正ができます。 ２ページ 

２ 登録部品 一覧／検索 部品情報の登録／訂正ができます。 ４ページ 

３ 詳細情報 アップロード 詳細情報を記載した Excel をアップロードすることができます。 10 ページ 

４ 詳細情報 公開承認 詳細情報を記載した Excel の承認／差し戻し確認を行います。 12 ページ 

改訂履歴 本マニュアルの改定履歴です。 13 ページ 
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１. 企業情報 登録／訂正

現在登録されている企業情報の登録・訂正ができます。

ログインしている企業様の企業情報画面が表示されます。

ここをクリックすると以下の画面に

移ります。 

登録内容の修正を実施したら、「登録確認」を

クリックします。

※ここで登録完了ではありません

確認画面が表示されるため、入力内容を確認

し正しければ［登録］ボタンを、入力ミス等が

あった場合は［入力画面に戻る］ボタンもしく

は、ブラウザの［戻る］ボタンをクリックし、入力

画面に戻って修正し、再度［登録確認］ボタ

ンをクリックして下さい。
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登録が完了すると以下の画面が表示されます。 

 
 

◆ 入力項目について 

 入力画面に表示されている各項目の詳細は以下のとおりです。 

項目名 必須 内容 入力規則など 

企業コード  あらかじめ登録されており、変更不可。  

会社名 ○ 会社名を入力して下さい。 全角／半角 

会社名（フリガナ） ○ 会社名のフリガナを入力して下さい。 全角カタカナ 

経営形態 ○ 経営形態を選択して下さい。  

経営形態：その他 △ 経営形態で「その他」を選択した場合に入力して下さい。 全角／半角 

代表者氏名 ○ 代表者の氏名を入力して下さい。 全角／半角 

代表者氏名（フリガナ） ○ 代表者のフリガナを入力して下さい。 全角カタカナ 

本社所在地：郵便番号 ○ 郵便番号を入力して下さい。 半角数字 

本社所在地：住所 ○ 住所を入力して下さい。 全角／半角 

TEL ○ 電話番号を入力して下さい。 半角数字 

FAX  ＦＡＸ番号を入力して下さい。 半角数字 

ホームページアドレス  ホームページの URL を入力して下さい。 半角英数字 

E メールアドレス  メールアドレスを入力して下さい。 半角英数字 

設立年月 ○ 設立年月を選択して下さい。  

完成用部品「製造又は輸入」 ○ 製造または輸入を選択して下さい。  

完成用部品「試用の可否」 ○ 試用の可否を選択して下さい。  

営業エリア ○ 営業エリアを選択して下さい。  

営業エリア：一部 △ 営業エリアで「一部」を選択した場合に入力して下さい。 全角／半角 

記入日 ○ 記入日付を選択して下さい。 

※企業様が企業情報を変更した日付として下さい。 

 

担当部課 ○ 担当部課を入力して下さい。 全角／半角 

担当者 ○ 担当者名を入力して下さい。 全角／半角 

担当者（フリガナ） ○ 担当者名のフリガナを入力して下さい。 全角カタカナ 

TEL ○ 電話番号を入力して下さい。 半角数字 

FAX  ＦＡＸ番号を入力して下さい。 半角数字 

住所：郵便番号 ○ 郵便番号を入力して下さい。 半角数字 

住所：住所 ○ 住所を入力して下さい。 全角／半角 

○：必須項目です   △：条件付きで必須項目になります 
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登録が完了すると以下の画面が表示されます。 

 
 

◆ 入力項目について 

 入力画面に表示されている各項目の詳細は以下のとおりです。 

項目名 必須 内容 入力規則など 

企業コード  あらかじめ登録されており、変更不可。  

会社名 ○ 会社名を入力して下さい。 全角／半角 

会社名（フリガナ） ○ 会社名のフリガナを入力して下さい。 全角カタカナ 

経営形態 ○ 経営形態を選択して下さい。  

経営形態：その他 △ 経営形態で「その他」を選択した場合に入力して下さい。 全角／半角 

代表者氏名 ○ 代表者の氏名を入力して下さい。 全角／半角 

代表者氏名（フリガナ） ○ 代表者のフリガナを入力して下さい。 全角カタカナ 

本社所在地：郵便番号 ○ 郵便番号を入力して下さい。 半角数字 

本社所在地：住所 ○ 住所を入力して下さい。 全角／半角 

TEL ○ 電話番号を入力して下さい。 半角数字 

FAX  ＦＡＸ番号を入力して下さい。 半角数字 

ホームページアドレス  ホームページの URL を入力して下さい。 半角英数字 

E メールアドレス  メールアドレスを入力して下さい。 半角英数字 

設立年月 ○ 設立年月を選択して下さい。  

完成用部品「製造又は輸入」 ○ 製造または輸入を選択して下さい。  

完成用部品「試用の可否」 ○ 試用の可否を選択して下さい。  

営業エリア ○ 営業エリアを選択して下さい。  

営業エリア：一部 △ 営業エリアで「一部」を選択した場合に入力して下さい。 全角／半角 

記入日 ○ 記入日付を選択して下さい。 

※企業様が企業情報を変更した日付として下さい。 

 

担当部課 ○ 担当部課を入力して下さい。 全角／半角 

担当者 ○ 担当者名を入力して下さい。 全角／半角 

担当者（フリガナ） ○ 担当者名のフリガナを入力して下さい。 全角カタカナ 

TEL ○ 電話番号を入力して下さい。 半角数字 

FAX  ＦＡＸ番号を入力して下さい。 半角数字 

住所：郵便番号 ○ 郵便番号を入力して下さい。 半角数字 

住所：住所 ○ 住所を入力して下さい。 全角／半角 

○：必須項目です   △：条件付きで必須項目になります 
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２. 登録部品 一覧／検索 

現在登録されている部品情報の登録・訂正ができます。 

 

 
 

ログインしている企業様の登録部品情報の一覧画面が表示されます。 

 
 

 

 

 

➢ 画面は２０件表示されており、画面上部と下部のページ INDEX でページを切り替えることができます。 

また、検索条件を入力することにより、目的の部品情報を探すこともできます。（この検索では、入力された内容を“含む”

部品情報を検索します） 

➢ 何も入力しないで[検索]ボタンをクリックした場合は、登録されている全ての部品情報が表示されます。 

登録・訂正したいデータを一覧の中から探し、「部品コード」をクリックすると、

入力画面が表示されます。 

ここをクリックすると以下の画面に

移ります。 

- 47 -

186625 報告書_本文_2校 (53)

 

 

２. 登録部品 一覧／検索 

現在登録されている部品情報の登録・訂正ができます。 

 

 
 

ログインしている企業様の登録部品情報の一覧画面が表示されます。 

 
 

 

 

 

➢ 画面は２０件表示されており、画面上部と下部のページ INDEX でページを切り替えることができます。 

また、検索条件を入力することにより、目的の部品情報を探すこともできます。（この検索では、入力された内容を“含む”

部品情報を検索します） 

➢ 何も入力しないで[検索]ボタンをクリックした場合は、登録されている全ての部品情報が表示されます。 

登録・訂正したいデータを一覧の中から探し、「部品コード」をクリックすると、

入力画面が表示されます。 

ここをクリックすると以下の画面に

移ります。 
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（中略） 

 
 

登録が完了すると以下の画面が表示されます。 

 
 

 

 

登録内容の修正を実施したら、「登録確

認」をクリックします。 

（途中まで入力し、一時保存も実施する

ことができます） 

※ここで登録完了ではありません 

 

確認画面が表示されるため、入力内容を

確認し正しければ［登録］ボタンを、入力

ミス等があった場合は［入力画面に戻

る］ボタンもしくは、ブラウザの［戻る］ボタ

ンをクリックし、入力画面に戻って修正し、

再度「登録確認」ボタンをクリックして下さ

い。 
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（中略） 

 
 

登録が完了すると以下の画面が表示されます。 

 
 

 

 

登録内容の修正を実施したら、「登録確

認」をクリックします。 

（途中まで入力し、一時保存も実施する

ことができます） 

※ここで登録完了ではありません 

 

確認画面が表示されるため、入力内容を

確認し正しければ［登録］ボタンを、入力

ミス等があった場合は［入力画面に戻

る］ボタンもしくは、ブラウザの［戻る］ボタ

ンをクリックし、入力画面に戻って修正し、

再度「登録確認」ボタンをクリックして下さ

い。 
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◆ 入力項目について 

 入力画面に表示されている各項目の詳細は以下のとおりです。 

項目名 必須 内容 入力規則など 

メーカー（輸入事業者）名  あらかじめ登録されており、変更不可。  

部品コード  あらかじめ登録されており、変更不可。  

使用部品：1.メーカー名  あらかじめ登録されており、変更不可。  

使用部品：2.部品型番  あらかじめ登録されており、変更不可。  

E.価格  あらかじめ登録されており、変更不可。  

標準価格  標準価格を入力して下さい。 半角数字 

管理費  標準価格を入力して下さい。 半角数字 

通知内容  通知内容を入力して下さい。 全角／半角 

A.殻・骨格等 ○ あらかじめ登録されており、変更不可。  

B.区分 ○ あらかじめ登録されており、変更不可。  

C.名称 ○ あらかじめ登録されており、変更不可。  

D.型式 ○ あらかじめ登録されており、変更不可。  

完成用部品コード ○ あらかじめ登録されており、変更不可。  

分類コード ○ 分類コードを入力して下さい。 

※コードが無い場合は、先に分類コードを作成して下さい。 

半角数字、ハイ

フン 

部品構造図 ○ 部品構造図の画像を選択して下さい。 

※既に画像が登録されている場合はチェックボックスが表示され

ます。 

「参照」ボタンを

クリックし、該当

するファイルを選

択して下さい。 組立・加工・取付例 ○ 組立・加工・取付例の写真の画像を選択して下さい。 

※既に画像が登録されている場合はチェックボックスが表示され

ます。 

対象 ○ 対象を入力して下さい。 全角／半角 

構造 ○ 構造を入力して下さい。 全角／半角 

機能（効果） ○ 機能（効果）を入力して下さい。 全角／半角 

材質 ○ 材質を入力して下さい。 全角／半角 

寸法 ○ 寸法を入力して下さい。 全角／半角 

重量 ○ 重量を入力して下さい。 全角／半角 

保証期間 ○ 保証期間を入力して下さい。 全角／半角 

組立・加工・取付方法 ○ 組立・加工・取付方法を入力して下さい。 全角／半角 

調整方法等 ○ 調整方法等を入力して下さい。 全角／半角 

適応体重と適応身長 ○ 適応体重と適応身長を入力して下さい。 全角／半角 

使用条件（場所） ○ 使用条件（場所）を入力して下さい。 全角／半角 

注意・禁忌事項  注意・禁忌事項を入力して下さい。 全角／半角 

特徴  特徴を入力して下さい。  

その他の画像  画像ファイルを選択して下さい。 

※既に画像が登録されている場合はチェックボックスが表示され

ます。 

（最大 5枚まで） 

「参照」ボタンを

クリックし、該当

するファイルを選

択して下さい。 

部品動画  部品動画（YouTube のアドレス）を入力して下さい。 半角英数 
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◆ 入力項目について 

 入力画面に表示されている各項目の詳細は以下のとおりです。 

項目名 必須 内容 入力規則など 

メーカー（輸入事業者）名  あらかじめ登録されており、変更不可。  

部品コード  あらかじめ登録されており、変更不可。  

使用部品：1.メーカー名  あらかじめ登録されており、変更不可。  

使用部品：2.部品型番  あらかじめ登録されており、変更不可。  

E.価格  あらかじめ登録されており、変更不可。  

標準価格  標準価格を入力して下さい。 半角数字 

管理費  標準価格を入力して下さい。 半角数字 

通知内容  通知内容を入力して下さい。 全角／半角 

A.殻・骨格等 ○ あらかじめ登録されており、変更不可。  

B.区分 ○ あらかじめ登録されており、変更不可。  

C.名称 ○ あらかじめ登録されており、変更不可。  

D.型式 ○ あらかじめ登録されており、変更不可。  

完成用部品コード ○ あらかじめ登録されており、変更不可。  

分類コード ○ 分類コードを入力して下さい。 

※コードが無い場合は、先に分類コードを作成して下さい。 

半角数字、ハイ

フン 

部品構造図 ○ 部品構造図の画像を選択して下さい。 

※既に画像が登録されている場合はチェックボックスが表示され

ます。 

「参照」ボタンを

クリックし、該当

するファイルを選

択して下さい。 組立・加工・取付例 ○ 組立・加工・取付例の写真の画像を選択して下さい。 

※既に画像が登録されている場合はチェックボックスが表示され

ます。 

対象 ○ 対象を入力して下さい。 全角／半角 

構造 ○ 構造を入力して下さい。 全角／半角 

機能（効果） ○ 機能（効果）を入力して下さい。 全角／半角 

材質 ○ 材質を入力して下さい。 全角／半角 

寸法 ○ 寸法を入力して下さい。 全角／半角 

重量 ○ 重量を入力して下さい。 全角／半角 

保証期間 ○ 保証期間を入力して下さい。 全角／半角 

組立・加工・取付方法 ○ 組立・加工・取付方法を入力して下さい。 全角／半角 

調整方法等 ○ 調整方法等を入力して下さい。 全角／半角 

適応体重と適応身長 ○ 適応体重と適応身長を入力して下さい。 全角／半角 

使用条件（場所） ○ 使用条件（場所）を入力して下さい。 全角／半角 

注意・禁忌事項  注意・禁忌事項を入力して下さい。 全角／半角 

特徴  特徴を入力して下さい。  

その他の画像  画像ファイルを選択して下さい。 

※既に画像が登録されている場合はチェックボックスが表示され

ます。 

（最大 5枚まで） 

「参照」ボタンを

クリックし、該当

するファイルを選

択して下さい。 

部品動画  部品動画（YouTube のアドレス）を入力して下さい。 半角英数 
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類似する部品  類似する部品を入力して下さい。 全角／半角 

以前のモデル  以前のモデルを入力して下さい。 全角／半角 

当該部品の上位モデル  当該部品の上位モデルを入力して下さい。 全角／半角 

当該部品の下位モデル  当該部品の下位モデルを入力して下さい。 全角／半角 

他の部品と組み合せて使用する

場合の留意点 

 他の部品と組み合せて使用する場合の留意点を入力して下さ

い。 

全角／半角 

修理可能期間  修理可能期間を入力して下さい。 全角／半角 

対象疾患または活動レベル  対象疾患または活動レベルを入力して下さい。 全角／半角 

販売形態  販売形態を入力して下さい。 全角／半角 

重要なお知らせ  重要なお知らせを入力して下さい。 全角／半角 

パンフレット  パンフレットが掲載されている URL を入力して下さい。 

※登録は１行ごとに行い、複数ある場合は 2 行目以降に

URL を入力して下さい。 

半角英数 

取扱説明書  取扱説明書が掲載されている URL を入力して下さい。 

※登録は１行ごとに行い、複数ある場合は 2 行目以降に

URL を入力して下さい。 

半角英数 

その他  その他の内容を入力して下さい。 全角／半角 

○：必須項目です 

 

 

◆ 指定する画像について 

「部品構造図」「組立・加工・取付例」「その他の画像」で選択するファイルについては、画像形式が「JPEG」「GIF」「PNG」

「TIFF」のファイルを選択して下さい。 

また、画像を生成される場合、長辺を２５０ピクセル以下にして作成して下さい。 

 

選択するファイルのファイルサイズについては、１０MB 以下のファイルを指定して下さい。これより大きいサイズのファイルを選択する

と、システムエラーとなり、登録することができません。 

 

【アップロード可能な画像形式 「部品構造図」「組立・加工・取付例」「その他の画像」】 

形式 拡張子 備考 

JPEG .jpg、.jpeg CMYK画像の場合は、RGB画像に変換します。 

GIF .gif  

PNG .png  

TIFF .tif、.tiff このままでは表示できないので、JPEG画像に変換します。 
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類似する部品  類似する部品を入力して下さい。 全角／半角 

以前のモデル  以前のモデルを入力して下さい。 全角／半角 

当該部品の上位モデル  当該部品の上位モデルを入力して下さい。 全角／半角 

当該部品の下位モデル  当該部品の下位モデルを入力して下さい。 全角／半角 

他の部品と組み合せて使用する

場合の留意点 

 他の部品と組み合せて使用する場合の留意点を入力して下さ

い。 

全角／半角 

修理可能期間  修理可能期間を入力して下さい。 全角／半角 

対象疾患または活動レベル  対象疾患または活動レベルを入力して下さい。 全角／半角 

販売形態  販売形態を入力して下さい。 全角／半角 

重要なお知らせ  重要なお知らせを入力して下さい。 全角／半角 

パンフレット  パンフレットが掲載されている URL を入力して下さい。 

※登録は１行ごとに行い、複数ある場合は 2 行目以降に

URL を入力して下さい。 

半角英数 

取扱説明書  取扱説明書が掲載されている URL を入力して下さい。 

※登録は１行ごとに行い、複数ある場合は 2 行目以降に

URL を入力して下さい。 

半角英数 

その他  その他の内容を入力して下さい。 全角／半角 

○：必須項目です 

 

 

◆ 指定する画像について 

「部品構造図」「組立・加工・取付例」「その他の画像」で選択するファイルについては、画像形式が「JPEG」「GIF」「PNG」

「TIFF」のファイルを選択して下さい。 

また、画像を生成される場合、長辺を２５０ピクセル以下にして作成して下さい。 

 

選択するファイルのファイルサイズについては、１０MB 以下のファイルを指定して下さい。これより大きいサイズのファイルを選択する

と、システムエラーとなり、登録することができません。 

 

【アップロード可能な画像形式 「部品構造図」「組立・加工・取付例」「その他の画像」】 

形式 拡張子 備考 

JPEG .jpg、.jpeg CMYK画像の場合は、RGB画像に変換します。 

GIF .gif  

PNG .png  

TIFF .tif、.tiff このままでは表示できないので、JPEG画像に変換します。 
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◆ 入力状況（ステータス）について 

入力状況は各企業様が部品情報を操作した場合に変更されます。 

一覧表示の「入力状況」は、登録完了または未完了の分がわかるようになっています。 

 メーカー名（輸入事業者名）等の必須項目について入力（登録）が完了していない部品 

 全ての必須項目に入力があり、登録が完了している部品 

 

 

◆ 各企業様で部品情報を更新する場合 

各企業様で更新できるのは、詳細情報のみになります。指定内容、基本情報は変更ができません。 

過去に詳細情報の入力が完了した部品（入力状況が『完』になっている）においても、修正が可能となりました。 

ただし、2月下旬～3月にかけては、最新データの更新作業がありますので、この期間は更新できません。 

 

 

◆ 挙証資料の内容の一部を転記する場合 

国立障害者リハビリテーションセンター様に提出している、「挙証資料」の内容を転記することができます。 

（転記できるのは、「【入出力用】様式 A-4」シートの一部になります。） 

 

【転記できる項目】 

類似品（メーカー略称、型番） 対象 構造 機能（効果） 

材質 寸法 重量 保証期間 

組立・加工・取付方法 調整方法等 適応体重と活動レベル 使用条件（場所） 

注意・禁忌事項    

 

 

部品詳細画面の下にある「アップロード」ボタンをクリックすると、新しいウィンドウが開きます。 

※元のウィンドウは閉じないで下さい。また、編集画面のままにしておいて下さい。 

 

  
  

ここをクリックすると右図の画面に

移ります。 
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◆ 入力状況（ステータス）について 

入力状況は各企業様が部品情報を操作した場合に変更されます。 

一覧表示の「入力状況」は、登録完了または未完了の分がわかるようになっています。 

 メーカー名（輸入事業者名）等の必須項目について入力（登録）が完了していない部品 

 全ての必須項目に入力があり、登録が完了している部品 

 

 

◆ 各企業様で部品情報を更新する場合 

各企業様で更新できるのは、詳細情報のみになります。指定内容、基本情報は変更ができません。 

過去に詳細情報の入力が完了した部品（入力状況が『完』になっている）においても、修正が可能となりました。 

ただし、2月下旬～3月にかけては、最新データの更新作業がありますので、この期間は更新できません。 
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注意・禁忌事項    

 

 

部品詳細画面の下にある「アップロード」ボタンをクリックすると、新しいウィンドウが開きます。 

※元のウィンドウは閉じないで下さい。また、編集画面のままにしておいて下さい。 

 

  
  

ここをクリックすると右図の画面に

移ります。 
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アップロードが完了すると、5秒後に以下の画面（左図）が表示されます。 

転記しても問題が無い場合は、画面下の「内容転記」ボタンをクリックします。 

※内容を転記すると、編集画面の該当項目の内容が上書きされます。 

 

        
 

転記が完了すると、新しく開いたウィンドウが閉じますので、引き続き編集画面での作業を行って下さい。 

 

 

  

ここをクリックすると、確認メッセージが表示され「OK」ボタンをクリッ

クすると、編集画面に内容の転記を行います。 

Excel ファイルが正しく認識されていることを確認し、「登録」

をクリックすると挙証資料のアップロードが完了します。 

該当の Excel ファイルを選択し、「開く」をクリックすると、シス

テムにファイルが認識されます。 
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アップロードが完了すると、5秒後に以下の画面（左図）が表示されます。 

転記しても問題が無い場合は、画面下の「内容転記」ボタンをクリックします。 

※内容を転記すると、編集画面の該当項目の内容が上書きされます。 

 

        
 

転記が完了すると、新しく開いたウィンドウが閉じますので、引き続き編集画面での作業を行って下さい。 

 

 

  

ここをクリックすると、確認メッセージが表示され「OK」ボタンをクリッ

クすると、編集画面に内容の転記を行います。 

Excel ファイルが正しく認識されていることを確認し、「登録」

をクリックすると挙証資料のアップロードが完了します。 

該当の Excel ファイルを選択し、「開く」をクリックすると、シス

テムにファイルが認識されます。 
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３. 詳細情報 アップロード 

規定のフォーマットで記載したエクセルをアップロードすることで一括登録・更新が可能です。 

ただし、１部品ずつの登録・更新となります。 

アップロードされた内容については、管理者（テクノエイド協会）の承認を経て情報が反映されます。 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                      
 

  

更新用の Excel ファイルと部品の画像の登

録をします。 

「参照」をクリックし、登録する Excel ファイル

や画像ファイルを選択します。 

ご登録者の情報を入力します。 

（不備、不明点があった際のお問い合わせ

で使用） 

※この 3 項目については、最新の入力情報

を保持し、画面を開く度に表示します。 

管理画面の「詳細情報 アップロード」をクリックする

と、ファイル登録用画面が開きます。 

該当の Excel ファイル、画像ファイルを選択し、「開く」をクリッ

クすると、システムにファイルが認識されます。 

Excel ファイルが正しく認識されていることを確認し、「登録」

をクリックすると部品データのアップロードが完了します。 

登録・更新をする完成用部品コードを指定

します。 
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３. 詳細情報 アップロード 

規定のフォーマットで記載したエクセルをアップロードすることで一括登録・更新が可能です。 

ただし、１部品ずつの登録・更新となります。 
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更新用の Excel ファイルと部品の画像の登

録をします。 

「参照」をクリックし、登録する Excel ファイル

や画像ファイルを選択します。 

ご登録者の情報を入力します。 

（不備、不明点があった際のお問い合わせ

で使用） 

※この 3 項目については、最新の入力情報

を保持し、画面を開く度に表示します。 

管理画面の「詳細情報 アップロード」をクリックする

と、ファイル登録用画面が開きます。 

該当の Excel ファイル、画像ファイルを選択し、「開く」をクリッ

クすると、システムにファイルが認識されます。 

Excel ファイルが正しく認識されていることを確認し、「登録」

をクリックすると部品データのアップロードが完了します。 

登録・更新をする完成用部品コードを指定

します。 
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◆ 圧縮ファイルの生成について 

「その他の画像」で選択するファイルについては、zip 形式で拡張子が「zip」のファイルを選択して下さい。 

また、圧縮ファイルにパスワードは指定しないで下さい。 

 

選択する圧縮ファイルのファイルサイズについては、１０MB 以下のファイルを指定して下さい。これより大きいサイズのファイルを選

択すると、システムエラーとなり、登録することができません。 

 

圧縮ファイル内に指定する画像ファイルについては、画像形式が「JPEG」「GIF」「PNG」「TIFF」のファイルを選択して下さい。 

各画像ファイルには、拡張子を指定して下さい。 

また、画像を生成される場合、長辺を２５０ピクセル以下にして作成して下さい。 

 

【アップロード可能な画像形式】 

形式 拡張子 備考 

JPEG .jpg、.jpeg CMYK画像の場合は、RGB画像に変換します。 

GIF .gif  

PNG .png  

TIFF .tif、.tiff このままでは表示できないので、JPEG画像に変換します。 

 

※圧縮ファイルの生成については、登録したい画像ファイル（単数、複数）を直接指定して圧縮して下さい。 

（フォルダに入れたものをフォルダごと圧縮はしない） 

 

※圧縮方法（Windows10 の場合） 

 １）圧縮したいファイルを選択（複数選択する場合は、ctrl キーを押しながら対象となるファイルをクリック） 

 ２）右クリックメニューの「送る」－「圧縮（ZIP 形式）フォルダー」を選択 

 ３）ファイルを選択したフォルダに圧縮ファイルが生成される 
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JPEG .jpg、.jpeg CMYK画像の場合は、RGB画像に変換します。 

GIF .gif  

PNG .png  

TIFF .tif、.tiff このままでは表示できないので、JPEG画像に変換します。 
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４. 詳細情報 公開承認 

アップロードされた詳細情報登録用の Excel ファイルの承認/差し戻し状況の確認ができます。 

 

 
 

 

 
 

➢ １画面は１５件表示されており、画面上部と下部のページ INDEX でページを切り替えることができます。 

➢ 自メーカー様でアップロードした一覧になります。 

➢ 承認/差し戻しが管理者で行われると、アップロード画面で入力したメールアドレス宛にメールが送信されます。 

承認されると、完成用部品システムの該当部品情報に、詳細情報が反映されます。 

 

 
 

  

対象のデータを一覧の中から探し、「完成用部品コード」をクリックすると、アッ

プロードされた詳細情報が表示されます。 

管理画面の「詳細情報 公開承認」をクリックする

と以下の画面に遷移します。 
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４. 詳細情報 公開承認 

アップロードされた詳細情報登録用の Excel ファイルの承認/差し戻し状況の確認ができます。 

 

 
 

 

 
 

➢ １画面は１５件表示されており、画面上部と下部のページ INDEX でページを切り替えることができます。 

➢ 自メーカー様でアップロードした一覧になります。 

➢ 承認/差し戻しが管理者で行われると、アップロード画面で入力したメールアドレス宛にメールが送信されます。 

承認されると、完成用部品システムの該当部品情報に、詳細情報が反映されます。 

 

 
 

  

対象のデータを一覧の中から探し、「完成用部品コード」をクリックすると、アッ

プロードされた詳細情報が表示されます。 

管理画面の「詳細情報 公開承認」をクリックする

と以下の画面に遷移します。 
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改訂履歴 

 

日付 内容 備考 

2024 年 7月 新規作成  

   

   

   

   

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 
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改訂履歴 

 

日付 内容 備考 

2024 年 7月 新規作成  

   

   

   

   

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 
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１．事業概要 

（１）事業の目的 
当協会では、２００９年（平成２１年）度、厚生労働省から開発費の補助を受けて、障

害者や介護者の生の声と福祉用具の開発者や研究者を結ぶ｢福祉用具ニーズ情報収集・提

供システム（以下、本システム）｣を開発し、運用しているところである。

（https://www7.techno-aids.or.jp/） 

本システムは、障害のある方や介助されている方等から、よりよい福祉用具を作るため

のご意見やご要望、日常のお困り事などの情報を収集し、メーカーや研究者へ橋渡しする

ためのものである。 

本年度も、本システムを運用することにより、福祉用具のニーズと技術シーズの適切な

情報連携とその促進を図ることとし、システムのデザインを一新することとした。 

また、ニーズ・シーズマッチング交流会において本システムの周知を行い、ニーズ及び

シーズの収集に努めた。 

 

検討経過及びシステム概要 

年度 主な事項 

平成２１年度 ○｢福祉用具ニーズ情報収集・提供システム｣の開発 

平成２２年度 ○福祉用具有識者会議の設置（本システムの活用方策を検討） 

平成２３年度 

○福祉用具有識者会議による検討 

・これまでに寄せられたご意見等の整理、分類の体系化 

・本システムの一部改良 

・本システムの課題と今後の方向性についての取り纏め 

平成２４年度 
○｢生活便利用具（自助具）情報提供システム｣の開発を検討 

○本システムの改良（「ご意見」と「掲示板」の統合） 

平成２５年度 
○｢生活便利用具（自助具）情報提供システム｣の運用を開始 

○団体等の協力を得て、家族会等の場においてニーズ収集 

平成２６年度 

○｢生活便利用具（自助具）情報提供システム｣の改良 

（管理機能の拡充） 

○シーズ・ニーズマッチング交流会にてニーズ収集 

平成２７年度 

○本システムの大幅改修 

・操作及び利便性の向上、デザインの変更 

・スマートフォンからのニーズ投稿を可能とするシステム改修 

平成２８年度 
○シーズ・ニーズマッチング交流会と連携し、障害当事者団体の協力により作成

したニーズ集の内容を本システムに掲載 

平成２９年度 
○シーズ・ニーズマッチング交流会と連携し、障害当事者団体の協力により作成

したニーズ集の内容を本システムに掲載 
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平成２８年度 
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年度 主な事項 

平成３０年度 

○シーズ・ニーズマッチング交流会と連携し、障害当事者団体の協力により作成

したニーズ集の内容を本システムに掲載 

○｢生活便利用具（自助具）情報提供システム｣の改良 

（メール配信機能の追加等） 

令和元年度 
○時代のニーズに即した本システムの在り方に関する検討 

（投稿状況のビジュアル表示、メール配信機能の追加等） 

令和２年度 ○シーズ・ニーズマッチング交流会等のイベントにて、本システムを周知 

令和３年度 

○本システムの一部改良 

・年度末集計ツールの作成 

・既存データ及びマスターの追加 

・操作ガイドの改訂 

令和４年度 ○ニーズ・シーズマッチング交流会等のイベントにて、本システムを周知 

令和５年度 ○システムのデザインを一新 

 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）主な実施内容 

本システムに寄せられたご意見等の分類・整理、体系化を実施 
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年度 主な事項 
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令和元年度 
○時代のニーズに即した本システムの在り方に関する検討 

（投稿状況のビジュアル表示、メール配信機能の追加等） 

令和２年度 ○シーズ・ニーズマッチング交流会等のイベントにて、本システムを周知 

令和３年度 

○本システムの一部改良 

・年度末集計ツールの作成 

・既存データ及びマスターの追加 

・操作ガイドの改訂 

令和４年度 ○ニーズ・シーズマッチング交流会等のイベントにて、本システムを周知 
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（２）主な実施内容 

本システムに寄せられたご意見等の分類・整理、体系化を実施 
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（３）ニーズの収集状況 
障害者のニーズを踏まえた福祉用具の開発・普及を推進するため、平成２２年度から運

用している本システムにこれまで寄せられた、「要望・アイディア・課題」、「新製品や技術」、

「お知らせ」の３項目について、直近５年間の累計投稿件数は以下のとおりである。 

令和５年度は、前年から４９件増加し、１０１０件の投稿件数となった。 

 

〇累計投稿件数（直近５年間）※令和６年３月２７日現在 

 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

累計  

投稿件数 
８３８件 ８８６件 ９３３ ９６１件 １０１０件 

 

〇投稿カテゴリの内訳（直近５年間）※令和６年３月２７日現在 

 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

要望 

アイディア 

課題 

７７ １４ ７ ７ ９ 

新製品 

技術 
５ ９ １２ ５ １３ 

お知らせ １９ ２５ ２８ １６ ２７ 

総計 １０１件 ４８件 ４７件 ２８件 ４９件 

 
（４）ニーズの集計・傾向 

 以下、集計した結果をカテゴリ別、投稿者別、利用対象者別、キーワード別にグラフ化

したもの記す。 

 

27

13

9

0 5 10 15 20 25 30

お知らせ

新製品・技術

要望・アイディア・課題

2023年度カテゴリー集計

(n=４９)
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 〇令和５年度 投稿者別投稿内訳 

 

 

〇令和５年度 利用対象者別投稿内訳 
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(複数選択可) 
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〇令和５年度 キーワード別投稿内訳 
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2023年度キーワード別集計
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（５）主な投稿内容について（令和５年度の新規投稿） 
今年度の主な「要望・アイディア・課題」の投稿内容については以下のとおりである。 

 

キーワード 名称・機能 内容 

調理 

その他（使い

やすさ） 

「重さ」の分か

りやすい‘見え

る化’ 

重さを測るときに目盛の上を動く指針を見るのが一般

的ですが、動いた指針に合わせてリボン状のもので色

が変化するとわかりやすいと思い商品を探しましたが

見つけられませんでした。そんな商品ごぞんじありま

せんか？時計の文字盤よりも直線で針が動くもののほ

うが、脇に色紙などを貼り付けて見本にしやすいかと

考えています。 

 

聴覚過敏関連

用具 

安全性 

機能性 

聴覚過敏対策 大人の聴覚過敏対策では、市販の耳栓やイヤーマフを

使用しています。それら耳栓やイヤーマフは工業用だ

ったり軍事用だったりなどで聴覚過敏の専用のもので

はありません。聴覚過敏専用のものとして開発して、

医療器具(補装具)としての使用が認められるようにな

って欲しい。聴覚過敏は日常生活に支障が大きい。正

しく認知され生活しやすくなるように、聴覚過敏用の

医療器具としての開発と政策の整備を希望します 

屋外の移動 

歩行器 

歩行車 

機能性 

サイズ 他 

屋内移動用の機

器 

家族の介護をしています。ほぼ寝たきり状態です。入

浴、トイレ、病院への外出の為の移動など家用の車い

すもありますが、もっと簡便に移動できたり、外用の

車いすへの乗り換えなどが簡単にできる物は無いでし

ょうか？福祉機器展でみましたが、高額だったり、大

きくかさばったりして家庭内で使いやすい物ではあり

ませんでした。 

その他(福祉

用具)イヤー

マフ  

福祉用具全般

に関するお知

らせ(使用環

境との適合) 

 

自閉症(聴覚過

敏)専用のイヤ

ーマフの開発希

望 

2023年 7月に聴覚過敏専用のイヤーマフの開発希望で

投稿をしました。日常生活に苦手な音が多く急に鳴る

大きな音や声を聞いたり、苦手な音がある場面ではパ

ニックをおこしてしまう自閉症でイヤーマフが無いと

外出できないので使用しています。具体的には、バイ

クの走行時のマフラー音、建設工事現場の金属音やド

リルや重機の音、風船が破れる音、こどもの泣き声、

緊急車両のサイレンなどです。聴覚過敏を保護して日

常生活でパニックになることを予防する目的でイヤー

マフを使用します。多くの市販の耳栓は音の遮断効果

が低くまだうるさい。(音の遮断効果はほとんどない)

自閉症専用と謳われているイヤーマフでも遮音効果が
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ませんでした。 

その他(福祉

用具)イヤー

マフ  

福祉用具全般

に関するお知

らせ(使用環

境との適合) 

 

自閉症(聴覚過

敏)専用のイヤ

ーマフの開発希

望 

2023年 7月に聴覚過敏専用のイヤーマフの開発希望で

投稿をしました。日常生活に苦手な音が多く急に鳴る
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キーワード 名称・機能 内容 

低くパソコンの打鍵音がなくなったり掃除のほうきが

すれる音が軽減される程度であり苦手な音は遮断され

なかった。NRR30 の工業用イヤーマフを購入したとこ

ろ何とか遮断効果があったが、NRR30 でも道路工事や

建設工事などの器具の音の遮断効果が足りなくもう少

し遮断効果が欲しいです。イヤーマフ自体はインター

ネットでたくさん売っているが、福祉用具では適切な

ものがなく不便を感じている。 
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（６）新デザインについて 
 当該システムは２００９年（平成２１年）度の開発以来、従来のままのデザインで運用さ

れてきた。今年度は新しくデザインの一新、操作マニュアルの改訂を行った。 

  

【トップ画面】 
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【投稿画面】 
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【投稿画面】 
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【新規投稿 詳細画面】 
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２．別添資料 

（１）過去５年間における福祉用具ニーズ情報収集・提供システムの投稿状況 
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（１）過去５年間における福祉用具ニーズ情報収集・提供システムの投稿状況 
  

- 67 -

186625 報告書_本文_2校 (75)



 

 

  

- 68 -

186625 報告書_本文_2校 (76)

 

 

  

- 68 -

186625 報告書_本文_2校 (76)



 

 

 
  

- 69 -

186625 報告書_本文_2校 (77)

 

 

 
  

- 69 -

186625 報告書_本文_2校 (77)



 

 

 
  

- 70 -

186625 報告書_本文_2校 (78)

 

 

 
  

- 70 -

186625 報告書_本文_2校 (78)



投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

1
2

0
2

3
新

製
品

・
技

術
屋

外
の

移
動

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

歩
行

支
援

ア
プ

リ
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
「
ス

マ
ホ

で
A

Iが
音

声
道

案
内

」
 視

覚
障

が
い

者
歩

行
支

援
ア

プ
リ

E
y
e

 N
a
v
iの

提
供

開
始

視
覚

障
害

者
E

y
e

 N
a
v
iは

、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

ひ
と

つ
で

、
道

案
内

と
障

害
物

検
出

、
歩

行
レ

コ
ー

ダ
ー

機
能

を
備

え
た

歩
行

支
援

ア
プ

リ
で

す
。

目
的

地
ま

で
の

方
向

や
経

路
、
周

辺
施

設
、
進

路
上

の
障

害
物

、
歩

行
者

信
号

の
色

、
点

字
ブ

ロ
ッ

ク
等

を
音

声
で

知
ら

せ
ま

す
。

誰
も

が
ど

こ
へ

で
も

不
自

由
な

く
移

動
で

き
る

社
会

の
実

現
を

目
指

し
て

い
ま

す
。

開
発

元
：
株

式
会

社
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

研
究

所

視
覚

障
が

い
者

歩
行

支
援

ア
プ

リ
E

y
e

 N
a
v
i

h
tt

p
s
:/

/e
y
e

n
a
v
i.
jp

/
h

tt
p

s
:/

/w
w

w
.c

o
m

p
u

te
r-

s
c
ie

n
c
e

.c
o

.j
p

/
w

e
b

s
it

e
/
n

e
w

s
2

0
2

3
0

4
1
2

.p
h

p

2
2

0
2

3
要

望
・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
場

面
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
緊

急
通

報
装

置
 排

泄
関

連
用

具
 そ

の
他

(福
祉

用
具

)

医
療

専
門

職
在

宅
で

寝
た

き
り

の
方

用
見

守
り

セ
ン

サ
ー

を
介

護
保

険
で

取
り

扱
っ

て
欲

し
い

肢
体

不
自

由
者

高
齢

者
 児

童
 介

助
者

認
知

症
で

一
人

で
起

き
上

が
っ

た
り

、
離

床
し

た
り

す
る

セ
ン

サ
ー

は
あ

り
ま

す
が

、
寝

た
き

り
の

状
態

で
心

拍
数

や
呼

吸
や

排
尿

、
排

便
な

ど
の

セ
ン

サ
ー

が
つ

い
た

物
が

介
護

保
険

で
レ

ン
タ

ル
が

で
き

ま
せ

ん
。
自

宅
で

寝
た

き
り

で
い

る
方

の
状

態
が

変
化

し
た

こ
と

に
別

室
や

自
宅

外
で

気
が

付
け

る
よ

う
な

セ
ン

サ
ー

と
通

信
機

器
が

介
護

保
険

で
レ

ン
タ

ル
可

能
で

あ
っ

た
り

日
常

生
活

用
具

給
付

対
象

で
あ

れ
ば

も
う

少
し

安
心

し
て

在
宅

介
護

を
行

え
る

よ
う

に
思

い
ま

す
。

3
2

0
2

3
新

製
品

・
技

術
食

べ
る

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

生
活

雑
貨

開
発

メ
ー

カ
ー

”
形

状
変

形
可

能
な

自
助

具
「
く

ぅ
ぽ

の
」
”
の

販
売

を
開

始
し

ま
し

た
。

共
用

品
ユ

ニ
チ

カ
ト

レ
ー

デ
ィ

ン
グ

株
式

会
社

は
形

状
変

形
可

能
な

自
助

具
「
く

ぅ
ぽ

の
」
の

販
売

を
開

始
し

ま
し

た
。

本
製

品
は

3
D

プ
リ

ン
タ

ー
で

製
作

し
た

3
タ

イ
プ

の
カ

ト
ラ

リ
ー

固
定

具
で

、
簡

単
な

加
温

で
使

い
や

す
い

形
状

に
調

整
で

き
る

の
が

特
徴

で
す

。

製
品

の
詳

細
は

「
く

ぅ
ぽ

の
」
専

用
w

e
b

サ
イ

ト
に

掲
載

し
て

お
り

ま
す

の
で

ぜ
ひ

ご
覧

く
だ

さ
い

。

h
tt

p
s
:/

/k
u

p
o

n
o

.u
n

it
ra

d
e

.c
o

.j
p

/

自
助

具
「
く

ぅ
ぽ

の
」
は

皆
様

か
ら

の
ご

意
見

や
ご

要
望

を
も

と
に

製
品

改
良

や
新

商
品

の
開

発
に

取
り

組
み

、
更

に
安

全
で

使
い

や
す

い
商

品
を

お
届

け
で

き
る

よ
う

努
め

て
参

り
ま

す
。

4
2

0
2

3
要

望
・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
排

泄
排

泄
関

連
用

具
研

究
機

関
家

族
の

負
担

な
し

の
在

宅
介

護
シ

ス
テ

ム
肢

体
不

自
由

者
＜

足
腰

が
弱

っ
て

自
力

で
は

ト
イ

レ
に

行
く

こ
と

が
で

き
ず

、
ト

イ
レ

付
帯

で
寝

た
き

り
の

人
の

場
合

＞

「
夕

食
は

何
に

し
ま

す
か

？
」
⇒

「
中

華
料

理
と

ビ
ー

ル
一

杯
が

い
い

」
⇒

「
い

つ
も

の
○

○
軒

の
エ

ビ
チ

リ
定

食
と

ビ
ー

ル
で

す
ね

」
⇒

「
そ

う
で

す
。
」
⇒

（
○

○
軒

か
ら

顔
認

証
派

遣
セ

ン
タ

ー
に

連
絡

を
し

）
「
○

○
時

に
□

宅
に

１
８

時
に

届
け

る
の

で
、
配

膳
と

ビ
ー

ル
を

注
ぎ

、
食

事
が

終
了

す
る

ま
で

話
し

相
手

に
な

り
、
そ

の
後

食
器

を
洗

っ
て

、
玄

関
先

に
出

し
て

お
い

て
欲

し
い

、
と

い
う

電
話

連
絡

を
入

れ
る

」
⇒

時
間

が
間

に
合

う
、
近

く
に

住
む

（
小

学
生

を
含

む
）
誰

か
が

派
遣

さ
れ

る
仕

組
み

。

　
添

付
図

の
よ

う
に

、
極

楽
ベ

ッ
ド

の
下

に
ト

イ
レ

を
必

要
と

し
な

い
場

合
の

シ
ス

テ
ム

も
、
子

供
を

含
め

世
界

の
老

若
男

女
が

欲
し

く
な

る
も

の
と

考
え

て
い

ま
す

。
な

ぜ
な

ら
↓

極
楽

ベ
ッ

ド
で

ぐ
っ

す
り

眠
り

、
（
朝

は
目

覚
ま

し
ア

ラ
ー

ム
で

は
な

く
）
ベ

ッ
ド

が
リ

ク
ラ

イ
ニ

ン
グ

椅
子

に
自

動
的

に
変

わ
る

と
同

時
に

、
恋

人
を

多
少

美
化

し
た

キ
ャ

ラ
の

ア
バ

タ
ー

が
、
（
昨

夜
の

会
話

等
で

、
本

人
の

予
定

が
分

か
っ

て
い

る
の

で
）
「
お

は
よ

う
、
今

日
は

午
前

中
は

会
議

で
、
午

後
か

ら
〇

〇
へ

外
出

で
す

ね
。
午

後
か

ら
雨

が
降

る
可

能
性

が
あ

る
の

で
傘

を
忘

れ
な

い
で

ね
。
」
等

の
会

話
を

し
て

起
こ

し
て

く
れ

て
、
出

が
け

に
は

「
早

く
か

え
っ

て
き

て
ね

。
」
と

恋
人

の
よ

う
会

話
も

し
て

く
れ

る
と

考
え

て
い

ま
す

。
　
す

な
わ

ち
、
心

の
中

で
一

緒
に

生
き

て
い

る
感

が
あ

り
、
寂

し
く

な
ら

な
い

、
「
進

化
し

た
ペ

ッ
ト

」
の

よ
う

な
位

置
づ

け
に

な
る

と
考

え
て

い
ま

す
。

 　
詳

し
く

は
「
木

造
人

工
島

」
で

検
索

さ
れ

、
ガ

ー
デ

ン
フ

ィ
ー

ル
ド

の
ホ

ー
ム

ぺ
ー

ジ
の

「
カ

ワ
サ

キ
シ

ス
テ

ム
」
を

ク
リ

ッ
ク

さ
れ

、
資

料
を

ご
参

照
下

さ
い

。

　
ご

賛
同

い
た

だ
け

ま
し

た
な

ら
、
い

か
に

ご
連

絡
を

い
た

だ
け

ま
す

と
助

か
り

ま
す

。
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
川

崎
市

宮
前

区
：
ガ

ー
デ

ン
フ

ィ
ー

ル
ド

株
式

会
社

　
代

表
　
廣

田
祐

次
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
：
h

tt
p

s
 /

/
w

w
w

.g
a
rd

e
n

-fi
e

ld
.c

o
m

/
メ

ー
ル

：
h

ir
o

ta
.y

u
ji

#
g

a
rd

e
n

-fi
e

ld
.c

o
m

　
電

話
：
0

9
0

‐5
2

0
3

‐8
6

2
7

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－

福
祉

用
具

ニ
ー

ズ
情

報
収

集
・

提
供

シ
ス

テ
ム

こ
れ

ま
で

に
寄

せ
ら

れ
た

「
ご

意
見

・
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
」

及
び

「
新

製
品

・
技

術
」

の
一

覧

1

（２）福祉用具ニーズ情報収集・提供システムに寄せられたこれまでのご意見等

 

- 71 -

186625 報告書_本文_2校 (79)

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

1
2

0
2

3
新

製
品

・
技

術
屋

外
の

移
動

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

歩
行

支
援

ア
プ

リ
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
「
ス

マ
ホ

で
A

Iが
音

声
道

案
内

」
 視

覚
障

が
い

者
歩

行
支

援
ア

プ
リ

E
y
e

 N
a
v
iの

提
供

開
始

視
覚

障
害

者
E

y
e

 N
a
v
iは

、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

ひ
と

つ
で

、
道

案
内

と
障

害
物

検
出

、
歩

行
レ

コ
ー

ダ
ー

機
能

を
備

え
た

歩
行

支
援

ア
プ

リ
で

す
。

目
的

地
ま

で
の

方
向

や
経

路
、
周

辺
施

設
、
進

路
上

の
障

害
物

、
歩

行
者

信
号

の
色

、
点

字
ブ

ロ
ッ

ク
等

を
音

声
で

知
ら

せ
ま

す
。

誰
も

が
ど

こ
へ

で
も

不
自

由
な

く
移

動
で

き
る

社
会

の
実

現
を

目
指

し
て

い
ま

す
。

開
発

元
：
株

式
会

社
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

研
究

所

視
覚

障
が

い
者

歩
行

支
援

ア
プ

リ
E

y
e

 N
a
v
i

h
tt

p
s
:/

/e
y
e

n
a
v
i.
jp

/
h

tt
p

s
:/

/w
w

w
.c

o
m

p
u

te
r-

s
c
ie

n
c
e

.c
o

.j
p

/
w

e
b

s
it

e
/
n

e
w

s
2

0
2

3
0

4
1
2

.p
h

p

2
2

0
2

3
要

望
・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
場

面
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
緊

急
通

報
装

置
 排

泄
関

連
用

具
 そ

の
他

(福
祉

用
具

)

医
療

専
門

職
在

宅
で

寝
た

き
り

の
方

用
見

守
り

セ
ン

サ
ー

を
介

護
保

険
で

取
り

扱
っ

て
欲

し
い

肢
体

不
自

由
者

高
齢

者
 児

童
 介

助
者

認
知

症
で

一
人

で
起

き
上

が
っ

た
り

、
離

床
し

た
り

す
る

セ
ン

サ
ー

は
あ

り
ま

す
が

、
寝

た
き

り
の

状
態

で
心

拍
数

や
呼

吸
や

排
尿

、
排

便
な

ど
の

セ
ン

サ
ー

が
つ

い
た

物
が

介
護

保
険

で
レ

ン
タ

ル
が

で
き

ま
せ

ん
。
自

宅
で

寝
た

き
り

で
い

る
方

の
状

態
が

変
化

し
た

こ
と

に
別

室
や

自
宅

外
で

気
が

付
け

る
よ

う
な

セ
ン

サ
ー

と
通

信
機

器
が

介
護

保
険

で
レ

ン
タ

ル
可

能
で

あ
っ

た
り

日
常

生
活

用
具

給
付

対
象

で
あ

れ
ば

も
う

少
し

安
心

し
て

在
宅

介
護

を
行

え
る

よ
う

に
思

い
ま

す
。

3
2

0
2

3
新

製
品

・
技

術
食

べ
る

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

生
活

雑
貨

開
発

メ
ー

カ
ー

”
形

状
変

形
可

能
な

自
助

具
「
く

ぅ
ぽ

の
」
”
の

販
売

を
開

始
し

ま
し

た
。

共
用

品
ユ

ニ
チ

カ
ト

レ
ー

デ
ィ

ン
グ

株
式

会
社

は
形

状
変

形
可

能
な

自
助

具
「
く

ぅ
ぽ

の
」
の

販
売

を
開

始
し

ま
し

た
。

本
製

品
は

3
D

プ
リ

ン
タ

ー
で

製
作

し
た

3
タ

イ
プ

の
カ

ト
ラ

リ
ー

固
定

具
で

、
簡

単
な

加
温

で
使

い
や

す
い

形
状

に
調

整
で

き
る

の
が

特
徴

で
す

。

製
品

の
詳

細
は

「
く

ぅ
ぽ

の
」
専

用
w

e
b

サ
イ

ト
に

掲
載

し
て

お
り

ま
す

の
で

ぜ
ひ

ご
覧

く
だ

さ
い

。

h
tt

p
s
:/

/k
u

p
o

n
o

.u
n

it
ra

d
e

.c
o

.j
p

/

自
助

具
「
く

ぅ
ぽ

の
」
は

皆
様

か
ら

の
ご

意
見

や
ご

要
望

を
も

と
に

製
品

改
良

や
新

商
品

の
開

発
に

取
り

組
み

、
更

に
安

全
で

使
い

や
す

い
商

品
を

お
届

け
で

き
る

よ
う

努
め

て
参

り
ま

す
。

4
2

0
2

3
要

望
・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
排

泄
排

泄
関

連
用

具
研

究
機

関
家

族
の

負
担

な
し

の
在

宅
介

護
シ

ス
テ

ム
肢

体
不

自
由

者
＜

足
腰

が
弱

っ
て

自
力

で
は

ト
イ

レ
に

行
く

こ
と

が
で

き
ず

、
ト

イ
レ

付
帯

で
寝

た
き

り
の

人
の

場
合

＞

「
夕

食
は

何
に

し
ま

す
か

？
」
⇒

「
中

華
料

理
と

ビ
ー

ル
一

杯
が

い
い

」
⇒

「
い

つ
も

の
○

○
軒

の
エ

ビ
チ

リ
定

食
と

ビ
ー

ル
で

す
ね

」
⇒

「
そ

う
で

す
。
」
⇒

（
○

○
軒

か
ら

顔
認

証
派

遣
セ

ン
タ

ー
に

連
絡

を
し

）
「
○

○
時

に
□

宅
に

１
８

時
に

届
け

る
の

で
、
配

膳
と

ビ
ー

ル
を

注
ぎ

、
食

事
が

終
了

す
る

ま
で

話
し

相
手

に
な

り
、
そ

の
後

食
器

を
洗

っ
て

、
玄

関
先

に
出

し
て

お
い

て
欲

し
い

、
と

い
う

電
話

連
絡

を
入

れ
る

」
⇒

時
間

が
間

に
合

う
、
近

く
に

住
む

（
小

学
生

を
含

む
）
誰

か
が

派
遣

さ
れ

る
仕

組
み

。

　
添

付
図

の
よ

う
に

、
極

楽
ベ

ッ
ド

の
下

に
ト

イ
レ

を
必

要
と

し
な

い
場

合
の

シ
ス

テ
ム

も
、
子

供
を

含
め

世
界

の
老

若
男

女
が

欲
し

く
な

る
も

の
と

考
え

て
い

ま
す

。
な

ぜ
な

ら
↓

極
楽

ベ
ッ

ド
で

ぐ
っ

す
り

眠
り

、
（
朝

は
目

覚
ま

し
ア

ラ
ー

ム
で

は
な

く
）
ベ

ッ
ド

が
リ

ク
ラ

イ
ニ

ン
グ

椅
子

に
自

動
的

に
変

わ
る

と
同

時
に

、
恋

人
を

多
少

美
化

し
た

キ
ャ

ラ
の

ア
バ

タ
ー

が
、
（
昨

夜
の

会
話

等
で

、
本

人
の

予
定

が
分

か
っ

て
い

る
の

で
）
「
お

は
よ

う
、
今

日
は

午
前

中
は

会
議

で
、
午

後
か

ら
〇

〇
へ

外
出

で
す

ね
。
午

後
か

ら
雨

が
降

る
可

能
性

が
あ

る
の

で
傘

を
忘

れ
な

い
で

ね
。
」
等

の
会

話
を

し
て

起
こ

し
て

く
れ

て
、
出

が
け

に
は

「
早

く
か

え
っ

て
き

て
ね

。
」
と

恋
人

の
よ

う
会

話
も

し
て

く
れ

る
と

考
え

て
い

ま
す

。
　
す

な
わ

ち
、
心

の
中

で
一

緒
に

生
き

て
い

る
感

が
あ

り
、
寂

し
く

な
ら

な
い

、
「
進

化
し

た
ペ

ッ
ト

」
の

よ
う

な
位

置
づ

け
に

な
る

と
考

え
て

い
ま

す
。

 　
詳

し
く

は
「
木

造
人

工
島

」
で

検
索

さ
れ

、
ガ

ー
デ

ン
フ

ィ
ー

ル
ド

の
ホ

ー
ム

ぺ
ー

ジ
の

「
カ

ワ
サ

キ
シ

ス
テ

ム
」
を

ク
リ

ッ
ク

さ
れ

、
資

料
を

ご
参

照
下

さ
い

。

　
ご

賛
同

い
た

だ
け

ま
し

た
な

ら
、
い

か
に

ご
連

絡
を

い
た

だ
け

ま
す

と
助

か
り

ま
す

。
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
川

崎
市

宮
前

区
：
ガ

ー
デ

ン
フ

ィ
ー

ル
ド

株
式

会
社

　
代

表
　
廣

田
祐

次
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
：
h

tt
p

s
 /

/
w

w
w

.g
a
rd

e
n

-fi
e

ld
.c

o
m

/
メ

ー
ル

：
h

ir
o

ta
.y

u
ji

#
g

a
rd

e
n

-fi
e

ld
.c

o
m

　
電

話
：
0

9
0

‐5
2

0
3

‐8
6

2
7

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－

福
祉

用
具

ニ
ー

ズ
情

報
収

集
・

提
供

シ
ス

テ
ム

こ
れ

ま
で

に
寄

せ
ら

れ
た

「
ご

意
見

・
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
」

及
び

「
新

製
品

・
技

術
」

の
一

覧

1

（２）福祉用具ニーズ情報収集・提供システムに寄せられたこれまでのご意見等
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

5
2

0
2

3
要

望
・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
排

泄
床

ず
れ

防
止

用
具

 福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

利
用

者
ニ

ュ
ー

フ
ァ

ミ
リ

ー
介

護
シ

ス
テ

ム
肢

体
不

自
由

者
寝

返
り

不
要

の
極

楽
ベ

ッ
ド

と
匂

い
の

し
な

い
水

洗
ト

イ
レ

及
び

ロ
ボ

ッ
ト

ウ
ォ

シ
ュ

レ
ッ

ト
を

組
み

合
わ

せ
た

ハ
ー

ド
技

術
に

て
、
お

む
つ

交
換

を
排

除
し

た
「
軽

介
護

」
を

達
成

し
、
被

介
護

者
に

比
べ

介
護

す
る

人
を

２
〜

３
倍

に
し

た
フ

ァ
ミ

リ
ー

を
構

成
し

、
チ

ャ
ッ

ト
G

P
T

（
A

I）
で

、
各

人
の

軽
介

護
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

管
理

を
こ

ま
め

に
行

い
、
顔

認
証

シ
ス

テ
ム

で
安

全
な

人
の

み
が

入
れ

る
シ

ス
テ

ム
に

し
、
食

事
の

宅
配

シ
ス

テ
ム

を
頻

繁
に

利
用

す
る

、
ニ

ュ
ー

フ
ァ

ミ
リ

ー
シ

ス
テ

ム
提

案
い

た
し

ま
す

。
詳

し
く

は
、
「
木

造
人

工
島

」
で

検
索

さ
れ

、
ガ

ー
デ

ン
フ

ィ
ー

ル
ド

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

「
家

族
の

負
担

０
の

在
宅

介
護

シ
ス

テ
ム

」
を

ウ
ィ

ク
リ

ッ
ク

さ
れ

、
資

料
を

お
読

み
く

だ
さ

い
。

6
2

0
2

3
要

望
・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
移

乗
移

動
用

リ
フ

ト
個

人
車

椅
子

か
ら

の
移

し
替

え
作

業
に

つ
い

て
肢

体
不

自
由

者
高

齢
者

 介
助

者
投

稿
内

容
は

車
椅

子
の

“
移

し
替

え
作

業
”
に

つ
い

て
で

す
が

、
先

日
あ

る
き

っ
か

け
で

興
味

を
持

ち
、
少

し
変

わ
っ

た
ア

イ
デ

ア
が

浮
か

ん
だ

こ
と

に
よ

り
、
書

面
を

作
成

し
て

周
囲

の
方

々
の

協
力

の
下

で
、
先

日
一

件
特

許
出

願
登

録
さ

せ
て

頂
き

ま
し

た
。
(5

/
2

8
の

修
正

と
追

加
)

個
人

で
考

え
た

内
容

で
あ

る
た

め
、
専

門
家

の
立

場
で

生
の

声
を

直
接

伺
う

機
会

を
設

け
て

頂
け

れ
ば

と
願

っ
て

お
り

ま
す

。
ま

た
可

能
で

あ
り

ま
し

た
ら

、
開

発
協

力
支

援
や

賛
同

者
な

ど
を

募
っ

て
お

り
ま

す
。

ア
イ

デ
ア

の
要

点
を

簡
潔

に
申

し
ま

す
と

、
車

椅
子

の
座

椅
子

部
分

と
台

車
部

分
を

別
の

機
械

（
昇

降
機

）
で

分
離

さ
せ

る
機

能
を

持
つ

こ
と

で
、
他

の
介

護
医

療
用

品
へ

の
移

し
替

え
業

務
の

負
担

が
大

幅
に

軽
減

さ
れ

る
内

容
（
車

椅
子

の
座

面
が

直
接

移
し

変
わ

る
方

法
）
に

な
り

ま
す

。
画

像
の

一
部

（
全

画
像

に
つ

い
て

は
下

記
参

照
）
を

添
付

い
た

し
ま

す
。

既
存

品
と

視
点

が
異

な
り

、
他

に
も

利
点

が
複

数
ご

ざ
い

ま
す

。
詳

細
な

こ
と

に
つ

き
ま

し
て

は
、
下

記
の

通
り

特
許

番
号

を
お

知
ら

せ
致

し
ま

す
。
是

非
一

度
ご

覧
く

だ
さ

い
ま

せ
。

ご
興

味
や

お
気

付
き

の
点

等
が

ご
ざ

い
ま

し
た

ら
、
お

気
軽

に
返

信
な

ど
問

い
合

わ
せ

頂
け

れ
ば

と
思

い
ま

す
。

よ
ろ

し
く

お
願

い
致

し
ま

す
。

特
許

番
号

　
　
　
　
　
　
 特

許
第

7
2

5
8

2
8

7
号

発
明

の
名

称
　
　
　
　
　
 座

椅
子

脱
着

式
車

椅
子

開
放

特
許

情
報

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

に
も

掲
載

中
開

放
特

許
情

報
番

号
　
　
 L

2
0

2
3

0
0

0
3

9
9

　
　
→

→
→

　
　
こ

ち
ら

で
令

和
５

年
７

月
下

旬
に

は
全

添
付

画
像

が
閲

覧
で

き
ま

す
（
現

在
手

続
き

中
）
。

7
2

0
2

3
要

望
・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
場

面
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
聴

覚
過

敏
関

連
用

具
利

用
者

の
家

族
聴

覚
過

敏
対

策
発

達
障

害
者

大
人

の
聴

覚
過

敏
対

策
で

は
、
市

販
の

耳
栓

や
イ

ヤ
ー

マ
フ

を
使

用
し

て
い

ま
す

。
そ

れ
ら

耳
栓

や
イ

ヤ
ー

マ
フ

は
工

業
用

だ
っ

た
り

軍
事

用
だ

っ
た

り
な

ど
で

聴
覚

過
敏

の
専

用
の

も
の

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。
聴

覚
過

敏
専

用
の

も
の

と
し

て
開

発
し

て
、
医

療
器

具
(補

装
具

)と
し

て
の

使
用

が
認

め
ら

れ
る

よ
う

に
な

っ
て

欲
し

い
。
聴

覚
過

敏
は

日
常

生
活

に
支

障
が

大
き

い
。
正

し
く

認
知

さ
れ

生
活

し
や

す
く

な
る

よ
う

に
、
聴

覚
過

敏
用

の
医

療
器

具
と

し
て

の
開

発
と

政
策

の
整

備
を

希
望

し
ま

す

8
2

0
2

3
新

製
品

・
技

術
そ

の
他

(場
面

)聴
覚

過
敏

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

耳
栓

利
用

者
聴

覚
過

敏
聴

覚
障

害
者

私
は

鉄
工

所
を

営
ん

で
い

ま
す

。
1
2

年
前

に
機

械
か

ら
発

せ
ら

れ
る

音
に

対
し

生
理

的
に

体
が

受
け

つ
け

る
事

が
出

来
な

い
よ

う
に

な
り

、
機

械
に

近
づ

く
事

さ
え

出
来

な
く

な
り

ま
し

た
。
対

策
と

し
て

イ
ヤ

ー
マ

フ
を

着
け

、
耳

と
の

隙
間

に
綿

・
ゴ

ム
等

、
色

々
な

物
を

試
し

に
入

れ
、
少

し
で

も
遮

音
効

果
が

出
な

い
か

と
考

え
な

が
ら

な
ん

と
か

仕
事

を
続

け
ら

れ
る

よ
う

に
な

り
ま

し
た

。
そ

の
後

、
気

が
つ

く
と

交
通

量
の

多
い

道
路

を
歩

い
て

い
る

と
、
耳

の
中

（
外

耳
道

）
が

ピ
リ

ピ
リ

と
痛

く
な

っ
た

り
、
ガ

ー
と

い
う

粗
く

音
が

聴
こ

え
る

よ
う

に
な

り
、
音

だ
け

で
な

く
バ

ス
・
ト

ラ
ッ

ク
・
乗

用
車

・
オ

ー
ト

バ
イ

等
の

区
別

も
つ

か
な

く
な

り
ま

し
た

。
テ

レ
ビ

の
音

・
扇

風
機

・
温

風
機

の
中

低
周

波
音

も
粗

く
聴

こ
え

る
よ

う
に

な
り

、
又

、
日

常
生

活
で

聴
く

高
周

波
音

に
対

し
て

も
首

が
竦

み
、
体

に
沁

み
る

よ
う

に
不

快
感

を
伴

っ
て

聴
こ

え
る

よ
う

に
な

り
ま

し
た

。
私

は
音

に
対

し
て

恐
ろ

し
い

と
感

じ
る

よ
う

に
な

り
、
真

剣
に

耳
栓

を
考

え
る

よ
う

に
な

り
ま

し
た

。
試

行
錯

誤
の

結
果

、
「
耳

に
吸

音
室

を
設

け
る

」
と

い
う

発
想

に
な

り
ま

し
た

。
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
持

っ
た

音
を

直
に

鼓
膜

に
伝

え
る

の
で

は
な

く
、
耳

栓
と

耳
の

穴
（
外

耳
道

）
と

鼓
膜

だ
け

で
形

成
し

た
吸

音
室

を
作

り
耳

栓
を

形
成

す
る

ゴ
ム

板
（
吸

音
板

）
だ

け
通

っ
て

音
を

鼓
膜

に
伝

え
て

聴
く

事
で

す
。
外

部
の

音
は

ゴ
ム

板
（
吸

音
板

）
を

通
る

事
に

よ
っ

て
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
損

失
し

、
結

果
、
音

の
響

き
を

低
減

さ
せ

る
事

に
よ

っ
て

本
来

の
自

然
な

音
を

鼓
膜

に
伝

え
る

事
が

出
来

ま
す

。
聴

覚
過

敏
の

人
の

お
役

に
立

て
る

と
思

っ
て

い
ま

す
が

、
こ

の
耳

栓
の

経
験

者
が

開
発

し
た

本
人

以
外

ま
だ

お
り

ま
せ

ん
。
こ

の
耳

栓
の

欠
点

に
も

な
り

ま
す

が
、

吸
音

板
を

個
々

の
人

の
外

耳
孔

に
合

わ
せ

て
直

接
作

成
し

な
い

と
効

果
は

少
な

い
と

思
い

ま
す

の
で

、
名

古
屋

市
内

に
在

住
さ

れ
て

い
る

聴
覚

過
敏

の
方

で
無

償
で

モ
ニ

タ
ー

と
し

て
ご

協
力

し
て

頂
け

る
方

を
探

し
て

い
ま

す
。
宜

し
く

お
願

い
致

し
ま

す
。

9
2

0
2

3
新

製
品

・
技

術
そ

の
他

(場
面

)聴
覚

過
敏

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

耳
栓

利
用

者
聴

覚
過

敏
聴

覚
障

害
者

7
月

1
4

日
に

聴
覚

過
敏

で
投

稿
し

た
者

で
す

。
先

日
の

投
稿

の
折

、
耳

栓
装

着
の

状
態

の
写

真
の

掲
載

を
し

て
な

か
っ

た
の

で
送

ら
さ

せ
て

も
ら

い
ま

し
た

。
　
　
耳

栓
の

名
称

は
、
吸

音
型

透
過

音
式

耳
栓

で
す

。
　
　
こ

の
耳

栓
の

装
着

時
に

注
意

し
て

ほ
し

い
事

は
　
　
・
自

分
の

声
が

籠
っ

て
聴

こ
え

ま
す

。
　
　
・
耳

栓
装

着
時

に
顔

が
ほ

て
っ

て
い

る
と

感
じ

る
事

が
あ

り
ま

す
。

　
　
・
こ

の
耳

栓
は

、
補

聴
器

で
は

な
く

、
防

音
性

も
あ

る
為

7
.5

㏈
等

音
が

小
さ

く
聴

こ
え

ま
す

。
　
　
・
こ

の
耳

栓
で

聴
覚

過
敏

の
人

が
聴

い
て

も
7

.5
㏈

小
さ

い
音

に
な

り
ま

す
が

、
普

通
に

本
来

の
音

が
聴

き
取

れ
ま

す
。

　
　
・
健

常
な

耳
の

人
が

聴
い

て
も

普
通

の
音

で
7

.5
㏈

防
音

さ
れ

た
音

で
聴

こ
え

ま
す

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

5
2

0
2

3
要

望
・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
排

泄
床

ず
れ

防
止

用
具

 福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

利
用

者
ニ

ュ
ー

フ
ァ

ミ
リ

ー
介

護
シ

ス
テ

ム
肢

体
不

自
由

者
寝

返
り

不
要

の
極

楽
ベ

ッ
ド

と
匂

い
の

し
な

い
水

洗
ト

イ
レ

及
び

ロ
ボ

ッ
ト

ウ
ォ

シ
ュ

レ
ッ

ト
を

組
み

合
わ

せ
た

ハ
ー

ド
技

術
に

て
、
お

む
つ

交
換

を
排

除
し

た
「
軽

介
護

」
を

達
成

し
、
被

介
護

者
に

比
べ

介
護

す
る

人
を

２
〜

３
倍

に
し

た
フ

ァ
ミ

リ
ー

を
構

成
し

、
チ

ャ
ッ

ト
G

P
T

（
A

I）
で

、
各

人
の

軽
介

護
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

管
理

を
こ

ま
め

に
行

い
、
顔

認
証

シ
ス

テ
ム

で
安

全
な

人
の

み
が

入
れ

る
シ

ス
テ

ム
に

し
、
食

事
の

宅
配

シ
ス

テ
ム

を
頻

繁
に

利
用

す
る

、
ニ

ュ
ー

フ
ァ

ミ
リ

ー
シ

ス
テ

ム
提

案
い

た
し

ま
す

。
詳

し
く

は
、
「
木

造
人

工
島

」
で

検
索

さ
れ

、
ガ

ー
デ

ン
フ

ィ
ー

ル
ド

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

「
家

族
の

負
担

０
の

在
宅

介
護

シ
ス

テ
ム

」
を

ウ
ィ

ク
リ

ッ
ク

さ
れ

、
資

料
を

お
読

み
く

だ
さ

い
。

6
2

0
2

3
要

望
・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
移

乗
移

動
用

リ
フ

ト
個

人
車

椅
子

か
ら

の
移

し
替

え
作

業
に

つ
い

て
肢

体
不

自
由

者
高

齢
者

 介
助

者
投

稿
内

容
は

車
椅

子
の

“
移

し
替

え
作

業
”
に

つ
い

て
で

す
が

、
先

日
あ

る
き

っ
か

け
で

興
味

を
持

ち
、
少

し
変

わ
っ

た
ア

イ
デ

ア
が

浮
か

ん
だ

こ
と

に
よ

り
、
書

面
を

作
成

し
て

周
囲

の
方

々
の

協
力

の
下

で
、
先

日
一

件
特

許
出

願
登

録
さ

せ
て

頂
き

ま
し

た
。
(5

/
2

8
の

修
正

と
追

加
)

個
人

で
考

え
た

内
容

で
あ

る
た

め
、
専

門
家

の
立

場
で

生
の

声
を

直
接

伺
う

機
会

を
設

け
て

頂
け

れ
ば

と
願

っ
て

お
り

ま
す

。
ま

た
可

能
で

あ
り

ま
し

た
ら

、
開

発
協

力
支

援
や

賛
同

者
な

ど
を

募
っ

て
お

り
ま

す
。

ア
イ

デ
ア

の
要

点
を

簡
潔

に
申

し
ま

す
と

、
車

椅
子

の
座

椅
子

部
分

と
台

車
部

分
を

別
の

機
械

（
昇

降
機

）
で

分
離

さ
せ

る
機

能
を

持
つ

こ
と

で
、
他

の
介

護
医

療
用

品
へ

の
移

し
替

え
業

務
の

負
担

が
大

幅
に

軽
減

さ
れ

る
内

容
（
車

椅
子

の
座

面
が

直
接

移
し

変
わ

る
方

法
）
に

な
り

ま
す

。
画

像
の

一
部

（
全

画
像

に
つ

い
て

は
下

記
参

照
）
を

添
付

い
た

し
ま

す
。

既
存

品
と

視
点

が
異

な
り

、
他

に
も

利
点

が
複

数
ご

ざ
い

ま
す

。
詳

細
な

こ
と

に
つ

き
ま

し
て

は
、
下

記
の

通
り

特
許

番
号

を
お

知
ら

せ
致

し
ま

す
。
是

非
一

度
ご

覧
く

だ
さ

い
ま

せ
。

ご
興

味
や

お
気

付
き

の
点

等
が

ご
ざ

い
ま

し
た

ら
、
お

気
軽

に
返

信
な

ど
問

い
合

わ
せ

頂
け

れ
ば

と
思

い
ま

す
。

よ
ろ

し
く

お
願

い
致

し
ま

す
。

特
許

番
号

　
　
　
　
　
　
 特

許
第

7
2

5
8

2
8

7
号

発
明

の
名

称
　
　
　
　
　
 座

椅
子

脱
着

式
車

椅
子

開
放

特
許

情
報

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

に
も

掲
載

中
開

放
特

許
情

報
番

号
　
　
 L

2
0

2
3

0
0

0
3

9
9

　
　
→

→
→

　
　
こ

ち
ら

で
令

和
５

年
７

月
下

旬
に

は
全

添
付

画
像

が
閲

覧
で

き
ま

す
（
現

在
手

続
き

中
）
。

7
2

0
2

3
要

望
・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
場

面
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
聴

覚
過

敏
関

連
用

具
利

用
者

の
家

族
聴

覚
過

敏
対

策
発

達
障

害
者

大
人

の
聴

覚
過

敏
対

策
で

は
、
市

販
の

耳
栓

や
イ

ヤ
ー

マ
フ

を
使

用
し

て
い

ま
す

。
そ

れ
ら

耳
栓

や
イ

ヤ
ー

マ
フ

は
工

業
用

だ
っ

た
り

軍
事

用
だ

っ
た

り
な

ど
で

聴
覚

過
敏

の
専

用
の

も
の

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。
聴

覚
過

敏
専

用
の

も
の

と
し

て
開

発
し

て
、
医

療
器

具
(補

装
具

)と
し

て
の

使
用

が
認

め
ら

れ
る

よ
う

に
な

っ
て

欲
し

い
。
聴

覚
過

敏
は

日
常

生
活

に
支

障
が

大
き

い
。
正

し
く

認
知

さ
れ

生
活

し
や

す
く

な
る

よ
う

に
、
聴

覚
過

敏
用

の
医

療
器

具
と

し
て

の
開

発
と

政
策

の
整

備
を

希
望

し
ま

す

8
2

0
2

3
新

製
品

・
技

術
そ

の
他

(場
面

)聴
覚

過
敏

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

耳
栓

利
用

者
聴

覚
過

敏
聴

覚
障

害
者

私
は

鉄
工

所
を

営
ん

で
い

ま
す

。
1
2

年
前

に
機

械
か

ら
発

せ
ら

れ
る

音
に

対
し

生
理

的
に

体
が

受
け

つ
け

る
事

が
出

来
な

い
よ

う
に

な
り

、
機

械
に

近
づ

く
事

さ
え

出
来

な
く

な
り

ま
し

た
。
対

策
と

し
て

イ
ヤ

ー
マ

フ
を

着
け

、
耳

と
の

隙
間

に
綿

・
ゴ

ム
等

、
色

々
な

物
を

試
し

に
入

れ
、
少

し
で

も
遮

音
効

果
が

出
な

い
か

と
考

え
な

が
ら

な
ん

と
か

仕
事

を
続

け
ら

れ
る

よ
う

に
な

り
ま

し
た

。
そ

の
後

、
気

が
つ

く
と

交
通

量
の

多
い

道
路

を
歩

い
て

い
る

と
、
耳

の
中

（
外

耳
道

）
が

ピ
リ

ピ
リ

と
痛

く
な

っ
た

り
、
ガ

ー
と

い
う

粗
く

音
が

聴
こ

え
る

よ
う

に
な

り
、
音

だ
け

で
な

く
バ

ス
・
ト

ラ
ッ

ク
・
乗

用
車

・
オ

ー
ト

バ
イ

等
の

区
別

も
つ

か
な

く
な

り
ま

し
た

。
テ

レ
ビ

の
音

・
扇

風
機

・
温

風
機

の
中

低
周

波
音

も
粗

く
聴

こ
え

る
よ

う
に

な
り

、
又

、
日

常
生

活
で

聴
く

高
周

波
音

に
対

し
て

も
首

が
竦

み
、
体

に
沁

み
る

よ
う

に
不

快
感

を
伴

っ
て

聴
こ

え
る

よ
う

に
な

り
ま

し
た

。
私

は
音

に
対

し
て

恐
ろ

し
い

と
感

じ
る

よ
う

に
な

り
、
真

剣
に

耳
栓

を
考

え
る

よ
う

に
な

り
ま

し
た

。
試

行
錯

誤
の

結
果

、
「
耳

に
吸

音
室

を
設

け
る

」
と

い
う

発
想

に
な

り
ま

し
た

。
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
持

っ
た

音
を

直
に

鼓
膜

に
伝

え
る

の
で

は
な

く
、
耳

栓
と

耳
の

穴
（
外

耳
道

）
と

鼓
膜

だ
け

で
形

成
し

た
吸

音
室

を
作

り
耳

栓
を

形
成

す
る

ゴ
ム

板
（
吸

音
板

）
だ

け
通

っ
て

音
を

鼓
膜

に
伝

え
て

聴
く

事
で

す
。
外

部
の

音
は

ゴ
ム

板
（
吸

音
板

）
を

通
る

事
に

よ
っ

て
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
損

失
し

、
結

果
、
音

の
響

き
を

低
減

さ
せ

る
事

に
よ

っ
て

本
来

の
自

然
な

音
を

鼓
膜

に
伝

え
る

事
が

出
来

ま
す

。
聴

覚
過

敏
の

人
の

お
役

に
立

て
る

と
思

っ
て

い
ま

す
が

、
こ

の
耳

栓
の

経
験

者
が

開
発

し
た

本
人

以
外

ま
だ

お
り

ま
せ

ん
。
こ

の
耳

栓
の

欠
点

に
も

な
り

ま
す

が
、

吸
音

板
を

個
々

の
人

の
外

耳
孔

に
合

わ
せ

て
直

接
作

成
し

な
い

と
効

果
は

少
な

い
と

思
い

ま
す

の
で

、
名

古
屋

市
内

に
在

住
さ

れ
て

い
る

聴
覚

過
敏

の
方

で
無

償
で

モ
ニ

タ
ー

と
し

て
ご

協
力

し
て

頂
け

る
方

を
探

し
て

い
ま

す
。
宜

し
く

お
願

い
致

し
ま

す
。

9
2

0
2

3
新

製
品

・
技

術
そ

の
他

(場
面

)聴
覚

過
敏

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

耳
栓

利
用

者
聴

覚
過

敏
聴

覚
障

害
者

7
月

1
4

日
に

聴
覚

過
敏

で
投

稿
し

た
者

で
す

。
先

日
の

投
稿

の
折

、
耳

栓
装

着
の

状
態

の
写

真
の

掲
載

を
し

て
な

か
っ

た
の

で
送

ら
さ

せ
て

も
ら

い
ま

し
た

。
　
　
耳

栓
の

名
称

は
、
吸

音
型

透
過

音
式

耳
栓

で
す

。
　
　
こ

の
耳

栓
の

装
着

時
に

注
意

し
て

ほ
し

い
事

は
　
　
・
自

分
の

声
が

籠
っ

て
聴

こ
え

ま
す

。
　
　
・
耳

栓
装

着
時

に
顔

が
ほ

て
っ

て
い

る
と

感
じ

る
事

が
あ

り
ま

す
。

　
　
・
こ

の
耳

栓
は

、
補

聴
器

で
は

な
く

、
防

音
性

も
あ

る
為

7
.5

㏈
等

音
が

小
さ

く
聴

こ
え

ま
す

。
　
　
・
こ

の
耳

栓
で

聴
覚

過
敏

の
人

が
聴

い
て

も
7

.5
㏈

小
さ

い
音

に
な

り
ま

す
が

、
普

通
に

本
来

の
音

が
聴

き
取

れ
ま

す
。

　
　
・
健

常
な

耳
の

人
が

聴
い

て
も

普
通

の
音

で
7

.5
㏈

防
音

さ
れ

た
音

で
聴

こ
え

ま
す

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

1
0

2
0

2
3

新
製

品
・
技

術
排

泄
装

具
 排

泄
関

連
用

具
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
尿

袋
 と

れ
ぞ

ー
く

ん
 男

性
集

尿
装

具
を

製
造

し
て

い
た

だ
け

る
企

業
様

を
さ

が
し

て
い

ま
す

肢
体

不
自

由
者

内
部

障
害

者
 そ

の
他

(排
泄

障
害

)

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

よ
り

代
理

で
投

稿
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。

「
尿

袋
 と

れ
ぞ

ー
く

ん
 男

性
集

尿
装

具
」
で

す
が

、
部

品
を

仕
入

れ
て

い
る

業
者

の
撤

退
等

に
よ

り
、
製

造
し

て
い

た
だ

け
る

企
業

様
を

募
集

し
て

お
り

ま
す

。

製
品

詳
細

は
、
以

下
を

ご
確

認
く

だ
さ

い
（
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
　
福

祉
用

具
情

報
シ

ス
テ

ム
T

A
IS

よ
り

）
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.t
e

c
h

n
o

-
a
id

s
.o

r.
jp

/S
e

rv
ic

e
W

e
lf

a
re

G
o

o
d

s
D

e
ta

il
.p

h
p

?
R

o
w

N
o

=
0

&
Y

o
u

g
u

C
o

d
e

1
=

0
1
4

4
3

&
Y

o
u

g
u

C
o

d
e

2
=

0
0

0
0

0
1

ご
興

味
の

あ
る

方
は

、
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
企

画
部

 宇
田

川
　
電

話
0

3
-3

2
6

6
-6

8
8

3
 　

ま
で

ご
連

絡
を

く
だ

さ
い

。

1
1

2
0

2
3

新
製

品
・
技

術
食

べ
る

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

食
事

補
助

 福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

開
発

メ
ー

カ
ー

O
b

i 
R

o
b

o
t 

(オ
ー

ビ
ー

ロ
ボ

ッ
ト

）
日

本
上

陸

肢
体

不
自

由
者

世
界

で
販

売
さ

れ
て

い
る

O
b

i 
R

o
b

o
tが

こ
の

度
日

本
に

上
陸

し
ま

し
た

。
O

b
i 
R

o
b

o
t 

(オ
ー

ビ
ー

ロ
ボ

ッ
ト

）
は

ユ
ー

ザ
ー

さ
ん

の
自

立
心

、
社

会
に

積
極

的
に

参
加

し
、
自

ら
食

事
を

す
る

喜
び

を
提

供
し

ま
す

。
O

b
i 
R

o
b

o
tは

操
作

ス
イ

ッ
チ

を
セ

ン
サ

ー
（
社

外
品

）
な

ど
様

々
な

タ
イ

プ
に

交
換

し
使

用
す

る
こ

と
が

で
き

る
の

で
上

肢
が

使
え

な
く

と
も

ユ
ー

ザ
ー

い
つ

何
が

食
べ

た
い

か
を

自
分

で
判

断
し

て
食

事
を

楽
し

む
こ

と
が

で
き

ま
す

。
 現

在
日

本
で

の
販

売
に

向
け

て
取

り
組

ん
で

お
り

、
お

取
り

扱
い

企
業

及
び

販
売

協
力

企
業

の
募

集
を

行
な

っ
て

お
り

ま
す

。

O
b

i 
R

o
b

o
t 

y
o

u
tu

b
e

 サ
イ

ト
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.y
o

u
tu

b
e

.c
o

m
/
@

M
e

e
to

b
ir

o
b

o
t

1
2

2
0

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

内
の

移
動

歩
行

器
・
歩

行
車

 排
泄

関
連

用
具

利
用

者
の

家
族

屋
内

移
動

用
の

機
器

肢
体

不
自

由
者

家
族

 介
助

者
家

族
の

介
護

を
し

て
い

ま
す

。
ほ

ぼ
寝

た
き

り
状

態
で

す
。
入

浴
、
ト

イ
レ

、
病

院
へ

の
外

出
の

為
の

移
動

な
ど

家
用

の
車

い
す

も
あ

り
ま

す
が

、
も

っ
と

簡
便

に
移

動
さ

せ
ら

れ
た

り
、
外

用
の

車
い

す
へ

の
乗

り
換

え
な

ど
が

簡
単

に
で

き
る

物
は

無
い

で
し

ょ
う

か
？

福
祉

機
器

展
で

み
ま

し
た

が
、
高

額
だ

っ
た

り
、
大

き
く

か
さ

ば
っ

た
り

し
て

家
庭

内
で

使
い

や
す

い
物

で
は

あ
り

ま
せ

ん
で

し
た

。

1
3

2
0

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
調

理
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
学

校
「
重

さ
」
の

わ
か

り
や

す
い

“
見

え
る

化
”

視
覚

障
害

者
 知

的
障

害
者

 児
童

重
さ

を
測

る
と

き
に

目
盛

の
上

を
動

く
指

針
を

見
る

の
が

一
般

的
で

す
が

、
動

い
た

指
針

に
合

わ
せ

て
リ

ボ
ン

状
の

も
の

で
色

が
変

化
す

る
と

わ
か

り
や

す
い

と
思

い
商

品
を

探
し

ま
し

た
が

見
つ

け
ら

れ
ま

せ
ん

で
し

た
。
そ

ん
な

商
品

ご
ぞ

ん
じ

あ
り

ま
せ

ん
か

？
時

計
の

文
字

盤
よ

り
も

直
線

で
針

が
動

く
も

の
の

ほ
う

が
、

脇
に

色
紙

な
ど

を
貼

り
付

け
て

見
本

に
し

や
す

い
か

と
考

え
て

い
ま

す
。

1
4

2
0

2
3

新
製

品
・
技

術
衣

服
の

着
脱

装
具

 体
位

変
換

器
開

発
メ

ー
カ

ー
三

角
巾

と
一

体
化

し
た

衣
服

『
ア

ー
ム

ス
リ

ン
グ

ケ
ー

プ
』

肢
体

不
自

由
者

高
齢

者
 そ

の
他

(脳
血

管
障

害
（
片

麻
痺

）
、
四

十
肩

・
五

十
肩

、
腱

板
断

裂
・
腱

板
損

傷
、

亜
脱

臼
、
骨

折
、
リ

ウ
マ

チ
等

) 
利

用
対

象
等

全
般

■
概

要
・
2

0
2

3
年

９
月

末
時

点
で

国
内

外
の

ご
購

入
者

が
2

8
0

名
を

超
え

ま
し

た
！

・
公

益
財

団
法

人
日

本
デ

ザ
イ

ン
振

興
会

主
催

「
2

0
2

1
年

度
グ

ッ
ド

デ
ザ

イ
ン

賞
」
を

受
賞

　
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.g
-m

a
rk

.o
rg

/
g

a
ll
e

ry
/
w

in
n

e
rs

/
9

e
4

3
3

1
c
9

-8
0

3
d

-1
1
e

d
-a

f
7

e
-0

2
4

2
a
c
1
3

0
0

0
2

・
令

和
四

年
度

 川
崎

市
「
か

わ
さ

き
基

準
（
K

IS
）
認

証
福

祉
製

品
」
に

認
定

　
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.c
it

y
.k

a
w

a
s
a
k
i.
jp

/
2

8
0

/
p

a
g

e
/
0

0
0

0
1
4

9
8

1
7

.h
tm

l
・
令

和
四

年
度

 東
京

都
中

小
企

業
振

興
公

社
「
障

害
者

向
け

製
品

等
の

販
路

開
拓

支
援

事
業

」
に

採
択

　
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.t
o

k
y
o

-k
o

s
h

a
.o

r.
jp

/
s
u

p
p

o
rt

/
jo

s
e

i/
k
ig

y
o

/
rm

e
p

a
l0

0
0

0
0

0
d

u
d

d
-a

tt
/
R

4
_s

h
o

g
a
is

h
a
s
h

ie
n

.p
d

f
・
令

和
四

年
度

 東
京

都
立

産
業

技
術

セ
ン

タ
ー

共
同

研
究

　
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.i
ri

-t
o

k
y
o

.j
p

/
s
it

e
/
ti

ri
-n

e
w

s
/
2

0
2

3
0

5
-0

1
-k

e
n

k
y
u

.h
tm

l
　 ■

製
品

概
要

・
ア

ー
ム

ス
リ

ン
グ

（
三

角
巾

、
ア

ー
ム

ホ
ル

ダ
ー

）
と

一
体

化
し

た
ケ

ー
プ

で
す

。
美

し
く

見
え

る
デ

ザ
イ

ン
を

追
求

し
ま

し
た

。
内

袋
に

腕
を

ゆ
だ

ね
な

が
ら

、
安

心
し

て
日

常
生

活
を

送
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。
傷

病
回

復
後

も
そ

の
ま

ま
着

用
す

る
こ

と
が

可
能

な
リ

カ
バ

リ
ー

ウ
ェ

ア
で

す
。

・
こ

の
製

品
は

、
作

業
療

法
士

、
理

学
療

法
士

、
看

護
師

に
よ

る
監

修
の

も
と

、
脳

血
管

障
害

（
片

麻
痺

）
、
四

十
肩

・
五

十
肩

、
腱

板
断

裂
・
腱

板
損

傷
、
亜

脱
臼

、
骨

折
、
リ

ウ
マ

チ
が

あ
る

2
3

名
の

対
象

者
へ

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

繰
り

返
す

な
か

で
生

ま
れ

ま
し

た
。

■
主

な
ご

購
入

者
様

・
対

象
者

：
五

十
肩

・
四

十
肩

（
肩

関
節

周
囲

炎
）
、
腱

板
断

裂
・
損

傷
・
腱

板
炎

、
頸

肩
腕

症
候

群
、
骨

折
（
上

腕
・
前

腕
・
肘

・
手

首
・
鎖

骨
）
、
亜

脱
臼

、
片

麻
痺

、
肩

脱
臼

、
重

度
の

肩
痛

、
関

節
リ

ウ
マ

チ
／

膠
原

病
な

ど
に

よ
り

、
肩

や
腕

が
つ

ら
い

、
だ

る
い

方
、
三

角
巾

や
ア

ー
ム

ス
リ

ン
グ

（
ア

ー
ム

ホ
ル

ダ
ー

）
と

い
っ

た
補

助
具

を
お

使
い

の
方

。
 腕

の
固

定
に

ゆ
っ

た
り

と
し

た
ゆ

と
り

が
求

め
ら

れ
る

リ
ハ

ビ
リ

期
の

方
。

・
そ

の
よ

う
な

方
と

と
も

に
リ

ハ
ビ

リ
や

介
護

を
行

う
、
ご

家
族

、
作

業
療

法
士

、
理

学
療

法
士

、
介

護
職

、
看

護
師

の
方

々
。

■
７

つ
の

特
徴

【
首

を
痛

め
な

い
】
服

の
生

地
全

体
で

腕
の

重
さ

を
支

え
て

い
る

の
で

首
を

痛
め

ま
せ

ん
【
疲

れ
な

い
】
背

中
に

重
さ

を
分

散
す

る
の

で
、
長

時
間

着
用

し
て

も
肩

や
腕

が
疲

れ
に

く
い

構
造

で
す

【
肩

と
腕

が
あ

た
た

か
い

】
秋

冬
、
夏

の
冷

房
対

策
に

肩
と

腕
ま

わ
り

を
保

温
し

ま
す

。
冷

え
性

の
方

に
も

お
ス

ス
メ

で
す

【
ゆ

っ
た

り
ゆ

だ
ね

る
】
内

袋
に

腕
を

ゆ
だ

ね
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。
両

肩
と

手
や

指
を

出
せ

る
開

口
部

に
よ

り
、
腕

が
安

定
し

ま
す

【
片

手
で

着
れ

る
】
か

ぶ
り

式
で

ボ
タ

ン
等

が
無

く
片

手
で

 1
0

 秒
 -

1
 秒

で
着

脱
で

き
ま

す
【
長

く
着

れ
る

】
内

袋
を

使
わ

な
け

れ
ば

、
傷

病
回

復
後

も
オ

シ
ャ

レ
な

ケ
ー

プ
と

し
て

着
る

こ
と

が
で

き
ま

す
【
ポ

ケ
ッ

ト
と

し
て

使
え

る
】
内

袋
は

物
を

入
れ

る
ポ

ケ
ッ

ト
に

も
使

え
ま

す

■
ご

購
入

　
以

下
よ

り
ご

購
入

い
た

だ
け

ま
す

。

　
《
ケ
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

1
0

2
0

2
3

新
製

品
・
技

術
排

泄
装

具
 排

泄
関

連
用

具
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
尿

袋
 と

れ
ぞ

ー
く

ん
 男

性
集

尿
装

具
を

製
造

し
て

い
た

だ
け

る
企

業
様

を
さ

が
し

て
い

ま
す

肢
体

不
自

由
者

内
部

障
害

者
 そ

の
他

(排
泄

障
害

)

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

よ
り

代
理

で
投

稿
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。

「
尿

袋
 と

れ
ぞ

ー
く

ん
 男

性
集

尿
装

具
」
で

す
が

、
部

品
を

仕
入

れ
て

い
る

業
者

の
撤

退
等

に
よ

り
、
製

造
し

て
い

た
だ

け
る

企
業

様
を

募
集

し
て

お
り

ま
す

。

製
品

詳
細

は
、
以

下
を

ご
確

認
く

だ
さ

い
（
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
　
福

祉
用

具
情

報
シ

ス
テ

ム
T

A
IS

よ
り

）
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.t
e

c
h

n
o

-
a
id

s
.o

r.
jp

/S
e

rv
ic

e
W

e
lf

a
re

G
o

o
d

s
D

e
ta

il
.p

h
p

?
R

o
w

N
o

=
0

&
Y

o
u

g
u

C
o

d
e

1
=

0
1
4

4
3

&
Y

o
u

g
u

C
o

d
e

2
=

0
0

0
0

0
1

ご
興

味
の

あ
る

方
は

、
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
企

画
部

 宇
田

川
　
電

話
0

3
-3

2
6

6
-6

8
8

3
 　

ま
で

ご
連

絡
を

く
だ

さ
い

。

1
1

2
0

2
3

新
製

品
・
技

術
食

べ
る

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

食
事

補
助

 福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

開
発

メ
ー

カ
ー

O
b

i 
R

o
b

o
t 

(オ
ー

ビ
ー

ロ
ボ

ッ
ト

）
日

本
上

陸

肢
体

不
自

由
者

世
界

で
販

売
さ

れ
て

い
る

O
b

i 
R

o
b

o
tが

こ
の

度
日

本
に

上
陸

し
ま

し
た

。
O

b
i 
R

o
b

o
t 

(オ
ー

ビ
ー

ロ
ボ

ッ
ト

）
は

ユ
ー

ザ
ー

さ
ん

の
自

立
心

、
社

会
に

積
極

的
に

参
加

し
、
自

ら
食

事
を

す
る

喜
び

を
提

供
し

ま
す

。
O

b
i 
R

o
b

o
tは

操
作

ス
イ

ッ
チ

を
セ

ン
サ

ー
（
社

外
品

）
な

ど
様

々
な

タ
イ

プ
に

交
換

し
使

用
す

る
こ

と
が

で
き

る
の

で
上

肢
が

使
え

な
く

と
も

ユ
ー

ザ
ー

い
つ

何
が

食
べ

た
い

か
を

自
分

で
判

断
し

て
食

事
を

楽
し

む
こ

と
が

で
き

ま
す

。
 現

在
日

本
で

の
販

売
に

向
け

て
取

り
組

ん
で

お
り

、
お

取
り

扱
い

企
業

及
び

販
売

協
力

企
業

の
募

集
を

行
な

っ
て

お
り

ま
す

。

O
b

i 
R

o
b

o
t 

y
o

u
tu

b
e

 サ
イ

ト
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.y
o

u
tu

b
e

.c
o

m
/
@

M
e

e
to

b
ir

o
b

o
t

1
2

2
0

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

内
の

移
動

歩
行

器
・
歩

行
車

 排
泄

関
連

用
具

利
用

者
の

家
族

屋
内

移
動

用
の

機
器

肢
体

不
自

由
者

家
族

 介
助

者
家

族
の

介
護

を
し

て
い

ま
す

。
ほ

ぼ
寝

た
き

り
状

態
で

す
。
入

浴
、
ト

イ
レ

、
病

院
へ

の
外

出
の

為
の

移
動

な
ど

家
用

の
車

い
す

も
あ

り
ま

す
が

、
も

っ
と

簡
便

に
移

動
さ

せ
ら

れ
た

り
、
外

用
の

車
い

す
へ

の
乗

り
換

え
な

ど
が

簡
単

に
で

き
る

物
は

無
い

で
し

ょ
う

か
？

福
祉

機
器

展
で

み
ま

し
た

が
、
高

額
だ

っ
た

り
、
大

き
く

か
さ

ば
っ

た
り

し
て

家
庭

内
で

使
い

や
す

い
物

で
は

あ
り

ま
せ

ん
で

し
た

。

1
3

2
0

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
調

理
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
学

校
「
重

さ
」
の

わ
か

り
や

す
い

“
見

え
る

化
”

視
覚

障
害

者
 知

的
障

害
者

 児
童

重
さ

を
測

る
と

き
に

目
盛

の
上

を
動

く
指

針
を

見
る

の
が

一
般

的
で

す
が

、
動

い
た

指
針

に
合

わ
せ

て
リ

ボ
ン

状
の

も
の

で
色

が
変

化
す

る
と

わ
か

り
や

す
い

と
思

い
商

品
を

探
し

ま
し

た
が

見
つ

け
ら

れ
ま

せ
ん

で
し

た
。
そ

ん
な

商
品

ご
ぞ

ん
じ

あ
り

ま
せ

ん
か

？
時

計
の

文
字

盤
よ

り
も

直
線

で
針

が
動

く
も

の
の

ほ
う

が
、

脇
に

色
紙

な
ど

を
貼

り
付

け
て

見
本

に
し

や
す

い
か

と
考

え
て

い
ま

す
。

1
4

2
0

2
3

新
製

品
・
技

術
衣

服
の

着
脱

装
具

 体
位

変
換

器
開

発
メ

ー
カ

ー
三

角
巾

と
一

体
化

し
た

衣
服

『
ア

ー
ム

ス
リ

ン
グ

ケ
ー

プ
』

肢
体

不
自

由
者

高
齢

者
 そ

の
他

(脳
血

管
障

害
（
片

麻
痺

）
、
四

十
肩

・
五

十
肩

、
腱

板
断

裂
・
腱

板
損

傷
、

亜
脱

臼
、
骨

折
、
リ

ウ
マ

チ
等

) 
利

用
対

象
等

全
般

■
概

要
・
2

0
2

3
年

９
月

末
時

点
で

国
内

外
の

ご
購

入
者

が
2

8
0

名
を

超
え

ま
し

た
！

・
公

益
財

団
法

人
日

本
デ

ザ
イ

ン
振

興
会

主
催

「
2

0
2

1
年

度
グ

ッ
ド

デ
ザ

イ
ン

賞
」
を

受
賞

　
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.g
-m

a
rk

.o
rg

/
g

a
ll
e

ry
/
w

in
n

e
rs

/
9

e
4

3
3

1
c
9

-8
0

3
d

-1
1
e

d
-a

f
7

e
-0

2
4

2
a
c
1
3

0
0

0
2

・
令

和
四

年
度

 川
崎

市
「
か

わ
さ

き
基

準
（
K

IS
）
認

証
福

祉
製

品
」
に

認
定

　
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.c
it

y
.k

a
w

a
s
a
k
i.
jp

/
2

8
0

/
p

a
g

e
/
0

0
0

0
1
4

9
8

1
7

.h
tm

l
・
令

和
四

年
度

 東
京

都
中

小
企

業
振

興
公

社
「
障

害
者

向
け

製
品

等
の

販
路

開
拓

支
援

事
業

」
に

採
択

　
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.t
o

k
y
o

-k
o

s
h

a
.o

r.
jp

/
s
u

p
p

o
rt

/
jo

s
e

i/
k
ig

y
o

/
rm

e
p

a
l0

0
0

0
0

0
d

u
d

d
-a

tt
/
R

4
_s

h
o

g
a
is

h
a
s
h

ie
n

.p
d

f
・
令

和
四

年
度

 東
京

都
立

産
業

技
術

セ
ン

タ
ー

共
同

研
究

　
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.i
ri

-t
o

k
y
o

.j
p

/
s
it

e
/
ti

ri
-n

e
w

s
/
2

0
2

3
0

5
-0

1
-k

e
n

k
y
u

.h
tm

l
　 ■

製
品

概
要

・
ア

ー
ム

ス
リ

ン
グ

（
三

角
巾

、
ア

ー
ム

ホ
ル

ダ
ー

）
と

一
体

化
し

た
ケ

ー
プ

で
す

。
美

し
く

見
え

る
デ

ザ
イ

ン
を

追
求

し
ま

し
た

。
内

袋
に

腕
を

ゆ
だ

ね
な

が
ら

、
安

心
し

て
日

常
生

活
を

送
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。
傷

病
回

復
後

も
そ

の
ま

ま
着

用
す

る
こ

と
が

可
能

な
リ

カ
バ

リ
ー

ウ
ェ

ア
で

す
。

・
こ

の
製

品
は

、
作

業
療

法
士

、
理

学
療

法
士

、
看

護
師

に
よ

る
監

修
の

も
と

、
脳

血
管

障
害

（
片

麻
痺

）
、
四

十
肩

・
五

十
肩

、
腱

板
断

裂
・
腱

板
損

傷
、
亜

脱
臼

、
骨

折
、
リ

ウ
マ

チ
が

あ
る

2
3

名
の

対
象

者
へ

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

繰
り

返
す

な
か

で
生

ま
れ

ま
し

た
。

■
主

な
ご

購
入

者
様

・
対

象
者

：
五

十
肩

・
四

十
肩

（
肩

関
節

周
囲

炎
）
、
腱

板
断

裂
・
損

傷
・
腱

板
炎

、
頸

肩
腕

症
候

群
、
骨

折
（
上

腕
・
前

腕
・
肘

・
手

首
・
鎖

骨
）
、
亜

脱
臼

、
片

麻
痺

、
肩

脱
臼

、
重

度
の

肩
痛

、
関

節
リ

ウ
マ

チ
／

膠
原

病
な

ど
に

よ
り

、
肩

や
腕

が
つ

ら
い

、
だ

る
い

方
、
三

角
巾

や
ア

ー
ム

ス
リ

ン
グ

（
ア

ー
ム

ホ
ル

ダ
ー

）
と

い
っ

た
補

助
具

を
お

使
い

の
方

。
 腕

の
固

定
に

ゆ
っ

た
り

と
し

た
ゆ

と
り

が
求

め
ら

れ
る

リ
ハ

ビ
リ

期
の

方
。

・
そ

の
よ

う
な

方
と

と
も

に
リ

ハ
ビ

リ
や

介
護

を
行

う
、
ご

家
族

、
作

業
療

法
士

、
理

学
療

法
士

、
介

護
職

、
看

護
師

の
方

々
。

■
７

つ
の

特
徴

【
首

を
痛

め
な

い
】
服

の
生

地
全

体
で

腕
の

重
さ

を
支

え
て

い
る

の
で

首
を

痛
め

ま
せ

ん
【
疲

れ
な

い
】
背

中
に

重
さ

を
分

散
す

る
の

で
、
長

時
間

着
用

し
て

も
肩

や
腕

が
疲

れ
に

く
い

構
造

で
す

【
肩

と
腕

が
あ

た
た

か
い

】
秋

冬
、
夏

の
冷

房
対

策
に

肩
と

腕
ま

わ
り

を
保

温
し

ま
す

。
冷

え
性

の
方

に
も

お
ス

ス
メ

で
す

【
ゆ

っ
た

り
ゆ

だ
ね

る
】
内

袋
に

腕
を

ゆ
だ

ね
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。
両

肩
と

手
や

指
を

出
せ

る
開

口
部

に
よ

り
、
腕

が
安

定
し

ま
す

【
片

手
で

着
れ

る
】
か

ぶ
り

式
で

ボ
タ

ン
等

が
無

く
片

手
で

 1
0

 秒
 -

1
 秒

で
着

脱
で

き
ま

す
【
長

く
着

れ
る

】
内

袋
を

使
わ

な
け

れ
ば

、
傷

病
回

復
後

も
オ

シ
ャ

レ
な

ケ
ー

プ
と

し
て

着
る

こ
と

が
で

き
ま

す
【
ポ

ケ
ッ

ト
と

し
て

使
え

る
】
内

袋
は

物
を

入
れ

る
ポ

ケ
ッ

ト
に

も
使

え
ま

す

■
ご

購
入

　
以

下
よ

り
ご

購
入

い
た

だ
け

ま
す

。

　
《
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ア
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ィ
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ブ
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》
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p

s
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/
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a
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フ
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》
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p

s
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/
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S
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z
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R
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

1
5

2
0

2
3

新
製

品
・
技

術
日

常
的

な
衛

生
入

浴
関

連
用

具
 そ

の
他

(福
祉

用
具

)洗
濯

の
自

立
支

援
用

具

開
発

メ
ー

カ
ー

片
麻

痺
や

リ
ウ

マ
チ

患
者

と
開

発
。
洗

濯
の

自
立

を
支

援
す

る
『
洗

濯
ネ

ッ
ト

バ
ッ

グ
』

肢
体

不
自

由
者

家
族

 介
助

者
 共

用
品

 そ
の

他
(脳

血
管

障
害

（
片

麻
痺

）
、
関

節
リ

ウ
マ

チ
／

膠
原

病
、
五

十
肩

・
四

十
肩

（
肩

関
節

周
囲

炎
）
、

腱
板

断
裂

・
損

傷
・

腱
板

炎
、
頸

肩
腕

症
候

群
、
骨

折
（
上

腕
・
前

腕
・
肘

・
手

首
・
鎖

骨
）
、
亜

脱
臼

、
肩

脱
臼

、
重

度
) 

利
用

対
象

等
全

般

■
概

要
・
2

0
2

3
年

９
月

末
時

点
で

国
内

外
の

ご
購

入
者

が
3

8
0

名
を

超
え

ま
し

た
！

・
公

益
財

団
法

人
日

本
デ

ザ
イ

ン
振

興
会

主
催

「
2

0
2

2
年

度
グ

ッ
ド

デ
ザ

イ
ン

賞
」
を

受
賞

　
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.g
-m

a
rk

.o
rg

/
g
a
ll

e
ry

/
w

in
n

e
rs

/
8

8
9

8
・
令

和
五

年
度

 東
京

都
中

小
企

業
振

興
公

社
「
障

害
者

向
け

製
品

等
の

販
路

開
拓

支
援

事
業

」
に

採
択

・
J
a
p

a
n

 T
im

e
s
に

掲
載

。
海

外
か

ら
の

注
文

も
好

調
　
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.j
a
p

a
n

ti
m

e
s
.c

o
.j

p
/
li
f
e

/
2

0
2

3
/
0

2
/
1
8

/
s
ty

le
/
o

n
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e
s
ig

n
-o

m
o
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n

a
s
h

i-
tr

a
v
e

l-
a
w

a
rd

s
/

　 ■
製

品
概

要
・
脱

衣
か

ご
と

一
体

化
し

た
洗

濯
ネ

ッ
ト

で
す

。
洗

濯
機

、
洗

濯
か

ご
に

洗
濯

も
の

を
”
移

し
替

え
る

”
 手

間
が

解
消

さ
れ

ま
す

。
丸

く
、
型

崩
れ

し
づ

ら
い

素
材

の
バ

ッ
グ

は
洗

濯
機

の
動

き
に

抗
わ

な
い

の
で

、
"服

の
絡

ま
り

" 
を

防
止

し
ま

す
。

・
な

め
ら

か
な

フ
ァ

ス
ナ

ー
。
か

ば
ん

メ
ー

カ
ー

な
ら

で
は

の
布

地
を

噛
み

に
く

い
縫

製
。
引

き
手

に
つ

い
た

ひ
も

状
の

輪
っ

か
を

使
え

ば
、
わ

ず
か

な
力

と
指

の
動

き
で

、
す

る
っ

と
開

閉
で

き
ま

す
。

・
こ

の
製

品
は

、
洗

濯
に

生
じ

る
ス

ト
レ

ス
を

日
々

感
じ

て
い

ら
っ

し
ゃ

る
脳

卒
中

に
よ

る
片

麻
痺

、
リ

ウ
マ

チ
、
肩

の
傷

病
が

あ
る

方
々

へ
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
繰

り
返

す
な

か
で

生
ま

れ
ま

し
た

。
だ

か
ら

、
ど

ん
な

人
に

と
っ

て
も

優
し

く
、
使

い
や

す
い

製
品

で
す

。

■
主

な
ご

購
入

者
様

・
対

象
者

：
五

十
肩

・
四

十
肩

（
肩

関
節

周
囲

炎
）
、
腱

板
断

裂
・
損

傷
・
腱

板
炎

、
頸

肩
腕

症
候

群
、
骨

折
（
上

腕
・
前

腕
・
肘

・
手

首
・
鎖

骨
）
、
亜

脱
臼

、
片

麻
痺

、
肩

脱
臼

、
重

度
の

肩
痛

、
関

節
リ

ウ
マ

チ
／

膠
原

病
な

ど
に

よ
り

、
肩

や
腕

が
つ

ら
い

、
だ

る
い

方
、
三

角
巾

や
ア

ー
ム

ス
リ

ン
グ

（
ア

ー
ム

ホ
ル

ダ
ー

）
と

い
っ

た
補

助
具

を
お

使
い

の
方

。
 腕

の
固

定
に

ゆ
っ

た
り

と
し

た
ゆ

と
り

が
求

め
ら

れ
る

リ
ハ

ビ
リ

期
の

方
。

・
そ

の
よ

う
な

方
と

と
も

に
リ

ハ
ビ

リ
や

介
護

を
行

う
、
ご

家
族

、
作

業
療

法
士

、
理

学
療

法
士

、
介

護
職

、
看

護
師

の
方

々
。

■
７

つ
の

特
徴

　
①

脱
い

だ
服

は
自

立
す

る
バ

ッ
グ

へ
ポ

イ
ッ

！
そ

の
ま

ま
洗

濯
機

で
丸

洗
い

で
き

ま
す

　
②

丸
く

、
型

崩
れ

し
な

い
形

状
、
適

度
な

サ
イ

ズ
な

の
で

洗
濯

・
脱

水
時

に
服

が
か

ら
み

ま
せ

ん
　
③

バ
ッ

グ
の

持
ち

手
を

つ
か

ん
で

、
複

数
の

洗
濯

物
を

ま
と

め
て

洗
濯

機
か

ら
取

り
出

せ
ま

す
　
④

洗
濯

後
は

、
片

手
に

提
げ

、
物

干
し

・
収

納
の

場
所

ま
で

ら
く

ら
く

運
べ

ま
す

　
⑤

つ
ま

み
や

す
く

バ
ッ

グ
の

丸
み

に
沿

っ
た

フ
ァ

ス
ナ

ー
は

小
さ

な
動

き
と

小
さ

な
力

で
開

閉
で

き
ま

す
　
⑥

フ
ァ

ス
ナ

ー
を

閉
じ

れ
ば

、
ご

自
宅

、
入

居
先

、
入

院
先

で
の

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

が
守

ら
れ

ま
す

　
⑦

旅
先

、
ご

家
族

で
分

け
て

、
ジ

ム
、
ヨ

ガ
に

行
く

と
き

な
ど

シ
ー

ン
や

用
途

に
応

じ
た

使
い

方
が

楽
し

め
ま

す

■
ご

購
入

　
以

下
よ

り
ご

購
入

い
た

だ
け

ま
す

。

　
《
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ア
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ル
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0
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0
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p
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縦
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横
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高
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

1
5

2
0

2
3

新
製

品
・
技

術
日

常
的

な
衛

生
入

浴
関

連
用

具
 そ

の
他

(福
祉

用
具

)洗
濯

の
自

立
支

援
用

具

開
発

メ
ー

カ
ー

片
麻

痺
や

リ
ウ

マ
チ

患
者

と
開

発
。
洗

濯
の

自
立

を
支

援
す

る
『
洗

濯
ネ

ッ
ト

バ
ッ

グ
』

肢
体

不
自

由
者

家
族

 介
助

者
 共

用
品

 そ
の

他
(脳

血
管

障
害

（
片

麻
痺

）
、
関

節
リ

ウ
マ

チ
／

膠
原

病
、
五

十
肩

・
四

十
肩

（
肩

関
節

周
囲

炎
）
、

腱
板

断
裂

・
損

傷
・

腱
板

炎
、
頸

肩
腕

症
候

群
、
骨

折
（
上

腕
・
前

腕
・
肘

・
手

首
・
鎖

骨
）
、
亜

脱
臼

、
肩

脱
臼

、
重

度
) 

利
用

対
象

等
全

般

■
概

要
・
2

0
2

3
年

９
月

末
時

点
で

国
内

外
の

ご
購

入
者

が
3

8
0

名
を

超
え

ま
し

た
！

・
公

益
財

団
法

人
日

本
デ

ザ
イ

ン
振

興
会

主
催

「
2

0
2

2
年

度
グ

ッ
ド

デ
ザ

イ
ン

賞
」
を

受
賞

　
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.g
-m

a
rk

.o
rg

/
g
a
ll

e
ry

/
w

in
n

e
rs

/
8

8
9

8
・
令

和
五

年
度

 東
京

都
中

小
企

業
振

興
公

社
「
障

害
者

向
け

製
品

等
の

販
路

開
拓

支
援

事
業

」
に

採
択

・
J
a
p

a
n

 T
im

e
s
に

掲
載

。
海

外
か

ら
の

注
文

も
好

調
　
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.j
a
p

a
n

ti
m

e
s
.c

o
.j

p
/
li
f
e

/
2

0
2

3
/
0

2
/
1
8

/
s
ty

le
/
o

n
-d

e
s
ig

n
-o

m
o

te
n

a
s
h

i-
tr

a
v
e

l-
a
w

a
rd

s
/

　 ■
製

品
概

要
・
脱

衣
か

ご
と

一
体

化
し

た
洗

濯
ネ

ッ
ト

で
す

。
洗

濯
機

、
洗

濯
か

ご
に

洗
濯

も
の

を
”
移

し
替

え
る

”
 手

間
が

解
消

さ
れ

ま
す

。
丸

く
、
型

崩
れ

し
づ

ら
い

素
材

の
バ

ッ
グ

は
洗

濯
機

の
動

き
に

抗
わ

な
い

の
で

、
"服

の
絡

ま
り

" 
を

防
止

し
ま

す
。

・
な

め
ら

か
な

フ
ァ

ス
ナ

ー
。
か

ば
ん

メ
ー

カ
ー

な
ら

で
は

の
布

地
を

噛
み

に
く

い
縫

製
。
引

き
手

に
つ

い
た

ひ
も

状
の

輪
っ

か
を

使
え

ば
、
わ

ず
か

な
力

と
指

の
動

き
で

、
す

る
っ

と
開

閉
で

き
ま

す
。

・
こ

の
製

品
は

、
洗

濯
に

生
じ

る
ス

ト
レ

ス
を

日
々

感
じ

て
い

ら
っ

し
ゃ

る
脳

卒
中

に
よ

る
片

麻
痺

、
リ

ウ
マ

チ
、
肩

の
傷

病
が

あ
る

方
々

へ
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
繰

り
返

す
な

か
で

生
ま

れ
ま

し
た

。
だ

か
ら

、
ど

ん
な

人
に

と
っ

て
も

優
し

く
、
使

い
や

す
い

製
品

で
す

。

■
主

な
ご

購
入

者
様

・
対

象
者

：
五

十
肩

・
四

十
肩

（
肩

関
節

周
囲

炎
）
、
腱

板
断

裂
・
損

傷
・
腱

板
炎

、
頸

肩
腕

症
候

群
、
骨

折
（
上

腕
・
前

腕
・
肘

・
手

首
・
鎖

骨
）
、
亜

脱
臼

、
片

麻
痺

、
肩

脱
臼

、
重

度
の

肩
痛

、
関

節
リ

ウ
マ

チ
／

膠
原

病
な

ど
に

よ
り

、
肩

や
腕

が
つ

ら
い

、
だ

る
い

方
、
三

角
巾

や
ア

ー
ム

ス
リ

ン
グ

（
ア

ー
ム

ホ
ル

ダ
ー

）
と

い
っ

た
補

助
具

を
お

使
い

の
方

。
 腕

の
固

定
に

ゆ
っ

た
り

と
し

た
ゆ

と
り

が
求

め
ら

れ
る

リ
ハ

ビ
リ

期
の

方
。

・
そ

の
よ

う
な

方
と

と
も

に
リ

ハ
ビ

リ
や

介
護

を
行

う
、
ご

家
族

、
作

業
療

法
士

、
理

学
療

法
士

、
介

護
職

、
看

護
師

の
方

々
。

■
７

つ
の

特
徴

　
①

脱
い

だ
服

は
自

立
す

る
バ

ッ
グ

へ
ポ

イ
ッ

！
そ

の
ま

ま
洗

濯
機

で
丸

洗
い

で
き

ま
す

　
②

丸
く

、
型

崩
れ

し
な

い
形

状
、
適

度
な

サ
イ

ズ
な

の
で

洗
濯

・
脱

水
時

に
服

が
か

ら
み

ま
せ

ん
　
③

バ
ッ

グ
の

持
ち

手
を

つ
か

ん
で

、
複

数
の

洗
濯

物
を

ま
と

め
て

洗
濯

機
か

ら
取

り
出

せ
ま

す
　
④

洗
濯

後
は

、
片

手
に

提
げ

、
物

干
し

・
収

納
の

場
所

ま
で

ら
く

ら
く

運
べ

ま
す

　
⑤

つ
ま

み
や

す
く

バ
ッ

グ
の

丸
み

に
沿

っ
た

フ
ァ

ス
ナ

ー
は

小
さ

な
動

き
と

小
さ

な
力

で
開

閉
で

き
ま

す
　
⑥

フ
ァ

ス
ナ

ー
を

閉
じ

れ
ば

、
ご

自
宅

、
入

居
先

、
入

院
先

で
の

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

が
守

ら
れ

ま
す

　
⑦

旅
先

、
ご

家
族

で
分

け
て

、
ジ

ム
、
ヨ

ガ
に

行
く

と
き

な
ど

シ
ー

ン
や

用
途

に
応

じ
た

使
い

方
が

楽
し

め
ま

す

■
ご

購
入

　
以

下
よ

り
ご

購
入

い
た

だ
け

ま
す

。

　
《
ケ

ア
ウ

ィ
ル

ブ
ラ

ン
ド

サ
イ

ト
》
h

tt
p

s
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/
w

w
w
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w
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c
o

.j
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/
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ア
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p
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0
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0
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・
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縦

3
0

c
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、
横
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c
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、
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・
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

1
6

2
0

2
3

新
製

品
・
技

術
そ

の
他

(場
面

)軟
骨

無
形

成
症

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

衣
服

そ
の

他
(シ

ョ
ッ

プ
オ

ー
ナ

ー
)

軟
骨

無
形

成
症

、
低

身
長

向
け

の
洋

服
そ

の
他

(軟
骨

無
形

成
症

)
■

概
要

軟
骨

無
形

成
症

の
子

を
持

つ
母

親
で

す
。

全
国

に
約

5
,0

0
0

人
は

い
る

と
言

わ
れ

て
い

る
指

定
難

病
（
N

o
.2

7
6

）
が

軟
骨

無
形

成
症

で
す

。
こ

の
度

、
ネ

ッ
ト

シ
ョ

ッ
プ

を
立

ち
上

げ
ま

し
た

。

■
商

品
概

要
軟

骨
無

形
成

症
と

い
う

病
気

を
ご

存
じ

で
し

ょ
う

か
？

平
均

身
長

は
成

人
女

性
で

1
2

0
c
m

、
成

人
男

性
で

1
3

0
c
m

前
後

だ
と

言
わ

れ
て

お
り

ま
す

。
四

肢
短

縮
で

頭
が

大
き

く
、
O

脚
で

上
半

身
と

下
半

身
の

バ
ラ

ン
ス

が
悪

い
た

め
、
周

り
か

ら
の

視
線

を
集

め
て

し
ま

い
ま

す
。

骨
系

統
疾

患
の

中
で

は
代

表
的

な
も

の
に

な
り

、
特

有
の

体
形

か
ら

脊
柱

管
狭

窄
症

や
中

耳
機

能
障

害
な

ど
、
い

ろ
い

ろ
な

症
状

と
向

き
合

い
、
日

々
戦

っ
て

お
り

ま
す

。
【
引

用
元

U
R

L
】

日
本

小
児

内
分

泌
学

会
h

tt
p

:/
/j

s
p

e
.u

m
in

.j
p

/p
u

b
li
c
/n

a
n

k
o

tu
.h

tm
l

つ
く

し
の

会
h

tt
p

s
:/

/
ts

u
k
u

s
h

in
o

k
a
i.
n

e
t/

a
c
h

o
n

d
ro

p
la

s
ia

/d
e

ta
il
/

生
活

す
る

上
で

困
る

こ
と

の
ひ

と
つ

に
、
衣

服
に

つ
い

て
の

問
題

が
あ

り
ま

す
。

軟
骨

無
形

成
症

の
方

に
は

、
市

販
の

サ
イ

ズ
表

記
が

意
味

を
持

ち
ま

せ
ん

。
も

ち
ろ

ん
市

販
の

服
は

手
を

加
え

な
け

れ
ば

着
用

が
出

来
ず

、
成

人
の

場
合

2
0

c
m

ほ
ど

切
っ

て
し

ま
う

と
デ

ザ
イ

ン
も

変
わ

り
体

に
合

わ
な

い
、
た

だ
着

ら
れ

れ
ば

い
い

と
い

う
服

は
ま

す
ま

す
人

の
視

線
を

集
め

て
し

ま
う

の
で

す
。

そ
こ

で
、
オ

ー
ダ

ー
の

よ
う

に
一

人
一

人
に

ぴ
っ

た
り

と
は

い
き

ま
せ

ん
が

、
衣

服
の

長
さ

を
調

整
で

き
る

こ
と

や
、
少

し
立

体
的

に
す

る
こ

と
で

着
心

地
よ

く
、
体

形
に

あ
っ

た
デ

ザ
イ

ン
の

服
、
軟

骨
無

形
成

症
の

方
に

も
う

少
し

寄
り

添
え

る
服

に
近

づ
け

る
の

で
は

と
考

え
ま

し
た

。

※
実

用
新

案
に

登
録

さ
れ

て
お

り
ま

す
【
実

登
　
3

2
4

6
0

1
7

】
/
 立

体
型

の
ズ

ボ
ン

今
後

、
同

じ
病

気
の

方
々

と
修

正
し

な
が

ら
、
よ

り
良

い
製

品
を

作
り

上
げ

て
い

け
る

シ
ョ

ッ
プ

に
な

り
た

い
と

思
っ

て
お

り
ま

す
。

軟
骨

無
形

成
症

の
方

、
そ

の
ご

家
族

さ
ま

、
そ

し
て

お
知

り
合

い
や

軟
骨

無
形

成
症

の
方

を
お

見
か

け
の

際
は

、
こ

ち
ら

の
シ

ョ
ッ

プ
を

ご
紹

介
し

て
い

た
だ

け
る

と
有

り
難

い
で

す
。

ど
う

ぞ
、
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

【
s
h

o
p

】
G

A
G

O
-2

7
6

-
h

tt
p

s
:/

/
g

a
g

o
-2

7
6

-s
h

o
p

.s
to

re
s
.j

p
/

1
7

2
0

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
場

面
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
イ

ヤ
ー

マ
フ

 福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

利
用

者
の

家
族

自
閉

症
(聴

覚
過

敏
)専

用
の

イ
ヤ

ー
マ

フ
の

開
発

希
望

発
達

障
害

者
2

0
2

3
年

7
月

に
聴

覚
過

敏
専

用
の

イ
ヤ

ー
マ

フ
の

開
発

希
望

で
投

稿
を

し
ま

し
た

。
日

常
生

活
に

苦
手

な
音

が
多

く
急

に
鳴

る
大

き
な

音
や

声
を

聞
い

た
り

、
苦

手
な

音
が

あ
る

場
面

で
は

パ
ニ

ッ
ク

を
お

こ
し

て
し

ま
う

自
閉

症
で

イ
ヤ

ー
マ

フ
が

無
い

と
外

出
で

き
な

い
の

で
使

用
し

て
い

ま
す

。
具

体
的

に
は

、
バ

イ
ク

の
走

行
時

の
マ

フ
ラ

ー
音

、
建

設
工

事
現

場
の

金
属

音
や

ド
リ

ル
や

重
機

の
音

、
風

船
が

破
れ

る
音

、
こ

ど
も

の
泣

き
声

、
緊

急
車

両
の

サ
イ

レ
ン

な
ど

で
す

。
聴

覚
過

敏
を

保
護

し
て

日
常

生
活

で
パ

ニ
ッ

ク
に

な
る

こ
と

を
予

防
す

る
目

的
で

イ
ヤ

ー
マ

フ
を

使
用

し
ま

す
。
多

く
の

市
販

の
耳

栓
は

音
の

遮
断

効
果

が
低

く
ま

だ
う

る
さ

い
。

(音
の

遮
断

効
果

は
ほ

と
ん

ど
な

い
)自

閉
症

専
用

と
謳

わ
れ

て
い

る
イ

ヤ
ー

マ
フ

で
も

遮
音

効
果

が
低

く
パ

ソ
コ

ン
の

打
鍵

音
が

な
く

な
っ

た
り

掃
除

の
ほ

う
き

が
す

れ
る

音
が

軽
減

さ
れ

る
程

度
で

あ
り

苦
手

な
音

は
遮

断
さ

れ
な

か
っ

た
。
N

R
R

3
0

の
工

業
用

イ
ヤ

ー
マ

フ
を

購
入

し
た

と
こ

ろ
何

と
か

遮
断

効
果

が
あ

っ
た

が
、
N

R
R

3
0

で
も

道
路

工
事

や
建

設
工

事
な

ど
の

器
具

の
音

の
遮

断
効

果
が

足
り

な
く

も
う

少
し

遮
断

効
果

が
欲

し
い

で
す

。
イ

ヤ
ー

マ
フ

自
体

は
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

で
た

く
さ

ん
売

っ
て

い
る

が
、
福

祉
用

具
で

は
適

切
な

も
の

が
な

く
不

便
を

感
じ

て
い

る
。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

1
6

2
0

2
3

新
製

品
・
技

術
そ

の
他

(場
面

)軟
骨

無
形

成
症

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

衣
服

そ
の

他
(シ

ョ
ッ

プ
オ

ー
ナ

ー
)

軟
骨

無
形

成
症

、
低

身
長

向
け

の
洋

服
そ

の
他

(軟
骨

無
形

成
症

)
■

概
要

軟
骨

無
形

成
症

の
子

を
持

つ
母

親
で

す
。

全
国

に
約

5
,0

0
0

人
は

い
る

と
言

わ
れ

て
い

る
指

定
難

病
（
N

o
.2

7
6

）
が

軟
骨

無
形

成
症

で
す

。
こ

の
度

、
ネ

ッ
ト

シ
ョ

ッ
プ

を
立

ち
上

げ
ま

し
た

。

■
商

品
概

要
軟

骨
無

形
成

症
と

い
う

病
気

を
ご

存
じ

で
し

ょ
う

か
？

平
均

身
長

は
成

人
女

性
で

1
2

0
c
m

、
成

人
男

性
で

1
3

0
c
m

前
後

だ
と

言
わ

れ
て

お
り

ま
す

。
四

肢
短

縮
で

頭
が

大
き

く
、
O

脚
で

上
半

身
と

下
半

身
の

バ
ラ

ン
ス

が
悪

い
た

め
、
周

り
か

ら
の

視
線

を
集

め
て

し
ま

い
ま

す
。

骨
系

統
疾

患
の

中
で

は
代

表
的

な
も

の
に

な
り

、
特

有
の

体
形

か
ら

脊
柱

管
狭

窄
症

や
中

耳
機

能
障

害
な

ど
、
い

ろ
い

ろ
な

症
状

と
向

き
合

い
、
日

々
戦

っ
て

お
り

ま
す

。
【
引

用
元

U
R

L
】

日
本

小
児

内
分

泌
学

会
h

tt
p

:/
/j

s
p

e
.u

m
in

.j
p

/p
u

b
li
c
/n

a
n

k
o

tu
.h

tm
l

つ
く

し
の

会
h

tt
p

s
:/

/
ts

u
k
u

s
h

in
o

k
a
i.
n

e
t/

a
c
h

o
n

d
ro

p
la

s
ia

/d
e

ta
il
/

生
活

す
る

上
で

困
る

こ
と

の
ひ

と
つ

に
、
衣

服
に

つ
い

て
の

問
題

が
あ

り
ま

す
。

軟
骨

無
形

成
症

の
方

に
は

、
市

販
の

サ
イ

ズ
表

記
が

意
味

を
持

ち
ま

せ
ん

。
も

ち
ろ

ん
市

販
の

服
は

手
を

加
え

な
け

れ
ば

着
用

が
出

来
ず

、
成

人
の

場
合

2
0

c
m

ほ
ど

切
っ

て
し

ま
う

と
デ

ザ
イ

ン
も

変
わ

り
体

に
合

わ
な

い
、
た

だ
着

ら
れ

れ
ば

い
い

と
い

う
服

は
ま

す
ま

す
人

の
視

線
を

集
め

て
し

ま
う

の
で

す
。

そ
こ

で
、
オ

ー
ダ

ー
の

よ
う

に
一

人
一

人
に

ぴ
っ

た
り

と
は

い
き

ま
せ

ん
が

、
衣

服
の

長
さ

を
調

整
で

き
る

こ
と

や
、
少

し
立

体
的

に
す

る
こ

と
で

着
心

地
よ

く
、
体

形
に

あ
っ

た
デ

ザ
イ

ン
の

服
、
軟

骨
無

形
成

症
の

方
に

も
う

少
し

寄
り

添
え

る
服

に
近

づ
け

る
の

で
は

と
考

え
ま

し
た

。

※
実

用
新

案
に

登
録

さ
れ

て
お

り
ま

す
【
実

登
　
3

2
4

6
0

1
7

】
/
 立

体
型

の
ズ

ボ
ン

今
後

、
同

じ
病

気
の

方
々

と
修

正
し

な
が

ら
、
よ

り
良

い
製

品
を

作
り

上
げ

て
い

け
る

シ
ョ

ッ
プ

に
な

り
た

い
と

思
っ

て
お

り
ま

す
。

軟
骨

無
形

成
症

の
方

、
そ

の
ご

家
族

さ
ま

、
そ

し
て

お
知

り
合

い
や

軟
骨

無
形

成
症

の
方

を
お

見
か

け
の

際
は

、
こ

ち
ら

の
シ

ョ
ッ

プ
を

ご
紹

介
し

て
い

た
だ

け
る

と
有

り
難

い
で

す
。

ど
う

ぞ
、
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

【
s
h

o
p

】
G

A
G

O
-2

7
6

-
h

tt
p

s
:/

/
g

a
g

o
-2

7
6

-s
h

o
p

.s
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re
s
.j

p
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1
7

2
0

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
場

面
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
イ

ヤ
ー

マ
フ

 福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

利
用

者
の

家
族

自
閉

症
(聴

覚
過

敏
)専

用
の

イ
ヤ

ー
マ

フ
の

開
発

希
望

発
達

障
害

者
2

0
2

3
年

7
月

に
聴

覚
過

敏
専

用
の

イ
ヤ

ー
マ

フ
の

開
発

希
望

で
投

稿
を

し
ま

し
た

。
日

常
生

活
に

苦
手

な
音

が
多

く
急

に
鳴

る
大

き
な

音
や

声
を

聞
い

た
り

、
苦

手
な

音
が

あ
る

場
面

で
は

パ
ニ

ッ
ク

を
お

こ
し

て
し

ま
う

自
閉

症
で

イ
ヤ

ー
マ

フ
が

無
い

と
外

出
で

き
な

い
の

で
使

用
し

て
い

ま
す

。
具

体
的

に
は

、
バ

イ
ク

の
走

行
時

の
マ

フ
ラ

ー
音

、
建

設
工

事
現

場
の

金
属

音
や

ド
リ

ル
や

重
機

の
音

、
風

船
が

破
れ

る
音

、
こ

ど
も

の
泣

き
声

、
緊

急
車

両
の

サ
イ

レ
ン

な
ど

で
す

。
聴

覚
過

敏
を

保
護

し
て

日
常

生
活

で
パ

ニ
ッ

ク
に

な
る

こ
と

を
予

防
す

る
目

的
で

イ
ヤ

ー
マ

フ
を

使
用

し
ま

す
。
多

く
の

市
販

の
耳

栓
は

音
の

遮
断

効
果

が
低

く
ま

だ
う

る
さ

い
。

(音
の

遮
断

効
果

は
ほ

と
ん

ど
な

い
)自

閉
症

専
用

と
謳

わ
れ

て
い

る
イ

ヤ
ー

マ
フ

で
も

遮
音

効
果

が
低

く
パ

ソ
コ

ン
の

打
鍵

音
が

な
く

な
っ

た
り

掃
除

の
ほ

う
き

が
す

れ
る

音
が

軽
減

さ
れ

る
程

度
で

あ
り

苦
手

な
音

は
遮

断
さ

れ
な

か
っ

た
。
N

R
R

3
0

の
工

業
用

イ
ヤ

ー
マ

フ
を

購
入

し
た

と
こ

ろ
何

と
か

遮
断

効
果

が
あ

っ
た

が
、
N

R
R

3
0

で
も

道
路

工
事

や
建

設
工

事
な

ど
の

器
具

の
音

の
遮

断
効

果
が

足
り

な
く

も
う

少
し

遮
断

効
果

が
欲

し
い

で
す

。
イ

ヤ
ー

マ
フ

自
体

は
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

で
た

く
さ

ん
売

っ
て

い
る

が
、
福

祉
用

具
で

は
適

切
な

も
の

が
な

く
不

便
を

感
じ

て
い

る
。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

1
8

2
0

2
3

新
製

品
・
技

術
屋

外
の

移
動

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

衣
服

開
発

メ
ー

カ
ー

雨
の

日
の

ひ
ざ

掛
け

ra
in

 b
la

n
k
e

t　
の

オ
ー

ダ
ー

を
承

り
ま

す

肢
体

不
自

由
者

高
齢

者
こ

ん
に

ち
は

。
衣

服
の

オ
ー

ダ
ー

を
承

っ
た

り
、
企

画
販

売
を

し
て

い
る

 s
tu

d
io

 f
u

k
u

の
廣

瀬
で

す
。

車
い

す
で

通
勤

さ
れ

て
い

る
方

か
ら

、
雨

の
日

に
足

元
（
高

価
な

革
製

の
装

具
）
が

濡
れ

な
い

よ
う

、
膝

掛
け

を
作

っ
て

ほ
し

い
と

の
ご

要
望

が
あ

り
ま

し
た

。
約

１
年

間
の

試
作

、
試

用
を

経
て

、
雨

風
の

強
い

日
に

も
め

く
れ

に
く

い
ひ

ざ
掛

け
が

完
成

し
ま

し
た

。
（
こ

の
お

客
様

は
、
市

販
の

レ
イ

ン
コ

ー
ト

（
上

衣
の

み
）
と

ひ
ざ

掛
け

を
組

み
合

わ
せ

て
使

用
さ

れ
ま

す
）

「
雨

の
日

の
ひ

ざ
掛

け
」
が

完
成

す
る

ま
で

の
経

緯
は

こ
ち

ら
h

tt
p

s
:/

/
n

o
te

.c
o

m
/s

tu
d

io
_f

u
k
u

/
n

/
n

4
1
8

d
6

d
8

9
2

e
e

d
「
雨

の
日

の
ひ

ざ
掛

け
」
の

仕
様

ま
と

め
は

こ
ち

ら
h

tt
p

s
:/

/
n

o
te

.c
o

m
/s

tu
d

io
_f

u
k
u

/
n

/
n

4
2

f1
1
1
7

b
1
5

c
4

車
い

す
用

の
レ

イ
ン

グ
ッ

ズ
の

選
択

肢
の

ひ
と

つ
と

し
て

、
便

利
に

使
っ

て
い

い
た

だ
け

れ
ば

幸
い

で
す

。

s
tu

d
io

 f
u

k
u

で
は

「
雨

の
日

の
ひ

ざ
掛

け
　
ra

in
 b

la
n

k
e

t」
の

製
作

を
承

り
ま

す
。
 
見

本
帳

の
な

か
か

ら
、
お

好
き

な
色

を
お

選
び

い
た

だ
け

ま
す

。
ま

た
、
違

う
デ

ザ
イ

ン
で

の
製

作
、
衣

服
に

関
す

る
「
こ

ん
な

も
の

が
欲

し
い

」
と

い
う

ご
相

談
も

承
り

ま
す

。
ど

う
ぞ

お
気

軽
に

ご
連

絡
く

だ
さ

い
。

 
メ

ー
ル

 k
a
z
u

k
o

@
w

ri
tt

e
n

.j
p

 
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.s
tu

d
io

f
u

k
u

.j
p

1
9

2
0

2
3

新
製

品
・
技

術
屋

内
の

移
動

歩
行

器
・
歩

行
車

個
人

片
足

歩
行

支
援

具
肢

体
不

自
由

者
松

葉
杖

と
車

い
す

の
間

を
埋

め
る

、
ケ

ッ
パ

レ
と

名
付

け
た

片
足

歩
行

補
助

具
で

す
。

体
重

を
サ

ド
ル

に
預

け
る

の
で

疲
れ

ず
、
ブ

レ
ー

キ
付

き
ハ

ン
ド

ル
で

安
全

に
小

回
り

が
で

き
ま

す
。

室
内

で
も

野
外

で
も

使
え

ま
す

。
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2
0

2
0

2
3

新
製

品
・
技

術
そ

の
他

(場
面

)体
重

測
定

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

開
発

メ
ー

カ
ー

寝
た

ま
ま

体
重

測
定

肢
体

不
自

由
者

マ
ッ

ト
型

の
体

重
計

の
開

発
を

検
討

し
て

い
ま

す
。
ベ

ッ
ド

と
寝

た
き

り
の

方
の

間
に

体
位

を
変

え
な

が
ら

マ
ッ

ト
を

敷
き

、
空

気
を

入
れ

て
膨

ら
ま

す
こ

と
に

よ
り

空
気

圧
に

よ
り

体
重

計
測

を
行

う
装

置
で

す
。

在
宅

や
、
介

護
老

人
福

祉
施

設
（
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

）
、
介

護
老

人
保

健
施

設
等

で
、
寝

た
き

り
の

方
（
要

介
護

４
や

５
）
の

体
重

測
定

を
す

る
ニ

ー
ズ

は
あ

る
で

し
ょ

う
か

？
ニ

ー
ズ

が
あ

る
場

合
は

、
ど

の
よ

う
な

目
的

で
し

ょ
う

か
？

日
常

の
健

康
管

理
や

、
経

管
栄

養
の

方
の

体
重

増
減

管
理

、
看

取
り

時
の

指
標

等
で

し
ょ

う
か

？
ま

た
、
既

存
の

解
決

策
と

し
て

、
車

い
す

用
の

体
重

計
が

あ
る

と
思

い
ま

す
が

、
そ

ち
ら

で
解

決
で

き
て

い
る

の
で

は
な

い
か

と
考

え
て

お
り

ま
す

が
、
い

か
が

で
し

ょ
う

か
？

皆
さ

ん
の

意
見

を
い

た
け

れ
ば

幸
甚

で
す

。

2
1

2
0

2
3

新
製

品
・
技

術
屋

外
の

移
動

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

衣
服

開
発

メ
ー

カ
ー

「
や

わ
ら

か
ブ

ー
ツ

」
を

ご
紹

介
し

ま
す

肢
体

不
自

由
者

高
齢

者
こ

ん
に

ち
は

。
衣

類
の

オ
ー

ダ
ー

、
企

画
販

売
を

し
て

い
る

s
tu

d
io

 f
u

k
u

の
廣

瀬
で

す
。

今
回

は
「
や

わ
ら

か
ブ

ー
ツ

」
を

ご
紹

介
し

ま
す

。

み
な

さ
ん

は
靴

を
ど

の
よ

う
に

履
き

分
け

て
い

ま
す

か
？

　
服

と
の

コ
ー

デ
ィ

ネ
イ

ト
や

外
出

目
的

、
外

出
先

、
そ

し
て

お
天

気
な

ど
で

し
ょ

う
か

。

今
回

、
二

分
脊

椎
に

よ
る

下
肢

運
動

障
害

が
あ

り
、
ふ

だ
ん

は
短

下
肢

装
具

を
装

着
し

て
車

い
す

で
外

出
さ

れ
る

方
か

ら
ご

相
談

を
い

た
だ

き
ま

し
た

。
週

末
な

ど
の

リ
ラ

ッ
ク

ス
し

た
家

族
と

の
外

出
で

は
装

具
を

外
し

て
出

か
け

る
そ

う
な

の
で

す
が

、
市

販
の

靴
を

履
い

て
い

る
と

時
間

が
経

つ
う

ち
に

当
た

っ
て

痛
み

が
で

る
そ

う
な

の
で

す
。

そ
こ

で
、
リ

ラ
ッ

ク
ス

し
た

外
出

用
の

、
足

が
当

た
ら

な
い

「
や

わ
ら

か
い

靴
」
が

欲
し

い
と

ご
相

談
を

受
け

、
「
や

わ
ら

か
ブ

ー
ツ

」
を

製
作

い
た

し
ま

し
た

。

製
作

の
経

緯
と

主
な

仕
様

は
こ

ち
ら

で
ご

覧
い

た
だ

け
ま

す
。
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9

s
tu

d
io

 f
u

k
u

で
は

「
や

わ
ら

か
ブ

ー
ツ

」
の

製
作

を
承

り
ま

す
。

ま
た

、
衣

服
に

関
す

る
「
こ

ん
な

も
の

が
欲

し
い

」
と

い
う

ご
相

談
も

承
り

ま
す

。
ど

う
ぞ

お
気

軽
に

ご
連

絡
く

だ
さ

い
。
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2
2

2
0

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
場

面
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
排

泄
関

連
用

具
福

祉
専

門
職

福
祉

用
具

貸
与

の
品

目
に

つ
い

て
高

齢
者

 家
族

 介
助

者
認

知
症

徘
徊

探
知

機
と

い
う

名
称

は
利

用
者

様
や

家
族

様
に

説
明

や
提

案
時

に
は

良
い

印
象

は
受

け
に

く
く

不
適

切
と

捉
え

ら
れ

る
ケ

ー
ス

も
あ

り
ま

す
。

見
守

り
セ

ン
サ

ー
や

一
人

歩
き

防
止

機
器

な
ど

名
称

の
変

更
を

検
討

し
て

も
い

い
の

で
は

な
い

か
と

考
え

ま
す

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

1
8

2
0

2
3

新
製

品
・
技

術
屋

外
の

移
動

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

衣
服

開
発

メ
ー

カ
ー

雨
の

日
の

ひ
ざ

掛
け

ra
in

 b
la

n
k
e

t　
の

オ
ー

ダ
ー

を
承

り
ま

す

肢
体

不
自

由
者

高
齢

者
こ

ん
に

ち
は

。
衣

服
の

オ
ー

ダ
ー

を
承

っ
た

り
、
企

画
販

売
を

し
て

い
る

 s
tu

d
io

 f
u

k
u

の
廣

瀬
で

す
。

車
い

す
で

通
勤

さ
れ

て
い

る
方

か
ら

、
雨

の
日

に
足

元
（
高

価
な

革
製

の
装

具
）
が

濡
れ

な
い

よ
う

、
膝

掛
け

を
作

っ
て

ほ
し

い
と

の
ご

要
望

が
あ

り
ま

し
た

。
約

１
年

間
の

試
作

、
試

用
を

経
て

、
雨

風
の

強
い

日
に

も
め

く
れ

に
く

い
ひ

ざ
掛

け
が

完
成

し
ま

し
た

。
（
こ

の
お

客
様

は
、
市

販
の

レ
イ

ン
コ

ー
ト

（
上

衣
の

み
）
と

ひ
ざ

掛
け

を
組

み
合

わ
せ

て
使

用
さ

れ
ま

す
）

「
雨

の
日

の
ひ

ざ
掛

け
」
が

完
成

す
る

ま
で

の
経

緯
は

こ
ち

ら
h

tt
p

s
:/

/
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o
te
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m
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d
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_f

u
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4
1
8

d
6

d
8

9
2

e
e

d
「
雨

の
日

の
ひ

ざ
掛

け
」
の

仕
様

ま
と

め
は

こ
ち

ら
h
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p

s
:/

/
n

o
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.c
o

m
/s

tu
d
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_f

u
k
u

/
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/
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4
2
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1
1
7

b
1
5

c
4

車
い

す
用

の
レ

イ
ン

グ
ッ

ズ
の

選
択

肢
の

ひ
と

つ
と

し
て

、
便

利
に

使
っ

て
い

い
た

だ
け

れ
ば

幸
い

で
す

。

s
tu

d
io

 f
u

k
u

で
は

「
雨

の
日

の
ひ

ざ
掛

け
　
ra

in
 b

la
n

k
e

t」
の

製
作

を
承

り
ま

す
。
 
見

本
帳

の
な

か
か

ら
、
お

好
き

な
色

を
お

選
び

い
た

だ
け

ま
す

。
ま

た
、
違

う
デ

ザ
イ

ン
で

の
製

作
、
衣

服
に

関
す

る
「
こ

ん
な

も
の

が
欲

し
い

」
と

い
う

ご
相

談
も

承
り

ま
す

。
ど

う
ぞ

お
気

軽
に

ご
連

絡
く

だ
さ

い
。
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1
9

2
0

2
3

新
製

品
・
技

術
屋

内
の

移
動

歩
行

器
・
歩

行
車

個
人

片
足

歩
行

支
援

具
肢

体
不

自
由

者
松

葉
杖

と
車

い
す

の
間

を
埋

め
る

、
ケ

ッ
パ

レ
と

名
付

け
た

片
足

歩
行

補
助

具
で

す
。

体
重

を
サ

ド
ル

に
預

け
る

の
で

疲
れ

ず
、
ブ

レ
ー

キ
付

き
ハ

ン
ド

ル
で

安
全

に
小

回
り

が
で

き
ま

す
。

室
内

で
も

野
外

で
も

使
え

ま
す

。
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2
0

2
0

2
3

新
製

品
・
技

術
そ

の
他

(場
面

)体
重

測
定

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

開
発

メ
ー

カ
ー

寝
た

ま
ま

体
重

測
定

肢
体

不
自

由
者

マ
ッ

ト
型

の
体

重
計

の
開

発
を

検
討

し
て

い
ま

す
。
ベ

ッ
ド

と
寝

た
き

り
の

方
の

間
に

体
位

を
変

え
な

が
ら

マ
ッ

ト
を

敷
き

、
空

気
を

入
れ

て
膨

ら
ま

す
こ

と
に

よ
り

空
気

圧
に

よ
り

体
重

計
測

を
行

う
装

置
で

す
。

在
宅

や
、
介

護
老

人
福

祉
施

設
（
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

）
、
介

護
老

人
保

健
施

設
等

で
、
寝

た
き

り
の

方
（
要

介
護

４
や

５
）
の

体
重

測
定

を
す

る
ニ

ー
ズ

は
あ

る
で

し
ょ

う
か

？
ニ

ー
ズ

が
あ

る
場

合
は

、
ど

の
よ

う
な

目
的

で
し

ょ
う

か
？

日
常

の
健

康
管

理
や

、
経

管
栄

養
の

方
の

体
重

増
減

管
理

、
看

取
り

時
の

指
標

等
で

し
ょ

う
か

？
ま

た
、
既

存
の

解
決

策
と

し
て

、
車

い
す

用
の

体
重

計
が

あ
る

と
思

い
ま

す
が

、
そ

ち
ら

で
解

決
で

き
て

い
る

の
で

は
な

い
か

と
考

え
て

お
り

ま
す

が
、
い

か
が

で
し

ょ
う

か
？

皆
さ

ん
の

意
見

を
い

た
け

れ
ば

幸
甚

で
す

。

2
1

2
0

2
3

新
製

品
・
技

術
屋

外
の

移
動

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

衣
服

開
発

メ
ー

カ
ー

「
や

わ
ら

か
ブ

ー
ツ

」
を

ご
紹

介
し

ま
す

肢
体

不
自

由
者

高
齢

者
こ

ん
に

ち
は

。
衣

類
の

オ
ー

ダ
ー

、
企

画
販

売
を

し
て

い
る

s
tu

d
io

 f
u

k
u

の
廣

瀬
で

す
。

今
回

は
「
や

わ
ら

か
ブ

ー
ツ

」
を

ご
紹

介
し

ま
す

。

み
な

さ
ん

は
靴

を
ど

の
よ

う
に

履
き

分
け

て
い

ま
す

か
？

　
服

と
の

コ
ー

デ
ィ

ネ
イ

ト
や

外
出

目
的

、
外

出
先

、
そ

し
て

お
天

気
な

ど
で

し
ょ

う
か

。

今
回

、
二

分
脊

椎
に

よ
る

下
肢

運
動

障
害

が
あ

り
、
ふ

だ
ん

は
短

下
肢

装
具

を
装

着
し

て
車

い
す

で
外

出
さ

れ
る

方
か

ら
ご

相
談

を
い

た
だ

き
ま

し
た

。
週

末
な

ど
の

リ
ラ

ッ
ク

ス
し

た
家

族
と

の
外

出
で

は
装

具
を

外
し

て
出

か
け

る
そ

う
な

の
で

す
が

、
市

販
の

靴
を

履
い

て
い

る
と

時
間

が
経

つ
う

ち
に

当
た

っ
て

痛
み

が
で

る
そ

う
な

の
で

す
。

そ
こ

で
、
リ

ラ
ッ

ク
ス

し
た

外
出

用
の

、
足

が
当

た
ら

な
い

「
や

わ
ら

か
い

靴
」
が

欲
し

い
と

ご
相

談
を

受
け

、
「
や

わ
ら

か
ブ

ー
ツ

」
を

製
作

い
た

し
ま

し
た

。

製
作

の
経

緯
と

主
な

仕
様

は
こ

ち
ら

で
ご

覧
い

た
だ

け
ま

す
。
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5
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9

s
tu

d
io

 f
u

k
u

で
は

「
や

わ
ら

か
ブ

ー
ツ

」
の

製
作

を
承

り
ま

す
。

ま
た

、
衣

服
に

関
す

る
「
こ

ん
な

も
の

が
欲

し
い

」
と

い
う

ご
相

談
も

承
り

ま
す

。
ど

う
ぞ

お
気

軽
に

ご
連

絡
く

だ
さ

い
。
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2
2

2
0

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
場

面
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
排

泄
関

連
用

具
福

祉
専

門
職

福
祉

用
具

貸
与

の
品

目
に

つ
い

て
高

齢
者

 家
族

 介
助

者
認

知
症

徘
徊

探
知

機
と

い
う

名
称

は
利

用
者

様
や

家
族

様
に

説
明

や
提

案
時

に
は

良
い

印
象

は
受

け
に

く
く

不
適

切
と

捉
え

ら
れ

る
ケ

ー
ス

も
あ

り
ま

す
。

見
守

り
セ

ン
サ

ー
や

一
人

歩
き

防
止

機
器

な
ど

名
称

の
変

更
を

検
討

し
て

も
い

い
の

で
は

な
い

か
と

考
え

ま
す

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

2
3

2
0

2
2

新
製

品
・
技

術
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
ホ

ル
ダ

ー

開
発

メ
ー

カ
ー

片
手

だ
け

で
も

使
い

易
い

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
ホ

ル
ダ

ー

肢
体

不
自

由
者

e
la

s
ti

X
（
え

ら
す

ち
っ

く
）
の

特
長

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
が

片
手

で
使

え
る

画
期

的
ホ

ル
ダ

ー
！

片
手

し
か

使
え

な
い

身
体

障
害

者
の

た
め

に
開

発
し

た
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

ホ
ル

ダ
ー

で
す

。
身

体
障

害
者

だ
け

で
な

く
健

常
者

で
も

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
を

片
手

使
い

し
て

い
る

方
に

最
適

な
ホ

ル
ダ

ー
で

す
。

特
長

➤
片

手
で

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
を

使
え

る
。

➤
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

を
柔

ら
か

く
　
そ

し
て

　
し

っ
か

り
保

持
で

き
る

➤
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

を
片

手
で

使
っ

て
い

て
も

、
誤

っ
て

落
下

さ
せ

る
心

配
が

全
く

無
い

➤
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

画
面

上
で

親
指

を
広

い
範

囲
で

動
か

せ
る

➤
フ

ラ
ッ

ト
で

簡
素

な
構

造
で

あ
り

、
極

め
て

薄
く

て
軽

い
。
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

に
取

り
付

け
て

も
バ

ッ
グ

や
ポ

ケ
ッ

ト
か

ら
の

出
し

入
れ

の
と

き
じ

ゃ
ま

に
な

ら
な

い
➤

ワ
イ

ヤ
レ

ス
充

電
が

で
き

る
➤

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
の

裏
側

の
自

由
な

位
置

に
貼

り
付

け
る

だ
け

価
格

は
1
,0

0
0

円
／

個
で

す
。

Y
O

U
T

U
B

E
の

動
画

で
 “

e
la

s
ti

X
”
 を

ご
紹

介
し

て
い

ま
す

⇨
 h

tt
p

s
:/

/
y
o

u
tu

.b
e

/
_2

g
v
g

V
E

H
lv

4
お

問
い

合
わ

せ
は

、
s
in

g
le

h
a
n

d
@

m
b

r.
n

if
ty

.c
o

m
　
へ

ど
う

ぞ
。

2
4

2
0

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
場

面
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
医

療
専

門
職

意
思

表
示

の
出

来
な

い
方

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

利
用

対
象

等
全

般
以

前
に

投
稿

し
た

の
で

す
が

そ
の

後
が

自
分

も
含

め
て

発
展

さ
せ

ら
れ

て
い

な
か

っ
た

た
め

再
投

稿
し

ま
す

。
ヒ

ト
の

感
情

に
つ

い
て

身
体

の
動

作
や

仕
草

、
表

情
で

感
情

を
全

く
表

せ
な

い
方

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

図
る

と
き

ご
家

族
、
ご

友
人

、
介

護
者

等
の

“
憶

測
”
に

基
づ

い
て

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

さ
れ

る
こ

と
も

多
い

と
思

い
ま

す
。

そ
の

“
憶

測
”
の

手
助

け
に

な
る

よ
う

な
機

器
は

な
い

か
。

あ
っ

た
ら

い
い

な
と

思
わ

れ
て

い
る

方
も

少
な

か
ら

ず
い

る
と

思
い

ま
す

。
倫

理
的

に
な

問
題

が
あ

る
の

か
も

し
れ

ま
せ

ん
が

イ
ヌ

で
は

そ
の

よ
う

な
機

器
が

あ
る

よ
う

で
す

(画
像

参
照

)
そ

の
信

憑
性

も
併

せ
て

ヒ
ト

に
対

応
し

た
同

じ
よ

う
な

機
器

は
な

い
の

か
、

ヒ
ト

で
は

難
し

い
の

か
、
応

用
で

き
な

い
の

か
お

伺
い

で
き

れ
ば

と
思

い
ま

す
。

2
5

2
0

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

歩
行

器
・
歩

行
車

福
祉

専
門

職
歩

行
器

（
ミ

ケ
ー

レ
）
の

使
用

方
法

に
つ

い
て

高
齢

者
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

で
す

。
詳

し
い

方
が

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
し

た
ら

、
教

え
て

頂
き

た
い

で
す

。
高

齢
男

性
（
若

め
）
が

外
出

時
に

歩
行

器
（
ミ

ケ
ー

レ
）
を

使
用

し
て

い
ま

す
。
バ

ス
や

電
車

に
も

乗
車

し
ま

す
。

乗
車

中
の

揺
れ

で
、
前

輪
が

動
い

て
し

ま
う

事
に

不
安

と
不

満
を

お
持

ち
で

す
。

①
前

輪
が

ロ
ッ

ク
不

可
な

理
由

は
、
下

り
坂

で
、
前

輪
ロ

ッ
ク

が
か

か
る

と
後

輪
が

持
ち

上
が

っ
て

し
ま

う
為

。
②

乗
り

物
に

持
ち

込
む

際
の

、
固

定
の

為
の

工
夫

（
座

席
に

座
っ

て
い

る
時

、
立

っ
て

い
る

時
そ

れ
ぞ

れ
）
。

※
業

者
さ

ん
か

ら
は

個
別

の
相

談
の

対
応

が
な

さ
れ

ず
、
ベ

テ
ラ

ン
の

理
学

療
法

士
に

個
別

訪
問

を
し

て
も

ら
い

、
今

一
度

、
評

価
と

ア
ド

バ
イ

ス
を

依
頼

し
よ

う
と

思
っ

て
い

ま
す

が
・
・
・
。

2
6

2
0

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

歩
行

器
・
歩

行
車

福
祉

専
門

職
冬

の
屋

外
移

動
手

段
高

齢
者

通
院

等
、
独

居
の

方
は

(経
済

上
厳

し
い

方
）
雪

が
降

る
ま

で
は

歩
行

車
移

動
で

で
き

ま
す

が
雪

が
降

る
と

使
用

で
き

な
い

歩
行

車
ば

か
り

で
、
冬

対
応

歩
行

車
か

簡
単

に
歩

行
車

に
取

付
ら

れ
る

冬
用

品
が

あ
れ

ば
と

思
っ

て
い

ま
す

。
ぜ

ひ
知

恵
の

あ
る

方
宜

し
く

お
願

い
し

ま
す

。

2
7

2
0

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

電
動

車
い

す
利

用
者

電
動

車
椅

子
　
バ

ッ
ク

モ
ニ

タ
ー

　
1
万

円
以

内
で

付
け

る
。

肢
体

不
自

由
者

こ
ん

な
の

見
つ

け
ま

し
た

！
！

！
私

も
付

け
て

い
ま

す
。
快

適
で

す
よ

。
後

ろ
が

見
え

な
い

っ
て

ホ
ン

ト
怖

い
で

す
か

ら
ね

。
h

tt
p

s
:/

/
b

lo
g

.g
o

o
.n

e
.j

p
/
h

k
o

u
s
i/

e
/
c
2

1
6

9
6

4
7

6
4

4
f
4

6
b

d
c
3

b
4

2
b

7
b

2
b

4
a
a
c
b

8
　
バ

ッ
ク

モ
ニ

タ
ー

付
き

車
椅

子
　
初

号
機

！
h

tt
p

s
:/

/
b

lo
g

.g
o

o
.n

e
.j

p
/
h

k
o

u
s
i/

e
/
c
e

3
1
6

f
5

4
b

5
4

7
e

2
1
a
f
f
f
7

c
f
1
7

b
e

b
0

d
c
c
b

　
車

椅
子

専
用

バ
ッ

ク
モ

ニ
タ

ー
４

号
機

登
場

！
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

2
3

2
0

2
2

新
製

品
・
技

術
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
ホ

ル
ダ

ー

開
発

メ
ー

カ
ー

片
手

だ
け

で
も

使
い

易
い

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
ホ

ル
ダ

ー

肢
体

不
自

由
者

e
la

s
ti

X
（
え

ら
す

ち
っ

く
）
の

特
長

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
が

片
手

で
使

え
る

画
期

的
ホ

ル
ダ

ー
！

片
手

し
か

使
え

な
い

身
体

障
害

者
の

た
め

に
開

発
し

た
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

ホ
ル

ダ
ー

で
す

。
身

体
障

害
者

だ
け

で
な

く
健

常
者

で
も

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
を

片
手

使
い

し
て

い
る

方
に

最
適

な
ホ

ル
ダ

ー
で

す
。

特
長

➤
片

手
で

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
を

使
え

る
。

➤
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

を
柔

ら
か

く
　
そ

し
て

　
し

っ
か

り
保

持
で

き
る

➤
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

を
片

手
で

使
っ

て
い

て
も

、
誤

っ
て

落
下

さ
せ

る
心

配
が

全
く

無
い

➤
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

画
面

上
で

親
指

を
広

い
範

囲
で

動
か

せ
る

➤
フ

ラ
ッ

ト
で

簡
素

な
構

造
で

あ
り

、
極

め
て

薄
く

て
軽

い
。
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

に
取

り
付

け
て

も
バ

ッ
グ

や
ポ

ケ
ッ

ト
か

ら
の

出
し

入
れ

の
と

き
じ

ゃ
ま

に
な

ら
な

い
➤

ワ
イ

ヤ
レ

ス
充

電
が

で
き

る
➤

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
の

裏
側

の
自

由
な

位
置

に
貼

り
付

け
る

だ
け

価
格

は
1
,0

0
0

円
／

個
で

す
。

Y
O

U
T

U
B

E
の

動
画

で
 “

e
la

s
ti

X
”
 を

ご
紹

介
し

て
い

ま
す

⇨
 h

tt
p

s
:/

/
y
o

u
tu

.b
e

/
_2

g
v
g

V
E

H
lv

4
お

問
い

合
わ

せ
は

、
s
in

g
le

h
a
n

d
@

m
b

r.
n

if
ty

.c
o

m
　
へ

ど
う

ぞ
。

2
4

2
0

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
場

面
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
医

療
専

門
職

意
思

表
示

の
出

来
な

い
方

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

利
用

対
象

等
全

般
以

前
に

投
稿

し
た

の
で

す
が

そ
の

後
が

自
分

も
含

め
て

発
展

さ
せ

ら
れ

て
い

な
か

っ
た

た
め

再
投

稿
し

ま
す

。
ヒ

ト
の

感
情

に
つ

い
て

身
体

の
動

作
や

仕
草

、
表

情
で

感
情

を
全

く
表

せ
な

い
方

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

図
る

と
き

ご
家

族
、
ご

友
人

、
介

護
者

等
の

“
憶

測
”
に

基
づ

い
て

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

さ
れ

る
こ

と
も

多
い

と
思

い
ま

す
。

そ
の

“
憶

測
”
の

手
助

け
に

な
る

よ
う

な
機

器
は

な
い

か
。

あ
っ

た
ら

い
い

な
と

思
わ

れ
て

い
る

方
も

少
な

か
ら

ず
い

る
と

思
い

ま
す

。
倫

理
的

に
な

問
題

が
あ

る
の

か
も

し
れ

ま
せ

ん
が

イ
ヌ

で
は

そ
の

よ
う

な
機

器
が

あ
る

よ
う

で
す

(画
像

参
照

)
そ

の
信

憑
性

も
併

せ
て

ヒ
ト

に
対

応
し

た
同

じ
よ

う
な

機
器

は
な

い
の

か
、

ヒ
ト

で
は

難
し

い
の

か
、
応

用
で

き
な

い
の

か
お

伺
い

で
き

れ
ば

と
思

い
ま

す
。

2
5

2
0

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

歩
行

器
・
歩

行
車

福
祉

専
門

職
歩

行
器

（
ミ

ケ
ー

レ
）
の

使
用

方
法

に
つ

い
て

高
齢

者
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

で
す

。
詳

し
い

方
が

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
し

た
ら

、
教

え
て

頂
き

た
い

で
す

。
高

齢
男

性
（
若

め
）
が

外
出

時
に

歩
行

器
（
ミ

ケ
ー

レ
）
を

使
用

し
て

い
ま

す
。
バ

ス
や

電
車

に
も

乗
車

し
ま

す
。

乗
車

中
の

揺
れ

で
、
前

輪
が

動
い

て
し

ま
う

事
に

不
安

と
不

満
を

お
持

ち
で

す
。

①
前

輪
が

ロ
ッ

ク
不

可
な

理
由

は
、
下

り
坂

で
、
前

輪
ロ

ッ
ク

が
か

か
る

と
後

輪
が

持
ち

上
が

っ
て

し
ま

う
為

。
②

乗
り

物
に

持
ち

込
む

際
の

、
固

定
の

為
の

工
夫

（
座

席
に

座
っ

て
い

る
時

、
立

っ
て

い
る

時
そ

れ
ぞ

れ
）
。

※
業

者
さ

ん
か

ら
は

個
別

の
相

談
の

対
応

が
な

さ
れ

ず
、
ベ

テ
ラ

ン
の

理
学

療
法

士
に

個
別

訪
問

を
し

て
も

ら
い

、
今

一
度

、
評

価
と

ア
ド

バ
イ

ス
を

依
頼

し
よ

う
と

思
っ

て
い

ま
す

が
・
・
・
。

2
6

2
0

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

歩
行

器
・
歩

行
車

福
祉

専
門

職
冬

の
屋

外
移

動
手

段
高

齢
者

通
院

等
、
独

居
の

方
は

(経
済

上
厳

し
い

方
）
雪

が
降

る
ま

で
は

歩
行

車
移

動
で

で
き

ま
す

が
雪

が
降

る
と

使
用

で
き

な
い

歩
行

車
ば

か
り

で
、
冬

対
応

歩
行

車
か

簡
単

に
歩

行
車

に
取

付
ら

れ
る

冬
用

品
が

あ
れ

ば
と

思
っ

て
い

ま
す

。
ぜ

ひ
知

恵
の

あ
る

方
宜

し
く

お
願

い
し

ま
す

。

2
7

2
0

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

電
動

車
い

す
利

用
者

電
動

車
椅

子
　
バ

ッ
ク

モ
ニ

タ
ー

　
1
万

円
以

内
で

付
け

る
。

肢
体

不
自

由
者

こ
ん

な
の

見
つ

け
ま

し
た

！
！

！
私

も
付

け
て

い
ま

す
。
快

適
で

す
よ

。
後

ろ
が

見
え

な
い

っ
て

ホ
ン

ト
怖

い
で

す
か

ら
ね

。
h

tt
p

s
:/

/
b

lo
g

.g
o

o
.n

e
.j

p
/
h

k
o

u
s
i/

e
/
c
2

1
6

9
6

4
7

6
4

4
f
4

6
b

d
c
3

b
4

2
b

7
b

2
b

4
a
a
c
b

8
　
バ

ッ
ク

モ
ニ

タ
ー

付
き

車
椅

子
　
初

号
機

！
h

tt
p

s
:/

/
b

lo
g

.g
o

o
.n

e
.j

p
/
h

k
o

u
s
i/

e
/
c
e

3
1
6

f
5

4
b

5
4

7
e

2
1
a
f
f
f
7

c
f
1
7

b
e

b
0

d
c
c
b

　
車

椅
子

専
用

バ
ッ

ク
モ

ニ
タ

ー
４

号
機

登
場

！
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

2
8

2
0

2
2

新
製

品
・
技

術
衣

服
の

着
脱

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

そ
の

他
フ

ァ
ス

ナ
ー

つ
ま

み
の

販
売

を
開

始
し

ま
し

た
肢

体
不

自
由

者
高

齢
者

 児
童

こ
ん

に
ち

は
。

衣
服

の
オ

ー
ダ

ー
を

承
っ

た
り

、
企

画
販

売
を

し
て

い
る

　
s
tu

d
io

 f
u

k
u

　
の

廣
瀬

で
す

。

手
の

動
き

が
不

自
由

で
す

と
、
フ

ァ
ス

ナ
ー

の
開

け
閉

め
に

苦
労

す
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

そ
ん

な
と

き
、
フ

ァ
ス

ナ
ー

の
引

き
手

に
取

り
付

け
て

、
操

作
を

し
や

す
く

す
る

「
フ

ァ
ス

ナ
ー

つ
ま

み
」
の

販
売

を
始

め
ま

し
た

。

指
先

で
掴

み
や

す
い

大
き

さ
、
形

の
も

の
に

二
重

環
が

取
り

付
け

て
あ

り
ま

す
。

こ
の

二
重

環
を

フ
ァ

ス
ナ

ー
の

引
き

手
に

取
り

付
け

て
、
使

用
し

て
い

た
だ

く
も

の
で

す
。

フ
ァ

ス
ナ

ー
つ

ま
み

の
本

体
は

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

で
す

。
取

り
付

け
部

に
金

属
や

布
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

ラ
ウ

ン
ド

型
と

リ
ボ

ン
型

の
２

種
類

が
あ

り
ま

す
。
ラ

ウ
ン

ド
型

は
、
銀

色
・
水

色
・
紺

色
の

３
色

、
リ

ボ
ン

型
は

ピ
ン

ク
色

の
１
色

で
す

。

フ
ァ

ス
ナ

ー
つ

ま
み

を
つ

け
る

こ
と

で
、
フ

ァ
ス

ナ
ー

の
開

け
閉

め
が

し
や

す
く

な
っ

た
り

、
助

け
を

借
り

ず
に

自
分

で
操

作
で

き
る

よ
う

に
な

れ
ば

..
と

思
い

ま
す

。
ど

う
ぞ

ご
検

討
く

だ
さ

い
。

フ
ァ

ス
ナ

ー
つ

ま
み

（
ラ

ウ
ン

ド
型

）
h

tt
p

s
:/

/k
a
z
u

k
o

0
8

6
.s

to
re

s
.j

p
/
it

e
m

s
/
6

3
6

8
9

e
5

fa
b

c
3

5
c
3

1
c
7

7
3

b
3

4
e

フ
ァ

ス
ナ

ー
つ

ま
み

（
リ

ボ
ン

型
）

h
tt

p
s
:/

/k
a
z
u

k
o

0
8

6
.s

to
re

s
.j

p
/
it

e
m

s
/
6

3
6

8
a
0

1
a
c
1
5

c
5

a
6

e
9

6
7

e
6

4
1
3

2
9

2
0

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

内
の

移
動

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

手
す

り
行

政
移

動
式

手
す

り
高

齢
者

 利
用

対
象

等
全

般
家

族
の

要
望

も
あ

っ
て

、
部

屋
中

に
簡

易
式

の
手

す
り

を
2

0
個

も
置

い
て

い
る

よ
う

な
状

態
の

利
用

者
さ

ん
が

居
ま

す
。
転

倒
防

止
の

為
の

手
す

り
で

転
倒

と
い

う
こ

と
も

起
こ

り
ま

す
の

で
、
例

え
ば

室
内

の
壁

に
レ

ー
ル

状
の

移
動

で
き

自
由

に
動

か
せ

る
手

す
り

を
設

置
す

る
と

い
っ

た
レ

ー
ル

が
あ

る
範

囲
で

自
由

に
動

か
せ

る
手

す
り

が
あ

っ
て

も
い

い
よ

う
に

思
い

ま
す

。

3
0

2
0

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

利
用

者
か

ば
ん

も
イ

イ
で

す
！

利
用

対
象

等
全

般
h

tt
p

s
:/

/
b

lo
g

.g
o

o
.n

e
.j

p
/
h

k
o

u
s
i/

e
/
6

9
f
9

e
2

d
4

4
6

d
8

1
8

1
e

b
d

7
5

d
4

3
e

7
5

5
0

5
3

7
e

こ
れ

を
見

て
私

は
ベ

ー
ジ

ュ
+

深
緑

を
作

り
ま

し
た

。

3
1

2
0

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
排

泄
排

泄
関

連
用

具
福

祉
専

門
職

お
洒

落
な

尿
瓶

(し
び

ん
)

肢
体

不
自

由
者

高
齢

者
 児

童
利

用
者

様
か

ら
要

望
が

あ
り

投
稿

し
ま

し
た

。
尿

瓶
を

使
う

の
で

す
が

お
洒

落
な

も
の

が
欲

し
い

と
の

こ
と

で
す

。
常

に
使

う
も

の
で

、
カ

バ
ー

な
ど

で
飾

れ
な

い
物

な
の

で
、
素

材
自

体
に

カ
ラ

ー
や

柄
が

あ
る

と
確

か
り

ま
す

。
い

い
物

な
い

で
し

ょ
う

か
？

3
2

2
0

2
2

新
製

品
・
技

術
日

常
的

な
衛

生
車

い
す

 そ
の

他
(福

祉
用

具
)車

い
す

パ
ー

ツ

開
発

メ
ー

カ
ー

ス
マ

ー
ト

フ
ッ

ト
レ

ス
ト

肢
体

不
自

由
者

内
部

障
害

者
 高

齢
者

 介
助

者
 利

用
対

象
等

全
般

ス
マ

ー
ト

フ
ッ

ト
レ

ス
ト

（
国

際
特

許
出

願
中

）
は

、
足

だ
け

で
簡

単
に

操
作

が
で

き
る

の
で

、
フ

ッ
ト

レ
ス

ト
の

開
閉

操
作

に
介

助
を

必
要

と
し

て
い

た
方

が
介

助
不

要
と

な
る

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
、
プ

レ
ー

ト
部

分
は

わ
ず

か
な

力
で

跳
ね

上
げ

る
と

、
あ

と
は

バ
ネ

の
力

で
半

自
動

で
閉

じ
る

の
で

、
プ

レ
ー

ト
の

上
げ

不
足

に
よ

っ
て

脚
を

ひ
っ

か
け

て
発

生
す

る
、
皮

下
出

血
や

、
転

倒
事

故
を

回
避

で
き

ま
す

。
さ

ら
に

、
手

を
触

れ
な

い
こ

と
か

ら
衛

生
的

で
、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

対
策

な
ど

感
染

予
防

に
も

効
果

的
で

す
。

紹
介

動
画

：
h

tt
p

s
:/

/
y
o

u
tu

.b
e

/
S

q
h

K
T

d
E

T
L
2

0
企

業
H

P
：
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.h
e

a
rt

y
m

2
0

0
0

.c
o

m
/

3
3

2
0

2
2

新
製

品
・
技

術
そ

の
他

(場
面

)健
康

管
理

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

体
重

計
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
車

い
す

体
重

計
「
ケ

ア
ス

ケ
ー

ル
ふ

じ
こ

ち
ゃ

ん
」

の
紹

介

肢
体

不
自

由
者

そ
の

他
(車

い
す

利
用

者
)

認
知

症
の

方
々

が
制

作
に

か
か

わ
る

、
木

で
で

き
た

車
い

す
体

重
計

『
ケ

ア
ス

ケ
ー

ル
 ふ

じ
こ

ち
ゃ

ん
Ⅲ

』
h

tt
p

s
:/

/i
ts

u
d

e
m

o
y
u

m
e

.w
ix

s
it

e
.c

o
m

/m
o

k
k
o

u
b

o
u

/s
e

rv
ic

e
s
2

-c
1
c
k
u

3
4

2
0

2
2

新
製

品
・
技

術
そ

の
他

(場
面

)楽
器

演
奏

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

娯
楽

品
個

人
障

害
の

あ
る

方
の

楽
器

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 知

的
障

害
者

 高
齢

者

日
本

語
教

師
、
ク

ロ
マ

チ
ッ

ク
ハ

ー
モ

ニ
カ

演
奏

・
音

楽
制

作
を

し
て

お
り

ま
す

末
次

千
砂

と
申

し
ま

す
。
指

や
体

を
使

わ
ず

音
を

奏
で

る
楽

器
は

す
で

に
あ

る
の

で
は

？
と

思
い

ま
す

が
、
よ

り
高

度
に

音
楽

的
に

楽
し

み
た

い
方

に
は

少
し

物
足

り
な

い
の

で
は

？
と

想
像

し
て

い
ま

す
。
今

は
見

つ
け

ら
れ

な
い

の
で

す
が

、
Y

o
u

T
u

b
e

に
ほ

ぼ
全

身
は

動
か

せ
ず

、
か

ろ
う

じ
て

手
を

握
っ

た
状

態
で

動
か

す
こ

と
と

、
息

の
吹

き
吸

い
だ

け
が

で
き

る
方

が
、
す

ば
ら

し
い

ジ
ャ

ズ
を

演
奏

し
て

い
ま

し
た

。
そ

れ
を

み
て

、
ク

ロ
マ

チ
ッ

ク
ハ

ー
モ

ニ
カ

の
可

能
性

に
驚

き
ま

し
た

。
他

に
そ

ん
な

楽
器

が
あ

る
で

し
ょ

う
か

？
？

指
を

全
く

使
わ

ず
、
半

音
階

を
奏

で
ら

れ
る

楽
器

で
す

。
新

し
い

物
の

開
発

で
は

な
い

の
で

す
が

。
わ

た
し

は
介

護
の

専
門

知
識

は
あ

り
ま

せ
ん

が
共

に
活

動
を

し
て

い
る

者
が

社
会

福
祉

士
で

、
そ

れ
も

あ
り

、
こ

の
楽

器
が

も
っ

と
知

ら
れ

る
き

っ
か

け
に

な
れ

ば
と

思
い

ご
連

絡
し

て
い

る
次

第
で

す
。

場
所

に
も

よ
り

ま
す

が
、
も

し
直

接
現

物
持

参
で

説
明

が
必

要
な

よ
う

で
し

た
ら

、
伺

っ
て

ご
説

明
い

た
し

ま
す

。
音

楽
を

や
る

も
の

と
し

て
、
も

っ
と

も
っ

と
音

楽
を

自
由

に
や

り
た

い
、
と

思
っ

て
い

る
方

の
助

け
に

な
れ

ば
と

い
う

思
い

で
す

。
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

2
8

2
0

2
2

新
製

品
・
技

術
衣

服
の

着
脱

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

そ
の

他
フ

ァ
ス

ナ
ー

つ
ま

み
の

販
売

を
開

始
し

ま
し

た
肢

体
不

自
由

者
高

齢
者

 児
童

こ
ん

に
ち

は
。

衣
服

の
オ

ー
ダ

ー
を

承
っ

た
り

、
企

画
販

売
を

し
て

い
る

　
s
tu

d
io

 f
u

k
u

　
の

廣
瀬

で
す

。

手
の

動
き

が
不

自
由

で
す

と
、
フ

ァ
ス

ナ
ー

の
開

け
閉

め
に

苦
労

す
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

そ
ん

な
と

き
、
フ

ァ
ス

ナ
ー

の
引

き
手

に
取

り
付

け
て

、
操

作
を

し
や

す
く

す
る

「
フ

ァ
ス

ナ
ー

つ
ま

み
」
の

販
売

を
始

め
ま

し
た

。

指
先

で
掴

み
や

す
い

大
き

さ
、
形

の
も

の
に

二
重

環
が

取
り

付
け

て
あ

り
ま

す
。

こ
の

二
重

環
を

フ
ァ

ス
ナ

ー
の

引
き

手
に

取
り

付
け

て
、
使

用
し

て
い

た
だ

く
も

の
で

す
。

フ
ァ

ス
ナ

ー
つ

ま
み

の
本

体
は

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

で
す

。
取

り
付

け
部

に
金

属
や

布
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

ラ
ウ

ン
ド

型
と

リ
ボ

ン
型

の
２

種
類

が
あ

り
ま

す
。
ラ

ウ
ン

ド
型

は
、
銀

色
・
水

色
・
紺

色
の

３
色

、
リ

ボ
ン

型
は

ピ
ン

ク
色

の
１
色

で
す

。

フ
ァ

ス
ナ

ー
つ

ま
み

を
つ

け
る

こ
と

で
、
フ

ァ
ス

ナ
ー

の
開

け
閉

め
が

し
や

す
く

な
っ

た
り

、
助

け
を

借
り

ず
に

自
分

で
操

作
で

き
る

よ
う

に
な

れ
ば

..
と

思
い

ま
す

。
ど

う
ぞ

ご
検

討
く

だ
さ

い
。

フ
ァ

ス
ナ

ー
つ

ま
み

（
ラ

ウ
ン

ド
型

）
h

tt
p

s
:/

/k
a
z
u

k
o

0
8

6
.s

to
re

s
.j

p
/
it

e
m

s
/
6

3
6

8
9

e
5

fa
b

c
3

5
c
3

1
c
7

7
3

b
3

4
e

フ
ァ

ス
ナ

ー
つ

ま
み

（
リ

ボ
ン

型
）

h
tt

p
s
:/

/k
a
z
u

k
o

0
8

6
.s

to
re

s
.j

p
/
it

e
m

s
/
6

3
6

8
a
0

1
a
c
1
5

c
5

a
6

e
9

6
7

e
6

4
1
3

2
9

2
0

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

内
の

移
動

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

手
す

り
行

政
移

動
式

手
す

り
高

齢
者

 利
用

対
象

等
全

般
家

族
の

要
望

も
あ

っ
て

、
部

屋
中

に
簡

易
式

の
手

す
り

を
2

0
個

も
置

い
て

い
る

よ
う

な
状

態
の

利
用

者
さ

ん
が

居
ま

す
。
転

倒
防

止
の

為
の

手
す

り
で

転
倒

と
い

う
こ

と
も

起
こ

り
ま

す
の

で
、
例

え
ば

室
内

の
壁

に
レ

ー
ル

状
の

移
動

で
き

自
由

に
動

か
せ

る
手

す
り

を
設

置
す

る
と

い
っ

た
レ

ー
ル

が
あ

る
範

囲
で

自
由

に
動

か
せ

る
手

す
り

が
あ

っ
て

も
い

い
よ

う
に

思
い

ま
す

。

3
0

2
0

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

利
用

者
か

ば
ん

も
イ

イ
で

す
！

利
用

対
象

等
全

般
h

tt
p

s
:/

/
b

lo
g

.g
o

o
.n

e
.j

p
/
h

k
o

u
s
i/

e
/
6

9
f
9

e
2

d
4

4
6

d
8

1
8

1
e

b
d

7
5

d
4

3
e

7
5

5
0

5
3

7
e

こ
れ

を
見

て
私

は
ベ

ー
ジ

ュ
+

深
緑

を
作

り
ま

し
た

。

3
1

2
0

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
排

泄
排

泄
関

連
用

具
福

祉
専

門
職

お
洒

落
な

尿
瓶

(し
び

ん
)

肢
体

不
自

由
者

高
齢

者
 児

童
利

用
者

様
か

ら
要

望
が

あ
り

投
稿

し
ま

し
た

。
尿

瓶
を

使
う

の
で

す
が

お
洒

落
な

も
の

が
欲

し
い

と
の

こ
と

で
す

。
常

に
使

う
も

の
で

、
カ

バ
ー

な
ど

で
飾

れ
な

い
物

な
の

で
、
素

材
自

体
に

カ
ラ

ー
や

柄
が

あ
る

と
確

か
り

ま
す

。
い

い
物

な
い

で
し

ょ
う

か
？

3
2

2
0

2
2

新
製

品
・
技

術
日

常
的

な
衛

生
車

い
す

 そ
の

他
(福

祉
用

具
)車

い
す

パ
ー

ツ

開
発

メ
ー

カ
ー

ス
マ

ー
ト

フ
ッ

ト
レ

ス
ト

肢
体

不
自

由
者

内
部

障
害

者
 高

齢
者

 介
助

者
 利

用
対

象
等

全
般

ス
マ

ー
ト

フ
ッ

ト
レ

ス
ト

（
国

際
特

許
出

願
中

）
は

、
足

だ
け

で
簡

単
に

操
作

が
で

き
る

の
で

、
フ

ッ
ト

レ
ス

ト
の

開
閉

操
作

に
介

助
を

必
要

と
し

て
い

た
方

が
介

助
不

要
と

な
る

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
、
プ

レ
ー

ト
部

分
は

わ
ず

か
な

力
で

跳
ね

上
げ

る
と

、
あ

と
は

バ
ネ

の
力

で
半

自
動

で
閉

じ
る

の
で

、
プ

レ
ー

ト
の

上
げ

不
足

に
よ

っ
て

脚
を

ひ
っ

か
け

て
発

生
す

る
、
皮

下
出

血
や

、
転

倒
事

故
を

回
避

で
き

ま
す

。
さ

ら
に

、
手

を
触

れ
な

い
こ

と
か

ら
衛

生
的

で
、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

対
策

な
ど

感
染

予
防

に
も

効
果

的
で

す
。

紹
介

動
画

：
h

tt
p

s
:/

/
y
o

u
tu

.b
e

/
S

q
h

K
T

d
E

T
L
2

0
企

業
H

P
：
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.h
e

a
rt

y
m

2
0

0
0

.c
o

m
/

3
3

2
0

2
2

新
製

品
・
技

術
そ

の
他

(場
面

)健
康

管
理

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

体
重

計
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
車

い
す

体
重

計
「
ケ

ア
ス

ケ
ー

ル
ふ

じ
こ

ち
ゃ

ん
」

の
紹

介

肢
体

不
自

由
者

そ
の

他
(車

い
す

利
用

者
)

認
知

症
の

方
々

が
制

作
に

か
か

わ
る

、
木

で
で

き
た

車
い

す
体

重
計

『
ケ

ア
ス

ケ
ー

ル
 ふ

じ
こ

ち
ゃ

ん
Ⅲ

』
h

tt
p

s
:/

/i
ts

u
d

e
m

o
y
u

m
e

.w
ix

s
it

e
.c

o
m

/m
o

k
k
o

u
b

o
u

/s
e

rv
ic

e
s
2

-c
1
c
k
u

3
4

2
0

2
2

新
製

品
・
技

術
そ

の
他

(場
面

)楽
器

演
奏

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

娯
楽

品
個

人
障

害
の

あ
る

方
の

楽
器

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 知

的
障

害
者

 高
齢

者

日
本

語
教

師
、
ク

ロ
マ

チ
ッ

ク
ハ

ー
モ

ニ
カ

演
奏

・
音

楽
制

作
を

し
て

お
り

ま
す

末
次

千
砂

と
申

し
ま

す
。
指

や
体

を
使

わ
ず

音
を

奏
で

る
楽

器
は

す
で

に
あ

る
の

で
は

？
と

思
い

ま
す

が
、
よ

り
高

度
に

音
楽

的
に

楽
し

み
た

い
方

に
は

少
し

物
足

り
な

い
の

で
は

？
と

想
像

し
て

い
ま

す
。
今

は
見

つ
け

ら
れ

な
い

の
で

す
が

、
Y

o
u

T
u

b
e

に
ほ

ぼ
全

身
は

動
か

せ
ず

、
か

ろ
う

じ
て

手
を

握
っ

た
状

態
で

動
か

す
こ

と
と

、
息

の
吹

き
吸

い
だ

け
が

で
き

る
方

が
、
す

ば
ら

し
い

ジ
ャ

ズ
を

演
奏

し
て

い
ま

し
た

。
そ

れ
を

み
て

、
ク

ロ
マ

チ
ッ

ク
ハ

ー
モ

ニ
カ

の
可

能
性

に
驚

き
ま

し
た

。
他

に
そ

ん
な

楽
器

が
あ

る
で

し
ょ

う
か

？
？

指
を

全
く

使
わ

ず
、
半

音
階

を
奏

で
ら

れ
る

楽
器

で
す

。
新

し
い

物
の

開
発

で
は

な
い

の
で

す
が

。
わ

た
し

は
介

護
の

専
門

知
識

は
あ

り
ま

せ
ん

が
共

に
活

動
を

し
て

い
る

者
が

社
会

福
祉

士
で

、
そ

れ
も

あ
り

、
こ

の
楽

器
が

も
っ

と
知

ら
れ

る
き

っ
か

け
に

な
れ

ば
と

思
い

ご
連

絡
し

て
い

る
次

第
で

す
。

場
所

に
も

よ
り

ま
す

が
、
も

し
直

接
現

物
持

参
で

説
明

が
必

要
な

よ
う

で
し

た
ら

、
伺

っ
て

ご
説

明
い

た
し

ま
す

。
音

楽
を

や
る

も
の

と
し

て
、
も

っ
と

も
っ

と
音

楽
を

自
由

に
や

り
た

い
、
と

思
っ

て
い

る
方

の
助

け
に

な
れ

ば
と

い
う

思
い

で
す

。
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

8
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

3
5

2
0

2
1

新
製

品
・
技

術
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
開

発
メ

ー
カ

ー
片

手
で

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
を

操
作

す
る

た
め

の
ホ

ル
ダ

ー
を

開
発

し
ま

し
た

肢
体

不
自

由
者

高
齢

者
 介

助
者

私
は

６
０

歳
の

と
き

に
脳

溢
血

を
発

症
し

て
、
そ

の
後

遺
症

で
半

身
麻

痺
に

な
り

ま
し

た
。

生
活

も
い

ろ
い

ろ
変

わ
り

、
携

帯
電

話
を

ガ
ラ

ケ
ー

か
ら

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
に

乗
り

換
え

よ
う

と
し

た
と

こ
ろ

、
片

手
し

か
使

え
な

い
と

非
常

に
扱

い
が

難
し

い
こ

と
が

わ
か

り
ま

し
た

。
片

手
で

使
っ

て
も

、
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
の

全
面

に
親

指
が

届
き

、
薄

く
て

、
使

わ
な

い
時

に
じ

ゃ
ま

に
な

ら
ず

、
指

を
し

っ
か

り
お

さ
え

て
く

れ
て

、
落

と
し

て
し

ま
う

心
配

が
全

く
無

い
ホ

ル
ダ

ー
が

欲
し

い
と

思
い

ま
し

た
。
し

か
し

、
類

似
の

目
的

の
先

行
製

品
に

は
、
全

て
に

満
足

で
き

る
製

品
が

有
り

ま
せ

ん
で

し
た

。
そ

こ
で

、
新

た
に

自
分

で
工

夫
し

、
ホ

ル
ダ

ー
を

試
作

し
て

み
ま

し
た

。
い

く
つ

も
試

作
し

て
修

正
す

る
こ

と
を

繰
り

返
し

て
全

く
新

し
い

形
状

の
ホ

ル
ダ

ー
を

完
成

で
き

ま
し

た
。
類

似
の

先
行

製
品

と
較

べ
て

、
よ

り
使

い
や

す
い

も
の

に
な

り
ま

し
た

。
そ

こ
で

、
必

要
な

方
に

広
く

使
っ

て
い

た
だ

け
る

よ
う

に
し

た
い

と
思

い
、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

片
手

使
い

用
ホ

ル
ダ

ー
の

製
品

化
を

進
め

て
お

り
ま

す
。
こ

れ
に

“
e

la
s
ti

Ｘ
”
（
え

ら
す

ち
っ

く
）
と

名
前

を
付

け
ま

し
た

。
（
“
e

la
s
ti

Ｘ
”
の

概
要

を
y
o

u
tu

b
e

の
動

画
で

紹
介

し
て

い
ま

す
　
h

tt
p

s
:/

/
y
o

u
tu

.b
e

/
_2

g
v
g

V
E

H
lv

4
　
）

こ
の

た
び

　
“
e

la
s
ti

Ｘ
”
　
を

ク
ラ

ウ
ド

フ
ァ

ン
デ

ィ
ン

グ
サ

イ
ト

で
あ

る
”
R

e
a
d

y
F
o

r“
に

新
規

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
し

て
掲

載
し

て
い

ま
す

。
公

開
は

４
月

１
日

か
ら

５
月

２
４

日
ま

で
で

す
。

右
の

U
R

L
か

ら
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

内
容

を
ご

覧
い

た
だ

け
ま

す
：
h

tt
p

s
:/

/
re

a
d

y
f
o

r.
jp

/
p

ro
je

c
ts

/
6

0
6

1
0

こ
れ

は
面

白
い

製
品

だ
と

思
わ

れ
た

ら
、
こ

の
情

報
を

お
知

り
合

い
に

広
く

拡
散

し
て

い
た

だ
け

れ
ば

誠
に

あ
り

が
た

い
と

思
い

ま
す

。
ま

た
、
こ

の
“
e

la
s
ti

Ｘ
”
を

小
売

り
ま

た
は

卸
売

り
し

て
く

れ
る

会
社

な
ど

販
売

ル
ー

ト
を

探
し

て
い

ま
す

。

塚
田

　
憲

 　
塚

田
技

術
士

事
務

所

3
6

2
0

2
1

新
製

品
・
技

術
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

装
具

 そ
の

他
(福

祉
用

具
)音

を
か

ら
だ

で
感

じ
る

開
発

メ
ー

カ
ー

音
を

か
ら

だ
で

感
じ

る
新

し
い

ユ
ー

ザ
ー

イ
ン

タ
フ

ェ
ー

ス
O

n
te

n
n

a
(オ

ン
テ

ナ
）

聴
覚

障
害

者
 盲

ろ
う

者
O

n
te

n
n

a
（
オ

ン
テ

ナ
）
は

、
髪

の
毛

や
耳

た
ぶ

、
え

り
元

や
そ

で
口

な
ど

に
身

に
付

け
、
振

動
と

光
に

よ
っ

て
音

の
特

徴
を

か
ら

だ
で

感
じ

る
全

く
新

し
い

ユ
ー

ザ
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
ー

ス
で

す
。
 ろ

う
者

と
健

聴
者

が
共

に
楽

し
む

未
来

を
目

指
し

、
ろ

う
者

と
協

働
で

開
発

し
ま

し
た

。
6

0
～

9
0

d
B

の
音

を
2

5
6

段
階

の
振

動
と

光
の

強
さ

に
変

換
し

、
音

の
特

徴
を

伝
達

し
ま

す
。
音

源
の

鳴
動

パ
タ

ー
ン

を
リ

ア
ル

タ
イ

ム
に

変
換

す
る

こ
と

で
、
音

の
リ

ズ
ム

や
パ

タ
ー

ン
、
大

き
さ

を
知

覚
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
反

応
す

る
音

量
と

光
の

O
N

/
O

F
F
を

切
り

替
え

ら
れ

る
機

能
も

搭
載

し
て

い
ま

す
。

詳
し

く
は

以
下

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

h
tt

p
s
:/

/o
n

te
n

n
a
.j

p
/

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。

3
7

2
0

2
1

新
製

品
・
技

術
場

面
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
開

発
メ

ー
カ

ー
N

F
C

通
信

リ
ハ

ビ
リ

歩
行

計
利

用
対

象
等

全
般

従
来

の
歩

数
計

、
活

動
量

計
で

は
計

測
が

困
難

で
あ

っ
た

、
リ

ハ
ビ

リ
患

者
様

の
す

り
足

歩
き

や
、
ゆ

っ
く

り
歩

き
と

い
っ

た
不

規
則

歩
行

を
正

確
に

捉
え

リ
ハ

ビ
リ

歩
数

と
し

て
計

測
し

、
通

常
歩

数
と

合
わ

せ
、
総

歩
数

で
表

し
ま

す
。
計

測
し

た
デ

ー
タ

は
P

C
に

転
送

し
、
専

用
ソ

フ
ト

「
A

y
u

m
in

」
で

確
認

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。
デ

ー
タ

を
可

視
化

す
る

こ
と

で
、
リ

ハ
ビ

リ
の

進
捗

状
況

を
確

認
す

る
こ

と
が

で
き

、
訓

練
時

は
勿

論
、
訓

練
時

間
以

外
の

歩
行

や
姿

勢
情

報
を

評
価

す
る

こ
と

で
、
生

活
パ

タ
ー

ン
の

把
握

や
、
運

動
指

導
に

も
活

用
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。

3
8

2
0

2
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

車
い

す
 電

動
車

い
す

利
用

者
★

お
し

ゃ
れ

な
車

椅
子

の
開

発
に

つ
い

て
★

肢
体

不
自

由
者

洋
服

や
靴

　
家

具
を

買
う

と
き

　
気

に
入

ら
な

け
れ

ば
買

わ
な

い
と

い
う

「
普

通
」
の

日
常

が
車

椅
子

利
用

者
に

は
な

く
、
気

に
入

ら
な

か
ろ

う
が

足
が

わ
り

だ
か

ら
仕

方
な

い
、
、
、
、
、

 あ
る

中
で

選
び

使
う

し
か

な
い

ど
れ

だ
け

着
物

を
着

て
艶

や
か

に
な

っ
て

も
隙

間
か

ら
見

え
る

車
椅

子
は

黒
々

し
て

い
て

ス
ポ

ー
テ

ィ
ー

な
の

ば
か

り
で

す
。

旅
を

し
よ

う
と

オ
シ

ャ
レ

を
し

て
も

、
写

真
に

写
る

肘
か

け
や

ブ
レ

ー
キ

な
ど

パ
ー

ツ
は

自
転

車
の

よ
う

に
黒

々
と

し
て

い
ま

す
。

 飛
行

機
に

乗
り

た
く

て
も

金
属

で
で

き
て

る
車

椅
子

は
金

属
探

知
機

の
ゲ

ー
ト

は
通

れ
ず

、
特

別
に

通
ら

せ
て

も
ら

っ
て

も
車

椅
子

は
機

内
に

手
荷

物
と

し
て

預
け

ら
れ

ま
せ

ん
。

何
に

つ
け

て
も

と
に

か
く

仕
方

な
い

仕
方

な
い

我
慢

し
ろ

と
言

わ
れ

続
け

、
車

椅
子

利
用

者
は

こ
う

し
て

他
に

も
た

く
さ

ん
の

あ
ら

ゆ
る

こ
と

「
普

通
」
の

こ
と

を
あ

き
ら

め
て

き
て

い
ま

す
。
せ

め
て

足
が

わ
り

の
車

椅
子

だ
け

は
身

体
の

一
部

だ
か

ら
あ

き
ら

め
な

く
て

す
む

よ
う

に
選

べ
る

選
択

肢
を

増
や

し
た

い
で

す
。

金
属

製
で

な
く

、
パ

ー
ツ

が
黒

々
し

て
い

な
い

、
可

愛
ら

し
く

デ
ザ

イ
ン

性
に

優
れ

て
い

る
車

椅
子

を
探

し
て

い
ま

す
。

車
椅

子
メ

ー
カ

ー
さ

ん
や

車
椅

子
を

作
成

し
て

い
る

製
作

所
の

情
報

を
集

め
て

い
ま

す
、
情

報
提

供
を

お
願

い
致

し
ま

す
。

 ご
協

力
い

た
だ

け
る

と
幸

い
で

す
。

3
9

2
0

2
1

新
製

品
・
技

術
衣

服
の

着
脱

装
具

 そ
の

他
(福

祉
用

具
)装

着
補

助
具

開
発

メ
ー

カ
ー

腰
を

か
が

め
な

く
て

も
パ

ン
ツ

が
は

け
る

（
は

け
た

輪
）
装

着
補

助
具

を
ご

紹
介

し
ま

す
。

高
齢

者
足

腰
に

障
害

の
あ

る
友

達
や

高
齢

の
母

の
介

護
で

【
か

が
む

事
が

困
難

な
た

め
パ

ン
ツ

を
は

く
の

に
大

変
苦

労
　
さ

れ
て

い
る

】
事

の
現

実
を

知
り

、
そ

こ
で

簡
単

に
は

け
る

補
助

具
を

考
案

・
特

許
取

得
し

製
造

し
て

お
り

ま
す

。
◇

腰
痛

、
加

齢
、
ケ

ガ
等

諸
事

情
で

、
か

が
む

事
が

困
難

な
時

、
簡

単
に

パ
ン

ツ
が

は
け

る
便

利
な

装
着

補
助

具
で

す
。

◇
軽

く
て

コ
ン

パ
ク

ト
な

の
で

、
旅

行
等

外
泊

に
も

持
参

で
き

日
常

生
活

の
行

動
範

囲
が

広
が

り
ま

す
。

◇
介

護
さ

れ
る

方
が

、
要

介
護

の
方

の
パ

ン
ツ

を
は

く
作

業
を

サ
ポ

ー
ト

で
き

ま
す

。

　
　
　
・
・
・
・
・
 イ

ス
等

に
腰

掛
け

て
お

使
い

下
さ

い
。
・
・
・
・
・

右
の

 Ｕ
R

L
 か

ら
使

用
方

法
の

動
画

を
ご

覧
い

た
だ

け
ま

す
。
h

tt
p

s
:/

/
h

a
k
e

ta
w

a
.j

im
d

o
f
re

e
.c

o
m

/
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

3
5

2
0

2
1

新
製

品
・
技

術
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
開

発
メ

ー
カ

ー
片

手
で

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
を

操
作

す
る

た
め

の
ホ

ル
ダ

ー
を

開
発

し
ま

し
た

肢
体

不
自

由
者

高
齢

者
 介

助
者

私
は

６
０

歳
の

と
き

に
脳

溢
血

を
発

症
し

て
、
そ

の
後

遺
症

で
半

身
麻

痺
に

な
り

ま
し

た
。

生
活

も
い

ろ
い

ろ
変

わ
り

、
携

帯
電

話
を

ガ
ラ

ケ
ー

か
ら

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
に

乗
り

換
え

よ
う

と
し

た
と

こ
ろ

、
片

手
し

か
使

え
な

い
と

非
常

に
扱

い
が

難
し

い
こ

と
が

わ
か

り
ま

し
た

。
片

手
で

使
っ

て
も

、
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
の

全
面

に
親

指
が

届
き

、
薄

く
て

、
使

わ
な

い
時

に
じ

ゃ
ま

に
な

ら
ず

、
指

を
し

っ
か

り
お

さ
え

て
く

れ
て

、
落

と
し

て
し

ま
う

心
配

が
全

く
無

い
ホ

ル
ダ

ー
が

欲
し

い
と

思
い

ま
し

た
。
し

か
し

、
類

似
の

目
的

の
先

行
製

品
に

は
、
全

て
に

満
足

で
き

る
製

品
が

有
り

ま
せ

ん
で

し
た

。
そ

こ
で

、
新

た
に

自
分

で
工

夫
し

、
ホ

ル
ダ

ー
を

試
作

し
て

み
ま

し
た

。
い

く
つ

も
試

作
し

て
修

正
す

る
こ

と
を

繰
り

返
し

て
全

く
新

し
い

形
状

の
ホ

ル
ダ

ー
を

完
成

で
き

ま
し

た
。
類

似
の

先
行

製
品

と
較

べ
て

、
よ

り
使

い
や

す
い

も
の

に
な

り
ま

し
た

。
そ

こ
で

、
必

要
な

方
に

広
く

使
っ

て
い

た
だ

け
る

よ
う

に
し

た
い

と
思

い
、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

片
手

使
い

用
ホ

ル
ダ

ー
の

製
品

化
を

進
め

て
お

り
ま

す
。
こ

れ
に

“
e

la
s
ti

Ｘ
”
（
え

ら
す

ち
っ

く
）
と

名
前

を
付

け
ま

し
た

。
（
“
e

la
s
ti

Ｘ
”
の

概
要

を
y
o

u
tu

b
e

の
動

画
で

紹
介

し
て

い
ま

す
　
h

tt
p

s
:/

/
y
o

u
tu

.b
e

/
_2

g
v
g

V
E

H
lv

4
　
）

こ
の

た
び

　
“
e

la
s
ti

Ｘ
”
　
を

ク
ラ

ウ
ド

フ
ァ

ン
デ

ィ
ン

グ
サ

イ
ト

で
あ

る
”
R

e
a
d

y
F
o

r“
に

新
規

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
し

て
掲

載
し

て
い

ま
す

。
公

開
は

４
月

１
日

か
ら

５
月

２
４

日
ま

で
で

す
。

右
の

U
R

L
か

ら
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

内
容

を
ご

覧
い

た
だ

け
ま

す
：
h

tt
p

s
:/

/
re

a
d

y
f
o

r.
jp

/
p

ro
je

c
ts

/
6

0
6

1
0

こ
れ

は
面

白
い

製
品

だ
と

思
わ

れ
た

ら
、
こ

の
情

報
を

お
知

り
合

い
に

広
く

拡
散

し
て

い
た

だ
け

れ
ば

誠
に

あ
り

が
た

い
と

思
い

ま
す

。
ま

た
、
こ

の
“
e

la
s
ti

Ｘ
”
を

小
売

り
ま

た
は

卸
売

り
し

て
く

れ
る

会
社

な
ど

販
売

ル
ー

ト
を

探
し

て
い

ま
す

。

塚
田

　
憲

 　
塚

田
技

術
士

事
務

所

3
6

2
0

2
1

新
製

品
・
技

術
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

装
具

 そ
の

他
(福

祉
用

具
)音

を
か

ら
だ

で
感

じ
る

開
発

メ
ー

カ
ー

音
を

か
ら

だ
で

感
じ

る
新

し
い

ユ
ー

ザ
ー

イ
ン

タ
フ

ェ
ー

ス
O

n
te

n
n

a
(オ

ン
テ

ナ
）

聴
覚

障
害

者
 盲

ろ
う

者
O

n
te

n
n

a
（
オ

ン
テ

ナ
）
は

、
髪

の
毛

や
耳

た
ぶ

、
え

り
元

や
そ

で
口

な
ど

に
身

に
付

け
、
振

動
と

光
に

よ
っ

て
音

の
特

徴
を

か
ら

だ
で

感
じ

る
全

く
新

し
い

ユ
ー

ザ
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
ー

ス
で

す
。
 ろ

う
者

と
健

聴
者

が
共

に
楽

し
む

未
来

を
目

指
し

、
ろ

う
者

と
協

働
で

開
発

し
ま

し
た

。
6

0
～

9
0

d
B

の
音

を
2

5
6

段
階

の
振

動
と

光
の

強
さ

に
変

換
し

、
音

の
特

徴
を

伝
達

し
ま

す
。
音

源
の

鳴
動

パ
タ

ー
ン

を
リ

ア
ル

タ
イ

ム
に

変
換

す
る

こ
と

で
、
音

の
リ

ズ
ム

や
パ

タ
ー

ン
、
大

き
さ

を
知

覚
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
反

応
す

る
音

量
と

光
の

O
N

/
O

F
F
を

切
り

替
え

ら
れ

る
機

能
も

搭
載

し
て

い
ま

す
。

詳
し

く
は

以
下

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

h
tt

p
s
:/

/o
n

te
n

n
a
.j

p
/

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。

3
7

2
0

2
1

新
製

品
・
技

術
場

面
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
開

発
メ

ー
カ

ー
N

F
C

通
信

リ
ハ

ビ
リ

歩
行

計
利

用
対

象
等

全
般

従
来

の
歩

数
計

、
活

動
量

計
で

は
計

測
が

困
難

で
あ

っ
た

、
リ

ハ
ビ

リ
患

者
様

の
す

り
足

歩
き

や
、
ゆ

っ
く

り
歩

き
と

い
っ

た
不

規
則

歩
行

を
正

確
に

捉
え

リ
ハ

ビ
リ

歩
数

と
し

て
計

測
し

、
通

常
歩

数
と

合
わ

せ
、
総

歩
数

で
表

し
ま

す
。
計

測
し

た
デ

ー
タ

は
P

C
に

転
送

し
、
専

用
ソ

フ
ト

「
A

y
u

m
in

」
で

確
認

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。
デ

ー
タ

を
可

視
化

す
る

こ
と

で
、
リ

ハ
ビ

リ
の

進
捗

状
況

を
確

認
す

る
こ

と
が

で
き

、
訓

練
時

は
勿

論
、
訓

練
時

間
以

外
の

歩
行

や
姿

勢
情

報
を

評
価

す
る

こ
と

で
、
生

活
パ

タ
ー

ン
の

把
握

や
、
運

動
指

導
に

も
活

用
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。

3
8

2
0

2
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

車
い

す
 電

動
車

い
す

利
用

者
★

お
し

ゃ
れ

な
車

椅
子

の
開

発
に

つ
い

て
★

肢
体

不
自

由
者

洋
服

や
靴

　
家

具
を

買
う

と
き

　
気

に
入

ら
な

け
れ

ば
買

わ
な

い
と

い
う

「
普

通
」
の

日
常

が
車

椅
子

利
用

者
に

は
な

く
、
気

に
入

ら
な

か
ろ

う
が

足
が

わ
り

だ
か

ら
仕

方
な

い
、
、
、
、
、

 あ
る

中
で

選
び

使
う

し
か

な
い

ど
れ

だ
け

着
物

を
着

て
艶

や
か

に
な

っ
て

も
隙

間
か

ら
見

え
る

車
椅

子
は

黒
々

し
て

い
て

ス
ポ

ー
テ

ィ
ー

な
の

ば
か

り
で

す
。

旅
を

し
よ

う
と

オ
シ

ャ
レ

を
し

て
も

、
写

真
に

写
る

肘
か

け
や

ブ
レ

ー
キ

な
ど

パ
ー

ツ
は

自
転

車
の

よ
う

に
黒

々
と

し
て

い
ま

す
。

 飛
行

機
に

乗
り

た
く

て
も

金
属

で
で

き
て

る
車

椅
子

は
金

属
探

知
機

の
ゲ

ー
ト

は
通

れ
ず

、
特

別
に

通
ら

せ
て

も
ら

っ
て

も
車

椅
子

は
機

内
に

手
荷

物
と

し
て

預
け

ら
れ

ま
せ

ん
。

何
に

つ
け

て
も

と
に

か
く

仕
方

な
い

仕
方

な
い

我
慢

し
ろ

と
言

わ
れ

続
け

、
車

椅
子

利
用

者
は

こ
う

し
て

他
に

も
た

く
さ

ん
の

あ
ら

ゆ
る

こ
と

「
普

通
」
の

こ
と

を
あ

き
ら

め
て

き
て

い
ま

す
。
せ

め
て

足
が

わ
り

の
車

椅
子

だ
け

は
身

体
の

一
部

だ
か

ら
あ

き
ら

め
な

く
て

す
む

よ
う

に
選

べ
る

選
択

肢
を

増
や

し
た

い
で

す
。

金
属

製
で

な
く

、
パ

ー
ツ

が
黒

々
し

て
い

な
い

、
可

愛
ら

し
く

デ
ザ

イ
ン

性
に

優
れ

て
い

る
車

椅
子

を
探

し
て

い
ま

す
。

車
椅

子
メ

ー
カ

ー
さ

ん
や

車
椅

子
を

作
成

し
て

い
る

製
作

所
の

情
報

を
集

め
て

い
ま

す
、
情

報
提

供
を

お
願

い
致

し
ま

す
。

 ご
協

力
い

た
だ

け
る

と
幸

い
で

す
。

3
9

2
0

2
1

新
製

品
・
技

術
衣

服
の

着
脱

装
具

 そ
の

他
(福

祉
用

具
)装

着
補

助
具

開
発

メ
ー

カ
ー

腰
を

か
が

め
な

く
て

も
パ

ン
ツ

が
は

け
る

（
は

け
た

輪
）
装

着
補

助
具

を
ご

紹
介

し
ま

す
。

高
齢

者
足

腰
に

障
害

の
あ

る
友

達
や

高
齢

の
母

の
介

護
で

【
か

が
む

事
が

困
難

な
た

め
パ

ン
ツ

を
は

く
の

に
大

変
苦

労
　
さ

れ
て

い
る

】
事

の
現

実
を

知
り

、
そ

こ
で

簡
単

に
は

け
る

補
助

具
を

考
案

・
特

許
取

得
し

製
造

し
て

お
り

ま
す

。
◇

腰
痛

、
加

齢
、
ケ

ガ
等

諸
事

情
で

、
か

が
む

事
が

困
難

な
時

、
簡

単
に

パ
ン

ツ
が

は
け

る
便

利
な

装
着

補
助

具
で

す
。

◇
軽

く
て

コ
ン

パ
ク

ト
な

の
で

、
旅

行
等

外
泊

に
も

持
参

で
き

日
常

生
活

の
行

動
範

囲
が

広
が

り
ま

す
。

◇
介

護
さ

れ
る

方
が

、
要

介
護

の
方

の
パ

ン
ツ

を
は

く
作

業
を

サ
ポ

ー
ト

で
き

ま
す

。

　
　
　
・
・
・
・
・
 イ

ス
等

に
腰

掛
け

て
お

使
い

下
さ

い
。
・
・
・
・
・

右
の

 Ｕ
R

L
 か

ら
使

用
方

法
の

動
画

を
ご

覧
い

た
だ

け
ま

す
。
h

tt
p

s
:/

/
h

a
k
e

ta
w

a
.j

im
d

o
f
re

e
.c

o
m

/
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

4
0

2
0

2
1

新
製

品
・
技

術
屋

外
の

移
動

車
い

す
個

人
車

椅
子

ア
ー

ム
レ

ス
ト

肢
体

不
自

由
者

車
椅

子
の

肘
掛

け
の

上
に

取
り

付
け

て
、
搭

乗
者

が
腕

と
肘

を
自

由
な

角
度

で
載

せ
て

休
め

る
こ

と
が

で
き

、
更

に
簡

易
な

テ
ー

ブ
ル

の
機

能
を

持
ち

、
コ

ー
ヒ

ー
カ

ッ
プ

を
置

い
た

り
、
読

書
が

で
き

た
り

、
タ

ブ
レ

ッ
ト

Ｐ
Ｃ

や
ス

マ
ー

ト
ホ

ー
ン

の
操

作
が

可
能

で
、
着

脱
が

容
易

に
出

来
る

、
折

り
た

た
み

式
の

、
車

椅
子

肘
掛

け
補

助
装

置
を

考
案

し
ま

し
た

。
h

tt
p

s
:/

/y
o

u
tu

.b
e

/x
y
T

w
q

g
G

U
t5

Q

4
1

2
0

2
1

新
製

品
・
技

術
屋

内
の

移
動

車
い

す
個

人
車

椅
子

タ
イ

ヤ
上

履
き

肢
体

不
自

由
者

外
出

か
ら

帰
っ

て
き

た
車

椅
子

の
タ

イ
ヤ

に
付

着
し

て
い

る
汚

れ
を

屋
内

に
持

ち
込

ま
な

い
た

め
の

、
簡

単
に

装
着

で
き

る
、
車

椅
子

タ
イ

ヤ
上

履
き

を
考

案
し

ま
し

た
。
前

輪
と

後
輪

に
合

成
樹

脂
製

の
輪

状
カ

バ
ー

を
カ

パ
ッ

と
は

め
込

み
、
タ

イ
ヤ

を
一

回
転

さ
せ

る
と

装
着

完
了

で
す

。
外

出
時

に
装

着
す

れ
ば

外
履

き
と

い
う

わ
け

で
す

。
h

tt
p

s
:/

/y
o

u
tu

.b
e

/i
W

k
x
X

lL
lo

c
0

4
2

2
0

2
1

新
製

品
・
技

術
屋

外
の

移
動

車
い

す
個

人
ヒ

ル
ク

ラ
イ

ム
肢

体
不

自
由

者
車

椅
子

が
登

り
勾

配
を

、
ゆ

っ
く

り
、
休

み
休

み
登

る
こ

と
を

可
能

に
す

る
車

椅
子

後
退

防
止

装
置

を
考

案
し

ま
し

た
。
取

り
付

け
が

容
易

で
、
ま

た
、
平

坦
地

で
は

後
退

防
止

機
能

を
ワ

ン
タ

ッ
チ

操
作

で
o

f
f
に

す
る

こ
と

が
出

来
ま

す
。

h
tt

p
s
:/

/y
o

u
tu

.b
e

/Q
V

D
p

N
n

O
K

D
-E

4
3

2
0

2
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

内
の

移
動

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

手
す

り
供

給
事

業
者

手
す

り
用

「
ス

キ
マ

ー
」

高
齢

者
 そ

の
他

福
祉

用
具

レ
ン

タ
ル

の
あ

が
り

か
ま

ち
用

手
す

り
を

設
置

の
際

、
上

が
っ

て
す

ぐ
に

階
段

が
あ

っ
た

り
、
下

駄
箱

等
が

あ
る

場
合

、
首

を
挟

み
込

む
す

き
間

が
発

生
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
一

人
暮

ら
し

、
ま

し
て

や
身

体
能

力
に

不
自

由
を

来
た

し
、
認

知
症

状
の

あ
る

方
の

場
合

、
非

常
に

リ
ス

ク
が

高
く

な
り

ま
す

。
そ

れ
を

踏
ま

え
、
メ

ー
カ

ー
に

は
、
挟

み
込

み
対

応
を

考
え

て
も

ら
い

た
い

も
の

で
す

。
事

故
が

生
じ

る
前

に
。
ち

な
み

に
、
私

の
会

社
は

、
オ

リ
ジ

ナ
ル

「
ス

キ
マ

ー
」
を

作
成

し
、

リ
ス

ク
の

高
い

住
環

境
に

対
応

し
て

お
り

ま
す

。

4
4

2
0

2
1

新
製

品
・
技

術
そ

の
他

(場
面

)ベ
ッ

ド
特

殊
寝

台
開

発
メ

ー
カ

ー
耐

震
ベ

ッ
ド

兼
シ

ェ
ル

タ
ー

肢
体

不
自

由
者

高
齢

者
耐

震
ベ

ッ
ド

兼
シ

ェ
ル

タ
ー

「
耐

震
ベ

ッ
ド

兼
シ

ェ
ル

タ
ー

」
生

き
残

る
た

め
に

、
一

番
大

切
な

減
災

対
策

は
！

　
　
①

家
を

丸
ご

と
耐

震
補

強
で

き
な

い
–
ひ

と
部

屋
だ

け
で

も
、
地

震
で

壊
れ

な
い

よ
う

に
補

強
し

ま
し

ょ
う

。
②

防
災

ベ
ッ

ト
や

シ
ェ

ル
タ

-を
検

討
し

ま
し

ょ
う

。
就

寝
中

、
地

震
か

ら
命

を
守

り
ま

す
!!
こ

ん
な

方
に

お
薦

め
で

す
！

。
◎

御
高

齢
の

方
◎

小
さ

な
お

子
様

◎
身

体
に

障
害

を
お

持
ち

の
方

◎
要

介
護

の
方

◎
介

護
施

設
<

品
名

>
　
M

A
M

O
R

U
　
N

o
1

『
圧

縮
試

験
』
耐

圧
荷

重
１
４

to
n

公
共

技
術

総
合

セ
ン

タ
ー

に
て

、
試

験
済

み
(下

記
に

成
績

表
)あ

り
。

実
用

新
案

登
録

済
 第

３
２

３
２

７
８

４
号

【
製

造
元

】
三

佳
テ

ッ
ク

(株
)　

　
 ミ

ヨ
シ

テ
ッ

ク
（
カ

　
組

み
立

て
式

で
す

。
詳

細
は

　
こ

ち
ら

　
h

tt
p

s
:/

/
m

iy
o

s
h

i-
te

c
.c

o
.j

p
/
b

e
d

/
 Y

O
U

T
U

B
E

動
画

こ
ち

ら
　
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.y
o

u
tu

b
e

.c
o

m
/
w

a
tc

h
?

v
=

O
9

I2
jN

l6
s
d

g

4
5

2
0

2
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

車
い

す
開

発
メ

ー
カ

ー
車

椅
子

風
雨

避
け

幌
肢

体
不

自
由

者
車

椅
子

風
雨

避
け

幌
--

雨
降

り
で

も
外

出
が

で
き

る
車

椅
子

用
幌

(雨
カ

ッ
パ

)の
ご

提
案

で
す

。
詳

細
　
H

P
ア

ド
レ

ス
　
h

tt
p

s
:/

/
m

iy
o

s
h

i-
te

c
.c

o
.j

p
/
m

a
c
h

in
/
p

a
t/

★
三

佳
テ

ッ
ク

株
式

会
社

　
　
【
機

械
設

計
・
製

作
・
新

製
品

開
発

】
　
【
防

音
・
騒

音
対

策
工

事
—

商
標

登
録

済
『
マ

イ
フ

ォ
ー

カ
ー

ム
』

　
・
実

用
新

案
登

録
済

・
ア

ル
ミ

軽
量

防
音

パ
ネ

ル
・
製

造
元

】

4
6

2
0

2
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
排

泄
排

泄
関

連
用

具
供

給
事

業
者

貯
水

池
み

た
い

な
（
イ

メ
ー

ジ
）
尿

取
り

パ
ッ

ド
高

齢
者

利
用

者
様

宅
で

サ
ー

ビ
ス

担
当

者
会

議
に

参
加

し
た

時
の

話
で

す
。
尿

取
り

パ
ッ

ド
の

一
部

を
破

っ
て

尿
を

導
き

リ
ハ

ビ
リ

パ
ン

ツ
か

ら
溢

れ
な

い
工

夫
を

さ
れ

て
い

る
と

の
話

が
出

ま
し

た
。
私

の
記

憶
で

は
、
尿

取
り

パ
ッ

ド
を

破
る

と
給

水
ポ

リ
マ

ー
が

散
り

散
り

に
な

り
、
不

衛
生

だ
と

メ
ー

カ
ー

の
方

が
言

っ
て

い
た

と
思

い
ま

す
。
そ

こ
で

一
考

。
大

雨
の

際
の

河
川

の
洪

水
予

防
対

策
と

し
て

、
貯

水
池

が
あ

る
様

に
、
尿

取
り

パ
ッ

ド
も

尿
が

一
定

量
以

上
貯

ま
る

と
、
リ

ハ
ビ

リ
パ

ン
ツ

に
溢

れ
た

分
だ

け
誘

導
す

る
よ

う
な

通
水

口
（
通

尿
口

）
が

あ
る

と
、
尿

が
意

図
し

た
方

向
に

流
れ

、
こ

ぼ
れ

る
こ

と
な

く
キ

ャ
ッ

チ
で

き
る

の
で

は
・
・
・
と

思
い

ま
し

た
。

4
7

2
0

2
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)車
補

聴
器

 緊
急

通
報

装
置

 そ
の

他
(福

祉
用

具
)電

子
音

個
人

車
の

ウ
ィ

ン
カ

ー
・
バ

ッ
ク

の
際

の
音

聴
覚

障
害

者
高

齢
者

は
高

域
の

音
が

聞
き

づ
ら

く
な

っ
て

い
る

方
が

多
い

の
で

、
ウ

ィ
ン

カ
ー

の
カ

チ
カ

チ
音

や
バ

ッ
ク

時
の

ピ
ー

ピ
ー

音
を

自
分

が
聞

こ
え

る
周

波
数

に
変

え
れ

る
よ

う
に

す
る

と
交

通
事

故
が

減
る

よ
う

に
思

い
ま

す
。
ま

た
ク

ラ
ク

シ
ョ

ン
も

音
を

変
換

し
て

車
内

に
聞

こ
え

る
ス

ピ
ー

カ
ー

が
付

け
ら

れ
た

り
、
ク

ラ
ク

シ
ョ

ン
・
サ

イ
レ

ン
等

を
感

知
し

た
ら

車
内

に
光

（
フ

ラ
ッ

シ
ョ

や
パ

ト
ラ

イ
ト

等
）
で

お
知

ら
せ

し
て

く
れ

る
オ

プ
シ

ョ
ン

も
付

け
ら

れ
る

よ
う

に
す

る
と

難
聴

者
や

高
齢

ド
ラ

イ
バ

ー
の

不
安

が
減

る
か

と
思

い
ま

す
。

4
8

2
0

2
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

装
具

 車
い

す
 移

動
用

リ
フ

ト
開

発
メ

ー
カ

ー
◆

車
い

す
を

楽
に

車
へ

搭
載

出
来

る
リ

フ
タ

ー
装

置
◆

介
助

者
高

齢
者

の
方

な
ど

車
い

す
を

お
使

い
の

方
が

車
で

移
動

さ
れ

る
場

合
、
介

助
者

の
方

は
車

い
す

を
車

へ
積

み
込

む
た

め
に

か
な

り
の

労
力

が
必

要
と

思
い

ま
す

。

そ
れ

を
解

消
す

る
た

め
に

、
車

い
す

と
共

に
持

ち
運

び
出

来
る

「
小

型
」
で

「
軽

量
」
な

車
い

す
リ

フ
タ

ー
を

検
討

し
て

い
ま

す
。

こ
の

様
な

商
品

が
あ

れ
ば

使
っ

て
み

た
い

と
い

う
方

は
「
い

い
ね

」
を

お
願

い
致

し
ま

す
。

ま
た

機
能

と
し

て
欲

し
い

も
の

が
あ

れ
ば

コ
メ

ン
ト

に
て

リ
ク

エ
ス

ト
い

た
だ

け
れ

ば
幸

い
で

す
。

以
上

、
ご

協
力

よ
ろ

し
く

お
願

い
致

し
ま

す
。

■
株

式
会

社
ア

ス
テ

ア
　
　
　
【
自

動
車

部
品

、
農

業
用

機
械

製
品

の
開

発
・
設

計
及

び
製

造
】

h
tt

p
s
:/

/a
s
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e
r.

c
o
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p

/
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

4
0

2
0

2
1

新
製

品
・
技

術
屋

外
の

移
動

車
い

す
個

人
車

椅
子

ア
ー

ム
レ

ス
ト

肢
体

不
自

由
者

車
椅

子
の

肘
掛

け
の

上
に

取
り

付
け

て
、
搭

乗
者

が
腕

と
肘

を
自

由
な

角
度

で
載

せ
て

休
め

る
こ

と
が

で
き

、
更

に
簡

易
な

テ
ー

ブ
ル

の
機

能
を

持
ち

、
コ

ー
ヒ

ー
カ

ッ
プ

を
置

い
た

り
、
読

書
が

で
き

た
り

、
タ

ブ
レ

ッ
ト

Ｐ
Ｃ

や
ス

マ
ー

ト
ホ

ー
ン

の
操

作
が

可
能

で
、
着

脱
が

容
易

に
出

来
る

、
折

り
た

た
み

式
の

、
車

椅
子

肘
掛

け
補

助
装

置
を

考
案

し
ま

し
た

。
h

tt
p

s
:/

/y
o

u
tu

.b
e

/x
y
T

w
q

g
G

U
t5

Q

4
1

2
0

2
1

新
製

品
・
技

術
屋

内
の

移
動

車
い

す
個

人
車

椅
子

タ
イ

ヤ
上

履
き

肢
体

不
自

由
者

外
出

か
ら

帰
っ

て
き

た
車

椅
子

の
タ

イ
ヤ

に
付

着
し

て
い

る
汚

れ
を

屋
内

に
持

ち
込

ま
な

い
た

め
の

、
簡

単
に

装
着

で
き

る
、
車

椅
子

タ
イ

ヤ
上

履
き

を
考

案
し

ま
し

た
。
前

輪
と

後
輪

に
合

成
樹

脂
製

の
輪

状
カ

バ
ー

を
カ

パ
ッ

と
は

め
込

み
、
タ

イ
ヤ

を
一

回
転

さ
せ

る
と

装
着

完
了

で
す

。
外

出
時

に
装

着
す

れ
ば

外
履

き
と

い
う

わ
け

で
す

。
h

tt
p

s
:/

/y
o

u
tu

.b
e

/i
W

k
x
X

lL
lo

c
0

4
2

2
0

2
1

新
製

品
・
技

術
屋

外
の

移
動

車
い

す
個

人
ヒ

ル
ク

ラ
イ

ム
肢

体
不

自
由

者
車

椅
子

が
登

り
勾

配
を

、
ゆ

っ
く

り
、
休

み
休

み
登

る
こ

と
を

可
能

に
す

る
車

椅
子

後
退

防
止

装
置

を
考

案
し

ま
し

た
。
取

り
付

け
が

容
易

で
、
ま

た
、
平

坦
地

で
は

後
退

防
止

機
能

を
ワ

ン
タ

ッ
チ

操
作

で
o

f
f
に

す
る

こ
と

が
出

来
ま

す
。

h
tt

p
s
:/

/y
o

u
tu

.b
e

/Q
V

D
p

N
n

O
K

D
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4
3

2
0

2
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

内
の

移
動

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

手
す

り
供

給
事

業
者

手
す

り
用

「
ス

キ
マ

ー
」

高
齢

者
 そ

の
他

福
祉

用
具

レ
ン

タ
ル

の
あ

が
り

か
ま

ち
用

手
す

り
を

設
置

の
際

、
上

が
っ

て
す

ぐ
に

階
段

が
あ

っ
た

り
、
下

駄
箱

等
が

あ
る

場
合

、
首

を
挟

み
込

む
す

き
間

が
発

生
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
一

人
暮

ら
し

、
ま

し
て

や
身

体
能

力
に

不
自

由
を

来
た

し
、
認

知
症

状
の

あ
る

方
の

場
合

、
非

常
に

リ
ス

ク
が

高
く

な
り

ま
す

。
そ

れ
を

踏
ま

え
、
メ

ー
カ

ー
に

は
、
挟

み
込

み
対

応
を

考
え

て
も

ら
い

た
い

も
の

で
す

。
事

故
が

生
じ

る
前

に
。
ち

な
み

に
、
私

の
会

社
は

、
オ

リ
ジ

ナ
ル

「
ス

キ
マ

ー
」
を

作
成

し
、

リ
ス

ク
の

高
い

住
環

境
に

対
応

し
て

お
り

ま
す

。

4
4

2
0

2
1

新
製

品
・
技

術
そ

の
他

(場
面

)ベ
ッ

ド
特

殊
寝

台
開

発
メ

ー
カ

ー
耐

震
ベ

ッ
ド

兼
シ

ェ
ル

タ
ー

肢
体

不
自

由
者

高
齢

者
耐

震
ベ

ッ
ド

兼
シ

ェ
ル

タ
ー

「
耐

震
ベ

ッ
ド

兼
シ

ェ
ル

タ
ー

」
生

き
残

る
た

め
に

、
一

番
大

切
な

減
災

対
策

は
！

　
　
①

家
を

丸
ご

と
耐

震
補

強
で

き
な

い
–
ひ

と
部

屋
だ

け
で

も
、
地

震
で

壊
れ

な
い

よ
う

に
補

強
し

ま
し

ょ
う

。
②

防
災

ベ
ッ

ト
や

シ
ェ

ル
タ

-を
検

討
し

ま
し

ょ
う

。
就

寝
中

、
地

震
か

ら
命

を
守

り
ま

す
!!
こ

ん
な

方
に

お
薦

め
で

す
！

。
◎

御
高

齢
の

方
◎

小
さ

な
お

子
様

◎
身

体
に

障
害

を
お

持
ち

の
方

◎
要

介
護

の
方

◎
介

護
施

設
<

品
名

>
　
M

A
M

O
R

U
　
N

o
1

『
圧

縮
試

験
』
耐

圧
荷

重
１
４

to
n

公
共

技
術

総
合

セ
ン

タ
ー

に
て

、
試

験
済

み
(下

記
に

成
績

表
)あ

り
。

実
用

新
案

登
録

済
 第

３
２

３
２

７
８

４
号

【
製

造
元

】
三

佳
テ

ッ
ク

(株
)　

　
 ミ

ヨ
シ

テ
ッ

ク
（
カ

　
組

み
立

て
式

で
す

。
詳

細
は

　
こ

ち
ら

　
h

tt
p

s
:/

/
m

iy
o

s
h

i-
te

c
.c

o
.j

p
/
b

e
d

/
 Y

O
U

T
U

B
E

動
画

こ
ち

ら
　
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.y
o

u
tu

b
e

.c
o

m
/
w

a
tc

h
?

v
=

O
9

I2
jN

l6
s
d

g

4
5

2
0

2
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

車
い

す
開

発
メ

ー
カ

ー
車

椅
子

風
雨

避
け

幌
肢

体
不

自
由

者
車

椅
子

風
雨

避
け

幌
--

雨
降

り
で

も
外

出
が

で
き

る
車

椅
子

用
幌

(雨
カ

ッ
パ

)の
ご

提
案

で
す

。
詳

細
　
H

P
ア

ド
レ

ス
　
h

tt
p

s
:/

/
m

iy
o

s
h

i-
te

c
.c

o
.j

p
/
m

a
c
h

in
/
p

a
t/

★
三

佳
テ

ッ
ク

株
式

会
社

　
　
【
機

械
設

計
・
製

作
・
新

製
品

開
発

】
　
【
防

音
・
騒

音
対

策
工

事
—

商
標

登
録

済
『
マ

イ
フ

ォ
ー

カ
ー

ム
』

　
・
実

用
新

案
登

録
済

・
ア

ル
ミ

軽
量

防
音

パ
ネ

ル
・
製

造
元

】

4
6

2
0

2
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
排

泄
排

泄
関

連
用

具
供

給
事

業
者

貯
水

池
み

た
い

な
（
イ

メ
ー

ジ
）
尿

取
り

パ
ッ

ド
高

齢
者

利
用

者
様

宅
で

サ
ー

ビ
ス

担
当

者
会

議
に

参
加

し
た

時
の

話
で

す
。
尿

取
り

パ
ッ

ド
の

一
部

を
破

っ
て

尿
を

導
き

リ
ハ

ビ
リ

パ
ン

ツ
か

ら
溢

れ
な

い
工

夫
を

さ
れ

て
い

る
と

の
話

が
出

ま
し

た
。
私

の
記

憶
で

は
、
尿

取
り

パ
ッ

ド
を

破
る

と
給

水
ポ

リ
マ

ー
が

散
り

散
り

に
な

り
、
不

衛
生

だ
と

メ
ー

カ
ー

の
方

が
言

っ
て

い
た

と
思

い
ま

す
。
そ

こ
で

一
考

。
大

雨
の

際
の

河
川

の
洪

水
予

防
対

策
と

し
て

、
貯

水
池

が
あ

る
様

に
、
尿

取
り

パ
ッ

ド
も

尿
が

一
定

量
以

上
貯

ま
る

と
、
リ

ハ
ビ

リ
パ

ン
ツ

に
溢

れ
た

分
だ

け
誘

導
す

る
よ

う
な

通
水

口
（
通

尿
口

）
が

あ
る

と
、
尿

が
意

図
し

た
方

向
に

流
れ

、
こ

ぼ
れ

る
こ

と
な

く
キ

ャ
ッ

チ
で

き
る

の
で

は
・
・
・
と

思
い

ま
し

た
。

4
7

2
0

2
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)車
補

聴
器

 緊
急

通
報

装
置

 そ
の

他
(福

祉
用

具
)電

子
音

個
人

車
の

ウ
ィ

ン
カ

ー
・
バ

ッ
ク

の
際

の
音

聴
覚

障
害

者
高

齢
者

は
高

域
の

音
が

聞
き

づ
ら

く
な

っ
て

い
る

方
が

多
い

の
で

、
ウ

ィ
ン

カ
ー

の
カ

チ
カ

チ
音

や
バ

ッ
ク

時
の

ピ
ー

ピ
ー

音
を

自
分

が
聞

こ
え

る
周

波
数

に
変

え
れ

る
よ

う
に

す
る

と
交

通
事

故
が

減
る

よ
う

に
思

い
ま

す
。
ま

た
ク

ラ
ク

シ
ョ

ン
も

音
を

変
換

し
て

車
内

に
聞

こ
え

る
ス

ピ
ー

カ
ー

が
付

け
ら

れ
た

り
、
ク

ラ
ク

シ
ョ

ン
・
サ

イ
レ

ン
等

を
感

知
し

た
ら

車
内

に
光

（
フ

ラ
ッ

シ
ョ

や
パ

ト
ラ

イ
ト

等
）
で

お
知

ら
せ

し
て

く
れ

る
オ

プ
シ

ョ
ン

も
付

け
ら

れ
る

よ
う

に
す

る
と

難
聴

者
や

高
齢

ド
ラ

イ
バ

ー
の

不
安

が
減

る
か

と
思

い
ま

す
。

4
8

2
0

2
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

装
具

 車
い

す
 移

動
用

リ
フ

ト
開

発
メ

ー
カ

ー
◆

車
い

す
を

楽
に

車
へ

搭
載

出
来

る
リ

フ
タ

ー
装

置
◆

介
助

者
高

齢
者

の
方

な
ど

車
い

す
を

お
使

い
の

方
が

車
で

移
動

さ
れ

る
場

合
、
介

助
者

の
方

は
車

い
す

を
車

へ
積

み
込

む
た

め
に

か
な

り
の

労
力

が
必

要
と

思
い

ま
す

。

そ
れ

を
解

消
す

る
た

め
に

、
車

い
す

と
共

に
持

ち
運

び
出

来
る

「
小

型
」
で

「
軽

量
」
な

車
い

す
リ

フ
タ

ー
を

検
討

し
て

い
ま

す
。

こ
の

様
な

商
品

が
あ

れ
ば

使
っ

て
み

た
い

と
い

う
方

は
「
い

い
ね

」
を

お
願

い
致

し
ま

す
。

ま
た

機
能

と
し

て
欲

し
い

も
の

が
あ

れ
ば

コ
メ

ン
ト

に
て

リ
ク

エ
ス

ト
い

た
だ

け
れ

ば
幸

い
で

す
。

以
上

、
ご

協
力

よ
ろ

し
く

お
願

い
致

し
ま

す
。

■
株

式
会

社
ア

ス
テ

ア
　
　
　
【
自

動
車

部
品

、
農

業
用

機
械

製
品

の
開

発
・
設

計
及

び
製

造
】

h
tt

p
s
:/

/a
s
te

e
r.

c
o

.j
p

/
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

4
9

2
0

2
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
場

面
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
意

思
伝

達
装

置
医

療
専

門
職

意
思

表
示

の
で

き
な

い
方

の
感

情
が

知
り

た
い

肢
体

不
自

由
者

言
語

障
害

者
 知

的
障

害
者

 精
神

障
害

者
 発

達
障

害
者

 介
助

者

自
立

支
援

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

で
の

「
こ

ん
な

も
の

あ
っ

た
ら

い
い

な
」
と

い
う

題
で

話
し

合
い

を
し

た
の

で
す

が
、

そ
の

中
で

出
た

意
見

を
2

つ
提

示
さ

せ
て

頂
き

ま
す

。

1
、
意

思
表

示
が

出
来

ず
、
感

情
が

な
か

な
か

読
み

取
れ

な
い

利
用

者
さ

ん
に

つ
い

て
、

快
・
不

快
な

ど
詳

し
く

で
な

く
て

も
い

い
か

ら
わ

か
る

製
品

が
欲

し
い

。
介

助
方

法
や

生
活

の
過

ご
し

方
の

参
考

に
な

る
と

思
う

。
犬

を
対

象
と

し
た

商
品

は
あ

る
よ

う
だ

が
人

で
は

難
し

い
か

。

2
、
ア

レ
ク

サ
ー

や
S

ir
iな

ど
音

声
で

操
作

で
き

る
も

の
が

増
え

て
き

た
が

、
構

音
障

害
や

声
量

の
問

題
で

使
用

が
難

し
い

方
が

多
い

。
そ

の
人

の
発

声
の

特
徴

を
予

め
登

録
し

て
認

識
し

や
す

く
す

る
よ

う
な

も
の

は
な

い
か

。

以
上

、
も

し
情

報
を

お
持

ち
の

方
が

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
し

た
ら

教
え

て
い

た
だ

け
れ

ば
と

思
い

ま
す

。

5
0

2
0

2
1

新
製

品
・
技

術
場

面
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
衣

服
開

発
メ

ー
カ

ー
レ

ッ
グ

ウ
ォ

ー
マ

ー
の

販
売

を
始

め
ま

し
た

肢
体

不
自

由
者

衣
類

の
企

画
や

オ
ー

ダ
ー

を
承

っ
て

い
る

、
s
tu

d
io

 f
u

k
u

で
す

。
こ

の
度

、
車

い
す

で
過

ご
す

時
間

が
長

い
方

向
け

に
、
レ

ッ
グ

ウ
ォ

ー
マ

ー
の

販
売

を
始

め
ま

し
た

。

電
動

車
い

す
で

過
ご

さ
れ

て
い

る
か

ら
、
「
冬

に
出

か
け

る
と

、
足

首
や

ふ
く

ら
は

ぎ
が

と
て

も
冷

え
る

」
と

ご
相

談
を

受
け

た
の

が
き

っ
か

け
で

す
。

オ
ー

ダ
ー

で
お

納
め

し
た

と
こ

ろ
、
と

て
も

暖
か

い
と

喜
ん

で
い

た
だ

き
、
よ

り
シ

ン
プ

ル
に

使
い

や
す

い
形

で
製

品
化

い
た

し
ま

し
た

。

　
・
膝

下
か

ら
足

首
ま

で
を

包
む

長
さ

で
、
ブ

ー
ツ

を
履

い
て

い
る

よ
う

な
デ

ザ
イ

ン
で

す
。

　
・
表

地
は

風
を

通
し

に
く

い
合

皮
、
裏

地
は

暖
か

い
厚

手
の

ウ
ー

ル
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

　
・
ご

自
身

や
介

助
す

る
方

が
簡

単
に

着
脱

で
き

る
よ

う
、
面

フ
ァ

ス
ナ

ー
を

つ
け

ま
し

た
。

す
で

に
ご

利
用

さ
れ

た
方

か
ら

「
ぽ

か
ぽ

か
で

す
」
と

ま
だ

ま
だ

寒
い

日
が

続
き

ま
す

。
皆

様
の

お
役

に
立

て
れ

ば
幸

い
で

す
。

既
製

品
は

こ
ち

ら
で

販
売

し
て

い
ま

す
　
h
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/
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4
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c
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3

ご
自

身
や

ご
家

族
が

手
作

り
さ

れ
る

場
合

は
こ

ち
ら

（
パ

タ
ー

ン
を

販
売

し
て

い
ま

す
）

　
h
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/
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ご
希

望
の

デ
ザ

イ
ン

や
色

で
オ

ー
ダ

ー
を

承
る

こ
と

も
で

き
ま

す
。
お

気
軽

に
お

問
い

合
わ

せ
く

だ
さ

い
。

　
k
a
z
u

k
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@
w
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tt

e
n

.j
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5
1

2
0

2
1

新
製

品
・
技

術
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

床
頭

台
、
P

C
デ

ス
ク

、
テ

レ
ビ

台

開
発

メ
ー

カ
ー

床
頭

台
仕

様
の

大
型

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

ス
タ

ン
ド

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 聴

覚
障

害
者

 言
語

障
害

者
 高

齢
者

病
院

や
介

護
施

設
等

で
使

用
さ

れ
る

床
頭

台
に

、
大

型
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
を

取
付

ら
れ

る
よ

う
強

度
や

重
量

バ
ラ

ン
ス

を
確

保
し

ま
し

た
（
特

許
出

願
中

）
。

タ
ブ

レ
ッ

ト
や

ノ
ー

ト
パ

ソ
コ

ン
の

画
面

が
小

さ
い

、
設

置
・
固

定
が

難
し

い
、
電

源
コ

ー
ド

や
ケ

ー
ブ

ル
が

増
え

て
足

元
の

安
全

を
確

保
で

き
な

い
と

い
っ

た
課

題
を

解
消

し
ま

す
。

電
源

コ
ン

セ
ン

ト
（
外

装
：
U

S
B

x
2

＋
コ

ン
セ

ン
ト

x
1
、
内

装
：
コ

ン
セ

ン
ト

x
6

）
を

装
備

し
て

お
り

、
様

々
な

周
辺

機
器

、
電

子
機

器
を

利
用

、
収

容
で

き
ま

す
。

利
用

例
と

し
て

、
ポ

ー
タ

ブ
ル

電
源

を
使

う
こ

と
で

壁
コ

ン
セ

ン
ト

か
ら

の
電

源
供

給
が

不
要

と
な

り
、
ベ

ッ
ド

サ
イ

ド
等

へ
自

由
に

移
動

し
て

デ
ス

ク
ト

ッ
プ

パ
ソ

コ
ン

を
大

型
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
で

利
用

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

下
段

の
扉

、
棚

板
の

取
り

外
し

が
で

き
る

の
で

、
床

頭
台

と
し

て
の

一
般

的
な

利
用

や
小

型
冷

蔵
庫

を
収

容
す

る
こ

と
も

可
能

で
す

。
注

文
製

作
の

た
め

、
色

や
木

目
、
サ

イ
ズ

等
の

仕
様

を
自

由
に

ご
指

定
い

た
だ

け
ま

す
。

※
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
ア

ー
ム

や
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
、
電

源
等

の
機

器
類

は
、
本

床
頭

台
に

含
み

ま
せ

ん
。

【
お

問
合

せ
】
株

式
会

社
1
4

z
a
（
じ

ゅ
う

よ
ん

ざ
）

　
　
　
　
　
　
H

P
：
h

tt
p

s
:/

/
1
4

z
a
.c

o
.j

p
　
　
メ

ー
ル

：
in

f
o

@
1
4

z
a
.c

o
.j

p

5
2

2
0

2
1

新
製

品
・
技

術
屋

外
の

移
動

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

靴
を

履
く

時
個

人
シ

ュ
ー

ス
ル

ー
と

言
う

靴
に

付
け

る
靴

ベ
ラ

を
発

明
し

ま
し

た

高
齢

者
 児

童
 共

用
品

靴
に

付
け

る
靴

ベ
ラ

を
発

明
し

ま
し

た
、
開

発
の

キ
ッ

カ
ケ

は
知

り
合

い
の

介
護

士
が

介
護

を
す

る
方

の
靴

を
自

分
の

指
を

使
っ

て
履

か
せ

る
事

が
良

く
あ

る
と

聞
い

た
事

か
ら

で
す

、
自

分
達

も
良

く
す

る
事

だ
と

思
い

ま
す

が
、
今

こ
の

コ
ロ

ナ
の

時
代

非
接

し
よ

く
が

求
め

ら
れ

る
時

、
人

の
靴

を
自

分
の

指
を

使
っ

て
履

か
せ

る
事

は
良

い
と

は
思

い
ま

せ
ん

よ
ね

、
こ

れ
は

重
度

の
方

用
で

は
有

り
ま

せ
ん

が
、
お

年
寄

り
や

ま
だ

靴
を

上
手

に
履

け
な

い
年

少
の

子
供

達
、
一

般
の

健
常

者
も

職
種

に
よ

っ
て

は
利

用
し

て
貰

え
る

と
思

い
ま

す
た

と
え

ば
（
例

え
ば

引
越

し
業

者
）
な

ど
幅

広
い

利
用

者
が

い
る

と
思

わ
れ

ま
す

、
こ

れ
を

何
と

か
世

に
出

し
た

い
と

思
っ

て
い

ま
す

が
、
個

人
の

力
で

は
力

不
足

で
中

々
前

に
進

ん
で

行
か

な
い

の
で

、
こ

の
シ

ュ
ー

ス
ル

ー
に

興
味

が
あ

る
方

が
い

ま
し

た
ら

、
お

力
を

貸
し

て
頂

き
た

い
と

思
っ

て
投

稿
致

し
ま

し
た

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

4
9

2
0

2
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
場

面
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
意

思
伝

達
装

置
医

療
専

門
職

意
思

表
示

の
で

き
な

い
方

の
感

情
が

知
り

た
い

肢
体

不
自

由
者

言
語

障
害

者
 知

的
障

害
者

 精
神

障
害

者
 発

達
障

害
者

 介
助

者

自
立

支
援

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

で
の

「
こ

ん
な

も
の

あ
っ

た
ら

い
い

な
」
と

い
う

題
で

話
し

合
い

を
し

た
の

で
す

が
、

そ
の

中
で

出
た

意
見

を
2

つ
提

示
さ

せ
て

頂
き

ま
す

。

1
、
意

思
表

示
が

出
来

ず
、
感

情
が

な
か

な
か

読
み

取
れ

な
い

利
用

者
さ

ん
に

つ
い

て
、

快
・
不

快
な

ど
詳

し
く

で
な

く
て

も
い

い
か

ら
わ

か
る

製
品

が
欲

し
い

。
介

助
方

法
や

生
活

の
過

ご
し

方
の

参
考

に
な

る
と

思
う

。
犬

を
対

象
と

し
た

商
品

は
あ

る
よ

う
だ

が
人

で
は

難
し

い
か

。

2
、
ア

レ
ク

サ
ー

や
S

ir
iな

ど
音

声
で

操
作

で
き

る
も

の
が

増
え

て
き

た
が

、
構

音
障

害
や

声
量

の
問

題
で

使
用

が
難

し
い

方
が

多
い

。
そ

の
人

の
発

声
の

特
徴

を
予

め
登

録
し

て
認

識
し

や
す

く
す

る
よ

う
な

も
の

は
な

い
か

。

以
上

、
も

し
情

報
を

お
持

ち
の

方
が

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
し

た
ら

教
え

て
い

た
だ

け
れ

ば
と

思
い

ま
す

。
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0

2
0

2
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新
製

品
・
技

術
場

面
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
衣

服
開

発
メ

ー
カ

ー
レ

ッ
グ

ウ
ォ

ー
マ

ー
の

販
売

を
始

め
ま

し
た

肢
体

不
自

由
者

衣
類

の
企

画
や

オ
ー

ダ
ー

を
承

っ
て

い
る

、
s
tu

d
io

 f
u

k
u

で
す

。
こ

の
度

、
車

い
す

で
過

ご
す

時
間

が
長

い
方

向
け

に
、
レ

ッ
グ

ウ
ォ

ー
マ

ー
の

販
売

を
始

め
ま

し
た

。

電
動

車
い

す
で

過
ご

さ
れ

て
い

る
か

ら
、
「
冬

に
出

か
け

る
と

、
足

首
や

ふ
く

ら
は

ぎ
が

と
て

も
冷

え
る

」
と

ご
相

談
を

受
け

た
の

が
き

っ
か

け
で

す
。

オ
ー

ダ
ー

で
お

納
め

し
た

と
こ

ろ
、
と

て
も

暖
か

い
と

喜
ん

で
い

た
だ

き
、
よ

り
シ

ン
プ

ル
に

使
い

や
す

い
形

で
製

品
化

い
た

し
ま

し
た

。

　
・
膝

下
か

ら
足

首
ま

で
を

包
む

長
さ

で
、
ブ

ー
ツ

を
履

い
て

い
る

よ
う

な
デ

ザ
イ

ン
で

す
。

　
・
表

地
は

風
を

通
し

に
く

い
合

皮
、
裏

地
は

暖
か

い
厚

手
の

ウ
ー

ル
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

　
・
ご

自
身

や
介

助
す

る
方

が
簡

単
に

着
脱

で
き

る
よ

う
、
面

フ
ァ

ス
ナ

ー
を

つ
け

ま
し

た
。

す
で

に
ご

利
用

さ
れ

た
方

か
ら

「
ぽ

か
ぽ

か
で

す
」
と

ま
だ

ま
だ

寒
い

日
が

続
き

ま
す

。
皆

様
の

お
役

に
立

て
れ

ば
幸

い
で

す
。

既
製

品
は

こ
ち
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で
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ご
自

身
や

ご
家

族
が

手
作

り
さ

れ
る

場
合

は
こ

ち
ら

（
パ

タ
ー
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を

販
売

し
て

い
ま

す
）
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ご
希

望
の

デ
ザ

イ
ン

や
色

で
オ

ー
ダ

ー
を

承
る

こ
と

も
で

き
ま

す
。
お

気
軽

に
お

問
い

合
わ

せ
く

だ
さ

い
。

　
k
a
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5
1

2
0

2
1

新
製

品
・
技

術
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

床
頭

台
、
P

C
デ

ス
ク

、
テ

レ
ビ

台

開
発

メ
ー

カ
ー

床
頭

台
仕

様
の

大
型

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

ス
タ

ン
ド

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 聴

覚
障

害
者

 言
語

障
害

者
 高

齢
者

病
院

や
介

護
施

設
等

で
使

用
さ

れ
る

床
頭

台
に

、
大

型
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
を

取
付

ら
れ

る
よ

う
強

度
や

重
量

バ
ラ

ン
ス

を
確

保
し

ま
し

た
（
特

許
出

願
中

）
。

タ
ブ

レ
ッ

ト
や

ノ
ー

ト
パ

ソ
コ

ン
の

画
面

が
小

さ
い

、
設

置
・
固

定
が

難
し

い
、
電

源
コ

ー
ド

や
ケ

ー
ブ

ル
が

増
え

て
足

元
の

安
全

を
確

保
で

き
な

い
と

い
っ

た
課

題
を

解
消

し
ま

す
。

電
源

コ
ン

セ
ン

ト
（
外

装
：
U

S
B

x
2

＋
コ

ン
セ

ン
ト

x
1
、
内

装
：
コ

ン
セ

ン
ト

x
6

）
を

装
備

し
て

お
り

、
様

々
な

周
辺

機
器

、
電

子
機

器
を

利
用

、
収

容
で

き
ま

す
。

利
用

例
と

し
て

、
ポ

ー
タ

ブ
ル

電
源

を
使

う
こ

と
で

壁
コ

ン
セ

ン
ト

か
ら

の
電

源
供

給
が

不
要

と
な

り
、
ベ

ッ
ド

サ
イ

ド
等

へ
自

由
に

移
動

し
て

デ
ス

ク
ト

ッ
プ

パ
ソ

コ
ン

を
大

型
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
で

利
用

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

下
段

の
扉

、
棚

板
の

取
り

外
し

が
で

き
る

の
で

、
床

頭
台

と
し

て
の

一
般

的
な

利
用

や
小

型
冷

蔵
庫

を
収

容
す

る
こ

と
も

可
能

で
す

。
注

文
製

作
の

た
め

、
色

や
木

目
、
サ

イ
ズ

等
の

仕
様

を
自

由
に

ご
指

定
い

た
だ

け
ま

す
。

※
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
ア

ー
ム

や
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
、
電

源
等

の
機

器
類

は
、
本

床
頭

台
に

含
み

ま
せ

ん
。
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5
2

2
0

2
1

新
製

品
・
技

術
屋

外
の

移
動

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

靴
を

履
く

時
個

人
シ

ュ
ー

ス
ル

ー
と

言
う

靴
に

付
け

る
靴

ベ
ラ

を
発

明
し

ま
し

た

高
齢

者
 児

童
 共

用
品

靴
に

付
け

る
靴

ベ
ラ

を
発

明
し

ま
し

た
、
開

発
の

キ
ッ

カ
ケ

は
知

り
合

い
の

介
護

士
が

介
護

を
す

る
方

の
靴

を
自

分
の

指
を

使
っ

て
履

か
せ

る
事

が
良

く
あ

る
と

聞
い

た
事

か
ら

で
す

、
自

分
達

も
良

く
す

る
事

だ
と

思
い

ま
す

が
、
今

こ
の

コ
ロ

ナ
の

時
代

非
接

し
よ

く
が

求
め

ら
れ

る
時

、
人

の
靴

を
自

分
の

指
を

使
っ

て
履

か
せ

る
事

は
良

い
と

は
思

い
ま

せ
ん

よ
ね

、
こ

れ
は

重
度

の
方

用
で

は
有

り
ま

せ
ん

が
、
お

年
寄

り
や

ま
だ

靴
を

上
手

に
履

け
な

い
年

少
の

子
供

達
、
一

般
の

健
常

者
も

職
種

に
よ

っ
て

は
利

用
し

て
貰

え
る

と
思

い
ま

す
た

と
え

ば
（
例

え
ば

引
越

し
業

者
）
な

ど
幅

広
い

利
用

者
が

い
る

と
思

わ
れ

ま
す

、
こ

れ
を

何
と

か
世

に
出

し
た

い
と

思
っ

て
い

ま
す

が
、
個

人
の

力
で

は
力

不
足

で
中

々
前

に
進

ん
で

行
か

な
い

の
で

、
こ

の
シ

ュ
ー

ス
ル

ー
に

興
味

が
あ

る
方

が
い

ま
し

た
ら

、
お

力
を

貸
し

て
頂

き
た

い
と

思
っ

て
投

稿
致

し
ま

し
た

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

5
3

2
0

2
1

新
製

品
・
技

術
そ

の
他

(場
面

)歩
行

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

足
底

支
持

具
福

祉
医

療
施

設
リ

ハ
ビ

リ
用

部
品

の
認

定
に

向
け

た
、
足

底
支

持
具

の
開

発

そ
の

他
(屈

指
症

)
事

務
局

よ
り

入
力

を
代

行
い

た
し

ま
す

。

屈
指

症
は

、
脳

卒
中

や
脳

性
麻

痺
、
脊

椎
損

傷
に

よ
る

半
身

麻
痺

や
足

に
合

わ
な

い
靴

を
履

く
こ

と
に

よ
っ

て
発

症
し

ま
す

。
そ

う
い

っ
た

屈
指

症
に

よ
る

痛
み

で
困

っ
て

い
る

人
を

元
気

に
し

た
い

と
思

う
気

持
ち

で
製

品
の

開
発

を
決

意
し

ま
し

た
。

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

内
容

】
足

底
支

持
具

は
、
足

の
指

が
曲

が
っ

た
状

態
を

補
正

す
る

こ
と

を
目

的
に

開
発

し
て

い
る

器
具

で
す

。
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

の
ア

プ
リ

で
撮

影
し

た
足

の
画

像
を

ソ
フ

ト
で

解
析

し
、
C

A
D

ソ
フ

ト
で

設
計

し
た

後
、
3

D
プ

リ
ン

タ
ー

で
製

作
し

ま
す

。
現

在
、
足

底
支

持
具

は
開

発
の

最
終

段
階

に
あ

り
、
医

療
機

器
と

し
て

の
承

認
を

目
指

し
て

い
ま

す
。

ま
た

、
広

く
リ

ハ
ビ

リ
の

現
場

で
活

用
し

て
い

た
だ

く
た

め
、
リ

ハ
ビ

リ
用

部
品

の
申

請
の

準
備

を
進

め
て

い
ま

す
。

た
だ

、
申

請
の

際
に

は
医

療
機

関
に

お
け

る
様

々
な

テ
ス

ト
が

必
要

で
す

。
医

療
機

関
で

テ
ス

ト
を

す
る

た
め

、
ク

ラ
ウ

ド
フ

ァ
ン

デ
ィ

ン
グ

に
チ

ャ
レ

ン
ジ

し
ま

す
。

詳
し

く
は

下
記

（
別

サ
イ

ト
に

移
行

し
ま

す
）
を

ご
参

照
く

だ
さ

い
。

R
E

A
D

Y
　
F
O

R
h

tt
p

s
:/

/r
e

a
d

y
fo

r.
jp

/p
ro

je
c
ts

/
8

8
0

3
4

終
了

日
：
5

月
 8

日
2

3
時

5
4

2
0

2
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
就

労
福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
福

祉
専

門
職

障
害

者
に

よ
る

障
害

者
支

援
に

つ
い

て
利

用
対

象
等

全
般

元
々

、
介

護
職

と
し

て
福

祉
業

界
に

関
わ

っ
て

お
り

神
経

難
病

を
患

い
四

肢
麻

痺
の

障
害

を
負

い
ま

し
た

。
そ

の
な

か
で

健
常

者
と

障
害

者
の

福
祉

用
具

に
対

す
る

認
識

に
ギ

ャ
ッ

プ
を

感
じ

ま
し

た
。

屋
内

で
の

手
す

り
の

素
材

や
設

置
場

所
な

ど
住

宅
改

修
・
改

造
か

ら
杖

先
ゴ

ム
な

ど
細

か
い

も
の

ま
で

、
健

常
者

の
時

に
便

利
だ

と
思

っ
て

勧
め

て
い

た
も

の
が

実
は

ご
利

用
者

に
と

っ
て

は
逆

効
果

だ
っ

た
か

も
し

れ
な

い
な

ど
、

色
々

と
考

え
て

し
ま

い
ま

す
。

健
常

者
の

方
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

は
確

か
に

ご
利

用
者

の
状

態
、
家

の
構

造
、
過

去
の

事
例

な
ど

か
ら

あ
る

程
度

寄
り

添
う

こ
と

は
で

き
ま

す
。

し
か

し
そ

れ
は

情
報

で
あ

っ
て

本
当

の
意

味
で

理
解

出
来

て
い

な
い

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

障
害

者
だ

か
ら

こ
そ

分
か

る
不

便
さ

や
福

祉
用

具
の

利
点

も
あ

る
と

思
う

の
で

す
が

、
こ

う
い

っ
た

考
え

を
仕

事
に

活
か

し
て

い
き

た
い

と
思

っ
て

も
福

祉
用

具
専

門
相

談
員

の
障

害
者

雇
用

が
地

方
で

は
ほ

と
ん

ど
あ

り
ま

せ
ん

。
正

社
員

で
な

く
て

も
非

正
規

雇
用

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
職

員
な

ど
で

働
け

る
よ

う
な

職
場

環
境

を
作

っ
て

欲
し

い
で

す
。

5
5

2
0

2
0

新
製

品
・
技

術
ベ

ッ
ド

か
ら

の
立

ち
上

が
り

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

移
乗

開
発

メ
ー

カ
ー

自
立

起
立

補
助

具
「
ラ

・
ク

リ
ッ

プ
」

肢
体

不
自

由
者

介
助

者
「
お

世
話

型
介

護
か

ら
自

立
支

援
介

護
へ

」
ラ

・
ク

リ
ッ

プ
は

日
常

生
活

動
作

を
介

助
無

し
で

自
分

の
力

で
可

能
に

す
る

こ
と

を
目

標
に

開
発

し
た

新
発

想
の

補
助

具
で

す
。

介
護

さ
れ

る
側

も
介

助
す

る
側

も
大

き
な

負
担

と
な

っ
て

い
た

ベ
ッ

ド
か

ら
の

起
立

、
車

椅
子

へ
の

移
乗

が
要

介
護

者
の

「
引

く
力

」
を

利
用

し
て

容
易

に
立

ち
上

が
る

事
が

可
能

と
な

り
ま

し
た

。
「
も

う
疲

れ
さ

せ
な

い
！

要
介

護
者

も
介

助
者

も
」
　
ス

ト
レ

ス
の

原
因

が
少

し
で

も
減

り
、
平

穏
な

日
常

生
活

に
戻

る
事

を
願

っ
て

い
ま

す
。

5
6

2
0

2
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

車
い

す
 電

動
車

い
す

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

利
用

者
の

家
族

車
椅

子
に

つ
け

る
キ

ッ
ズ

ス
テ

ッ
プ

開
発

に
つ

い
て

肢
体

不
自

由
者

高
齢

者
 児

童
 介

助
者

 利
用

対
象

等
全

般

車
椅

子
背

後
に

子
ど

も
が

乗
る

こ
と

が
で

き
る

物
(キ

ッ
ズ

ス
テ

ッ
プ

、
ボ

ー
ド

、
ベ

ル
ト

)の
製

品
化

(商
品

化
)を

願
っ

て
い

ま
す

。
ど

ん
な

車
椅

子
に

も
取

り
付

け
ら

れ
る

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

で
、
車

椅
子

で
幼

子
を

連
れ

て
の

外
出

の
課

題
を

解
決

で
き

る
物

が
あ

れ
ば

と
私

と
家

族
の

経
験

か
ら

思
っ

て
お

り
ま

す
。

 ベ
ビ

ー
カ

ー
に

は
ベ

ビ
ー

カ
ー

ス
テ

ッ
プ

が
あ

り
ま

す
。
車

椅
子

用
の

キ
ッ

ズ
ス

テ
ッ

プ
は

無
い

(私
の

調
べ

た
範

囲
で

す
)た

め
、
我

が
家

は
車

椅
子

に
ベ

ビ
ー

カ
ー

ス
テ

ッ
プ

や
ベ

ル
ト

式
の

お
ん

ぶ
紐

商
品

を
取

り
付

け
て

試
し

て
い

ま
す

。
安

全
性

や
移

動
上

の
課

題
が

あ
り

ま
す

。
楽

に
移

動
で

き
る

物
の

手
立

て
が

あ
れ

ば
、
車

椅
子

利
用

者
も

付
き

添
い

者
も

子
ど

も
も

Ｑ
Ｏ

Ｌ
向

上
に

な
る

と
思

い
ま

す
。
緊

急
避

難
に

も
役

立
つ

の
で

は
と

考
え

ま
す

。
ご

意
見

い
た

だ
け

る
と

あ
り

が
た

い
で

す
。

5
7

2
0

2
0

新
製

品
・
技

術
そ

の
他

(場
面

)
入

浴
関

連
用

具
 そ

の
他

(福
祉

用
具

)
開

発
メ

ー
カ

ー
製

品
リ

コ
ー

ル
情

報
を

伝
え

る
の

に
活

用
可

能
な

ス
マ

ホ
ア

プ
リ

の
ご

紹
介

利
用

対
象

等
全

般
株

式
会

社
リ

コ
ジ

ェ
は

、
製

品
リ

コ
ー

ル
情

報
の

周
知

す
る

の
に

活
用

可
能

な
ス

マ
ホ

ア
プ

リ
の

リ
コ

ジ
ェ

を
公

開
し

て
い

ま
す

。
法

人
に

付
与

さ
れ

て
い

る
法

人
番

号
を

キ
ー

と
し

て
、
ア

プ
リ

の
利

用
者

に
リ

コ
ー

ル
情

報
を

プ
ッ

シ
ュ

通
知

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。
こ

の
ア

プ
リ

を
ベ

ー
ス

に
、
認

知
症

徘
徊

者
を

探
す

お
手

伝
い

に
活

用
可

能
な

ス
マ

ホ
ア

プ
リ

の
オ

レ
ン

ジ
リ

コ
ジ

ェ
の

バ
ー

ジ
ョ

ン
を

開
発

予
定

で
す

。
リ

コ
ジ

ェ
で

検
索

い
た

だ
く

と
ア

プ
リ

の
説

明
を

し
て

い
る

弊
社

の
サ

イ
ト

が
見

つ
か

り
ま

す
。

5
8

2
0

2
0

新
製

品
・
技

術
そ

の
他

(場
面

)脱
落

・
紛

失
防

止
補

聴
器

開
発

メ
ー

カ
ー

耳
掛

け
型

補
聴

器
の

、
脱

落
・
紛

失
防

止
ホ

ル
ダ

ー
が

で
き

ま
し

た
。

聴
覚

障
害

者
『
中

小
企

業
庁

の
も

の
づ

く
り

補
助

金
事

業
』
の

採
択

を
受

け
、
新

開
発

し
商

品
化

し
た

も
の

で
す

。
（
特

許
取

得
済

み
）

メ
ガ

ネ
を

掛
け

て
い

る
方

で
、
耳

掛
け

型
補

聴
器

や
人

工
内

耳
プ

ロ
セ

ッ
サ

ー
を

使
い

始
め

た
方

の
、
脱

落
・
紛

失
不

安
を

解
決

し
ま

す
。

特
徴

　
：
　
　
め

が
ね

を
外

し
た

い
時

、
補

聴
器

は
つ

け
た

ま
ま

で
、
簡

単
に

【
メ

ガ
ネ

だ
け

】
外

せ
ま

す
。

取
り

付
け

：
　
誰

で
も

取
り

付
け

は
で

き
ま

し
が

、
補

聴
器

販
売

店
に

ご
相

談
す

る
と

、
具

合
良

く
使

え
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
こ

の
チ

ラ
シ

を
持

っ
て

、
補

聴
器

販
売

店
に

ご
相

談
す

る
の

が
良

い
で

し
ょ

う
。

5
9

2
0

2
0

新
製

品
・
技

術
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

字
幕

、
人

手
不

足
開

発
メ

ー
カ

ー
ウ

ェ
ア

ラ
ブ

ル
型

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

モ
ニ

タ
ー

の
ご

紹
介

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 聴

覚
障

害
者

 介
助

者
 就

労
・
就

学

「
見

や
す

さ
」
と

「
か

け
心

地
」
の

良
い

ウ
ェ

ア
ラ

ブ
ル

型
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
モ

ニ
タ

ー
を

開
発

・
販

売
し

て
お

り
ま

す
。
視

力
矯

正
眼

鏡
の

上
か

ら
で

も
違

和
感

な
く

装
用

で
き

ま
す

。
H

D
M

I経
由

で
映

像
が

取
得

で
き

れ
ば

基
本

的
に

は
何

で
も

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

に
映

す
、
と

い
う

今
ま

で
の

福
祉

用
具

と
は

違
う

、
新

し
い

コ
ン

セ
プ

ト
の

商
品

で
す

。
ス

マ
ホ

や
パ

ソ
コ

ン
、
ビ

デ
オ

カ
メ

ラ
等

と
の

組
み

合
わ

せ
に

よ
り

、
様

々
な

使
い

方
が

可
能

で
す

。
例

え
ば

、
ス

マ
ホ

の
字

幕
ア

プ
リ

を
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
に

表
示

す
る

こ
と

で
、
舞

台
等

を
干

渉
し

な
が

ら
字

幕
も

読
め

ま
す

。
ビ

デ
オ

カ
メ

ラ
と

接
続

す
る

こ
と

で
、
見

づ
ら

い
遠

く
の

文
字

等
を

拡
大

し
て

目
の

前
に

投
影

し
ま

す
。
施

設
介

護
者

に
も

ご
利

用
い

た
だ

く
こ

と
で

、
人

手
不

足
改

善
の

手
助

け
と

し
て

の
ご

利
用

も
期

待
で

き
ま

す
。
更

な
る

ユ
ー

ス
ケ

ー
ス

の
ご

紹
介

も
別

途
可

能
で

す
の

で
、
ご

興
味

あ
り

ま
し

た
ら

ご
連

絡
く

だ
さ

い
。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

5
3

2
0

2
1

新
製

品
・
技

術
そ

の
他

(場
面

)歩
行

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

足
底

支
持

具
福

祉
医

療
施

設
リ

ハ
ビ

リ
用

部
品

の
認

定
に

向
け

た
、
足

底
支

持
具

の
開

発

そ
の

他
(屈

指
症

)
事

務
局

よ
り

入
力

を
代

行
い

た
し

ま
す

。

屈
指

症
は

、
脳

卒
中

や
脳

性
麻

痺
、
脊

椎
損

傷
に

よ
る

半
身

麻
痺

や
足

に
合

わ
な

い
靴

を
履

く
こ

と
に

よ
っ

て
発

症
し

ま
す

。
そ

う
い

っ
た

屈
指

症
に

よ
る

痛
み

で
困

っ
て

い
る

人
を

元
気

に
し

た
い

と
思

う
気

持
ち

で
製

品
の

開
発

を
決

意
し

ま
し

た
。

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

内
容

】
足

底
支

持
具

は
、
足

の
指

が
曲

が
っ

た
状

態
を

補
正

す
る

こ
と

を
目

的
に

開
発

し
て

い
る

器
具

で
す

。
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

の
ア

プ
リ

で
撮

影
し

た
足

の
画

像
を

ソ
フ

ト
で

解
析

し
、
C

A
D

ソ
フ

ト
で

設
計

し
た

後
、
3

D
プ

リ
ン

タ
ー

で
製

作
し

ま
す

。
現

在
、
足

底
支

持
具

は
開

発
の

最
終

段
階

に
あ

り
、
医

療
機

器
と

し
て

の
承

認
を

目
指

し
て

い
ま

す
。

ま
た

、
広

く
リ

ハ
ビ

リ
の

現
場

で
活

用
し

て
い

た
だ

く
た

め
、
リ

ハ
ビ

リ
用

部
品

の
申

請
の

準
備

を
進

め
て

い
ま

す
。

た
だ

、
申

請
の

際
に

は
医

療
機

関
に

お
け

る
様

々
な

テ
ス

ト
が

必
要

で
す

。
医

療
機

関
で

テ
ス

ト
を

す
る

た
め

、
ク

ラ
ウ

ド
フ

ァ
ン

デ
ィ

ン
グ

に
チ

ャ
レ

ン
ジ

し
ま

す
。

詳
し

く
は

下
記

（
別

サ
イ

ト
に

移
行

し
ま

す
）
を

ご
参

照
く

だ
さ

い
。

R
E

A
D

Y
　
F
O

R
h

tt
p

s
:/

/r
e

a
d

y
fo

r.
jp

/p
ro

je
c
ts

/
8

8
0

3
4

終
了

日
：
5

月
 8

日
2

3
時

5
4

2
0

2
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
就

労
福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
福

祉
専

門
職

障
害

者
に

よ
る

障
害

者
支

援
に

つ
い

て
利

用
対

象
等

全
般

元
々

、
介

護
職

と
し

て
福

祉
業

界
に

関
わ

っ
て

お
り

神
経

難
病

を
患

い
四

肢
麻

痺
の

障
害

を
負

い
ま

し
た

。
そ

の
な

か
で

健
常

者
と

障
害

者
の

福
祉

用
具

に
対

す
る

認
識

に
ギ

ャ
ッ

プ
を

感
じ

ま
し

た
。

屋
内

で
の

手
す

り
の

素
材

や
設

置
場

所
な

ど
住

宅
改

修
・
改

造
か

ら
杖

先
ゴ

ム
な

ど
細

か
い

も
の

ま
で

、
健

常
者

の
時

に
便

利
だ

と
思

っ
て

勧
め

て
い

た
も

の
が

実
は

ご
利

用
者

に
と

っ
て

は
逆

効
果

だ
っ

た
か

も
し

れ
な

い
な

ど
、

色
々

と
考

え
て

し
ま

い
ま

す
。

健
常

者
の

方
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

は
確

か
に

ご
利

用
者

の
状

態
、
家

の
構

造
、
過

去
の

事
例

な
ど

か
ら

あ
る

程
度

寄
り

添
う

こ
と

は
で

き
ま

す
。

し
か

し
そ

れ
は

情
報

で
あ

っ
て

本
当

の
意

味
で

理
解

出
来

て
い

な
い

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

障
害

者
だ

か
ら

こ
そ

分
か

る
不

便
さ

や
福

祉
用

具
の

利
点

も
あ

る
と

思
う

の
で

す
が

、
こ

う
い

っ
た

考
え

を
仕

事
に

活
か

し
て

い
き

た
い

と
思

っ
て

も
福

祉
用

具
専

門
相

談
員

の
障

害
者

雇
用

が
地

方
で

は
ほ

と
ん

ど
あ

り
ま

せ
ん

。
正

社
員

で
な

く
て

も
非

正
規

雇
用

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
職

員
な

ど
で

働
け

る
よ

う
な

職
場

環
境

を
作

っ
て

欲
し

い
で

す
。

5
5

2
0

2
0

新
製

品
・
技

術
ベ

ッ
ド

か
ら

の
立

ち
上

が
り

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

移
乗

開
発

メ
ー

カ
ー

自
立

起
立

補
助

具
「
ラ

・
ク

リ
ッ

プ
」

肢
体

不
自

由
者

介
助

者
「
お

世
話

型
介

護
か

ら
自

立
支

援
介

護
へ

」
ラ

・
ク

リ
ッ

プ
は

日
常

生
活

動
作

を
介

助
無

し
で

自
分

の
力

で
可

能
に

す
る

こ
と

を
目

標
に

開
発

し
た

新
発

想
の

補
助

具
で

す
。

介
護

さ
れ

る
側

も
介

助
す

る
側

も
大

き
な

負
担

と
な

っ
て

い
た

ベ
ッ

ド
か

ら
の

起
立

、
車

椅
子

へ
の

移
乗

が
要

介
護

者
の

「
引

く
力

」
を

利
用

し
て

容
易

に
立

ち
上

が
る

事
が

可
能

と
な

り
ま

し
た

。
「
も

う
疲

れ
さ

せ
な

い
！

要
介

護
者

も
介

助
者

も
」
　
ス

ト
レ

ス
の

原
因

が
少

し
で

も
減

り
、
平

穏
な

日
常

生
活

に
戻

る
事

を
願

っ
て

い
ま

す
。

5
6

2
0

2
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

車
い

す
 電

動
車

い
す

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

利
用

者
の

家
族

車
椅

子
に

つ
け

る
キ

ッ
ズ

ス
テ

ッ
プ

開
発

に
つ

い
て

肢
体

不
自

由
者

高
齢

者
 児

童
 介

助
者

 利
用

対
象

等
全

般

車
椅

子
背

後
に

子
ど

も
が

乗
る

こ
と

が
で

き
る

物
(キ

ッ
ズ

ス
テ

ッ
プ

、
ボ

ー
ド

、
ベ

ル
ト

)の
製

品
化

(商
品

化
)を

願
っ

て
い

ま
す

。
ど

ん
な

車
椅

子
に

も
取

り
付

け
ら

れ
る

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

で
、
車

椅
子

で
幼

子
を

連
れ

て
の

外
出

の
課

題
を

解
決

で
き

る
物

が
あ

れ
ば

と
私

と
家

族
の

経
験

か
ら

思
っ

て
お

り
ま

す
。

 ベ
ビ

ー
カ

ー
に

は
ベ

ビ
ー

カ
ー

ス
テ

ッ
プ

が
あ

り
ま

す
。
車

椅
子

用
の

キ
ッ

ズ
ス

テ
ッ

プ
は

無
い

(私
の

調
べ

た
範

囲
で

す
)た

め
、
我

が
家

は
車

椅
子

に
ベ

ビ
ー

カ
ー

ス
テ

ッ
プ

や
ベ

ル
ト

式
の

お
ん

ぶ
紐

商
品

を
取

り
付

け
て

試
し

て
い

ま
す

。
安

全
性

や
移

動
上

の
課

題
が

あ
り

ま
す

。
楽

に
移

動
で

き
る

物
の

手
立

て
が

あ
れ

ば
、
車

椅
子

利
用

者
も

付
き

添
い

者
も

子
ど

も
も

Ｑ
Ｏ

Ｌ
向

上
に

な
る

と
思

い
ま

す
。
緊

急
避

難
に

も
役

立
つ

の
で

は
と

考
え

ま
す

。
ご

意
見

い
た

だ
け

る
と

あ
り

が
た

い
で

す
。

5
7

2
0

2
0

新
製

品
・
技

術
そ

の
他

(場
面

)
入

浴
関

連
用

具
 そ

の
他

(福
祉

用
具

)
開

発
メ

ー
カ

ー
製

品
リ

コ
ー

ル
情

報
を

伝
え

る
の

に
活

用
可

能
な

ス
マ

ホ
ア

プ
リ

の
ご

紹
介

利
用

対
象

等
全

般
株

式
会

社
リ

コ
ジ

ェ
は

、
製

品
リ

コ
ー

ル
情

報
の

周
知

す
る

の
に

活
用

可
能

な
ス

マ
ホ

ア
プ

リ
の

リ
コ

ジ
ェ

を
公

開
し

て
い

ま
す

。
法

人
に

付
与

さ
れ

て
い

る
法

人
番

号
を

キ
ー

と
し

て
、
ア

プ
リ

の
利

用
者

に
リ

コ
ー

ル
情

報
を

プ
ッ

シ
ュ

通
知

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。
こ

の
ア

プ
リ

を
ベ

ー
ス

に
、
認

知
症

徘
徊

者
を

探
す

お
手

伝
い

に
活

用
可

能
な

ス
マ

ホ
ア

プ
リ

の
オ

レ
ン

ジ
リ

コ
ジ

ェ
の

バ
ー

ジ
ョ

ン
を

開
発

予
定

で
す

。
リ

コ
ジ

ェ
で

検
索

い
た

だ
く

と
ア

プ
リ

の
説

明
を

し
て

い
る

弊
社

の
サ

イ
ト

が
見

つ
か

り
ま

す
。

5
8

2
0

2
0

新
製

品
・
技

術
そ

の
他

(場
面

)脱
落

・
紛

失
防

止
補

聴
器

開
発

メ
ー

カ
ー

耳
掛

け
型

補
聴

器
の

、
脱

落
・
紛

失
防

止
ホ

ル
ダ

ー
が

で
き

ま
し

た
。

聴
覚

障
害

者
『
中

小
企

業
庁

の
も

の
づ

く
り

補
助

金
事

業
』
の

採
択

を
受

け
、
新

開
発

し
商

品
化

し
た

も
の

で
す

。
（
特

許
取

得
済

み
）

メ
ガ

ネ
を

掛
け

て
い

る
方

で
、
耳

掛
け

型
補

聴
器

や
人

工
内

耳
プ

ロ
セ

ッ
サ

ー
を

使
い

始
め

た
方

の
、
脱

落
・
紛

失
不

安
を

解
決

し
ま

す
。

特
徴

　
：
　
　
め

が
ね

を
外

し
た

い
時

、
補

聴
器

は
つ

け
た

ま
ま

で
、
簡

単
に

【
メ

ガ
ネ

だ
け

】
外

せ
ま

す
。

取
り

付
け

：
　
誰

で
も

取
り

付
け

は
で

き
ま

し
が

、
補

聴
器

販
売

店
に

ご
相

談
す

る
と

、
具

合
良

く
使

え
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
こ

の
チ

ラ
シ

を
持

っ
て

、
補

聴
器

販
売

店
に

ご
相

談
す

る
の

が
良

い
で

し
ょ

う
。

5
9

2
0

2
0

新
製

品
・
技

術
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

字
幕

、
人

手
不

足
開

発
メ

ー
カ

ー
ウ

ェ
ア

ラ
ブ

ル
型

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

モ
ニ

タ
ー

の
ご

紹
介

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 聴

覚
障

害
者

 介
助

者
 就

労
・
就

学

「
見

や
す

さ
」
と

「
か

け
心

地
」
の

良
い

ウ
ェ

ア
ラ

ブ
ル

型
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
モ

ニ
タ

ー
を

開
発

・
販

売
し

て
お

り
ま

す
。
視

力
矯

正
眼

鏡
の

上
か

ら
で

も
違

和
感

な
く

装
用

で
き

ま
す

。
H

D
M

I経
由

で
映

像
が

取
得

で
き

れ
ば

基
本

的
に

は
何

で
も

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

に
映

す
、
と

い
う

今
ま

で
の

福
祉

用
具

と
は

違
う

、
新

し
い

コ
ン

セ
プ

ト
の

商
品

で
す

。
ス

マ
ホ

や
パ

ソ
コ

ン
、
ビ

デ
オ

カ
メ

ラ
等

と
の

組
み

合
わ

せ
に

よ
り

、
様

々
な

使
い

方
が

可
能

で
す

。
例

え
ば

、
ス

マ
ホ

の
字

幕
ア

プ
リ

を
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
に

表
示

す
る

こ
と

で
、
舞

台
等

を
干

渉
し

な
が

ら
字

幕
も

読
め

ま
す

。
ビ

デ
オ

カ
メ

ラ
と

接
続

す
る

こ
と

で
、
見

づ
ら

い
遠

く
の

文
字

等
を

拡
大

し
て

目
の

前
に

投
影

し
ま

す
。
施

設
介

護
者

に
も

ご
利

用
い

た
だ

く
こ

と
で

、
人

手
不

足
改

善
の

手
助

け
と

し
て

の
ご

利
用

も
期

待
で

き
ま

す
。
更

な
る

ユ
ー

ス
ケ

ー
ス

の
ご

紹
介

も
別

途
可

能
で

す
の

で
、
ご

興
味

あ
り

ま
し

た
ら

ご
連

絡
く

だ
さ

い
。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

6
0

2
0

2
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

目
の

保
護

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

全
盲

の
方

の
目

を
保

護
す

る
メ

ガ
ネ

視
覚

障
害

者
 そ

の
他

視
覚

障
害

（
全

盲
）
の

方
が

路
上

を
歩

く
際

、
枝

や
目

の
高

さ
の

障
害

物
な

ど
か

ら
、
目

を
保

護
す

る
日

常
生

活
用

具
は

あ
る

の
で

し
ょ

う
か

。
医

療
用

の
保

護
メ

ガ
ネ

は
あ

る
み

た
い

で
す

。
ミ

ド
リ

安
全

（
株

）
H

P
　
→

　
 h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.m
id

o
ri

-m
e

d
p

ro
d

u
c
ts

.j
p

/
p

ro
d

u
c
t/

p
1
2

/

6
1

2
0

2
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

内
の

移
動

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

自
費

ベ
ッ

ド
供

給
事

業
者

自
費

対
応

用
1
ﾓ
ｰ
ﾀ
ｰ
ﾍ
ﾞ
ｯ

ﾄ
ﾞ
（
背

上
げ

）
高

齢
者

介
護

保
険

の
認

定
結

果
が

、
要

支
援

1
・
2

、
要

介
護

1
の

方
は

介
護

保
険

で
の

特
殊

寝
台

が
レ

ン
タ

ル
で

き
な

い
た

め
、
各

社
独

自
で

自
費

対
応

ベ
ッ

ド
の

展
開

を
さ

れ
て

い
る

か
と

思
い

ま
す

。
仮

に
家

具
調

タ
イ

プ
の

ベ
ッ

ド
を

提
供

す
る

場
合

、
外

フ
レ

ー
ム

タ
イ

プ
の

ベ
ッ

ド
が

殆
ど

の
た

め
、
ベ

ッ
ド

脇
に

よ
り

立
ち

座
り

動
作

が
安

定
す

る
据

え
置

き
タ

イ
プ

の
手

す
り

を
設

置
す

る
と

、
オ

プ
シ

ョ
ン

受
け

と
化

粧
版

の
分

だ
け

、
間

隔
が

空
い

て
し

ま
し

ま
す

。
家

具
調

ベ
ッ

ド
の

フ
レ

ー
ム

が
下

に
あ

れ
ば

、
よ

り
手

す
り

が
体

に
接

近
し

、
手

す
り

使
い

易
く

な
る

か
と

思
い

ま
す

。

6
2

2
0

2
0

新
製

品
・
技

術
屋

外
の

移
動

意
思

伝
達

装
置

 そ
の

他
(福

祉
用

具
)

個
人

小
島

式
運

転
補

助
装

置
『
ペ

ダ
ル

ア
シ

ス
ト

』
に

つ
い

て

肢
体

不
自

由
者

重
度

障
碍

者
自

ら
設

計
開

発
の

運
転

補
助

装
置

で
す

。
市

販
の

装
置

で
は

対
応

で
き

な
い

の
で

自
分

が
対

応
で

き
る

装
置

を
設

計
開

発
し

ま
し

た
。
現

在
全

て
の

車
は

ア
ク

セ
ル

ブ
レ

ー
キ

ペ
ダ

ル
は

左
右

の
踏

み
替

え
操

作
で

す
。
私

は
左

右
の

踏
み

替
え

の
動

き
が

障
害

で
出

来
ま

せ
ん

。
な

の
で

、
足

を
前

後
に

動
か

す
装

置
を

考
案

。
前

に
動

か
せ

ば
ブ

レ
ー

キ
。
そ

の
足

を
後

ろ
に

動
か

せ
ば

ア
ク

セ
ル

。
足

の
前

後
の

操
作

で
ア

ク
セ

ル
ブ

レ
ー

キ
。
人

の
緊

急
時

等
の

パ
ニ

ッ
ク

時
の

足
の

ツ
ッ

パ
リ

は
ブ

レ
ー

キ
入

力
。
踏

み
間

違
え

で
暴

走
は

皆
無

。
か

つ
、
常

に
足

が
ブ

レ
ー

キ
ペ

ダ
ル

に
接

し
て

い
る

の
で

、
空

走
距

離
激

減
。
ブ

レ
ー

キ
反

応
時

間
は

、
他

車
よ

り
は

る
か

に
少

な
く

安
全

で
す

。
重

度
障

害
の

方
や

高
齢

者
等

の
踏

み
間

違
え

防
止

に
有

効
な

装
置

で
す

。

6
3

2
0

2
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

電
動

車
い

す
福

祉
専

門
職

介
護

保
険

制
度

利
用

対
象

等
全

般
介

護
保

険
が

要
介

護
２

で
な

い
と

電
動

カ
ー

ト
が

使
用

で
き

ま
せ

ん
。
要

介
護

２
以

上
の

方
が

電
動

カ
ー

ト
で

屋
外

移
動

は
少

な
い

と
思

い
ま

す
。
要

支
援

1
・
2

要
介

護
１
の

方
が

自
立

し
て

の
屋

外
移

動
が

出
来

な
い

。

6
4

2
0

2
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
場

面
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
緊

急
通

報
装

置
障

害
者

団
体

就
寝

中
の

聴
覚

障
害

者
に

警
報

伝
達

す
る

ア
プ

リ

聴
覚

障
害

者
 盲

ろ
う

者
聴

覚
障

害
者

は
就

寝
中

、
補

聴
器

類
を

は
ず

し
て

寝
て

い
ま

す
。

そ
の

状
態

で
災

害
等

が
発

生
、
避

難
行

動
等

が
必

要
に

な
っ

て
も

、
音

声
の

警
報

で
は

気
が

付
か

な
い

可
能

性
が

高
い

で
す

。
昨

年
の

台
風

1
9

号
で

も
、
逃

げ
遅

れ
る

こ
と

が
生

命
や

財
産

に
影

響
、
亡

く
な

ら
れ

た
方

も
い

ま
す

。

睡
眠

中
に

伝
え

る
に

は
、
振

動
式

の
デ

バ
イ

ス
が

最
も

有
効

だ
と

思
っ

て
い

ま
す

。
1
0

0
％

確
実

で
は

あ
り

ま
せ

ん
が

。
ア

ッ
プ

ル
ウ

ォ
ッ

チ
的

な
、
す

で
に

市
販

さ
れ

て
い

る
腕

時
計

型
の

端
末

が
受

信
端

末
の

候
補

と
し

て
考

え
ら

れ
ま

す
。

ス
マ

ホ
上

で
気

象
警

報
な

ど
を

受
信

し
た

ら
、
情

報
を

選
択

し
、
こ

れ
ら

の
端

末
に

通
知

す
る

ア
プ

リ
が

あ
れ

ば
と

思
い

ま
す

。
寝

て
い

て
も

振
動

で
気

づ
く

可
能

性
が

高
ま

り
ま

す
。

も
ち

ろ
ん

情
報

を
選

択
し

て
受

信
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

い
れ

ば
、
起

床
時

に
も

役
立

つ
は

ず
で

す
。

6
5

2
0

2
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
衣

服
の

着
脱

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

利
用

者
の

家
族

衣
服

知
的

障
害

者
 発

達
障

害
者

私
の

子
供

は
ダ

ウ
ン

症
で

重
度

知
的

障
害

児
で

す
。
洋

服
の

前
後

や
裏

表
な

ど
の

理
解

が
で

き
ま

せ
ん

。
下

着
な

ど
も

含
め

、
前

後
、
裏

表
の

区
別

が
な

い
衣

服
が

あ
れ

ば
い

い
な

ぁ
、
と

思
い

ま
す

。
製

品
の

開
発

、
ど

う
か

宜
し

く
お

願
い

致
し

ま
す

。

6
6

2
0

2
0

新
製

品
・
技

術
訓

練
車

い
す

 電
動

車
い

す
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
運

動
装

置

利
用

者
車

い
す

ユ
ー

ザ
ー

、
下

肢
麻

痺
者

の
疼

痛
緩

和
の

た
め

の
受

動
的

運
動

装
置

の
開

発

肢
体

不
自

由
者

利
用

対
象

等
全

般
頸

髄
損

傷
に

よ
る

四
肢

麻
痺

者
で

す
。
受

傷
以

来
、
臀

部
か

ら
つ

ま
先

ま
で

の
強

烈
な

痛
み

に
悩

ん
だ

末
、
「
動

か
す

」
こ

と
に

よ
り

痛
み

が
緩

和
す

る
こ

と
に

気
づ

き
友

人
の

協
力

の
も

と
「
足

関
節

受
動

運
動

装
置

」
を

独
自

に
開

発
し

ま
し

た
。
車

い
す

で
の

移
動

中
で

も
運

動
で

き
る

車
い

す
搭

載
可

能
な

コ
ン

パ
ク

ト
タ

イ
プ

と
足

首
、
膝

、
股

関
節

を
回

転
運

動
で

き
る

据
え

置
き

タ
イ

プ
の

2
機

種
が

あ
り

ま
す

。
開

発
以

来
1
0

年
以

上
、
毎

日
1
2

時
間

ほ
ど

使
用

を
続

け
て

お
り

、
主

観
で

す
が

疼
痛

と
痙

性
が

8
割

ほ
ど

減
少

し
ま

し
た

。
ま

た
、
皮

膚
の

状
態

や
関

節
可

動
域

な
ど

も
良

好
な

状
態

を
保

っ
て

お
り

ま
す

。
小

さ
な

モ
ー

タ
ー

ひ
と

つ
に

よ
る

ゆ
っ

く
り

な
回

転
運

動
に

よ
っ

て
無

理
な

く
長

時
間

の
運

動
が

可
能

で
す

。
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6
7

2
0

2
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
移

乗
特

殊
寝

台
利

用
者

の
家

族
介

護
ベ

ッ
ド

の
サ

イ
ド

レ
ー

ル
に

つ
い

て
高

齢
者

退
院

し
て

介
護

ベ
ッ

ド
を

使
い

始
め

た
の

で
す

が
移

乗
し

た
り

す
る

際
に

サ
イ

ド
レ

ー
ル

が
邪

魔
に

な
り

毎
回

取
り

外
し

て
利

用
し

て
い

ま
す

が
意

外
と

取
り

外
す

動
作

が
負

担
に

な
っ

て
い

ま
す

。
病

院
な

ど
に

あ
る

付
け

た
ま

ま
で

斜
め

に
倒

れ
て

平
に

な
る

よ
う

な
サ

イ
ド

レ
ー

ル
は

介
護

の
在

宅
用

で
は

利
用

が
で

き
な

い
も

の
か

と
思

い
ま

す
。
業

者
さ

ん
に

尋
ね

て
も

い
ま

の
所

在
宅

用
で

は
な

い
と

の
事

で
し

た
。
今

後
在

宅
介

護
の

負
担

軽
減

の
為

に
も

利
用

で
き

る
よ

う
に

は
な

ら
な

い
の

で
し

ょ
う

か

6
8

2
0

2
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

緊
急

通
報

装
置

利
用

者
施

設
・
交

通
機

関
で

の
助

力
依

頼
用

Q
R

コ
ー

ド
活

用
に

つ
い

て

肢
体

不
自

由
者

聴
覚

障
害

者
聴

覚
障

害
者

で
す

。
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

拡
大

防
止

の
観

点
で

、
今

春
か

ら
ソ

ー
シ

ャ
ル

デ
ィ

ス
タ

ン
ス

が
言

わ
れ

て
い

ま
す

。
人

と
の

接
触

機
会

が
減

る
こ

と
が

、
障

害
者

が
困

っ
た

と
き

に
サ

ポ
ー

ト
を

受
け

に
く

く
な

る
こ

と
に

つ
な

が
ら

な
い

か
、
懸

念
し

て
い

ま
す

。

人
や

設
備

の
な

い
と

こ
ろ

で
も

、
Q

R
コ

ー
ド

が
あ

れ
ば

必
要

な
と

こ
ろ

に
緊

急
通

報
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

い
る

と
安

心
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
一

例
で

す
が

、
鉄

道
の

無
人

駅
で

、
次

の
よ

う
な

目
的

で
緊

急
に

連
絡

を
取

り
た

い
場

合
。

1
）
駅

員
と

文
字

チ
ャ

ッ
ト

で
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
取

り
た

い
と

き
2

）
犯

罪
が

起
き

た
と

き
3

）
事

故
が

起
き

た
と

き
な

ど
、
緊

急
性

や
内

容
に

応
じ

て
別

々
な

Q
R

コ
ー

ド
を

用
意

す
る

方
法

で
あ

れ
ば

、
安

価
に

対
応

手
段

を
用

意
で

き
る

の
で

は
な

い
か

と
思

い
ま

し
た

。
聴

覚
障

害
者

以
外

に
も

役
立

つ
の

で
は

。

高
速

道
路

の
非

常
電

話
に

あ
る

、
「
会

話
の

不
自

由
な

方
向

け
ボ

タ
ン

」
の

「
Q

R
コ

ー
ド

版
」
の

イ
メ

ー
ジ

で
す

。
Q

R
コ

ー
ド

の
プ

レ
ー

ト
等

を
用

意
す

る
だ

け
で

、
電

気
工

事
等

不
要

で
安

価
に

用
意

可
能

で
す

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

6
0

2
0

2
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

目
の

保
護

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

全
盲

の
方

の
目

を
保

護
す

る
メ

ガ
ネ

視
覚

障
害

者
 そ

の
他

視
覚

障
害

（
全

盲
）
の

方
が

路
上

を
歩

く
際

、
枝

や
目

の
高

さ
の

障
害

物
な

ど
か

ら
、
目

を
保

護
す

る
日

常
生

活
用

具
は

あ
る

の
で

し
ょ

う
か

。
医

療
用

の
保

護
メ

ガ
ネ

は
あ

る
み

た
い

で
す

。
ミ

ド
リ

安
全

（
株

）
H

P
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d
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/

6
1

2
0

2
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

内
の

移
動

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

自
費

ベ
ッ

ド
供

給
事

業
者

自
費

対
応

用
1
ﾓ
ｰ
ﾀ
ｰ
ﾍ
ﾞ
ｯ

ﾄ
ﾞ
（
背

上
げ

）
高

齢
者

介
護

保
険

の
認

定
結

果
が

、
要

支
援

1
・
2

、
要

介
護

1
の

方
は

介
護

保
険

で
の

特
殊

寝
台

が
レ

ン
タ

ル
で

き
な

い
た

め
、
各

社
独

自
で

自
費

対
応

ベ
ッ

ド
の

展
開

を
さ

れ
て

い
る

か
と

思
い

ま
す

。
仮

に
家

具
調

タ
イ

プ
の

ベ
ッ

ド
を

提
供

す
る

場
合

、
外

フ
レ

ー
ム

タ
イ

プ
の

ベ
ッ

ド
が

殆
ど

の
た

め
、
ベ

ッ
ド

脇
に

よ
り

立
ち

座
り

動
作

が
安

定
す

る
据

え
置

き
タ

イ
プ

の
手

す
り

を
設

置
す

る
と

、
オ

プ
シ

ョ
ン

受
け

と
化

粧
版

の
分

だ
け

、
間

隔
が

空
い

て
し

ま
し

ま
す

。
家

具
調

ベ
ッ

ド
の

フ
レ

ー
ム

が
下

に
あ

れ
ば

、
よ

り
手

す
り

が
体

に
接

近
し

、
手

す
り

使
い

易
く

な
る

か
と

思
い

ま
す

。

6
2

2
0

2
0

新
製

品
・
技

術
屋

外
の

移
動

意
思

伝
達

装
置

 そ
の

他
(福

祉
用

具
)

個
人

小
島

式
運

転
補

助
装

置
『
ペ

ダ
ル

ア
シ

ス
ト

』
に

つ
い

て

肢
体

不
自

由
者

重
度

障
碍

者
自

ら
設

計
開

発
の

運
転

補
助

装
置

で
す

。
市

販
の

装
置

で
は

対
応

で
き

な
い

の
で

自
分

が
対

応
で

き
る

装
置

を
設

計
開

発
し

ま
し

た
。
現

在
全

て
の

車
は

ア
ク

セ
ル

ブ
レ

ー
キ

ペ
ダ

ル
は

左
右

の
踏

み
替

え
操

作
で

す
。
私

は
左

右
の

踏
み

替
え

の
動

き
が

障
害

で
出

来
ま

せ
ん

。
な

の
で

、
足

を
前

後
に

動
か

す
装

置
を

考
案

。
前

に
動

か
せ

ば
ブ

レ
ー

キ
。
そ

の
足

を
後

ろ
に

動
か

せ
ば

ア
ク

セ
ル

。
足

の
前

後
の

操
作

で
ア

ク
セ

ル
ブ

レ
ー

キ
。
人

の
緊

急
時

等
の

パ
ニ

ッ
ク

時
の

足
の

ツ
ッ

パ
リ

は
ブ

レ
ー

キ
入

力
。
踏

み
間

違
え

で
暴

走
は

皆
無

。
か

つ
、
常

に
足

が
ブ

レ
ー

キ
ペ

ダ
ル

に
接

し
て

い
る

の
で

、
空

走
距

離
激

減
。
ブ

レ
ー

キ
反

応
時

間
は

、
他

車
よ

り
は

る
か

に
少

な
く

安
全

で
す

。
重

度
障

害
の

方
や

高
齢

者
等

の
踏

み
間

違
え

防
止

に
有

効
な

装
置

で
す

。

6
3

2
0

2
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

電
動

車
い

す
福

祉
専

門
職

介
護

保
険

制
度

利
用

対
象

等
全

般
介

護
保

険
が

要
介

護
２

で
な

い
と

電
動

カ
ー

ト
が

使
用

で
き

ま
せ

ん
。
要

介
護

２
以

上
の

方
が

電
動

カ
ー

ト
で

屋
外

移
動

は
少

な
い

と
思

い
ま

す
。
要

支
援

1
・
2

要
介

護
１
の

方
が

自
立

し
て

の
屋

外
移

動
が

出
来

な
い

。

6
4

2
0

2
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
場

面
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
緊

急
通

報
装

置
障

害
者

団
体

就
寝

中
の

聴
覚

障
害

者
に

警
報

伝
達

す
る

ア
プ

リ

聴
覚

障
害

者
 盲

ろ
う

者
聴

覚
障

害
者

は
就

寝
中

、
補

聴
器

類
を

は
ず

し
て

寝
て

い
ま

す
。

そ
の

状
態

で
災

害
等

が
発

生
、
避

難
行

動
等

が
必

要
に

な
っ

て
も

、
音

声
の

警
報

で
は

気
が

付
か

な
い

可
能

性
が

高
い

で
す

。
昨

年
の

台
風

1
9

号
で

も
、
逃

げ
遅

れ
る

こ
と

が
生

命
や

財
産

に
影

響
、
亡

く
な

ら
れ

た
方

も
い

ま
す

。

睡
眠

中
に

伝
え

る
に

は
、
振

動
式

の
デ

バ
イ

ス
が

最
も

有
効

だ
と

思
っ

て
い

ま
す

。
1
0

0
％

確
実

で
は

あ
り

ま
せ

ん
が

。
ア

ッ
プ

ル
ウ

ォ
ッ

チ
的

な
、
す

で
に

市
販

さ
れ

て
い

る
腕

時
計

型
の

端
末

が
受

信
端

末
の

候
補

と
し

て
考

え
ら

れ
ま

す
。

ス
マ

ホ
上

で
気

象
警

報
な

ど
を

受
信

し
た

ら
、
情

報
を

選
択

し
、
こ

れ
ら

の
端

末
に

通
知

す
る

ア
プ

リ
が

あ
れ

ば
と

思
い

ま
す

。
寝

て
い

て
も

振
動

で
気

づ
く

可
能

性
が

高
ま

り
ま

す
。

も
ち

ろ
ん

情
報

を
選

択
し

て
受

信
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

い
れ

ば
、
起

床
時

に
も

役
立

つ
は

ず
で

す
。

6
5

2
0

2
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
衣

服
の

着
脱

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

利
用

者
の

家
族

衣
服

知
的

障
害

者
 発

達
障

害
者

私
の

子
供

は
ダ

ウ
ン

症
で

重
度

知
的

障
害

児
で

す
。
洋

服
の

前
後

や
裏

表
な

ど
の

理
解

が
で

き
ま

せ
ん

。
下

着
な

ど
も

含
め

、
前

後
、
裏

表
の

区
別

が
な

い
衣

服
が

あ
れ

ば
い

い
な

ぁ
、
と

思
い

ま
す

。
製

品
の

開
発

、
ど

う
か

宜
し

く
お

願
い

致
し

ま
す

。

6
6

2
0

2
0

新
製

品
・
技

術
訓

練
車

い
す

 電
動

車
い

す
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
運

動
装

置

利
用

者
車

い
す

ユ
ー

ザ
ー

、
下

肢
麻

痺
者

の
疼

痛
緩

和
の

た
め

の
受

動
的

運
動

装
置

の
開

発

肢
体

不
自

由
者

利
用

対
象

等
全

般
頸

髄
損

傷
に

よ
る

四
肢

麻
痺

者
で

す
。
受

傷
以

来
、
臀

部
か

ら
つ

ま
先

ま
で

の
強

烈
な

痛
み

に
悩

ん
だ

末
、
「
動

か
す

」
こ

と
に

よ
り

痛
み

が
緩

和
す

る
こ

と
に

気
づ

き
友

人
の

協
力

の
も

と
「
足

関
節

受
動

運
動

装
置

」
を

独
自

に
開

発
し

ま
し

た
。
車

い
す

で
の

移
動

中
で

も
運

動
で

き
る

車
い

す
搭

載
可

能
な

コ
ン

パ
ク

ト
タ

イ
プ

と
足

首
、
膝

、
股

関
節

を
回

転
運

動
で

き
る

据
え

置
き

タ
イ

プ
の

2
機

種
が

あ
り

ま
す

。
開

発
以

来
1
0

年
以

上
、
毎

日
1
2

時
間

ほ
ど

使
用

を
続

け
て

お
り

、
主

観
で

す
が

疼
痛

と
痙

性
が

8
割

ほ
ど

減
少

し
ま

し
た

。
ま

た
、
皮

膚
の

状
態

や
関

節
可

動
域

な
ど

も
良

好
な

状
態

を
保

っ
て

お
り

ま
す

。
小

さ
な

モ
ー

タ
ー

ひ
と

つ
に

よ
る

ゆ
っ

く
り

な
回

転
運

動
に

よ
っ

て
無

理
な

く
長

時
間

の
運

動
が

可
能

で
す

。
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6
7

2
0

2
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
移

乗
特

殊
寝

台
利

用
者

の
家

族
介

護
ベ

ッ
ド

の
サ

イ
ド

レ
ー

ル
に

つ
い

て
高

齢
者

退
院

し
て

介
護

ベ
ッ

ド
を

使
い

始
め

た
の

で
す

が
移

乗
し

た
り

す
る

際
に

サ
イ

ド
レ

ー
ル

が
邪

魔
に

な
り

毎
回

取
り

外
し

て
利

用
し

て
い

ま
す

が
意

外
と

取
り

外
す

動
作

が
負

担
に

な
っ

て
い

ま
す

。
病

院
な

ど
に

あ
る

付
け

た
ま

ま
で

斜
め

に
倒

れ
て

平
に

な
る

よ
う

な
サ

イ
ド

レ
ー

ル
は

介
護

の
在

宅
用

で
は

利
用

が
で

き
な

い
も

の
か

と
思

い
ま

す
。
業

者
さ

ん
に

尋
ね

て
も

い
ま

の
所

在
宅

用
で

は
な

い
と

の
事

で
し

た
。
今

後
在

宅
介

護
の

負
担

軽
減

の
為

に
も

利
用

で
き

る
よ

う
に

は
な

ら
な

い
の

で
し

ょ
う

か

6
8

2
0

2
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

緊
急

通
報

装
置

利
用

者
施

設
・
交

通
機

関
で

の
助

力
依

頼
用

Q
R

コ
ー

ド
活

用
に

つ
い

て

肢
体

不
自

由
者

聴
覚

障
害

者
聴

覚
障

害
者

で
す

。
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

拡
大

防
止

の
観

点
で

、
今

春
か

ら
ソ

ー
シ

ャ
ル

デ
ィ

ス
タ

ン
ス

が
言

わ
れ

て
い

ま
す

。
人

と
の

接
触

機
会

が
減

る
こ

と
が

、
障

害
者

が
困

っ
た

と
き

に
サ

ポ
ー

ト
を

受
け

に
く

く
な

る
こ

と
に

つ
な

が
ら

な
い

か
、
懸

念
し

て
い

ま
す

。

人
や

設
備

の
な

い
と

こ
ろ

で
も

、
Q

R
コ

ー
ド

が
あ

れ
ば

必
要

な
と

こ
ろ

に
緊

急
通

報
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

い
る

と
安

心
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
一

例
で

す
が

、
鉄

道
の

無
人

駅
で

、
次

の
よ

う
な

目
的

で
緊

急
に

連
絡

を
取

り
た

い
場

合
。

1
）
駅

員
と

文
字

チ
ャ

ッ
ト

で
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
取

り
た

い
と

き
2

）
犯

罪
が

起
き

た
と

き
3

）
事

故
が

起
き

た
と

き
な

ど
、
緊

急
性

や
内

容
に

応
じ

て
別

々
な

Q
R

コ
ー

ド
を

用
意

す
る

方
法

で
あ

れ
ば

、
安

価
に

対
応

手
段

を
用

意
で

き
る

の
で

は
な

い
か

と
思

い
ま

し
た

。
聴

覚
障

害
者

以
外

に
も

役
立

つ
の

で
は

。

高
速

道
路

の
非

常
電

話
に

あ
る

、
「
会

話
の

不
自

由
な

方
向

け
ボ

タ
ン

」
の

「
Q

R
コ

ー
ド

版
」
の

イ
メ

ー
ジ

で
す

。
Q

R
コ

ー
ド

の
プ

レ
ー

ト
等

を
用

意
す

る
だ

け
で

、
電

気
工

事
等

不
要

で
安

価
に

用
意

可
能

で
す

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

6
9

2
0

2
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

優
先

席
利

用
者

優
先

席
に

聴
覚

過
敏

者
向

け
の

座
席

が
欲

し
い

精
神

障
害

者
 発

達
障

害
者

 就
労

・
就

学

聴
覚

過
敏

が
あ

り
ま

す
。
優

先
席

の
前

や
真

横
で

大
声

で
喋

ら
れ

る
と

苦
痛

で
す

。
優

先
席

く
ら

い
し

か
逃

げ
場

が
あ

り
ま

せ
ん

。
耳

栓
な

ど
も

使
用

し
て

い
ま

す
が

、
こ

こ
で

は
静

か
に

し
ま

し
ょ

う
。
と

い
う

逃
げ

場
が

あ
る

と
助

か
る

障
害

者
は

た
く

さ
ん

い
る

と
思

い
ま

す
。
ど

こ
か

の
国

で
は

ス
ー

パ
ー

に
音

を
さ

せ
な

い
時

間
を

設
け

る
と

い
う

配
慮

の
あ

る
と

こ
ろ

も
あ

る
そ

う
で

す
。
電

車
の

中
の

一
か

所
で

も
良

い
の

で
、
是

非
作

っ
て

欲
し

い
と

思
い

ま
す

。
ま

た
、
バ

ス
の

運
転

手
さ

ん
の

ア
ナ

ウ
ン

ス
も

音
が

と
て

も
大

き
い

こ
と

が
あ

り
、
ス

ピ
ー

カ
ー

の
側

に
座

ら
な

い
よ

う
に

気
を

つ
け

て
い

ま
す

。
難

し
い

問
題

だ
と

は
思

い
ま

す
が

、
公

共
交

通
機

関
を

使
わ

な
い

と
事

業
所

へ
も

行
け

な
い

た
め

、
是

非
逃

げ
場

を
作

っ
て

い
た

だ
け

た
ら

と
希

望
し

ま
す

。

7
0

2
0

2
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
排

泄
排

泄
関

連
用

具
福

祉
専

門
職

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

の
レ

ン
タ

ル
化

に
つ

い
て

肢
体

不
自

由
者

高
齢

者
ポ

ー
タ

ブ
ル

ト
イ

レ
の

、
排

泄
物

を
受

け
る

バ
ケ

ツ
と

座
面

ク
ッ

シ
ョ

ン
以

外
の

本
体

部
分

は
、
レ

ン
タ

ル
に

出
来

な
い

も
の

で
し

ょ
う

か
。

一
般

的
に

は
臭

い
が

染
み

込
む

な
ど

の
問

題
で

買
い

取
り

と
な

っ
て

い
ま

す
が

、
実

際
の

介
護

場
面

で
は

、
ポ

ー
タ

ブ
ル

ト
イ

レ
の

使
用

期
間

が
短

い
事

例
が

多
い

と
思

わ
れ

ま
す

。
も

ち
ろ

ん
夜

間
だ

け
長

年
使

用
さ

れ
て

い
る

方
な

ど
も

お
ら

れ
ま

す
が

、
が

ん
末

期
の

方
な

ど
で

は
2

〜
3

回
の

使
用

で
終

了
と

い
う

こ
と

も
多

々
あ

り
ま

す
。
レ

ン
タ

ル
で

あ
れ

ば
購

入
に

躊
躇

さ
れ

る
こ

と
も

な
く

な
る

か
も

知
れ

ま
せ

ん
。
ま

た
本

体
ご

と
廃

棄
す

る
作

業
も

負
担

と
な

っ
て

い
る

の
が

現
状

で
す

。
メ

ー
カ

ー
さ

ん
の

立
場

か
ら

す
る

と
開

発
に

メ
リ

ッ
ト

は
な

い
と

思
わ

れ
ま

す
が

、
保

険
財

源
を

考
え

ま
す

と
こ

れ
は

か
な

り
重

要
な

課
題

で
す

。
ど

の
メ

ー
カ

ー
の

商
品

も
改

良
が

進
み

、
デ

ザ
イ

ン
的

に
も

大
差

が
な

い
状

況
で

、
サ

イ
ズ

調
整

が
で

き
れ

ば
、
一

定
の

ニ
ー

ズ
に

は
応

え
ら

れ
る

筈
で

す
。
何

と
か

、
臭

い
が

染
み

込
ま

な
い

材
質

、
あ

る
い

は
コ

ー
テ

ィ
ン

グ
で

、
レ

ン
タ

ル
可

能
な

商
品

化
が

で
き

な
い

で
し

ょ
う

か
。

7
1

2
0

2
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)
福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
て

ん
か

ん
の

発
作

を
予

知
す

る
機

器
を

探
し

て
お

り
ま

す

そ
の

他
て

ん
か

ん
発

作
を

予
知

す
る

よ
う

な
腕

時
計

や
Ｔ

シ
ャ

ツ
な

ど
有

る
と

お
聞

き
し

ま
し

た
。

ご
存

じ
の

方
が

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
し

た
ら

、
お

知
ら

せ
く

だ
さ

い
。

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

。
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0

3
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2
6

6
-6

8
8

3

7
2

2
0

2
0

新
製

品
・
技

術
食

べ
る

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

飲
食

補
助

福
祉

医
療

団
体

両
手

が
不

自
由

で
も

コ
ッ

プ
の

飲
料

を
ゴ

ク
リ

と
飲

み
ほ

す

肢
体

不
自

由
者

両
手

が
動

か
な

く
な

り
自

力
で

の
食

事
が

叶
わ

な
く

な
っ

た
A

L
S

の
友

人
を

介
護

し
て

い
て

、
考

え
た

作
品

で
す

。
介

護
者

に
よ

る
ス

プ
ー

ン
か

ら
で

は
な

く
、
自

分
の

唇
で

コ
ッ

プ
の

熱
い

珈
琲

を
す

す
り

、
あ

る
い

は
冷

え
た

ビ
ー

ル
を

ゴ
ク

ン
と

飲
み

ほ
し

た
い

と
い

う
願

い
を

叶
え

よ
う

と
す

る
物

で
す

。
ご

希
望

の
方

に
頒

布
い

た
し

ま
す

。
h

tt
p

s
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w

w
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/
（
実

用
新

案
登

録
済

み
で

す
が

、
ど

こ
か

の
メ

ー
カ

ー
さ

ん
が

引
き

取
っ

て
下

さ
れ

ば
幸

い
だ

と
思

っ
て

い
ま

す
）

7
3

2
0

2
0

新
製

品
・
技

術
そ

の
他

(場
面

)姿
勢

維
持

装
具

 体
位

変
換

器
福

祉
医

療
団

体
首

下
が

り
症

の
方

の
頭

を
顎

を
支

え
る

装
具

、
チ

ン
ナ

ッ
プ

肢
体

不
自

由
者

A
L
S

な
ど

の
た

め
に

、
頭

を
首

で
支

え
ら

れ
な

く
な

り
頭

が
下

が
っ

て
し

ま
う

症
状

を
救

う
た

め
に

、
頭

の
重

み
を

顎
に

あ
て

た
皿

で
受

け
止

め
、
そ

の
重

み
を

肩
と

胸
と

背
中

で
分

担
し

て
受

け
止

め
る

装
具

を
考

案
し

ま
し

た
。

h
tt

p
s
:/

/y
o

u
tu

.b
e

/G
b

S
b

h
G

7
p

Z
s
o

ご
希

望
の

方
に

お
作

り
い

た
し

ま
す

。

7
4

2
0

2
0

新
製

品
・
技

術
そ

の
他

(場
面

)姿
勢

維
持

装
具

 体
位

変
換

器
福

祉
医

療
団

体
首

下
が

り
症

の
方

の
頭

を
支

え
る

装
具

、
ヘ

ッ
ド

ア
ッ

プ

肢
体

不
自

由
者

A
L
S

な
ど

の
た

め
に

、
頭

を
首

で
支

え
ら

れ
な

く
な

り
頭

が
下

が
っ

て
し

ま
う

症
状

を
救

う
た

め
に

、
頭

を
後

方
に

引
っ

張
り

、
そ

の
重

み
を

背
中

を
通

し
て

腹
で

さ
さ

え
る

装
具

を
考

案
し

ま
し

た
。
先

に
紹

介
し

ま
し

た
「
チ

ン
ナ

ッ
プ

」
と

は
、
患

者
さ

ん
の

症
状

に
よ

っ
て

使
い

分
け

る
の

が
良

い
と

思
い

ま
す

。
h

tt
p

s
:/

/y
o

u
tu

.b
e

/d
9

fF
K

4
c
S

g
Y

0
ご

希
望

の
方

に
お

作
り

い
た

し
ま

す
。

7
5

2
0

2
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
衣

服
の

着
脱

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

自
助

具
利

用
者

【
商

品
化

し
て

い
た

だ
け

る
企

業
様

募
集

！
！

】
操

作
支

援
器

具
の

開
発

に
つ

い
て

高
齢

者
 そ

の
他

リ
ウ

マ
チ

の
疾

患
が

あ
る

車
椅

子
の

障
害

者
で

す
。

肩
関

節
の

変
形

が
進

み
、
一

人
で

上
着

を
着

る
こ

と
が

出
来

な
く

な
り

自
助

具
を

考
案

し
ま

し
た

。
理

学
療

法
士

さ
ん

に
勧

め
ら

れ
て

特
許

を
取

得
し

て
お

り
ま

す
。
（
特

許
第

6
7

4
2

0
6

4
号

　
「
操

作
支

援
器

具
」
）

障
害

者
、
高

齢
者

、
五

十
肩

の
方

々
に

も
役

立
つ

も
の

と
思

い
ま

す
が

、
不

自
由

さ
れ

て
い

る
方

々
の

た
め

に
商

品
化

し
て

い
た

だ
け

る
企

業
様

を
募

集
し

て
お

り
ま

す
。

ご
連

絡
お

待
ち

し
て

お
り

ま
す

。

【
操

作
支

援
機

器
の

説
明

】
棒

の
先

に
付

い
た

ク
リ

ッ
プ

で
上

着
の

胸
元

付
近

を
留

め
て

片
袖

を
通

し
ま

す
。

棒
を

釣
り

竿
の

よ
う

に
持

ち
上

げ
て

反
対

側
に

回
し

て
袖

を
通

し
ま

す
。

棒
の

先
の

部
分

を
使

っ
て

被
り

物
の

上
着

を
着

る
こ

と
も

出
来

ま
す

。
服

を
脱

ぐ
時

、
整

え
る

時
も

棒
の

上
の

部
分

を
使

っ
て

行
な

え
ま

す
。

写
真

の
自

助
具

は
福

祉
プ

ラ
ザ

で
制

作
し

て
も

ら
っ

た
も

の
で

す
。

7
6

2
0

2
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

意
思

伝
達

装
置

 そ
の

他
(福

祉
用

具
)パ

ソ
コ

ン
用

品

障
害

者
団

体
マ

ウ
ス

に
つ

い
て

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 聴

覚
障

害
者

 知
的

障
害

者

重
症

心
身

障
害

児
者

も
扱

い
や

す
い

マ
ウ

ス
の

情
報

を
探

し
て

い
ま

す
。
例

え
ば

、
レ

バ
ー

の
よ

う
な

マ
ウ

ス
、
微

弱
な

力
で

も
ク

リ
ッ

ク
で

き
る

マ
ウ

ス
、
球

形
の

転
が

す
よ

う
な

マ
ウ

ス
、
ク

リ
ッ

ク
す

る
と

ク
リ

ッ
ク

し
た

こ
と

が
わ

か
る

よ
う

な
音

の
出

る
マ

ウ
ス

・
・
・
な

ど
。
既

製
品

の
情

報
や

工
夫

な
ど

の
情

報
を

含
め

教
え

て
く

だ
さ

い
。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

6
9

2
0

2
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

優
先

席
利

用
者

優
先

席
に

聴
覚

過
敏

者
向

け
の

座
席

が
欲

し
い

精
神

障
害

者
 発

達
障

害
者

 就
労

・
就

学

聴
覚

過
敏

が
あ

り
ま

す
。
優

先
席

の
前

や
真

横
で

大
声

で
喋

ら
れ

る
と

苦
痛

で
す

。
優

先
席

く
ら

い
し

か
逃

げ
場

が
あ

り
ま

せ
ん

。
耳

栓
な

ど
も

使
用

し
て

い
ま

す
が

、
こ

こ
で

は
静

か
に

し
ま

し
ょ

う
。
と

い
う

逃
げ

場
が

あ
る

と
助

か
る

障
害

者
は

た
く

さ
ん

い
る

と
思

い
ま

す
。
ど

こ
か

の
国

で
は

ス
ー

パ
ー

に
音

を
さ

せ
な

い
時

間
を

設
け

る
と

い
う

配
慮

の
あ

る
と

こ
ろ

も
あ

る
そ

う
で

す
。
電

車
の

中
の

一
か

所
で

も
良

い
の

で
、
是

非
作

っ
て

欲
し

い
と

思
い

ま
す

。
ま

た
、
バ

ス
の

運
転

手
さ

ん
の

ア
ナ

ウ
ン

ス
も

音
が

と
て

も
大

き
い

こ
と

が
あ

り
、
ス

ピ
ー

カ
ー

の
側

に
座

ら
な

い
よ

う
に

気
を

つ
け

て
い

ま
す

。
難

し
い

問
題

だ
と

は
思

い
ま

す
が

、
公

共
交

通
機

関
を

使
わ

な
い

と
事

業
所

へ
も

行
け

な
い

た
め

、
是

非
逃

げ
場

を
作

っ
て

い
た

だ
け

た
ら

と
希

望
し

ま
す

。

7
0

2
0

2
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
排

泄
排

泄
関

連
用

具
福

祉
専

門
職

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

の
レ

ン
タ

ル
化

に
つ

い
て

肢
体

不
自

由
者

高
齢

者
ポ

ー
タ

ブ
ル

ト
イ

レ
の

、
排

泄
物

を
受

け
る

バ
ケ

ツ
と

座
面

ク
ッ

シ
ョ

ン
以

外
の

本
体

部
分

は
、
レ

ン
タ

ル
に

出
来

な
い

も
の

で
し

ょ
う

か
。

一
般

的
に

は
臭

い
が

染
み

込
む

な
ど

の
問

題
で

買
い

取
り

と
な

っ
て

い
ま

す
が

、
実

際
の

介
護

場
面

で
は

、
ポ

ー
タ

ブ
ル

ト
イ

レ
の

使
用

期
間

が
短

い
事

例
が

多
い

と
思

わ
れ

ま
す

。
も

ち
ろ

ん
夜

間
だ

け
長

年
使

用
さ

れ
て

い
る

方
な

ど
も

お
ら

れ
ま

す
が

、
が

ん
末

期
の

方
な

ど
で

は
2

〜
3

回
の

使
用

で
終

了
と

い
う

こ
と

も
多

々
あ

り
ま

す
。
レ

ン
タ

ル
で

あ
れ

ば
購

入
に

躊
躇

さ
れ

る
こ

と
も

な
く

な
る

か
も

知
れ

ま
せ

ん
。
ま

た
本

体
ご

と
廃

棄
す

る
作

業
も

負
担

と
な

っ
て

い
る

の
が

現
状

で
す

。
メ

ー
カ

ー
さ

ん
の

立
場

か
ら

す
る

と
開

発
に

メ
リ

ッ
ト

は
な

い
と

思
わ

れ
ま

す
が

、
保

険
財

源
を

考
え

ま
す

と
こ

れ
は

か
な

り
重

要
な

課
題

で
す

。
ど

の
メ

ー
カ

ー
の

商
品

も
改

良
が

進
み

、
デ

ザ
イ

ン
的

に
も

大
差

が
な

い
状

況
で

、
サ

イ
ズ

調
整

が
で

き
れ

ば
、
一

定
の

ニ
ー

ズ
に

は
応

え
ら

れ
る

筈
で

す
。
何

と
か

、
臭

い
が

染
み

込
ま

な
い

材
質

、
あ

る
い

は
コ

ー
テ

ィ
ン

グ
で

、
レ

ン
タ

ル
可

能
な

商
品

化
が

で
き

な
い

で
し

ょ
う

か
。

7
1

2
0

2
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)
福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
て

ん
か

ん
の

発
作

を
予

知
す

る
機

器
を

探
し

て
お

り
ま

す

そ
の

他
て

ん
か

ん
発

作
を

予
知

す
る

よ
う

な
腕

時
計

や
Ｔ

シ
ャ

ツ
な

ど
有

る
と

お
聞

き
し

ま
し

た
。

ご
存

じ
の

方
が

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
し

た
ら

、
お

知
ら

せ
く

だ
さ

い
。

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

。
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0

2
0

新
製

品
・
技

術
食

べ
る

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

飲
食

補
助

福
祉

医
療

団
体

両
手

が
不

自
由

で
も

コ
ッ

プ
の

飲
料

を
ゴ

ク
リ

と
飲

み
ほ

す

肢
体

不
自

由
者

両
手

が
動

か
な

く
な

り
自

力
で

の
食

事
が

叶
わ

な
く

な
っ

た
A

L
S

の
友

人
を

介
護

し
て

い
て

、
考

え
た

作
品

で
す

。
介

護
者

に
よ

る
ス

プ
ー

ン
か

ら
で

は
な

く
、
自

分
の

唇
で

コ
ッ

プ
の

熱
い

珈
琲

を
す

す
り

、
あ

る
い

は
冷

え
た

ビ
ー

ル
を

ゴ
ク

ン
と

飲
み

ほ
し

た
い

と
い

う
願

い
を

叶
え

よ
う

と
す

る
物

で
す

。
ご

希
望

の
方

に
頒

布
い

た
し

ま
す

。
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/
（
実

用
新

案
登

録
済

み
で

す
が

、
ど

こ
か

の
メ

ー
カ

ー
さ

ん
が

引
き

取
っ

て
下

さ
れ

ば
幸

い
だ

と
思

っ
て

い
ま

す
）

7
3

2
0

2
0

新
製

品
・
技

術
そ

の
他

(場
面

)姿
勢

維
持

装
具

 体
位

変
換

器
福

祉
医

療
団

体
首

下
が

り
症

の
方

の
頭

を
顎

を
支

え
る

装
具

、
チ

ン
ナ

ッ
プ

肢
体

不
自

由
者

A
L
S

な
ど

の
た

め
に

、
頭

を
首

で
支

え
ら

れ
な

く
な

り
頭

が
下

が
っ

て
し

ま
う

症
状

を
救

う
た

め
に

、
頭

の
重

み
を

顎
に

あ
て

た
皿

で
受

け
止

め
、
そ

の
重

み
を

肩
と

胸
と

背
中

で
分

担
し

て
受

け
止

め
る

装
具

を
考

案
し

ま
し

た
。

h
tt

p
s
:/

/y
o

u
tu

.b
e

/G
b

S
b

h
G

7
p

Z
s
o

ご
希

望
の

方
に

お
作

り
い

た
し

ま
す

。

7
4

2
0

2
0

新
製

品
・
技

術
そ

の
他

(場
面

)姿
勢

維
持

装
具

 体
位

変
換

器
福

祉
医

療
団

体
首

下
が

り
症

の
方

の
頭

を
支

え
る

装
具

、
ヘ

ッ
ド

ア
ッ

プ

肢
体

不
自

由
者

A
L
S

な
ど

の
た

め
に

、
頭

を
首

で
支

え
ら

れ
な

く
な

り
頭

が
下

が
っ

て
し

ま
う

症
状

を
救

う
た

め
に

、
頭

を
後

方
に

引
っ

張
り

、
そ

の
重

み
を

背
中

を
通

し
て

腹
で

さ
さ

え
る

装
具

を
考

案
し

ま
し

た
。
先

に
紹

介
し

ま
し

た
「
チ

ン
ナ

ッ
プ

」
と

は
、
患

者
さ

ん
の

症
状

に
よ

っ
て

使
い

分
け

る
の

が
良

い
と

思
い

ま
す

。
h

tt
p

s
:/

/y
o

u
tu

.b
e

/d
9

fF
K

4
c
S

g
Y

0
ご

希
望

の
方

に
お

作
り

い
た

し
ま

す
。

7
5

2
0

2
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
衣

服
の

着
脱

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

自
助

具
利

用
者

【
商

品
化

し
て

い
た

だ
け

る
企

業
様

募
集

！
！

】
操

作
支

援
器

具
の

開
発

に
つ

い
て

高
齢

者
 そ

の
他

リ
ウ

マ
チ

の
疾

患
が

あ
る

車
椅

子
の

障
害

者
で

す
。

肩
関

節
の

変
形

が
進

み
、
一

人
で

上
着

を
着

る
こ

と
が

出
来

な
く

な
り

自
助

具
を

考
案

し
ま

し
た

。
理

学
療

法
士

さ
ん

に
勧

め
ら

れ
て

特
許

を
取

得
し

て
お

り
ま

す
。
（
特

許
第

6
7

4
2

0
6

4
号

　
「
操

作
支

援
器

具
」
）

障
害

者
、
高

齢
者

、
五

十
肩

の
方

々
に

も
役

立
つ

も
の

と
思

い
ま

す
が

、
不

自
由

さ
れ

て
い

る
方

々
の

た
め

に
商

品
化

し
て

い
た

だ
け

る
企

業
様

を
募

集
し

て
お

り
ま

す
。

ご
連

絡
お

待
ち

し
て

お
り

ま
す

。

【
操

作
支

援
機

器
の

説
明

】
棒

の
先

に
付

い
た

ク
リ

ッ
プ

で
上

着
の

胸
元

付
近

を
留

め
て

片
袖

を
通

し
ま

す
。

棒
を

釣
り

竿
の

よ
う

に
持

ち
上

げ
て

反
対

側
に

回
し

て
袖

を
通

し
ま

す
。

棒
の

先
の

部
分

を
使

っ
て

被
り

物
の

上
着

を
着

る
こ

と
も

出
来

ま
す

。
服

を
脱

ぐ
時

、
整

え
る

時
も

棒
の

上
の

部
分

を
使

っ
て

行
な

え
ま

す
。

写
真

の
自

助
具

は
福

祉
プ

ラ
ザ

で
制

作
し

て
も

ら
っ

た
も

の
で

す
。

7
6

2
0

2
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

意
思

伝
達

装
置

 そ
の

他
(福

祉
用

具
)パ

ソ
コ

ン
用

品

障
害

者
団

体
マ

ウ
ス

に
つ

い
て

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 聴

覚
障

害
者

 知
的

障
害

者

重
症

心
身

障
害

児
者

も
扱

い
や

す
い

マ
ウ

ス
の

情
報

を
探

し
て

い
ま

す
。
例

え
ば

、
レ

バ
ー

の
よ

う
な

マ
ウ

ス
、
微

弱
な

力
で

も
ク

リ
ッ

ク
で

き
る

マ
ウ

ス
、
球

形
の

転
が

す
よ

う
な

マ
ウ

ス
、
ク

リ
ッ

ク
す

る
と

ク
リ

ッ
ク

し
た

こ
と

が
わ

か
る

よ
う

な
音

の
出

る
マ

ウ
ス

・
・
・
な

ど
。
既

製
品

の
情

報
や

工
夫

な
ど

の
情

報
を

含
め

教
え

て
く

だ
さ

い
。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

7
7

2
0

1
9

新
製

品
・
技

術
屋

内
の

移
動

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

室
内

移
動

用
ご

ざ
そ

り

開
発

メ
ー

カ
ー

室
内

専
用

移
動

ご
ざ

そ
り

肢
体

不
自

由
者

介
助

者
介

護
・
引

越
し

・
荷

物
運

び
に

！
（
室

内
専

用
）

 規
格

 8
0

c
m

 ×
 8

0
c
m

 　
イ

グ
サ

：
熊

本
県

八
代

産
　
周

囲
は

ナ
イ

ロ
ン

製

h
tt

p
:/

/s
h

o
p

.a
m

a
k
u

s
a
-w

e
b

.j
p

/
f
u

k
u

o
k
a
-t

a
ta

m
i/

D
e

fa
u

lt
.a

s
p

x
h

tt
p

s
:/

/f
u

k
u

o
k
ta

ta
m

i.
th

e
s
h

o
p

.j
p

/i
te

m
s
/
1
9

1
2

8
1
3

2

 「
ご

ざ
そ

り
」
は

、
介

護
用

運
搬

具
　
と

し
て

生
ま

れ
ま

し
た

。

 室
内

専
用

で
す

。
（
フ

ロ
ー

リ
ン

グ
、
畳

の
上

で
使

用
し

て
く

だ
さ

い
。
）

 人
が

乗
る

時
は

足
を

組
ん

で
、
引

き
手

と
ゴ

ザ
の

継
ぎ

目
を

手
で

握
っ

て
く

だ
さ

い
。

 引
く

と
き

は
ゆ

っ
く

り
と

引
い

て
く

だ
さ

い
。

 重
量

は
約

8
0

k
g

以
下

で
使

用
し

て
く

だ
さ

い
。
※

耐
荷

重
約

８
０

キ
ロ

ま
で

部
屋

と
廊

下
の

段
差

 5
㎝

 以
下

で
使

用
し

て
く

だ
さ

い
。

 降
り

る
と

き
は

、
す

べ
り

降
り

て
く

だ
さ

い
。

 段
差

を
上

が
る

時
は

、
ゴ

ザ
を

段
差

に
上

げ
て

か
ら

ゆ
っ

く
り

引
い

て
く

だ
さ

い
。

 段
差

を
下

が
る

時
は

、
ゴ

ザ
を

段
差

か
ら

下
げ

て
か

ら
ゆ

っ
く

り
引

い
て

く
だ

さ
い

。

 使
わ

な
く

な
っ

た
時

は
、
引

き
手

の
ヘ

リ
を

、
ゴ

ザ
の

わ
き

か
ら

切
っ

て
、
ゴ

ザ
と

し
て

使
え

ま
す

。

ヘ
ル

パ
ー

さ
ん

（
6

0
代

 女
性

）
さ

ん
の

ご
感

想
 「

介
護

の
現

場
で

利
用

し
て

た
い

へ
ん

助
か

っ
て

い
ま

す
。
例

え
ば

体
格

の
い

い
 7

～
8

0
k
g

の
方

の
、
居

間
と

お
部

屋
の

行
き

来
な

ど
、
立

ち
上

が
ら

ず
に

ズ
リ

ッ
と

乗
っ

て
い

た
だ

い
て

、
引

っ
張

っ
て

引
き

ず
っ

て
移

動
し

て
、
降

り
る

と
き

も
ち

ょ
っ

と
傾

け
れ

ば
降

り
る

。
と

い
う

動
作

が
比

較
的

楽
に

で
き

ま
す

。
部

屋
の

間
の

仕
切

り
の

凸
凹

も
大

丈
夫

で
す

。
床

は
じ

ゅ
う

た
ん

で
も

畳
で

も
、
福

岡
さ

ん
い

つ
も

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
す

。
」

7
8

2
0

1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
排

泄
 そ

の
他

(場
面

)公
衆

ト
イ

レ
排

泄
関

連
用

具
利

用
者

オ
ス

ト
メ

イ
ト

用
ト

イ
レ

（
公

衆
の

場
）

肢
体

不
自

由
者

最
近

は
障

が
い

者
用

の
ト

イ
レ

に
オ

ス
ト

メ
イ

ト
の

た
め

の
便

器
な

ど
が

あ
り

、
外

出
先

で
交

換
し

た
い

場
合

に
は

便
利

に
は

な
り

ま
し

た
。
し

か
し

正
直

言
っ

て
、
障

が
い

者
用

の
ト

イ
レ

に
併

設
さ

れ
る

と
か

え
っ

て
使

い
に

く
い

の
で

す
。
内

部
障

が
い

者
が

利
用

す
る

と
一

般
の

人
に

は
「
？

？
？

」
と

思
わ

れ
る

し
、
そ

ん
な

に
広

い
ス

ペ
ー

ス
は

い
ら

な
い

の
で

す
。
で

す
か

ら
、
普

通
の

ト
イ

レ
と

同
じ

ス
ペ

ー
ス

で
棚

が
い

っ
ぱ

い
つ

い
て

い
て

、
立

っ
た

ま
ま

処
理

で
き

る
便

器
が

あ
れ

ば
、

も
っ

と
使

い
勝

手
が

い
い

と
思

い
ま

す
。
ど

こ
に

お
願

い
す

れ
ば

い
い

の
か

わ
か

ら
な

か
っ

た
の

で
、
こ

ち
ら

に
投

稿
し

ま
し

た
。
よ

ろ
し

く
お

願
い

し
ま

す
。

7
9

2
0

1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 そ
の

他
(場

面
)日

常
生

活
全

般
補

聴
器

家
電

製
品

の
状

況
を

教
え

て
く

れ
る

シ
ス

テ
ム

聴
覚

障
害

者
家

電
製

品
の

状
況

（
来

客
、
家

の
電

話
、
室

温
・
湿

度
、
お

風
呂

、
ペ

ッ
ト

等
）
を

ス
マ

ホ
で

管
理

し
、
必

要
な

タ
イ

ミ
ン

グ
で

補
聴

器
や

人
工

内
耳

に
音

声
・
合

図
音

を
伝

え
る

シ
ス

テ
ム

が
あ

る
と

良
い

。

8
0

2
0

1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 そ
の

他
(場

面
)日

常
生

活
全

般
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
音

声
認

識
シ

ス
テ

ム
音

声
認

識
シ

ス
テ

ム
を

文
字

表
示

化
し

て
く

れ
る

機
器

聴
覚

障
害

者
ス

マ
ー

ト
ス

ピ
ー

カ
ー

や
そ

れ
に

類
す

る
、
音

声
認

識
シ

ス
テ

ム
を

活
用

す
る

機
器

に
つ

い
て

、
音

声
認

識
結

果
お

よ
び

音
声

回
答

を
、
文

字
で

も
同

時
に

表
示

す
る

シ
ス

テ
ム

が
あ

る
と

よ
い

。

8
1

2
0

1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

内
の

移
動

歩
行

器
・
歩

行
車

室
内

用
歩

行
器

の
小

型
化

肢
体

不
自

由
者

室
内

用
歩

行
器

の
小

型
で

体
を

支
え

や
す

い
も

の
が

あ
る

と
良

い
。
現

在
の

製
品

は
一

般
家

庭
内

で
使

用
す

る
に

は
大

き
す

ぎ
る

。
ま

た
、
歩

行
器

を
道

路
で

使
用

す
る

と
道

の
凸

凹
の

た
め

に
車

輪
が

不
安

定
に

な
り

、
体

を
支

え
ら

れ
な

い
。

8
2

2
0

1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

 そ
の

他
(場

面
)公

共
交

通
機

関
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
公

共
交

通
機

関
介

助
を

前
提

と
し

な
い

設
備

肢
体

不
自

由
者

高
齢

者
介

助
を

前
提

で
は

な
く

、
自

立
し

て
移

動
で

き
る

様
々

な
機

器
や

設
備

が
欲

し
い

。
例

え
ば

、
電

車
や

バ
ス

の
車

体
か

ら
ス

ロ
ー

プ
が

出
る

よ
う

に
す

る
、
プ

ラ
ッ

ト
ホ

ー
ム

を
改

良
し

、
車

床
を

低
く

す
る

こ
と

で
ス

ロ
ー

プ
な

し
介

助
な

し
に

車
い

す
で

乗
車

で
き

る
な

ど
。

8
3

2
0

1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)日
常

動
作

装
具

 座
位

保
持

装
置

つ
え

体
幹

を
支

え
る

装
置

肢
体

不
自

由
者

体
幹

を
支

え
る

装
置

で
大

げ
さ

で
な

い
も

の
が

あ
る

と
良

い
。

8
4

2
0

1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

電
動

車
い

す
 そ

の
他

(福
祉

用
具

)電
動

車
い

す
バ

ッ
テ

リ
ー

電
動

車
い

す
バ

ッ
テ

リ
ー

の
仕

様
統

一
肢

体
不

自
由

者
電

動
車

い
す

の
バ

ッ
テ

リ
ー

仕
様

が
統

一
さ

れ
て

い
な

い
た

め
、
バ

ッ
テ

リ
ー

切
れ

を
起

こ
し

た
際

に
、
他

社
の

バ
ッ

テ
リ

ー
が

使
え

な
い

。
充

電
器

、
充

電
池

の
仕

様
を

統
一

し
て

ほ
し

い
。

8
5

2
0

1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

電
動

車
い

す
 そ

の
他

(福
祉

用
具

)電
動

車
い

す
バ

ッ
テ

リ
ー

電
動

車
い

す
の

バ
ッ

テ
リ

ー
規

格
お

よ
び

充
電

で
き

る
施

設
に

つ
い

て

肢
体

不
自

由
者

電
動

車
い

す
に

採
用

さ
れ

て
い

る
充

電
池

は
、
リ

チ
ウ

ム
イ

オ
ン

バ
ッ

テ
リ

ー
や

ニ
ッ

ケ
ル

水
素

バ
ッ

テ
リ

ー
な

ど
が

あ
り

、
使

用
し

て
い

る
充

電
池

が
異

な
る

と
充

電
器

も
異

な
っ

て
し

ま
う

。
充

電
池

が
異

な
っ

て
も

充
電

器
を

共
有

で
き

る
よ

う
に

し
て

ほ
し

い
。
ま

た
、
充

電
器

の
規

格
が

統
一

さ
れ

た
際

に
は

、
飲

食
店

等
に

充
電

設
備

を
設

け
て

ほ
し

い
。

8
6

2
0

1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

電
動

車
い

す
高

機
能

・
多

機
能

型
電

動
車

い
す

肢
体

不
自

由
者

自
動

運
転

・
安

全
機

能
、
段

差
解

消
機

能
な

ど
、
高

機
能

・
多

機
能

型
の

電
動

車
い

す
が

あ
る

と
良

い
。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

7
7

2
0

1
9

新
製

品
・
技

術
屋

内
の

移
動

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

室
内

移
動

用
ご

ざ
そ

り

開
発

メ
ー

カ
ー

室
内

専
用

移
動

ご
ざ

そ
り

肢
体

不
自

由
者

介
助

者
介

護
・
引

越
し

・
荷

物
運

び
に

！
（
室

内
専

用
）

 規
格

 8
0

c
m

 ×
 8

0
c
m

 　
イ

グ
サ

：
熊

本
県

八
代

産
　
周

囲
は

ナ
イ

ロ
ン

製

h
tt

p
:/

/s
h

o
p

.a
m

a
k
u

s
a
-w

e
b

.j
p

/
f
u

k
u

o
k
a
-t

a
ta

m
i/

D
e

fa
u

lt
.a

s
p

x
h

tt
p

s
:/

/f
u

k
u

o
k
ta

ta
m

i.
th

e
s
h

o
p

.j
p

/i
te

m
s
/
1
9

1
2

8
1
3

2

 「
ご

ざ
そ

り
」
は

、
介

護
用

運
搬

具
　
と

し
て

生
ま

れ
ま

し
た

。

 室
内

専
用

で
す

。
（
フ

ロ
ー

リ
ン

グ
、
畳

の
上

で
使

用
し

て
く

だ
さ

い
。
）

 人
が

乗
る

時
は

足
を

組
ん

で
、
引

き
手

と
ゴ

ザ
の

継
ぎ

目
を

手
で

握
っ

て
く

だ
さ

い
。

 引
く

と
き

は
ゆ

っ
く

り
と

引
い

て
く

だ
さ

い
。

 重
量

は
約

8
0

k
g

以
下

で
使

用
し

て
く

だ
さ

い
。
※

耐
荷

重
約

８
０

キ
ロ

ま
で

部
屋

と
廊

下
の

段
差

 5
㎝

 以
下

で
使

用
し

て
く

だ
さ

い
。

 降
り

る
と

き
は

、
す

べ
り

降
り

て
く

だ
さ

い
。

 段
差

を
上

が
る

時
は

、
ゴ

ザ
を

段
差

に
上

げ
て

か
ら

ゆ
っ

く
り

引
い

て
く

だ
さ

い
。

 段
差

を
下

が
る

時
は

、
ゴ

ザ
を

段
差

か
ら

下
げ

て
か

ら
ゆ

っ
く

り
引

い
て

く
だ

さ
い

。

 使
わ

な
く

な
っ

た
時

は
、
引

き
手

の
ヘ

リ
を

、
ゴ

ザ
の

わ
き

か
ら

切
っ

て
、
ゴ

ザ
と

し
て

使
え

ま
す

。

ヘ
ル

パ
ー

さ
ん

（
6

0
代

 女
性

）
さ

ん
の

ご
感

想
 「

介
護

の
現

場
で

利
用

し
て

た
い

へ
ん

助
か

っ
て

い
ま

す
。
例

え
ば

体
格

の
い

い
 7

～
8

0
k
g

の
方

の
、
居

間
と

お
部

屋
の

行
き

来
な

ど
、
立

ち
上

が
ら

ず
に

ズ
リ

ッ
と

乗
っ

て
い

た
だ

い
て

、
引

っ
張

っ
て

引
き

ず
っ

て
移

動
し

て
、
降

り
る

と
き

も
ち

ょ
っ

と
傾

け
れ

ば
降

り
る

。
と

い
う

動
作

が
比

較
的

楽
に

で
き

ま
す

。
部

屋
の

間
の

仕
切

り
の

凸
凹

も
大

丈
夫

で
す

。
床

は
じ

ゅ
う

た
ん

で
も

畳
で

も
、
福

岡
さ

ん
い

つ
も

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
す

。
」

7
8

2
0

1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
排

泄
 そ

の
他

(場
面

)公
衆

ト
イ

レ
排

泄
関

連
用

具
利

用
者

オ
ス

ト
メ

イ
ト

用
ト

イ
レ

（
公

衆
の

場
）

肢
体

不
自

由
者

最
近

は
障

が
い

者
用

の
ト

イ
レ

に
オ

ス
ト

メ
イ

ト
の

た
め

の
便

器
な

ど
が

あ
り

、
外

出
先

で
交

換
し

た
い

場
合

に
は

便
利

に
は

な
り

ま
し

た
。
し

か
し

正
直

言
っ

て
、
障

が
い

者
用

の
ト

イ
レ

に
併

設
さ

れ
る

と
か

え
っ

て
使

い
に

く
い

の
で

す
。
内

部
障

が
い

者
が

利
用

す
る

と
一

般
の

人
に

は
「
？

？
？

」
と

思
わ

れ
る

し
、
そ

ん
な

に
広

い
ス

ペ
ー

ス
は

い
ら

な
い

の
で

す
。
で

す
か

ら
、
普

通
の

ト
イ

レ
と

同
じ

ス
ペ

ー
ス

で
棚

が
い

っ
ぱ

い
つ

い
て

い
て

、
立

っ
た

ま
ま

処
理

で
き

る
便

器
が

あ
れ

ば
、

も
っ

と
使

い
勝

手
が

い
い

と
思

い
ま

す
。
ど

こ
に

お
願

い
す

れ
ば

い
い

の
か

わ
か

ら
な

か
っ

た
の

で
、
こ

ち
ら

に
投

稿
し

ま
し

た
。
よ

ろ
し

く
お

願
い

し
ま

す
。

7
9

2
0

1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 そ
の

他
(場

面
)日

常
生

活
全

般
補

聴
器

家
電

製
品

の
状

況
を

教
え

て
く

れ
る

シ
ス

テ
ム

聴
覚

障
害

者
家

電
製

品
の

状
況

（
来

客
、
家

の
電

話
、
室

温
・
湿

度
、
お

風
呂

、
ペ

ッ
ト

等
）
を

ス
マ

ホ
で

管
理

し
、
必

要
な

タ
イ

ミ
ン

グ
で

補
聴

器
や

人
工

内
耳

に
音

声
・
合

図
音

を
伝

え
る

シ
ス

テ
ム

が
あ

る
と

良
い

。

8
0

2
0

1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 そ
の

他
(場

面
)日

常
生

活
全

般
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
音

声
認

識
シ

ス
テ

ム
音

声
認

識
シ

ス
テ

ム
を

文
字

表
示

化
し

て
く

れ
る

機
器

聴
覚

障
害

者
ス

マ
ー

ト
ス

ピ
ー

カ
ー

や
そ

れ
に

類
す

る
、
音

声
認

識
シ

ス
テ

ム
を

活
用

す
る

機
器

に
つ

い
て

、
音

声
認

識
結

果
お

よ
び

音
声

回
答

を
、
文

字
で

も
同

時
に

表
示

す
る

シ
ス

テ
ム

が
あ

る
と

よ
い

。

8
1

2
0

1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

内
の

移
動

歩
行

器
・
歩

行
車

室
内

用
歩

行
器

の
小

型
化

肢
体

不
自

由
者

室
内

用
歩

行
器

の
小

型
で

体
を

支
え

や
す

い
も

の
が

あ
る

と
良

い
。
現

在
の

製
品

は
一

般
家

庭
内

で
使

用
す

る
に

は
大

き
す

ぎ
る

。
ま

た
、
歩

行
器

を
道

路
で

使
用

す
る

と
道

の
凸

凹
の

た
め

に
車

輪
が

不
安

定
に

な
り

、
体

を
支

え
ら

れ
な

い
。

8
2

2
0

1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

 そ
の

他
(場

面
)公

共
交

通
機

関
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
公

共
交

通
機

関
介

助
を

前
提

と
し

な
い

設
備

肢
体

不
自

由
者

高
齢

者
介

助
を

前
提

で
は

な
く

、
自

立
し

て
移

動
で

き
る

様
々

な
機

器
や

設
備

が
欲

し
い

。
例

え
ば

、
電

車
や

バ
ス

の
車

体
か

ら
ス

ロ
ー

プ
が

出
る

よ
う

に
す

る
、
プ

ラ
ッ

ト
ホ

ー
ム

を
改

良
し

、
車

床
を

低
く

す
る

こ
と

で
ス

ロ
ー

プ
な

し
介

助
な

し
に

車
い

す
で

乗
車

で
き

る
な

ど
。

8
3

2
0

1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)日
常

動
作

装
具

 座
位

保
持

装
置

つ
え

体
幹

を
支

え
る

装
置

肢
体

不
自

由
者

体
幹

を
支

え
る

装
置

で
大

げ
さ

で
な

い
も

の
が

あ
る

と
良

い
。

8
4

2
0

1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

電
動

車
い

す
 そ

の
他

(福
祉

用
具

)電
動

車
い

す
バ

ッ
テ

リ
ー

電
動

車
い

す
バ

ッ
テ

リ
ー

の
仕

様
統

一
肢

体
不

自
由

者
電

動
車

い
す

の
バ

ッ
テ

リ
ー

仕
様

が
統

一
さ

れ
て

い
な

い
た

め
、
バ

ッ
テ

リ
ー

切
れ

を
起

こ
し

た
際

に
、
他

社
の

バ
ッ

テ
リ

ー
が

使
え

な
い

。
充

電
器

、
充

電
池

の
仕

様
を

統
一

し
て

ほ
し

い
。

8
5

2
0

1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

電
動

車
い

す
 そ

の
他

(福
祉

用
具

)電
動

車
い

す
バ

ッ
テ

リ
ー

電
動

車
い

す
の

バ
ッ

テ
リ

ー
規

格
お

よ
び

充
電

で
き

る
施

設
に

つ
い

て

肢
体

不
自

由
者

電
動

車
い

す
に

採
用

さ
れ

て
い

る
充

電
池

は
、
リ

チ
ウ

ム
イ

オ
ン

バ
ッ

テ
リ

ー
や

ニ
ッ

ケ
ル

水
素

バ
ッ

テ
リ

ー
な

ど
が

あ
り

、
使

用
し

て
い

る
充

電
池

が
異

な
る

と
充

電
器

も
異

な
っ

て
し

ま
う

。
充

電
池

が
異

な
っ

て
も

充
電

器
を

共
有

で
き

る
よ

う
に

し
て

ほ
し

い
。
ま

た
、
充

電
器

の
規

格
が

統
一

さ
れ

た
際

に
は

、
飲

食
店

等
に

充
電

設
備

を
設

け
て

ほ
し

い
。

8
6

2
0

1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

電
動

車
い

す
高

機
能

・
多

機
能

型
電

動
車

い
す

肢
体

不
自

由
者

自
動

運
転

・
安

全
機

能
、
段

差
解

消
機

能
な

ど
、
高

機
能

・
多

機
能

型
の

電
動

車
い

す
が

あ
る

と
良

い
。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

8
7

2
0

1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
移

乗
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
移

乗
用

具
医

療
専

門
職

ト
ラ

ン
ス

フ
ァ

ー
ボ

ー
ド

が
滑

ら
な

く
な

っ
た

時
の

対
処

方
法

高
齢

者
 介

助
者

施
設

で
イ

ー
ジ

ー
グ

ラ
イ

ド
を

使
用

し
て

い
ま

す
。
使

用
頻

度
が

高
い

た
め

、
表

面
が

摩
耗

し
て

滑
ら

な
く

な
っ

て
し

ま
い

、
対

処
方

法
を

考
え

て
い

ま
す

。
使

用
頻

度
が

高
い

も
の

だ
と

約
１
年

で
滑

ら
な

く
な

っ
て

し
ま

い
ま

す
。
1
枚

結
構

高
い

の
で

、
で

き
る

だ
け

長
持

ち
さ

せ
た

い
…

。
　
現

在
、
シ

リ
コ

ー
ン

ス
プ

レ
ー

を
表

面
に

噴
霧

し
、
な

じ
ま

せ
る

こ
と

で
ま

た
滑

る
よ

う
に

は
な

り
ま

す
が

、
あ

ま
り

長
持

ち
し

な
い

で
す

。
状

況
に

よ
り

ス
ラ

イ
ド

シ
ー

ト
と

併
用

し
て

使
う

場
合

も
あ

り
ま

す
。

　
も

し
、
他

に
何

か
よ

い
方

法
が

あ
れ

ば
ぜ

ひ
教

え
て

頂
け

れ
ば

幸
い

で
す

。

　
ま

た
、
摩

耗
に

強
く

使
い

勝
手

の
い

い
ト

ラ
ン

ス
フ

ァ
ー

ボ
ー

ド
の

開
発

も
望

み
ま

す
。

8
8

2
0

1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

歩
行

器
・
歩

行
車

福
祉

専
門

職
円

背
に

よ
る

低
身

長
の

方
に

合
っ

た
歩

行
車

高
齢

者
私

は
ケ

ア
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
を

し
て

い
ま

す
。

円
背

に
よ

る
低

身
長

の
方

に
合

っ
た

歩
行

車
を

探
し

て
い

ま
し

た
が

、
複

数
の

福
祉

用
具

事
業

者
に

相
談

し
て

も
、
取

り
扱

っ
て

い
な

い
と

の
ご

返
事

を
い

た
だ

き
ま

し
た

。

具
体

的
に

は
、
円

背
の

方
な

の
で

、
無

理
に

姿
勢

を
良

く
し

よ
う

と
胸

を
張

る
と

、
却

っ
て

背
中

か
ら

腰
に

か
け

て
痛

み
が

出
て

し
ま

い
ま

す
。

現
在

、
福

祉
用

具
貸

与
の

対
象

品
目

に
な

っ
て

い
る

歩
行

車
は

、
ハ

ン
ド

ル
が

U
字

型
を

し
て

お
り

、
背

が
低

い
方

が
ハ

ン
ド

ル
を

握
る

と
手

首
が

❝
へ
❞

の
字

に
曲

が
る

こ
と

に
な

っ
て

し
ま

い
、
手

首
を

痛
め

る
可

能
性

が
大

き
い

で
す

。

ま
た

、
体

の
上

半
身

を
預

け
る

タ
イ

プ
の

歩
行

車
は

、
高

さ
が

高
い

も
の

が
多

く
、
円

背
に

よ
る

低
身

長
の

方
に

は
合

い
ま

せ
ん

。

し
た

が
っ

て
、
ニ

ー
ズ

と
し

ま
し

て
は

、
現

在
福

祉
用

具
貸

与
の

対
象

外
に

な
っ

て
い

る
ハ

ン
ド

ル
が

T
字

と
な

っ
て

い
る

シ
ル

バ
ー

カ
ー

の
一

部
を

対
象

に
し

て
い

た
だ

き
た

い
こ

と
と

、
体

の
上

半
身

を
預

け
る

タ
イ

プ
の

歩
行

車
の

中
で

低
身

長
の

方
向

け
の

も
の

（
こ

れ
に

関
し

て
は

調
べ

が
足

ら
な

い
可

能
性

が
あ

る
た

め
、

ご
存

知
の

方
が

い
ら

っ
し

ゃ
っ

た
ら

教
え

て
い

た
だ

け
た

ら
と

思
い

ま
す

。
）
の

開
発

を
求

め
ま

す
。

よ
ろ

し
く

お
願

い
致

し
ま

す
。

8
9

2
0

1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
衣

服
の

着
脱

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

利
用

者
の

家
族

前
開

き
肌

着
肢

体
不

自
由

者
高

齢
者

前
開

き
肌

着
で

、
吸

汗
速

乾
素

材
の

も
の

は
無

い
の

で
し

ょ
う

か
。
福

祉
用

具
で

は
な

い
か

も
し

れ
ま

せ
ん

が
、
介

護
に

必
要

な
も

の
な

の
で

、
開

発
の

ほ
ど

お
願

い
し

ま
す

。

9
0

2
0

1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

内
の

移
動

 そ
の

他
(場

面
)

装
具

利
用

者
の

家
族

適
応

範
囲

が
広

が
っ

て
欲

し
い

保
護

帽
肢

体
不

自
由

者
そ

の
他

重
度

の
知

的
障

が
い

、
て

ん
か

ん
発

作
有

り
日

常
は

保
護

帽
を

自
傷

行
為

防
止

に
使

っ
て

い
ま

す
。

上
部

の
ク

ッ
シ

ョ
ン

が
無

い
部

分
を

丁
度

殴
っ

て
し

ま
う

の
で

そ
の

部
分

に
小

さ
な

ク
ッ

シ
ョ

ン
を

縫
い

付
け

て
い

ま
す

。
そ

れ
は

役
立

っ
て

い
る

の
で

す
が

、
後

は
顎

を
し

た
か

ら
殴

る
の

で
あ

ご
紐

に
ク

ッ
シ

ョ
ン

や
タ

オ
ル

を
挟

ん
だ

り
し

て
い

ま
す

が
、
あ

っ
ち

も
(上

部
に

も
)こ

っ
ち

に
も

(顎
に

も
)物

が
つ

い
て

外
出

に
は

不
向

き
で

す
。

一
体

化
(生

地
？

素
材

が
同

じ
)よ

う
な

も
の

、
ま

た
直

ぐ
に

取
り

付
け

取
り

外
し

が
容

易
(部

品
の

よ
う

)な
物

あ
れ

ば
い

い
な

と
思

っ
て

い
る

の
で

す
が

、
、
。
調

べ
て

み
て

も
自

傷
行

為
防

止
用

に
向

い
て

い
る

保
護

帽
は

な
い

よ
う

で
素

人
の

考
え

た
物

を
つ

け
る

し
か

な
い

の
か

な
と

諦
め

て
い

ま
す

。
そ

れ
と

も
も

っ
と

調
べ

れ
ば

あ
る

の
か

な
？

9
1

2
0

1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

 そ
の

他
(場

面
)屋

外
で

の
活

動
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
扇

風
機

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

ミ
ス

ト
機

能
付

き
ハ

ン
ズ

フ
リ

ー
扇

風
機

（
首

掛
け

）

肢
体

不
自

由
者

現
在

、
ハ

ン
ズ

フ
リ

ー
扇

風
機

（
首

掛
け

）
が

販
売

さ
れ

て
い

る
が

、
脊

髄
損

傷
等

よ
り

体
温

調
節

が
で

き
な

い
方

向
け

に
、
扇

風
機

に
よ

り
風

を
送

る
だ

け
で

な
く

、
ミ

ス
ト

機
能

を
付

加
し

た
扇

風
機

が
あ

る
と

よ
い

。
ミ

ス
ト

が
あ

る
と

体
感

温
度

は
だ

い
ぶ

異
な

る
。

ま
た

、
電

源
の

オ
ン

オ
フ

は
本

体
で

な
く

、
携

帯
電

話
・
携

帯
端

末
の

ア
プ

リ
と

連
携

し
、
手

元
で

操
作

で
き

、
タ

イ
マ

ー
機

能
に

よ
っ

て
一

定
期

間
で

ミ
ス

ト
が

出
る

な
ど

機
能

が
充

実
さ

れ
た

も
の

が
良

い
。
（
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
代

筆
）

9
2

2
0

1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

装
具

 そ
の

他
(福

祉
用

具
)

利
用

者
装

具
　
靴

肢
体

不
自

由
者

先
天

性
片

足
障

が
い

の
為

下
肢

長
差

が
あ

る
人

の
為

の
靴

を
自

由
に

選
ん

で
装

具
と

し
て

加
工

す
る

。
下

肢
長

差
に

応
じ

て
靴

内
部

か
外

部
に

補
高

素
材

を
つ

け
る

。
障

が
い

者
だ

っ
て

お
洒

落
を

し
た

い
。
加

工
補

助
制

度
は

あ
る

が
1
年

半
に

１
足

と
現

実
的

で
は

な
い

。
夏

は
夏

の
冬

は
冬

の
靴

が
あ

る
。
せ

め
て

１
年

に
２

足
ま

で
は 加

工
費

の
補

助
を

し
て

欲
し

い
。
消

耗
が

激
し

い
人

や
お

洒
落

を
楽

し
み

た
い

人
。
健

常
者

の
様

に
洋

服
に

あ
っ

た
靴

を
履

き
た

い
。

16
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

8
7

2
0

1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
移

乗
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
移

乗
用

具
医

療
専

門
職

ト
ラ

ン
ス

フ
ァ

ー
ボ

ー
ド

が
滑

ら
な

く
な

っ
た

時
の

対
処

方
法

高
齢

者
 介

助
者

施
設

で
イ

ー
ジ

ー
グ

ラ
イ

ド
を

使
用

し
て

い
ま

す
。
使

用
頻

度
が

高
い

た
め

、
表

面
が

摩
耗

し
て

滑
ら

な
く

な
っ

て
し

ま
い

、
対

処
方

法
を

考
え

て
い

ま
す

。
使

用
頻

度
が

高
い

も
の

だ
と

約
１
年

で
滑

ら
な

く
な

っ
て

し
ま

い
ま

す
。
1
枚

結
構

高
い

の
で

、
で

き
る

だ
け

長
持

ち
さ

せ
た

い
…

。
　
現

在
、
シ

リ
コ

ー
ン

ス
プ

レ
ー

を
表

面
に

噴
霧

し
、
な

じ
ま

せ
る

こ
と

で
ま

た
滑

る
よ

う
に

は
な

り
ま

す
が

、
あ

ま
り

長
持

ち
し

な
い

で
す

。
状

況
に

よ
り

ス
ラ

イ
ド

シ
ー

ト
と

併
用

し
て

使
う

場
合

も
あ

り
ま

す
。

　
も

し
、
他

に
何

か
よ

い
方

法
が

あ
れ

ば
ぜ

ひ
教

え
て

頂
け

れ
ば

幸
い

で
す

。

　
ま

た
、
摩

耗
に

強
く

使
い

勝
手

の
い

い
ト

ラ
ン

ス
フ

ァ
ー

ボ
ー

ド
の

開
発

も
望

み
ま

す
。

8
8

2
0

1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

歩
行

器
・
歩

行
車

福
祉

専
門

職
円

背
に

よ
る

低
身

長
の

方
に

合
っ

た
歩

行
車

高
齢

者
私

は
ケ

ア
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
を

し
て

い
ま

す
。

円
背

に
よ

る
低

身
長

の
方

に
合

っ
た

歩
行

車
を

探
し

て
い

ま
し

た
が

、
複

数
の

福
祉

用
具

事
業

者
に

相
談

し
て

も
、
取

り
扱

っ
て

い
な

い
と

の
ご

返
事

を
い

た
だ

き
ま

し
た

。

具
体

的
に

は
、
円

背
の

方
な

の
で

、
無

理
に

姿
勢

を
良

く
し

よ
う

と
胸

を
張

る
と

、
却

っ
て

背
中

か
ら

腰
に

か
け

て
痛

み
が

出
て

し
ま

い
ま

す
。

現
在

、
福

祉
用

具
貸

与
の

対
象

品
目

に
な

っ
て

い
る

歩
行

車
は

、
ハ

ン
ド

ル
が

U
字

型
を

し
て

お
り

、
背

が
低

い
方

が
ハ

ン
ド

ル
を

握
る

と
手

首
が

❝
へ
❞

の
字

に
曲

が
る

こ
と

に
な

っ
て

し
ま

い
、
手

首
を

痛
め

る
可

能
性

が
大

き
い

で
す

。

ま
た

、
体

の
上

半
身

を
預

け
る

タ
イ

プ
の

歩
行

車
は

、
高

さ
が

高
い

も
の

が
多

く
、
円

背
に

よ
る

低
身

長
の

方
に

は
合

い
ま

せ
ん

。

し
た

が
っ

て
、
ニ

ー
ズ

と
し

ま
し

て
は

、
現

在
福

祉
用

具
貸

与
の

対
象

外
に

な
っ

て
い

る
ハ

ン
ド

ル
が

T
字

と
な

っ
て

い
る

シ
ル

バ
ー

カ
ー

の
一

部
を

対
象

に
し

て
い

た
だ

き
た

い
こ

と
と

、
体

の
上

半
身

を
預

け
る

タ
イ

プ
の

歩
行

車
の

中
で

低
身

長
の

方
向

け
の

も
の

（
こ

れ
に

関
し

て
は

調
べ

が
足

ら
な

い
可

能
性

が
あ

る
た

め
、

ご
存

知
の

方
が

い
ら

っ
し

ゃ
っ

た
ら

教
え

て
い

た
だ

け
た

ら
と

思
い

ま
す

。
）
の

開
発

を
求

め
ま

す
。

よ
ろ

し
く

お
願

い
致

し
ま

す
。

8
9

2
0

1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
衣

服
の

着
脱

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

利
用

者
の

家
族

前
開

き
肌

着
肢

体
不

自
由

者
高

齢
者

前
開

き
肌

着
で

、
吸

汗
速

乾
素

材
の

も
の

は
無

い
の

で
し

ょ
う

か
。
福

祉
用

具
で

は
な

い
か

も
し

れ
ま

せ
ん

が
、
介

護
に

必
要

な
も

の
な

の
で

、
開

発
の

ほ
ど

お
願

い
し

ま
す

。

9
0

2
0

1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

内
の

移
動

 そ
の

他
(場

面
)

装
具

利
用

者
の

家
族

適
応

範
囲

が
広

が
っ

て
欲

し
い

保
護

帽
肢

体
不

自
由

者
そ

の
他

重
度

の
知

的
障

が
い

、
て

ん
か

ん
発

作
有

り
日

常
は

保
護

帽
を

自
傷

行
為

防
止

に
使

っ
て

い
ま

す
。

上
部

の
ク

ッ
シ

ョ
ン

が
無

い
部

分
を

丁
度

殴
っ

て
し

ま
う

の
で

そ
の

部
分

に
小

さ
な

ク
ッ

シ
ョ

ン
を

縫
い

付
け

て
い

ま
す

。
そ

れ
は

役
立

っ
て

い
る

の
で

す
が

、
後

は
顎

を
し

た
か

ら
殴

る
の

で
あ

ご
紐

に
ク

ッ
シ

ョ
ン

や
タ

オ
ル

を
挟

ん
だ

り
し

て
い

ま
す

が
、
あ

っ
ち

も
(上

部
に

も
)こ

っ
ち

に
も

(顎
に

も
)物

が
つ

い
て

外
出

に
は

不
向

き
で

す
。

一
体

化
(生

地
？

素
材

が
同

じ
)よ

う
な

も
の

、
ま

た
直

ぐ
に

取
り

付
け

取
り

外
し

が
容

易
(部

品
の

よ
う

)な
物

あ
れ

ば
い

い
な

と
思

っ
て

い
る

の
で

す
が

、
、
。
調

べ
て

み
て

も
自

傷
行

為
防

止
用

に
向

い
て

い
る

保
護

帽
は

な
い

よ
う

で
素

人
の

考
え

た
物

を
つ

け
る

し
か

な
い

の
か

な
と

諦
め

て
い

ま
す

。
そ

れ
と

も
も

っ
と

調
べ

れ
ば

あ
る

の
か

な
？

9
1

2
0

1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

 そ
の

他
(場

面
)屋

外
で

の
活

動
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
扇

風
機

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

ミ
ス

ト
機

能
付

き
ハ

ン
ズ

フ
リ

ー
扇

風
機

（
首

掛
け

）

肢
体

不
自

由
者

現
在

、
ハ

ン
ズ

フ
リ

ー
扇

風
機

（
首

掛
け

）
が

販
売

さ
れ

て
い

る
が

、
脊

髄
損

傷
等

よ
り

体
温

調
節

が
で

き
な

い
方

向
け

に
、
扇

風
機

に
よ

り
風

を
送

る
だ

け
で

な
く

、
ミ

ス
ト

機
能

を
付

加
し

た
扇

風
機

が
あ

る
と

よ
い

。
ミ

ス
ト

が
あ

る
と

体
感

温
度

は
だ

い
ぶ

異
な

る
。

ま
た

、
電

源
の

オ
ン

オ
フ

は
本

体
で

な
く

、
携

帯
電

話
・
携

帯
端

末
の

ア
プ

リ
と

連
携

し
、
手

元
で

操
作

で
き

、
タ

イ
マ

ー
機

能
に

よ
っ

て
一

定
期

間
で

ミ
ス

ト
が

出
る

な
ど

機
能

が
充

実
さ

れ
た

も
の

が
良

い
。
（
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
代

筆
）

9
2

2
0

1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

装
具

 そ
の

他
(福

祉
用

具
)

利
用

者
装

具
　
靴

肢
体

不
自

由
者

先
天

性
片

足
障

が
い

の
為

下
肢

長
差

が
あ

る
人

の
為

の
靴

を
自

由
に

選
ん

で
装

具
と

し
て

加
工

す
る

。
下

肢
長

差
に

応
じ

て
靴

内
部

か
外

部
に

補
高

素
材

を
つ

け
る

。
障

が
い

者
だ

っ
て

お
洒

落
を

し
た

い
。
加

工
補

助
制

度
は

あ
る

が
1
年

半
に

１
足

と
現

実
的

で
は

な
い

。
夏

は
夏

の
冬

は
冬

の
靴

が
あ

る
。
せ

め
て

１
年

に
２

足
ま

で
は 加

工
費

の
補

助
を

し
て

欲
し

い
。
消

耗
が

激
し

い
人

や
お

洒
落

を
楽

し
み

た
い

人
。
健

常
者

の
様

に
洋

服
に

あ
っ

た
靴

を
履

き
た

い
。

16
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

9
3

2
0

1
9

新
製

品
・
技

術
そ

の
他

(場
面

)洗
濯

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

物
干

し
用

具
個

人
片

手
用

洗
濯

バ
サ

ミ
肢

体
不

自
由

者
介

助
者

片
手

用
洗

濯
バ

サ
ミ

の
ご

紹
介

【
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
ピ

ン
チ

】
こ

の
製

品
は

片
手

し
か

自
由

に
な

ら
な

い
人

の
た

め
の

洗
濯

バ
サ

ミ
で

す
。

こ
の

洗
濯

バ
サ

ミ
の

特
徴

は
、
洗

濯
物

を
吊

る
す

の
に

3
本

の
指

を
使

う
と

い
う

こ
と

で
す

。
そ

し
て

解
放

角
度

も
片

手
で

調
整

で
き

、
単

体
と

し
て

完
結

す
る

も
の

で
す

。
既

に
特

許
取

得
済

み
で

す
が

、
市

場
化

の
実

現
が

で
き

て
お

り
ま

せ
ん

。
最

近
ツ

イ
ッ

タ
ー

で
公

開
し

た
反

応
で

は
、
市

場
化

さ
れ

た
ら

是
非

欲
し

い
、
ま

た
、
ど

こ
で

売
っ

て
い

る
の

？
と

い
う

よ
う

な
反

響
も

い
た

だ
い

て
い

ま
す

。
自

作
の

ラ
フ

な
試

作
品

動
画

と
特

許
情

報
を

添
付

い
た

し
ま

す
。

ツ
イ

ッ
タ

ー
動

画
h

tt
p

s
:/

/t
w

it
te

r.
c
o

m
/k

o
d

a
k
p

a
p

a
2

/s
ta

tu
s
/
1
0

0
4

3
5

9
8

5
2

6
5

7
7

9
9

1
6

9
?

s
=

1
2

特
許

取
得

状
況

添
付

図
面

公
開

番
号

：
特

開
2

0
1
2

-3
2

0
 (

J
P

 2
0

1
2

-3
2

0
 A

)登
録

番
号

：
特

許
第

5
5

3
4

9
7

0
号

 (
J
P

5
5

3
4

9
7

0
 B

)出
願

日
：
2

0
1
0

/
0

6
/
1
8

公
開

日
：
2

0
1
2

/
0

1
/
0

5
出

願
人

：
小

高
敏

男
発

明
者

：
1
) 

小
高

敏
男

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。

千
葉

県
柏

市
中

新
宿

1
-2

2
-2

小
高

敏
男

0
9

0
9

8
2

1
3

7
9

7

9
4

2
0

1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

電
動

車
い

す
利

用
者

電
動

車
い

す
の

生
活

水
準

向
上

性
肢

体
不

自
由

者
電

動
車

い
す

は
家

庭
用

コ
ン

セ
ン

ト
で

充
電

さ
れ

る
タ

イ
プ

が
多

い
と

思
い

ま
す

そ
れ

で
思

い
つ

い
た

の
が

逆
の

発
想

で
電

動
車

い
す

の
バ

ッ
テ

リ
ィ

ー
か

ら
家

庭
用

コ
ン

セ
ン

ト
を

さ
せ

る
よ

う
に

で
き

な
い

の
か

と
そ

れ
が

で
き

れ
ば

暑
い

と
き

ミ
ニ

扇
風

機
が

使
え

た
り

寒
い

と
き

電
気

毛
布

が
使

え
た

り
と

外
に

出
る

機
会

が
増

え
る

と
思

い
ま

す
大

げ
さ

に
言

え
ば

避
難

指
示

が
出

た
と

き
電

気
が

使
え

な
い

と
き

助
け

に
な

る
発

電
機

代
用

に
な

り
ま

す
そ

れ
が

標
準

で
付

く
時

代
が

来
る

と
嬉

し
い

で
す

9
5

2
0

1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

緊
急

通
報

装
置

障
害

者
団

体
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

機
器

。
聴

覚
障

害
者

話
し

て
い

る
こ

と
を

そ
の

ま
ま

文
字

に
変

え
て

、
待

ち
受

け
画

面
に

表
示

す
る

。

9
6

2
0

1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

緊
急

通
報

装
置

障
害

者
団

体
携

帯
電

話
の

待
ち

受
け

画
面

の
活

用
を

。
聴

覚
障

害
者

特
に

「
見

え
な

い
障

害
者

」
は

4
8

種
類

以
上

い
ま

す
。
ど

ん
な

障
害

で
ど

ん
な

配
慮

が
必

要
な

の
か

瞬
時

に
判

断
し

な
け

れ
ば

い
け

な
い

こ
と

が
多

い
。
一

番
良

い
の

が
IP

 P
h

o
n

e
、
iP

a
d

な
と

の
待

ち
受

け
画

面
に

文
字

情
報

を
載

せ
る

こ
と

。
突

然
の

停
電

で
も

瞬
時

に
情

報
を

流
せ

る
よ

う
し

て
ほ

し
い

。
医

師
な

ど
に

は
詳

し
い

情
報

が
必

要
な

の
で

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

「
拡

張
性

」
を

持
た

せ
て

。

9
7

2
0

1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

緊
急

通
報

装
置

障
害

者
団

体
携

帯
電

話
に

か
か

っ
て

き
た

音
声

情
報

を
文

字
に

変
え

て
伝

え
る

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

聴
覚

障
害

者
聞

こ
え

る
人

は
緊

急
情

報
を

耳
で

き
け

る
が

、
聴

覚
障

害
者

は
無

理
。
音

声
文

字
に

変
え

る
こ

と
は

現
状

で
も

で
き

な
い

こ
と

は
な

い
が

、
特

に
高

齢
者

は
メ

カ
に

弱
い

。
簡

単
に

文
字

表
示

で
き

る
よ

う
に

し
て

。

9
8

2
0

1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

緊
急

通
報

装
置

障
害

者
団

体
「
指

さ
し

会
話

帳
」
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
版

聴
覚

障
害

者
 そ

の
他

話
せ

な
い

障
害

者
も

多
い

。
失

語
症

、
失

声
症

、
構

音
障

害
、
吃

音
症

用
、
け

い
れ

ん
性

発
声

障
害

(A
D

/
S

D
)な

ど
。
周

り
の

人
は

ど
ん

な
障

害
で

、
ど

ん
な

配
慮

を
し

ほ
し

い
の

か
、
知

り
た

い
と

い
う

。
紙

版
は

あ
る

が
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
版

も
ほ

し
い

。
伝

え
た

い
こ

と
を

瞬
時

に
相

手
の

伝
え

る
こ

と
か

大
切

。
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
「
拡

張
性

」
を

持
た

せ
て

。

9
9

2
0

1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

意
思

伝
達

装
置

 緊
急

通
報

装
置

障
害

者
団

体
ワ

ン
タ

ッ
チ

で
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

手
段

を
選

べ
る

よ
う

に
た

い
。

聴
覚

障
害

者
 高

齢
者

テ
レ

ビ
を

見
る

と
、
手

話
、
文

字
、
テ

ロ
ッ

プ
な

ど
が

混
乱

し
て

い
る

。
携

帯
電

話
の

ワ
ン

セ
グ

テ
レ

ビ
に

る
と

画
面

が
小

さ
い

の
で

余
計

に
混

乱
す

る
。
す

っ
き

り
す

る
と

思
う

。

1
0

0
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

意
思

伝
達

装
置

 緊
急

通
報

装
置

障
害

者
団

体
「
見

え
な

い
障

害
者

」
に

関
心

を
持

っ
て

聴
覚

障
害

者
「
見

え
な

い
障

害
者

」
は

障
害

者
全

体
の

8
0

%
以

上
と

思
い

ま
す

。
こ

れ
に

あ
わ

せ
た

対
策

を
希

望
し

ま
す

。

1
0

1
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

緊
急

通
報

装
置

障
害

者
団

体
聴

覚
障

害
者

用
情

報
受

信
器

聴
覚

障
害

者
・
A

I（
人

工
知

能
）
で

検
出

し
主

に
使

う
非

常
ベ

ル
、
湯

の
沸

騰
、
来

客
、
緊

急
情

報
、
時

刻
、
起

床
を

自
分

の
携

帯
電

話
に

送
る

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

、
・
情

報
は

携
帯

電
話

の
待

ち
受

け
画

面
に

イ
ラ

ス
ト

で
表

示
。

・
い

つ
何

が
起

き
る

か
分

か
ら

な
い

の
で

ス
タ

ン
バ

イ
状

態
に

し
て

お
く

必
要

が
あ

る
。
火

災
報

知
器

は
部

屋
の

数
だ

け
必

要
だ

が
、
こ

れ
は

携
帯

電
話

な
の

で
1
台

で
間

に
合

う
は

ず
。

1
0

2
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

緊
急

通
報

装
置

障
害

者
団

体
聴

覚
障

害
者

用
テ

レ
ビ

選
択

ボ
タ

ン
聴

覚
障

害
者

日
本

の
テ

レ
ビ

は
手

話
、
字

幕
、
口

話
が

同
時

に
画

面
に

出
る

。
特

に
高

齢
者

は
ど

れ
を

読
め

ば
良

い
の

か
悩

む
。
携

帯
電

話
に

な
る

と
画

面
が

小
さ

い
の

で
、
読

み
づ

ら
い

、
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

選
択

す
る

と
ど

れ
か

好
き

な
方

法
で

画
面

を
見

る
事

が
で

き
れ

ば
よ

い
と

思
う

。

1
0

3
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

意
思

伝
達

装
置

 緊
急

通
報

装
置

「
み

え
る

電
話

」
聴

覚
障

害
者

現
状

で
も

使
え

な
い

こ
と

は
な

い
が

、
文

字
入

力
し

た
ス

マ
ホ

を
相

手
に

見
せ

る
必

要
が

あ
る

。
相

手
も

ス
マ

ホ
を

持
っ

て
い

る
と

い
う

条
件

は
つ

き
ま

す
が

、
い

つ
で

も
ど

こ
か

ら
で

も
、
ど

こ
へ

で
も

か
け

ら
れ

る
電

話
機

が
ほ

し
い

。
こ

れ
が

で
き

る
と

選
挙

演
説

も
、
他

に
階

に
い

る
人

々
と

も
交

信
で

き
る

と
思

い
ま

す
。

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

、
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

も
近

づ
い

て
い

る
の

で
多

国
籍

語
で

や
り

と
り

が
で

き
れ

ば
あ

り
が

た
い

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

9
3

2
0

1
9

新
製

品
・
技

術
そ

の
他

(場
面

)洗
濯

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

物
干

し
用

具
個

人
片

手
用

洗
濯

バ
サ

ミ
肢

体
不

自
由

者
介

助
者

片
手

用
洗

濯
バ

サ
ミ

の
ご

紹
介

【
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
ピ

ン
チ

】
こ

の
製

品
は

片
手

し
か

自
由

に
な

ら
な

い
人

の
た

め
の

洗
濯

バ
サ

ミ
で

す
。

こ
の

洗
濯

バ
サ

ミ
の

特
徴

は
、
洗

濯
物

を
吊

る
す

の
に

3
本

の
指

を
使

う
と

い
う

こ
と

で
す

。
そ

し
て

解
放

角
度

も
片

手
で

調
整

で
き

、
単

体
と

し
て

完
結

す
る

も
の

で
す

。
既

に
特

許
取

得
済

み
で

す
が

、
市

場
化

の
実

現
が

で
き

て
お

り
ま

せ
ん

。
最

近
ツ

イ
ッ

タ
ー

で
公

開
し

た
反

応
で

は
、
市

場
化

さ
れ

た
ら

是
非

欲
し

い
、
ま

た
、
ど

こ
で

売
っ

て
い

る
の

？
と

い
う

よ
う

な
反

響
も

い
た

だ
い

て
い

ま
す

。
自

作
の

ラ
フ

な
試

作
品

動
画

と
特

許
情

報
を

添
付

い
た

し
ま

す
。

ツ
イ

ッ
タ

ー
動

画
h

tt
p

s
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/t
w

it
te

r.
c
o

m
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o
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a
k
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p
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tu
s
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取
得

状
況

添
付

図
面

公
開

番
号

：
特

開
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0
1
2
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2

0
 (

J
P

 2
0

1
2
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2

0
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番
号

：
特

許
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5
5

3
4

9
7
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号
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4

9
7

0
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)出
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日
：
2

0
1
0

/
0

6
/
1
8

公
開

日
：
2

0
1
2

/
0

1
/
0

5
出

願
人

：
小

高
敏

男
発

明
者

：
1
) 

小
高

敏
男

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。

千
葉

県
柏

市
中

新
宿

1
-2

2
-2

小
高

敏
男

0
9

0
9

8
2

1
3

7
9

7

9
4

2
0

1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

電
動

車
い

す
利

用
者

電
動

車
い

す
の

生
活

水
準

向
上

性
肢

体
不

自
由

者
電

動
車

い
す

は
家

庭
用

コ
ン

セ
ン

ト
で

充
電

さ
れ

る
タ

イ
プ

が
多

い
と

思
い

ま
す

そ
れ

で
思

い
つ

い
た

の
が

逆
の

発
想

で
電

動
車

い
す

の
バ

ッ
テ

リ
ィ

ー
か

ら
家

庭
用

コ
ン

セ
ン

ト
を

さ
せ

る
よ

う
に

で
き

な
い

の
か

と
そ

れ
が

で
き

れ
ば

暑
い

と
き

ミ
ニ

扇
風

機
が

使
え

た
り

寒
い

と
き

電
気

毛
布

が
使

え
た

り
と

外
に

出
る

機
会

が
増

え
る

と
思

い
ま

す
大

げ
さ

に
言

え
ば

避
難

指
示

が
出

た
と

き
電

気
が

使
え

な
い

と
き

助
け

に
な

る
発

電
機

代
用

に
な

り
ま

す
そ

れ
が

標
準

で
付

く
時

代
が

来
る

と
嬉

し
い

で
す

9
5

2
0

1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

緊
急

通
報

装
置

障
害

者
団

体
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

機
器

。
聴

覚
障

害
者

話
し

て
い

る
こ

と
を

そ
の

ま
ま

文
字

に
変

え
て

、
待

ち
受

け
画

面
に

表
示

す
る

。

9
6

2
0

1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

緊
急

通
報

装
置

障
害

者
団

体
携

帯
電

話
の

待
ち

受
け

画
面

の
活

用
を

。
聴

覚
障

害
者

特
に

「
見

え
な

い
障

害
者

」
は

4
8

種
類

以
上

い
ま

す
。
ど

ん
な

障
害

で
ど

ん
な

配
慮

が
必

要
な

の
か

瞬
時

に
判

断
し

な
け

れ
ば

い
け

な
い

こ
と

が
多

い
。
一

番
良

い
の

が
IP

 P
h

o
n

e
、
iP

a
d

な
と

の
待

ち
受

け
画

面
に

文
字

情
報

を
載

せ
る

こ
と

。
突

然
の

停
電

で
も

瞬
時

に
情

報
を

流
せ

る
よ

う
し

て
ほ

し
い

。
医

師
な

ど
に

は
詳

し
い

情
報

が
必

要
な

の
で

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

「
拡

張
性

」
を

持
た

せ
て

。

9
7

2
0

1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

緊
急

通
報

装
置

障
害

者
団

体
携

帯
電

話
に

か
か

っ
て

き
た

音
声

情
報

を
文

字
に

変
え

て
伝

え
る

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

聴
覚

障
害

者
聞

こ
え

る
人

は
緊

急
情

報
を

耳
で

き
け

る
が

、
聴

覚
障

害
者

は
無

理
。
音

声
文

字
に

変
え

る
こ

と
は

現
状

で
も

で
き

な
い

こ
と

は
な

い
が

、
特

に
高

齢
者

は
メ

カ
に

弱
い

。
簡

単
に

文
字

表
示

で
き

る
よ

う
に

し
て

。

9
8

2
0

1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

緊
急

通
報

装
置

障
害

者
団

体
「
指

さ
し

会
話

帳
」
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
版

聴
覚

障
害

者
 そ

の
他

話
せ

な
い

障
害

者
も

多
い

。
失

語
症

、
失

声
症

、
構

音
障

害
、
吃

音
症

用
、
け

い
れ

ん
性

発
声

障
害

(A
D

/
S

D
)な

ど
。
周

り
の

人
は

ど
ん

な
障

害
で

、
ど

ん
な

配
慮

を
し

ほ
し

い
の

か
、
知

り
た

い
と

い
う

。
紙

版
は

あ
る

が
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
版

も
ほ

し
い

。
伝

え
た

い
こ

と
を

瞬
時

に
相

手
の

伝
え

る
こ

と
か

大
切

。
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
「
拡

張
性

」
を

持
た

せ
て

。

9
9

2
0

1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

意
思

伝
達

装
置

 緊
急

通
報

装
置

障
害

者
団

体
ワ

ン
タ

ッ
チ

で
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

手
段

を
選

べ
る

よ
う

に
た

い
。

聴
覚

障
害

者
 高

齢
者

テ
レ

ビ
を

見
る

と
、
手

話
、
文

字
、
テ

ロ
ッ

プ
な

ど
が

混
乱

し
て

い
る

。
携

帯
電

話
の

ワ
ン

セ
グ

テ
レ

ビ
に

る
と

画
面

が
小

さ
い

の
で

余
計

に
混

乱
す

る
。
す

っ
き

り
す

る
と

思
う

。

1
0

0
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

意
思

伝
達

装
置

 緊
急

通
報

装
置

障
害

者
団

体
「
見

え
な

い
障

害
者

」
に

関
心

を
持

っ
て

聴
覚

障
害

者
「
見

え
な

い
障

害
者

」
は

障
害

者
全

体
の

8
0

%
以

上
と

思
い

ま
す

。
こ

れ
に

あ
わ

せ
た

対
策

を
希

望
し

ま
す

。

1
0

1
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

緊
急

通
報

装
置

障
害

者
団

体
聴

覚
障

害
者

用
情

報
受

信
器

聴
覚

障
害

者
・
A

I（
人

工
知

能
）
で

検
出

し
主

に
使

う
非

常
ベ

ル
、
湯

の
沸

騰
、
来

客
、
緊

急
情

報
、
時

刻
、
起

床
を

自
分

の
携

帯
電

話
に

送
る

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

、
・
情

報
は

携
帯

電
話

の
待

ち
受

け
画

面
に

イ
ラ

ス
ト

で
表

示
。

・
い

つ
何

が
起

き
る

か
分

か
ら

な
い

の
で

ス
タ

ン
バ

イ
状

態
に

し
て

お
く

必
要

が
あ

る
。
火

災
報

知
器

は
部

屋
の

数
だ

け
必

要
だ

が
、
こ

れ
は

携
帯

電
話

な
の

で
1
台

で
間

に
合

う
は

ず
。

1
0

2
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

緊
急

通
報

装
置

障
害

者
団

体
聴

覚
障

害
者

用
テ

レ
ビ

選
択

ボ
タ

ン
聴

覚
障

害
者

日
本

の
テ

レ
ビ

は
手

話
、
字

幕
、
口

話
が

同
時

に
画

面
に

出
る

。
特

に
高

齢
者

は
ど

れ
を

読
め

ば
良

い
の

か
悩

む
。
携

帯
電

話
に

な
る

と
画

面
が

小
さ

い
の

で
、
読

み
づ

ら
い

、
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

選
択

す
る

と
ど

れ
か

好
き

な
方

法
で

画
面

を
見

る
事

が
で

き
れ

ば
よ

い
と

思
う

。

1
0

3
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

意
思

伝
達

装
置

 緊
急

通
報

装
置

「
み

え
る

電
話

」
聴

覚
障

害
者

現
状

で
も

使
え

な
い

こ
と

は
な

い
が

、
文

字
入

力
し

た
ス

マ
ホ

を
相

手
に

見
せ

る
必

要
が

あ
る

。
相

手
も

ス
マ

ホ
を

持
っ

て
い

る
と

い
う

条
件

は
つ

き
ま

す
が

、
い

つ
で

も
ど

こ
か

ら
で

も
、
ど

こ
へ

で
も

か
け

ら
れ

る
電

話
機

が
ほ

し
い

。
こ

れ
が

で
き

る
と

選
挙

演
説

も
、
他

に
階

に
い

る
人

々
と

も
交

信
で

き
る

と
思

い
ま

す
。

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

、
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

も
近

づ
い

て
い

る
の

で
多

国
籍

語
で

や
り

と
り

が
で

き
れ

ば
あ

り
が

た
い

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

1
0

4
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

緊
急

通
報

装
置

供
給

事
業

者
廃

盤
製

品
で

す
が

、
名

器
で

す
。

聴
覚

障
害

者
添

付
フ

ァ
イ

ル
の

製
品

は
メ

ー
カ

ー
の

都
合

で
廃

盤
に

な
り

ま
し

た
が

、
名

器
な

の
で

ど
こ

か
販

売
し

て
い

る
と

こ
ろ

が
あ

れ
ば

教
え

て
く

だ
さ

い
。

ま
た

は
金

型
を

仕
入

れ
て

復
活

さ
せ

る
の

も
い

い
で

す
。
多

分
、
中

国
に

ぢ
こ

か
に

あ
る

と
思

い
ま

す
・

1
0

5
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

障
害

者
団

体
光

る
サ

イ
コ

ロ
タ

イ
マ

ー
聴

覚
障

害
者

普
通

の
タ

イ
マ

ー
は

金
的

に
は

音
だ

け
。
5

5
0

万
人

の
聴

覚
障

害
者

は
光

、
音

増
幅

、
振

動
、
文

字
が

必
要

。
「
聞

こ
え

る
こ

と
が

当
た

り
前

」
と

し
な

い
て

゜く
だ

さ
い

・
1
分

、
5

分
、
1
0

分
、
2

0
分

。
任

意
設

定
の

機
能

を
入

れ
て

ス
ト

ロ
ボ

に
し

て
ほ

し
い

。

1
0

6
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

緊
急

通
報

装
置

障
害

者
団

体
手

話
か

字
幕

選
択

で
き

る
リ

モ
コ

ン
ま

た
は

携
帯

の
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン

聴
覚

障
害

者
現

状
は

添
付

フ
ァ

イ
ル

の
よ

う
に

字
幕

と
手

話
の

併
用

が
多

い
。
見

る
側

と
し

は
混

乱
し

ま
す

。
携

帯
電

話
の

ワ
ン

セ
グ

は
画

面
か

狭
い

の
で

、
尚

更
。

ど
ち

か
に

選
択

で
き

る
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

。

1
0

7
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

緊
急

通
報

装
置

障
害

者
団

体
投

薬
時

間
な

ど
を

ス
ト

ロ
ボ

で
知

ら
せ

る
時

計
聴

覚
障

害
者

薬
を

飲
む

時
間

、
風

呂
の

わ
き

上
が

り
、
な

ど
を

セ
ッ

ト
し

、
時

間
に

な
っ

た
ら

そ
の

イ
ラ

ス
ト

が
画

面
上

に
表

示
で

き
れ

ば
い

い
。

・
暗

く
な

つ
た

時
も

ワ
イ

ヤ
レ

ス
で

や
り

ま
す

。
リ

モ
コ

ン
側

に
操

作
ボ

タ
ン

を
用

意
し

て
ほ

し
い

。

1
0

8
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

緊
急

通
報

装
置

障
害

者
団

体
緊

急
情

報
対

応
テ

レ
ビ

聴
覚

障
害

者
普

通
、
聞

こ
え

る
人

は
緊

急
情

報
が

入
れ

ば
ラ

ジ
オ

、
携

帯
電

話
か

ら
情

報
を

得
る

こ
と

が
で

き
る

が
聴

覚
障

害
者

は
無

理
。
家

庭
の

テ
レ

ビ
を

消
し

て
い

て
も

緊
急

情
報

が
は

い
れ

ば
勝

手
に

ス
タ

ン
バ

イ
し

て
、
勝

手
に

画
面

に
情

報
を

流
す

テ
レ

ビ
が

ほ
し

い
。
但

し
、
停

電
の

可
能

性
も

あ
る

の
で

自
動

的
に

自
家

発
電

に
な

る
と

よ
い

。
あ

る
い

は
リ

チ
ウ

ム
コ

イ
ン

電
池

か
。

1
0

9
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

緊
急

通
報

装
置

障
害

者
団

体
携

帯
電

話
緊

急
情

報
受

信
。

聴
覚

障
害

者
聞

こ
え

る
人

は
緊

急
情

報
が

入
れ

ば
携

帯
電

話
の

ラ
ジ

オ
を

聞
け

ば
良

い
が

、
聴

覚
障

害
者

は
分

か
ら

な
い

。
携

帯
電

話
を

消
し

て
い

て
も

緊
急

情
報

が
入

れ
ば

強
制

的
に

待
ち

受
け

画
面

が
字

幕
付

き
ニ

ュ
ー

ス
に

切
り

替
わ

る
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
。

1
1
0

2
0

1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
利

用
者

の
家

族
家

庭
用

シ
ー

ト
状

体
重

計
肢

体
不

自
由

者
高

齢
者

患
者

の
体

重
増

減
は

、
介

護
す

る
も

の
に

と
っ

て
と

て
も

気
に

な
る

と
こ

ろ
で

す
。
し

か
し

な
が

ら
自

立
保

持
が

難
し

い
患

者
に

と
っ

て
、
家

庭
用

の
体

重
計

で
は

正
確

に
測

れ
な

い
の

で
す

。
大

き
な

病
院

へ
行

け
ば

車
椅

子
ご

と
測

れ
る

体
重

計
が

あ
り

ま
す

が
、
毎

週
の

よ
う

に
通

う
の

は
無

理
で

す
。
何

で
も

薄
型

に
で

き
る

そ
の

技
術

で
、
車

椅
子

や
歩

行
器

ご
と

乗
れ

、
ま

た
シ

ー
ト

状
で

簡
単

に
移

動
や

収
納

で
き

る
体

重
計

が
開

発
さ

れ
な

い
か

と
期

待
し

て
い

ま
す

。

1
1
1

2
0

1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

つ
え

供
給

事
業

者
介

護
保

険
適

応
　
貸

与
可

能
な

歩
行

補
助

つ
え

の
男

性
向

け
の

柄
に

つ
い

て

高
齢

者
貸

与
可

能
な

4
点

杖
の

柄
で

す
が

、
女

性
が

好
み

そ
う

な
花

柄
な

ど
は

多
数

貸
与

で
出

回
っ

て
い

る
が

、
男

性
向

け
の

カ
ラ

フ
ル

な
貸

与
の

杖
が

な
い

。
購

入
の

1
本

杖
で

は
男

性
向

け
の

カ
ラ

フ
ル

な
杖

も
多

く
見

ら
れ

る
が

、
、

男
性

も
例

え
ば

、
タ

イ
ガ

ー
ス

柄
の

よ
う

な
元

気
が

出
る

よ
う

な
4

点
杖

を
貸

与
可

能
な

杖
と

し
て

メ
ー

カ
ー

側
で

作
成

し
て

ほ
し

い
。

外
出

す
る

際
に

も
カ

ラ
フ

ル
な

杖
を

持
つ

こ
と

で
元

気
が

出
て

く
る

と
思

い
ま

す
。

1
1
2

2
0

1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
ベ

ッ
ド

か
ら

の
立

ち
上

が
り

移
乗

特
殊

寝
台

福
祉

専
門

職
医

療
現

場
で

利
用

さ
れ

て
い

る
折

り
畳

み
式

サ
イ

ド
レ

ー
ル

を
介

護
保

険
で

も

高
齢

者
医

療
用

で
利

用
さ

れ
て

い
る

折
り

た
た

み
ベ

ッ
ド

サ
イ

ド
レ

ー
ル

 で
す

が
在

宅
用

で
も

利
用

で
き

る
よ

う
に

な
ら

な
い

か
と

ご
利

用
者

か
ら

要
望

を
い

た
だ

く
機

会
が

多
く

な
っ

て
き

て
い

ま
す

。
差

し
込

み
式

サ
イ

ド
レ

ー
ル

の
抜

き
差

し
が

大
変

と
の

事
な

の
で

折
り

畳
み

式
だ

と
負

担
が

減
ら

せ
る

の
で

は
な

い
か

と
の

意
見

で
す

。
介

護
用

に
も

折
り

畳
み

式
の

サ
イ

ド
レ

ー
ル

の
採

用
は

難
し

い
の

で
し

ょ
う

か

1
1
3

2
0

1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
排

泄
 衣

服
の

着
脱

排
泄

関
連

用
具

 そ
の

他
(福

祉
用

具
)

利
用

者
ト

イ
レ

の
パ

ン
ツ

（
ズ

ボ
ン

）
着

脱
ロ

ボ
肢

体
不

自
由

者
上

肢
機

能
障

害
で

ト
イ

レ
の

パ
ン

ツ
（
ズ

ボ
ン

）
の

着
脱

を
す

る
ロ

ボ
ッ

ト
が

ほ
し

い
。
簡

易
に

ト
イ

レ
に

取
り

付
け

が
出

来
て

、
監

視
カ

メ
ラ

で
ど

の
位

置
に

人
と

そ
の

人
の

ズ
ボ

ン
が

あ
る

か
を

把
握

し
、
手

・
腕

ア
ー

ム
み

た
い

の
で

、
や

さ
し

く
着

脱
を

す
る

ロ
ボ

ッ
ト

が
欲

し
い

。
そ

う
し

た
ら

自
分

で
ト

イ
レ

が
で

き
る

方
も

多
い

と
思

う
。

1
1
4

2
0

1
9

新
製

品
・
技

術
屋

内
の

移
動

 就
学

 就
労

 そ
の

他
(場

面
)本

・
T

V
・
P

C
を

見
る

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

視
力

を
補

助
す

る
機

器

開
発

メ
ー

カ
ー

e
S

ig
h

tマ
イ

グ
ラ

ス
の

ご
紹

介
視

覚
障

害
者

 高
齢

者
 就

労
・
就

学
e

S
ig

h
tマ

イ
グ

ラ
ス

は
、
視

覚
に

障
害

の
あ

る
方

の
視

力
を

補
う

こ
と

が
で

き
る

医
療

機
器

で
す

適
用

は
、
●

視
力

：
0

.0
3

-0
.3

0
、
●

視
野

：
1
5

度
以

上
、
●

色
：
赤

や
青

色
が

認
識

で
き

る
、
●

ス
マ

ホ
な

ど
の

使
用

：
細

か
な

文
字

数
字

が
見

え
る

箇
所

が
あ

る
適

用
で

、
黄

斑
部

に
あ

る
錐

体
細

胞
の

状
態

を
把

握
し

ま
す

1
1
5

2
0

1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 就
学

就
労

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
機

器

A
S

D
（
自

閉
ス

ペ
ク

ト
ラ

ム
症

）
に

お
け

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

機
器

に
つ

い
て

発
達

障
害

者
 児

童
 就

労
・
就

学
A

.場
面

・
・
・
仕

事
や

生
活

全
般

B
.課

題
・
・
・
耳

か
ら

の
情

報
や

指
示

よ
り

、
視

覚
情

報
（
視

覚
支

援
）
の

方
が

理
解

し
や

す
い

こ
と

が
多

く
あ

る
。

C
.解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
・
・
・
現

在
も

、
文

字
や

絵
文

字
、
写

真
等

を
手

書
き

や
パ

ソ
コ

ン
、
ス

マ
ホ

の
ア

プ
リ

等
を

、
自

分
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

や
時

間
の

管
理

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
支

援
に

使
用

す
る

こ
と

が
あ

る
が

、
ま

だ
ま

だ
一

般
的

で
は

な
い

。
よ

り
簡

単
に

使
い

や
す

い
も

の
も

求
め

ら
れ

る
。

（
A

S
D

（
自

閉
ス

ペ
ク

ト
ラ

ム
症

）
生

活
環

境
研

究
会

）

1
1
6

2
0

1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

内
の

移
動

 屋
外

の
移

動
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
イ

ヤ
マ

フ
、
耳

栓
A

S
D

（
自

閉
ス

ペ
ク

ト
ラ

ム
症

）
に

お
け

る
聴

覚
過

敏
に

つ
い

て

発
達

障
害

者
 児

童
 就

労
・
就

学
A

.場
面

・
・
・
仕

事
や

生
活

全
般

B
.課

題
・
・
・
A

S
D

に
は

他
の

人
に

は
気

に
な

ら
な

い
、
も

し
く

は
、
我

慢
で

き
る

音
も

人
に

よ
っ

て
は

、
許

容
で

き
な

い
こ

と
も

あ
り

、
場

合
に

よ
っ

て
は

、
パ

ニ
ッ

ク
に

な
っ

て
し

ま
う

こ
と

も
あ

る
。

C
.解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
・
・
・
イ

ヤ
マ

フ
を

使
用

さ
れ

る
方

も
い

る
が

、
周

り
の

理
解

は
ま

だ
一

般
的

で
は

な
い

。
ノ

イ
ズ

キ
ャ

ン
セ

ル
の

イ
ヤ

ホ
ン

等
を

使
用

さ
れ

る
方

も
い

る
が

、
外

出
時

等
に

は
危

険
な

こ
と

も
あ

り
、
特

定
の

音
だ

け
を

キ
ャ

ン
セ

ル
す

る
こ

と
が

で
き

る
機

能
が

あ
る

と
よ

い
。

（
A

S
D

（
自

閉
ス

ペ
ク

ト
ラ

ム
症

）
生

活
環

境
研

究
会

）
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

1
0

4
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

緊
急

通
報

装
置

供
給

事
業

者
廃

盤
製

品
で

す
が

、
名

器
で

す
。

聴
覚

障
害

者
添

付
フ

ァ
イ

ル
の

製
品

は
メ

ー
カ

ー
の

都
合

で
廃

盤
に

な
り

ま
し

た
が

、
名

器
な

の
で

ど
こ

か
販

売
し

て
い

る
と

こ
ろ

が
あ

れ
ば

教
え

て
く

だ
さ

い
。

ま
た

は
金

型
を

仕
入

れ
て

復
活

さ
せ

る
の

も
い

い
で

す
。
多

分
、
中

国
に

ぢ
こ

か
に

あ
る

と
思

い
ま

す
・

1
0

5
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

障
害

者
団

体
光

る
サ

イ
コ

ロ
タ

イ
マ

ー
聴

覚
障

害
者

普
通

の
タ

イ
マ

ー
は

金
的

に
は

音
だ

け
。
5

5
0

万
人

の
聴

覚
障

害
者

は
光

、
音

増
幅

、
振

動
、
文

字
が

必
要

。
「
聞

こ
え

る
こ

と
が

当
た

り
前

」
と

し
な

い
て

゜く
だ

さ
い

・
1
分

、
5

分
、
1
0

分
、
2

0
分

。
任

意
設

定
の

機
能

を
入

れ
て

ス
ト

ロ
ボ

に
し

て
ほ

し
い

。

1
0

6
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

緊
急

通
報

装
置

障
害

者
団

体
手

話
か

字
幕

選
択

で
き

る
リ

モ
コ

ン
ま

た
は

携
帯

の
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン

聴
覚

障
害

者
現

状
は

添
付

フ
ァ

イ
ル

の
よ

う
に

字
幕

と
手

話
の

併
用

が
多

い
。
見

る
側

と
し

は
混

乱
し

ま
す

。
携

帯
電

話
の

ワ
ン

セ
グ

は
画

面
か

狭
い

の
で

、
尚

更
。

ど
ち

か
に

選
択

で
き

る
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

。

1
0

7
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

緊
急

通
報

装
置

障
害

者
団

体
投

薬
時

間
な

ど
を

ス
ト

ロ
ボ

で
知

ら
せ

る
時

計
聴

覚
障

害
者

薬
を

飲
む

時
間

、
風

呂
の

わ
き

上
が

り
、
な

ど
を

セ
ッ

ト
し

、
時

間
に

な
っ

た
ら

そ
の

イ
ラ

ス
ト

が
画

面
上

に
表

示
で

き
れ

ば
い

い
。

・
暗

く
な

つ
た

時
も

ワ
イ

ヤ
レ

ス
で

や
り

ま
す

。
リ

モ
コ

ン
側

に
操

作
ボ

タ
ン

を
用

意
し

て
ほ

し
い

。

1
0

8
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

緊
急

通
報

装
置

障
害

者
団

体
緊

急
情

報
対

応
テ

レ
ビ

聴
覚

障
害

者
普

通
、
聞

こ
え

る
人

は
緊

急
情

報
が

入
れ

ば
ラ

ジ
オ

、
携

帯
電

話
か

ら
情

報
を

得
る

こ
と

が
で

き
る

が
聴

覚
障

害
者

は
無

理
。
家

庭
の

テ
レ

ビ
を

消
し

て
い

て
も

緊
急

情
報

が
は

い
れ

ば
勝

手
に

ス
タ

ン
バ

イ
し

て
、
勝

手
に

画
面

に
情

報
を

流
す

テ
レ

ビ
が

ほ
し

い
。
但

し
、
停

電
の

可
能

性
も

あ
る

の
で

自
動

的
に

自
家

発
電

に
な

る
と

よ
い

。
あ

る
い

は
リ

チ
ウ

ム
コ

イ
ン

電
池

か
。

1
0

9
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

緊
急

通
報

装
置

障
害

者
団

体
携

帯
電

話
緊

急
情

報
受

信
。

聴
覚

障
害

者
聞

こ
え

る
人

は
緊

急
情

報
が

入
れ

ば
携

帯
電

話
の

ラ
ジ

オ
を

聞
け

ば
良

い
が

、
聴

覚
障

害
者

は
分

か
ら

な
い

。
携

帯
電

話
を

消
し

て
い

て
も

緊
急

情
報

が
入

れ
ば

強
制

的
に

待
ち

受
け

画
面

が
字

幕
付

き
ニ

ュ
ー

ス
に

切
り

替
わ

る
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
。

1
1
0

2
0

1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
利

用
者

の
家

族
家

庭
用

シ
ー

ト
状

体
重

計
肢

体
不

自
由

者
高

齢
者

患
者

の
体

重
増

減
は

、
介

護
す

る
も

の
に

と
っ

て
と

て
も

気
に

な
る

と
こ

ろ
で

す
。
し

か
し

な
が

ら
自

立
保

持
が

難
し

い
患

者
に

と
っ

て
、
家

庭
用

の
体

重
計

で
は

正
確

に
測

れ
な

い
の

で
す

。
大

き
な

病
院

へ
行

け
ば

車
椅

子
ご

と
測

れ
る

体
重

計
が

あ
り

ま
す

が
、
毎

週
の

よ
う

に
通

う
の

は
無

理
で

す
。
何

で
も

薄
型

に
で

き
る

そ
の

技
術

で
、
車

椅
子

や
歩

行
器

ご
と

乗
れ

、
ま

た
シ

ー
ト

状
で

簡
単

に
移

動
や

収
納

で
き

る
体

重
計

が
開

発
さ

れ
な

い
か

と
期

待
し

て
い

ま
す

。

1
1
1

2
0

1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

つ
え

供
給

事
業

者
介

護
保

険
適

応
　
貸

与
可

能
な

歩
行

補
助

つ
え

の
男

性
向

け
の

柄
に

つ
い

て

高
齢

者
貸

与
可

能
な

4
点

杖
の

柄
で

す
が

、
女

性
が

好
み

そ
う

な
花

柄
な

ど
は

多
数

貸
与

で
出

回
っ

て
い

る
が

、
男

性
向

け
の

カ
ラ

フ
ル

な
貸

与
の

杖
が

な
い

。
購

入
の

1
本

杖
で

は
男

性
向

け
の

カ
ラ

フ
ル

な
杖

も
多

く
見

ら
れ

る
が

、
、

男
性

も
例

え
ば

、
タ

イ
ガ

ー
ス

柄
の

よ
う

な
元

気
が

出
る

よ
う

な
4

点
杖

を
貸

与
可

能
な

杖
と

し
て

メ
ー

カ
ー

側
で

作
成

し
て

ほ
し

い
。

外
出

す
る

際
に

も
カ

ラ
フ

ル
な

杖
を

持
つ

こ
と

で
元

気
が

出
て

く
る

と
思

い
ま

す
。

1
1
2

2
0

1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
ベ

ッ
ド

か
ら

の
立

ち
上

が
り

移
乗

特
殊

寝
台

福
祉

専
門

職
医

療
現

場
で

利
用

さ
れ

て
い

る
折

り
畳

み
式

サ
イ

ド
レ

ー
ル

を
介

護
保

険
で

も

高
齢

者
医

療
用

で
利

用
さ

れ
て

い
る

折
り

た
た

み
ベ

ッ
ド

サ
イ

ド
レ

ー
ル

 で
す

が
在

宅
用

で
も

利
用

で
き

る
よ

う
に

な
ら

な
い

か
と

ご
利

用
者

か
ら

要
望

を
い

た
だ

く
機

会
が

多
く

な
っ

て
き

て
い

ま
す

。
差

し
込

み
式

サ
イ

ド
レ

ー
ル

の
抜

き
差

し
が

大
変

と
の

事
な

の
で

折
り

畳
み

式
だ

と
負

担
が

減
ら

せ
る

の
で

は
な

い
か

と
の

意
見

で
す

。
介

護
用

に
も

折
り

畳
み

式
の

サ
イ

ド
レ

ー
ル

の
採

用
は

難
し

い
の

で
し

ょ
う

か

1
1
3

2
0

1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
排

泄
 衣

服
の

着
脱

排
泄

関
連

用
具

 そ
の

他
(福

祉
用

具
)

利
用

者
ト

イ
レ

の
パ

ン
ツ

（
ズ

ボ
ン

）
着

脱
ロ

ボ
肢

体
不

自
由

者
上

肢
機

能
障

害
で

ト
イ

レ
の

パ
ン

ツ
（
ズ

ボ
ン

）
の

着
脱

を
す

る
ロ

ボ
ッ

ト
が

ほ
し

い
。
簡

易
に

ト
イ

レ
に

取
り

付
け

が
出

来
て

、
監

視
カ

メ
ラ

で
ど

の
位

置
に

人
と

そ
の

人
の

ズ
ボ

ン
が

あ
る

か
を

把
握

し
、
手

・
腕

ア
ー

ム
み

た
い

の
で

、
や

さ
し

く
着

脱
を

す
る

ロ
ボ

ッ
ト

が
欲

し
い

。
そ

う
し

た
ら

自
分

で
ト

イ
レ

が
で

き
る

方
も

多
い

と
思

う
。

1
1
4

2
0

1
9

新
製

品
・
技

術
屋

内
の

移
動

 就
学

 就
労

 そ
の

他
(場

面
)本

・
T

V
・
P

C
を

見
る

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

視
力

を
補

助
す

る
機

器

開
発

メ
ー

カ
ー

e
S

ig
h

tマ
イ

グ
ラ

ス
の

ご
紹

介
視

覚
障

害
者

 高
齢

者
 就

労
・
就

学
e

S
ig

h
tマ

イ
グ

ラ
ス

は
、
視

覚
に

障
害

の
あ

る
方

の
視

力
を

補
う

こ
と

が
で

き
る

医
療

機
器

で
す

適
用

は
、
●

視
力

：
0

.0
3

-0
.3

0
、
●

視
野

：
1
5

度
以

上
、
●

色
：
赤

や
青

色
が

認
識

で
き

る
、
●

ス
マ

ホ
な

ど
の

使
用

：
細

か
な

文
字

数
字

が
見

え
る

箇
所

が
あ

る
適

用
で

、
黄

斑
部

に
あ

る
錐

体
細

胞
の

状
態

を
把

握
し

ま
す

1
1
5

2
0

1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 就
学

就
労

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
機

器

A
S

D
（
自

閉
ス

ペ
ク

ト
ラ

ム
症

）
に

お
け

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

機
器

に
つ

い
て

発
達

障
害

者
 児

童
 就

労
・
就

学
A

.場
面

・
・
・
仕

事
や

生
活

全
般

B
.課

題
・
・
・
耳

か
ら

の
情

報
や

指
示

よ
り

、
視

覚
情

報
（
視

覚
支

援
）
の

方
が

理
解

し
や

す
い

こ
と

が
多

く
あ

る
。

C
.解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
・
・
・
現

在
も

、
文

字
や

絵
文

字
、
写

真
等

を
手

書
き

や
パ

ソ
コ

ン
、
ス

マ
ホ

の
ア

プ
リ

等
を

、
自

分
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

や
時

間
の

管
理

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
支

援
に

使
用

す
る

こ
と

が
あ

る
が

、
ま

だ
ま

だ
一

般
的

で
は

な
い

。
よ

り
簡

単
に

使
い

や
す

い
も

の
も

求
め

ら
れ

る
。

（
A

S
D

（
自

閉
ス

ペ
ク

ト
ラ

ム
症

）
生

活
環

境
研

究
会

）

1
1
6

2
0

1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

内
の

移
動

 屋
外

の
移

動
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
イ

ヤ
マ

フ
、
耳

栓
A

S
D

（
自

閉
ス

ペ
ク

ト
ラ

ム
症

）
に

お
け

る
聴

覚
過

敏
に

つ
い

て

発
達

障
害

者
 児

童
 就

労
・
就

学
A

.場
面

・
・
・
仕

事
や

生
活

全
般

B
.課

題
・
・
・
A

S
D

に
は

他
の

人
に

は
気

に
な

ら
な

い
、
も

し
く

は
、
我

慢
で

き
る

音
も

人
に

よ
っ

て
は

、
許

容
で

き
な

い
こ

と
も

あ
り

、
場

合
に

よ
っ

て
は

、
パ

ニ
ッ

ク
に

な
っ

て
し

ま
う

こ
と

も
あ

る
。

C
.解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
・
・
・
イ

ヤ
マ

フ
を

使
用

さ
れ

る
方

も
い

る
が

、
周

り
の

理
解

は
ま

だ
一

般
的

で
は

な
い

。
ノ

イ
ズ

キ
ャ

ン
セ

ル
の

イ
ヤ

ホ
ン

等
を

使
用

さ
れ

る
方

も
い

る
が

、
外

出
時

等
に

は
危

険
な

こ
と

も
あ

り
、
特

定
の

音
だ

け
を

キ
ャ

ン
セ

ル
す

る
こ

と
が

で
き

る
機

能
が

あ
る

と
よ

い
。

（
A

S
D

（
自

閉
ス

ペ
ク

ト
ラ

ム
症

）
生

活
環

境
研

究
会

）
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

1
1
7

2
0

1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)日
常

生
活

全
般

に
お

い
て

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

光
の

強
さ

を
軽

減
で

き
る

機
器

A
S

D
（
自

閉
ス

ペ
ク

ト
ラ

ム
症

）
に

お
け

る
視

覚
過

敏
に

つ
い

て

発
達

障
害

者
 児

童
 就

労
・
就

学
A

.場
面

・
・
・
仕

事
や

生
活

全
般

B
.課

題
・
・
・
A

S
D

の
方

の
中

に
は

、
蛍

光
灯

の
ち

ら
つ

き
や

L
E

D
の

突
き

刺
さ

る
光

を
つ

ら
い

と
感

じ
る

人
も

い
る

。
特

に
現

在
は

L
E

D
化

が
進

み
、
光

量
も

強
く

な
っ

て
き

て
い

る
。

C
.解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
・
・
・
既

存
の

L
E

D
ラ

イ
ト

の
突

き
刺

さ
る

よ
う

な
光

を
軽

減
で

き
る

フ
ィ

ル
タ

ー
等

が
あ

る
と

良
い

。
（
A

S
D

（
自

閉
ス

ペ
ク

ト
ラ

ム
症

）
生

活
環

境
研

究
会

）

1
1
8

2
0

1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
機

器
ロ

ボ
ッ

ト
等

A
S

D
（
自

閉
ス

ペ
ク

ト
ラ

ム
症

）
に

お
け

る
対

人
関

係
の

ス
キ

ル
に

つ
い

て

発
達

障
害

者
 児

童
 就

労
・
就

学
A

.場
面

・
・
・
仕

事
や

生
活

全
般

B
.課

題
・
・
・
通

常
、
「
暗

黙
の

了
解

」
「
暗

黙
の

ル
ー

ル
」
と

さ
れ

る
こ

と
が

、
理

解
し

に
く

か
っ

た
り

、
思

っ
た

こ
と

を
そ

の
ま

ま
言

葉
に

し
て

し
ま

っ
た

り
、
相

手
の

反
応

や
状

況
を

察
す

る
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

り
、
一

方
的

に
話

を
し

て
し

ま
う

等
の

課
題

を
抱

え
る

人
も

い
る

。

C
.解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
・
・
・
日

常
的

に
人

と
人

と
の

つ
な

が
り

か
ら

対
人

関
係

を
構

築
す

る
こ

と
も

必
要

で
あ

る
が

、
今

後
、
ロ

ボ
ッ

ト
等

の
機

能
が

あ
が

る
こ

と
で

、
関

連
す

る
ス

キ
ル

を
伸

ば
し

た
り

獲
得

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
可

能
性

が
あ

る
の

で
は

な
い

か
と

期
待

す
る

。
（
A

S
D

（
自

閉
ス

ペ
ク

ト
ラ

ム
症

）
生

活
環

境
研

究
会

）

1
1
9

2
0

1
9

新
製

品
・
技

術
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

開
発

メ
ー

カ
ー

高
齢

者
の

見
守

り
サ

ー
ビ

ス
入

門
編

高
齢

者
サ

ー
ビ

ス
の

コ
ン

セ
プ

ト
は

『
た

の
し

い
、
み

ま
も

り
。
』
で

す
。

私
た

ち
は

離
れ

て
暮

ら
す

家
族

が
増

え
る

中
で

、
高

齢
の

親
御

さ
ん

の
独

居
や

孤
独

感
と

い
う

も
の

が
増

え
て

き
て

い
る

と
思

っ
て

お
り

ま
す

。
そ

ん
な

彼
ら

が
本

当
に

喜
ん

で
使

っ
て

く
れ

て
、
家

族
も

み
ん

な
安

心
で

き
る

サ
ー

ビ
ス

を
作

り
た

い
と

思
っ

て
今

回
こ

の
サ

ー
ビ

ス
を

ロ
ー

ン
チ

し
ま

し
た

。

以
下

、
プ

レ
ス

リ
リ

ー
ス

と
取

材
記

事
、
製

品
ペ

ー
ジ

で
す

。
h

tt
p

s
:/

/p
rt

im
e

s
.j

p
/m

a
in

/
h

tm
l/

rd
/p

/0
0

0
0

0
0

0
1
3

.0
0

0
0

3
6

8
3

7
.h

tm
l

h
tt

p
s
:/

/a
s
c
ii
.j

p
/e

le
m

/0
0

0
/0

0
1
/9

9
0

/
1
9

9
0

3
9

4
/

h
tt

p
s
:/

/w
w

w
.s

e
c
o

m
.c

o
.j

p
/m

im
a
m

o
ri

/m
a
g

o
-c

h
/

1
2

月
2

5
日

ま
で

先
着

3
0

0
名

様
に

絶
賛

無
償

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

中
で

す
の

で
、

周
り

に
興

味
が

あ
る

か
た

が
い

ら
っ

し
ゃ

い
ま

し
た

ら
、

申
込

・
紹

介
等

々
お

願
い

で
き

れ
ば

と
思

っ
て

お
り

ま
す

。

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。

1
2

0
2

0
1
9

新
製

品
・
技

術
ベ

ッ
ド

か
ら

の
立

ち
上

が
り

移
乗

装
具

 体
位

変
換

器
開

発
メ

ー
カ

ー
移

乗
、
体

位
変

換
な

ど
が

楽
に

で
き

る
シ

ャ
ツ

を
開

発
し

ま
し

た
。

高
齢

者
 介

助
者

身
体

機
能

研
究

所
の

佐
々

木
孝

と
申

し
ま

す
。

身
体

の
機

能
を

瞬
時

に
上

げ
ら

れ
る

シ
ャ

ツ
の

開
発

に
成

功
し

ま
し

た
。

こ
の

シ
ャ

ツ
を

介
護

士
に

使
っ

て
い

た
だ

い
た

と
こ

ろ
、
移

乗
,、

体
位

変
換

が
楽

に
で

き
る

。
身

体
の

負
担

が
少

な
く

な
る

と
高

評
価

を
い

た
だ

い
て

い
ま

す
。

パ
ワ

ー
ド

ス
ー

ツ
の

よ
う

に
機

械
を

使
わ

ず
、
シ

ャ
ツ

に
張

っ
た

特
殊

テ
ー

プ
が

経
絡

を
刺

激
す

る
た

め
、
安

く
手

軽
に

使
え

ま
す

。
特

許
も

取
得

し
ま

し
た

。

た
だ

あ
ま

り
に

効
果

が
高

す
ぎ

る
の

で
信

用
し

て
も

ら
え

な
い

の
が

困
っ

て
い

る
と

こ
ろ

で
す

。
h

tt
p

s
:/

/s
h

in
k
e

n
.b

iz
/k

a
ig

o
/

私
は

介
護

の
専

門
家

で
は

な
い

の
で

介
護

に
役

立
つ

こ
と

は
わ

か
っ

た
も

の
の

、
ど

の
よ

う
に

普
及

さ
せ

れ
ば

よ
い

か
わ

か
り

ま
せ

ん
。

ぜ
ひ

お
試

し
い

た
だ

け
る

と
、
そ

し
て

ア
ド

バ
イ

ス
を

い
た

だ
け

る
と

と
て

も
助

か
り

ま
す

。

1
2

1
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

補
聴

器
 意

思
伝

達
装

置
利

用
者

骨
伝

導
ヘ

ッ
ド

ホ
ン

聴
覚

障
害

者
補

聴
器

つ
け

た
ま

ま
使

え
る

骨
伝

導
ヘ

ッ
ド

ホ
ン

を
開

発
し

て
欲

し
い

と
思

い
ま

す
。

普
通

の
骨

伝
導

ヘ
ッ

ド
ホ

ン
売

っ
て

ま
す

が
、
ど

れ
も

補
聴

器
装

着
し

た
ま

ま
使

え
な

い
よ

う
な

も
の

が
多

い
よ

う
な

気
が

し
ま

す
。
補

聴
器

し
た

ま
ま

使
え

る
よ

う
な

ヘ
ッ

ド
ホ

ン
を

ぜ
ひ

お
願

い
し

ま
す

1
2

2
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

意
思

伝
達

装
置

 そ
の

他
(福

祉
用

具
)物

忘
れ

の
補

助

研
究

機
関

認
知

症
高

齢
者

自
立

生
活

支
援

機
器

高
齢

者
高

齢
者

の
問

題
は

認
知

症
の

問
題

と
言

わ
れ

て
い

ま
す

。
認

知
症

は
高

齢
に

な
れ

ば
だ

れ
で

も
な

る
脳

の
病

気
で

す
が

、
現

在
の

医
療

で
は

、
一

部
を

除
い

て
は

治
す

こ
と

が
出

来
ま

せ
ん

。
認

知
症

を
持

つ
人

が
、
環

境
設

備
や

デ
ザ

イ
ン

に
よ

っ
て

認
知

症
と

い
う

障
害

を
埋

め
合

わ
せ

す
る

こ
と

も
で

き
ま

す
。
認

知
症

の
多

く
は

、
物

忘
れ

が
象

徴
的

な
ア

ル
ツ

ハ
イ

マ
ー

型
認

知
症

で
す

。
季

節
や

月
日

、
時

間
が

わ
か

ら
な

く
な

っ
た

り
、
薬

を
飲

む
時

間
だ

っ
た

り
、
今

何
を

す
る

の
か

忘
れ

た
り

し
ま

す
。
そ

ん
な

日
常

生
活

を
補

う
福

祉
機

器
が

求
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
認

知
症

ケ
ア

の
経

験
と

知
識

を
生

か
し

て
、
認

知
症

高
齢

者
の

自
立

生
活

支
援

機
器

の
企

画
や

開
発

を
行

っ
て

き
ま

し
た

。
製

品
化

の
実

現
に

向
け

て
、
ご

協
力

い
た

だ
け

る
企

業
を

探
し

て
お

り
ま

す
。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

1
1
7

2
0

1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)日
常

生
活

全
般

に
お

い
て

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

光
の

強
さ

を
軽

減
で

き
る

機
器

A
S

D
（
自

閉
ス

ペ
ク

ト
ラ

ム
症

）
に

お
け

る
視

覚
過

敏
に

つ
い

て

発
達

障
害

者
 児

童
 就

労
・
就

学
A

.場
面

・
・
・
仕

事
や

生
活

全
般

B
.課

題
・
・
・
A

S
D

の
方

の
中

に
は

、
蛍

光
灯

の
ち

ら
つ

き
や

L
E

D
の

突
き

刺
さ

る
光

を
つ

ら
い

と
感

じ
る

人
も

い
る

。
特

に
現

在
は

L
E

D
化

が
進

み
、
光

量
も

強
く

な
っ

て
き

て
い

る
。

C
.解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
・
・
・
既

存
の

L
E

D
ラ

イ
ト

の
突

き
刺

さ
る

よ
う

な
光

を
軽

減
で

き
る

フ
ィ

ル
タ

ー
等

が
あ

る
と

良
い

。
（
A

S
D

（
自

閉
ス

ペ
ク

ト
ラ

ム
症

）
生

活
環

境
研

究
会

）

1
1
8

2
0

1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
機

器
ロ

ボ
ッ

ト
等

A
S

D
（
自

閉
ス

ペ
ク

ト
ラ

ム
症

）
に

お
け

る
対

人
関

係
の

ス
キ

ル
に

つ
い

て

発
達

障
害

者
 児

童
 就

労
・
就

学
A

.場
面

・
・
・
仕

事
や

生
活

全
般

B
.課

題
・
・
・
通

常
、
「
暗

黙
の

了
解

」
「
暗

黙
の

ル
ー

ル
」
と

さ
れ

る
こ

と
が

、
理

解
し

に
く

か
っ

た
り

、
思

っ
た

こ
と

を
そ

の
ま

ま
言

葉
に

し
て

し
ま

っ
た

り
、
相

手
の

反
応

や
状

況
を

察
す

る
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

り
、
一

方
的

に
話

を
し

て
し

ま
う

等
の

課
題

を
抱

え
る

人
も

い
る

。

C
.解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
・
・
・
日

常
的

に
人

と
人

と
の

つ
な

が
り

か
ら

対
人

関
係

を
構

築
す

る
こ

と
も

必
要

で
あ

る
が

、
今

後
、
ロ

ボ
ッ

ト
等

の
機

能
が

あ
が

る
こ

と
で

、
関

連
す

る
ス

キ
ル

を
伸

ば
し

た
り

獲
得

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
可

能
性

が
あ

る
の

で
は

な
い

か
と

期
待

す
る

。
（
A

S
D

（
自

閉
ス

ペ
ク

ト
ラ

ム
症

）
生

活
環

境
研

究
会

）

1
1
9

2
0

1
9

新
製

品
・
技

術
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

開
発

メ
ー

カ
ー

高
齢

者
の

見
守

り
サ

ー
ビ

ス
入

門
編

高
齢

者
サ

ー
ビ

ス
の

コ
ン

セ
プ

ト
は

『
た

の
し

い
、
み

ま
も

り
。
』
で

す
。

私
た

ち
は

離
れ

て
暮

ら
す

家
族

が
増

え
る

中
で

、
高

齢
の

親
御

さ
ん

の
独

居
や

孤
独

感
と

い
う

も
の

が
増

え
て

き
て

い
る

と
思

っ
て

お
り

ま
す

。
そ

ん
な

彼
ら

が
本

当
に

喜
ん

で
使

っ
て

く
れ

て
、
家

族
も

み
ん

な
安

心
で

き
る

サ
ー

ビ
ス

を
作

り
た

い
と

思
っ

て
今

回
こ

の
サ

ー
ビ

ス
を

ロ
ー

ン
チ

し
ま

し
た

。

以
下

、
プ

レ
ス

リ
リ

ー
ス

と
取

材
記

事
、
製

品
ペ

ー
ジ

で
す

。
h

tt
p

s
:/

/p
rt

im
e

s
.j

p
/m

a
in

/
h

tm
l/

rd
/p

/0
0

0
0

0
0

0
1
3

.0
0

0
0

3
6

8
3

7
.h

tm
l

h
tt

p
s
:/

/a
s
c
ii
.j

p
/e

le
m

/0
0

0
/0

0
1
/9

9
0

/
1
9

9
0

3
9

4
/

h
tt

p
s
:/

/w
w

w
.s

e
c
o

m
.c

o
.j

p
/m

im
a
m

o
ri

/m
a
g

o
-c

h
/

1
2

月
2

5
日

ま
で

先
着

3
0

0
名

様
に

絶
賛

無
償

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

中
で

す
の

で
、

周
り

に
興

味
が

あ
る

か
た

が
い

ら
っ

し
ゃ

い
ま

し
た

ら
、

申
込

・
紹

介
等

々
お

願
い

で
き

れ
ば

と
思

っ
て

お
り

ま
す

。

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。

1
2

0
2

0
1
9

新
製

品
・
技

術
ベ

ッ
ド

か
ら

の
立

ち
上

が
り

移
乗

装
具

 体
位

変
換

器
開

発
メ

ー
カ

ー
移

乗
、
体

位
変

換
な

ど
が

楽
に

で
き

る
シ

ャ
ツ

を
開

発
し

ま
し

た
。

高
齢

者
 介

助
者

身
体

機
能

研
究

所
の

佐
々

木
孝

と
申

し
ま

す
。

身
体

の
機

能
を

瞬
時

に
上

げ
ら

れ
る

シ
ャ

ツ
の

開
発

に
成

功
し

ま
し

た
。

こ
の

シ
ャ

ツ
を

介
護

士
に

使
っ

て
い

た
だ

い
た

と
こ

ろ
、
移

乗
,、

体
位

変
換

が
楽

に
で

き
る

。
身

体
の

負
担

が
少

な
く

な
る

と
高

評
価

を
い

た
だ

い
て

い
ま

す
。

パ
ワ

ー
ド

ス
ー

ツ
の

よ
う

に
機

械
を

使
わ

ず
、
シ

ャ
ツ

に
張

っ
た

特
殊

テ
ー

プ
が

経
絡

を
刺

激
す

る
た

め
、
安

く
手

軽
に

使
え

ま
す

。
特

許
も

取
得

し
ま

し
た

。

た
だ

あ
ま

り
に

効
果

が
高

す
ぎ

る
の

で
信

用
し

て
も

ら
え

な
い

の
が

困
っ

て
い

る
と

こ
ろ

で
す

。
h

tt
p

s
:/

/s
h

in
k
e

n
.b

iz
/k

a
ig

o
/

私
は

介
護

の
専

門
家

で
は

な
い

の
で

介
護

に
役

立
つ

こ
と

は
わ

か
っ

た
も

の
の

、
ど

の
よ

う
に

普
及

さ
せ

れ
ば

よ
い

か
わ

か
り

ま
せ

ん
。

ぜ
ひ

お
試

し
い

た
だ

け
る

と
、
そ

し
て

ア
ド

バ
イ

ス
を

い
た

だ
け

る
と

と
て

も
助

か
り

ま
す

。

1
2

1
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

補
聴

器
 意

思
伝

達
装

置
利

用
者

骨
伝

導
ヘ

ッ
ド

ホ
ン

聴
覚

障
害

者
補

聴
器

つ
け

た
ま

ま
使

え
る

骨
伝

導
ヘ

ッ
ド

ホ
ン

を
開

発
し

て
欲

し
い

と
思

い
ま

す
。

普
通

の
骨

伝
導

ヘ
ッ

ド
ホ

ン
売

っ
て

ま
す

が
、
ど

れ
も

補
聴

器
装

着
し

た
ま

ま
使

え
な

い
よ

う
な

も
の

が
多

い
よ

う
な

気
が

し
ま

す
。
補

聴
器

し
た

ま
ま

使
え

る
よ

う
な

ヘ
ッ

ド
ホ

ン
を

ぜ
ひ

お
願

い
し

ま
す

1
2

2
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

意
思

伝
達

装
置

 そ
の

他
(福

祉
用

具
)物

忘
れ

の
補

助

研
究

機
関

認
知

症
高

齢
者

自
立

生
活

支
援

機
器

高
齢

者
高

齢
者

の
問

題
は

認
知

症
の

問
題

と
言

わ
れ

て
い

ま
す

。
認

知
症

は
高

齢
に

な
れ

ば
だ

れ
で

も
な

る
脳

の
病

気
で

す
が

、
現

在
の

医
療

で
は

、
一

部
を

除
い

て
は

治
す

こ
と

が
出

来
ま

せ
ん

。
認

知
症

を
持

つ
人

が
、
環

境
設

備
や

デ
ザ

イ
ン

に
よ

っ
て

認
知

症
と

い
う

障
害

を
埋

め
合

わ
せ

す
る

こ
と

も
で

き
ま

す
。
認

知
症

の
多

く
は

、
物

忘
れ

が
象

徴
的

な
ア

ル
ツ

ハ
イ

マ
ー

型
認

知
症

で
す

。
季

節
や

月
日

、
時

間
が

わ
か

ら
な

く
な

っ
た

り
、
薬

を
飲

む
時

間
だ

っ
た

り
、
今

何
を

す
る

の
か

忘
れ

た
り

し
ま

す
。
そ

ん
な

日
常

生
活

を
補

う
福

祉
機

器
が

求
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
認

知
症

ケ
ア

の
経

験
と

知
識

を
生

か
し

て
、
認

知
症

高
齢

者
の

自
立

生
活

支
援

機
器

の
企

画
や

開
発

を
行

っ
て

き
ま

し
た

。
製

品
化

の
実

現
に

向
け

て
、
ご

協
力

い
た

だ
け

る
企

業
を

探
し

て
お

り
ま

す
。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

1
2

3
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

つ
え

ポ
リ

オ
患

者
の

方
の

、
バ

ス
利

用
時

の
お

困
り

ご
と

（
杖

の
機

能
）

肢
体

不
自

由
者

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 ポ

リ
オ

の
会

（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」
よ

り
）

Ａ
．
場

面
 …

 外
出

時
Ｂ

．
課

題
 …

 杖
と

下
肢

装
具

で
バ

ス
を

利
用

し
て

い
ま

す
。
杖

＋
整

理
券

（
乗

車
券

）
＋

現
金

＋
障

害
者

手
帳

を
用

意
し

て
バ

ス
を

降
り

る
時

に
、
手

か
ら

こ
ぼ

れ
落

ち
そ

う
に

な
り

ま
す

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 杖
に

付
け

て
い

る
、
杖

ホ
ル

ダ
ー

（
ひ

っ
か

け
タ

イ
プ

）
に

追
加

要
望

と
し

て
、
１
．
整

理
券

を
止

め
る

ク
リ

ッ
プ

機
能

　
２

．
コ

イ
ン

が
３

枚
程

度
保

持
で

き
る

コ
イ

ン
ク

リ
ッ

プ
機

能
　
３

．
ひ

っ
か

け
部

に
強

力
な

滑
り

止
め

を
貼

っ
て

く
れ

る
と

外
れ

な
い

の
で

助
か

り
ま

す
。
現

状
は

歩
い

て
料

金
支

払
い

す
る

間
に

落
と

し
て

し
ま

い
そ

う
に

な
る

の
で

、
上

記
機

能
が

あ
れ

ば
助

か
り

ま
す

。

1
2

4
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

内
の

移
動

車
い

す
ポ

リ
オ

患
者

（
車

い
す

利
用

者
、
歩

行
障

害
あ

り
）

の
方

の
、
ホ

テ
ル

等
施

設
の

絨
毯

敷
に

つ
い

て
の

お
困

り
ご

と

肢
体

不
自

由
者

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 ポ

リ
オ

の
会

（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」
よ

り
）

Ａ
．
場

面
 …

 外
出

時
Ｂ

．
課

題
 …

 ホ
テ

ル
な

ど
の

施
設

の
絨

毯
が

車
い

す
や

歩
行

に
と

っ
て

バ
リ

ア
に

な
る

こ
と

が
あ

る
。
自

走
式

車
い

す
で

は
進

ま
な

い
し

、
歩

行
障

害
が

あ
る

と
表

面
が

凸
凹

し
た

絨
毯

で
は

転
倒

の
危

険
が

あ
る

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 公
共

施
設

で
は

床
に

絨
毯

を
敷

く
こ

と
は

避
け

る
か

、
毛

足
の

な
い

フ
ラ

ッ
ト

な
も

の
に

し
て

ほ
し

い
。

1
2

5
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
排

泄
車

い
す

 電
動

車
い

す
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
荷

物
置

き

ポ
リ

オ
患

者
（
車

い
す

利
用

者
）
の

方
の

、
車

い
す

用
ト

イ
レ

で
の

お
困

り
ご

と

肢
体

不
自

由
者

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 ポ

リ
オ

の
会

（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」
よ

り
）

Ａ
．
場

面
 …

 外
出

時
Ｂ

．
課

題
 …

 車
い

す
用

ト
イ

レ
に

荷
物

を
置

く
と

こ
ろ

が
な

く
て

困
る

こ
と

が
あ

る
。

Ｃ
．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 車
い

す
用

ト
イ

レ
の

片
隅

に
荷

物
用

の
ワ

ゴ
ン

等
が

ほ
し

い
で

す
。
脚

付
の

籠
（
診

察
室

に
あ

る
よ

う
な

）
も

の
で

も
良

い
と

思
い

ま
す

。
荷

物
用

の
フ

ッ
ク

で
は

手
に

障
害

が
あ

る
場

合
は

掛
け

に
く

い
で

す
。
冬

場
な

ど
、
上

着
や

膝
掛

け
を

置
く

場
所

と
し

て
も

便
利

で
す

。
一

般
の

ト
イ

レ
で

も
、
フ

ッ
ク

は
高

い
と

こ
ろ

と
低

い
と

こ
ろ

に
２

カ
所

欲
し

い
で

す
。
上

肢
が

悪
い

と
手

が
上

が
ら

な
い

の
で

。

1
2

6
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
衣

服
の

着
脱

車
い

す
 電

動
車

い
す

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

衣
類

ポ
リ

オ
患

者
（
車

い
す

利
用

者
）
の

方
が

、
欲

し
い

と
思

う
ズ

ボ
ン

肢
体

不
自

由
者

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 ポ

リ
オ

の
会

（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」
よ

り
）

Ａ
．
場

面
 …

 日
常

生
活

Ｂ
．
課

題
 …

 車
い

す
用

の
実

用
的

な
ズ

ボ
ン

が
欲

し
い

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 膝
か

ら
下

の
両

側
及

び
太

も
も

膝
よ

り
上

の
位

置
に

、
座

っ
た

時
に

使
い

や
す

い
蓋

つ
き

の
ポ

ケ
ッ

ト
が

あ
り

、
尚

且
つ

装
具

を
つ

け
た

ま
ま

で
脱

ぎ
着

が
出

来
る

よ
う

に
、
膝

か
ら

下
に

フ
ァ

ス
ナ

ー
が

つ
い

た
ズ

ボ
ン

が
欲

し
い

。

1
2

7
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
衣

服
の

着
脱

装
具

 そ
の

他
(福

祉
用

具
)長

靴
、
雨

靴
ポ

リ
オ

患
者

の
方

の
、
雨

の
日

の
お

困
り

ご
と

肢
体

不
自

由
者

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 ポ

リ
オ

の
会

（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」
よ

り
）

Ａ
．
場

面
 …

 日
常

生
活

Ｂ
．
課

題
 …

 雨
の

時
の

対
策

に
つ

い
て

Ｃ
．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 雨
の

日
に

長
靴

と
し

て
、
装

具
を

す
っ

ぽ
り

覆
え

る
簡

易
の

ビ
ニ

ー
ル

製
の

雨
靴

が
欲

し
い

。
実

際
に

は
、
実

用
化

さ
れ

て
い

ま
す

が
、
知

る
限

り
一

般
の

革
靴

の
大

き
さ

に
し

か
対

応
し

て
ま

せ
ん

。
装

具
用

が
欲

し
い

の
で

す
。
装

具
を

つ
け

て
、
さ

ら
に

カ
バ

ー
シ

ュ
ー

ズ
を

履
き

ま
す

と
、
そ

れ
自

体
が

既
に

3
0

セ
ン

チ
近

く
に

な
り

ま
す

。
で

す
か

ら
そ

の
上

の
サ

イ
ズ

が
欲

し
い

で
す

。
丈

も
膝

上
が

欲
し

い
で

す
。
そ

れ
を

履
く

こ
と

に
よ

っ
て

、
大

雨
で

も
上

か
ら

カ
ッ

パ
を

羽
織

れ
ば

下
半

身
は

濡
れ

る
こ

と
が

あ
り

ま
せ

ん
。

1
2

8
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

車
い

す
 電

動
車

い
す

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

ス
ロ

ー
プ

ポ
リ

オ
患

者
（
車

い
す

利
用

者
、
歩

行
障

害
あ

り
）

の
方

の
、
段

差
の

あ
る

場
所

で
の

お
困

り
ご

と

肢
体

不
自

由
者

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 ポ

リ
オ

の
会

（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」
よ

り
）

Ａ
．
場

面
 …

 外
出

時
Ｂ

．
課

題
 …

 段
差

の
あ

る
店

な
ど

に
入

れ
な

い
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 持
ち

運
べ

る
簡

易
ス

ロ
ー

プ
が

欲
し

い
。

1
2

9
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
日

常
的

な
衛

生
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
立

位
保

持
ポ

リ
オ

患
者

の
方

の
、
立

位
に

関
す

る
ご

要
望

肢
体

不
自

由
者

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 ポ

リ
オ

の
会

（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」
よ

り
）

Ａ
．
場

面
 …

 日
常

・
家

庭
内

Ｂ
．
課

題
 …

 私
は

短
時

間
で

も
自

分
で

立
つ

こ
と

に
こ

だ
わ

っ
て

い
ま

す
。
北

欧
で

は
重

度
障

害
者

で
も

立
位

を
と

る
リ

ハ
ビ

リ
が

あ
る

と
テ

レ
ビ

で
見

た
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
立

位
を

と
る

こ
と

は
身

体
の

た
め

に
も

良
い

し
、
台

所
仕

事
等

は
立

位
の

方
が

や
り

や
す

い
で

す
。

Ｃ
．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 タ
チ

イ
ス

の
よ

う
な

立
位

の
取

れ
る

も
の

の
下

肢
障

害
者

バ
ー

ジ
ョ

ン
が

ほ
し

い
。

1
3

0
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
食

べ
る

車
い

す
 電

動
車

い
す

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

イ
ス

、
テ

ー
ブ

ル

ポ
リ

オ
患

者
（
車

い
す

利
用

者
）
の

方
の

、
飲

食
店

で
の

お
困

り
ご

と

肢
体

不
自

由
者

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 ポ

リ
オ

の
会

（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」
よ

り
）

Ａ
．
場

面
 …

 外
出

時
Ｂ

．
課

題
 …

 飲
食

店
に

時
々

あ
る

背
の

高
い

イ
ス

や
テ

ー
ブ

ル
が

使
用

で
き

な
い

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 車
い

す
利

用
者

が
使

え
る

簡
易

テ
ー

ブ
ル

等
を

設
置

し
て

ほ
し

い
。

1
3

1
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

内
の

移
動

つ
え

ポ
リ

オ
患

者
（
杖

 利
用

者
）
の

方
の

、
立

食
形

式
で

食
事

の
際

の
お

困
り

ご
と

肢
体

不
自

由
者

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 ポ

リ
オ

の
会

（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」
よ

り
）

Ａ
．
場

面
 …

 外
出

時
・
食

事
Ｂ

．
課

題
 …

 荷
物

を
持

っ
て

2
本

の
杖

で
歩

く
の

は
大

変
で

、
ビ

ュ
ッ

フ
ェ

ス
タ

イ
ル

の
食

事
の

時
は

、
手

助
け

は
あ

る
が

自
由

に
選

べ
な

い
。

Ｃ
．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 空
港

に
置

か
れ

て
い

る
よ

う
な

手
押

し
車

の
小

型
の

も
の

が
あ

れ
ば

荷
物

を
載

せ
て

杖
で

歩
け

る
。
ホ

テ
ル

の
朝

食
時

な
ど

に
は

小
さ

な
ワ

ゴ
ン

の
よ

う
な

も
の

が
あ

る
と

う
れ

し
い

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

1
2

3
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

つ
え

ポ
リ

オ
患

者
の

方
の

、
バ

ス
利

用
時

の
お

困
り

ご
と

（
杖

の
機

能
）

肢
体

不
自

由
者

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 ポ

リ
オ

の
会

（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」
よ

り
）

Ａ
．
場

面
 …

 外
出

時
Ｂ

．
課

題
 …

 杖
と

下
肢

装
具

で
バ

ス
を

利
用

し
て

い
ま

す
。
杖

＋
整

理
券

（
乗

車
券

）
＋

現
金

＋
障

害
者

手
帳

を
用

意
し

て
バ

ス
を

降
り

る
時

に
、
手

か
ら

こ
ぼ

れ
落

ち
そ

う
に

な
り

ま
す

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 杖
に

付
け

て
い

る
、
杖

ホ
ル

ダ
ー

（
ひ

っ
か

け
タ

イ
プ

）
に

追
加

要
望

と
し

て
、
１
．
整

理
券

を
止

め
る

ク
リ

ッ
プ

機
能

　
２

．
コ

イ
ン

が
３

枚
程

度
保

持
で

き
る

コ
イ

ン
ク

リ
ッ

プ
機

能
　
３

．
ひ

っ
か

け
部

に
強

力
な

滑
り

止
め

を
貼

っ
て

く
れ

る
と

外
れ

な
い

の
で

助
か

り
ま

す
。
現

状
は

歩
い

て
料

金
支

払
い

す
る

間
に

落
と

し
て

し
ま

い
そ

う
に

な
る

の
で

、
上

記
機

能
が

あ
れ

ば
助

か
り

ま
す

。

1
2

4
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

内
の

移
動

車
い

す
ポ

リ
オ

患
者

（
車

い
す

利
用

者
、
歩

行
障

害
あ

り
）

の
方

の
、
ホ

テ
ル

等
施

設
の

絨
毯

敷
に

つ
い

て
の

お
困

り
ご

と

肢
体

不
自

由
者

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 ポ

リ
オ

の
会

（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」
よ

り
）

Ａ
．
場

面
 …

 外
出

時
Ｂ

．
課

題
 …

 ホ
テ

ル
な

ど
の

施
設

の
絨

毯
が

車
い

す
や

歩
行

に
と

っ
て

バ
リ

ア
に

な
る

こ
と

が
あ

る
。
自

走
式

車
い

す
で

は
進

ま
な

い
し

、
歩

行
障

害
が

あ
る

と
表

面
が

凸
凹

し
た

絨
毯

で
は

転
倒

の
危

険
が

あ
る

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 公
共

施
設

で
は

床
に

絨
毯

を
敷

く
こ

と
は

避
け

る
か

、
毛

足
の

な
い

フ
ラ

ッ
ト

な
も

の
に

し
て

ほ
し

い
。

1
2

5
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
排

泄
車

い
す

 電
動

車
い

す
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
荷

物
置

き

ポ
リ

オ
患

者
（
車

い
す

利
用

者
）
の

方
の

、
車

い
す

用
ト

イ
レ

で
の

お
困

り
ご

と

肢
体

不
自

由
者

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 ポ

リ
オ

の
会

（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」
よ

り
）

Ａ
．
場

面
 …

 外
出

時
Ｂ

．
課

題
 …

 車
い

す
用

ト
イ

レ
に

荷
物

を
置

く
と

こ
ろ

が
な

く
て

困
る

こ
と

が
あ

る
。

Ｃ
．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 車
い

す
用

ト
イ

レ
の

片
隅

に
荷

物
用

の
ワ

ゴ
ン

等
が

ほ
し

い
で

す
。
脚

付
の

籠
（
診

察
室

に
あ

る
よ

う
な

）
も

の
で

も
良

い
と

思
い

ま
す

。
荷

物
用

の
フ

ッ
ク

で
は

手
に

障
害

が
あ

る
場

合
は

掛
け

に
く

い
で

す
。
冬

場
な

ど
、
上

着
や

膝
掛

け
を

置
く

場
所

と
し

て
も

便
利

で
す

。
一

般
の

ト
イ

レ
で

も
、
フ

ッ
ク

は
高

い
と

こ
ろ

と
低

い
と

こ
ろ

に
２

カ
所

欲
し

い
で

す
。
上

肢
が

悪
い

と
手

が
上

が
ら

な
い

の
で

。

1
2

6
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
衣

服
の

着
脱

車
い

す
 電

動
車

い
す

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

衣
類

ポ
リ

オ
患

者
（
車

い
す

利
用

者
）
の

方
が

、
欲

し
い

と
思

う
ズ

ボ
ン

肢
体

不
自

由
者

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 ポ

リ
オ

の
会

（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」
よ

り
）

Ａ
．
場

面
 …

 日
常

生
活

Ｂ
．
課

題
 …

 車
い

す
用

の
実

用
的

な
ズ

ボ
ン

が
欲

し
い

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 膝
か

ら
下

の
両

側
及

び
太

も
も

膝
よ

り
上

の
位

置
に

、
座

っ
た

時
に

使
い

や
す

い
蓋

つ
き

の
ポ

ケ
ッ

ト
が

あ
り

、
尚

且
つ

装
具

を
つ

け
た

ま
ま

で
脱

ぎ
着

が
出

来
る

よ
う

に
、
膝

か
ら

下
に

フ
ァ

ス
ナ

ー
が

つ
い

た
ズ

ボ
ン

が
欲

し
い

。

1
2

7
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
衣

服
の

着
脱

装
具

 そ
の

他
(福

祉
用

具
)長

靴
、
雨

靴
ポ

リ
オ

患
者

の
方

の
、
雨

の
日

の
お

困
り

ご
と

肢
体

不
自

由
者

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 ポ

リ
オ

の
会

（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」
よ

り
）

Ａ
．
場

面
 …

 日
常

生
活

Ｂ
．
課

題
 …

 雨
の

時
の

対
策

に
つ

い
て

Ｃ
．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 雨
の

日
に

長
靴

と
し

て
、
装

具
を

す
っ

ぽ
り

覆
え

る
簡

易
の

ビ
ニ

ー
ル

製
の

雨
靴

が
欲

し
い

。
実

際
に

は
、
実

用
化

さ
れ

て
い

ま
す

が
、
知

る
限

り
一

般
の

革
靴

の
大

き
さ

に
し

か
対

応
し

て
ま

せ
ん

。
装

具
用

が
欲

し
い

の
で

す
。
装

具
を

つ
け

て
、
さ

ら
に

カ
バ

ー
シ

ュ
ー

ズ
を

履
き

ま
す

と
、
そ

れ
自

体
が

既
に

3
0

セ
ン

チ
近

く
に

な
り

ま
す

。
で

す
か

ら
そ

の
上

の
サ

イ
ズ

が
欲

し
い

で
す

。
丈

も
膝

上
が

欲
し

い
で

す
。
そ

れ
を

履
く

こ
と

に
よ

っ
て

、
大

雨
で

も
上

か
ら

カ
ッ

パ
を

羽
織

れ
ば

下
半

身
は

濡
れ

る
こ

と
が

あ
り

ま
せ

ん
。

1
2

8
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

車
い

す
 電

動
車

い
す

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

ス
ロ

ー
プ

ポ
リ

オ
患

者
（
車

い
す

利
用

者
、
歩

行
障

害
あ

り
）

の
方

の
、
段

差
の

あ
る

場
所

で
の

お
困

り
ご

と

肢
体

不
自

由
者

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 ポ

リ
オ

の
会

（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」
よ

り
）

Ａ
．
場

面
 …

 外
出

時
Ｂ

．
課

題
 …

 段
差

の
あ

る
店

な
ど

に
入

れ
な

い
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 持
ち

運
べ

る
簡

易
ス

ロ
ー

プ
が

欲
し

い
。

1
2

9
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
日

常
的

な
衛

生
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
立

位
保

持
ポ

リ
オ

患
者

の
方

の
、
立

位
に

関
す

る
ご

要
望

肢
体

不
自

由
者

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 ポ

リ
オ

の
会

（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」
よ

り
）

Ａ
．
場

面
 …

 日
常

・
家

庭
内

Ｂ
．
課

題
 …

 私
は

短
時

間
で

も
自

分
で

立
つ

こ
と

に
こ

だ
わ

っ
て

い
ま

す
。
北

欧
で

は
重

度
障

害
者

で
も

立
位

を
と

る
リ

ハ
ビ

リ
が

あ
る

と
テ

レ
ビ

で
見

た
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
立

位
を

と
る

こ
と

は
身

体
の

た
め

に
も

良
い

し
、
台

所
仕

事
等

は
立

位
の

方
が

や
り

や
す

い
で

す
。

Ｃ
．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 タ
チ

イ
ス

の
よ

う
な

立
位

の
取

れ
る

も
の

の
下

肢
障

害
者

バ
ー

ジ
ョ

ン
が

ほ
し

い
。

1
3

0
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
食

べ
る

車
い

す
 電

動
車

い
す

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

イ
ス

、
テ

ー
ブ

ル

ポ
リ

オ
患

者
（
車

い
す

利
用

者
）
の

方
の

、
飲

食
店

で
の

お
困

り
ご

と

肢
体

不
自

由
者

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 ポ

リ
オ

の
会

（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」
よ

り
）

Ａ
．
場

面
 …

 外
出

時
Ｂ

．
課

題
 …

 飲
食

店
に

時
々

あ
る

背
の

高
い

イ
ス

や
テ

ー
ブ

ル
が

使
用

で
き

な
い

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 車
い

す
利

用
者

が
使

え
る

簡
易

テ
ー

ブ
ル

等
を

設
置

し
て

ほ
し

い
。

1
3

1
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

内
の

移
動

つ
え

ポ
リ

オ
患

者
（
杖

 利
用

者
）
の

方
の

、
立

食
形

式
で

食
事

の
際

の
お

困
り

ご
と

肢
体

不
自

由
者

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 ポ

リ
オ

の
会

（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」
よ

り
）

Ａ
．
場

面
 …

 外
出

時
・
食

事
Ｂ

．
課

題
 …

 荷
物

を
持

っ
て

2
本

の
杖

で
歩

く
の

は
大

変
で

、
ビ

ュ
ッ

フ
ェ

ス
タ

イ
ル

の
食

事
の

時
は

、
手

助
け

は
あ

る
が

自
由

に
選

べ
な

い
。

Ｃ
．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 空
港

に
置

か
れ

て
い

る
よ

う
な

手
押

し
車

の
小

型
の

も
の

が
あ

れ
ば

荷
物

を
載

せ
て

杖
で

歩
け

る
。
ホ

テ
ル

の
朝

食
時

な
ど

に
は

小
さ

な
ワ

ゴ
ン

の
よ

う
な

も
の

が
あ

る
と

う
れ

し
い

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

1
3

2
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

音
声

案
内

失
語

症
の

方
の

、
公

共
交

通
機

関
で

の
お

困
り

ご
と

①

言
語

障
害

者
■

ニ
ー

ズ
提

供
 …

 Ｎ
Ｐ

Ｏ
法

人
 日

本
失

語
症

協
議

会
（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」
よ

り
）

Ａ
．
場

面
 …

 公
共

交
通

機
関

Ｂ
．
課

題
 …

 失
語

症
の

中
で

、
文

字
が

読
め

な
い

失
語

症
者

は
、
バ

ス
等

の
料

金
表

示
が

読
め

な
い

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 バ
ス

の
料

金
表

示
が

読
め

ず
料

金
が

い
く

ら
か

分
か

ら
な

い
時

が
あ

り
、
運

転
手

に
尋

ね
料

金
が

読
め

な
い

こ
と

を
伝

え
る

と
、
「
ふ

ざ
け

る
な

！
」
と

一
喝

さ
れ

、
乗

る
こ

と
が

で
き

な
い

時
が

あ
る

。
そ

こ
で

、
料

金
の

音
声

表
示

は
で

き
な

い
だ

ろ
う

か
？

1
3

3
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

緊
急

通
報

装
置

失
語

症
の

方
の

、
公

共
交

通
機

関
で

の
お

困
り

ご
と

②

言
語

障
害

者
■

ニ
ー

ズ
提

供
 …

 Ｎ
Ｐ

Ｏ
法

人
 日

本
失

語
症

協
議

会
（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」
よ

り
）

Ａ
．
場

面
 …

 公
共

交
通

機
関

Ｂ
．
課

題
 …

 路
線

図
と

料
金

の
表

示
が

煩
雑

で
分

か
ら

な
い

。
ま

た
、
鉄

道
事

故
な

ど
の

際
、
ア

ナ
ウ

ン
ス

な
ど

の
理

解
が

困
難

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 行
先

を
ポ

イ
ン

ト
ボ

タ
ン

で
示

し
、
料

金
の

場
所

を
点

灯
表

示
し

音
声

で
伝

え
る

等
が

で
き

な
い

だ
ろ

う
か

？
こ

れ
は

、
高

齢
者

に
も

よ
い

と
思

わ
れ

る
。
ま

た
、
事

故
な

ど
の

際
、
失

語
症

者
は

ア
ナ

ウ
ン

ス
等

の
理

解
が

困
難

で
あ

り
、
失

読
症

者
は

事
故

表
示

な
ど

も
読

む
こ

と
が

で
き

な
い

。
L
IN

E
や

iP
h

o
n

e
な

ど
へ

の
緊

急
対

応
の

表
示

が
で

き
な

い
だ

ろ
う

か
。

1
3

4
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
支

援
機

器

失
語

症
の

方
の

、
交

通
事

故
の

際
の

お
困

り
ご

と

言
語

障
害

者
■

ニ
ー

ズ
提

供
 …

 Ｎ
Ｐ

Ｏ
法

人
 日

本
失

語
症

協
議

会
（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」
よ

り
）

Ａ
．
場

面
 …

 交
通

事
故

現
場

Ｂ
．
課

題
 …

 交
通

事
故

の
当

事
者

同
士

の
話

し
合

い
は

、
失

語
症

者
に

と
っ

て
、
と

て
も

困
難

で
あ

る
。

Ｃ
．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 事
故

の
当

事
者

同
士

の
話

し
合

い
は

、
失

語
症

者
に

と
っ

て
、
と

て
も

困
難

で
あ

り
、
被

害
者

で
あ

っ
て

も
加

害
者

に
さ

れ
て

し
ま

う
こ

と
が

あ
る

と
い

う
報

告
を

受
け

る
こ

と
が

あ
る

。
警

察
等

は
、
当

事
者

の
環

境
、
様

子
を

し
っ

か
り

見
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

障
害

（
失

語
症

）
に

つ
い

て
勉

強
す

る
こ

と
も

、
も

ち
ろ

ん
必

要
で

あ
る

が
、
失

語
症

者
に

対
応

し
た

専
用

ア
プ

リ
な

ど
が

あ
れ

ば
、
失

語
症

者
と

意
思

疎
通

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
の

で
は

な
い

だ
ろ

う
か

。

1
3

5
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
支

援
機

器

失
語

症
の

方
の

、
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
等

で
の

お
困

り
ご

と

言
語

障
害

者
■

ニ
ー

ズ
提

供
 …

 Ｎ
Ｐ

Ｏ
法

人
 日

本
失

語
症

協
議

会
（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」
よ

り
）

Ａ
．
場

面
 …

 デ
イ

サ
ー

ビ
ス

な
ど

Ｂ
．
課

題
 …

 デ
イ

サ
ー

ビ
ス

な
ど

で
、
失

語
症

者
は

分
別

の
あ

る
、
お

と
な

し
い

（
話

せ
な

い
と

い
う

だ
け

だ
が

）
利

用
者

と
思

わ
れ

、
手

厚
い

サ
ー

ビ
ス

が
受

け
ら

れ
な

い
場

合
が

多
い

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 介
護

者
な

ど
は

、
失

語
症

者
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
取

り
方

の
講

習
を

受
け

た
り

、
障

害
に

関
す

る
勉

強
も

必
要

だ
と

思
う

が
、
ま

た
、
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
な

ど
で

使
用

で
き

る
意

思
疎

通
支

援
の

機
器

な
ど

が
あ

れ
ば

、
活

用
し

て
失

語
症

者
と

の
意

思
疎

通
が

図
れ

る
の

で
は

な
い

だ
ろ

う
か

。

1
3

6
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
支

援
機

器

失
語

症
の

方
の

、
選

挙
・

投
票

で
の

お
困

り
ご

と
言

語
障

害
者

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

 日
本

失
語

症
協

議
会

（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」
よ

り
）

Ａ
．
場

面
 …

 選
挙

・
投

票
所

Ｂ
．
課

題
 …

 失
読

症
者

、
失

語
症

者
は

選
挙

・
投

票
に

行
っ

て
も

、
介

助
者

と
投

票
所

で
は

対
話

が
禁

じ
ら

れ
て

い
る

の
で

、
投

票
が

難
し

い
ケ

ー
ス

が
多

い
。

Ｃ
．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 投
票

時
、
失

読
症

者
に

は
音

声
で

読
み

上
げ

る
機

器
、
失

語
症

者
に

は
記

名
の

補
助

を
つ

け
る

こ
と

な
ど

が
望

ま
し

い
。

電
子

投
票

な
ら

即
解

決
す

る
と

は
思

う
が

。

1
3

7
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
支

援
機

器

失
語

症
の

方
の

、
病

院
・

調
剤

薬
局

で
の

お
困

り
ご

と

言
語

障
害

者
■

ニ
ー

ズ
提

供
 …

 Ｎ
Ｐ

Ｏ
法

人
 日

本
失

語
症

協
議

会
（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」
よ

り
）

Ａ
．
場

面
 …

 病
院

・
調

剤
薬

局
Ｂ

．
課

題
 …

 失
読

症
者

や
失

語
症

者
は

、
医

師
、
看

護
師

、
薬

剤
師

な
ど

と
意

思
疎

通
を

図
る

こ
と

が
難

し
い

。
本

人
が

症
状

を
伝

え
る

こ
と

が
難

し
い

の
で

、
命

に
係

わ
る

こ
と

も
あ

る
。

Ｃ
．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 体
の

症
状

や
体

調
を

的
確

に
表

現
で

き
る

専
用

ア
プ

リ
な

ど
の

開
発

が
望

ま
れ

る
。
命

に
係

わ
る

事
で

あ
り

、
早

急
の

対
処

が
望

ま
れ

る
。

1
3

8
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
支

援
機

器

失
語

症
の

方
の

、
役

所
等

の
窓

口
で

の
お

困
り

ご
と

言
語

障
害

者
■

ニ
ー

ズ
提

供
 …

 Ｎ
Ｐ

Ｏ
法

人
 日

本
失

語
症

協
議

会
（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」
よ

り
）

Ａ
．
場

面
 …

 役
所

等
Ｂ

．
課

題
 …

 役
所

等
の

窓
口

で
、
担

当
者

が
失

読
症

者
や

失
語

症
者

の
対

応
が

で
き

な
い

ケ
ー

ス
が

多
い

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 「
筆

記
が

で
き

ま
す

」
、
「
手

話
が

で
き

ま
す

」
と

記
載

し
て

あ
る

窓
口

は
あ

る
が

、
失

語
症

失
読

症
者

に
は

応
対

で
き

な
い

窓
口

が
殆

ど
で

あ
る

。
役

所
の

窓
口

専
用

で
、
失

語
症

・
失

読
症

に
対

応
で

き
る

機
器

が
あ

る
と

よ
い

。

1
3

9
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
支

援
機

器

聴
覚

障
害

者
の

方
の

、
複

数
人

で
会

話
を

す
る

時
の

お
困

り
ご

と

聴
覚

障
害

者
■

ニ
ー

ズ
提

供
 …

 一
般

社
団

法
人

 全
日

本
難

聴
者

・
中

途
失

聴
者

団
体

連
合

会
（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」
よ

り
）

Ａ
．
場

面
 …

 複
数

の
話

者
が

い
る

と
き

Ｂ
．
課

題
 …

 ど
ち

ら
の

方
向

か
ら

話
さ

れ
て

い
る

の
か

分
か

ら
な

い
と

、
話

を
理

解
し

追
い

つ
く

の
に

時
間

が
か

か
っ

て
し

ま
う

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 話
を

し
て

い
る

人
の

方
向

が
分

か
る

ア
プ

リ
等

が
あ

る
と

よ
い

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

1
3

2
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

音
声

案
内

失
語

症
の

方
の

、
公

共
交

通
機

関
で

の
お

困
り

ご
と

①

言
語

障
害

者
■

ニ
ー

ズ
提

供
 …

 Ｎ
Ｐ

Ｏ
法

人
 日

本
失

語
症

協
議

会
（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」
よ

り
）

Ａ
．
場

面
 …

 公
共

交
通

機
関

Ｂ
．
課

題
 …

 失
語

症
の

中
で

、
文

字
が

読
め

な
い

失
語

症
者

は
、
バ

ス
等

の
料

金
表

示
が

読
め

な
い

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 バ
ス

の
料

金
表

示
が

読
め

ず
料

金
が

い
く

ら
か

分
か

ら
な

い
時

が
あ

り
、
運

転
手

に
尋

ね
料

金
が

読
め

な
い

こ
と

を
伝

え
る

と
、
「
ふ

ざ
け

る
な

！
」
と

一
喝

さ
れ

、
乗

る
こ

と
が

で
き

な
い

時
が

あ
る

。
そ

こ
で

、
料

金
の

音
声

表
示

は
で

き
な

い
だ

ろ
う

か
？

1
3

3
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

緊
急

通
報

装
置

失
語

症
の

方
の

、
公

共
交

通
機

関
で

の
お

困
り

ご
と

②

言
語

障
害

者
■

ニ
ー

ズ
提

供
 …

 Ｎ
Ｐ

Ｏ
法

人
 日

本
失

語
症

協
議

会
（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」
よ

り
）

Ａ
．
場

面
 …

 公
共

交
通

機
関

Ｂ
．
課

題
 …

 路
線

図
と

料
金

の
表

示
が

煩
雑

で
分

か
ら

な
い

。
ま

た
、
鉄

道
事

故
な

ど
の

際
、
ア

ナ
ウ

ン
ス

な
ど

の
理

解
が

困
難

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 行
先

を
ポ

イ
ン

ト
ボ

タ
ン

で
示

し
、
料

金
の

場
所

を
点

灯
表

示
し

音
声

で
伝

え
る

等
が

で
き

な
い

だ
ろ

う
か

？
こ

れ
は

、
高

齢
者

に
も

よ
い

と
思

わ
れ

る
。
ま

た
、
事

故
な

ど
の

際
、
失

語
症

者
は

ア
ナ

ウ
ン

ス
等

の
理

解
が

困
難

で
あ

り
、
失

読
症

者
は

事
故

表
示

な
ど

も
読

む
こ

と
が

で
き

な
い

。
L
IN

E
や

iP
h

o
n

e
な

ど
へ

の
緊

急
対

応
の

表
示

が
で

き
な

い
だ

ろ
う

か
。

1
3

4
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
支

援
機

器

失
語

症
の

方
の

、
交

通
事

故
の

際
の

お
困

り
ご

と

言
語

障
害

者
■

ニ
ー

ズ
提

供
 …

 Ｎ
Ｐ

Ｏ
法

人
 日

本
失

語
症

協
議

会
（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」
よ

り
）

Ａ
．
場

面
 …

 交
通

事
故

現
場

Ｂ
．
課

題
 …

 交
通

事
故

の
当

事
者

同
士

の
話

し
合

い
は

、
失

語
症

者
に

と
っ

て
、
と

て
も

困
難

で
あ

る
。

Ｃ
．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 事
故

の
当

事
者

同
士

の
話

し
合

い
は

、
失

語
症

者
に

と
っ

て
、
と

て
も

困
難

で
あ

り
、
被

害
者

で
あ

っ
て

も
加

害
者

に
さ

れ
て

し
ま

う
こ

と
が

あ
る

と
い

う
報

告
を

受
け

る
こ

と
が

あ
る

。
警

察
等

は
、
当

事
者

の
環

境
、
様

子
を

し
っ

か
り

見
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

障
害

（
失

語
症

）
に

つ
い

て
勉

強
す

る
こ

と
も

、
も

ち
ろ

ん
必

要
で

あ
る

が
、
失

語
症

者
に

対
応

し
た

専
用

ア
プ

リ
な

ど
が

あ
れ

ば
、
失

語
症

者
と

意
思

疎
通

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
の

で
は

な
い

だ
ろ

う
か

。

1
3

5
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
支

援
機

器

失
語

症
の

方
の

、
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
等

で
の

お
困

り
ご

と

言
語

障
害

者
■

ニ
ー

ズ
提

供
 …

 Ｎ
Ｐ

Ｏ
法

人
 日

本
失

語
症

協
議

会
（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」
よ

り
）

Ａ
．
場

面
 …

 デ
イ

サ
ー

ビ
ス

な
ど

Ｂ
．
課

題
 …

 デ
イ

サ
ー

ビ
ス

な
ど

で
、
失

語
症

者
は

分
別

の
あ

る
、
お

と
な

し
い

（
話

せ
な

い
と

い
う

だ
け

だ
が

）
利

用
者

と
思

わ
れ

、
手

厚
い

サ
ー

ビ
ス

が
受

け
ら

れ
な

い
場

合
が

多
い

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 介
護

者
な

ど
は

、
失

語
症

者
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
取

り
方

の
講

習
を

受
け

た
り

、
障

害
に

関
す

る
勉

強
も

必
要

だ
と

思
う

が
、
ま

た
、
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
な

ど
で

使
用

で
き

る
意

思
疎

通
支

援
の

機
器

な
ど

が
あ

れ
ば

、
活

用
し

て
失

語
症

者
と

の
意

思
疎

通
が

図
れ

る
の

で
は

な
い

だ
ろ

う
か

。

1
3

6
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
支

援
機

器

失
語

症
の

方
の

、
選

挙
・

投
票

で
の

お
困

り
ご

と
言

語
障

害
者

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

 日
本

失
語

症
協

議
会

（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」
よ

り
）

Ａ
．
場

面
 …

 選
挙

・
投

票
所

Ｂ
．
課

題
 …

 失
読

症
者

、
失

語
症

者
は

選
挙

・
投

票
に

行
っ

て
も

、
介

助
者

と
投

票
所

で
は

対
話

が
禁

じ
ら

れ
て

い
る

の
で

、
投

票
が

難
し

い
ケ

ー
ス

が
多

い
。

Ｃ
．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 投
票

時
、
失

読
症

者
に

は
音

声
で

読
み

上
げ

る
機

器
、
失

語
症

者
に

は
記

名
の

補
助

を
つ

け
る

こ
と

な
ど

が
望

ま
し

い
。

電
子

投
票

な
ら

即
解

決
す

る
と

は
思

う
が

。

1
3

7
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
支

援
機

器

失
語

症
の

方
の

、
病

院
・

調
剤

薬
局

で
の

お
困

り
ご

と

言
語

障
害

者
■

ニ
ー

ズ
提

供
 …

 Ｎ
Ｐ

Ｏ
法

人
 日

本
失

語
症

協
議

会
（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」
よ

り
）

Ａ
．
場

面
 …

 病
院

・
調

剤
薬

局
Ｂ

．
課

題
 …

 失
読

症
者

や
失

語
症

者
は

、
医

師
、
看

護
師

、
薬

剤
師

な
ど

と
意

思
疎

通
を

図
る

こ
と

が
難

し
い

。
本

人
が

症
状

を
伝

え
る

こ
と

が
難

し
い

の
で

、
命

に
係

わ
る

こ
と

も
あ

る
。

Ｃ
．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 体
の

症
状

や
体

調
を

的
確

に
表

現
で

き
る

専
用

ア
プ

リ
な

ど
の

開
発

が
望

ま
れ

る
。
命

に
係

わ
る

事
で

あ
り

、
早

急
の

対
処

が
望

ま
れ

る
。

1
3

8
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
支

援
機

器

失
語

症
の

方
の

、
役

所
等

の
窓

口
で

の
お

困
り

ご
と

言
語

障
害

者
■

ニ
ー

ズ
提

供
 …

 Ｎ
Ｐ

Ｏ
法

人
 日

本
失

語
症

協
議

会
（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」
よ

り
）

Ａ
．
場

面
 …

 役
所

等
Ｂ

．
課

題
 …

 役
所

等
の

窓
口

で
、
担

当
者

が
失

読
症

者
や

失
語

症
者

の
対

応
が

で
き

な
い

ケ
ー

ス
が

多
い

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 「
筆

記
が

で
き

ま
す

」
、
「
手

話
が

で
き

ま
す

」
と

記
載

し
て

あ
る

窓
口

は
あ

る
が

、
失

語
症

失
読

症
者

に
は

応
対

で
き

な
い

窓
口

が
殆

ど
で

あ
る

。
役

所
の

窓
口

専
用

で
、
失

語
症

・
失

読
症

に
対

応
で

き
る

機
器

が
あ

る
と

よ
い

。

1
3

9
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
支

援
機

器

聴
覚

障
害

者
の

方
の

、
複

数
人

で
会

話
を

す
る

時
の

お
困

り
ご

と

聴
覚

障
害

者
■

ニ
ー

ズ
提

供
 …

 一
般

社
団

法
人

 全
日

本
難

聴
者

・
中

途
失

聴
者

団
体

連
合

会
（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」
よ

り
）

Ａ
．
場

面
 …

 複
数

の
話

者
が

い
る

と
き

Ｂ
．
課

題
 …

 ど
ち

ら
の

方
向

か
ら

話
さ

れ
て

い
る

の
か

分
か

ら
な

い
と

、
話

を
理

解
し

追
い

つ
く

の
に

時
間

が
か

か
っ

て
し

ま
う

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 話
を

し
て

い
る

人
の

方
向

が
分

か
る

ア
プ

リ
等

が
あ

る
と

よ
い

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

1
4

0
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
支

援
機

器

聴
覚

障
害

者
の

方
の

、
タ

ク
シ

ー
利

用
の

際
の

お
困

り
ご

と

聴
覚

障
害

者
■

ニ
ー

ズ
提

供
 …

 一
般

社
団

法
人

 全
日

本
難

聴
者

・
中

途
失

聴
者

団
体

連
合

会
（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」
よ

り
）

Ａ
．
場

面
 …

 タ
ク

シ
ー

の
呼

び
出

し
を

す
る

と
き

Ｂ
．
課

題
 …

 タ
ク

シ
ー

会
社

に
電

話
を

か
け

る
こ

と
は

で
き

て
も

、
通

話
が

難
し

い
。

Ｃ
．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 ス
マ

ホ
機

種
や

サ
ー

ビ
ス

に
関

係
な

く
、
ワ

ン
タ

ッ
チ

で
タ

ク
シ

ー
を

呼
べ

る
サ

ー
ビ

ス
が

ほ
し

い
。
Ｇ

Ｐ
Ｓ

機
能

付
き

で
位

置
も

伝
え

て
く

れ
る

。
呼

び
出

し
ア

プ
リ

が
統

一
さ

れ
れ

ば
、
使

い
や

す
さ

も
向

上
す

る
と

思
う

。

1
4

1
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)テ
レ

ビ
視

聴
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
手

話
通

訳
、
字

幕
聴

覚
障

害
者

の
方

の
、

テ
レ

ビ
視

聴
時

の
お

困
り

ご
と

聴
覚

障
害

者
■

ニ
ー

ズ
提

供
 …

 一
般

社
団

法
人

 全
日

本
難

聴
者

・
中

途
失

聴
者

団
体

連
合

会
（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」
よ

り
）

Ａ
．
場

面
 …

 テ
レ

ビ
を

視
聴

す
る

と
き

Ｂ
．
課

題
 …

 テ
レ

ビ
の

ニ
ュ

ー
ス

で
字

幕
と

手
話

が
混

在
し

て
い

る
と

、
画

面
に

情
報

が
多

く
、
見

て
い

て
混

乱
し

て
し

ま
う

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 手
話

か
字

幕
か

、
ど

ち
ら

か
を

選
択

で
き

る
と

よ
い

。

1
4

2
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
支

援
機

器

聴
覚

障
害

者
の

方
の

、
イ

ン
タ

ー
ホ

ン
で

の
お

困
り

ご
と

聴
覚

障
害

者
■

ニ
ー

ズ
提

供
 …

 一
般

社
団

法
人

 全
日

本
難

聴
者

・
中

途
失

聴
者

団
体

連
合

会
（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」
よ

り
）

Ａ
．
場

面
 …

 駅
の

イ
ン

タ
ー

ホ
ン

利
用

時
Ｂ

．
課

題
 …

 駅
な

ど
に

設
置

し
て

あ
る

イ
ン

タ
ー

ホ
ン

は
、
ほ

と
ん

ど
音

声
の

み
で

、
聴

覚
に

障
害

が
あ

る
と

使
え

な
い

。
駅

で
困

り
ご

と
が

あ
っ

た
際

、
そ

の
た

び
に

駅
員

を
、
そ

の
場

へ
呼

ば
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

Ｃ
．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 聴
覚

障
害

者
の

利
用

も
想

定
し

て
、
テ

レ
ビ

付
き

、
音

声
認

識
付

き
等

、
相

手
映

像
や

文
字

表
示

の
出

る
イ

ン
タ

ー
ホ

ン
、

ま
た

は
、
そ

の
た

め
の

機
器

等
が

あ
る

と
よ

い
。

1
4

3
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

Ａ
Ｉス

ピ
ー

カ
ー

聴
覚

障
害

者
の

方
の

、
Ａ

Ｉス
ピ

ー
カ

ー
、
応

答
シ

ス
テ

ム
利

用
時

の
お

困
り

ご
と

聴
覚

障
害

者
■

ニ
ー

ズ
提

供
 …

 一
般

社
団

法
人

 全
日

本
難

聴
者

・
中

途
失

聴
者

団
体

連
合

会
（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」
よ

り
）

Ａ
．
場

面
 …

 Ａ
Ｉス

ピ
ー

カ
ー

、
応

答
シ

ス
テ

ム
利

用
時

Ｂ
．
課

題
 …

 Ａ
Ｉス

ピ
ー

カ
ー

や
ペ

ッ
パ

ー
く

ん
な

ど
、
音

声
認

識
シ

ス
テ

ム
も

の
が

増
え

て
い

る
が

、
聴

覚
に

障
害

が
あ

り
発

音
が

明
瞭

で
な

い
と

正
確

に
認

識
し

て
も

ら
え

ず
、
最

初
の

質
問

か
ら

ボ
タ

ン
の

掛
け

違
い

が
生

じ
る

こ
と

が
あ

る
。

Ｃ
．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 聴
覚

障
害

者
の

利
用

も
想

定
し

て
、
音

声
認

識
結

果
を

表
示

し
て

く
れ

る
も

の
が

あ
る

と
よ

い
。

1
4

4
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
風

呂
や

シ
ャ

ワ
ー

入
浴

関
連

用
具

視
覚

障
害

者
の

方
の

、
ホ

テ
ル

な
ど

宿
泊

施
設

で
の

お
困

り
ご

と

視
覚

障
害

者
■

ニ
ー

ズ
提

供
 …

 社
会

福
祉

法
人

 日
本

視
覚

障
害

者
団

体
連

合
（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」

よ
り

）
Ａ

．
場

面
 …

 ホ
テ

ル
な

ど
宿

泊
施

設
の

利
用

時
Ｂ

．
課

題
 …

 浴
室

の
ア

メ
ニ

テ
ィ

ー
の

容
器

が
同

じ
形

状
を

し
て

お
り

、
か

つ
触

っ
て

分
か

る
よ

う
な

「
し

る
し

」
も

な
い

た
め

、
視

覚
に

障
害

が
あ

る
と

判
別

で
き

な
い

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 ア
メ

ニ
テ

ィ
ー

の
容

器
を

触
っ

て
判

別
で

き
る

物
に

し
て

ほ
し

い
。
例

え
ば

、
シ

ャ
ン

プ
ー

と
リ

ン
ス

の
容

器
を

同
じ

形
状

に
し

、
シ

ャ
ン

プ
ー

の
容

器
に

は
市

販
の

物
と

同
様

の
刻

み
を

付
け

、
ボ

デ
ィ

ー
ソ

ー
プ

の
容

器
は

異
な

る
形

状
に

す
る

な
ど

。
ま

た
は

、
点

字
や

そ
れ

ぞ
れ

の
ア

ル
フ

ァ
ベ

ッ
ト

の
頭

文
字

を
表

記
し

た
シ

ー
ト

や
タ

グ
に

よ
り

判
別

で
き

る
よ

う
に

し
て

ほ
し

い
。

1
4

5
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)家
事

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

音
声

案
内

視
覚

障
害

者
の

方
の

、
キ

ッ
チ

ン
や

浴
室

で
の

お
困

り
ご

と

視
覚

障
害

者
■

ニ
ー

ズ
提

供
 …

 社
会

福
祉

法
人

 日
本

視
覚

障
害

者
団

体
連

合
（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」

よ
り

）
Ａ

．
場

面
 …

 キ
ッ

チ
ン

や
浴

室
の

利
用

時
Ｂ

．
課

題
 …

 給
湯

器
の

電
源

の
オ

ン
・
オ

フ
な

ど
、
ア

ラ
ー

ム
音

が
同

じ
質

・
高

さ
と

な
っ

て
い

る
も

の
が

あ
り

、
視

覚
に

障
害

が
あ

る
者

に
は

オ
ン

・
オ

フ
の

判
別

が
困

難
。

Ｃ
．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 全
て

の
給

湯
器

に
、
電

源
の

オ
ン

・
オ

フ
を

音
で

判
別

で
き

る
機

能
を

付
け

る
よ

う
に

し
て

ほ
し

い
。

例
え

ば
、
「
電

源
オ

ン
」
「
電

源
オ

フ
」
と

音
声

で
知

ら
せ

て
く

れ
た

り
、
ま

た
は

、
オ

ン
・
オ

フ
の

際
の

ア
ラ

ー
ム

音
の

質
や

高
さ

（
オ

ン
は

下
か

ら
上

、
オ

フ
は

上
か

ら
下

）
を

変
え

て
く

れ
る

と
よ

い
。

1
4

6
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
食

べ
る

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

食
事

視
覚

障
害

者
の

方
の

、
飲

食
店

利
用

時
の

お
困

り
ご

と

視
覚

障
害

者
■

ニ
ー

ズ
提

供
 …

 社
会

福
祉

法
人

 日
本

視
覚

障
害

者
団

体
連

合
（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」

よ
り

）
Ａ

．
場

面
 …

 飲
食

店
利

用
時

Ｂ
．
課

題
 …

 テ
ー

ブ
ル

や
カ

ウ
ン

タ
ー

に
備

え
付

け
の

調
味

料
の

容
器

は
、
店

に
よ

っ
て

異
な

っ
て

お
り

、
店

舗
に

よ
っ

て
は

定
員

に
聞

き
に

く
い

こ
と

も
あ

る
。
視

覚
に

障
害

が
あ

る
者

は
触

っ
た

だ
け

で
は

判
別

で
き

ず
、
鼻

を
近

づ
け

る
わ

け
に

も
い

か
ず

、
使

用
を

あ
き

ら
め

る
こ

と
が

あ
る

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 調
味

料
の

使
用

法
に

適
し

た
専

用
の

容
器

を
開

発
し

て
ほ

し
い

。
そ

の
際

に
は

、
「
プ

ッ
シ

ュ
ワ

ン
」
の

よ
う

に
定

量
の

調
味

料
が

出
る

機
能

も
備

え
て

ほ
し

い
。

1
4

7
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

移
動

支
援

視
覚

障
害

者
の

方
の

、
移

動
・
外

出
時

の
お

困
り

ご
と

視
覚

障
害

者
■

ニ
ー

ズ
提

供
 …

 社
会

福
祉

法
人

 日
本

視
覚

障
害

者
団

体
連

合
（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」

よ
り

）
Ａ

．
場

面
 …

 移
動

・
外

出
時

Ｂ
．
課

題
 …

 信
号

機
の

あ
る

横
断

歩
道

に
お

い
て

、
音

響
信

号
機

以
外

の
信

号
機

、
若

し
く

は
、
音

響
信

号
機

で
対

応
時

間
外

で
の

横
断

に
つ

い
て

、
視

覚
に

障
害

が
あ

る
者

が
横

断
す

る
際

の
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
の

方
策

が
求

め
ら

れ
る

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 信
号

機
の

色
が

分
か

る
機

器
の

開
発

、
ま

た
は

、
既

存
の

機
器

に
新

た
な

機
能

を
追

加
す

る
。
例

え
ば

、
横

断
可

の
と

き
に

ア
ラ

ー
ム

音
が

な
り

、
横

断
不

可
の

と
き

に
別

の
危

険
を

知
ら

せ
る

ア
ラ

ー
ム

音
が

な
る

な
ど

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

1
4

0
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
支

援
機

器

聴
覚

障
害

者
の

方
の

、
タ

ク
シ

ー
利

用
の

際
の

お
困

り
ご

と

聴
覚

障
害

者
■

ニ
ー

ズ
提

供
 …

 一
般

社
団

法
人

 全
日

本
難

聴
者

・
中

途
失

聴
者

団
体

連
合

会
（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」
よ

り
）

Ａ
．
場

面
 …

 タ
ク

シ
ー

の
呼

び
出

し
を

す
る

と
き

Ｂ
．
課

題
 …

 タ
ク

シ
ー

会
社

に
電

話
を

か
け

る
こ

と
は

で
き

て
も

、
通

話
が

難
し

い
。

Ｃ
．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 ス
マ

ホ
機

種
や

サ
ー

ビ
ス

に
関

係
な

く
、
ワ

ン
タ

ッ
チ

で
タ

ク
シ

ー
を

呼
べ

る
サ

ー
ビ

ス
が

ほ
し

い
。
Ｇ

Ｐ
Ｓ

機
能

付
き

で
位

置
も

伝
え

て
く

れ
る

。
呼

び
出

し
ア

プ
リ

が
統

一
さ

れ
れ

ば
、
使

い
や

す
さ

も
向

上
す

る
と

思
う

。

1
4

1
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)テ
レ

ビ
視

聴
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
手

話
通

訳
、
字

幕
聴

覚
障

害
者

の
方

の
、

テ
レ

ビ
視

聴
時

の
お

困
り

ご
と

聴
覚

障
害

者
■

ニ
ー

ズ
提

供
 …

 一
般

社
団

法
人

 全
日

本
難

聴
者

・
中

途
失

聴
者

団
体

連
合

会
（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」
よ

り
）

Ａ
．
場

面
 …

 テ
レ

ビ
を

視
聴

す
る

と
き

Ｂ
．
課

題
 …

 テ
レ

ビ
の

ニ
ュ

ー
ス

で
字

幕
と

手
話

が
混

在
し

て
い

る
と

、
画

面
に

情
報

が
多

く
、
見

て
い

て
混

乱
し

て
し

ま
う

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 手
話

か
字

幕
か

、
ど

ち
ら

か
を

選
択

で
き

る
と

よ
い

。

1
4

2
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
支

援
機

器

聴
覚

障
害

者
の

方
の

、
イ

ン
タ

ー
ホ

ン
で

の
お

困
り

ご
と

聴
覚

障
害

者
■

ニ
ー

ズ
提

供
 …

 一
般

社
団

法
人

 全
日

本
難

聴
者

・
中

途
失

聴
者

団
体

連
合

会
（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」
よ

り
）

Ａ
．
場

面
 …

 駅
の

イ
ン

タ
ー

ホ
ン

利
用

時
Ｂ

．
課

題
 …

 駅
な

ど
に

設
置

し
て

あ
る

イ
ン

タ
ー

ホ
ン

は
、
ほ

と
ん

ど
音

声
の

み
で

、
聴

覚
に

障
害

が
あ

る
と

使
え

な
い

。
駅

で
困

り
ご

と
が

あ
っ

た
際

、
そ

の
た

び
に

駅
員

を
、
そ

の
場

へ
呼

ば
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

Ｃ
．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 聴
覚

障
害

者
の

利
用

も
想

定
し

て
、
テ

レ
ビ

付
き

、
音

声
認

識
付

き
等

、
相

手
映

像
や

文
字

表
示

の
出

る
イ

ン
タ

ー
ホ

ン
、

ま
た

は
、
そ

の
た

め
の

機
器

等
が

あ
る

と
よ

い
。

1
4

3
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

Ａ
Ｉス

ピ
ー

カ
ー

聴
覚

障
害

者
の

方
の

、
Ａ

Ｉス
ピ

ー
カ

ー
、
応

答
シ

ス
テ

ム
利

用
時

の
お

困
り

ご
と

聴
覚

障
害

者
■

ニ
ー

ズ
提

供
 …

 一
般

社
団

法
人

 全
日

本
難

聴
者

・
中

途
失

聴
者

団
体

連
合

会
（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」
よ

り
）

Ａ
．
場

面
 …

 Ａ
Ｉス

ピ
ー

カ
ー

、
応

答
シ

ス
テ

ム
利

用
時

Ｂ
．
課

題
 …

 Ａ
Ｉス

ピ
ー

カ
ー

や
ペ

ッ
パ

ー
く

ん
な

ど
、
音

声
認

識
シ

ス
テ

ム
も

の
が

増
え

て
い

る
が

、
聴

覚
に

障
害

が
あ

り
発

音
が

明
瞭

で
な

い
と

正
確

に
認

識
し

て
も

ら
え

ず
、
最

初
の

質
問

か
ら

ボ
タ

ン
の

掛
け

違
い

が
生

じ
る

こ
と

が
あ

る
。

Ｃ
．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 聴
覚

障
害

者
の

利
用

も
想

定
し

て
、
音

声
認

識
結

果
を

表
示

し
て

く
れ

る
も

の
が

あ
る

と
よ

い
。

1
4

4
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
風

呂
や

シ
ャ

ワ
ー

入
浴

関
連

用
具

視
覚

障
害

者
の

方
の

、
ホ

テ
ル

な
ど

宿
泊

施
設

で
の

お
困

り
ご

と

視
覚

障
害

者
■

ニ
ー

ズ
提

供
 …

 社
会

福
祉

法
人

 日
本

視
覚

障
害

者
団

体
連

合
（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」

よ
り

）
Ａ

．
場

面
 …

 ホ
テ

ル
な

ど
宿

泊
施

設
の

利
用

時
Ｂ

．
課

題
 …

 浴
室

の
ア

メ
ニ

テ
ィ

ー
の

容
器

が
同

じ
形

状
を

し
て

お
り

、
か

つ
触

っ
て

分
か

る
よ

う
な

「
し

る
し

」
も

な
い

た
め

、
視

覚
に

障
害

が
あ

る
と

判
別

で
き

な
い

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 ア
メ

ニ
テ

ィ
ー

の
容

器
を

触
っ

て
判

別
で

き
る

物
に

し
て

ほ
し

い
。
例

え
ば

、
シ

ャ
ン

プ
ー

と
リ

ン
ス

の
容

器
を

同
じ

形
状

に
し

、
シ

ャ
ン

プ
ー

の
容

器
に

は
市

販
の

物
と

同
様

の
刻

み
を

付
け

、
ボ

デ
ィ

ー
ソ

ー
プ

の
容

器
は

異
な

る
形

状
に

す
る

な
ど

。
ま

た
は

、
点

字
や

そ
れ

ぞ
れ

の
ア

ル
フ

ァ
ベ

ッ
ト

の
頭

文
字

を
表

記
し

た
シ

ー
ト

や
タ

グ
に

よ
り

判
別

で
き

る
よ

う
に

し
て

ほ
し

い
。

1
4

5
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)家
事

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

音
声

案
内

視
覚

障
害

者
の

方
の

、
キ

ッ
チ

ン
や

浴
室

で
の

お
困

り
ご

と

視
覚

障
害

者
■

ニ
ー

ズ
提

供
 …

 社
会

福
祉

法
人

 日
本

視
覚

障
害

者
団

体
連

合
（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」

よ
り

）
Ａ

．
場

面
 …

 キ
ッ

チ
ン

や
浴

室
の

利
用

時
Ｂ

．
課

題
 …

 給
湯

器
の

電
源

の
オ

ン
・
オ

フ
な

ど
、
ア

ラ
ー

ム
音

が
同

じ
質

・
高

さ
と

な
っ

て
い

る
も

の
が

あ
り

、
視

覚
に

障
害

が
あ

る
者

に
は

オ
ン

・
オ

フ
の

判
別

が
困

難
。

Ｃ
．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 全
て

の
給

湯
器

に
、
電

源
の

オ
ン

・
オ

フ
を

音
で

判
別

で
き

る
機

能
を

付
け

る
よ

う
に

し
て

ほ
し

い
。

例
え

ば
、
「
電

源
オ

ン
」
「
電

源
オ

フ
」
と

音
声

で
知

ら
せ

て
く

れ
た

り
、
ま

た
は

、
オ

ン
・
オ

フ
の

際
の

ア
ラ

ー
ム

音
の

質
や

高
さ

（
オ

ン
は

下
か

ら
上

、
オ

フ
は

上
か

ら
下

）
を

変
え

て
く

れ
る

と
よ

い
。

1
4

6
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
食

べ
る

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

食
事

視
覚

障
害

者
の

方
の

、
飲

食
店

利
用

時
の

お
困

り
ご

と

視
覚

障
害

者
■

ニ
ー

ズ
提

供
 …

 社
会

福
祉

法
人

 日
本

視
覚

障
害

者
団

体
連

合
（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」

よ
り

）
Ａ

．
場

面
 …

 飲
食

店
利

用
時

Ｂ
．
課

題
 …

 テ
ー

ブ
ル

や
カ

ウ
ン

タ
ー

に
備

え
付

け
の

調
味

料
の

容
器

は
、
店

に
よ

っ
て

異
な

っ
て

お
り

、
店

舗
に

よ
っ

て
は

定
員

に
聞

き
に

く
い

こ
と

も
あ

る
。
視

覚
に

障
害

が
あ

る
者

は
触

っ
た

だ
け

で
は

判
別

で
き

ず
、
鼻

を
近

づ
け

る
わ

け
に

も
い

か
ず

、
使

用
を

あ
き

ら
め

る
こ

と
が

あ
る

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 調
味

料
の

使
用

法
に

適
し

た
専

用
の

容
器

を
開

発
し

て
ほ

し
い

。
そ

の
際

に
は

、
「
プ

ッ
シ

ュ
ワ

ン
」
の

よ
う

に
定

量
の

調
味

料
が

出
る

機
能

も
備

え
て

ほ
し

い
。

1
4

7
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

移
動

支
援

視
覚

障
害

者
の

方
の

、
移

動
・
外

出
時

の
お

困
り

ご
と

視
覚

障
害

者
■

ニ
ー

ズ
提

供
 …

 社
会

福
祉

法
人

 日
本

視
覚

障
害

者
団

体
連

合
（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」

よ
り

）
Ａ

．
場

面
 …

 移
動

・
外

出
時

Ｂ
．
課

題
 …

 信
号

機
の

あ
る

横
断

歩
道

に
お

い
て

、
音

響
信

号
機

以
外

の
信

号
機

、
若

し
く

は
、
音

響
信

号
機

で
対

応
時

間
外

で
の

横
断

に
つ

い
て

、
視

覚
に

障
害

が
あ

る
者

が
横

断
す

る
際

の
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
の

方
策

が
求

め
ら

れ
る

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 信
号

機
の

色
が

分
か

る
機

器
の

開
発

、
ま

た
は

、
既

存
の

機
器

に
新

た
な

機
能

を
追

加
す

る
。
例

え
ば

、
横

断
可

の
と

き
に

ア
ラ

ー
ム

音
が

な
り

、
横

断
不

可
の

と
き

に
別

の
危

険
を

知
ら

せ
る

ア
ラ

ー
ム

音
が

な
る

な
ど

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

1
4

8
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
調

理
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
調

理
視

覚
障

害
者

の
方

の
、

料
理

を
す

る
際

の
お

困
り

ご
と

視
覚

障
害

者
■

ニ
ー

ズ
提

供
 …

 社
会

福
祉

法
人

 日
本

視
覚

障
害

者
団

体
連

合
（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」

よ
り

）
Ａ

．
場

面
 …

 料
理

を
す

る
時

Ｂ
．
課

題
 …

 視
覚

に
障

害
が

あ
る

者
が

煮
物

や
揚

げ
物

を
す

る
際

、
液

体
の

温
度

を
測

る
機

器
が

な
い

た
め

、
料

理
に

適
し

た
液

体
の

温
度

が
分

か
ら

ず
困

っ
て

い
る

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 液
体

の
温

度
を

測
る

機
器

を
開

発
し

て
ほ

し
い

。
業

務
用

機
器

は
あ

る
よ

う
だ

が
高

価
な

も
の

な
の

で
、
安

価
で

、
視

覚
に

障
害

が
あ

る
者

が
使

用
し

て
も

、
安

心
・
安

全
な

も
の

が
望

ま
し

い
。

1
4

9
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
日

常
的

な
衛

生
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
健

康
管

理
機

器
盲

ろ
う

者
の

方
の

、
健

康
管

理
に

関
す

る
お

困
り

ご
と

盲
ろ

う
者

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 社

会
福

祉
法

人
 全

国
盲

ろ
う

者
協

会
（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」
よ

り
）

Ａ
．
場

面
 …

 自
分

の
健

康
管

理
を

し
た

い
と

き
Ｂ

．
課

題
 …

 体
温

計
・
血

圧
計

・
体

重
計

の
目

盛
や

数
値

が
読

め
な

い
。
ま

た
、
音

声
で

読
み

上
げ

て
く

れ
る

機
能

が
あ

っ
て

も
聞

こ
え

な
い

。
し

か
し

、
家

族
や

他
人

に
頼

ら
ず

自
分

で
確

認
し

た
い

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 数
値

が
点

字
や

振
動

の
パ

タ
ー

ン
（
例

え
ば

、
短

い
振

動
が

１
、
長

い
振

動
が

５
の

単
位

で
表

す
）
等

で
触

っ
て

分
か

る
よ

う
な

機
能

を
つ

け
る

。

1
5

0
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
支

援
機

器

盲
ろ

う
者

の
方

が
、
一

人
の

時
に

話
か

け
ら

れ
た

際
の

お
困

り
ご

と

盲
ろ

う
者

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 社

会
福

祉
法

人
 全

国
盲

ろ
う

者
協

会
（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」
よ

り
）

Ａ
．
場

面
 …

 街
を

一
人

で
歩

い
て

い
て

、
誰

か
に

声
を

か
け

ら
れ

た
時

Ｂ
．
課

題
 …

 相
手

の
言

っ
て

い
る

こ
と

が
わ

か
ら

な
い

。
自

分
の

言
い

た
い

こ
と

を
音

声
で

伝
え

ら
れ

な
い

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 相
手

が
言

っ
た

こ
と

が
点

字
で

分
か

る
、
自

分
の

言
い

た
い

こ
と

を
点

字
で

打
て

ば
音

声
に

変
換

で
き

る
機

器
が

ほ
し

い
。

1
5

1
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)買
い

物
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
翻

訳
盲

ろ
う

者
の

方
が

、
買

い
物

を
す

る
際

の
お

困
り

ご
と

盲
ろ

う
者

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 社

会
福

祉
法

人
 全

国
盲

ろ
う

者
協

会
（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」
よ

り
）

Ａ
．
場

面
 …

 お
店

で
買

い
物

す
る

と
き

Ｂ
．
課

題
 …

 自
分

の
欲

し
い

食
料

品
の

名
前

、
内

容
量

、
賞

味
期

限
が

読
め

な
い

の
で

分
か

ら
な

い
。

Ｃ
．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 品
物

に
機

器
を

か
ざ

せ
ば

、
書

い
て

あ
る

も
の

が
点

字
で

読
め

る
機

器
が

ほ
し

い
。

1
5

2
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
調

理
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
家

電
盲

ろ
う

者
の

方
が

、
家

電
を

使
う

際
の

お
困

り
ご

と

盲
ろ

う
者

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 社

会
福

祉
法

人
 全

国
盲

ろ
う

者
協

会
（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」
よ

り
）

Ａ
．
場

面
 …

 家
電

を
使

う
と

き
Ｂ

．
課

題
 …

 エ
ア

コ
ン

、
照

明
器

具
、
洗

濯
機

、
電

磁
調

理
器

な
ど

に
音

声
ガ

イ
ド

が
つ

い
て

い
た

り
、
光

や
音

で
知

ら
せ

る
タ

イ
マ

ー
が

つ
い

て
い

た
り

す
る

が
、
盲

ろ
う

者
に

は
分

か
ら

な
い

の
で

自
力

で
操

作
で

き
な

い
。

Ｃ
．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 ボ
タ

ン
や

ダ
イ

ヤ
ル

式
な

ど
触

っ
て

操
作

が
で

き
る

も
の

が
ほ

し
い

（
低

コ
ス

ト
に

も
な

る
）
。
（
例

：
一

つ
の

ダ
イ

ヤ
ル

を
左

に
カ

チ
カ

チ
回

し
て

い
け

ば
、
「
レ

ン
ジ

弱
」
、
「
レ

ン
ジ

強
」
、
右

に
回

せ
ば

、
「
余

熱
」
、
「
１
７

０
度

」
、
「
１
８

０
度

」
と

な
る

。
も

う
一

つ
の

ダ
イ

ヤ
ル

は
設

定
時

間
）
。
ま

た
、
音

声
ガ

イ
ド

が
点

字
で

分
か

る
機

能
が

つ
い

た
も

の
が

ほ
し

い
。

1
5

3
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)娯
楽

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

ア
プ

リ
盲

ろ
う

者
の

方
が

、
テ

レ
ビ

・
映

画
・
演

劇
を

鑑
賞

す
る

際
の

お
困

り
ご

と

盲
ろ

う
者

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 社

会
福

祉
法

人
 全

国
盲

ろ
う

者
協

会
（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」
よ

り
）

Ａ
．
場

面
 …

 テ
レ

ビ
、
映

画
、
演

劇
を

鑑
賞

す
る

時
Ｂ

．
課

題
 …

 テ
レ

ビ
・
映

画
・
演

劇
の

登
場

人
物

の
セ

リ
フ

が
分

か
ら

ず
楽

し
め

な
い

。
場

面
情

景
、
登

場
人

物
の

動
き

も
分

か
ら

な
い

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 セ
リ

フ
を

手
元

に
あ

る
ス

マ
ホ

や
タ

ブ
レ

ッ
ト

端
末

等
で

、
自

分
が

読
み

や
す

い
文

字
の

大
き

さ
や

色
・
背

景
色

に
設

定
し

て
読

め
る

、
副

音
声

が
字

幕
で

読
め

る
、
字

幕
を

点
字

で
読

め
る

、
そ

う
い

っ
た

も
の

が
ほ

し
い

。

1
5

4
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)災
害

時
緊

急
通

報
装

置
盲

ろ
う

者
の

方
の

、
災

害
時

の
緊

急
速

報
に

関
す

る
お

困
り

ご
と

盲
ろ

う
者

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 社

会
福

祉
法

人
 全

国
盲

ろ
う

者
協

会
（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」
よ

り
）

Ａ
．
場

面
 …

 災
害

時
等

の
緊

急
速

報
が

発
出

さ
れ

た
と

き
Ｂ

．
課

題
 …

 ラ
ジ

オ
や

テ
レ

ビ
の

緊
急

速
報

が
分

か
ら

な
い

。
ま

た
、
携

帯
端

末
で

の
音

声
や

文
字

情
報

も
分

か
ら

ず
、
す

ぐ
に

行
動

で
き

な
い

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 振
動

で
緊

急
速

報
が

届
い

た
こ

と
を

感
知

さ
せ

た
り

、
携

帯
端

末
に

よ
り

点
字

や
拡

大
文

字
で

緊
急

速
報

を
知

ら
せ

る
。

ま
た

は
、
振

動
の

パ
タ

ー
ン

で
緊

急
速

報
の

内
容

が
簡

単
に

分
か

る
と

よ
い

。

1
5

5
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

電
話

リ
レ

ー
サ

ー
ビ

ス

盲
ろ

う
者

の
方

の
、
電

話
リ

レ
ー

サ
ー

ビ
ス

に
関

す
る

お
困

り
ご

と

盲
ろ

う
者

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 社

会
福

祉
法

人
 全

国
盲

ろ
う

者
協

会
（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」
よ

り
）

Ａ
．
場

面
 …

 電
話

リ
レ

ー
サ

ー
ビ

ス
利

用
時

Ｂ
．
課

題
 …

 手
話

通
訳

の
オ

ペ
レ

ー
タ

ー
の

手
話

が
読

み
取

れ
な

い
。
ま

た
、
相

手
が

何
を

話
し

て
い

る
か

を
文

字
で

伝
え

て
く

れ
て

も
読

め
な

い
。

Ｃ
．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 手
話

通
訳

が
見

え
る

よ
う

に
テ

レ
ビ

と
つ

な
げ

る
。
相

手
か

ら
の

応
答

内
容

を
、
拡

大
文

字
や

点
字

に
リ

ア
ル

タ
イ

ム
で

変
換

で
き

る
機

器
が

ほ
し

い
。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

1
4

8
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
調

理
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
調

理
視

覚
障

害
者

の
方

の
、

料
理

を
す

る
際

の
お

困
り

ご
と

視
覚

障
害

者
■

ニ
ー

ズ
提

供
 …

 社
会

福
祉

法
人

 日
本

視
覚

障
害

者
団

体
連

合
（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」

よ
り

）
Ａ

．
場

面
 …

 料
理

を
す

る
時

Ｂ
．
課

題
 …

 視
覚

に
障

害
が

あ
る

者
が

煮
物

や
揚

げ
物

を
す

る
際

、
液

体
の

温
度

を
測

る
機

器
が

な
い

た
め

、
料

理
に

適
し

た
液

体
の

温
度

が
分

か
ら

ず
困

っ
て

い
る

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 液
体

の
温

度
を

測
る

機
器

を
開

発
し

て
ほ

し
い

。
業

務
用

機
器

は
あ

る
よ

う
だ

が
高

価
な

も
の

な
の

で
、
安

価
で

、
視

覚
に

障
害

が
あ

る
者

が
使

用
し

て
も

、
安

心
・
安

全
な

も
の

が
望

ま
し

い
。

1
4

9
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
日

常
的

な
衛

生
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
健

康
管

理
機

器
盲

ろ
う

者
の

方
の

、
健

康
管

理
に

関
す

る
お

困
り

ご
と

盲
ろ

う
者

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 社

会
福

祉
法

人
 全

国
盲

ろ
う

者
協

会
（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」
よ

り
）

Ａ
．
場

面
 …

 自
分

の
健

康
管

理
を

し
た

い
と

き
Ｂ

．
課

題
 …

 体
温

計
・
血

圧
計

・
体

重
計

の
目

盛
や

数
値

が
読

め
な

い
。
ま

た
、
音

声
で

読
み

上
げ

て
く

れ
る

機
能

が
あ

っ
て

も
聞

こ
え

な
い

。
し

か
し

、
家

族
や

他
人

に
頼

ら
ず

自
分

で
確

認
し

た
い

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 数
値

が
点

字
や

振
動

の
パ

タ
ー

ン
（
例

え
ば

、
短

い
振

動
が

１
、
長

い
振

動
が

５
の

単
位

で
表

す
）
等

で
触

っ
て

分
か

る
よ

う
な

機
能

を
つ

け
る

。

1
5

0
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
支

援
機

器

盲
ろ

う
者

の
方

が
、
一

人
の

時
に

話
か

け
ら

れ
た

際
の

お
困

り
ご

と

盲
ろ

う
者

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 社

会
福

祉
法

人
 全

国
盲

ろ
う

者
協

会
（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」
よ

り
）

Ａ
．
場

面
 …

 街
を

一
人

で
歩

い
て

い
て

、
誰

か
に

声
を

か
け

ら
れ

た
時

Ｂ
．
課

題
 …

 相
手

の
言

っ
て

い
る

こ
と

が
わ

か
ら

な
い

。
自

分
の

言
い

た
い

こ
と

を
音

声
で

伝
え

ら
れ

な
い

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 相
手

が
言

っ
た

こ
と

が
点

字
で

分
か

る
、
自

分
の

言
い

た
い

こ
と

を
点

字
で

打
て

ば
音

声
に

変
換

で
き

る
機

器
が

ほ
し

い
。

1
5

1
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)買
い

物
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
翻

訳
盲

ろ
う

者
の

方
が

、
買

い
物

を
す

る
際

の
お

困
り

ご
と

盲
ろ

う
者

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 社

会
福

祉
法

人
 全

国
盲

ろ
う

者
協

会
（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」
よ

り
）

Ａ
．
場

面
 …

 お
店

で
買

い
物

す
る

と
き

Ｂ
．
課

題
 …

 自
分

の
欲

し
い

食
料

品
の

名
前

、
内

容
量

、
賞

味
期

限
が

読
め

な
い

の
で

分
か

ら
な

い
。

Ｃ
．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 品
物

に
機

器
を

か
ざ

せ
ば

、
書

い
て

あ
る

も
の

が
点

字
で

読
め

る
機

器
が

ほ
し

い
。

1
5

2
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
調

理
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
家

電
盲

ろ
う

者
の

方
が

、
家

電
を

使
う

際
の

お
困

り
ご

と

盲
ろ

う
者

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 社

会
福

祉
法

人
 全

国
盲

ろ
う

者
協

会
（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」
よ

り
）

Ａ
．
場

面
 …

 家
電

を
使

う
と

き
Ｂ

．
課

題
 …

 エ
ア

コ
ン

、
照

明
器

具
、
洗

濯
機

、
電

磁
調

理
器

な
ど

に
音

声
ガ

イ
ド

が
つ

い
て

い
た

り
、
光

や
音

で
知

ら
せ

る
タ

イ
マ

ー
が

つ
い

て
い

た
り

す
る

が
、
盲

ろ
う

者
に

は
分

か
ら

な
い

の
で

自
力

で
操

作
で

き
な

い
。

Ｃ
．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 ボ
タ

ン
や

ダ
イ

ヤ
ル

式
な

ど
触

っ
て

操
作

が
で

き
る

も
の

が
ほ

し
い

（
低

コ
ス

ト
に

も
な

る
）
。
（
例

：
一

つ
の

ダ
イ

ヤ
ル

を
左

に
カ

チ
カ

チ
回

し
て

い
け

ば
、
「
レ

ン
ジ

弱
」
、
「
レ

ン
ジ

強
」
、
右

に
回

せ
ば

、
「
余

熱
」
、
「
１
７

０
度

」
、
「
１
８

０
度

」
と

な
る

。
も

う
一

つ
の

ダ
イ

ヤ
ル

は
設

定
時

間
）
。
ま

た
、
音

声
ガ

イ
ド

が
点

字
で

分
か

る
機

能
が

つ
い

た
も

の
が

ほ
し

い
。

1
5

3
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)娯
楽

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

ア
プ

リ
盲

ろ
う

者
の

方
が

、
テ

レ
ビ

・
映

画
・
演

劇
を

鑑
賞

す
る

際
の

お
困

り
ご

と

盲
ろ

う
者

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 社

会
福

祉
法

人
 全

国
盲

ろ
う

者
協

会
（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」
よ

り
）

Ａ
．
場

面
 …

 テ
レ

ビ
、
映

画
、
演

劇
を

鑑
賞

す
る

時
Ｂ

．
課

題
 …

 テ
レ

ビ
・
映

画
・
演

劇
の

登
場

人
物

の
セ

リ
フ

が
分

か
ら

ず
楽

し
め

な
い

。
場

面
情

景
、
登

場
人

物
の

動
き

も
分

か
ら

な
い

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 セ
リ

フ
を

手
元

に
あ

る
ス

マ
ホ

や
タ

ブ
レ

ッ
ト

端
末

等
で

、
自

分
が

読
み

や
す

い
文

字
の

大
き

さ
や

色
・
背

景
色

に
設

定
し

て
読

め
る

、
副

音
声

が
字

幕
で

読
め

る
、
字

幕
を

点
字

で
読

め
る

、
そ

う
い

っ
た

も
の

が
ほ

し
い

。

1
5

4
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)災
害

時
緊

急
通

報
装

置
盲

ろ
う

者
の

方
の

、
災

害
時

の
緊

急
速

報
に

関
す

る
お

困
り

ご
と

盲
ろ

う
者

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 社

会
福

祉
法

人
 全

国
盲

ろ
う

者
協

会
（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」
よ

り
）

Ａ
．
場

面
 …

 災
害

時
等

の
緊

急
速

報
が

発
出

さ
れ

た
と

き
Ｂ

．
課

題
 …

 ラ
ジ

オ
や

テ
レ

ビ
の

緊
急

速
報

が
分

か
ら

な
い

。
ま

た
、
携

帯
端

末
で

の
音

声
や

文
字

情
報

も
分

か
ら

ず
、
す

ぐ
に

行
動

で
き

な
い

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 振
動

で
緊

急
速

報
が

届
い

た
こ

と
を

感
知

さ
せ

た
り

、
携

帯
端

末
に

よ
り

点
字

や
拡

大
文

字
で

緊
急

速
報

を
知

ら
せ

る
。

ま
た

は
、
振

動
の

パ
タ

ー
ン

で
緊

急
速

報
の

内
容

が
簡

単
に

分
か

る
と

よ
い

。

1
5

5
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

電
話

リ
レ

ー
サ

ー
ビ

ス

盲
ろ

う
者

の
方

の
、
電

話
リ

レ
ー

サ
ー

ビ
ス

に
関

す
る

お
困

り
ご

と

盲
ろ

う
者

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 社

会
福

祉
法

人
 全

国
盲

ろ
う

者
協

会
（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」
よ

り
）

Ａ
．
場

面
 …

 電
話

リ
レ

ー
サ

ー
ビ

ス
利

用
時

Ｂ
．
課

題
 …

 手
話

通
訳

の
オ

ペ
レ

ー
タ

ー
の

手
話

が
読

み
取

れ
な

い
。
ま

た
、
相

手
が

何
を

話
し

て
い

る
か

を
文

字
で

伝
え

て
く

れ
て

も
読

め
な

い
。

Ｃ
．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 手
話

通
訳

が
見

え
る

よ
う

に
テ

レ
ビ

と
つ

な
げ

る
。
相

手
か

ら
の

応
答

内
容

を
、
拡

大
文

字
や

点
字

に
リ

ア
ル

タ
イ

ム
で

変
換

で
き

る
機

器
が

ほ
し

い
。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

1
5

6
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
食

べ
る

車
い

す
 電

動
車

い
す

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

テ
ー

ブ
ル

脊
髄

損
傷

者
の

方
の

、
外

出
・
外

食
時

の
お

困
り

ご
と

肢
体

不
自

由
者

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 公

益
社

団
法

人
 全

国
脊

髄
損

傷
者

連
合

会
（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」
よ

り
）

Ａ
．
場

面
 …

 外
食

時
な

ど
Ｂ

．
課

題
 …

 車
椅

子
の

種
類

に
よ

っ
て

高
さ

が
違

う
た

め
、
外

食
時

な
ど

机
の

高
さ

に
合

わ
ず

食
べ

づ
ら

い
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 車
椅

子
の

高
さ

に
合

わ
せ

ら
れ

る
昇

降
式

の
机

が
あ

る
と

よ
い

。

1
5

7
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
就

労
車

い
す

 電
動

車
い

す
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
テ

ー
ブ

ル

脊
髄

損
傷

者
の

方
の

、
仕

事
・
外

出
時

の
お

困
り

ご
と

肢
体

不
自

由
者

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 公

益
社

団
法

人
 全

国
脊

髄
損

傷
者

連
合

会
（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」
よ

り
）

Ａ
．
場

面
 …

 仕
事

・
外

出
時

な
ど

Ｂ
．
課

題
 …

 車
椅

子
に

荷
物

を
置

い
た

り
、
作

業
を

す
る

の
に

テ
ー

ブ
ル

が
あ

る
と

便
利

だ
が

、
テ

ー
ブ

ル
の

脱
着

が
不

便
。
外

し
た

テ
ー

ブ
ル

の
置

き
場

な
ど

に
も

困
る

こ
と

が
あ

る
。

Ｃ
．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 取
り

外
す

タ
イ

プ
で

は
な

く
、
ス

ラ
イ

ド
収

納
で

き
る

も
の

が
よ

い
。
例

え
ば

、
特

急
列

車
の

引
き

出
す

タ
イ

プ
の

テ
ー

ブ
ル

等
。

1
5

8
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
就

労
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
音

声
入

力
脊

髄
損

傷
者

の
方

の
、

仕
事

・
会

議
時

の
お

困
り

ご
と

肢
体

不
自

由
者

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 公

益
社

団
法

人
 全

国
脊

髄
損

傷
者

連
合

会
（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」
よ

り
）

Ａ
．
場

面
 …

 仕
事

・
会

議
時

な
ど

Ｂ
．
課

題
 …

 会
議

や
打

ち
合

わ
せ

の
時

な
ど

、
会

話
の

速
さ

と
同

時
に

入
力

す
る

こ
と

が
難

し
い

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 現
在

の
手

入
力

タ
イ

プ
の

要
約

筆
記

で
は

な
く

、
よ

り
正

確
な

音
声

入
力

の
機

器
が

ほ
し

い
。

1
5

9
2

0
1
8

新
製

品
・
技

術
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 就
学

就
労

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

文
字

入
力

装
置

開
発

メ
ー

カ
ー

パ
ソ

コ
ン

へ
の

片
手

文
字

入
力

が
簡

単
に

で
き

る
支

援
機

器
F
li
c
k
T

y
p

e
r 

B
T

の
ご

紹
介

肢
体

不
自

由
者

就
労

・
就

学
近

年
の

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
の

広
ま

り
に

よ
り

、
片

手
で

の
文

字
入

力
方

法
と

し
て

"フ
リ

ッ
ク

入
力

"が
特

に
若

者
を

中
心

に
浸

透
し

て
き

て
い

ま
す

。
片

手
で

の
操

作
を

主
眼

に
お

い
て

開
発

さ
れ

た
フ

リ
ッ

ク
入

力
は

、
両

手
入

力
用

に
開

発
さ

れ
た

通
常

の
キ

ー
ボ

ー
ド

を
片

手
で

操
作

し
た

場
合

と
比

べ
て

操
作

の
簡

単
さ

や
速

さ
に

お
い

て
優

れ
て

い
ま

す
。
特

に
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

で
は

数
文

字
入

力
す

る
だ

け
で

入
力

さ
れ

る
文

字
列

を
予

測
し

て
表

示
し

て
く

れ
る

"予
測

変
換

"機
能

も
加

わ
っ

て
大

変
高

速
な

文
章

入
力

が
可

能
に

な
っ

て
い

ま
す

。

そ
の

"フ
リ

ッ
ク

入
力

"と
"予

測
変

換
"の

機
能

を
パ

ソ
コ

ン
で

の
入

力
に

も
使

用
で

き
る

よ
う

に
し

た
の

が
『
F
li
c
k
T

y
p

e
r 

B
T

』
で

す
！

『
F
li
c
k
T

y
p

e
r 

B
T

』
は

iP
h

o
n

e
や

A
n

d
ro

id
の

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
上

で
入

力
し

た
文

字
を

、
W

in
d

o
w

s
や

M
a
c
の

パ
ソ

コ
ン

に
送

信
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
U

S
B

メ
モ

リ
サ

イ
ズ

の
デ

バ
イ

ス
を

B
lu

e
to

o
th

に
よ

る
無

線
接

続
で

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
と

接
続

し
、
無

料
の

専
用

ア
プ

リ
を

使
っ

て
操

作
し

ま
す

。
"フ

リ
ッ

ク
入

力
"以

外
に

も
"ト

グ
ル

入
力

(ケ
ー

タ
イ

打
ち

)"
や

"音
声

入
力

"に
も

対
応

し
て

い
ま

す
。

突
然

の
脳

障
害

に
よ

る
半

身
麻

痺
に

な
っ

て
し

ま
わ

れ
た

方
が

、
F
li
c
k
T

y
p

e
r 

B
T

を
使

う
こ

と
で

パ
ソ

コ
ン

へ
の

デ
ー

タ
入

力
業

務
に

復
帰

す
る

こ
と

が
で

き
た

等
の

実
績

も
あ

り
、
大

変
有

用
な

デ
バ

イ
ス

で
す

。

1
6

0
2

0
1
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
衣

服
の

着
脱

 屋
外

の
移

動
そ

の
他

(場
面

)雨
天

時
の

室
外

移
動

車
い

す
 電

動
車

い
す

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

雨
具

利
用

者
ヘ

ッ
ド

レ
ス

ト
付

き
車

椅
子

用
レ

イ
ン

ポ
ン

チ
ョ

を
作

っ
て

く
だ

さ
い

。

肢
体

不
自

由
者

普
通

車
い

す
に

後
付

け
で

ヘ
ッ

ド
レ

ス
ト

を
付

け
ま

し
た

。
今

回
、
初

め
て

レ
イ

ン
ポ

ン
チ

ョ
を

着
ま

し
た

。
ヘ

ッ
ド

レ
ス

ト
部

分
を

含
め

て
フ

ー
ド

を
か

ぶ
る

と
、
見

た
目

以
上

に
首

回
り

に
余

裕
が

あ
り

ま
せ

ん
で

し
た

。
  

介
助

者
が

レ
イ

ン
ポ

ン
チ

ョ
を

着
せ

て
く

れ
ま

し
た

が
、
レ

イ
ン

ポ
ン

チ
ョ

の
後

ろ
を

引
っ

張
る

と
、
首

回
り

の
レ

イ
ン

ポ
ン

チ
ョ

が
私

の
首

に
ひ

っ
か

か
り

、
締

ま
り

そ
う

で
し

た
。

  
後

付
け

ヘ
ッ

ド
レ

ス
ト

を
購

入
し

た
方

は
、
要

注
意

で
す

。
介

助
者

の
方

も
、
車

椅
子

の
構

造
を

見
て

、
ヘ

ッ
ド

レ
ス

ト
を

つ
け

て
い

る
場

合
に

は
、
レ

イ
ン

ポ
ン

チ
ョ

の
首

回
り

を
よ

く
見

て
介

助
し

て
く

だ
さ

い
。

 ヘ
ッ

ド
レ

ス
ト

付
き

の
車

椅
子

の
方

で
も

着
る

こ
と

が
で

き
る

レ
イ

ン
ポ

ン
チ

ョ
を

作
っ

て
く

だ
さ

い
。

1
6

1
2

0
1
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 就
学

意
思

伝
達

装
置

利
用

者
肢

体
不

自
由

者
の

電
子

機
器

を
用

い
た

学
習

記
録

肢
体

不
自

由
者

こ
ち

ら
に

ま
と

め
た

も
の

が
あ

り
ま

す
。

h
tt

p
s
:/

/n
c
o

d
e

.s
y
o

s
e

tu
.c

o
m

/n
0

1
7

2
e

s
/

　
麻

痺
の

痛
み

で
Ｐ

Ｃ
キ

ー
ボ

ー
ド

を
扱

い
づ

ら
い

た
め

、
N

in
te

n
d

o
３

Ｄ
Ｓ

ス
ク

リ
ー

ン
キ

ー
ボ

ー
ド

と
漫

画
作

成
ソ

フ
ト

を
組

み
合

わ
せ

て
、
レ

ポ
ー

ト
を

作
成

し
ま

し
た

。
ご

覧
ぐ

だ
さ

い
。

1
6

2
2

0
1
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

意
思

伝
達

装
置

個
人

盲
ろ

う
者

の
方

々
へ

の
翻

訳
機

ア
イ

デ
ア

を
提

案
し

ま
す

盲
ろ

う
者

表
面

に
小

さ
な

穴
が

た
く

さ
ん

開
い

て
い

て
認

識
し

た
音

声
に

よ
っ

て
そ

の
穴

か
ら

突
起

が
出

て
点

字
を

表
現

す
る

と
い

う
考

え
で

す
。

ス
マ

ホ
や

タ
ブ

レ
ッ

ト
端

末
の

よ
う

な
形

で
す

が
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
の

代
わ

り
に

添
付

画
像

の
よ

う
な

形
に

し
ま

す
。

1
6

3
2

0
1
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

電
動

車
い

す
利

用
者

の
家

族
介

助
者

の
た

め
の

電
動

車
椅

子
肢

体
不

自
由

者
介

助
者

重
心

の
子

供
の

体
重

が
重

く
、
さ

ら
に

必
要

な
医

療
器

具
を

積
ん

で
い

る
た

め
、
バ

ギ
ー

を
押

す
の

が
辛

く
な

っ
て

き
ま

し
た

。
そ

こ
で

装
具

メ
ー

カ
ー

に
介

助
者

を
ア

シ
ス

ト
す

る
よ

う
な

電
動

車
椅

子
を

作
る

こ
と

が
出

来
な

い
か

相
談

し
た

と
こ

ろ
、
今

の
補

装
具

の
制

度
は

介
助

者
の

た
め

の
も

の
で

な
く

、
本

人
の

生
活

の
質

を
向

上
さ

せ
る

も
の

で
あ

り
認

め
ら

れ
な

い
と

言
わ

れ
ま

し
た

。
介

助
者

の
負

担
を

減
ら

さ
な

け
れ

ば
本

人
の

生
活

の
質

(例
え

ば
外

出
が

増
え

る
な

ど
)も

上
が

ら
な

い
と

思
う

の
で

す
が

、
い

か
が

で
し

ょ
う

か
？

バ
ギ

ー
に

何
と

か
格

安
で

ア
シ

ス
ト

機
能

を
つ

け
る

こ
と

は
出

来
な

い
の

か
、
皆

様
の

お
知

恵
を

お
借

り
し

た
い

で
す

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

1
5

6
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
食

べ
る

車
い

す
 電

動
車

い
す

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

テ
ー

ブ
ル

脊
髄

損
傷

者
の

方
の

、
外

出
・
外

食
時

の
お

困
り

ご
と

肢
体

不
自

由
者

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 公

益
社

団
法

人
 全

国
脊

髄
損

傷
者

連
合

会
（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」
よ

り
）

Ａ
．
場

面
 …

 外
食

時
な

ど
Ｂ

．
課

題
 …

 車
椅

子
の

種
類

に
よ

っ
て

高
さ

が
違

う
た

め
、
外

食
時

な
ど

机
の

高
さ

に
合

わ
ず

食
べ

づ
ら

い
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 車
椅

子
の

高
さ

に
合

わ
せ

ら
れ

る
昇

降
式

の
机

が
あ

る
と

よ
い

。

1
5

7
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
就

労
車

い
す

 電
動

車
い

す
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
テ

ー
ブ

ル

脊
髄

損
傷

者
の

方
の

、
仕

事
・
外

出
時

の
お

困
り

ご
と

肢
体

不
自

由
者

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 公

益
社

団
法

人
 全

国
脊

髄
損

傷
者

連
合

会
（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」
よ

り
）

Ａ
．
場

面
 …

 仕
事

・
外

出
時

な
ど

Ｂ
．
課

題
 …

 車
椅

子
に

荷
物

を
置

い
た

り
、
作

業
を

す
る

の
に

テ
ー

ブ
ル

が
あ

る
と

便
利

だ
が

、
テ

ー
ブ

ル
の

脱
着

が
不

便
。
外

し
た

テ
ー

ブ
ル

の
置

き
場

な
ど

に
も

困
る

こ
と

が
あ

る
。

Ｃ
．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 取
り

外
す

タ
イ

プ
で

は
な

く
、
ス

ラ
イ

ド
収

納
で

き
る

も
の

が
よ

い
。
例

え
ば

、
特

急
列

車
の

引
き

出
す

タ
イ

プ
の

テ
ー

ブ
ル

等
。

1
5

8
2

0
1
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
就

労
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
音

声
入

力
脊

髄
損

傷
者

の
方

の
、

仕
事

・
会

議
時

の
お

困
り

ご
と

肢
体

不
自

由
者

■
ニ

ー
ズ

提
供

 …
 公

益
社

団
法

人
 全

国
脊

髄
損

傷
者

連
合

会
（
「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

１
９

 こ
ん

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
ニ

ー
ズ

集
」
よ

り
）

Ａ
．
場

面
 …

 仕
事

・
会

議
時

な
ど

Ｂ
．
課

題
 …

 会
議

や
打

ち
合

わ
せ

の
時

な
ど

、
会

話
の

速
さ

と
同

時
に

入
力

す
る

こ
と

が
難

し
い

。
Ｃ

．
解

決
す

べ
き

方
法

、
機

能
、
提

案
 …

 現
在

の
手

入
力

タ
イ

プ
の

要
約

筆
記

で
は

な
く

、
よ

り
正

確
な

音
声

入
力

の
機

器
が

ほ
し

い
。

1
5

9
2

0
1
8

新
製

品
・
技

術
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 就
学

就
労

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

文
字

入
力

装
置

開
発

メ
ー

カ
ー

パ
ソ

コ
ン

へ
の

片
手

文
字

入
力

が
簡

単
に

で
き

る
支

援
機

器
F
li
c
k
T

y
p

e
r 

B
T

の
ご

紹
介

肢
体

不
自

由
者

就
労

・
就

学
近

年
の

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
の

広
ま

り
に

よ
り

、
片

手
で

の
文

字
入

力
方

法
と

し
て

"フ
リ

ッ
ク

入
力

"が
特

に
若

者
を

中
心

に
浸

透
し

て
き

て
い

ま
す

。
片

手
で

の
操

作
を

主
眼

に
お

い
て

開
発

さ
れ

た
フ

リ
ッ

ク
入

力
は

、
両

手
入

力
用

に
開

発
さ

れ
た

通
常

の
キ

ー
ボ

ー
ド

を
片

手
で

操
作

し
た

場
合

と
比

べ
て

操
作

の
簡

単
さ

や
速

さ
に

お
い

て
優

れ
て

い
ま

す
。
特

に
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

で
は

数
文

字
入

力
す

る
だ

け
で

入
力

さ
れ

る
文

字
列

を
予

測
し

て
表

示
し

て
く

れ
る

"予
測

変
換

"機
能

も
加

わ
っ

て
大

変
高

速
な

文
章

入
力

が
可

能
に

な
っ

て
い

ま
す

。

そ
の

"フ
リ

ッ
ク

入
力

"と
"予

測
変

換
"の

機
能

を
パ

ソ
コ

ン
で

の
入

力
に

も
使

用
で

き
る

よ
う

に
し

た
の

が
『
F
li
c
k
T

y
p

e
r 

B
T

』
で

す
！

『
F
li
c
k
T

y
p

e
r 

B
T

』
は

iP
h

o
n

e
や

A
n

d
ro

id
の

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
上

で
入

力
し

た
文

字
を

、
W

in
d

o
w

s
や

M
a
c
の

パ
ソ

コ
ン

に
送

信
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
U

S
B

メ
モ

リ
サ

イ
ズ

の
デ

バ
イ

ス
を

B
lu

e
to

o
th

に
よ

る
無

線
接

続
で

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
と

接
続

し
、
無

料
の

専
用

ア
プ

リ
を

使
っ

て
操

作
し

ま
す

。
"フ

リ
ッ

ク
入

力
"以

外
に

も
"ト

グ
ル

入
力

(ケ
ー

タ
イ

打
ち

)"
や

"音
声

入
力

"に
も

対
応

し
て

い
ま

す
。

突
然

の
脳

障
害

に
よ

る
半

身
麻

痺
に

な
っ

て
し

ま
わ

れ
た

方
が

、
F
li
c
k
T

y
p

e
r 

B
T

を
使

う
こ

と
で

パ
ソ

コ
ン

へ
の

デ
ー

タ
入

力
業

務
に

復
帰

す
る

こ
と

が
で

き
た

等
の

実
績

も
あ

り
、
大

変
有

用
な

デ
バ

イ
ス

で
す

。

1
6

0
2

0
1
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
衣

服
の

着
脱

 屋
外

の
移

動
そ

の
他

(場
面

)雨
天

時
の

室
外

移
動

車
い

す
 電

動
車

い
す

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

雨
具

利
用

者
ヘ

ッ
ド

レ
ス

ト
付

き
車

椅
子

用
レ

イ
ン

ポ
ン

チ
ョ

を
作

っ
て

く
だ

さ
い

。

肢
体

不
自

由
者

普
通

車
い

す
に

後
付

け
で

ヘ
ッ

ド
レ

ス
ト

を
付

け
ま

し
た

。
今

回
、
初

め
て

レ
イ

ン
ポ

ン
チ

ョ
を

着
ま

し
た

。
ヘ

ッ
ド

レ
ス

ト
部

分
を

含
め

て
フ

ー
ド

を
か

ぶ
る

と
、
見

た
目

以
上

に
首

回
り

に
余

裕
が

あ
り

ま
せ

ん
で

し
た

。
  

介
助

者
が

レ
イ

ン
ポ

ン
チ

ョ
を

着
せ

て
く

れ
ま

し
た

が
、
レ

イ
ン

ポ
ン

チ
ョ

の
後

ろ
を

引
っ

張
る

と
、
首

回
り

の
レ

イ
ン

ポ
ン

チ
ョ

が
私

の
首

に
ひ

っ
か

か
り

、
締

ま
り

そ
う

で
し

た
。

  
後

付
け

ヘ
ッ

ド
レ

ス
ト

を
購

入
し

た
方

は
、
要

注
意

で
す

。
介

助
者

の
方

も
、
車

椅
子

の
構

造
を

見
て

、
ヘ

ッ
ド

レ
ス

ト
を

つ
け

て
い

る
場

合
に

は
、
レ

イ
ン

ポ
ン

チ
ョ

の
首

回
り

を
よ

く
見

て
介

助
し

て
く

だ
さ

い
。

 ヘ
ッ

ド
レ

ス
ト

付
き

の
車

椅
子

の
方

で
も

着
る

こ
と

が
で

き
る

レ
イ

ン
ポ

ン
チ

ョ
を

作
っ

て
く

だ
さ

い
。

1
6

1
2

0
1
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 就
学

意
思

伝
達

装
置

利
用

者
肢

体
不

自
由

者
の

電
子

機
器

を
用

い
た

学
習

記
録

肢
体

不
自

由
者

こ
ち

ら
に

ま
と

め
た

も
の

が
あ

り
ま

す
。

h
tt

p
s
:/

/n
c
o

d
e

.s
y
o

s
e

tu
.c

o
m

/n
0

1
7

2
e

s
/

　
麻

痺
の

痛
み

で
Ｐ

Ｃ
キ

ー
ボ

ー
ド

を
扱

い
づ

ら
い

た
め

、
N

in
te

n
d

o
３

Ｄ
Ｓ

ス
ク

リ
ー

ン
キ

ー
ボ

ー
ド

と
漫

画
作

成
ソ

フ
ト

を
組

み
合

わ
せ

て
、
レ

ポ
ー

ト
を

作
成

し
ま

し
た

。
ご

覧
ぐ

だ
さ

い
。

1
6

2
2

0
1
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

意
思

伝
達

装
置

個
人

盲
ろ

う
者

の
方

々
へ

の
翻

訳
機

ア
イ

デ
ア

を
提

案
し

ま
す

盲
ろ

う
者

表
面

に
小

さ
な

穴
が

た
く

さ
ん

開
い

て
い

て
認

識
し

た
音

声
に

よ
っ

て
そ

の
穴

か
ら

突
起

が
出

て
点

字
を

表
現

す
る

と
い

う
考

え
で

す
。

ス
マ

ホ
や

タ
ブ

レ
ッ

ト
端

末
の

よ
う

な
形

で
す

が
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
の

代
わ

り
に

添
付

画
像

の
よ

う
な

形
に

し
ま

す
。

1
6

3
2

0
1
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

電
動

車
い

す
利

用
者

の
家

族
介

助
者

の
た

め
の

電
動

車
椅

子
肢

体
不

自
由

者
介

助
者

重
心

の
子

供
の

体
重

が
重

く
、
さ

ら
に

必
要

な
医

療
器

具
を

積
ん

で
い

る
た

め
、
バ

ギ
ー

を
押

す
の

が
辛

く
な

っ
て

き
ま

し
た

。
そ

こ
で

装
具

メ
ー

カ
ー

に
介

助
者

を
ア

シ
ス

ト
す

る
よ

う
な

電
動

車
椅

子
を

作
る

こ
と

が
出

来
な

い
か

相
談

し
た

と
こ

ろ
、
今

の
補

装
具

の
制

度
は

介
助

者
の

た
め

の
も

の
で

な
く

、
本

人
の

生
活

の
質

を
向

上
さ

せ
る

も
の

で
あ

り
認

め
ら

れ
な

い
と

言
わ

れ
ま

し
た

。
介

助
者

の
負

担
を

減
ら

さ
な

け
れ

ば
本

人
の

生
活

の
質

(例
え

ば
外

出
が

増
え

る
な

ど
)も

上
が

ら
な

い
と

思
う

の
で

す
が

、
い

か
が

で
し

ょ
う

か
？

バ
ギ

ー
に

何
と

か
格

安
で

ア
シ

ス
ト

機
能

を
つ

け
る

こ
と

は
出

来
な

い
の

か
、
皆

様
の

お
知

恵
を

お
借

り
し

た
い

で
す

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

1
6

4
2

0
1
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
食

べ
る

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

利
用

者
の

家
族

嚥
下

訓
練

高
齢

者
押

し
バ

ネ
を

内
蔵

し
た

手
製

の
運

動
器

具
で

、
経

管
栄

養
の

高
齢

者
の

飲
み

込
み

が
改

善
し

ま
し

た
。
管

を
外

せ
る

見
込

み
が

あ
り

ま
せ

ん
で

し
た

が
、
押

圧
版

を
顎

下
に

押
し

当
て

る
動

作
を

繰
り

返
し

た
と

こ
ろ

、
1
0

日
ほ

ど
で

管
を

外
せ

ま
し

た
。

1
6

5
2

0
1
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

意
思

伝
達

装
置

医
療

専
門

職
難

聴
者

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

聴
覚

障
害

者
 高

齢
者

 介
助

者
話

す
こ

と
は

で
き

る
難

聴
の

高
齢

者
の

方
と

筆
談

を
す

る
機

会
が

あ
り

ま
す

が
、
こ

ち
ら

が
書

く
の

に
時

間
が

か
か

り
手

間
も

か
か

る
た

め
細

か
い

こ
と

ま
で

伝
え

る
こ

と
が

困
難

で
す

。
話

し
た

音
声

を
文

字
に

変
換

し
て

見
や

す
く

表
示

す
る

ツ
ー

ル
が

あ
る

と
便

利
で

す
。

高
齢

の
方

は
視

力
が

悪
い

方
が

多
い

の
で

表
示

は
大

き
く

は
っ

き
り

し
て

い
る

ほ
う

が
見

や
す

い
と

思
い

ま
す

。
タ

ブ
レ

ッ
ト

な
ど

の
ア

プ
リ

で
も

良
い

の
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。
よ

ろ
し

く
お

願
い

致
し

ま
す

。

1
6

6
2

0
1
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 そ
の

他
(場

面
)テ

レ
ビ

鑑
賞

意
思

伝
達

装
置

 そ
の

他
(福

祉
用

具
)

医
療

専
門

職
字

幕
機

能
付

き
テ

レ
ビ

の
改

良
に

つ
い

て
聴

覚
障

害
者

現
在

、
難

聴
の

方
の

た
め

に
、
施

設
に

字
幕

機
能

の
付

い
た

テ
レ

ビ
が

あ
り

ま
す

が
、
音

声
と

字
幕

の
ズ

レ
が

大
き

く
あ

ま
り

実
用

的
で

は
な

い
と

感
じ

て
い

ま
す

。
テ

レ
ビ

放
送

の
映

像
を

D
e

la
y
さ

せ
て

、
実

際
の

音
声

を
文

字
に

変
換

し
た

も
の

を
ほ

ぼ
同

時
に

合
わ

せ
て

表
示

す
る

こ
と

は
で

き
な

い
で

し
ょ

う
か

。
今

の
音

声
認

識
技

術
で

あ
れ

ば
で

き
る

よ
う

な
気

が
し

ま
す

。

1
6

7
2

0
1
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

内
の

移
動

 屋
外

の
移

動
就

学
電

動
車

い
す

利
用

者
振

動
の

少
な

い
電

動
車

椅
子

肢
体

不
自

由
者

就
労

・
就

学
私

は
線

維
筋

痛
症

、
慢

性
疲

労
症

候
群

、
脊

椎
疾

患
、
変

形
性

関
節

症
が

あ
り

ま
す

。
特

に
痛

み
は

振
動

で
ひ

ど
く

な
り

普
通

の
基

準
内

の
電

動
車

椅
子

で
は

乗
っ

て
ら

れ
ま

せ
ん

。
し

か
し

、
振

動
と

痛
み

が
ど

う
関

連
し

振
動

で
痛

み
が

増
強

す
る

か
ど

う
か

の
デ

ー
タ

が
な

い
と

い
う

事
で

、
必

要
な

振
動

が
少

な
く

痛
み

が
増

強
し

な
い

電
動

車
椅

子
を

、
特

例
補

装
具

と
し

て
、
自

立
支

援
と

し
て

認
め

ら
れ

ま
せ

ん
。
そ

の
為

今
だ

に
寝

た
き

り
で

す
。
振

動
が

ひ
ど

く
な

れ
ば

体
中

に
痛

み
を

感
じ

て
い

る
線

維
筋

痛
症

の
患

者
は

痛
い

の
は

当
た

り
前

で
す

。
し

か
し

そ
れ

を
証

明
さ

れ
て

い
な

い
か

ら
と

必
要

な
車

椅
子

に
乗

る
こ

と
が

で
き

な
い

の
は

困
り

ま
す

。
本

当
に

デ
ー

タ
は

取
れ

な
い

の
で

し
ょ

う
か

。

1
6

8
2

0
1
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
移

乗
 屋

内
の

移
動

移
動

用
リ

フ
ト

福
祉

専
門

職
電

動
床

走
行

式
介

護
リ

フ
ト

高
齢

者
 介

助
者

こ
れ

ま
で

私
が

知
る

限
り

に
お

い
て

、
床

走
行

式
の

介
護

用
リ

フ
ト

は
、
昇

降
や

脚
部

の
開

閉
の

み
が

電
動

で
動

か
す

こ
と

が
で

き
る

も
の

だ
と

思
い

ま
す

。
結

局
の

と
こ

ろ
、
ご

利
用

者
の

方
に

ス
リ

ン
グ

シ
ー

ト
で

上
に

上
げ

る
と

、
荷

重
に

よ
り

小
さ

な
４

点
の

車
輪

が
床

に
め

り
こ

ん
で

し
ま

い
ま

す
。
そ

の
た

め
、
人

力
で

移
動

す
る

際
相

当
の

力
を

要
す

る
も

の
で

、
い

ざ
動

い
た

際
に

乗
車

し
て

い
る

ご
利

用
者

が
大

き
く

揺
れ

て
し

ま
う

状
況

で
す

。
そ

の
揺

れ
幅

に
よ

り
壁

や
ベ

ッ
ド

サ
イ

ド
等

に
体

を
ぶ

つ
け

て
し

ま
う

危
険

性
を

伴
い

ま
す

。
ベ

ッ
ド

の
低

床
化

に
よ

り
径

が
小

さ
く

な
る

の
は

し
ょ

う
が

な
い

と
し

て
も

、
キ

ャ
タ

ピ
ラ

ー
の

よ
う

な
も

の
を

車
輪

に
す

る
等

、
何

か
電

動
で

ス
ム

ー
ズ

に
走

行
す

る
仕

組
み

の
も

の
は

開
発

さ
れ

な
い

で
し

ょ
う

か
？

ど
の

福
祉

施
設

に
お

い
て

も
床

材
に

は
ク

ッ
シ

ョ
ン

の
機

能
と

し
て

少
し

で
も

兼
ね

る
、
塩

化
ビ

ニ
ー

ル
の

長
尺

シ
ー

ト
を

使
用

し
て

い
る

も
の

と
思

わ
れ

ま
す

。
そ

の
分

車
輪

が
め

り
込

み
や

す
い

状
況

は
、
ど

の
施

設
で

も
困

っ
て

い
る

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

？
現

在
天

井
走

行
式

の
介

護
リ

フ
ト

を
使

用
し

て
い

ま
す

が
、
買

い
替

え
の

必
要

に
迫

ら
れ

て
い

る
状

況
も

あ
り

、
尚

且
つ

非
常

に
高

額
な

も
の

で
、
買

い
替

え
の

メ
ド

を
な

か
な

か
た

て
る

こ
と

が
で

き
ま

せ
ん

。
レ

ー
ル

の
買

い
替

え
費

用
の

な
い

低
価

格
な

電
動

走
行

式
床

リ
フ

ト
の

開
発

を
切

望
し

ま
す

。

1
6

9
2

0
1
8

新
製

品
・
技

術
食

べ
る

 調
理

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

福
祉

医
療

団
体

牛
乳

パ
ッ

ク
を

簡
単

開
封

す
る

自
助

具
(商

品
名

　
パ

ッ
君

）

肢
体

不
自

由
者

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
高

齢
者

 介
助

者

牛
乳

パ
ッ

ク
を

始
め

と
し

た
紙

パ
ッ

ク
の

開
封

が
簡

単
に

で
き

ま
す

。
お

問
い

合
わ

せ
と

ご
注

文
は

こ
ち

ら
へ

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.k
o

u
b

o
u

a
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h
i.
o
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パ

ッ
君

注
文

/
又

は
、
k
o

u
b

o
u

a
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h
i@

g
m

a
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o
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 へ
メ

ー
ル

し
て

下
さ

い

1
7

0
2

0
1
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)階
段

の
上

り
降

り
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
可

搬
型

階
段

昇
降

機
利

用
者

の
家

族
年

齢
制

限
の

為
可

搬
型

階
段

昇
降

機
の

操
作

が
で

き
な

い
家

庭
で

は
ど

う
す

れ
ば

よ
い

か

肢
体

不
自

由
者

８
０

才
を

過
ぎ

た
老

夫
婦

で
エ

レ
ベ

ー
タ

の
無

い
５

階
に

住
ん

で
居

ま
す

。
妻

が
仙

骨
骨

折
の

為
入

院
、
現

在
歩

行
訓

練
を

し
て

い
ま

す
。
妻

は
透

析
の

為
週

３
回

通
院

を
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
退

院
が

間
近

で
す

。
出

来
れ

ば
可

変
型

階
段

昇
降

機
を

レ
ン

タ
ル

し
て

操
作

要
員

の
援

助
は

介
護

支
援

等
が

受
け

る
事

が
出

来
る

も
の

で
し

ょ
う

か
。
ま

た
年

齢
制

限
は

あ
り

ま
す

が
体

力
、
判

断
力

等
健

全
で

あ
る

と
自

負
し

て
い

ま
す

。
テ

ス
ト

等
を

し
て

頂
き

合
格

す
れ

ば
操

作
が

で
き

な
い

も
の

で
し

ょ
う

か
。
宜

し
く

お
願

い
し

ま
す

。

1
7

1
2

0
1
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

内
の

移
動

 屋
外

の
移

動
つ

え
医

療
専

門
職

プ
ラ

ッ
ト

ホ
ー

ム
ク

ラ
ッ

チ
の

ベ
ル

ト
に

つ
い

て
肢

体
不

自
由

者
高

齢
者

製
品

型
番

T
Y

1
3

5
D

の
杖

の
要

望
で

す
。

プ
ラ

ッ
ト

ホ
ー

ム
ク

ラ
ッ

チ
が

必
要

な
方

は
、
リ

ウ
マ

チ
患

者
さ

ん
が

多
い

か
と

思
い

ま
す

。
今

回
、
リ

ウ
マ

チ
患

者
さ

ん
が

歩
行

練
習

で
使

う
た

め
、
プ

ラ
ッ

ト
ホ

ー
ム

ク
ラ

ッ
チ

を
レ

ン
タ

ル
し

、
歩

行
練

習
を

開
始

し
ま

し
た

。
実

際
に

使
っ

た
こ

と
が

な
か

っ
た

の
で

、
気

づ
き

ま
せ

ん
で

し
た

が
、
ベ

ル
ト

を
片

手
で

操
作

す
る

こ
と

が
、
健

常
者

で
も

困
難

で
し

た
。
特

に
、
コ

ー
ト

な
ど

厚
手

の
服

を
着

用
し

て
い

る
と

、
よ

り
大

変
な

印
象

で
し

た
。
リ

ウ
マ

チ
の

方
は

特
に

、
手

の
変

形
に

よ
り

、
ベ

ル
ト

を
操

作
す

る
た

め
の

巧
緻

性
や

手
の

筋
力

が
弱

い
た

め
、
着

脱
が

大
変

そ
う

で
し

た
。

今
回

、
手

探
り

で
改

良
し

ま
し

た
が

、
今

後
製

品
開

発
に

役
立

て
て

い
た

だ
け

れ
ば

幸
い

で
す

。

1
7

2
2

0
1
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
排

泄
排

泄
関

連
用

具
利

用
者

排
泄

関
連

用
具

肢
体

不
自

由
者

一
般

の
多

機
能

ト
イ

レ
で

は
、
一

人
で

立
ち

上
が

り
が

困
難

に
な

り
、
介

助
す

る
か

た
が

い
な

い
と

利
用

で
き

な
く

な
っ

て
い

ま
し

た
。
そ

れ
で

、
車

椅
子

に
座

っ
た

ま
ま

、
便

座
に

移
乗

し
な

い
で

排
泄

す
る

、
女

性
用

排
泄

用
具

を
開

発
。

慣
れ

る
ま

で
練

習
が

必
要

で
し

た
が

（
何

度
か

自
宅

の
ト

イ
レ

を
汚

し
な

が
ら

、
が

ん
ば

り
ま

し
た

）
、
個

人
的

に
は

こ
れ

の
お

か
げ

で
、
一

人
で

ト
イ

レ
に

行
く

こ
と

が
可

能
に

な
り

、
行

動
範

囲
が

増
え

ま
し

た
。

興
味

の
あ

る
方

、
使

っ
て

み
て

く
だ

さ
い

。
尿

の
出

る
場

所
に

、
ぴ

た
っ

と
あ

て
る

の
が

こ
つ

。
そ

の
場

所
が

ず
れ

る
と

、
漏

れ
る

原
因

に
な

る
よ

う
で

す
。

尿
の

終
わ

っ
た

後
、
ど

う
し

て
も

流
れ

き
れ

な
い

尿
で

汚
れ

る
の

で
、
紙

パ
ッ

ト
を

つ
け

て
使

用
し

ま
す

。
紙

パ
ッ

ト
だ

け
だ

と
、
１
回

で
限

界
。
２

回
目

は
漏

れ
る

の
で

、
い

そ
い

で
家

に
帰

っ
て

い
ま

し
た

が
、
こ

の
ト

イ
レ

グ
ッ

ズ
を

使
え

ば
、
数

回
は

問
題

な
い

の
で

朝
か

ら
晩

ま
で

の
外

出
も

可
能

に
な

り
ま

し
た

。
詳

し
く

知
り

た
い

方
は

こ
ち

ら
の

ア
ド

レ
ス

ま
で

ど
う

ぞ
。
c
h

iz
u

k
o

@
te

a
.o

c
n

.n
e

.j
p

- 95 -

186625 報告書_本文_2校 (103)

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

1
6

4
2

0
1
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
食

べ
る

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

利
用

者
の

家
族

嚥
下

訓
練

高
齢

者
押

し
バ

ネ
を

内
蔵

し
た

手
製

の
運

動
器

具
で

、
経

管
栄

養
の

高
齢

者
の

飲
み

込
み

が
改

善
し

ま
し

た
。
管

を
外

せ
る

見
込

み
が

あ
り

ま
せ

ん
で

し
た

が
、
押

圧
版

を
顎

下
に

押
し

当
て

る
動

作
を

繰
り

返
し

た
と

こ
ろ

、
1
0

日
ほ

ど
で

管
を

外
せ

ま
し

た
。

1
6

5
2

0
1
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

意
思

伝
達

装
置

医
療

専
門

職
難

聴
者

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

聴
覚

障
害

者
 高

齢
者

 介
助

者
話

す
こ

と
は

で
き

る
難

聴
の

高
齢

者
の

方
と

筆
談

を
す

る
機

会
が

あ
り

ま
す

が
、
こ

ち
ら

が
書

く
の

に
時

間
が

か
か

り
手

間
も

か
か

る
た

め
細

か
い

こ
と

ま
で

伝
え

る
こ

と
が

困
難

で
す

。
話

し
た

音
声

を
文

字
に

変
換

し
て

見
や

す
く

表
示

す
る

ツ
ー

ル
が

あ
る

と
便

利
で

す
。

高
齢

の
方

は
視

力
が

悪
い

方
が

多
い

の
で

表
示

は
大

き
く

は
っ

き
り

し
て

い
る

ほ
う

が
見

や
す

い
と

思
い

ま
す

。
タ

ブ
レ

ッ
ト

な
ど

の
ア

プ
リ

で
も

良
い

の
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。
よ

ろ
し

く
お

願
い

致
し

ま
す

。

1
6

6
2

0
1
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 そ
の

他
(場

面
)テ

レ
ビ

鑑
賞

意
思

伝
達

装
置

 そ
の

他
(福

祉
用

具
)

医
療

専
門

職
字

幕
機

能
付

き
テ

レ
ビ

の
改

良
に

つ
い

て
聴

覚
障

害
者

現
在

、
難

聴
の

方
の

た
め

に
、
施

設
に

字
幕

機
能

の
付

い
た

テ
レ

ビ
が

あ
り

ま
す

が
、
音

声
と

字
幕

の
ズ

レ
が

大
き

く
あ

ま
り

実
用

的
で

は
な

い
と

感
じ

て
い

ま
す

。
テ

レ
ビ

放
送

の
映

像
を

D
e

la
y
さ

せ
て

、
実

際
の

音
声

を
文

字
に

変
換

し
た

も
の

を
ほ

ぼ
同

時
に

合
わ

せ
て

表
示

す
る

こ
と

は
で

き
な

い
で

し
ょ

う
か

。
今

の
音

声
認

識
技

術
で

あ
れ

ば
で

き
る

よ
う

な
気

が
し

ま
す

。

1
6

7
2

0
1
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

内
の

移
動

 屋
外

の
移

動
就

学
電

動
車

い
す

利
用

者
振

動
の

少
な

い
電

動
車

椅
子

肢
体

不
自

由
者

就
労

・
就

学
私

は
線

維
筋

痛
症

、
慢

性
疲

労
症

候
群

、
脊

椎
疾

患
、
変

形
性

関
節

症
が

あ
り

ま
す

。
特

に
痛

み
は

振
動

で
ひ

ど
く

な
り

普
通

の
基

準
内

の
電

動
車

椅
子

で
は

乗
っ

て
ら

れ
ま

せ
ん

。
し

か
し

、
振

動
と

痛
み

が
ど

う
関

連
し

振
動

で
痛

み
が

増
強

す
る

か
ど

う
か

の
デ

ー
タ

が
な

い
と

い
う

事
で

、
必

要
な

振
動

が
少

な
く

痛
み

が
増

強
し

な
い

電
動

車
椅

子
を

、
特

例
補

装
具

と
し

て
、
自

立
支

援
と

し
て

認
め

ら
れ

ま
せ

ん
。
そ

の
為

今
だ

に
寝

た
き

り
で

す
。
振

動
が

ひ
ど

く
な

れ
ば

体
中

に
痛

み
を

感
じ

て
い

る
線

維
筋

痛
症

の
患

者
は

痛
い

の
は

当
た

り
前

で
す

。
し

か
し

そ
れ

を
証

明
さ

れ
て

い
な

い
か

ら
と

必
要

な
車

椅
子

に
乗

る
こ

と
が

で
き

な
い

の
は

困
り

ま
す

。
本

当
に

デ
ー

タ
は

取
れ

な
い

の
で

し
ょ

う
か

。

1
6

8
2

0
1
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
移

乗
 屋

内
の

移
動

移
動

用
リ

フ
ト

福
祉

専
門

職
電

動
床

走
行

式
介

護
リ

フ
ト

高
齢

者
 介

助
者

こ
れ

ま
で

私
が

知
る

限
り

に
お

い
て

、
床

走
行

式
の

介
護

用
リ

フ
ト

は
、
昇

降
や

脚
部

の
開

閉
の

み
が

電
動

で
動

か
す

こ
と

が
で

き
る

も
の

だ
と

思
い

ま
す

。
結

局
の

と
こ

ろ
、
ご

利
用

者
の

方
に

ス
リ

ン
グ

シ
ー

ト
で

上
に

上
げ

る
と

、
荷

重
に

よ
り

小
さ

な
４

点
の

車
輪

が
床

に
め

り
こ

ん
で

し
ま

い
ま

す
。
そ

の
た

め
、
人

力
で

移
動

す
る

際
相

当
の

力
を

要
す

る
も

の
で

、
い

ざ
動

い
た

際
に

乗
車

し
て

い
る

ご
利

用
者

が
大

き
く

揺
れ

て
し

ま
う

状
況

で
す

。
そ

の
揺

れ
幅

に
よ

り
壁

や
ベ

ッ
ド

サ
イ

ド
等

に
体

を
ぶ

つ
け

て
し

ま
う

危
険

性
を

伴
い

ま
す

。
ベ

ッ
ド

の
低

床
化

に
よ

り
径

が
小

さ
く

な
る

の
は

し
ょ

う
が

な
い

と
し

て
も

、
キ

ャ
タ

ピ
ラ

ー
の

よ
う

な
も

の
を

車
輪

に
す

る
等

、
何

か
電

動
で

ス
ム

ー
ズ

に
走

行
す

る
仕

組
み

の
も

の
は

開
発

さ
れ

な
い

で
し

ょ
う

か
？

ど
の

福
祉

施
設

に
お

い
て

も
床

材
に

は
ク

ッ
シ

ョ
ン

の
機

能
と

し
て

少
し

で
も

兼
ね

る
、
塩

化
ビ

ニ
ー

ル
の

長
尺

シ
ー

ト
を

使
用

し
て

い
る

も
の

と
思

わ
れ

ま
す

。
そ

の
分

車
輪

が
め

り
込

み
や

す
い

状
況

は
、
ど

の
施

設
で

も
困

っ
て

い
る

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

？
現

在
天

井
走

行
式

の
介

護
リ

フ
ト

を
使

用
し

て
い

ま
す

が
、
買

い
替

え
の

必
要

に
迫

ら
れ

て
い

る
状

況
も

あ
り

、
尚

且
つ

非
常

に
高

額
な

も
の

で
、
買

い
替

え
の

メ
ド

を
な

か
な

か
た

て
る

こ
と

が
で

き
ま

せ
ん

。
レ

ー
ル

の
買

い
替

え
費

用
の

な
い

低
価

格
な

電
動

走
行

式
床

リ
フ

ト
の

開
発

を
切

望
し

ま
す

。

1
6

9
2

0
1
8

新
製

品
・
技

術
食

べ
る

 調
理

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

福
祉

医
療

団
体

牛
乳

パ
ッ

ク
を

簡
単

開
封

す
る

自
助

具
(商

品
名

　
パ

ッ
君

）

肢
体

不
自

由
者

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
高

齢
者

 介
助

者

牛
乳

パ
ッ

ク
を

始
め

と
し

た
紙

パ
ッ

ク
の

開
封

が
簡

単
に

で
き

ま
す

。
お

問
い

合
わ

せ
と

ご
注

文
は

こ
ち

ら
へ

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.k
o

u
b

o
u

a
ic

h
i.
o

rg
/
パ

ッ
君

注
文

/
又

は
、
k
o

u
b

o
u

a
ic

h
i@

g
m

a
il
.c

o
m

 へ
メ

ー
ル

し
て

下
さ

い

1
7

0
2

0
1
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)階
段

の
上

り
降

り
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
可

搬
型

階
段

昇
降

機
利

用
者

の
家

族
年

齢
制

限
の

為
可

搬
型

階
段

昇
降

機
の

操
作

が
で

き
な

い
家

庭
で

は
ど

う
す

れ
ば

よ
い

か

肢
体

不
自

由
者

８
０

才
を

過
ぎ

た
老

夫
婦

で
エ

レ
ベ

ー
タ

の
無

い
５

階
に

住
ん

で
居

ま
す

。
妻

が
仙

骨
骨

折
の

為
入

院
、
現

在
歩

行
訓

練
を

し
て

い
ま

す
。
妻

は
透

析
の

為
週

３
回

通
院

を
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
退

院
が

間
近

で
す

。
出

来
れ

ば
可

変
型

階
段

昇
降

機
を

レ
ン

タ
ル

し
て

操
作

要
員

の
援

助
は

介
護

支
援

等
が

受
け

る
事

が
出

来
る

も
の

で
し

ょ
う

か
。
ま

た
年

齢
制

限
は

あ
り

ま
す

が
体

力
、
判

断
力

等
健

全
で

あ
る

と
自

負
し

て
い

ま
す

。
テ

ス
ト

等
を

し
て

頂
き

合
格

す
れ

ば
操

作
が

で
き

な
い

も
の

で
し

ょ
う

か
。
宜

し
く

お
願

い
し

ま
す

。

1
7

1
2

0
1
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

内
の

移
動

 屋
外

の
移

動
つ

え
医

療
専

門
職

プ
ラ

ッ
ト

ホ
ー

ム
ク

ラ
ッ

チ
の

ベ
ル

ト
に

つ
い

て
肢

体
不

自
由

者
高

齢
者

製
品

型
番

T
Y

1
3

5
D

の
杖

の
要

望
で

す
。

プ
ラ

ッ
ト

ホ
ー

ム
ク

ラ
ッ

チ
が

必
要

な
方

は
、
リ

ウ
マ

チ
患

者
さ

ん
が

多
い

か
と

思
い

ま
す

。
今

回
、
リ

ウ
マ

チ
患

者
さ

ん
が

歩
行

練
習

で
使

う
た

め
、
プ

ラ
ッ

ト
ホ

ー
ム

ク
ラ

ッ
チ

を
レ

ン
タ

ル
し

、
歩

行
練

習
を

開
始

し
ま

し
た

。
実

際
に

使
っ

た
こ

と
が

な
か

っ
た

の
で

、
気

づ
き

ま
せ

ん
で

し
た

が
、
ベ

ル
ト

を
片

手
で

操
作

す
る

こ
と

が
、
健

常
者

で
も

困
難

で
し

た
。
特

に
、
コ

ー
ト

な
ど

厚
手

の
服

を
着

用
し

て
い

る
と

、
よ

り
大

変
な

印
象

で
し

た
。
リ

ウ
マ

チ
の

方
は

特
に

、
手

の
変

形
に

よ
り

、
ベ

ル
ト

を
操

作
す

る
た

め
の

巧
緻

性
や

手
の

筋
力

が
弱

い
た

め
、
着

脱
が

大
変

そ
う

で
し

た
。

今
回

、
手

探
り

で
改

良
し

ま
し

た
が

、
今

後
製

品
開

発
に

役
立

て
て

い
た

だ
け

れ
ば

幸
い

で
す

。

1
7

2
2

0
1
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
排

泄
排

泄
関

連
用

具
利

用
者

排
泄

関
連

用
具

肢
体

不
自

由
者

一
般

の
多

機
能

ト
イ

レ
で

は
、
一

人
で

立
ち

上
が

り
が

困
難

に
な

り
、
介

助
す

る
か

た
が

い
な

い
と

利
用

で
き

な
く

な
っ

て
い

ま
し

た
。
そ

れ
で

、
車

椅
子

に
座

っ
た

ま
ま

、
便

座
に

移
乗

し
な

い
で

排
泄

す
る

、
女

性
用

排
泄

用
具

を
開

発
。

慣
れ

る
ま

で
練

習
が

必
要

で
し

た
が

（
何

度
か

自
宅

の
ト

イ
レ

を
汚

し
な

が
ら

、
が

ん
ば

り
ま

し
た

）
、
個

人
的

に
は

こ
れ

の
お

か
げ

で
、
一

人
で

ト
イ

レ
に

行
く

こ
と

が
可

能
に

な
り

、
行

動
範

囲
が

増
え

ま
し

た
。

興
味

の
あ

る
方

、
使

っ
て

み
て

く
だ

さ
い

。
尿

の
出

る
場

所
に

、
ぴ

た
っ

と
あ

て
る

の
が

こ
つ

。
そ

の
場

所
が

ず
れ

る
と

、
漏

れ
る

原
因

に
な

る
よ

う
で

す
。

尿
の

終
わ

っ
た

後
、
ど

う
し

て
も

流
れ

き
れ

な
い

尿
で

汚
れ

る
の

で
、
紙

パ
ッ

ト
を

つ
け

て
使

用
し

ま
す

。
紙

パ
ッ

ト
だ

け
だ

と
、
１
回

で
限

界
。
２

回
目

は
漏

れ
る

の
で

、
い

そ
い

で
家

に
帰

っ
て

い
ま

し
た

が
、
こ

の
ト

イ
レ

グ
ッ

ズ
を

使
え

ば
、
数

回
は

問
題

な
い

の
で

朝
か

ら
晩

ま
で

の
外

出
も

可
能

に
な

り
ま

し
た

。
詳

し
く

知
り

た
い

方
は

こ
ち

ら
の

ア
ド

レ
ス

ま
で

ど
う

ぞ
。
c
h

iz
u

k
o

@
te

a
.o

c
n

.n
e

.j
p
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

1
7

3
2

0
1
8

新
製

品
・
技

術
排

泄
排

泄
関

連
用

具
個

人
オ

ム
ツ

を
必

要
と

す
る

人
の

介
護

に
、
便

が
分

離
可

能
な

排
便

収
納

補
助

具

介
助

者
尿

は
オ

ム
ツ

に
便

は
収

納
袋

に
分

離
出

来
ま

す
。
便

は
後

ろ
側

の
チ

ャ
ッ

ク
を

開
け

て
ト

イ
レ

に
捨

て
、
使

用
済

み
収

納
袋

は
オ

ム
ツ

と
一

緒
に

処
理

し
て

下
さ

い
。

*
 介

護
を

す
る

方
の

負
担

を
軽

減
す

る
為

に
考

え
ま

し
た

。
*
 興

味
の

あ
る

方
は

下
記

に
T

E
L
下

さ
い

。
東

京
都

府
中

市
田

村
 匡

司
  

T
E

L
:0

9
0

-1
8

1
5

-4
8

3
1

1
7

4
2

0
1
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
排

泄
 日

常
的

な
衛

生
 掃

除
排

泄
関

連
用

具
福

祉
専

門
職

元
介

護
施

設
職

員
ア

イ
デ

ア
高

齢
者

介
護

施
設

で
考

え
て

た
ポ

ー
タ

ブ
ル

ト
イ

レ
の

ア
イ

デ
ア

を
伝

え
た

か
っ

た
。

入
浴

介
助

の
機

器
(ス

ラ
イ

ド
し

て
浴

槽
に

入
れ

る
)の

機
能

を
元

に
ト

イ
レ

と
ベ

ッ
ト

を
取

付
・
取

外
可

能
に

し
て

ト
イ

レ
は

側
面

に
つ

い
た

レ
バ

ー
を

引
い

て
排

泄
物

の
入

っ
た

バ
ケ

ツ
を

取
り

出
す

。

ト
イ

レ
に

つ
い

て
る

ボ
タ

ン
を

押
せ

ば
バ

ケ
ツ

の
中

の
袋

を
自

動
で

封
を

す
る

。

消
臭

の
た

め
に

素
材

は
丸

み
の

あ
る

木
(実

現
は

難
し

い
？

)
ベ

ッ
ト

と
の

ド
ッ

キ
ン

グ
部

位
は

除
く

ト
イ

レ
掃

除
ス

タ
ッ

フ
や

介
護

す
る

家
族

が
少

し
で

も
楽

に
な

れ
ば

、
い

い
な

♪

1
7

5
2

0
1
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)お
し

ゃ
れ

車
い

す
利

用
者

髪
の

毛
を

後
ろ

で
自

由
に

結
ぶ

肢
体

不
自

由
者

先
天

性
多

発
性

関
節

拘
縮

症
で

腕
が

後
ろ

ま
で

回
す

こ
と

が
で

き
ず

、
 自

分
で

髪
の

毛
を

後
ろ

で
簡

単
に

結
ぶ

こ
と

が
出

来
な

い
の

で
、
出

来
る

も
の

が
あ

っ
た

ら
た

ら
い

い
と

思
っ

て
い

ま
す

。

1
7

6
2

0
1
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)車
い

す
移

動
以

外
座

位
保

持
装

置
 車

い
す

福
祉

専
門

職
足

台
高

齢
者

車
い

す
利

用
者

が
食

事
の

際
な

ど
に

、
フ

ッ
ト

サ
ポ

ー
ト

か
ら

足
を

下
ろ

し
て

能
動

座
位

を
と

れ
る

足
台

が
ほ

し
い

で
す

。
手

作
り

し
よ

う
と

思
っ

て
い

ま
す

が
、
忙

し
い

介
護

職
の

た
め

に
、
廉

価
な

商
品

が
あ

れ
ば

良
い

と
思

い
ま

す
。
福

祉
用

具
カ

タ
ロ

グ
に

目
を

通
し

ま
し

た
が

、
な

い
に

等
し

い
し

、
牛

乳
パ

ッ
ク

等
の

手
作

り
は

手
間

が
か

か
り

す
ぎ

る
と

思
い

ま
す

。

1
7

7
2

0
1
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

手
帳

の
提

示
利

用
者

精
神

障
害

者
の

公
共

の
ば

で
の

手
帳

提
示

に
つ

い
て

利
用

対
象

等
全

般
ど

ん
な

障
が

い
に

か
か

わ
ら

ず
、
障

が
い

者
手

帳
を

提
示

す
る

こ
と

に
受

容
で

き
て

い
な

い
状

態
で

は
公

共
の

場
で

障
が

い
者

手
帳

を
出

す
こ

と
に

戸
惑

い
を

感
じ

る
物

と
お

も
い

ま
す

。
そ

の
気

持
ち

を
和

ら
げ

る
た

め
に

手
帳

で
は

無
く

、
か

つ
す

ぐ
に

本
人

確
認

が
で

き
る

様
な

製
品

が
あ

れ
ば

良
い

な
と

感
じ

ま
し

た
。

理
想

と
し

て
は

、
IC

カ
ー

ド
へ

の
登

録
（
子

ど
も

の
場

合
通

過
す

る
際

に
特

定
の

音
が

鳴
る

よ
う

な
仕

組
）
が

あ
れ

ば
よ

い
の

で
す

が
、
シ

ス
テ

ム
開

発
の

費
用

対
効

果
も

考
え

て
全

国
的

に
は

難
し

そ
う

で
す

。

何
か

良
い

ア
イ

デ
ア

が
あ

れ
ば

教
え

て
く

だ
さ

い
。

1
7

8
2

0
1
7

新
製

品
・
技

術
そ

の
他

(場
面

)車
い

す
用

タ
イ

ヤ
空

気
圧

表
示

車
い

す
研

究
機

関
車

い
す

用
タ

イ
ヤ

空
気

圧
表

示
イ

ン
ジ

ケ
ー

タ
肢

体
不

自
由

者
高

齢
者

 児
童

 介
助

者

本
試

作
品

は
、
車

い
す

用
タ

イ
ヤ

の
空

気
圧

を
表

示
す

る
こ

と
で

、
タ

イ
ヤ

空
気

圧
の

減
少

を
起

因
と

し
た

駐
車

用
ブ

レ
ー

キ
の

効
き

低
下

に
よ

る
危

険
性

を
低

減
し

事
故

を
防

止
す

る
だ

け
で

は
な

く
、
車

い
す

の
操

作
性

低
下

を
防

ぎ
、
乗

り
心

地
の

向
上

や
タ

イ
ヤ

の
寿

命
を

延
ば

す
こ

と
に

も
つ

な
が

り
ま

す
。
車

い
す

利
用

者
と

介
助

者
双

方
が

簡
単

に
タ

イ
ヤ

空
気

圧
を

確
認

で
き

、
ま

た
タ

イ
ヤ

空
気

圧
の

定
期

点
検

を
実

施
す

る
際

、
タ

イ
ヤ

本
体

に
触

れ
る

必
要

が
な

い
た

め
衛

生
的

で
あ

り
、
作

業
性

の
効

率
化

に
つ

な
が

り
ま

す
。

取
り

付
け

方
法

は
、
英

式
バ

ル
ブ

の
虫

ゴ
ム

を
は

ず
し

「
空

気
圧

表
示

イ
ン

ジ
ケ

ー
タ

」
に

交
換

し
ま

す
。
「
空

気
圧

表
示

イ
ン

ジ
ケ

ー
タ

」
を

取
り

付
け

た
ま

ま
で

、
空

気
の

注
入

が
可

能
で

す
。
標

準
型

車
い

す
に

使
用

さ
れ

て
い

る
、
適

正
空

気
圧

が
0

.3
M

P
a
の

場
合

、
約

2
0

％
減

少
し

た
ら

（
赤

）
表

示
と

な
り

、
空

気
が

抜
け

て
い

る
こ

と
を

知
ら

せ
ま

す
。

1
7

9
2

0
1
7

新
製

品
・
技

術
日

常
的

な
衛

生
 風

呂
や

シ
ャ

ワ
ー

装
具

利
用

者
ギ

プ
ス

肢
体

不
自

由
者

児
童

ギ
プ

ス
生

活
を

し
て

み
て

そ
の

不
自

由
さ

、
非

日
常

さ
に

初
め

て
気

が
つ

き
ま

し
た

。
開

発
段

階
で

す
が

プ
ラ

ス
テ

ィ
ッ

ク
樹

脂
で

網
目

の
よ

う
な

ギ
プ

ス
を

み
ま

し
た

。
是

非
日

本
の

技
術

で
実

用
化

さ
せ

て
く

だ
さ

い
。

蒸
れ

な
い

の
で

悪
臭

が
し

な
い

、
シ

ャ
ワ

ー
が

気
兼

ね
な

く
使

え
る

、
雨

の
日

も
困

ら
な

い
、
軽

量
超

音
波

治
療

が
ギ

プ
ス

の
ま

ま
受

け
ら

れ
る

。

1
8

0
2

0
1
7

新
製

品
・
技

術
屋

内
の

移
動

 屋
外

の
移

動
歩

行
器

・
歩

行
車

開
発

メ
ー

カ
ー

リ
ハ

ビ
リ

用
活

動
量

計
（
歩

数
計

）
高

齢
者

市
場

で
販

売
さ

れ
て

い
る

活
動

量
計

は
、
健

常
者

用
で

あ
り

、
リ

ハ
ビ

リ
対

象
者

の
ゆ

っ
く

り
し

た
動

き
を

捉
え

る
こ

と
は

で
き

な
い

。
現

在
弊

社
が

開
発

し
て

い
る

活
動

量
計

は
、
リ

ハ
ビ

リ
患

者
の

ゆ
く

り
し

た
動

き
を

捉
え

る
こ

と
が

で
き

、
そ

の
運

動
量

を
計

測
で

き
る

。
ま

た
、
そ

の
活

動
量

計
は

N
F
C

通
信

機
能

を
内

蔵
し

て
お

り
、
P

C
な

ど
へ

そ
の

デ
ー

タ
を

送
信

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
リ

ハ
ビ

リ
の

医
師

や
、
担

当
者

は
患

者
さ

ん
の

運
動

量
を

捉
え

ア
ド

バ
イ

ス
で

き
る

。
患

者
さ

ん
が

退
院

し
た

場
合

で
も

、
こ

の
活

動
量

計
は

9
0

日
分

の
デ

ー
タ

を
記

憶
し

て
お

り
、
患

者
さ

ん
が

来
院

さ
れ

た
場

合
に

、
P

C
に

デ
ー

タ
送

信
す

る
こ

と
に

よ
り

、
家

で
の

運
動

量
を

確
認

で
き

る
も

の
で

あ
る

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

1
7

3
2

0
1
8

新
製

品
・
技

術
排

泄
排

泄
関

連
用

具
個

人
オ

ム
ツ

を
必

要
と

す
る

人
の

介
護

に
、
便

が
分

離
可

能
な

排
便

収
納

補
助

具

介
助

者
尿

は
オ

ム
ツ

に
便

は
収

納
袋

に
分

離
出

来
ま

す
。
便

は
後

ろ
側

の
チ

ャ
ッ

ク
を

開
け

て
ト

イ
レ

に
捨

て
、
使

用
済

み
収

納
袋

は
オ

ム
ツ

と
一

緒
に

処
理

し
て

下
さ

い
。

*
 介

護
を

す
る

方
の

負
担

を
軽

減
す

る
為

に
考

え
ま

し
た

。
*
 興

味
の

あ
る

方
は

下
記

に
T

E
L
下

さ
い

。
東

京
都

府
中

市
田

村
 匡

司
  

T
E

L
:0

9
0

-1
8

1
5

-4
8

3
1

1
7

4
2

0
1
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
排

泄
 日

常
的

な
衛

生
 掃

除
排

泄
関

連
用

具
福

祉
専

門
職

元
介

護
施

設
職

員
ア

イ
デ

ア
高

齢
者

介
護

施
設

で
考

え
て

た
ポ

ー
タ

ブ
ル

ト
イ

レ
の

ア
イ

デ
ア

を
伝

え
た

か
っ

た
。

入
浴

介
助

の
機

器
(ス

ラ
イ

ド
し

て
浴

槽
に

入
れ

る
)の

機
能

を
元

に
ト

イ
レ

と
ベ

ッ
ト

を
取

付
・
取

外
可

能
に

し
て

ト
イ

レ
は

側
面

に
つ

い
た

レ
バ

ー
を

引
い

て
排

泄
物

の
入

っ
た

バ
ケ

ツ
を

取
り

出
す

。

ト
イ

レ
に

つ
い

て
る

ボ
タ

ン
を

押
せ

ば
バ

ケ
ツ

の
中

の
袋

を
自

動
で

封
を

す
る

。

消
臭

の
た

め
に

素
材

は
丸

み
の

あ
る

木
(実

現
は

難
し

い
？

)
ベ

ッ
ト

と
の

ド
ッ

キ
ン

グ
部

位
は

除
く

ト
イ

レ
掃

除
ス

タ
ッ

フ
や

介
護

す
る

家
族

が
少

し
で

も
楽

に
な

れ
ば

、
い

い
な

♪

1
7

5
2

0
1
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)お
し

ゃ
れ

車
い

す
利

用
者

髪
の

毛
を

後
ろ

で
自

由
に

結
ぶ

肢
体

不
自

由
者

先
天

性
多

発
性

関
節

拘
縮

症
で

腕
が

後
ろ

ま
で

回
す

こ
と

が
で

き
ず

、
 自

分
で

髪
の

毛
を

後
ろ

で
簡

単
に

結
ぶ

こ
と

が
出

来
な

い
の

で
、
出

来
る

も
の

が
あ

っ
た

ら
た

ら
い

い
と

思
っ

て
い

ま
す

。

1
7

6
2

0
1
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)車
い

す
移

動
以

外
座

位
保

持
装

置
 車

い
す

福
祉

専
門

職
足

台
高

齢
者

車
い

す
利

用
者

が
食

事
の

際
な

ど
に

、
フ

ッ
ト

サ
ポ

ー
ト

か
ら

足
を

下
ろ

し
て

能
動

座
位

を
と

れ
る

足
台

が
ほ

し
い

で
す

。
手

作
り

し
よ

う
と

思
っ

て
い

ま
す

が
、
忙

し
い

介
護

職
の

た
め

に
、
廉

価
な

商
品

が
あ

れ
ば

良
い

と
思

い
ま

す
。
福

祉
用

具
カ

タ
ロ

グ
に

目
を

通
し

ま
し

た
が

、
な

い
に

等
し

い
し

、
牛

乳
パ

ッ
ク

等
の

手
作

り
は

手
間

が
か

か
り

す
ぎ

る
と

思
い

ま
す

。

1
7

7
2

0
1
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

手
帳

の
提

示
利

用
者

精
神

障
害

者
の

公
共

の
ば

で
の

手
帳

提
示

に
つ

い
て

利
用

対
象

等
全

般
ど

ん
な

障
が

い
に

か
か

わ
ら

ず
、
障

が
い

者
手

帳
を

提
示

す
る

こ
と

に
受

容
で

き
て

い
な

い
状

態
で

は
公

共
の

場
で

障
が

い
者

手
帳

を
出

す
こ

と
に

戸
惑

い
を

感
じ

る
物

と
お

も
い

ま
す

。
そ

の
気

持
ち

を
和

ら
げ

る
た

め
に

手
帳

で
は

無
く

、
か

つ
す

ぐ
に

本
人

確
認

が
で

き
る

様
な

製
品

が
あ

れ
ば

良
い

な
と

感
じ

ま
し

た
。

理
想

と
し

て
は

、
IC

カ
ー

ド
へ

の
登

録
（
子

ど
も

の
場

合
通

過
す

る
際

に
特

定
の

音
が

鳴
る

よ
う

な
仕

組
）
が

あ
れ

ば
よ

い
の

で
す

が
、
シ

ス
テ

ム
開

発
の

費
用

対
効

果
も

考
え

て
全

国
的

に
は

難
し

そ
う

で
す

。

何
か

良
い

ア
イ

デ
ア

が
あ

れ
ば

教
え

て
く

だ
さ

い
。

1
7

8
2

0
1
7

新
製

品
・
技

術
そ

の
他

(場
面

)車
い

す
用

タ
イ

ヤ
空

気
圧

表
示

車
い

す
研

究
機

関
車

い
す

用
タ

イ
ヤ

空
気

圧
表

示
イ

ン
ジ

ケ
ー

タ
肢

体
不

自
由

者
高

齢
者

 児
童

 介
助

者

本
試

作
品

は
、
車

い
す

用
タ

イ
ヤ

の
空

気
圧

を
表

示
す

る
こ

と
で

、
タ

イ
ヤ

空
気

圧
の

減
少

を
起

因
と

し
た

駐
車

用
ブ

レ
ー

キ
の

効
き

低
下

に
よ

る
危

険
性

を
低

減
し

事
故

を
防

止
す

る
だ

け
で

は
な

く
、
車

い
す

の
操

作
性

低
下

を
防

ぎ
、
乗

り
心

地
の

向
上

や
タ

イ
ヤ

の
寿

命
を

延
ば

す
こ

と
に

も
つ

な
が

り
ま

す
。
車

い
す

利
用

者
と

介
助

者
双

方
が

簡
単

に
タ

イ
ヤ

空
気

圧
を

確
認

で
き

、
ま

た
タ

イ
ヤ

空
気

圧
の

定
期

点
検

を
実

施
す

る
際

、
タ

イ
ヤ

本
体

に
触

れ
る

必
要

が
な

い
た

め
衛

生
的

で
あ

り
、
作

業
性

の
効

率
化

に
つ

な
が

り
ま

す
。

取
り

付
け

方
法

は
、
英

式
バ

ル
ブ

の
虫

ゴ
ム

を
は

ず
し

「
空

気
圧

表
示

イ
ン

ジ
ケ

ー
タ

」
に

交
換

し
ま

す
。
「
空

気
圧

表
示

イ
ン

ジ
ケ

ー
タ

」
を

取
り

付
け

た
ま

ま
で

、
空

気
の

注
入

が
可

能
で

す
。
標

準
型

車
い

す
に

使
用

さ
れ

て
い

る
、
適

正
空

気
圧

が
0

.3
M

P
a
の

場
合

、
約

2
0

％
減

少
し

た
ら

（
赤

）
表

示
と

な
り

、
空

気
が

抜
け

て
い

る
こ

と
を

知
ら

せ
ま

す
。

1
7

9
2

0
1
7

新
製

品
・
技

術
日

常
的

な
衛

生
 風

呂
や

シ
ャ

ワ
ー

装
具

利
用

者
ギ

プ
ス

肢
体

不
自

由
者

児
童

ギ
プ

ス
生

活
を

し
て

み
て

そ
の

不
自

由
さ

、
非

日
常

さ
に

初
め

て
気

が
つ

き
ま

し
た

。
開

発
段

階
で

す
が

プ
ラ

ス
テ

ィ
ッ

ク
樹

脂
で

網
目

の
よ

う
な

ギ
プ

ス
を

み
ま

し
た

。
是

非
日

本
の

技
術

で
実

用
化

さ
せ

て
く

だ
さ

い
。

蒸
れ

な
い

の
で

悪
臭

が
し

な
い

、
シ

ャ
ワ

ー
が

気
兼

ね
な

く
使

え
る

、
雨

の
日

も
困

ら
な

い
、
軽

量
超

音
波

治
療

が
ギ

プ
ス

の
ま

ま
受

け
ら

れ
る

。

1
8

0
2

0
1
7

新
製

品
・
技

術
屋

内
の

移
動

 屋
外

の
移

動
歩

行
器

・
歩

行
車

開
発

メ
ー

カ
ー

リ
ハ

ビ
リ

用
活

動
量

計
（
歩

数
計

）
高

齢
者

市
場

で
販

売
さ

れ
て

い
る

活
動

量
計

は
、
健

常
者

用
で

あ
り

、
リ

ハ
ビ

リ
対

象
者

の
ゆ

っ
く

り
し

た
動

き
を

捉
え

る
こ

と
は

で
き

な
い

。
現

在
弊

社
が

開
発

し
て

い
る

活
動

量
計

は
、
リ

ハ
ビ

リ
患

者
の

ゆ
く

り
し

た
動

き
を

捉
え

る
こ

と
が

で
き

、
そ

の
運

動
量

を
計

測
で

き
る

。
ま

た
、
そ

の
活

動
量

計
は

N
F
C

通
信

機
能

を
内

蔵
し

て
お

り
、
P

C
な

ど
へ

そ
の

デ
ー

タ
を

送
信

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
リ

ハ
ビ

リ
の

医
師

や
、
担

当
者

は
患

者
さ

ん
の

運
動

量
を

捉
え

ア
ド

バ
イ

ス
で

き
る

。
患

者
さ

ん
が

退
院

し
た

場
合

で
も

、
こ

の
活

動
量

計
は

9
0

日
分

の
デ

ー
タ

を
記

憶
し

て
お

り
、
患

者
さ

ん
が

来
院

さ
れ

た
場

合
に

、
P

C
に

デ
ー

タ
送

信
す

る
こ

と
に

よ
り

、
家

で
の

運
動

量
を

確
認

で
き

る
も

の
で

あ
る

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

1
8

1
2

0
1
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
ベ

ッ
ド

か
ら

の
立

ち
上

が
り

屋
内

の
移

動
 屋

外
の

移
動

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

盲
導

犬
ロ

ボ
ッ

ト
そ

の
他

盲
導

犬
に

代
わ

る
も

の
と

し
て

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 聴

覚
障

害
者

 言
語

障
害

者
 盲

ろ
う

者
 高

齢
者

 児
童

就
労

・
就

学

盲
導

犬
を

連
れ

た
視

覚
障

害
者

の
痛

ま
し

い
事

故
が

相
次

い
で

い
ま

す
。

そ
し

て
ひ

ど
い

こ
と

に
ユ

ー
ザ

ー
に

よ
る

盲
導

犬
虐

待
が

動
画

で
流

れ
て

い
ま

す
盲

導
犬

な
ど

、
今

ま
で

美
談

の
も

と
の

よ
う

に
扱

わ
れ

て
き

ま
し

た
が

時
代

の
流

れ
の

中
で

仕
事

を
す

る
動

物
に

疑
問

が
も

た
れ

て
い

ま
す

。
特

に
盲

導
犬

で
す

そ
の

う
え

、
ま

す
ま

す
の

超
高

齢
化

や
道

路
事

情
に

と
も

な
い

、
こ

れ
か

ら
様

々
な

事
故

が
起

こ
る

こ
と

が
予

想
さ

れ
ま

す
。

視
覚

障
害

者
の

た
め

の
盲

導
犬

で
す

が
、
盲

導
犬

で
は

限
界

が
あ

り
　
今

、
代

替
え

手
段

が
も

と
め

ら
れ

て
い

ま
す

盲
導

犬
の

育
成

に
は

多
大

な
コ

ス
ト

を
有

し
、
飼

育
・
訓

練
に

莫
大

な
労

力
を

要
し

そ
こ

に
多

く
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

も
必

要
と

な
り

ま
す

。
使

用
者

に
と

っ
て

も
犬

の
世

話
（
食

事
、
排

せ
つ

、
手

入
 れ

、
健

康
管

理
）
に

は
体

力
的

、
費

用
も

か
な

り
の

負
担

が
あ

り
、
犬

の
寿

命
か

ら
長

く
て

も
8

年
で

引
退

の
時

期
が

来
ま

す
。

ま
た

、
住

環
境

、
ア

レ
ル

ギ
ー

、
高

齢
等

身
体

的
な

理
由

で
盲

導
犬

を
持

て
な

い
視

覚
障

害
者

が
圧

倒
的

に
多

く
、
盲

導
犬

は
ご

く
一

部
の

視
覚

障
害

者
し

か
使

う
こ

と
が

で
き

な
い

の
が

現
状

で
す

。
障

害
者

の
間

で
の

不
公

平
感

の
声

も
あ

り
ま

す
私

は
、
全

て
の

人
が

使
う

こ
と

の
で

き
る

、
盲

導
犬

に
代

わ
る

も
の

は
な

い
だ

ろ
う

か
と

考
え

て
き

ま
し

た
。
今

、
自

動
運

転
の

車
が

走
っ

て
い

ま
す

。
G

P
S

が
道

案
内

も
し

て
く

れ
ま

す
。
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
、
お

掃
除

ロ
ボ

ッ
ト

、
A

Iロ
ボ

ッ
ト

と
様

々
な

ロ
ボ

ッ
ト

が
身

近
な

も
の

と
な

っ
て

い
ま

す
。
　
盲

導
犬

は
時

代
遅

れ
な

の
で

は
？

と
い

う
思

い
に

な
り

ま
し

た
。

ロ
ボ

ッ
ト

な
ら

犬
の

よ
う

に
世

話
を

す
る

必
要

も
な

く
、
ア

レ
ル

ギ
ー

等
の

心
配

も
な

く
、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
を

行
え

ば
使

い
続

け
る

こ
と

が
で

き
、
今

後
は

保
険

も
提

供
さ

れ
安

全
性

 も
高

い
と

思
い

ま
す

。
国

で
予

算
を

組
み

企
業

と
と

も
に

早
期

実
現

を
願

い
ま

す
　
将

来
的

に
考

え
て

も
盲

導
犬

よ
り

す
べ

て
の

こ
と

に
お

い
て

ロ
ボ

ッ
ト

の
実

用
性

の
ほ

う
が

優
れ

て
い

る
と

思
い

ま
す

す
で

に
あ

る
企

業
で

は
盲

導
犬

ロ
ボ

ッ
ト

が
実

現
で

き
て

お
り

ま
す

　
試

験
的

に
病

院
な

ど
に

導
入

さ
れ

る
よ

う
で

す
国

で
、
ま

ず
は

盲
導

犬
ロ

ボ
ッ

ト
を

病
院

、
公

共
施

設
、
各

家
庭

へ
と

普
及

さ
せ

て
み

て
は

い
か

が
で

し
ょ

う
か

デ
パ

ー
ト

や
受

付
な

ど
様

々
な

と
こ

ろ
で

　
ロ

ボ
ッ

ト
の

ペ
ッ

パ
ー

く
ん

を
み

か
け

ま
す

　
ロ

ボ
ッ

ト
と

人
間

の
共

存
が

当
た

り
前

の
世

の
中

で
す

あ
と

は
人

間
で

す
　
ニ

ュ
ー

ス
Z

E
R

O
の

番
組

で
同

行
援

護
（
視

覚
障

碍
者

ガ
イ

ド
ヘ

ル
パ

ー
）
の

制
度

が
市

区
町

村
で

あ
り

ま
す

が
　
視

覚
障

碍
者

へ
の

認
知

度
が

行
き

渡
っ

て
い

な
い

よ
う

で
す

　
そ

の
制

度
を

も
っ

と
広

め
ガ

イ
ド

ヘ
ル

パ
ー

の
養

成
、
使

用
を

推
進

す
る

べ
き

と
思

い
ま

す
ど

う
か

犬
で

は
な

く
　
代

わ
る

も
の

と
し

て
人

間
の

ガ
イ

ド
ヘ

ル
パ

ー
を

増
や

し
障

碍
者

と
の

橋
渡

し
と

な
る

機
関

を
沢

山
増

や
し

て
ほ

し
い

と
切

に
願

い
ま

す
。

選
択

肢
が

増
え

る
こ

と
に

も
な

り
　
そ

れ
ぞ

れ
に

あ
っ

た
使

い
方

　
使

い
分

け
が

で
き

ま
す

障
害

者
の

助
け

に
な

り
た

い
と

い
う

、
思

い
や

り
の

心
が

技
術

開
発

に
結

実
し

、
日

本
を

は
じ

め
世

界
中

の
道

路
や

駅
の

ホ
ー

ム
で

盲
導

犬
ロ

ボ
ッ

ト
を

見
ら

れ
る

こ
と

が
目

前
に

き
て

い
る

と
感

じ
ま

す
。

2
0

2
0

年
　
東

京
五

輪
・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

競
技

大
会

に
盲

導
犬

ロ
ボ

ッ
ト

、
ガ

イ
ド

ヘ
ル

パ
ー

と
共

に
観

戦
し

て
い

る
視

覚
障

 碍
者

の
姿

を
待

ち
望

ん
で

い
ま

す
。

　 ぜ
ひ

国
で

推
進

、
検

討
し

て
い

た
だ

き
た

く
お

願
い

申
し

上
げ

る
次

第
で

す
。

大
変

お
忙

し
い

所
　
読

ん
で

い
た

だ
き

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

1
8

2
2

0
1
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
ベ

ッ
ド

か
ら

の
立

ち
上

が
り

そ
の

他
(場

面
)

排
泄

関
連

用
具

 そ
の

他
(福

祉
用

具
)

医
療

専
門

職
ラ

バ
ー

シ
ー

ツ
高

齢
者

ラ
バ

ー
シ

ー
ツ

を
使

用
し

て
い

る
方

で
、
ベ

ッ
ド

か
ら

自
身

で
起

き
上

が
る

際
に

、
ベ

ッ
ド

か
ら

滑
り

落
ち

る
方

が
時

々
い

ま
す

。
パ

イ
ル

生
地

な
ど

の
も

の
を

使
用

す
る

と
、
滑

り
に

く
く

な
り

ま
す

が
、
介

助
者

が
姿

勢
を

整
え

る
際

に
滑

り
に

く
い

が
た

め
に

シ
ー

ツ
が

皺
に

な
り

や
り

に
く

い
と

の
声

が
あ

り
ま

す
。
ベ

ッ
ド

の
端

に
な

る
部

分
は

滑
り

に
く

く
、
中

心
部

は
通

常
の

ラ
バ

ー
シ

ー
ツ

が
あ

れ
ば

い
い

の
で

す
が

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

1
8

1
2

0
1
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
ベ

ッ
ド

か
ら

の
立

ち
上

が
り

屋
内

の
移

動
 屋

外
の

移
動

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

盲
導

犬
ロ

ボ
ッ

ト
そ

の
他

盲
導

犬
に

代
わ

る
も

の
と

し
て

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 聴

覚
障

害
者

 言
語

障
害

者
 盲

ろ
う

者
 高

齢
者

 児
童

就
労

・
就

学

盲
導

犬
を

連
れ

た
視

覚
障

害
者

の
痛

ま
し

い
事

故
が

相
次

い
で

い
ま

す
。

そ
し

て
ひ

ど
い

こ
と

に
ユ

ー
ザ

ー
に

よ
る

盲
導

犬
虐

待
が

動
画

で
流

れ
て

い
ま

す
盲

導
犬

な
ど

、
今

ま
で

美
談

の
も

と
の

よ
う

に
扱

わ
れ

て
き

ま
し

た
が

時
代

の
流

れ
の

中
で

仕
事

を
す

る
動

物
に

疑
問

が
も

た
れ

て
い

ま
す

。
特

に
盲

導
犬

で
す

そ
の

う
え

、
ま

す
ま

す
の

超
高

齢
化

や
道

路
事

情
に

と
も

な
い

、
こ

れ
か

ら
様

々
な

事
故

が
起

こ
る

こ
と

が
予

想
さ

れ
ま

す
。

視
覚

障
害

者
の

た
め

の
盲

導
犬

で
す

が
、
盲

導
犬

で
は

限
界

が
あ

り
　
今

、
代

替
え

手
段

が
も

と
め

ら
れ

て
い

ま
す

盲
導

犬
の

育
成

に
は

多
大

な
コ

ス
ト

を
有

し
、
飼

育
・
訓

練
に

莫
大

な
労

力
を

要
し

そ
こ

に
多

く
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

も
必

要
と

な
り

ま
す

。
使

用
者

に
と

っ
て

も
犬

の
世

話
（
食

事
、
排

せ
つ

、
手

入
 れ

、
健

康
管

理
）
に

は
体

力
的

、
費

用
も

か
な

り
の

負
担

が
あ

り
、
犬

の
寿

命
か

ら
長

く
て

も
8

年
で

引
退

の
時

期
が

来
ま

す
。

ま
た

、
住

環
境

、
ア

レ
ル

ギ
ー

、
高

齢
等

身
体

的
な

理
由

で
盲

導
犬

を
持

て
な

い
視

覚
障

害
者

が
圧

倒
的

に
多

く
、
盲

導
犬

は
ご

く
一

部
の

視
覚

障
害

者
し

か
使

う
こ

と
が

で
き

な
い

の
が

現
状

で
す

。
障

害
者

の
間

で
の

不
公

平
感

の
声

も
あ

り
ま

す
私

は
、
全

て
の

人
が

使
う

こ
と

の
で

き
る

、
盲

導
犬

に
代

わ
る

も
の

は
な

い
だ

ろ
う

か
と

考
え

て
き

ま
し

た
。
今

、
自

動
運

転
の

車
が

走
っ

て
い

ま
す

。
G

P
S

が
道

案
内

も
し

て
く

れ
ま

す
。
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
、
お

掃
除

ロ
ボ

ッ
ト

、
A

Iロ
ボ

ッ
ト

と
様

々
な

ロ
ボ

ッ
ト

が
身

近
な

も
の

と
な

っ
て

い
ま

す
。
　
盲

導
犬

は
時

代
遅

れ
な

の
で

は
？

と
い

う
思

い
に

な
り

ま
し

た
。

ロ
ボ

ッ
ト

な
ら

犬
の

よ
う

に
世

話
を

す
る

必
要

も
な

く
、
ア

レ
ル

ギ
ー

等
の

心
配

も
な

く
、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
を

行
え

ば
使

い
続

け
る

こ
と

が
で

き
、
今

後
は

保
険

も
提

供
さ

れ
安

全
性

 も
高

い
と

思
い

ま
す

。
国

で
予

算
を

組
み

企
業

と
と

も
に

早
期

実
現

を
願

い
ま

す
　
将

来
的

に
考

え
て

も
盲

導
犬

よ
り

す
べ

て
の

こ
と

に
お

い
て

ロ
ボ

ッ
ト

の
実

用
性

の
ほ

う
が

優
れ

て
い

る
と

思
い

ま
す

す
で

に
あ

る
企

業
で

は
盲

導
犬

ロ
ボ

ッ
ト

が
実

現
で

き
て

お
り

ま
す

　
試

験
的

に
病

院
な

ど
に

導
入

さ
れ

る
よ

う
で

す
国

で
、
ま

ず
は

盲
導

犬
ロ

ボ
ッ

ト
を

病
院

、
公

共
施

設
、
各

家
庭

へ
と

普
及

さ
せ

て
み

て
は

い
か

が
で

し
ょ

う
か

デ
パ

ー
ト

や
受

付
な

ど
様

々
な

と
こ

ろ
で

　
ロ

ボ
ッ

ト
の

ペ
ッ

パ
ー

く
ん

を
み

か
け

ま
す

　
ロ

ボ
ッ

ト
と

人
間

の
共

存
が

当
た

り
前

の
世

の
中

で
す

あ
と

は
人

間
で

す
　
ニ

ュ
ー

ス
Z

E
R

O
の

番
組

で
同

行
援

護
（
視

覚
障

碍
者

ガ
イ

ド
ヘ

ル
パ

ー
）
の

制
度

が
市

区
町

村
で

あ
り

ま
す

が
　
視

覚
障

碍
者

へ
の

認
知

度
が

行
き

渡
っ

て
い

な
い

よ
う

で
す

　
そ

の
制

度
を

も
っ

と
広

め
ガ

イ
ド

ヘ
ル

パ
ー

の
養

成
、
使

用
を

推
進

す
る

べ
き

と
思

い
ま

す
ど

う
か

犬
で

は
な

く
　
代

わ
る

も
の

と
し

て
人

間
の

ガ
イ

ド
ヘ

ル
パ

ー
を

増
や

し
障

碍
者

と
の

橋
渡

し
と

な
る

機
関

を
沢

山
増

や
し

て
ほ

し
い

と
切

に
願

い
ま

す
。

選
択

肢
が

増
え

る
こ

と
に

も
な

り
　
そ

れ
ぞ

れ
に

あ
っ

た
使

い
方

　
使

い
分

け
が

で
き

ま
す

障
害

者
の

助
け

に
な

り
た

い
と

い
う

、
思

い
や

り
の

心
が

技
術

開
発

に
結

実
し

、
日

本
を

は
じ

め
世

界
中

の
道

路
や

駅
の

ホ
ー

ム
で

盲
導

犬
ロ

ボ
ッ

ト
を

見
ら

れ
る

こ
と

が
目

前
に

き
て

い
る

と
感

じ
ま

す
。

2
0

2
0

年
　
東

京
五

輪
・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

競
技

大
会

に
盲

導
犬

ロ
ボ

ッ
ト

、
ガ

イ
ド

ヘ
ル

パ
ー

と
共

に
観

戦
し

て
い

る
視

覚
障

 碍
者

の
姿

を
待

ち
望

ん
で

い
ま

す
。

　 ぜ
ひ

国
で

推
進

、
検

討
し

て
い

た
だ

き
た

く
お

願
い

申
し

上
げ

る
次

第
で

す
。

大
変

お
忙

し
い

所
　
読

ん
で

い
た

だ
き

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

1
8

2
2

0
1
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
ベ

ッ
ド

か
ら

の
立

ち
上

が
り

そ
の

他
(場

面
)

排
泄

関
連

用
具

 そ
の

他
(福

祉
用

具
)

医
療

専
門

職
ラ

バ
ー

シ
ー

ツ
高

齢
者

ラ
バ

ー
シ

ー
ツ

を
使

用
し

て
い

る
方

で
、
ベ

ッ
ド

か
ら

自
身

で
起

き
上

が
る

際
に

、
ベ

ッ
ド

か
ら

滑
り

落
ち

る
方

が
時

々
い

ま
す

。
パ

イ
ル

生
地

な
ど

の
も

の
を

使
用

す
る

と
、
滑

り
に

く
く

な
り

ま
す

が
、
介

助
者

が
姿

勢
を

整
え

る
際

に
滑

り
に

く
い

が
た

め
に

シ
ー

ツ
が

皺
に

な
り

や
り

に
く

い
と

の
声

が
あ

り
ま

す
。
ベ

ッ
ド

の
端

に
な

る
部

分
は

滑
り

に
く

く
、
中

心
部

は
通

常
の

ラ
バ

ー
シ

ー
ツ

が
あ

れ
ば

い
い

の
で

す
が

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

1
8

3
2

0
1
7

新
製

品
・
技

術
食

べ
る

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

摂
食

専
用

椅
子

個
人

椅
子

に
座

っ
て

ジ
フ

ン
の

口
で

食
事

の
で

き
る

方
の

た
め

の
誤

嚥
を

起
こ

し
難

く
楽

な
嚥

下
で

の
食

事
を

可
能

に
し

た
ダ

イ
ニ

ン
グ

椅
子

に
つ

い
て

高
齢

者
人

生
を

誤
嚥

で
終

え
る

高
齢

者
は

年
々

増
え

続
け

て
お

り
、
誤

嚥
が

絡
む

飲
食

介
護

は
、
介

護
専

門
職

の
高

離
職

率
、
施

設
や

家
庭

で
の

高
齢

者
へ

の
暴

力
や

虐
待

の
動

因
と

な
っ

て
い

ま
す

。
こ

の
誤

嚥
、
「
注

意
力

が
途

絶
え

た
一

瞬
、
食

事
を

見
守

る
人

の
目

を
離

し
た

一
瞬

」
に

起
こ

り
や

す
く

、
そ

の
瞬

間
は

決
ま

っ
て

摂
食

姿
勢

が
崩

れ
た

一
瞬

に
起

こ
っ

て
い

ま
す

。

高
齢

者
の

高
い

Q
O

L
の

維
持

、
健

康
寿

命
の

延
伸

そ
し

て
一

億
総

活
躍

社
会

の
創

生
、
こ

れ
ら

の
標

語
を

確
実

そ
し

て
着

実
に

実
現

さ
せ

る
に

は
、
生

命
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
源

で
あ

る
日

々
の

食
事

が
飲

み
込

み
辛

か
っ

た
り

、
頻

繁
に

誤
嚥

を
起

こ
し

て
い

て
は

到
底

叶
え

ら
れ

ま
せ

ん
。
日

々
の

安
全

快
適

な
食

事
か

ら
健

康
や

命
を

し
っ

か
り

支
え

育
む

こ
と

で
の

高
齢

化
策

が
根

本
か

ら
着

実
に

功
を

奏
し

始
め

る
こ

と
で

は
じ

め
て

少
子

化
対

策
に

本
腰

を
据

え
て

着
手

で
き

る
と

言
え

ま
す

。

解
剖

生
理

学
教

科
書

や
介

護
マ

ニ
ュ

ア
ル

テ
キ

ス
ト

に
書

か
れ

て
い

る
誤

嚥
し

難
く

そ
し

て
楽

に
飲

み
込

め
る

頸
部

前
屈

位
[
自

然
な

前
か

が
み

の
姿

勢
]
の

摂
食

姿
勢

の
維

持
機

能
を

持
た

せ
た

世
界

初
と

な
る

ダ
イ

ニ
ン

グ
椅

子
は

、
県

の
研

究
支

援
で

福
岡

の
国

際
医

療
福

祉
大

学
の

５
名

の
教

授
に

よ
る

検
証

試
験

を
受

け
、
そ

の
機

能
効

果
が

確
認

[
第

1
7

回
日

本
言

語
聴

覚
学

会
で

報
告

]
さ

れ
て

お
り

ま
す

。

高
齢

者
の

誤
嚥

回
避

や
円

滑
な

嚥
下

に
寄

与
し

、
家

庭
や

施
設

で
食

介
護

さ
れ

て
い

る
方

達
の

誤
嚥

を
防

ぐ
た

め
の

「
目

や
手

」
の

代
わ

り
と

な
っ

て
「
一

瞬
た

り
と

も
目

や
手

を
離

す
こ

と
な

く
働

い
て

」
寄

与
し

て
く

れ
る

画
期

的
な

機
能

を
持

つ
ア

イ
テ

ム
が

介
護

専
門

誌
に

紹
介

さ
れ

又
本

年
１
０

月
か

ら
大

丸
百

貨
店

で
販

売
さ

れ
て

い
ま

す
。

高
齢

者
に

と
っ

て
摂

食
嚥

下
専

門
医

提
唱

の
頸

部
前

屈
位

姿
勢

を
保

っ
て

の
食

事
が

誤
嚥

を
起

こ
し

難
く

嚥
下

の
楽

な
食

事
の

た
め

に
い

か
に

大
切

で
あ

る
か

、
そ

れ
を

改
め

て
科

学
的

に
証

明
し

て
く

れ
た

ダ
イ

ニ
ン

グ
椅

子
。
　
こ

の
椅

子
を

急
増

し
続

け
る

高
齢

者
の

誤
嚥

の
軽

減
、
抑

制
に

貢
献

す
る

実
効

性
あ

る
ア

イ
テ

ム
と

し
て

在
宅

家
庭

、
施

設
等

の
一

人
で

も
多

く
の

高
齢

者
に

利
用

、
活

用
の

道
を

大
き

く
開

い
て

頂
き

た
く

、
宜

し
く

ご
指

導
、
ご

助
言

頂
き

た
く

存
じ

ま
す

。
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2

0
1
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

車
い

す
利

用
者

手
動

車
い

す
用

傘
肢

体
不

自
由

者
就

労
・
就

学
風

の
強

い
日

は
不

可
で

す
が

霧
雨

や
風

の
な

い
雨

の
日

な
ど

で
は

簡
易

傘
（
カ

ッ
パ

や
ポ

ン
チ

ョ
の

よ
う

）
な

固
形

系
が

必
要

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
？

非
常

に
必

要
性

を
感

じ
て

お
り

ま
す

。
天

候
が

悪
い

か
ら

と
か

車
椅

子
だ

か
ら

と
い

う
事

で
し

ょ
う

が
な

い
と

思
わ

れ
る

こ
と

に
矛

盾
を

感
じ

て
い

ま
す

。
現

状
そ

う
す

る
し

か
な

く
、
そ

う
配

慮
し

て
も

ら
う

の
は

非
常

に
助

か
り

ま
す

。
が

実
際

に
社

会
人

と
し

て
外

せ
な

い
会

議
な

ど
あ

り
ま

す
。
そ

れ
を

そ
の

よ
う

な
こ

と
で

理
由

で
と

い
う

の
に

矛
盾

を
感

じ
て

い
る

わ
け

で
す

。
実

際
に

利
用

し
て

い
る

側
か

ら
で

は
な

い
と

わ
か

ら
な

い
部

分
あ

る
と

思
い

ま
す

。
そ

こ
を

形
に

し
ま

し
ょ

う
。

1
8

5
2

0
1
7

新
製

品
・
技

術
排

泄
排

泄
関

連
用

具
開

発
メ

ー
カ

ー
装

着
式

集
尿

器
ダ

ン
デ

ィ
ユ

リ
ナ

ー
発

売
の

お
知

ら
せ

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 聴

覚
障

害
者

 高
齢

者
 介

助
者

昭
和

2
4

年
創

業
、
介

護
機

器
メ

ー
カ

ー
の

朝
日

産
業

株
式

会
社

（
本

社
：
名

古
屋

市
熱

田
区

、
社

長
：
辻

本
正

人
）
は

、
肌

へ
の

負
担

を
極

力
お

さ
え

た
、
装

着
式

の
臥

位
用

集
尿

器
「
ダ

ン
デ

ィ
ユ

リ
ナ

ー
」
を

開
発

し
全

国
で

発
売

を
開

始
し

ま
し

た
。

［
 1

 ］
開

発
経

緯
、
製

品
コ

ン
セ

プ
ト

・
概

要
実

際
に

尿
も

れ
症

状
で

困
り

、
様

々
な

市
販

品
を

試
す

も
の

の
体

に
あ

わ
な

い
、
と

悩
ん

だ
方

が
自

ら
発

案
し

た
試

作
品

を
元

に
、
開

発
に

取
り

組
む

こ
と

を
決

め
た

。
そ

こ
で

、
名

古
屋

市
と

(公
財

)名
古

屋
産

業
振

興
公

社
が

主
催

す
る

医
療

介
護

も
の

づ
く

り
研

究
会

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

利
用

し
病

院
・
介

護
施

設
で

の
試

作
品

の
評

価
、
ア

ド
バ

イ
ス

、
モ

ニ
タ

ー
調

査
を

行
な

い
な

が
ら

製
品

化
を

実
現

し
た

装
着

式
集

尿
器

で
す

。

［
 2

 ］
製

品
特

長
最

大
の

特
長

は
、
業

界
初

と
な

る
医

療
グ

レ
ー

ド
の

シ
リ

コ
ン

製
の

受
尿

器
で

す
。
そ

れ
に

よ
り

現
商

品
で

は
実

現
で

き
な

か
っ

た
装

着
時

の
肌

へ
の

負
担

を
極

力
低

減
す

る
こ

と
に

成
功

し
ま

し
た

。
ま

た
同

受
尿

器
に

は
、
２

段
階

の
逆

流
防

止
機

構
が

あ
り

漏
れ

に
く

い
構

造
と

な
っ

て
い

ま
す

。
(特

許
申

請
済

)付
属

の
専

用
ガ

ー
タ

ー
で

、
し

っ
か

り
固

定
し

、
介

助
者

(ご
家

族
)共

に
朝

ま
で

ト
イ

レ
を

気
に

せ
ず

ぐ
っ

す
り

眠
る

こ
と

が
可

能
と

な
り

ま
す

。

［
 3

 ］
続

々
と

寄
せ

ら
れ

る
モ

ニ
タ

ー
様

の
う

れ
し

い
声

々
・
・
・

●
夜

間
、
ト

イ
レ

へ
行

く
途

中
の

転
倒

が
不

安
だ

っ
た

が
、
こ

れ
な

ら
安

心
だ

(6
0

代
)

●
か

ゆ
み

の
不

快
感

に
耐

え
な

が
ら

、
お

む
つ

を
付

け
て

寝
て

い
た

が
、
こ

れ
で

解
消

し
た

 (
8

0
代

)
●

い
つ

も
家

内
を

呼
ん

で
い

た
の

で
、
気

を
使

っ
て

い
た

が
、
こ

れ
な

ら
お

互
い

よ
く

寝
れ

る
 (

7
0

代
)

●
誰

も
呼

ば
ず

に
自

分
の

タ
イ

ミ
ン

グ
で

排
尿

で
気

持
ち

よ
く

排
尿

で
き

る
の

で
便

利
だ

(6
0

代
)

●
お

む
つ

交
換

で
迷

惑
を

か
け

て
い

た
し

、
プ

ラ
イ

ド
が

許
さ

な
か

っ
た

が
解

消
で

き
た

 (
7

0
代

)な
ど

・
・
・

1
8

6
2

0
1
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
排

泄
 日

常
的

な
衛

生
 風

呂
や

シ
ャ

ワ
ー

 調
理

排
泄

関
連

用
具

福
祉

専
門

職
寝

た
き

り
の

人
用

ﾄ
ｲ
ﾚ
ｯ

ﾄ
ﾍ
ﾟ
ｰ
ﾊ
ﾟ

高
齢

者
ﾃ
ｨ
ｼ
ｭ
ﾍ
ﾟ
ｰ
ﾊ
ﾟ
ﾀ
ｲ
ﾌ
ﾟ
で

 、
1
毎

づ
つ

取
り

だ
し

や
す

い
物

が
ほ

し
い

。
お

尻
を

拭
い

た
後

、
そ

の
ま

ま
ま

と
め

て
ﾄ
ｲ
ﾚ
に

流
せ

る
。
ﾍ
ﾞ
ｯ
ﾄ
で

の
介

助
だ

と
ﾛ
ｰ
ﾙ
ﾀ
ｲ
ﾌ
ﾟ
は

と
て

も
不

便
。

1
8

7
2

0
1
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

ロ
ボ

ッ
ト

誘
導

ロ
ボ

ッ
ト

視
覚

障
害

者
安

全
な

移
動

を
保

証
し

て
く

れ
る

誘
導

ロ
ボ

ッ
ト

が
欲

し
い

。

1
8

8
2

0
1
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

自
動

車
視

覚
障

害
者

用
自

動
運

転
車

視
覚

障
害

者
視

覚
障

害
者

で
も

使
い

こ
な

せ
る

自
動

運
転

車
が

あ
る

と
便

利
。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

1
8

3
2

0
1
7

新
製

品
・
技

術
食

べ
る

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

摂
食

専
用

椅
子

個
人

椅
子

に
座

っ
て

ジ
フ

ン
の

口
で

食
事

の
で

き
る

方
の

た
め

の
誤

嚥
を

起
こ

し
難

く
楽

な
嚥

下
で

の
食

事
を

可
能

に
し

た
ダ

イ
ニ

ン
グ

椅
子

に
つ

い
て

高
齢

者
人

生
を

誤
嚥

で
終

え
る

高
齢

者
は

年
々

増
え

続
け

て
お

り
、
誤

嚥
が

絡
む

飲
食

介
護

は
、
介

護
専

門
職

の
高

離
職

率
、
施

設
や

家
庭

で
の

高
齢

者
へ

の
暴

力
や

虐
待

の
動

因
と

な
っ

て
い

ま
す

。
こ

の
誤

嚥
、
「
注

意
力

が
途

絶
え

た
一

瞬
、
食

事
を

見
守

る
人

の
目

を
離

し
た

一
瞬

」
に

起
こ

り
や

す
く

、
そ

の
瞬

間
は

決
ま

っ
て

摂
食

姿
勢

が
崩

れ
た

一
瞬

に
起

こ
っ

て
い

ま
す

。

高
齢

者
の

高
い

Q
O

L
の

維
持

、
健

康
寿

命
の

延
伸

そ
し

て
一

億
総

活
躍

社
会

の
創

生
、
こ

れ
ら

の
標

語
を

確
実

そ
し

て
着

実
に

実
現

さ
せ

る
に

は
、
生

命
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
源

で
あ

る
日

々
の

食
事

が
飲

み
込

み
辛

か
っ

た
り

、
頻

繁
に

誤
嚥

を
起

こ
し

て
い

て
は

到
底

叶
え

ら
れ

ま
せ

ん
。
日

々
の

安
全

快
適

な
食

事
か

ら
健

康
や

命
を

し
っ

か
り

支
え

育
む

こ
と

で
の

高
齢

化
策

が
根

本
か

ら
着

実
に

功
を

奏
し

始
め

る
こ

と
で

は
じ

め
て

少
子

化
対

策
に

本
腰

を
据

え
て

着
手

で
き

る
と

言
え

ま
す

。

解
剖

生
理

学
教

科
書

や
介

護
マ

ニ
ュ

ア
ル

テ
キ

ス
ト

に
書

か
れ

て
い

る
誤

嚥
し

難
く

そ
し

て
楽

に
飲

み
込

め
る

頸
部

前
屈

位
[
自

然
な

前
か

が
み

の
姿

勢
]
の

摂
食

姿
勢

の
維

持
機

能
を

持
た

せ
た

世
界

初
と

な
る

ダ
イ

ニ
ン

グ
椅

子
は

、
県

の
研

究
支

援
で

福
岡

の
国

際
医

療
福

祉
大

学
の

５
名

の
教

授
に

よ
る

検
証

試
験

を
受

け
、
そ

の
機

能
効

果
が

確
認

[
第

1
7

回
日

本
言

語
聴

覚
学

会
で

報
告

]
さ

れ
て

お
り

ま
す

。

高
齢

者
の

誤
嚥

回
避

や
円

滑
な

嚥
下

に
寄

与
し

、
家

庭
や

施
設

で
食

介
護

さ
れ

て
い

る
方

達
の

誤
嚥

を
防

ぐ
た

め
の

「
目

や
手

」
の

代
わ

り
と

な
っ

て
「
一

瞬
た

り
と

も
目

や
手

を
離

す
こ

と
な

く
働

い
て

」
寄

与
し

て
く

れ
る

画
期

的
な

機
能

を
持

つ
ア

イ
テ

ム
が

介
護

専
門

誌
に

紹
介

さ
れ

又
本

年
１
０

月
か

ら
大

丸
百

貨
店

で
販

売
さ

れ
て

い
ま

す
。

高
齢

者
に

と
っ

て
摂

食
嚥

下
専

門
医

提
唱

の
頸

部
前

屈
位

姿
勢

を
保

っ
て

の
食

事
が

誤
嚥

を
起

こ
し

難
く

嚥
下

の
楽

な
食

事
の

た
め

に
い

か
に

大
切

で
あ

る
か

、
そ

れ
を

改
め

て
科

学
的

に
証

明
し

て
く

れ
た

ダ
イ

ニ
ン

グ
椅

子
。
　
こ

の
椅

子
を

急
増

し
続

け
る

高
齢

者
の

誤
嚥

の
軽

減
、
抑

制
に

貢
献

す
る

実
効

性
あ

る
ア

イ
テ

ム
と

し
て

在
宅

家
庭

、
施

設
等

の
一

人
で

も
多

く
の

高
齢

者
に

利
用

、
活

用
の

道
を

大
き

く
開

い
て

頂
き

た
く

、
宜

し
く

ご
指

導
、
ご

助
言

頂
き

た
く

存
じ

ま
す

。
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グ

椅
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細
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/
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a
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u
k
e

n
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o
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1
8

4
2

0
1
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

車
い

す
利

用
者

手
動

車
い

す
用

傘
肢

体
不

自
由

者
就

労
・
就

学
風

の
強

い
日

は
不

可
で

す
が

霧
雨

や
風

の
な

い
雨

の
日

な
ど

で
は

簡
易

傘
（
カ

ッ
パ

や
ポ

ン
チ

ョ
の

よ
う

）
な

固
形

系
が

必
要

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
？

非
常

に
必

要
性

を
感

じ
て

お
り

ま
す

。
天

候
が

悪
い

か
ら

と
か

車
椅

子
だ

か
ら

と
い

う
事

で
し

ょ
う

が
な

い
と

思
わ

れ
る

こ
と

に
矛

盾
を

感
じ

て
い

ま
す

。
現

状
そ

う
す

る
し

か
な

く
、
そ

う
配

慮
し

て
も

ら
う

の
は

非
常

に
助

か
り

ま
す

。
が

実
際

に
社

会
人

と
し

て
外

せ
な

い
会

議
な

ど
あ

り
ま

す
。
そ

れ
を

そ
の

よ
う

な
こ

と
で

理
由

で
と

い
う

の
に

矛
盾

を
感

じ
て

い
る

わ
け

で
す

。
実

際
に

利
用

し
て

い
る

側
か

ら
で

は
な

い
と

わ
か

ら
な

い
部

分
あ

る
と

思
い

ま
す

。
そ

こ
を

形
に

し
ま

し
ょ

う
。

1
8

5
2

0
1
7

新
製

品
・
技

術
排

泄
排

泄
関

連
用

具
開

発
メ

ー
カ

ー
装

着
式

集
尿

器
ダ

ン
デ

ィ
ユ

リ
ナ

ー
発

売
の

お
知

ら
せ

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 聴

覚
障

害
者

 高
齢

者
 介

助
者

昭
和

2
4

年
創

業
、
介

護
機

器
メ

ー
カ

ー
の

朝
日

産
業

株
式

会
社

（
本

社
：
名

古
屋

市
熱

田
区

、
社

長
：
辻

本
正

人
）
は

、
肌

へ
の

負
担

を
極

力
お

さ
え

た
、
装

着
式

の
臥

位
用

集
尿

器
「
ダ

ン
デ

ィ
ユ

リ
ナ

ー
」
を

開
発

し
全

国
で

発
売

を
開

始
し

ま
し

た
。

［
 1

 ］
開

発
経

緯
、
製

品
コ

ン
セ

プ
ト

・
概

要
実

際
に

尿
も

れ
症

状
で

困
り

、
様

々
な

市
販

品
を

試
す

も
の

の
体

に
あ

わ
な

い
、
と

悩
ん

だ
方

が
自

ら
発

案
し

た
試

作
品

を
元

に
、
開

発
に

取
り

組
む

こ
と

を
決

め
た

。
そ

こ
で

、
名

古
屋

市
と

(公
財

)名
古

屋
産

業
振

興
公

社
が

主
催

す
る

医
療

介
護

も
の

づ
く

り
研

究
会

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

利
用

し
病

院
・
介

護
施

設
で

の
試

作
品

の
評

価
、
ア

ド
バ

イ
ス

、
モ

ニ
タ

ー
調

査
を

行
な

い
な

が
ら

製
品

化
を

実
現

し
た

装
着

式
集

尿
器

で
す

。

［
 2

 ］
製

品
特

長
最

大
の

特
長

は
、
業

界
初

と
な

る
医

療
グ

レ
ー

ド
の

シ
リ

コ
ン

製
の

受
尿

器
で

す
。
そ

れ
に

よ
り

現
商

品
で

は
実

現
で

き
な

か
っ

た
装

着
時

の
肌

へ
の

負
担

を
極

力
低

減
す

る
こ

と
に

成
功

し
ま

し
た

。
ま

た
同

受
尿

器
に

は
、
２

段
階

の
逆

流
防

止
機

構
が

あ
り

漏
れ

に
く

い
構

造
と

な
っ

て
い

ま
す

。
(特

許
申

請
済

)付
属

の
専

用
ガ

ー
タ

ー
で

、
し

っ
か

り
固

定
し

、
介

助
者

(ご
家

族
)共

に
朝

ま
で

ト
イ

レ
を

気
に

せ
ず

ぐ
っ

す
り

眠
る

こ
と

が
可

能
と

な
り

ま
す

。

［
 3

 ］
続

々
と

寄
せ

ら
れ

る
モ

ニ
タ

ー
様

の
う

れ
し

い
声

々
・
・
・

●
夜

間
、
ト

イ
レ

へ
行

く
途

中
の

転
倒

が
不

安
だ

っ
た

が
、
こ

れ
な

ら
安

心
だ

(6
0

代
)

●
か

ゆ
み

の
不

快
感

に
耐

え
な

が
ら

、
お

む
つ

を
付

け
て

寝
て

い
た

が
、
こ

れ
で

解
消

し
た

 (
8

0
代

)
●

い
つ

も
家

内
を

呼
ん

で
い

た
の

で
、
気

を
使

っ
て

い
た

が
、
こ

れ
な

ら
お

互
い

よ
く

寝
れ

る
 (

7
0

代
)

●
誰

も
呼

ば
ず

に
自

分
の

タ
イ

ミ
ン

グ
で

排
尿

で
気

持
ち

よ
く

排
尿

で
き

る
の

で
便

利
だ

(6
0

代
)

●
お

む
つ

交
換

で
迷

惑
を

か
け

て
い

た
し

、
プ

ラ
イ

ド
が

許
さ

な
か

っ
た

が
解

消
で

き
た

 (
7

0
代

)な
ど

・
・
・

1
8

6
2

0
1
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
排

泄
 日

常
的

な
衛

生
 風

呂
や

シ
ャ

ワ
ー

 調
理

排
泄

関
連

用
具

福
祉

専
門

職
寝

た
き

り
の

人
用

ﾄ
ｲ
ﾚ
ｯ

ﾄ
ﾍ
ﾟ
ｰ
ﾊ
ﾟ

高
齢

者
ﾃ
ｨ
ｼ
ｭ
ﾍ
ﾟ
ｰ
ﾊ
ﾟ
ﾀ
ｲ
ﾌ
ﾟ
で

 、
1
毎

づ
つ

取
り

だ
し

や
す

い
物

が
ほ

し
い

。
お

尻
を

拭
い

た
後

、
そ

の
ま

ま
ま

と
め

て
ﾄ
ｲ
ﾚ
に

流
せ

る
。
ﾍ
ﾞ
ｯ
ﾄ
で

の
介

助
だ

と
ﾛ
ｰ
ﾙ
ﾀ
ｲ
ﾌ
ﾟ
は

と
て

も
不

便
。

1
8

7
2

0
1
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

ロ
ボ

ッ
ト

誘
導

ロ
ボ

ッ
ト

視
覚

障
害

者
安

全
な

移
動

を
保

証
し

て
く

れ
る

誘
導

ロ
ボ

ッ
ト

が
欲

し
い

。

1
8

8
2

0
1
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

自
動

車
視

覚
障

害
者

用
自

動
運

転
車

視
覚

障
害

者
視

覚
障

害
者

で
も

使
い

こ
な

せ
る

自
動

運
転

車
が

あ
る

と
便

利
。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

1
8

9
2

0
1
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

ア
プ

リ
画

像
情

報
を

テ
キ

ス
ト

や
ワ

ー
ド

に
変

換
す

る
ア

プ
リ

視
覚

障
害

者
画

像
処

理
さ

れ
て

し
ま

っ
た

デ
ー

タ
は

ス
ク

リ
ー

ン
リ

ー
ダ

ー
で

は
読

み
込

め
な

い
た

め
、
文

字
の

部
分

だ
け

で
も

テ
キ

ス
ト

や
ワ

ー
ド

に
変

換
し

て
く

れ
る

ア
プ

リ
が

欲
し

い
。

1
9

0
2

0
1
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)情
報

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

自
動

車
緊

急
車

両
を

知
ら

せ
る

装
置

聴
覚

障
害

者
運

転
中

に
緊

急
車

両
が

接
近

し
た

こ
と

が
分

か
る

機
器

が
あ

る
と

便
利

。

1
9

1
2

0
1
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

ア
プ

リ
音

声
を

表
示

す
る

ス
マ

ホ
ア

プ
リ

聴
覚

障
害

者
電

話
等

の
音

声
を

認
識

し
、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

等
で

表
示

で
き

る
ア

プ
リ

が
欲

し
い

。

1
9

2
2

0
1
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

環
境

装
置

駅
内

放
送

を
知

ら
せ

る
電

光
掲

示
板

聴
覚

障
害

者
駅

の
ホ

ー
ム

で
の

放
送

な
ど

、
音

声
認

識
シ

ス
テ

ム
を

用
い

て
電

光
掲

示
板

な
ど

に
表

示
で

き
る

環
境

を
整

え
て

欲
し

い
。

1
9

3
2

0
1
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

電
話

文
字

信
号

を
送

信
で

き
る

機
器

聴
覚

障
害

者
か

つ
て

の
ポ

ケ
ベ

ル
の

よ
う

に
プ

ッ
シ

ュ
ホ

ン
の

ピ
ポ

パ
音

を
使

う
こ

と
で

、
電

話
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
内

ま
た

は
他

の
と

こ
ろ

で
も

、
文

字
信

号
を

送
信

で
き

る
機

器
が

あ
る

と
よ

い
。

1
9

4
2

0
1
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

信
号

信
号

の
色

が
振

動
で

わ
か

る
機

器
盲

ろ
う

者
自

力
で

安
全

に
横

断
歩

道
を

渡
る

た
め

、
触

知
式

信
号

機
や

携
帯

端
末

等
で

、
赤

か
青

か
が

振
動

で
わ

か
る

機
器

が
欲

し
い

。

1
9

5
2

0
1
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)情
報

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

点
字

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

A
T

M
等

の
画

面
を

点
字

デ
ィ

ス
プ

レ
に

表
示

す
る

機
器

盲
ろ

う
者

画
面

情
報

が
見

え
ず

音
声

ガ
イ

ド
が

聞
こ

え
な

い
た

め
、
Ａ

Ｔ
Ｍ

の
画

面
表

示
や

音
声

ガ
イ

ド
の

情
報

を
点

字
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
で

読
み

な
が

ら
ボ

タ
ン

操
作

で
き

る
機

器
が

あ
る

と
便

利
。

1
9

6
2

0
1
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)情
報

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

健
康

管
理

機
器

盲
ろ

う
者

の
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
が

守
ら

れ
る

健
康

管
理

機
器

盲
ろ

う
者

体
温

・
体

重
・
血

圧
等

の
器

具
を

使
っ

て
自

力
で

健
康

管
理

で
き

ず
、
他

者
に

見
て

も
ら

う
に

は
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
が

守
ら

れ
な

い
の

で
、
文

字
情

報
を

点
字

で
読

め
る

携
帯

端
末

（
ブ

レ
イ

ル
セ

ン
ス

等
）
に

体
重

等
の

デ
ー

タ
が

直
接

送
れ

る
健

康
管

理
機

器
が

欲
し

い
。

1
9

7
2

0
1
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
リ

ハ
ビ

リ
機

器
設

置
が

容
易

な
リ

ハ
ビ

リ
機

器
や

シ
ス

テ
ム

肢
体

不
自

由
者

大
が

か
り

な
設

備
や

専
門

職
に

よ
る

設
定

が
必

要
な

い
、
気

軽
に

在
宅

で
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

が
行

え
る

機
器

や
シ

ス
テ

ム
が

あ
る

と
良

い
。

1
9

8
2

0
1
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

電
動

車
い

す
汎

用
性

の
あ

る
マ

ウ
ス

ス
テ

ィ
ッ

ク
肢

体
不

自
由

者
タ

ッ
チ

パ
ネ

ル
用

と
キ

ー
ボ

ー
ド

用
の

マ
ウ

ス
ス

テ
ィ

ッ
ク

を
使

い
分

け
る

必
要

が
あ

る
の

で
、
汎

用
性

の
あ

る
マ

ウ
ス

ス
テ

ィ
ッ

ク
や

音
声

操
作

ア
プ

リ
が

欲
し

い
。

1
9

9
2

0
1
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
移

乗
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
昇

降
機

コ
ン

パ
ク

ト
で

低
価

格
な

昇
降

機
肢

体
不

自
由

者
コ

ン
パ

ク
ト

で
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
な

設
置

が
で

き
、
尚

且
つ

低
価

格
な

昇
降

機
・
移

乗
リ

フ
ト

が
あ

る
と

便
利

2
0

0
2

0
1
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
食

べ
る

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

バ
ラ

ン
サ

ー
腕

の
力

や
握

力
が

低
下

し
な

い
バ

ラ
ン

サ
ー

肢
体

不
自

由
者

使
用

者
の

腕
の

力
の

方
向

や
、
利

用
者

の
力

を
生

か
す

よ
う

な
、
腕

を
吊

り
上

げ
る

た
め

の
バ

ラ
ン

サ
ー

（
腕

の
力

や
握

力
が

低
下

す
る

こ
と

な
く

、
使

用
で

き
る

機
器

）
が

あ
る

と
良

い
。

2
0

1
2

0
1
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)雨
天

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

雨
具

車
椅

子
一

体
型

レ
イ

ン
ポ

ン
チ

ョ
肢

体
不

自
由

者
電

動
車

椅
子

ユ
ー

ザ
ー

で
も

使
え

る
よ

う
な

車
椅

子
と

一
体

型
の

レ
イ

ン
ポ

ン
チ

ョ
が

欲
し

い
。

2
0

2
2

0
1
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)就
寝

時
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
布

団
ポ

リ
オ

患
者

の
た

め
の

布
団

を
か

け
な

お
す

装
置

肢
体

不
自

由
者

両
上

肢
麻

痺
で

布
団

が
か

け
直

せ
な

い
の

で
、
布

団
を

う
ま

く
か

け
直

す
こ

と
が

で
き

る
大

げ
さ

で
な

い
装

置
が

あ
る

と
良

い
。

2
0

3
2

0
1
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

電
動

車
い

す
 そ

の
他

(福
祉

用
具

)福
祉

車
両

体
幹

が
安

定
し

、
電

動
車

椅
子

で
も

容
易

に
乗

れ
る

福
祉

車
両

肢
体

不
自

由
者

電
動

車
椅

子
の

ま
ま

運
転

席
に

乗
れ

る
福

祉
車

両
は

、
座

席
に

電
動

装
置

が
つ

い
て

い
る

よ
う

な
形

状
な

の
で

、
実

用
性

が
薄

い
。
体

幹
が

安
定

し
、
尚

且
つ

電
動

車
椅

子
で

も
容

易
に

乗
れ

る
福

祉
車

両

2
0

4
2

0
1
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

内
の

移
動

 屋
外

の
移

動
つ

え
複

数
の

ロ
フ

ス
ト

ラ
ン

ド
杖

を
ま

と
め

る
用

具
肢

体
不

自
由

者
ロ

フ
ス

ト
ラ

ン
ド

杖
を

２
本

使
用

し
て

い
る

の
で

、
片

手
を

使
用

す
る

際
に

杖
を

１
本

に
ま

と
め

ら
れ

る
用

具

2
0

5
2

0
1
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

音
声

遮
断

用
具

不
穏

な
音

を
軽

減
す

る
用

具
発

達
障

害
者

不
快

な
音

を
遮

断
し

た
り

、
軽

減
で

き
る

環
境

を
つ

く
る

こ
と

が
で

き
る

用
具

（
周

り
に

違
和

感
が

な
く

、
携

帯
で

き
必

要
な

時
に

使
用

で
き

る
も

の
）
が

あ
る

と
便

利
。

2
0

6
2

0
1
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

ア
プ

リ
使

い
や

す
い

絵
文

字
な

ど
の

ス
マ

ホ
ア

プ
リ

発
達

障
害

者
耳

か
ら

の
情

報
や

指
示

よ
り

、
視

覚
情

報
の

方
が

理
解

し
や

す
い

こ
と

が
多

い
。
よ

り
簡

単
に

使
い

や
す

い
絵

文
字

や
写

真
を

手
書

き
で

き
る

ソ
フ

ト
、
ス

マ
ホ

ア
プ

リ
等

が
あ

る
と

よ
い

。

2
0

7
2

0
1
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

ロ
ボ

ッ
ト

自
閉

症
患

者
向

け
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ロ
ボ

ッ
ト

発
達

障
害

者
 「

暗
黙

の
ル

ー
ル

」
を

理
解

し
に

く
い

の
で

、
他

者
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
苦

慮
す

る
ケ

ー
ス

が
あ

る
。
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
関

連
す

る
ス

キ
ル

を
獲

得
で

き
る

ロ
ボ

ッ
ト

等
を

活
用

で
き

な
い

か
。

2
0

8
2

0
1
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

電
話

電
話

や
会

話
を

文
字

化
し

て
く

れ
る

機
器

言
語

障
害

者
電

話
で

の
受

け
答

え
の

際
に

相
手

側
の

言
葉

を
、
瞬

時
に

要
約

し
、
文

字
化

で
き

る
機

器
（
そ

の
他

、
ラ

ジ
オ

の
音

声
や

会
話

な
ど

を
文

字
化

し
て

く
れ

る
も

の
）
が

あ
る

と
便

利

2
0

9
2

0
1
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)情
報

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

環
境

装
置

書
類

の
手

続
き

を
簡

単
な

文
字

表
記

で
案

内
し

て
く

れ
る

環
境

（
装

置
）

言
語

障
害

者
役

所
で

の
手

続
き

（
選

挙
、
行

政
手

続
き

）
等

で
必

要
事

項
を

簡
単

な
文

字
表

記
な

ど
で

案
内

し
て

く
れ

る
も

の
（
環

境
）
が

あ
る

と
よ

い
。

2
1
0

2
0

1
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)情
報

緊
急

通
報

装
置

ボ
タ

ン
１
つ

で
緊

急
事

態
を

外
部

に
知

ら
せ

る
シ

ス
テ

ム

言
語

障
害

者
自

動
車

運
転

中
の

緊
急

時
（
救

急
車

を
呼

ぶ
な

ど
）
に

、
当

事
者

が
ボ

タ
ン

一
つ

で
緊

急
事

態
を

外
部

に
知

ら
せ

る
た

め
の

シ
ス

テ
ム

が
あ

る
と

よ
い

。

2
1
1

2
0

1
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

環
境

装
置

会
議

中
の

要
点

を
示

し
て

く
れ

る
装

置
言

語
障

害
者

会
議

の
発

言
を

即
座

に
要

点
で

示
し

、
失

語
症

者
自

身
の

発
言

も
文

字
化

で
き

る
よ

う
な

シ
ス

テ
ム

（
ま

た
は

仕
事

中
の

作
業

内
容

に
つ

い
て

要
点

で
示

し
て

く
れ

る
も

の
）
が

あ
る

と
よ

い
。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

1
8

9
2

0
1
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

ア
プ

リ
画

像
情

報
を

テ
キ

ス
ト

や
ワ

ー
ド

に
変

換
す

る
ア

プ
リ

視
覚

障
害

者
画

像
処

理
さ

れ
て

し
ま

っ
た

デ
ー

タ
は

ス
ク

リ
ー

ン
リ

ー
ダ

ー
で

は
読

み
込

め
な

い
た

め
、
文

字
の

部
分

だ
け

で
も

テ
キ

ス
ト

や
ワ

ー
ド

に
変

換
し

て
く

れ
る

ア
プ

リ
が

欲
し

い
。

1
9

0
2

0
1
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)情
報

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

自
動

車
緊

急
車

両
を

知
ら

せ
る

装
置

聴
覚

障
害

者
運

転
中

に
緊

急
車

両
が

接
近

し
た

こ
と

が
分

か
る

機
器

が
あ

る
と

便
利

。

1
9

1
2

0
1
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

ア
プ

リ
音

声
を

表
示

す
る

ス
マ

ホ
ア

プ
リ

聴
覚

障
害

者
電

話
等

の
音

声
を

認
識

し
、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

等
で

表
示

で
き

る
ア

プ
リ

が
欲

し
い

。

1
9

2
2

0
1
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

環
境

装
置

駅
内

放
送

を
知

ら
せ

る
電

光
掲

示
板

聴
覚

障
害

者
駅

の
ホ

ー
ム

で
の

放
送

な
ど

、
音

声
認

識
シ

ス
テ

ム
を

用
い

て
電

光
掲

示
板

な
ど

に
表

示
で

き
る

環
境

を
整

え
て

欲
し

い
。

1
9

3
2

0
1
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

電
話

文
字

信
号

を
送

信
で

き
る

機
器

聴
覚

障
害

者
か

つ
て

の
ポ

ケ
ベ

ル
の

よ
う

に
プ

ッ
シ

ュ
ホ

ン
の

ピ
ポ

パ
音

を
使

う
こ

と
で

、
電

話
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
内

ま
た

は
他

の
と

こ
ろ

で
も

、
文

字
信

号
を

送
信

で
き

る
機

器
が

あ
る

と
よ

い
。

1
9

4
2

0
1
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

信
号

信
号

の
色

が
振

動
で

わ
か

る
機

器
盲

ろ
う

者
自

力
で

安
全

に
横

断
歩

道
を

渡
る

た
め

、
触

知
式

信
号

機
や

携
帯

端
末

等
で

、
赤

か
青

か
が

振
動

で
わ

か
る

機
器

が
欲

し
い

。

1
9

5
2

0
1
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)情
報

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

点
字

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

A
T

M
等

の
画

面
を

点
字

デ
ィ

ス
プ

レ
に

表
示

す
る

機
器

盲
ろ

う
者

画
面

情
報

が
見

え
ず

音
声

ガ
イ

ド
が

聞
こ

え
な

い
た

め
、
Ａ

Ｔ
Ｍ

の
画

面
表

示
や

音
声

ガ
イ

ド
の

情
報

を
点

字
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
で

読
み

な
が

ら
ボ

タ
ン

操
作

で
き

る
機

器
が

あ
る

と
便

利
。

1
9

6
2

0
1
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)情
報

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

健
康

管
理

機
器

盲
ろ

う
者

の
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
が

守
ら

れ
る

健
康

管
理

機
器

盲
ろ

う
者

体
温

・
体

重
・
血

圧
等

の
器

具
を

使
っ

て
自

力
で

健
康

管
理

で
き

ず
、
他

者
に

見
て

も
ら

う
に

は
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
が

守
ら

れ
な

い
の

で
、
文

字
情

報
を

点
字

で
読

め
る

携
帯

端
末

（
ブ

レ
イ

ル
セ

ン
ス

等
）
に

体
重

等
の

デ
ー

タ
が

直
接

送
れ

る
健

康
管

理
機

器
が

欲
し

い
。

1
9

7
2

0
1
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
リ

ハ
ビ

リ
機

器
設

置
が

容
易

な
リ

ハ
ビ

リ
機

器
や

シ
ス

テ
ム

肢
体

不
自

由
者

大
が

か
り

な
設

備
や

専
門

職
に

よ
る

設
定

が
必

要
な

い
、
気

軽
に

在
宅

で
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

が
行

え
る

機
器

や
シ

ス
テ

ム
が

あ
る

と
良

い
。

1
9

8
2

0
1
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

電
動

車
い

す
汎

用
性

の
あ

る
マ

ウ
ス

ス
テ

ィ
ッ

ク
肢

体
不

自
由

者
タ

ッ
チ

パ
ネ

ル
用

と
キ

ー
ボ

ー
ド

用
の

マ
ウ

ス
ス

テ
ィ

ッ
ク

を
使

い
分

け
る

必
要

が
あ

る
の

で
、
汎

用
性

の
あ

る
マ

ウ
ス

ス
テ

ィ
ッ

ク
や

音
声

操
作

ア
プ

リ
が

欲
し

い
。

1
9

9
2

0
1
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
移

乗
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
昇

降
機

コ
ン

パ
ク

ト
で

低
価

格
な

昇
降

機
肢

体
不

自
由

者
コ

ン
パ

ク
ト

で
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
な

設
置

が
で

き
、
尚

且
つ

低
価

格
な

昇
降

機
・
移

乗
リ

フ
ト

が
あ

る
と

便
利

2
0

0
2

0
1
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
食

べ
る

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

バ
ラ

ン
サ

ー
腕

の
力

や
握

力
が

低
下

し
な

い
バ

ラ
ン

サ
ー

肢
体

不
自

由
者

使
用

者
の

腕
の

力
の

方
向

や
、
利

用
者

の
力

を
生

か
す

よ
う

な
、
腕

を
吊

り
上

げ
る

た
め

の
バ

ラ
ン

サ
ー

（
腕

の
力

や
握

力
が

低
下

す
る

こ
と

な
く

、
使

用
で

き
る

機
器

）
が

あ
る

と
良

い
。

2
0

1
2

0
1
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)雨
天

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

雨
具

車
椅

子
一

体
型

レ
イ

ン
ポ

ン
チ

ョ
肢

体
不

自
由

者
電

動
車

椅
子

ユ
ー

ザ
ー

で
も

使
え

る
よ

う
な

車
椅

子
と

一
体

型
の

レ
イ

ン
ポ

ン
チ

ョ
が

欲
し

い
。

2
0

2
2

0
1
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)就
寝

時
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
布

団
ポ

リ
オ

患
者

の
た

め
の

布
団

を
か

け
な

お
す

装
置

肢
体

不
自

由
者

両
上

肢
麻

痺
で

布
団

が
か

け
直

せ
な

い
の

で
、
布

団
を

う
ま

く
か

け
直

す
こ

と
が

で
き

る
大

げ
さ

で
な

い
装

置
が

あ
る

と
良

い
。

2
0

3
2

0
1
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

電
動

車
い

す
 そ

の
他

(福
祉

用
具

)福
祉

車
両

体
幹

が
安

定
し

、
電

動
車

椅
子

で
も

容
易

に
乗

れ
る

福
祉

車
両

肢
体

不
自

由
者

電
動

車
椅

子
の

ま
ま

運
転

席
に

乗
れ

る
福

祉
車

両
は

、
座

席
に

電
動

装
置

が
つ

い
て

い
る

よ
う

な
形

状
な

の
で

、
実

用
性

が
薄

い
。
体

幹
が

安
定

し
、
尚

且
つ

電
動

車
椅

子
で

も
容

易
に

乗
れ

る
福

祉
車

両

2
0

4
2

0
1
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

内
の

移
動

 屋
外

の
移

動
つ

え
複

数
の

ロ
フ

ス
ト

ラ
ン

ド
杖

を
ま

と
め

る
用

具
肢

体
不

自
由

者
ロ

フ
ス

ト
ラ

ン
ド

杖
を

２
本

使
用

し
て

い
る

の
で

、
片

手
を

使
用

す
る

際
に

杖
を

１
本

に
ま

と
め

ら
れ

る
用

具

2
0

5
2

0
1
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

音
声

遮
断

用
具

不
穏

な
音

を
軽

減
す

る
用

具
発

達
障

害
者

不
快

な
音

を
遮

断
し

た
り

、
軽

減
で

き
る

環
境

を
つ

く
る

こ
と

が
で

き
る

用
具

（
周

り
に

違
和

感
が

な
く

、
携

帯
で

き
必

要
な

時
に

使
用

で
き

る
も

の
）
が

あ
る

と
便

利
。

2
0

6
2

0
1
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

ア
プ

リ
使

い
や

す
い

絵
文

字
な

ど
の

ス
マ

ホ
ア

プ
リ

発
達

障
害

者
耳

か
ら

の
情

報
や

指
示

よ
り

、
視

覚
情

報
の

方
が

理
解

し
や

す
い

こ
と

が
多

い
。
よ

り
簡

単
に

使
い

や
す

い
絵

文
字

や
写

真
を

手
書

き
で

き
る

ソ
フ

ト
、
ス

マ
ホ

ア
プ

リ
等

が
あ

る
と

よ
い

。

2
0

7
2

0
1
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

ロ
ボ

ッ
ト

自
閉

症
患

者
向

け
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ロ
ボ

ッ
ト

発
達

障
害

者
 「

暗
黙

の
ル

ー
ル

」
を

理
解

し
に

く
い

の
で

、
他

者
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
苦

慮
す

る
ケ

ー
ス

が
あ

る
。
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
関

連
す

る
ス

キ
ル

を
獲

得
で

き
る

ロ
ボ

ッ
ト

等
を

活
用

で
き

な
い

か
。

2
0

8
2

0
1
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

電
話

電
話

や
会

話
を

文
字

化
し

て
く

れ
る

機
器

言
語

障
害

者
電

話
で

の
受

け
答

え
の

際
に

相
手

側
の

言
葉

を
、
瞬

時
に

要
約

し
、
文

字
化

で
き

る
機

器
（
そ

の
他

、
ラ

ジ
オ

の
音

声
や

会
話

な
ど

を
文

字
化

し
て

く
れ

る
も

の
）
が

あ
る

と
便

利

2
0

9
2

0
1
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)情
報

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

環
境

装
置

書
類

の
手

続
き

を
簡

単
な

文
字

表
記

で
案

内
し

て
く

れ
る

環
境

（
装

置
）

言
語

障
害

者
役

所
で

の
手

続
き

（
選

挙
、
行

政
手

続
き

）
等

で
必

要
事

項
を

簡
単

な
文

字
表

記
な

ど
で

案
内

し
て

く
れ

る
も

の
（
環

境
）
が

あ
る

と
よ

い
。

2
1
0

2
0

1
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)情
報

緊
急

通
報

装
置

ボ
タ

ン
１
つ

で
緊

急
事

態
を

外
部

に
知

ら
せ

る
シ

ス
テ

ム

言
語

障
害

者
自

動
車

運
転

中
の

緊
急

時
（
救

急
車

を
呼

ぶ
な

ど
）
に

、
当

事
者

が
ボ

タ
ン

一
つ

で
緊

急
事

態
を

外
部

に
知

ら
せ

る
た

め
の

シ
ス

テ
ム

が
あ

る
と

よ
い

。

2
1
1

2
0

1
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

環
境

装
置

会
議

中
の

要
点

を
示

し
て

く
れ

る
装

置
言

語
障

害
者

会
議

の
発

言
を

即
座

に
要

点
で

示
し

、
失

語
症

者
自

身
の

発
言

も
文

字
化

で
き

る
よ

う
な

シ
ス

テ
ム

（
ま

た
は

仕
事

中
の

作
業

内
容

に
つ

い
て

要
点

で
示

し
て

く
れ

る
も

の
）
が

あ
る

と
よ

い
。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

2
1
2

2
0

1
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 そ
の

他
(場

面
)ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

、
タ

ブ
レ

ッ
ト

義
肢

 装
具

 座
位

保
持

装
置

 補
聴

器
 つ

え
 歩

行
器

・
歩

行
車

車
い

す
 電

動
車

い
す

意
思

伝
達

装
置

 特
殊

寝
台

 床
ず

れ
防

止
用

具
 体

位
変

換
器

 移
動

用
リ

フ
ト

 緊
急

通
報

装
置

 排
泄

関
連

用
具

 入
浴

関
連

用
具

利
用

者
タ

ッ
チ

パ
ネ

ル
に

よ
る

入
力

を
補

助
す

る
機

器
（
用

具
）

視
覚

障
害

者
 盲

ろ
う

者
視

覚
に

障
害

が
あ

り
、
最

近
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

や
タ

ブ
レ

ッ
ト

で
多

く
採

用
さ

れ
て

い
る

タ
ッ

チ
バ

ネ
ル

に
よ

る
入

力
が

で
き

ま
せ

ん
。

視
覚

障
害

者
で

も
簡

易
に

操
作

で
き

る
よ

う
な

機
器

又
は

用
具

の
開

発
を

お
願

い
し

ま
す

。
中

途
障

害
で

す
が

、
多

く
方

が
同

様
の

悩
み

を
感

じ
て

い
る

の
で

は
と

思
い

ま
す

。
（
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
に

よ
る

代
理

投
稿

）

2
1
3

2
0

1
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)カ
ー

ド
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
カ

ー
ド

利
用

者
カ

ー
ド

を
識

別
す

る
機

器
（
用

具
）

視
覚

障
害

者
 盲

ろ
う

者
視

覚
に

障
害

が
あ

り
、
銀

行
カ

ー
ド

や
診

察
券

な
ど

同
じ

サ
イ

ズ
の

カ
ー

ド
が

様
々

有
る

な
か

で
、
人

の
助

け
を

受
け

な
け

れ
ば

認
識

で
き

な
い

状
況

に
あ

り
ま

す
。

レ
ジ

ー
な

ど
で

戸
惑

い
、
時

間
を

要
す

こ
と

も
頻

繁
に

あ
り

ま
す

。
視

覚
に

障
害

が
あ

っ
て

も
、
様

々
な

カ
ー

ド
を

簡
単

に
識

別
で

き
る

機
器

（
用

具
）
の

開
発

を
求

め
て

い
ま

す
。
カ

ー
ド

と
そ

の
内

容
を

容
易

に
タ

グ
で

し
ょ

う
か

？
紐

付
け

で
き

る
よ

う
な

装
置

が
で

き
れ

ば
良

い
の

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。
よ

ろ
し

く
お

願
い

し
ま

す
。
（
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
・
代

理
投

稿
）

2
1
4

2
0

1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
移

乗
車

い
す

医
療

専
門

職
ア

ー
ム

レ
ス

ト
が

倒
れ

、
か

つ
シ

ー
ト

ご
と

移
動

で
き

る
車

椅
子

肢
体

不
自

由
者

高
齢

者
 介

助
者

介
護

で
は

車
い

す
へ

の
移

乗
時

に
腰

を
痛

め
る

こ
と

が
多

い
。
移

乗
時

に
は

ア
ー

ム
レ

ス
ト

が
邪

魔
に

な
り

移
乗

あ
る

い
は

介
助

が
し

に
く

い
。

本
案

は
ア

ー
ム

レ
ス

ト
が

倒
れ

移
乗

方
向

に
開

く
こ

と
で

移
乗

が
し

や
す

く
な

り
、
か

つ
座

面
の

シ
ー

ト
が

レ
ー

ル
の

上
を

す
べ

る
こ

と
に

よ
り

、
座

っ
た

ま
ま

移
動

で
き

る
よ

う
に

し
た

。

2
1
5

2
0

1
6

新
製

品
・
技

術
屋

内
の

移
動

 屋
外

の
移

動
そ

の
他

(場
面

)災
害

時
の

避
難

に

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

避
難

用
具

供
給

事
業

者
防

災
用

品
、
減

災
、
避

難
、
介

護
用

品
と

し
て

便
利

な
担

架
　
『
い

す
た

ん
か

』

肢
体

不
自

由
者

高
齢

者
 介

助
者

弊
社

（
富

優
技

研
株

式
会

社
）
で

取
扱

を
開

始
し

た
『
い

す
た

ん
か

』
は

北
海

道
の

し
え

ん
計

画
様

が
開

発
、
生

産
し

て
い

る
ご

高
齢

の
方

・
障

が
い

の
あ

る
方

・
傷

病
者

な
ど

自
力

で
の

歩
行

が
難

し
い

方
（
＝

災
害

時
要

援
護

者
）
に

有
事

に
安

全
か

つ
ス

ム
ー

ズ
に

避
難

し
て

も
ら

う
た

め
の

担
架

で
す

。
防

災
用

品
、
避

難
用

具
と

し
て

ご
活

用
く

だ
さ

い
。

●
こ

ん
な

時
に

（
※

特
に

階
段

を
使

っ
た

移
動

が
必

要
な

際
に

力
を

発
揮

し
ま

す
。
）

　
・
災

害
時

の
避

難
に

・
救

急
時

の
搬

送
に

　
・
日

常
の

介
護

に
 ●

こ
ん

な
場

所
で

　
・
狭

い
室

内
で

　
・
狭

い
階

段
・
曲

が
り

の
あ

る
階

段
で

　
・
雪

道
な

ど
不

整
地

で
 ●

こ
ん

な
場

所
に

い
す

た
ん

か
を

置
い

て
お

く
と

便
利

で
す

。
　
・
車

椅
子

を
ご

利
用

の
方

や
、
足

の
不

自
由

な
方

を
雇

用
さ

れ
て

い
る

企
業

様
の

各
事

務
所

に
　
・
在

宅
介

護
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

さ
れ

て
い

る
企

業
、
事

業
所

様
の

訪
問

用
の

車
の

中
に

　
・
ビ

ル
、
マ

ン
シ

ョ
ン

、
施

設
、
病

院
の

管
理

室
や

各
階

の
防

災
用

品
置

き
場

に
　
・
各

自
治

体
に

 車
イ

ス
・
平

担
架

・
ス

ト
レ

ッ
チ

ャ
ー

の
使

用
が

で
き

な
い

場
面

で
の

避
難

・
搬

送
に

備
え

て
、

一
般

の
ご

家
庭

・
各

種
施

設
・
マ

ン
シ

ョ
ン

・
事

業
所

な
ど

で
ご

配
備

く
だ

さ
い

。
ま

た
、
日

常
の

介
護

の
場

面
で

も
ご

活
用

く
だ

さ
い

。
  【
使

用
上

の
注

意
事

項
】

 い
す

た
ん

か
は

健
康

状
態

が
重

篤
な

方
へ

の
使

用
を

前
提

と
し

て
お

り
ま

せ
ん

。
使

用
が

可
能

か
ど

う
か

は
医

療
機

関
に

ご
相

談
く

だ
さ

い
。
特

に
、
頸

椎
に

損
傷

の
あ

る
方

、
意

識
が

無
い

方
に

は
用

い
な

い
で

く
だ

さ
い

。
 建

造
物

の
構

造
や

、
乗

る
方

の
体

格
な

ら
び

に
運

ぶ
方

の
体

力
に

よ
っ

て
は

、
必

ず
し

も
使

用
が

適
さ

な
い

場
合

も
あ

り
ま

す
。
ご

不
明

な
点

は
お

問
い

合
わ

せ
く

だ
さ

い
。

 構
造

が
単

純
な

た
め

、
初

め
て

持
つ

人
に

も
直

感
的

に
ご

使
用

い
た

だ
け

ま
す

が
、
特

に
防

災
用

に
使

用
さ

れ
る

場
合

に
は

、
事

前
に

十
分

に
訓

練
を

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

 持
つ

人
は

２
人

必
要

で
す

。
正

し
い

使
用

方
法

で
お

使
い

く
だ

さ
い

。
2

人
で

の
使

用
が

難
し

い
場

合
に

は
、
必

要
に

応
じ

て
人

数
を

増
や

し
て

く
だ

さ
い

。
（
最

大
６

人
ま

で
）
。
弊

社
で

は
安

全
バ

ン
ド

４
本

セ
ッ

ト
タ

イ
プ

の
ご

使
用

を
お

勧
め

し
て

お
り

ま
す

。
 寝

台
式

担
架

同
様

、
比

較
的

短
時

間
・
短

距
離

の
移

動
を

想
定

し
て

い
ま

す
。
座

る
人

の
体

重
や

、
持

つ
人

の
体

力
に

よ
っ

て
使

用
が

難
し

い
場

合
が

あ
り

ま
す

。
”
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

2
1
2

2
0

1
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 そ
の

他
(場

面
)ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

、
タ

ブ
レ

ッ
ト

義
肢

 装
具

 座
位

保
持

装
置

 補
聴

器
 つ

え
 歩

行
器

・
歩

行
車

車
い

す
 電

動
車

い
す

意
思

伝
達

装
置

 特
殊

寝
台

 床
ず

れ
防

止
用

具
 体

位
変

換
器

 移
動

用
リ

フ
ト

 緊
急

通
報

装
置

 排
泄

関
連

用
具

 入
浴

関
連

用
具

利
用

者
タ

ッ
チ

パ
ネ

ル
に

よ
る

入
力

を
補

助
す

る
機

器
（
用

具
）

視
覚

障
害

者
 盲

ろ
う

者
視

覚
に

障
害

が
あ

り
、
最

近
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

や
タ

ブ
レ

ッ
ト

で
多

く
採

用
さ

れ
て

い
る

タ
ッ

チ
バ

ネ
ル

に
よ

る
入

力
が

で
き

ま
せ

ん
。

視
覚

障
害

者
で

も
簡

易
に

操
作

で
き

る
よ

う
な

機
器

又
は

用
具

の
開

発
を

お
願

い
し

ま
す

。
中

途
障

害
で

す
が

、
多

く
方

が
同

様
の

悩
み

を
感

じ
て

い
る

の
で

は
と

思
い

ま
す

。
（
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
に

よ
る

代
理

投
稿

）

2
1
3

2
0

1
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)カ
ー

ド
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
カ

ー
ド

利
用

者
カ

ー
ド

を
識

別
す

る
機

器
（
用

具
）

視
覚

障
害

者
 盲

ろ
う

者
視

覚
に

障
害

が
あ

り
、
銀

行
カ

ー
ド

や
診

察
券

な
ど

同
じ

サ
イ

ズ
の

カ
ー

ド
が

様
々

有
る

な
か

で
、
人

の
助

け
を

受
け

な
け

れ
ば

認
識

で
き

な
い

状
況

に
あ

り
ま

す
。

レ
ジ

ー
な

ど
で

戸
惑

い
、
時

間
を

要
す

こ
と

も
頻

繁
に

あ
り

ま
す

。
視

覚
に

障
害

が
あ

っ
て

も
、
様

々
な

カ
ー

ド
を

簡
単

に
識

別
で

き
る

機
器

（
用

具
）
の

開
発

を
求

め
て

い
ま

す
。
カ

ー
ド

と
そ

の
内

容
を

容
易

に
タ

グ
で

し
ょ

う
か

？
紐

付
け

で
き

る
よ

う
な

装
置

が
で

き
れ

ば
良

い
の

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。
よ

ろ
し

く
お

願
い

し
ま

す
。
（
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
・
代

理
投

稿
）

2
1
4

2
0

1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
移

乗
車

い
す

医
療

専
門

職
ア

ー
ム

レ
ス

ト
が

倒
れ

、
か

つ
シ

ー
ト

ご
と

移
動

で
き

る
車

椅
子

肢
体

不
自

由
者

高
齢

者
 介

助
者

介
護

で
は

車
い

す
へ

の
移

乗
時

に
腰

を
痛

め
る

こ
と

が
多

い
。
移

乗
時

に
は

ア
ー

ム
レ

ス
ト

が
邪

魔
に

な
り

移
乗

あ
る

い
は

介
助

が
し

に
く

い
。

本
案

は
ア

ー
ム

レ
ス

ト
が

倒
れ

移
乗

方
向

に
開

く
こ

と
で

移
乗

が
し

や
す

く
な

り
、
か

つ
座

面
の

シ
ー

ト
が

レ
ー

ル
の

上
を

す
べ

る
こ

と
に

よ
り

、
座

っ
た

ま
ま

移
動

で
き

る
よ

う
に

し
た

。

2
1
5

2
0

1
6

新
製

品
・
技

術
屋

内
の

移
動

 屋
外

の
移

動
そ

の
他

(場
面

)災
害

時
の

避
難

に

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

避
難

用
具

供
給

事
業

者
防

災
用

品
、
減

災
、
避

難
、
介

護
用

品
と

し
て

便
利

な
担

架
　
『
い

す
た

ん
か

』

肢
体

不
自

由
者

高
齢

者
 介

助
者

弊
社

（
富

優
技

研
株

式
会

社
）
で

取
扱

を
開

始
し

た
『
い

す
た

ん
か

』
は

北
海

道
の

し
え

ん
計

画
様

が
開

発
、
生

産
し

て
い

る
ご

高
齢

の
方

・
障

が
い

の
あ

る
方

・
傷

病
者

な
ど

自
力

で
の

歩
行

が
難

し
い

方
（
＝

災
害

時
要

援
護

者
）
に

有
事

に
安

全
か

つ
ス

ム
ー

ズ
に

避
難

し
て

も
ら

う
た

め
の

担
架

で
す

。
防

災
用

品
、
避

難
用

具
と

し
て

ご
活

用
く

だ
さ

い
。

●
こ

ん
な

時
に

（
※

特
に

階
段

を
使

っ
た

移
動

が
必

要
な

際
に

力
を

発
揮

し
ま

す
。
）

　
・
災

害
時

の
避

難
に

・
救

急
時

の
搬

送
に

　
・
日

常
の

介
護

に
 ●

こ
ん

な
場

所
で

　
・
狭

い
室

内
で

　
・
狭

い
階

段
・
曲

が
り

の
あ

る
階

段
で

　
・
雪

道
な

ど
不

整
地

で
 ●

こ
ん

な
場

所
に

い
す

た
ん

か
を

置
い

て
お

く
と

便
利

で
す

。
　
・
車

椅
子

を
ご

利
用

の
方

や
、
足

の
不

自
由

な
方

を
雇

用
さ

れ
て

い
る

企
業

様
の

各
事

務
所

に
　
・
在

宅
介

護
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

さ
れ

て
い

る
企

業
、
事

業
所

様
の

訪
問

用
の

車
の

中
に

　
・
ビ

ル
、
マ

ン
シ

ョ
ン

、
施

設
、
病

院
の

管
理

室
や

各
階

の
防

災
用

品
置

き
場

に
　
・
各

自
治

体
に

 車
イ

ス
・
平

担
架

・
ス

ト
レ

ッ
チ

ャ
ー

の
使

用
が

で
き

な
い

場
面

で
の

避
難

・
搬

送
に

備
え

て
、

一
般

の
ご

家
庭

・
各

種
施

設
・
マ

ン
シ

ョ
ン

・
事

業
所

な
ど

で
ご

配
備

く
だ

さ
い

。
ま

た
、
日

常
の

介
護

の
場

面
で

も
ご

活
用

く
だ

さ
い

。
  【
使

用
上

の
注

意
事

項
】

 い
す

た
ん

か
は

健
康

状
態

が
重

篤
な

方
へ

の
使

用
を

前
提

と
し

て
お

り
ま

せ
ん

。
使

用
が

可
能

か
ど

う
か

は
医

療
機

関
に

ご
相

談
く

だ
さ

い
。
特

に
、
頸

椎
に

損
傷

の
あ

る
方

、
意

識
が

無
い

方
に

は
用

い
な

い
で

く
だ

さ
い

。
 建

造
物

の
構

造
や

、
乗

る
方

の
体

格
な

ら
び

に
運

ぶ
方

の
体

力
に

よ
っ

て
は

、
必

ず
し

も
使

用
が

適
さ

な
い

場
合

も
あ

り
ま

す
。
ご

不
明

な
点

は
お

問
い

合
わ

せ
く

だ
さ

い
。

 構
造

が
単

純
な

た
め

、
初

め
て

持
つ

人
に

も
直

感
的

に
ご

使
用

い
た

だ
け

ま
す

が
、
特

に
防

災
用

に
使

用
さ

れ
る

場
合

に
は

、
事

前
に

十
分

に
訓

練
を

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

 持
つ

人
は

２
人

必
要

で
す

。
正

し
い

使
用

方
法

で
お

使
い

く
だ

さ
い

。
2

人
で

の
使

用
が

難
し

い
場

合
に

は
、
必

要
に

応
じ

て
人

数
を

増
や

し
て

く
だ

さ
い

。
（
最

大
６

人
ま

で
）
。
弊

社
で

は
安

全
バ

ン
ド

４
本

セ
ッ

ト
タ

イ
プ

の
ご

使
用

を
お

勧
め

し
て

お
り

ま
す

。
 寝

台
式

担
架

同
様

、
比

較
的

短
時

間
・
短

距
離

の
移

動
を

想
定

し
て

い
ま

す
。
座

る
人

の
体

重
や

、
持

つ
人

の
体

力
に

よ
っ

て
使

用
が

難
し

い
場

合
が

あ
り

ま
す

。
”
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

2
1
6

2
0

1
6

新
製

品
・
技

術
屋

内
の

移
動

歩
行

器
・
歩

行
車

 移
動

用
リ

フ
ト

医
療

専
門

職
歩

行
器

補
助

シ
ー

ト
Ｒ

Ｋ
Ｌ
（
ア

ル
ケ

ル
）
で

身
体

拘
束

ゼ
ロ

を
推

進
！

高
齢

者
歩

行
器

補
助

シ
ー

ト
Ｒ

Ｋ
Ｌ
【
実

用
新

案
登

録
第

3
2

0
4

7
0

1
号

】
【
商

標
登

録
第

5
7

7
3

9
6

6
号

】

歩
行

器
補

助
シ

ー
ト

Ｒ
Ｋ

Ｌ
(ア

ル
ケ

ル
)は

、
馬

蹄
形

の
歩

行
器

（
※

肘
受

け
の

長
さ

4
0

0
ｍ

ｍ
以

上
の

も
の

）
に

装
着

す
る

こ
と

で
『
利

用
者

が
転

倒
し

な
い

歩
行

器
』
に

な
り

ま
す

。
①

施
設

介
護

に
お

け
る

夜
間

徘
徊

を
抑

制
す

る
こ

と
な

く
、
御

本
人

の
意

志
を

尊
重

し
た

介
護

が
可

能
と

な
り

ま
す

。
②

認
知

症
予

防
に

効
果

が
あ

る
1
週

間
に

9
0

分
間

の
歩

行
練

習
の

提
供

が
可

能
に

な
り

ま
す

。
③

後
方

へ
の

転
倒

予
防

に
役

立
つ

後
ろ

歩
き

の
練

習
を

安
全

に
行

う
こ

と
が

で
き

ま
す

。
④

万
が

一
の

災
害

時
、
避

難
所

で
の

歩
行

練
習

が
可

能
と

な
り

エ
コ

ノ
ミ

ー
ク

ラ
ス

症
候

群
の

予
防

に
役

立
ち

ま
す

。

【
解

説
】

①
身

体
拘

束
は

要
介

護
者

・
介

護
者

と
も

に
負

担
の

大
き

な
問

題
で

す
。

　
「
切

迫
性

」
「
非

代
替

性
」
「
一

時
性

」
と

い
う

3
つ

の
要

素
を

満
た

し
た

場
合

の
み

認
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
　
歩

行
器

補
助

シ
ー

ト
Ｒ

Ｋ
Ｌ
を

用
い

た
介

護
方

法
は

Ｙ
字

帯
を

用
い

た
身

体
拘

束
を

代
替

す
る

介
護

方
法

で
す

。
  

 後
方

の
安

全
ベ

ル
ト

に
よ

り
、
歩

行
器

で
の

坐
位

保
持

お
よ

び
移

動
用

リ
フ

ト
と

し
て

の
使

用
が

可
能

で
す

。

②
少

な
く

と
も

1
週

間
に

9
0

分
の

歩
行

練
習

が
認

知
症

予
防

に
つ

な
が

り
ま

す
。
(東

京
都

健
康

長
寿

医
療

セ
ン

タ
ー

研
究

所
 老

化
脳

神
経

科
学

研
究

チ
ー

ム
 自

律
 　

神
経

機
能

研
究

 堀
田

晴
美

先
生

h
tt

p
:/

/w
w

w
.t

m
g

h
ig

.j
p

/
J
_T

M
IG

/t
o

p
ic

s
/t

o
p

ic
s
_2

0
1
4

1
2

.h
tm

l 
)

  
 個

別
リ

ハ
(機

能
訓

練
)以

外
に

自
主

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
加

え
る

こ
と

で
、
歩

行
練

習
時

間
を

延
長

し
て

頂
く

こ
と

が
で

き
ま

す
。

③
後

方
へ

の
転

倒
(尻

も
ち

)を
防

ぐ
動

作
は

『
後

ず
さ

り
』
で

す
。

　
こ

れ
ま

で
平

行
棒

内
以

外
で

後
ろ

歩
き

の
練

習
は

困
難

で
し

た
が

、
Ｒ

Ｋ
Ｌ
を

装
着

し
た

歩
行

器
に

よ
っ

て
見

守
り

レ
ベ

ル
の

介
助

で
安

全
に

行
う

こ
と

が
で

き
 　

ま
す

。

④
災

害
時

の
避

難
所

に
お

い
て

、
介

護
職

員
不

在
で

あ
っ

て
も

エ
コ

ノ
ミ

ー
ク

ラ
ス

症
候

群
を

予
防

す
る

た
め

の
歩

行
練

習
が

可
能

に
な

り
ま

す
。

【
ぼ

く
ら

は
、
み

ん
な

老
い

て
い

く
】

超
少

子
高

齢
人

口
減

少
社

会
を

迎
え

る
2

0
2

5
年

に
向

け
て

健
康

寿
命

の
延

伸
は

喫
緊

の
課

題
で

す
。

歩
行

器
補

助
シ

ー
ト

Ｒ
Ｋ

Ｌ
を

用
い

た
介

護
方

法
は

、
身

体
拘

束
ゼ

ロ
を

推
進

す
る

と
と

も
に

要
介

護
者

の
要

介
護

度
の

維
持

・
改

善
に

役
立

ち
ま

す
。

ま
た

、
介

護
保

険
制

度
そ

の
も

の
を

永
続

可
能

と
す

る
た

め
に

は
現

場
で

働
く

介
護

職
員

の
負

担
を

軽
減

す
る

こ
と

も
欠

か
せ

ま
せ

ん
。

2
0

2
5

年
に

迎
え

る
未

曾
有

の
社

会
に

対
し

て
決

し
て

諦
め

ず
知

恵
を

絞
り

社
会

を
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

し
て

い
く

こ
と

が
、
こ

の
豊

か
な

時
代

に
生

か
さ

れ
る

私
た

ち
セ

ラ
ピ

ス
ト

の
使

命
で

す
。

お
一

人
お

一
人

に
他

人
事

を
自

分
事

と
す

る
想

像
力

が
発

揮
さ

れ
、
こ

の
介

護
方

法
が

普
及

す
る

こ
と

を
切

に
望

み
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
考

案
者

　
姫

野
弘

至

【
お

問
い

合
わ

せ
先

】
〒

6
1
0

-0
3

2
2

京
都

府
京

田
辺

市
興

戸
地

藏
谷

1
番

地
同

志
社

大
学

京
田

辺
キ

ャ
ン

パ
ス

 業
成

館
 D

-e
g
g
 3

1
1

株
式

会
社

　
Ｒ

Ｋ
Ｌ

電
話

：
0

8
0

-4
0

1
5

-9
9

4
3

(杉
本

）
iF

a
x
：
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7
5

-3
2

0
-1

5
2

2
E

-m
a
il
：
k
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g
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o
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.r
k
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g
m

a
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

2
1
6

2
0

1
6

新
製

品
・
技

術
屋

内
の

移
動

歩
行

器
・
歩

行
車

 移
動

用
リ

フ
ト

医
療

専
門

職
歩

行
器

補
助

シ
ー

ト
Ｒ

Ｋ
Ｌ
（
ア

ル
ケ

ル
）
で

身
体

拘
束

ゼ
ロ

を
推

進
！

高
齢

者
歩

行
器

補
助

シ
ー

ト
Ｒ

Ｋ
Ｌ
【
実

用
新

案
登

録
第

3
2

0
4

7
0

1
号

】
【
商

標
登

録
第

5
7

7
3

9
6

6
号

】

歩
行

器
補

助
シ

ー
ト

Ｒ
Ｋ

Ｌ
(ア

ル
ケ

ル
)は

、
馬

蹄
形

の
歩

行
器

（
※

肘
受

け
の

長
さ

4
0

0
ｍ

ｍ
以

上
の

も
の

）
に

装
着

す
る

こ
と

で
『
利

用
者

が
転

倒
し

な
い

歩
行

器
』
に

な
り

ま
す

。
①

施
設

介
護

に
お

け
る

夜
間

徘
徊

を
抑

制
す

る
こ

と
な

く
、
御

本
人

の
意

志
を

尊
重

し
た

介
護

が
可

能
と

な
り

ま
す

。
②

認
知

症
予

防
に

効
果

が
あ

る
1
週

間
に

9
0

分
間

の
歩

行
練

習
の

提
供

が
可

能
に

な
り

ま
す

。
③

後
方

へ
の

転
倒

予
防

に
役

立
つ

後
ろ

歩
き

の
練

習
を

安
全

に
行

う
こ

と
が

で
き

ま
す

。
④

万
が

一
の

災
害

時
、
避

難
所

で
の

歩
行

練
習

が
可

能
と

な
り

エ
コ

ノ
ミ

ー
ク

ラ
ス

症
候

群
の

予
防

に
役

立
ち

ま
す

。

【
解

説
】

①
身

体
拘

束
は

要
介

護
者

・
介

護
者

と
も

に
負

担
の

大
き

な
問

題
で

す
。

　
「
切

迫
性

」
「
非

代
替

性
」
「
一

時
性

」
と

い
う

3
つ

の
要

素
を

満
た

し
た

場
合

の
み

認
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
　
歩

行
器

補
助

シ
ー

ト
Ｒ

Ｋ
Ｌ
を

用
い

た
介

護
方

法
は

Ｙ
字

帯
を

用
い

た
身

体
拘

束
を

代
替

す
る

介
護

方
法

で
す

。
  

 後
方

の
安

全
ベ

ル
ト

に
よ

り
、
歩

行
器

で
の

坐
位

保
持

お
よ

び
移

動
用

リ
フ

ト
と

し
て

の
使

用
が

可
能

で
す

。

②
少

な
く

と
も

1
週

間
に

9
0

分
の

歩
行

練
習

が
認

知
症

予
防

に
つ

な
が

り
ま

す
。
(東

京
都

健
康

長
寿

医
療

セ
ン

タ
ー

研
究

所
 老

化
脳

神
経

科
学

研
究

チ
ー

ム
 自

律
 　

神
経

機
能

研
究

 堀
田

晴
美

先
生

h
tt

p
:/

/w
w

w
.t

m
g

h
ig

.j
p

/
J
_T

M
IG

/t
o

p
ic

s
/t

o
p

ic
s
_2

0
1
4

1
2

.h
tm

l 
)

  
 個

別
リ

ハ
(機

能
訓

練
)以

外
に

自
主

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
加

え
る

こ
と

で
、
歩

行
練

習
時

間
を

延
長

し
て

頂
く

こ
と

が
で

き
ま

す
。

③
後

方
へ

の
転

倒
(尻

も
ち

)を
防

ぐ
動

作
は

『
後

ず
さ

り
』
で

す
。

　
こ

れ
ま

で
平

行
棒

内
以

外
で

後
ろ

歩
き

の
練

習
は

困
難

で
し

た
が

、
Ｒ

Ｋ
Ｌ
を

装
着

し
た

歩
行

器
に

よ
っ

て
見

守
り

レ
ベ

ル
の

介
助

で
安

全
に

行
う

こ
と

が
で

き
 　

ま
す

。

④
災

害
時

の
避

難
所

に
お

い
て

、
介

護
職

員
不

在
で

あ
っ

て
も

エ
コ

ノ
ミ

ー
ク

ラ
ス

症
候

群
を

予
防

す
る

た
め

の
歩

行
練

習
が

可
能

に
な

り
ま

す
。

【
ぼ

く
ら

は
、
み

ん
な

老
い

て
い

く
】

超
少

子
高

齢
人

口
減

少
社

会
を

迎
え

る
2

0
2

5
年

に
向

け
て

健
康

寿
命

の
延

伸
は

喫
緊

の
課

題
で

す
。

歩
行

器
補

助
シ

ー
ト

Ｒ
Ｋ

Ｌ
を

用
い

た
介

護
方

法
は

、
身

体
拘

束
ゼ

ロ
を

推
進

す
る

と
と

も
に

要
介

護
者

の
要

介
護

度
の

維
持

・
改

善
に

役
立

ち
ま

す
。

ま
た

、
介

護
保

険
制

度
そ

の
も

の
を

永
続

可
能

と
す

る
た

め
に

は
現

場
で

働
く

介
護

職
員

の
負

担
を

軽
減

す
る

こ
と

も
欠

か
せ

ま
せ

ん
。

2
0

2
5

年
に

迎
え

る
未

曾
有

の
社

会
に

対
し

て
決

し
て

諦
め

ず
知

恵
を

絞
り

社
会

を
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

し
て

い
く

こ
と

が
、
こ

の
豊

か
な

時
代

に
生

か
さ

れ
る

私
た

ち
セ

ラ
ピ

ス
ト

の
使

命
で

す
。

お
一

人
お

一
人

に
他

人
事

を
自

分
事

と
す

る
想

像
力

が
発

揮
さ

れ
、
こ

の
介

護
方

法
が

普
及

す
る

こ
と

を
切

に
望

み
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
考

案
者

　
姫

野
弘

至

【
お

問
い

合
わ

せ
先

】
〒

6
1
0

-0
3

2
2

京
都

府
京

田
辺

市
興

戸
地

藏
谷

1
番

地
同

志
社

大
学

京
田

辺
キ

ャ
ン

パ
ス

 業
成

館
 D

-e
g
g
 3

1
1

株
式

会
社

　
Ｒ

Ｋ
Ｌ

電
話

：
0

8
0
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0

1
5
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9
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：
0
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

2
1
7

2
0

1
6

新
製

品
・
技

術
屋

内
の

移
動

 そ
の

他
(場

面
)徘

徊
防

止
や

外
出

、
帰

宅
確

認

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

徘
徊

防
止

や
外

出
、

帰
宅

確
認

開
発

メ
ー

カ
ー

iO
S

端
末

、
ア

プ
リ

、
ビ

ー
コ

ン
で

認
知

症
の

方
の

徘
徊

を
防

止
、
見

守
る

製
品

『
F
O

R
T

s
』

の
販

売
を

開
始

い
た

し
ま

す
。

高
齢

者
 児

童
弊

社
は

2
0

1
6

年
1
1
月

1
日

、
iO

S
端

末
、
専

用
ア

プ
リ

（
無

料
）
、
専

用
ビ

ー
コ

ン
（
有

料
）
、
G

m
a
il
で

認
知

症
の

方
の

徘
徊

を
防

止
に

活
用

で
き

る
製

品
『
F
O

R
T

s
』
の

販
売

を
開

始
い

た
し

ま
す

。

ご
家

庭
や

施
設

で
の

利
用

を
想

定
し

て
お

り
、
認

知
症

高
齢

者
の

方
の

徘
徊

防
止

や
お

子
様

の
帰

宅
確

認
等

に
活

用
で

き
ま

す
。

見
守

り
た

い
方

に
小

さ
な

ビ
ー

コ
ン

を
携

帯
し

て
い

た
だ

き
、
専

用
ア

プ
リ

を
イ

ン
ス

ト
ー

ル
し

た
iO

S
端

末
で

ビ
ー

コ
ン

の
電

波
を

受
信

し
た

こ
と

を
、

指
定

し
た

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
宛

に
G

m
a
il
で

通
知

メ
ー

ル
を

送
り

ま
す

。
（
最

大
５

つ
の

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
を

登
録

で
き

ま
す

）

ビ
ー

コ
ン

の
電

波
強

度
、
発

信
間

隔
、
通

知
間

隔
等

設
定

を
調

整
す

る
機

能
を

内
蔵

し
こ

と
で

、
様

々
な

環
境

で
の

見
守

り
を

可
能

に
し

ま
し

た
。

ま
た

、
ビ

ー
コ

ン
の

電
波

を
受

信
し

た
際

に
写

真
を

撮
影

し
て

保
存

す
る

こ
と

も
可

能
で

す
。

こ
れ

に
よ

り
当

日
の

服
装

や
特

徴
を

記
録

し
て

お
く

こ
と

が
で

き
、
万

が
一

行
方

が
わ

か
ら

な
く

な
っ

て
し

ま
っ

た
際

に
警

察
等

に
よ

り
詳

し
い

情
報

を
提

供
す

る
こ

と
も

可
能

に
な

り
ま

す
。

【
主

な
機

能
】

◆
ビ

ー
コ

ン
の

近
づ

き
検

知
と

メ
ー

ル
通

知
機

能
（
外

出
、
帰

宅
、
在

宅
通

知
に

活
用

で
き

ま
す

）
　
・
メ

ー
ル

通
知

　
近

づ
き

、
写

真
撮

影
、
ビ

ー
コ

ン
電

池
残

量
低

下
、
iO

S
端

末
の

ス
ト

レ
ー

ジ
残

量
低

下
等

　
・
ア

プ
リ

通
知

　
ビ

ー
コ

ン
の

電
波

を
受

信
し

た
際

に
設

置
し

た
iO

S
端

末
か

ら
通

知
音

を
出

し
て

お
知

ら
せ

し
ま

す
。

◆
写

真
撮

影
機

能
　
・
ビ

ー
コ

ン
の

電
波

を
受

信
し

た
際

に
、
設

定
に

従
っ

て
写

真
を

撮
影

し
ま

す
。

　
　
最

大
5

枚
ま

で
の

連
続

撮
影

が
可

能
で

、
撮

影
タ

イ
ミ

ン
グ

も
調

整
で

き
ま

す
の

で
、
見

守
り

対
象

の
方

の
撮

り
逃

し
を

減
少

で
き

ま
す

。

◆
パ

ス
ワ

ー
ド

保
護

機
能

　
ビ

ー
コ

ン
は

パ
ス

ワ
ー

ド
で

保
護

で
き

ま
す

の
で

、
勝

手
に

他
の

iO
S

端
末

に
登

録
さ

れ
た

り
す

る
こ

と
を

防
止

で
き

ま
す

。

iO
S

端
末

1
台

で
複

数
の

ビ
ー

コ
ン

を
見

守
る

こ
と

が
可

能
で

す
（
写

真
撮

影
Ｏ

Ｎ
の

ビ
ー

コ
ン

は
1
0

個
ま

で
）
の

で
、

高
齢

者
施

設
で

の
ご

活
用

も
可

能
で

す
。

オ
プ

シ
ョ

ン
で

警
告

灯
（
メ

ル
丸

く
ん

）
を

使
用

す
る

こ
と

で
、
外

出
の

見
逃

し
を

更
に

防
止

す
る

こ
と

も
で

き
ま

す
。

警
告

灯
は

通
知

メ
ー

ル
の

件
名

、
本

文
内

の
キ

ー
ワ

ー
ド

ご
と

に
通

知
音

、
警

告
灯

の
点

灯
、
点

滅
方

法
を

変
更

し
て

メ
ー

ル
の

受
信

を
お

知
ら

せ
し

ま
す

。

ビ
ー

コ
ン

は
有

料
と

な
り

ま
す

が
、
そ

の
他

の
月

額
費

用
等

は
一

切
発

生
い

た
し

ま
せ

ん
。

（
※

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

通
信

環
境

は
別

途
必

要
で

す
）

※
メ

ー
ル

通
知

機
能

を
使

用
す

る
た

め
に

は
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

に
接

続
で

き
る

通
信

環
境

が
必

要
で

す
。

※
iO

S
端

末
は

見
守

り
中

は
見

守
り

専
用

機
と

し
て

使
用

し
ま

す
の

で
、
他

の
用

途
に

は
使

用
で

き
ま

せ
ん

。
※

ア
プ

リ
は

バ
ッ

ク
グ

ラ
ウ

ン
ド

で
は

動
作

し
ま

せ
ん

。

【
製

品
情

報
】

h
tt

p
:/

/f
o

rt
e

c
h

-j
a
p

a
n

.w
ix

s
it

e
.c

o
m

/h
o

m
e

p
a
g

e
/f

o
rt

s

【
製

品
開

発
、
販

売
元

】
会

社
名

：
富

優
技

研
株

式
会

社
Ｕ

Ｒ
Ｌ
：
h

tt
p

:/
/
f
o

rt
e

c
h

-j
a
p

a
n

.w
ix

s
it

e
.c

o
m

/
h

o
m

e
p

a
g
e

電
話

番
号

：
0

3
-4

5
9

0
-8

1
3

5
M

A
IL

：
in

f
o

_f
tj

@
f
o

rt
e

c
h

g
rp

.c
o

m

2
1
8

2
0

1
6

新
製

品
・
技

術
そ

の
他

(場
面

)老
化

防
止

全
般

装
具

 歩
行

器
・
歩

行
車

開
発

メ
ー

カ
ー

N
A

S
A

で
も

研
究

さ
れ

て
い

る
耳

石
を

「
揺

す
る

」
事

で
免

疫
や

自
律

神
経

に
ス

イ
ッ

チ
を

入
れ

る

高
齢

者
N

H
K

「
試

し
て

ガ
ッ

テ
ン

」
で

放
映

さ
れ

た
宇

宙
飛

行
士

の
老

化
が

耳
石

を
揺

す
る

こ
と

で
ス

イ
ッ

チ
が

入
る

と
い

う
番

組
に

関
連

し
た

福
祉

機
器

で
す

。

2
1
9

2
0

1
6

新
製

品
・
技

術
屋

外
の

移
動

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

認
知

症
徘

徊
感

知
機

器

開
発

メ
ー

カ
ー

G
P

S
型

認
知

症
徘

徊
感

知
機

器
「
iT

S
U

M
O

」
介

護
保

険
適

用
地

域
拡

大
中

！

高
齢

者
奈

良
県

を
中

心
に

４
０

以
上

の
市

町
村

で
介

護
保

険
が

使
え

ま
す

！
実

際
に

保
護

事
例

も
多

数
上

が
っ

て
お

り
ま

す
！

今
後

は
全

国
展

開
に

向
け

て
準

備
中

で
す

。

2
2

0
2

0
1
6

新
製

品
・
技

術
衣

服
の

着
脱

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

衣
類

・
ボ

タ
ン

開
発

メ
ー

カ
ー

麻
痺

の
あ

る
方

、
リ

ウ
マ

チ
等

で
関

節
に

変
型

の
あ

る
方

な
ど

の
、
ボ

タ
ン

の
掛

け
外

し
に

お
け

る
指

先
の

困
難

さ

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 高

齢
者

 児
童

 介
助

者
 就

労
・
就

学

指
先

を
う

ま
く

使
う

こ
と

が
で

き
な

い
方

に
効

果
的

な
「
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
ボ

タ
ン

」
で

す
。

シ
ャ

ツ
、
ズ

ボ
ン

、
パ

ジ
ャ

マ
な

ど
に

使
用

し
、
お

し
ゃ

れ
で

着
脱

し
や

す
い

衣
類

の
開

発
を

進
め

て
お

り
ま

す
。

こ
う

し
た

部
品

や
機

能
性

に
よ

り
、
衣

類
の

着
脱

に
関

す
る

不
便

さ
を

解
消

し
ま

す
。

ぜ
ひ

、
ご

意
見

を
お

聞
か

せ
く

だ
さ

い
。

2
2

1
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
移

乗
車

い
す

 特
殊

寝
台

移
動

用
リ

フ
ト

利
用

者
移

乗
機

器
肢

体
不

自
由

者
ベ

ッ
ド

か
ら

車
い

す
へ

簡
単

に
移

乗
す

る
こ

と
が

で
き

る
ロ

ボ
ッ

ト
機

器
を

開
発

し
て

欲
し

い
。

2
2

2
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

内
の

移
動

 就
学

 就
労

車
い

す
利

用
者

立
位

に
な

れ
る

車
椅

子
肢

体
不

自
由

者
立

位
に

な
れ

る
車

椅
子

を
利

用
し

て
就

学
や

就
労

の
場

面
で

使
用

し
た

い
。

2
2

3
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

内
の

移
動

移
動

用
リ

フ
ト

利
用

者
狭

い
場

所
で

も
設

置
で

き
る

移
動

機
器

肢
体

不
自

由
者

日
本

の
狭

い
住

環
境

に
も

対
応

し
た

、
１
階

か
ら

２
階

へ
移

動
す

る
た

め
の

機
器

が
欲

し
い

。

2
2

4
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

歩
行

器
・
歩

行
車

 電
動

車
い

す
利

用
者

積
雪

に
も

対
応

し
た

車
い

す
肢

体
不

自
由

者
積

雪
時

は
車

い
す

で
外

出
で

き
な

い
の

で
、
雪

も
対

応
し

た
移

動
用

機
器

が
欲

し
い

。

2
2

5
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
利

用
者

片
手

で
操

作
で

き
る

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
肢

体
不

自
由

者
片

手
で

も
簡

単
に

使
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
が

欲
し

い
。
片

手
で

使
用

す
る

た
め

の
補

助
器

具
で

も
よ

い
。

2
2

6
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)就
寝

時
特

殊
寝

台
利

用
者

寝
て

い
る

姿
勢

を
記

憶
で

き
る

ベ
ッ

ド
肢

体
不

自
由

者
人

の
動

き
に

合
わ

せ
た

動
き

を
し

て
く

れ
る

電
動

ベ
ッ

ド
が

欲
し

い
。
例

え
ば

、
寝

て
い

る
姿

勢
の

パ
タ

ー
ン

を
記

憶
し

、
そ

の
パ

タ
ー

ン
に

合
わ

せ
て

自
動

で
動

い
て

く
れ

る
ベ

ッ
ド

が
あ

る
と

よ
い

。

- 102 -

186625 報告書_本文_2校 (110)

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

2
1
7

2
0

1
6

新
製

品
・
技

術
屋

内
の

移
動

 そ
の

他
(場

面
)徘

徊
防

止
や

外
出

、
帰

宅
確

認

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

徘
徊

防
止

や
外

出
、

帰
宅

確
認

開
発

メ
ー

カ
ー

iO
S

端
末

、
ア

プ
リ

、
ビ

ー
コ

ン
で

認
知

症
の

方
の

徘
徊

を
防

止
、
見

守
る

製
品

『
F
O

R
T

s
』

の
販

売
を

開
始

い
た

し
ま

す
。

高
齢

者
 児

童
弊

社
は

2
0

1
6

年
1
1
月

1
日

、
iO

S
端

末
、
専

用
ア

プ
リ

（
無

料
）
、
専

用
ビ

ー
コ

ン
（
有

料
）
、
G

m
a
il
で

認
知

症
の

方
の

徘
徊

を
防

止
に

活
用

で
き

る
製

品
『
F
O

R
T

s
』
の

販
売

を
開

始
い

た
し

ま
す

。

ご
家

庭
や

施
設

で
の

利
用

を
想

定
し

て
お

り
、
認

知
症

高
齢

者
の

方
の

徘
徊

防
止

や
お

子
様

の
帰

宅
確

認
等

に
活

用
で

き
ま

す
。

見
守

り
た

い
方

に
小

さ
な

ビ
ー

コ
ン

を
携

帯
し

て
い

た
だ

き
、
専

用
ア

プ
リ

を
イ

ン
ス

ト
ー

ル
し

た
iO

S
端

末
で

ビ
ー

コ
ン

の
電

波
を

受
信

し
た

こ
と

を
、

指
定

し
た

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
宛

に
G

m
a
il
で

通
知

メ
ー

ル
を

送
り

ま
す

。
（
最

大
５

つ
の

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
を

登
録

で
き

ま
す

）

ビ
ー

コ
ン

の
電

波
強

度
、
発

信
間

隔
、
通

知
間

隔
等

設
定

を
調

整
す

る
機

能
を

内
蔵

し
こ

と
で

、
様

々
な

環
境

で
の

見
守

り
を

可
能

に
し

ま
し

た
。

ま
た

、
ビ

ー
コ

ン
の

電
波

を
受

信
し

た
際

に
写

真
を

撮
影

し
て

保
存

す
る

こ
と

も
可

能
で

す
。

こ
れ

に
よ

り
当

日
の

服
装

や
特

徴
を

記
録

し
て

お
く

こ
と

が
で

き
、
万

が
一

行
方

が
わ

か
ら

な
く

な
っ

て
し

ま
っ

た
際

に
警

察
等

に
よ

り
詳

し
い

情
報

を
提

供
す

る
こ

と
も

可
能

に
な

り
ま

す
。

【
主

な
機

能
】

◆
ビ

ー
コ

ン
の

近
づ

き
検

知
と

メ
ー

ル
通

知
機

能
（
外

出
、
帰

宅
、
在

宅
通

知
に

活
用

で
き

ま
す

）
　
・
メ

ー
ル

通
知

　
近

づ
き

、
写

真
撮

影
、
ビ

ー
コ

ン
電

池
残

量
低

下
、
iO

S
端

末
の

ス
ト

レ
ー

ジ
残

量
低

下
等

　
・
ア

プ
リ

通
知

　
ビ

ー
コ

ン
の

電
波

を
受

信
し

た
際

に
設

置
し

た
iO

S
端

末
か

ら
通

知
音

を
出

し
て

お
知

ら
せ

し
ま

す
。

◆
写

真
撮

影
機

能
　
・
ビ

ー
コ

ン
の

電
波

を
受

信
し

た
際

に
、
設

定
に

従
っ

て
写

真
を

撮
影

し
ま

す
。

　
　
最

大
5

枚
ま

で
の

連
続

撮
影

が
可

能
で

、
撮

影
タ

イ
ミ

ン
グ

も
調

整
で

き
ま

す
の

で
、
見

守
り

対
象

の
方

の
撮

り
逃

し
を

減
少

で
き

ま
す

。

◆
パ

ス
ワ

ー
ド

保
護

機
能

　
ビ

ー
コ

ン
は

パ
ス

ワ
ー

ド
で

保
護

で
き

ま
す

の
で

、
勝

手
に

他
の

iO
S

端
末

に
登

録
さ

れ
た

り
す

る
こ

と
を

防
止

で
き

ま
す

。

iO
S

端
末

1
台

で
複

数
の

ビ
ー

コ
ン

を
見

守
る

こ
と

が
可

能
で

す
（
写

真
撮

影
Ｏ

Ｎ
の

ビ
ー

コ
ン

は
1
0

個
ま

で
）
の

で
、

高
齢

者
施

設
で

の
ご

活
用

も
可

能
で

す
。

オ
プ

シ
ョ

ン
で

警
告

灯
（
メ

ル
丸

く
ん

）
を

使
用

す
る

こ
と

で
、
外

出
の

見
逃

し
を

更
に

防
止

す
る

こ
と

も
で

き
ま

す
。

警
告

灯
は

通
知

メ
ー

ル
の

件
名

、
本

文
内

の
キ

ー
ワ

ー
ド

ご
と

に
通

知
音

、
警

告
灯

の
点

灯
、
点

滅
方

法
を

変
更

し
て

メ
ー

ル
の

受
信

を
お

知
ら

せ
し

ま
す

。

ビ
ー

コ
ン

は
有

料
と

な
り

ま
す

が
、
そ

の
他

の
月

額
費

用
等

は
一

切
発

生
い

た
し

ま
せ

ん
。

（
※

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

通
信

環
境

は
別

途
必

要
で

す
）

※
メ

ー
ル

通
知

機
能

を
使

用
す

る
た

め
に

は
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

に
接

続
で

き
る

通
信

環
境

が
必

要
で

す
。

※
iO

S
端

末
は

見
守

り
中

は
見

守
り

専
用

機
と

し
て

使
用

し
ま

す
の

で
、
他

の
用

途
に

は
使

用
で

き
ま

せ
ん

。
※

ア
プ

リ
は

バ
ッ

ク
グ

ラ
ウ

ン
ド

で
は

動
作

し
ま

せ
ん

。

【
製

品
情

報
】

h
tt

p
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/f
o

rt
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c
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a
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.w
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s
it

e
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o
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/h
o

m
e

p
a
g

e
/f

o
rt
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【
製

品
開

発
、
販

売
元

】
会

社
名

：
富

優
技

研
株

式
会

社
Ｕ

Ｒ
Ｌ
：
h

tt
p

:/
/
f
o

rt
e

c
h

-j
a
p

a
n

.w
ix

s
it

e
.c

o
m

/
h

o
m

e
p

a
g
e

電
話

番
号

：
0

3
-4

5
9

0
-8

1
3

5
M

A
IL

：
in

f
o

_f
tj

@
f
o

rt
e

c
h

g
rp

.c
o

m

2
1
8

2
0

1
6

新
製

品
・
技

術
そ

の
他

(場
面

)老
化

防
止

全
般

装
具

 歩
行

器
・
歩

行
車

開
発

メ
ー

カ
ー

N
A

S
A

で
も

研
究

さ
れ

て
い

る
耳

石
を

「
揺

す
る

」
事

で
免

疫
や

自
律

神
経

に
ス

イ
ッ

チ
を

入
れ

る

高
齢

者
N

H
K

「
試

し
て

ガ
ッ

テ
ン

」
で

放
映

さ
れ

た
宇

宙
飛

行
士

の
老

化
が

耳
石

を
揺

す
る

こ
と

で
ス

イ
ッ

チ
が

入
る

と
い

う
番

組
に

関
連

し
た

福
祉

機
器

で
す

。

2
1
9

2
0

1
6

新
製

品
・
技

術
屋

外
の

移
動

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

認
知

症
徘

徊
感

知
機

器

開
発

メ
ー

カ
ー

G
P

S
型

認
知

症
徘

徊
感

知
機

器
「
iT

S
U

M
O

」
介

護
保

険
適

用
地

域
拡

大
中

！

高
齢

者
奈

良
県

を
中

心
に

４
０

以
上

の
市

町
村

で
介

護
保

険
が

使
え

ま
す

！
実

際
に

保
護

事
例

も
多

数
上

が
っ

て
お

り
ま

す
！

今
後

は
全

国
展

開
に

向
け

て
準

備
中

で
す

。

2
2

0
2

0
1
6

新
製

品
・
技

術
衣

服
の

着
脱

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

衣
類

・
ボ

タ
ン

開
発

メ
ー

カ
ー

麻
痺

の
あ

る
方

、
リ

ウ
マ

チ
等

で
関

節
に

変
型

の
あ

る
方

な
ど

の
、
ボ

タ
ン

の
掛

け
外

し
に

お
け

る
指

先
の

困
難

さ

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 高

齢
者

 児
童

 介
助

者
 就

労
・
就

学

指
先

を
う

ま
く

使
う

こ
と

が
で

き
な

い
方

に
効

果
的

な
「
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
ボ

タ
ン

」
で

す
。

シ
ャ

ツ
、
ズ

ボ
ン

、
パ

ジ
ャ

マ
な

ど
に

使
用

し
、
お

し
ゃ

れ
で

着
脱

し
や

す
い

衣
類

の
開

発
を

進
め

て
お

り
ま

す
。

こ
う

し
た

部
品

や
機

能
性

に
よ

り
、
衣

類
の

着
脱

に
関

す
る

不
便

さ
を

解
消

し
ま

す
。

ぜ
ひ

、
ご

意
見

を
お

聞
か

せ
く

だ
さ

い
。

2
2

1
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
移

乗
車

い
す

 特
殊

寝
台

移
動

用
リ

フ
ト

利
用

者
移

乗
機

器
肢

体
不

自
由

者
ベ

ッ
ド

か
ら

車
い

す
へ

簡
単

に
移

乗
す

る
こ

と
が

で
き

る
ロ

ボ
ッ

ト
機

器
を

開
発

し
て

欲
し

い
。

2
2

2
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

内
の

移
動

 就
学

 就
労

車
い

す
利

用
者

立
位

に
な

れ
る

車
椅

子
肢

体
不

自
由

者
立

位
に

な
れ

る
車

椅
子

を
利

用
し

て
就

学
や

就
労

の
場

面
で

使
用

し
た

い
。

2
2

3
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

内
の

移
動

移
動

用
リ

フ
ト

利
用

者
狭

い
場

所
で

も
設

置
で

き
る

移
動

機
器

肢
体

不
自

由
者

日
本

の
狭

い
住

環
境

に
も

対
応

し
た

、
１
階

か
ら

２
階

へ
移

動
す

る
た

め
の

機
器

が
欲

し
い

。

2
2

4
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

歩
行

器
・
歩

行
車

 電
動

車
い

す
利

用
者

積
雪

に
も

対
応

し
た

車
い

す
肢

体
不

自
由

者
積

雪
時

は
車

い
す

で
外

出
で

き
な

い
の

で
、
雪

も
対

応
し

た
移

動
用

機
器

が
欲

し
い

。

2
2

5
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
利

用
者

片
手

で
操

作
で

き
る

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
肢

体
不

自
由

者
片

手
で

も
簡

単
に

使
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
が

欲
し

い
。
片

手
で

使
用

す
る

た
め

の
補

助
器

具
で

も
よ

い
。

2
2

6
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)就
寝

時
特

殊
寝

台
利

用
者

寝
て

い
る

姿
勢

を
記

憶
で

き
る

ベ
ッ

ド
肢

体
不

自
由

者
人

の
動

き
に

合
わ

せ
た

動
き

を
し

て
く

れ
る

電
動

ベ
ッ

ド
が

欲
し

い
。
例

え
ば

、
寝

て
い

る
姿

勢
の

パ
タ

ー
ン

を
記

憶
し

、
そ

の
パ

タ
ー

ン
に

合
わ

せ
て

自
動

で
動

い
て

く
れ

る
ベ

ッ
ド

が
あ

る
と

よ
い

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

2
2

7
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

つ
え

利
用

者
摩

耗
し

に
く

い
杖

の
先

端
ゴ

ム
肢

体
不

自
由

者
杖

の
先

端
ゴ

ム
は

毎
日

使
用

す
る

の
で

、
摩

耗
・
消

耗
が

激
し

い
。
少

し
で

も
摩

耗
し

に
く

い
ゴ

ム
の

開
発

を
し

て
欲

し
い

。

2
2

8
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
日

常
的

な
衛

生
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
洗

濯
利

用
者

簡
単

に
洗

濯
物

が
干

せ
る

機
器

肢
体

不
自

由
者

洗
濯

物
を

干
す

時
に

腕
が

伸
び

づ
ら

く
、
痛

み
も

生
じ

る
の

で
、
簡

単
に

洗
濯

物
が

干
せ

る
機

器
が

あ
る

と
便

利
だ

と
思

う
。

2
2

9
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)整
容

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

震
戦

に
対

応
し

た
機

器

利
用

者
震

戦
を

抑
え

て
化

粧
が

で
き

る
道

具
肢

体
不

自
由

者
震

戦
が

あ
り

、
手

が
震

え
て

し
ま

う
た

め
、
化

粧
を

し
た

い
の

に
う

ま
く

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
。
手

の
震

え
を

抑
え

て
く

れ
る

機
器

が
あ

る
と

嬉
し

い
。

2
3

0
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
日

常
的

な
衛

生
移

動
用

リ
フ

ト
利

用
者

お
風

呂
と

洗
い

場
の

高
さ

を
容

易
に

解
消

し
て

く
れ

る
機

器

肢
体

不
自

由
者

入
浴

す
る

時
に

、
洗

い
場

と
お

風
呂

の
ふ

ち
の

差
が

あ
り

過
ぎ

て
お

風
呂

に
入

る
こ

と
が

で
き

な
い

の
で

、
ロ

ボ
ッ

ト
技

術
な

ど
を

用
い

て
簡

単
に

浴
槽

に
入

れ
る

機
器

を
開

発
し

て
欲

し
い

。

2
3

1
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

自
動

車
利

用
者

携
帯

用
手

動
運

転
装

置
肢

体
不

自
由

者
携

帯
用

手
動

運
転

装
置

の
ア

ク
セ

ル
と

ブ
レ

ー
キ

操
作

が
重

く
て

疲
れ

る
の

で
、
よ

り
操

作
性

が
高

い
も

の
に

改
良

で
き

れ
ば

、
仕

事
時

な
ど

も
活

用
で

き
る

。

2
3

2
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
調

理
 掃

除
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
ウ

ェ
ア

ラ
ブ

ル
端

末
利

用
者

１
つ

の
端

末
で

家
電

を
操

作
で

き
る

ウ
ェ

ア
ラ

ブ
ル

端
末

肢
体

不
自

由
者

肢
体

不
自

由
な

の
で

、
あ

ら
ゆ

る
家

電
を

操
作

す
る

の
が

困
難

な
の

で
、
１
つ

の
ウ

ェ
ア

ラ
ブ

ル
端

末
で

家
電

製
品

を
自

由
に

操
作

で
き

る
機

器
の

開
発

を
望

み
ま

す
。

2
3

3
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)ド
ア

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

ド
ア

利
用

者
家

の
鍵

を
音

声
認

識
で

操
作

し
た

い
肢

体
不

自
由

者
両

手
が

不
自

由
な

の
で

、
家

の
鍵

を
音

声
認

識
で

ロ
ッ

ク
し

た
り

、
開

錠
で

き
る

よ
う

な
製

品
が

あ
る

と
よ

い
。

2
3

4
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)認
識

装
置

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

認
識

装
置

利
用

者
色

や
対

象
物

を
認

識
し

て
く

れ
る

装
置

視
覚

障
害

者
対

象
物

を
か

ざ
し

た
ら

、
色

や
対

象
物

の
名

称
を

読
み

上
げ

て
く

れ
る

よ
う

な
機

器
が

欲
し

い
。

2
3

5
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

読
み

上
げ

機
器

利
用

者
手

書
き

の
文

字
を

読
め

る
機

器
視

覚
障

害
者

手
書

き
の

手
紙

や
商

品
名

が
読

め
な

い
こ

と
が

あ
る

の
で

、
手

書
き

文
字

を
簡

単
に

読
み

上
げ

て
く

れ
る

機
器

が
欲

し
い

。

2
3

6
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

Ｆ
Ａ

Ｘ
利

用
者

音
声

読
み

上
げ

Ｆ
Ａ

Ｘ
視

覚
障

害
者

視
覚

障
害

者
の

方
で

も
利

用
で

き
る

、
受

信
し

た
時

に
音

声
読

み
上

げ
し

て
く

れ
る

Ｆ
Ａ

Ｘ
が

あ
る

と
良

い
で

す
。

2
3

7
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
就

労
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
点

字
プ

リ
ン

タ
利

用
者

速
く

て
正

確
な

点
字

プ
リ

ン
タ

視
覚

障
害

者
現

在
使

用
し

て
い

る
点

字
プ

リ
ン

タ
は

印
刷

速
度

が
遅

く
、
大

量
印

刷
が

で
き

な
い

。
そ

の
た

め
速

く
て

正
確

な
点

字
プ

リ
ン

タ
が

欲
し

い
。

2
3

8
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

自
動

車
利

用
者

自
動

運
転

可
能

な
自

動
車

視
覚

障
害

者
視

覚
障

害
者

で
も

自
動

車
を

運
転

し
て

目
的

地
に

行
き

た
い

。
自

動
運

転
シ

ス
テ

ム
を

搭
載

し
た

自
動

車
が

欲
し

い
。

2
3

9
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

拡
大

読
書

器
利

用
者

携
帯

型
の

拡
大

読
書

器
が

あ
る

と
良

い
。

視
覚

障
害

者
軽

く
て

持
ち

運
び

し
や

す
い

、
携

帯
型

拡
大

読
書

器
の

開
発

を
求

め
る

。

2
4

0
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
就

労
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
点

字
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
利

用
者

外
部

メ
モ

リ
ー

に
保

存
可

能
な

点
字

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

視
覚

障
害

者
外

部
メ

モ
リ

ー
に

保
存

す
る

こ
と

が
で

き
る

点
字

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

が
あ

る
と

便
利

。

2
4

1
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)就
寝

時
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
情

報
機

器
利

用
者

就
寝

時
の

緊
急

時
情

報
通

信
機

器
聴

覚
障

害
者

就
寝

時
は

人
工

内
耳

の
外

部
機

械
を

外
し

て
し

ま
う

の
で

、
夜

間
に

異
常

が
あ

っ
た

場
合

に
、
す

ぐ
に

情
報

を
知

る
こ

と
が

で
き

る
ツ

ー
ル

が
欲

し
い

。

2
4

2
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)災
害

時
等

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

情
報

機
器

利
用

者
チ

ャ
イ

ム
や

火
災

報
知

器
を

知
ら

せ
る

機
器

聴
覚

障
害

者
玄

関
の

チ
ャ

イ
ム

や
火

災
報

知
器

の
起

動
は

分
か

ら
な

い
の

で
、
知

ら
せ

て
く

れ
る

機
器

が
欲

し
い

。

2
4

3
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

電
光

掲
示

板
利

用
者

音
声

認
識

を
備

え
た

電
光

掲
示

板
聴

覚
障

害
者

音
声

を
自

動
認

識
し

て
、
公

共
交

通
機

関
等

の
電

光
掲

示
板

に
表

示
す

る
装

置
が

欲
し

い
。

2
4

4
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
機

器

利
用

者
音

声
や

文
字

を
イ

ラ
ス

ト
や

図
に

変
換

す
る

機
器

聴
覚

障
害

者
相

手
の

話
す

内
容

が
分

か
り

易
く

な
る

よ
う

に
、
音

声
や

文
字

を
イ

ラ
ス

ト
や

図
に

変
換

し
て

く
れ

る
機

能
を

搭
載

し
た

機
器

が
欲

し
い

。

2
4

5
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

電
話

利
用

者
音

声
が

聞
き

取
り

易
い

電
話

聴
覚

障
害

者
電

話
の

音
声

案
内

が
聞

き
取

り
づ

ら
い

、
特

に
用

件
ご

と
に

数
字

を
押

す
よ

う
に

指
示

が
流

れ
る

も
の

は
聞

き
取

れ
な

い
。

2
4

6
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

電
話

利
用

者
字

幕
付

き
の

電
話

器
聴

覚
障

害
者

字
幕

付
き

電
話

が
欲

し
い

。

2
4

7
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)テ
レ

ビ
視

聴
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
テ

レ
ビ

利
用

者
テ

レ
ビ

の
完

全
字

幕
化

聴
覚

障
害

者
全

て
の

ニ
ュ

ー
ス

や
天

気
予

報
な

ど
、
テ

レ
ビ

の
情

報
に

つ
い

て
字

幕
を

つ
け

て
欲

し
い

。

2
4

8
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)旅
行

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

磁
気

ル
ー

プ
利

用
者

電
車

や
バ

ス
車

内
の

磁
気

ル
ー

プ
シ

ス
テ

ム
の

普
及

聴
覚

障
害

者
旅

行
先

の
電

車
内

や
バ

ス
の

車
内

ガ
イ

ド
の

案
内

が
聞

こ
え

な
い

の
で

、
旅

行
が

楽
し

く
な

い
。

2
4

9
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

筆
談

利
用

者
手

軽
な

筆
談

機
器

聴
覚

障
害

者
い

つ
で

も
ど

こ
で

も
手

軽
に

筆
談

す
る

こ
と

が
で

き
る

機
器

が
欲

し
い

。

2
5

0
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

磁
気

ル
ー

プ
利

用
者

公
共

施
設

で
の

磁
気

ル
ー

プ
の

設
置

聴
覚

障
害

者
公

共
施

設
に

は
埋

め
込

み
式

の
磁

気
ル

ー
プ

を
設

置
し

て
欲

し
い

。

2
5

1
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)運
動

時
補

聴
器

利
用

者
ス

ポ
ー

ツ
中

の
情

報
保

障
機

器
聴

覚
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

を
し

な
が

ら
で

も
聴

覚
障

害
者

が
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
取

れ
る

機
器

が
欲

し
い

。

2
5

2
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 就
労

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

文
字

変
換

装
置

利
用

者
要

約
機

能
を

持
っ

た
文

字
変

換
装

置
聴

覚
障

害
者

全
て

の
言

葉
を

表
示

せ
ず

、
要

約
し

て
く

れ
る

よ
う

な
要

約
機

能
を

持
っ

た
文

字
変

換
装

置
が

あ
る

と
便

利

2
5

3
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

ウ
ェ

ア
ラ

ブ
ル

端
末

利
用

者
相

手
の

言
葉

が
文

字
化

さ
れ

え
る

ウ
ェ

ア
ラ

ブ
ル

端
末

聴
覚

障
害

者
腕

時
計

や
メ

ガ
ネ

型
の

ウ
ェ

ア
ラ

ブ
ル

端
末

で
、
相

手
の

言
葉

が
字

幕
表

示
さ

れ
る

も
の

が
欲

し
い

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

2
2

7
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

つ
え

利
用

者
摩

耗
し

に
く

い
杖

の
先

端
ゴ

ム
肢

体
不

自
由

者
杖

の
先

端
ゴ

ム
は

毎
日

使
用

す
る

の
で

、
摩

耗
・
消

耗
が

激
し

い
。
少

し
で

も
摩

耗
し

に
く

い
ゴ

ム
の

開
発

を
し

て
欲

し
い

。

2
2

8
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
日

常
的

な
衛

生
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
洗

濯
利

用
者

簡
単

に
洗

濯
物

が
干

せ
る

機
器

肢
体

不
自

由
者

洗
濯

物
を

干
す

時
に

腕
が

伸
び

づ
ら

く
、
痛

み
も

生
じ

る
の

で
、
簡

単
に

洗
濯

物
が

干
せ

る
機

器
が

あ
る

と
便

利
だ

と
思

う
。

2
2

9
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)整
容

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

震
戦

に
対

応
し

た
機

器

利
用

者
震

戦
を

抑
え

て
化

粧
が

で
き

る
道

具
肢

体
不

自
由

者
震

戦
が

あ
り

、
手

が
震

え
て

し
ま

う
た

め
、
化

粧
を

し
た

い
の

に
う

ま
く

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
。
手

の
震

え
を

抑
え

て
く

れ
る

機
器

が
あ

る
と

嬉
し

い
。

2
3

0
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
日

常
的

な
衛

生
移

動
用

リ
フ

ト
利

用
者

お
風

呂
と

洗
い

場
の

高
さ

を
容

易
に

解
消

し
て

く
れ

る
機

器

肢
体

不
自

由
者

入
浴

す
る

時
に

、
洗

い
場

と
お

風
呂

の
ふ

ち
の

差
が

あ
り

過
ぎ

て
お

風
呂

に
入

る
こ

と
が

で
き

な
い

の
で

、
ロ

ボ
ッ

ト
技

術
な

ど
を

用
い

て
簡

単
に

浴
槽

に
入

れ
る

機
器

を
開

発
し

て
欲

し
い

。

2
3

1
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

自
動

車
利

用
者

携
帯

用
手

動
運

転
装

置
肢

体
不

自
由

者
携

帯
用

手
動

運
転

装
置

の
ア

ク
セ

ル
と

ブ
レ

ー
キ

操
作

が
重

く
て

疲
れ

る
の

で
、
よ

り
操

作
性

が
高

い
も

の
に

改
良

で
き

れ
ば

、
仕

事
時

な
ど

も
活

用
で

き
る

。

2
3

2
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
調

理
 掃

除
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
ウ

ェ
ア

ラ
ブ

ル
端

末
利

用
者

１
つ

の
端

末
で

家
電

を
操

作
で

き
る

ウ
ェ

ア
ラ

ブ
ル

端
末

肢
体

不
自

由
者

肢
体

不
自

由
な

の
で

、
あ

ら
ゆ

る
家

電
を

操
作

す
る

の
が

困
難

な
の

で
、
１
つ

の
ウ

ェ
ア

ラ
ブ

ル
端

末
で

家
電

製
品

を
自

由
に

操
作

で
き

る
機

器
の

開
発

を
望

み
ま

す
。

2
3

3
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)ド
ア

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

ド
ア

利
用

者
家

の
鍵

を
音

声
認

識
で

操
作

し
た

い
肢

体
不

自
由

者
両

手
が

不
自

由
な

の
で

、
家

の
鍵

を
音

声
認

識
で

ロ
ッ

ク
し

た
り

、
開

錠
で

き
る

よ
う

な
製

品
が

あ
る

と
よ

い
。

2
3

4
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)認
識

装
置

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

認
識

装
置

利
用

者
色

や
対

象
物

を
認

識
し

て
く

れ
る

装
置

視
覚

障
害

者
対

象
物

を
か

ざ
し

た
ら

、
色

や
対

象
物

の
名

称
を

読
み

上
げ

て
く

れ
る

よ
う

な
機

器
が

欲
し

い
。

2
3

5
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

読
み

上
げ

機
器

利
用

者
手

書
き

の
文

字
を

読
め

る
機

器
視

覚
障

害
者

手
書

き
の

手
紙

や
商

品
名

が
読

め
な

い
こ

と
が

あ
る

の
で

、
手

書
き

文
字

を
簡

単
に

読
み

上
げ

て
く

れ
る

機
器

が
欲

し
い

。

2
3

6
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

Ｆ
Ａ

Ｘ
利

用
者

音
声

読
み

上
げ

Ｆ
Ａ

Ｘ
視

覚
障

害
者

視
覚

障
害

者
の

方
で

も
利

用
で

き
る

、
受

信
し

た
時

に
音

声
読

み
上

げ
し

て
く

れ
る

Ｆ
Ａ

Ｘ
が

あ
る

と
良

い
で

す
。

2
3

7
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
就

労
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
点

字
プ

リ
ン

タ
利

用
者

速
く

て
正

確
な

点
字

プ
リ

ン
タ

視
覚

障
害

者
現

在
使

用
し

て
い

る
点

字
プ

リ
ン

タ
は

印
刷

速
度

が
遅

く
、
大

量
印

刷
が

で
き

な
い

。
そ

の
た

め
速

く
て

正
確

な
点

字
プ

リ
ン

タ
が

欲
し

い
。

2
3

8
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

自
動

車
利

用
者

自
動

運
転

可
能

な
自

動
車

視
覚

障
害

者
視

覚
障

害
者

で
も

自
動

車
を

運
転

し
て

目
的

地
に

行
き

た
い

。
自

動
運

転
シ

ス
テ

ム
を

搭
載

し
た

自
動

車
が

欲
し

い
。

2
3

9
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

拡
大

読
書

器
利

用
者

携
帯

型
の

拡
大

読
書

器
が

あ
る

と
良

い
。

視
覚

障
害

者
軽

く
て

持
ち

運
び

し
や

す
い

、
携

帯
型

拡
大

読
書

器
の

開
発

を
求

め
る

。

2
4

0
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
就

労
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
点

字
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
利

用
者

外
部

メ
モ

リ
ー

に
保

存
可

能
な

点
字

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

視
覚

障
害

者
外

部
メ

モ
リ

ー
に

保
存

す
る

こ
と

が
で

き
る

点
字

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

が
あ

る
と

便
利

。

2
4

1
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)就
寝

時
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
情

報
機

器
利

用
者

就
寝

時
の

緊
急

時
情

報
通

信
機

器
聴

覚
障

害
者

就
寝

時
は

人
工

内
耳

の
外

部
機

械
を

外
し

て
し

ま
う

の
で

、
夜

間
に

異
常

が
あ

っ
た

場
合

に
、
す

ぐ
に

情
報

を
知

る
こ

と
が

で
き

る
ツ

ー
ル

が
欲

し
い

。

2
4

2
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)災
害

時
等

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

情
報

機
器

利
用

者
チ

ャ
イ

ム
や

火
災

報
知

器
を

知
ら

せ
る

機
器

聴
覚

障
害

者
玄

関
の

チ
ャ

イ
ム

や
火

災
報

知
器

の
起

動
は

分
か

ら
な

い
の

で
、
知

ら
せ

て
く

れ
る

機
器

が
欲

し
い

。

2
4

3
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

電
光

掲
示

板
利

用
者

音
声

認
識

を
備

え
た

電
光

掲
示

板
聴

覚
障

害
者

音
声

を
自

動
認

識
し

て
、
公

共
交

通
機

関
等

の
電

光
掲

示
板

に
表

示
す

る
装

置
が

欲
し

い
。

2
4

4
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
機

器

利
用

者
音

声
や

文
字

を
イ

ラ
ス

ト
や

図
に

変
換

す
る

機
器

聴
覚

障
害

者
相

手
の

話
す

内
容

が
分

か
り

易
く

な
る

よ
う

に
、
音

声
や

文
字

を
イ

ラ
ス

ト
や

図
に

変
換

し
て

く
れ

る
機

能
を

搭
載

し
た

機
器

が
欲

し
い

。

2
4

5
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

電
話

利
用

者
音

声
が

聞
き

取
り

易
い

電
話

聴
覚

障
害

者
電

話
の

音
声

案
内

が
聞

き
取

り
づ

ら
い

、
特

に
用

件
ご

と
に

数
字

を
押

す
よ

う
に

指
示

が
流

れ
る

も
の

は
聞

き
取

れ
な

い
。

2
4

6
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

電
話

利
用

者
字

幕
付

き
の

電
話

器
聴

覚
障

害
者

字
幕

付
き

電
話

が
欲

し
い

。

2
4

7
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)テ
レ

ビ
視

聴
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
テ

レ
ビ

利
用

者
テ

レ
ビ

の
完

全
字

幕
化

聴
覚

障
害

者
全

て
の

ニ
ュ

ー
ス

や
天

気
予

報
な

ど
、
テ

レ
ビ

の
情

報
に

つ
い

て
字

幕
を

つ
け

て
欲

し
い

。

2
4

8
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)旅
行

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

磁
気

ル
ー

プ
利

用
者

電
車

や
バ

ス
車

内
の

磁
気

ル
ー

プ
シ

ス
テ

ム
の

普
及

聴
覚

障
害

者
旅

行
先

の
電

車
内

や
バ

ス
の

車
内

ガ
イ

ド
の

案
内

が
聞

こ
え

な
い

の
で

、
旅

行
が

楽
し

く
な

い
。

2
4

9
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

筆
談

利
用

者
手

軽
な

筆
談

機
器

聴
覚

障
害

者
い

つ
で

も
ど

こ
で

も
手

軽
に

筆
談

す
る

こ
と

が
で

き
る

機
器

が
欲

し
い

。

2
5

0
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

磁
気

ル
ー

プ
利

用
者

公
共

施
設

で
の

磁
気

ル
ー

プ
の

設
置

聴
覚

障
害

者
公

共
施

設
に

は
埋

め
込

み
式

の
磁

気
ル

ー
プ

を
設

置
し

て
欲

し
い

。

2
5

1
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)運
動

時
補

聴
器

利
用

者
ス

ポ
ー

ツ
中

の
情

報
保

障
機

器
聴

覚
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

を
し

な
が

ら
で

も
聴

覚
障

害
者

が
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
取

れ
る

機
器

が
欲

し
い

。

2
5

2
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 就
労

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

文
字

変
換

装
置

利
用

者
要

約
機

能
を

持
っ

た
文

字
変

換
装

置
聴

覚
障

害
者

全
て

の
言

葉
を

表
示

せ
ず

、
要

約
し

て
く

れ
る

よ
う

な
要

約
機

能
を

持
っ

た
文

字
変

換
装

置
が

あ
る

と
便

利

2
5

3
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

ウ
ェ

ア
ラ

ブ
ル

端
末

利
用

者
相

手
の

言
葉

が
文

字
化

さ
れ

え
る

ウ
ェ

ア
ラ

ブ
ル

端
末

聴
覚

障
害

者
腕

時
計

や
メ

ガ
ネ

型
の

ウ
ェ

ア
ラ

ブ
ル

端
末

で
、
相

手
の

言
葉

が
字

幕
表

示
さ

れ
る

も
の

が
欲

し
い

。

- 103 -

186625 報告書_本文_2校 (111)



投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

2
5

4
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

そ
の

他
利

用
者

横
断

歩
道

を
自

力
で

渡
れ

る
機

器
盲

ろ
う

者
横

断
歩

道
を

渡
る

際
、
信

号
機

の
色

や
、
音

響
信

号
の

音
も

分
か

ら
な

い
の

で
、
自

力
で

渡
る

こ
と

が
で

き
な

い
た

め
、
こ

の
課

題
を

解
消

し
て

く
れ

る
機

器
を

開
発

し
て

欲
し

い
。

2
5

5
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)切
符

購
入

等
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
そ

の
他

利
用

者
Ａ

Ｔ
Ｍ

や
券

売
機

の
操

作
盲

ろ
う

者
Ａ

Ｔ
Ｍ

や
駅

の
券

売
機

で
タ

ッ
チ

パ
ネ

ル
式

の
装

置
が

あ
る

と
、
画

面
情

報
が

見
え

な
い

だ
け

で
な

く
、
音

声
ガ

イ
ド

も
聞

こ
え

な
い

の
で

、
困

っ
て

い
る

。
何

か
機

器
で

解
決

で
き

な
い

か
。

2
5

6
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
日

常
的

な
衛

生
つ

え
利

用
者

頑
丈

な
白

杖
盲

ろ
う

者
白

杖
が

す
ぐ

に
折

れ
た

り
曲

が
っ

た
り

す
る

の
で

、
曲

が
ら

な
い

杖
が

欲
し

い
。

2
5

7
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)健
康

管
理

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

体
温

計
、
血

圧
計

利
用

者
盲

ろ
う

者
で

も
使

用
可

能
な

健
康

管
理

機
器

盲
ろ

う
者

体
温

計
や

血
圧

計
の

機
器

は
自

力
で

は
健

康
管

理
を

行
え

ず
、
家

族
や

他
人

に
教

え
て

も
ら

う
た

め
、
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
が

守
ら

れ
て

い
な

い
。

2
5

8
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

点
字

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

等

利
用

者
盲

ろ
う

者
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

役
立

つ
機

器

盲
ろ

う
者

音
声

を
点

字
に

そ
の

場
で

変
換

し
た

り
、
手

話
や

指
文

字
を

音
声

に
変

換
す

る
も

の
な

ど
、
盲

ろ
う

者
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

役
立

つ
も

の
が

欲
し

い
。

2
5

9
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

移
動

支
援

機
器

利
用

者
自

動
案

内
し

て
く

れ
る

移
動

支
援

機
器

盲
ろ

う
者

目
的

地
を

入
力

す
れ

ば
自

動
的

に
安

全
に

誘
導

し
て

く
れ

る
移

動
支

援
機

器
が

欲
し

い
。

2
6

0
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

点
字

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

等

利
用

者
盲

ろ
う

者
の

た
め

の
カ

ラ
オ

ケ
機

器
盲

ろ
う

者
点

字
と

拡
大

文
字

に
変

換
し

て
く

れ
る

カ
ラ

オ
ケ

機
器

が
あ

る
が

、
伴

奏
時

に
点

字
に

変
換

し
て

く
れ

る
な

ど
の

機
能

が
あ

る
と

、
歌

い
や

す
い

の
で

改
良

し
て

開
発

し
て

欲
し

い
。

2
6

1
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
就

学
 就

労
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
拡

大
読

書
器

利
用

者
書

類
を

作
成

し
て

く
れ

る
拡

大
読

書
器

盲
ろ

う
者

拡
大

読
書

器
に

書
類

を
楽

う
に

作
成

し
て

く
れ

る
機

能
を

付
け

て
欲

し
い

。

2
6

2
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

携
帯

端
末

利
用

者
複

数
の

人
の

会
話

が
文

字
化

で
き

る
携

帯
端

末
盲

ろ
う

者
複

数
の

人
と

の
会

話
で

、
音

声
認

識
に

よ
っ

て
文

字
化

さ
れ

た
も

の
を

携
帯

端
末

で
読

め
る

機
器

が
欲

し
い

。

2
6

3
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)就
寝

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

時
計

利
用

者
盲

ろ
う

者
用

の
目

覚
ま

し
時

計
盲

ろ
う

者
盲

ろ
う

者
で

も
使

え
る

目
覚

ま
し

時
計

を
探

し
て

い
る

。
自

分
で

時
間

を
セ

ッ
ト

で
き

る
と

良
い

。

2
6

4
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

管
理

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

ア
プ

リ
利

用
者

内
部

障
害

者
用

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
ア

プ
リ

発
達

障
害

者
内

部
障

害
者

の
た

め
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

支
援

や
時

間
を

自
己

管
理

す
る

た
め

の
道

具
や

ア
プ

リ
が

あ
る

と
便

利
。

2
6

5
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
機

器

利
用

者
社

会
集

団
内

で
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

方
法

そ
の

他
社

会
性

障
害

が
あ

る
た

め
、
社

会
集

団
内

で
の

人
間

関
係

構
築

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
う

ま
く

図
れ

な
い

た
め

、
困

っ
て

い
る

。
こ

の
よ

う
な

問
題

を
機

器
で

解
決

で
き

な
い

か
。

2
6

6
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
就

学
 就

労
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
ア

プ
リ

利
用

者
失

語
症

者
の

た
め

の
ア

プ
リ

言
語

障
害

者
失

語
症

で
大

量
の

情
報

を
一

度
に

処
理

で
き

な
い

。
そ

の
た

め
、
情

報
を

一
つ

一
つ

提
示

し
て

く
れ

る
機

器
や

ア
プ

リ
が

あ
る

と
便

利
。

2
6

7
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
就

学
 就

労
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
ア

プ
リ

利
用

者
言

語
訓

練
機

能
の

ア
プ

リ
言

語
障

害
者

失
語

症
の

た
め

、
言

葉
が

発
し

づ
ら

い
た

め
、
言

語
訓

練
機

能
が

で
き

る
ア

プ
リ

が
あ

る
と

よ
い

。

2
6

8
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
就

学
 就

労
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
管

理
機

器

利
用

者
学

習
障

害
者

の
た

め
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

管
理

機
器

発
達

障
害

者
学

習
障

害
の

方
が

勉
強

や
作

業
を

行
う

た
め

に
、
カ

ウ
ン

タ
ー

や
タ

イ
マ

ー
、
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
な

ど
を

活
用

し
、
開

始
と

終
了

の
見

通
し

を
立

て
ら

れ
る

も
の

が
欲

し
い

。

2
6

9
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
就

学
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
イ

ヤ
ー

マ
フ

利
用

者
劣

化
し

づ
ら

い
イ

ヤ
ー

マ
フ

児
童

イ
マ

ー
マ

フ
は

素
材

が
劣

化
し

や
す

い
の

で
、
劣

化
し

づ
ら

く
、
大

き
さ

や
素

材
が

選
べ

る
よ

う
に

し
て

欲
し

い
。
ま

た
、
デ

ザ
イ

ン
性

の
優

れ
た

も
の

が
よ

い
。

2
7

0
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

音
声

認
識

装
置

利
用

者
音

声
で

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

で
き

る
音

声
認

識
機

器
視

覚
障

害
者

音
声

認
識

機
器

の
起

動
と

終
了

も
音

声
で

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

で
き

る
と

使
い

勝
手

が
よ

い
。

2
7

1
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
就

学
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
指

電
話

利
用

者
指

電
話

の
よ

う
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
製

品
児

童
ＩＣ

Ｔ
教

育
に

使
え

る
よ

う
な

製
品

が
あ

る
と

良
い

。
例

え
ば

、
指

電
話

の
よ

う
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
製

品

2
7

2
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

つ
え

利
用

者
白

杖
に

電
子

機
器

を
組

み
込

む
こ

と
の

是
非

視
覚

障
害

者
白

杖
使

用
者

で
す

。

こ
の

掲
示

板
の

過
去

ロ
グ

を
見

る
と

「
白

杖
に

セ
ン

サ
ー

を
組

み
込

め
ば

・
・
・
」
と

い
う

提
案

を
目

に
し

ま
す

。
白

杖
に

セ
ン

サ
ー

等
の

電
子

機
器

を
組

み
込

む
研

究
や

、
実

際
、
そ

の
よ

う
な

商
品

も
あ

り
ま

す
。

白
杖

を
使

っ
て

い
る

皆
さ

ん
は

、
そ

の
よ

う
な

白
杖

を
使

い
た

い
と

思
い

ま
す

か
？

　
私

は
、
N

O
で

す
。
以

下
、
そ

の
理

由
で

す
。

■
　
非

常
に

デ
リ

ケ
ー

ト
。
難

し
く

言
う

な
ら

「
質

量
」
「
慣

性
モ

ー
メ

ン
ト

」
「
剛

性
」
「
共

振
周

波
数

」
「
先

端
や

握
り

部
分

の
感

触
」
等

、
非

常
に

多
く

の
要

素
が

使
い

心
地

に
関

係
し

て
く

る
。
つ

ま
り

、
白

杖
は

体
の

一
部

と
い

う
わ

け
。

■
　
電

源
の

切
り

忘
れ

、
電

池
残

量
等

が
気

に
な

る
。

■
　
白

杖
本

体
は

消
耗

品
。
高

価
だ

と
紛

失
や

盗
難

も
気

に
な

る
。

■
　
シ

ョ
ッ

ク
や

水
に

弱
そ

う
。
（
そ

も
、
白

杖
は

路
面

を
叩

く
）

と
い

う
訳

で
、
私

は
、
シ

ン
プ

ル
で

軽
い

白
杖

を
愛

用
し

て
い

ま
す

。

34
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

2
5

4
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

そ
の

他
利

用
者

横
断

歩
道

を
自

力
で

渡
れ

る
機

器
盲

ろ
う

者
横

断
歩

道
を

渡
る

際
、
信

号
機

の
色

や
、
音

響
信

号
の

音
も

分
か

ら
な

い
の

で
、
自

力
で

渡
る

こ
と

が
で

き
な

い
た

め
、
こ

の
課

題
を

解
消

し
て

く
れ

る
機

器
を

開
発

し
て

欲
し

い
。

2
5

5
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)切
符

購
入

等
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
そ

の
他

利
用

者
Ａ

Ｔ
Ｍ

や
券

売
機

の
操

作
盲

ろ
う

者
Ａ

Ｔ
Ｍ

や
駅

の
券

売
機

で
タ

ッ
チ

パ
ネ

ル
式

の
装

置
が

あ
る

と
、
画

面
情

報
が

見
え

な
い

だ
け

で
な

く
、
音

声
ガ

イ
ド

も
聞

こ
え

な
い

の
で

、
困

っ
て

い
る

。
何

か
機

器
で

解
決

で
き

な
い

か
。

2
5

6
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
日

常
的

な
衛

生
つ

え
利

用
者

頑
丈

な
白

杖
盲

ろ
う

者
白

杖
が

す
ぐ

に
折

れ
た

り
曲

が
っ

た
り

す
る

の
で

、
曲

が
ら

な
い

杖
が

欲
し

い
。

2
5

7
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)健
康

管
理

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

体
温

計
、
血

圧
計

利
用

者
盲

ろ
う

者
で

も
使

用
可

能
な

健
康

管
理

機
器

盲
ろ

う
者

体
温

計
や

血
圧

計
の

機
器

は
自

力
で

は
健

康
管

理
を

行
え

ず
、
家

族
や

他
人

に
教

え
て

も
ら

う
た

め
、
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
が

守
ら

れ
て

い
な

い
。

2
5

8
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

点
字

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

等

利
用

者
盲

ろ
う

者
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

役
立

つ
機

器

盲
ろ

う
者

音
声

を
点

字
に

そ
の

場
で

変
換

し
た

り
、
手

話
や

指
文

字
を

音
声

に
変

換
す

る
も

の
な

ど
、
盲

ろ
う

者
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

役
立

つ
も

の
が

欲
し

い
。

2
5

9
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

移
動

支
援

機
器

利
用

者
自

動
案

内
し

て
く

れ
る

移
動

支
援

機
器

盲
ろ

う
者

目
的

地
を

入
力

す
れ

ば
自

動
的

に
安

全
に

誘
導

し
て

く
れ

る
移

動
支

援
機

器
が

欲
し

い
。

2
6

0
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

点
字

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

等

利
用

者
盲

ろ
う

者
の

た
め

の
カ

ラ
オ

ケ
機

器
盲

ろ
う

者
点

字
と

拡
大

文
字

に
変

換
し

て
く

れ
る

カ
ラ

オ
ケ

機
器

が
あ

る
が

、
伴

奏
時

に
点

字
に

変
換

し
て

く
れ

る
な

ど
の

機
能

が
あ

る
と

、
歌

い
や

す
い

の
で

改
良

し
て

開
発

し
て

欲
し

い
。

2
6

1
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
就

学
 就

労
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
拡

大
読

書
器

利
用

者
書

類
を

作
成

し
て

く
れ

る
拡

大
読

書
器

盲
ろ

う
者

拡
大

読
書

器
に

書
類

を
楽

う
に

作
成

し
て

く
れ

る
機

能
を

付
け

て
欲

し
い

。

2
6

2
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

携
帯

端
末

利
用

者
複

数
の

人
の

会
話

が
文

字
化

で
き

る
携

帯
端

末
盲

ろ
う

者
複

数
の

人
と

の
会

話
で

、
音

声
認

識
に

よ
っ

て
文

字
化

さ
れ

た
も

の
を

携
帯

端
末

で
読

め
る

機
器

が
欲

し
い

。

2
6

3
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)就
寝

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

時
計

利
用

者
盲

ろ
う

者
用

の
目

覚
ま

し
時

計
盲

ろ
う

者
盲

ろ
う

者
で

も
使

え
る

目
覚

ま
し

時
計

を
探

し
て

い
る

。
自

分
で

時
間

を
セ

ッ
ト

で
き

る
と

良
い

。

2
6

4
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

管
理

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

ア
プ

リ
利

用
者

内
部

障
害

者
用

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
ア

プ
リ

発
達

障
害

者
内

部
障

害
者

の
た

め
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

支
援

や
時

間
を

自
己

管
理

す
る

た
め

の
道

具
や

ア
プ

リ
が

あ
る

と
便

利
。

2
6

5
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
機

器

利
用

者
社

会
集

団
内

で
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

方
法

そ
の

他
社

会
性

障
害

が
あ

る
た

め
、
社

会
集

団
内

で
の

人
間

関
係

構
築

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
う

ま
く

図
れ

な
い

た
め

、
困

っ
て

い
る

。
こ

の
よ

う
な

問
題

を
機

器
で

解
決

で
き

な
い

か
。

2
6

6
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
就

学
 就

労
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
ア

プ
リ

利
用

者
失

語
症

者
の

た
め

の
ア

プ
リ

言
語

障
害

者
失

語
症

で
大

量
の

情
報

を
一

度
に

処
理

で
き

な
い

。
そ

の
た

め
、
情

報
を

一
つ

一
つ

提
示

し
て

く
れ

る
機

器
や

ア
プ

リ
が

あ
る

と
便

利
。

2
6

7
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
就

学
 就

労
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
ア

プ
リ

利
用

者
言

語
訓

練
機

能
の

ア
プ

リ
言

語
障

害
者

失
語

症
の

た
め

、
言

葉
が

発
し

づ
ら

い
た

め
、
言

語
訓

練
機

能
が

で
き

る
ア

プ
リ

が
あ

る
と

よ
い

。

2
6

8
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
就

学
 就

労
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
管

理
機

器

利
用

者
学

習
障

害
者

の
た

め
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

管
理

機
器

発
達

障
害

者
学

習
障

害
の

方
が

勉
強

や
作

業
を

行
う

た
め

に
、
カ

ウ
ン

タ
ー

や
タ

イ
マ

ー
、
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
な

ど
を

活
用

し
、
開

始
と

終
了

の
見

通
し

を
立

て
ら

れ
る

も
の

が
欲

し
い

。

2
6

9
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
就

学
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
イ

ヤ
ー

マ
フ

利
用

者
劣

化
し

づ
ら

い
イ

ヤ
ー

マ
フ

児
童

イ
マ

ー
マ

フ
は

素
材

が
劣

化
し

や
す

い
の

で
、
劣

化
し

づ
ら

く
、
大

き
さ

や
素

材
が

選
べ

る
よ

う
に

し
て

欲
し

い
。
ま

た
、
デ

ザ
イ

ン
性

の
優

れ
た

も
の

が
よ

い
。

2
7

0
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

音
声

認
識

装
置

利
用

者
音

声
で

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

で
き

る
音

声
認

識
機

器
視

覚
障

害
者

音
声

認
識

機
器

の
起

動
と

終
了

も
音

声
で

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

で
き

る
と

使
い

勝
手

が
よ

い
。

2
7

1
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
就

学
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
指

電
話

利
用

者
指

電
話

の
よ

う
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
製

品
児

童
ＩＣ

Ｔ
教

育
に

使
え

る
よ

う
な

製
品

が
あ

る
と

良
い

。
例

え
ば

、
指

電
話

の
よ

う
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
製

品

2
7

2
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

つ
え

利
用

者
白

杖
に

電
子

機
器

を
組

み
込

む
こ

と
の

是
非

視
覚

障
害

者
白

杖
使

用
者

で
す

。

こ
の

掲
示

板
の

過
去

ロ
グ

を
見

る
と

「
白

杖
に

セ
ン

サ
ー

を
組

み
込

め
ば

・
・
・
」
と

い
う

提
案

を
目

に
し

ま
す

。
白

杖
に

セ
ン

サ
ー

等
の

電
子

機
器

を
組

み
込

む
研

究
や

、
実

際
、
そ

の
よ

う
な

商
品

も
あ

り
ま

す
。

白
杖

を
使

っ
て

い
る

皆
さ

ん
は

、
そ

の
よ

う
な

白
杖

を
使

い
た

い
と

思
い

ま
す

か
？

　
私

は
、
N

O
で

す
。
以

下
、
そ

の
理

由
で

す
。

■
　
非

常
に

デ
リ

ケ
ー

ト
。
難

し
く

言
う

な
ら

「
質

量
」
「
慣

性
モ

ー
メ

ン
ト

」
「
剛

性
」
「
共

振
周

波
数

」
「
先

端
や

握
り

部
分

の
感

触
」
等

、
非

常
に

多
く

の
要

素
が

使
い

心
地

に
関

係
し

て
く

る
。
つ

ま
り

、
白

杖
は

体
の

一
部

と
い

う
わ

け
。

■
　
電

源
の

切
り

忘
れ

、
電

池
残

量
等

が
気

に
な

る
。

■
　
白

杖
本

体
は

消
耗

品
。
高

価
だ

と
紛

失
や

盗
難

も
気

に
な

る
。

■
　
シ

ョ
ッ

ク
や

水
に

弱
そ

う
。
（
そ

も
、
白

杖
は

路
面

を
叩

く
）

と
い

う
訳

で
、
私

は
、
シ

ン
プ

ル
で

軽
い

白
杖

を
愛

用
し

て
い

ま
す

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

2
7

3
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

利
用

者
「
対

象
物

が
何

で
あ

る
か

を
教

え
て

く
れ

る
ス

マ
ホ

ア
プ

リ
が

欲
し

い
」

考

視
覚

障
害

者
白

杖
の

助
け

を
借

り
て

い
る

身
の

上
で

す
。

も
し

ス
マ

ホ
を

か
ざ

し
て

、
前

に
何

が
あ

る
か

音
声

で
教

え
て

も
ら

え
れ

ば
あ

り
が

た
い

で
す

ね
。
誰

も
が

そ
う

思
い

ま
す

。

で
も

、
よ

く
考

え
て

み
る

と
、
そ

れ
は

と
て

も
難

し
い

願
い

で
す

。
晴

眼
者

と
ち

が
っ

て
、
わ

れ
わ

れ
は

「
ス

マ
ホ

（
カ

メ
ラ

）
を

対
象

物
に

向
け

る
」
こ

と
が

出
来

な
い

の
で

す
。

写
真

は
、
レ

ス
ト

ラ
ン

の
入

り
口

付
近

で
す

。
素

直
に

道
か

ら
左

を
向

く
と

こ
う

な
り

ま
す

。
知

り
た

い
の

は
こ

こ
が

「
空

っ
ぽ

の
駐

車
場

」
で

あ
る

こ
と

で
は

な
く

、
入

り
口

の
上

り
階

段
が

右
は

じ
に

あ
る

、
と

い
う

こ
と

で
す

。

い
く

ら
賢

い
ア

プ
リ

で
も

、
何

を
探

し
て

い
る

の
か

ま
で

は
推

察
し

て
く

れ
る

こ
と

は
あ

り
ま

せ
ん

。
車

の
自

動
運

転
よ

り
難

し
い

で
す

。
た

め
息

で
す

2
7

4
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
利

用
者

【
提

案
】
家

電
装

置
の

電
源

の
O

N
ｰ
O

F
F
を

音
で

知
ら

せ
る

器
具

視
覚

障
害

者
最

近
の

家
電

機
器

の
電

源
ス

イ
ッ

チ
の

多
く

は
「
１
回

押
す

と
O

N
」
「
も

う
１
回

押
す

と
O

F
F
」
に

な
り

ま
す

。
リ

モ
コ

ン
の

電
源

ボ
タ

ン
も

同
様

で
す

。
扇

風
機

の
よ

う
に

す
ぐ

に
反

応
が

体
感

で
き

る
器

具
は

よ
い

と
し

て
も

、
ラ

ン
プ

を
目

で
確

認
し

な
い

と
分

か
ら

な
い

器
具

に
は

泣
か

さ
れ

ま
す

。

T
V

メ
ー

カ
ー

の
人

に
訴

え
て

も
「
音

声
で

分
か

る
の

で
は

？
」
と

、
つ

れ
な

い
反

応
。
T

V
も

、
外

部
入

力
が

選
択

さ
れ

て
い

た
り

、
放

送
の

な
い

チ
ャ

ン
ネ

ル
が

選
択

さ
れ

て
い

た
ら

無
音

で
す

。

そ
こ

で
、
こ

ん
な

器
具

の
提

案
で

す
。
（
画

像
は

イ
メ

ー
ジ

を
つ

か
ん

で
い

た
だ

く
た

め
の

ダ
ミ

ー
で

す
）

【
動

作
・
機

能
】

こ
の

器
具

を
壁

コ
ン

セ
ン

ト
に

差
し

、
さ

ら
に

T
V

等
の

電
源

プ
ラ

グ
を

こ
の

装
置

に
差

し
込

み
ま

す
。

－
　
T

V
の

電
源

が
入

っ
た

ら
ピ

ッ
ピ

ッ
と

音
が

鳴
り

ま
す

。
－

　
T

V
の

電
源

が
切

れ
た

ら
ピ

ッ
と

音
が

鳴
り

ま
す

。
（
も

ち
ろ

ん
他

の
家

電
機

器
で

も
O

K
）

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

回
路

と
し

て
は

「
ク

ラ
ン

プ
式

電
流

計
」
「
波

形
処

理
回

路
」
「
判

別
回

路
」
等

を
入

れ
れ

ば
で

き
る

の
で

、
原

価
は

４
５

０
円

程
度

？
　
（
中

国
で

量
産

前
提

）

な
お

、
２

５
年

以
上

前
、
ソ

ニ
ー

か
ら

、
近

い
技

術
を

使
っ

た
B

S
チ

ュ
ー

ナ
ー

が
出

て
い

ま
し

た
。
当

時
の

ビ
デ

オ
デ

ッ
キ

に
は

B
S

チ
ュ

ー
ナ

ー
が

入
っ

て
い

な
か

っ
た

の
で

、
留

守
録

実
行

中
だ

け
B

S
チ

ュ
ー

ナ
ー

の
電

源
が

入
る

よ
う

に
し

て
い

ま
し

た
。
B

S
チ

ュ
ー

ナ
ー

の
方

で
デ

ッ
キ

の
消

費
電

流
の

変
化

を
検

知
し

て
い

た
の

で
す

。

2
7

5
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

利
用

者
「
信

号
機

の
色

を
教

え
て

く
れ

る
ス

マ
ホ

ア
プ

リ
が

欲
し

い
」
考

視
覚

障
害

者
面

の
信

号
が

見
つ

け
ら

れ
な

い
視

力
で

す
。
本

当
に

困
る

し
怖

い
で

す
。

「
今

時
の

技
術

を
使

え
ば

信
号

の
色

を
音

声
で

教
え

て
く

れ
る

ア
プ

リ
が

あ
っ

て
も

い
い

じ
ゃ

な
い

か
」
と

思
い

ま
す

。
で

も
、
そ

れ
ほ

ど
甘

く
な

さ
そ

う
で

す
。
（
視

覚
障

害
者

の
た

め
に

信
号

の
色

を
読

み
取

ろ
う

と
い

う
研

究
は

多
く

あ
り

ま
す

）

写
真

を
見

て
く

だ
さ

い
。
こ

の
中

か
ら

自
分

の
進

路
に

対
し

て
有

効
な

信
号

灯
を

見
つ

け
、
色

を
判

定
す

る
の

は
、
車

の
自

動
運

転
の

前
方

画
像

認
識

よ
り

難
し

い
と

思
い

ま
す

。
（
車

で
は

い
ろ

ん
な

情
報

を
使

っ
て

総
合

的
に

判
断

で
き

る
）
　
そ

れ
に

画
像

処
理

に
時

間
が

か
か

る
と

、
信

号
が

変
わ

っ
て

し
ま

い
ま

す
。

も
う

１
つ

の
困

っ
た

点
は

「
儲

か
ら

な
い

か
ら

だ
れ

も
本

気
で

開
発

し
よ

う
と

し
な

い
」
で

し
ょ

う
。

だ
め

な
理

由
を

挙
げ

て
も

し
ゃ

あ
な

い
の

で
、
対

策
を

コ
メ

ン
ト

と
し

て
書

き
込

み
ま

す
。

2
7

6
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
利

用
者

消
画

機
能

つ
き

の
T

V
が

欲
し

い
。

視
覚

障
害

者
視

覚
障

害
者

も
T

V
を

聴
き

ま
す

！
　
「
地

デ
ジ

が
聴

け
る

ラ
ジ

オ
」
も

あ
り

ま
す

が
、
B

S
は

入
ら

な
い

し
、
時

に
は

晴
眼

の
家

族
と

楽
し

む
こ

と
も

あ
り

ま
す

。
ま

た
、
初

期
設

定
を

す
る

時
に

は
、
画

面
が

必
要

で
す

。

し
か

し
、
視

覚
障

害
者

に
と

っ
て

見
え

な
い

画
面

は
「
も

っ
た

い
な

い
」
の

一
言

で
す

。
iP

a
d

 に
は

「
ス

ク
リ

ー
ン

カ
ー

テ
ン

機
能

」
が

あ
り

ま
す

が
、
あ

れ
を

家
電

T
V

に
使

う
だ

け
で

す
。

リ
モ

コ
ン

の
消

音
ボ

タ
ン

に
加

え
、
消

画
ボ

タ
ン

を
追

加
し

、
そ

れ
を

押
す

と
、
バ

ッ
ク

ラ
イ

ト
は

お
ろ

か
、
画

像
処

理
回

路
も

止
め

て
、
節

電
し

ま
す

。
こ

れ
は

、
（
晴

眼
の

）
主

婦
が

「
T

V
を

聴
き

な
が

ら
台

所
仕

事
を

す
る

」
よ

う
な

場
面

で
も

使
え

ま
す

。

蛇
足

な
が

ら
、
（
消

費
電

力
が

少
な

い
）
小

さ
な

画
面

の
T

V
は

音
ま

で
手

抜
き

し
て

お
り

よ
ろ

し
く

な
い

で
す

。
あ

る
程

度
の

サ
イ

ズ
の

T
V

で
、
音

だ
け

聴
き

た
い

の
で

す
。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

2
7

3
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

利
用

者
「
対

象
物

が
何

で
あ

る
か

を
教

え
て

く
れ

る
ス

マ
ホ

ア
プ

リ
が

欲
し

い
」

考

視
覚

障
害

者
白

杖
の

助
け

を
借

り
て

い
る

身
の

上
で

す
。

も
し

ス
マ

ホ
を

か
ざ

し
て

、
前

に
何

が
あ

る
か

音
声

で
教

え
て

も
ら

え
れ

ば
あ

り
が

た
い

で
す

ね
。
誰

も
が

そ
う

思
い

ま
す

。

で
も

、
よ

く
考

え
て

み
る

と
、
そ

れ
は

と
て

も
難

し
い

願
い

で
す

。
晴

眼
者

と
ち

が
っ

て
、
わ

れ
わ

れ
は

「
ス

マ
ホ

（
カ

メ
ラ

）
を

対
象

物
に

向
け

る
」
こ

と
が

出
来

な
い

の
で

す
。

写
真

は
、
レ

ス
ト

ラ
ン

の
入

り
口

付
近

で
す

。
素

直
に

道
か

ら
左

を
向

く
と

こ
う

な
り

ま
す

。
知

り
た

い
の

は
こ

こ
が

「
空

っ
ぽ

の
駐

車
場

」
で

あ
る

こ
と

で
は

な
く

、
入

り
口

の
上

り
階

段
が

右
は

じ
に

あ
る

、
と

い
う

こ
と

で
す

。

い
く

ら
賢

い
ア

プ
リ

で
も

、
何

を
探

し
て

い
る

の
か

ま
で

は
推

察
し

て
く

れ
る

こ
と

は
あ

り
ま

せ
ん

。
車

の
自

動
運

転
よ

り
難

し
い

で
す

。
た

め
息

で
す

2
7

4
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
利

用
者

【
提

案
】
家

電
装

置
の

電
源

の
O

N
ｰ
O

F
F
を

音
で

知
ら

せ
る

器
具

視
覚

障
害

者
最

近
の

家
電

機
器

の
電

源
ス

イ
ッ

チ
の

多
く

は
「
１
回

押
す

と
O

N
」
「
も

う
１
回

押
す

と
O

F
F
」
に

な
り

ま
す

。
リ

モ
コ

ン
の

電
源

ボ
タ

ン
も

同
様

で
す

。
扇

風
機

の
よ

う
に

す
ぐ

に
反

応
が

体
感

で
き

る
器

具
は

よ
い

と
し

て
も

、
ラ

ン
プ

を
目

で
確

認
し

な
い

と
分

か
ら

な
い

器
具

に
は

泣
か

さ
れ

ま
す

。

T
V

メ
ー

カ
ー

の
人

に
訴

え
て

も
「
音

声
で

分
か

る
の

で
は

？
」
と

、
つ

れ
な

い
反

応
。
T

V
も

、
外

部
入

力
が

選
択

さ
れ

て
い

た
り

、
放

送
の

な
い

チ
ャ

ン
ネ

ル
が

選
択

さ
れ

て
い

た
ら

無
音

で
す

。

そ
こ

で
、
こ

ん
な

器
具

の
提

案
で

す
。
（
画

像
は

イ
メ

ー
ジ

を
つ

か
ん

で
い

た
だ

く
た

め
の

ダ
ミ

ー
で

す
）

【
動

作
・
機

能
】

こ
の

器
具

を
壁

コ
ン

セ
ン

ト
に

差
し

、
さ

ら
に

T
V

等
の

電
源

プ
ラ

グ
を

こ
の

装
置

に
差

し
込

み
ま

す
。

－
　
T

V
の

電
源

が
入

っ
た

ら
ピ

ッ
ピ

ッ
と

音
が

鳴
り

ま
す

。
－

　
T

V
の

電
源

が
切

れ
た

ら
ピ

ッ
と

音
が

鳴
り

ま
す

。
（
も

ち
ろ

ん
他

の
家

電
機

器
で

も
O

K
）

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

回
路

と
し

て
は

「
ク

ラ
ン

プ
式

電
流

計
」
「
波

形
処

理
回

路
」
「
判

別
回

路
」
等

を
入

れ
れ

ば
で

き
る

の
で

、
原

価
は

４
５

０
円

程
度

？
　
（
中

国
で

量
産

前
提

）

な
お

、
２

５
年

以
上

前
、
ソ

ニ
ー

か
ら

、
近

い
技

術
を

使
っ

た
B

S
チ

ュ
ー

ナ
ー

が
出

て
い

ま
し

た
。
当

時
の

ビ
デ

オ
デ

ッ
キ

に
は

B
S

チ
ュ

ー
ナ

ー
が

入
っ

て
い

な
か

っ
た

の
で

、
留

守
録

実
行

中
だ

け
B

S
チ

ュ
ー

ナ
ー

の
電

源
が

入
る

よ
う

に
し

て
い

ま
し

た
。
B

S
チ

ュ
ー

ナ
ー

の
方

で
デ

ッ
キ

の
消

費
電

流
の

変
化

を
検

知
し

て
い

た
の

で
す

。

2
7

5
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

利
用

者
「
信

号
機

の
色

を
教

え
て

く
れ

る
ス

マ
ホ

ア
プ

リ
が

欲
し

い
」
考

視
覚

障
害

者
面

の
信

号
が

見
つ

け
ら

れ
な

い
視

力
で

す
。
本

当
に

困
る

し
怖

い
で

す
。

「
今

時
の

技
術

を
使

え
ば

信
号

の
色

を
音

声
で

教
え

て
く

れ
る

ア
プ

リ
が

あ
っ

て
も

い
い

じ
ゃ

な
い

か
」
と

思
い

ま
す

。
で

も
、
そ

れ
ほ

ど
甘

く
な

さ
そ

う
で

す
。
（
視

覚
障

害
者

の
た

め
に

信
号

の
色

を
読

み
取

ろ
う

と
い

う
研

究
は

多
く

あ
り

ま
す

）

写
真

を
見

て
く

だ
さ

い
。
こ

の
中

か
ら

自
分

の
進

路
に

対
し

て
有

効
な

信
号

灯
を

見
つ

け
、
色

を
判

定
す

る
の

は
、
車

の
自

動
運

転
の

前
方

画
像

認
識

よ
り

難
し

い
と

思
い

ま
す

。
（
車

で
は

い
ろ

ん
な

情
報

を
使

っ
て

総
合

的
に

判
断

で
き

る
）
　
そ

れ
に

画
像

処
理

に
時

間
が

か
か

る
と

、
信

号
が

変
わ

っ
て

し
ま

い
ま

す
。

も
う

１
つ

の
困

っ
た

点
は

「
儲

か
ら

な
い

か
ら

だ
れ

も
本

気
で

開
発

し
よ

う
と

し
な

い
」
で

し
ょ

う
。

だ
め

な
理

由
を

挙
げ

て
も

し
ゃ

あ
な

い
の

で
、
対

策
を

コ
メ

ン
ト

と
し

て
書

き
込

み
ま

す
。

2
7

6
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
利

用
者

消
画

機
能

つ
き

の
T

V
が

欲
し

い
。

視
覚

障
害

者
視

覚
障

害
者

も
T

V
を

聴
き

ま
す

！
　
「
地

デ
ジ

が
聴

け
る

ラ
ジ

オ
」
も

あ
り

ま
す

が
、
B

S
は

入
ら

な
い

し
、
時

に
は

晴
眼

の
家

族
と

楽
し

む
こ

と
も

あ
り

ま
す

。
ま

た
、
初

期
設

定
を

す
る

時
に

は
、
画

面
が

必
要

で
す

。

し
か

し
、
視

覚
障

害
者

に
と

っ
て

見
え

な
い

画
面

は
「
も

っ
た

い
な

い
」
の

一
言

で
す

。
iP

a
d

 に
は

「
ス

ク
リ

ー
ン

カ
ー

テ
ン

機
能

」
が

あ
り

ま
す

が
、
あ

れ
を

家
電

T
V

に
使

う
だ

け
で

す
。

リ
モ

コ
ン

の
消

音
ボ

タ
ン

に
加

え
、
消

画
ボ

タ
ン

を
追

加
し

、
そ

れ
を

押
す

と
、
バ

ッ
ク

ラ
イ

ト
は

お
ろ

か
、
画

像
処

理
回

路
も

止
め

て
、
節

電
し

ま
す

。
こ

れ
は

、
（
晴

眼
の

）
主

婦
が

「
T

V
を

聴
き

な
が

ら
台

所
仕

事
を

す
る

」
よ

う
な

場
面

で
も

使
え

ま
す

。

蛇
足

な
が

ら
、
（
消

費
電

力
が

少
な

い
）
小

さ
な

画
面

の
T

V
は

音
ま

で
手

抜
き

し
て

お
り

よ
ろ

し
く

な
い

で
す

。
あ

る
程

度
の

サ
イ

ズ
の

T
V

で
、
音

だ
け

聴
き

た
い

の
で

す
。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

2
7

7
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

利
用

者
「
コ

ン
ト

ラ
ス

ト
を

上
げ

て
見

せ
る

電
子

メ
ガ

ネ
」

の
ア

イ
デ

ア

視
覚

障
害

者
写

真
上

は
、
私

が
見

え
て

い
る

（
と

思
わ

れ
る

）
コ

ン
ト

ラ
ス

ト
の

低
い

画
像

で
す

。
弱

視
の

場
合

、
コ

ン
ト

ラ
ス

ト
が

弱
く

な
り

ま
す

。
そ

の
た

め
、
道

路
と

側
溝

の
区

別
が

つ
き

に
く

く
な

り
ま

す
。

写
真

下
は

、
原

画
像

に
対

し
て

コ
ン

ト
ラ

ス
を

強
調

し
ま

し
た

。
パ

ソ
コ

ン
ソ

フ
ト

を
使

い
ま

す
。
不

自
然

で
す

が
、
見

易
そ

う
で

す
。

こ
の

よ
う

に
、
前

方
画

像
を

カ
メ

ラ
で

取
り

込
ん

で
、
コ

ン
ト

ラ
ス

ト
を

強
調

し
て

ヘ
ッ

ド
マ

ウ
ン

ト
デ

ィ
ス

プ
レ

ー
で

表
示

す
る

こ
と

は
、
市

販
の

製
品

を
組

み
合

わ
せ

て
簡

単
に

実
現

で
き

ま
す

。

弱
視

の
皆

さ
ん

は
、
こ

の
よ

う
な

装
置

を
頭

に
装

着
し

て
歩

く
こ

と
を

望
ま

れ
ま

す
か

？

2
7

8
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
利

用
者

視
覚

障
害

者
で

も
O

N
/
O

F
F
が

分
か

る
壁

ス
イ

ッ
チ

が
欲

し
い

視
覚

障
害

者
む

か
し

の
、
松

下
電

工
製

の
ス

イ
ッ

チ
は

、
「
上

に
倒

す
と

O
N

」
の

よ
う

に
手

で
状

態
が

判
別

で
き

ま
し

た
。

写
真

は
、
パ

ナ
ソ

ニ
ッ

ク
製

の
も

の
で

、
１
回

押
す

と
O

N
、
も

う
１
回

押
す

と
O

F
F
と

い
う

例
の

「
苦

手
タ

イ
プ

」
で

す
。

晴
眼

者
な

ら
、
小

さ
な

グ
リ

ー
ン

の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
で

玄
関

灯
が

点
い

て
い

る
か

ど
う

か
分

か
り

ま
す

。
し

か
し

、
グ

リ
ー

ン
の

Ｌ
Ｅ

Ｄ
が

見
え

な
い

人
に

は
ど

う
し

よ
う

も
あ

り
ま

せ
ん

。

も
ち

ろ
ん

、
松

下
電

工
型

を
選

ん
で

施
工

し
て

も
ら

え
ば

い
い

の
で

す
が

、
三

路
式

と
呼

ば
れ

る
ス

イ
ッ

チ
で

は
、
そ

も
、
「
上

に
倒

す
と

O
N

」
の

よ
う

に
は

一
義

的
に

決
ま

り
ま

せ
ん

。
（
原

理
的

に
そ

う
な

る
）

視
覚

障
害

者
で

も
O

N
/
O

F
F
が

分
か

る
壁

ス
イ

ッ
チ

が
欲

し
い

で
す

。
解

決
策

の
１
ア

イ
デ

ア
に

つ
い

て
は

、
コ

メ
ン

ト
で

書
き

込
み

ま
す

。

2
7

9
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
利

用
者

家
電

の
ス

イ
ッ

チ
は

目
立

つ
よ

う
に

し
て

く
だ

さ
い

。

視
覚

障
害

者
写

真
は

、
私

の
使

っ
て

い
る

H
D

D
レ

コ
ー

ダ
ー

で
す

。
電

源
ス

イ
ッ

チ
が

ど
れ

か
分

か
り

ま
す

か
？

電
源

を
入

れ
る

と
き

、
わ

れ
わ

れ
は

無
意

識
に

「
前

面
パ

ネ
ル

に
あ

る
緑

色
の

押
し

ボ
タ

ン
」
を

探
し

ま
す

。

い
ろ

ん
な

事
情

が
あ

っ
た

の
で

し
ょ

う
が

、
こ

の
装

置
の

場
合

、
電

源
ス

イ
ッ

チ
は

上
面

パ
ネ

ル
の

左
端

に
、
フ

ラ
ッ

ト
に

つ
い

て
い

ま
す

。
（
画

像
下

）

視
力

が
衰

え
て

い
る

人
に

と
っ

て
、
こ

れ
は

苦
難

で
す

。

私
た

ち
の

願
望

は
■

　
電

源
ス

イ
ッ

チ
は

色
を

変
え

て
ほ

し
い

。
■

　
文

字
は

大
き

な
白

文
字

（
#

f
f
f
f
f
f
）
に

し
て

ほ
し

い
。

■
　
押

す
と

O
N

に
な

っ
て

へ
こ

み
、
も

う
一

度
押

す
と

も
と

に
戻

っ
て

O
F
F
に

な
る

、
と

い
う

機
械

ス
イ

ッ
チ

に
戻

し
て

ほ
し

い
。
（
指

で
触

れ
て

O
N

ｰ
O

F
F
の

状
態

が
判

別
出

来
ま

す
）

言
い

換
え

る
な

ら
、
デ

ザ
イ

ン
や

コ
ス

ト
よ

り
ア

ク
セ

シ
ビ

リ
テ

ィ
を

大
切

に
し

て
欲

し
い

、
と

い
う

こ
と

に
な

り
ま

す
。

2
8

0
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
就

労
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
利

用
者

の
家

族
v

視
覚

障
害

者
目

が
悪

く
な

る
と

、
画

像
デ

ー
タ

よ
り

テ
キ

ス
ト

デ
ー

タ
が

主
体

に
な

り
、
F
D

の
「
遅

い
」
「
容

量
が

小
さ

い
」
の

欠
点

が
緩

和
さ

れ
ま

す
。

と
こ

ろ
が

、
フ

ラ
ッ

シ
ュ

メ
モ

リ
ー

に
な

る
と

無
音

で
す

。
画

面
を

見
な

い
で

の
フ

ァ
イ

ル
管

理
作

業
は

と
っ

て
も

困
難

で
す

。

「
本

体
を

コ
ピ

ー
し

た
は

ず
な

の
に

、
シ

ョ
ー

ト
カ

ッ
ト

し
か

入
っ

て
い

な
か

っ
た

」
と

い
う

失
敗

も
あ

り
ま

す
。

も
し

フ
ラ

ッ
シ

ュ
メ

モ
リ

ー
が

、
デ

ー
タ

転
送

に
合

わ
せ

て
小

さ
な

音
を

出
し

て
く

れ
た

ら
、
と

て
も

あ
り

が
た

い
で

す
。
Ｌ
Ｅ

Ｄ
が

点
滅

す
る

U
S

B
ス

テ
ィ

ッ
ク

が
あ

り
ま

す
が

、
あ

れ
の

音
版

で
す

。
写

真
は

、
コ

ン
セ

プ
ト

を
説

明
す

る
た

め
の

ダ
ミ

ー
で

す
。
ソ

ケ
ッ

ト
部

分
に

発
音

回
路

を
入

れ
ま

す
。

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

常
識

的
に

は
小

さ
な

ブ
ザ

ー
を

入
れ

る
と

こ
ろ

で
し

ょ
う

が
、
も

っ
と

簡
単

な
マ

イ
ク

ロ
デ

バ
イ

ス
が

あ
る

と
い

い
で

す
ね

。
表

面
実

装
タ

イ
プ

の
。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

2
7

7
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

利
用

者
「
コ

ン
ト

ラ
ス

ト
を

上
げ

て
見

せ
る

電
子

メ
ガ

ネ
」

の
ア

イ
デ

ア

視
覚

障
害

者
写

真
上

は
、
私

が
見

え
て

い
る

（
と

思
わ

れ
る

）
コ

ン
ト

ラ
ス

ト
の

低
い

画
像

で
す

。
弱

視
の

場
合

、
コ

ン
ト

ラ
ス

ト
が

弱
く

な
り

ま
す

。
そ

の
た

め
、
道

路
と

側
溝

の
区

別
が

つ
き

に
く

く
な

り
ま

す
。

写
真

下
は

、
原

画
像

に
対

し
て

コ
ン

ト
ラ

ス
を

強
調

し
ま

し
た

。
パ

ソ
コ

ン
ソ

フ
ト

を
使

い
ま

す
。
不

自
然

で
す

が
、
見

易
そ

う
で

す
。

こ
の

よ
う

に
、
前

方
画

像
を

カ
メ

ラ
で

取
り

込
ん

で
、
コ

ン
ト

ラ
ス

ト
を

強
調

し
て

ヘ
ッ

ド
マ

ウ
ン

ト
デ

ィ
ス

プ
レ

ー
で

表
示

す
る

こ
と

は
、
市

販
の

製
品

を
組

み
合

わ
せ

て
簡

単
に

実
現

で
き

ま
す

。

弱
視

の
皆

さ
ん

は
、
こ

の
よ

う
な

装
置

を
頭

に
装

着
し

て
歩

く
こ

と
を

望
ま

れ
ま

す
か

？

2
7

8
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
利

用
者

視
覚

障
害

者
で

も
O

N
/
O

F
F
が

分
か

る
壁

ス
イ

ッ
チ

が
欲

し
い

視
覚

障
害

者
む

か
し

の
、
松

下
電

工
製

の
ス

イ
ッ

チ
は

、
「
上

に
倒

す
と

O
N

」
の

よ
う

に
手

で
状

態
が

判
別

で
き

ま
し

た
。

写
真

は
、
パ

ナ
ソ

ニ
ッ

ク
製

の
も

の
で

、
１
回

押
す

と
O

N
、
も

う
１
回

押
す

と
O

F
F
と

い
う

例
の

「
苦

手
タ

イ
プ

」
で

す
。

晴
眼

者
な

ら
、
小

さ
な

グ
リ

ー
ン

の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
で

玄
関

灯
が

点
い

て
い

る
か

ど
う

か
分

か
り

ま
す

。
し

か
し

、
グ

リ
ー

ン
の

Ｌ
Ｅ

Ｄ
が

見
え

な
い

人
に

は
ど

う
し

よ
う

も
あ

り
ま

せ
ん

。

も
ち

ろ
ん

、
松

下
電

工
型

を
選

ん
で

施
工

し
て

も
ら

え
ば

い
い

の
で

す
が

、
三

路
式

と
呼

ば
れ

る
ス

イ
ッ

チ
で

は
、
そ

も
、
「
上

に
倒

す
と

O
N

」
の

よ
う

に
は

一
義

的
に

決
ま

り
ま

せ
ん

。
（
原

理
的

に
そ

う
な

る
）

視
覚

障
害

者
で

も
O

N
/
O

F
F
が

分
か

る
壁

ス
イ

ッ
チ

が
欲

し
い

で
す

。
解

決
策

の
１
ア

イ
デ

ア
に

つ
い

て
は

、
コ

メ
ン

ト
で

書
き

込
み

ま
す

。

2
7

9
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
利

用
者

家
電

の
ス

イ
ッ

チ
は

目
立

つ
よ

う
に

し
て

く
だ

さ
い

。

視
覚

障
害

者
写

真
は

、
私

の
使

っ
て

い
る

H
D

D
レ

コ
ー

ダ
ー

で
す

。
電

源
ス

イ
ッ

チ
が

ど
れ

か
分

か
り

ま
す

か
？

電
源

を
入

れ
る

と
き

、
わ

れ
わ

れ
は

無
意

識
に

「
前

面
パ

ネ
ル

に
あ

る
緑

色
の

押
し

ボ
タ

ン
」
を

探
し

ま
す

。

い
ろ

ん
な

事
情

が
あ

っ
た

の
で

し
ょ

う
が

、
こ

の
装

置
の

場
合

、
電

源
ス

イ
ッ

チ
は

上
面

パ
ネ

ル
の

左
端

に
、
フ

ラ
ッ

ト
に

つ
い

て
い

ま
す

。
（
画

像
下

）

視
力

が
衰

え
て

い
る

人
に

と
っ

て
、
こ

れ
は

苦
難

で
す

。

私
た

ち
の

願
望

は
■

　
電

源
ス

イ
ッ

チ
は

色
を

変
え

て
ほ

し
い

。
■

　
文

字
は

大
き

な
白

文
字

（
#

f
f
f
f
f
f
）
に

し
て

ほ
し

い
。

■
　
押

す
と

O
N

に
な

っ
て

へ
こ

み
、
も

う
一

度
押

す
と

も
と

に
戻

っ
て

O
F
F
に

な
る

、
と

い
う

機
械

ス
イ

ッ
チ

に
戻

し
て

ほ
し

い
。
（
指

で
触

れ
て

O
N

ｰ
O

F
F
の

状
態

が
判

別
出

来
ま

す
）

言
い

換
え

る
な

ら
、
デ

ザ
イ

ン
や

コ
ス

ト
よ

り
ア

ク
セ

シ
ビ

リ
テ

ィ
を

大
切

に
し

て
欲

し
い

、
と

い
う

こ
と

に
な

り
ま

す
。

2
8

0
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
就

労
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
利

用
者

の
家

族
v

視
覚

障
害

者
目

が
悪

く
な

る
と

、
画

像
デ

ー
タ

よ
り

テ
キ

ス
ト

デ
ー

タ
が

主
体

に
な

り
、
F
D

の
「
遅

い
」
「
容

量
が

小
さ

い
」
の

欠
点

が
緩

和
さ

れ
ま

す
。

と
こ

ろ
が

、
フ

ラ
ッ

シ
ュ

メ
モ

リ
ー

に
な

る
と

無
音

で
す

。
画

面
を

見
な

い
で

の
フ

ァ
イ

ル
管

理
作

業
は

と
っ

て
も

困
難

で
す

。

「
本

体
を

コ
ピ

ー
し

た
は

ず
な

の
に

、
シ

ョ
ー

ト
カ

ッ
ト

し
か

入
っ

て
い

な
か

っ
た

」
と

い
う

失
敗

も
あ

り
ま

す
。

も
し

フ
ラ

ッ
シ

ュ
メ

モ
リ

ー
が

、
デ

ー
タ

転
送

に
合

わ
せ

て
小

さ
な

音
を

出
し

て
く

れ
た

ら
、
と

て
も

あ
り

が
た

い
で

す
。
Ｌ
Ｅ

Ｄ
が

点
滅

す
る

U
S

B
ス

テ
ィ

ッ
ク

が
あ

り
ま

す
が

、
あ

れ
の

音
版

で
す

。
写

真
は

、
コ

ン
セ

プ
ト

を
説

明
す

る
た

め
の

ダ
ミ

ー
で

す
。
ソ

ケ
ッ

ト
部

分
に

発
音

回
路

を
入

れ
ま

す
。

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

常
識

的
に

は
小

さ
な

ブ
ザ

ー
を

入
れ

る
と

こ
ろ

で
し

ょ
う

が
、
も

っ
と

簡
単

な
マ

イ
ク

ロ
デ

バ
イ

ス
が

あ
る

と
い

い
で

す
ね

。
表

面
実

装
タ

イ
プ

の
。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

2
8

1
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
就

労
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
利

用
者

（
再

）
読

み
書

き
時

に
音

を
出

す
外

部
メ

モ
リ

ー
が

欲
し

い

視
覚

障
害

者
投

稿
時

に
ミ

ス
を

し
た

の
で

、
再

投
稿

し
ま

す
。

私
が

い
ま

だ
に

フ
ロ

ッ
ピ

ー
デ

ィ
ス

ク
を

使
っ

て
い

る
理

由
の

１
つ

は
デ

ー
タ

転
送

時
に

、
転

送
量

に
応

じ
て

動
作

音
が

す
る

こ
と

で
す

。

目
が

悪
く

な
る

と
、
画

像
デ

ー
タ

よ
り

テ
キ

ス
ト

デ
ー

タ
が

主
体

に
な

り
、
F
D

の
「
遅

い
」
「
容

量
が

小
さ

い
」
の

欠
点

が
緩

和
さ

れ
ま

す
。

こ
れ

に
比

べ
フ

ラ
ッ

シ
ュ

メ
モ

リ
ー

は
無

音
で

す
。
画

面
を

見
な

い
で

の
フ

ァ
イ

ル
管

理
作

業
は

と
っ

て
も

困
難

で
す

。

「
本

体
を

コ
ピ

ー
し

た
は

ず
な

の
に

、
シ

ョ
ー

ト
カ

ッ
ト

し
か

入
っ

て
い

な
か

っ
た

」
と

い
う

失
敗

も
あ

り
ま

す
。

も
し

フ
ラ

ッ
シ

ュ
メ

モ
リ

ー
が

、
デ

ー
タ

転
送

に
合

わ
せ

て
小

さ
な

音
を

出
し

て
く

れ
た

ら
、
と

て
も

あ
り

が
た

い
で

す
。
Ｌ
Ｅ

Ｄ
が

点
滅

す
る

U
S

B
ス

テ
ィ

ッ
ク

が
あ

り
ま

す
が

、
あ

れ
の

音
版

で
す

。

写
真

は
、
コ

ン
セ

プ
ト

を
説

明
す

る
た

め
の

ダ
ミ

ー
で

す
。
S

D
カ

ー
ド

を
こ

の
ソ

ケ
ッ

ト
に

差
し

ま
す

。
ソ

ケ
ッ

ト
は

ノ
ー

ト
P

C
の

U
S

B
コ

ネ
ク

タ
に

差
し

ま
す

。
ソ

ケ
ッ

ト
部

分
に

発
音

部
品

が
あ

り
、
デ

ー
タ

転
送

に
応

じ
て

小
さ

な
音

を
出

し
ま

す
。

昔
は

、
内

蔵
H

D
D

も
カ

タ
カ

タ
音

が
し

た
の

で
す

が
、
最

近
は

静
音

に
な

っ
て

困
り

ま
す

。

2
8

2
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 そ
の

他
(場

面
)音

声
情

報
受

信
時

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

補
聴

支
援

シ
ス

テ
ム

利
用

者
読

話
に

よ
る

音
声

認
識

率
向

上
に

つ
い

て
聴

覚
障

害
者

 高
齢

者
聴

覚
障

害
者

で
す

。
音

声
認

識
ア

プ
リ

を
活

用
し

て
い

ま
す

が
、
現

在
の

シ
ス

テ
ム

で
は

ま
だ

誤
認

識
も

あ
り

、
さ

ら
な

る
認

識
率

の
向

上
を

求
め

て
い

ま
す

。
将

来
的

に
は

A
Iの

発
達

で
、
音

声
だ

け
で

1
0

0
％

認
識

で
き

る
よ

う
に

な
る

だ
ろ

う
と

は
思

う
の

で
す

が
。

以
下

の
記

事
を

見
る

と
、
読

話
を

併
用

す
る

こ
と

で
、
認

識
率

の
向

上
に

つ
な

が
っ

て
い

る
よ

う
で

す
。

記
事

は
外

国
語

環
境

で
あ

り
、
日

本
語

で
も

同
様

に
で

き
る

の
か

ど
う

か
わ

か
り

ま
せ

ん
が

、
騒

音
の

あ
る

場
所

等
で

の
使

い
道

が
あ

り
そ

う
で

す
。

国
内

で
も

読
話

に
よ

る
音

声
認

識
の

向
上

シ
ス

テ
ム

、
ま

た
は

読
話

単
独

で
の

認
識

シ
ス

テ
ム

、
開

発
で

き
な

い
も

の
で

し
ょ

う
か

。

G
o

o
g

le
の

A
Iは

専
門

家
よ

り
も

高
精

度
な

読
唇

術
が

可
能

（
1
1
/
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5
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3
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0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

 就
労

電
動

車
い

す
利

用
者

小
回

り
が

効
く

外
出

用
の

電
動

車
い

す
肢

体
不

自
由

者
電

動
車

い
す

(Ｊ
Ｗ

-１
)利

用
者

で
す

。
一

般
就

労
し

て
い

た
時

に
、
電

動
車

い
す

で
、
電

車
３

本
乗

継
い

で
、
オ

フ
ィ

ス
街

で
事

務
職

と
し

て
働

い
て

い
ま

し
た

。
そ

の
当

時
、
電

動
車

い
す

で
電

車
に

乗
っ

た
り

す
る

際
に

、
電

動
車

い
す

は
小

回
り

が
効

か
ず

苦
労

し
ま

し
た

。

特
に

、
駅

で
ス

ロ
ー

プ
を

出
し

て
も

ら
っ

て
電

車
に

乗
る

時
、
多

く
の

乗
客

が
車

椅
子

ス
ペ

ー
ス

を
あ

け
て

く
れ

ま
す

。
し

か
し

、
車

椅
子

ユ
ー

ザ
ー

か
ら

す
る

と
、
ス

ロ
ー

プ
を

上
っ

て
、
電

車
内

に
入

っ
た

と
同

時
に

、
電

動
車

椅
子

を
９

０
度

直
角

に
回

る
操

作
を

し
て

、
車

椅
子

ス
ペ

ー
ス

に
入

ら
な

け
れ

ば
な

ら
ず

、
そ

の
操

作
は

む
ず

か
し

い
も

の
で

す
。

電
車

内
で

車
椅

子
が

大
き

く
曲

が
る

と
、
多

く
の

乗
客

は
怖

い
の

か
嫌

な
顔

を
し

ま
す

。

ま
た

、
反

対
に

電
車

内
の

車
椅

子
ス

ペ
ー

ス
か

ら
、
駅

に
降

り
る

際
は

、
車

椅
子

を
９

０
度

直
角

に
回

っ
て

、
さ

ら
に

降
車

駅
側

が
階

段
な

ど
で

狭
小

ホ
ー

ム
の

場
合

は
ク

ラ
ン

ク
状

態
に

な
り

、
ス

ロ
ー

プ
の

途
中

か
ら

電
動

車
い

す
の

後
輪

が
ド

ス
ン

と
下

り
る

よ
う

な
感

じ
で

、
電

車
を

降
り

て
い

ま
し

た
。

障
害

者
に

就
労

と
言

う
な

ら
ば

、
小

回
り

の
効

く
外

出
用

の
電

動
車

い
す

、
６

輪
電

動
車

い
す

を
普

及
し

て
く

だ
さ

い
。

現
在

、
室

内
用

の
６

輪
車

い
す

が
商

品
化

さ
れ

て
い

ま
す

が
、
外

出
用

の
６

輪
電

動
車

椅
子

が
見

当
た

り
ま

せ
ん

。

障
害

者
の

就
労

の
た

め
に

も
、
小

回
り

が
効

く
外

出
用

の
６

輪
電

動
車

い
す

を
作

っ
て

く
だ

さ
い

。
そ

し
て

普
通

の
補

装
具

と
し

て
申

請
で

き
る

よ
う

に
し

て
く

だ
さ

い
。

2
8

4
2

0
1
6

新
製

品
・
技

術
屋

内
の

移
動

 屋
外

の
移

動
装

具
開

発
メ

ー
カ

ー
視

覚
障

碍
者

用
歩

行
補

助
具

＜
ウ

ォ
ー

ク
リ

ー
ダ

ー
＞

視
覚

障
害

者
 盲

ろ
う

者
--

--
--

--
--

--
--

--
 特

 徴
 -

--
--

--
--

--
--

--
--

--
--

1
.前

方
約

２
ｍ

以
内

に
障

害
物

を
検

出
す

る
と

イ
ヤ

ホ
ン

か
ら

音
で

通
報

し
ま

す
。

2
.障

害
物

に
近

づ
く

と
通

報
音

が
高

く
な

り
、
慣

れ
る

と
音

色
の

変
化

で
距

離
感

が
得

ら
れ

ま
す

。
3

.小
型

・
軽

量
(約

1
0

0
ｇ

)・
長

時
間

動
作

(単
四

電
池

２
個

で
約

1
0

0
時

間
)

4
.検

出
距

離
(1

m
/
1
.5

m
/
2

m
)と

音
量

(大
/
中

/
小

)お
よ

び
感

度
を

そ
れ

ぞ
れ

３
段

階
切

替
で

き
る

。
5

.首
に

掛
け

て
イ

ヤ
ホ

ン
で

聞
く

方
式

な
の

で
、
手

を
使

わ
ず

に
使

用
で

き
ま

す
。

6
.細

い
針

金
等

は
検

出
出

来
な

い
場

合
が

あ
り

ま
す

、
直

径
5

m
m

以
上

の
太

い
棒

は
近

づ
く

と
検

出
し

ま
す

。
注

意
）

　
他

の
補

助
具

や
超

音
波

を
使

う
器

具
の

近
く

等
で

は
、
障

害
物

が
無

く
て

も
通

報
音

が
出

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。
　
装

着
し

た
高

さ
の

前
方

を
検

出
し

ま
す

、
足

下
に

は
反

応
し

な
い

か
ら

白
杖

等
と

併
用

し
て

下
さ

い
。

　
こ

の
装

置
は

歩
行

上
の

安
全

を
保

証
す

る
物

で
は

あ
り

ま
せ

ん
、
補

助
具

と
し

て
使

用
し

て
下

さ
い

37
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

2
8

1
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
就

労
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
利

用
者

（
再

）
読

み
書

き
時

に
音

を
出

す
外

部
メ

モ
リ

ー
が

欲
し

い

視
覚

障
害

者
投

稿
時

に
ミ

ス
を

し
た

の
で

、
再

投
稿

し
ま

す
。

私
が

い
ま

だ
に

フ
ロ

ッ
ピ

ー
デ

ィ
ス

ク
を

使
っ

て
い

る
理

由
の

１
つ

は
デ

ー
タ

転
送

時
に

、
転

送
量

に
応

じ
て

動
作

音
が

す
る

こ
と

で
す

。

目
が

悪
く

な
る

と
、
画

像
デ

ー
タ

よ
り

テ
キ

ス
ト

デ
ー

タ
が

主
体

に
な

り
、
F
D

の
「
遅

い
」
「
容

量
が

小
さ

い
」
の

欠
点

が
緩

和
さ

れ
ま

す
。

こ
れ

に
比

べ
フ

ラ
ッ

シ
ュ

メ
モ

リ
ー

は
無

音
で

す
。
画

面
を

見
な

い
で

の
フ

ァ
イ

ル
管

理
作

業
は

と
っ

て
も

困
難

で
す

。

「
本

体
を

コ
ピ

ー
し

た
は

ず
な

の
に

、
シ

ョ
ー

ト
カ

ッ
ト

し
か

入
っ

て
い

な
か

っ
た

」
と

い
う

失
敗

も
あ

り
ま

す
。

も
し

フ
ラ

ッ
シ

ュ
メ

モ
リ

ー
が

、
デ

ー
タ

転
送

に
合

わ
せ

て
小

さ
な

音
を

出
し

て
く

れ
た

ら
、
と

て
も

あ
り

が
た

い
で

す
。
Ｌ
Ｅ

Ｄ
が

点
滅

す
る

U
S

B
ス

テ
ィ

ッ
ク

が
あ

り
ま

す
が

、
あ

れ
の

音
版

で
す

。

写
真

は
、
コ

ン
セ

プ
ト

を
説

明
す

る
た

め
の

ダ
ミ

ー
で

す
。
S

D
カ

ー
ド

を
こ

の
ソ

ケ
ッ

ト
に

差
し

ま
す

。
ソ

ケ
ッ

ト
は

ノ
ー

ト
P

C
の

U
S

B
コ

ネ
ク

タ
に

差
し

ま
す

。
ソ

ケ
ッ

ト
部

分
に

発
音

部
品

が
あ

り
、
デ

ー
タ

転
送

に
応

じ
て

小
さ

な
音

を
出

し
ま

す
。

昔
は

、
内

蔵
H

D
D

も
カ

タ
カ

タ
音

が
し

た
の

で
す

が
、
最

近
は

静
音

に
な

っ
て

困
り

ま
す

。
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2
2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 そ
の

他
(場

面
)音

声
情

報
受

信
時

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

補
聴

支
援

シ
ス

テ
ム

利
用

者
読

話
に

よ
る

音
声

認
識

率
向

上
に

つ
い

て
聴

覚
障

害
者

 高
齢

者
聴

覚
障

害
者

で
す

。
音

声
認

識
ア

プ
リ

を
活

用
し

て
い

ま
す

が
、
現

在
の

シ
ス

テ
ム

で
は

ま
だ

誤
認

識
も

あ
り

、
さ

ら
な

る
認

識
率

の
向

上
を

求
め

て
い

ま
す

。
将

来
的

に
は

A
Iの

発
達

で
、
音

声
だ

け
で

1
0

0
％

認
識

で
き

る
よ

う
に

な
る

だ
ろ

う
と

は
思

う
の

で
す

が
。

以
下

の
記

事
を

見
る

と
、
読

話
を

併
用

す
る

こ
と

で
、
認

識
率

の
向

上
に

つ
な

が
っ

て
い

る
よ

う
で

す
。

記
事

は
外

国
語

環
境

で
あ

り
、
日

本
語

で
も

同
様

に
で

き
る

の
か

ど
う

か
わ

か
り

ま
せ

ん
が

、
騒

音
の

あ
る

場
所

等
で

の
使

い
道

が
あ

り
そ

う
で

す
。

国
内

で
も

読
話

に
よ

る
音

声
認

識
の

向
上

シ
ス

テ
ム

、
ま

た
は

読
話

単
独

で
の

認
識

シ
ス

テ
ム

、
開

発
で

き
な

い
も

の
で

し
ょ

う
か

。

G
o

o
g

le
の

A
Iは

専
門

家
よ

り
も

高
精

度
な

読
唇

術
が

可
能

（
1
1
/
2

5
）
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2
8
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2

0
1
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

 就
労

電
動

車
い

す
利

用
者

小
回

り
が

効
く

外
出

用
の

電
動

車
い

す
肢

体
不

自
由

者
電

動
車

い
す

(Ｊ
Ｗ

-１
)利

用
者

で
す

。
一

般
就

労
し

て
い

た
時

に
、
電

動
車

い
す

で
、
電

車
３

本
乗

継
い

で
、
オ

フ
ィ

ス
街

で
事

務
職

と
し

て
働

い
て

い
ま

し
た

。
そ

の
当

時
、
電

動
車

い
す

で
電

車
に

乗
っ

た
り

す
る

際
に

、
電

動
車

い
す

は
小

回
り

が
効

か
ず

苦
労

し
ま

し
た

。

特
に

、
駅

で
ス

ロ
ー

プ
を

出
し

て
も

ら
っ

て
電

車
に

乗
る

時
、
多

く
の

乗
客

が
車

椅
子

ス
ペ

ー
ス

を
あ

け
て

く
れ

ま
す

。
し

か
し

、
車

椅
子

ユ
ー

ザ
ー

か
ら

す
る

と
、
ス

ロ
ー

プ
を

上
っ

て
、
電

車
内

に
入

っ
た

と
同

時
に

、
電

動
車

椅
子

を
９

０
度

直
角

に
回

る
操

作
を

し
て

、
車

椅
子

ス
ペ

ー
ス

に
入

ら
な

け
れ

ば
な

ら
ず

、
そ

の
操

作
は

む
ず

か
し

い
も

の
で

す
。

電
車

内
で

車
椅

子
が

大
き

く
曲

が
る

と
、
多

く
の

乗
客

は
怖

い
の

か
嫌

な
顔

を
し

ま
す

。

ま
た

、
反

対
に

電
車

内
の

車
椅

子
ス

ペ
ー

ス
か

ら
、
駅

に
降

り
る

際
は

、
車

椅
子

を
９

０
度

直
角

に
回

っ
て

、
さ

ら
に

降
車

駅
側

が
階

段
な

ど
で

狭
小

ホ
ー

ム
の

場
合

は
ク

ラ
ン

ク
状

態
に

な
り

、
ス

ロ
ー

プ
の

途
中

か
ら

電
動

車
い

す
の

後
輪

が
ド

ス
ン

と
下

り
る

よ
う

な
感

じ
で

、
電

車
を

降
り

て
い

ま
し

た
。

障
害

者
に

就
労

と
言

う
な

ら
ば

、
小

回
り

の
効

く
外

出
用

の
電

動
車

い
す

、
６

輪
電

動
車

い
す

を
普

及
し

て
く

だ
さ

い
。

現
在

、
室

内
用

の
６

輪
車

い
す

が
商

品
化

さ
れ

て
い

ま
す

が
、
外

出
用

の
６

輪
電

動
車

椅
子

が
見

当
た

り
ま

せ
ん

。

障
害

者
の

就
労

の
た

め
に

も
、
小

回
り

が
効

く
外

出
用

の
６

輪
電

動
車

い
す

を
作

っ
て

く
だ

さ
い

。
そ

し
て

普
通

の
補

装
具

と
し

て
申

請
で

き
る

よ
う

に
し

て
く

だ
さ

い
。

2
8

4
2

0
1
6

新
製

品
・
技

術
屋

内
の

移
動

 屋
外

の
移

動
装

具
開

発
メ

ー
カ

ー
視

覚
障

碍
者

用
歩

行
補

助
具

＜
ウ

ォ
ー

ク
リ

ー
ダ

ー
＞

視
覚

障
害

者
 盲

ろ
う

者
--

--
--

--
--

--
--

--
 特

 徴
 -

--
--

--
--

--
--

--
--

--
--

1
.前

方
約

２
ｍ

以
内

に
障

害
物

を
検

出
す

る
と

イ
ヤ

ホ
ン

か
ら

音
で

通
報

し
ま

す
。

2
.障

害
物

に
近

づ
く

と
通

報
音

が
高

く
な

り
、
慣

れ
る

と
音

色
の

変
化

で
距

離
感

が
得

ら
れ

ま
す

。
3

.小
型

・
軽

量
(約

1
0

0
ｇ

)・
長

時
間

動
作

(単
四

電
池

２
個

で
約

1
0

0
時

間
)

4
.検

出
距

離
(1

m
/
1
.5

m
/
2

m
)と

音
量

(大
/
中

/
小

)お
よ

び
感

度
を

そ
れ

ぞ
れ

３
段

階
切

替
で

き
る

。
5

.首
に

掛
け

て
イ

ヤ
ホ

ン
で

聞
く

方
式

な
の

で
、
手

を
使

わ
ず

に
使

用
で

き
ま

す
。

6
.細

い
針

金
等

は
検

出
出

来
な

い
場

合
が

あ
り

ま
す

、
直

径
5

m
m

以
上

の
太

い
棒

は
近

づ
く

と
検

出
し

ま
す

。
注

意
）

　
他

の
補

助
具

や
超

音
波

を
使

う
器

具
の

近
く

等
で

は
、
障

害
物

が
無

く
て

も
通

報
音

が
出

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。
　
装

着
し

た
高

さ
の

前
方

を
検

出
し

ま
す

、
足

下
に

は
反

応
し

な
い

か
ら

白
杖

等
と

併
用

し
て

下
さ

い
。

　
こ

の
装

置
は

歩
行

上
の

安
全

を
保

証
す

る
物

で
は

あ
り

ま
せ

ん
、
補

助
具

と
し

て
使

用
し

て
下

さ
い
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

2
8

5
2

0
1
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
利

用
者

の
家

族
洗

浄
用

穴
付

き
ス

ト
ー

マ
袋

内
部

障
害

者
は

じ
め

ま
し

て
私

は
洗

浄
用

穴
付

き
ス

ト
ー

マ
袋

の
特

許
を

取
得

し
起

業
し

た
安

部
と

申
し

ま
す

。
特

許
庁

の
公

開
番

号
は

、
特

開
２

０
１
１
－

２
３

５
０

４
６

ス
ト

ー
マ

は
人

工
肛

門
で

今
は

袋
に

溜
ま

っ
た

便
は

人
の

手
で

押
し

出
し

て
い

ま
す

。

こ
の

洗
浄

用
穴

付
き

ス
ト

ー
マ

袋
は

専
用

の
水

ポ
ン

プ
で

、
水

圧
で

便
を

押
し

出
し

ま
す

家
で

は
簡

易
シ

ャ
ワ

ー
ト

イ
レ

を
使

い
、
ホ

ー
ス

を
取

り
出

し
洗

浄
で

き
る

よ
う

に
し

ま
す

簡
易

シ
ャ

ワ
ー

ト
イ

レ
の

情
報

h
tt

p
:/

/i
te

m
.r

a
k
u

te
n

.c
o

.j
p

/
c
o

m
-s

h
o

t/
2

0
1
1
0

3
2

1
-a

b
5

0
0

0
/

こ
の

商
品

化
に

協
力

し
て

い
た

だ
け

る
製

造
会

社
ま

た
は

企
業

を
探

し
て

い
ま

す

2
8

6
2

0
1
5

新
製

品
・
技

術
食

べ
る

 調
理

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

調
理

機
お

年
寄

り
に

”
あ

つ
あ

つ
”
の

お
食

事
を

提
供

し
た

い
方

へ

病
院

、
介

護
施

設
の

方
々

に
お

知
ら

せ
し

ま
す

。
食

事
提

供
で

お
困

り
で

は
あ

り
ま

せ
ん

か
？

朝
早

く
出

勤
し

、
当

日
調

理
し

て
い

る
が

、
メ

ニ
ュ

ー
も

多
く

、
人

手
が

足
り

な
く

て
大

変
。
一

生
懸

命
作

っ
て

も
、
提

供
ま

で
に

時
間

が
か

か
り

､
食

事
が

冷
め

て
お

い
し

く
な

い
。
そ

ん
な

施
設

の
方

々
に

こ
ん

な
機

械
は

ど
う

で
し

ょ
う

か
？

前
日

か
ら

、
チ

ル
ド

で
保

存
さ

れ
た

食
材

を
食

器
に

盛
り

つ
け

て
機

械
に

セ
ッ

ト
し

て
お

け
ば

、
予

約
セ

ッ
ト

さ
れ

た
時

間
に

な
る

と
自

動
で

“
あ

つ
あ

つ
”
に

再
加

熱
し

て
く

れ
る

。
あ

と
は

食
器

を
機

械
か

ら
取

り
出

し
、
ト

レ
ー

に
置

い
て

提
供

す
る

だ
け

。
温

か
い

お
食

事
を

口
に

す
れ

ば
、
お

年
寄

り
も

思
わ

ず
微

笑
ん

で
く

れ
ま

す
。
そ

ん
な

冷
蔵

機
能

付
再

加
熱

調
理

機
ど

う
で

し
ょ

う
か

？
従

来
の

再
加

熱
カ

ー
ト

に
加

え
、
介

護
施

設
向

け
の

製
品

も
も

う
す

ぐ
発

売
予

定
で

す
。
そ

ん
な

ニ
ー

ズ
は

、
あ

り
ま

せ
ん

か
？

ご
興

味
の

あ
る

方
は

、
弊

社
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.a
ih

o
.c

o
.j

p
/
を

ぜ
ひ

一
度

ご
覧

頂
き

、
ご

意
見

頂
け

れ
ば

と
思

い
ま

す
。

2
8

7
2

0
1
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
福

祉
専

門
職

床
か

ら
の

立
ち

上
が

り
補

助
具

高
齢

者
①

　
ご

本
人

様
は

手
が

痛
い

の
で

、
床

に
手

を
つ

け
て

の
立

ち
上

が
り

動
作

が
で

き
ま

せ
ん

。
②

　
ご

家
族

は
腰

痛
持

ち
の

た
め

、
介

助
が

で
き

な
い

状
況

。

①
+

②
の

状
況

時
、
福

祉
用

具
を

利
用

し
て

何
と

か
立

ち
上

が
れ

る
様

サ
ポ

ー
ト

で
き

れ
ば

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
何

か
良

い
福

祉
用

具
を

知
っ

て
い

ま
し

た
ら

、
教

え
て

く
だ

さ
い

。

2
8

8
2

0
1
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
開

発
メ

ー
カ

ー
箱

庭
療

法
セ

ッ
ト

（
7

2
×

5
7

×
7

内
側

を
ブ

ル
ー

に
塗

っ
た

木
箱

に
砂

を
敷

き
詰

め
、
多

岐
に

わ
た

る
種

類
の

ミ
ニ

チ
ュ

ア
を

自
由

に
置

く
こ

と
で

心
的

抑
圧

の
解

放
と

症
状

の
根

治
を

目
的

と
す

る
も

の
）

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 聴

覚
障

害
者

 言
語

障
害

者
 盲

ろ
う

者
 そ

の
他

は
じ

め
ま

し
て

。
一

般
社

団
法

人
　
表

現
教

育
機

構
　
代

表
理

事
の

田
山

裕
子

と
申

し
ま

す
。

弊
社

は
「
砂

と
遊

ぶ
　
砂

で
遊

ぶ
」
を

コ
ン

セ
プ

ト
に

、
弊

社
オ

リ
ジ

ナ
ル

の
屋

内
用

砂
場

、
箱

庭
療

法
セ

ッ
ト

、
ミ

ニ
チ

ュ
ア

枯
山

水
セ

ッ
ト

等
、
癒

し
を

も
た

ら
す

メ
ン

タ
ル

ケ
ア

ツ
ー

ル
の

製
造

・
販

売
元

で
ご

ざ
い

ま
す

。

箱
庭

療
法

セ
ッ

ト
に

つ
き

ま
し

て
は

既
に

公
立

小
学

校
の

特
別

支
援

学
級

お
よ

び
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

ル
ー

ム
、
養

護
施

設
、
少

年
院

（
少

年
鑑

別
所

）
、
刑

務
所

、
地

方
裁

判
所

、
医

療
現

場
等

に
お

い
て

導
入

さ
れ

て
お

り
ま

す
が

、
現

状
、
一

法
人

の
独

占
市

場
と

な
っ

て
お

り
、
極

め
て

高
額

で
あ

る
上

、
ア

フ
タ

ー
ケ

ア
が

成
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
か

ら
箱

庭
療

法
本

来
の

効
果

が
認

知
さ

れ
ぬ

ま
ま

今
日

に
至

っ
て

お
り

ま
す

。

弊
社

は
こ

れ
を

危
惧

し
、
今

こ
そ

箱
庭

療
法

の
心

的
効

能
を

広
く

普
及

さ
せ

る
べ

く
立

ち
上

げ
た

団
体

で
す

。
従

来
の

「
子

ど
も

の
た

め
の

箱
庭

療
法

」
と

い
っ

た
既

成
概

念
を

払
拭

し
、
う

つ
病

患
者

が
急

増
す

る
企

業
へ

の
導

入
、
認

知
症

患
者

を
抱

え
る

ご
家

族
の

メ
ン

タ
ル

ケ
ア

、
そ

し
て

何
よ

り
老

人
ホ

ー
ム

等
で

の
遊

び
の

一
環

と
し

て
最

適
な

ツ
ー

ル
で

あ
る

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
先

般
、
重

度
認

知
症

患
者

の
施

設
に

伺
っ

た
と

こ
ろ

、
患

者
さ

ん
の

多
く

は
寝

た
き

り
と

の
こ

と
で

し
た

が
、
砂

の
感

触
が

非
常

に
心

地
良

く
癒

さ
れ

る
と

お
っ

し
ゃ

っ
て

い
た

だ
き

、
納

品
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
し

た
。

子
ど

も
は

砂
遊

び
が

大
好

き
で

す
。

そ
れ

は
大

人
に

な
っ

て
も

変
わ

る
こ

と
は

あ
り

ま
せ

ん
。

砂
と

ミ
ニ

チ
ュ

ア
で

つ
く

り
上

げ
る

自
分

だ
け

の
世

界
に

誰
も

が
夢

中
に

な
り

、
嫌

な
こ

と
も

忘
れ

没
頭

し
ま

す
。

そ
し

て
完

成
さ

せ
た

時
の

達
成

感
や

解
放

感
、
充

実
感

は
大

き
な

刺
激

と
な

っ
て

、
精

神
疾

患
や

認
知

症
等

の
治

癒
に

少
な

か
ら

ず
貢

献
で

き
る

も
の

で
あ

り
、
認

知
症

予
防

に
も

画
期

的
な

成
果

が
望

め
る

も
の

と
信

じ
て

や
み

ま
せ

ん
。

な
お

、
弊

社
の

箱
庭

療
法

セ
ッ

ト
は

「
ミ

ニ
チ

ュ
ア

枯
山

水
」
の

製
作

も
可

能
な

仕
様

と
な

っ
て

お
り

ま
す

。
既

存
の

商
品

と
は

異
な

り
、
ミ

ニ
チ

ュ
ア

玩
具

と
い

う
よ

り
、
む

し
ろ

ミ
ニ

チ
ュ

ア
オ

ブ
ジ

ェ
と

い
っ

た
ク

ォ
リ

テ
ィ

の
高

い
商

品
で

す
が

、
価

格
は

市
場

の
ほ

ぼ
半

額
ほ

ど
に

設
定

さ
せ

て
い

た
だ

い
て

お
り

ま
す

。
弊

社
オ

リ
ジ

ナ
ル

箱
庭

療
法

セ
ッ

ト
に

つ
き

ま
し

て
何

卒
ご

検
討

い
た

だ
け

れ
ば

幸
い

で
す

。
ご

連
絡

を
お

待
ち

し
て

お
り

ま
す

。

一
般

社
団

法
人

　
表

現
教

育
機

構
　
代

表
理

事
　
田

山
裕

子
新

宿
区

左
門

町
1
4

-6
2

-8
0

4

38

- 108 -

186625 報告書_本文_2校 (116)

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

2
8

5
2

0
1
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
利

用
者

の
家

族
洗

浄
用

穴
付

き
ス

ト
ー

マ
袋

内
部

障
害

者
は

じ
め

ま
し

て
私

は
洗

浄
用

穴
付

き
ス

ト
ー

マ
袋

の
特

許
を

取
得

し
起

業
し

た
安

部
と

申
し

ま
す

。
特

許
庁

の
公

開
番

号
は

、
特

開
２

０
１
１
－

２
３

５
０

４
６

ス
ト

ー
マ

は
人

工
肛

門
で

今
は

袋
に

溜
ま

っ
た

便
は

人
の

手
で

押
し

出
し

て
い

ま
す

。

こ
の

洗
浄

用
穴

付
き

ス
ト

ー
マ

袋
は

専
用

の
水

ポ
ン

プ
で

、
水

圧
で

便
を

押
し

出
し

ま
す

家
で

は
簡

易
シ

ャ
ワ

ー
ト

イ
レ

を
使

い
、
ホ

ー
ス

を
取

り
出

し
洗

浄
で

き
る

よ
う

に
し

ま
す

簡
易

シ
ャ

ワ
ー

ト
イ

レ
の

情
報

h
tt

p
:/

/i
te

m
.r

a
k
u

te
n

.c
o

.j
p

/
c
o

m
-s

h
o

t/
2

0
1
1
0

3
2

1
-a

b
5

0
0

0
/

こ
の

商
品

化
に

協
力

し
て

い
た

だ
け

る
製

造
会

社
ま

た
は

企
業

を
探

し
て

い
ま

す

2
8

6
2

0
1
5

新
製

品
・
技

術
食

べ
る

 調
理

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

調
理

機
お

年
寄

り
に

”
あ

つ
あ

つ
”
の

お
食

事
を

提
供

し
た

い
方

へ

病
院

、
介

護
施

設
の

方
々

に
お

知
ら

せ
し

ま
す

。
食

事
提

供
で

お
困

り
で

は
あ

り
ま

せ
ん

か
？

朝
早

く
出

勤
し

、
当

日
調

理
し

て
い

る
が

、
メ

ニ
ュ

ー
も

多
く

、
人

手
が

足
り

な
く

て
大

変
。
一

生
懸

命
作

っ
て

も
、
提

供
ま

で
に

時
間

が
か

か
り

､
食

事
が

冷
め

て
お

い
し

く
な

い
。
そ

ん
な

施
設

の
方

々
に

こ
ん

な
機

械
は

ど
う

で
し

ょ
う

か
？

前
日

か
ら

、
チ

ル
ド

で
保

存
さ

れ
た

食
材

を
食

器
に

盛
り

つ
け

て
機

械
に

セ
ッ

ト
し

て
お

け
ば

、
予

約
セ

ッ
ト

さ
れ

た
時

間
に

な
る

と
自

動
で

“
あ

つ
あ

つ
”
に

再
加

熱
し

て
く

れ
る

。
あ

と
は

食
器

を
機

械
か

ら
取

り
出

し
、
ト

レ
ー

に
置

い
て

提
供

す
る

だ
け

。
温

か
い

お
食

事
を

口
に

す
れ

ば
、
お

年
寄

り
も

思
わ

ず
微

笑
ん

で
く

れ
ま

す
。
そ

ん
な

冷
蔵

機
能

付
再

加
熱

調
理

機
ど

う
で

し
ょ

う
か

？
従

来
の

再
加

熱
カ

ー
ト

に
加

え
、
介

護
施

設
向

け
の

製
品

も
も

う
す

ぐ
発

売
予

定
で

す
。
そ

ん
な

ニ
ー

ズ
は

、
あ

り
ま

せ
ん

か
？

ご
興

味
の

あ
る

方
は

、
弊

社
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.a
ih

o
.c

o
.j

p
/
を

ぜ
ひ

一
度

ご
覧

頂
き

、
ご

意
見

頂
け

れ
ば

と
思

い
ま

す
。

2
8

7
2

0
1
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
福

祉
専

門
職

床
か

ら
の

立
ち

上
が

り
補

助
具

高
齢

者
①

　
ご

本
人

様
は

手
が

痛
い

の
で

、
床

に
手

を
つ

け
て

の
立

ち
上

が
り

動
作

が
で

き
ま

せ
ん

。
②

　
ご

家
族

は
腰

痛
持

ち
の

た
め

、
介

助
が

で
き

な
い

状
況

。

①
+

②
の

状
況

時
、
福

祉
用

具
を

利
用

し
て

何
と

か
立

ち
上

が
れ

る
様

サ
ポ

ー
ト

で
き

れ
ば

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
何

か
良

い
福

祉
用

具
を

知
っ

て
い

ま
し

た
ら

、
教

え
て

く
だ

さ
い

。

2
8

8
2

0
1
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
開

発
メ

ー
カ

ー
箱

庭
療

法
セ

ッ
ト

（
7

2
×

5
7

×
7

内
側

を
ブ

ル
ー

に
塗

っ
た

木
箱

に
砂

を
敷

き
詰

め
、
多

岐
に

わ
た

る
種

類
の

ミ
ニ

チ
ュ

ア
を

自
由

に
置

く
こ

と
で

心
的

抑
圧

の
解

放
と

症
状

の
根

治
を

目
的

と
す

る
も

の
）

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 聴

覚
障

害
者

 言
語

障
害

者
 盲

ろ
う

者
 そ

の
他

は
じ

め
ま

し
て

。
一

般
社

団
法

人
　
表

現
教

育
機

構
　
代

表
理

事
の

田
山

裕
子

と
申

し
ま

す
。

弊
社

は
「
砂

と
遊

ぶ
　
砂

で
遊

ぶ
」
を

コ
ン

セ
プ

ト
に

、
弊

社
オ

リ
ジ

ナ
ル

の
屋

内
用

砂
場

、
箱

庭
療

法
セ

ッ
ト

、
ミ

ニ
チ

ュ
ア

枯
山

水
セ

ッ
ト

等
、
癒

し
を

も
た

ら
す

メ
ン

タ
ル

ケ
ア

ツ
ー

ル
の

製
造

・
販

売
元

で
ご

ざ
い

ま
す

。

箱
庭

療
法

セ
ッ

ト
に

つ
き

ま
し

て
は

既
に

公
立

小
学

校
の

特
別

支
援

学
級

お
よ

び
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

ル
ー

ム
、
養

護
施

設
、
少

年
院

（
少

年
鑑

別
所

）
、
刑

務
所

、
地

方
裁

判
所

、
医

療
現

場
等

に
お

い
て

導
入

さ
れ

て
お

り
ま

す
が

、
現

状
、
一

法
人

の
独

占
市

場
と

な
っ

て
お

り
、
極

め
て

高
額

で
あ

る
上

、
ア

フ
タ

ー
ケ

ア
が

成
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
か

ら
箱

庭
療

法
本

来
の

効
果

が
認

知
さ

れ
ぬ

ま
ま

今
日

に
至

っ
て

お
り

ま
す

。

弊
社

は
こ

れ
を

危
惧

し
、
今

こ
そ

箱
庭

療
法

の
心

的
効

能
を

広
く

普
及

さ
せ

る
べ

く
立

ち
上

げ
た

団
体

で
す

。
従

来
の

「
子

ど
も

の
た

め
の

箱
庭

療
法

」
と

い
っ

た
既

成
概

念
を

払
拭

し
、
う

つ
病

患
者

が
急

増
す

る
企

業
へ

の
導

入
、
認

知
症

患
者

を
抱

え
る

ご
家

族
の

メ
ン

タ
ル

ケ
ア

、
そ

し
て

何
よ

り
老

人
ホ

ー
ム

等
で

の
遊

び
の

一
環

と
し

て
最

適
な

ツ
ー

ル
で

あ
る

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
先

般
、
重

度
認

知
症

患
者

の
施

設
に

伺
っ

た
と

こ
ろ

、
患

者
さ

ん
の

多
く

は
寝

た
き

り
と

の
こ

と
で

し
た

が
、
砂

の
感

触
が

非
常

に
心

地
良

く
癒

さ
れ

る
と

お
っ

し
ゃ

っ
て

い
た

だ
き

、
納

品
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
し

た
。

子
ど

も
は

砂
遊

び
が

大
好

き
で

す
。

そ
れ

は
大

人
に

な
っ

て
も

変
わ

る
こ

と
は

あ
り

ま
せ

ん
。

砂
と

ミ
ニ

チ
ュ

ア
で

つ
く

り
上

げ
る

自
分

だ
け

の
世

界
に

誰
も

が
夢

中
に

な
り

、
嫌

な
こ

と
も

忘
れ

没
頭

し
ま

す
。

そ
し

て
完

成
さ

せ
た

時
の

達
成

感
や

解
放

感
、
充

実
感

は
大

き
な

刺
激

と
な

っ
て

、
精

神
疾

患
や

認
知

症
等

の
治

癒
に

少
な

か
ら

ず
貢

献
で

き
る

も
の

で
あ

り
、
認

知
症

予
防

に
も

画
期

的
な

成
果

が
望

め
る

も
の

と
信

じ
て

や
み

ま
せ

ん
。

な
お

、
弊

社
の

箱
庭

療
法

セ
ッ

ト
は

「
ミ

ニ
チ

ュ
ア

枯
山

水
」
の

製
作

も
可

能
な

仕
様

と
な

っ
て

お
り

ま
す

。
既

存
の

商
品

と
は

異
な

り
、
ミ

ニ
チ

ュ
ア

玩
具

と
い

う
よ

り
、
む

し
ろ

ミ
ニ

チ
ュ

ア
オ

ブ
ジ

ェ
と

い
っ

た
ク

ォ
リ

テ
ィ

の
高

い
商

品
で

す
が

、
価

格
は

市
場

の
ほ

ぼ
半

額
ほ

ど
に

設
定

さ
せ

て
い

た
だ

い
て

お
り

ま
す

。
弊

社
オ

リ
ジ

ナ
ル

箱
庭

療
法

セ
ッ

ト
に

つ
き

ま
し

て
何

卒
ご

検
討

い
た

だ
け

れ
ば

幸
い

で
す

。
ご

連
絡

を
お

待
ち

し
て

お
り

ま
す

。

一
般

社
団

法
人

　
表

現
教

育
機

構
　
代

表
理

事
　
田

山
裕

子
新

宿
区

左
門

町
1
4

-6
2

-8
0

4
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

2
8

9
2

0
1
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
利

用
者

の
家

族
ス

ト
ー

マ
お

な
ら

軽
減

棒
肢

体
不

自
由

者
今

回
は

オ
ス

ト
メ

イ
ト

の
方

も
困

っ
て

い
る

か
と

思
い

ま
す

が
、
お

な
ら

を
軽

減
で

き
な

い
か

と
考

案
し

ま
し

た
。

お
な

ら
は

ス
ト

ー
マ

の
口

を
肛

門
の

よ
う

に
力

入
れ

る
事

が
出

来
な

い
た

め
防

ぎ
よ

う
が

有
り

ま
せ

ん
の

で
、
ス

ト
ー

マ
口

を
開

い
た

状
態

に
し

と
け

ば
お

な
ら

を
軽

減
で

き
る

は
ず

で
す

。
お

な
ら

軽
減

棒
に

付
い

て
い

る
フ

ィ
ル

ム
を

２
ピ

ー
ス

タ
イ

プ
の

ス
ト

ー
マ

袋
に

挟
み

込
み

軽
減

棒
を

抜
け

な
く

し
て

使
用

す
る

。
フ

ィ
ル

ム
を

挟
み

込
み

ま
す

が
漏

れ
る

こ
と

は
在

り
ま

せ
ん

（
水

で
実

験
済

み
）
。

便
を

ゆ
る

く
す

る
薬

を
飲

ん
で

い
る

方
に

有
効

で
す

が
、
そ

う
で

な
い

方
に

も
試

し
て

も
ら

い
た

い
で

す
。

こ
の

商
品

を
製

造
し

て
い

た
だ

け
る

企
業

ま
た

は
試

作
品

を
試

し
て

み
た

い
方

を
募

集
し

て
い

ま
す

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

2
9

0
2

0
1
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
個

人
尿

吸
引

装
置

肢
体

不
自

由
者

家
族

の
介

護
を

経
験

し
、
一

番
大

変
な

下
の

世
話

を
何

と
か

し
た

い
と

思
い

、
お

む
つ

の
間

に
簡

単
に

着
脱

で
き

る
女

性
用

の
尿

吸
引

装
置

を
開

発
し

ま
し

た
。
家

内
は

時
間

的
に

も
精

神
的

に
も

と
て

も
助

か
る

と
好

評
で

し
た

。
ま

た
、
お

ば
あ

ち
ゃ

ん
も

お
し

っ
こ

を
気

に
し

な
く

て
も

よ
く

、
お

む
つ

と
違

っ
て

、
お

し
り

の
べ

ち
ゃ

つ
き

が
な

く
、
快

適
に

な
っ

た
と

感
謝

し
て

い
ま

し
た

。
こ

の
機

会
に

、
介

護
で

お
困

り
の

方
に

ぜ
ひ

と
も

お
使

い
い

た
だ

き
た

い
と

思
い

、
商

品
化

し
た

い
と

思
っ

て
お

り
ま

す
。
で

き
れ

ば
ド

ラ
ッ

グ
ス

ト
ア

で
簡

単
に

購
入

で
き

る
よ

う
な

低
価

格
の

も
の

に
し

た
い

と
思

っ
て

お
り

ま
す

。
新

品
の

試
作

品
も

数
点

ご
ざ

い
ま

す
。
ご

関
心

が
ご

ざ
い

ま
し

た
ら

、
メ

ー
カ

ー
の

方
に

も
ぜ

ひ
ご

連
絡

を
い

た
だ

き
た

い
と

思
い

ま
す

。
公

開
特

許
番

号
　
2

0
1
5

-0
9

2
9

4
5

　
（
詳

細
は

特
許

庁
H

P
で

検
索

で
き

ま
す

。
）

E
m

a
il
　
in

f
o

_c
a
m

le
v
@

c
p

o
s
t.

p
la

la
.o

r.
jp

(連
絡

用
）

H
P

  
  

 h
tt

p
:/

/
w

w
w

1
5

.p
la

la
.o

r.
jp

/
c
a
m

le
v
/
（
技

術
計

算
ソ

フ
ト

開
発

も
や

っ
て

お
り

ま
す

。
）

2
9

1
2

0
1
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
供

給
事

業
者

歩
行

器
肢

体
不

自
由

者
肘

を
の

せ
て

持
ち

運
び

収
納

な
ど

軽
く

て
折

り
畳

み
が

で
き

座
り

心
地

に
も

配
慮

の
あ

る
外

出
用

の
歩

行
器

。
持

ち
運

び
収

納
な

ど
軽

く
て

（
5

.0
ｋ
ｇ

）
ほ

と
ん

ど
が

5
.0

ｋ
ｇ

以
上

の
た

め
　
小

柄
な

女
性

に
も

対
応

で
き

る
　
折

り
畳

み
が

で
き

座
り

心
地

に
も

配
慮

の
あ

る
外

出
用

の
歩

行
器

。

レ
ン

タ
ル

品
・
購

入
品

2
9

2
2

0
1
5

新
製

品
・
技

術
就

学
 就

労
 そ

の
他

(場
面

)
キ

ー
ボ

ー
ド

タ
イ

ピ
ン

グ
義

肢
 装

具
 そ

の
他

(福
祉

用
具

)キ
ー

ボ
ー

ド
タ

イ
ピ

ン
グ

キ
ー

ボ
ー

ド
タ

イ
ピ

ン
グ

補
助

具
片

手
ギ

ブ
ス

の
た

め
、
タ

イ
ピ

ン
グ

に
不

自
由

。
義

手
指

形
状

（
タ

イ
ピ

ン
グ

し
易

い
形

状
物

を
ギ

ブ
ス

先
端

に
簡

単
に

着
脱

（
ク

リ
ッ

プ
や

洗
濯

挟
み

の
よ

う
な

片
手

で
着

脱
可

能
）

2
9

3
2

0
1
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
医

療
専

門
職

車
輪

付
き

洗
濯

物
カ

ゴ
肢

体
不

自
由

者
両

手
を

洗
濯

物
カ

ゴ
に

と
ら

れ
る

と
歩

行
が

不
安

定
に

な
る

方
の

た
め

。
車

輪
大

き
め

で
絨

毯
等

で
も

走
行

性
の

良
い

も
の

。
カ

ゴ
自

体
は

上
方

で
深

く
し

ゃ
が

む
必

要
の

な
い

も
の

。
手

の
持

ち
手

高
さ

が
微

調
整

で
き

る
も

の
。

歩
行

車
よ

り
幅

を
と

ら
な

い
も

の
。

既
存

の
物

あ
る

か
も

し
れ

ま
せ

ん
が

、
上

記
の

よ
う

な
形

で
簡

便
に

自
宅

内
で

使
用

で
き

る
も

の
が

あ
っ

た
ら

利
用

し
て

み
た

い
で

す
。

2
9

4
2

0
1
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
医

療
専

門
職

電
動

車
い

す
の

坂
道

走
行

に
つ

い
て

肢
体

不
自

由
者

御
世

話
に

な
り

ま
す

。
長

崎
で

作
業

療
法

士
を

し
て

お
り

ま
す

。
今

回
表

記
の

件
に

つ
い

て
ア

イ
デ

ア
や

ご
意

見
を

い
た

だ
け

れ
ば

嬉
し

く
思

い
ま

す
。

以
下

、
患

者
情

報
も

含
め

長
文

に
な

り
ま

す
。

長
崎

で
は

車
が

横
付

け
出

来
な

い
坂

・
階

段
の

上
に

住
ま

れ
て

い
る

患
者

さ
ん

が
多

く
い

ら
っ

し
ゃ

い
ま

す
が

、
そ

の
方

た
ち

の
外

出
支

援
に

苦
労

し
て

い
ま

す
。

歩
け

な
い

方
は

車
い

す
と

な
り

ま
す

が
、
傾

斜
が

急
な

た
め

、
電

動
車

い
す

で
あ

っ
て

も
実

用
登

坂
角

度
を

軽
く

越
え

て
し

ま
う

場
合

が
あ

り
ま

す
。
そ

の
場

合
も

致
し

方
な

く
使

用
し

て
い

ま
す

が
、
安

全
性

の
確

保
が

難
し

い
現

状
で

す
。

現
在

、
当

院
の

患
者

さ
ん

で
車

か
ら

自
宅

ま
で

の
坂

道
（
1
0

0
メ

ー
ト

ル
弱

、
傾

斜
1
0

度
〜

1
8

.9
度

）
を

電
動

車
い

す
（
J
W

-X
）
を

利
用

し
通

所
サ

ー
ビ

ス
等

へ
通

わ
れ

て
い

る
方

(要
介

護
5

,6
0

キ
ロ

)が
い

ら
っ

し
ゃ

い
ま

す
が

、
後

ろ
向

き
下

り
に

て
下

る
際

、
強

傾
斜

時
は

ウ
イ

リ
ー

し
た

ま
ま

の
走

行
と

な
り

、
非

常
に

危
険

が
伴

い
ま

す
。
実

際
、
後

ろ
向

き
下

り
1
人

介
助

時
に

1
度

転
落

さ
れ

て
お

り
ま

す
。
そ

の
た

め
、
基

本
的

に
は

2
人

介
助

で
、
1
人

が
後

方
か

ら
操

作
、
も

う
1
人

が
車

い
す

に
ひ

も
を

か
け

引
張

り
な

が
ら

下
る

方
法

等
を

と
っ

て
い

る
よ

う
で

す
。

電
動

車
い

す
の

実
用

登
坂

角
度

は
6

度
と

な
っ

て
お

り
ま

す
が

、
そ

れ
以

上
で

あ
っ

て
も

使
用

せ
ざ

る
得

な
い

環
境

の
方

に
対

し
、
も

う
少

し
安

全
性

の
確

保
が

図
れ

な
い

か
と

思
案

し
て

い
ま

す
。
ま

た
、
安

全
性

が
確

保
さ

れ
れ

ば
、
1
人

介
助

で
も

安
心

で
き

、
ご

家
族

の
方

と
の

外
出

も
容

易
に

な
る

か
と

思
っ

て
い

ま
す

。
本

患
者

さ
ん

以
外

で
も

同
様

に
外

出
支

援
に

難
渋

す
る

患
者

さ
ん

が
お

り
ま

す
の

で
、
何

か
し

ら
対

応
し

て
い

け
れ

ば
と

思
っ

て
い

ま
す

が
、
ま

だ
ま

だ
知

識
・
経

験
不

足
で

よ
い

案
が

浮
か

び
ま

せ
ん

。
ご

助
言

等
あ

り
ま

し
た

ら
宜

し
く

お
願

い
致

し
ま

す
。

（
坂

道
走

行
時

の
動

画
が

あ
り

ま
す

が
、
添

付
出

来
ま

せ
ん

で
し

た
の

で
、
画

像
の

み
添

付
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。
）

2
9

5
2

0
1
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
福

祉
専

門
職

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

肢
体

不
自

由
者

　
半

身
麻

痺
の

方
に

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

を
提

案
す

る
際

、
Ａ

社
の

ア
シ

ス
ト

グ
リ

ッ
プ

付
タ

イ
プ

の
商

品
が

有
効

か
と

思
わ

れ
る

事
例

が
あ

り
ま

し
た

の
で

、
老

婆
心

な
が

ら
専

門
職

の
方

に
参

考
に

な
れ

ば
と

思
い

投
稿

し
ま

し
た

。
　
通

常
の

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

の
肘

掛
け

は
、
1
8

0
・
2

1
0

・
2

4
0

の
3

段
階

で
調

整
で

き
る

タ
イ

プ
が

多
い

か
と

思
い

ま
す

。
専

門
職

の
方

が
ポ

ー
タ

ブ
ル

ト
イ

レ
を

選
定

す
る

際
、
肘

が
約

9
0

度
に

な
る

様
な

タ
イ

プ
を

選
定

す
る

か
と

思
い

ま
す

が
、
そ

の
高

さ
だ

と
、
力

が
入

り
難

く
立

ち
上

が
り

が
大

変
と

思
わ

れ
ま

す
。
Ａ

社
の

ア
シ

ス
ト

グ
リ

ッ
プ

は
1
1
0

の
高

さ
な

の
で

、
ﾌ
ﾟ
ｯ
ｼ
ｭ
ｱ
ｯ
ﾌ
ﾟ
時

、
力

が
入

り
易

い
の

で
力

ま
な

く
て

も
立

ち
上

が
り

動
作

が
可

能
に

な
る

と
思

わ
れ

ま
す

。
力

ま
な

く
て

も
良

い
の

で
、
お

小
水

の
こ

ぼ
れ

も
少

な
く

て
済

む
の

も
メ

リ
ッ

ト
で

す
。

39

- 109 -

186625 報告書_本文_2校 (117)

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

2
8

9
2

0
1
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
利

用
者

の
家

族
ス

ト
ー

マ
お

な
ら

軽
減

棒
肢

体
不

自
由

者
今

回
は

オ
ス

ト
メ

イ
ト

の
方

も
困

っ
て

い
る

か
と

思
い

ま
す

が
、
お

な
ら

を
軽

減
で

き
な

い
か

と
考

案
し

ま
し

た
。

お
な

ら
は

ス
ト

ー
マ

の
口

を
肛

門
の

よ
う

に
力

入
れ

る
事

が
出

来
な

い
た

め
防

ぎ
よ

う
が

有
り

ま
せ

ん
の

で
、
ス

ト
ー

マ
口

を
開

い
た

状
態

に
し

と
け

ば
お

な
ら

を
軽

減
で

き
る

は
ず

で
す

。
お

な
ら

軽
減

棒
に

付
い

て
い

る
フ

ィ
ル

ム
を

２
ピ

ー
ス

タ
イ

プ
の

ス
ト

ー
マ

袋
に

挟
み

込
み

軽
減

棒
を

抜
け

な
く

し
て

使
用

す
る

。
フ

ィ
ル

ム
を

挟
み

込
み

ま
す

が
漏

れ
る

こ
と

は
在

り
ま

せ
ん

（
水

で
実

験
済

み
）
。

便
を

ゆ
る

く
す

る
薬

を
飲

ん
で

い
る

方
に

有
効

で
す

が
、
そ

う
で

な
い

方
に

も
試

し
て

も
ら

い
た

い
で

す
。

こ
の

商
品

を
製

造
し

て
い

た
だ

け
る

企
業

ま
た

は
試

作
品

を
試

し
て

み
た

い
方

を
募

集
し

て
い

ま
す

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

2
9

0
2

0
1
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
個

人
尿

吸
引

装
置

肢
体

不
自

由
者

家
族

の
介

護
を

経
験

し
、
一

番
大

変
な

下
の

世
話

を
何

と
か

し
た

い
と

思
い

、
お

む
つ

の
間

に
簡

単
に

着
脱

で
き

る
女

性
用

の
尿

吸
引

装
置

を
開

発
し

ま
し

た
。
家

内
は

時
間

的
に

も
精

神
的

に
も

と
て

も
助

か
る

と
好

評
で

し
た

。
ま

た
、
お

ば
あ

ち
ゃ

ん
も

お
し

っ
こ

を
気

に
し

な
く

て
も

よ
く

、
お

む
つ

と
違

っ
て

、
お

し
り

の
べ

ち
ゃ

つ
き

が
な

く
、
快

適
に

な
っ

た
と

感
謝

し
て

い
ま

し
た

。
こ

の
機

会
に

、
介

護
で

お
困

り
の

方
に

ぜ
ひ

と
も

お
使

い
い

た
だ

き
た

い
と

思
い

、
商

品
化

し
た

い
と

思
っ

て
お

り
ま

す
。
で

き
れ

ば
ド

ラ
ッ

グ
ス

ト
ア

で
簡

単
に

購
入

で
き

る
よ

う
な

低
価

格
の

も
の

に
し

た
い

と
思

っ
て

お
り

ま
す

。
新

品
の

試
作

品
も

数
点

ご
ざ

い
ま

す
。
ご

関
心

が
ご

ざ
い

ま
し

た
ら

、
メ

ー
カ

ー
の

方
に

も
ぜ

ひ
ご

連
絡

を
い

た
だ

き
た

い
と

思
い

ま
す

。
公

開
特

許
番

号
　
2

0
1
5

-0
9

2
9

4
5

　
（
詳

細
は

特
許

庁
H

P
で

検
索

で
き

ま
す

。
）

E
m

a
il
　
in

f
o

_c
a
m

le
v
@

c
p

o
s
t.

p
la

la
.o

r.
jp

(連
絡

用
）

H
P

  
  

 h
tt

p
:/

/
w

w
w

1
5

.p
la

la
.o

r.
jp

/
c
a
m

le
v
/
（
技

術
計

算
ソ

フ
ト

開
発

も
や

っ
て

お
り

ま
す

。
）

2
9

1
2

0
1
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
供

給
事

業
者

歩
行

器
肢

体
不

自
由

者
肘

を
の

せ
て

持
ち

運
び

収
納

な
ど

軽
く

て
折

り
畳

み
が

で
き

座
り

心
地

に
も

配
慮

の
あ

る
外

出
用

の
歩

行
器

。
持

ち
運

び
収

納
な

ど
軽

く
て

（
5

.0
ｋ
ｇ

）
ほ

と
ん

ど
が

5
.0

ｋ
ｇ

以
上

の
た

め
　
小

柄
な

女
性

に
も

対
応

で
き

る
　
折

り
畳

み
が

で
き

座
り

心
地

に
も

配
慮

の
あ

る
外

出
用

の
歩

行
器

。

レ
ン

タ
ル

品
・
購

入
品

2
9

2
2

0
1
5

新
製

品
・
技

術
就

学
 就

労
 そ

の
他

(場
面

)
キ

ー
ボ

ー
ド

タ
イ

ピ
ン

グ
義

肢
 装

具
 そ

の
他

(福
祉

用
具

)キ
ー

ボ
ー

ド
タ

イ
ピ

ン
グ

キ
ー

ボ
ー

ド
タ

イ
ピ

ン
グ

補
助

具
片

手
ギ

ブ
ス

の
た

め
、
タ

イ
ピ

ン
グ

に
不

自
由

。
義

手
指

形
状

（
タ

イ
ピ

ン
グ

し
易

い
形

状
物

を
ギ

ブ
ス

先
端

に
簡

単
に

着
脱

（
ク

リ
ッ

プ
や

洗
濯

挟
み

の
よ

う
な

片
手

で
着

脱
可

能
）

2
9

3
2

0
1
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
医

療
専

門
職

車
輪

付
き

洗
濯

物
カ

ゴ
肢

体
不

自
由

者
両

手
を

洗
濯

物
カ

ゴ
に

と
ら

れ
る

と
歩

行
が

不
安

定
に

な
る

方
の

た
め

。
車

輪
大

き
め

で
絨

毯
等

で
も

走
行

性
の

良
い

も
の

。
カ

ゴ
自

体
は

上
方

で
深

く
し

ゃ
が

む
必

要
の

な
い

も
の

。
手

の
持

ち
手

高
さ

が
微

調
整

で
き

る
も

の
。

歩
行

車
よ

り
幅

を
と

ら
な

い
も

の
。

既
存

の
物

あ
る

か
も

し
れ

ま
せ

ん
が

、
上

記
の

よ
う

な
形

で
簡

便
に

自
宅

内
で

使
用

で
き

る
も

の
が

あ
っ

た
ら

利
用

し
て

み
た

い
で

す
。

2
9

4
2

0
1
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
医

療
専

門
職

電
動

車
い

す
の

坂
道

走
行

に
つ

い
て

肢
体

不
自

由
者

御
世

話
に

な
り

ま
す

。
長

崎
で

作
業

療
法

士
を

し
て

お
り

ま
す

。
今

回
表

記
の

件
に

つ
い

て
ア

イ
デ

ア
や

ご
意

見
を

い
た

だ
け

れ
ば

嬉
し

く
思

い
ま

す
。

以
下

、
患

者
情

報
も

含
め

長
文

に
な

り
ま

す
。

長
崎

で
は

車
が

横
付

け
出

来
な

い
坂

・
階

段
の

上
に

住
ま

れ
て

い
る

患
者

さ
ん

が
多

く
い

ら
っ

し
ゃ

い
ま

す
が

、
そ

の
方

た
ち

の
外

出
支

援
に

苦
労

し
て

い
ま

す
。

歩
け

な
い

方
は

車
い

す
と

な
り

ま
す

が
、
傾

斜
が

急
な

た
め

、
電

動
車

い
す

で
あ

っ
て

も
実

用
登

坂
角

度
を

軽
く

越
え

て
し

ま
う

場
合

が
あ

り
ま

す
。
そ

の
場

合
も

致
し

方
な

く
使

用
し

て
い

ま
す

が
、
安

全
性

の
確

保
が

難
し

い
現

状
で

す
。

現
在

、
当

院
の

患
者

さ
ん

で
車

か
ら

自
宅

ま
で

の
坂

道
（
1
0

0
メ

ー
ト

ル
弱

、
傾

斜
1
0

度
〜

1
8

.9
度

）
を

電
動

車
い

す
（
J
W

-X
）
を

利
用

し
通

所
サ

ー
ビ

ス
等

へ
通

わ
れ

て
い

る
方

(要
介

護
5

,6
0

キ
ロ

)が
い

ら
っ

し
ゃ

い
ま

す
が

、
後

ろ
向

き
下

り
に

て
下

る
際

、
強

傾
斜

時
は

ウ
イ

リ
ー

し
た

ま
ま

の
走

行
と

な
り

、
非

常
に

危
険

が
伴

い
ま

す
。
実

際
、
後

ろ
向

き
下

り
1
人

介
助

時
に

1
度

転
落

さ
れ

て
お

り
ま

す
。
そ

の
た

め
、
基

本
的

に
は

2
人

介
助

で
、
1
人

が
後

方
か

ら
操

作
、
も

う
1
人

が
車

い
す

に
ひ

も
を

か
け

引
張

り
な

が
ら

下
る

方
法

等
を

と
っ

て
い

る
よ

う
で

す
。

電
動

車
い

す
の

実
用

登
坂

角
度

は
6

度
と

な
っ

て
お

り
ま

す
が

、
そ

れ
以

上
で

あ
っ

て
も

使
用

せ
ざ

る
得

な
い

環
境

の
方

に
対

し
、
も

う
少

し
安

全
性

の
確

保
が

図
れ

な
い

か
と

思
案

し
て

い
ま

す
。
ま

た
、
安

全
性

が
確

保
さ

れ
れ

ば
、
1
人

介
助

で
も

安
心

で
き

、
ご

家
族

の
方

と
の

外
出

も
容

易
に

な
る

か
と

思
っ

て
い

ま
す

。
本

患
者

さ
ん

以
外

で
も

同
様

に
外

出
支

援
に

難
渋

す
る

患
者

さ
ん

が
お

り
ま

す
の

で
、
何

か
し

ら
対

応
し

て
い

け
れ

ば
と

思
っ

て
い

ま
す

が
、
ま

だ
ま

だ
知

識
・
経

験
不

足
で

よ
い

案
が

浮
か

び
ま

せ
ん

。
ご

助
言

等
あ

り
ま

し
た

ら
宜

し
く

お
願

い
致

し
ま

す
。

（
坂

道
走

行
時

の
動

画
が

あ
り

ま
す

が
、
添

付
出

来
ま

せ
ん

で
し

た
の

で
、
画

像
の

み
添

付
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。
）

2
9

5
2

0
1
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
福

祉
専

門
職

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

肢
体

不
自

由
者

　
半

身
麻

痺
の

方
に

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

を
提

案
す

る
際

、
Ａ

社
の

ア
シ

ス
ト

グ
リ

ッ
プ

付
タ

イ
プ

の
商

品
が

有
効

か
と

思
わ

れ
る

事
例

が
あ

り
ま

し
た

の
で

、
老

婆
心

な
が

ら
専

門
職

の
方

に
参

考
に

な
れ

ば
と

思
い

投
稿

し
ま

し
た

。
　
通

常
の

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

の
肘

掛
け

は
、
1
8

0
・
2

1
0

・
2

4
0

の
3

段
階

で
調

整
で

き
る

タ
イ

プ
が

多
い

か
と

思
い

ま
す

。
専

門
職

の
方

が
ポ

ー
タ

ブ
ル

ト
イ

レ
を

選
定

す
る

際
、
肘

が
約

9
0

度
に

な
る

様
な

タ
イ

プ
を

選
定

す
る

か
と

思
い

ま
す

が
、
そ

の
高

さ
だ

と
、
力

が
入

り
難

く
立

ち
上

が
り

が
大

変
と

思
わ

れ
ま

す
。
Ａ

社
の

ア
シ

ス
ト

グ
リ

ッ
プ

は
1
1
0

の
高

さ
な

の
で

、
ﾌ
ﾟ
ｯ
ｼ
ｭ
ｱ
ｯ
ﾌ
ﾟ
時

、
力

が
入

り
易

い
の

で
力

ま
な

く
て

も
立

ち
上

が
り

動
作

が
可

能
に

な
る

と
思

わ
れ

ま
す

。
力

ま
な

く
て

も
良

い
の

で
、
お

小
水

の
こ

ぼ
れ

も
少

な
く

て
済

む
の

も
メ

リ
ッ

ト
で

す
。

39

- 109 -

186625 報告書_本文_2校 (117)



投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

2
9

6
2

0
1
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
利

用
者

腕
時

計
型

携
帯

呼
び

出
し

装
置

(ナ
ー

ス
コ

ー
ル

）
の

要
望

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 聴

覚
障

害
者

 言
語

障
害

者
 盲

ろ
う

者

　
病

院
や

施
設

等
で

使
わ

れ
て

い
る

通
常

の
装

置
は

壁
な

ど
か

ら
コ

ー
ド

に
つ

な
が

っ
て

い
る

か
、
ワ

イ
ヤ

レ
ス

で
押

し
ボ

タ
ン

式
の

も
の

が
主

流
で

す
が

、
体

幹
や

上
肢

麻
痺

な
ど

の
障

が
い

者
に

は
ナ

ー
ス

コ
ー

ル
ま

で
届

か
な

か
っ

た
り

、
首

な
ど

に
ぶ

ら
下

げ
て

携
帯

し
て

い
て

も
間

違
っ

て
押

し
て

し
ま

っ
た

り
と

、
簡

単
に

間
違

い
な

く
安

心
し

て
使

え
る

製
品

が
見

当
た

ら
な

い
の

で
困

っ
て

い
ま

す
。

　
呼

び
出

し
機

器
を

開
発

し
て

い
る

、
も

し
く

は
今

後
開

発
を

始
め

る
福

祉
器

具
メ

ー
カ

ー
の

関
係

者
の

皆
様

・
常

に
携

帯
で

き
て

操
作

し
や

す
い

腕
時

計
タ

イ
プ

の
ベ

ル
ト

等
で

着
用

で
き

る
も

の
・
腕

や
指

先
の

動
き

が
悪

い
人

で
も

誤
操

作
を

心
配

せ
ず

、
簡

単
に

使
え

る
ス

ラ
イ

ド
式

開
け

ふ
た

付
き

の
も

の
上

記
2

点
を

備
え

た
機

器
を

開
発

し
て

い
た

だ
け

る
と

大
変

助
か

り
ま

す
。

　
必

要
で

あ
れ

ば
開

発
過

程
で

で
き

る
か

ぎ
り

の
提

案
や

使
っ

て
み

て
の

感
想

等
、
サ

ポ
ー

ト
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

の
で

こ
ち

ら
の

機
器

の
実

現
に

興
味

を
持

っ
て

い
た

だ
け

る
よ

う
で

し
た

ら
、
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
の

五
嶋

様
に

ご
連

絡
く

だ
さ

い
。

折
り

返
し

ご
連

絡
取

ら
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

2
9

7
2

0
1
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
利

用
者

【
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

】
着

脱
式

取
っ

手
付

き
ス

マ
ホ

カ
バ

ー
の

提
案

肢
体

不
自

由
者

　
※

頸
椎

損
傷

に
よ

り
、
首

か
ら

下
が

ま
だ

ら
麻

痺
に

な
っ

て
お

り
、
書

字
困

難
で

す
。
提

案
ま

た
は

、
活

用
例

を
掲

載
し

た
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
※

な
お

、
私

が
直

接
書

い
て

い
る

ブ
ロ

グ
《
続

・
オ

ヒ
！

の
殿

堂
３

》
の

活
用

・
提

案
記

事
か

ら
ご

紹
介

い
た

し
ま

す
。

(以
下

本
文

)
　
左

手
の

麻
痺

で
手

首
が

う
ま

く
回

転
せ

ず
、
右

手
も

半
分

痺
れ

て
つ

か
ん

だ
も

の
を

落
と

す
こ

と
が

あ
る

理
由

で
ス

マ
ホ

は
現

在
使

っ
て

い
ま

せ
ん

。
　
ス

マ
ホ

に
取

っ
手

を
つ

け
る

道
具

は
す

で
に

、
背

面
に

環
を

つ
け

る
こ

と
で

指
に

通
す

手
段

が
あ

り
ま

す
。
（
関

連
記

事
：
ス

マ
ホ

を
指

一
本

で
支

え
る

頼
も

し
い

取
っ

手
「
B

u
n

k
e

r 
R

in
g

」
（
ケ

ー
タ

イ
Ｗ

ａ
ｔｃ

ｈ
　
平

成
2

4
0

5
2

3
）
）

　
こ

の
道

具
は

使
え

そ
う

も
あ

り
ま

せ
ん

。
利

き
手

に
は

め
て

も
、
指

が
動

き
に

く
い

で
す

。
　
そ

の
ほ

か
画

面
を

指
で

触
る

と
、
痺

れ
て

い
る

た
め

に
、
ざ

ら
ざ

ら
と

気
持

ち
悪

い
感

覚
と

時
折

痛
み

が
走

る
た

め
に

ス
マ

ホ
は

敬
遠

し
て

い
ま

す
。

 　
も

の
は

つ
か

め
ま

す
か

ら
、
自

助
具

の
取

っ
手

が
つ

い
て

い
る

椀
を

参
考

に
し

て
、
ス

マ
ホ

ケ
ー

ス
に

改
良

す
れ

ば
、
右

手
に

静
電

式
ペ

ン
を

も
っ

て
使

え
そ

う
で

す
。
取

っ
手

を
着

脱
式

に
し

て
、
使

わ
な

い
と

き
は

外
し

て
お

い
て

、
ケ

ー
ス

の
ど

こ
か

に
取

り
付

け
て

お
く

。
そ

れ
を

装
飾

し
て

お
い

て
お

け
ば

、
お

し
ゃ

れ
の

一
部

に
な

り
ま

す
。

2
9

8
2

0
1
5

新
製

品
・
技

術
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 そ
の

他
(場

面
)情

報
機

器
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
書

字
困

難
【
ｅ

Ａ
ｔｃ

】
コ

ミ
ッ

ク
工

房
を

福
祉

機
器

に
使

う

※
実

際
に

活
用

し
て

い
る

事
例

集
。
私

が
書

い
て

い
る

ブ
ロ

グ
《
続

・
オ

ヒ
！

の
殿

堂
３

》
か

ら
、
編

集
し

て
ご

紹
介

し
ま

す
。

（
以

下
本

文
）
（
写

真
は

、
実

際
の

使
用

例
）

■
ｅ

Ａ
ｔｃ

の
範

疇
外

の
３

Ｄ
Ｓ

の
福

祉
機

器
化

　
任

天
堂

３
Ｄ

Ｓ
《
コ

ミ
ッ

ク
工

房
》
が

登
場

し
て

１
年

半
以

上
が

経
過

し
た

。
２

作
目

も
登

場
し

、
電

子
ノ

ー
ト

・
ス

ラ
イ

ド
な

ど
、
画

用
紙

、
ノ

ー
ト

、
レ

ポ
ー

ト
用

紙
の

電
子

版
と

し
て

大
い

に
活

用
し

て
い

る
。

　
４

年
以

上
前

、
転

倒
負

傷
し

、
後

遺
障

害
と

し
て

手
書

き
が

困
難

に
な

っ
た

策
と

し
て

、
電

子
文

具
、
特

に
感

圧
式

の
ス

タ
イ

ラ
ス

ペ
ン

で
紙

の
代

用
を

果
た

す
製

品
を

数
種

類
購

入
、
複

合
的

に
使

え
る

３
Ｄ

Ｓ
と

コ
ミ

ッ
ク

工
房

を
選

択
し

た
。
も

し
、

こ
の

ソ
フ

ト
が

出
て

い
な

か
っ

た
ら

、
こ

こ
ま

で
３

Ｄ
Ｓ

を
使

い
た

お
す

こ
と

は
考

え
な

か
っ

た
。

　
障

害
を

人
々

が
機

器
な

ど
用

い
て

生
活

を
便

利
に

す
る

技
術

は
、
福

祉
情

報
技

術
（
ｅ

Ａ
ｔｃ

）
と

呼
ば

れ
て

い
る

。
関

連
の

団
体

の
資

料
か

ら
う

か
が

え
る

の
は

、
電

子
機

器
機

器
に

お
い

て
は

、
ｉＰ

ａ
ｄ

，
ｉＰ

ｈ
ｏ

ｎ
ｅ

等
の

ア
ッ

プ
ル

製
品

の
情

報
端

末
の

使
い

方
、
障

害
部

分
を

代
行

さ
せ

る
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
開

発
、
活

用
に

力
点

が
置

か
れ

、
安

価
で

丈
夫

な
３

Ｄ
Ｓ

を
使

お
う

こ
と

は
全

く
の

範
疇

外
で

あ
っ

た
。

　
ｅ

Ａ
ｔｃ

、
そ

れ
に

障
害

者
の

生
活

向
上

の
た

め
の

講
演

に
参

加
し

、
講

演
内

容
を

持
ち

込
ん

で
コ

ミ
ッ

ク
工

房
で

ノ
ー

ト
す

る
。
福

祉
機

器
の

利
用

よ
り

、
子

ど
も

が
使

う
お

も
ち

ゃ
の

先
入

観
か

ら
か

、
誰

も
見

向
き

も
し

な
い

。
ま

た
、
コ

ミ
ッ

ク
の

冠
が

あ
る

た
め

か
漫

画
、
イ

ラ
ス

ト
を

３
Ｄ

Ｓ
で

描
画

す
る

専
用

ソ
フ

ト
と

固
定

観
念

を
も

っ
て

い
る

と
も

考
え

ら
れ

、
Ｇ

ｏ
ｏ

ｇ
ｌｅ

で
検

索
し

て
も

、
高

機
能

電
子

文
具

の
活

用
例

は
ほ

ぼ
皆

無
に

等
し

い
。

　
そ

れ
だ

か
ら

、
電

子
文

具
空

白
区

（
ま

た
は

ニ
ッ

チ
）
だ

か
ら

、
大

い
に

活
用

で
き

る
と

も
言

え
る

。

■
単

体
で

も
組

合
せ

で
も

十
分

使
え

る
　
カ

シ
オ

、
キ

ン
グ

ジ
ム

そ
れ

に
シ

ャ
ー

プ
か

ら
電

子
文

具
が

発
売

さ
れ

て
い

る
。
特

徴
は

そ
れ

単
体

か
つ

、
パ

ソ
コ

ン
や

ス
マ

ホ
、
タ

ブ
レ

ッ
ト

と
複

合
し

て
便

利
に

使
え

る
よ

う
に

な
っ

て
い

る
。
３

Ｄ
Ｓ

も
ブ

ラ
ウ

ザ
を

も
っ

た
情

報
端

末
。
写

真
も

Ｓ
Ｄ

カ
ー

ド
へ

蓄
積

。
組

み
合

わ
せ

れ
ば

大
い

に
力

を
発

揮
す

る
。

　
例

え
ば

、
会

議
録

、
あ

る
い

は
学

習
の

さ
い

に
、
図

を
ス

ラ
イ

ド
、
ま

た
は

、
直

接
ノ

ー
ト

を
取

る
こ

と
に

よ
り

、
情

報
の

電
子

化
が

可
能

に
な

る
。
コ

ミ
ッ

ク
工

房
内

に
デ

ー
タ

が
残

っ
て

い
れ

ば
追

記
も

で
き

る
。

　
文

字
情

報
は

画
像

化
さ

れ
る

た
め

、
写

真
を

パ
ソ

コ
ン

に
複

写
し

て
、
Ｏ

Ｃ
Ｒ

ソ
フ

ト
で

テ
キ

ス
ト

フ
ァ

イ
ル

化
も

可
能

に
な

る
。
た

だ
し

、
す

べ
て

を
テ

キ
ス

ト
フ

ァ
イ

ル
化

す
る

こ
と

は
不

可
能

で
あ

る
こ

と
を

留
意

す
る

。

　
パ

ソ
コ

ン
に

写
真

化
し

た
デ

ー
タ

を
複

写
ま

た
は

移
動

し
、
学

年
別

、
教

科
別

、
単

元
別

に
分

類
し

て
お

け
ば

、
情

報
の

散
逸

が
防

げ
る

。
ほ

と
ん

ど
の

情
報

端
末

は
Ｊ
Ｐ

Ｅ
Ｇ

画
像

を
表

示
で

き
る

こ
と

か
ら

、
Ｏ

Ｓ
に

備
わ

っ
て

い
る

ビ
ュ

ー
ワ

機
能

で
電

子
書

籍
の

よ
う

に
使

え
る

。
Ｐ

Ｄ
Ｆ
に

変
換

す
れ

ば
、
電

子
書

籍
端

末
に

転
送

、
閲

覧
が

可
能

で
あ

る
。

　
子

ど
も

が
パ

ソ
コ

ン
や

他
の

情
報

端
末

が
使

え
な

い
場

合
は

、
必

要
な

ノ
ー

ト
を

ニ
ン

テ
ン

ド
ー

カ
メ

ラ
を

起
動

さ
せ

、
本

体
に

複
写

し
て

お
く

手
段

も
あ

る
。

　
プ

リ
ン

タ
と

組
み

合
わ

せ
れ

ば
、
さ

ら
に

応
用

幅
が

広
が

る
。
は

が
き

専
用

プ
リ

ン
タ

、
カ

シ
オ

《
プ

リ
ン

写
ル

》
を

組
み

合
わ

れ
ば

、
作

っ
た

ノ
ー

ト
を

は
が

き
サ

イ
ズ

に
印

刷
し

、
カ

ー
ド

リ
ン

グ
に

綴
っ

て
、
隙

間
の

時
間

に
見

返
し

、
学

習
の

定
着

が
は

か
れ

る
。
そ

れ
に

、
学

用
カ

バ
ン

の
軽

量
化

が
図

ら
れ

る
。

　
学

校
に

は
３

Ｄ
Ｓ

は
持

ち
込

め
な

い
と

考
え

ら
れ

る
か

ら
、
授

業
は

１
冊

の
レ

ポ
ー

ト
用

紙
。
手

に
入

る
な

ら
ば

、
黄

色
い

紙
の

リ
ー

ガ
ル

パ
ッ

ド
を

１
冊

購
入

し
ノ

ー
ト

を
取

る
。
帰

宅
後

、
教

科
書

や
参

考
を

見
な

が
ら

、
構

成
し

な
が

ら
コ

ミ
ッ

ク
工

房
へ

書
き

写
す

。
こ

れ
は

効
果

的
な

復
習

法
か

考
え

る
。
（
私

の
場

合
は

書
字

が
困

難
で

す
か

ら
、
直

接
入

力
し

て
い

ま
す

。
）

　
ｅ

Ａ
ｔｃ

の
分

野
か

ら
見

れ
ば

、
子

ど
も

が
使

う
お

も
ち

ゃ
だ

か
ら

と
見

向
き

も
し

な
い

、
３

Ｄ
Ｓ

。
コ

ミ
ッ

ク
工

房
、
カ

メ
ラ

、
ネ

ッ
ト

接
続

と
、
プ

リ
ン

タ
を

組
み

合
わ

せ
る

と
、
タ

ブ
レ

ッ
ト

や
ス

マ
ホ

な
ど

全
く

不
要

で
、
書

字
困

難
を

立
派

に
解

消
と

な
っ

た
。

2
9

9
2

0
1
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
利

用
者

の
家

族
認

知
症

の
高

齢
者

が
徘

徊
し

て
も

す
ぐ

探
せ

る
よ

う
な

仕
組

み

高
齢

者
認

知
症

の
母

を
介

護
し

て
い

ま
す

。
家

の
中

に
い

て
欲

し
い

の
で

す
が

、
隙

を
見

て
外

出
し

よ
う

と
し

ま
す

。
い

ざ
外

出
し

て
も

、
こ

ち
ら

と
し

て
は

方
々

探
し

ま
わ

る
し

か
な

く
、
警

察
の

方
に

捜
索

の
お

手
伝

い
を

お
願

い
し

た
こ

と
も

あ
り

ま
す

。
常

に
見

張
っ

て
い

る
こ

と
は

事
実

上
不

可
能

な
の

で
、
外

出
し

た
と

し
て

も
あ

る
程

度
は

居
場

所
が

わ
か

る
よ

う
な

機
器

が
あ

れ
ば

大
変

助
か

り
ま

す
。

G
P

S
装

置
を

う
ま

く
使

っ
て

で
き

な
い

も
の

で
し

ょ
う

か
。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

2
9

6
2

0
1
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
利

用
者

腕
時

計
型

携
帯

呼
び

出
し

装
置

(ナ
ー

ス
コ

ー
ル

）
の

要
望

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 聴

覚
障

害
者

 言
語

障
害

者
 盲

ろ
う

者

　
病

院
や

施
設

等
で

使
わ

れ
て

い
る

通
常

の
装

置
は

壁
な

ど
か

ら
コ

ー
ド

に
つ

な
が

っ
て

い
る

か
、
ワ

イ
ヤ

レ
ス

で
押

し
ボ

タ
ン

式
の

も
の

が
主

流
で

す
が

、
体

幹
や

上
肢

麻
痺

な
ど

の
障

が
い

者
に

は
ナ

ー
ス

コ
ー

ル
ま

で
届

か
な

か
っ

た
り

、
首

な
ど

に
ぶ

ら
下

げ
て

携
帯

し
て

い
て

も
間

違
っ

て
押

し
て

し
ま

っ
た

り
と

、
簡

単
に

間
違

い
な

く
安

心
し

て
使

え
る

製
品

が
見

当
た

ら
な

い
の

で
困

っ
て

い
ま

す
。

　
呼

び
出

し
機

器
を

開
発

し
て

い
る

、
も

し
く

は
今

後
開

発
を

始
め

る
福

祉
器

具
メ

ー
カ

ー
の

関
係

者
の

皆
様

・
常

に
携

帯
で

き
て

操
作

し
や

す
い

腕
時

計
タ

イ
プ

の
ベ

ル
ト

等
で

着
用

で
き

る
も

の
・
腕

や
指

先
の

動
き

が
悪

い
人

で
も

誤
操

作
を

心
配

せ
ず

、
簡

単
に

使
え

る
ス

ラ
イ

ド
式

開
け

ふ
た

付
き

の
も

の
上

記
2

点
を

備
え

た
機

器
を

開
発

し
て

い
た

だ
け

る
と

大
変

助
か

り
ま

す
。

　
必

要
で

あ
れ

ば
開

発
過

程
で

で
き

る
か

ぎ
り

の
提

案
や

使
っ

て
み

て
の

感
想

等
、
サ

ポ
ー

ト
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

の
で

こ
ち

ら
の

機
器

の
実

現
に

興
味

を
持

っ
て

い
た

だ
け

る
よ

う
で

し
た

ら
、
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
の

五
嶋

様
に

ご
連

絡
く

だ
さ

い
。

折
り

返
し

ご
連

絡
取

ら
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

2
9

7
2

0
1
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
利

用
者

【
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

】
着

脱
式

取
っ

手
付

き
ス

マ
ホ

カ
バ

ー
の

提
案

肢
体

不
自

由
者

　
※

頸
椎

損
傷

に
よ

り
、
首

か
ら

下
が

ま
だ

ら
麻

痺
に

な
っ

て
お

り
、
書

字
困

難
で

す
。
提

案
ま

た
は

、
活

用
例

を
掲

載
し

た
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
※

な
お

、
私

が
直

接
書

い
て

い
る

ブ
ロ

グ
《
続

・
オ

ヒ
！

の
殿

堂
３

》
の

活
用

・
提

案
記

事
か

ら
ご

紹
介

い
た

し
ま

す
。

(以
下

本
文

)
　
左

手
の

麻
痺

で
手

首
が

う
ま

く
回

転
せ

ず
、
右

手
も

半
分

痺
れ

て
つ

か
ん

だ
も

の
を

落
と

す
こ

と
が

あ
る

理
由

で
ス

マ
ホ

は
現

在
使

っ
て

い
ま

せ
ん

。
　
ス

マ
ホ

に
取

っ
手

を
つ

け
る

道
具

は
す

で
に

、
背

面
に

環
を

つ
け

る
こ

と
で

指
に

通
す

手
段

が
あ

り
ま

す
。
（
関

連
記

事
：
ス

マ
ホ

を
指

一
本

で
支

え
る

頼
も

し
い

取
っ

手
「
B

u
n

k
e

r 
R

in
g

」
（
ケ

ー
タ

イ
Ｗ

ａ
ｔｃ

ｈ
　
平

成
2

4
0

5
2

3
）
）

　
こ

の
道

具
は

使
え

そ
う

も
あ

り
ま

せ
ん

。
利

き
手

に
は

め
て

も
、
指

が
動

き
に

く
い

で
す

。
　
そ

の
ほ

か
画

面
を

指
で

触
る

と
、
痺

れ
て

い
る

た
め

に
、
ざ

ら
ざ

ら
と

気
持

ち
悪

い
感

覚
と

時
折

痛
み

が
走

る
た

め
に

ス
マ

ホ
は

敬
遠

し
て

い
ま

す
。

 　
も

の
は

つ
か

め
ま

す
か

ら
、
自

助
具

の
取

っ
手

が
つ

い
て

い
る

椀
を

参
考

に
し

て
、
ス

マ
ホ

ケ
ー

ス
に

改
良

す
れ

ば
、
右

手
に

静
電

式
ペ

ン
を

も
っ

て
使

え
そ

う
で

す
。
取

っ
手

を
着

脱
式

に
し

て
、
使

わ
な

い
と

き
は

外
し

て
お

い
て

、
ケ

ー
ス

の
ど

こ
か

に
取

り
付

け
て

お
く

。
そ

れ
を

装
飾

し
て

お
い

て
お

け
ば

、
お

し
ゃ

れ
の

一
部

に
な

り
ま

す
。

2
9

8
2

0
1
5

新
製

品
・
技

術
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 そ
の

他
(場

面
)情

報
機

器
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
書

字
困

難
【
ｅ

Ａ
ｔｃ

】
コ

ミ
ッ

ク
工

房
を

福
祉

機
器

に
使

う

※
実

際
に

活
用

し
て

い
る

事
例

集
。
私

が
書

い
て

い
る

ブ
ロ

グ
《
続

・
オ

ヒ
！

の
殿

堂
３

》
か

ら
、
編

集
し

て
ご

紹
介

し
ま

す
。

（
以

下
本

文
）
（
写

真
は

、
実

際
の

使
用

例
）

■
ｅ

Ａ
ｔｃ

の
範

疇
外

の
３

Ｄ
Ｓ

の
福

祉
機

器
化

　
任

天
堂

３
Ｄ

Ｓ
《
コ

ミ
ッ

ク
工

房
》
が

登
場

し
て

１
年

半
以

上
が

経
過

し
た

。
２

作
目

も
登

場
し

、
電

子
ノ

ー
ト

・
ス

ラ
イ

ド
な

ど
、
画

用
紙

、
ノ

ー
ト

、
レ

ポ
ー

ト
用

紙
の

電
子

版
と

し
て

大
い

に
活

用
し

て
い

る
。

　
４

年
以

上
前

、
転

倒
負

傷
し

、
後

遺
障

害
と

し
て

手
書

き
が

困
難

に
な

っ
た

策
と

し
て

、
電

子
文

具
、
特

に
感

圧
式

の
ス

タ
イ

ラ
ス

ペ
ン

で
紙

の
代

用
を

果
た

す
製

品
を

数
種

類
購

入
、
複

合
的

に
使

え
る

３
Ｄ

Ｓ
と

コ
ミ

ッ
ク

工
房

を
選

択
し

た
。
も

し
、

こ
の

ソ
フ

ト
が

出
て

い
な

か
っ

た
ら

、
こ

こ
ま

で
３

Ｄ
Ｓ

を
使

い
た

お
す

こ
と

は
考

え
な

か
っ

た
。

　
障

害
を

人
々

が
機

器
な

ど
用

い
て

生
活

を
便

利
に

す
る

技
術

は
、
福

祉
情

報
技

術
（
ｅ

Ａ
ｔｃ

）
と

呼
ば

れ
て

い
る

。
関

連
の

団
体

の
資

料
か

ら
う

か
が

え
る

の
は

、
電

子
機

器
機

器
に

お
い

て
は

、
ｉＰ

ａ
ｄ

，
ｉＰ

ｈ
ｏ

ｎ
ｅ

等
の

ア
ッ

プ
ル

製
品

の
情

報
端

末
の

使
い

方
、
障

害
部

分
を

代
行

さ
せ

る
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
開

発
、
活

用
に

力
点

が
置

か
れ

、
安

価
で

丈
夫

な
３

Ｄ
Ｓ

を
使

お
う

こ
と

は
全

く
の

範
疇

外
で

あ
っ

た
。

　
ｅ

Ａ
ｔｃ

、
そ

れ
に

障
害

者
の

生
活

向
上

の
た

め
の

講
演

に
参

加
し

、
講

演
内

容
を

持
ち

込
ん

で
コ

ミ
ッ

ク
工

房
で

ノ
ー

ト
す

る
。
福

祉
機

器
の

利
用

よ
り

、
子

ど
も

が
使

う
お

も
ち

ゃ
の

先
入

観
か

ら
か

、
誰

も
見

向
き

も
し

な
い

。
ま

た
、
コ

ミ
ッ

ク
の

冠
が

あ
る

た
め

か
漫

画
、
イ

ラ
ス

ト
を

３
Ｄ

Ｓ
で

描
画

す
る

専
用

ソ
フ

ト
と

固
定

観
念

を
も

っ
て

い
る

と
も

考
え

ら
れ

、
Ｇ

ｏ
ｏ

ｇ
ｌｅ

で
検

索
し

て
も

、
高

機
能

電
子

文
具

の
活

用
例

は
ほ

ぼ
皆

無
に

等
し

い
。

　
そ

れ
だ

か
ら

、
電

子
文

具
空

白
区

（
ま

た
は

ニ
ッ

チ
）
だ

か
ら

、
大

い
に

活
用

で
き

る
と

も
言

え
る

。

■
単

体
で

も
組

合
せ

で
も

十
分

使
え

る
　
カ

シ
オ

、
キ

ン
グ

ジ
ム

そ
れ

に
シ

ャ
ー

プ
か

ら
電

子
文

具
が

発
売

さ
れ

て
い

る
。
特

徴
は

そ
れ

単
体

か
つ

、
パ

ソ
コ

ン
や

ス
マ

ホ
、
タ

ブ
レ

ッ
ト

と
複

合
し

て
便

利
に

使
え

る
よ

う
に

な
っ

て
い

る
。
３

Ｄ
Ｓ

も
ブ

ラ
ウ

ザ
を

も
っ

た
情

報
端

末
。
写

真
も

Ｓ
Ｄ

カ
ー

ド
へ

蓄
積

。
組

み
合

わ
せ

れ
ば

大
い

に
力

を
発

揮
す

る
。

　
例

え
ば

、
会

議
録

、
あ

る
い

は
学

習
の

さ
い

に
、
図

を
ス

ラ
イ

ド
、
ま

た
は

、
直

接
ノ

ー
ト

を
取

る
こ

と
に

よ
り

、
情

報
の

電
子

化
が

可
能

に
な

る
。
コ

ミ
ッ

ク
工

房
内

に
デ

ー
タ

が
残

っ
て

い
れ

ば
追

記
も

で
き

る
。

　
文

字
情

報
は

画
像

化
さ

れ
る

た
め

、
写

真
を

パ
ソ

コ
ン

に
複

写
し

て
、
Ｏ

Ｃ
Ｒ

ソ
フ

ト
で

テ
キ

ス
ト

フ
ァ

イ
ル

化
も

可
能

に
な

る
。
た

だ
し

、
す

べ
て

を
テ

キ
ス

ト
フ

ァ
イ

ル
化

す
る

こ
と

は
不

可
能

で
あ

る
こ

と
を

留
意

す
る

。

　
パ

ソ
コ

ン
に

写
真

化
し

た
デ

ー
タ

を
複

写
ま

た
は

移
動

し
、
学

年
別

、
教

科
別

、
単

元
別

に
分

類
し

て
お

け
ば

、
情

報
の

散
逸

が
防

げ
る

。
ほ

と
ん

ど
の

情
報

端
末

は
Ｊ
Ｐ

Ｅ
Ｇ

画
像

を
表

示
で

き
る

こ
と

か
ら

、
Ｏ

Ｓ
に

備
わ

っ
て

い
る

ビ
ュ

ー
ワ

機
能

で
電

子
書

籍
の

よ
う

に
使

え
る

。
Ｐ

Ｄ
Ｆ
に

変
換

す
れ

ば
、
電

子
書

籍
端

末
に

転
送

、
閲

覧
が

可
能

で
あ

る
。

　
子

ど
も

が
パ

ソ
コ

ン
や

他
の

情
報

端
末

が
使

え
な

い
場

合
は

、
必

要
な

ノ
ー

ト
を

ニ
ン

テ
ン

ド
ー

カ
メ

ラ
を

起
動

さ
せ

、
本

体
に

複
写

し
て

お
く

手
段

も
あ

る
。

　
プ

リ
ン

タ
と

組
み

合
わ

せ
れ

ば
、
さ

ら
に

応
用

幅
が

広
が

る
。
は

が
き

専
用

プ
リ

ン
タ

、
カ

シ
オ

《
プ

リ
ン

写
ル

》
を

組
み

合
わ

れ
ば

、
作

っ
た

ノ
ー

ト
を

は
が

き
サ

イ
ズ

に
印

刷
し

、
カ

ー
ド

リ
ン

グ
に

綴
っ

て
、
隙

間
の

時
間

に
見

返
し

、
学

習
の

定
着

が
は

か
れ

る
。
そ

れ
に

、
学

用
カ

バ
ン

の
軽

量
化

が
図

ら
れ

る
。

　
学

校
に

は
３

Ｄ
Ｓ

は
持

ち
込

め
な

い
と

考
え

ら
れ

る
か

ら
、
授

業
は

１
冊

の
レ

ポ
ー

ト
用

紙
。
手

に
入

る
な

ら
ば

、
黄

色
い

紙
の

リ
ー

ガ
ル

パ
ッ

ド
を

１
冊

購
入

し
ノ

ー
ト

を
取

る
。
帰

宅
後

、
教

科
書

や
参

考
を

見
な

が
ら

、
構

成
し

な
が

ら
コ

ミ
ッ

ク
工

房
へ

書
き

写
す

。
こ

れ
は

効
果

的
な

復
習

法
か

考
え

る
。
（
私

の
場

合
は

書
字

が
困

難
で

す
か

ら
、
直

接
入

力
し

て
い

ま
す

。
）

　
ｅ

Ａ
ｔｃ

の
分

野
か

ら
見

れ
ば

、
子

ど
も

が
使

う
お

も
ち

ゃ
だ

か
ら

と
見

向
き

も
し

な
い

、
３

Ｄ
Ｓ

。
コ

ミ
ッ

ク
工

房
、
カ

メ
ラ

、
ネ

ッ
ト

接
続

と
、
プ

リ
ン

タ
を

組
み

合
わ

せ
る

と
、
タ

ブ
レ

ッ
ト

や
ス

マ
ホ

な
ど

全
く

不
要

で
、
書

字
困

難
を

立
派

に
解

消
と

な
っ

た
。

2
9

9
2

0
1
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
利

用
者

の
家

族
認

知
症

の
高

齢
者

が
徘

徊
し

て
も

す
ぐ

探
せ

る
よ

う
な

仕
組

み

高
齢

者
認

知
症

の
母

を
介

護
し

て
い

ま
す

。
家

の
中

に
い

て
欲

し
い

の
で

す
が

、
隙

を
見

て
外

出
し

よ
う

と
し

ま
す

。
い

ざ
外

出
し

て
も

、
こ

ち
ら

と
し

て
は

方
々

探
し

ま
わ

る
し

か
な

く
、
警

察
の

方
に

捜
索

の
お

手
伝

い
を

お
願

い
し

た
こ

と
も

あ
り

ま
す

。
常

に
見

張
っ

て
い

る
こ

と
は

事
実

上
不

可
能

な
の

で
、
外

出
し

た
と

し
て

も
あ

る
程

度
は

居
場

所
が

わ
か

る
よ

う
な

機
器

が
あ

れ
ば

大
変

助
か

り
ま

す
。

G
P

S
装

置
を

う
ま

く
使

っ
て

で
き

な
い

も
の

で
し

ょ
う

か
。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

3
0

0
2

0
1
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
利

用
者

の
家

族
認

知
症

徘
徊

者
位

置
検

索
装

置
高

齢
者

１
０

年
来

、
夫

婦
二

人
で

認
知

症
の

母
親

を
在

宅
で

介
護

し
て

ま
す

。
２

～
３

年
前

よ
り

徘
徊

が
始

ま
り

ま
し

た
。
２

４
時

間
体

制
で

の
監

視
を

行
わ

な
け

れ
ば

な
ら

ず
そ

の
重

圧
は

大
変

な
も

の
で

す
。
ち

ょ
っ

と
目

を
離

し
た

す
き

に
出

て
行

っ
て

し
ま

い
ま

す
。
一

歩
出

ら
れ

る
と

二
人

で
探

す
の

は
ま

ず
無

理
で

す
。
仕

方
な

く
警

察
に

捜
索

願
を

出
し

ま
す

が
、
度

重
な

る
と

警
察

も
仕

事
と

は
い

え
気

の
毒

に
な

り
ま

す
。

家
か

ら
外

に
出

ら
れ

な
い

よ
う

に
閉

じ
込

め
る

し
か

な
い

の
で

し
ょ

う
か

。
疲

れ
て

し
ま

い
、
私

た
ち

に
代

わ
り

母
親

の
監

視
を

し
て

い
た

だ
く

人
が

い
た

ら
お

金
を

払
っ

て
で

も
お

願
い

し
た

い
く

ら
い

で
す

。
人

づ
て

に
、
靴

の
中

に
G

P
S

端
末

が
入

っ
て

も
の

が
あ

る
の

で
そ

れ
を

履
け

ば
、
徘

徊
時

に
何

処
に

い
る

か
が

わ
か

る
よ

と
教

え
ら

れ
、
取

扱
店

に
聞

き
ま

し
が

、
実

際
に

靴
は

あ
り

ま
し

た
が

代
金

が
高

く
て

私
た

ち
み

た
い

な
年

金
暮

ら
し

に
は

む
り

で
し

た
。

母
親

は
介

護
認

定
は

受
け

て
い

ま
す

の
で

、
他

の
商

品
と

同
じ

く
介

護
保

険
対

象
商

品
と

し
て

認
め

て
戴

け
け

な
い

も
の

か
と

切
に

願
っ

て
お

り
ま

す
。

3
0

1
2

0
1
5

新
製

品
・
技

術
移

乗
 屋

外
の

移
動

 コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
 就

労
車

い
す

 移
動

用
リ

フ
ト

車
椅

子
移

動
自

由
化

介
護

機
器

１
；
「
隙

間
段

差
解

消
機

器
」

　
　
　
車

椅
子

移
動

通
路

の
「
隙

間
段

差
解

消
」
を

目
的

と
す

る
機

器
で

す
。
（
ボ

タ
ン

操
作

）
　
　
　
鉄

道
駅

プ
ラ

ッ
ト

ホ
ー

ム
。
建

造
物

内
の

段
差

解
消

、
屋

外
通

路
で

の
利

用

２
；
「
エ

ス
カ

レ
ー

タ
ー

無
停

止
車

椅
子

昇
降

介
助

機
器

」
　
　
　
車

椅
子

利
用

者
の

垂
直

上
下

移
動

は
主

と
し

て
「
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
」
を

利
用

さ
れ

て
い

る
。

　
　
　
エ

ス
カ

レ
ー

タ
ー

利
用

で
は

、
エ

ス
カ

レ
ー

タ
ー

を
一

時
停

止
を

し
て

車
椅

子
を

搭
載

し
て

　
　
　
垂

直
上

下
移

動
が

行
わ

れ
て

い
る

。
当

該
介

助
機

器
は

エ
ス

カ
レ

ー
タ

ー
を

停
止

さ
せ

ず
　
　
　
垂

直
上

下
移

動
が

可
能

で
、
一

般
エ

ス
カ

レ
ー

タ
ー

利
用

者
の

動
線

の
障

害
に

成
り

ま
せ

ん
。

　
　
　
U

R
L
;w

w
w

.d
-e

-f
.c

o
.j

p
  

  
(当

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
新

着
情

報
内

に
動

画
掲

載
あ

り
）

　 　
　
　
当

該
機

器
設

置
に

は
　 　
　
　
　
１
：
国

、
地

方
自

治
体

、
事

業
者

が
各

々
１
/
３

の
負

担
責

務
が

あ
り

ま
す

。
設

置
に

は
　
　
　
　
　
　
最

寄
り

の
社

会
福

祉
事

務
所

に
設

置
依

頼
申

請
⇒

事
業

主
⇔

地
方

自
治

体
⇔

国
　
　
　
　
　
　
設

置
許

可
⇒

車
椅

子
利

用
　
　
　
　
２

：
こ

れ
ら

の
機

器
運

用
で

刃
、
「
介

護
法

」
に

事
ず

く
補

助
介

護
者

が
必

ず
必

要
（
新

た
な

雇
用

促
進

）

3
0

2
2

0
1
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
利

用
者

の
家

族
認

知
症

徘
徊

位
置

探
索

装
置

高
齢

者
認

知
症

、
徘

徊
行

動
の

あ
る

父
に

靴
装

着
型

の
位

置
探

索
装

置
を

利
用

し
て

い
ま

す
。

父
は

い
っ

と
き

も
じ

っ
と

し
て

い
ら

れ
ず

、
家

族
等

誰
か

に
話

し
か

け
れ

て
い

な
い

、
会

話
が

な
い

時
間

が
少

し
で

も
あ

る
と

外
に

出
て

行
っ

て
し

ま
い

ま
す

。
よ

く
あ

る
パ

タ
ー

ン
の

よ
う

に
、
出

生
時

居
住

地
へ

帰
ろ

う
と

す
る

よ
う

で
す

。
家

族
が

ず
っ

と
つ

い
て

い
れ

ば
い

い
の

で
し

ょ
う

か
？

ず
っ

と
話

し
か

け
つ

づ
け

れ
ば

い
い

の
で

し
ょ

う
か

？
な

る
べ

く
そ

の
よ

う
に

は
し

て
い

ま
す

が
、
徘

徊
へ

の
随

行
は

父
が

嫌
悪

感
を

示
す

こ
と

も
あ

り
、

現
実

的
に

は
、
パ

ー
フ

ェ
ク

ト
に

は
難

し
い

状
況

で
す

。
位

置
探

索
装

置
を

使
用

す
る

こ
と

で
、
徘

徊
を

開
始

し
て

か
ら

何
分

後
に

チ
ェ

ッ
ク

す
る

、
迎

え
に

行
く

な
ど

、
家

族
間

で
ル

ー
ル

を
決

め
て

、
使

用
す

る
こ

と
で

、
安

心
感

が
え

ら
れ

ま
す

。
と

い
う

よ
り

、
使

い
始

め
る

と
も

う
手

放
せ

ま
せ

ん
。

安
心

を
失

う
こ

と
に

な
る

の
で

す
か

ら
。

費
用

負
担

は
正

直
厳

し
い

で
す

。
そ

れ
で

も
、
手

放
せ

な
い

か
ら

利
用

し
続

け
て

い
ま

す
。

願
わ

く
ば

、
公

的
補

助
が

あ
れ

ば
と

思
い

ま
す

。
一

般
的

に
は

施
設

介
護

、
病

院
介

護
の

方
針

が
示

さ
れ

る
段

階
の

、
う

ち
の

父
で

も
在

宅
生

活
を

継
続

で
き

る
の

は
、

こ
の

装
置

の
お

か
げ

と
も

言
え

ま
す

。

施
設

介
護

に
か

か
る

保
険

費
用

、
病

院
に

か
か

る
医

療
費

用
と

比
較

し
て

い
か

が
な

も
の

な
の

で
し

ょ
う

か
？

在
宅

生
活

の
維

持
に

欠
か

せ
な

い
、
重

要
な

福
祉

用
具

と
捉

え
る

こ
と

が
で

き
る

と
思

い
ま

す
が

。

3
0

3
2

0
1
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
利

用
者

コ
コ

に
い

る
ん

デ
ス

！
高

齢
者

遅
い

時
間

や
早

朝
の

暗
い

時
間

に
歩

い
て

い
る

ご
高

齢
者

を
よ

く
見

か
け

る
の

で
、
早

い
距

離
か

ら
遠

く
の

歩
い

て
い

る
高

齢
者

を
見

つ
け

て
あ

げ
る

た
め

に
歩

行
を

補
助

す
る

た
め

の
杖

に
、
杖

が
地

面
の

先
端

に
つ

く
た

ん
び

に
光

る
細

工
を

施
す

と
、
ご

高
齢

者
の

い
る

場
所

が
は

や
く

分
か

る
の

で
、
い

い
と

お
も

い
ま

す
。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

3
0

0
2

0
1
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
利

用
者

の
家

族
認

知
症

徘
徊

者
位

置
検

索
装

置
高

齢
者

１
０

年
来

、
夫

婦
二

人
で

認
知

症
の

母
親

を
在

宅
で

介
護

し
て

ま
す

。
２

～
３

年
前

よ
り

徘
徊

が
始

ま
り

ま
し

た
。
２

４
時

間
体

制
で

の
監

視
を

行
わ

な
け

れ
ば

な
ら

ず
そ

の
重

圧
は

大
変

な
も

の
で

す
。
ち

ょ
っ

と
目

を
離

し
た

す
き

に
出

て
行

っ
て

し
ま

い
ま

す
。
一

歩
出

ら
れ

る
と

二
人

で
探

す
の

は
ま

ず
無

理
で

す
。
仕

方
な

く
警

察
に

捜
索

願
を

出
し

ま
す

が
、
度

重
な

る
と

警
察

も
仕

事
と

は
い

え
気

の
毒

に
な

り
ま

す
。

家
か

ら
外

に
出

ら
れ

な
い

よ
う

に
閉

じ
込

め
る

し
か

な
い

の
で

し
ょ

う
か

。
疲

れ
て

し
ま

い
、
私

た
ち

に
代

わ
り

母
親

の
監

視
を

し
て

い
た

だ
く

人
が

い
た

ら
お

金
を

払
っ

て
で

も
お

願
い

し
た

い
く

ら
い

で
す

。
人

づ
て

に
、
靴

の
中

に
G

P
S

端
末

が
入

っ
て

も
の

が
あ

る
の

で
そ

れ
を

履
け

ば
、
徘

徊
時

に
何

処
に

い
る

か
が

わ
か

る
よ

と
教

え
ら

れ
、
取

扱
店

に
聞

き
ま

し
が

、
実

際
に

靴
は

あ
り

ま
し

た
が

代
金

が
高

く
て

私
た

ち
み

た
い

な
年

金
暮

ら
し

に
は

む
り

で
し

た
。

母
親

は
介

護
認

定
は

受
け

て
い

ま
す

の
で

、
他

の
商

品
と

同
じ

く
介

護
保

険
対

象
商

品
と

し
て

認
め

て
戴

け
け

な
い

も
の

か
と

切
に

願
っ

て
お

り
ま

す
。

3
0

1
2

0
1
5

新
製

品
・
技

術
移

乗
 屋

外
の

移
動

 コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
 就

労
車

い
す

 移
動

用
リ

フ
ト

車
椅

子
移

動
自

由
化

介
護

機
器

１
；
「
隙

間
段

差
解

消
機

器
」

　
　
　
車

椅
子

移
動

通
路

の
「
隙

間
段

差
解

消
」
を

目
的

と
す

る
機

器
で

す
。
（
ボ

タ
ン

操
作

）
　
　
　
鉄

道
駅

プ
ラ

ッ
ト

ホ
ー

ム
。
建

造
物

内
の

段
差

解
消

、
屋

外
通

路
で

の
利

用

２
；
「
エ

ス
カ

レ
ー

タ
ー

無
停

止
車

椅
子

昇
降

介
助

機
器

」
　
　
　
車

椅
子

利
用

者
の

垂
直

上
下

移
動

は
主

と
し

て
「
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
」
を

利
用

さ
れ

て
い

る
。

　
　
　
エ

ス
カ

レ
ー

タ
ー

利
用

で
は

、
エ

ス
カ

レ
ー

タ
ー

を
一

時
停

止
を

し
て

車
椅

子
を

搭
載

し
て

　
　
　
垂

直
上

下
移

動
が

行
わ

れ
て

い
る

。
当

該
介

助
機

器
は

エ
ス

カ
レ

ー
タ

ー
を

停
止

さ
せ

ず
　
　
　
垂

直
上

下
移

動
が

可
能

で
、
一

般
エ

ス
カ

レ
ー

タ
ー

利
用

者
の

動
線

の
障

害
に

成
り

ま
せ

ん
。

　
　
　
U
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L
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(当

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
新

着
情

報
内

に
動

画
掲

載
あ

り
）

　 　
　
　
当

該
機

器
設

置
に

は
　 　
　
　
　
１
：
国

、
地

方
自

治
体

、
事

業
者

が
各

々
１
/
３

の
負

担
責

務
が

あ
り

ま
す

。
設

置
に

は
　
　
　
　
　
　
最

寄
り

の
社

会
福

祉
事

務
所

に
設

置
依

頼
申

請
⇒

事
業

主
⇔

地
方

自
治

体
⇔

国
　
　
　
　
　
　
設

置
許

可
⇒

車
椅

子
利

用
　
　
　
　
２

：
こ

れ
ら

の
機

器
運

用
で

刃
、
「
介

護
法

」
に

事
ず

く
補

助
介

護
者

が
必

ず
必

要
（
新

た
な

雇
用

促
進

）

3
0

2
2

0
1
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
利

用
者

の
家

族
認

知
症

徘
徊

位
置

探
索

装
置

高
齢

者
認

知
症

、
徘

徊
行

動
の

あ
る

父
に

靴
装

着
型

の
位

置
探

索
装

置
を

利
用

し
て

い
ま

す
。

父
は

い
っ

と
き

も
じ

っ
と

し
て

い
ら

れ
ず

、
家

族
等

誰
か

に
話

し
か

け
れ

て
い

な
い

、
会

話
が

な
い

時
間

が
少

し
で

も
あ

る
と

外
に

出
て

行
っ

て
し

ま
い

ま
す

。
よ

く
あ

る
パ

タ
ー

ン
の

よ
う

に
、
出

生
時

居
住

地
へ

帰
ろ

う
と

す
る

よ
う

で
す

。
家

族
が

ず
っ

と
つ

い
て

い
れ

ば
い

い
の

で
し

ょ
う

か
？

ず
っ

と
話

し
か

け
つ

づ
け

れ
ば

い
い

の
で

し
ょ

う
か

？
な

る
べ

く
そ

の
よ

う
に

は
し

て
い

ま
す

が
、
徘

徊
へ

の
随

行
は

父
が

嫌
悪

感
を

示
す

こ
と

も
あ

り
、

現
実

的
に

は
、
パ

ー
フ

ェ
ク

ト
に

は
難

し
い

状
況

で
す

。
位

置
探

索
装

置
を

使
用

す
る

こ
と

で
、
徘

徊
を

開
始

し
て

か
ら

何
分

後
に

チ
ェ

ッ
ク

す
る

、
迎

え
に

行
く

な
ど

、
家

族
間

で
ル

ー
ル

を
決

め
て

、
使

用
す

る
こ

と
で

、
安

心
感

が
え

ら
れ

ま
す

。
と

い
う

よ
り

、
使

い
始

め
る

と
も

う
手

放
せ

ま
せ

ん
。

安
心

を
失

う
こ

と
に

な
る

の
で

す
か

ら
。

費
用

負
担

は
正

直
厳

し
い

で
す

。
そ

れ
で

も
、
手

放
せ

な
い

か
ら

利
用

し
続

け
て

い
ま

す
。

願
わ

く
ば

、
公

的
補

助
が

あ
れ

ば
と

思
い

ま
す

。
一

般
的

に
は

施
設

介
護

、
病

院
介

護
の

方
針

が
示

さ
れ

る
段

階
の

、
う

ち
の

父
で

も
在

宅
生

活
を

継
続

で
き

る
の

は
、

こ
の

装
置

の
お

か
げ

と
も

言
え

ま
す

。

施
設

介
護

に
か

か
る

保
険

費
用

、
病

院
に

か
か

る
医

療
費

用
と

比
較

し
て

い
か

が
な

も
の

な
の

で
し

ょ
う

か
？

在
宅

生
活

の
維

持
に

欠
か

せ
な

い
、
重

要
な

福
祉

用
具

と
捉

え
る

こ
と

が
で

き
る

と
思

い
ま

す
が

。

3
0

3
2

0
1
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
利

用
者

コ
コ

に
い

る
ん

デ
ス

！
高

齢
者

遅
い

時
間

や
早

朝
の

暗
い

時
間

に
歩

い
て

い
る

ご
高

齢
者

を
よ

く
見

か
け

る
の

で
、
早

い
距

離
か

ら
遠

く
の

歩
い

て
い

る
高

齢
者

を
見

つ
け

て
あ

げ
る

た
め

に
歩

行
を

補
助

す
る

た
め

の
杖

に
、
杖

が
地

面
の

先
端

に
つ

く
た

ん
び

に
光

る
細

工
を

施
す

と
、
ご

高
齢

者
の

い
る

場
所

が
は

や
く

分
か

る
の

で
、
い

い
と

お
も

い
ま

す
。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

3
0

4
2

0
1
5

新
製

品
・
技

術
G

P
S

内
蔵

可
能

靴
G

P
S

ウ
ォ

ー
ク

当
社

は
、
ケ

ア
・
リ

ハ
ビ

リ
シ

ュ
ー

ズ
の

専
門

業
者

と
し

て
、
お

使
い

い
た

だ
け

る
方

の
立

場
に

立
っ

た
靴

作
り

に
工

夫
を

こ
ら

し
、
『
元

気
に

一
歩

で
も

多
く

歩
い

て
も

ら
い

た
い

』
と

い
う

願
い

を
込

め
て

製
作

い
た

し
て

お
り

ま
す

。
当

社
の

ケ
ア

・
リ

ハ
ビ

リ
シ

ュ
ー

ズ
を

実
際

に
ご

使
用

中
の

介
護

施
設

の
現

場
か

ら
、
高

齢
者

の
実

情
を

お
聞

き
し

、
特

に
昨

今
社

会
問

題
と

な
っ

て
い

る
高

齢
者

の
徘

徊
に

対
し

て
、
靴

専
門

業
者

と
し

て
何

か
お

役
に

立
て

る
事

は
な

い
か

と
思

い
、
N

T
T

ド
コ

モ
様

と
協

業
し

て
、
”
か

ん
た

ん
G

P
S

”
を

靴
底

に
内

蔵
出

来
る

”
G

P
S

ウ
ォ

ー
ク

”
を

開
発

い
た

し
ま

し
た

。
何

と
か

お
困

り
の

方
や

見
守

り
を

さ
れ

て
い

る
方

に
認

知
し

て
い

た
だ

き
た

い
と

の
思

い
が

届
き

、
2

0
1
5

年
グ

ッ
ド

デ
ザ

イ
ン

賞
を

受
賞

い
た

し
ま

し
た

。
た

だ
、
当

社
の

力
不

足
で

ま
だ

ま
だ

お
困

り
の

方
に

こ
の

よ
う

な
商

品
が

あ
る

と
言

う
事

が
伝

え
き

れ
て

お
り

ま
せ

ん
。

ご
興

味
の

あ
ら

れ
る

方
は

ぜ
ひ

当
社

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
ご

覧
く

だ
さ

い
ま

せ
。

ど
う

ぞ
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

株
式

会
社

ト
レ

イ
ル

h
tt

p
:/

/w
w

w
.u

ra
ra

c
a
.n

e
t/

T
A

IS
コ

ー
ド

　
0

1
5

4
9

-0
0

0
0

0
1

3
0

5
2

0
1
5

新
製

品
・
技

術
屋

内
の

移
動

 風
呂

や
シ

ャ
ワ

ー
 屋

外
の

移
動

 コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
 そ

の
他

(場
面

)
徘

徊
防

止

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

認
知

症
老

人
徘

徊
感

知
器

顔
認

証
機

能
搭

載
見

守
り

カ
メ

ラ
『
W

e
lc

o
m

e
』

弊
社

で
は

認
知

症
に

よ
る

徘
徊

の
防

止
に

役
立

つ
と

考
え

、
フ

ラ
ン

ス
の

N
e

ta
tm

o
社

開
発

の
顔

認
証

機
能

搭
載

見
守

り
カ

メ
ラ

『
W

e
lc

o
m

e
』
の

販
売

を
開

始
い

た
し

ま
し

た
。

今
年

6
月

か
ら

日
本

国
内

で
発

売
さ

れ
て

い
る

カ
メ

ラ
で

、

・
顔

認
証

機
能

搭
載

・
高

画
質

4
0

0
万

画
素

で
高

画
質

な
動

画
を

保
存

・
広

角
1
3

0
度

・
動

体
検

知
機

能
・
夜

間
で

も
は

っ
き

り
と

撮
影

可
能

な
赤

外
線

L
E

D
搭

載
・
簡

単
設

置
、
設

定
・
io

s
,a

n
d

ro
id

対
応

・
カ

メ
ラ

に
見

え
な

い
お

洒
落

な
デ

ザ
イ

ン

と
い

っ
た

高
機

能
な

が
ら

、
比

較
的

お
手

頃
な

価
格

で
販

売
さ

せ
て

い
た

だ
い

て
お

り
ま

す
。

ま
た

オ
プ

シ
ョ

ン
で

来
年

に
開

閉
、
動

作
検

知
防

水
タ

グ
の

販
売

を
予

定
し

て
お

り
、
こ

ち
ら

と
合

わ
せ

て
使

用
す

れ
ば

カ
メ

ラ
で

高
画

質
な

動
画

を
記

録
し

、
玄

関
の

扉
や

敷
地

内
の

外
に

出
る

門
を

開
け

た
場

合
の

み
通

知
を

出
す

こ
と

も
で

き
、
『
外

出
』
を

正
確

に
把

握
、
通

知
す

る
こ

と
が

可
能

と
な

り
ま

す
。

タ
グ

を
寝

室
や

ト
イ

レ
、
浴

室
の

扉
に

設
置

す
れ

ば
、
通

知
状

況
か

ら
生

活
リ

ズ
ム

や
安

否
確

認
と

い
っ

た
用

途
に

も
使

用
で

き
ま

す
。

顔
認

証
機

能
を

搭
載

し
て

い
ま

す
の

で
、
ご

家
族

や
お

子
様

が
ご

帰
宅

時
に

カ
メ

ラ
に

顔
を

移
せ

ば
、
名

前
付

き
で

お
知

ら
せ

を
し

て
く

れ
ま

す
。

【
製

品
詳

細
】

h
tt

p
:/

/f
o

rt
e

c
h

-j
a
p

a
n

.w
ix

.c
o

m
/h

o
m

e
p

a
g

e
#

!s
e

rv
ic

e
s
1
/c

2
4

q
l

富
優

技
研

株
式

会
社
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

3
0

4
2

0
1
5

新
製

品
・
技

術
G

P
S

内
蔵

可
能

靴
G

P
S

ウ
ォ

ー
ク

当
社

は
、
ケ

ア
・
リ

ハ
ビ

リ
シ

ュ
ー

ズ
の

専
門

業
者

と
し

て
、
お

使
い

い
た

だ
け

る
方

の
立

場
に

立
っ

た
靴

作
り

に
工

夫
を

こ
ら

し
、
『
元

気
に

一
歩

で
も

多
く

歩
い

て
も

ら
い

た
い

』
と

い
う

願
い

を
込

め
て

製
作

い
た

し
て

お
り

ま
す

。
当

社
の

ケ
ア

・
リ

ハ
ビ

リ
シ

ュ
ー

ズ
を

実
際

に
ご

使
用

中
の

介
護

施
設

の
現

場
か

ら
、
高

齢
者

の
実

情
を

お
聞

き
し

、
特

に
昨

今
社

会
問

題
と

な
っ

て
い

る
高

齢
者

の
徘

徊
に

対
し

て
、
靴

専
門

業
者

と
し

て
何

か
お

役
に

立
て

る
事

は
な

い
か

と
思

い
、
N

T
T

ド
コ

モ
様

と
協

業
し

て
、
”
か

ん
た

ん
G

P
S

”
を

靴
底

に
内

蔵
出

来
る

”
G

P
S

ウ
ォ

ー
ク

”
を

開
発

い
た

し
ま

し
た

。
何

と
か

お
困

り
の

方
や

見
守

り
を

さ
れ

て
い

る
方

に
認

知
し

て
い

た
だ

き
た

い
と

の
思

い
が

届
き

、
2

0
1
5

年
グ

ッ
ド

デ
ザ

イ
ン

賞
を

受
賞

い
た

し
ま

し
た

。
た

だ
、
当

社
の

力
不

足
で

ま
だ

ま
だ

お
困

り
の

方
に

こ
の

よ
う

な
商

品
が

あ
る

と
言

う
事

が
伝

え
き

れ
て

お
り

ま
せ

ん
。

ご
興

味
の

あ
ら

れ
る

方
は

ぜ
ひ

当
社

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
ご

覧
く

だ
さ

い
ま

せ
。

ど
う

ぞ
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

株
式

会
社

ト
レ

イ
ル

h
tt

p
:/

/w
w

w
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c
a
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e
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T
A

IS
コ

ー
ド

　
0

1
5

4
9

-0
0

0
0

0
1

3
0

5
2

0
1
5

新
製

品
・
技

術
屋

内
の

移
動

 風
呂

や
シ

ャ
ワ

ー
 屋

外
の

移
動

 コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
 そ

の
他

(場
面

)
徘

徊
防

止

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

認
知

症
老

人
徘

徊
感

知
器

顔
認

証
機

能
搭

載
見

守
り

カ
メ

ラ
『
W

e
lc

o
m

e
』

弊
社

で
は

認
知

症
に

よ
る

徘
徊

の
防

止
に

役
立

つ
と

考
え

、
フ

ラ
ン

ス
の

N
e

ta
tm

o
社

開
発

の
顔

認
証

機
能

搭
載

見
守

り
カ

メ
ラ

『
W

e
lc

o
m

e
』
の

販
売

を
開

始
い

た
し

ま
し

た
。

今
年

6
月

か
ら

日
本

国
内

で
発

売
さ

れ
て

い
る

カ
メ

ラ
で

、

・
顔

認
証

機
能

搭
載

・
高

画
質

4
0

0
万

画
素

で
高

画
質

な
動

画
を

保
存

・
広

角
1
3

0
度

・
動

体
検

知
機

能
・
夜

間
で

も
は

っ
き

り
と

撮
影

可
能

な
赤

外
線

L
E

D
搭

載
・
簡

単
設

置
、
設

定
・
io

s
,a

n
d

ro
id

対
応

・
カ

メ
ラ

に
見

え
な

い
お

洒
落

な
デ

ザ
イ

ン

と
い

っ
た

高
機

能
な

が
ら

、
比

較
的

お
手

頃
な

価
格

で
販

売
さ

せ
て

い
た

だ
い

て
お

り
ま

す
。

ま
た

オ
プ

シ
ョ

ン
で

来
年

に
開

閉
、
動

作
検

知
防

水
タ

グ
の

販
売

を
予

定
し

て
お

り
、
こ

ち
ら

と
合

わ
せ

て
使

用
す

れ
ば

カ
メ

ラ
で

高
画

質
な

動
画

を
記

録
し

、
玄

関
の

扉
や

敷
地

内
の

外
に

出
る

門
を

開
け

た
場

合
の

み
通

知
を

出
す

こ
と

も
で

き
、
『
外

出
』
を

正
確

に
把

握
、
通

知
す

る
こ

と
が

可
能

と
な

り
ま

す
。

タ
グ

を
寝

室
や

ト
イ

レ
、
浴

室
の

扉
に

設
置

す
れ

ば
、
通

知
状

況
か

ら
生

活
リ

ズ
ム

や
安

否
確

認
と

い
っ

た
用

途
に

も
使

用
で

き
ま

す
。

顔
認

証
機

能
を

搭
載

し
て

い
ま

す
の

で
、
ご

家
族

や
お

子
様

が
ご

帰
宅

時
に

カ
メ

ラ
に

顔
を

移
せ

ば
、
名

前
付

き
で

お
知

ら
せ

を
し

て
く

れ
ま

す
。

【
製

品
詳

細
】
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

3
0

6
2

0
1
5

新
製

品
・
技

術
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 そ
の

他
(場

面
)見

守
り

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

見
守

り
サ

ー
ビ

ス
・
装

置

ペ
ン

で
書

く
だ

け
。
変

化
の

予
兆

を
捉

え
る

見
守

り
サ

ー
ビ

ス

デ
ジ

タ
ル

機
器

に
不

慣
れ

で
も

安
心

で
す

専
用

の
健

康
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

に
デ

ジ
タ

ル
ペ

ン
で

チ
ェ

ッ
ク

し
て

い
く

だ
け

で
す

。
チ

ェ
ッ

ク
し

た
内

容
は

、
離

れ
て

暮
ら

す
家

族
や

か
か

り
つ

け
の

お
医

者
さ

ん
、

介
護

士
さ

ん
な

ど
日

々
の

状
況

を
お

知
ら

せ
し

た
い

方
へ

メ
ー

ル
で

通
知

さ
れ

ま
す

。
ち

ょ
っ

と
し

た
メ

ッ
セ

ー
ジ

も
書

き
込

め
ま

す
。
デ

ジ
タ

ル
機

器
の

操
作

は
一

切
不

要
で

す
。

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
環

境
が

な
く

て
も

お
使

い
い

た
だ

け
ま

す
ご

自
宅

（
設

置
場

所
）
に

有
線

ま
た

は
無

線
の

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
接

続
環

境
が

あ
れ

ば
、
お

届
け

し
た

そ
の

日
か

ら
ご

利
用

い
た

だ
け

ま
す

。
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

環
境

が
な

く
と

も
、
ア

ナ
ロ

グ
電

話
回

線
が

あ
れ

ば
、
プ

ロ
バ

イ
ダ

契
約

不
要

で
ご

利
用

い
た

だ
け

ま
す

。

離
れ

て
暮

ら
す

家
族

の
様

子
は

日
々

気
に

な
り

ま
す

が
、

☑　
毎

日
電

話
す

る
の

も
ち

ょ
っ

と
厳

し
い

☑　
す

ぐ
に

同
居

と
い

う
わ

け
に

も
・
・
・

ま
た

、
離

れ
て

暮
ら

す
高

齢
の

ご
家

族
も

☑　
子

供
や

孫
に

心
配

を
か

け
た

く
な

い
☑　

パ
ソ

コ
ン

や
ス

マ
ホ

は
な

か
な

か
使

い
こ

な
せ

な
い

☑　
し

ょ
っ

ち
ゅ

う
電

話
す

る
の

も
気

が
引

け
る

☑　
手

軽
に

日
々

の
状

況
を

知
ら

せ
る

こ
と

が
で

き
れ

ば
・
・
・

と
、
お

考
え

の
方

が
大

勢
い

ら
っ

し
ゃ

い
ま

す
。

【
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

支
援

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

 絆
V

e
r2

.0
 f

o
r 

み
ま

も
り

】
は

、
「
予

兆
を

捉
え

て
重

大
化

を
ふ

せ
ぐ

み
ま

も
り

」
サ

ー
ビ

ス
で

す
。

な
に

か
あ

っ
て

か
ら

で
は

遅
い

場
合

が
あ

り
ま

す
。
回

復
し

て
も

も
と

の
暮

ら
し

に
戻

れ
な

い
こ

と
も

あ
る

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

 日
々

の
暮

ら
し

の
中

で
感

じ
て

い
る

ご
自

身
の

体
調

に
つ

い
て

、
健

康
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

に
回

答
い

た
だ

く
だ

け
で

す
。
見

守
る

側
の

ご
家

族
は

「
最

近
食

欲
が

な
い

み
た

い
だ

」
、
「
よ

く
眠

れ
て

い
な

い
よ

う
だ

」
と

い
っ

た
状

況
を

把
握

す
る

こ
と

が
で

き
、
電

話
や

訪
問

、
関

係
各

所
へ

の
連

絡
な

ど
、
早

め
の

対
応

が
可

能
と

な
り

ま
す

。

h
tt

p
s
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/w
w

w
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a
k
u

a
k
e
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o

m
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je

c
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m
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a
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o
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サ
ー

ビ
ス

に
つ

い
て

も
っ

と
詳

し
く

お
尻

に
な

り
た

い
方

は
、
お

気
軽

に
お

問
い

合
わ

せ
く

だ
さ

い
。

3
0

7
2

0
1
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
医

療
専

門
職

車
椅

子
の

座
面

昇
降

機
能

肢
体

不
自

由
者

他
ｽ
ﾀ
ｯ
ﾌ
に

言
わ

れ
’
な

る
ほ

ど
’
と

思
っ

た
の

で
記

載
さ

せ
て

も
ら

い
ま

す
。

外
出

先
の

レ
ス

ト
ラ

ン
の

テ
ー

ブ
ル

が
高

い
時

　
⇒

　
車

椅
子

の
座

面
が

高
く

な
る

　
　
※

別
テ

ー
ブ

ル
で

食
べ

る
事

の
社

会
性

低
く

く
な

る
印

象
下

の
物

取
ろ

う
と

す
る

と
き

や
床

に
降

り
る

と
き

　
⇒

　
車

椅
子

の
座

面
が

低
く

な
る

車
椅

子
で

自
宅

内
で

の
作

業
・
外

出
で

の
社

会
参

加
の

場
合

、
高

低
に

関
し

て
は

、
車

椅
子

に
合

わ
せ

る
の

が
主

だ
と

思
う

の
で

す
が

、
座

面
の

昇
降

機
能

が
あ

れ
ば

車
椅

子
が

環
境

に
合

わ
せ

る
可

能
性

が
広

が
る

の
で

は
と

。

こ
う

い
っ

た
製

品
や

可
能

性
、
他

の
視

点
（
金

額
・
技

術
等

々
）
で

難
し

さ
、
ま

た
は

他
の

知
見

が
あ

れ
ば

教
え

て
い

た
だ

け
る

と
幸

い
で

す
。

3
0

8
2

0
1
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

簡
易

昇
降

機
高

齢
者

立
位

が
自

分
で

維
持

で
き

な
い

方
の

ト
イ

レ
誘

導
を

行
う

歳
、
２

人
体

制
で

介
護

す
る

こ
と

と
な

る
一

人
が

向
か

い
合

わ
せ

で
担

ぎ
上

げ
、
も

う
一

人
が

下
着

を
下

ろ
す

。
職

員
体

制
が

厳
し

い
特

養
な

ど
の

施
設

で
は

つ
い

一
人

で
行

っ
て

転
倒

事
故

と
な

る
。
ま

た
、
老

々
介

護
の

在
宅

で
は

更
に

厳
し

い
。
電

動
式

の
高

価
な

も
の

は
よ

く
見

る
が

、
高

価
だ

け
で

な
く

機
械

的
な

ト
ラ

ブ
ル

や
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
の

こ
と

を
考

え
る

と
お

そ
ら

く
導

入
は

難
し

い
。
そ

こ
で

電
気

的
な

モ
ー

タ
ー

な
ど

を
使

わ
ず

に
昇

降
を

維
持

す
る

も
の

詳
細

は
添

付
資

料
に

て
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

3
0

6
2

0
1
5

新
製

品
・
技

術
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 そ
の

他
(場

面
)見

守
り

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

見
守

り
サ

ー
ビ

ス
・
装

置

ペ
ン

で
書

く
だ

け
。
変

化
の

予
兆

を
捉

え
る

見
守

り
サ

ー
ビ

ス

デ
ジ

タ
ル

機
器

に
不

慣
れ

で
も

安
心

で
す

専
用

の
健

康
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

に
デ

ジ
タ

ル
ペ

ン
で

チ
ェ

ッ
ク

し
て

い
く

だ
け

で
す

。
チ

ェ
ッ

ク
し

た
内

容
は

、
離

れ
て

暮
ら

す
家

族
や

か
か

り
つ

け
の

お
医

者
さ

ん
、

介
護

士
さ

ん
な

ど
日

々
の

状
況

を
お

知
ら

せ
し

た
い

方
へ

メ
ー

ル
で

通
知

さ
れ

ま
す

。
ち

ょ
っ

と
し

た
メ

ッ
セ

ー
ジ

も
書

き
込

め
ま

す
。
デ

ジ
タ

ル
機

器
の

操
作

は
一

切
不

要
で

す
。

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
環

境
が

な
く

て
も

お
使

い
い

た
だ

け
ま

す
ご

自
宅

（
設

置
場

所
）
に

有
線

ま
た

は
無

線
の

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
接

続
環

境
が

あ
れ

ば
、
お

届
け

し
た

そ
の

日
か

ら
ご

利
用

い
た

だ
け

ま
す

。
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

環
境

が
な

く
と

も
、
ア

ナ
ロ

グ
電

話
回

線
が

あ
れ

ば
、
プ

ロ
バ

イ
ダ

契
約

不
要

で
ご

利
用

い
た

だ
け

ま
す

。

離
れ

て
暮

ら
す

家
族

の
様

子
は

日
々

気
に

な
り

ま
す

が
、

☑　
毎

日
電

話
す

る
の

も
ち

ょ
っ

と
厳

し
い

☑　
す

ぐ
に

同
居

と
い

う
わ

け
に

も
・
・
・

ま
た

、
離

れ
て

暮
ら

す
高

齢
の

ご
家

族
も

☑　
子

供
や

孫
に

心
配

を
か

け
た

く
な

い
☑　

パ
ソ

コ
ン

や
ス

マ
ホ

は
な

か
な

か
使

い
こ

な
せ

な
い

☑　
し

ょ
っ

ち
ゅ

う
電

話
す

る
の

も
気

が
引

け
る

☑　
手

軽
に

日
々

の
状

況
を

知
ら

せ
る

こ
と

が
で

き
れ

ば
・
・
・

と
、
お

考
え

の
方

が
大

勢
い

ら
っ

し
ゃ

い
ま

す
。

【
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

支
援

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

 絆
V

e
r2

.0
 f

o
r 

み
ま

も
り

】
は

、
「
予

兆
を

捉
え

て
重

大
化

を
ふ

せ
ぐ

み
ま

も
り

」
サ

ー
ビ

ス
で

す
。

な
に

か
あ

っ
て

か
ら

で
は

遅
い

場
合

が
あ

り
ま

す
。
回

復
し

て
も

も
と

の
暮

ら
し

に
戻

れ
な

い
こ

と
も

あ
る

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

 日
々

の
暮

ら
し

の
中

で
感

じ
て

い
る

ご
自

身
の

体
調

に
つ

い
て

、
健

康
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

に
回

答
い

た
だ

く
だ

け
で

す
。
見

守
る

側
の

ご
家

族
は

「
最

近
食

欲
が

な
い

み
た

い
だ

」
、
「
よ

く
眠

れ
て

い
な

い
よ

う
だ

」
と

い
っ

た
状

況
を

把
握

す
る

こ
と

が
で

き
、
電

話
や

訪
問

、
関

係
各

所
へ

の
連

絡
な

ど
、
早

め
の

対
応

が
可

能
と

な
り

ま
す

。
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サ
ー

ビ
ス

に
つ

い
て

も
っ

と
詳

し
く

お
尻

に
な

り
た

い
方

は
、
お

気
軽

に
お

問
い

合
わ

せ
く

だ
さ

い
。

3
0

7
2

0
1
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
医

療
専

門
職

車
椅

子
の

座
面

昇
降

機
能

肢
体

不
自

由
者

他
ｽ
ﾀ
ｯ
ﾌ
に

言
わ

れ
’
な

る
ほ

ど
’
と

思
っ

た
の

で
記

載
さ

せ
て

も
ら

い
ま

す
。

外
出

先
の

レ
ス

ト
ラ

ン
の

テ
ー

ブ
ル

が
高

い
時

　
⇒

　
車

椅
子

の
座

面
が

高
く

な
る

　
　
※

別
テ

ー
ブ

ル
で

食
べ

る
事

の
社

会
性

低
く

く
な

る
印

象
下

の
物

取
ろ

う
と

す
る

と
き

や
床

に
降

り
る

と
き

　
⇒

　
車

椅
子

の
座

面
が

低
く

な
る

車
椅

子
で

自
宅

内
で

の
作

業
・
外

出
で

の
社

会
参

加
の

場
合

、
高

低
に

関
し

て
は

、
車

椅
子

に
合

わ
せ

る
の

が
主

だ
と

思
う

の
で

す
が

、
座

面
の

昇
降

機
能

が
あ

れ
ば

車
椅

子
が

環
境

に
合

わ
せ

る
可

能
性

が
広

が
る

の
で

は
と

。

こ
う

い
っ

た
製

品
や

可
能

性
、
他

の
視

点
（
金

額
・
技

術
等

々
）
で

難
し

さ
、
ま

た
は

他
の

知
見

が
あ

れ
ば

教
え

て
い

た
だ

け
る

と
幸

い
で

す
。

3
0

8
2

0
1
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

簡
易

昇
降

機
高

齢
者

立
位

が
自

分
で

維
持

で
き

な
い

方
の

ト
イ

レ
誘

導
を

行
う

歳
、
２

人
体

制
で

介
護

す
る

こ
と

と
な

る
一

人
が

向
か

い
合

わ
せ

で
担

ぎ
上

げ
、
も

う
一

人
が

下
着

を
下

ろ
す

。
職

員
体

制
が

厳
し

い
特

養
な

ど
の

施
設

で
は

つ
い

一
人

で
行

っ
て

転
倒

事
故

と
な

る
。
ま

た
、
老

々
介

護
の

在
宅

で
は

更
に

厳
し

い
。
電

動
式

の
高

価
な

も
の

は
よ

く
見

る
が

、
高

価
だ

け
で

な
く

機
械

的
な

ト
ラ

ブ
ル

や
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
の

こ
と

を
考

え
る

と
お

そ
ら

く
導

入
は

難
し

い
。
そ

こ
で

電
気

的
な

モ
ー

タ
ー

な
ど

を
使

わ
ず

に
昇

降
を

維
持

す
る

も
の

詳
細

は
添

付
資

料
に

て

43
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

3
0

9
2

0
1
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
福

祉
専

門
職

難
聴

児
の

た
め

の
教

室
用

消
音

キ
ャ

ッ
プ

（
テ

ニ
ス

ボ
ー

ル
に

替
わ

る
も

の
）

聴
覚

障
害

者
 発

達
障

害
者

難
聴

の
お

子
さ

ん
は

補
聴

器
を

つ
け

て
い

て
も

、
学

校
の

教
室

内
の

騒
音

（
机

や
い

す
が

床
に

擦
れ

る
音

等
）
の

影
響

で
こ

と
ば

の
聞

き
取

り
が

難
し

く
な

り
ま

す
。

そ
の

た
め

、
難

聴
児

の
在

籍
す

る
教

室
全

体
、
場

合
に

よ
り

隣
や

上
下

の
教

室
内

の
す

べ
て

の
机

と
い

す
の

足
に

、
中

古
の

テ
ニ

ス
ボ

ー
ル

を
装

着
し

、
騒

音
を

軽
減

す
る

対
策

を
と

っ
て

い
ま

す
。

テ
ニ

ス
ボ

ー
ル

の
騒

音
抑

制
効

果
は

市
販

の
消

音
キ

ャ
ッ

プ
に

比
べ

て
も

非
常

に
高

く
、
難

聴
の

お
子

さ
ん

だ
け

で
な

く
、
ク

ラ
ス

全
体

の
お

子
さ

ん
に

と
っ

て
も

よ
い

影
響

を
及

ぼ
し

て
い

ま
す

。
ま

た
A

D
H

D
な

ど
、
刺

激
に

駆
動

さ
れ

や
す

い
お

子
さ

ん
に

も
有

効
な

の
で

、
個

別
支

援
級

で
も

、
装

着
す

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。

し
か

し
、
テ

ニ
ス

ボ
ー

ル
の

問
題

点
は

２
点

、
１
）
中

古
テ

ニ
ス

ボ
ー

ル
の

収
集

、
穴

あ
け

に
た

い
へ

ん
な

時
間

と
労

力
が

か
か

る
こ

と
（
難

聴
の

お
子

さ
ん

の
保

護
者

が
何

日
も

か
け

て
数

百
の

テ
ニ

ス
ボ

ー
ル

に
穴

を
あ

け
る

こ
と

も
あ

り
ま

す
）

２
）
微

量
の

化
学

物
質

を
放

散
す

る
と

い
わ

れ
て

お
り

、
ア

レ
ル

ギ
ー

等
の

配
慮

に
よ

り
学

校
が

装
着

に
消

極
的

で
あ

る
こ

と

こ
の

２
点

の
問

題
点

を
改

善
す

る
た

め
に

、
テ

ニ
ス

ボ
ー

ル
と

同
等

の
騒

音
抑

制
効

果
の

高
い

安
価

で
安

全
性

の
高

い
消

音
キ

ャ
ッ

プ
を

開
発

す
る

こ
と

、
ま

た
そ

れ
を

学
校

側
が

標
準

整
備

す
る

よ
う

な
し

く
み

に
は

で
き

な
い

で
し

ょ
う

か
？

3
1
0

2
0

1
5

新
製

品
・
技

術
排

泄
排

泄
関

連
用

具
男

性
用

収
尿

器
M

r.
ユ

リ
ナ

ー
発

売
こ

ん
な

収
尿

器
を

待
っ

て
い

た
！

頻
尿

で
外

出
に

困
っ

た
高

齢
者

が
開

発
・
特

許
取

得
！

頻
尿

･
尿

漏
れ

で
お

悩
み

の
日

常
生

活
ス

タ
イ

ル
を

劇
的

に
変

革
さ

せ
る

男
性

用
携

行
式

収
尿

器
「
M

r.
ユ

リ
ナ

ー
」
発

売
の

お
知

ら
せ

昭
和

2
4

年
創

業
、
介

護
機

器
メ

ー
カ

ー
の

朝
日

産
業

株
式

会
社

（
本

社
：
名

古
屋

市
熱

田
区

、
社

長
：
辻

本
正

人
）
は

、
画

期
的

な
排

泄
用

具
「
男

性
用

収
尿

器
M

r.
ユ

リ
ナ

ー
」
を

開
発

し
全

国
で

発
売

を
開

始
し

ま
す

。

１
．
製

品
コ

ン
セ

プ
ト

・
概

要
　
実

際
に

尿
も

れ
症

状
で

困
り

、
様

々
な

市
販

品
を

試
す

も
の

の
体

に
あ

わ
な

い
、
と

悩
ん

だ
方

が
自

ら
発

案
し

た
試

作
品

を
元

に
、
弊

社
が

従
来

の
収

尿
器

 そ
し

て
パ

ッ
ド

・
紙

オ
ム

ツ
の

あ
ら

ゆ
る

欠
点

を
検

証
し

、
独

創
的

な
発

想
と

コ
ン

セ
プ

ト
で

商
品

化
を

実
現

し
た

男
性

用
収

尿
器

で
す

。

２
．
製

品
特

長
1
)排

尿
後

の
不

快
感

ゼ
ロ

！
　
排

尿
後

の
温

感
や

冷
感

、
か

ゆ
み

が
殆

ど
あ

り
ま

せ
ん

。
ま

た
長

時
間

の
密

着
に

よ
る

蒸
れ

、
ベ

ル
ト

等
の

締
め

付
け

の
物

理
的

ス
ト

レ
ス

が
無

く
、
装

着
し

て
い

る
こ

と
さ

え
忘

れ
て

し
ま

う
ほ

ど
の

心
地

よ
さ

で
、
も

ち
ろ

ん
皮

膚
ト

ラ
ブ

ル
も

ほ
と

ん
ど

あ
り

ま
せ

ん
。

2
)経

済
的

負
担

を
大

幅
軽

減
！

　
洗

浄
し

て
何

度
も

使
用

す
る

タ
イ

プ
な

の
で

、
恒

常
的

に
必

要
と

な
る

消
耗

品
の

経
済

的
負

担
を

大
幅

に
軽

減
し

ま
す

。
さ

ら
に

、
紙

オ
ム

ツ
の

ゴ
ミ

処
分

問
題

か
ら

も
解

放
さ

れ
ま

す
。

3
)介

護
者

の
負

担
を

軽
減

！
　
排

尿
後

は
ボ

ト
ル

を
ワ

ン
タ

ッ
チ

で
外

し
尿

を
捨

て
る

だ
け

。
洗

浄
は

、
ボ

ト
ル

に
洗

浄
液

を
入

れ
、
軽

く
握

る
だ

け
で

内
部

全
体

を
洗

う
こ

と
が

で
き

る
の

で
、
手

間
が

か
か

り
ま

せ
ん

。

３
．
続

々
と

寄
せ

ら
れ

る
モ

ニ
タ

ー
様

の
う

れ
し

い
声

々
・
・
・

●
 導

尿
カ

テ
ー

テ
ル

使
用

時
は

慢
性

的
な

膀
胱

炎
だ

っ
た

。
お

か
げ

で
膀

胱
炎

の
不

安
が

な
く

な
っ

た
 (

6
0

代
)

●
 前

立
腺

手
術

後
　
回

復
期

の
尿

も
れ

で
パ

ッ
ト

を
使

っ
て

い
た

が
気

持
ち

悪
か

っ
た

。
こ

れ
は

快
適

だ
 (

5
0

代
)

●
 ３

０
分

が
限

界
な

の
で

旅
行

や
電

車
に

困
っ

て
い

た
。
ゴ

ミ
が

出
な

い
の

が
い

い
。
重

宝
し

て
い

る
 (

7
0

代
)

●
 バ

ス
旅

行
に

行
き

た
い

が
、
ト

イ
レ

が
心

配
だ

っ
た

。
い

つ
で

も
脱

着
で

き
る

か
ら

安
心

し
て

外
出

で
き

る
 (

6
0

代
)

●
 職

業
上

、
屋

外
作

業
で

休
憩

以
外

は
ト

イ
レ

に
行

け
な

い
。
こ

れ
を

持
っ

て
い

れ
ば

安
心

だ
 (

4
0

代
) 

な
ど

・
・
・

3
1
1

2
0

1
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
開

発
メ

ー
カ

ー
空

気
清

浄
活

性
機

付
き

介
護

ベ
ッ

ド
肢

体
不

自
由

者
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

・
ま

す
ま

す
増

え
て

い
く

居
宅

介
護

の
要

介
護

者
や

介
助

者
を

取
り

巻
く

環
境

は
、
排

泄
物

臭
（
大

便
・
小

便
お

よ
び

そ
れ

ら
の

漏
ら

し
）
で

最
悪

で
あ

る
。
要

介
護

者
に

と
っ

て
は

介
助

者
や

道
教

家
族

に
迷

惑
を

か
け

て
い

る
と

い
う

精
神

的
リ

ス
ク

が
お

お
き

い
。
ま

た
、
介

助
者

や
家

族
に

と
っ

て
は

悪
臭

の
中

で
の

介
助

や
家

族
生

活
が

「
汚

い
、
臭

い
」
な

ど
で

介
助

意
欲

が
減

退
す

る
。

・
部

屋
に

取
り

付
け

た
い

空
気

清
浄

機
に

は
介

護
保

険
が

適
用

さ
れ

な
い

。
・
こ

の
対

策
と

し
て

レ
ン

タ
ル

用
ベ

ッ
ド

に
小

型
の

空
気

清
浄

機
を

セ
ッ

ト
し

た
【
空

気
清

浄
活

性
機

能
付

き
ベ

ッ
ド

】
を

提
案

し
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。
・
レ

ン
タ

ル
料

が
高

く
な

り
ま

す
が

、
利

用
す

る
し

な
い

は
要

介
護

者
の

判
断

に
委

ね
れ

ば
よ

い
。

・
現

在
の

介
護

保
険

制
度

に
在

る
適

用
用

品
は

「
自

立
を

助
け

る
」
こ

と
が

目
的

と
さ

れ
て

い
る

が
、
要

介
護

者
と

介
助

者
お

よ
び

そ
の

家
族

が
快

適
空

間
で

介
護

生
活

す
る

環
境

創
り

は
多

く
の

関
係

者
の

ニ
ー

ズ
で

あ
り

、
そ

れ
を

支
援

す
る

ひ
つ

よ
う

が
大

い
に

求
め

ら
れ

て
い

る
。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

3
0

9
2

0
1
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
福

祉
専

門
職

難
聴

児
の

た
め

の
教

室
用

消
音

キ
ャ

ッ
プ

（
テ

ニ
ス

ボ
ー

ル
に

替
わ

る
も

の
）

聴
覚

障
害

者
 発

達
障

害
者

難
聴

の
お

子
さ

ん
は

補
聴

器
を

つ
け

て
い

て
も

、
学

校
の

教
室

内
の

騒
音

（
机

や
い

す
が

床
に

擦
れ

る
音

等
）
の

影
響

で
こ

と
ば

の
聞

き
取

り
が

難
し

く
な

り
ま

す
。

そ
の

た
め

、
難

聴
児

の
在

籍
す

る
教

室
全

体
、
場

合
に

よ
り

隣
や

上
下

の
教

室
内

の
す

べ
て

の
机

と
い

す
の

足
に

、
中

古
の

テ
ニ

ス
ボ

ー
ル

を
装

着
し

、
騒

音
を

軽
減

す
る

対
策

を
と

っ
て

い
ま

す
。

テ
ニ

ス
ボ

ー
ル

の
騒

音
抑

制
効

果
は

市
販

の
消

音
キ

ャ
ッ

プ
に

比
べ

て
も

非
常

に
高

く
、
難

聴
の

お
子

さ
ん

だ
け

で
な

く
、
ク

ラ
ス

全
体

の
お

子
さ

ん
に

と
っ

て
も

よ
い

影
響

を
及

ぼ
し

て
い

ま
す

。
ま

た
A

D
H

D
な

ど
、
刺

激
に

駆
動

さ
れ

や
す

い
お

子
さ

ん
に

も
有

効
な

の
で

、
個

別
支

援
級

で
も

、
装

着
す

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。

し
か

し
、
テ

ニ
ス

ボ
ー

ル
の

問
題

点
は

２
点

、
１
）
中

古
テ

ニ
ス

ボ
ー

ル
の

収
集

、
穴

あ
け

に
た

い
へ

ん
な

時
間

と
労

力
が

か
か

る
こ

と
（
難

聴
の

お
子

さ
ん

の
保

護
者

が
何

日
も

か
け

て
数

百
の

テ
ニ

ス
ボ

ー
ル

に
穴

を
あ

け
る

こ
と

も
あ

り
ま

す
）

２
）
微

量
の

化
学

物
質

を
放

散
す

る
と

い
わ

れ
て

お
り

、
ア

レ
ル

ギ
ー

等
の

配
慮

に
よ

り
学

校
が

装
着

に
消

極
的

で
あ

る
こ

と

こ
の

２
点

の
問

題
点

を
改

善
す

る
た

め
に

、
テ

ニ
ス

ボ
ー

ル
と

同
等

の
騒

音
抑

制
効

果
の

高
い

安
価

で
安

全
性

の
高

い
消

音
キ

ャ
ッ

プ
を

開
発

す
る

こ
と

、
ま

た
そ

れ
を

学
校

側
が

標
準

整
備

す
る

よ
う

な
し

く
み

に
は

で
き

な
い

で
し

ょ
う

か
？

3
1
0

2
0

1
5

新
製

品
・
技

術
排

泄
排

泄
関

連
用

具
男

性
用

収
尿

器
M

r.
ユ

リ
ナ

ー
発

売
こ

ん
な

収
尿

器
を

待
っ

て
い

た
！

頻
尿

で
外

出
に

困
っ

た
高

齢
者

が
開

発
・
特

許
取

得
！

頻
尿

･
尿

漏
れ

で
お

悩
み

の
日

常
生

活
ス

タ
イ

ル
を

劇
的

に
変

革
さ

せ
る

男
性

用
携

行
式

収
尿

器
「
M

r.
ユ

リ
ナ

ー
」
発

売
の

お
知

ら
せ

昭
和

2
4

年
創

業
、
介

護
機

器
メ

ー
カ

ー
の

朝
日

産
業

株
式

会
社

（
本

社
：
名

古
屋

市
熱

田
区

、
社

長
：
辻

本
正

人
）
は

、
画

期
的

な
排

泄
用

具
「
男

性
用

収
尿

器
M

r.
ユ

リ
ナ

ー
」
を

開
発

し
全

国
で

発
売

を
開

始
し

ま
す

。

１
．
製

品
コ

ン
セ

プ
ト

・
概

要
　
実

際
に

尿
も

れ
症

状
で

困
り

、
様

々
な

市
販

品
を

試
す

も
の

の
体

に
あ

わ
な

い
、
と

悩
ん

だ
方

が
自

ら
発

案
し

た
試

作
品

を
元

に
、
弊

社
が

従
来

の
収

尿
器

 そ
し

て
パ

ッ
ド

・
紙

オ
ム

ツ
の

あ
ら

ゆ
る

欠
点

を
検

証
し

、
独

創
的

な
発

想
と

コ
ン

セ
プ

ト
で

商
品

化
を

実
現

し
た

男
性

用
収

尿
器

で
す

。

２
．
製

品
特

長
1
)排

尿
後

の
不

快
感

ゼ
ロ

！
　
排

尿
後

の
温

感
や

冷
感

、
か

ゆ
み

が
殆

ど
あ

り
ま

せ
ん

。
ま

た
長

時
間

の
密

着
に

よ
る

蒸
れ

、
ベ

ル
ト

等
の

締
め

付
け

の
物

理
的

ス
ト

レ
ス

が
無

く
、
装

着
し

て
い

る
こ

と
さ

え
忘

れ
て

し
ま

う
ほ

ど
の

心
地

よ
さ

で
、
も

ち
ろ

ん
皮

膚
ト

ラ
ブ

ル
も

ほ
と

ん
ど

あ
り

ま
せ

ん
。

2
)経

済
的

負
担

を
大

幅
軽

減
！

　
洗

浄
し

て
何

度
も

使
用

す
る

タ
イ

プ
な

の
で

、
恒

常
的

に
必

要
と

な
る

消
耗

品
の

経
済

的
負

担
を

大
幅

に
軽

減
し

ま
す

。
さ

ら
に

、
紙

オ
ム

ツ
の

ゴ
ミ

処
分

問
題

か
ら

も
解

放
さ

れ
ま

す
。

3
)介

護
者

の
負

担
を

軽
減

！
　
排

尿
後

は
ボ

ト
ル

を
ワ

ン
タ

ッ
チ

で
外

し
尿

を
捨

て
る

だ
け

。
洗

浄
は

、
ボ

ト
ル

に
洗

浄
液

を
入

れ
、
軽

く
握

る
だ

け
で

内
部

全
体

を
洗

う
こ

と
が

で
き

る
の

で
、
手

間
が

か
か

り
ま

せ
ん

。

３
．
続

々
と

寄
せ

ら
れ

る
モ

ニ
タ

ー
様

の
う

れ
し

い
声

々
・
・
・

●
 導

尿
カ

テ
ー

テ
ル

使
用

時
は

慢
性

的
な

膀
胱

炎
だ

っ
た

。
お

か
げ

で
膀

胱
炎

の
不

安
が

な
く

な
っ

た
 (

6
0

代
)

●
 前

立
腺

手
術

後
　
回

復
期

の
尿

も
れ

で
パ

ッ
ト

を
使

っ
て

い
た

が
気

持
ち

悪
か

っ
た

。
こ

れ
は

快
適

だ
 (

5
0

代
)

●
 ３

０
分

が
限

界
な

の
で

旅
行

や
電

車
に

困
っ

て
い

た
。
ゴ

ミ
が

出
な

い
の

が
い

い
。
重

宝
し

て
い

る
 (

7
0

代
)

●
 バ

ス
旅

行
に

行
き

た
い

が
、
ト

イ
レ

が
心

配
だ

っ
た

。
い

つ
で

も
脱

着
で

き
る

か
ら

安
心

し
て

外
出

で
き

る
 (

6
0

代
)

●
 職

業
上

、
屋

外
作

業
で

休
憩

以
外

は
ト

イ
レ

に
行

け
な

い
。
こ

れ
を

持
っ

て
い

れ
ば

安
心

だ
 (

4
0

代
) 

な
ど

・
・
・

3
1
1

2
0

1
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
開

発
メ

ー
カ

ー
空

気
清

浄
活

性
機

付
き

介
護

ベ
ッ

ド
肢

体
不

自
由

者
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

・
ま

す
ま

す
増

え
て

い
く

居
宅

介
護

の
要

介
護

者
や

介
助

者
を

取
り

巻
く

環
境

は
、
排

泄
物

臭
（
大

便
・
小

便
お

よ
び

そ
れ

ら
の

漏
ら

し
）
で

最
悪

で
あ

る
。
要

介
護

者
に

と
っ

て
は

介
助

者
や

道
教

家
族

に
迷

惑
を

か
け

て
い

る
と

い
う

精
神

的
リ

ス
ク

が
お

お
き

い
。
ま

た
、
介

助
者

や
家

族
に

と
っ

て
は

悪
臭

の
中

で
の

介
助

や
家

族
生

活
が

「
汚

い
、
臭

い
」
な

ど
で

介
助

意
欲

が
減

退
す

る
。

・
部

屋
に

取
り

付
け

た
い

空
気

清
浄

機
に

は
介

護
保

険
が

適
用

さ
れ

な
い

。
・
こ

の
対

策
と

し
て

レ
ン

タ
ル

用
ベ

ッ
ド

に
小

型
の

空
気

清
浄

機
を

セ
ッ

ト
し

た
【
空

気
清

浄
活

性
機

能
付

き
ベ

ッ
ド

】
を

提
案

し
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。
・
レ

ン
タ

ル
料

が
高

く
な

り
ま

す
が

、
利

用
す

る
し

な
い

は
要

介
護

者
の

判
断

に
委

ね
れ

ば
よ

い
。

・
現

在
の

介
護

保
険

制
度

に
在

る
適

用
用

品
は

「
自

立
を

助
け

る
」
こ

と
が

目
的

と
さ

れ
て

い
る

が
、
要

介
護

者
と

介
助

者
お

よ
び

そ
の

家
族

が
快

適
空

間
で

介
護

生
活

す
る

環
境

創
り

は
多

く
の

関
係

者
の

ニ
ー

ズ
で

あ
り

、
そ

れ
を

支
援

す
る

ひ
つ

よ
う

が
大

い
に

求
め

ら
れ

て
い

る
。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

3
1
2

2
0

1
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
供

給
事

業
者

高
精

度
バ

イ
タ

ル
サ

イ
ン

付
離

床
検

知
セ

ン
サ

ー
に

つ
い

て

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 盲

ろ
う

者

高
精

度
に

バ
イ

タ
ル

サ
イ

ン
が

と
れ

る
離

床
検

知
セ

ン
サ

ー
の

開
発

を
行

っ
て

お
り

ま
す

。
エ

ン
ド

ユ
ー

ザ
ー

様
や

施
設

の
情

報
が

欲
し

い
で

す
。

3
1
3

2
0

1
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 就
学

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

そ
の

他
聴

覚
障

害
を

持
つ

生
徒

の
通

常
学

校
で

の
授

業
支

援
に

つ
い

て

盲
ろ

う
者

小
学

校
高

学
年

か
ら

、
支

援
学

校
や

、
聾

学
校

で
は

な
く

、
通

常
学

校
の

通
常

学
級

で
、
勉

強
し

て
い

る
生

徒
が

い
ま

す
。
防

犯
ブ

ザ
ー

が
耳

元
で

鳴
っ

て
い

て
も

聞
こ

え
な

い
レ

ベ
ル

だ
と

い
う

こ
と

で
す

。
中

学
校

に
入

っ
て

も
、
補

聴
器

を
嫌

い
、
読

唇
に

て
生

活
し

て
い

ま
す

。
支

援
員

の
先

生
が

横
に

つ
い

て
ノ

ー
ト

テ
イ

ク
を

し
て

い
ま

す
が

、
勉

強
の

遅
れ

や
、
友

達
と

の
ト

ラ
ブ

ル
や

、
日

常
的

に
か

な
り

神
経

を
使

い
、
か

な
り

疲
れ

て
し

ま
い

、
学

校
に

来
に

く
く

な
っ

て
い

ま
す

。
家

で
は

日
常

的
に

携
帯

を
3

台
持

ち
で

、
IT

に
は

長
け

て
お

り
、
家

で
は

s
ir

iな
ど

を
使

っ
て

い
る

よ
う

で
す

。
障

害
者

差
別

解
消

法
、
施

工
を

目
前

に
、
学

校
で

も
U

D
ト

ー
ク

な
ど

が
使

え
る

よ
う

に
し

た
い

の
で

す
が

、
こ

の
生

徒
に

と
っ

て
は

、
日

常
生

活
の

一
部

の
よ

う
な

も
の

な
の

で
す

が
、
授

業
の

間
だ

け
で

も
、
iP

a
d

な
ど

を
利

用
し

て
先

生
が

黒
板

を
書

い
て

る
後

ろ
向

き
の

時
で

も
声

が
文

字
に

で
き

る
よ

う
に

し
て

や
れ

な
い

の
か

、
と

願
っ

て
や

み
ま

せ
ん

。
教

育
委

員
会

に
頼

め
ば

良
い

の
で

し
ょ

う
か

？
機

器
だ

け
で

な
く

、
w

ifi
が

飛
ん

で
い

な
い

と
い

け
な

い
環

境
も

あ
る

と
思

い
ま

す
。
教

育
委

員
会

は
、
利

用
す

る
に

あ
た

っ
て

、
情

報
が

な
い

か
ら

進
め

な
い

の
で

は
な

い
か

と
思

い
ま

す
が

、
前

に
進

ま
な

い
間

に
、
生

徒
が

学
校

を
休

み
学

力
が

開
い

て
い

く
こ

と
を

思
う

と
、
な

ん
と

か
な

ら
な

い
の

か
、
と

思
っ

て
や

み
ま

せ
ん

。

3
1
4

2
0

1
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
脳

梗
塞

に
よ

る
肩

が
下

が
っ

て
し

ま
っ

た
修

正
パ

ッ
ド

肢
体

不
自

由
者

こ
ん

に
ち

は
。

私
は

、
神

奈
川

県
藤

沢
市

４
－

４
－

１
４

に
住

ん
で

い
る

増
野

　
義

明
と

い
い

ま
す

。
こ

の
た

び
は

、
脳

梗
塞

に
な

り
、
後

遺
症

で
左

肩
が

下
が

っ
て

し
ま

い
ま

し
た

。
枕

を
腕

の
中

に
挟

む
と

、
劇

的
に

具
合

が
良

い
の

で
す

。
で

も
、
歩

い
て

い
る

と
落

下
し

て
困

っ
て

い
ま

す
。

そ
こ

で
別

紙
の

よ
う

な
肩

パ
ッ

ト
を

作
り

ま
し

た
。

と
て

も
具

合
が

い
い

の
で

す
。

脳
梗

塞
の

後
遺

障
で

苦
労

は
し

て
い

る
人

は
多

い
の

で
す

。
そ

の
人

達
に

是
非

販
売

を
し

て
し

て
欲

し
い

の
で

す
。

製
造

・
販

売
を

し
て

頂
き

ま
せ

ん
か

？

お
返

事
を

お
待

ち
し

て
い

ま
す

。

増
野

3
1
5

2
0

1
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

内
の

移
動

 屋
外

の
移

動
移

動
用

リ
フ

ト
自

宅
の

中
へ

入
る

、
い

い
方

法
を

教
え

て
く

だ
さ

い

脳
梗

塞
の

患
者

様
で

、
自

宅
希

望
な

の
で

す
が

、
自

宅
の

玄
関

ま
で

に
5

段
く

ら
い

の
階

段
が

あ
り

、
ど

う
や

っ
て

階
段

を
ク

リ
ア

す
れ

ば
い

い
か

悩
ん

で
い

ま
す

。
ち

な
み

に
、
歩

行
で

き
る

レ
ベ

ル
で

は
な

く
、
立

位
も

中
等

度
介

助
の

方
で

す
。

家
族

の
奥

様
(k

p
)が

、
オ

ム
ツ

替
え

く
ら

い
が

や
っ

と
で

き
る

介
護

力
で

、
ス

カ
ラ

モ
ー

ビ
ル

な
ど

の
福

祉
用

具
も

使
い

き
れ

る
感

じ
で

も
あ

り
ま

せ
ん

。

今
は

苦
渋

の
結

果
、
普

通
の

肘
掛

け
の

あ
る

椅
子

に
抑

制
帯

を
つ

け
て

、
転

落
し

な
い

よ
う

に
し

て
、
椅

子
の

ま
ま

ヘ
ル

パ
ー

2
人

介
助

で
担

い
で

上
げ

よ
う

と
お

も
っ

て
い

ま
す

。
何

か
、
い

い
案

か
あ

り
ま

し
た

ら
ア

ド
バ

イ
ス

お
願

い
し

ま
す

！

3
1
6

2
0

1
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
車

い
す

利
用

者
車

椅
子

シ
ー

ト
カ

バ
ー

、
座

布
団

カ
バ

ー
等

に
つ

い
て

肢
体

不
自

由
者

共
用

品
車

椅
子

の
シ

ー
ト

、
座

布
団

カ
バ

ー
、
枕

カ
バ

ー
、
自

動
車

シ
ー

ト
の

座
布

団
等

の
各

カ
バ

ー
に

つ
い

て
相

談
が

あ
り

ま
し

て
、
ア

イ
デ

ア
を

考
え

ま
し

た
。

そ
れ

ら
を

使
用

し
て

い
る

と
自

然
に

滑
っ

て
し

ま
い

困
っ

て
し

ま
い

ま
す

。
車

椅
子

の
シ

ー
ト

等
で

は
い

ろ
い

ろ
滑

ら
な

い
工

夫
を

し
て

、
売

ら
れ

て
い

ま
す

。
し

か
し

、
そ

れ
ら

は
高

価
で

す
。

安
く

作
る

方
法

を
考

え
ま

し
た

。
ど

の
よ

う
な

形
に

も
対

応
で

き
ま

す
。

こ
れ

ら
の

カ
バ

ー
を

作
っ

て
欲

し
い

の
で

す
。

こ
れ

を
製

造
・
販

売
を

さ
れ

て
み

よ
う

と
言

う
業

者
さ

ん
は

い
ま

せ
ん

か
？

メ
ー

ル
を

お
待

ち
し

て
お

り
ま

す
。

45
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

3
1
2

2
0

1
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
供

給
事

業
者

高
精

度
バ

イ
タ

ル
サ

イ
ン

付
離

床
検

知
セ

ン
サ

ー
に

つ
い

て

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 盲

ろ
う

者

高
精

度
に

バ
イ

タ
ル

サ
イ

ン
が

と
れ

る
離

床
検

知
セ

ン
サ

ー
の

開
発

を
行

っ
て

お
り

ま
す

。
エ

ン
ド

ユ
ー

ザ
ー

様
や

施
設

の
情

報
が

欲
し

い
で

す
。

3
1
3

2
0

1
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 就
学

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

そ
の

他
聴

覚
障

害
を

持
つ

生
徒

の
通

常
学

校
で

の
授

業
支

援
に

つ
い

て

盲
ろ

う
者

小
学

校
高

学
年

か
ら

、
支

援
学

校
や

、
聾

学
校

で
は

な
く

、
通

常
学

校
の

通
常

学
級

で
、
勉

強
し

て
い

る
生

徒
が

い
ま

す
。
防

犯
ブ

ザ
ー

が
耳

元
で

鳴
っ

て
い

て
も

聞
こ

え
な

い
レ

ベ
ル

だ
と

い
う

こ
と

で
す

。
中

学
校

に
入

っ
て

も
、
補

聴
器

を
嫌

い
、
読

唇
に

て
生

活
し

て
い

ま
す

。
支

援
員

の
先

生
が

横
に

つ
い

て
ノ

ー
ト

テ
イ

ク
を

し
て

い
ま

す
が

、
勉

強
の

遅
れ

や
、
友

達
と

の
ト

ラ
ブ

ル
や

、
日

常
的

に
か

な
り

神
経

を
使

い
、
か

な
り

疲
れ

て
し

ま
い

、
学

校
に

来
に

く
く

な
っ

て
い

ま
す

。
家

で
は

日
常

的
に

携
帯

を
3

台
持

ち
で

、
IT

に
は

長
け

て
お

り
、
家

で
は

s
ir

iな
ど

を
使

っ
て

い
る

よ
う

で
す

。
障

害
者

差
別

解
消

法
、
施

工
を

目
前

に
、
学

校
で

も
U

D
ト

ー
ク

な
ど

が
使

え
る

よ
う

に
し

た
い

の
で

す
が

、
こ

の
生

徒
に

と
っ

て
は

、
日

常
生

活
の

一
部

の
よ

う
な

も
の

な
の

で
す

が
、
授

業
の

間
だ

け
で

も
、
iP

a
d

な
ど

を
利

用
し

て
先

生
が

黒
板

を
書

い
て

る
後

ろ
向

き
の

時
で

も
声

が
文

字
に

で
き

る
よ

う
に

し
て

や
れ

な
い

の
か

、
と

願
っ

て
や

み
ま

せ
ん

。
教

育
委

員
会

に
頼

め
ば

良
い

の
で

し
ょ

う
か

？
機

器
だ

け
で

な
く

、
w

ifi
が

飛
ん

で
い

な
い

と
い

け
な

い
環

境
も

あ
る

と
思

い
ま

す
。
教

育
委

員
会

は
、
利

用
す

る
に

あ
た

っ
て

、
情

報
が

な
い

か
ら

進
め

な
い

の
で

は
な

い
か

と
思

い
ま

す
が

、
前

に
進

ま
な

い
間

に
、
生

徒
が

学
校

を
休

み
学

力
が

開
い

て
い

く
こ

と
を

思
う

と
、
な

ん
と

か
な

ら
な

い
の

か
、
と

思
っ

て
や

み
ま

せ
ん

。

3
1
4

2
0

1
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
脳

梗
塞

に
よ

る
肩

が
下

が
っ

て
し

ま
っ

た
修

正
パ

ッ
ド

肢
体

不
自

由
者

こ
ん

に
ち

は
。

私
は

、
神

奈
川

県
藤

沢
市

４
－

４
－

１
４

に
住

ん
で

い
る

増
野

　
義

明
と

い
い

ま
す

。
こ

の
た

び
は

、
脳

梗
塞

に
な

り
、
後

遺
症

で
左

肩
が

下
が

っ
て

し
ま

い
ま

し
た

。
枕

を
腕

の
中

に
挟

む
と

、
劇

的
に

具
合

が
良

い
の

で
す

。
で

も
、
歩

い
て

い
る

と
落

下
し

て
困

っ
て

い
ま

す
。

そ
こ

で
別

紙
の

よ
う

な
肩

パ
ッ

ト
を

作
り

ま
し

た
。

と
て

も
具

合
が

い
い

の
で

す
。

脳
梗

塞
の

後
遺

障
で

苦
労

は
し

て
い

る
人

は
多

い
の

で
す

。
そ

の
人

達
に

是
非

販
売

を
し

て
し

て
欲

し
い

の
で

す
。

製
造

・
販

売
を

し
て

頂
き

ま
せ

ん
か

？

お
返

事
を

お
待

ち
し

て
い

ま
す

。

増
野

3
1
5

2
0

1
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

内
の

移
動

 屋
外

の
移

動
移

動
用

リ
フ

ト
自

宅
の

中
へ

入
る

、
い

い
方

法
を

教
え

て
く

だ
さ

い

脳
梗

塞
の

患
者

様
で

、
自

宅
希

望
な

の
で

す
が

、
自

宅
の

玄
関

ま
で

に
5

段
く

ら
い

の
階

段
が

あ
り

、
ど

う
や

っ
て

階
段

を
ク

リ
ア

す
れ

ば
い

い
か

悩
ん

で
い

ま
す

。
ち

な
み

に
、
歩

行
で

き
る

レ
ベ

ル
で

は
な

く
、
立

位
も

中
等

度
介

助
の

方
で

す
。

家
族

の
奥

様
(k

p
)が

、
オ

ム
ツ

替
え

く
ら

い
が

や
っ

と
で

き
る

介
護

力
で

、
ス

カ
ラ

モ
ー

ビ
ル

な
ど

の
福

祉
用

具
も

使
い

き
れ

る
感

じ
で

も
あ

り
ま

せ
ん

。

今
は

苦
渋

の
結

果
、
普

通
の

肘
掛

け
の

あ
る

椅
子

に
抑

制
帯

を
つ

け
て

、
転

落
し

な
い

よ
う

に
し

て
、
椅

子
の

ま
ま

ヘ
ル

パ
ー

2
人

介
助

で
担

い
で

上
げ

よ
う

と
お

も
っ

て
い

ま
す

。
何

か
、
い

い
案

か
あ

り
ま

し
た

ら
ア

ド
バ

イ
ス

お
願

い
し

ま
す

！

3
1
6

2
0

1
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
車

い
す

利
用

者
車

椅
子

シ
ー

ト
カ

バ
ー

、
座

布
団

カ
バ

ー
等

に
つ

い
て

肢
体

不
自

由
者

共
用

品
車

椅
子

の
シ

ー
ト

、
座

布
団

カ
バ

ー
、
枕

カ
バ

ー
、
自

動
車

シ
ー

ト
の

座
布

団
等

の
各

カ
バ

ー
に

つ
い

て
相

談
が

あ
り

ま
し

て
、
ア

イ
デ

ア
を

考
え

ま
し

た
。

そ
れ

ら
を

使
用

し
て

い
る

と
自

然
に

滑
っ

て
し

ま
い

困
っ

て
し

ま
い

ま
す

。
車

椅
子

の
シ

ー
ト

等
で

は
い

ろ
い

ろ
滑

ら
な

い
工

夫
を

し
て

、
売

ら
れ

て
い

ま
す

。
し

か
し

、
そ

れ
ら

は
高

価
で

す
。

安
く

作
る

方
法

を
考

え
ま

し
た

。
ど

の
よ

う
な

形
に

も
対

応
で

き
ま

す
。

こ
れ

ら
の

カ
バ

ー
を

作
っ

て
欲

し
い

の
で

す
。

こ
れ

を
製

造
・
販

売
を

さ
れ

て
み

よ
う

と
言

う
業

者
さ

ん
は

い
ま

せ
ん

か
？

メ
ー

ル
を

お
待

ち
し

て
お

り
ま

す
。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

3
1
7

2
0

1
4

新
製

品
・
技

術
手

す
り

つ
き

踏
み

台
昇

降
運

動
器

具
ひ

の
き

を
使

っ
た

健
康

器
具

で
す

。
詳

し
く

は
こ

ち
ら

ま
で

h
tt

p
:/

/g
e

n
k
i-

fu
k
u

g
e

n
.n

e
t/

お
問

い
合

わ
せ

先
有

限
会

社
福

源
T

E
L
:0

5
2

-7
3

6
-9

3
8

8
 F

A
X

:0
5

2
-7

3
6

-3
2

1
7

m
a
il
:h

u
m

id
a
i@

g
e

n
k
i-

fu
k
u

g
e

n
.n

e
t

U
R

L
:h

tt
p

:/
/g

e
n

k
i-

fu
k
u

g
e

n
.n

e
t

3
1
8

2
0

1
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
開

発
メ

ー
カ

ー
携

帯
と

据
え

置
き

兼
用

拡
大

表
示

・
音

声
読

書
ら

く
ら

く
ブ

ッ
ク

ト
ー

カ

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 聴

覚
障

害
者

 言
語

障
害

者
 盲

ろ
う

者

有
限

会
社

メ
イ

ク
ソ

フ
ト

西
山

　
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。
U

R
L
 h

tt
p

:/
/
p

c
h

e
lp

e
r5

5
.c

o
m

貼
り

付
け

て
く

だ
さ

い
。

障
害

者
の

方
々

に
情

報
機

器
で

支
援

の
輪

を
広

げ
よ

う
！

を
弊

社
の

モ
ッ

ト
ー

に
し

、
こ

の
ま

し
た

完
成

し
た

。
文

字
が

見
え

に
く

い
・
聴

こ
え

に
く

い
・
指

が
動

か
な

い
・
声

が
出

な
い

な
ど

す
べ

て
に

対
応

可
能

な
携

帯
＆

据
え

置
き

兼
用

の
ほ

か
に

類
の

な
い

情
報

機
器

。
拡

大
表

示
・
音

声
読

書
器

・
携

帯
会

話
補

助
機

器
が

誕
生

い
つ

で
も

・
世

界
の

の
ど

こ
で

も
活

用
で

き
て

超
便

利
で

誰
で

も
つ

か
え

ま
す

。
電

子
書

籍
房

で
市

場
ご

愛
用

い
た

だ
い

て
７

年
の

実
績

の
あ

る
弊

社
が

障
害

者
の

ご
意

見
を

踏
ま

え
て

制
作

し
ま

し
た

。
製

品
は

5
種

類
　
不

自
由

さ
に

応
じ

て
選

べ
ま

す
。

特
別

奉
仕

無
料

で
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
版

　
全

国
の

皆
様

に
公

開
し

ま
し

た
。
　
是

非
活

用
く

だ
さ

い
。

特
徴

　
音

声
合

成
読

み
上

げ
ソ

フ
ト

ス
ク

リ
ー

ン
リ

ー
は

無
料

の
ダ

ウ
ン

ロ
ー

が
で

き
ま

す
し

ゃ
べ

る
パ

ソ
コ

ン
に

な
る

ソ
フ

ト
ウ

エ
ア

ー
　

電
子

書
籍

や
ホ

ー
ペ

ー
ジ

な
ど

か
ら

電
子

化
デ

ー
タ

画
面

か
ら

コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ピ

ー
し

て
保

存
そ

れ
を

　
読

み
上

げ
ま

す
。

４
８

０
０

円
②

し
ゃ

べ
る

パ
ソ

コ
ン

に
な

る
ソ

フ
ト

ウ
エ

ア
ー

　
そ

の
他

１
０

の
高

機
能

型
　
日

常
生

活
用

具
３

品
種

ほ
か

ペ
ー

ジ
に

あ
り

ま
す

。
全

品
種

　
新

規
性

の
あ

る
画

期
的

商
品

で
す

。
　
画

像
は

全
機

能
商

品
　
携

帯
据

え
置

き
兼

用
タ

イ
プ

で
す

。
声

で
文

章
を

表
示

し
て

読
み

上
げ

翻
訳

も
し

ま
す

。
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

な
し

で
も

可
能

で
す

。
　
　
是

非
メ

ー
ル

で
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

。

3
1
9

2
0

1
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
歩

行
補

助
つ

え
利

用
者

松
葉

杖
用

ポ
ー

チ
肢

体
不

自
由

者
自

身
が

膝
の

疾
患

で
、
長

年
松

葉
杖

を
使

用
し

て
い

ま
す

。
特

に
、
両

松
葉

の
時

は
、
荷

物
が

持
て

な
い

の
で

リ
ュ

ッ
ク

や
斜

め
が

け
の

バ
ッ

グ
を

使
用

し
て

い
ま

す
が

、
い

ち
い

ち
立

ち
止

ま
っ

て
バ

ッ
グ

か
ら

出
し

入
れ

す
る

の
は

時
間

も
か

か
る

の
で

、
ち

ょ
っ

と
し

た
物

を
サ

ッ
と

出
し

入
れ

で
き

る
方

法
を

考
え

て
思

い
付

き
ま

し
た

。
例

え
ば

、
病

院
で

の
会

計
の

時
、
財

布
と

、
受

け
取

っ
た

領
収

書
や

予
約

票
な

ど
を

こ
こ

に
入

れ
て

、
座

れ
る

と
こ

ろ
に

移
動

し
て

か
ら

バ
ッ

グ
に

し
ま

っ
た

り
し

て
い

ま
す

。
ま

た
、
職

場
内

で
移

動
す

る
際

に
も

、
小

さ
な

物
な

ら
い

ち
い

ち
バ

ッ
グ

を
持

た
な

く
て

も
こ

こ
に

入
れ

て
移

動
で

き
ま

す
。

試
作

品
な

の
で

、
手

持
ち

の
ポ

ー
チ

に
鳩

目
パ

ン
チ

で
穴

を
開

け
て

紐
を

通
し

て
み

た
だ

け
で

す
の

で
、
あ

ま
り

重
い

物
は

入
れ

ら
れ

ま
せ

ん
が

（
そ

も
そ

も
杖

が
使

い
に

く
く

な
り

ま
す

し
）
、
調

節
可

能
な

結
束

バ
ン

ド
や

ソ
フ

ト
ワ

イ
ヤ

ー
な

ど
、
も

う
少

し
強

度
の

あ
る

素
材

で
固

定
す

る
よ

う
に

し
て

、
服

に
合

わ
せ

て
ポ

ー
チ

も
色

々
付

け
替

え
ら

れ
る

よ
う

に
す

る
と

、
松

葉
杖

で
の

外
出

も
、
少

し
楽

し
く

な
る

の
で

は
？

と
考

え
て

い
た

と
こ

ろ
、
貴

社
の

H
P

を
見

か
け

て
御

提
案

さ
せ

て
頂

き
ま

し
た

。
よ

ろ
し

く
御

検
討

願
い

ま
す

。
携

帯
で

撮
影

し
た

画
像

な
の

で
、
分

か
り

に
く

い
か

と
思

い
ま

す
が

、
ポ

ー
チ

の
背

面
に

4
箇

所
穴

を
開

け
て

、
内

側
か

ら
紐

を
通

し
、
杖

の
長

さ
の

調
節

用
の

穴
に

通
し

て
結

び
付

け
て

い
ま

す
。

 

3
2

0
2

0
1
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
開

発
メ

ー
カ

ー
障

害
者

用
情

報
機

器
肢

体
不

自
由

者
視

覚
障

害
者

 聴
覚

障
害

者
 言

語
障

害
者

 盲
ろ

う
者

視
聴

覚
・
言

語
・
上

肢
（
指

）
の

不
自

由
名

方
に

対
応

で
き

る
　
音

声
会

話
機

器
で

ほ
か

に
類

の
な

い
日

常
生

活
用

具
が

誕
生

１
本

体
が

す
べ

て
を

し
ゃ

べ
り

ま
す

。
 公

式
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　
  

  
U

R
L
 h

tt
p

:/
/
n

-b
ib

le
.p

c
h

e
lp

e
r5

5
.c

o
m

フ
ル

タ
イ

プ
は

声
で

文
字

を
書

く
・
マ

ウ
ス

で
活

字
ス

キ
ャ

ナ
で

な
ぞ

っ
て

活
字

を
読

み
取

り
・
指

で
画

面
に

タ
ッ

チ
で

入
力

、
拡

大
表

示
と

読
み

上
げ

し
ま

す
。
　
本

体
８

イ
ン

チ
と

１
９

，
５

イ
ン

チ
の

両
方

を
装

備
　
世

界
の

ど
こ

で
も

・
い

つ
で

も
活

用
が

で
き

ま
す

。
ら

く
ら

く
読

み
上

げ
ト

オ
カ

　
無

料
の

ダ
イ

ン
ロ

ー
ド

版
　
　
本

体
は

操
作

の
全

て
を

読
み

上
げ

ま
す

。
　
手

持
ち

の
パ

ソ
コ

ン
が

　
　
　
　
全

て
ホ

ー
ム

で
ど

う
ぞ

し
ゃ

べ
る

パ
ソ

コ
ン

に
は

や
代

わ
り

し
ま

す
。
ス

ク
リ

ー
ン

リ
ー

ダ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  

  
  

  
  

  
  

  
　
 電

子
書

籍
　
聖

書
こ

ん
な

と
き

に
バ

イ
ブ

ル
搭

載
し

て
い

ま
す

。

特
別

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

　
　
　
　
　
　
４

８
０

０
円

　
は

更
に

翻
訳

も
し

ま
す

。
　
し

ゃ
べ

る
パ

ソ
コ

ン
に

な
る

ソ
フ

ト
ウ

エ
ア

ー
ポ

ケ
ッ

ト
タ

イ
プ

本
体

付
き

　
　
９

８
０

０
０

円
　
声

で
文

字
を

入
力

ポ
ケ

ッ
ト

タ
イ

プ
　
　
　
　
　
１
５

８
０

０
０

円
　
マ

ウ
ス

ス
キ

ャ
ナ

で
電

子
化

で
ー

た
の

読
み

上
げ

ポ
ケ

ッ
ト

タ
イ

プ
と

据
え

置
き

も
に

た
ー

付
き

　
　
予

約
自

動
機

能
付

き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
９

８
０

０
０

円
　
　
　
公

式
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

」
詳

細
が

あ
り

ま
す

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

3
1
7

2
0

1
4

新
製

品
・
技

術
手

す
り

つ
き

踏
み

台
昇

降
運

動
器

具
ひ

の
き

を
使

っ
た

健
康

器
具

で
す

。
詳

し
く

は
こ

ち
ら

ま
で

h
tt

p
:/

/g
e

n
k
i-

fu
k
u

g
e

n
.n

e
t/

お
問

い
合

わ
せ

先
有

限
会

社
福

源
T

E
L
:0

5
2

-7
3

6
-9

3
8

8
 F

A
X

:0
5

2
-7

3
6

-3
2

1
7

m
a
il
:h

u
m

id
a
i@

g
e

n
k
i-

fu
k
u

g
e

n
.n

e
t

U
R

L
:h

tt
p

:/
/g

e
n

k
i-

fu
k
u

g
e

n
.n

e
t

3
1
8

2
0

1
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
開

発
メ

ー
カ

ー
携

帯
と

据
え

置
き

兼
用

拡
大

表
示

・
音

声
読

書
ら

く
ら

く
ブ

ッ
ク

ト
ー

カ

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 聴

覚
障

害
者

 言
語

障
害

者
 盲

ろ
う

者

有
限

会
社

メ
イ

ク
ソ

フ
ト

西
山

　
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。
U

R
L
 h

tt
p

:/
/
p

c
h

e
lp

e
r5

5
.c

o
m

貼
り

付
け

て
く

だ
さ

い
。

障
害

者
の

方
々

に
情

報
機

器
で

支
援

の
輪

を
広

げ
よ

う
！

を
弊

社
の

モ
ッ

ト
ー

に
し

、
こ

の
ま

し
た

完
成

し
た

。
文

字
が

見
え

に
く

い
・
聴

こ
え

に
く

い
・
指

が
動

か
な

い
・
声

が
出

な
い

な
ど

す
べ

て
に

対
応

可
能

な
携

帯
＆

据
え

置
き

兼
用

の
ほ

か
に

類
の

な
い

情
報

機
器

。
拡

大
表

示
・
音

声
読

書
器

・
携

帯
会

話
補

助
機

器
が

誕
生

い
つ

で
も

・
世

界
の

の
ど

こ
で

も
活

用
で

き
て

超
便

利
で

誰
で

も
つ

か
え

ま
す

。
電

子
書

籍
房

で
市

場
ご

愛
用

い
た

だ
い

て
７

年
の

実
績

の
あ

る
弊

社
が

障
害

者
の

ご
意

見
を

踏
ま

え
て

制
作

し
ま

し
た

。
製

品
は

5
種

類
　
不

自
由

さ
に

応
じ

て
選

べ
ま

す
。

特
別

奉
仕

無
料

で
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
版

　
全

国
の

皆
様

に
公

開
し

ま
し

た
。
　
是

非
活

用
く

だ
さ

い
。

特
徴

　
音

声
合

成
読

み
上

げ
ソ

フ
ト

ス
ク

リ
ー

ン
リ

ー
は

無
料

の
ダ

ウ
ン

ロ
ー

が
で

き
ま

す
し

ゃ
べ

る
パ

ソ
コ

ン
に

な
る

ソ
フ

ト
ウ

エ
ア

ー
　

電
子

書
籍

や
ホ

ー
ペ

ー
ジ

な
ど

か
ら

電
子

化
デ

ー
タ

画
面

か
ら

コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ピ

ー
し

て
保

存
そ

れ
を

　
読

み
上

げ
ま

す
。

４
８

０
０

円
②

し
ゃ

べ
る

パ
ソ

コ
ン

に
な

る
ソ

フ
ト

ウ
エ

ア
ー

　
そ

の
他

１
０

の
高

機
能

型
　
日

常
生

活
用

具
３

品
種

ほ
か

ペ
ー

ジ
に

あ
り

ま
す

。
全

品
種

　
新

規
性

の
あ

る
画

期
的

商
品

で
す

。
　
画

像
は

全
機

能
商

品
　
携

帯
据

え
置

き
兼

用
タ

イ
プ

で
す

。
声

で
文

章
を

表
示

し
て

読
み

上
げ

翻
訳

も
し

ま
す

。
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

な
し

で
も

可
能

で
す

。
　
　
是

非
メ

ー
ル

で
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

。

3
1
9

2
0

1
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
歩

行
補

助
つ

え
利

用
者

松
葉

杖
用

ポ
ー

チ
肢

体
不

自
由

者
自

身
が

膝
の

疾
患

で
、
長

年
松

葉
杖

を
使

用
し

て
い

ま
す

。
特

に
、
両

松
葉

の
時

は
、
荷

物
が

持
て

な
い

の
で

リ
ュ

ッ
ク

や
斜

め
が

け
の

バ
ッ

グ
を

使
用

し
て

い
ま

す
が

、
い

ち
い

ち
立

ち
止

ま
っ

て
バ

ッ
グ

か
ら

出
し

入
れ

す
る

の
は

時
間

も
か

か
る

の
で

、
ち

ょ
っ

と
し

た
物

を
サ

ッ
と

出
し

入
れ

で
き

る
方

法
を

考
え

て
思

い
付

き
ま

し
た

。
例

え
ば

、
病

院
で

の
会

計
の

時
、
財

布
と

、
受

け
取

っ
た

領
収

書
や

予
約

票
な

ど
を

こ
こ

に
入

れ
て

、
座

れ
る

と
こ

ろ
に

移
動

し
て

か
ら

バ
ッ

グ
に

し
ま

っ
た

り
し

て
い

ま
す

。
ま

た
、
職

場
内

で
移

動
す

る
際

に
も

、
小

さ
な

物
な

ら
い

ち
い

ち
バ

ッ
グ

を
持

た
な

く
て

も
こ

こ
に

入
れ

て
移

動
で

き
ま

す
。

試
作

品
な

の
で

、
手

持
ち

の
ポ

ー
チ

に
鳩

目
パ

ン
チ

で
穴

を
開

け
て

紐
を

通
し

て
み

た
だ

け
で

す
の

で
、
あ

ま
り

重
い

物
は

入
れ

ら
れ

ま
せ

ん
が

（
そ

も
そ

も
杖

が
使

い
に

く
く

な
り

ま
す

し
）
、
調

節
可

能
な

結
束

バ
ン

ド
や

ソ
フ

ト
ワ

イ
ヤ

ー
な

ど
、
も

う
少

し
強

度
の

あ
る

素
材

で
固

定
す

る
よ

う
に

し
て

、
服

に
合

わ
せ

て
ポ

ー
チ

も
色

々
付

け
替

え
ら

れ
る

よ
う

に
す

る
と

、
松

葉
杖

で
の

外
出

も
、
少

し
楽

し
く

な
る

の
で

は
？

と
考

え
て

い
た

と
こ

ろ
、
貴

社
の

H
P

を
見

か
け

て
御

提
案

さ
せ

て
頂

き
ま

し
た

。
よ

ろ
し

く
御

検
討

願
い

ま
す

。
携

帯
で

撮
影

し
た

画
像

な
の

で
、
分

か
り

に
く

い
か

と
思

い
ま

す
が

、
ポ

ー
チ

の
背

面
に

4
箇

所
穴

を
開

け
て

、
内

側
か

ら
紐

を
通

し
、
杖

の
長

さ
の

調
節

用
の

穴
に

通
し

て
結

び
付

け
て

い
ま

す
。

 

3
2

0
2

0
1
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
開

発
メ

ー
カ

ー
障

害
者

用
情

報
機

器
肢

体
不

自
由

者
視

覚
障

害
者

 聴
覚

障
害

者
 言

語
障

害
者

 盲
ろ

う
者

視
聴

覚
・
言

語
・
上

肢
（
指

）
の

不
自

由
名

方
に

対
応

で
き

る
　
音

声
会

話
機

器
で

ほ
か

に
類

の
な

い
日

常
生

活
用

具
が

誕
生

１
本

体
が

す
べ

て
を

し
ゃ

べ
り

ま
す

。
 公

式
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　
  

  
U

R
L
 h

tt
p

:/
/
n

-b
ib

le
.p

c
h

e
lp

e
r5

5
.c

o
m

フ
ル

タ
イ

プ
は

声
で

文
字

を
書

く
・
マ

ウ
ス

で
活

字
ス

キ
ャ

ナ
で

な
ぞ

っ
て

活
字

を
読

み
取

り
・
指

で
画

面
に

タ
ッ

チ
で

入
力

、
拡

大
表

示
と

読
み

上
げ

し
ま

す
。
　
本

体
８

イ
ン

チ
と

１
９

，
５

イ
ン

チ
の

両
方

を
装

備
　
世

界
の

ど
こ

で
も

・
い

つ
で

も
活

用
が

で
き

ま
す

。
ら

く
ら

く
読

み
上

げ
ト

オ
カ

　
無

料
の

ダ
イ

ン
ロ

ー
ド

版
　
　
本

体
は

操
作

の
全

て
を

読
み

上
げ

ま
す

。
　
手

持
ち

の
パ

ソ
コ

ン
が

　
　
　
　
全

て
ホ

ー
ム

で
ど

う
ぞ

し
ゃ

べ
る

パ
ソ

コ
ン

に
は

や
代

わ
り

し
ま

す
。
ス

ク
リ

ー
ン

リ
ー

ダ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  

  
  

  
  

  
  

  
　
 電

子
書

籍
　
聖

書
こ

ん
な

と
き

に
バ

イ
ブ

ル
搭

載
し

て
い

ま
す

。

特
別

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

　
　
　
　
　
　
４

８
０

０
円

　
は

更
に

翻
訳

も
し

ま
す

。
　
し

ゃ
べ

る
パ

ソ
コ

ン
に

な
る

ソ
フ

ト
ウ

エ
ア

ー
ポ

ケ
ッ

ト
タ

イ
プ

本
体

付
き

　
　
９

８
０

０
０

円
　
声

で
文

字
を

入
力

ポ
ケ

ッ
ト

タ
イ

プ
　
　
　
　
　
１
５

８
０

０
０

円
　
マ

ウ
ス

ス
キ

ャ
ナ

で
電

子
化

で
ー

た
の

読
み

上
げ

ポ
ケ

ッ
ト

タ
イ

プ
と

据
え

置
き

も
に

た
ー

付
き

　
　
予

約
自

動
機

能
付

き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
９

８
０

０
０

円
　
　
　
公

式
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

」
詳

細
が

あ
り

ま
す

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

3
2

1
2

0
1
4

新
製

品
・
技

術
ベ

ッ
ド

か
ら

の
立

ち
上

が
り

屋
内

の
移

動
 屋

外
の

移
動

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

手
す

り
手

す
り

つ
き

踏
み

台
昇

降
運

動
器

具
（
日

本
製

）
「
ひ

の
き

」
を

使
用

し
た

健
康

器
具

で
す

。

■
特

徴
　
①

ひ
の

き
の

木
肌

が
心

地
よ

い
　
②

て
す

り
つ

き
で

安
心

　
③

無
理

な
く

マ
イ

ペ
ー

ス
の

運
動

が
で

き
ま

す
　
④

踏
み

台
や

手
す

り
の

高
さ

は
調

整
で

き
ま

す
　
⑤

屋
内

専
用

■
こ

ん
な

方
に

　
①

段
差

運
動

で
足

腰
を

鍛
え

た
い

　
②

歩
行

に
自

信
を

つ
け

て
　
③

大
切

な
祖

父
母

へ
の

プ
レ

ゼ
ン

ト

■
お

問
い

合
わ

せ
先

　
有

限
会

社
福

源
　
　
T

E
L
:0

5
2

-7
3

6
-9

3
8

8
 F

A
X

:0
5

2
-7

3
6

-3
2

1
7

　
　
電

子
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

　
h

u
m

id
a
i@

g
e

n
k
i-

f
u

k
u

g
e

n
.n

e
t

　
　
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
ア

ド
レ

ス
　
h

tt
p

:/
/
g

e
n

k
i-

f
u

k
u

g
e

n
.n

e
t

3
2

2
2

0
1
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

回
転

寿
司

の
IC

チ
ッ

プ
の

規
格

化
視

覚
障

害
者

 聴
覚

障
害

者
回

転
寿

司
の

IC
チ

ッ
プ

、
規

格
化

で
き

な
い

で
し

ょ
う

か
。

視
覚

障
害

者
は

単
独

で
は

ネ
タ

を
食

べ
る

ま
で

？
わ

か
り

づ
ら

い
そ

う
で

す
。

聴
覚

障
害

者
も

見
か

け
だ

け
で

判
断

す
る

の
で

、
い

つ
ど

こ
で

獲
れ

た
魚

だ
と

か
、
製

品
情

報
が

わ
か

り
ま

せ
ん

。
カ

ウ
ン

タ
ー

の
お

寿
司

な
ら

、
視

覚
障

害
者

に
は

親
切

か
も

し
れ

ま
せ

ん
が

、
聴

覚
障

害
者

に
わ

か
る

よ
う

に
書

い
て

く
れ

る
と

は
ち

ょ
っ

と
思

え
な

い
…

。
高

そ
う

で
行

き
に

く
い

し
。

回
転

寿
司

の
お

皿
に

IC
チ

ッ
プ

を
組

み
込

ん
で

、
価

格
計

算
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

い
ま

す
が

、
も

う
一

歩
進

め
て

、
視

覚
障

害
者

に
は

音
声

で
、
聴

覚
障

害
者

に
は

文
字

ま
た

は
手

話
で

、
製

品
情

報
を

教
え

て
く

れ
る

と
、
も

っ
と

回
転

寿
司

を
食

べ
た

く
な

る
こ

と
で

し
ょ

う
。

チ
ッ

プ
が

規
格

化
さ

れ
れ

ば
、
利

用
者

側
は

、
ど

こ
の

店
で

も
同

じ
ス

マ
ホ

ア
プ

リ
で

対
応

で
き

る
と

い
い

な
あ

と
。

3
2

3
2

0
1
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
開

発
メ

ー
カ

ー
洗

体
と

血
流

ケ
ア

の
「
タ

オ
ル

ホ
ル

ダ
」

肢
体

不
自

由
者

背
中

や
足

先
な

ど
の

洗
浄

用
具

を
必

要
と

さ
れ

る
人

は
、
就

寝
時

間
が

長
く

体
重

に
よ

り
血

管
が

圧
迫

さ
れ

、
血

液
の

循
環

が
悪

化
し

て
い

る
と

考
え

ら
れ

ま
す

。
こ

う
し

た
方

の
足

裏
か

ら
背

中
へ

と
マ

ッ
サ

ー
ジ

し
て

、
血

液
の

循
環

促
進

を
図

り
機

能
回

復
さ

せ
る

の
も

重
要

な
「
特

定
介

護
予

防
福

祉
用

具
」
の

役
割

と
考

え
、

入
浴

と
マ

ッ
サ

ー
ジ

兼
背

中
叩

き
が

出
来

る
「
タ

オ
ル

ホ
ル

ダ
」
を

考
案

し
試

作
し

ま
し

た
。

長
柄

は
曲

げ
加

工
が

容
易

な
ア

ル
ミ

平
鋼

を
使

用
し

、
先

端
に

ポ
リ

プ
ロ

ピ
レ

ン
の

支
枠

を
装

着
し

た
「
タ

オ
ル

ホ
ル

ダ
」
で

す
。

ま
た

長
柄

の
握

部
も

ポ
リ

プ
ロ

ピ
レ

ン
の

横
溝

付
き

平
板

2
枚

で
ア

ル
ミ

平
鋼

を
挟

み
、
Ｓ

Ｕ
Ｓ

ボ
ル

ト
と

ナ
イ

ロ
ン

蝶
ナ

ッ
ト

で
固

定
し

て
い

ま
す

。
し

か
し

石
鹸

水
が

付
く

と
滑

り
や

す
く

な
る

の
で

、
蝶

ナ
ッ

ト
を

指
の

間
に

挟
ん

で
握

り
滑

り
止

め
と

し
て

い
ま

す
。

納
入

時
、
平

鋼
は

ほ
ぼ

直
線

状
で

す
が

、
ご

利
用

者
の

腕
の

可
動

範
囲

を
検

討
の

上
、
ご

利
用

者
が

使
い

や
す

い
湾

曲
に

曲
げ

て
利

用
し

て
い

た
だ

き
ま

す
。

洗
体

用
タ

オ
ル

は
ご

利
用

者
の

好
み

で
、
下

記
に

の
「
タ

オ
ル

の
巻

き
方

」
を

参
考

に
巻

い
て

く
だ

さ
い

。

乾
燥

又
は

水
含

み
の

マ
ッ

サ
ー

ジ
タ

オ
ル

も
同

様
に

巻
い

て
、
ホ

ル
ダ

が
背

中
の

心
臓

裏
の

位
置

に
集

ま
る

よ
う

に
掻

き
上

げ
て

マ
ッ

サ
ー

ジ
し

ま
す

。
ま

た
支

枠
の

先
端

の
2

個
の

円
形

部
で

、
背

中
を

叩
く

の
も

血
流

ケ
ア

に
効

果
が

有
る

と
考

え
て

い
ま

す
。

寸
法

と
重

量
　
全

長
＝

5
7

㎝
　
本

体
重

量
＝

1
3

0
ｇ

巻
き

タ
オ

ル
の

寸
法

　
長

さ
＝

3
5

ｃ
ｍ

　
幅

＝
1
2

ｃ
ｍ

タ
オ

ル
の

巻
き

方
　
タ

オ
ル

を
支

枠
の

中
軸

の
上

か
ら

両
側

軸
の

下
を

通
し

、
方

側
を

巻
き

あ
げ

、
そ

の
上

に
も

う
一

方
を

被
せ

巻
き

こ
み

、
ゴ

ム
紐

輪
を

蝶
ナ

ッ
ト

に
掛

け
固

定
す

る
。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

3
2

1
2

0
1
4

新
製

品
・
技

術
ベ

ッ
ド

か
ら

の
立

ち
上

が
り

屋
内

の
移

動
 屋

外
の

移
動

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

手
す

り
手

す
り

つ
き

踏
み

台
昇

降
運

動
器

具
（
日

本
製

）
「
ひ

の
き

」
を

使
用

し
た

健
康

器
具

で
す

。

■
特

徴
　
①

ひ
の

き
の

木
肌

が
心

地
よ

い
　
②

て
す

り
つ

き
で

安
心

　
③

無
理

な
く

マ
イ

ペ
ー

ス
の

運
動

が
で

き
ま

す
　
④

踏
み

台
や

手
す

り
の

高
さ

は
調

整
で

き
ま

す
　
⑤

屋
内

専
用

■
こ

ん
な

方
に

　
①

段
差

運
動

で
足

腰
を

鍛
え

た
い

　
②

歩
行

に
自

信
を

つ
け

て
　
③

大
切

な
祖

父
母

へ
の

プ
レ

ゼ
ン

ト

■
お

問
い

合
わ

せ
先

　
有

限
会

社
福

源
　
　
T

E
L
:0

5
2

-7
3

6
-9

3
8

8
 F

A
X

:0
5

2
-7

3
6

-3
2

1
7

　
　
電

子
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

　
h

u
m

id
a
i@

g
e

n
k
i-

f
u

k
u

g
e

n
.n

e
t

　
　
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
ア

ド
レ

ス
　
h

tt
p

:/
/
g

e
n

k
i-

f
u

k
u

g
e

n
.n

e
t

3
2

2
2

0
1
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

回
転

寿
司

の
IC

チ
ッ

プ
の

規
格

化
視

覚
障

害
者

 聴
覚

障
害

者
回

転
寿

司
の

IC
チ

ッ
プ

、
規

格
化

で
き

な
い

で
し

ょ
う

か
。

視
覚

障
害

者
は

単
独

で
は

ネ
タ

を
食

べ
る

ま
で

？
わ

か
り

づ
ら

い
そ

う
で

す
。

聴
覚

障
害

者
も

見
か

け
だ

け
で

判
断

す
る

の
で

、
い

つ
ど

こ
で

獲
れ

た
魚

だ
と

か
、
製

品
情

報
が

わ
か

り
ま

せ
ん

。
カ

ウ
ン

タ
ー

の
お

寿
司

な
ら

、
視

覚
障

害
者

に
は

親
切

か
も

し
れ

ま
せ

ん
が

、
聴

覚
障

害
者

に
わ

か
る

よ
う

に
書

い
て

く
れ

る
と

は
ち

ょ
っ

と
思

え
な

い
…

。
高

そ
う

で
行

き
に

く
い

し
。

回
転

寿
司

の
お

皿
に

IC
チ

ッ
プ

を
組

み
込

ん
で

、
価

格
計

算
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

い
ま

す
が

、
も

う
一

歩
進

め
て

、
視

覚
障

害
者

に
は

音
声

で
、
聴

覚
障

害
者

に
は

文
字

ま
た

は
手

話
で

、
製

品
情

報
を

教
え

て
く

れ
る

と
、
も

っ
と

回
転

寿
司

を
食

べ
た

く
な

る
こ

と
で

し
ょ

う
。

チ
ッ

プ
が

規
格

化
さ

れ
れ

ば
、
利

用
者

側
は

、
ど

こ
の

店
で

も
同

じ
ス

マ
ホ

ア
プ

リ
で

対
応

で
き

る
と

い
い

な
あ

と
。

3
2

3
2

0
1
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
開

発
メ

ー
カ

ー
洗

体
と

血
流

ケ
ア

の
「
タ

オ
ル

ホ
ル

ダ
」

肢
体

不
自

由
者

背
中

や
足

先
な

ど
の

洗
浄

用
具

を
必

要
と

さ
れ

る
人

は
、
就

寝
時

間
が

長
く

体
重

に
よ

り
血

管
が

圧
迫

さ
れ

、
血

液
の

循
環

が
悪

化
し

て
い

る
と

考
え

ら
れ

ま
す

。
こ

う
し

た
方

の
足

裏
か

ら
背

中
へ

と
マ

ッ
サ

ー
ジ

し
て

、
血

液
の

循
環

促
進

を
図

り
機

能
回

復
さ

せ
る

の
も

重
要

な
「
特

定
介

護
予

防
福

祉
用

具
」
の

役
割

と
考

え
、

入
浴

と
マ

ッ
サ

ー
ジ

兼
背

中
叩

き
が

出
来

る
「
タ

オ
ル

ホ
ル

ダ
」
を

考
案

し
試

作
し

ま
し

た
。

長
柄

は
曲

げ
加

工
が

容
易

な
ア

ル
ミ

平
鋼

を
使

用
し

、
先

端
に

ポ
リ

プ
ロ

ピ
レ

ン
の

支
枠

を
装

着
し

た
「
タ

オ
ル

ホ
ル

ダ
」
で

す
。

ま
た

長
柄

の
握

部
も

ポ
リ

プ
ロ

ピ
レ

ン
の

横
溝

付
き

平
板

2
枚

で
ア

ル
ミ

平
鋼

を
挟

み
、
Ｓ

Ｕ
Ｓ

ボ
ル

ト
と

ナ
イ

ロ
ン

蝶
ナ

ッ
ト

で
固

定
し

て
い

ま
す

。
し

か
し

石
鹸

水
が

付
く

と
滑

り
や

す
く

な
る

の
で

、
蝶

ナ
ッ

ト
を

指
の

間
に

挟
ん

で
握

り
滑

り
止

め
と

し
て

い
ま

す
。

納
入

時
、
平

鋼
は

ほ
ぼ

直
線

状
で

す
が

、
ご

利
用

者
の

腕
の

可
動

範
囲

を
検

討
の

上
、
ご

利
用

者
が

使
い

や
す

い
湾

曲
に

曲
げ

て
利

用
し

て
い

た
だ

き
ま

す
。

洗
体

用
タ

オ
ル

は
ご

利
用

者
の

好
み

で
、
下

記
に

の
「
タ

オ
ル

の
巻

き
方

」
を

参
考

に
巻

い
て

く
だ

さ
い

。

乾
燥

又
は

水
含

み
の

マ
ッ

サ
ー

ジ
タ

オ
ル

も
同

様
に

巻
い

て
、
ホ

ル
ダ

が
背

中
の

心
臓

裏
の

位
置

に
集

ま
る

よ
う

に
掻

き
上

げ
て

マ
ッ

サ
ー

ジ
し

ま
す

。
ま

た
支

枠
の

先
端

の
2

個
の

円
形

部
で

、
背

中
を

叩
く

の
も

血
流

ケ
ア

に
効

果
が

有
る

と
考

え
て

い
ま

す
。

寸
法

と
重

量
　
全

長
＝

5
7

㎝
　
本

体
重

量
＝

1
3

0
ｇ

巻
き

タ
オ

ル
の

寸
法

　
長

さ
＝

3
5

ｃ
ｍ

　
幅

＝
1
2

ｃ
ｍ

タ
オ

ル
の

巻
き

方
　
タ

オ
ル

を
支

枠
の

中
軸

の
上

か
ら

両
側

軸
の

下
を

通
し

、
方

側
を

巻
き

あ
げ

、
そ

の
上

に
も

う
一

方
を

被
せ

巻
き

こ
み

、
ゴ

ム
紐

輪
を

蝶
ナ

ッ
ト

に
掛

け
固

定
す

る
。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

3
2

4
2

0
1
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
開

発
メ

ー
カ

ー
洗

体
と

血
流

ケ
ア

の
「
タ

オ
ル

ホ
ル

ダ
」

肢
体

不
自

由
者

背
中

や
足

先
な

ど
の

洗
浄

用
具

を
必

要
と

さ
れ

る
人

は
、
就

寝
時

間
が

長
く

体
重

に
よ

り
血

管
が

圧
迫

さ
れ

、
血

液
の

循
環

が
悪

化
し

て
い

る
と

考
え

ら
れ

ま
す

。
こ

う
し

た
方

の
足

裏
か

ら
背

中
へ

と
マ

ッ
サ

ー
ジ

し
て

、
血

液
の

循
環

促
進

を
図

り
機

能
回

復
さ

せ
る

の
も

重
要

な
「
特

定
介

護
予

防
福

祉
用

具
」
の

役
割

と
考

え
、

入
浴

と
マ

ッ
サ

ー
ジ

兼
背

中
叩

き
が

出
来

る
「
タ

オ
ル

ホ
ル

ダ
」
を

考
案

し
試

作
し

ま
し

た
。

長
柄

は
曲

げ
加

工
が

容
易

な
ア

ル
ミ

平
鋼

を
使

用
し

、
先

端
に

ポ
リ

プ
ロ

ピ
レ

ン
の

支
枠

を
装

着
し

た
「
タ

オ
ル

ホ
ル

ダ
」
で

す
。

ま
た

長
柄

の
握

部
も

ポ
リ

プ
ロ

ピ
レ

ン
の

横
溝

付
き

平
板

2
枚

で
ア

ル
ミ

平
鋼

を
挟

み
、
Ｓ

Ｕ
Ｓ

ボ
ル

ト
と

ナ
イ

ロ
ン

蝶
ナ

ッ
ト

で
固

定
し

て
い

ま
す

。
し

か
し

石
鹸

水
が

付
く

と
滑

り
や

す
く

な
る

の
で

、
蝶

ナ
ッ

ト
を

指
の

間
に

挟
ん

で
握

り
滑

り
止

め
と

し
て

い
ま

す
。

納
入

時
、
平

鋼
は

ほ
ぼ

直
線

状
で

す
が

、
ご

利
用

者
の

腕
の

可
動

範
囲

を
検

討
の

上
、
ご

利
用

者
が

使
い

や
す

い
湾

曲
に

曲
げ

て
利

用
し

て
い

た
だ

き
ま

す
。

洗
体

用
タ

オ
ル

は
ご

利
用

者
の

好
み

で
、
下

記
に

の
「
タ

オ
ル

の
巻

き
方

」
を

参
考

に
巻

い
て

く
だ

さ
い

。

乾
燥

又
は

水
含

み
の

マ
ッ

サ
ー

ジ
タ

オ
ル

も
同

様
に

巻
い

て
、
ホ

ル
ダ

が
背

中
の

心
臓

裏
の

位
置

に
集

ま
る

よ
う

に
掻

き
上

げ
て

マ
ッ

サ
ー

ジ
し

ま
す

。
ま

た
支

枠
の

先
端

の
2

個
の

円
形

部
で

、
背

中
を

叩
く

の
も

血
流

ケ
ア

に
効

果
が

有
る

と
考

え
て

い
ま

す
。

寸
法

と
重

量
　
全

長
＝

5
7

㎝
　
本

体
重

量
＝

1
3

0
ｇ

巻
き

タ
オ

ル
の

寸
法

　
長

さ
＝

3
5

ｃ
ｍ

　
幅

＝
1
2

ｃ
ｍ

タ
オ

ル
の

巻
き

方
　
タ

オ
ル

を
支

枠
の

中
軸

の
上

か
ら

両
側

軸
の

下
を

通
し

、
片

側
を

巻
き

あ
げ

、
そ

の
上

に
も

う
一

方
を

被
せ

巻
き

こ
み

、
ゴ

ム
紐

輪
を

蝶
ナ

ッ
ト

に
掛

け
固

定
す

る
。

3
2

5
2

0
1
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
車

い
す

医
療

専
門

職
テ

ィ
ル

ト
・
リ

ク
ラ

イ
ニ

ン
グ

式
車

い
す

に
つ

い
て

肢
体

不
自

由
者

テ
ィ

ル
ト

・
リ

ク
ラ

イ
ニ

ン
グ

時
に

臀
部

の
位

置
が

前
方

に
ず

れ
、
大

腿
遠

位
が

座
面

か
ら

出
て

し
ま

う
の

で
、
映

画
館

の
エ

グ
ゼ

ク
テ

ィ
ブ

シ
ー

ト
の

よ
う

に
倒

す
と

座
面

が
前

方
に

ず
れ

る
車

い
す

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。

3
2

6
2

0
1
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
歩

行
器

医
療

専
門

職
歩

行
器

（
固

定
式

・
交

互
式

）
肢

体
不

自
由

者
失

調
の

あ
る

方
の

屋
内

移
動

の
た

め
に

、
歩

行
器

（
キ

ャ
ス

タ
ー

の
付

い
て

い
な

い
も

の
）
を

使
用

し
て

い
ま

す
。
し

か
し

、
重

心
を

歩
行

器
の

中
で

保
持

さ
せ

る
こ

と
が

難
し

く
、
特

に
前

方
へ

の
転

倒
リ

ス
ク

が
高

く
な

っ
て

し
ま

い
ま

す
。

歩
行

器
を

利
用

さ
れ

て
い

る
方

で
、
同

様
に

前
方

や
左

右
へ

の
転

倒
リ

ス
ク

が
高

い
と

思
わ

れ
る

方
が

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
し

た
が

、
コ

メ
ン

ト
頂

け
れ

ば
と

思
い

ま
す

。
〈
現

在
、
転

倒
予

防
器

具
を

開
発

中
で

す
。
）

宜
し

く
お

願
い

致
し

ま
す

。

3
2

7
2

0
1
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
車

い
す

利
用

者
コ

ン
パ

ク
ト

な
車

い
す

用
体

重
計

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
家

庭
用

体
重

計
が

4
つ

に
分

離
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

分
離

で
き

る
こ

と
に

よ
り

、
車

い
す

だ
け

で
な

く
一

般
の

方
も

大
型

犬
も

計
量

で
き

る
。

椅
子

を
載

せ
れ

ば
そ

の
ま

ま
椅

子
型

体
重

計
と

し
て

活
用

で
き

る
。

ワ
イ

ヤ
レ

ス
で

ス
マ

ホ
と

連
動

す
れ

ば
体

重
が

見
や

す
く

な
り

、
視

覚
障

害
者

も
利

用
で

き
る

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
医

療
用

で
は

な
く

家
庭

用
体

重
計

で
す

。

実
用

新
案

例
h

tt
p
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w
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0
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

3
2

4
2

0
1
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
開

発
メ

ー
カ

ー
洗

体
と

血
流

ケ
ア

の
「
タ

オ
ル

ホ
ル

ダ
」

肢
体

不
自

由
者

背
中

や
足

先
な

ど
の

洗
浄

用
具

を
必

要
と

さ
れ

る
人

は
、
就

寝
時

間
が

長
く

体
重

に
よ

り
血

管
が

圧
迫

さ
れ

、
血

液
の

循
環

が
悪

化
し

て
い

る
と

考
え

ら
れ

ま
す

。
こ

う
し

た
方

の
足

裏
か

ら
背

中
へ

と
マ

ッ
サ

ー
ジ

し
て

、
血

液
の

循
環

促
進

を
図

り
機

能
回

復
さ

せ
る

の
も

重
要

な
「
特

定
介

護
予

防
福

祉
用

具
」
の

役
割

と
考

え
、

入
浴

と
マ

ッ
サ

ー
ジ

兼
背

中
叩

き
が

出
来

る
「
タ

オ
ル

ホ
ル

ダ
」
を

考
案

し
試

作
し

ま
し

た
。

長
柄

は
曲

げ
加

工
が

容
易

な
ア

ル
ミ

平
鋼

を
使

用
し

、
先

端
に

ポ
リ

プ
ロ

ピ
レ

ン
の

支
枠

を
装

着
し

た
「
タ

オ
ル

ホ
ル

ダ
」
で

す
。

ま
た

長
柄

の
握

部
も

ポ
リ

プ
ロ

ピ
レ

ン
の

横
溝

付
き

平
板

2
枚

で
ア

ル
ミ

平
鋼

を
挟

み
、
Ｓ

Ｕ
Ｓ

ボ
ル

ト
と

ナ
イ

ロ
ン

蝶
ナ

ッ
ト

で
固

定
し

て
い

ま
す

。
し

か
し

石
鹸

水
が

付
く

と
滑

り
や

す
く

な
る

の
で

、
蝶

ナ
ッ

ト
を

指
の

間
に

挟
ん

で
握

り
滑

り
止

め
と

し
て

い
ま

す
。

納
入

時
、
平

鋼
は

ほ
ぼ

直
線

状
で

す
が

、
ご

利
用

者
の

腕
の

可
動

範
囲

を
検

討
の

上
、
ご

利
用

者
が

使
い

や
す

い
湾

曲
に

曲
げ

て
利

用
し

て
い

た
だ

き
ま

す
。

洗
体

用
タ

オ
ル

は
ご

利
用

者
の

好
み

で
、
下

記
に

の
「
タ

オ
ル

の
巻

き
方

」
を

参
考

に
巻

い
て

く
だ

さ
い

。

乾
燥

又
は

水
含

み
の

マ
ッ

サ
ー

ジ
タ

オ
ル

も
同

様
に

巻
い

て
、
ホ

ル
ダ

が
背

中
の

心
臓

裏
の

位
置

に
集

ま
る

よ
う

に
掻

き
上

げ
て

マ
ッ

サ
ー

ジ
し

ま
す

。
ま

た
支

枠
の

先
端

の
2

個
の

円
形

部
で

、
背

中
を

叩
く

の
も

血
流

ケ
ア

に
効

果
が

有
る

と
考

え
て

い
ま

す
。

寸
法

と
重

量
　
全

長
＝

5
7

㎝
　
本

体
重

量
＝

1
3

0
ｇ

巻
き

タ
オ

ル
の

寸
法

　
長

さ
＝

3
5

ｃ
ｍ

　
幅

＝
1
2

ｃ
ｍ

タ
オ

ル
の

巻
き

方
　
タ

オ
ル

を
支

枠
の

中
軸

の
上

か
ら

両
側

軸
の

下
を

通
し

、
片

側
を

巻
き

あ
げ

、
そ

の
上

に
も

う
一

方
を

被
せ

巻
き

こ
み

、
ゴ

ム
紐

輪
を

蝶
ナ

ッ
ト

に
掛

け
固

定
す

る
。

3
2

5
2

0
1
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
車

い
す

医
療

専
門

職
テ

ィ
ル

ト
・
リ

ク
ラ

イ
ニ

ン
グ

式
車

い
す

に
つ

い
て

肢
体

不
自

由
者

テ
ィ

ル
ト

・
リ

ク
ラ

イ
ニ

ン
グ

時
に

臀
部

の
位

置
が

前
方

に
ず

れ
、
大

腿
遠

位
が

座
面

か
ら

出
て

し
ま

う
の

で
、
映

画
館

の
エ

グ
ゼ

ク
テ

ィ
ブ

シ
ー

ト
の

よ
う

に
倒

す
と

座
面

が
前

方
に

ず
れ

る
車

い
す

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。

3
2

6
2

0
1
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
歩

行
器

医
療

専
門

職
歩

行
器

（
固

定
式

・
交

互
式

）
肢

体
不

自
由

者
失

調
の

あ
る

方
の

屋
内

移
動

の
た

め
に

、
歩

行
器

（
キ

ャ
ス

タ
ー

の
付

い
て

い
な

い
も

の
）
を

使
用

し
て

い
ま

す
。
し

か
し

、
重

心
を

歩
行

器
の

中
で

保
持

さ
せ

る
こ

と
が

難
し

く
、
特

に
前

方
へ

の
転

倒
リ

ス
ク

が
高

く
な

っ
て

し
ま

い
ま

す
。

歩
行

器
を

利
用

さ
れ

て
い

る
方

で
、
同

様
に

前
方

や
左

右
へ

の
転

倒
リ

ス
ク

が
高

い
と

思
わ

れ
る

方
が

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
し

た
が

、
コ

メ
ン

ト
頂

け
れ

ば
と

思
い

ま
す

。
〈
現

在
、
転

倒
予

防
器

具
を

開
発

中
で

す
。
）

宜
し

く
お

願
い

致
し

ま
す

。

3
2

7
2

0
1
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
車

い
す

利
用

者
コ

ン
パ

ク
ト

な
車

い
す

用
体

重
計

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
家

庭
用

体
重

計
が

4
つ

に
分

離
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

分
離

で
き

る
こ

と
に

よ
り

、
車

い
す

だ
け

で
な

く
一

般
の

方
も

大
型

犬
も

計
量

で
き

る
。

椅
子

を
載

せ
れ

ば
そ

の
ま

ま
椅

子
型

体
重

計
と

し
て

活
用

で
き

る
。

ワ
イ

ヤ
レ

ス
で

ス
マ

ホ
と

連
動

す
れ

ば
体

重
が

見
や

す
く

な
り

、
視

覚
障

害
者

も
利

用
で

き
る

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
医

療
用

で
は

な
く

家
庭

用
体

重
計

で
す

。

実
用

新
案

例
h

tt
p
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/w

w
w
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u

b
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0
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

3
2

8
2

0
1
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
介

護
・
訓

練
支

援
用

具
利

用
者

リ
フ

ト
の

ス
リ

ン
グ

シ
ー

ト
肢

体
不

自
由

者
私

は
両

手
両

足
不

自
由

で
座

位
も

保
て

ま
せ

ん
。

移
乗

は
抱

き
か

か
え

て
も

ら
っ

て
い

ま
す

。
介

助
す

る
方

に
と

て
も

負
担

が
か

か
る

の
で

何
度

も
リ

フ
ト

は
考

え
た

の
で

す
が

、
実

用
的

に
使

え
る

ス
リ

ン
グ

シ
ー

ト
が

あ
り

ま
せ

ん
。

ベ
ッ

ド
か

ら
車

椅
子

に
移

乗
す

る
際

は
問

題
な

い
の

で
す

が
、
一

番
肝

心
な

ト
イ

レ
・
お

風
呂

の
時

に
使

え
ま

せ
ん

。
私

は
ト

イ
レ

の
時

、
し

っ
か

り
と

腰
が

立
っ

た
状

態
じ

ゃ
な

い
と

出
来

ま
せ

ん
。

全
身

を
す

っ
ぽ

り
覆

う
シ

ー
ト

だ
と

、
下

半
身

は
全

部
脱

が
な

い
と

使
用

で
き

ず
、

上
下

が
繋

が
っ

た
シ

ー
ト

で
も

下
半

身
の

部
分

は
便

座
に

座
っ

た
後

、
は

ず
さ

な
い

と
出

来
ま

せ
ん

。
は

ず
し

た
場

合
体

勢
が

崩
れ

て
し

ま
い

排
便

が
し

づ
ら

く
便

が
出

な
く

な
っ

て
し

ま
い

ま
す

。
ま

た
、
排

便
時

間
が

長
い

為
、
シ

ー
ト

を
つ

け
た

ま
ま

長
時

間
い

る
こ

と
は

難
し

い
で

す
。

全
部

取
り

外
し

た
と

し
て

も
、
付

け
直

す
こ

と
も

出
来

ま
せ

ん
。

そ
こ

で
お

願
い

な
の

で
す

が
、
上

半
身

の
部

分
だ

け
で

体
を

支
え

ら
れ

る
ス

リ
ン

グ
シ

ー
ト

を
作

っ
て

頂
け

な
い

で
し

ょ
う

か
？

竹
虎

の
架

け
替

え
が

で
き

る
リ

フ
ト

を
使

っ
て

い
る

の
で

す
が

、
天

上
の

低
い

部
分

が
あ

り
、

架
け

替
え

の
際

、
足

先
が

擦
れ

て
し

ま
い

爪
が

あ
た

っ
て

剥
が

れ
そ

う
な

危
険

が
あ

り
ま

す
。

住
宅

事
情

を
気

に
す

る
こ

と
な

く
架

け
替

え
が

出
来

る
リ

フ
ト

を
作

っ
て

頂
き

た
い

で
す

。

3
2

9
2

0
1
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
歩

行
器

利
用

者
の

家
族

自
走

式
歩

行
補

助
器

高
齢

者
従

来
の

車
い

す
以

下
シ

ル
バ

ー
手

押
し

車
以

上
の

も
の

を
探

し
て

い
ま

す
座

面
が

足
を

軽
く

曲
げ

た
位

の
高

さ
で

地
面

を
蹴

っ
て

移
動

で
き

、
接

地
面

は
三

輪
車

様
の

物
一

緒
に

移
動

す
る

と
き

目
線

の
高

さ
が

著
し

く
変

わ
ら

ず
、
自

分
で

歩
い

て
る

と
感

じ
ら

れ
る

よ
う

な
も

の

3
3

0
2

0
1
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
車

い
す

医
療

専
門

職
テ

ィ
ル

ト
リ

ク
ラ

イ
ニ

ン
グ

車
椅

子
の

角
度

共
有

化

肢
体

不
自

由
者

既
に

あ
る

の
か

も
し

れ
な

い
の

し
れ

な
い

で
す

が
、
テ

ィ
ル

ト
角

度
、
リ

ク
ラ

イ
ニ

ン
グ

角
度

が
数

値
や

色
等

で
ど

の
程

度
動

か
し

て
い

る
の

か
把

握
し

や
す

い
と

、
ご

家
族

や
多

職
種

の
伝

達
が

行
い

や
す

い
の

で
は

な
い

か
と

思
い

ま
す

。
移

乗
や

片
付

け
る

と
き

に
は

角
度

は
元

の
状

態
に

戻
し

て
し

ま
う

こ
と

も
あ

る
と

思
う

の
で

。

3
3

1
2

0
1
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
開

発
メ

ー
カ

ー
ネ

ジ
締

め
な

ど
な

く
簡

単
に

角
度

調
整

、
固

定
が

で
き

る
簡

単
に

角
度

調
整

、
固

定
が

で
き

る

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 聴

覚
障

害
者

 言
語

障
害

者
 盲

ろ
う

者
 障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

ネ
ジ

締
め

な
ど

な
く

簡
単

に
角

度
調

整
、
固

定
が

で
き

る
　
こ

う
い

う
場

面
で

、
こ

ん
な

福
祉

用
具

が
あ

っ
た

ら
本

当
に

助
か

る
！

っ
て

い
う

も
の

が
も

し
あ

れ
ば

教
え

て
い

た
だ

け
な

い
で

し
ょ

う
か

？
そ

う
い

っ
た

困
っ

た
方

の
力

に
な

れ
る

福
祉

用
具

を
開

発
し

た
い

と
思

っ
て

お
り

ま
す

。
こ

の
分

野
は

全
く

の
素

人
で

異
業

種
の

者
で

す
。

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

。

3
3

2
2

0
1
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

ド
ラ

ゴ
ン

ス
ピ

ー
チ

1
1

肢
体

不
自

由
者

ニ
ュ

ア
ン

ス
・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ズ
・
ジ

ャ
パ

ン
株

式
会

社
よ

り
販

売
さ

れ
て

い
る

音
声

認
識

・
入

力
ソ

フ
ト

を
使

用
し

て
ま

す
が

、
声

で
パ

ソ
コ

ン
を

操
作

し
た

り
、
文

字
入

力
が

で
き

る
の

で
、

肢
体

不
自

由
者

の
か

た
に

役
に

立
つ

の
で

は
と

思
い

連
絡

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

し
た

。
使

い
方

次
第

で
す

が
、
声

だ
け

で
T

w
it

te
rや

F
a
c
e

b
o

o
k
に

投
稿

で
き

た
り

、
マ

ウ
ス

操
作

も
声

で
で

き
る

の
で

、
な

ん
で

も
P

C
が

な
い

と
い

け
な

く
な

っ
て

き
た

時
代

な
の

で
、

必
要

か
と

思
い

ま
す

。
た

だ
、
ソ

フ
ト

を
購

入
す

る
の

に
け

っ
こ

う
販

売
価

格
が

高
い

の
で

、
そ

こ
が

障
害

者
の

方
た

ち
に

負
担

に
な

る
の

で
は

と
思

い
ま

す
。

H
P

→
h

tt
p

:/
/
ja

p
a
n

.n
u

a
n

c
e

.c
o

m
/
d

ra
g

o
n

s
p

e
e

c
h
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3
3

3
2

0
1
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
装

具
利

用
者

簡
単

に
脱

着
可

能
な

リ
ハ

ビ
リ

訓
練

用
下

肢
装

具

肢
体

不
自

由
者

現
在

、
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

に
て

下
肢

の
リ

ハ
ビ

リ
を

実
施

し
、
長

下
肢

装
具

を
使

用
し

て
い

る
が

、
脱

着
に

時
間

が
か

か
る

。
歩

行
の

た
め

の
も

の
で

な
く

、
立

位
訓

練
の

た
め

に
簡

易
脱

着
式

の
長

下
肢

装
具

が
あ

る
と

助
か

り
ま

す
。

そ
の

よ
う

な
情

報
を

持
ち

合
わ

せ
て

い
る

方
が

い
れ

ば
ご

連
絡

い
た

だ
き

た
い

。
ま

た
、
開

発
い

た
だ

け
る

と
同

じ
ニ

ー
ズ

を
持

っ
て

い
る

方
が

助
か

る
と

思
い

ま
す

。

49

- 119 -

186625 報告書_本文_2校 (127)

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

3
2

8
2

0
1
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
介

護
・
訓

練
支

援
用

具
利

用
者

リ
フ

ト
の

ス
リ

ン
グ

シ
ー

ト
肢

体
不

自
由

者
私

は
両

手
両

足
不

自
由

で
座

位
も

保
て

ま
せ

ん
。

移
乗

は
抱

き
か

か
え

て
も

ら
っ

て
い

ま
す

。
介

助
す

る
方

に
と

て
も

負
担

が
か

か
る

の
で

何
度

も
リ

フ
ト

は
考

え
た

の
で

す
が

、
実

用
的

に
使

え
る

ス
リ

ン
グ

シ
ー

ト
が

あ
り

ま
せ

ん
。

ベ
ッ

ド
か

ら
車

椅
子

に
移

乗
す

る
際

は
問

題
な

い
の

で
す

が
、
一

番
肝

心
な

ト
イ

レ
・
お

風
呂

の
時

に
使

え
ま

せ
ん

。
私

は
ト

イ
レ

の
時

、
し

っ
か

り
と

腰
が

立
っ

た
状

態
じ

ゃ
な

い
と

出
来

ま
せ

ん
。

全
身

を
す

っ
ぽ

り
覆

う
シ

ー
ト

だ
と

、
下

半
身

は
全

部
脱

が
な

い
と

使
用

で
き

ず
、

上
下

が
繋

が
っ

た
シ

ー
ト

で
も

下
半

身
の

部
分

は
便

座
に

座
っ

た
後

、
は

ず
さ

な
い

と
出

来
ま

せ
ん

。
は

ず
し

た
場

合
体

勢
が

崩
れ

て
し

ま
い

排
便

が
し

づ
ら

く
便

が
出

な
く

な
っ

て
し

ま
い

ま
す

。
ま

た
、
排

便
時

間
が

長
い

為
、
シ

ー
ト

を
つ

け
た

ま
ま

長
時

間
い

る
こ

と
は

難
し

い
で

す
。

全
部

取
り

外
し

た
と

し
て

も
、
付

け
直

す
こ

と
も

出
来

ま
せ

ん
。

そ
こ

で
お

願
い

な
の

で
す

が
、
上

半
身

の
部

分
だ

け
で

体
を

支
え

ら
れ

る
ス

リ
ン

グ
シ

ー
ト

を
作

っ
て

頂
け

な
い

で
し

ょ
う

か
？

竹
虎

の
架

け
替

え
が

で
き

る
リ

フ
ト

を
使

っ
て

い
る

の
で

す
が

、
天

上
の

低
い

部
分

が
あ

り
、

架
け

替
え

の
際

、
足

先
が

擦
れ

て
し

ま
い

爪
が

あ
た

っ
て

剥
が

れ
そ

う
な

危
険

が
あ

り
ま

す
。

住
宅

事
情

を
気

に
す

る
こ

と
な

く
架

け
替

え
が

出
来

る
リ

フ
ト

を
作

っ
て

頂
き

た
い

で
す

。

3
2

9
2

0
1
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
歩

行
器

利
用

者
の

家
族

自
走

式
歩

行
補

助
器

高
齢

者
従

来
の

車
い

す
以

下
シ

ル
バ

ー
手

押
し

車
以

上
の

も
の

を
探

し
て

い
ま

す
座

面
が

足
を

軽
く

曲
げ

た
位

の
高

さ
で

地
面

を
蹴

っ
て

移
動

で
き

、
接

地
面

は
三

輪
車

様
の

物
一

緒
に

移
動

す
る

と
き

目
線

の
高

さ
が

著
し

く
変

わ
ら

ず
、
自

分
で

歩
い

て
る

と
感

じ
ら

れ
る

よ
う

な
も

の

3
3

0
2

0
1
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
車

い
す

医
療

専
門

職
テ

ィ
ル

ト
リ

ク
ラ

イ
ニ

ン
グ

車
椅

子
の

角
度

共
有

化

肢
体

不
自

由
者

既
に

あ
る

の
か

も
し

れ
な

い
の

し
れ

な
い

で
す

が
、
テ

ィ
ル

ト
角

度
、
リ

ク
ラ

イ
ニ

ン
グ

角
度

が
数

値
や

色
等

で
ど

の
程

度
動

か
し

て
い

る
の

か
把

握
し

や
す

い
と

、
ご

家
族

や
多

職
種

の
伝

達
が

行
い

や
す

い
の

で
は

な
い

か
と

思
い

ま
す

。
移

乗
や

片
付

け
る

と
き

に
は

角
度

は
元

の
状

態
に

戻
し

て
し

ま
う

こ
と

も
あ

る
と

思
う

の
で

。

3
3

1
2

0
1
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
開

発
メ

ー
カ

ー
ネ

ジ
締

め
な

ど
な

く
簡

単
に

角
度

調
整

、
固

定
が

で
き

る
簡

単
に

角
度

調
整

、
固

定
が

で
き

る

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 聴

覚
障

害
者

 言
語

障
害

者
 盲

ろ
う

者
 障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

ネ
ジ

締
め

な
ど

な
く

簡
単

に
角

度
調

整
、
固

定
が

で
き

る
　
こ

う
い

う
場

面
で

、
こ

ん
な

福
祉

用
具

が
あ

っ
た

ら
本

当
に

助
か

る
！

っ
て

い
う

も
の

が
も

し
あ

れ
ば

教
え

て
い

た
だ

け
な

い
で

し
ょ

う
か

？
そ

う
い

っ
た

困
っ

た
方

の
力

に
な

れ
る

福
祉

用
具

を
開

発
し

た
い

と
思

っ
て

お
り

ま
す

。
こ

の
分

野
は

全
く

の
素

人
で

異
業

種
の

者
で

す
。

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

。

3
3

2
2

0
1
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

ド
ラ

ゴ
ン

ス
ピ

ー
チ

1
1

肢
体

不
自

由
者

ニ
ュ

ア
ン

ス
・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ズ
・
ジ

ャ
パ

ン
株

式
会

社
よ

り
販

売
さ

れ
て

い
る

音
声

認
識

・
入

力
ソ

フ
ト

を
使

用
し

て
ま

す
が

、
声

で
パ

ソ
コ

ン
を

操
作

し
た

り
、
文

字
入

力
が

で
き

る
の

で
、

肢
体

不
自

由
者

の
か

た
に

役
に

立
つ

の
で

は
と

思
い

連
絡

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

し
た

。
使

い
方

次
第

で
す

が
、
声

だ
け

で
T

w
it

te
rや

F
a
c
e

b
o

o
k
に

投
稿

で
き

た
り

、
マ

ウ
ス

操
作

も
声

で
で

き
る

の
で

、
な

ん
で

も
P

C
が

な
い

と
い

け
な

く
な

っ
て

き
た

時
代

な
の

で
、

必
要

か
と

思
い

ま
す

。
た

だ
、
ソ

フ
ト

を
購

入
す

る
の

に
け

っ
こ

う
販

売
価

格
が

高
い

の
で

、
そ

こ
が

障
害

者
の

方
た

ち
に

負
担

に
な

る
の

で
は

と
思

い
ま

す
。

H
P

→
h
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p
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/
ja

p
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.n
u
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3
3

3
2

0
1
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
装

具
利

用
者

簡
単

に
脱

着
可

能
な

リ
ハ

ビ
リ

訓
練

用
下

肢
装

具

肢
体

不
自

由
者

現
在

、
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

に
て

下
肢

の
リ

ハ
ビ

リ
を

実
施

し
、
長

下
肢

装
具

を
使

用
し

て
い

る
が

、
脱

着
に

時
間

が
か

か
る

。
歩

行
の

た
め

の
も

の
で

な
く

、
立

位
訓

練
の

た
め

に
簡

易
脱

着
式

の
長

下
肢

装
具

が
あ

る
と

助
か

り
ま

す
。

そ
の

よ
う

な
情

報
を

持
ち

合
わ

せ
て

い
る

方
が

い
れ

ば
ご

連
絡

い
た

だ
き

た
い

。
ま

た
、
開

発
い

た
だ

け
る

と
同

じ
ニ

ー
ズ

を
持

っ
て

い
る

方
が

助
か

る
と

思
い

ま
す

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

3
3

4
2

0
1
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)リ
ー

チ
ャ

ー
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
リ

ー
チ

ャ
ー

マ
ジ

ッ
ク

ハ
ン

ド
 タ

イ
プ

の
「
リ

ー
チ

ャ
ー

」
に

つ
き

ま
し

て

こ
の

ほ
ど

、
握

力
の

弱
い

方
用

に
市

販
の

マ
ジ

ッ
ク

ハ
ン

ド
を

改
造

し
て

電
動

式
に

し
た

と
こ

ろ
、
重

宝
さ

れ
て

い
る

様
で

し
た

。

電
動

式
に

限
ら

ず
、
も

し
、
現

存
の

市
販

の
リ

ー
チ

ャ
ー

に
対

し
て

改
善

の
ご

要
望

・
需

要
が

あ
る

様
で

し
た

ら
ご

要
望

を
反

映
し

て
の

量
産

を
考

え
て

い
ま

す
。

自
分

の
周

囲
で

の
要

望
を

ま
と

め
る

と
、
お

お
よ

そ
以

下
の

様
で

し
た

が
、

そ
の

他
、
“
こ

ん
な

リ
ー

チ
ャ

ー
が

欲
し

い
”
、
“
リ

ー
チ

ャ
ー

で
こ

ん
な

こ
と

が
出

来
る

と
良

い
”
な

ど
、
ご

意
見

い
た

だ
け

ま
し

た
ら

幸
い

で
す

。

・
軽

い
。

・
安

い
。

・
折

り
た

た
み

式
、
ま

た
は

伸
縮

式
で

コ
ン

パ
ク

ト
に

で
き

る
。

・
細

か
い

も
の

が
つ

ま
め

る
。

・
握

力
が

弱
く

て
も

使
え

る
。

・
物

を
つ

か
ん

だ
ま

ま
、
た

ぐ
り

寄
せ

る
こ

と
が

で
き

る
。

・
外

出
時

に
持

っ
て

行
っ

て
も

違
和

感
の

な
い

デ
ザ

イ
ン

。

ま
た

、
本

掲
示

板
は

大
変

有
意

義
な

も
の

と
は

思
い

ま
す

が
、
閑

散
と

し
て

い
る

様
で

す
の

で
、
ご

意
見

を
う

か
が

う
こ

と
の

出
来

る
別

の
場

所
、
手

段
の

情
報

な
ど

も
い

た
だ

け
ま

す
と

幸
い

で
す

。

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。

3
3

5
2

0
1
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
車

い
す

利
用

者
車

椅
子

の
手

押
し

ハ
ン

ド
ル

部
分

に
つ

い
て

、
メ

ー
カ

ー
さ

ん
に

要
望

で
す

肢
体

不
自

由
者

車
椅

子
ユ

ー
ザ

ー
で

す
が

、
狭

い
家

の
中

で
手

押
し

ハ
ン

ド
ル

が
バ

ッ
ク

す
る

際
に

よ
く

ぶ
つ

か
っ

て
し

ま
い

ま
す

。
介

助
式

車
椅

子
な

ら
と

も
か

く
自

走
式

の
タ

イ
プ

場
合

は
、
グ

リ
ッ

プ
＋

介
助

式
ブ

レ
ー

キ
部

分
を

ワ
ン

タ
ッ

チ
で

折
れ

曲
げ

た
り

、
上

に
上

げ
て

ロ
ッ

ク
す

る
よ

う
な

仕
様

に
な

ら
な

い
も

の
で

し
ょ

う
か

？
背

折
れ

式
の

も
の

は
あ

る
の

に
、
私

の
知

る
限

り
ど

の
車

椅
子

も
ハ

ン
ド

ル
は

突
き

出
た

ま
ま

で
、
見

た
目

も
よ

く
な

い
。

な
に

か
理

由
が

あ
る

の
で

し
ょ

う
か

？

3
3

6
2

0
1
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
医

療
専

門
職

片
側

歩
行

器
肢

体
不

自
由

者
理

学
療

法
士

で
す

。
片

側
歩

行
器

は
、
脚

部
の

先
が

ゴ
ム

の
も

の
は

一
般

的
で

す
が

、
脚

部
が

固
定

輪
で

荷
重

ブ
レ

ー
キ

構
造

に
な

っ
て

い
る

も
の

を
探

し
て

い
ま

す
。
国

内
で

は
、
な

か
な

か
あ

り
そ

う
で

無
い

で
す

。
ア

メ
リ

カ
に

は
、
あ

る
み

た
い

で
す

。
W

E
B

上
み

ま
し

た
。

脳
卒

中
の

患
者

さ
ん

の
リ

ハ
ビ

リ
で

、
非

麻
痺

側
手

が
上

手
く

使
え

な
い

方
の

歩
行

練
習

導
入

時
期

に
使

い
た

い
場

面
が

あ
り

ま
す

。
現

在
は

、
点

滴
棒

で
代

用
し

て
い

ま
す

が
、
自

在
輪

な
の

で
や

や
不

安
定

な
の

が
困

り
ま

す
。

国
内

の
業

者
さ

ん
、
製

造
を

検
討

く
だ

さ
い

。

3
3

7
2

0
1
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
利

用
者

重
度

視
覚

障
が

い
者

の
た

め
の

歩
行

補
助

具
視

覚
障

害
者

　
盲

導
犬

は
、
厚

生
省

が
2

0
年

前
か

ら
2

0
0

0
頭

を
目

指
し

ま
し

た
が

、
1
0

0
0

頭
ど

ま
り

で
す

。
我

が
国

の
産

業
ロ

ボ
ッ

ト
・
G

P
S

ナ
ビ

ゲ
ー

シ
ョ

ン
の

技
術

を
使

っ
て

視
覚

障
が

い
者

の
歩

行
補

助
具

を
開

発
し

て
自

由
に

外
出

で
き

る
よ

う
に

す
る

の
が

国
の

責
務

で
す

。
街

に
は

陸
橋

や
跨

線
橋

な
ど

の
段

差
が

あ
り

、
車

輪
付

き
の

重
量

の
あ

る
機

器
は

実
用

に
は

な
り

ま
せ

ん
か

ら
、
軽

量
コ

ン
パ

ク
ト

な
機

器
が

求
め

ら
れ

ま
す

。
3

0
0

0
万

円
程

度
の

賞
金

を
設

け
て

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で

世
界

中
の

ベ
ン

チ
ャ

ー
や

企
業

に
実

用
可

能
な

開
発

を
求

め
て

、
採

用
し

た
も

の
を

補
装

具
に

す
る

と
一

挙
に

機
器

開
発

で
き

る
も

の
と

思
い

ま
す

。
盲

導
犬

は
通

勤
通

学
な

ど
同

じ
と

こ
ろ

へ
通

う
場

合
に

は
き

わ
め

て
有

効
で

す
が

、
あ

ん
ま

マ
ッ

サ
ー

ジ
な

ど
生

業
で

は
数

十
件

の
患

者
宅

を
犬

は
覚

え
ら

れ
ま

せ
ん

か
ら

ほ
と

ん
ど

使
い

物
に

な
り

ま
せ

ん
。
欧

米
式

の
訓

練
方

法
が

犬
を

座
右

に
お

く
よ

う
に

訓
練

し
て

い
ま

す
か

ら
、
我

が
国

の
よ

う
に

住
環

境
が

上
下

を
区

別
す

る
生

活
で

は
、
特

に
あ

ん
ま

マ
ッ

サ
ー

ジ
の

生
業

を
営

む
者

に
と

っ
て

は
適

合
し

ま
せ

ん
。
ま

た
我

が
国

の
タ

ク
シ

ー
に

は
盲

導
犬

を
リ

ア
の

床
に

乗
せ

る
た

め
、
後

の
客

が
犬

の
に

お
い

や
毛

を
嫌

う
の

で
運

転
者

が
乗

車
拒

否
し

た
り

、
飲

食
店

や
ホ

テ
ル

な
ど

も
避

け
る

こ
と

も
少

な
く

あ
り

ま
せ

ん
。

　
重

度
視

覚
障

が
い

者
ひ

と
り

ひ
と

り
に

パ
ソ

コ
ン

と
前

述
の

周
辺

機
器

や
ソ

フ
ト

を
支

給
し

て
盲

学
校

の
教

育
や

自
立

訓
練

に
徹

底
的

に
行

う
こ

と
で

、
ハ

ン
デ

ィ
キ

ャ
ッ

プ
の

克
服

と
広

く
社

会
参

加
に

よ
る

就
労

の
道

が
開

け
ま

す
。

　
ま

た
、
一

定
期

間
ヘ

ル
パ

ー
に

よ
る

通
勤

や
通

学
を

補
償

す
る

こ
と

と
、
自

動
車

に
よ

る
移

動
を

補
償

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

外
出

権
が

補
償

さ
れ

ま
す

。

3
3

8
2

0
1
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
供

給
事

業
者

車
い

す
用

杖
入

れ
肢

体
不

自
由

者
車

い
す

用
の

杖
入

れ
は

、
メ

ー
カ

ー
に

よ
っ

て
は

あ
り

ま
す

が
、

す
べ

て
の

車
い

す
に

適
用

す
る

わ
け

で
は

な
く

、
特

に
電

動
車

い
す

を
ご

利
用

の
方

で
、

４
点

杖
も

併
用

し
て

い
る

方
が

、
外

出
の

際
に

杖
を

一
緒

に
持

っ
て

い
け

る
と

助
か

る
と

の
こ

と
で

し
た

が
、
電

動
車

い
す

に
取

り
付

け
が

で
き

る
４

点
杖

入
れ

、
杖

入
れ

は
見

つ
け

ら
れ

な
か

っ
た

の
で

、
な

ん
と

か
車

い
す

お
よ

び
歩

行
器

で
し

っ
か

り
と

杖
が

固
定

で
き

る
付

属
品

、
も

し
く

は
車

い
す

そ
の

も
の

に
杖

入
れ

が
あ

る
よ

う
な

も
の

が
あ

る
と

良
い

と
感

じ
ま

し
た

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

3
3

4
2

0
1
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)リ
ー

チ
ャ

ー
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
リ

ー
チ

ャ
ー

マ
ジ

ッ
ク

ハ
ン

ド
 タ

イ
プ

の
「
リ

ー
チ

ャ
ー

」
に

つ
き

ま
し

て

こ
の

ほ
ど

、
握

力
の

弱
い

方
用

に
市

販
の

マ
ジ

ッ
ク

ハ
ン

ド
を

改
造

し
て

電
動

式
に

し
た

と
こ

ろ
、
重

宝
さ

れ
て

い
る

様
で

し
た

。

電
動

式
に

限
ら

ず
、
も

し
、
現

存
の

市
販

の
リ

ー
チ

ャ
ー

に
対

し
て

改
善

の
ご

要
望

・
需

要
が

あ
る

様
で

し
た

ら
ご

要
望

を
反

映
し

て
の

量
産

を
考

え
て

い
ま

す
。

自
分

の
周

囲
で

の
要

望
を

ま
と

め
る

と
、
お

お
よ

そ
以

下
の

様
で

し
た

が
、

そ
の

他
、
“
こ

ん
な

リ
ー

チ
ャ

ー
が

欲
し

い
”
、
“
リ

ー
チ

ャ
ー

で
こ

ん
な

こ
と

が
出

来
る

と
良

い
”
な

ど
、
ご

意
見

い
た

だ
け

ま
し

た
ら

幸
い

で
す

。

・
軽

い
。

・
安

い
。

・
折

り
た

た
み

式
、
ま

た
は

伸
縮

式
で

コ
ン

パ
ク

ト
に

で
き

る
。

・
細

か
い

も
の

が
つ

ま
め

る
。

・
握

力
が

弱
く

て
も

使
え

る
。

・
物

を
つ

か
ん

だ
ま

ま
、
た

ぐ
り

寄
せ

る
こ

と
が

で
き

る
。

・
外

出
時

に
持

っ
て

行
っ

て
も

違
和

感
の

な
い

デ
ザ

イ
ン

。

ま
た

、
本

掲
示

板
は

大
変

有
意

義
な

も
の

と
は

思
い

ま
す

が
、
閑

散
と

し
て

い
る

様
で

す
の

で
、
ご

意
見

を
う

か
が

う
こ

と
の

出
来

る
別

の
場

所
、
手

段
の

情
報

な
ど

も
い

た
だ

け
ま

す
と

幸
い

で
す

。

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。

3
3

5
2

0
1
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
車

い
す

利
用

者
車

椅
子

の
手

押
し

ハ
ン

ド
ル

部
分

に
つ

い
て

、
メ

ー
カ

ー
さ

ん
に

要
望

で
す

肢
体

不
自

由
者

車
椅

子
ユ

ー
ザ

ー
で

す
が

、
狭

い
家

の
中

で
手

押
し

ハ
ン

ド
ル

が
バ

ッ
ク

す
る

際
に

よ
く

ぶ
つ

か
っ

て
し

ま
い

ま
す

。
介

助
式

車
椅

子
な

ら
と

も
か

く
自

走
式

の
タ

イ
プ

場
合

は
、
グ

リ
ッ

プ
＋

介
助

式
ブ

レ
ー

キ
部

分
を

ワ
ン

タ
ッ

チ
で

折
れ

曲
げ

た
り

、
上

に
上

げ
て

ロ
ッ

ク
す

る
よ

う
な

仕
様

に
な

ら
な

い
も

の
で

し
ょ

う
か

？
背

折
れ

式
の

も
の

は
あ

る
の

に
、
私

の
知

る
限

り
ど

の
車

椅
子

も
ハ

ン
ド

ル
は

突
き

出
た

ま
ま

で
、
見

た
目

も
よ

く
な

い
。

な
に

か
理

由
が

あ
る

の
で

し
ょ

う
か

？

3
3

6
2

0
1
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
医

療
専

門
職

片
側

歩
行

器
肢

体
不

自
由

者
理

学
療

法
士

で
す

。
片

側
歩

行
器

は
、
脚

部
の

先
が

ゴ
ム

の
も

の
は

一
般

的
で

す
が

、
脚

部
が

固
定

輪
で

荷
重

ブ
レ

ー
キ

構
造

に
な

っ
て

い
る

も
の

を
探

し
て

い
ま

す
。
国

内
で

は
、
な

か
な

か
あ

り
そ

う
で

無
い

で
す

。
ア

メ
リ

カ
に

は
、
あ

る
み

た
い

で
す

。
W

E
B

上
み

ま
し

た
。

脳
卒

中
の

患
者

さ
ん

の
リ

ハ
ビ

リ
で

、
非

麻
痺

側
手

が
上

手
く

使
え

な
い

方
の

歩
行

練
習

導
入

時
期

に
使

い
た

い
場

面
が

あ
り

ま
す

。
現

在
は

、
点

滴
棒

で
代

用
し

て
い

ま
す

が
、
自

在
輪

な
の

で
や

や
不

安
定

な
の

が
困

り
ま

す
。

国
内

の
業

者
さ

ん
、
製

造
を

検
討

く
だ

さ
い

。

3
3

7
2

0
1
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
利

用
者

重
度

視
覚

障
が

い
者

の
た

め
の

歩
行

補
助

具
視

覚
障

害
者

　
盲

導
犬

は
、
厚

生
省

が
2

0
年

前
か

ら
2

0
0

0
頭

を
目

指
し

ま
し

た
が

、
1
0

0
0

頭
ど

ま
り

で
す

。
我

が
国

の
産

業
ロ

ボ
ッ

ト
・
G

P
S

ナ
ビ

ゲ
ー

シ
ョ

ン
の

技
術

を
使

っ
て

視
覚

障
が

い
者

の
歩

行
補

助
具

を
開

発
し

て
自

由
に

外
出

で
き

る
よ

う
に

す
る

の
が

国
の

責
務

で
す

。
街

に
は

陸
橋

や
跨

線
橋

な
ど

の
段

差
が

あ
り

、
車

輪
付

き
の

重
量

の
あ

る
機

器
は

実
用

に
は

な
り

ま
せ

ん
か

ら
、
軽

量
コ

ン
パ

ク
ト

な
機

器
が

求
め

ら
れ

ま
す

。
3

0
0

0
万

円
程

度
の

賞
金

を
設

け
て

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で

世
界

中
の

ベ
ン

チ
ャ

ー
や

企
業

に
実

用
可

能
な

開
発

を
求

め
て

、
採

用
し

た
も

の
を

補
装

具
に

す
る

と
一

挙
に

機
器

開
発

で
き

る
も

の
と

思
い

ま
す

。
盲

導
犬

は
通

勤
通

学
な

ど
同

じ
と

こ
ろ

へ
通

う
場

合
に

は
き

わ
め

て
有

効
で

す
が

、
あ

ん
ま

マ
ッ

サ
ー

ジ
な

ど
生

業
で

は
数

十
件

の
患

者
宅

を
犬

は
覚

え
ら

れ
ま

せ
ん

か
ら

ほ
と

ん
ど

使
い

物
に

な
り

ま
せ

ん
。
欧

米
式

の
訓

練
方

法
が

犬
を

座
右

に
お

く
よ

う
に

訓
練

し
て

い
ま

す
か

ら
、
我

が
国

の
よ

う
に

住
環

境
が

上
下

を
区

別
す

る
生

活
で

は
、
特

に
あ

ん
ま

マ
ッ

サ
ー

ジ
の

生
業

を
営

む
者

に
と

っ
て

は
適

合
し

ま
せ

ん
。
ま

た
我

が
国

の
タ

ク
シ

ー
に

は
盲

導
犬

を
リ

ア
の

床
に

乗
せ

る
た

め
、
後

の
客

が
犬

の
に

お
い

や
毛

を
嫌

う
の

で
運

転
者

が
乗

車
拒

否
し

た
り

、
飲

食
店

や
ホ

テ
ル

な
ど

も
避

け
る

こ
と

も
少

な
く

あ
り

ま
せ

ん
。

　
重

度
視

覚
障

が
い

者
ひ

と
り

ひ
と

り
に

パ
ソ

コ
ン

と
前

述
の

周
辺

機
器

や
ソ

フ
ト

を
支

給
し

て
盲

学
校

の
教

育
や

自
立

訓
練

に
徹

底
的

に
行

う
こ

と
で

、
ハ

ン
デ

ィ
キ

ャ
ッ

プ
の

克
服

と
広

く
社

会
参

加
に

よ
る

就
労

の
道

が
開

け
ま

す
。

　
ま

た
、
一

定
期

間
ヘ

ル
パ

ー
に

よ
る

通
勤

や
通

学
を

補
償

す
る

こ
と

と
、
自

動
車

に
よ

る
移

動
を

補
償

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

外
出

権
が

補
償

さ
れ

ま
す

。

3
3

8
2

0
1
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
供

給
事

業
者

車
い

す
用

杖
入

れ
肢

体
不

自
由

者
車

い
す

用
の

杖
入

れ
は

、
メ

ー
カ

ー
に

よ
っ

て
は

あ
り

ま
す

が
、

す
べ

て
の

車
い

す
に

適
用

す
る

わ
け

で
は

な
く

、
特

に
電

動
車

い
す

を
ご

利
用

の
方

で
、

４
点

杖
も

併
用

し
て

い
る

方
が

、
外

出
の

際
に

杖
を

一
緒

に
持

っ
て

い
け

る
と

助
か

る
と

の
こ

と
で

し
た

が
、
電

動
車

い
す

に
取

り
付

け
が

で
き

る
４

点
杖

入
れ

、
杖

入
れ

は
見

つ
け

ら
れ

な
か

っ
た

の
で

、
な

ん
と

か
車

い
す

お
よ

び
歩

行
器

で
し

っ
か

り
と

杖
が

固
定

で
き

る
付

属
品

、
も

し
く

は
車

い
す

そ
の

も
の

に
杖

入
れ

が
あ

る
よ

う
な

も
の

が
あ

る
と

良
い

と
感

じ
ま

し
た

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

3
3

9
2

0
1
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
個

人
リ

コ
ジ

ェ
®

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 聴

覚
障

害
者

 言
語

障
害

者
 盲

ろ
う

者
 障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

 家
族

製
品

の
安

全
に

係
る

情
報

の
チ

ェ
ッ

ク
を

ス
マ

ホ
を

使
っ

て
行

う
シ

ス
テ

ム
を

開
発

し
、
グ

ー
グ

ル
プ

レ
イ

ス
ト

ア
に

ア
プ

リ
名

「
リ

コ
ジ

ェ
」
と

し
て

昨
年

１
２

月
か

ら
公

開
し

て
い

ま
す

。
ア

プ
リ

の
説

明
は

グ
ー

グ
ル

プ
レ

イ
で

ア
プ

リ
を

検
索

し
て

い
た

だ
け

る
と

わ
か

り
ま

す
。
個

人
の

ス
マ

ホ
に

自
分

の
持

ち
物

情
報

を
入

力
し

て
お

き
ま

す
。
個

人
情

報
は

ス
マ

ホ
内

に
格

納
さ

れ
る

だ
け

で
す

。
サ

ー
バ

に
は

製
品

の
安

全
に

係
る

情
報

（
リ

コ
ー

ル
情

報
）
を

登
録

し
ま

す
。
ス

マ
ホ

の
利

用
者

は
定

期
的

に
ア

プ
リ

を
起

動
し

、
サ

ー
バ

か
ら

リ
コ

ー
ル

情
報

を
ス

マ
ホ

に
取

り
込

み
ま

す
。
ス

マ
ホ

の
ア

プ
リ

は
、
あ

ら
か

じ
め

登
録

し
た

自
分

の
持

ち
物

情
報

と
、

サ
ー

バ
か

ら
と

り
こ

ん
だ

リ
コ

ー
ル

情
報

と
を

、
照

合
し

ま
す

。
合

致
す

る
も

の
が

あ
れ

ば
、
そ

れ
は

自
分

が
リ

コ
ー

ル
製

品
を

所
持

し
て

い
る

こ
と

に
な

り
、
ア

ラ
ー

ム
な

ど
に

よ
り

知
ら

せ
ま

す
。
サ

ー
バ

に
は

リ
コ

ー
ル

情
報

を
バ

ー
コ

ー
ド

情
報

と
し

て
取

り
込

む
必

要
が

あ
り

ま
す

。
福

祉
機

器
に

関
す

る
リ

コ
ー

ル
情

報
を

サ
ー

バ
に

格
納

し
、
利

用
者

の
方

々
が

ア
プ

リ
を

利
用

さ
れ

、
使

用
し

て
い

る
福

祉
機

器
の

情
報

を
自

分
の

ス
マ

ホ
に

登
録

し
て

お
け

ば
、
リ

コ
ー

ル
情

報
が

あ
れ

ば
知

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
福

祉
機

器
の

リ
コ

ー
ル

情
報

の
周

知
の

手
段

の
一

つ
と

し
て

使
え

な
い

で
し

ょ
う

か
？

3
4

0
2

0
1
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
福

祉
専

門
職

ベ
ッ

ト
や

車
イ

ス
そ

の
他

ベ
ッ

ト
で

体
を

自
分

で
動

か
せ

な
い

方
の

ギ
ャ

ジ
ア

ッ
プ

の
時

に
、
皮

膚
が

突
っ

張
っ

た
ま

ま
で

褥
瘡

の
原

因
や

受
け

身
で

起
こ

さ
れ

背
骨

な
ど

や
お

腹
が

痛
く

な
り

ま
す

。
足

も
突

っ
張

り
尖

足
が

進
む

様
な

感
じ

で
、
何

と
か

ベ
ッ

ト
本

体
の

背
抜

き
機

能
や

臀
部

か
ら

足
に

か
け

て
の

圧
を

抜
く

、
ロ

ー
ラ

ー
機

能
が

で
き

た
ら

と
思

い
ま

す
。
自

分
が

動
け

な
く

体
験

を
し

た
か

ら
こ

そ
、
あ

っ
た

ら
と

思
い

ま
し

た
。
と

て
も

、
苦

し
く

て
辛

い
体

験
で

し
た

。
そ

し
て

、
車

イ
ス

を
押

し
て

頂
く

方
が

ど
ん

な
背

の
高

さ
で

も
操

作
し

や
す

く
、
上

が
り

か
ま

ち
を

上
が

り
や

す
い

様
に

、
ハ

ン
ド

ル
部

分
の

高
さ

調
整

が
出

来
た

ら
テ

ィ
ッ

ピ
ン

グ
バ

ー
を

踏
ん

だ
り

し
た

時
も

、
楽

だ
と

思
い

ま
す

。
ど

う
か

、
そ

ん
な

製
品

が
出

来
る

事
を

願
い

ま
す

。
機

能
が

付
く

か
ら

、
誰

も
が

知
り

よ
り

良
い

状
態

が
訪

れ
ま

す
様

に
、
宜

し
く

お
願

い
致

し
ま

す
。

3
4

1
2

0
1
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
福

祉
専

門
職

浴
室

浴
槽

に
つ

い
て

肢
体

不
自

由
者

高
齢

者
最

近
、
浴

槽
の

デ
ザ

イ
ン

に
つ

い
て

多
種

多
様

な
も

の
が

販
売

さ
れ

て
い

ま
す

。
し

か
し

自
身

が
高

齢
化

し
た

時
の

使
い

勝
手

に
は

非
常

に
不

便
さ

を
感

じ
て

い
ま

す
。
特

に
浴

槽
縁

デ
ザ

イ
ン

や
そ

の
形

状
、
深

さ
や

出
入

り
の

し
や

す
さ

等
に

は
高

齢
者

向
き

で
は

な
い

も
の

ば
か

り
で

す
。
浴

槽
メ

ー
カ

ー
さ

ん
に

は
若

年
層

向
け

の
斬

新
さ

ば
か

り
で

は
な

く
、
浴

槽
も

一
つ

の
福

祉
用

具
と

な
り

得
る

こ
と

や
ノ

ー
マ

ラ
イ

ゼ
ー

シ
ョ

ン
へ

の
理

解
と

実
践

を
強

く
望

む
ば

か
り

で
す

。

3
4

2
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
利

用
者

尿
と

大
便

が
分

離
で

き
る

排
便

介
護

用
品

そ
の

他
紙

お
む

つ
の

利
用

者
が

仰
臥

位
で

排
便

す
る

際
に

、
尿

と
大

便
を

分
離

す
る

こ
と

に
よ

り
、
排

便
後

の
処

理
が

、
容

易
に

な
る

用
具

を
開

発
し

、
特

許
申

請
中

の
方

が
い

ら
っ

し
ゃ

い
ま

す
。
製

品
化

を
ご

検
討

い
た

だ
け

る
企

業
及

び
試

用
を

ご
希

望
さ

れ
る

介
護

施
設

等
の

方
は

、
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
企

画
部

ま
で

ご
連

絡
く

だ
さ

い
。

3
4

3
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
開

発
メ

ー
カ

ー
個

室
ト

イ
レ

専
用

自
動

照
明

シ
ス

テ
ム

高
齢

者
ト

イ
レ

の
ド

ア
を

開
け

る
と

ラ
ン

プ
が

つ
き

、
中

に
い

る
間

は
一

般
の

セ
ン

サ
ー

式
と

違
っ

て
絶

対
に

消
え

ま
せ

ん
。
出

て
き

て
ド

ア
を

閉
め

る
と

自
動

的
に

消
え

ま
す

。
さ

ら
に

ド
ア

開
け

っ
ぱ

な
し

の
時

、
1
分

後
に

点
滅

し
て

警
告

後
自

動
的

に
消

灯
し

ま
す

。
ま

た
、
ト

イ
レ

内
に

3
0

分
以

上
い

る
と

、
異

常
事

態
発

生
と

判
断

し
て

点
滅

後
消

灯
し

ま
す

。
後

者
の

場
合

、
ま

た
は

1
日

に
一

度
も

ト
イ

レ
の

使
用

が
な

か
っ

た
場

合
は

、
オ

プ
シ

ョ
ン

ボ
ッ

ク
ス

追
加

で
、
遠

隔
地

に
電

話
な

ど
で

通
報

で
き

ま
す

。
　
手

動
で

ト
イ

レ
の

ス
イ

ッ
チ

を
入

り
切

り
し

て
も

普
通

に
作

動
し

ま
す

。
(特

許
出

願
済

み
）

3
4

4
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
装

具
利

用
者

の
家

族
側

湾
症

の
装

具
(T

L
S

O
)

そ
の

他
装

具
本

体
内

側
の

パ
ッ

ド
に

つ
い

て
要

望
で

す
。

装
具

本
体

と
接

着
剤

で
固

定
さ

れ
て

い
ま

す
が

、
マ

ジ
ッ

ク
テ

ー
プ

か
何

か
で

固
定

す
る

様
に

で
き

な
い

で
し

ょ
う

か
？

(マ
ジ

ッ
ク

テ
ー

プ
等

を
接

着
剤

で
装

具
本

体
に

く
っ

つ
け

れ
ば

よ
い

と
思

う
。
あ

と
も

う
一

方
の

マ
ジ

ッ
ク

テ
ー

プ
を

パ
ッ

ド
の

裏
側

に
く

っ
つ

け
て

お
く

)
要

す
る

に
パ

ッ
ド

を
着

脱
式

に
で

き
な

い
で

し
ょ

う
か

？
パ

ッ
ド

は
厚

み
や

大
き

さ
を

微
調

整
し

な
が

ら
作

っ
て

も
ら

う
の

で
、
ひ

と
た

び
装

具
本

体
に

接
着

さ
れ

て
し

ま
う

と
同

じ
サ

イ
ズ

、
同

じ
形

状
の

も
の

を
予

備
と

し
て

作
っ

て
も

ら
う

こ
と

は
ま

ず
難

し
い

と
み

え
ま

し
た

。
そ

こ
で

パ
ッ

ド
自

体
を

着
脱

式
に

し
て

欲
し

い
の

で
す

。
そ

う
す

れ
ば

パ
ッ

ド
の

コ
ピ

ー
を

作
製

し
て

も
ら

う
こ

と
が

可
能

に
な

る
の

で
は

？
と

期
待

す
る

と
こ

ろ
で

す
。

パ
ッ

ド
の

替
え

を
入

手
す

る
こ

と
が

出
来

れ
ば

痒
み

や
チ

ク
チ

ク
が

軽
減

で
き

る
は

ず
で

す
。
少

し
で

も
快

適
に

装
具

を
着

用
で

き
る

様
、

ど
う

ぞ
ご

検
討

い
た

だ
け

ま
す

よ
う

お
願

い
致

し
ま

す
。

3
4

5
2

0
1
3

新
製

品
・
技

術
排

泄
 日

常
的

な
衛

生
 そ

の
他

(場
面

)お
む

つ
い

じ
り

防
止

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

介
護

用
下

着
着

る
人

に
や

さ
し

く
、
介

護
に

も
や

さ
し

い
介

護
用

下
着

滋
賀

県
大

津
市

在
住

の
看

護
師

で
す

。
寝

た
き

り
認

知
症

（
B

P
S

D
・
お

む
つ

い
じ

り
や

弄
便

等
の

症
状

）
を

身
体

拘
束

や
、
運

動
・
行

動
を

制
限

せ
ず

に
、
防

止
す

る
事

を
目

的
に

介
護

用
下

着
を

開
発

し
ま

し
た

。

2
0

0
9

年
に

特
許

（
特

許
第

4
4

1
0

2
8

8
号

）
を

取
得

し
、
商

品
化

し
ま

し
た

。
特

許
情

報
は

「
開

放
特

許
情

報
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
」
に

登
録

さ
れ

て
い

ま
す

。
h

tt
p

:/
/p

li
d

b
.i
n

p
it

.g
o

.j
p

/
p

ld
b

/
h

tm
l/

H
T

M
L
.L

/
2

0
1
0

/
0

0
3

/L
2

0
1
0

0
0

3
5

1
9

.h
tm

l

現
在

は
、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

で
個

人
向

け
通

信
販

売
を

し
て

い
ま

す
。

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
や

、
有

料
老

人
ホ

ー
ム

、
在

宅
ケ

ア
、
医

療
療

養
病

棟
な

ど
で

使
っ

て
頂

き
、
大

変
好

評
を

頂
い

て
い

ま
す

。
関

心
の

あ
る

方
、
施

設
様

、
あ

る
い

は
製

造
企

業
様

か
ら

の
お

問
い

合
わ

せ
を

お
待

ち
し

て
い

ま
す

。

製
品

の
詳

細
は

、
下

記
を

ご
覧

下
さ

い
。

介
護

用
品

の
う

さ
ぎ

屋
w

e
b

：
h

tt
p

:/
/
u

s
a
g

iy
a
9

9
.w

e
b

.f
c
2

.c
o

m
/

b
lo

g
：
h

tt
p

:/
/
u

s
a
g

iy
a
-9

9
.b

lo
g

.s
o

-n
e

t.
n

e
.j

p
/
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

3
3

9
2

0
1
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
個

人
リ

コ
ジ

ェ
®

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 聴

覚
障

害
者

 言
語

障
害

者
 盲

ろ
う

者
 障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

 家
族

製
品

の
安

全
に

係
る

情
報

の
チ

ェ
ッ

ク
を

ス
マ

ホ
を

使
っ

て
行

う
シ

ス
テ

ム
を

開
発

し
、
グ

ー
グ

ル
プ

レ
イ

ス
ト

ア
に

ア
プ

リ
名

「
リ

コ
ジ

ェ
」
と

し
て

昨
年

１
２

月
か

ら
公

開
し

て
い

ま
す

。
ア

プ
リ

の
説

明
は

グ
ー

グ
ル

プ
レ

イ
で

ア
プ

リ
を

検
索

し
て

い
た

だ
け

る
と

わ
か

り
ま

す
。
個

人
の

ス
マ

ホ
に

自
分

の
持

ち
物

情
報

を
入

力
し

て
お

き
ま

す
。
個

人
情

報
は

ス
マ

ホ
内

に
格

納
さ

れ
る

だ
け

で
す

。
サ

ー
バ

に
は

製
品

の
安

全
に

係
る

情
報

（
リ

コ
ー

ル
情

報
）
を

登
録

し
ま

す
。
ス

マ
ホ

の
利

用
者

は
定

期
的

に
ア

プ
リ

を
起

動
し

、
サ

ー
バ

か
ら

リ
コ

ー
ル

情
報

を
ス

マ
ホ

に
取

り
込

み
ま

す
。
ス

マ
ホ

の
ア

プ
リ

は
、
あ

ら
か

じ
め

登
録

し
た

自
分

の
持

ち
物

情
報

と
、

サ
ー

バ
か

ら
と

り
こ

ん
だ

リ
コ

ー
ル

情
報

と
を

、
照

合
し

ま
す

。
合

致
す

る
も

の
が

あ
れ

ば
、
そ

れ
は

自
分

が
リ

コ
ー

ル
製

品
を

所
持

し
て

い
る

こ
と

に
な

り
、
ア

ラ
ー

ム
な

ど
に

よ
り

知
ら

せ
ま

す
。
サ

ー
バ

に
は

リ
コ

ー
ル

情
報

を
バ

ー
コ

ー
ド

情
報

と
し

て
取

り
込

む
必

要
が

あ
り

ま
す

。
福

祉
機

器
に

関
す

る
リ

コ
ー

ル
情

報
を

サ
ー

バ
に

格
納

し
、
利

用
者

の
方

々
が

ア
プ

リ
を

利
用

さ
れ

、
使

用
し

て
い

る
福

祉
機

器
の

情
報

を
自

分
の

ス
マ

ホ
に

登
録

し
て

お
け

ば
、
リ

コ
ー

ル
情

報
が

あ
れ

ば
知

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
福

祉
機

器
の

リ
コ

ー
ル

情
報

の
周

知
の

手
段

の
一

つ
と

し
て

使
え

な
い

で
し

ょ
う

か
？

3
4

0
2

0
1
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
福

祉
専

門
職

ベ
ッ

ト
や

車
イ

ス
そ

の
他

ベ
ッ

ト
で

体
を

自
分

で
動

か
せ

な
い

方
の

ギ
ャ

ジ
ア

ッ
プ

の
時

に
、
皮

膚
が

突
っ

張
っ

た
ま

ま
で

褥
瘡

の
原

因
や

受
け

身
で

起
こ

さ
れ

背
骨

な
ど

や
お

腹
が

痛
く

な
り

ま
す

。
足

も
突

っ
張

り
尖

足
が

進
む

様
な

感
じ

で
、
何

と
か

ベ
ッ

ト
本

体
の

背
抜

き
機

能
や

臀
部

か
ら

足
に

か
け

て
の

圧
を

抜
く

、
ロ

ー
ラ

ー
機

能
が

で
き

た
ら

と
思

い
ま

す
。
自

分
が

動
け

な
く

体
験

を
し

た
か

ら
こ

そ
、
あ

っ
た

ら
と

思
い

ま
し

た
。
と

て
も

、
苦

し
く

て
辛

い
体

験
で

し
た

。
そ

し
て

、
車

イ
ス

を
押

し
て

頂
く

方
が

ど
ん

な
背

の
高

さ
で

も
操

作
し

や
す

く
、
上

が
り

か
ま

ち
を

上
が

り
や

す
い

様
に

、
ハ

ン
ド

ル
部

分
の

高
さ

調
整

が
出

来
た

ら
テ

ィ
ッ

ピ
ン

グ
バ

ー
を

踏
ん

だ
り

し
た

時
も

、
楽

だ
と

思
い

ま
す

。
ど

う
か

、
そ

ん
な

製
品

が
出

来
る

事
を

願
い

ま
す

。
機

能
が

付
く

か
ら

、
誰

も
が

知
り

よ
り

良
い

状
態

が
訪

れ
ま

す
様

に
、
宜

し
く

お
願

い
致

し
ま

す
。

3
4

1
2

0
1
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
福

祉
専

門
職

浴
室

浴
槽

に
つ

い
て

肢
体

不
自

由
者

高
齢

者
最

近
、
浴

槽
の

デ
ザ

イ
ン

に
つ

い
て

多
種

多
様

な
も

の
が

販
売

さ
れ

て
い

ま
す

。
し

か
し

自
身

が
高

齢
化

し
た

時
の

使
い

勝
手

に
は

非
常

に
不

便
さ

を
感

じ
て

い
ま

す
。
特

に
浴

槽
縁

デ
ザ

イ
ン

や
そ

の
形

状
、
深

さ
や

出
入

り
の

し
や

す
さ

等
に

は
高

齢
者

向
き

で
は

な
い

も
の

ば
か

り
で

す
。
浴

槽
メ

ー
カ

ー
さ

ん
に

は
若

年
層

向
け

の
斬

新
さ

ば
か

り
で

は
な

く
、
浴

槽
も

一
つ

の
福

祉
用

具
と

な
り

得
る

こ
と

や
ノ

ー
マ

ラ
イ

ゼ
ー

シ
ョ

ン
へ

の
理

解
と

実
践

を
強

く
望

む
ば

か
り

で
す

。

3
4

2
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
利

用
者

尿
と

大
便

が
分

離
で

き
る

排
便

介
護

用
品

そ
の

他
紙

お
む

つ
の

利
用

者
が

仰
臥

位
で

排
便

す
る

際
に

、
尿

と
大

便
を

分
離

す
る

こ
と

に
よ

り
、
排

便
後

の
処

理
が

、
容

易
に

な
る

用
具

を
開

発
し

、
特

許
申

請
中

の
方

が
い

ら
っ

し
ゃ

い
ま

す
。
製

品
化

を
ご

検
討

い
た

だ
け

る
企

業
及

び
試

用
を

ご
希

望
さ

れ
る

介
護

施
設

等
の

方
は

、
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
企

画
部

ま
で

ご
連

絡
く

だ
さ

い
。

3
4

3
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
開

発
メ

ー
カ

ー
個

室
ト

イ
レ

専
用

自
動

照
明

シ
ス

テ
ム

高
齢

者
ト

イ
レ

の
ド

ア
を

開
け

る
と

ラ
ン

プ
が

つ
き

、
中

に
い

る
間

は
一

般
の

セ
ン

サ
ー

式
と

違
っ

て
絶

対
に

消
え

ま
せ

ん
。
出

て
き

て
ド

ア
を

閉
め

る
と

自
動

的
に

消
え

ま
す

。
さ

ら
に

ド
ア

開
け

っ
ぱ

な
し

の
時

、
1
分

後
に

点
滅

し
て

警
告

後
自

動
的

に
消

灯
し

ま
す

。
ま

た
、
ト

イ
レ

内
に

3
0

分
以

上
い

る
と

、
異

常
事

態
発

生
と

判
断

し
て

点
滅

後
消

灯
し

ま
す

。
後

者
の

場
合

、
ま

た
は

1
日

に
一

度
も

ト
イ

レ
の

使
用

が
な

か
っ

た
場

合
は

、
オ

プ
シ

ョ
ン

ボ
ッ

ク
ス

追
加

で
、
遠

隔
地

に
電

話
な

ど
で

通
報

で
き

ま
す

。
　
手

動
で

ト
イ

レ
の

ス
イ

ッ
チ

を
入

り
切

り
し

て
も

普
通

に
作

動
し

ま
す

。
(特

許
出

願
済

み
）

3
4

4
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
装

具
利

用
者

の
家

族
側

湾
症

の
装

具
(T

L
S

O
)

そ
の

他
装

具
本

体
内

側
の

パ
ッ

ド
に

つ
い

て
要

望
で

す
。

装
具

本
体

と
接

着
剤

で
固

定
さ

れ
て

い
ま

す
が

、
マ

ジ
ッ

ク
テ

ー
プ

か
何

か
で

固
定

す
る

様
に

で
き

な
い

で
し

ょ
う

か
？

(マ
ジ

ッ
ク

テ
ー

プ
等

を
接

着
剤

で
装

具
本

体
に

く
っ

つ
け

れ
ば

よ
い

と
思

う
。
あ

と
も

う
一

方
の

マ
ジ

ッ
ク

テ
ー

プ
を

パ
ッ

ド
の

裏
側

に
く

っ
つ

け
て

お
く

)
要

す
る

に
パ

ッ
ド

を
着

脱
式

に
で

き
な

い
で

し
ょ

う
か

？
パ

ッ
ド

は
厚

み
や

大
き

さ
を

微
調

整
し

な
が

ら
作

っ
て

も
ら

う
の

で
、
ひ

と
た

び
装

具
本

体
に

接
着

さ
れ

て
し

ま
う

と
同

じ
サ

イ
ズ

、
同

じ
形

状
の

も
の

を
予

備
と

し
て

作
っ

て
も

ら
う

こ
と

は
ま

ず
難

し
い

と
み

え
ま

し
た

。
そ

こ
で

パ
ッ

ド
自

体
を

着
脱

式
に

し
て

欲
し

い
の

で
す

。
そ

う
す

れ
ば

パ
ッ

ド
の

コ
ピ

ー
を

作
製

し
て

も
ら

う
こ

と
が

可
能

に
な

る
の

で
は

？
と

期
待

す
る

と
こ

ろ
で

す
。

パ
ッ

ド
の

替
え

を
入

手
す

る
こ

と
が

出
来

れ
ば

痒
み

や
チ

ク
チ

ク
が

軽
減

で
き

る
は

ず
で

す
。
少

し
で

も
快

適
に

装
具

を
着

用
で

き
る

様
、

ど
う

ぞ
ご

検
討

い
た

だ
け

ま
す

よ
う

お
願

い
致

し
ま

す
。

3
4

5
2

0
1
3

新
製

品
・
技

術
排

泄
 日

常
的

な
衛

生
 そ

の
他

(場
面

)お
む

つ
い

じ
り

防
止

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

介
護

用
下

着
着

る
人

に
や

さ
し

く
、
介

護
に

も
や

さ
し

い
介

護
用

下
着

滋
賀

県
大

津
市

在
住

の
看

護
師

で
す

。
寝

た
き

り
認

知
症

（
B

P
S

D
・
お

む
つ

い
じ

り
や

弄
便

等
の

症
状

）
を

身
体

拘
束

や
、
運

動
・
行

動
を

制
限

せ
ず

に
、
防

止
す

る
事

を
目

的
に

介
護

用
下

着
を

開
発

し
ま

し
た

。

2
0

0
9

年
に

特
許

（
特

許
第

4
4

1
0

2
8

8
号

）
を

取
得

し
、
商

品
化

し
ま

し
た

。
特

許
情

報
は

「
開

放
特

許
情

報
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
」
に

登
録

さ
れ

て
い

ま
す

。
h

tt
p

:/
/p

li
d

b
.i
n

p
it

.g
o

.j
p

/
p

ld
b

/
h

tm
l/

H
T

M
L
.L

/
2

0
1
0

/
0

0
3

/L
2

0
1
0

0
0

3
5

1
9

.h
tm

l

現
在

は
、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

で
個

人
向

け
通

信
販

売
を

し
て

い
ま

す
。

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
や

、
有

料
老

人
ホ

ー
ム

、
在

宅
ケ

ア
、
医

療
療

養
病

棟
な

ど
で

使
っ

て
頂

き
、
大

変
好

評
を

頂
い

て
い

ま
す

。
関

心
の

あ
る

方
、
施

設
様

、
あ

る
い

は
製

造
企

業
様

か
ら

の
お

問
い

合
わ

せ
を

お
待

ち
し

て
い

ま
す

。

製
品

の
詳

細
は

、
下

記
を

ご
覧

下
さ

い
。

介
護

用
品

の
う

さ
ぎ

屋
w

e
b

：
h

tt
p

:/
/
u

s
a
g

iy
a
9

9
.w

e
b

.f
c
2

.c
o

m
/

b
lo

g
：
h

tt
p

:/
/
u

s
a
g

iy
a
-9

9
.b

lo
g

.s
o

-n
e

t.
n

e
.j

p
/
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

3
4

6
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
計

量
部

を
分

離
で

き
る

体
重

計
肢

体
不

自
由

者
計

量
部

を
4

つ
に

分
離

で
き

る
体

重
計

。
分

離
し

た
状

態
で

車
椅

子
と

ス
ト

レ
ッ

チ
ャ

ー
が

、
結

合
し

た
状

態
で

一
般

の
方

が
計

量
で

き
る

コ
ン

パ
ク

ト
な

体
重

計
を

開
発

し
て

ほ
し

い
。

計
量

部
１
つ

の
大

き
さ

は
、
例

え
ば

縦
×

横
×

高
さ

（
2

0
0

m
m

以
内

×
2

5
0

m
m

以
内

×
2

5
m

m
以

内
）
、
角

切
り

な
ど

に
よ

り
車

椅
子

が
移

乗
し

や
す

く
す

る
方

法
が

考
え

ら
れ

ま
す

。
普

段
一

般
利

用
が

多
い

場
合

は
、
結

合
し

た
状

態
で

カ
バ

ー
や

ケ
ー

ス
で

囲
ん

だ
ま

ま
使

用
す

る
方

法
が

考
え

ら
れ

ま
す

。

車
椅

子
専

用
体

重
計

は
、
大

き
す

ぎ
て

高
価

で
頻

繁
に

使
用

し
な

い
の

で
、
施

設
以

外
、
あ

ま
り

見
か

け
た

こ
と

が
あ

り
ま

せ
ん

。
私

自
身

、
車

椅
子

使
用

者
で

す
が

最
近

体
重

を
は

か
っ

た
こ

と
が

あ
り

ま
せ

ん
。

3
4

7
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
供

給
事

業
者

動
体

検
知

機
能

付
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
カ

メ
ラ

高
齢

者
兵

庫
県

神
戸

市
で

事
業

を
し

て
お

り
ま

す
（
株

）
り

が
ー

ど
の

保
田

栄
治

と
申

し
ま

す
。

弊
社

は
昨

年
よ

り
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
カ

メ
ラ

の
販

売
を

手
が

け
て

お
り

、
カ

メ
ラ

に
内

蔵
さ

れ
て

お
り

ま
す

動
体

検
知

機
能

が
、
認

知
症

の
方

の
徘

徊
や

、
身

体
の

不
自

由
な

方
な

ど
に

動
き

が
あ

っ
た

際
、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
通

じ
、
介

護
ヘ

ル
パ

ー
・
介

護
事

業
所

・
ご

家
族

の
方

が
、
パ

ソ
コ

ン
や

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
な

ど
で

離
れ

た
場

所
か

ら
で

も
確

認
で

き
る

と
い

う
こ

と
で

、
弊

社
は

地
域

密
着

で
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
カ

メ
ラ

の
普

及
に

取
り

組
ん

で
お

り
ま

す
。

カ
メ

ラ
に

内
蔵

さ
れ

て
お

り
ま

す
動

体
検

知
機

能
が

、
要

介
護

２
級

以
上

に
当

た
る

、
認

知
症

徘
徊

感
知

器
と

同
様

の
機

能
が

あ
る

た
め

、
介

護
保

険
適

用
に

な
れ

ば
要

介
護

者
の

方
や

ご
家

族
の

方
の

負
担

も
少

な
く

な
る

の
で

は
と

考
え

、
厚

生
労

働
省

に
問

い
合

わ
せ

た
と

こ
ろ

、
「
同

等
の

機
能

で
あ

る
な

ら
、
介

護
保

険
適

用
に

な
り

ま
す

。
」
と

い
う

返
事

を
い

た
だ

き
ま

し
た

。

で
す

が
、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
カ

メ
ラ

の
動

体
検

知
機

能
は

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
通

じ
て

機
能

を
発

揮
す

る
た

め
、
自

宅
で

訪
問

介
護

を
受

け
て

い
る

要
介

護
者

の
方

な
ど

は
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

の
設

備
が

な
く

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
カ

メ
ラ

を
使

用
す

る
に

も
、
月

々
の

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

費
用

が
非

常
に

負
担

に
な

り
ま

す
。

そ
こ

で
、
弊

社
の

ア
イ

デ
ア

と
し

て
、
動

体
検

知
機

能
付

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

カ
メ

ラ
と

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

契
約

を
合

わ
せ

て
、
２

級
以

上
の

要
介

護
者

の
介

護
保

険
適

用
に

な
ら

な
い

か
と

考
え

、
問

い
合

わ
せ

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

し
た

。

動
体

検
知

機
能

付
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
カ

メ
ラ

と
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
合

わ
せ

て
レ

ン
タ

ル
で

き
れ

ば
、
利

用
者

の
負

担
も

軽
く

な
り

ま
す

し
、
訪

問
介

護
を

行
っ

て
い

る
介

護
事

業
所

な
ど

は
、
訪

問
日

以
外

で
も

パ
ソ

コ
ン

を
通

じ
確

認
で

き
ま

す
し

、
要

介
護

者
と

同
居

す
る

ご
家

族
の

方
も

、
買

い
物

な
ど

に
に

出
か

け
る

際
、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

が
あ

れ
ば

映
像

で
確

認
で

き
ま

す
し

、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

で
な

く
、
通

常
の

携
帯

電
話

で
あ

っ
て

も
、
動

き
が

あ
れ

ば
メ

ー
ル

に
転

送
さ

れ
て

き
ま

す
。
（
メ

ー
ル

の
送

り
先

は
最

大
４

件
ま

で
可

能
）

レ
ン

タ
ル

費
用

は
、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
カ

メ
ラ

月
々

４
，
０

０
０

円
　
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

は
月

々
平

均
３

，
０

０
０

円
程

に
な

り
ま

す
が

、
介

護
保

険
適

用
で

１
割

負
担

に
な

れ
ば

、
７

０
０

円
程

度
の

負
担

で
済

み
ま

す
。
（
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

の
月

額
は

、
通

信
会

社
に

よ
っ

て
異

な
り

ま
す

。
）

要
介

護
者

の
安

全
管

理
は

も
と

よ
り

、
介

護
士

の
行

き
過

ぎ
た

介
護

の
抑

制
や

防
犯

に
も

つ
な

が
り

ま
す

し
、
ご

家
族

の
方

の
精

神
的

な
不

安
の

軽
減

に
も

な
る

こ
と

と
思

わ
れ

ま
す

。

ご
返

答
の

ほ
ど

、
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

な
お

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
カ

メ
ラ

の
仕

様
書

が
添

付
で

き
ま

せ
ん

で
し

た
。

3
4

8
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
福

祉
医

療
団

体
歩

行
補

助
装

具
肢

体
不

自
由

者
初

め
ま

し
て

特
定

非
営

利
活

動
法

人
ギ

ニ
ア

日
本

交
流

協
会

の
事

務
局

の
サ

ポ
ー

ト
を

し
て

お
り

ま
す

、
下

沖
和

幸
と

い
い

ま
す

。
h

tt
p

:/
/w

w
w

.1
2

3
k
h

o
n

.s
a
c
to

w
n

.j
p

/
オ

ス
マ

ン
・
ユ

ー
ラ

・
サ

ン
コ

ン
さ

ん
が

　
h

tt
p

:/
/
1
2

3
k
h

o
n

.c
o

m
/
　
が

福
祉

に
関

心
を

持
ち

活
動

を
し

て
い

る
こ

と
は

、
ご

存
知

だ
と

思
い

ま
す

。
そ

の
サ

ン
コ

ン
さ

ん
が

「
け

あ
サ

ポ
」
に

掲
載

し
た

コ
メ

ン
ト

に
こ

の
よ

う
な

こ
と

を
書

い
て

い
ま

す
。
「
ボ

ク
が

子
ど

も
の

と
き

は
サ

ッ
カ

ー
少

年
だ

っ
た

。
で

も
高

校
生

の
と

き
に

右
足

を
大

ケ
ガ

し
て

、
な

か
な

か
治

ら
な

か
っ

た
。
ギ

ニ
ア

は
医

療
が

ま
だ

ま
だ

だ
か

ら
、
足

が
悪

い
ま

ま
に

な
っ

て
し

ま
っ

た
。
」

来
日

し
て

4
0

年
、
6

4
歳

に
な

っ
た

サ
ン

コ
ン

さ
ん

は
、
2

級
ヘ

ル
パ

ー
の

資
格

も
取

得
し

、
現

在
も

福
祉

を
題

材
に

し
た

講
演

活
動

を
行

っ
て

い
ま

す
。

そ
ん

な
サ

ン
コ

ン
さ

ん
の

足
が

最
近

悲
鳴

を
上

げ
て

い
ま

す
。

高
校

以
来

右
の

足
の

足
首

か
ら

内
側

に
曲

が
っ

た
ま

ま
、
ま

と
も

に
地

面
を

踏
み

し
め

る
こ

と
が

で
き

な
く

な
っ

て
い

ま
す

。
当

然
靴

も
履

け
ま

せ
ん

。
大

き
め

の
サ

ン
ダ

ル
な

ど
を

加
工

し
て

足
カ

バ
ー

み
た

い
に

保
護

し
て

い
る

だ
け

で
す

。
タ

レ
ン

ト
活

動
の

中
で

当
然

歩
か

な
い

と
い

け
な

い
仕

事
で

は
、
痛

み
を

こ
ら

え
な

が
ら

頑
張

っ
て

い
ま

す
。

虫
の

い
い

相
談

で
す

が
、
こ

の
サ

ン
コ

ン
さ

ん
に

足
に

装
着

し
て

痛
み

無
く

歩
け

る
補

助
装

具
を

開
発

し
て

プ
レ

ゼ
ン

ト
し

て
く

れ
る

心
広

き
、
協

会
会

員
さ

ま
は

い
ら

っ
し

ゃ
ら

な
い

で
し

ょ
う

か
?

ま
だ

ま
だ

福
祉

の
た

め
に

意
欲

的
な

活
動

を
続

け
て

い
た

だ
き

た
く

、
サ

ポ
ー

タ
ー

と
し

て
本

人
の

事
務

所
の

許
可

を
得

て
投

稿
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
し

た
。

な
に

と
ぞ

日
本

で
頑

張
る

サ
ン

コ
ン

さ
ん

の
足

を
す

く
っ

て
あ

げ
て

く
だ

さ
い

。
宜

し
く

お
願

い
致

し
ま

す
。

特
定

非
営

利
活

動
法

人
ギ

ニ
ア

日
本

交
流

協
会

　
サ

ポ
ー

タ
ー

　
下

沖
和

幸

3
4

9
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

補
聴

援
助

用
Ｆ
Ｍ

マ
イ

ク
（
連

携
型

）
聴

覚
障

害
者

補
聴

援
助

用
周

波
数

1
6

9
M

H
z
が

電
波

法
で

認
め

ら
れ

て
い

ま
す

が
、
Ｆ
Ｍ

補
聴

器
シ

ス
テ

ム
で

実
際

に
製

品
化

さ
れ

て
い

る
の

は
、
私

の
知

る
限

り
４

社
の

み
で

す
。

そ
れ

も
送

信
機

：
受

信
機

が
１
対

１
の

も
の

が
ほ

と
ん

ど
で

、
送

信
機

（
マ

イ
ク

）
を

複
数

同
時

に
使

え
る

メ
ー

カ
ー

は
１
社

の
み

。
難

聴
者

が
必

要
な

マ
イ

ク
は

１
本

だ
け

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。
会

議
な

ど
、
多

数
の

人
が

同
席

し
て

い
る

と
き

に
、
マ

イ
ク

１
本

で
は

役
に

立
ち

ま
せ

ん
。

複
数

の
マ

イ
ク

を
同

時
に

使
用

で
き

る
、
し

か
も

安
価

な
シ

ス
テ

ム
が

求
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

3
4

6
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
計

量
部

を
分

離
で

き
る

体
重

計
肢

体
不

自
由

者
計

量
部

を
4

つ
に

分
離

で
き

る
体

重
計

。
分

離
し

た
状

態
で

車
椅

子
と

ス
ト

レ
ッ

チ
ャ

ー
が

、
結

合
し

た
状

態
で

一
般

の
方

が
計

量
で

き
る

コ
ン

パ
ク

ト
な

体
重

計
を

開
発

し
て

ほ
し

い
。

計
量

部
１
つ

の
大

き
さ

は
、
例

え
ば

縦
×

横
×

高
さ

（
2

0
0

m
m

以
内

×
2

5
0

m
m

以
内

×
2

5
m

m
以

内
）
、
角

切
り

な
ど

に
よ

り
車

椅
子

が
移

乗
し

や
す

く
す

る
方

法
が

考
え

ら
れ

ま
す

。
普

段
一

般
利

用
が

多
い

場
合

は
、
結

合
し

た
状

態
で

カ
バ

ー
や

ケ
ー

ス
で

囲
ん

だ
ま

ま
使

用
す

る
方

法
が

考
え

ら
れ

ま
す

。

車
椅

子
専

用
体

重
計

は
、
大

き
す

ぎ
て

高
価

で
頻

繁
に

使
用

し
な

い
の

で
、
施

設
以

外
、
あ

ま
り

見
か

け
た

こ
と

が
あ

り
ま

せ
ん

。
私

自
身

、
車

椅
子

使
用

者
で

す
が

最
近

体
重

を
は

か
っ

た
こ

と
が

あ
り

ま
せ

ん
。

3
4

7
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
供

給
事

業
者

動
体

検
知

機
能

付
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
カ

メ
ラ

高
齢

者
兵

庫
県

神
戸

市
で

事
業

を
し

て
お

り
ま

す
（
株

）
り

が
ー

ど
の

保
田

栄
治

と
申

し
ま

す
。

弊
社

は
昨

年
よ

り
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
カ

メ
ラ

の
販

売
を

手
が

け
て

お
り

、
カ

メ
ラ

に
内

蔵
さ

れ
て

お
り

ま
す

動
体

検
知

機
能

が
、
認

知
症

の
方

の
徘

徊
や

、
身

体
の

不
自

由
な

方
な

ど
に

動
き

が
あ

っ
た

際
、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
通

じ
、
介

護
ヘ

ル
パ

ー
・
介

護
事

業
所

・
ご

家
族

の
方

が
、
パ

ソ
コ

ン
や

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
な

ど
で

離
れ

た
場

所
か

ら
で

も
確

認
で

き
る

と
い

う
こ

と
で

、
弊

社
は

地
域

密
着

で
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
カ

メ
ラ

の
普

及
に

取
り

組
ん

で
お

り
ま

す
。

カ
メ

ラ
に

内
蔵

さ
れ

て
お

り
ま

す
動

体
検

知
機

能
が

、
要

介
護

２
級

以
上

に
当

た
る

、
認

知
症

徘
徊

感
知

器
と

同
様

の
機

能
が

あ
る

た
め

、
介

護
保

険
適

用
に

な
れ

ば
要

介
護

者
の

方
や

ご
家

族
の

方
の

負
担

も
少

な
く

な
る

の
で

は
と

考
え

、
厚

生
労

働
省

に
問

い
合

わ
せ

た
と

こ
ろ

、
「
同

等
の

機
能

で
あ

る
な

ら
、
介

護
保

険
適

用
に

な
り

ま
す

。
」
と

い
う

返
事

を
い

た
だ

き
ま

し
た

。

で
す

が
、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
カ

メ
ラ

の
動

体
検

知
機

能
は

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
通

じ
て

機
能

を
発

揮
す

る
た

め
、
自

宅
で

訪
問

介
護

を
受

け
て

い
る

要
介

護
者

の
方

な
ど

は
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

の
設

備
が

な
く

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
カ

メ
ラ

を
使

用
す

る
に

も
、
月

々
の

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

費
用

が
非

常
に

負
担

に
な

り
ま

す
。

そ
こ

で
、
弊

社
の

ア
イ

デ
ア

と
し

て
、
動

体
検

知
機

能
付

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

カ
メ

ラ
と

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

契
約

を
合

わ
せ

て
、
２

級
以

上
の

要
介

護
者

の
介

護
保

険
適

用
に

な
ら

な
い

か
と

考
え

、
問

い
合

わ
せ

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

し
た

。

動
体

検
知

機
能

付
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
カ

メ
ラ

と
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
合

わ
せ

て
レ

ン
タ

ル
で

き
れ

ば
、
利

用
者

の
負

担
も

軽
く

な
り

ま
す

し
、
訪

問
介

護
を

行
っ

て
い

る
介

護
事

業
所

な
ど

は
、
訪

問
日

以
外

で
も

パ
ソ

コ
ン

を
通

じ
確

認
で

き
ま

す
し

、
要

介
護

者
と

同
居

す
る

ご
家

族
の

方
も

、
買

い
物

な
ど

に
に

出
か

け
る

際
、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

が
あ

れ
ば

映
像

で
確

認
で

き
ま

す
し

、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

で
な

く
、
通

常
の

携
帯

電
話

で
あ

っ
て

も
、
動

き
が

あ
れ

ば
メ

ー
ル

に
転

送
さ

れ
て

き
ま

す
。
（
メ

ー
ル

の
送

り
先

は
最

大
４

件
ま

で
可

能
）

レ
ン

タ
ル

費
用

は
、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
カ

メ
ラ

月
々

４
，
０

０
０

円
　
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

は
月

々
平

均
３

，
０

０
０

円
程

に
な

り
ま

す
が

、
介

護
保

険
適

用
で

１
割

負
担

に
な

れ
ば

、
７

０
０

円
程

度
の

負
担

で
済

み
ま

す
。
（
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

の
月

額
は

、
通

信
会

社
に

よ
っ

て
異

な
り

ま
す

。
）

要
介

護
者

の
安

全
管

理
は

も
と

よ
り

、
介

護
士

の
行

き
過

ぎ
た

介
護

の
抑

制
や

防
犯

に
も

つ
な

が
り

ま
す

し
、
ご

家
族

の
方

の
精

神
的

な
不

安
の

軽
減

に
も

な
る

こ
と

と
思

わ
れ

ま
す

。

ご
返

答
の

ほ
ど

、
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

な
お

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
カ

メ
ラ

の
仕

様
書

が
添

付
で

き
ま

せ
ん

で
し

た
。

3
4

8
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
福

祉
医

療
団

体
歩

行
補

助
装

具
肢

体
不

自
由

者
初

め
ま

し
て

特
定

非
営

利
活

動
法

人
ギ

ニ
ア

日
本

交
流

協
会

の
事

務
局

の
サ

ポ
ー

ト
を

し
て

お
り

ま
す

、
下

沖
和

幸
と

い
い

ま
す

。
h

tt
p

:/
/w

w
w

.1
2

3
k
h

o
n

.s
a
c
to

w
n

.j
p

/
オ

ス
マ

ン
・
ユ

ー
ラ

・
サ

ン
コ

ン
さ

ん
が

　
h

tt
p

:/
/
1
2

3
k
h

o
n

.c
o

m
/
　
が

福
祉

に
関

心
を

持
ち

活
動

を
し

て
い

る
こ

と
は

、
ご

存
知

だ
と

思
い

ま
す

。
そ

の
サ

ン
コ

ン
さ

ん
が

「
け

あ
サ

ポ
」
に

掲
載

し
た

コ
メ

ン
ト

に
こ

の
よ

う
な

こ
と

を
書

い
て

い
ま

す
。
「
ボ

ク
が

子
ど

も
の

と
き

は
サ

ッ
カ

ー
少

年
だ

っ
た

。
で

も
高

校
生

の
と

き
に

右
足

を
大

ケ
ガ

し
て

、
な

か
な

か
治

ら
な

か
っ

た
。
ギ

ニ
ア

は
医

療
が

ま
だ

ま
だ

だ
か

ら
、
足

が
悪

い
ま

ま
に

な
っ

て
し

ま
っ

た
。
」

来
日

し
て

4
0

年
、
6

4
歳

に
な

っ
た

サ
ン

コ
ン

さ
ん

は
、
2

級
ヘ

ル
パ

ー
の

資
格

も
取

得
し

、
現

在
も

福
祉

を
題

材
に

し
た

講
演

活
動

を
行

っ
て

い
ま

す
。

そ
ん

な
サ

ン
コ

ン
さ

ん
の

足
が

最
近

悲
鳴

を
上

げ
て

い
ま

す
。

高
校

以
来

右
の

足
の

足
首

か
ら

内
側

に
曲

が
っ

た
ま

ま
、
ま

と
も

に
地

面
を

踏
み

し
め

る
こ

と
が

で
き

な
く

な
っ

て
い

ま
す

。
当

然
靴

も
履

け
ま

せ
ん

。
大

き
め

の
サ

ン
ダ

ル
な

ど
を

加
工

し
て

足
カ

バ
ー

み
た

い
に

保
護

し
て

い
る

だ
け

で
す

。
タ

レ
ン

ト
活

動
の

中
で

当
然

歩
か

な
い

と
い

け
な

い
仕

事
で

は
、
痛

み
を

こ
ら

え
な

が
ら

頑
張

っ
て

い
ま

す
。

虫
の

い
い

相
談

で
す

が
、
こ

の
サ

ン
コ

ン
さ

ん
に

足
に

装
着

し
て

痛
み

無
く

歩
け

る
補

助
装

具
を

開
発

し
て

プ
レ

ゼ
ン

ト
し

て
く

れ
る

心
広

き
、
協

会
会

員
さ

ま
は

い
ら

っ
し

ゃ
ら

な
い

で
し

ょ
う

か
?

ま
だ

ま
だ

福
祉

の
た

め
に

意
欲

的
な

活
動

を
続

け
て

い
た

だ
き

た
く

、
サ

ポ
ー

タ
ー

と
し

て
本

人
の

事
務

所
の

許
可

を
得

て
投

稿
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
し

た
。

な
に

と
ぞ

日
本

で
頑

張
る

サ
ン

コ
ン

さ
ん

の
足

を
す

く
っ

て
あ

げ
て

く
だ

さ
い

。
宜

し
く

お
願

い
致

し
ま

す
。

特
定

非
営

利
活

動
法

人
ギ

ニ
ア

日
本

交
流

協
会

　
サ

ポ
ー

タ
ー

　
下

沖
和

幸

3
4

9
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

補
聴

援
助

用
Ｆ
Ｍ

マ
イ

ク
（
連

携
型

）
聴

覚
障

害
者

補
聴

援
助

用
周

波
数

1
6

9
M

H
z
が

電
波

法
で

認
め

ら
れ

て
い

ま
す

が
、
Ｆ
Ｍ

補
聴

器
シ

ス
テ

ム
で

実
際

に
製

品
化

さ
れ

て
い

る
の

は
、
私

の
知

る
限

り
４

社
の

み
で

す
。

そ
れ

も
送

信
機

：
受

信
機

が
１
対

１
の

も
の

が
ほ

と
ん

ど
で

、
送

信
機

（
マ

イ
ク

）
を

複
数

同
時

に
使

え
る

メ
ー

カ
ー

は
１
社

の
み

。
難

聴
者

が
必

要
な

マ
イ

ク
は

１
本

だ
け

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。
会

議
な

ど
、
多

数
の

人
が

同
席

し
て

い
る

と
き

に
、
マ

イ
ク

１
本

で
は

役
に

立
ち

ま
せ

ん
。

複
数

の
マ

イ
ク

を
同

時
に

使
用

で
き

る
、
し

か
も

安
価

な
シ

ス
テ

ム
が

求
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

3
5

0
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
供

給
事

業
者

動
体

検
知

機
能

付
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
カ

メ
ラ

高
齢

者
先

日
、
弊

社
の

ア
イ

デ
ア

を
投

稿
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
し

た
（
株

）
り

が
ー

ど
の

保
田

栄
治

と
申

し
ま

す
。

投
稿

さ
せ

て
い

た
だ

い
て

か
ら

ま
だ

日
は

浅
い

で
す

が
、
何

か
進

展
は

あ
り

ま
し

た
で

し
ょ

う
か

？
販

売
会

社
を

通
じ

介
護

事
業

所
な

ど
か

ら
、
「
身

体
の

不
自

由
な

方
と

同
居

す
る

ご
家

族
の

方
の

不
安

が
少

し
で

も
解

消
さ

れ
る

の
で

、
承

認
さ

れ
る

こ
と

を
願

っ
て

い
ま

す
。
」
と

い
う

声
も

上
が

っ
て

お
り

ま
す

。
是

非
と

も
ご

検
討

い
た

だ
き

、
良

い
ご

返
答

を
お

待
ち

し
て

お
り

ま
す

。

3
5

1
2

0
1
3

新
製

品
・
技

術
排

泄
排

泄
関

連
用

具
自

動
排

泄
処

理
装

置
ス

マ
イ

レ
ッ

ト
安

寝
株

式
会

社
ス

マ
イ

ル
介

護
機

器
で

す
。

こ
の

度
弊

社
製

品
、
自

動
排

泄
処

理
装

置
『
ス

マ
イ

レ
ッ

ト
安

寝
（
あ

ん
し

ん
）
』
を

無
料

で
お

た
め

し
い

た
だ

け
る

サ
ー

ビ
ス

を
開

始
致

し
ま

し
た

の
で

、
お

知
ら

せ
致

し
ま

す
。

【
操

作
は

か
ん

た
ん

、
に

お
わ

な
い

】
便

・
尿

と
も

安
全

か
つ

自
動

で
処

理
で

き
る

自
動

排
泄

処
理

装
置

『
ス

マ
イ

レ
ッ

ト
安

寝
』
は

、
汚

物
の

吸
引

か
ら

温
水

に
よ

る
洗

浄
、
消

臭
、
温

風
乾

燥
・
定

期
的

な
微

風
乾

燥
ま

で
、
完

全
に

自
動

で
運

転
し

ま
す

。

【
自

動
排

泄
処

理
装

置
、
無

料
で

１
泊

お
た

め
し

】
実

際
に

使
っ

て
い

た
だ

い
て

、
そ

の
利

便
性

・
効

果
を

無
料

で
ご

実
感

い
た

だ
け

ま
す

。
ま

ず
は

、
お

気
軽

に
『
ス

マ
イ

レ
ッ

ト
安

寝
』
を

お
試

し
く

だ
さ

い
！

■
株

式
会

社
ス

マ
イ

ル
介

護
機

器
[U

R
L
]

h
tt

p
:/

/s
m

il
e

-c
e

.j
p

/
[e

-m
a
il
]

in
fo

@
s
m

il
e

-c
e

.j
p

※
自

動
排

泄
処

理
装

置
の

「
本

体
」
は

福
祉

用
具

貸
与

（
レ

ン
タ

ル
品

目
）
、
「
付

属
品

」
は

特
定

福
祉

用
具

（
購

入
品

目
）
と

な
り

ま
す

。

3
5

2
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
利

用
者

オ
ム

ロ
ン

補
聴

器
　
Ａ

－
４

，
　
Ａ

－
５

聴
覚

障
害

者
こ

れ
は

医
療

機
器

で
し

ょ
う

か
、
そ

れ
と

も
集

音
器

で
し

ょ
う

か
？

幼
年

時
中

耳
炎

で
右

の
神

経
が

麻
痺

し
て

聞
こ

え
な

く
な

り
ま

し
た

。
し

た
が

っ
て

今
は

左
耳

だ
け

で
補

聴
器

(オ
ム

ロ
ン

）
を

つ
け

て
い

ま
す

が
神

経
が

だ
め

に
な

っ
た

右
の

耳
に

つ
け

る
補

聴
器

は
無

い
で

し
ょ

う
か

？
御

回
答

お
願

い
し

ま
す

。

増
田

3
5

3
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
供

給
事

業
者

動
体

検
知

機
能

付
き

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

カ
メ

ラ
高

齢
者

兵
庫

県
神

戸
市

で
事

業
を

し
て

お
り

ま
す

株
式

会
社

リ
ガ

ー
ド

の
保

田
栄

治
と

申
し

ま
す

。
再

三
の

確
認

で
申

し
訳

あ
り

ま
せ

ん
が

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
カ

メ
ラ

と
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

の
通

信
費

を
、

セ
ッ

ト
で

レ
ン

タ
ル

す
る

と
い

う
件

は
い

か
が

で
し

ょ
う

か
？

検
討

中
、
も

し
く

は
、
何

ら
か

の
進

展
で

あ
る

よ
う

で
し

た
ら

、
メ

ー
ル

に
て

ご
報

告
い

た
だ

け
れ

ば
と

思
っ

て
お

り
ま

す
。

よ
ろ

し
く

お
願

い
申

し
上

げ
ま

す
。

3
5

4
2

0
1
3

新
製

品
・
技

術
屋

外
の

移
動

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

携
帯

式
手

動
運

転
装

置

携
帯

式
手

動
運

転
装

置
昨

年
、
某

自
動

車
会

社
を

定
年

退
職

し
、
長

年
考

え
て

い
た

携
帯

式
手

動
運

転
装

置
製

造
販

売
の

個
人

事
業

を
始

め
た

者
で

す
。

最
低

限
の

機
能

追
加

と
最

小
限

の
費

用
追

加
で

車
い

す
の

方
が

車
を

運
転

で
き

る
よ

う
に

し
た

い
と

言
う

想
い

を
持

っ
て

い
ま

す
。

手
で

ア
ク

セ
ル

と
ブ

レ
ー

キ
操

作
が

で
き

る
と

い
う

最
低

限
の

機
能

し
か

な
い

手
動

運
転

装
置

で
す

が
、
車

の
改

造
が

不
要

で
取

り
付

け
、
取

り
外

し
も

2
～

3
分

。
操

作
は

車
固

定
式

の
手

動
運

転
装

置
と

同
じ

、
押

し
て

ブ
レ

ー
キ

、
引

い
て

ア
ク

セ
ル

と
い

う
操

作
で

す
か

ら
違

和
感

な
く

使
っ

て
い

た
だ

け
る

と
確

信
し

て
い

ま
す

。
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

見
て

い
た

だ
け

ま
す

と
幸

い
で

す
。

サ
イ

ト
は

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.q
u

ic
k
-o

n
e

.b
iz

で
す

。

Q
u

ic
k
-o

n
e

工
房

　
荒

木
正

文

3
5

5
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
補

聴
器

利
用

者
低

価
格

で
コ

ン
パ

ク
ト

な
補

聴
器

聴
覚

障
害

者
理

想
の

補
聴

器
は

、
低

価
格

で
コ

ン
パ

ク
ト

な
も

の
で

あ
る

が
、
現

状
は

小
型

化
す

る
と

コ
ス

ト
が

高
く

な
る

。
こ

の
ジ

レ
ン

マ
を

解
消

で
き

れ
ば

い
い

と
思

う
。

3
5

6
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

電
話

の
音

を
拾

い
や

す
く

す
る

機
器

聴
覚

障
害

者
耳

か
け

型
補

聴
器

を
つ

け
た

ま
ま

電
話

を
す

る
と

マ
イ

ク
が

上
の

方
に

あ
り

、
音

を
拾

い
づ

ら
い

。
補

聴
器

側
で

電
話

の
音

を
う

ま
く

拾
え

な
い

こ
と

も
あ

り
、
外

し
た

ほ
う

が
聴

こ
え

が
い

い
と

き
も

あ
る

。
電

話
の

時
に

音
を

拾
い

や
す

く
工

夫
さ

れ
た

補
聴

器
ま

た
は

電
話

器
が

あ
る

と
便

利
。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

3
5

0
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
供

給
事

業
者

動
体

検
知

機
能

付
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
カ

メ
ラ

高
齢

者
先

日
、
弊

社
の

ア
イ

デ
ア

を
投

稿
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
し

た
（
株

）
り

が
ー

ど
の

保
田

栄
治

と
申

し
ま

す
。

投
稿

さ
せ

て
い

た
だ

い
て

か
ら

ま
だ

日
は

浅
い

で
す

が
、
何

か
進

展
は

あ
り

ま
し

た
で

し
ょ

う
か

？
販

売
会

社
を

通
じ

介
護

事
業

所
な

ど
か

ら
、
「
身

体
の

不
自

由
な

方
と

同
居

す
る

ご
家

族
の

方
の

不
安

が
少

し
で

も
解

消
さ

れ
る

の
で

、
承

認
さ

れ
る

こ
と

を
願

っ
て

い
ま

す
。
」
と

い
う

声
も

上
が

っ
て

お
り

ま
す

。
是

非
と

も
ご

検
討

い
た

だ
き

、
良

い
ご

返
答

を
お

待
ち

し
て

お
り

ま
す

。

3
5

1
2

0
1
3

新
製

品
・
技

術
排

泄
排

泄
関

連
用

具
自

動
排

泄
処

理
装

置
ス

マ
イ

レ
ッ

ト
安

寝
株

式
会

社
ス

マ
イ

ル
介

護
機

器
で

す
。

こ
の

度
弊

社
製

品
、
自

動
排

泄
処

理
装

置
『
ス

マ
イ

レ
ッ

ト
安

寝
（
あ

ん
し

ん
）
』
を

無
料

で
お

た
め

し
い

た
だ

け
る

サ
ー

ビ
ス

を
開

始
致

し
ま

し
た

の
で

、
お

知
ら

せ
致

し
ま

す
。

【
操

作
は

か
ん

た
ん

、
に

お
わ

な
い

】
便

・
尿

と
も

安
全

か
つ

自
動

で
処

理
で

き
る

自
動

排
泄

処
理

装
置

『
ス

マ
イ

レ
ッ

ト
安

寝
』
は

、
汚

物
の

吸
引

か
ら

温
水

に
よ

る
洗

浄
、
消

臭
、
温

風
乾

燥
・
定

期
的

な
微

風
乾

燥
ま

で
、
完

全
に

自
動

で
運

転
し

ま
す

。

【
自

動
排

泄
処

理
装

置
、
無

料
で

１
泊

お
た

め
し

】
実

際
に

使
っ

て
い

た
だ

い
て

、
そ

の
利

便
性

・
効

果
を

無
料

で
ご

実
感

い
た

だ
け

ま
す

。
ま

ず
は

、
お

気
軽

に
『
ス

マ
イ

レ
ッ

ト
安

寝
』
を

お
試

し
く

だ
さ

い
！

■
株

式
会

社
ス

マ
イ

ル
介

護
機

器
[U

R
L
]

h
tt

p
:/

/s
m

il
e

-c
e

.j
p

/
[e

-m
a
il
]

in
fo

@
s
m

il
e

-c
e

.j
p

※
自

動
排

泄
処

理
装

置
の

「
本

体
」
は

福
祉

用
具

貸
与

（
レ

ン
タ

ル
品

目
）
、
「
付

属
品

」
は

特
定

福
祉

用
具

（
購

入
品

目
）
と

な
り

ま
す

。

3
5

2
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
利

用
者

オ
ム

ロ
ン

補
聴

器
　
Ａ

－
４

，
　
Ａ

－
５

聴
覚

障
害

者
こ

れ
は

医
療

機
器

で
し

ょ
う

か
、
そ

れ
と

も
集

音
器

で
し

ょ
う

か
？

幼
年

時
中

耳
炎

で
右

の
神

経
が

麻
痺

し
て

聞
こ

え
な

く
な

り
ま

し
た

。
し

た
が

っ
て

今
は

左
耳

だ
け

で
補

聴
器

(オ
ム

ロ
ン

）
を

つ
け

て
い

ま
す

が
神

経
が

だ
め

に
な

っ
た

右
の

耳
に

つ
け

る
補

聴
器

は
無

い
で

し
ょ

う
か

？
御

回
答

お
願

い
し

ま
す

。

増
田

3
5

3
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
供

給
事

業
者

動
体

検
知

機
能

付
き

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

カ
メ

ラ
高

齢
者

兵
庫

県
神

戸
市

で
事

業
を

し
て

お
り

ま
す

株
式

会
社

リ
ガ

ー
ド

の
保

田
栄

治
と

申
し

ま
す

。
再

三
の

確
認

で
申

し
訳

あ
り

ま
せ

ん
が

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
カ

メ
ラ

と
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

の
通

信
費

を
、

セ
ッ

ト
で

レ
ン

タ
ル

す
る

と
い

う
件

は
い

か
が

で
し

ょ
う

か
？

検
討

中
、
も

し
く

は
、
何

ら
か

の
進

展
で

あ
る

よ
う

で
し

た
ら

、
メ

ー
ル

に
て

ご
報

告
い

た
だ

け
れ

ば
と

思
っ

て
お

り
ま

す
。

よ
ろ

し
く

お
願

い
申

し
上

げ
ま

す
。

3
5

4
2

0
1
3

新
製

品
・
技

術
屋

外
の

移
動

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

携
帯

式
手

動
運

転
装

置

携
帯

式
手

動
運

転
装

置
昨

年
、
某

自
動

車
会

社
を

定
年

退
職

し
、
長

年
考

え
て

い
た

携
帯

式
手

動
運

転
装

置
製

造
販

売
の

個
人

事
業

を
始

め
た

者
で

す
。

最
低

限
の

機
能

追
加

と
最

小
限

の
費

用
追

加
で

車
い

す
の

方
が

車
を

運
転

で
き

る
よ

う
に

し
た

い
と

言
う

想
い

を
持

っ
て

い
ま

す
。

手
で

ア
ク

セ
ル

と
ブ

レ
ー

キ
操

作
が

で
き

る
と

い
う

最
低

限
の

機
能

し
か

な
い

手
動

運
転

装
置

で
す

が
、
車

の
改

造
が

不
要

で
取

り
付

け
、
取

り
外

し
も

2
～

3
分

。
操

作
は

車
固

定
式

の
手

動
運

転
装

置
と

同
じ

、
押

し
て

ブ
レ

ー
キ

、
引

い
て

ア
ク

セ
ル

と
い

う
操

作
で

す
か

ら
違

和
感

な
く

使
っ

て
い

た
だ

け
る

と
確

信
し

て
い

ま
す

。
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

見
て

い
た

だ
け

ま
す

と
幸

い
で

す
。

サ
イ

ト
は

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.q
u

ic
k
-o

n
e

.b
iz

で
す

。

Q
u

ic
k
-o

n
e

工
房

　
荒

木
正

文

3
5

5
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
補

聴
器

利
用

者
低

価
格

で
コ

ン
パ

ク
ト

な
補

聴
器

聴
覚

障
害

者
理

想
の

補
聴

器
は

、
低

価
格

で
コ

ン
パ

ク
ト

な
も

の
で

あ
る

が
、
現

状
は

小
型

化
す

る
と

コ
ス

ト
が

高
く

な
る

。
こ

の
ジ

レ
ン

マ
を

解
消

で
き

れ
ば

い
い

と
思

う
。

3
5

6
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

電
話

の
音

を
拾

い
や

す
く

す
る

機
器

聴
覚

障
害

者
耳

か
け

型
補

聴
器

を
つ

け
た

ま
ま

電
話

を
す

る
と

マ
イ

ク
が

上
の

方
に

あ
り

、
音

を
拾

い
づ

ら
い

。
補

聴
器

側
で

電
話

の
音

を
う

ま
く

拾
え

な
い

こ
と

も
あ

り
、
外

し
た

ほ
う

が
聴

こ
え

が
い

い
と

き
も

あ
る

。
電

話
の

時
に

音
を

拾
い

や
す

く
工

夫
さ

れ
た

補
聴

器
ま

た
は

電
話

器
が

あ
る

と
便

利
。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

3
5

7
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
補

聴
器

利
用

者
補

聴
器

の
電

池
の

寿
命

聴
覚

障
害

者
機

種
に

よ
っ

て
電

池
の

寿
命

は
異

な
り

ま
す

が
、
現

在
使

用
し

て
い

る
の

は
２

週
間

ぐ
ら

い
し

か
も

ち
ま

せ
ん

。
会

社
の

会
議

な
ど

、
大

事
な

場
面

で
補

聴
器

の
電

池
が

切
れ

て
し

ま
う

と
困

る
の

で
、
太

陽
電

池
を

利
用

し
た

補
聴

器
が

普
及

す
る

と
便

利
だ

と
思

い
ま

す
。

電
池

の
替

え
を

常
に

持
ち

合
わ

せ
て

い
る

わ
け

で
は

な
い

の
で

、
ソ

ー
ラ

ー
や

、
携

帯
電

話
の

よ
う

に
特

定
の

場
所

に
置

い
て

お
く

だ
け

で
充

電
で

き
る

よ
う

な
機

器
が

あ
る

と
便

利
だ

と
思

い
ま

す
。

3
5

8
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

Ｆ
Ｍ

補
聴

器
の

マ
イ

ク
聴

覚
障

害
者

F
M

補
聴

シ
ス

テ
ム

は
、
基

本
的

に
マ

イ
ク

1
本

を
使

い
ま

わ
す

た
め

、
集

団
で

行
う

会
議

な
ど

で
は

ス
ム

ー
ズ

な
進

行
が

で
き

ま
せ

ん
。
フ

ォ
ナ

ッ
ク

社
が

最
大

1
0

本
ま

で
マ

イ
ク

の
音

を
拾

う
こ

と
が

で
き

る
も

の
を

販
売

し
て

い
る

が
、
マ

イ
ク

の
単

価
が

高
い

（
1
本

3
～

4
万

円
程

度
）
た

め
、
個

人
で

揃
え

る
に

は
限

界
が

あ
り

ま
す

。
Ｆ
Ｍ

補
聴

シ
ス

テ
ム

で
同

時
に

複
数

マ
イ

ク
が

使
用

可
能

で
、
か

つ
マ

イ
ク

の
価

格
が

安
価

な
も

の
が

あ
る

と
助

か
り

ま
す

。

3
5

9
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

オ
プ

シ
ョ

ン
で

磁
気

ル
ー

プ
機

能
を

補
聴

器
に

追
加

す
る

聴
覚

障
害

者
磁

気
ル

ー
プ

は
効

果
が

あ
り

ま
す

が
、
補

聴
器

自
体

に
機

能
が

な
い

場
合

、
代

替
手

段
が

あ
り

ま
せ

ん
。
箱

形
の

受
信

機
が

あ
り

ま
す

が
、
そ

も
そ

も
補

聴
器

は
そ

の
人

に
適

合
さ

せ
て

い
る

も
の

で
あ

り
、
単

に
音

が
大

き
く

な
っ

て
い

る
だ

け
な

の
で

、
補

聴
器

自
体

に
磁

気
ル

ー
プ

機
能

が
な

く
て

も
、
後

付
け

で
簡

単
に

取
り

付
け

ら
れ

る
も

の
が

あ
る

と
便

利
で

す
。

3
6

0
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
補

聴
器

利
用

者
ハ

ウ
リ

ン
グ

し
て

い
る

こ
と

が
見

て
わ

か
る

補
聴

器

聴
覚

障
害

者
補

聴
器

を
耳

か
ら

外
し

て
い

る
と

き
に

ハ
ウ

リ
ン

グ
を

起
こ

し
て

い
て

も
、
補

聴
器

を
外

し
て

い
る

の
で

自
分

に
は

聞
こ

え
ず

、
周

り
の

人
に

迷
惑

を
か

け
て

し
ま

う
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
ハ

ウ
リ

ン
グ

を
起

こ
し

て
い

る
こ

と
が

目
視

で
わ

か
る

よ
う

な
機

能
が

欲
し

い
で

す
。

3
6

1
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
利

用
者

集
団

補
聴

シ
ス

テ
ム

（
磁

気
ル

ー
プ

シ
ス

テ
ム

な
ど

）
の

普
及

聴
覚

障
害

者
各

自
治

体
の

「
福

祉
の

ま
ち

づ
く

り
条

例
」
に

よ
り

、
公

共
施

設
に

は
集

団
補

聴
器

シ
ス

テ
ム

の
整

備
基

準
が

設
け

ら
れ

て
い

ま
す

が
、
新

設
の

大
型

公
共

施
設

の
み

が
対

象
と

な
っ

て
い

ま
す

。

そ
の

た
め

、
昔

か
ら

あ
る

公
共

施
設

に
は

集
団

補
聴

器
シ

ス
テ

ム
の

普
及

が
進

ん
で

い
ま

せ
ん

。
さ

ら
に

公
共

施
設

の
職

員
に

問
い

合
わ

せ
て

も
磁

気
ル

ー
プ

シ
ス

テ
ム

の
存

在
自

体
を

知
ら

な
い

人
も

い
る

た
め

、
困

惑
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。

集
団

補
聴

器
シ

ス
テ

ム
は

安
定

し
て

、
音

を
耳

に
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

も
の

な
の

で
、
使

用
環

境
の

拡
大

を
お

願
い

し
た

い
で

す
。

例
え

ば
、
自

動
車

を
運

転
し

て
い

る
場

合
は

、
車

内
に

い
る

全
員

が
正

面
を

向
い

て
い

る
こ

と
、
車

の
走

行
音

が
大

き
い

こ
と

が
原

因
で

会
話

が
難

し
く

な
り

ま
す

。
そ

の
た

め
、
車

載
用

の
磁

気
ル

ー
プ

が
あ

る
と

便
利

で
す

。
ま

た
、
病

院
や

薬
局

で
は

医
師

や
看

護
師

が
マ

ス
ク

を
着

用
し

て
い

る
（
院

内
感

染
を

防
ぐ

た
め

外
せ

な
い

）
の

で
、
言

葉
が

読
み

取
り

づ
ら

く
な

り
ま

す
。
そ

の
よ

う
な

施
設

で
は

磁
気

ル
ー

プ
な

ど
の

シ
ス

テ
ム

が
あ

る
と

助
か

り
ま

す
。

3
6

2
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

携
帯

電
話

に
取

り
付

け
可

能
な

拡
声

器
聴

覚
障

害
者

電
話

の
受

話
器

に
取

り
付

け
る

こ
と

が
で

き
る

拡
声

器
が

あ
り

ま
す

が
、
携

帯
電

話
の

場
合

に
は

小
さ

く
て

薄
い

の
で

、
取

り
付

け
が

困
難

で
す

。
携

帯
電

話
に

も
取

り
付

け
可

能
な

も
の

が
あ

る
と

便
利

で
す

。

3
6

3
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

字
幕

表
示

機
能

付
き

電
話

機
聴

覚
障

害
者

ア
メ

リ
カ

で
字

幕
表

示
機

能
の

つ
い

た
電

話
機

が
あ

る
と

聞
き

ま
し

た
。
仕

組
み

と
し

て
は

オ
ペ

レ
ー

タ
が

介
在

し
、
話

者
の

音
声

を
文

字
に

変
換

し
、
相

手
の

電
話

機
の

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

に
表

示
す

る
仕

組
み

の
よ

う
で

す
（
た

ぶ
ん

）
そ

の
よ

う
な

仕
組

み
（
サ

ー
ビ

ス
？

）
が

あ
れ

ば
と

て
も

助
か

り
ま

す
が

、
や

は
り

介
在

な
く

、
電

話
機

が
音

声
を

認
識

し
て

ダ
イ

レ
ク

ト
に

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

に
文

字
が

表
示

さ
れ

る
と

い
い

と
思

い
ま

す
。

3
6

4
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
利

用
者

火
災

を
感

知
し

て
振

動
す

る
枕

聴
覚

障
害

者
就

寝
中

に
火

災
が

発
生

し
て

火
災

報
知

機
が

作
動

し
て

も
、
非

常
ベ

ル
の

音
が

聴
こ

え
な

い
の

で
、
火

災
報

知
機

と
枕

が
連

動
し

て
い

る
と

い
い

と
思

い
ま

す
。

枕
の

下
に

潜
り

込
ま

せ
、
火

災
が

発
生

す
る

と
振

動
す

る
商

品
を

以
前

使
っ

て
い

ま
し

た
が

、
寝

て
い

る
間

に
枕

か
ら

ず
れ

て
し

ま
っ

て
全

く
意

味
が

あ
り

ま
せ

ん
で

し
た

。
ま

た
、
防

災
の

た
め

と
は

い
え

、
毎

日
火

災
だ

け
の

た
め

に
枕

の
下

に
機

器
を

入
れ

る
の

は
煩

わ
し

い
で

す
。
生

活
す

る
上

で
必

要
不

可
欠

な
も

の
に

機
能

を
備

え
る

こ
と

が
重

要
で

す
。

3
6

5
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
利

用
者

聴
覚

障
害

者
の

た
め

の
危

険
を

知
ら

せ
る

た
め

の
機

器

聴
覚

障
害

者
道

を
歩

い
て

い
る

と
、
後

ろ
か

ら
接

近
し

て
く

る
自

転
車

や
、
緊

急
車

両
の

サ
イ

レ
ン

、
車

の
ク

ラ
ク

シ
ョ

ン
な

ど
が

聞
こ

え
ず

に
危

険
を

感
じ

る
こ

と
が

あ
る

。

何
ら

か
の

方
法

で
、
サ

イ
レ

ン
や

ク
ラ

ク
シ

ョ
ン

等
の

音
を

検
知

し
、
光

で
知

ら
せ

て
く

れ
る

シ
ス

テ
ム

が
あ

る
と

よ
い

。
ま

た
、
Ｇ

Ｐ
Ｓ

を
利

用
し

て
緊

急
車

両
な

ど
の

位
置

を
把

握
で

き
る

と
危

険
の

回
避

に
つ

な
が

る
。

3
6

6
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

音
声

認
識

ソ
フ

ト
に

つ
い

て
聴

覚
障

害
者

集
団

補
聴

シ
ス

テ
ム

の
機

材
を

持
ち

込
め

な
い

時
に

、
iP

a
d

の
音

声
認

識
ソ

フ
ト

を
使

用
す

る
が

、
集

団
の

中
で

使
用

す
る

と
、
い

ろ
い

ろ
な

音
を

拾
っ

て
し

ま
っ

て
う

ま
く

認
識

で
き

ま
せ

ん
。
必

要
な

音
声

だ
け

を
拾

っ
て

文
字

に
変

換
し

て
く

れ
る

よ
う

に
機

能
を

向
上

し
て

欲
し

い
で

す
。

3
6

7
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

メ
ガ

ネ
型

字
幕

表
示

機
器

聴
覚

障
害

者
音

声
を

変
換

す
る

端
末

を
持

ち
歩

く
の

は
手

が
塞

が
っ

て
し

ま
う

し
不

便
で

す
。
端

末
よ

り
も

、
自

分
が

向
い

た
方

向
の

音
声

を
文

字
に

変
換

し
て

表
示

し
て

く
れ

る
メ

ガ
ネ

が
あ

る
と

便
利

だ
と

思
い

ま
す

。

3
6

8
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
光

っ
て

知
ら

せ
る

体
温

計
聴

覚
障

害
者

バ
イ

ブ
レ

ー
シ

ョ
ン

で
測

り
終

わ
っ

た
こ

と
を

知
ら

せ
る

体
温

計
は

あ
り

ま
す

が
、
聴

覚
障

害
者

の
親

が
、
子

供
の

体
温

を
測

る
場

合
は

、
測

り
終

わ
っ

た
こ

と
が

わ
か

ら
な

い
の

で
、
光

で
も

知
ら

せ
て

く
れ

る
体

温
が

あ
る

と
助

か
り

ま
す

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

3
5

7
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
補

聴
器

利
用

者
補

聴
器

の
電

池
の

寿
命

聴
覚

障
害

者
機

種
に

よ
っ

て
電

池
の

寿
命

は
異

な
り

ま
す

が
、
現

在
使

用
し

て
い

る
の

は
２

週
間

ぐ
ら

い
し

か
も

ち
ま

せ
ん

。
会

社
の

会
議

な
ど

、
大

事
な

場
面

で
補

聴
器

の
電

池
が

切
れ

て
し

ま
う

と
困

る
の

で
、
太

陽
電

池
を

利
用

し
た

補
聴

器
が

普
及

す
る

と
便

利
だ

と
思

い
ま

す
。

電
池

の
替

え
を

常
に

持
ち

合
わ

せ
て

い
る

わ
け

で
は

な
い

の
で

、
ソ

ー
ラ

ー
や

、
携

帯
電

話
の

よ
う

に
特

定
の

場
所

に
置

い
て

お
く

だ
け

で
充

電
で

き
る

よ
う

な
機

器
が

あ
る

と
便

利
だ

と
思

い
ま

す
。

3
5

8
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

Ｆ
Ｍ

補
聴

器
の

マ
イ

ク
聴

覚
障

害
者

F
M

補
聴

シ
ス

テ
ム

は
、
基

本
的

に
マ

イ
ク

1
本

を
使

い
ま

わ
す

た
め

、
集

団
で

行
う

会
議

な
ど

で
は

ス
ム

ー
ズ

な
進

行
が

で
き

ま
せ

ん
。
フ

ォ
ナ

ッ
ク

社
が

最
大

1
0

本
ま

で
マ

イ
ク

の
音

を
拾

う
こ

と
が

で
き

る
も

の
を

販
売

し
て

い
る

が
、
マ

イ
ク

の
単

価
が

高
い

（
1
本

3
～

4
万

円
程

度
）
た

め
、
個

人
で

揃
え

る
に

は
限

界
が

あ
り

ま
す

。
Ｆ
Ｍ

補
聴

シ
ス

テ
ム

で
同

時
に

複
数

マ
イ

ク
が

使
用

可
能

で
、
か

つ
マ

イ
ク

の
価

格
が

安
価

な
も

の
が

あ
る

と
助

か
り

ま
す

。

3
5

9
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

オ
プ

シ
ョ

ン
で

磁
気

ル
ー

プ
機

能
を

補
聴

器
に

追
加

す
る

聴
覚

障
害

者
磁

気
ル

ー
プ

は
効

果
が

あ
り

ま
す

が
、
補

聴
器

自
体

に
機

能
が

な
い

場
合

、
代

替
手

段
が

あ
り

ま
せ

ん
。
箱

形
の

受
信

機
が

あ
り

ま
す

が
、
そ

も
そ

も
補

聴
器

は
そ

の
人

に
適

合
さ

せ
て

い
る

も
の

で
あ

り
、
単

に
音

が
大

き
く

な
っ

て
い

る
だ

け
な

の
で

、
補

聴
器

自
体

に
磁

気
ル

ー
プ

機
能

が
な

く
て

も
、
後

付
け

で
簡

単
に

取
り

付
け

ら
れ

る
も

の
が

あ
る

と
便

利
で

す
。

3
6

0
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
補

聴
器

利
用

者
ハ

ウ
リ

ン
グ

し
て

い
る

こ
と

が
見

て
わ

か
る

補
聴

器

聴
覚

障
害

者
補

聴
器

を
耳

か
ら

外
し

て
い

る
と

き
に

ハ
ウ

リ
ン

グ
を

起
こ

し
て

い
て

も
、
補

聴
器

を
外

し
て

い
る

の
で

自
分

に
は

聞
こ

え
ず

、
周

り
の

人
に

迷
惑

を
か

け
て

し
ま

う
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
ハ

ウ
リ

ン
グ

を
起

こ
し

て
い

る
こ

と
が

目
視

で
わ

か
る

よ
う

な
機

能
が

欲
し

い
で

す
。

3
6

1
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
利

用
者

集
団

補
聴

シ
ス

テ
ム

（
磁

気
ル

ー
プ

シ
ス

テ
ム

な
ど

）
の

普
及

聴
覚

障
害

者
各

自
治

体
の

「
福

祉
の

ま
ち

づ
く

り
条

例
」
に

よ
り

、
公

共
施

設
に

は
集

団
補

聴
器

シ
ス

テ
ム

の
整

備
基

準
が

設
け

ら
れ

て
い

ま
す

が
、
新

設
の

大
型

公
共

施
設

の
み

が
対

象
と

な
っ

て
い

ま
す

。

そ
の

た
め

、
昔

か
ら

あ
る

公
共

施
設

に
は

集
団

補
聴

器
シ

ス
テ

ム
の

普
及

が
進

ん
で

い
ま

せ
ん

。
さ

ら
に

公
共

施
設

の
職

員
に

問
い

合
わ

せ
て

も
磁

気
ル

ー
プ

シ
ス

テ
ム

の
存

在
自

体
を

知
ら

な
い

人
も

い
る

た
め

、
困

惑
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。

集
団

補
聴

器
シ

ス
テ

ム
は

安
定

し
て

、
音

を
耳

に
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

も
の

な
の

で
、
使

用
環

境
の

拡
大

を
お

願
い

し
た

い
で

す
。

例
え

ば
、
自

動
車

を
運

転
し

て
い

る
場

合
は

、
車

内
に

い
る

全
員

が
正

面
を

向
い

て
い

る
こ

と
、
車

の
走

行
音

が
大

き
い

こ
と

が
原

因
で

会
話

が
難

し
く

な
り

ま
す

。
そ

の
た

め
、
車

載
用

の
磁

気
ル

ー
プ

が
あ

る
と

便
利

で
す

。
ま

た
、
病

院
や

薬
局

で
は

医
師

や
看

護
師

が
マ

ス
ク

を
着

用
し

て
い

る
（
院

内
感

染
を

防
ぐ

た
め

外
せ

な
い

）
の

で
、
言

葉
が

読
み

取
り

づ
ら

く
な

り
ま

す
。
そ

の
よ

う
な

施
設

で
は

磁
気

ル
ー

プ
な

ど
の

シ
ス

テ
ム

が
あ

る
と

助
か

り
ま

す
。

3
6

2
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

携
帯

電
話

に
取

り
付

け
可

能
な

拡
声

器
聴

覚
障

害
者

電
話

の
受

話
器

に
取

り
付

け
る

こ
と

が
で

き
る

拡
声

器
が

あ
り

ま
す

が
、
携

帯
電

話
の

場
合

に
は

小
さ

く
て

薄
い

の
で

、
取

り
付

け
が

困
難

で
す

。
携

帯
電

話
に

も
取

り
付

け
可

能
な

も
の

が
あ

る
と

便
利

で
す

。

3
6

3
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

字
幕

表
示

機
能

付
き

電
話

機
聴

覚
障

害
者

ア
メ

リ
カ

で
字

幕
表

示
機

能
の

つ
い

た
電

話
機

が
あ

る
と

聞
き

ま
し

た
。
仕

組
み

と
し

て
は

オ
ペ

レ
ー

タ
が

介
在

し
、
話

者
の

音
声

を
文

字
に

変
換

し
、
相

手
の

電
話

機
の

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

に
表

示
す

る
仕

組
み

の
よ

う
で

す
（
た

ぶ
ん

）
そ

の
よ

う
な

仕
組

み
（
サ

ー
ビ

ス
？

）
が

あ
れ

ば
と

て
も

助
か

り
ま

す
が

、
や

は
り

介
在

な
く

、
電

話
機

が
音

声
を

認
識

し
て

ダ
イ

レ
ク

ト
に

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

に
文

字
が

表
示

さ
れ

る
と

い
い

と
思

い
ま

す
。

3
6

4
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
利

用
者

火
災

を
感

知
し

て
振

動
す

る
枕

聴
覚

障
害

者
就

寝
中

に
火

災
が

発
生

し
て

火
災

報
知

機
が

作
動

し
て

も
、
非

常
ベ

ル
の

音
が

聴
こ

え
な

い
の

で
、
火

災
報

知
機

と
枕

が
連

動
し

て
い

る
と

い
い

と
思

い
ま

す
。

枕
の

下
に

潜
り

込
ま

せ
、
火

災
が

発
生

す
る

と
振

動
す

る
商

品
を

以
前

使
っ

て
い

ま
し

た
が

、
寝

て
い

る
間

に
枕

か
ら

ず
れ

て
し

ま
っ

て
全

く
意

味
が

あ
り

ま
せ

ん
で

し
た

。
ま

た
、
防

災
の

た
め

と
は

い
え

、
毎

日
火

災
だ

け
の

た
め

に
枕

の
下

に
機

器
を

入
れ

る
の

は
煩

わ
し

い
で

す
。
生

活
す

る
上

で
必

要
不

可
欠

な
も

の
に

機
能

を
備

え
る

こ
と

が
重

要
で

す
。

3
6

5
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
利

用
者

聴
覚

障
害

者
の

た
め

の
危

険
を

知
ら

せ
る

た
め

の
機

器

聴
覚

障
害

者
道

を
歩

い
て

い
る

と
、
後

ろ
か

ら
接

近
し

て
く

る
自

転
車

や
、
緊

急
車

両
の

サ
イ

レ
ン

、
車

の
ク

ラ
ク

シ
ョ

ン
な

ど
が

聞
こ

え
ず

に
危

険
を

感
じ

る
こ

と
が

あ
る

。

何
ら

か
の

方
法

で
、
サ

イ
レ

ン
や

ク
ラ

ク
シ

ョ
ン

等
の

音
を

検
知

し
、
光

で
知

ら
せ

て
く

れ
る

シ
ス

テ
ム

が
あ

る
と

よ
い

。
ま

た
、
Ｇ

Ｐ
Ｓ

を
利

用
し

て
緊

急
車

両
な

ど
の

位
置

を
把

握
で

き
る

と
危

険
の

回
避

に
つ

な
が

る
。

3
6

6
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

音
声

認
識

ソ
フ

ト
に

つ
い

て
聴

覚
障

害
者

集
団

補
聴

シ
ス

テ
ム

の
機

材
を

持
ち

込
め

な
い

時
に

、
iP

a
d

の
音

声
認

識
ソ

フ
ト

を
使

用
す

る
が

、
集

団
の

中
で

使
用

す
る

と
、
い

ろ
い

ろ
な

音
を

拾
っ

て
し

ま
っ

て
う

ま
く

認
識

で
き

ま
せ

ん
。
必

要
な

音
声

だ
け

を
拾

っ
て

文
字

に
変

換
し

て
く

れ
る

よ
う

に
機

能
を

向
上

し
て

欲
し

い
で

す
。

3
6

7
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

メ
ガ

ネ
型

字
幕

表
示

機
器

聴
覚

障
害

者
音

声
を

変
換

す
る

端
末

を
持

ち
歩

く
の

は
手

が
塞

が
っ

て
し

ま
う

し
不

便
で

す
。
端

末
よ

り
も

、
自

分
が

向
い

た
方

向
の

音
声

を
文

字
に

変
換

し
て

表
示

し
て

く
れ

る
メ

ガ
ネ

が
あ

る
と

便
利

だ
と

思
い

ま
す

。

3
6

8
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
光

っ
て

知
ら

せ
る

体
温

計
聴

覚
障

害
者

バ
イ

ブ
レ

ー
シ

ョ
ン

で
測

り
終

わ
っ

た
こ

と
を

知
ら

せ
る

体
温

計
は

あ
り

ま
す

が
、
聴

覚
障

害
者

の
親

が
、
子

供
の

体
温

を
測

る
場

合
は

、
測

り
終

わ
っ

た
こ

と
が

わ
か

ら
な

い
の

で
、
光

で
も

知
ら

せ
て

く
れ

る
体

温
が

あ
る

と
助

か
り

ま
す

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

3
6

9
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
補

聴
器

利
用

者
視

覚
ア

ラ
ー

ム
付

き
補

聴
器

聴
覚

障
害

者
補

聴
器

を
は

ず
し

て
い

る
と

き
は

、
音

が
し

て
も

聞
こ

え
ま

せ
ん

。
電

池
が

な
く

な
っ

た
と

き
ハ

ウ
リ

ン
グ

し
て

い
る

と
き

そ
れ

ぞ
れ

見
て

分
か

る
L
E

D
表

示
等

が
つ

い
て

る
と

よ
い

の
で

す
が

。

3
7

0
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
個

人
角

度
計

つ
き

車
い

す
の

提
案

（
取

り
付

け
用

）
そ

の
他

　
以

前
尋

ね
ら

れ
て

い
た

方
が

お
見

え
に

な
ら

れ
ま

し
た

の
で

、
当

社
別

顧
客

で
作

っ
た

も
の

の
簡

易
版

を
紹

介
い

た
し

ま
す

。

　
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
製

で
簡

易
仕

様
で

は
あ

り
ま

す
が

、
写

真
の

様
な

も
の

を
作

り
ま

し
た

。
　
取

り
付

け
は

マ
グ

ネ
ッ

ト
式

（
磁

力
式

）
・
マ

ジ
ッ

ク
テ

ー
プ

式
（
布

部
用

）
と

な
り

ま
す

。
　
ご

参
考

ま
で

。

　
当

方
は

愛
知

県
は

西
三

河
、
碧

南
で

設
備

製
缶

業
を

営
ん

で
お

り
ま

す
、
株

式
会

社
伸

交
の

村
山

と
申

し
ま

す
。

　
3

年
前

に
福

祉
住

環
境

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
資

格
を

習
得

し
、
鉄

物
（
鉄

・
ス

テ
ン

レ
ス

・
ア

ル
ミ

)を
使

っ
た

　
福

祉
に

提
案

出
来

る
製

品
を

と
試

行
錯

誤
し

て
お

り
ま

す
。

　
現

在
は

市
民

病
院

の
機

器
修

理
、
個

人
宅

で
の

特
殊

加
工

(床
か

ら
の

手
す

り
・
屋

外
で

の
ス

ロ
ー

プ
加

工
）
を

　
手

掛
け

て
お

り
、
ま

だ
ま

だ
日

が
浅

く
試

行
錯

誤
で

頑
張

っ
て

お
り

ま
す

。
　 　
既

存
で

は
施

工
出

来
な

い
・
し

づ
ら

い
設

備
を

、
設

備
製

缶
業

か
ら

の
視

点
で

提
案

・
施

工
を

行
っ

て
お

り
ま

す
。

　
毎

日
が

勉
強

で
す

。
皆

様
か

ら
の

宿
題

を
基

に
多

く
の

方
々

へ
笑

顔
を

作
り

た
い

と
思

っ
て

い
ま

す
。

　
何

か
ご

ざ
い

ま
し

た
ら

、
ど

う
ぞ

機
会

を
与

え
て

く
だ

さ
い

。
　
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

3
7

1
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
福

祉
専

門
職

特
例

　
電

動
車

椅
子

肢
体

不
自

由
者

特
例

で
県

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

か
ら

出
し

て
も

ら
っ

た
車

椅
子

な
の

で
す

が
・
・
・
特

例
と

い
う

か
ら

に
は

品
物

も
そ

れ
な

り
に

し
ま

す
し

、
何

よ
り

維
持

費
も

金
額

が
張

る
の

に
そ

れ
に

対
し

て
の

補
助

金
制

度
が

全
く

な
い

と
い

う
の

は
お

か
し

い
と

思
い

ま
す

。
少

し
だ

け
修

理
を

し
て

も
、
す

ぐ
何

万
と

い
う

お
金

は
飛

び
ま

す
し

・
・
・
特

例
だ

か
ら

標
準

枠
で

は
付

い
て

な
い

装
備

も
あ

る
の

に
ど

う
し

て
そ

れ
ら

が
認

め
ら

れ
な

い
の

か
が

不
思

議
に

な
り

ま
す

・
・
。

特
例

だ
か

ら
修

理
し

た
り

も
金

額
は

あ
る

し
、
修

理
部

品
に

も
違

い
は

あ
る

し
ど

う
し

て
、
車

い
す

修
理

や
電

動
車

い
す

の
修

理
単

価
は

決
ま

っ
て

い
る

の
に

・
・
特

例
補

装
具

の
修

理
単

価
は

考
え

て
も

ら
え

な
い

の
で

し
ょ

う
か

・
・
・
？

3
7

2
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
歩

行
器

医
療

専
門

職
【
要

望
】
片

脚
歩

行
器

（
サ

イ
ド

ケ
イ

ン
）
の

改
良

肢
体

不
自

由
者

　
理

学
療

法
士

で
す

。
重

度
の

片
麻

痺
患

者
さ

ま
の

歩
行

練
習

を
行

う
際

、
片

脚
歩

行
器

（
サ

イ
ド

ケ
イ

ン
）
を

用
い

る
こ

と
が

多
々

あ
り

ま
す

。
そ

の
際

、
持

ち
上

げ
動

作
が

不
要

で
且

つ
体

重
を

か
け

る
と

ブ
レ

ー
キ

の
か

か
る

も
の

が
あ

る
と

練
習

が
ス

ム
ー

ズ
に

な
る

と
以

前
か

ら
感

じ
て

い
ま

し
た

。
四

輪
歩

行
器

や
二

輪
歩

行
器

に
は

そ
の

よ
う

な
機

能
の

も
の

が
あ

る
の

に
、
な

ぜ
、
片

脚
歩

行
器

は
、
昔

か
ら

ゴ
ム

の
も

の
し

か
な

い
の

だ
ろ

う
と

不
思

議
で

す
。
高

齢
に

な
る

と
腕

の
筋

力
も

低
下

し
ま

す
し

、
認

知
面

の
障

害
を

伴
う

と
杖

の
操

作
が

難
し

い
方

も
多

い
で

す
。

　
そ

の
よ

う
な

製
品

が
あ

り
ま

し
た

ら
、
教

え
て

い
た

だ
き

た
い

で
す

。
も

し
、
無

い
の

で
し

た
ら

ど
な

た
か

作
っ

て
い

た
だ

け
な

い
か

な
と

思
い

ま
す

。

3
7

3
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
選

定
福

祉
用

具
選

択
に

関
す

る
指

針
（
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

つ
い

て
）

法
人

内
に

て
、
福

祉
用

具
利

用
を

推
進

し
よ

う
と

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
作

成
し

た
く

思
っ

て
い

ま
す

。
つ

き
ま

し
て

は
、
福

祉
用

具
の

選
定

の
大

ま
か

な
基

準
な

ど
を

決
め

て
い

る
資

料
・
文

献
・
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
な

ど
が

あ
り

ま
し

た
ら

紹
介

し
て

い
た

だ
き

た
く

思
い

ま
す

。

具
体

的
に

は
○

○
な

人
に

対
し

て
は

リ
フ

ト
を

使
用

す
る

。
○

○
な

人
に

対
し

て
は

ス
ラ

イ
デ

ィ
ン

グ
ボ

ー
ド

を
使

用
す

る
。

と
い

っ
た

感
じ

の
情

報
だ

と
う

れ
し

い
で

す
。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

3
6

9
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
補

聴
器

利
用

者
視

覚
ア

ラ
ー

ム
付

き
補

聴
器

聴
覚

障
害

者
補

聴
器

を
は

ず
し

て
い

る
と

き
は

、
音

が
し

て
も

聞
こ

え
ま

せ
ん

。
電

池
が

な
く

な
っ

た
と

き
ハ

ウ
リ

ン
グ

し
て

い
る

と
き

そ
れ

ぞ
れ

見
て

分
か

る
L
E

D
表

示
等

が
つ

い
て

る
と

よ
い

の
で

す
が

。

3
7

0
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
個

人
角

度
計

つ
き

車
い

す
の

提
案

（
取

り
付

け
用

）
そ

の
他

　
以

前
尋

ね
ら

れ
て

い
た

方
が

お
見

え
に

な
ら

れ
ま

し
た

の
で

、
当

社
別

顧
客

で
作

っ
た

も
の

の
簡

易
版

を
紹

介
い

た
し

ま
す

。

　
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
製

で
簡

易
仕

様
で

は
あ

り
ま

す
が

、
写

真
の

様
な

も
の

を
作

り
ま

し
た

。
　
取

り
付

け
は

マ
グ

ネ
ッ

ト
式

（
磁

力
式

）
・
マ

ジ
ッ

ク
テ

ー
プ

式
（
布

部
用

）
と

な
り

ま
す

。
　
ご

参
考

ま
で

。

　
当

方
は

愛
知

県
は

西
三

河
、
碧

南
で

設
備

製
缶

業
を

営
ん

で
お

り
ま

す
、
株

式
会

社
伸

交
の

村
山

と
申

し
ま

す
。

　
3

年
前

に
福

祉
住

環
境

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
資

格
を

習
得

し
、
鉄

物
（
鉄

・
ス

テ
ン

レ
ス

・
ア

ル
ミ

)を
使

っ
た

　
福

祉
に

提
案

出
来

る
製

品
を

と
試

行
錯

誤
し

て
お

り
ま

す
。

　
現

在
は

市
民

病
院

の
機

器
修

理
、
個

人
宅

で
の

特
殊

加
工

(床
か

ら
の

手
す

り
・
屋

外
で

の
ス

ロ
ー

プ
加

工
）
を

　
手

掛
け

て
お

り
、
ま

だ
ま

だ
日

が
浅

く
試

行
錯

誤
で

頑
張

っ
て

お
り

ま
す

。
　 　
既

存
で

は
施

工
出

来
な

い
・
し

づ
ら

い
設

備
を

、
設

備
製

缶
業

か
ら

の
視

点
で

提
案

・
施

工
を

行
っ

て
お

り
ま

す
。

　
毎

日
が

勉
強

で
す

。
皆

様
か

ら
の

宿
題

を
基

に
多

く
の

方
々

へ
笑

顔
を

作
り

た
い

と
思

っ
て

い
ま

す
。

　
何

か
ご

ざ
い

ま
し

た
ら

、
ど

う
ぞ

機
会

を
与

え
て

く
だ

さ
い

。
　
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

3
7

1
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
福

祉
専

門
職

特
例

　
電

動
車

椅
子

肢
体

不
自

由
者

特
例

で
県

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

か
ら

出
し

て
も

ら
っ

た
車

椅
子

な
の

で
す

が
・
・
・
特

例
と

い
う

か
ら

に
は

品
物

も
そ

れ
な

り
に

し
ま

す
し

、
何

よ
り

維
持

費
も

金
額

が
張

る
の

に
そ

れ
に

対
し

て
の

補
助

金
制

度
が

全
く

な
い

と
い

う
の

は
お

か
し

い
と

思
い

ま
す

。
少

し
だ

け
修

理
を

し
て

も
、
す

ぐ
何

万
と

い
う

お
金

は
飛

び
ま

す
し

・
・
・
特

例
だ

か
ら

標
準

枠
で

は
付

い
て

な
い

装
備

も
あ

る
の

に
ど

う
し

て
そ

れ
ら

が
認

め
ら

れ
な

い
の

か
が

不
思

議
に

な
り

ま
す

・
・
。

特
例

だ
か

ら
修

理
し

た
り

も
金

額
は

あ
る

し
、
修

理
部

品
に

も
違

い
は

あ
る

し
ど

う
し

て
、
車

い
す

修
理

や
電

動
車

い
す

の
修

理
単

価
は

決
ま

っ
て

い
る

の
に

・
・
特

例
補

装
具

の
修

理
単

価
は

考
え

て
も

ら
え

な
い

の
で

し
ょ

う
か

・
・
・
？

3
7

2
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
歩

行
器

医
療

専
門

職
【
要

望
】
片

脚
歩

行
器

（
サ

イ
ド

ケ
イ

ン
）
の

改
良

肢
体

不
自

由
者

　
理

学
療

法
士

で
す

。
重

度
の

片
麻

痺
患

者
さ

ま
の

歩
行

練
習

を
行

う
際

、
片

脚
歩

行
器

（
サ

イ
ド

ケ
イ

ン
）
を

用
い

る
こ

と
が

多
々

あ
り

ま
す

。
そ

の
際

、
持

ち
上

げ
動

作
が

不
要

で
且

つ
体

重
を

か
け

る
と

ブ
レ

ー
キ

の
か

か
る

も
の

が
あ

る
と

練
習

が
ス

ム
ー

ズ
に

な
る

と
以

前
か

ら
感

じ
て

い
ま

し
た

。
四

輪
歩

行
器

や
二

輪
歩

行
器

に
は

そ
の

よ
う

な
機

能
の

も
の

が
あ

る
の

に
、
な

ぜ
、
片

脚
歩

行
器

は
、
昔

か
ら

ゴ
ム

の
も

の
し

か
な

い
の

だ
ろ

う
と

不
思

議
で

す
。
高

齢
に

な
る

と
腕

の
筋

力
も

低
下

し
ま

す
し

、
認

知
面

の
障

害
を

伴
う

と
杖

の
操

作
が

難
し

い
方

も
多

い
で

す
。

　
そ

の
よ

う
な

製
品

が
あ

り
ま

し
た

ら
、
教

え
て

い
た

だ
き

た
い

で
す

。
も

し
、
無

い
の

で
し

た
ら

ど
な

た
か

作
っ

て
い

た
だ

け
な

い
か

な
と

思
い

ま
す

。

3
7

3
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
選

定
福

祉
用

具
選

択
に

関
す

る
指

針
（
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

つ
い

て
）

法
人

内
に

て
、
福

祉
用

具
利

用
を

推
進

し
よ

う
と

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
作

成
し

た
く

思
っ

て
い

ま
す

。
つ

き
ま

し
て

は
、
福

祉
用

具
の

選
定

の
大

ま
か

な
基

準
な

ど
を

決
め

て
い

る
資

料
・
文

献
・
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
な

ど
が

あ
り

ま
し

た
ら

紹
介

し
て

い
た

だ
き

た
く

思
い

ま
す

。

具
体

的
に

は
○

○
な

人
に

対
し

て
は

リ
フ

ト
を

使
用

す
る

。
○

○
な

人
に

対
し

て
は

ス
ラ

イ
デ

ィ
ン

グ
ボ

ー
ド

を
使

用
す

る
。

と
い

っ
た

感
じ

の
情

報
だ

と
う

れ
し

い
で

す
。

55

- 125 -

186625 報告書_本文_2校 (133)



投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

3
7

4
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
利

用
者

キ
ッ

チ
ン

で
前

後
座

右
に

動
け

る
小

回
り

可
能

な
ハ

イ
チ

ェ
ア

ー

肢
体

不
自

由
者

私
は

、
両

下
肢

障
害

２
級

、
左

下
肢

に
は

長
下

肢
装

具
を

着
装

、
右

下
肢

は
足

首
が

不
安

定
で

外
出

時
は

補
装

靴
利

用
、
室

内
で

は
サ

ン
ダ

ル
利

用
を

し
て

い
る

、
６

４
歳

の
ポ

ス
ト

ポ
リ

オ
症

候
群

の
女

性
で

す
。
現

在
は

、
D

ｒ　
P

T
 装

具
士

の
方

々
の

ア
ド

バ
イ

ス
に

よ
り

、
少

し
で

も
体

力
低

下
を

緩
慢

に
す

る
た

め
の

努
力

を
し

て
い

ま
す

。
主

婦
で

す
か

ら
家

事
を

し
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

。
そ

の
た

め
に

は
で

き
る

限
り

歩
く

こ
と

の
で

き
る

期
間

を
長

く
し

た
い

一
念

で
す

。
家

事
の

中
で

一
番

つ
ら

い
の

が
台

所
で

の
立

ち
仕

事
で

す
。
我

が
家

の
キ

ッ
チ

ン
は

８
畳

弱
の

ス
ペ

ー
ス

に
テ

ー
ブ

ル
な

ど
キ

ッ
チ

ン
用

品
が

並
ん

で
お

り
わ

ず
か

な
ス

ペ
ー

ス
で

す
。
で

も
、
私

に
と

っ
て

歩
く

こ
と

以
上

に
立

ち
姿

勢
を

維
持

す
る

こ
と

が
つ

ら
い

の
で

す
。
右

下
肢

で
体

重
を

支
え

る
こ

と
が

多
く

、
し

か
も

踵
に

力
が

入
る

た
め

、
体

が
後

ろ
に

倒
れ

そ
う

で
不

安
定

に
な

り
ま

す
。
椅

子
に

座
っ

て
、
な

お
か

つ
キ

ッ
チ

ン
で

自
由

に
動

け
る

イ
ス

が
欲

し
い

の
で

す
が

、
な

か
な

か
良

い
も

の
が

見
つ

か
り

ま
せ

ん
。

狭
い

ス
ペ

ー
ス

で
す

か
ら

、
（
流

し
台

と
テ

ー
ブ

ル
、
テ

ー
ブ

ル
と

食
器

棚
の

間
は

そ
れ

ぞ
れ

お
お

よ
そ

６
０

㎝
弱

、
キ

ッ
チ

ン
の

高
さ

8
5

㎝
、
私

の
身

長
は

1
5

8
㎝

）
キ

ッ
チ

ン
や

テ
ー

ブ
ル

を
伝

っ
た

り
、
足

で
床

を
蹴

っ
た

り
し

て
前

後
左

右
に

移
動

で
き

る
、
そ

ん
な

椅
子

を
ど

な
た

か
開

発
し

て
い

た
だ

け
な

い
で

し
ょ

う
か

？
今

ま
で

い
ろ

い
ろ

な
福

祉
用

具
展

示
会

な
ど

で
話

し
て

み
ま

し
た

が
、
よ

い
反

応
が

あ
り

ま
せ

ん
で

し
た

。
私

な
り

に
試

し
た

も
の

一
例

を
挙

げ
ま

す
。

①
　
折

り
た

た
み

の
ハ

イ
チ

ェ
ア

ー
　
　
一

所
で

仕
事

を
す

る
に

は
便

利
で

す
。
し

か
し

キ
ッ

チ
ン

で
の

仕
事

は
左

右
へ

の
動

き
が

重
要

で
す

。
　
　
長

下
肢

装
具

を
付

け
て

い
る

た
め

立
っ

た
り

座
っ

た
り

す
る

た
び

に
膝

の
ジ

ョ
イ

ン
ト

を
操

作
し

な
け

れ
ば

な
ら

ず
、
と

て
も

面
倒

で
す

。
現

在
使

用
し

て
い

る
の

は
、
こ

ん
な

感
じ

の
物

で
す

。
（
昔

5
0

0
0

円
程

で
買

い
ま

し
た

）
　
　
h

tt
p

:/
/
it

e
m

.r
a
k
u

te
n

.c
o

.j
p

/
k
a
g

u
c
h

/
a
s
2

4
0

/
#

a
s
2

4
0

②
　
キ

ャ
ス

タ
ー

付
き

の
ハ

イ
チ

ェ
ア

ー
　
　
座

位
の

高
め

の
椅

子
は

、
安

定
性

を
保

つ
た

め
に

か
、
下

部
の

直
径

が
大

き
く

、
狭

い
キ

ッ
チ

ン
の

中
で

は
あ

ち
こ

ち
に

ぶ
つ

か
っ

て
し

ま
い

ま
す

。
ま

た
、
座

ろ
う

と
す

る
と

軽
く

逃
げ

ら
れ

、
座

り
損

な
っ

て
こ

ろ
ぶ

こ
と

が
多

く
な

り
危

険
そ

う
で

す
。
重

心
が

低
く

安
定

性
が

あ
っ

て
、
下

部
直

径
が

小
さ

な
キ

ャ
ス

タ
ー

付
き

ハ
イ

チ
ェ

ア
ー

だ
っ

た
ら

使
え

そ
う

な
気

が
す

る
の

で
す

が
･
･
･
（
素

人
判

断
？

）

3
7

5
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
供

給
事

業
者

車
椅

子
用

段
差

解
消

器
・
車

椅
子

用
キ

ャ
リ

ヤ
ー

ア
ー

ム

肢
体

不
自

由
者

【
特

許
取

得
済

み
車

椅
子

用
段

差
解

消
器

「
だ

ん
あ

っ
ぷ

】
車

椅
子

に
よ

る
行

動
範

囲
を

広
め

、
介

助
者

の
負

担
が

軽
減

で
き

る
車

椅
子

に
装

着
す

る
段

差
解

消
リ

フ
ト

ア
ー

ム
を

販
売

し
て

い
ま

す
。
車

椅
子

で
進

行
中

に
段

差
ま

た
は

溝
に

さ
し

か
か

る
と

、
リ

フ
ト

ア
ー

ム
の

先
端

が
段

差
ま

た
は

溝
の

角
に

当
た

り
ま

す
。
更

に
車

椅
子

が
進

行
し

ま
す

と
リ

フ
ト

ア
ー

ム
は

車
椅

子
の

後
方

へ
移

動
し

な
が

ら
車

椅
子

の
前

部
を

持
ち

上
げ

ま
す

。
こ

れ
に

よ
り

段
差

乗
り

越
え

の
目

安
推

進
力

は
、
介

助
者

な
し

の
場

合
、
3

0
~
6

0
m

/
m

程
度

、
介

助
者

付
き

の
場

合
は

1
0

0
m

/
m

程
度

と
な

り
、
未

装
着

の
場

合
と

比
べ

大
幅

に
推

力
を

軽
減

で
き

ま
す

。
【
特

許
取

得
済

み
車

椅
子

用
キ

ャ
リ

ヤ
ー

ア
ー

ム
「
へ

る
ぱ

む
】

車
椅

子
の

全
部

フ
レ

ー
ム

に
装

着
す

る
こ

と
に

よ
り

従
来

の
後

方
の

ハ
ン

ド
ル

と
同

時
に

2
名

の
介

助
者

で
車

椅
子

自
体

を
持

ち
上

げ
る

こ
と

が
で

き
階

段
や

大
き

な
障

害
物

で
も

通
過

で
き

る
よ

う
に

な
り

ま
す

。

3
7

6
2

0
1
3

新
製

品
・
技

術
ベ

ッ
ド

か
ら

の
立

ち
上

が
り

広
州

の
医

療
広

州
に

は
日

本
人

先
生

が
い

る
病

院
が

ど
こ

で
す

か
？

広
州

市
の

天
河

区
林

和
東

路
病

院
は

ど
う

で
す

か
？

そ
の

W
e

b
 h

tt
p

:/
/
w

w
w

.w
a
le

s
h

o
s
p

it
a
l.
c
o

m
/
ja

p
a
n

e
s
e

威
利

斯
ク

リ
ニ

ッ
ク

の
ご

紹
介

◎
中

国
で

活
躍

さ
れ

る
日

本
人

の
た

め
の

総
合

メ
デ

ィ
カ

ル
セ

ン
タ

ー
で

す
。

ウ
ェ

ー
リ

ス
（
威

利
斯

）
ク

リ
ニ

ッ
ク

は
、
広

州
及

び
周

辺
地

域
の

日
本

人
の

皆
様

が
、
健

康
で

充
実

し
た

生
活

を
お

く
ら

れ
る

よ
う

に
洲

際
国

際
集

団
の

協
力

で
、

2
0

0
９

年
に

ク
リ

ニ
ッ

ク
と

健
康

管
理

セ
ン

タ
ー

が
開

設
さ

れ
ま

し
た

。

3
7

7
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
利

用
者

【
要

望
】
ヘ

ル
プ

マ
ー

ク
内

部
障

害
者

 内
部

障
害

者
東

京
都

で
実

施
さ

れ
て

い
る

ヘ
ル

プ
マ

ー
ク

と
い

う
も

の
が

あ
り

ま
す

。
外

か
ら

は
見

え
な

い
障

害
、
妊

婦
な

ど
を

持
っ

て
い

る
方

に
優

先
席

使
用

の
理

解
や

困
っ

て
い

る
時

の
手

伝
い

を
求

め
る

も
の

で
す

。
わ

た
し

は
線

維
筋

痛
症

を
患

っ
て

お
り

、
見

た
目

は
健

康
に

見
え

ま
す

が
優

先
席

を
使

用
し

た
い

場
合

が
多

い
の

で
、
使

っ
て

い
ま

す
が

、
東

京
都

の
ヘ

ル
プ

マ
ー

ク
は

マ
ー

ク
だ

け
な

の
で

、
マ

タ
ニ

テ
ィ

マ
ー

ク
の

よ
う

に
よ

っ
ぽ

ど
認

知
度

が
高

く
な

ら
な

い
限

り
あ

ま
り

役
に

は
た

っ
て

い
ま

せ
ん

。
そ

こ
で

わ
た

し
は

自
作

で
シ

ー
ル

を
作

り
裏

面
に

「
私

は
内

部
疾

患
者

（
外

か
ら

は
見

え
な

い
障

害
）
で

す
。
優

先
席

の
使

用
を

ご
理

解
願

い
ま

す
」
と

い
う

文
章

を
貼

り
付

け
て

使
用

し
て

い
ま

す
。

健
康

な
方

に
は

マ
ー

ク
だ

け
で

は
わ

か
り

に
く

い
と

思
い

ま
す

の
で

、
大

き
く

文
字

で
ア

ピ
ー

ル
し

て
内

部
疾

患
者

と
わ

か
る

よ
う

に
改

良
し

、
国

を
あ

げ
て

ア
ピ

ー
ル

し
て

も
ら

え
れ

ば
全

国
の

内
部

疾
患

者
の

大
き

な
助

け
に

な
る

と
考

え
ま

す
。

現
在

東
京

都
で

作
成

さ
れ

て
い

る
も

の
で

す
が

、
全

国
で

使
え

る
よ

う
に

要
望

し
ま

す
。

3
7

8
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
利

用
者

T
A

IS
コ

ー
ド

に
つ

い
て

そ
の

他
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

有
効

期
限

の
確

認
が

出
来

る
よ

う
に

し
て

ほ
し

い
現

在
は

、
い

つ
か

ら
加

入
し

た
の

か
も

分
か

ら
な

い
為

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。

3
7

9
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
医

療
専

門
職

ベ
ッ

ド
：
臀

部
と

大
腿

の
境

の
目

印
介

助
者

ベ
ッ

ド
ア

ッ
プ

を
す

る
と

き
、
ベ

ッ
ド

の
ど

こ
か

ら
お

れ
る

か
確

認
し

に
く

い
た

め
、
矢

印
等

で
目

立
た

せ
る

特
殊

寝
台

に
簡

便
に

つ
け

は
ず

し
で

き
る

も
の
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

3
7

4
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
利

用
者

キ
ッ

チ
ン

で
前

後
座

右
に

動
け

る
小

回
り

可
能

な
ハ

イ
チ

ェ
ア

ー

肢
体

不
自

由
者

私
は

、
両

下
肢

障
害

２
級

、
左

下
肢

に
は

長
下

肢
装

具
を

着
装

、
右

下
肢

は
足

首
が

不
安

定
で

外
出

時
は

補
装

靴
利

用
、
室

内
で

は
サ

ン
ダ

ル
利

用
を

し
て

い
る

、
６

４
歳

の
ポ

ス
ト

ポ
リ

オ
症

候
群

の
女

性
で

す
。
現

在
は

、
D

ｒ　
P

T
 装

具
士

の
方

々
の

ア
ド

バ
イ

ス
に

よ
り

、
少

し
で

も
体

力
低

下
を

緩
慢

に
す

る
た

め
の

努
力

を
し

て
い

ま
す

。
主

婦
で

す
か

ら
家

事
を

し
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

。
そ

の
た

め
に

は
で

き
る

限
り

歩
く

こ
と

の
で

き
る

期
間

を
長

く
し

た
い

一
念

で
す

。
家

事
の

中
で

一
番

つ
ら

い
の

が
台

所
で

の
立

ち
仕

事
で

す
。
我

が
家

の
キ

ッ
チ

ン
は

８
畳

弱
の

ス
ペ

ー
ス

に
テ

ー
ブ

ル
な

ど
キ

ッ
チ

ン
用

品
が

並
ん

で
お

り
わ

ず
か

な
ス

ペ
ー

ス
で

す
。
で

も
、
私

に
と

っ
て

歩
く

こ
と

以
上

に
立

ち
姿

勢
を

維
持

す
る

こ
と

が
つ

ら
い

の
で

す
。
右

下
肢

で
体

重
を

支
え

る
こ

と
が

多
く

、
し

か
も

踵
に

力
が

入
る

た
め

、
体

が
後

ろ
に

倒
れ

そ
う

で
不

安
定

に
な

り
ま

す
。
椅

子
に

座
っ

て
、
な

お
か

つ
キ

ッ
チ

ン
で

自
由

に
動

け
る

イ
ス

が
欲

し
い

の
で

す
が

、
な

か
な

か
良

い
も

の
が

見
つ

か
り

ま
せ

ん
。

狭
い

ス
ペ

ー
ス

で
す

か
ら

、
（
流

し
台

と
テ

ー
ブ

ル
、
テ

ー
ブ

ル
と

食
器

棚
の

間
は

そ
れ

ぞ
れ

お
お

よ
そ

６
０

㎝
弱

、
キ

ッ
チ

ン
の

高
さ

8
5

㎝
、
私

の
身

長
は

1
5

8
㎝

）
キ

ッ
チ

ン
や

テ
ー

ブ
ル

を
伝

っ
た

り
、
足

で
床

を
蹴

っ
た

り
し

て
前

後
左

右
に

移
動

で
き

る
、
そ

ん
な

椅
子

を
ど

な
た

か
開

発
し

て
い

た
だ

け
な

い
で

し
ょ

う
か

？
今

ま
で

い
ろ

い
ろ

な
福

祉
用

具
展

示
会

な
ど

で
話

し
て

み
ま

し
た

が
、
よ

い
反

応
が

あ
り

ま
せ

ん
で

し
た

。
私

な
り

に
試

し
た

も
の

一
例

を
挙

げ
ま

す
。

①
　
折

り
た

た
み

の
ハ

イ
チ

ェ
ア

ー
　
　
一

所
で

仕
事

を
す

る
に

は
便

利
で

す
。
し

か
し

キ
ッ

チ
ン

で
の

仕
事

は
左

右
へ

の
動

き
が

重
要

で
す

。
　
　
長

下
肢

装
具

を
付

け
て

い
る

た
め

立
っ

た
り

座
っ

た
り

す
る

た
び

に
膝

の
ジ

ョ
イ

ン
ト

を
操

作
し

な
け

れ
ば

な
ら

ず
、
と

て
も

面
倒

で
す

。
現

在
使

用
し

て
い

る
の

は
、
こ

ん
な

感
じ

の
物

で
す

。
（
昔

5
0

0
0

円
程

で
買

い
ま

し
た

）
　
　
h

tt
p

:/
/
it

e
m

.r
a
k
u

te
n

.c
o

.j
p

/
k
a
g

u
c
h

/
a
s
2

4
0

/
#

a
s
2

4
0

②
　
キ

ャ
ス

タ
ー

付
き

の
ハ

イ
チ

ェ
ア

ー
　
　
座

位
の

高
め

の
椅

子
は

、
安

定
性

を
保

つ
た

め
に

か
、
下

部
の

直
径

が
大

き
く

、
狭

い
キ

ッ
チ

ン
の

中
で

は
あ

ち
こ

ち
に

ぶ
つ

か
っ

て
し

ま
い

ま
す

。
ま

た
、
座

ろ
う

と
す

る
と

軽
く

逃
げ

ら
れ

、
座

り
損

な
っ

て
こ

ろ
ぶ

こ
と

が
多

く
な

り
危

険
そ

う
で

す
。
重

心
が

低
く

安
定

性
が

あ
っ

て
、
下

部
直

径
が

小
さ

な
キ

ャ
ス

タ
ー

付
き

ハ
イ

チ
ェ

ア
ー

だ
っ

た
ら

使
え

そ
う

な
気

が
す

る
の

で
す

が
･
･
･
（
素

人
判

断
？

）

3
7

5
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
供

給
事

業
者

車
椅

子
用

段
差

解
消

器
・
車

椅
子

用
キ

ャ
リ

ヤ
ー

ア
ー

ム

肢
体

不
自

由
者

【
特

許
取

得
済

み
車

椅
子

用
段

差
解

消
器

「
だ

ん
あ

っ
ぷ

】
車

椅
子

に
よ

る
行

動
範

囲
を

広
め

、
介

助
者

の
負

担
が

軽
減

で
き

る
車

椅
子

に
装

着
す

る
段

差
解

消
リ

フ
ト

ア
ー

ム
を

販
売

し
て

い
ま

す
。
車

椅
子

で
進

行
中

に
段

差
ま

た
は

溝
に

さ
し

か
か

る
と

、
リ

フ
ト

ア
ー

ム
の

先
端

が
段

差
ま

た
は

溝
の

角
に

当
た

り
ま

す
。
更

に
車

椅
子

が
進

行
し

ま
す

と
リ

フ
ト

ア
ー

ム
は

車
椅

子
の

後
方

へ
移

動
し

な
が

ら
車

椅
子

の
前

部
を

持
ち

上
げ

ま
す

。
こ

れ
に

よ
り

段
差

乗
り

越
え

の
目

安
推

進
力

は
、
介

助
者

な
し

の
場

合
、
3

0
~
6

0
m

/
m

程
度

、
介

助
者

付
き

の
場

合
は

1
0

0
m

/
m

程
度

と
な

り
、
未

装
着

の
場

合
と

比
べ

大
幅

に
推

力
を

軽
減

で
き

ま
す

。
【
特

許
取

得
済

み
車

椅
子

用
キ

ャ
リ

ヤ
ー

ア
ー

ム
「
へ

る
ぱ

む
】

車
椅

子
の

全
部

フ
レ

ー
ム

に
装

着
す

る
こ

と
に

よ
り

従
来

の
後

方
の

ハ
ン

ド
ル

と
同

時
に

2
名

の
介

助
者

で
車

椅
子

自
体

を
持

ち
上

げ
る

こ
と

が
で

き
階

段
や

大
き

な
障

害
物

で
も

通
過

で
き

る
よ

う
に

な
り

ま
す

。

3
7

6
2

0
1
3

新
製

品
・
技

術
ベ

ッ
ド

か
ら

の
立

ち
上

が
り

広
州

の
医

療
広

州
に

は
日

本
人

先
生

が
い

る
病

院
が

ど
こ

で
す

か
？

広
州

市
の

天
河

区
林

和
東

路
病

院
は

ど
う

で
す

か
？

そ
の

W
e

b
 h

tt
p

:/
/
w

w
w

.w
a
le

s
h

o
s
p

it
a
l.
c
o

m
/
ja

p
a
n

e
s
e

威
利

斯
ク

リ
ニ

ッ
ク

の
ご

紹
介

◎
中

国
で

活
躍

さ
れ

る
日

本
人

の
た

め
の

総
合

メ
デ

ィ
カ

ル
セ

ン
タ

ー
で

す
。

ウ
ェ

ー
リ

ス
（
威

利
斯

）
ク

リ
ニ

ッ
ク

は
、
広

州
及

び
周

辺
地

域
の

日
本

人
の

皆
様

が
、
健

康
で

充
実

し
た

生
活

を
お

く
ら

れ
る

よ
う

に
洲

際
国

際
集

団
の

協
力

で
、

2
0

0
９

年
に

ク
リ

ニ
ッ

ク
と

健
康

管
理

セ
ン

タ
ー

が
開

設
さ

れ
ま

し
た

。

3
7

7
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
利

用
者

【
要

望
】
ヘ

ル
プ

マ
ー

ク
内

部
障

害
者

 内
部

障
害

者
東

京
都

で
実

施
さ

れ
て

い
る

ヘ
ル

プ
マ

ー
ク

と
い

う
も

の
が

あ
り

ま
す

。
外

か
ら

は
見

え
な

い
障

害
、
妊

婦
な

ど
を

持
っ

て
い

る
方

に
優

先
席

使
用

の
理

解
や

困
っ

て
い

る
時

の
手

伝
い

を
求

め
る

も
の

で
す

。
わ

た
し

は
線

維
筋

痛
症

を
患

っ
て

お
り

、
見

た
目

は
健

康
に

見
え

ま
す

が
優

先
席

を
使

用
し

た
い

場
合

が
多

い
の

で
、
使

っ
て

い
ま

す
が

、
東

京
都

の
ヘ

ル
プ

マ
ー

ク
は

マ
ー

ク
だ

け
な

の
で

、
マ

タ
ニ

テ
ィ

マ
ー

ク
の

よ
う

に
よ

っ
ぽ

ど
認

知
度

が
高

く
な

ら
な

い
限

り
あ

ま
り

役
に

は
た

っ
て

い
ま

せ
ん

。
そ

こ
で

わ
た

し
は

自
作

で
シ

ー
ル

を
作

り
裏

面
に

「
私

は
内

部
疾

患
者

（
外

か
ら

は
見

え
な

い
障

害
）
で

す
。
優

先
席

の
使

用
を

ご
理

解
願

い
ま

す
」
と

い
う

文
章

を
貼

り
付

け
て

使
用

し
て

い
ま

す
。

健
康

な
方

に
は

マ
ー

ク
だ

け
で

は
わ

か
り

に
く

い
と

思
い

ま
す

の
で

、
大

き
く

文
字

で
ア

ピ
ー

ル
し

て
内

部
疾

患
者

と
わ

か
る

よ
う

に
改

良
し

、
国

を
あ

げ
て

ア
ピ

ー
ル

し
て

も
ら

え
れ

ば
全

国
の

内
部

疾
患

者
の

大
き

な
助

け
に

な
る

と
考

え
ま

す
。

現
在

東
京

都
で

作
成

さ
れ

て
い

る
も

の
で

す
が

、
全

国
で

使
え

る
よ

う
に

要
望

し
ま

す
。

3
7

8
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
利

用
者

T
A

IS
コ

ー
ド

に
つ

い
て

そ
の

他
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

有
効

期
限

の
確

認
が

出
来

る
よ

う
に

し
て

ほ
し

い
現

在
は

、
い

つ
か

ら
加

入
し

た
の

か
も

分
か

ら
な

い
為

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。

3
7

9
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
医

療
専

門
職

ベ
ッ

ド
：
臀

部
と

大
腿

の
境

の
目

印
介

助
者

ベ
ッ

ド
ア

ッ
プ

を
す

る
と

き
、
ベ

ッ
ド

の
ど

こ
か

ら
お

れ
る

か
確

認
し

に
く

い
た

め
、
矢

印
等

で
目

立
た

せ
る

特
殊

寝
台

に
簡

便
に

つ
け

は
ず

し
で

き
る

も
の
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

3
8

0
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
車

い
す

医
療

専
門

職
フ

ッ
ト

プ
レ

ー
ト

高
齢

者
車

椅
子

ブ
レ

ー
キ

の
か

け
忘

れ
も

多
い

イ
メ

ー
ジ

だ
が

フ
ッ

ト
プ

レ
ー

ト
の

あ
げ

忘
れ

も
多

い
イ

メ
ー

ジ

自
動

ブ
レ

ー
キ

の
よ

う
な

対
策

が
あ

れ
ば

・
・
・

3
8

1
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
利

用
者

肢
体

不
自

由
人

の
浴

室
椅

子
肢

体
不

自
由

者
当

考
案

は
自

分
が

ア
キ

レ
ス

腱
断

裂
し

た
時

、
ギ

ブ
ス

に
ビ

ニ
ー

ル
シ

ー
ト

を
巻

き
つ

け
て

水
養

生
し

て
シ

ャ
ワ

ー
を

浴
び

る
際

に
イ

ス
に

腰
掛

た
ま

ま
で

、
陰

部
等

洗
浄

す
る

為
に

考
案

し
た

浴
室

用
イ

ス
で

有
る

、
障

害
の

程
度

に
よ

り
イ

ス
の

高
さ

は
別

と
し

て
、
座

面
は

十
文

字
に

凹
ま

せ
て

有
り

、
ど

の
方

向
か

ら
で

も
浴

室
に

備
え

設
置

し
て

あ
る

一
般

的
な

シ
ャ

ワ
ー

ヘ
ッ

ト
の

噴
出

口
を

上
向

き
に

置
く

事
の

可
能

な
幅

、
深

さ
の

凹
み

が
確

保
さ

れ
た

浴
室

用
イ

ス
で

あ
る

、
当

イ
ス

に
座

っ
た

ま
ま

で
凹

み
を

利
用

し
て

、
手

及
び

シ
ャ

ワ
ー

ヘ
ッ

ト
等

で
洗

浄
す

る
事

の
可

能
の

浴
室

用
イ

ス
で

あ
る

特
許

庁
に

登
録

済
で

す
是

非
製

品
化

及
び

販
売

の
方

を
宜

し
く

お
願

い
し

ま
す

3
8

2
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
歩

行
補

助
つ

え
利

用
者

ロ
フ

ス
ト

ラ
ン

ド
杖

の
カ

フ
肢

体
不

自
由

者
ロ

フ
ス

ト
ラ

ン
ド

杖
の

カ
フ

は
衣

服
に

よ
り

太
い

も
の

と
細

い
も

の
が

あ
る

が
、
カ

フ
だ

け
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

で
寸

法
を

自
由

に
発

注
で

き
る

物
が

欲
し

い
。
取

り
外

し
可

能
な

カ
フ

だ
け

な
の

で
、
杖

の
メ

ー
カ

ー
と

の
兼

ね
合

い
も

あ
る

と
思

う
が

現
在

は
高

齢
者

を
対

象
に

し
た

細
い

も
の

し
か

な
い

よ
う

だ
。

3
8

3
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
居

宅
生

活
動

作
補

助
用

具
利

用
者

の
家

族
ス

ロ
ー

プ
の

幅
の

バ
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
を

増
や

し
た

い

そ
の

他
家

の
段

差
の

ご
く

わ
ず

か
な

も
の

（
1
0

ｃ
ｍ

～
1
5

ｃ
ｍ

）
と

か
の

ス
ロ

ー
プ

に
つ

い
て

、
幅

広
い

範
囲

の
充

実
し

た
商

品
が

あ
る

と
う

れ
し

い
。

3
8

4
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
義

肢
利

用
者

義
肢

装
具

な
ど

肢
体

不
自

由
者

夏
に

蒸
れ

ず
、
冬

に
ヒ

ヤ
ッ

と
し

な
い

義
肢

用
ソ

ケ
ッ

ト
が

欲
し

い
。
シ

リ
コ

ン
ラ

イ
ナ

ー
は

か
ぶ

れ
る

。
樹

脂
ソ

ケ
ッ

ト
は

汗
が

た
ま

っ
て

し
ま

う
。

3
8

5
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
義

足
利

用
者

向
け

の
靴

下
や

サ
ポ

ー
タ

ー
肢

体
不

自
由

者
片

側
だ

け
売

っ
て

く
れ

る
靴

下
、
サ

ポ
ー

タ
ー

が
あ

る
と

助
か

る

3
8

6
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
利

用
者

Ａ
Ｌ
Ｌ
　
Ｊ
Ａ

Ｐ
Ａ

Ｎ
　
義

足
肢

体
不

自
由

者
義

足
は

ド
イ

ツ
製

部
品

（
オ

ッ
ト

ー
ボ

ッ
ク

社
）
の

も
の

が
多

く
使

わ
れ

て
い

ま
す

。
ホ

ン
ダ

の
ア

シ
モ

等
、
車

部
品

メ
ー

カ
ー

、
電

子
部

品
メ

ー
カ

ー
が

協
力

し
て

Ａ
Ｌ

Ｌ
 Ｊ

Ａ
Ｐ

Ａ
Ｎ

製
の

安
価

で
高

性
能

・
高

耐
久

の
義

足
を

作
っ

て
欲

し
い

。

3
8

7
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
利

用
者

補
聴

器
聴

覚
障

害
者

海
外

の
も

の
が

だ
ん

だ
ん

強
く

な
り

日
本

の
も

の
は

コ
ス

ト
が

高
い

。
も

う
少

し
日

本
の

や
つ

の
コ

ス
ト

を
下

げ
て

ほ
し

い
。

3
8

8
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
利

用
者

左
右

で
パ

ワ
ー

の
調

整
の

で
き

る
車

椅
子

肢
体

不
自

由
者

路
面

が
傾

斜
し

て
い

る
場

合
、
車

椅
子

が
流

れ
て

し
ま

う
。
そ

こ
で

パ
ワ

ー
調

整
で

き
る

車
椅

子
が

で
き

る
と

直
進

が
楽

で
す

。

3
8

9
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
行

政
銀

行
の

A
T

M
肢

体
不

自
由

者
電

動
車

い
す

で
外

出
で

き
る

身
体

障
害

者
が

銀
行

の
Ａ

Ｔ
Ｍ

で
預

金
の

払
い

出
し

を
し

た
い

際
、
行

員
の

支
援

は
受

け
な

け
れ

ば
な

ら
い

。
こ

の
場

合
暗

証
番

号
の

入
力

に
関

し
て

は
行

員
が

関
与

で
き

な
い

と
言

わ
れ

る
。
ハ

ン
ド

セ
ッ

ト
の

A
T

M
は

受
話

器
の

よ
う

な
も

の
が

手
元

に
伸

ば
せ

て
暗

証
番

号
を

入
力

す
れ

ば
い

い
が

、
そ

の
ボ

タ
ン

は
緊

張
な

ど
が

あ
る

身
体

障
害

者
に

は
小

さ
か

っ
た

り
、
入

力
時

間
が

短
か

っ
た

り
で

利
用

が
で

き
な

い
。
窓

口
で

の
払

い
出

し
し

か
出

来
な

い
と

な
る

と
3

時
ま

で
し

か
払

い
出

し
が

出
来

な
い

と
い

う
ハ

ン
デ

と
な

る
。
暗

証
番

号
の

問
題

が
ク

リ
ア

で
き

る
よ

う
な

機
能

が
A

T
M

に
備

わ
る

と
い

い
。

3
9

0
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
開

発
メ

ー
カ

ー
使

い
捨

て
ポ

リ
袋

ト
イ

レ
機

能
付

車
椅

子
肢

体
不

自
由

者
使

い
捨

て
ポ

リ
袋

ト
イ

レ
機

能
付

車
椅

子

ご
要

望
・
ア

イ
デ

ア
を

具
体

的
に

お
書

き
く

だ
さ

い
。

べ
ッ

ド
か

ら
ト

イ
レ

に
移

送
す

る
た

め
、
車

椅
子

を
使

用
し

て
い

る
患

者
と

介
助

者
の

移
送

状
態

を
見

る
と

大
変

苦
労

し
て

い
る

こ
と

が
わ

か
り

ま
す

。
私

は
こ

の
現

実
を

改
善

す
る

為
、
車

椅
子

座
席

に
Ｕ

字
形

空
洞

を
設

け
、
そ

の
空

洞
溝

に
使

い
捨

て
ポ

リ
袋

ト
イ

レ
を

挿
入

し
て

患
者

が
車

椅
子

に
乗

車
の

ま
ま

、
洋

式
ト

イ
レ

使
用

同
様

に
独

自
排

泄
が

で
き

る
ト

イ
レ

機
能

付
車

椅
子

を
考

案
、
実

用
新

案
第

３
１
８

４
３

９
３

号
を

登
録

し
て

、
商

品
開

発
に

成
功

し
ま

し
た

。
従

来
の

車
椅

子
に

新
し

く
ト

イ
レ

機
能

を
付

設
す

る
と

、
介

護
保

険
法

で
は

、
特

定
福

祉
用

具
と

認
定

さ
れ

、
患

者
購

入
費

用
の

９
０

％
が

介
護

保
険

か
ら

払
い

戻
し

給
付

さ
れ

る
よ

う
で

す
。
患

者
が

ト
イ

レ
付

車
椅

子
１
台

、
９

５
０

０
０

円
を

購
入

す
る

と
、
９

５
０

０
円

、
１
割

負
担

で
購

入
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
更

に
患

者
が

ト
イ

レ
付

車
椅

子
を

使
用

し
て

外
出

し
た

場
合

、
障

害
者

用
ト

イ
レ

を
探

す
必

要
な

く
、
一

般
ト

イ
レ

内
で

十
分

排
泄

す
る

こ
と

が
出

来
ま

す
。
ま

た
断

水
停

電
の

災
害

避
難

所
(体

育
館

)に
避

難
し

た
場

合
も

、
患

者
は

車
椅

子
乗

車
の

ま
ま

独
自

ト
イ

レ
が

出
来

る
為

、
障

害
者

避
難

所
ト

イ
レ

問
題

は
、
新

し
い

ト
イ

レ
付

車
椅

子
を

使
用

す
る

こ
と

で
簡

単
に

解
決

し
ま

す
。
そ

の
他

居
宅

患
者

が
介

助
者

不
在

中
で

も
独

自
ト

イ
レ

が
出

来
る

為
、
ト

イ
レ

付
車

椅
子

使
用

は
障

害
者

、
高

齢
者

の
自

立
支

援
に

大
き

く
貢

献
し

ま
す

。
こ

の
新

し
い

、
車

椅
子

用
ポ

リ
袋

(携
帯

ト
イ

レ
)が

使
用

で
き

る
車

椅
子

の
普

及
こ

そ
、
介

護
福

祉
事

業
に

大
き

く
寄

与
で

き
る

も
の

と
思

い
ま

す
。
更

に
本

考
案

、
車

椅
子

用
使

い
捨

て
ポ

リ
袋

ト
イ

レ
は

障
害

者
作

業
施

設
で

障
害

者
の

皆
さ

ん
が

製
造

し
て

い
ま

す
。
ど

う
ぞ

ご
協

力
下

さ
い

。
尚

使
い

捨
て

ポ
リ

袋
ト

イ
レ

機
能

付
車

椅
子

に
つ

い
て

詳
し

く
は

カ
タ

ロ
グ

を
請

求
下

さ
い

。
発

売
元

日
本

ヘ
ル

コ
　
　
電

話
０

７
２

ー
３

３
０

－
９

６
６

５
　
山

本
増

男
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

3
8

0
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
車

い
す

医
療

専
門

職
フ

ッ
ト

プ
レ

ー
ト

高
齢

者
車

椅
子

ブ
レ

ー
キ

の
か

け
忘

れ
も

多
い

イ
メ

ー
ジ

だ
が

フ
ッ

ト
プ

レ
ー

ト
の

あ
げ

忘
れ

も
多

い
イ

メ
ー

ジ

自
動

ブ
レ

ー
キ

の
よ

う
な

対
策

が
あ

れ
ば

・
・
・

3
8

1
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
利

用
者

肢
体

不
自

由
人

の
浴

室
椅

子
肢

体
不

自
由

者
当

考
案

は
自

分
が

ア
キ

レ
ス

腱
断

裂
し

た
時

、
ギ

ブ
ス

に
ビ

ニ
ー

ル
シ

ー
ト

を
巻

き
つ

け
て

水
養

生
し

て
シ

ャ
ワ

ー
を

浴
び

る
際

に
イ

ス
に

腰
掛

た
ま

ま
で

、
陰

部
等

洗
浄

す
る

為
に

考
案

し
た

浴
室

用
イ

ス
で

有
る

、
障

害
の

程
度

に
よ

り
イ

ス
の

高
さ

は
別

と
し

て
、
座

面
は

十
文

字
に

凹
ま

せ
て

有
り

、
ど

の
方

向
か

ら
で

も
浴

室
に

備
え

設
置

し
て

あ
る

一
般

的
な

シ
ャ

ワ
ー

ヘ
ッ

ト
の

噴
出

口
を

上
向

き
に

置
く

事
の

可
能

な
幅

、
深

さ
の

凹
み

が
確

保
さ

れ
た

浴
室

用
イ

ス
で

あ
る

、
当

イ
ス

に
座

っ
た

ま
ま

で
凹

み
を

利
用

し
て

、
手

及
び

シ
ャ

ワ
ー

ヘ
ッ

ト
等

で
洗

浄
す

る
事

の
可

能
の

浴
室

用
イ

ス
で

あ
る

特
許

庁
に

登
録

済
で

す
是

非
製

品
化

及
び

販
売

の
方

を
宜

し
く

お
願

い
し

ま
す

3
8

2
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
歩

行
補

助
つ

え
利

用
者

ロ
フ

ス
ト

ラ
ン

ド
杖

の
カ

フ
肢

体
不

自
由

者
ロ

フ
ス

ト
ラ

ン
ド

杖
の

カ
フ

は
衣

服
に

よ
り

太
い

も
の

と
細

い
も

の
が

あ
る

が
、
カ

フ
だ

け
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

で
寸

法
を

自
由

に
発

注
で

き
る

物
が

欲
し

い
。
取

り
外

し
可

能
な

カ
フ

だ
け

な
の

で
、
杖

の
メ

ー
カ

ー
と

の
兼

ね
合

い
も

あ
る

と
思

う
が

現
在

は
高

齢
者

を
対

象
に

し
た

細
い

も
の

し
か

な
い

よ
う

だ
。

3
8

3
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
居

宅
生

活
動

作
補

助
用

具
利

用
者

の
家

族
ス

ロ
ー

プ
の

幅
の

バ
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
を

増
や

し
た

い

そ
の

他
家

の
段

差
の

ご
く

わ
ず

か
な

も
の

（
1
0

ｃ
ｍ

～
1
5

ｃ
ｍ

）
と

か
の

ス
ロ

ー
プ

に
つ

い
て

、
幅

広
い

範
囲

の
充

実
し

た
商

品
が

あ
る

と
う

れ
し

い
。

3
8

4
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
義

肢
利

用
者

義
肢

装
具

な
ど

肢
体

不
自

由
者

夏
に

蒸
れ

ず
、
冬

に
ヒ

ヤ
ッ

と
し

な
い

義
肢

用
ソ

ケ
ッ

ト
が

欲
し

い
。
シ

リ
コ

ン
ラ

イ
ナ

ー
は

か
ぶ

れ
る

。
樹

脂
ソ

ケ
ッ

ト
は

汗
が

た
ま

っ
て

し
ま

う
。

3
8

5
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
義

足
利

用
者

向
け

の
靴

下
や

サ
ポ

ー
タ

ー
肢

体
不

自
由

者
片

側
だ

け
売

っ
て

く
れ

る
靴

下
、
サ

ポ
ー

タ
ー

が
あ

る
と

助
か

る

3
8

6
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
利

用
者

Ａ
Ｌ
Ｌ
　
Ｊ
Ａ

Ｐ
Ａ

Ｎ
　
義

足
肢

体
不

自
由

者
義

足
は

ド
イ

ツ
製

部
品

（
オ

ッ
ト

ー
ボ

ッ
ク

社
）
の

も
の

が
多

く
使

わ
れ

て
い

ま
す

。
ホ

ン
ダ

の
ア

シ
モ

等
、
車

部
品

メ
ー

カ
ー

、
電

子
部

品
メ

ー
カ

ー
が

協
力

し
て

Ａ
Ｌ

Ｌ
 Ｊ

Ａ
Ｐ

Ａ
Ｎ

製
の

安
価

で
高

性
能

・
高

耐
久

の
義

足
を

作
っ

て
欲

し
い

。

3
8

7
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
利

用
者

補
聴

器
聴

覚
障

害
者

海
外

の
も

の
が

だ
ん

だ
ん

強
く

な
り

日
本

の
も

の
は

コ
ス

ト
が

高
い

。
も

う
少

し
日

本
の

や
つ

の
コ

ス
ト

を
下

げ
て

ほ
し

い
。

3
8

8
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
利

用
者

左
右

で
パ

ワ
ー

の
調

整
の

で
き

る
車

椅
子

肢
体

不
自

由
者

路
面

が
傾

斜
し

て
い

る
場

合
、
車

椅
子

が
流

れ
て

し
ま

う
。
そ

こ
で

パ
ワ

ー
調

整
で

き
る

車
椅

子
が

で
き

る
と

直
進

が
楽

で
す

。

3
8

9
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
行

政
銀

行
の

A
T

M
肢

体
不

自
由

者
電

動
車

い
す

で
外

出
で

き
る

身
体

障
害

者
が

銀
行

の
Ａ

Ｔ
Ｍ

で
預

金
の

払
い

出
し

を
し

た
い

際
、
行

員
の

支
援

は
受

け
な

け
れ

ば
な

ら
い

。
こ

の
場

合
暗

証
番

号
の

入
力

に
関

し
て

は
行

員
が

関
与

で
き

な
い

と
言

わ
れ

る
。
ハ

ン
ド

セ
ッ

ト
の

A
T

M
は

受
話

器
の

よ
う

な
も

の
が

手
元

に
伸

ば
せ

て
暗

証
番

号
を

入
力

す
れ

ば
い

い
が

、
そ

の
ボ

タ
ン

は
緊

張
な

ど
が

あ
る

身
体

障
害

者
に

は
小

さ
か

っ
た

り
、
入

力
時

間
が

短
か

っ
た

り
で

利
用

が
で

き
な

い
。
窓

口
で

の
払

い
出

し
し

か
出

来
な

い
と

な
る

と
3

時
ま

で
し

か
払

い
出

し
が

出
来

な
い

と
い

う
ハ

ン
デ

と
な

る
。
暗

証
番

号
の

問
題

が
ク

リ
ア

で
き

る
よ

う
な

機
能

が
A

T
M

に
備

わ
る

と
い

い
。

3
9

0
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
開

発
メ

ー
カ

ー
使

い
捨

て
ポ

リ
袋

ト
イ

レ
機

能
付

車
椅

子
肢

体
不

自
由

者
使

い
捨

て
ポ

リ
袋

ト
イ

レ
機

能
付

車
椅

子

ご
要

望
・
ア

イ
デ

ア
を

具
体

的
に

お
書

き
く

だ
さ

い
。

べ
ッ

ド
か

ら
ト

イ
レ

に
移

送
す

る
た

め
、
車

椅
子

を
使

用
し

て
い

る
患

者
と

介
助

者
の

移
送

状
態

を
見

る
と

大
変

苦
労

し
て

い
る

こ
と

が
わ

か
り

ま
す

。
私

は
こ

の
現

実
を

改
善

す
る

為
、
車

椅
子

座
席

に
Ｕ

字
形

空
洞

を
設

け
、
そ

の
空

洞
溝

に
使

い
捨

て
ポ

リ
袋

ト
イ

レ
を

挿
入

し
て

患
者

が
車

椅
子

に
乗

車
の

ま
ま

、
洋

式
ト

イ
レ

使
用

同
様

に
独

自
排

泄
が

で
き

る
ト

イ
レ

機
能

付
車

椅
子

を
考

案
、
実

用
新

案
第

３
１
８

４
３

９
３

号
を

登
録

し
て

、
商

品
開

発
に

成
功

し
ま

し
た

。
従

来
の

車
椅

子
に

新
し

く
ト

イ
レ

機
能

を
付

設
す

る
と

、
介

護
保

険
法

で
は

、
特

定
福

祉
用

具
と

認
定

さ
れ

、
患

者
購

入
費

用
の

９
０

％
が

介
護

保
険

か
ら

払
い

戻
し

給
付

さ
れ

る
よ

う
で

す
。
患

者
が

ト
イ

レ
付

車
椅

子
１
台

、
９

５
０

０
０

円
を

購
入

す
る

と
、
９

５
０

０
円

、
１
割

負
担

で
購

入
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
更

に
患

者
が

ト
イ

レ
付

車
椅

子
を

使
用

し
て

外
出

し
た

場
合

、
障

害
者

用
ト

イ
レ

を
探

す
必

要
な

く
、
一

般
ト

イ
レ

内
で

十
分

排
泄

す
る

こ
と

が
出

来
ま

す
。
ま

た
断

水
停

電
の

災
害

避
難

所
(体

育
館

)に
避

難
し

た
場

合
も

、
患

者
は

車
椅

子
乗

車
の

ま
ま

独
自

ト
イ

レ
が

出
来

る
為

、
障

害
者

避
難

所
ト

イ
レ

問
題

は
、
新

し
い

ト
イ

レ
付

車
椅

子
を

使
用

す
る

こ
と

で
簡

単
に

解
決

し
ま

す
。
そ

の
他

居
宅

患
者

が
介

助
者

不
在

中
で

も
独

自
ト

イ
レ

が
出

来
る

為
、
ト

イ
レ

付
車

椅
子

使
用

は
障

害
者

、
高

齢
者

の
自

立
支

援
に

大
き

く
貢

献
し

ま
す

。
こ

の
新

し
い

、
車

椅
子

用
ポ

リ
袋

(携
帯

ト
イ

レ
)が

使
用

で
き

る
車

椅
子

の
普

及
こ

そ
、
介

護
福

祉
事

業
に

大
き

く
寄

与
で

き
る

も
の

と
思

い
ま

す
。
更

に
本

考
案

、
車

椅
子

用
使

い
捨

て
ポ

リ
袋

ト
イ

レ
は

障
害

者
作

業
施

設
で

障
害

者
の

皆
さ

ん
が

製
造

し
て

い
ま

す
。
ど

う
ぞ

ご
協

力
下

さ
い

。
尚

使
い

捨
て

ポ
リ

袋
ト

イ
レ

機
能

付
車

椅
子

に
つ

い
て

詳
し

く
は

カ
タ

ロ
グ

を
請

求
下

さ
い

。
発

売
元

日
本

ヘ
ル

コ
　
　
電

話
０

７
２

ー
３

３
０

－
９

６
６

５
　
山

本
増

男
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

3
9

1
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
開

発
メ

ー
カ

ー
使

い
捨

て
ポ

リ
袋

ト
イ

レ
機

能
付

車
椅

子
肢

体
不

自
由

者
視

覚
障

害
者

 盲
ろ

う
者

平
成

2
3

年
1
月

、
実

願
２

０
１
０

－
０

０
７

８
６

９
名

称
、
使

い
捨

て
ホ

ー
ス

ト
イ

レ
を

登
録

し
て

、
ト

イ
レ

の
な

い
場

所
で

男
性

が
簡

単
に

小
便

が
出

来
る

緊
急

用
ト

イ
レ

を
考

案
し

て
全

国
的

に
販

売
し

て
お

り
ま

し
た

が
、
そ

の
実

績
が

ら
更

に
平

成
2

5
年

6
月

、
名

称
　
使

い
捨

て
ポ

リ
袋

ト
イ

レ
機

能
付

車
椅

子
を

登
録

し
て

、
平

成
2

6
年

2
月

1
9

日
、
商

品
化

が
で

き
た

の
で

大
阪

府
松

原
市

の
福

祉
課

へ
特

定
福

祉
用

具
と

し
て

、
認

可
を

お
願

い
し

た
と

こ
ろ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

の
Ｔ

Ａ
ＩＳ

コ
ー

ド
が

無
い

た
め

認
可

で
き

な
い

と
断

ら
れ

ま
し

た
。
実

は
こ

の
使

い
捨

て
ポ

リ
袋

ト
イ

レ
機

能
付

車
椅

子
は

、
地

震
災

害
時

、
緊

急
避

難
所

(小
中

学
校

体
育

館
)に

避
難

し
た

車
椅

子
患

者
が

、
停

電
断

水
の

体
育

館
で

も
車

椅
子

に
乗

車
し

た
ま

ま
、
容

易
に

独
自

排
泄

が
出

来
る

の
で

す
。
現

在
車

椅
子

障
害

者
の

避
難

所
ト

イ
レ

問
題

は
解

決
し

て
い

ま
せ

ん
、
そ

の
緊

急
性

を
理

解
し

て
頂

い
た

松
原

市
福

祉
課

の
職

員
が

直
接

東
京

の
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
に

緊
急

性
を

電
話

で
伝

え
て

く
れ

た
の

で
す

が
、
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
の

返
答

は
、
毎

月
2

0
締

切
で

申
請

を
受

け
付

け
て

年
一

回
6

月
に

審
査

が
あ

っ
て

そ
の

後
に

認
可

さ
れ

る
か

、
6

月
に

で
き

な
い

場
合

は
、
来

年
に

6
月

に
再

度
審

査
が

行
わ

れ
る

と
言

っ
た

返
答

で
し

た
。
誠

に
残

念
で

す
、
首

都
直

下
地

震
、
東

南
海

ト
ラ

フ
地

震
は

何
時

発
生

す
る

か
分

か
り

ま
せ

ん
。
避

難
所

で
車

椅
子

障
害

者
が

ト
イ

レ
に

大
変

苦
労

し
て

い
る

こ
と

は
車

椅
子

障
害

者
生

活
の

事
を

一
番

ご
存

知
の

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

さ
ん

が
理

解
し

て
い

る
は

ず
で

す
、
本

当
に

何
と

か
早

期
に

認
可

す
る

方
法

は
な

い
も

の
で

し
ょ

う
か

？
折

角
車

椅
子

障
害

者
の

避
難

所
ト

イ
レ

対
策

が
解

決
で

き
た

の
に

、
一

日
も

早
く

車
椅

子
障

害
者

の
地

震
対

策
を

考
慮

し
て

ほ
し

い
も

の
で

す
。
私

は
私

な
り

に
全

国
脊

髄
損

傷
者

連
合

会
の

皆
様

に
車

椅
子

避
難

所
ト

イ
レ

対
策

と
し

て
使

い
捨

て
ポ

リ
袋

ト
イ

レ
機

能
付

車
椅

子
使

用
を

提
案

す
る

所
存

で
す

。
大

地
震

は
明

日
に

も
起

き
る

か
し

れ
ま

せ
ん

。
ど

う
ぞ

至
急

に
ご

検
討

頂
い

て
早

急
に

Ｔ
Ａ

ＩＳ
の

認
可

を
お

願
い

致
し

ま
す

。
障

害
者

が
車

椅
子

乗
車

の
ま

ま
ト

イ
レ

が
出

来
れ

ば
、
障

害
者

の
自

立
支

援
に

貢
献

で
き

る
他

、
そ

の
他

に
メ

リ
ッ

ト
は

多
々

あ
り

ま
す

。
一

日
も

早
く

車
椅

子
障

害
者

の
為

に
認

可
を

宜
し

く
お

願
い

し
ま

す
。
以

上

3
9

2
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
開

発
メ

ー
カ

ー
使

い
捨

て
ポ

リ
袋

ト
イ

レ
の

排
泄

介
護

、
経

済
性

肢
体

不
自

由
者

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
結

論
か

ら
先

に
言

え
ば

、
使

い
捨

て
ポ

リ
袋

ト
イ

レ
を

使
用

す
る

と
排

泄
処

理
経

費
が

1
回

1
0

円
で

済
み

ま
す

。
紙

お
む

つ
、
紙

パ
ン

テ
ィ

、
使

い
捨

て
携

帯
ト

イ
レ

等
を

使
用

す
る

と
安

く
て

も
1
回

、
５

０
円

～
１
０

０
円

以
上

、
か

か
り

ま
す

。
更

に
ポ

ー
タ

ブ
ル

ト
イ

レ
、
オ

マ
ル

等
を

使
用

す
れ

ば
消

耗
費

は
０

で
す

が
、
汚

物
回

収
廃

棄
と

容
器

洗
浄

等
に

介
助

者
の

高
価

な
人

権
費

が
か

か
り

ま
す

。
で

は
、
使

い
捨

て
ポ

リ
袋

ト
イ

レ
が

何
故

、
格

安
に

排
泄

処
理

が
出

来
る

の
で

し
ょ

う
。
そ

の
ノ

ウ
ハ

ウ
を

ご
紹

介
し

ま
す

。
Ｕ

パ
ッ

ク
、
白

色
ポ

リ
袋

は
コ

ー
ナ

ン
で

1
0

0
枚

セ
ッ

ト
７

０
０

円
で

販
売

さ
れ

て
い

ま
す

。
1
枚

、
7

円
と

安
価

で
す

が
ポ

リ
袋

単
体

で
は

ト
イ

レ
に

な
り

ま
せ

ん
。
実

は
楕

円
形

ド
ー

ナ
ツ

型
樹

脂
枠

を
ポ

リ
袋

内
に

入
れ

て
便

器
状

に
形

成
さ

せ
ま

す
。
す

る
と

簡
単

に
水

洗
便

器
同

様
の

便
器

構
造

が
形

成
で

き
ま

す
。
次

に
ト

イ
レ

ッ
ト

ペ
ー

パ
を

約
3

ｍ
、
(3

円
)を

形
成

さ
せ

た
ポ

リ
袋

便
器

内
に

投
入

し
ま

す
、
こ

れ
は

尿
液

を
ト

イ
レ

ッ
ト

ペ
ー

パ
が

吸
収

し
て

排
泄

物
を

固
形

化
す

る
為

で
す

。
レ

ジ
袋

、
7

円
＋

ペ
ー

パ
3

円
で

合
計

1
0

円
の

使
い

捨
て

ポ
リ

袋
便

器
が

出
来

あ
が

り
ま

す
。
排

泄
後

、
使

い
捨

て
ポ

リ
袋

ト
イ

レ
の

排
泄

経
費

は
1
0

円
と

な
る

わ
け

で
す

。
現

実
に

私
は

、
使

い
捨

て
ポ

リ
袋

ト
イ

レ
機

能
付

車
椅

子
に

使
用

し
て

い
ま

す
。
ど

う
ぞ

居
宅

介
護

者
、
介

助
者

の
皆

さ
ん

、
参

考
に

し
て

下
さ

い
。
以

上

3
9

3
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
福

祉
専

門
職

ト
イ

レ
内

寄
り

か
か

り
バ

ー
肢

体
不

自
由

者
介

護
士

で
す

。
要

望
と

い
う

か
、
ア

イ
デ

ア
で

す
。

片
マ

ヒ
の

高
齢

者
が

ト
イ

レ
内

で
ズ

ボ
ン

の
上

げ
お

ろ
し

を
自

分
で

さ
れ

る
際

、
ト

イ
レ

内
の

縦
手

す
り

に
よ

り
か

か
る

こ
と

で
介

助
が

な
く

て
も

自
立

で
行

え
る

ケ
ー

ス
を

よ
く

見
か

け
ま

す
。

そ
れ

で
あ

れ
ば

、
い

っ
そ

の
こ

と
、
始

め
か

ら
、
縦

手
す

り
に

寄
り

か
か

る
機

能
を

付
随

さ
せ

る
と

ト
イ

レ
が

自
立

可
能

に
な

る
障

害
者

の
方

は
多

い
と

思
い

ま
す

。

通
常

の
縦

手
す

り
だ

と
、
つ

か
む

機
能

し
か

な
く

、
寄

り
か

か
る

に
は

不
便

だ
か

ら
で

す
。

ま
た

片
マ

ヒ
の

方
が

ズ
ボ

ン
上

げ
お

ろ
し

で
手

す
り

か
ら

一
瞬

手
を

離
す

の
は

危
険

で
す

。
（
手

す
り

の
形

状
と

し
て

）
寄

り
か

か
り

機
能

が
つ

い
て

れ
ば

、
手

を
離

し
て

も
安

全
で

す
。

3
9

4
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
利

用
者

障
害

目
印

な
る

バ
ッ

チ
な

ど
そ

の
他

私
は

障
害

者
み

み
え

な
く

外
出

先
こ

ま
り

ま
す

。
知

的
と

精
神

か
ら

で
普

通
み

え
電

車
、
バ

ス
で

も
席

を
よ

ず
ら

れ
る

こ
と

な
く

困
る

こ
と

も
あ

り
ま

す
な

に
か

体
に

つ
け

れ
て

認
知

さ
れ

る
よ

う
な

も
の

ほ
し

い
で

す

3
9

5
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
利

用
者

車
い

す
安

全
整

備
士

養
成

講
座

名
古

屋
初

開
講

肢
体

不
自

由
者

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

の
福

祉
用

具
プ

ラ
ン

ナ
ー

管
理

指
導

者
研

修
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

内
容

で
も

あ
り

、
ふ

く
せ

ん
の

ポ
イ

ン
ト

制
研

修
の

対
象

に
も

な
っ

て
い

る
、
「
車

い
す

安
全

整
備

士
養

成
講

座
」
が

、
2

0
1
4

年
4

月
に

初
め

て
名

古
屋

で
開

催
さ

れ
ま

す
。

今
後

、
中

京
エ

リ
ア

で
継

続
的

に
行

う
か

否
か

は
不

確
定

で
あ

り
、
今

回
の

み
の

開
催

に
な

る
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。
中

京
エ

リ
ア

の
方

は
、
受

講
の

移
動

経
費

等
の

削
減

に
も

な
り

ま
す

の
で

、
是

非
受

講
の

ご
検

討
を

下
さ

い
。

日
本

福
祉

用
具

評
価

セ
ン

タ
ー

(J
A

S
P

E
C

)
h

tt
p

:/
/w

w
w

.j
a
s
p

e
c
.j

p
/
n

e
w

s
/d

e
ta

il
.p

h
p

?
1
3

9
3

9
9

5
1
9

2

3
9

6
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
開

発
メ

ー
カ

ー
３

次
元

足
首

他
動

運
動

器
肢

体
不

自
由

者
下

肢
麻

痺
、
術

後
の

安
静

期
や

寝
た

き
り

高
齢

者
の

尖
足

予
防

の
為

の
、
３

次
元

足
首

他
動

運
動

器
で

す
。

私
自

身
、
頸

随
損

傷
者

で
長

い
間

疼
痛

と
痙

性
に

悩
ま

さ
れ

ま
し

た
が

、
こ

の
器

具
を

使
用

す
る

事
に

よ
り

、
疼

痛
、
痙

性
と

も
に

以
前

の
2

0
％

程
に

改
善

し
、
低

血
圧

（
上

が
7

0
台

）
、
低

体
温

（
3

5
℃

台
）
が

、
血

圧
９

０
台

、
体

温
3

6
℃

台
に

改
善

し
ま

し
た

。
h

tt
p

:/
/w

w
w

.y
o

u
tu

b
e

.c
o

m
/w

a
tc

h
?

v
=

Q
m

d
C

e
z
L
y
R

U
0

現
在

製
品

化
に

向
け

て
、
ご

意
見

や
出

資
の

協
力

な
ど

頂
け

る
方

を
探

し
て

お
り

ま
す

。

ご
興

味
が

あ
り

ま
し

た
ら

お
問

い
合

わ
せ

下
さ

い
。

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

3
9

1
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
開

発
メ

ー
カ

ー
使

い
捨

て
ポ

リ
袋

ト
イ

レ
機

能
付

車
椅

子
肢

体
不

自
由

者
視

覚
障

害
者

 盲
ろ

う
者

平
成

2
3

年
1
月

、
実

願
２

０
１
０

－
０

０
７

８
６

９
名

称
、
使

い
捨

て
ホ

ー
ス

ト
イ

レ
を

登
録

し
て

、
ト

イ
レ

の
な

い
場

所
で

男
性

が
簡

単
に

小
便

が
出

来
る

緊
急

用
ト

イ
レ

を
考

案
し

て
全

国
的

に
販

売
し

て
お

り
ま

し
た

が
、
そ

の
実

績
が

ら
更

に
平

成
2

5
年

6
月

、
名

称
　
使

い
捨

て
ポ

リ
袋

ト
イ

レ
機

能
付

車
椅

子
を

登
録

し
て

、
平

成
2

6
年

2
月

1
9

日
、
商

品
化

が
で

き
た

の
で

大
阪

府
松

原
市

の
福

祉
課

へ
特

定
福

祉
用

具
と

し
て

、
認

可
を

お
願

い
し

た
と

こ
ろ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

の
Ｔ

Ａ
ＩＳ

コ
ー

ド
が

無
い

た
め

認
可

で
き

な
い

と
断

ら
れ

ま
し

た
。
実

は
こ

の
使

い
捨

て
ポ

リ
袋

ト
イ

レ
機

能
付

車
椅

子
は

、
地

震
災

害
時

、
緊

急
避

難
所

(小
中

学
校

体
育

館
)に

避
難

し
た

車
椅

子
患

者
が

、
停

電
断

水
の

体
育

館
で

も
車

椅
子

に
乗

車
し

た
ま

ま
、
容

易
に

独
自

排
泄

が
出

来
る

の
で

す
。
現

在
車

椅
子

障
害

者
の

避
難

所
ト

イ
レ

問
題

は
解

決
し

て
い

ま
せ

ん
、
そ

の
緊

急
性

を
理

解
し

て
頂

い
た

松
原

市
福

祉
課

の
職

員
が

直
接

東
京

の
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
に

緊
急

性
を

電
話

で
伝

え
て

く
れ

た
の

で
す

が
、
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
の

返
答

は
、
毎

月
2

0
締

切
で

申
請

を
受

け
付

け
て

年
一

回
6

月
に

審
査

が
あ

っ
て

そ
の

後
に

認
可

さ
れ

る
か

、
6

月
に

で
き

な
い

場
合

は
、
来

年
に

6
月

に
再

度
審

査
が

行
わ

れ
る

と
言

っ
た

返
答

で
し

た
。
誠

に
残

念
で

す
、
首

都
直

下
地

震
、
東

南
海

ト
ラ

フ
地

震
は

何
時

発
生

す
る

か
分

か
り

ま
せ

ん
。
避

難
所

で
車

椅
子

障
害

者
が

ト
イ

レ
に

大
変

苦
労

し
て

い
る

こ
と

は
車

椅
子

障
害

者
生

活
の

事
を

一
番

ご
存

知
の

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

さ
ん

が
理

解
し

て
い

る
は

ず
で

す
、
本

当
に

何
と

か
早

期
に

認
可

す
る

方
法

は
な

い
も

の
で

し
ょ

う
か

？
折

角
車

椅
子

障
害

者
の

避
難

所
ト

イ
レ

対
策

が
解

決
で

き
た

の
に

、
一

日
も

早
く

車
椅

子
障

害
者

の
地

震
対

策
を

考
慮

し
て

ほ
し

い
も

の
で

す
。
私

は
私

な
り

に
全

国
脊

髄
損

傷
者

連
合

会
の

皆
様

に
車

椅
子

避
難

所
ト

イ
レ

対
策

と
し

て
使

い
捨

て
ポ

リ
袋

ト
イ

レ
機

能
付

車
椅

子
使

用
を

提
案

す
る

所
存

で
す

。
大

地
震

は
明

日
に

も
起

き
る

か
し

れ
ま

せ
ん

。
ど

う
ぞ

至
急

に
ご

検
討

頂
い

て
早

急
に

Ｔ
Ａ

ＩＳ
の

認
可

を
お

願
い

致
し

ま
す

。
障

害
者

が
車

椅
子

乗
車

の
ま

ま
ト

イ
レ

が
出

来
れ

ば
、
障

害
者

の
自

立
支

援
に

貢
献

で
き

る
他

、
そ

の
他

に
メ

リ
ッ

ト
は

多
々

あ
り

ま
す

。
一

日
も

早
く

車
椅

子
障

害
者

の
為

に
認

可
を

宜
し

く
お

願
い

し
ま

す
。
以

上

3
9

2
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
開

発
メ

ー
カ

ー
使

い
捨

て
ポ

リ
袋

ト
イ

レ
の

排
泄

介
護

、
経

済
性

肢
体

不
自

由
者

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
結

論
か

ら
先

に
言

え
ば

、
使

い
捨

て
ポ

リ
袋

ト
イ

レ
を

使
用

す
る

と
排

泄
処

理
経

費
が

1
回

1
0

円
で

済
み

ま
す

。
紙

お
む

つ
、
紙

パ
ン

テ
ィ

、
使

い
捨

て
携

帯
ト

イ
レ

等
を

使
用

す
る

と
安

く
て

も
1
回

、
５

０
円

～
１
０

０
円

以
上

、
か

か
り

ま
す

。
更

に
ポ

ー
タ

ブ
ル

ト
イ

レ
、
オ

マ
ル

等
を

使
用

す
れ

ば
消

耗
費

は
０

で
す

が
、
汚

物
回

収
廃

棄
と

容
器

洗
浄

等
に

介
助

者
の

高
価

な
人

権
費

が
か

か
り

ま
す

。
で

は
、
使

い
捨

て
ポ

リ
袋

ト
イ

レ
が

何
故

、
格

安
に

排
泄

処
理

が
出

来
る

の
で

し
ょ

う
。
そ

の
ノ

ウ
ハ

ウ
を

ご
紹

介
し

ま
す

。
Ｕ

パ
ッ

ク
、
白

色
ポ

リ
袋

は
コ

ー
ナ

ン
で

1
0

0
枚

セ
ッ

ト
７

０
０

円
で

販
売

さ
れ

て
い

ま
す

。
1
枚

、
7

円
と

安
価

で
す

が
ポ

リ
袋

単
体

で
は

ト
イ

レ
に

な
り

ま
せ

ん
。
実

は
楕

円
形

ド
ー

ナ
ツ

型
樹

脂
枠

を
ポ

リ
袋

内
に

入
れ

て
便

器
状

に
形

成
さ

せ
ま

す
。
す

る
と

簡
単

に
水

洗
便

器
同

様
の

便
器

構
造

が
形

成
で

き
ま

す
。
次

に
ト

イ
レ

ッ
ト

ペ
ー

パ
を

約
3

ｍ
、
(3

円
)を

形
成

さ
せ

た
ポ

リ
袋

便
器

内
に

投
入

し
ま

す
、
こ

れ
は

尿
液

を
ト

イ
レ

ッ
ト

ペ
ー

パ
が

吸
収

し
て

排
泄

物
を

固
形

化
す

る
為

で
す

。
レ

ジ
袋

、
7

円
＋

ペ
ー

パ
3

円
で

合
計

1
0

円
の

使
い

捨
て

ポ
リ

袋
便

器
が

出
来

あ
が

り
ま

す
。
排

泄
後

、
使

い
捨

て
ポ

リ
袋

ト
イ

レ
の

排
泄

経
費

は
1
0

円
と

な
る

わ
け

で
す

。
現

実
に

私
は

、
使

い
捨

て
ポ

リ
袋

ト
イ

レ
機

能
付

車
椅

子
に

使
用

し
て

い
ま

す
。
ど

う
ぞ

居
宅

介
護

者
、
介

助
者

の
皆

さ
ん

、
参

考
に

し
て

下
さ

い
。
以

上

3
9

3
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
福

祉
専

門
職

ト
イ

レ
内

寄
り

か
か

り
バ

ー
肢

体
不

自
由

者
介

護
士

で
す

。
要

望
と

い
う

か
、
ア

イ
デ

ア
で

す
。

片
マ

ヒ
の

高
齢

者
が

ト
イ

レ
内

で
ズ

ボ
ン

の
上

げ
お

ろ
し

を
自

分
で

さ
れ

る
際

、
ト

イ
レ

内
の

縦
手

す
り

に
よ

り
か

か
る

こ
と

で
介

助
が

な
く

て
も

自
立

で
行

え
る

ケ
ー

ス
を

よ
く

見
か

け
ま

す
。

そ
れ

で
あ

れ
ば

、
い

っ
そ

の
こ

と
、
始

め
か

ら
、
縦

手
す

り
に

寄
り

か
か

る
機

能
を

付
随

さ
せ

る
と

ト
イ

レ
が

自
立

可
能

に
な

る
障

害
者

の
方

は
多

い
と

思
い

ま
す

。

通
常

の
縦

手
す

り
だ

と
、
つ

か
む

機
能

し
か

な
く

、
寄

り
か

か
る

に
は

不
便

だ
か

ら
で

す
。

ま
た

片
マ

ヒ
の

方
が

ズ
ボ

ン
上

げ
お

ろ
し

で
手

す
り

か
ら

一
瞬

手
を

離
す

の
は

危
険

で
す

。
（
手

す
り

の
形

状
と

し
て

）
寄

り
か

か
り

機
能

が
つ

い
て

れ
ば

、
手

を
離

し
て

も
安

全
で

す
。

3
9

4
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
利

用
者

障
害

目
印

な
る

バ
ッ

チ
な

ど
そ

の
他

私
は

障
害

者
み

み
え

な
く

外
出

先
こ

ま
り

ま
す

。
知

的
と

精
神

か
ら

で
普

通
み

え
電

車
、
バ

ス
で

も
席

を
よ

ず
ら

れ
る

こ
と

な
く

困
る

こ
と

も
あ

り
ま

す
な

に
か

体
に

つ
け

れ
て

認
知

さ
れ

る
よ

う
な

も
の

ほ
し

い
で

す

3
9

5
2

0
1
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
利

用
者

車
い

す
安

全
整

備
士

養
成

講
座

名
古

屋
初

開
講

肢
体

不
自

由
者

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

の
福

祉
用

具
プ

ラ
ン

ナ
ー

管
理

指
導

者
研

修
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

内
容

で
も

あ
り

、
ふ

く
せ

ん
の

ポ
イ

ン
ト

制
研

修
の

対
象

に
も

な
っ

て
い

る
、
「
車

い
す

安
全

整
備

士
養

成
講

座
」
が

、
2

0
1
4

年
4

月
に

初
め

て
名

古
屋

で
開

催
さ

れ
ま

す
。

今
後

、
中

京
エ

リ
ア

で
継

続
的

に
行

う
か

否
か

は
不

確
定

で
あ

り
、
今

回
の

み
の

開
催

に
な

る
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。
中

京
エ

リ
ア

の
方

は
、
受

講
の

移
動

経
費

等
の

削
減

に
も

な
り

ま
す

の
で

、
是

非
受

講
の

ご
検

討
を

下
さ

い
。

日
本

福
祉

用
具

評
価

セ
ン

タ
ー

(J
A

S
P

E
C

)
h

tt
p

:/
/w

w
w

.j
a
s
p

e
c
.j

p
/
n

e
w

s
/d

e
ta

il
.p

h
p

?
1
3

9
3

9
9

5
1
9

2

3
9

6
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
開

発
メ

ー
カ

ー
３

次
元

足
首

他
動

運
動

器
肢

体
不

自
由

者
下

肢
麻

痺
、
術

後
の

安
静

期
や

寝
た

き
り

高
齢

者
の

尖
足

予
防

の
為

の
、
３

次
元

足
首

他
動

運
動

器
で

す
。

私
自

身
、
頸

随
損

傷
者

で
長

い
間

疼
痛

と
痙

性
に

悩
ま

さ
れ

ま
し

た
が

、
こ

の
器

具
を

使
用

す
る

事
に

よ
り

、
疼

痛
、
痙

性
と

も
に

以
前

の
2

0
％

程
に

改
善

し
、
低

血
圧

（
上

が
7

0
台

）
、
低

体
温

（
3

5
℃

台
）
が

、
血

圧
９

０
台

、
体

温
3

6
℃

台
に

改
善

し
ま

し
た

。
h

tt
p

:/
/w

w
w

.y
o

u
tu

b
e

.c
o

m
/w

a
tc

h
?

v
=

Q
m

d
C

e
z
L
y
R

U
0

現
在

製
品

化
に

向
け

て
、
ご

意
見

や
出

資
の

協
力

な
ど

頂
け

る
方

を
探

し
て

お
り

ま
す

。

ご
興

味
が

あ
り

ま
し

た
ら

お
問

い
合

わ
せ

下
さ

い
。

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

3
9

7
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

回
転

便
器

肢
体

不
自

由
者

初
め

ま
し

て
。

私
、
増

野
　
義

明
と

い
い

ま
す

。
１
０

年
以

上
前

に
、
「
回

転
便

器
」
を

考
案

し
た

も
の

で
す

。

Y
o

u
 t

u
b

e
で

「
回

転
便

器
」
を

公
開

し
ま

し
た

所
国

内
外

か
ら

、
「
ど

こ
で

売
っ

て
い

る
の

で
す

か
？

」
　
「
便

利
で

す
ね

・
・
・
・
」

「
欲

し
い

の
で

す
か

・
・
・
・
」

と
言

う
問

い
合

わ
せ

が
あ

り
ま

す
。

【
開

発
の

き
っ

か
け

】

1
5

年
ま

え
に

、
「
回

転
便

座
」
を

考
案

し
て

、
実

用
新

案
を

取
得

し
ま

し
た

。
そ

の
時

は
、
便

座
が

回
転

す
る

と
、
こ

ん
な

に
便

利
で

あ
る

と
思

っ
て

い
ま

し
た

。
で

も
、
便

座
が

回
転

す
る

だ
け

の
ア

イ
デ

ア
で

し
た

。
そ

の
時

は
、
正

直
言

っ
て

ま
だ

冗
談

半
分

で
し

た
。

そ
れ

か
ら

、
便

器
を

ど
う

し
て

回
せ

ば
良

い
か

を
考

え
ま

し
た

。

１
０

年
ま

え
に

、
脳

梗
塞

の
人

の
家

を
新

築
し

ま
し

た
。

バ
リ

ア
フ

リ
ー

の
住

宅
で

し
た

。
工

務
店

経
営

の
私

は
ご

主
人

の
体

の
不

便
さ

を
感

じ
て

、
ベ

ッ
ド

の
部

屋
に

考
案

し
た

「
回

転
便

器
」
を

設
置

し
ま

し
た

。

ベ
ッ

ド
の

横
に

設
置

す
る

こ
と

で
、
男

性
は

ベ
ッ

ド
に

座
る

だ
け

で
お

し
っ

こ
が

で
き

、
う

ん
ち

も
便

器
を

使
い

た
い

方
向

に
回

転
さ

せ
れ

ば
と

て
も

使
い

や
す

い
事

が
解

り
ま

し
た

。
こ

の
と

き
は

、
専

用
手

す
り

も
な

か
っ

た
地

代
で

す
。

そ
の

後
、
私

は
脳

梗
塞

に
な

り
、
今

は
リ

ハ
ビ

リ
中

で
す

。
入

院
中

に
、
こ

れ
ほ

ど
回

転
便

器
が

欲
し

い
と

思
っ

た
事

は
あ

り
ま

せ
ん

で
し

た
。

y
o

u
 t

u
b

e
は

あ
る

デ
イ

・
サ

ー
ビ

ス
に

設
置

し
た

、
動

画
で

す
。

h
tt

p
:/
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w
.y

o
u
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e
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o
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/
w

a
tc

h
?

v
=

q
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z
tb

S
IG

q
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世
界

中
か

ら
、
反

響
が

き
ま

し
た

。

日
本

の
便

器
メ

ー
カ

ー
に

い
い

ま
し

た
が

、
社

外
の

ア
イ

デ
ア

に
は

関
心

は
な

い
よ

う
で

す
。

回
転

便
器

は
、
私

に
著

作
権

が
あ

る
よ

う
で

す
。

で
す

か
ら

、
特

許
の

審
査

請
求

は
し

て
い

ま
せ

ん
。

設
置

箇
所

は
病

院
、
公

衆
ト

イ
レ

、
老

人
ホ

ー
ム

、
車

イ
ス

生
活

を
し

て
い

る
人

の
自

宅
・
・
・
・
・
で

す
。

3
9

8
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

回
転

便
器

に
つ

い
て

(追
加

)
肢

体
不

自
由

者
便

器
、
手

す
り

は
別

で
す

。
手

す
り

は
、
ス

テ
ン

レ
ス

製
を

希
望

し
ま

す
。

3
9

9
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
供

給
事

業
者

ピ
ア

バ
ッ

グ
肢

体
不

自
由

者
車

い
す

の
転

倒
時

に
頭

な
ど

に
受

け
る

衝
撃

を
瞬

時
に

開
く

エ
ア

バ
ッ

グ
で

守
る

こ
と

が
で

き
る

の
が

ピ
ア

バ
ッ

グ
で

す
。

皆
様

の
ご

要
望

に
応

え
電

動
車

い
す

に
対

応
し

た
ピ

ア
バ

ッ
グ

２
が

新
登

場
！

転
倒

だ
け

で
な

く
、
衝

突
時

に
も

エ
ア

バ
ッ

グ
が

開
く

新
設

計
で

安
全

性
を

高
め

ま
し

た
。

普
段

は
ジ

ャ
ケ

ッ
ト

の
よ

う
に

簡
単

に
装

着
で

き
る

と
共

に
同

時
に

車
い

す
本

体
の

安
全

ベ
ル

ト
の

役
目

も
し

ま
す

。
そ

し
て

転
倒

な
ど

の
緊

急
時

に
は

セ
ン

サ
が

感
知

し
約

０
．
２

秒
の

ス
ピ

ー
ド

で
エ

ア
バ

ッ
グ

が
開

き
、
あ

な
た

を
衝

撃
か

ら
ガ

ー
ド

し
ま

す
。

h
tt

p
:/

/p
ro

p
-g

.c
o

.j
p

/p
ro

d
u

c
t_

p
ia

b
a
g

2
.h

tm
l

4
0

0
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

視
覚

障
害

者
の

タ
ブ

レ
ッ

ト
パ

ソ
コ

ン
使

用
視

覚
障

害
者

タ
ブ

レ
ッ

ト
パ

ソ
コ

ン
は

キ
ー

ボ
ー

ド
が

な
い

の
で

視
覚

障
害

の
あ

る
者

は
使

え
ま

せ
ん

。
手

軽
に

持
ち

歩
け

る
の

で
使

用
し

た
い

の
で

す
が

外
付

け
キ

ー
ボ

ー
ド

で
は

意
味

が
あ

り
ま

せ
ん

。
な

に
か

良
い

製
品

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。

4
0

1
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
の

家
族

簡
易

ド
ア

肢
体

不
自

由
者

家
で

は
車

椅
子

利
用

者
は

ト
イ

レ
を

含
め

ド
ア

を
開

け
っ

放
し

に
す

る
こ

と
が

多
く

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

が
あ

り
ま

せ
ん

。
か

と
い

っ
て

開
け

閉
め

（
特

に
閉

め
る

の
）
は

一
苦

労
で

、
市

販
の

ド
ア

ク
ロ

ー
ザ

ー
は

挟
ま

れ
る

こ
と

も
あ

り
ま

す
。

操
作

性
の

よ
い

家
庭

用
ド

ア
を

要
望

し
ま

す
。

4
0

2
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

盲
ろ

う
者

用
触

読
式

振
動

式
腕

時
計

視
覚

障
害

者
 聴

覚
障

害
者

 盲
ろ

う
者

視
覚

障
害

者
用

の
触

読
式

腕
時

計
、
聴

覚
障

害
者

用
の

振
動

式
腕

時
計

は
す

で
に

あ
り

ま
す

が
、
両

方
が

一
緒

に
な

っ
た

も
の

が
あ

り
ま

せ
ん

。
盲

ろ
う

者
は

視
覚

、
聴

覚
双

方
に

障
害

が
あ

る
の

で
、
単

機
能

の
腕

時
計

で
は

不
十

分
で

す
。

両
腕

に
そ

れ
ぞ

れ
に

時
計

を
は

め
て

い
る

と
い

う
方

が
、
T

w
it

te
r上

で
ツ

イ
ー

ト
し

て
い

ま
し

た
。

オ
ガ

ワ
も

某
社

で
開

発
を

検
討

し
た

こ
と

が
あ

り
ま

す
が

、
ニ

ッ
チ

な
市

場
で

あ
る

こ
と

、
コ

ス
ト

的
に

ユ
ー

ザ
ー

の
ご

希
望

に
そ

え
る

も
の

に
は

な
り

に
く

い
こ

と
か

ら
実

現
し

ま
せ

ん
で

し
た

。
ぜ

ひ
意

欲
あ

る
方

に
チ

ャ
レ

ン
ジ

し
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

っ
て

い
ま

す
。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

3
9

7
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

回
転

便
器

肢
体

不
自

由
者

初
め

ま
し

て
。

私
、
増

野
　
義

明
と

い
い

ま
す

。
１
０

年
以

上
前

に
、
「
回

転
便

器
」
を

考
案

し
た

も
の

で
す

。

Y
o

u
 t

u
b

e
で

「
回

転
便

器
」
を

公
開

し
ま

し
た

所
国

内
外

か
ら

、
「
ど

こ
で

売
っ

て
い

る
の

で
す

か
？

」
　
「
便

利
で

す
ね

・
・
・
・
」

「
欲

し
い

の
で

す
か

・
・
・
・
」

と
言

う
問

い
合

わ
せ

が
あ

り
ま

す
。

【
開

発
の

き
っ

か
け

】

1
5

年
ま

え
に

、
「
回

転
便

座
」
を

考
案

し
て

、
実

用
新

案
を

取
得

し
ま

し
た

。
そ

の
時

は
、
便

座
が

回
転

す
る

と
、
こ

ん
な

に
便

利
で

あ
る

と
思

っ
て

い
ま

し
た

。
で

も
、
便

座
が

回
転

す
る

だ
け

の
ア

イ
デ

ア
で

し
た

。
そ

の
時

は
、
正

直
言

っ
て

ま
だ

冗
談

半
分

で
し

た
。

そ
れ

か
ら

、
便

器
を

ど
う

し
て

回
せ

ば
良

い
か

を
考

え
ま

し
た

。

１
０

年
ま

え
に

、
脳

梗
塞

の
人

の
家

を
新

築
し

ま
し

た
。

バ
リ

ア
フ

リ
ー

の
住

宅
で

し
た

。
工

務
店

経
営

の
私

は
ご

主
人

の
体

の
不

便
さ

を
感

じ
て

、
ベ

ッ
ド

の
部

屋
に

考
案

し
た

「
回

転
便

器
」
を

設
置

し
ま

し
た

。

ベ
ッ

ド
の

横
に

設
置

す
る

こ
と

で
、
男

性
は

ベ
ッ

ド
に

座
る

だ
け

で
お

し
っ

こ
が

で
き

、
う

ん
ち

も
便

器
を

使
い

た
い

方
向

に
回

転
さ

せ
れ

ば
と

て
も

使
い

や
す

い
事

が
解

り
ま

し
た

。
こ

の
と

き
は

、
専

用
手

す
り

も
な

か
っ

た
地

代
で

す
。

そ
の

後
、
私

は
脳

梗
塞

に
な

り
、
今

は
リ

ハ
ビ

リ
中

で
す

。
入

院
中

に
、
こ

れ
ほ

ど
回

転
便

器
が

欲
し

い
と

思
っ

た
事

は
あ

り
ま

せ
ん

で
し

た
。

y
o

u
 t

u
b

e
は

あ
る

デ
イ

・
サ

ー
ビ

ス
に

設
置

し
た

、
動

画
で

す
。

h
tt

p
:/

/w
w

w
.y

o
u
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b

e
.c

o
m

/
w

a
tc

h
?

v
=

q
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F
z
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S
IG

q
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世
界

中
か

ら
、
反

響
が

き
ま

し
た

。

日
本

の
便

器
メ

ー
カ

ー
に

い
い

ま
し

た
が

、
社

外
の

ア
イ

デ
ア

に
は

関
心

は
な

い
よ

う
で

す
。

回
転

便
器

は
、
私

に
著

作
権

が
あ

る
よ

う
で

す
。

で
す

か
ら

、
特

許
の

審
査

請
求

は
し

て
い

ま
せ

ん
。

設
置

箇
所

は
病

院
、
公

衆
ト

イ
レ

、
老

人
ホ

ー
ム

、
車

イ
ス

生
活

を
し

て
い

る
人

の
自

宅
・
・
・
・
・
で

す
。

3
9

8
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

回
転

便
器

に
つ

い
て

(追
加

)
肢

体
不

自
由

者
便

器
、
手

す
り

は
別

で
す

。
手

す
り

は
、
ス

テ
ン

レ
ス

製
を

希
望

し
ま

す
。

3
9

9
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
供

給
事

業
者

ピ
ア

バ
ッ

グ
肢

体
不

自
由

者
車

い
す

の
転

倒
時

に
頭

な
ど

に
受

け
る

衝
撃

を
瞬

時
に

開
く

エ
ア

バ
ッ

グ
で

守
る

こ
と

が
で

き
る

の
が

ピ
ア

バ
ッ

グ
で

す
。

皆
様

の
ご

要
望

に
応

え
電

動
車

い
す

に
対

応
し

た
ピ

ア
バ

ッ
グ

２
が

新
登

場
！

転
倒

だ
け

で
な

く
、
衝

突
時

に
も

エ
ア

バ
ッ

グ
が

開
く

新
設

計
で

安
全

性
を

高
め

ま
し

た
。

普
段

は
ジ

ャ
ケ

ッ
ト

の
よ

う
に

簡
単

に
装

着
で

き
る

と
共

に
同

時
に

車
い

す
本

体
の

安
全

ベ
ル

ト
の

役
目

も
し

ま
す

。
そ

し
て

転
倒

な
ど

の
緊

急
時

に
は

セ
ン

サ
が

感
知

し
約

０
．
２

秒
の

ス
ピ

ー
ド

で
エ

ア
バ

ッ
グ

が
開

き
、
あ

な
た

を
衝

撃
か

ら
ガ

ー
ド

し
ま

す
。

h
tt

p
:/

/p
ro

p
-g

.c
o

.j
p

/p
ro

d
u

c
t_

p
ia

b
a
g

2
.h

tm
l

4
0

0
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

視
覚

障
害

者
の

タ
ブ

レ
ッ

ト
パ

ソ
コ

ン
使

用
視

覚
障

害
者

タ
ブ

レ
ッ

ト
パ

ソ
コ

ン
は

キ
ー

ボ
ー

ド
が

な
い

の
で

視
覚

障
害

の
あ

る
者

は
使

え
ま

せ
ん

。
手

軽
に

持
ち

歩
け

る
の

で
使

用
し

た
い

の
で

す
が

外
付

け
キ

ー
ボ

ー
ド

で
は

意
味

が
あ

り
ま

せ
ん

。
な

に
か

良
い

製
品

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。

4
0

1
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
の

家
族

簡
易

ド
ア

肢
体

不
自

由
者

家
で

は
車

椅
子

利
用

者
は

ト
イ

レ
を

含
め

ド
ア

を
開

け
っ

放
し

に
す

る
こ

と
が

多
く

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

が
あ

り
ま

せ
ん

。
か

と
い

っ
て

開
け

閉
め

（
特

に
閉

め
る

の
）
は

一
苦

労
で

、
市

販
の

ド
ア

ク
ロ

ー
ザ

ー
は

挟
ま

れ
る

こ
と

も
あ

り
ま

す
。

操
作

性
の

よ
い

家
庭

用
ド

ア
を

要
望

し
ま

す
。

4
0

2
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

盲
ろ

う
者

用
触

読
式

振
動

式
腕

時
計

視
覚

障
害

者
 聴

覚
障

害
者

 盲
ろ

う
者

視
覚

障
害

者
用

の
触

読
式

腕
時

計
、
聴

覚
障

害
者

用
の

振
動

式
腕

時
計

は
す

で
に

あ
り

ま
す

が
、
両

方
が

一
緒

に
な

っ
た

も
の

が
あ

り
ま

せ
ん

。
盲

ろ
う

者
は

視
覚

、
聴

覚
双

方
に

障
害

が
あ

る
の

で
、
単

機
能

の
腕

時
計

で
は

不
十

分
で

す
。

両
腕

に
そ

れ
ぞ

れ
に

時
計

を
は

め
て

い
る

と
い

う
方

が
、
T

w
it

te
r上

で
ツ

イ
ー

ト
し

て
い

ま
し

た
。

オ
ガ

ワ
も

某
社

で
開

発
を

検
討

し
た

こ
と

が
あ

り
ま

す
が

、
ニ

ッ
チ

な
市

場
で

あ
る

こ
と

、
コ

ス
ト

的
に

ユ
ー

ザ
ー

の
ご

希
望

に
そ

え
る

も
の

に
は

な
り

に
く

い
こ

と
か

ら
実

現
し

ま
せ

ん
で

し
た

。
ぜ

ひ
意

欲
あ

る
方

に
チ

ャ
レ

ン
ジ

し
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

っ
て

い
ま

す
。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

4
0

3
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
障

害
者

団
体

宿
泊

施
設

用
字

幕
・
音

声
解

説
オ

ン
オ

フ
リ

モ
コ

ン

視
覚

障
害

者
 聴

覚
障

害
者

宿
泊

施
設

に
も

地
デ

ジ
テ

レ
ビ

が
広

ま
っ

て
き

ま
し

た
が

、
残

念
な

こ
と

に
字

幕
ボ

タ
ン

の
な

い
テ

レ
ビ

リ
モ

コ
ン

が
あ

り
、
聴

覚
障

害
者

は
そ

ん
な

リ
モ

コ
ン

に
直

面
す

る
た

び
に

、
字

幕
の

オ
ン

オ
フ

に
困

っ
て

フ
ロ

ン
ト

に
問

い
あ

わ
せ

た
り

、
あ

る
い

は
字

幕
が

見
ら

れ
な

い
ま

ま
、
我

慢
し

て
し

ま
っ

た
り

し
て

い
ま

す
。

せ
っ

か
く

字
幕

機
能

が
標

準
と

な
っ

た
の

に
、
宿

泊
業

界
の

テ
レ

ビ
リ

モ
コ

ン
は

、
旧

態
依

然
と

し
て

い
ま

す
。

聴
覚

障
害

者
に

と
っ

て
は

せ
っ

か
く

の
宿

泊
先

で
、
大

変
が

っ
か

り
な

差
別

的
状

況
で

す
。
正

確
な

情
報

が
入

り
に

く
い

、
入

る
の

が
遅

れ
る

と
い

う
点

か
ら

、
心

身
の

安
全

や
財

産
に

影
響

し
か

ね
な

い
と

い
う

懸
念

も
あ

り
ま

す
。

全
難

聴
や

聴
覚

障
害

者
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

協
会

の
W

氏
等

が
数

年
前

か
ら

問
題

提
起

し
て

い
ま

す
が

、
改

善
さ

れ
ま

せ
ん

。

解
決

方
法

で
す

が
、
宿

泊
施

設
用

の
テ

レ
ビ

リ
モ

コ
ン

に
は

、
そ

れ
ぞ

れ
の

テ
レ

ビ
に

字
幕

専
用

の
リ

モ
コ

ン
を

別
途

用
意

で
き

る
と

よ
い

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
解

説
放

送
専

用
の

ボ
タ

ン
も

あ
る

と
よ

い
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。

当
事

者
が

購
入

す
る

福
祉

用
具

で
は

な
く

、
施

設
側

の
設

備
と

し
て

必
要

な
も

の
で

す
が

。
ぜ

ひ
ご

検
討

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

4
0

4
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

歩
行

器
・
歩

行
車

視
覚

障
害

者
用

信
号

機
識

別
装

置
ほ

と
ん

ど
の

信
号

機
に

は
音

声
が

付
い

て
い

ま
せ

ん
。

そ
の

た
め

、
視

覚
障

害
者

は
危

険
な

思
い

を
し

な
が

ら
渡

っ
て

い
る

の
が

現
状

で
す

。
管

轄
の

警
察

な
ど

に
、
そ

の
よ

う
な

信
号

機
の

設
置

を
願

っ
て

も
す

ぐ
に

付
く

例
は

あ
ま

り
あ

り
ま

せ
ん

。
ま

た
、
折

角
付

い
て

い
て

も
、
そ

の
音

が
う

る
さ

い
と

消
さ

れ
る

例
も

少
な

く
あ

り
ま

せ
ん

。

そ
こ

で
、
昨

今
の

画
像

処
理

技
術

な
ど

を
活

用
し

、
ス

マ
ー

ト
ホ

ン
な

ど
で

信
号

機
を

捉
え

、
識

別
す

る
装

置
を

開
発

で
き

な
い

で
し

ょ
う

か
。

思
い

つ
い

た
ア

イ
デ

ア
な

の
で

こ
の

カ
テ

ゴ
リ

に
投

稿
し

ま
し

た
。

4
0

5
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
福

祉
専

門
職

足
こ

ぎ
車

椅
子

プ
ロ

フ
ァ

ン
ド

の
紹

介
肢

体
不

自
由

者
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

　
平

成
2

4
年

2
月

、
3

月
に

Ｎ
Ｈ

Ｋ
「
サ

キ
ど

り
」
で

紹
介

さ
れ

た
足

こ
ぎ

車
椅

子
プ

ロ
フ

ァ
ン

ド
は

、
東

北
大

学
院

医
学

系
研

究
科

客
員

教
授

・
半

田
康

延
博

士
グ

ル
ー

プ
の

考
案

に
よ

り
商

品
化

さ
れ

た
も

の
で

す
。

　
足

こ
ぎ

車
椅

子
プ

ロ
フ

ァ
ン

ド
の

利
用

者
例

は
次

の
通

り
で

す
。
①

廃
用

症
候

群
 ②

慢
性

閉
塞

性
肺

疾
患

、
閉

塞
性

動
脈

硬
化

症
③

脊
柱

管
狭

窄
症

、
関

節
ﾘ
ｳ
ﾏ

ﾁ
、
変

形
性

股
関

節
・
膝

関
節

症
、
大

腿
骨

骨
折

④
末

梢
神

経
疾

患
⑤

ﾐ
ﾄ
ｺ
ﾝ
ﾄ
ﾞ
ﾘ
ｱ
病

・
ﾘ
ｰ
脳

症
、
脳

性
ﾏ
ﾋ
、
小

脳
性

運
動

失
調

症
、
多

発
性

硬
化

症
、
ﾊ
ﾟ
ｰ
ｷ
ﾝ
ｿ
ﾝ
病

、
脊

髄
性

痙
性

ﾏ
ﾋ
、
脊

髄
・
頸

椎
損

傷
不

全
麻

痺
な

ど
。

　
足

こ
ぎ

車
椅

子
は

、
ニ

ュ
ー

ロ
モ

デ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
神

経
調

節
機

能
に

着
目

し
て

開
発

さ
れ

ま
し

た
。
従

来
動

か
な

い
と

さ
れ

て
い

た
麻

痺
側

の
足

が
、
足

こ
ぎ

車
椅

子
プ

ロ
フ

ァ
ン

ド
に

乗
っ

た
と

た
ん

に
、
ペ

ダ
ル

こ
ぎ

を
始

め
ま

す
。

　
リ

ハ
ビ

リ
で

ペ
ダ

リ
ン

グ
が

で
き

て
い

る
方

は
、
す

ぐ
に

で
も

足
こ

ぎ
車

椅
子

プ
ロ

フ
ァ

ン
ド

を
利

用
で

き
ま

す
。

　
ま

た
、
足

こ
ぎ

車
椅

子
プ

ロ
フ

ァ
ン

ド
を

日
常

で
利

用
さ

れ
て

い
る

方
は

、
歩

行
能

力
も

向
上

す
る

の
が

一
般

的
で

す
。

　
目

標
が

、
歩

く
と

し
て

い
る

方
は

、
是

非
試

し
乗

り
を

お
勧

め
し

ま
す

。
　
こ

の
足

こ
ぎ

車
椅

子
で

、
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

と
し

て
サ

ッ
カ

ー
を

試
し

て
い

る
グ

ル
ー

プ
が

あ
り

ま
す

。

4
0

6
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

声
に

反
応

し
て

発
信

受
信

で
き

る
電

話
機

肢
体

不
自

由
者

A
L
S

の
在

宅
療

養
患

者
か

ら
の

相
談

で
す

。

自
力

で
寝

起
き

で
き

ま
せ

ん
。

介
助

で
寝

起
き

し
、
座

位
保

持
は

自
力

で
可

能
で

す
。

日
中

は
座

っ
て

い
る

こ
と

が
ほ

と
ん

ど
で

す
が

、
立

位
は

で
き

ま
せ

ん
。

手
は

自
由

に
使

え
な

い
の

で
食

事
は

介
助

が
必

要
で

す
。

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
は

良
好

で
す

。

本
人

は
緊

急
時

も
含

め
電

話
で

家
族

や
支

援
者

に
連

絡
を

取
れ

る
体

制
を

望
ん

で
い

ま
す

。
リ

モ
コ

ン
操

作
や

ボ
タ

ン
操

作
が

で
き

な
い

た
め

、
声

で
作

動
す

る
電

話
機

を
探

し
て

い
ま

す
。

4
0

7
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
車

い
す

利
用

者
手

軽
に

着
脱

で
き

る
車

椅
子

用
転

倒
防

止
バ

ー
肢

体
不

自
由

者
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

日
常

用
の

車
椅

子
で

転
倒

防
止

バ
ー

を
常

時
装

着
す

る
と

、
段

差
を

越
え

る
場

合
等

に
邪

魔
に

な
る

な
ど

不
都

合
な

点
が

あ
り

、
行

動
範

囲
が

大
き

く
制

限
さ

れ
て

し
ま

う
。

そ
う

い
っ

た
理

由
で

、
日

常
用

の
車

椅
子

に
転

倒
防

止
バ

ー
を

装
着

し
て

い
な

い
車

椅
子

ユ
ー

ザ
ー

が
そ

の
ま

ま
気

軽
に

車
椅

子
ス

ポ
ー

ツ
等

を
行

お
う

と
す

る
と

、
バ

ッ
ク

動
作

等
で

転
倒

す
る

危
険

性
が

高
い

と
い

う
問

題
が

あ
る

。
手

軽
に

レ
バ

ー
を

捻
れ

ば
、
車

椅
子

に
装

着
出

来
る

機
構

の
転

倒
防

止
バ

ー
が

あ
る

と
良

い
。

ま
た

、
日

常
生

活
に

お
い

て
も

、
例

え
ば

子
守

り
で

赤
ち

ゃ
ん

を
抱

っ
こ

す
る

時
な

ど
、
絶

対
に

転
倒

を
避

け
な

け
れ

ば
い

け
な

い
場

面
で

も
活

躍
が

見
込

め
る

。

4
0

8
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
利

用
者

電
動

車
い

す
の

種
類

の
選

択
肢

体
不

自
由

者
今

回
、
電

動
車

い
す

の
対

応
年

数
が

６
年

経
過

し
て

新
し

い
電

動
車

椅
子

椅
子

に
変

え
よ

う
と

し
て

大
阪

市
内

の
リ

ハ
ビ

リ
セ

ン
タ

ー
で

判
定

を
受

け
ま

し
た

が
、

パ
ワ

ー
ス

テ
ア

リ
ン

グ
の

電
動

車
い

す
は

厚
労

省
が

認
可

し
て

お
ら

ず
出

せ
な

い
と

言
わ

れ
ま

し
た

。
こ

の
場

合
、
認

可
さ

れ
て

ま
せ

ん
か

？
前

輪
が

普
通

型
だ

と
回

転
は

小
回

り
が

出
来

ま
す

が
、
一

回
転

し
て

か
ら

で
な

い
と

次
の

行
動

が
出

来
ま

せ
ん

。
周

囲
に

人
が

い
た

場
合

接
触

の
恐

れ
が

あ
り

と
て

も
危

険
で

す
。
だ

か
ら

と
言

っ
て

社
会

参
加

・
移

動
制

約
者

の
権

利
の

剥
奪

は
あ

り
え

ま
せ

ん
。
電

動
車

い
す

の
使

用
に

当
た

り
パ

ワ
ー

ス
テ

ア
リ

ン
グ

は
前

後
し

か
動

き
ま

せ
ん

が
、
ダ

イ
レ

ク
ト

に
回

転
・
左

右
に

操
作

が
伝

わ
る

た
め

ス
ム

ー
ズ

・
滑

ら
か

に
操

作
が

出
来

、
安

全
な

走
行

が
出

来
ま

す
。

- 130 -

186625 報告書_本文_2校 (138)

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

4
0

3
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
障

害
者

団
体

宿
泊

施
設

用
字

幕
・
音

声
解

説
オ

ン
オ

フ
リ

モ
コ

ン

視
覚

障
害

者
 聴

覚
障

害
者

宿
泊

施
設

に
も

地
デ

ジ
テ

レ
ビ

が
広

ま
っ

て
き

ま
し

た
が

、
残

念
な

こ
と

に
字

幕
ボ

タ
ン

の
な

い
テ

レ
ビ

リ
モ

コ
ン

が
あ

り
、
聴

覚
障

害
者

は
そ

ん
な

リ
モ

コ
ン

に
直

面
す

る
た

び
に

、
字

幕
の

オ
ン

オ
フ

に
困

っ
て

フ
ロ

ン
ト

に
問

い
あ

わ
せ

た
り

、
あ

る
い

は
字

幕
が

見
ら

れ
な

い
ま

ま
、
我

慢
し

て
し

ま
っ

た
り

し
て

い
ま

す
。

せ
っ

か
く

字
幕

機
能

が
標

準
と

な
っ

た
の

に
、
宿

泊
業

界
の

テ
レ

ビ
リ

モ
コ

ン
は

、
旧

態
依

然
と

し
て

い
ま

す
。

聴
覚

障
害

者
に

と
っ

て
は

せ
っ

か
く

の
宿

泊
先

で
、
大

変
が

っ
か

り
な

差
別

的
状

況
で

す
。
正

確
な

情
報

が
入

り
に

く
い

、
入

る
の

が
遅

れ
る

と
い

う
点

か
ら

、
心

身
の

安
全

や
財

産
に

影
響

し
か

ね
な

い
と

い
う

懸
念

も
あ

り
ま

す
。

全
難

聴
や

聴
覚

障
害

者
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

協
会

の
W

氏
等

が
数

年
前

か
ら

問
題

提
起

し
て

い
ま

す
が

、
改

善
さ

れ
ま

せ
ん

。

解
決

方
法

で
す

が
、
宿

泊
施

設
用

の
テ

レ
ビ

リ
モ

コ
ン

に
は

、
そ

れ
ぞ

れ
の

テ
レ

ビ
に

字
幕

専
用

の
リ

モ
コ

ン
を

別
途

用
意

で
き

る
と

よ
い

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
解

説
放

送
専

用
の

ボ
タ

ン
も

あ
る

と
よ

い
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。

当
事

者
が

購
入

す
る

福
祉

用
具

で
は

な
く

、
施

設
側

の
設

備
と

し
て

必
要

な
も

の
で

す
が

。
ぜ

ひ
ご

検
討

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

4
0

4
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

歩
行

器
・
歩

行
車

視
覚

障
害

者
用

信
号

機
識

別
装

置
ほ

と
ん

ど
の

信
号

機
に

は
音

声
が

付
い

て
い

ま
せ

ん
。

そ
の

た
め

、
視

覚
障

害
者

は
危

険
な

思
い

を
し

な
が

ら
渡

っ
て

い
る

の
が

現
状

で
す

。
管

轄
の

警
察

な
ど

に
、
そ

の
よ

う
な

信
号

機
の

設
置

を
願

っ
て

も
す

ぐ
に

付
く

例
は

あ
ま

り
あ

り
ま

せ
ん

。
ま

た
、
折

角
付

い
て

い
て

も
、
そ

の
音

が
う

る
さ

い
と

消
さ

れ
る

例
も

少
な

く
あ

り
ま

せ
ん

。

そ
こ

で
、
昨

今
の

画
像

処
理

技
術

な
ど

を
活

用
し

、
ス

マ
ー

ト
ホ

ン
な

ど
で

信
号

機
を

捉
え

、
識

別
す

る
装

置
を

開
発

で
き

な
い

で
し

ょ
う

か
。

思
い

つ
い

た
ア

イ
デ

ア
な

の
で

こ
の

カ
テ

ゴ
リ

に
投

稿
し

ま
し

た
。

4
0

5
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
福

祉
専

門
職

足
こ

ぎ
車

椅
子

プ
ロ

フ
ァ

ン
ド

の
紹

介
肢

体
不

自
由

者
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

　
平

成
2

4
年

2
月

、
3

月
に

Ｎ
Ｈ

Ｋ
「
サ

キ
ど

り
」
で

紹
介

さ
れ

た
足

こ
ぎ

車
椅

子
プ

ロ
フ

ァ
ン

ド
は

、
東

北
大

学
院

医
学

系
研

究
科

客
員

教
授

・
半

田
康

延
博

士
グ

ル
ー

プ
の

考
案

に
よ

り
商

品
化

さ
れ

た
も

の
で

す
。

　
足

こ
ぎ

車
椅

子
プ

ロ
フ

ァ
ン

ド
の

利
用

者
例

は
次

の
通

り
で

す
。
①

廃
用

症
候

群
 ②

慢
性

閉
塞

性
肺

疾
患

、
閉

塞
性

動
脈

硬
化

症
③

脊
柱

管
狭

窄
症

、
関

節
ﾘ
ｳ
ﾏ

ﾁ
、
変

形
性

股
関

節
・
膝

関
節

症
、
大

腿
骨

骨
折

④
末

梢
神

経
疾

患
⑤

ﾐ
ﾄ
ｺ
ﾝ
ﾄ
ﾞ
ﾘ
ｱ
病

・
ﾘ
ｰ
脳

症
、
脳

性
ﾏ
ﾋ
、
小

脳
性

運
動

失
調

症
、
多

発
性

硬
化

症
、
ﾊ
ﾟ
ｰ
ｷ
ﾝ
ｿ
ﾝ
病

、
脊

髄
性

痙
性

ﾏ
ﾋ
、
脊

髄
・
頸

椎
損

傷
不

全
麻

痺
な

ど
。

　
足

こ
ぎ

車
椅

子
は

、
ニ

ュ
ー

ロ
モ

デ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
神

経
調

節
機

能
に

着
目

し
て

開
発

さ
れ

ま
し

た
。
従

来
動

か
な

い
と

さ
れ

て
い

た
麻

痺
側

の
足

が
、
足

こ
ぎ

車
椅

子
プ

ロ
フ

ァ
ン

ド
に

乗
っ

た
と

た
ん

に
、
ペ

ダ
ル

こ
ぎ

を
始

め
ま

す
。

　
リ

ハ
ビ

リ
で

ペ
ダ

リ
ン

グ
が

で
き

て
い

る
方

は
、
す

ぐ
に

で
も

足
こ

ぎ
車

椅
子

プ
ロ

フ
ァ

ン
ド

を
利

用
で

き
ま

す
。

　
ま

た
、
足

こ
ぎ

車
椅

子
プ

ロ
フ

ァ
ン

ド
を

日
常

で
利

用
さ

れ
て

い
る

方
は

、
歩

行
能

力
も

向
上

す
る

の
が

一
般

的
で

す
。

　
目

標
が

、
歩

く
と

し
て

い
る

方
は

、
是

非
試

し
乗

り
を

お
勧

め
し

ま
す

。
　
こ

の
足

こ
ぎ

車
椅

子
で

、
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

と
し

て
サ

ッ
カ

ー
を

試
し

て
い

る
グ

ル
ー

プ
が

あ
り

ま
す

。

4
0

6
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

声
に

反
応

し
て

発
信

受
信

で
き

る
電

話
機

肢
体

不
自

由
者

A
L
S

の
在

宅
療

養
患

者
か

ら
の

相
談

で
す

。

自
力

で
寝

起
き

で
き

ま
せ

ん
。

介
助

で
寝

起
き

し
、
座

位
保

持
は

自
力

で
可

能
で

す
。

日
中

は
座

っ
て

い
る

こ
と

が
ほ

と
ん

ど
で

す
が

、
立

位
は

で
き

ま
せ

ん
。

手
は

自
由

に
使

え
な

い
の

で
食

事
は

介
助

が
必

要
で

す
。

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
は

良
好

で
す

。

本
人

は
緊

急
時

も
含

め
電

話
で

家
族

や
支

援
者

に
連

絡
を

取
れ

る
体

制
を

望
ん

で
い

ま
す

。
リ

モ
コ

ン
操

作
や

ボ
タ

ン
操

作
が

で
き

な
い

た
め

、
声

で
作

動
す

る
電

話
機

を
探

し
て

い
ま

す
。

4
0

7
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
車

い
す

利
用

者
手

軽
に

着
脱

で
き

る
車

椅
子

用
転

倒
防

止
バ

ー
肢

体
不

自
由

者
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

日
常

用
の

車
椅

子
で

転
倒

防
止

バ
ー

を
常

時
装

着
す

る
と

、
段

差
を

越
え

る
場

合
等

に
邪

魔
に

な
る

な
ど

不
都

合
な

点
が

あ
り

、
行

動
範

囲
が

大
き

く
制

限
さ

れ
て

し
ま

う
。

そ
う

い
っ

た
理

由
で

、
日

常
用

の
車

椅
子

に
転

倒
防

止
バ

ー
を

装
着

し
て

い
な

い
車

椅
子

ユ
ー

ザ
ー

が
そ

の
ま

ま
気

軽
に

車
椅

子
ス

ポ
ー

ツ
等

を
行

お
う

と
す

る
と

、
バ

ッ
ク

動
作

等
で

転
倒

す
る

危
険

性
が

高
い

と
い

う
問

題
が

あ
る

。
手

軽
に

レ
バ

ー
を

捻
れ

ば
、
車

椅
子

に
装

着
出

来
る

機
構

の
転

倒
防

止
バ

ー
が

あ
る

と
良

い
。

ま
た

、
日

常
生

活
に

お
い

て
も

、
例

え
ば

子
守

り
で

赤
ち

ゃ
ん

を
抱

っ
こ

す
る

時
な

ど
、
絶

対
に

転
倒

を
避

け
な

け
れ

ば
い

け
な

い
場

面
で

も
活

躍
が

見
込

め
る

。

4
0

8
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
利

用
者

電
動

車
い

す
の

種
類

の
選

択
肢

体
不

自
由

者
今

回
、
電

動
車

い
す

の
対

応
年

数
が

６
年

経
過

し
て

新
し

い
電

動
車

椅
子

椅
子

に
変

え
よ

う
と

し
て

大
阪

市
内

の
リ

ハ
ビ

リ
セ

ン
タ

ー
で

判
定

を
受

け
ま

し
た

が
、

パ
ワ

ー
ス

テ
ア

リ
ン

グ
の

電
動

車
い

す
は

厚
労

省
が

認
可

し
て

お
ら

ず
出

せ
な

い
と

言
わ

れ
ま

し
た

。
こ

の
場

合
、
認

可
さ

れ
て

ま
せ

ん
か

？
前

輪
が

普
通

型
だ

と
回

転
は

小
回

り
が

出
来

ま
す

が
、
一

回
転

し
て

か
ら

で
な

い
と

次
の

行
動

が
出

来
ま

せ
ん

。
周

囲
に

人
が

い
た

場
合

接
触

の
恐

れ
が

あ
り

と
て

も
危

険
で

す
。
だ

か
ら

と
言

っ
て

社
会

参
加

・
移

動
制

約
者

の
権

利
の

剥
奪

は
あ

り
え

ま
せ

ん
。
電

動
車

い
す

の
使

用
に

当
た

り
パ

ワ
ー

ス
テ

ア
リ

ン
グ

は
前

後
し

か
動

き
ま

せ
ん

が
、
ダ

イ
レ

ク
ト

に
回

転
・
左

右
に

操
作

が
伝

わ
る

た
め

ス
ム

ー
ズ

・
滑

ら
か

に
操

作
が

出
来

、
安

全
な

走
行

が
出

来
ま

す
。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

4
0

9
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
開

発
メ

ー
カ

ー
介

護
用

半
身

入
浴

装
置

そ
の

他
特

許
第

4
9

8
5

8
5

6
号

の
本

製
品

は
、
ベ

ッ
ド

の
上

で
、
上

半
身

を
背

も
た

れ
に

乗
せ

た
、
楽

な
姿

勢
で

、
安

全
に

、
安

心
し

て
入

浴
で

き
る

。

１
　
浴

槽
機

能
①

 ベ
ッ

ド
上

で
身

体
の

下
に

浴
槽

シ
ー

ト
（
ビ

ニ
ー

ル
シ

ー
ト

）
を

敷
き

、
背

も
た

れ
を

背
上

げ
す

る
。

②
 次

に
U

字
型

の
浴

槽
板

（
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
）
の

開
口

部
先

端
を

背
も

た
れ

に
密

着
す

る
よ

う
に

置
く

。
③

 次
に

身
体

の
下

に
敷

か
れ

て
い

る
浴

槽
シ

ー
ト

を
広

げ
、
浴

槽
板

内
面

を
覆

う
こ

と
に

よ
り

浴
槽

機
能

と
な

る
。

２
　
特

徴
①

 背
も

た
れ

を
低

く
す

る
（
角

度
1
0

度
）
こ

と
に

よ
り

胸
か

ら
、
肩

、
首

筋
ま

で
入

浴
で

き
る

。
②

 半
身

入
浴

に
よ

り
湯

水
量

は
少

な
く

て
す

む
（
2

0
ℓ
～

3
0

ℓ
）

③
 浴

槽
カ

バ
ー

を
設

け
て

、
湯

水
飛

散
防

止
と

湯
水

温
の

保
温

、
身

体
の

保
温

で
き

る
。

④
 排

水
、
身

体
拭

き
は

排
水

ポ
ン

プ
2

台
（
電

池
式

2
2

ℓ
/
２

台
分

）
で

行
い

、
大

型
タ

オ
ル

ケ
ッ

ト
で

吸
収

、
拭

取
る

。
⑤

 清
掃

は
、
浴

槽
シ

ー
ト

の
み

１
枚

で
す

む
の

で
楽

。
⑥

 本
品

は
、
浴

槽
板

と
浴

槽
シ

ー
ト

か
ら

な
り

、
家

人
（
訪

問
介

護
）
１
人

の
簡

単
な

軽
作

業
で

、
短

時
間

に
楽

に
、
安

全
に

、
安

心
し

て
入

浴
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
る

の
で

入
浴

回
数

も
増

え
、
体

臭
無

く
な

る
、
入

浴
者

、
介

護
者

と
も

に
負

担
の

少
な

い
入

浴
装

置
で

す
。

３
　
詳

細
は

、
ブ

ロ
グ

（
h

tt
p

:/
/
k
a
ig

o
n

y
u

y
o

u
.j

u
g

e
m

.j
p

/
）
を

見
て

下
さ

い
。

4
1
0

2
0

1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
利

用
者

の
家

族
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
ー

利
用

者
内

部
障

害
者

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
利

用
者

に
も

妊
婦

さ
ん

な
ど

が
持

つ
「
妊

娠
し

て
い

ま
す

」
と

い
う

こ
と

を
表

現
出

来
る

も
の

が
あ

る
べ

き
だ

と
思

い
ま

す
。
昨

今
、
携

帯
電

話
が

溢
れ

て
い

る
状

況
で

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
利

用
者

の
方

は
パ

ッ
と

見
は

健
常

者
と

変
わ

り
ま

せ
ん

。
な

の
で

、
周

り
で

携
帯

電
話

を
使

わ
れ

る
と

、
自

分
で

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
を

付
け

て
い

る
こ

と
を

告
な

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。

ま
た

、
注

意
さ

れ
た

方
も

ま
た

、
恥

ず
か

し
さ

な
ど

を
感

じ
た

り
し

て
諍

い
が

起
こ

ら
な

い
と

も
限

り
ま

せ
ん

。
そ

の
た

め
に

も
、
妊

婦
さ

ん
の

よ
う

に
本

人
が

言
わ

な
く

と
も

周
り

に
分

か
る

よ
う

な
シ

ス
テ

ム
が

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
利

用
者

の
方

に
も

あ
る

べ
き

だ
と

思
い

ま
す

。

是
非

、
考

え
て

み
て

は
く

れ
ま

せ
ん

か
？

4
1
1

2
0

1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
の

家
族

人
工

呼
吸

器
に

用
い

る
非

常
バ

ッ
テ

リ
ー

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 言

語
障

害
者

災
害

時
や

緊
急

時
に

使
用

で
き

る
、
実

用
的

で
簡

易
な

人
工

呼
吸

器
用

の
バ

ッ
テ

リ
ー

4
1
2

2
0

1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
重

度
障

害
者

用
意

思
伝

達
装

置
利

用
者

の
家

族
意

思
を

確
認

す
る

た
め

の
機

器
肢

体
不

自
由

者
Ａ

Ｌ
Ｓ

（
筋

萎
縮

性
側

索
硬

化
症

）
の

方
で

、
以

前
は

目
の

微
妙

な
動

き
に

よ
り

、
意

思
確

認
を

し
て

い
ま

し
た

が
、
現

在
は

そ
れ

も
難

し
く

な
り

、
特

に
選

挙
の

投
票

な
ど

の
意

思
確

認
が

で
き

な
く

な
っ

て
し

ま
い

ま
し

た
。

こ
う

し
た

方
の

意
思

を
確

認
で

き
る

よ
う

な
機

器
の

開
発

を
望

み
ま

す
。

4
1
3

2
0

1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
Ａ

Ｌ
Ｓ

疾
患

の
進

行
を

遅
ら

せ
る

た
め

の
訓

練
等

機
器

肢
体

不
自

由
者

胃
ろ

う
や

人
工

呼
吸

器
の

利
用

を
少

し
で

も
遅

ら
せ

る
よ

う
、
残

存
機

能
の

維
持

を
図

る
た

め
の

機
器

開
発

を
お

願
い

し
た

い
。
毎

日
、
５

０
０

０
歩

を
目

標
に

歩
行

訓
練

を
行

っ
て

い
ま

し
た

が
、
上

肢
や

下
肢

機
能

の
筋

力
の

低
下

に
よ

り
、
そ

れ
も

難
し

く
な

っ
て

き
ま

し
た

。

4
1
4

2
0

1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

生
卵

割
り

用
具

肢
体

不
自

由
者

神
経

疾
患

で
指

の
筋

力
が

低
下

し
た

方
や

、
パ

ー
キ

ン
ソ

ン
病

で
振

戦
が

あ
る

方
が

、
片

手
で

簡
単

に
生

卵
を

割
る

た
め

の
用

具
が

あ
る

と
と

て
も

助
か

り
ま

す
。

4
1
5

2
0

1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
自

分
で

で
き

る
、
缶

の
開

け
器

肢
体

不
自

由
者

さ
ん

ま
の

蒲
焼

・
も

も
・
み

か
ん

・
食

卓
塩

・
缶

コ
ー

ヒ
ー

な
ど

缶
詰

の
種

類
は

沢
山

あ
り

ま
す

。
私

は
片

手
が

不
自

由
な

の
で

缶
詰

を
開

け
る

時
に

不
自

由
に

感
じ

て
い

ま
す

。
形

状
・
大

き
さ

な
ど

異
な

る
構

造
の

缶
を

１
つ

の
機

器
で

開
け

る
こ

と
が

で
き

る
も

の
が

あ
る

と
、
と

て
も

助
か

り
ま

す
。

4
1
6

2
0

1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
医

療
専

門
職

振
戦

が
あ

る
方

の
支

援
用

具
肢

体
不

自
由

者
振

戦
が

あ
る

方
は

、
洋

服
の

脱
着

が
困

難
で

あ
る

た
め

、
器

具
を

使
用

し
て

、
服

の
脱

着
時

、
ボ

タ
ン

の
留

め
外

し
字

、
服

の
袖

上
げ

等
が

容
易

に
行

え
る

も
の

が
あ

る
と

助
か

り
ま

す
。

4
1
7

2
0

1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
医

療
専

門
職

棒
状

の
柄

に
設

け
る

グ
リ

ッ
プ

補
助

具
高

齢
者

棒
状

の
柄

に
、
グ

リ
ッ

プ
を

補
助

す
る

構
造

を
設

け
て

、
握

力
の

弱
い

高
齢

者
・
女

性
に

も
操

作
し

や
す

く
、
手

首
の

負
担

を
軽

く
す

る
目

的
で

考
案

し
た

も
の

で
す

。
前

後
方

向
及

び
回

転
方

向
に

手
が

滑
る

の
を

、
大

き
な

握
力

に
頼

る
こ

と
な

く
止

め
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。
（
特

許
第

４
９

１
７

６
７

６
号

）
片

手
で

操
作

す
る

道
具

の
柄

に
広

く
応

用
で

き
ま

す
。

フ
ラ

イ
パ

ン
等

の
調

理
器

具
、
ハ

ン
ド

ス
コ

ッ
プ

等
の

園
芸

用
品

、
釣

竿
、
傘

な
ど

に
、
こ

れ
ま

で
に

な
か

っ
た

面
白

い
形

状
で

、
握

力
が

弱
く

て
も

操
作

し
や

す
い

グ
リ

ッ
プ

を
提

供
で

き
ま

す
。

4
1
8

2
0

1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
医

療
専

門
職

上
肢

機
能

の
補

助
具

肢
体

不
自

由
者

上
肢

の
機

能
が

低
下

し
た

方
が

、
顔

を
掻

い
た

り
、
食

事
を

口
に

運
ぶ

た
め

に
、
腕

を
支

え
る

た
め

の
機

器
が

あ
る

と
便

利
だ

と
思

い
ま

す
。

4
1
9

2
0

1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
重

度
障

害
者

用
意

思
伝

達
装

置
医

療
専

門
職

意
思

伝
達

装
置

の
改

良
肢

体
不

自
由

者
眼

球
運

動
や

視
線

に
よ

っ
て

操
作

を
行

う
、
意

思
伝

達
装

置
が

あ
る

が
、
よ

り
安

く
手

軽
に

購
入

で
き

る
よ

う
に

な
る

と
、
あ

り
が

た
い

で
す

。

4
2

0
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
重

度
障

害
者

用
意

思
伝

達
装

置
医

療
専

門
職

脳
波

を
利

用
し

た
意

思
伝

達
装

置
肢

体
不

自
由

者
体

が
完

全
に

動
か

な
く

な
り

、
意

思
伝

達
装

置
等

の
操

作
が

不
可

能
に

な
っ

た
方

の
た

め
に

、
脳

波
を

測
定

し
、
Y

E
S

か
N

O
だ

け
で

も
測

定
で

き
る

装
置

が
あ

る
と

助
か

り
ま

す
。
そ

れ
だ

け
で

も
伝

え
る

こ
と

が
で

き
れ

ば
、
意

思
疎

通
は

十
分

取
れ

ま
す

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

4
0

9
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
開

発
メ

ー
カ

ー
介

護
用

半
身

入
浴

装
置

そ
の

他
特

許
第

4
9

8
5

8
5

6
号

の
本

製
品

は
、
ベ

ッ
ド

の
上

で
、
上

半
身

を
背

も
た

れ
に

乗
せ

た
、
楽

な
姿

勢
で

、
安

全
に

、
安

心
し

て
入

浴
で

き
る

。

１
　
浴

槽
機

能
①

 ベ
ッ

ド
上

で
身

体
の

下
に

浴
槽

シ
ー

ト
（
ビ

ニ
ー

ル
シ

ー
ト

）
を

敷
き

、
背

も
た

れ
を

背
上

げ
す

る
。

②
 次

に
U

字
型

の
浴

槽
板

（
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
）
の

開
口

部
先

端
を

背
も

た
れ

に
密

着
す

る
よ

う
に

置
く

。
③

 次
に

身
体

の
下

に
敷

か
れ

て
い

る
浴

槽
シ

ー
ト

を
広

げ
、
浴

槽
板

内
面

を
覆

う
こ

と
に

よ
り

浴
槽

機
能

と
な

る
。

２
　
特

徴
①

 背
も

た
れ

を
低

く
す

る
（
角

度
1
0

度
）
こ

と
に

よ
り

胸
か

ら
、
肩

、
首

筋
ま

で
入

浴
で

き
る

。
②

 半
身

入
浴

に
よ

り
湯

水
量

は
少

な
く

て
す

む
（
2

0
ℓ
～

3
0

ℓ
）

③
 浴

槽
カ

バ
ー

を
設

け
て

、
湯

水
飛

散
防

止
と

湯
水

温
の

保
温

、
身

体
の

保
温

で
き

る
。

④
 排

水
、
身

体
拭

き
は

排
水

ポ
ン

プ
2

台
（
電

池
式

2
2

ℓ
/
２

台
分

）
で

行
い

、
大

型
タ

オ
ル

ケ
ッ

ト
で

吸
収

、
拭

取
る

。
⑤

 清
掃

は
、
浴

槽
シ

ー
ト

の
み

１
枚

で
す

む
の

で
楽

。
⑥

 本
品

は
、
浴

槽
板

と
浴

槽
シ

ー
ト

か
ら

な
り

、
家

人
（
訪

問
介

護
）
１
人

の
簡

単
な

軽
作

業
で

、
短

時
間

に
楽

に
、
安

全
に

、
安

心
し

て
入

浴
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
る

の
で

入
浴

回
数

も
増

え
、
体

臭
無

く
な

る
、
入

浴
者

、
介

護
者

と
も

に
負

担
の

少
な

い
入

浴
装

置
で

す
。

３
　
詳

細
は

、
ブ

ロ
グ

（
h

tt
p

:/
/
k
a
ig

o
n

y
u

y
o

u
.j

u
g

e
m

.j
p

/
）
を

見
て

下
さ

い
。

4
1
0

2
0

1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
利

用
者

の
家

族
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
ー

利
用

者
内

部
障

害
者

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
利

用
者

に
も

妊
婦

さ
ん

な
ど

が
持

つ
「
妊

娠
し

て
い

ま
す

」
と

い
う

こ
と

を
表

現
出

来
る

も
の

が
あ

る
べ

き
だ

と
思

い
ま

す
。
昨

今
、
携

帯
電

話
が

溢
れ

て
い

る
状

況
で

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
利

用
者

の
方

は
パ

ッ
と

見
は

健
常

者
と

変
わ

り
ま

せ
ん

。
な

の
で

、
周

り
で

携
帯

電
話

を
使

わ
れ

る
と

、
自

分
で

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
を

付
け

て
い

る
こ

と
を

告
な

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。

ま
た

、
注

意
さ

れ
た

方
も

ま
た

、
恥

ず
か

し
さ

な
ど

を
感

じ
た

り
し

て
諍

い
が

起
こ

ら
な

い
と

も
限

り
ま

せ
ん

。
そ

の
た

め
に

も
、
妊

婦
さ

ん
の

よ
う

に
本

人
が

言
わ

な
く

と
も

周
り

に
分

か
る

よ
う

な
シ

ス
テ

ム
が

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
利

用
者

の
方

に
も

あ
る

べ
き

だ
と

思
い

ま
す

。

是
非

、
考

え
て

み
て

は
く

れ
ま

せ
ん

か
？

4
1
1

2
0

1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
の

家
族

人
工

呼
吸

器
に

用
い

る
非

常
バ

ッ
テ

リ
ー

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 言

語
障

害
者

災
害

時
や

緊
急

時
に

使
用

で
き

る
、
実

用
的

で
簡

易
な

人
工

呼
吸

器
用

の
バ

ッ
テ

リ
ー

4
1
2

2
0

1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
重

度
障

害
者

用
意

思
伝

達
装

置
利

用
者

の
家

族
意

思
を

確
認

す
る

た
め

の
機

器
肢

体
不

自
由

者
Ａ

Ｌ
Ｓ

（
筋

萎
縮

性
側

索
硬

化
症

）
の

方
で

、
以

前
は

目
の

微
妙

な
動

き
に

よ
り

、
意

思
確

認
を

し
て

い
ま

し
た

が
、
現

在
は

そ
れ

も
難

し
く

な
り

、
特

に
選

挙
の

投
票

な
ど

の
意

思
確

認
が

で
き

な
く

な
っ

て
し

ま
い

ま
し

た
。

こ
う

し
た

方
の

意
思

を
確

認
で

き
る

よ
う

な
機

器
の

開
発

を
望

み
ま

す
。

4
1
3

2
0

1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
Ａ

Ｌ
Ｓ

疾
患

の
進

行
を

遅
ら

せ
る

た
め

の
訓

練
等

機
器

肢
体

不
自

由
者

胃
ろ

う
や

人
工

呼
吸

器
の

利
用

を
少

し
で

も
遅

ら
せ

る
よ

う
、
残

存
機

能
の

維
持

を
図

る
た

め
の

機
器

開
発

を
お

願
い

し
た

い
。
毎

日
、
５

０
０

０
歩

を
目

標
に

歩
行

訓
練

を
行

っ
て

い
ま

し
た

が
、
上

肢
や

下
肢

機
能

の
筋

力
の

低
下

に
よ

り
、
そ

れ
も

難
し

く
な

っ
て

き
ま

し
た

。

4
1
4

2
0

1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

生
卵

割
り

用
具

肢
体

不
自

由
者

神
経

疾
患

で
指

の
筋

力
が

低
下

し
た

方
や

、
パ

ー
キ

ン
ソ

ン
病

で
振

戦
が

あ
る

方
が

、
片

手
で

簡
単

に
生

卵
を

割
る

た
め

の
用

具
が

あ
る

と
と

て
も

助
か

り
ま

す
。

4
1
5

2
0

1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
自

分
で

で
き

る
、
缶

の
開

け
器

肢
体

不
自

由
者

さ
ん

ま
の

蒲
焼

・
も

も
・
み

か
ん

・
食

卓
塩

・
缶

コ
ー

ヒ
ー

な
ど

缶
詰

の
種

類
は

沢
山

あ
り

ま
す

。
私

は
片

手
が

不
自

由
な

の
で

缶
詰

を
開

け
る

時
に

不
自

由
に

感
じ

て
い

ま
す

。
形

状
・
大

き
さ

な
ど

異
な

る
構

造
の

缶
を

１
つ

の
機

器
で

開
け

る
こ

と
が

で
き

る
も

の
が

あ
る

と
、
と

て
も

助
か

り
ま

す
。

4
1
6

2
0

1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
医

療
専

門
職

振
戦

が
あ

る
方

の
支

援
用

具
肢

体
不

自
由

者
振

戦
が

あ
る

方
は

、
洋

服
の

脱
着

が
困

難
で

あ
る

た
め

、
器

具
を

使
用

し
て

、
服

の
脱

着
時

、
ボ

タ
ン

の
留

め
外

し
字

、
服

の
袖

上
げ

等
が

容
易

に
行

え
る

も
の

が
あ

る
と

助
か

り
ま

す
。

4
1
7

2
0

1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
医

療
専

門
職

棒
状

の
柄

に
設

け
る

グ
リ

ッ
プ

補
助

具
高

齢
者

棒
状

の
柄

に
、
グ

リ
ッ

プ
を

補
助

す
る

構
造

を
設

け
て

、
握

力
の

弱
い

高
齢

者
・
女

性
に

も
操

作
し

や
す

く
、
手

首
の

負
担

を
軽

く
す

る
目

的
で

考
案

し
た

も
の

で
す

。
前

後
方

向
及

び
回

転
方

向
に

手
が

滑
る

の
を

、
大

き
な

握
力

に
頼

る
こ

と
な

く
止

め
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。
（
特

許
第

４
９

１
７

６
７

６
号

）
片

手
で

操
作

す
る

道
具

の
柄

に
広

く
応

用
で

き
ま

す
。

フ
ラ

イ
パ

ン
等

の
調

理
器

具
、
ハ

ン
ド

ス
コ

ッ
プ

等
の

園
芸

用
品

、
釣

竿
、
傘

な
ど

に
、
こ

れ
ま

で
に

な
か

っ
た

面
白

い
形

状
で

、
握

力
が

弱
く

て
も

操
作

し
や

す
い

グ
リ

ッ
プ

を
提

供
で

き
ま

す
。

4
1
8

2
0

1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
医

療
専

門
職

上
肢

機
能

の
補

助
具

肢
体

不
自

由
者

上
肢

の
機

能
が

低
下

し
た

方
が

、
顔

を
掻

い
た

り
、
食

事
を

口
に

運
ぶ

た
め

に
、
腕

を
支

え
る

た
め

の
機

器
が

あ
る

と
便

利
だ

と
思

い
ま

す
。

4
1
9

2
0

1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
重

度
障

害
者

用
意

思
伝

達
装

置
医

療
専

門
職

意
思

伝
達

装
置

の
改

良
肢

体
不

自
由

者
眼

球
運

動
や

視
線

に
よ

っ
て

操
作

を
行

う
、
意

思
伝

達
装

置
が

あ
る

が
、
よ

り
安

く
手

軽
に

購
入

で
き

る
よ

う
に

な
る

と
、
あ

り
が

た
い

で
す

。

4
2

0
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
重

度
障

害
者

用
意

思
伝

達
装

置
医

療
専

門
職

脳
波

を
利

用
し

た
意

思
伝

達
装

置
肢

体
不

自
由

者
体

が
完

全
に

動
か

な
く

な
り

、
意

思
伝

達
装

置
等

の
操

作
が

不
可

能
に

な
っ

た
方

の
た

め
に

、
脳

波
を

測
定

し
、
Y

E
S

か
N

O
だ

け
で

も
測

定
で

き
る

装
置

が
あ

る
と

助
か

り
ま

す
。
そ

れ
だ

け
で

も
伝

え
る

こ
と

が
で

き
れ

ば
、
意

思
疎

通
は

十
分

取
れ

ま
す

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

4
2

1
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
医

療
専

門
職

ト
イ

レ
場

面
で

の
機

器
や

洋
服

に
つ

い
て

肢
体

不
自

由
者

筋
力

の
弱

っ
た

ご
本

人
や

現
場

で
ト

イ
レ

の
場

面
で

課
題

に
挙

が
る

こ
と

は
、
ト

イ
レ

ッ
ト

ペ
ー

パ
ー

が
ち

ぎ
れ

な
い

こ
と

と
、
ズ

ボ
ン

の
上

げ
下

ろ
し

が
で

き
な

い
こ

と
で

す
。
そ

れ
を

解
消

で
き

る
よ

う
な

機
器

が
あ

れ
ば

、
ト

イ
レ

で
の

動
作

が
大

幅
に

楽
に

な
り

ま
す

。
ズ

ボ
ン

を
履

き
や

す
い

も
の

に
変

え
る

方
法

も
あ

り
ま

す
が

、
障

害
者

や
高

齢
者

用
の

ズ
ボ

ン
は

デ
ザ

イ
ン

が
暗

い
も

の
が

多
い

た
め

、
ご

本
人

は
敬

遠
し

が
ち

に
な

り
ま

す
。
洋

服
の

デ
ザ

イ
ン

性
の

向
上

を
利

便
性

と
併

せ
て

検
討

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

4
2

2
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
医

療
専

門
職

布
団

を
か

け
る

た
め

の
装

置
（
用

具
）

肢
体

不
自

由
者

ベ
ッ

ド
上

で
は

布
団

を
掛

け
た

り
剥

い
だ

り
す

る
こ

と
が

課
題

に
な

り
ま

す
。
筋

力
の

弱
い

方
は

、
布

団
が

重
く

て
動

き
づ

ら
く

な
り

、
特

に
冬

場
は

毛
布

を
か

け
る

の
で

、
身

動
き

が
完

全
に

取
れ

な
く

な
っ

て
し

ま
い

ま
す

。
ス

イ
ッ

チ
一

つ
で

毛
布

を
掛

け
た

り
、
剥

い
だ

り
で

き
る

よ
う

な
装

置
が

あ
る

と
便

利
で

す
。

4
2

3
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

福
祉

専
門

職
音

声
ガ

イ
ド

・
説

明
付

き
食

器
盲

ろ
う

者
皿

な
ど

の
食

器
に

ス
ピ

ー
カ

ー
と

セ
ン

サ
ー

が
つ

い
て

お
り

、
ス

プ
ー

ン
な

ど
の

食
器

に
発

信
機

を
付

け
、
皿

に
近

付
け

る
と

皿
の

位
置

を
教

え
て

く
れ

、
盲

ろ
う

者
の

介
助

を
し

て
く

れ
ま

す
。
ま

た
、
音

声
を

録
音

で
き

、
料

理
の

事
を

料
理

従
事

者
が

説
明

で
き

る
と

、
利

用
者

と
触

れ
合

う
機

会
を

増
や

せ
る

と
思

い
ま

す
。

4
2

4
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

打
ち

誤
り

の
な

い
大

き
な

キ
ー

ボ
ー

ド
肢

体
不

自
由

者
パ

ソ
コ

ン
キ

ー
ボ

ー
ド

や
電

卓
を

1
.5

倍
く

ら
い

大
き

く
す

る
こ

と
に

よ
り

、
打

ち
誤

り
が

少
な

く
な

る
。

4
2

5
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

徘
徊

警
報

ア
プ

リ
そ

の
他

基
点

か
ら

一
定

の
設

定
距

離
を

離
れ

る
と

警
報

が
な

り
親

機
に

知
ら

せ
る

。
本

人
の

現
在

地
点

が
分

か
る

。

4
2

6
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ア
プ

リ
視

覚
障

害
者

 聴
覚

障
害

者
 言

語
障

害
者

 盲
ろ

う
者

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
を

媒
介

と
し

、
言

葉
を

文
字

、
文

字
を

言
葉

に
変

換
す

る
ア

プ
リ

。

4
2

7
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
浴

槽
内

座
位

保
持

装
置

肢
体

不
自

由
者

シ
ャ

ワ
ー

キ
ャ

リ
ー

使
用

不
能

な
環

境
で

あ
っ

た
り

、
介

助
歩

行
は

可
能

で
あ

る
が

、
水

中
で

の
座

位
保

持
が

困
難

な
方

の
た

め
の

座
位

保
持

用
補

助
具

。

4
2

8
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
盲

人
安

全
つ

え
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
お

し
ゃ

れ
な

白
杖

盲
ろ

う
者

盲
ろ

う
者

は
白

杖
を

使
う

が
、
外

見
で

盲
ろ

う
者

と
わ

か
ら

な
い

人
が

プ
ラ

イ
ド

が
あ

り
、
使

わ
ず

に
生

活
し

て
い

る
人

が
い

る
。

外
を

歩
く

時
は

、
危

険
な

こ
と

も
多

い
の

で
、
見

た
目

が
お

し
ゃ

れ
な

白
杖

が
あ

る
と

い
い

と
思

う
。
気

分
で

パ
ー

ツ
を

変
え

ら
れ

る
杖

が
あ

っ
た

ら
い

い
と

思
う

。

4
2

9
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
車

い
す

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

刺
激

の
少

な
い

車
い

す
肢

体
不

自
由

者
砂

利
道

や
凸

凹
道

で
も

利
用

者
に

伝
わ

る
刺

激
が

少
な

く
な

る
車

い
す

。
ボ

タ
ン

を
押

し
た

ら
タ

イ
ヤ

が
変

形
し

て
路

面
に

対
応

し
て

く
れ

る
。

4
3

0
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
補

聴
器

利
用

者
イ

ア
リ

ン
グ

型
補

聴
器

聴
覚

障
害

者
軽

く
、
小

さ
く

、
お

し
ゃ

れ
な

も
の

で
、
気

軽
に

つ
け

ら
れ

る
も

の
。
骨

震
動

の
も

の
で

、
う

る
さ

く
響

か
な

い
も

の
。

4
3

1
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

医
療

専
門

職
火

災
報

知
機

の
ボ

タ
ン

の
カ

バ
ー

知
的

障
害

者
知

的
障

害
者

施
設

で
働

い
て

い
ま

す
。
火

災
報

知
機

を
い

た
ず

ら
で

押
す

こ
と

が
で

き
な

い
よ

う
な

カ
バ

ー
が

ほ
し

い
で

す
。
頑

丈
だ

け
ど

、
い

ざ
と

い
う

時
に

は
す

ぐ
に

ボ
タ

ン
が

押
せ

る
よ

う
な

工
夫

が
さ

れ
て

い
る

と
い

い
と

思
い

ま
す

。

4
3

2
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

後
付

け
で

簡
単

に
テ

ー
ブ

ル
等

の
高

さ
を

上
げ

ら
れ

る
機

能

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 そ

の
他

椅
子

に
座

っ
た

姿
勢

で
作

業
等

を
す

る
の

に
、
最

適
な

机
の

高
さ

に
調

整
で

き
る

と
作

業
効

率
や

作
業

疲
れ

が
改

善
で

き
る

と
思

う
。
既

存
の

机
に

取
り

付
け

る
た

め
、
高

さ
を

下
げ

る
こ

と
は

不
可

能
で

も
上

げ
る

こ
と

は
で

き
る

。
机

が
低

く
て

作
業

等
が

や
り

に
く

い
肢

体
障

害
者

、
視

覚
障

害
者

や
座

高
が

高
い

人
に

と
っ

て
は

、
助

か
る

機
能

だ
と

思
う

が
ど

う
だ

ろ
う

か
。
既

存
の

机
、
テ

ー
ブ

ル
は

低
い

物
が

多
い

気
が

す
る

。

4
3

3
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

福
祉

専
門

職
多

機
能

車
い

す
肢

体
不

自
由

者
車

い
す

で
買

い
物

を
楽

し
み

た
い

が
、
通

路
が

狭
か

っ
た

り
、
見

た
い

商
品

に
手

が
届

か
な

か
っ

た
り

と
不

便
さ

を
感

じ
な

が
ら

買
い

物
を

し
て

い
る

姿
を

よ
く

見
か

け
ま

す
。
狭

い
場

所
で

は
車

い
す

の
幅

が
調

整
で

き
、
座

面
も

リ
フ

ト
ア

ッ
プ

し
て

高
さ

を
調

整
で

き
る

、
内

と
外

と
で

タ
イ

ヤ
を

簡
単

に
チ

ェ
ン

ジ
で

き
る

、
な

ど
の

機
能

を
持

ち
合

わ
せ

た
車

い
す

が
あ

る
と

便
利

か
と

思
い

ま
す

。

4
3

4
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

け
い

た
い

お
ふ

ろ
肢

体
不

自
由

者
浴

槽
に

入
れ

な
い

障
害

者
の

た
め

に
、
携

帯
プ

ー
ル

の
よ

う
な

も
の

に
水

（
お

湯
）
を

た
め

て
、
浴

槽
に

入
ら

な
く

て
も

入
浴

で
き

る
よ

う
に

し
た

い
。
バ

ス
チ

ェ
ア

ー
ご

と
そ

の
中

に
入

り
、
枠

を
持

ち
上

げ
て

固
定

し
、
そ

の
中

に
お

湯
を

た
め

る
仕

組
み

に
す

る
。

4
3

5
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
排

泄
管

理
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

ウ
レ

タ
ン

製
脱

着
可

能
な

便
座

シ
ー

ト
そ

の
他

知
的

障
害

者
の

利
用

者
の

中
に

は
、
便

座
カ

バ
ー

を
取

り
付

け
て

も
、
そ

れ
を

取
り

外
し

て
便

器
の

中
に

入
れ

て
流

し
て

し
ま

う
方

が
い

ま
す

。
そ

の
た

め
冬

季
時

に
は

冷
た

い
便

座
シ

ー
ト

に
座

っ
て

排
泄

し
て

い
ま

す
。
ウ

レ
タ

ン
製

の
脱

着
可

能
な

便
座

シ
ー

ト
が

あ
れ

ば
、
寒

い
期

間
「
ヒ

ヤ
ー

」
と

し
た

感
覚

で
な

か
な

か
排

泄
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

利
用

者
も

ス
ム

ー
ズ

な
排

泄
が

可
能

に
な

り
ま

す
。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

4
2

1
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
医

療
専

門
職

ト
イ

レ
場

面
で

の
機

器
や

洋
服

に
つ

い
て

肢
体

不
自

由
者

筋
力

の
弱

っ
た

ご
本

人
や

現
場

で
ト

イ
レ

の
場

面
で

課
題

に
挙

が
る

こ
と

は
、
ト

イ
レ

ッ
ト

ペ
ー

パ
ー

が
ち

ぎ
れ

な
い

こ
と

と
、
ズ

ボ
ン

の
上

げ
下

ろ
し

が
で

き
な

い
こ

と
で

す
。
そ

れ
を

解
消

で
き

る
よ

う
な

機
器

が
あ

れ
ば

、
ト

イ
レ

で
の

動
作

が
大

幅
に

楽
に

な
り

ま
す

。
ズ

ボ
ン

を
履

き
や

す
い

も
の

に
変

え
る

方
法

も
あ

り
ま

す
が

、
障

害
者

や
高

齢
者

用
の

ズ
ボ

ン
は

デ
ザ

イ
ン

が
暗

い
も

の
が

多
い

た
め

、
ご

本
人

は
敬

遠
し

が
ち

に
な

り
ま

す
。
洋

服
の

デ
ザ

イ
ン

性
の

向
上

を
利

便
性

と
併

せ
て

検
討

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

4
2

2
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
医

療
専

門
職

布
団

を
か

け
る

た
め

の
装

置
（
用

具
）

肢
体

不
自

由
者

ベ
ッ

ド
上

で
は

布
団

を
掛

け
た

り
剥

い
だ

り
す

る
こ

と
が

課
題

に
な

り
ま

す
。
筋

力
の

弱
い

方
は

、
布

団
が

重
く

て
動

き
づ

ら
く

な
り

、
特

に
冬

場
は

毛
布

を
か

け
る

の
で

、
身

動
き

が
完

全
に

取
れ

な
く

な
っ

て
し

ま
い

ま
す

。
ス

イ
ッ

チ
一

つ
で

毛
布

を
掛

け
た

り
、
剥

い
だ

り
で

き
る

よ
う

な
装

置
が

あ
る

と
便

利
で

す
。

4
2

3
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

福
祉

専
門

職
音

声
ガ

イ
ド

・
説

明
付

き
食

器
盲

ろ
う

者
皿

な
ど

の
食

器
に

ス
ピ

ー
カ

ー
と

セ
ン

サ
ー

が
つ

い
て

お
り

、
ス

プ
ー

ン
な

ど
の

食
器

に
発

信
機

を
付

け
、
皿

に
近

付
け

る
と

皿
の

位
置

を
教

え
て

く
れ

、
盲

ろ
う

者
の

介
助

を
し

て
く

れ
ま

す
。
ま

た
、
音

声
を

録
音

で
き

、
料

理
の

事
を

料
理

従
事

者
が

説
明

で
き

る
と

、
利

用
者

と
触

れ
合

う
機

会
を

増
や

せ
る

と
思

い
ま

す
。

4
2

4
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

打
ち

誤
り

の
な

い
大

き
な

キ
ー

ボ
ー

ド
肢

体
不

自
由

者
パ

ソ
コ

ン
キ

ー
ボ

ー
ド

や
電

卓
を

1
.5

倍
く

ら
い

大
き

く
す

る
こ

と
に

よ
り

、
打

ち
誤

り
が

少
な

く
な

る
。

4
2

5
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

徘
徊

警
報

ア
プ

リ
そ

の
他

基
点

か
ら

一
定

の
設

定
距

離
を

離
れ

る
と

警
報

が
な

り
親

機
に

知
ら

せ
る

。
本

人
の

現
在

地
点

が
分

か
る

。

4
2

6
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ア
プ

リ
視

覚
障

害
者

 聴
覚

障
害

者
 言

語
障

害
者

 盲
ろ

う
者

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
を

媒
介

と
し

、
言

葉
を

文
字

、
文

字
を

言
葉

に
変

換
す

る
ア

プ
リ

。

4
2

7
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
浴

槽
内

座
位

保
持

装
置

肢
体

不
自

由
者

シ
ャ

ワ
ー

キ
ャ

リ
ー

使
用

不
能

な
環

境
で

あ
っ

た
り

、
介

助
歩

行
は

可
能

で
あ

る
が

、
水

中
で

の
座

位
保

持
が

困
難

な
方

の
た

め
の

座
位

保
持

用
補

助
具

。

4
2

8
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
盲

人
安

全
つ

え
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
お

し
ゃ

れ
な

白
杖

盲
ろ

う
者

盲
ろ

う
者

は
白

杖
を

使
う

が
、
外

見
で

盲
ろ

う
者

と
わ

か
ら

な
い

人
が

プ
ラ

イ
ド

が
あ

り
、
使

わ
ず

に
生

活
し

て
い

る
人

が
い

る
。

外
を

歩
く

時
は

、
危

険
な

こ
と

も
多

い
の

で
、
見

た
目

が
お

し
ゃ

れ
な

白
杖

が
あ

る
と

い
い

と
思

う
。
気

分
で

パ
ー

ツ
を

変
え

ら
れ

る
杖

が
あ

っ
た

ら
い

い
と

思
う

。

4
2

9
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
車

い
す

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

刺
激

の
少

な
い

車
い

す
肢

体
不

自
由

者
砂

利
道

や
凸

凹
道

で
も

利
用

者
に

伝
わ

る
刺

激
が

少
な

く
な

る
車

い
す

。
ボ

タ
ン

を
押

し
た

ら
タ

イ
ヤ

が
変

形
し

て
路

面
に

対
応

し
て

く
れ

る
。

4
3

0
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
補

聴
器

利
用

者
イ

ア
リ

ン
グ

型
補

聴
器

聴
覚

障
害

者
軽

く
、
小

さ
く

、
お

し
ゃ

れ
な

も
の

で
、
気

軽
に

つ
け

ら
れ

る
も

の
。
骨

震
動

の
も

の
で

、
う

る
さ

く
響

か
な

い
も

の
。

4
3

1
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

医
療

専
門

職
火

災
報

知
機

の
ボ

タ
ン

の
カ

バ
ー

知
的

障
害

者
知

的
障

害
者

施
設

で
働

い
て

い
ま

す
。
火

災
報

知
機

を
い

た
ず

ら
で

押
す

こ
と

が
で

き
な

い
よ

う
な

カ
バ

ー
が

ほ
し

い
で

す
。
頑

丈
だ

け
ど

、
い

ざ
と

い
う

時
に

は
す

ぐ
に

ボ
タ

ン
が

押
せ

る
よ

う
な

工
夫

が
さ

れ
て

い
る

と
い

い
と

思
い

ま
す

。

4
3

2
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

後
付

け
で

簡
単

に
テ

ー
ブ

ル
等

の
高

さ
を

上
げ

ら
れ

る
機

能

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 そ

の
他

椅
子

に
座

っ
た

姿
勢

で
作

業
等

を
す

る
の

に
、
最

適
な

机
の

高
さ

に
調

整
で

き
る

と
作

業
効

率
や

作
業

疲
れ

が
改

善
で

き
る

と
思

う
。
既

存
の

机
に

取
り

付
け

る
た

め
、
高

さ
を

下
げ

る
こ

と
は

不
可

能
で

も
上

げ
る

こ
と

は
で

き
る

。
机

が
低

く
て

作
業

等
が

や
り

に
く

い
肢

体
障

害
者

、
視

覚
障

害
者

や
座

高
が

高
い

人
に

と
っ

て
は

、
助

か
る

機
能

だ
と

思
う

が
ど

う
だ

ろ
う

か
。
既

存
の

机
、
テ

ー
ブ

ル
は

低
い

物
が

多
い

気
が

す
る

。

4
3

3
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

福
祉

専
門

職
多

機
能

車
い

す
肢

体
不

自
由

者
車

い
す

で
買

い
物

を
楽

し
み

た
い

が
、
通

路
が

狭
か

っ
た

り
、
見

た
い

商
品

に
手

が
届

か
な

か
っ

た
り

と
不

便
さ

を
感

じ
な

が
ら

買
い

物
を

し
て

い
る

姿
を

よ
く

見
か

け
ま

す
。
狭

い
場

所
で

は
車

い
す

の
幅

が
調

整
で

き
、
座

面
も

リ
フ

ト
ア

ッ
プ

し
て

高
さ

を
調

整
で

き
る

、
内

と
外

と
で

タ
イ

ヤ
を

簡
単

に
チ

ェ
ン

ジ
で

き
る

、
な

ど
の

機
能

を
持

ち
合

わ
せ

た
車

い
す

が
あ

る
と

便
利

か
と

思
い

ま
す

。

4
3

4
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

け
い

た
い

お
ふ

ろ
肢

体
不

自
由

者
浴

槽
に

入
れ

な
い

障
害

者
の

た
め

に
、
携

帯
プ

ー
ル

の
よ

う
な

も
の

に
水

（
お

湯
）
を

た
め

て
、
浴

槽
に

入
ら

な
く

て
も

入
浴

で
き

る
よ

う
に

し
た

い
。
バ

ス
チ

ェ
ア

ー
ご

と
そ

の
中

に
入

り
、
枠

を
持

ち
上

げ
て

固
定

し
、
そ

の
中

に
お

湯
を

た
め

る
仕

組
み

に
す

る
。

4
3

5
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
排

泄
管

理
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

ウ
レ

タ
ン

製
脱

着
可

能
な

便
座

シ
ー

ト
そ

の
他

知
的

障
害

者
の

利
用

者
の

中
に

は
、
便

座
カ

バ
ー

を
取

り
付

け
て

も
、
そ

れ
を

取
り

外
し

て
便

器
の

中
に

入
れ

て
流

し
て

し
ま

う
方

が
い

ま
す

。
そ

の
た

め
冬

季
時

に
は

冷
た

い
便

座
シ

ー
ト

に
座

っ
て

排
泄

し
て

い
ま

す
。
ウ

レ
タ

ン
製

の
脱

着
可

能
な

便
座

シ
ー

ト
が

あ
れ

ば
、
寒

い
期

間
「
ヒ

ヤ
ー

」
と

し
た

感
覚

で
な

か
な

か
排

泄
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

利
用

者
も

ス
ム

ー
ズ

な
排

泄
が

可
能

に
な

り
ま

す
。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

4
3

6
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
車

い
す

福
祉

専
門

職
車

両
の

後
部

座
席

乗
車

時
の

車
酔

い
を

防
止

す
る

装
置

そ
の

他
通

院
時

や
外

出
時

に
車

い
す

の
ま

ま
車

両
に

乗
る

場
合

、
車

両
の

最
後

部
に

車
い

す
を

固
定

す
る

と
遠

心
力

等
の

影
響

で
、
ど

う
し

て
も

車
酔

い
し

や
す

く
な

っ
て

し
ま

う
。
そ

こ
で

、
そ

の
よ

う
な

車
酔

い
を

防
止

で
き

る
装

置
を

開
発

し
て

い
た

だ
け

る
と

あ
り

が
た

い
で

す
。

4
3

7
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
居

宅
生

活
動

作
補

助
用

具
福

祉
専

門
職

ト
イ

レ
で

の
手

す
り

肢
体

不
自

由
者

ト
イ

レ
の

壁
に

取
り

付
け

た
手

す
り

に
つ

か
ま

っ
て

の
立

ち
上

が
り

で
、
ど

の
方

向
か

ら
で

も
立

っ
た

り
座

っ
た

り
で

き
る

よ
う

に
、
手

す
り

の
角

度
が

自
由

に
つ

け
ら

れ
る

手
す

り
が

あ
っ

た
ら

便
利

だ
と

思
う

。

4
3

8
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
福

祉
専

門
職

障
害

者
用

音
楽

プ
レ

ー
ヤ

ー
肢

体
不

自
由

者
視

覚
障

害
者

 児
童

障
害

者
・
児

の
方

で
も

簡
単

に
操

作
で

き
る

よ
う

な
音

楽
プ

レ
ー

ヤ
ー

が
あ

る
と

良
い

。
再

生
・
停

止
・
選

曲
と

ボ
タ

ン
を

少
な

く
し

、
他

の
ボ

タ
ン

は
隠

せ
る

よ
う

な
形

に
す

る
。

U
S

B
な

ど
で

好
き

な
曲

を
入

れ
ら

れ
る

よ
う

に
す

る
。

4
3

9
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

福
祉

専
門

職
自

閉
症

知
育

ア
プ

リ
そ

の
他

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
や

タ
ブ

レ
ッ

ト
を

使
っ

た
、
自

閉
症

向
け

の
知

育
ア

プ
リ

が
あ

る
と

い
い

で
す

。

4
4

0
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
補

聴
器

福
祉

専
門

職
雑

音
だ

け
が

聞
こ

え
な

い
耳

栓
そ

の
他

雑
音

（
他

利
用

者
の

声
等

）
で

不
安

定
に

な
っ

て
し

ま
う

利
用

者
向

け
で

す
。
耳

栓
の

中
に

機
械

を
取

り
付

け
、
雑

音
と

必
要

な
音

を
区

別
し

て
く

れ
る

耳
栓

が
あ

る
と

い
い

。
そ

れ
を

つ
け

る
こ

と
に

よ
り

、
騒

が
し

い
環

境
で

も
落

ち
着

い
て

生
活

で
き

る
よ

う
に

な
る

。

4
4

1
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

福
祉

専
門

職
障

害
が

あ
る

人
に

も
優

し
い

レ
ス

ト
ラ

ン
そ

の
他

車
い

す
の

方
が

通
り

や
す

か
っ

た
り

、
足

が
不

自
由

な
方

が
通

り
や

す
く

幅
や

手
す

り
が

あ
っ

た
り

、
テ

ー
ブ

ル
と

椅
子

の
幅

を
あ

け
座

り
や

す
く

な
っ

て
い

る
レ

ス
ト

ラ
ン

を
増

や
し

て
ほ

し
い

。
周

り
が

気
に

な
ら

な
い

よ
う

仕
切

り
が

あ
れ

ば
ゆ

っ
く

り
と

し
た

時
間

を
過

ご
す

こ
と

も
で

き
る

か
も

。

4
4

2
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
車

い
す

福
祉

専
門

職
車

い
す

用
テ

ー
ブ

ル
（
取

り
外

し
）

肢
体

不
自

由
者

取
り

外
し

が
で

き
る

が
、
通

常
乗

り
降

り
の

際
は

横
に

ず
れ

る
よ

う
に

し
て

、
い

ち
い

ち
取

り
外

さ
な

く
て

も
い

い
よ

う
に

す
る

。
読

書
や

軽
い

飲
食

用
に

車
い

す
に

乗
っ

た
状

態
で

物
を

置
け

る
よ

う
に

す
る

。

4
4

3
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
車

い
す

福
祉

専
門

職
車

い
す

移
動

装
置

肢
体

不
自

由
者

車
い

す
か

ら
ベ

ッ
ド

等
に

移
動

し
て

も
ら

う
の

が
重

く
て

と
て

も
大

変
（
特

に
低

い
と

こ
ろ

か
ら

高
い

と
こ

ろ
に

動
か

す
場

合
）
。
車

い
す

と
ベ

ッ
ド

等
を

座
っ

た
ま

ま
自

動
で

移
動

で
き

れ
ば

介
助

が
楽

に
な

る
。

4
4

4
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

誰
で

も
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

視
覚

障
害

者
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

の
タ

ッ
チ

パ
ネ

ル
は

指
の

感
触

が
な

く
、
視

覚
障

害
者

に
と

っ
て

は
使

い
に

く
い

。
そ

の
た

め
画

面
に

小
さ

な
凹

凸
を

つ
け

る
工

夫
が

必
要

に
な

る
。
パ

ソ
コ

ン
の

キ
ー

ボ
ー

ド
カ

バ
ー

の
よ

う
な

素
材

で
作

成
し

て
、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

に
取

り
付

け
ら

れ
る

よ
う

に
す

る
。

4
4

5
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
排

泄
管

理
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

失
禁

感
知

オ
ム

ツ
（
セ

ン
サ

ー
）

肢
体

不
自

由
者

そ
の

他
尿

や
便

を
感

知
し

、
す

ぐ
に

取
り

替
え

ら
れ

る
オ

ム
ツ

で
す

。
感

知
機

は
、
オ

ム
ツ

か
ら

取
り

外
し

が
で

き
る

も
の

で
、
洗

え
る

も
の

が
い

い
で

す
。

オ
ム

ツ
や

パ
ン

ツ
の

中
に

入
れ

て
お

い
て

失
禁

を
感

知
し

ま
す

。

4
4

6
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

福
祉

専
門

職
ポ

ン
プ

ッ
シ

ュ
肢

体
不

自
由

者
片

麻
痺

で
も

自
分

で
頭

が
洗

え
る

用
具

と
し

て
、
シ

ャ
ン

プ
ー

や
リ

ン
ス

の
ボ

ト
ル

の
先

端
に

チ
ュ

ー
ブ

を
接

続
す

る
。
た

だ
チ

ュ
ー

ブ
を

接
続

し
た

だ
け

で
は

押
し

て
も

シ
ャ

ン
プ

ー
や

リ
ン

ス
は

手
に

落
ち

て
こ

な
い

。
手

に
落

と
す

た
め

に
は

、
チ

ュ
ー

ブ
の

中
に

細
い

針
金

を
通

し
、
自

由
に

曲
げ

ら
れ

る
こ

と
で

手
の

ひ
ら

に
落

と
す

こ
と

が
で

き
る

。
押

す
時

に
ボ

ト
ル

が
す

べ
っ

て
し

ま
う

こ
と

も
考

え
ら

れ
る

の
で

、
下

に
は

す
べ

り
止

め
を

敷
い

て
対

応
す

る
。

4
4

7
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
介

護
・
訓

練
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

全
自

動
移

乗
器

肢
体

不
自

由
者

車
い

す
か

ら
ベ

ッ
ド

へ
の

移
乗

を
楽

に
し

て
く

れ
る

全
自

動
の

移
乗

器
具

。

4
4

8
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
福

祉
専

門
職

汚
物

処
理

掃
除

機
そ

の
他

床
な

ど
に

落
ち

た
汚

物
を

吸
い

取
っ

て
、
消

毒
ま

で
で

き
る

掃
除

機
。
手

が
汚

れ
ず

、
す

ぐ
に

対
応

で
き

る
の

で
衛

生
的

。
専

用
タ

オ
ル

で
汚

物
を

拭
き

取
っ

た
後

に
別

の
タ

オ
ル

で
床

を
拭

い
て

お
り

二
度

手
間

に
な

っ
て

い
る

。

4
4

9
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
車

い
す

福
祉

専
門

職
フ

ィ
ル

タ
ー

付
き

吸
い

飲
み

そ
の

他
吸

い
飲

み
で

水
分

を
飲

ん
で

も
ら

う
際

、
対

象
者

の
口

内
に

食
べ

物
が

残
っ

て
い

る
と

逆
流

し
て

吸
い

飲
み

内
に

食
べ

物
が

入
っ

て
し

ま
う

。
そ

れ
を

防
止

す
る

た
め

に
吸

い
飲

み
の

口
の

部
分

に
水

分
だ

け
通

る
フ

ィ
ル

タ
ー

の
よ

う
な

も
の

を
付

け
る

。
吸

い
飲

み
内

が
不

潔
に

な
る

の
を

防
ぐ

こ
と

が
で

き
る

。

4
5

0
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
排

泄
管

理
支

援
用

具
障

害
者

団
体

衝
撃

吸
収

車
い

す
肢

体
不

自
由

者
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

児
童

外
で

車
い

す
を

使
う

時
に

、
小

さ
い

石
や

へ
こ

み
に

対
し

て
弱

い
の

で
、
タ

イ
ヤ

で
は

な
く

て
ベ

ル
ト

の
車

輪
み

た
い

や
つ

が
い

い
か

も
。
そ

れ
と

長
時

間
車

い
す

に
乗

っ
て

い
る

と
足

の
血

流
が

悪
く

な
る

た
め

、
電

動
車

い
す

の
よ

う
に

仰
向

け
が

で
き

る
よ

う
に

自
動

で
仰

向
け

が
で

き
る

よ
う

に
な

れ
ば

い
い

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

4
3

6
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
車

い
す

福
祉

専
門

職
車

両
の

後
部

座
席

乗
車

時
の

車
酔

い
を

防
止

す
る

装
置

そ
の

他
通

院
時

や
外

出
時

に
車

い
す

の
ま

ま
車

両
に

乗
る

場
合

、
車

両
の

最
後

部
に

車
い

す
を

固
定

す
る

と
遠

心
力

等
の

影
響

で
、
ど

う
し

て
も

車
酔

い
し

や
す

く
な

っ
て

し
ま

う
。
そ

こ
で

、
そ

の
よ

う
な

車
酔

い
を

防
止

で
き

る
装

置
を

開
発

し
て

い
た

だ
け

る
と

あ
り

が
た

い
で

す
。

4
3

7
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
居

宅
生

活
動

作
補

助
用

具
福

祉
専

門
職

ト
イ

レ
で

の
手

す
り

肢
体

不
自

由
者

ト
イ

レ
の

壁
に

取
り

付
け

た
手

す
り

に
つ

か
ま

っ
て

の
立

ち
上

が
り

で
、
ど

の
方

向
か

ら
で

も
立

っ
た

り
座

っ
た

り
で

き
る

よ
う

に
、
手

す
り

の
角

度
が

自
由

に
つ

け
ら

れ
る

手
す

り
が

あ
っ

た
ら

便
利

だ
と

思
う

。

4
3

8
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
福

祉
専

門
職

障
害

者
用

音
楽

プ
レ

ー
ヤ

ー
肢

体
不

自
由

者
視

覚
障

害
者

 児
童

障
害

者
・
児

の
方

で
も

簡
単

に
操

作
で

き
る

よ
う

な
音

楽
プ

レ
ー

ヤ
ー

が
あ

る
と

良
い

。
再

生
・
停

止
・
選

曲
と

ボ
タ

ン
を

少
な

く
し

、
他

の
ボ

タ
ン

は
隠

せ
る

よ
う

な
形

に
す

る
。

U
S

B
な

ど
で

好
き

な
曲

を
入

れ
ら

れ
る

よ
う

に
す

る
。

4
3

9
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

福
祉

専
門

職
自

閉
症

知
育

ア
プ

リ
そ

の
他

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
や

タ
ブ

レ
ッ

ト
を

使
っ

た
、
自

閉
症

向
け

の
知

育
ア

プ
リ

が
あ

る
と

い
い

で
す

。

4
4

0
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
補

聴
器

福
祉

専
門

職
雑

音
だ

け
が

聞
こ

え
な

い
耳

栓
そ

の
他

雑
音

（
他

利
用

者
の

声
等

）
で

不
安

定
に

な
っ

て
し

ま
う

利
用

者
向

け
で

す
。
耳

栓
の

中
に

機
械

を
取

り
付

け
、
雑

音
と

必
要

な
音

を
区

別
し

て
く

れ
る

耳
栓

が
あ

る
と

い
い

。
そ

れ
を

つ
け

る
こ

と
に

よ
り

、
騒

が
し

い
環

境
で

も
落

ち
着

い
て

生
活

で
き

る
よ

う
に

な
る

。

4
4

1
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

福
祉

専
門

職
障

害
が

あ
る

人
に

も
優

し
い

レ
ス

ト
ラ

ン
そ

の
他

車
い

す
の

方
が

通
り

や
す

か
っ

た
り

、
足

が
不

自
由

な
方

が
通

り
や

す
く

幅
や

手
す

り
が

あ
っ

た
り

、
テ

ー
ブ

ル
と

椅
子

の
幅

を
あ

け
座

り
や

す
く

な
っ

て
い

る
レ

ス
ト

ラ
ン

を
増

や
し

て
ほ

し
い

。
周

り
が

気
に

な
ら

な
い

よ
う

仕
切

り
が

あ
れ

ば
ゆ

っ
く

り
と

し
た

時
間

を
過

ご
す

こ
と

も
で

き
る

か
も

。

4
4

2
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
車

い
す

福
祉

専
門

職
車

い
す

用
テ

ー
ブ

ル
（
取

り
外

し
）

肢
体

不
自

由
者

取
り

外
し

が
で

き
る

が
、
通

常
乗

り
降

り
の

際
は

横
に

ず
れ

る
よ

う
に

し
て

、
い

ち
い

ち
取

り
外

さ
な

く
て

も
い

い
よ

う
に

す
る

。
読

書
や

軽
い

飲
食

用
に

車
い

す
に

乗
っ

た
状

態
で

物
を

置
け

る
よ

う
に

す
る

。

4
4

3
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
車

い
す

福
祉

専
門

職
車

い
す

移
動

装
置

肢
体

不
自

由
者

車
い

す
か

ら
ベ

ッ
ド

等
に

移
動

し
て

も
ら

う
の

が
重

く
て

と
て

も
大

変
（
特

に
低

い
と

こ
ろ

か
ら

高
い

と
こ

ろ
に

動
か

す
場

合
）
。
車

い
す

と
ベ

ッ
ド

等
を

座
っ

た
ま

ま
自

動
で

移
動

で
き

れ
ば

介
助

が
楽

に
な

る
。

4
4

4
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

誰
で

も
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

視
覚

障
害

者
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

の
タ

ッ
チ

パ
ネ

ル
は

指
の

感
触

が
な

く
、
視

覚
障

害
者

に
と

っ
て

は
使

い
に

く
い

。
そ

の
た

め
画

面
に

小
さ

な
凹

凸
を

つ
け

る
工

夫
が

必
要

に
な

る
。
パ

ソ
コ

ン
の

キ
ー

ボ
ー

ド
カ

バ
ー

の
よ

う
な

素
材

で
作

成
し

て
、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

に
取

り
付

け
ら

れ
る

よ
う

に
す

る
。

4
4

5
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
排

泄
管

理
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

失
禁

感
知

オ
ム

ツ
（
セ

ン
サ

ー
）

肢
体

不
自

由
者

そ
の

他
尿

や
便

を
感

知
し

、
す

ぐ
に

取
り

替
え

ら
れ

る
オ

ム
ツ

で
す

。
感

知
機

は
、
オ

ム
ツ

か
ら

取
り

外
し

が
で

き
る

も
の

で
、
洗

え
る

も
の

が
い

い
で

す
。

オ
ム

ツ
や

パ
ン

ツ
の

中
に

入
れ

て
お

い
て

失
禁

を
感

知
し

ま
す

。

4
4

6
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

福
祉

専
門

職
ポ

ン
プ

ッ
シ

ュ
肢

体
不

自
由

者
片

麻
痺

で
も

自
分

で
頭

が
洗

え
る

用
具

と
し

て
、
シ

ャ
ン

プ
ー

や
リ

ン
ス

の
ボ

ト
ル

の
先

端
に

チ
ュ

ー
ブ

を
接

続
す

る
。
た

だ
チ

ュ
ー

ブ
を

接
続

し
た

だ
け

で
は

押
し

て
も

シ
ャ

ン
プ

ー
や

リ
ン

ス
は

手
に

落
ち

て
こ

な
い

。
手

に
落

と
す

た
め

に
は

、
チ

ュ
ー

ブ
の

中
に

細
い

針
金

を
通

し
、
自

由
に

曲
げ

ら
れ

る
こ

と
で

手
の

ひ
ら

に
落

と
す

こ
と

が
で

き
る

。
押

す
時

に
ボ

ト
ル

が
す

べ
っ

て
し

ま
う

こ
と

も
考

え
ら

れ
る

の
で

、
下

に
は

す
べ

り
止

め
を

敷
い

て
対

応
す

る
。

4
4

7
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
介

護
・
訓

練
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

全
自

動
移

乗
器

肢
体

不
自

由
者

車
い

す
か

ら
ベ

ッ
ド

へ
の

移
乗

を
楽

に
し

て
く

れ
る

全
自

動
の

移
乗

器
具

。

4
4

8
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
福

祉
専

門
職

汚
物

処
理

掃
除

機
そ

の
他

床
な

ど
に

落
ち

た
汚

物
を

吸
い

取
っ

て
、
消

毒
ま

で
で

き
る

掃
除

機
。
手

が
汚

れ
ず

、
す

ぐ
に

対
応

で
き

る
の

で
衛

生
的

。
専

用
タ

オ
ル

で
汚

物
を

拭
き

取
っ

た
後

に
別

の
タ

オ
ル

で
床

を
拭

い
て

お
り

二
度

手
間

に
な

っ
て

い
る

。

4
4

9
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
車

い
す

福
祉

専
門

職
フ

ィ
ル

タ
ー

付
き

吸
い

飲
み

そ
の

他
吸

い
飲

み
で

水
分

を
飲

ん
で

も
ら

う
際

、
対

象
者

の
口

内
に

食
べ

物
が

残
っ

て
い

る
と

逆
流

し
て

吸
い

飲
み

内
に

食
べ

物
が

入
っ

て
し

ま
う

。
そ

れ
を

防
止

す
る

た
め

に
吸

い
飲

み
の

口
の

部
分

に
水

分
だ

け
通

る
フ

ィ
ル

タ
ー

の
よ

う
な

も
の

を
付

け
る

。
吸

い
飲

み
内

が
不

潔
に

な
る

の
を

防
ぐ

こ
と

が
で

き
る

。

4
5

0
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
排

泄
管

理
支

援
用

具
障

害
者

団
体

衝
撃

吸
収

車
い

す
肢

体
不

自
由

者
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

児
童

外
で

車
い

す
を

使
う

時
に

、
小

さ
い

石
や

へ
こ

み
に

対
し

て
弱

い
の

で
、
タ

イ
ヤ

で
は

な
く

て
ベ

ル
ト

の
車

輪
み

た
い

や
つ

が
い

い
か

も
。
そ

れ
と

長
時

間
車

い
す

に
乗

っ
て

い
る

と
足

の
血

流
が

悪
く

な
る

た
め

、
電

動
車

い
す

の
よ

う
に

仰
向

け
が

で
き

る
よ

う
に

自
動

で
仰

向
け

が
で

き
る

よ
う

に
な

れ
ば

い
い

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

4
5

1
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

福
祉

専
門

職
穴

あ
き

尿
と

り
パ

ッ
ト

そ
の

他
尿

と
り

パ
ッ

ト
だ

け
で

は
、
夜

尿
を

取
り

き
れ

な
い

方
に

使
用

す
る

。
取

り
き

れ
な

い
も

の
を

オ
ム

ツ
で

吸
収

し
て

も
ら

う
こ

と
で

尿
漏

れ
を

防
ぐ

。
現

在
は

手
で

切
っ

て
対

応
し

て
い

る
が

、
は

じ
め

か
ら

穴
が

あ
い

て
い

る
と

便
利

と
思

わ
れ

る
。
穴

は
３

～
４

箇
所

で
、
わ

た
部

分
は

そ
の

ま
ま

で
ビ

ニ
ー

ル
シ

ー
ト

部
分

の
み

穴
あ

き
に

す
る

。

4
5

2
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

福
祉

専
門

職
筋

肉
ス

カ
ウ

タ
ー

肢
体

不
自

由
者

そ
の

他
電

極
の

付
い

た
パ

ッ
ト

を
当

て
る

だ
け

で
、
筋

肉
の

発
達

度
が

数
値

で
表

さ
れ

る
。
見

た
目

や
行

動
を

み
な

く
て

も
数

値
が

測
れ

る
こ

と
で

、
訓

練
の

充
足

律
が

わ
か

り
や

す
い

。

4
5

3
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

昇
降

機
能

付
き

シ
ャ

ワ
ー

キ
ャ

リ
ー

肢
体

不
自

由
者

従
来

の
シ

ャ
ワ

ー
キ

ャ
リ

ー
は

椅
子

型
で

あ
り

、
既

存
の

風
呂

（
施

設
の

ス
ロ

ー
プ

付
き

）
に

入
っ

て
も

足
し

か
つ

け
ら

れ
ず

、
結

局
不

安
定

な
状

態
で

湯
舟

に
お

り
て

も
ら

っ
て

い
る

。
シ

ャ
ワ

ー
キ

ャ
リ

ー
に

昇
降

機
能

が
あ

れ
ば

、
安

全
に

浴
室

内
の

移
動

・
湯

舟
に

入
る

こ
と

が
可

能
と

な
る

。
既

存
の

施
設

や
温

泉
施

設
な

ど
で

施
設

の
改

築
等

せ
ず

に
済

む
の

で
は

な
い

か
と

思
う

。

4
5

4
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

障
害

者
団

体
運

動
兼

リ
ハ

ビ
リ

器
肢

体
不

自
由

者
下

肢
の

不
自

由
な

方
が

、
椅

子
に

座
っ

て
手

を
動

か
す

こ
と

に
よ

っ
て

、
足

が
上

が
っ

た
り

下
が

っ
た

り
し

て
、
膝

の
屈

伸
運

動
に

な
る

よ
う

な
器

具
。

4
5

5
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
車

い
す

福
祉

専
門

職
車

い
す

用
ラ

イ
ト

肢
体

不
自

由
者

自
操

式
の

一
般

的
な

車
い

す
に

オ
プ

シ
ョ

ン
で

付
け

ら
れ

る
ラ

イ
ト

が
あ

る
と

い
い

と
思

う
。
夜

間
外

出
す

る
と

き
に

す
ぐ

に
装

着
で

き
、
光

の
照

ら
す

角
度

も
自

由
に

調
整

で
き

る
と

便
利

で
あ

る
。

4
5

6
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

お
し

ゃ
れ

な
ヘ

ッ
ド

ギ
ア

肢
体

不
自

由
者

普
通

の
ヘ

ッ
ド

ギ
ア

は
い

か
に

も
障

害
者

用
と

い
わ

ん
ば

か
り

の
デ

ザ
イ

ン
で

あ
る

。
お

し
ゃ

れ
で

普
通

に
か

ぶ
れ

る
ヘ

ッ
ド

ギ
ア

が
あ

れ
ば

、
周

り
の

目
も

気
に

な
ら

ず
、
本

人
も

楽
し

く
か

ぶ
れ

そ
う

。

4
5

7
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

人
の

力
で

は
破

け
な

い
素

材
の

衣
類

そ
の

他
人

の
力

で
は

破
け

な
い

素
材

の
下

着
（
パ

ン
ツ

）
。
ウ

エ
ス

ト
部

分
だ

け
で

も
あ

る
と

い
い

の
で

す
が

。

4
5

8
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
排

泄
管

理
支

援
用

具
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
知

的
障

害
者

が
使

用
で

き
る

生
理

用
品

知
的

障
害

者
生

理
の

時
に

ナ
プ

キ
ン

を
使

用
で

き
な

い
方

が
た

く
さ

ん
い

る
の

で
、
何

か
垂

れ
流

し
に

な
ら

な
い

方
法

や
用

品
が

あ
る

と
助

か
り

ま
す

。

4
5

9
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
装

具
福

祉
専

門
職

装
着

が
簡

単
で

壊
れ

に
く

い
装

具
児

童
簡

単
に

装
着

が
で

き
て

壊
れ

に
く

い
（
強

度
が

あ
る

）
補

装
具

が
あ

る
と

い
い

と
思

う
。
そ

う
い

う
も

の
が

あ
れ

ば
、
こ

ど
も

た
ち

も
嫌

が
る

こ
と

が
な

い
の

で
は

。

4
6

0
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
そ

の
人

そ
の

人
に

合
う

、
食

べ
や

す
い

食
器

児
童

食
事

の
観

察
を

し
て

い
る

と
、
そ

れ
ぞ

れ
食

べ
こ

ぼ
し

が
目

立
ち

ま
す

。
そ

の
た

め
、
こ

ど
も

た
ち

が
快

く
摂

取
で

き
る

器
が

あ
る

と
い

い
と

思
い

ま
す

。

4
6

1
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
意

思
疎

通
が

で
き

る
器

具
知

的
障

害
者

知
的

障
害

者
に

は
う

ま
く

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

取
れ

な
い

方
も

い
ら

っ
し

ゃ
る

の
で

、
そ

の
方

の
思

い
が

く
み

取
れ

る
よ

う
な

器
具

が
あ

る
と

い
い

で
す

。

4
6

2
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
装

具
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
体

に
フ

ィ
ッ

ト
す

る
装

具
肢

体
不

自
由

者
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

簡
単

に
装

着
で

き
る

装
具

が
ほ

し
い

。
ソ

フ
ト

な
素

材
で

体
に

フ
ィ

ッ
ト

す
る

よ
う

な
も

の
が

い
い

。

4
6

3
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

福
祉

専
門

職
補

装
具

用
の

靴
肢

体
不

自
由

者
外

に
運

動
に

出
る

際
に

、
足

を
ひ

き
ず

っ
て

い
る

た
め

、
靴

の
つ

ま
先

が
す

り
へ

っ
て

し
ま

う
。
で

す
の

で
つ

ま
先

が
磨

り
減

ら
な

い
よ

う
に

作
っ

て
い

た
だ

き
た

い
。

素
材

を
考

え
て

作
っ

て
ほ

し
い

。

4
6

4
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

福
祉

専
門

職
ら

く
ら

く
あ

か
す

り
肢

体
不

自
由

者
あ

か
す

り
タ

オ
ル

の
片

方
に

輪
に

な
っ

た
ひ

も
を

付
け

る
。
片

手
に

麻
痺

が
あ

り
、
タ

オ
ル

を
握

ら
な

く
て

も
輪

の
方

に
手

を
掛

け
る

こ
と

で
背

中
も

届
く

よ
う

に
な

る
。

4
6

5
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

福
祉

専
門

職
あ

ん
し

ん
ポ

ッ
ト

肢
体

不
自

由
者

ポ
ッ

ト
の

お
湯

を
注

ぐ
と

き
に

、
片

麻
痺

だ
と

カ
ッ

プ
な

ど
を

下
に

置
か

な
け

れ
ば

な
ら

ず
熱

湯
が

と
び

は
ね

て
危

険
で

あ
る

。
ポ

ッ
ト

か
ら

S
字

フ
ッ

ク
の

よ
う

な
も

の
を

下
げ

て
台

を
作

る
。
そ

う
す

る
こ

と
で

カ
ッ

プ
の

位
置

が
高

く
な

り
、
熱

湯
が

は
ね

る
こ

と
が

な
く

な
る

。

4
6

6
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

足
で

押
せ

る
電

気
ス

イ
ッ

チ
肢

体
不

自
由

者
指

押
し

の
電

気
ス

イ
ッ

チ
か

ら
足

で
押

す
ス

イ
ッ

チ
へ

。
高

さ
を

変
え

て
使

い
や

す
さ

を
よ

く
す

る
。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

4
5

1
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

福
祉

専
門

職
穴

あ
き

尿
と

り
パ

ッ
ト

そ
の

他
尿

と
り

パ
ッ

ト
だ

け
で

は
、
夜

尿
を

取
り

き
れ

な
い

方
に

使
用

す
る

。
取

り
き

れ
な

い
も

の
を

オ
ム

ツ
で

吸
収

し
て

も
ら

う
こ

と
で

尿
漏

れ
を

防
ぐ

。
現

在
は

手
で

切
っ

て
対

応
し

て
い

る
が

、
は

じ
め

か
ら

穴
が

あ
い

て
い

る
と

便
利

と
思

わ
れ

る
。
穴

は
３

～
４

箇
所

で
、
わ

た
部

分
は

そ
の

ま
ま

で
ビ

ニ
ー

ル
シ

ー
ト

部
分

の
み

穴
あ

き
に

す
る

。

4
5

2
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

福
祉

専
門

職
筋

肉
ス

カ
ウ

タ
ー

肢
体

不
自

由
者

そ
の

他
電

極
の

付
い

た
パ

ッ
ト

を
当

て
る

だ
け

で
、
筋

肉
の

発
達

度
が

数
値

で
表

さ
れ

る
。
見

た
目

や
行

動
を

み
な

く
て

も
数

値
が

測
れ

る
こ

と
で

、
訓

練
の

充
足

律
が

わ
か

り
や

す
い

。

4
5

3
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

昇
降

機
能

付
き

シ
ャ

ワ
ー

キ
ャ

リ
ー

肢
体

不
自

由
者

従
来

の
シ

ャ
ワ

ー
キ

ャ
リ

ー
は

椅
子

型
で

あ
り

、
既

存
の

風
呂

（
施

設
の

ス
ロ

ー
プ

付
き

）
に

入
っ

て
も

足
し

か
つ

け
ら

れ
ず

、
結

局
不

安
定

な
状

態
で

湯
舟

に
お

り
て

も
ら

っ
て

い
る

。
シ

ャ
ワ

ー
キ

ャ
リ

ー
に

昇
降

機
能

が
あ

れ
ば

、
安

全
に

浴
室

内
の

移
動

・
湯

舟
に

入
る

こ
と

が
可

能
と

な
る

。
既

存
の

施
設

や
温

泉
施

設
な

ど
で

施
設

の
改

築
等

せ
ず

に
済

む
の

で
は

な
い

か
と

思
う

。

4
5

4
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

障
害

者
団

体
運

動
兼

リ
ハ

ビ
リ

器
肢

体
不

自
由

者
下

肢
の

不
自

由
な

方
が

、
椅

子
に

座
っ

て
手

を
動

か
す

こ
と

に
よ

っ
て

、
足

が
上

が
っ

た
り

下
が

っ
た

り
し

て
、
膝

の
屈

伸
運

動
に

な
る

よ
う

な
器

具
。

4
5

5
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
車

い
す

福
祉

専
門

職
車

い
す

用
ラ

イ
ト

肢
体

不
自

由
者

自
操

式
の

一
般

的
な

車
い

す
に

オ
プ

シ
ョ

ン
で

付
け

ら
れ

る
ラ

イ
ト

が
あ

る
と

い
い

と
思

う
。
夜

間
外

出
す

る
と

き
に

す
ぐ

に
装

着
で

き
、
光

の
照

ら
す

角
度

も
自

由
に

調
整

で
き

る
と

便
利

で
あ

る
。

4
5

6
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

お
し

ゃ
れ

な
ヘ

ッ
ド

ギ
ア

肢
体

不
自

由
者

普
通

の
ヘ

ッ
ド

ギ
ア

は
い

か
に

も
障

害
者

用
と

い
わ

ん
ば

か
り

の
デ

ザ
イ

ン
で

あ
る

。
お

し
ゃ

れ
で

普
通

に
か

ぶ
れ

る
ヘ

ッ
ド

ギ
ア

が
あ

れ
ば

、
周

り
の

目
も

気
に

な
ら

ず
、
本

人
も

楽
し

く
か

ぶ
れ

そ
う

。

4
5

7
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

人
の

力
で

は
破

け
な

い
素

材
の

衣
類

そ
の

他
人

の
力

で
は

破
け

な
い

素
材

の
下

着
（
パ

ン
ツ

）
。
ウ

エ
ス

ト
部

分
だ

け
で

も
あ

る
と

い
い

の
で

す
が

。

4
5

8
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
排

泄
管

理
支

援
用

具
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
知

的
障

害
者

が
使

用
で

き
る

生
理

用
品

知
的

障
害

者
生

理
の

時
に

ナ
プ

キ
ン

を
使

用
で

き
な

い
方

が
た

く
さ

ん
い

る
の

で
、
何

か
垂

れ
流

し
に

な
ら

な
い

方
法

や
用

品
が

あ
る

と
助

か
り

ま
す

。

4
5

9
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
装

具
福

祉
専

門
職

装
着

が
簡

単
で

壊
れ

に
く

い
装

具
児

童
簡

単
に

装
着

が
で

き
て

壊
れ

に
く

い
（
強

度
が

あ
る

）
補

装
具

が
あ

る
と

い
い

と
思

う
。
そ

う
い

う
も

の
が

あ
れ

ば
、
こ

ど
も

た
ち

も
嫌

が
る

こ
と

が
な

い
の

で
は

。

4
6

0
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
そ

の
人

そ
の

人
に

合
う

、
食

べ
や

す
い

食
器

児
童

食
事

の
観

察
を

し
て

い
る

と
、
そ

れ
ぞ

れ
食

べ
こ

ぼ
し

が
目

立
ち

ま
す

。
そ

の
た

め
、
こ

ど
も

た
ち

が
快

く
摂

取
で

き
る

器
が

あ
る

と
い

い
と

思
い

ま
す

。

4
6

1
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
意

思
疎

通
が

で
き

る
器

具
知

的
障

害
者

知
的

障
害

者
に

は
う

ま
く

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

取
れ

な
い

方
も

い
ら

っ
し

ゃ
る

の
で

、
そ

の
方

の
思

い
が

く
み

取
れ

る
よ

う
な

器
具

が
あ

る
と

い
い

で
す

。

4
6

2
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
装

具
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
体

に
フ

ィ
ッ

ト
す

る
装

具
肢

体
不

自
由

者
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

簡
単

に
装

着
で

き
る

装
具

が
ほ

し
い

。
ソ

フ
ト

な
素

材
で

体
に

フ
ィ

ッ
ト

す
る

よ
う

な
も

の
が

い
い

。

4
6

3
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

福
祉

専
門

職
補

装
具

用
の

靴
肢

体
不

自
由

者
外

に
運

動
に

出
る

際
に

、
足

を
ひ

き
ず

っ
て

い
る

た
め

、
靴

の
つ

ま
先

が
す

り
へ

っ
て

し
ま

う
。
で

す
の

で
つ

ま
先

が
磨

り
減

ら
な

い
よ

う
に

作
っ

て
い

た
だ

き
た

い
。

素
材

を
考

え
て

作
っ

て
ほ

し
い

。

4
6

4
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

福
祉

専
門

職
ら

く
ら

く
あ

か
す

り
肢

体
不

自
由

者
あ

か
す

り
タ

オ
ル

の
片

方
に

輪
に

な
っ

た
ひ

も
を

付
け

る
。
片

手
に

麻
痺

が
あ

り
、
タ

オ
ル

を
握

ら
な

く
て

も
輪

の
方

に
手

を
掛

け
る

こ
と

で
背

中
も

届
く

よ
う

に
な

る
。

4
6

5
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

福
祉

専
門

職
あ

ん
し

ん
ポ

ッ
ト

肢
体

不
自

由
者

ポ
ッ

ト
の

お
湯

を
注

ぐ
と

き
に

、
片

麻
痺

だ
と

カ
ッ

プ
な

ど
を

下
に

置
か

な
け

れ
ば

な
ら

ず
熱

湯
が

と
び

は
ね

て
危

険
で

あ
る

。
ポ

ッ
ト

か
ら

S
字

フ
ッ

ク
の

よ
う

な
も

の
を

下
げ

て
台

を
作

る
。
そ

う
す

る
こ

と
で

カ
ッ

プ
の

位
置

が
高

く
な

り
、
熱

湯
が

は
ね

る
こ

と
が

な
く

な
る

。

4
6

6
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

足
で

押
せ

る
電

気
ス

イ
ッ

チ
肢

体
不

自
由

者
指

押
し

の
電

気
ス

イ
ッ

チ
か

ら
足

で
押

す
ス

イ
ッ

チ
へ

。
高

さ
を

変
え

て
使

い
や

す
さ

を
よ

く
す

る
。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

4
6

7
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

洗
身

椅
子

肢
体

不
自

由
者

現
在

あ
る

洗
身

時
に

使
用

す
る

椅
子

に
つ

い
て

、
洗

身
後

、
浴

槽
へ

移
動

の
際

、
風

呂
場

で
の

転
倒

が
考

え
ら

れ
る

た
め

、
椅

子
に

ロ
ー

ラ
ー

タ
イ

ヤ
の

よ
う

な
も

の
を

つ
け

、
洗

身
後

、
椅

子
か

ら
立

つ
こ

と
な

く
浴

槽
へ

移
動

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。
洗

身
中

等
は

ロ
ー

ラ
ー

が
動

か
な

い
よ

う
に

固
定

す
る

よ
う

に
す

る
。

4
6

8
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

福
祉

専
門

職
ア

ル
ミ

缶
・
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
プ

レ
ス

機
知

的
障

害
者

高
齢

の
知

的
障

害
者

が
安

全
に

複
数

で
作

業
で

き
る

よ
う

、
投

入
担

当
、
取

り
出

し
作

業
分

担
で

き
る

プ
レ

ス
機

。
米

の
く

ず
米

、
出

荷
米

選
別

機
の

よ
う

な
形

を
し

た
プ

レ
ス

機
が

あ
る

と
よ

い
。

4
6

9
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

人
に

近
づ

く
シ

ャ
ワ

ー
肢

体
不

自
由

者
視

覚
障

害
者

 盲
ろ

う
者

 そ
の

他

入
浴

時
、
シ

ャ
ワ

ー
に

人
が

近
づ

く
の

で
は

な
く

、
シ

ャ
ワ

ー
の

ヘ
ッ

ド
部

分
が

伸
び

た
り

ヘ
ッ

ド
の

向
き

が
変

わ
っ

て
シ

ャ
ワ

ー
を

人
に

合
わ

せ
る

よ
う

に
す

る
。
ま

た
、
椅

子
に

取
付

ら
れ

る
付

属
品

で
、
人

に
シ

ャ
ワ

ー
を

近
づ

け
て

使
え

る
よ

う
に

す
る

。

4
7

0
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

言
語

の
通

じ
な

い
方

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
で

き
る

た
め

の
器

具

言
語

障
害

者
頭

に
何

か
考

え
た

も
の

が
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

等
を

通
し

て
他

人
の

考
え

が
理

解
で

き
る

よ
う

に
、
画

面
を

通
す

等
で

表
れ

る
も

の
。
相

手
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

（
障

が
い

者
と

健
常

者
）
と

る
た

め
に

利
用

で
き

れ
ば

い
い

。

4
7

1
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

福
祉

専
門

職
飲

み
物

の
こ

ぼ
れ

に
く

い
マ

グ
カ

ッ
プ

そ
の

他
高

齢
の

利
用

者
様

は
手

の
震

え
等

か
ら

飲
み

物
を

飲
む

際
、
マ

グ
カ

ッ
プ

を
傾

け
る

と
横

か
ら

こ
ぼ

れ
て

し
ま

う
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
そ

の
た

め
、
火

傷
の

危
険

性
や

衣
類

を
汚

し
て

し
ま

う
可

能
性

も
あ

り
ま

す
。
そ

こ
で

、
手

が
震

え
て

い
て

も
、
飲

み
物

を
こ

ぼ
さ

ず
に

飲
め

る
マ

グ
カ

ッ
プ

が
あ

る
と

い
い

と
思

い
ま

し
た

。

4
7

2
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
眼

鏡
障

害
者

団
体

視
覚

障
害

者
用

危
険

探
知

メ
ガ

ネ
視

覚
障

害
者

現
在

、
車

で
も

危
険

な
場

合
は

自
動

的
に

ス
ト

ッ
プ

で
き

る
た

め
、
視

覚
障

害
者

も
メ

ガ
ネ

に
そ

の
よ

う
な

機
能

を
付

け
、
危

険
な

場
合

は
何

ら
か

の
刺

激
ま

た
は

ブ
ザ

ー
音

が
な

っ
た

り
、
音

声
で

「
危

険
で

す
」
な

ど
の

音
で

知
ら

せ
る

。
身

に
つ

け
る

も
の

な
の

で
、
あ

ま
り

重
い

も
の

で
は

な
く

軽
く

し
て

ほ
し

い
。

4
7

3
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
介

護
・
訓

練
支

援
用

具
利

用
者

の
家

族
リ

フ
ォ

ー
ム

せ
ず

に
安

価
で

段
差

を
解

消
で

き
る

用
具

肢
体

不
自

由
者

7
0

代
の

祖
父

母
な

の
で

す
が

、
1
年

前
か

ら
祖

母
が

下
半

身
不

随
と

な
り

、
車

い
す

で
生

活
し

て
い

ま
す

。
そ

の
た

め
、
家

の
リ

フ
ォ

ー
ム

を
し

て
廊

下
に

は
手

す
り

が
つ

い
た

の
で

す
が

、
玄

関
の

段
差

に
関

し
て

は
直

さ
ず

に
そ

の
ま

ま
に

な
っ

て
い

る
た

め
、
祖

母
の

家
の

出
入

り
に

苦
労

し
て

い
る

と
聞

き
ま

し
た

。
高

齢
者

で
も

楽
に

段
差

を
通

れ
る

よ
う

な
用

具
が

あ
る

と
、
介

助
し

て
い

る
祖

父
の

負
担

も
減

り
、
あ

り
が

た
い

で
す

。

4
7

4
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
介

護
・
訓

練
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

地
面

か
ら

座
れ

る
手

動
式

リ
フ

ト
肢

体
不

自
由

者
知

的
障

害
者

片
麻

痺
の

方
で

、
介

助
す

れ
ば

歩
行

可
能

だ
が

、
知

的
障

害
あ

り
、
日

中
は

床
に

マ
ッ

ト
を

敷
い

て
そ

の
上

で
過

ご
し

て
い

る
。
車

い
す

に
長

時
間

乗
る

こ
と

は
あ

ま
り

好
ま

な
い

た
め

、
マ

ッ
ト

に
座

っ
て

い
る

。
排

泄
介

助
の

際
、
立

ち
上

っ
て

も
ら

う
の

に
か

な
り

苦
労

す
る

職
員

も
い

る
。
地

面
か

ら
座

れ
て

介
助

し
や

す
い

位
置

ま
で

リ
フ

ト
ア

ッ
プ

で
き

る
用

具
が

あ
る

と
い

い
と

思
う

。
床

屋
の

椅
子

の
よ

う
に

油
圧

ペ
ダ

ル
な

ど
で

上
下

す
る

も
の

で
電

気
を

使
わ

な
い

も
の

。

4
7

5
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

早
わ

か
り

意
思

表
示

板
言

語
障

害
者

言
語

が
話

せ
な

い
方

に
は

、
マ

カ
ト

ン
や

絵
が

描
い

て
あ

る
カ

ー
ド

が
あ

り
ま

す
が

、
知

的
障

害
が

あ
る

た
め

う
ま

く
伝

わ
ら

な
い

こ
と

が
多

く
あ

り
ま

す
。
携

帯
電

話
ぐ

ら
い

の
大

き
さ

で
首

か
ら

下
げ

ら
れ

る
電

子
機

器
で

、
そ

の
中

に
数

種
類

の
画

像
デ

ー
タ

（
ト

イ
レ

・
食

事
・
住

所
な

ど
）
が

入
っ

て
い

る
物

が
あ

れ
ば

、
よ

り
意

思
が

伝
わ

り
や

す
く

な
る

と
思

い
ま

す
。
携

帯
電

話
の

よ
う

な
も

の
で

は
操

作
が

複
雑

な
の

で
、
ボ

タ
ン

が
３

・
４

個
で

お
し

ゃ
れ

な
も

の
が

い
い

と
思

い
ま

す
。

4
7

6
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
排

泄
管

理
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

排
便

の
タ

イ
ミ

ン
グ

を
教

え
て

く
れ

る
装

置
知

的
障

害
者

知
的

障
害

者
の

方
に

下
剤

等
を

使
っ

て
便

を
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
し

て
い

る
の

で
、
便

意
が

あ
っ

て
も

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

う
ま

く
と

れ
ず

、
紙

オ
ム

ツ
を

使
っ

て
い

て
も

便
が

漏
れ

て
し

ま
う

。
便

が
出

そ
う

な
タ

イ
ミ

ン
グ

で
教

え
て

く
れ

る
器

具
が

あ
る

と
便

利
で

あ
る

。

4
7

7
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

洗
え

る
ヘ

ッ
ド

ギ
ア

知
的

障
害

者
今

使
用

し
て

い
る

ヘ
ッ

ド
ギ

ア
は

洗
え

な
い

素
材

の
も

の
が

多
い

の
で

、
洗

え
る

素
材

で
作

成
し

て
ほ

し
い

。

4
7

8
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

福
祉

専
門

職
扉

の
開

け
閉

め
が

制
御

で
き

る
装

置
そ

の
他

知
的

障
害

者
の

施
設

で
働

い
て

い
る

が
、
利

用
者

に
は

開
け

て
ほ

し
く

な
い

戸
棚

や
扉

が
あ

る
。
施

錠
を

し
て

も
効

果
が

な
い

場
合

が
あ

る
の

で
、
職

員
だ

け
が

開
け

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
な

装
置

を
開

発
し

て
ほ

し
い

。

4
7

9
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

福
祉

専
門

職
必

要
な

も
の

が
自

動
で

取
り

出
し

と
収

納
が

で
き

る
装

置

そ
の

他
知

的
障

害
児

施
設

で
は

、
消

毒
液

や
石

け
ん

等
を

子
ど

も
た

ち
の

目
の

届
く

と
こ

ろ
に

お
け

な
い

場
合

が
あ

る
の

で
、
使

用
の

都
度

、
そ

れ
ら

を
持

っ
て

き
て

、
使

い
終

わ
っ

た
ら

収
納

場
所

に
持

っ
て

い
か

な
け

れ
ば

な
ら

ず
、
大

変
な

思
い

を
し

て
い

る
。
セ

ン
サ

ー
な

ど
で

反
応

し
た

後
に

、
自

動
で

壁
か

ら
そ

れ
ら

が
出

て
き

た
り

、
天

井
か

ら
降

り
て

き
た

り
し

て
、
使

用
後

は
元

の
場

所
に

自
動

で
収

納
さ

れ
る

よ
う

な
装

置
が

あ
る

と
便

利
で

あ
る

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

4
6

7
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

洗
身

椅
子

肢
体

不
自

由
者

現
在

あ
る

洗
身

時
に

使
用

す
る

椅
子

に
つ

い
て

、
洗

身
後

、
浴

槽
へ

移
動

の
際

、
風

呂
場

で
の

転
倒

が
考

え
ら

れ
る

た
め

、
椅

子
に

ロ
ー

ラ
ー

タ
イ

ヤ
の

よ
う

な
も

の
を

つ
け

、
洗

身
後

、
椅

子
か

ら
立

つ
こ

と
な

く
浴

槽
へ

移
動

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。
洗

身
中

等
は

ロ
ー

ラ
ー

が
動

か
な

い
よ

う
に

固
定

す
る

よ
う

に
す

る
。

4
6

8
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

福
祉

専
門

職
ア

ル
ミ

缶
・
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
プ

レ
ス

機
知

的
障

害
者

高
齢

の
知

的
障

害
者

が
安

全
に

複
数

で
作

業
で

き
る

よ
う

、
投

入
担

当
、
取

り
出

し
作

業
分

担
で

き
る

プ
レ

ス
機

。
米

の
く

ず
米

、
出

荷
米

選
別

機
の

よ
う

な
形

を
し

た
プ

レ
ス

機
が

あ
る

と
よ

い
。

4
6

9
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

人
に

近
づ

く
シ

ャ
ワ

ー
肢

体
不

自
由

者
視

覚
障

害
者

 盲
ろ

う
者

 そ
の

他

入
浴

時
、
シ

ャ
ワ

ー
に

人
が

近
づ

く
の

で
は

な
く

、
シ

ャ
ワ

ー
の

ヘ
ッ

ド
部

分
が

伸
び

た
り

ヘ
ッ

ド
の

向
き

が
変

わ
っ

て
シ

ャ
ワ

ー
を

人
に

合
わ

せ
る

よ
う

に
す

る
。
ま

た
、
椅

子
に

取
付

ら
れ

る
付

属
品

で
、
人

に
シ

ャ
ワ

ー
を

近
づ

け
て

使
え

る
よ

う
に

す
る

。

4
7

0
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

言
語

の
通

じ
な

い
方

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
で

き
る

た
め

の
器

具

言
語

障
害

者
頭

に
何

か
考

え
た

も
の

が
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

等
を

通
し

て
他

人
の

考
え

が
理

解
で

き
る

よ
う

に
、
画

面
を

通
す

等
で

表
れ

る
も

の
。
相

手
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

（
障

が
い

者
と

健
常

者
）
と

る
た

め
に

利
用

で
き

れ
ば

い
い

。

4
7

1
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

福
祉

専
門

職
飲

み
物

の
こ

ぼ
れ

に
く

い
マ

グ
カ

ッ
プ

そ
の

他
高

齢
の

利
用

者
様

は
手

の
震

え
等

か
ら

飲
み

物
を

飲
む

際
、
マ

グ
カ

ッ
プ

を
傾

け
る

と
横

か
ら

こ
ぼ

れ
て

し
ま

う
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
そ

の
た

め
、
火

傷
の

危
険

性
や

衣
類

を
汚

し
て

し
ま

う
可

能
性

も
あ

り
ま

す
。
そ

こ
で

、
手

が
震

え
て

い
て

も
、
飲

み
物

を
こ

ぼ
さ

ず
に

飲
め

る
マ

グ
カ

ッ
プ

が
あ

る
と

い
い

と
思

い
ま

し
た

。

4
7

2
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
眼

鏡
障

害
者

団
体

視
覚

障
害

者
用

危
険

探
知

メ
ガ

ネ
視

覚
障

害
者

現
在

、
車

で
も

危
険

な
場

合
は

自
動

的
に

ス
ト

ッ
プ

で
き

る
た

め
、
視

覚
障

害
者

も
メ

ガ
ネ

に
そ

の
よ

う
な

機
能

を
付

け
、
危

険
な

場
合

は
何

ら
か

の
刺

激
ま

た
は

ブ
ザ

ー
音

が
な

っ
た

り
、
音

声
で

「
危

険
で

す
」
な

ど
の

音
で

知
ら

せ
る

。
身

に
つ

け
る

も
の

な
の

で
、
あ

ま
り

重
い

も
の

で
は

な
く

軽
く

し
て

ほ
し

い
。

4
7

3
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
介

護
・
訓

練
支

援
用

具
利

用
者

の
家

族
リ

フ
ォ

ー
ム

せ
ず

に
安

価
で

段
差

を
解

消
で

き
る

用
具

肢
体

不
自

由
者

7
0

代
の

祖
父

母
な

の
で

す
が

、
1
年

前
か

ら
祖

母
が

下
半

身
不

随
と

な
り

、
車

い
す

で
生

活
し

て
い

ま
す

。
そ

の
た

め
、
家

の
リ

フ
ォ

ー
ム

を
し

て
廊

下
に

は
手

す
り

が
つ

い
た

の
で

す
が

、
玄

関
の

段
差

に
関

し
て

は
直

さ
ず

に
そ

の
ま

ま
に

な
っ

て
い

る
た

め
、
祖

母
の

家
の

出
入

り
に

苦
労

し
て

い
る

と
聞

き
ま

し
た

。
高

齢
者

で
も

楽
に

段
差

を
通

れ
る

よ
う

な
用

具
が

あ
る

と
、
介

助
し

て
い

る
祖

父
の

負
担

も
減

り
、
あ

り
が

た
い

で
す

。

4
7

4
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
介

護
・
訓

練
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

地
面

か
ら

座
れ

る
手

動
式

リ
フ

ト
肢

体
不

自
由

者
知

的
障

害
者

片
麻

痺
の

方
で

、
介

助
す

れ
ば

歩
行

可
能

だ
が

、
知

的
障

害
あ

り
、
日

中
は

床
に

マ
ッ

ト
を

敷
い

て
そ

の
上

で
過

ご
し

て
い

る
。
車

い
す

に
長

時
間

乗
る

こ
と

は
あ

ま
り

好
ま

な
い

た
め

、
マ

ッ
ト

に
座

っ
て

い
る

。
排

泄
介

助
の

際
、
立

ち
上

っ
て

も
ら

う
の

に
か

な
り

苦
労

す
る

職
員

も
い

る
。
地

面
か

ら
座

れ
て

介
助

し
や

す
い

位
置

ま
で

リ
フ

ト
ア

ッ
プ

で
き

る
用

具
が

あ
る

と
い

い
と

思
う

。
床

屋
の

椅
子

の
よ

う
に

油
圧

ペ
ダ

ル
な

ど
で

上
下

す
る

も
の

で
電

気
を

使
わ

な
い

も
の

。

4
7

5
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

早
わ

か
り

意
思

表
示

板
言

語
障

害
者

言
語

が
話

せ
な

い
方

に
は

、
マ

カ
ト

ン
や

絵
が

描
い

て
あ

る
カ

ー
ド

が
あ

り
ま

す
が

、
知

的
障

害
が

あ
る

た
め

う
ま

く
伝

わ
ら

な
い

こ
と

が
多

く
あ

り
ま

す
。
携

帯
電

話
ぐ

ら
い

の
大

き
さ

で
首

か
ら

下
げ

ら
れ

る
電

子
機

器
で

、
そ

の
中

に
数

種
類

の
画

像
デ

ー
タ

（
ト

イ
レ

・
食

事
・
住

所
な

ど
）
が

入
っ

て
い

る
物

が
あ

れ
ば

、
よ

り
意

思
が

伝
わ

り
や

す
く

な
る

と
思

い
ま

す
。
携

帯
電

話
の

よ
う

な
も

の
で

は
操

作
が

複
雑

な
の

で
、
ボ

タ
ン

が
３

・
４

個
で

お
し

ゃ
れ

な
も

の
が

い
い

と
思

い
ま

す
。

4
7

6
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
排

泄
管

理
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

排
便

の
タ

イ
ミ

ン
グ

を
教

え
て

く
れ

る
装

置
知

的
障

害
者

知
的

障
害

者
の

方
に

下
剤

等
を

使
っ

て
便

を
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
し

て
い

る
の

で
、
便

意
が

あ
っ

て
も

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

う
ま

く
と

れ
ず

、
紙

オ
ム

ツ
を

使
っ

て
い

て
も

便
が

漏
れ

て
し

ま
う

。
便

が
出

そ
う

な
タ

イ
ミ

ン
グ

で
教

え
て

く
れ

る
器

具
が

あ
る

と
便

利
で

あ
る

。

4
7

7
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

洗
え

る
ヘ

ッ
ド

ギ
ア

知
的

障
害

者
今

使
用

し
て

い
る

ヘ
ッ

ド
ギ

ア
は

洗
え

な
い

素
材

の
も

の
が

多
い

の
で

、
洗

え
る

素
材

で
作

成
し

て
ほ

し
い

。

4
7

8
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

福
祉

専
門

職
扉

の
開

け
閉

め
が

制
御

で
き

る
装

置
そ

の
他

知
的

障
害

者
の

施
設

で
働

い
て

い
る

が
、
利

用
者

に
は

開
け

て
ほ

し
く

な
い

戸
棚

や
扉

が
あ

る
。
施

錠
を

し
て

も
効

果
が

な
い

場
合

が
あ

る
の

で
、
職

員
だ

け
が

開
け

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
な

装
置

を
開

発
し

て
ほ

し
い

。

4
7

9
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

福
祉

専
門

職
必

要
な

も
の

が
自

動
で

取
り

出
し

と
収

納
が

で
き

る
装

置

そ
の

他
知

的
障

害
児

施
設

で
は

、
消

毒
液

や
石

け
ん

等
を

子
ど

も
た

ち
の

目
の

届
く

と
こ

ろ
に

お
け

な
い

場
合

が
あ

る
の

で
、
使

用
の

都
度

、
そ

れ
ら

を
持

っ
て

き
て

、
使

い
終

わ
っ

た
ら

収
納

場
所

に
持

っ
て

い
か

な
け

れ
ば

な
ら

ず
、
大

変
な

思
い

を
し

て
い

る
。
セ

ン
サ

ー
な

ど
で

反
応

し
た

後
に

、
自

動
で

壁
か

ら
そ

れ
ら

が
出

て
き

た
り

、
天

井
か

ら
降

り
て

き
た

り
し

て
、
使

用
後

は
元

の
場

所
に

自
動

で
収

納
さ

れ
る

よ
う

な
装

置
が

あ
る

と
便

利
で

あ
る

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

4
8

0
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

福
祉

専
門

職
流

し
た

も
の

が
取

り
出

せ
る

排
水

管
設

備
そ

の
他

知
的

障
害

者
の

方
は

、
水

洗
ト

イ
レ

で
用

を
足

し
た

後
、
身

に
つ

け
て

い
た

パ
ン

ツ
や

靴
下

も
一

緒
に

流
し

て
し

ま
う

こ
と

が
あ

り
苦

労
し

て
い

ま
す

。
で

す
の

で
、
排

水
管

の
ど

こ
か

で
網

の
よ

う
な

も
の

を
と

り
つ

け
て

お
け

ば
、
も

し
そ

の
よ

う
な

こ
と

が
あ

っ
た

と
し

て
も

、
職

員
で

取
り

出
す

こ
と

が
で

き
る

と
思

い
ま

す
。
網

に
ひ

っ
か

か
っ

た
も

の
を

簡
単

に
取

れ
る

よ
う

な
仕

組
み

で
作

っ
て

も
ら

え
な

い
で

し
ょ

う
か

。

4
8

1
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

福
祉

専
門

職
防

水
加

工
さ

れ
た

IC
タ

グ
そ

の
他

徘
徊

感
知

機
器

の
IC

タ
グ

等
を

利
用

者
に

持
た

せ
る

と
、
洗

濯
機

の
中

に
一

緒
に

入
れ

て
し

ま
っ

て
、
使

え
な

く
な

り
ま

し
た

。
職

員
で

も
う

っ
か

り
す

る
こ

と
も

あ
り

ま
す

の
で

、
防

水
加

工
し

た
商

品
を

作
っ

て
ほ

し
い

で
す

。

4
8

2
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

福
祉

専
門

職
柔

軟
性

が
あ

る
破

れ
な

い
介

護
着

そ
の

他
知

的
障

害
を

持
っ

て
い

る
方

と
外

出
す

る
際

に
、
着

て
い

る
服

を
破

ら
れ

て
し

ま
う

こ
と

が
あ

り
、
体

に
破

ら
れ

て
も

い
い

タ
オ

ル
を

巻
い

て
対

応
し

て
い

ま
す

。
外

出
す

る
ぎ

り
ぎ

り
ま

で
普

段
着

に
着

替
え

な
い

よ
う

に
し

た
り

も
し

ま
す

。
で

す
の

で
、
人

の
力

で
は

破
る

こ
と

が
で

き
な

い
柔

軟
性

の
あ

る
素

材
で

服
を

作
っ

て
く

れ
な

い
で

し
ょ

う
か

。

4
8

3
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

福
祉

専
門

職
ス

ロ
ー

プ
用

滑
り

ど
め

マ
ッ

ト
そ

の
他

雪
や

雨
な

ど
で

路
面

が
濡

れ
た

ス
ロ

ー
プ

は
大

変
す

べ
り

や
す

く
、
ひ

や
っ

と
す

る
こ

と
も

多
い

。
普

段
は

丸
め

て
携

帯
で

き
、
必

要
な

時
に

ス
ロ

ー
プ

面
に

広
げ

る
と

一
瞬

で
硬

く
な

っ
て

安
全

な
走

行
が

可
能

と
な

る
よ

う
な

も
の

が
あ

る
と

便
利

で
あ

る
。

4
8

4
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
開

発
メ

ー
カ

ー
ひ

と
り

じ
ゃ

な
い

よ
肢

体
不

自
由

者
聴

覚
障

害
者

 言
語

障
害

者
 盲

ろ
う

者
 障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

 そ
の

他

独
居

高
齢

者
支

援
お

よ
び

身
体

障
害

機
能

回
復

支
援

機
器

1
　
使

用
基

本
機

器
　
パ

ソ
コ

ン
+

リ
ハ

ビ
リ

機
器

2
　
バ

ー
チ

ャ
ル

世
界

を
使

い
、
楽

し
く

リ
ハ

ビ
リ

を
行

う
。

3
　
ネ

ッ
ト

界
背

を
使

用
す

る
た

め
世

界
中

の
人

と
交

流
を

し
な

が
ら

。
リ

ハ
ビ

リ
並

び
一

人
ぽ

っ
ち

の
解

消
に

貢
献

で
き

る
3

　
シ

ス
テ

ム
は

５
０

万
以

下
で

製
作

可
能

ユ
ー

チ
ュ

ー
ブ

に
掲

載
　
下

の
ア

ド
レ

ス
を

開
い

て
く

だ
さ

い
。

h
tt

p
:/

/w
w

w
.y

o
u

tu
b

e
.c

o
m

/w
a
tc

h
?

v
=

k
F
u

ld
8

6
8

Z
c
I

4
8

5
2

0
1
2

新
製

品
・
技

術
風

呂
や

シ
ャ

ワ
ー

入
浴

関
連

用
具

ワ
ン

ハ
ン

ド
ウ

ォ
ッ

シ
ュ

タ
オ

ル
本

シ
ス

テ
ム

内
で

ニ
ー

ズ
を

投
稿

し
、
実

際
に

メ
ー

カ
ー

と
協

力
し

て
製

作
さ

れ
た

製
品

を
ご

紹
介

し
ま

す
！

片
麻

痺
が

あ
る

方
で

も
、
使

用
で

き
る

ハ
ン

ド
タ

オ
ル

を
作

成
し

ま
し

た
。

特
徴

は
、
タ

オ
ル

が
輪

っ
か

状
に

な
っ

て
い

る
た

め
、
片

腕
だ

け
で

も
身

体
を

洗
う

こ
と

が
で

き
ま

す
。

ま
た

、
乾

き
や

す
い

素
材

を
使

用
し

て
い

る
た

め
、
体

を
拭

く
こ

と
も

可
能

で
す

。

ご
意

見
、
ご

要
望

の
投

稿
に

よ
っ

て
製

品
化

さ
れ

た
も

の
が

あ
れ

ば
是

非
、
本

シ
ス

テ
ム

で
ご

紹
介

く
だ

さ
い

！

4
8

6
2

0
1
2

新
製

品
・
技

術
屋

内
の

移
動

 屋
外

の
移

動
車

い
す

ワ
ン

ハ
ン

ド
フ

ッ
ト

固
定

ベ
ル

ト
本

シ
ス

テ
ム

内
で

ニ
ー

ズ
を

投
稿

し
、
実

際
に

メ
ー

カ
ー

と
協

力
し

て
製

作
さ

れ
た

製
品

を
ご

紹
介

し
ま

す
！

片
麻

痺
の

方
が

車
い

す
で

坂
道

や
段

差
を

走
行

す
る

時
、
フ

ッ
ト

プ
レ

ー
ト

か
ら

麻
痺

側
の

足
が

落
ち

て
し

ま
う

と
い

う
ニ

ー
ズ

か
ら

生
ま

れ
た

、
固

定
ベ

ル
ト

で
す

。

片
腕

の
み

で
装

着
可

能
で

、
長

さ
も

調
節

で
き

ま
す

。
足

を
固

定
す

る
こ

と
で

、
フ

ッ
ト

プ
レ

ー
ト

か
ら

足
が

ず
れ

を
落

ち
る

の
を

防
ぐ

こ
と

が
で

き
ま

す
。

ご
意

見
、
ご

要
望

の
投

稿
に

よ
っ

て
製

品
化

さ
れ

た
も

の
が

あ
れ

ば
是

非
、
本

シ
ス

テ
ム

で
ご

紹
介

く
だ

さ
い

！

4
8

7
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
装

具
児

童
の

補
装

具
に

つ
い

て
で

す
。

娘
の

足
の

補
装

具
に

つ
い

て
困

っ
て

お
り

ま
す

。
ご

意
見

を
い

た
だ

け
た

ら
と

思
い

ま
す

。
い

ま
ま

で
は

歩
行

中
に

使
用

す
る

た
め

、
学

校
用

と
家

用
に

2
つ

の
短

下
肢

装
具

を
利

用
し

て
お

り
ま

す
。

し
か

し
，
成

長
期

の
娘

は
、
身

長
体

重
が

一
気

に
伸

び
、
最

近
足

の
変

形
が

気
に

な
る

よ
う

に
な

り
ま

し
た

。
整

形
の

先
生

に
相

談
し

た
と

こ
ろ

、
こ

の
ま

ま
変

形
が

進
め

ば
、
歩

行
も

困
難

に
な

る
可

能
性

が
あ

る
と

の
こ

と
で

し
た

。
そ

こ
で

、
変

形
を

少
し

で
も

防
ぐ

た
め

に
、
寝

て
い

る
と

き
に

つ
け

る
装

具
が

必
要

と
い

う
こ

と
で

、
市

の
方

へ
申

請
に

い
き

ま
し

た
が

、
装

具
は

2
具

ま
で

し
か

認
め

ら
れ

な
い

と
の

こ
と

で
し

た
。

し
か

し
な

が
ら

、
今

の
状

況
で

は
、
就

寝
時

の
装

具
が

必
要

な
状

況
な

の
で

、
次

回
か

ら
短

下
肢

装
具

は
１
具

の
み

に
し

ま
す

の
で

、
（
家

と
学

校
を

分
け

ず
ひ

と
つ

だ
け

に
し

ま
す

。
）
そ

れ
で

も
認

め
て

も
ら

え
ま

せ
ん

か
と

い
う

訴
え

に
も

答
え

は
変

わ
り

ま
せ

ん
で

し
た

。
今

回
の

よ
う

な
変

形
と

い
う

想
定

外
の

状
況

で
も

、
認

め
て

も
ら

え
な

い
も

の
で

し
ょ

う
か

？
す

み
ま

せ
ん

が
、
ご

意
見

を
い

た
だ

け
る

と
助

か
り

ま
す

。
ど

う
ぞ

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

4
8

0
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

福
祉

専
門

職
流

し
た

も
の

が
取

り
出

せ
る

排
水

管
設

備
そ

の
他

知
的

障
害

者
の

方
は

、
水

洗
ト

イ
レ

で
用

を
足

し
た

後
、
身

に
つ

け
て

い
た

パ
ン

ツ
や

靴
下

も
一

緒
に

流
し

て
し

ま
う

こ
と

が
あ

り
苦

労
し

て
い

ま
す

。
で

す
の

で
、
排

水
管

の
ど

こ
か

で
網

の
よ

う
な

も
の

を
と

り
つ

け
て

お
け

ば
、
も

し
そ

の
よ

う
な

こ
と

が
あ

っ
た

と
し

て
も

、
職

員
で

取
り

出
す

こ
と

が
で

き
る

と
思

い
ま

す
。
網

に
ひ

っ
か

か
っ

た
も

の
を

簡
単

に
取

れ
る

よ
う

な
仕

組
み

で
作

っ
て

も
ら

え
な

い
で

し
ょ

う
か

。

4
8

1
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

福
祉

専
門

職
防

水
加

工
さ

れ
た

IC
タ

グ
そ

の
他

徘
徊

感
知

機
器

の
IC

タ
グ

等
を

利
用

者
に

持
た

せ
る

と
、
洗

濯
機

の
中

に
一

緒
に

入
れ

て
し

ま
っ

て
、
使

え
な

く
な

り
ま

し
た

。
職

員
で

も
う

っ
か

り
す

る
こ

と
も

あ
り

ま
す

の
で

、
防

水
加

工
し

た
商

品
を

作
っ

て
ほ

し
い

で
す

。

4
8

2
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

福
祉

専
門

職
柔

軟
性

が
あ

る
破

れ
な

い
介

護
着

そ
の

他
知

的
障

害
を

持
っ

て
い

る
方

と
外

出
す

る
際

に
、
着

て
い

る
服

を
破

ら
れ

て
し

ま
う

こ
と

が
あ

り
、
体

に
破

ら
れ

て
も

い
い

タ
オ

ル
を

巻
い

て
対

応
し

て
い

ま
す

。
外

出
す

る
ぎ

り
ぎ

り
ま

で
普

段
着

に
着

替
え

な
い

よ
う

に
し

た
り

も
し

ま
す

。
で

す
の

で
、
人

の
力

で
は

破
る

こ
と

が
で

き
な

い
柔

軟
性

の
あ

る
素

材
で

服
を

作
っ

て
く

れ
な

い
で

し
ょ

う
か

。

4
8

3
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

福
祉

専
門

職
ス

ロ
ー

プ
用

滑
り

ど
め

マ
ッ

ト
そ

の
他

雪
や

雨
な

ど
で

路
面

が
濡

れ
た

ス
ロ

ー
プ

は
大

変
す

べ
り

や
す

く
、
ひ

や
っ

と
す

る
こ

と
も

多
い

。
普

段
は

丸
め

て
携

帯
で

き
、
必

要
な

時
に

ス
ロ

ー
プ

面
に

広
げ

る
と

一
瞬

で
硬

く
な

っ
て

安
全

な
走

行
が

可
能

と
な

る
よ

う
な

も
の

が
あ

る
と

便
利

で
あ

る
。

4
8

4
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
開

発
メ

ー
カ

ー
ひ

と
り

じ
ゃ

な
い

よ
肢

体
不

自
由

者
聴

覚
障

害
者

 言
語

障
害

者
 盲

ろ
う

者
 障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

 そ
の

他

独
居

高
齢

者
支

援
お

よ
び

身
体

障
害

機
能

回
復

支
援

機
器

1
　
使

用
基

本
機

器
　
パ

ソ
コ

ン
+

リ
ハ

ビ
リ

機
器

2
　
バ

ー
チ

ャ
ル

世
界

を
使

い
、
楽

し
く

リ
ハ

ビ
リ

を
行

う
。

3
　
ネ

ッ
ト

界
背

を
使

用
す

る
た

め
世

界
中

の
人

と
交

流
を

し
な

が
ら

。
リ

ハ
ビ

リ
並

び
一

人
ぽ

っ
ち

の
解

消
に

貢
献

で
き

る
3

　
シ

ス
テ

ム
は

５
０

万
以

下
で

製
作

可
能

ユ
ー

チ
ュ

ー
ブ

に
掲

載
　
下

の
ア

ド
レ

ス
を

開
い

て
く

だ
さ

い
。

h
tt

p
:/

/w
w

w
.y

o
u

tu
b

e
.c

o
m

/w
a
tc

h
?

v
=

k
F
u

ld
8

6
8

Z
c
I

4
8

5
2

0
1
2

新
製

品
・
技

術
風

呂
や

シ
ャ

ワ
ー

入
浴

関
連

用
具

ワ
ン

ハ
ン

ド
ウ

ォ
ッ

シ
ュ

タ
オ

ル
本

シ
ス

テ
ム

内
で

ニ
ー

ズ
を

投
稿

し
、
実

際
に

メ
ー

カ
ー

と
協

力
し

て
製

作
さ

れ
た

製
品

を
ご

紹
介

し
ま

す
！

片
麻

痺
が

あ
る

方
で

も
、
使

用
で

き
る

ハ
ン

ド
タ

オ
ル

を
作

成
し

ま
し

た
。

特
徴

は
、
タ

オ
ル

が
輪

っ
か

状
に

な
っ

て
い

る
た

め
、
片

腕
だ

け
で

も
身

体
を

洗
う

こ
と

が
で

き
ま

す
。

ま
た

、
乾

き
や

す
い

素
材

を
使

用
し

て
い

る
た

め
、
体

を
拭

く
こ

と
も

可
能

で
す

。

ご
意

見
、
ご

要
望

の
投

稿
に

よ
っ

て
製

品
化

さ
れ

た
も

の
が

あ
れ

ば
是

非
、
本

シ
ス

テ
ム

で
ご

紹
介

く
だ

さ
い

！

4
8

6
2

0
1
2

新
製

品
・
技

術
屋

内
の

移
動

 屋
外

の
移

動
車

い
す

ワ
ン

ハ
ン

ド
フ

ッ
ト

固
定

ベ
ル

ト
本

シ
ス

テ
ム

内
で

ニ
ー

ズ
を

投
稿

し
、
実

際
に

メ
ー

カ
ー

と
協

力
し

て
製

作
さ

れ
た

製
品

を
ご

紹
介

し
ま

す
！

片
麻

痺
の

方
が

車
い

す
で

坂
道

や
段

差
を

走
行

す
る

時
、
フ

ッ
ト

プ
レ

ー
ト

か
ら

麻
痺

側
の

足
が

落
ち

て
し

ま
う

と
い

う
ニ

ー
ズ

か
ら

生
ま

れ
た

、
固

定
ベ

ル
ト

で
す

。

片
腕

の
み

で
装

着
可

能
で

、
長

さ
も

調
節

で
き

ま
す

。
足

を
固

定
す

る
こ

と
で

、
フ

ッ
ト

プ
レ

ー
ト

か
ら

足
が

ず
れ

を
落

ち
る

の
を

防
ぐ

こ
と

が
で

き
ま

す
。

ご
意

見
、
ご

要
望

の
投

稿
に

よ
っ

て
製

品
化

さ
れ

た
も

の
が

あ
れ

ば
是

非
、
本

シ
ス

テ
ム

で
ご

紹
介

く
だ

さ
い

！

4
8

7
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
装

具
児

童
の

補
装

具
に

つ
い

て
で

す
。

娘
の

足
の

補
装

具
に

つ
い

て
困

っ
て

お
り

ま
す

。
ご

意
見

を
い

た
だ

け
た

ら
と

思
い

ま
す

。
い

ま
ま

で
は

歩
行

中
に

使
用

す
る

た
め

、
学

校
用

と
家

用
に

2
つ

の
短

下
肢

装
具

を
利

用
し

て
お

り
ま

す
。

し
か

し
，
成

長
期

の
娘

は
、
身

長
体

重
が

一
気

に
伸

び
、
最

近
足

の
変

形
が

気
に

な
る

よ
う

に
な

り
ま

し
た

。
整

形
の

先
生

に
相

談
し

た
と

こ
ろ

、
こ

の
ま

ま
変

形
が

進
め

ば
、
歩

行
も

困
難

に
な

る
可

能
性

が
あ

る
と

の
こ

と
で

し
た

。
そ

こ
で

、
変

形
を

少
し

で
も

防
ぐ

た
め

に
、
寝

て
い

る
と

き
に

つ
け

る
装

具
が

必
要

と
い

う
こ

と
で

、
市

の
方

へ
申

請
に

い
き

ま
し

た
が

、
装

具
は

2
具

ま
で

し
か

認
め

ら
れ

な
い

と
の

こ
と

で
し

た
。

し
か

し
な

が
ら

、
今

の
状

況
で

は
、
就

寝
時

の
装

具
が

必
要

な
状

況
な

の
で

、
次

回
か

ら
短

下
肢

装
具

は
１
具

の
み

に
し

ま
す

の
で

、
（
家

と
学

校
を

分
け

ず
ひ

と
つ

だ
け

に
し

ま
す

。
）
そ

れ
で

も
認

め
て

も
ら

え
ま

せ
ん

か
と

い
う

訴
え

に
も

答
え

は
変

わ
り

ま
せ

ん
で

し
た

。
今

回
の

よ
う

な
変

形
と

い
う

想
定

外
の

状
況

で
も

、
認

め
て

も
ら

え
な

い
も

の
で

し
ょ

う
か

？
す

み
ま

せ
ん

が
、
ご

意
見

を
い

た
だ

け
る

と
助

か
り

ま
す

。
ど

う
ぞ

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

4
8

8
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
コ

ル
セ

ッ
ト

　
外

巻
き

型
カ

ラ
フ

ル
デ

ザ
イ

ン
肢

体
不

自
由

者
視

覚
障

害
者

 聴
覚

障
害

者
 言

語
障

害
者

 盲
ろ

う
者

 障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
 そ

の
他

腰
痛

の
あ

る
方

が
コ

ル
セ

ッ
ト

を
使

う
と

き
、
通

常
、
白

か
、
黒

の
一

色
で

　
肌

着
の

上
か

ら
セ

ッ
ト

す
る

も
の

と
な

っ
て

い
る

よ
う

で
す

。
い

か
に

も
年

寄
り

っ
ぽ

く
て

、
人

に
見

せ
る

の
は

タ
ブ

ー
な

イ
メ

ー
ジ

が
あ

る
ん

で
。

し
か

し
意

外
と

腰
痛

も
ち

の
人

で
、
若

い
人

も
多

い
ん

で
す

。
こ

れ
を

逆
転

の
発

想
で

お
も

い
き

り
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
ア

イ
テ

ム
と

し
て

気
軽

に
使

お
う

じ
ゃ

な
い

か
と

い
う

こ
と

で
提

案
し

ま
す

。
こ

れ
か

ら
は

、
コ

ル
セ

ッ
ト

は
服

の
上

か
ら

巻
き

ま
す

。
、

い
ろ

い
ろ

な
カ

ラ
フ

ル
な

柄
だ

と
か

、
モ

ノ
ト

ー
ン

だ
と

か
で

、
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
性

を
持

た
せ

る
の

で
す

。
見

え
る

コ
ル

セ
ッ

ト
は

医
療

器
具

で
は

な
く

も
う

、
お

し
ゃ

れ
の

一
つ

に
変

わ
り

ま
す

。
気

軽
な

着
用

・
着

脱
が

気
に

な
り

ま
せ

ん
。
ま

る
で

マ
フ

ラ
ー

を
つ

け
た

り
は

ず
し

た
り

す
る

よ
う

に
気

軽
で

お
し

ゃ
れ

な
も

の
に

商
品

化
す

る
の

で
す

。
、

実
は

私
は

パ
ー

キ
ン

ソ
ン

で
腰

が
痛

む
の

で
す

が
、
外

出
先

で
、
コ

ル
セ

ッ
ト

は
外

に
ま

い
て

お
か

な
い

と
手

が
動

か
な

い
と

き
ト

イ
レ

で
は

ず
す

こ
と

が
出

来
ず

大
変

な
思

い
を

し
ま

し
た

。
広

い
ベ

ル
ト

の
よ

う
に

黒
の

コ
ル

セ
ッ

ト
を

外
に

巻
い

て
は

ず
す

の
が

楽
に

な
る

よ
う

に
し

て
い

ま
す

。
黒

は
引

き
締

ま
っ

て
い

い
色

で
す

が
、
さ

び
し

い
も

の
で

す
。
カ

ラ
フ

ル
だ

っ
た

ら
、
以

外
に

た
の

し
く

な
る

よ
う

な
気

が
し

て
こ

こ
に

提
案

さ
せ

て
頂

き
ま

し
た

。

4
8

9
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
安

全
ら

く
ち

ん
自

転
車

肢
体

不
自

由
者

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
そ

の
他

パ
ー

キ
ン

ソ
ン

の
人

は
腰

が
曲

が
っ

て
し

ま
っ

た
り

、
突

進
や

こ
き

ざ
み

歩
行

、
す

く
み

足
、
な

ど
で

、
自

力
で

歩
こ

う
と

す
る

と
、
歩

け
な

く
な

る
人

が
い

る
の

で
す

が
、
自

転
車

に
す

い
す

い
乗

れ
る

の
は

な
ぜ

？
・
・
・
・
と

い
う

疑
問

は
、
介

護
し

た
こ

と
の

あ
る

人
な

ら
、
も

し
く

は
、
身

内
に

パ
ー

キ
ン

ソ
ン

の
方

が
お

ら
れ

た
ら

、
か

な
り

知
ら

れ
て

い
る

話
で

す
。
も

ち
ろ

ん
怖

く
て

乗
れ

な
い

と
思

わ
れ

る
方

、
乗

る
気

の
な

い
方

は
初

め
か

ら
論

外
で

す
が

・
・
・
・
・
。

で
も

、
パ

ー
キ

ン
ソ

ン
の

人
は

薬
に

よ
っ

て
は

制
限

さ
れ

て
ま

す
が

、
う

ま
く

薬
を

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

で
き

て
い

る
人

は
、
た

く
さ

ん
の

患
者

が
Ｑ

Ｏ
Ｌ
を

高
め

て
車

を
運

転
し

て
い

ま
す

。
ち

ょ
っ

と
、
比

べ
る

対
照

が
違

う
と

お
思

い
で

し
ょ

う
が

、
ど

ち
ら

も
自

力
で

長
い

距
離

を
歩

か
な

く
て

も
い

い
、
自

力
で

は
歩

く
こ

と
が

難
し

い
し

、
バ

ス
や

電
車

は
乗

り
降

り
が

大
変

な
の

に
、
自

転
車

や
、
車

は
、
行

き
た

い
と

こ
ろ

に
自

由
に

い
け

る
、
・
・
・
家

に
こ

も
る

と
い

ず
れ

は
体

力
、
知

力
、
心

、
さ

え
も

、
病

の
せ

い
に

さ
れ

て
悲

惨
な

闘
病

を
強

い
ら

れ
る

運
命

が
待

っ
て

い
る

の
で

す
。
自

ら
右

肩
下

が
り

を
た

ど
っ

て
い

く
し

か
な

い
病

に
負

け
て

し
ま

わ
な

い
よ

う
自

分
か

ら
立

ち
上

が
っ

て
い

こ
う

と
思

っ
て

い
ま

す
。

と
こ

ろ
で

。
完

全
に

足
が

つ
く

、
安

定
感

の
あ

る
、
大

人
も

乗
れ

る
、
ペ

ダ
ル

が
押

し
て

歩
く

と
き

に
、
足

に
当

た
っ

て
痛

く
な

ら
な

い
、
重

た
く

な
く

て
、
丈

夫
な

も
の

。
を

作
っ

て
欲

し
い

の
で

す
が

。
今

の
私

の
は

、
と

て
も

思
い

の
で

す
。

4
9

0
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

補
聴

器
補

聴
器

の
お

試
し

サ
ロ

ン
等

の
設

置
高

齢
者

に
多

く
見

ら
れ

る
補

聴
器

の
不

具
合

に
つ

い
て

で
す

が
、

2
－

3
回

ま
で

は
、
販

売
店

に
調

整
に

伺
う

も
の

の
、
改

善
さ

れ
な

い
と

結
局

、
つ

か
わ

れ
な

く
な

っ
て

し
ま

い
ま

す
。

色
々

な
タ

イ
プ

が
改

善
さ

れ
新

製
品

が
出

て
い

る
よ

う
で

す
が

本
人

の
生

活
改

善
に

つ
な

が
る

も
の

か
、
大

変
迷

い
ま

す
。

使
い

勝
手

、
生

活
環

境
な

ど
を

含
め

て
体

験
で

き
る

の
が

無
駄

な
費

用
も

な
く

望
ま

し
い

と
考

え
ま

す
。

特
定

の
メ

ー
カ

ー
に

捕
ま

る
こ

と
な

く
、

一
個

人
で

は
む

ず
か

し
い

取
り

組
み

で
も

あ
り

、
同

様
の

問
題

を
抱

え
る

人
は

潜
在

的
に

も
多

く
改

善
で

き
た

ら
良

い
か

と
思

い
ま

す
。

4
9

1
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
利

用
者

パ
ー

キ
ン

ソ
ン

の
前

傾
姿

勢
矯

正
ギ

ブ
ス

肢
体

不
自

由
者

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
そ

の
他

パ
ー

キ
ン

ソ
ン

で
は

、
少

し
ず

つ
、
前

傾
姿

勢
に

な
っ

て
い

き
、
歩

行
困

難
、
か

ら
、
寝

た
き

り
、
と

、
最

悪
の

結
果

に
陥

い
り

ま
す

。
そ

れ
を

く
い

と
め

る
こ

と
が

、
Ｑ

Ｏ
Ｌ
を

高
め

、
介

護
を

減
ら

す
こ

と
が

出
来

る
、
唯

一
の

手
段

で
す

。
補

助
器

具
に

こ
れ

を
ぜ

ひ
も

と
め

た
い

の
で

す
。

リ
ハ

ビ
リ

に
週

一
程

度
の

３
０

分
程

ぐ
ら

い
か

け
る

程
度

の
消

極
的

な
対

策
で

は
お

い
つ

き
ま

せ
ん

。
日

常
、
姿

勢
を

自
動

的
に

補
正

し
て

く
れ

る
見

掛
け

も
軽

く
コ

ン
パ

ク
ト

な
ギ

ブ
ス

の
よ

う
な

も
の

を
開

発
し

て
く

だ
さ

い
。

　 姿
勢

が
美

し
け

れ
ば

、
少

し
で

も
人

間
の

尊
厳

を
感

じ
ら

れ
る

上
に

、
姿

勢
の

矯
正

が
日

常
で

で
き

た
ら

希
望

の
光

が
見

え
て

き
そ

う
で

、
開

発
お

願
い

し
ま

す
。
ロ

ボ
ッ

ト
ス

ー
ツ

の
ハ

ル
　
の

よ
う

に
お

ね
が

い
し

ま
す

。

4
9

2
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
の

び
の

び
全

身
つ

な
ぎ

の
下

着
・
・
・
お

し
ゃ

れ
な

色
を

そ
ろ

え
て

肢
体

不
自

由
者

ス
ト

レ
ッ

チ
素

材
で

か
る

く
て

伸
び

の
い

い
素

材
を

使
っ

て
、
レ

オ
タ

ー
ド

や
ウ

ェ
ッ

ト
ス

‐ツ
の

よ
う

な
下

着
に

し
ま

す
。

伸
び

る
素

材
な

の
で

、
脱

ぎ
着

が
し

や
す

く
、
ど

う
に

か
自

分
ひ

と
り

で
も

、
ま

た
、
介

助
に

な
れ

な
い

ひ
と

も
、
一

か
い

で
全

身
を

包
み

込
む

こ
と

が
出

来
ま

す
。
手

洗
い

の
と

き
下

着
の

上
げ

下
げ

の
出

来
な

い
人

も
、
窓

を
深

く
取

っ
て

れ
ば

脱
ぐ

こ
と

な
く

窓
を

大
き

く
開

い
て

、
用

を
済

ま
せ

ら
れ

ま
す

。
窓

は
折

り
重

な
っ

て
二

重
に

な
っ

て
ま

す
。
な

ん
だ

か
、
赤

ち
ゃ

ん
の

つ
な

ぎ
を

思
い

出
し

ま
す

ね
。
で

も
あ

れ
は

お
し

ゃ
れ

に
は

な
り

ま
せ

ん
け

ど
ね

。
あ

と
は

チ
ュ

ニ
ッ

ク
で

コ
－

デ
ィ

ネ
ー

ト
、

ま
だ

ま
だ

自
立

の
意

欲
が

あ
る

人
の

た
め

の
マ

イ
ナ

ー
な

ア
イ

デ
ィ

ア
で

す
い

ま
せ

ん
。
；
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

4
8

8
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
コ

ル
セ

ッ
ト

　
外

巻
き

型
カ

ラ
フ

ル
デ

ザ
イ

ン
肢

体
不

自
由

者
視

覚
障

害
者

 聴
覚

障
害

者
 言

語
障

害
者

 盲
ろ

う
者

 障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
 そ

の
他

腰
痛

の
あ

る
方

が
コ

ル
セ

ッ
ト

を
使

う
と

き
、
通

常
、
白

か
、
黒

の
一

色
で

　
肌

着
の

上
か

ら
セ

ッ
ト

す
る

も
の

と
な

っ
て

い
る

よ
う

で
す

。
い

か
に

も
年

寄
り

っ
ぽ

く
て

、
人

に
見

せ
る

の
は

タ
ブ

ー
な

イ
メ

ー
ジ

が
あ

る
ん

で
。

し
か

し
意

外
と

腰
痛

も
ち

の
人

で
、
若

い
人

も
多

い
ん

で
す

。
こ

れ
を

逆
転

の
発

想
で

お
も

い
き

り
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
ア

イ
テ

ム
と

し
て

気
軽

に
使

お
う

じ
ゃ

な
い

か
と

い
う

こ
と

で
提

案
し

ま
す

。
こ

れ
か

ら
は

、
コ

ル
セ

ッ
ト

は
服

の
上

か
ら

巻
き

ま
す

。
、

い
ろ

い
ろ

な
カ

ラ
フ

ル
な

柄
だ

と
か

、
モ

ノ
ト

ー
ン

だ
と

か
で

、
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
性

を
持

た
せ

る
の

で
す

。
見

え
る

コ
ル

セ
ッ

ト
は

医
療

器
具

で
は

な
く

も
う

、
お

し
ゃ

れ
の

一
つ

に
変

わ
り

ま
す

。
気

軽
な

着
用

・
着

脱
が

気
に

な
り

ま
せ

ん
。
ま

る
で

マ
フ

ラ
ー

を
つ

け
た

り
は

ず
し

た
り

す
る

よ
う

に
気

軽
で

お
し

ゃ
れ

な
も

の
に

商
品

化
す

る
の

で
す

。
、

実
は

私
は

パ
ー

キ
ン

ソ
ン

で
腰

が
痛

む
の

で
す

が
、
外

出
先

で
、
コ

ル
セ

ッ
ト

は
外

に
ま

い
て

お
か

な
い

と
手

が
動

か
な

い
と

き
ト

イ
レ

で
は

ず
す

こ
と

が
出

来
ず

大
変

な
思

い
を

し
ま

し
た

。
広

い
ベ

ル
ト

の
よ

う
に

黒
の

コ
ル

セ
ッ

ト
を

外
に

巻
い

て
は

ず
す

の
が

楽
に

な
る

よ
う

に
し

て
い

ま
す

。
黒

は
引

き
締

ま
っ

て
い

い
色

で
す

が
、
さ

び
し

い
も

の
で

す
。
カ

ラ
フ

ル
だ

っ
た

ら
、
以

外
に

た
の

し
く

な
る

よ
う

な
気

が
し

て
こ

こ
に

提
案

さ
せ

て
頂

き
ま

し
た

。

4
8

9
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
安

全
ら

く
ち

ん
自

転
車

肢
体

不
自

由
者

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
そ

の
他

パ
ー

キ
ン

ソ
ン

の
人

は
腰

が
曲

が
っ

て
し

ま
っ

た
り

、
突

進
や

こ
き

ざ
み

歩
行

、
す

く
み

足
、
な

ど
で

、
自

力
で

歩
こ

う
と

す
る

と
、
歩

け
な

く
な

る
人

が
い

る
の

で
す

が
、
自

転
車

に
す

い
す

い
乗

れ
る

の
は

な
ぜ

？
・
・
・
・
と

い
う

疑
問

は
、
介

護
し

た
こ

と
の

あ
る

人
な

ら
、
も

し
く

は
、
身

内
に

パ
ー

キ
ン

ソ
ン

の
方

が
お

ら
れ

た
ら

、
か

な
り

知
ら

れ
て

い
る

話
で

す
。
も

ち
ろ

ん
怖

く
て

乗
れ

な
い

と
思

わ
れ

る
方

、
乗

る
気

の
な

い
方

は
初

め
か

ら
論

外
で

す
が

・
・
・
・
・
。

で
も

、
パ

ー
キ

ン
ソ

ン
の

人
は

薬
に

よ
っ

て
は

制
限

さ
れ

て
ま

す
が

、
う

ま
く

薬
を

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

で
き

て
い

る
人

は
、
た

く
さ

ん
の

患
者

が
Ｑ

Ｏ
Ｌ
を

高
め

て
車

を
運

転
し

て
い

ま
す

。
ち

ょ
っ

と
、
比

べ
る

対
照

が
違

う
と

お
思

い
で

し
ょ

う
が

、
ど

ち
ら

も
自

力
で

長
い

距
離

を
歩

か
な

く
て

も
い

い
、
自

力
で

は
歩

く
こ

と
が

難
し

い
し

、
バ

ス
や

電
車

は
乗

り
降

り
が

大
変

な
の

に
、
自

転
車

や
、
車

は
、
行

き
た

い
と

こ
ろ

に
自

由
に

い
け

る
、
・
・
・
家

に
こ

も
る

と
い

ず
れ

は
体

力
、
知

力
、
心

、
さ

え
も

、
病

の
せ

い
に

さ
れ

て
悲

惨
な

闘
病

を
強

い
ら

れ
る

運
命

が
待

っ
て

い
る

の
で

す
。
自

ら
右

肩
下

が
り

を
た

ど
っ

て
い

く
し

か
な

い
病

に
負

け
て

し
ま

わ
な

い
よ

う
自

分
か

ら
立

ち
上

が
っ

て
い

こ
う

と
思

っ
て

い
ま

す
。

と
こ

ろ
で

。
完

全
に

足
が

つ
く

、
安

定
感

の
あ

る
、
大

人
も

乗
れ

る
、
ペ

ダ
ル

が
押

し
て

歩
く

と
き

に
、
足

に
当

た
っ

て
痛

く
な

ら
な

い
、
重

た
く

な
く

て
、
丈

夫
な

も
の

。
を

作
っ

て
欲

し
い

の
で

す
が

。
今

の
私

の
は

、
と

て
も

思
い

の
で

す
。

4
9

0
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

補
聴

器
補

聴
器

の
お

試
し

サ
ロ

ン
等

の
設

置
高

齢
者

に
多

く
見

ら
れ

る
補

聴
器

の
不

具
合

に
つ

い
て

で
す

が
、

2
－

3
回

ま
で

は
、
販

売
店

に
調

整
に

伺
う

も
の

の
、
改

善
さ

れ
な

い
と

結
局

、
つ

か
わ

れ
な

く
な

っ
て

し
ま

い
ま

す
。

色
々

な
タ

イ
プ

が
改

善
さ

れ
新

製
品

が
出

て
い

る
よ

う
で

す
が

本
人

の
生

活
改

善
に

つ
な

が
る

も
の

か
、
大

変
迷

い
ま

す
。

使
い

勝
手

、
生

活
環

境
な

ど
を

含
め

て
体

験
で

き
る

の
が

無
駄

な
費

用
も

な
く

望
ま

し
い

と
考

え
ま

す
。

特
定

の
メ

ー
カ

ー
に

捕
ま

る
こ

と
な

く
、

一
個

人
で

は
む

ず
か

し
い

取
り

組
み

で
も

あ
り

、
同

様
の

問
題

を
抱

え
る

人
は

潜
在

的
に

も
多

く
改

善
で

き
た

ら
良

い
か

と
思

い
ま

す
。

4
9

1
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
利

用
者

パ
ー

キ
ン

ソ
ン

の
前

傾
姿

勢
矯

正
ギ

ブ
ス

肢
体

不
自

由
者

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
そ

の
他

パ
ー

キ
ン

ソ
ン

で
は

、
少

し
ず

つ
、
前

傾
姿

勢
に

な
っ

て
い

き
、
歩

行
困

難
、
か

ら
、
寝

た
き

り
、
と

、
最

悪
の

結
果

に
陥

い
り

ま
す

。
そ

れ
を

く
い

と
め

る
こ

と
が

、
Ｑ

Ｏ
Ｌ
を

高
め

、
介

護
を

減
ら

す
こ

と
が

出
来

る
、
唯

一
の

手
段

で
す

。
補

助
器

具
に

こ
れ

を
ぜ

ひ
も

と
め

た
い

の
で

す
。

リ
ハ

ビ
リ

に
週

一
程

度
の

３
０

分
程

ぐ
ら

い
か

け
る

程
度

の
消

極
的

な
対

策
で

は
お

い
つ

き
ま

せ
ん

。
日

常
、
姿

勢
を

自
動

的
に

補
正

し
て

く
れ

る
見

掛
け

も
軽

く
コ

ン
パ

ク
ト

な
ギ

ブ
ス

の
よ

う
な

も
の

を
開

発
し

て
く

だ
さ

い
。

　 姿
勢

が
美

し
け

れ
ば

、
少

し
で

も
人

間
の

尊
厳

を
感

じ
ら

れ
る

上
に

、
姿

勢
の

矯
正

が
日

常
で

で
き

た
ら

希
望

の
光

が
見

え
て

き
そ

う
で

、
開

発
お

願
い

し
ま

す
。
ロ

ボ
ッ

ト
ス

ー
ツ

の
ハ

ル
　
の

よ
う

に
お

ね
が

い
し

ま
す

。

4
9

2
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
の

び
の

び
全

身
つ

な
ぎ

の
下

着
・
・
・
お

し
ゃ

れ
な

色
を

そ
ろ

え
て

肢
体

不
自

由
者

ス
ト

レ
ッ

チ
素

材
で

か
る

く
て

伸
び

の
い

い
素

材
を

使
っ

て
、
レ

オ
タ

ー
ド

や
ウ

ェ
ッ

ト
ス

‐ツ
の

よ
う

な
下

着
に

し
ま

す
。

伸
び

る
素

材
な

の
で

、
脱

ぎ
着

が
し

や
す

く
、
ど

う
に

か
自

分
ひ

と
り

で
も

、
ま

た
、
介

助
に

な
れ

な
い

ひ
と

も
、
一

か
い

で
全

身
を

包
み

込
む

こ
と

が
出

来
ま

す
。
手

洗
い

の
と

き
下

着
の

上
げ

下
げ

の
出

来
な

い
人

も
、
窓

を
深

く
取

っ
て

れ
ば

脱
ぐ

こ
と

な
く

窓
を

大
き

く
開

い
て

、
用

を
済

ま
せ

ら
れ

ま
す

。
窓

は
折

り
重

な
っ

て
二

重
に

な
っ

て
ま

す
。
な

ん
だ

か
、
赤

ち
ゃ

ん
の

つ
な

ぎ
を

思
い

出
し

ま
す

ね
。
で

も
あ

れ
は

お
し

ゃ
れ

に
は

な
り

ま
せ

ん
け

ど
ね

。
あ

と
は

チ
ュ

ニ
ッ

ク
で

コ
－

デ
ィ

ネ
ー

ト
、

ま
だ

ま
だ

自
立

の
意

欲
が

あ
る

人
の

た
め

の
マ

イ
ナ

ー
な

ア
イ

デ
ィ

ア
で

す
い

ま
せ

ん
。
；
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

4
9

3
2

0
1
2

新
製

品
・
技

術
屋

内
の

移
動

 屋
外

の
移

動
そ

の
他

(場
面

)衝
撃

吸
収

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

頭
部

保
護

保
護

帽
の

新
し

い
ス

タ
イ

ル
、
そ

れ
が

D
O

D
A

で
す

　
D

O
D

A
は

株
式

会
社

プ
ロ

ッ
プ

と
静

岡
て

ん
か

ん
・
神

経
医

療
セ

ン
タ

ー
と

共
同

に
開

発
し

た
商

品
で

す
。

　
外

観
は

普
通

の
キ

ャ
ッ

プ
で

す
が

、
中

は
強

化
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
で

頭
を

し
っ

か
り

ガ
ー

ド
！

安
全

性
だ

け
で

な
く

い
つ

も
身

に
つ

け
る

物
だ

か
ら

オ
シ

ャ
レ

を
し

た
い

と
の

声
に

お
応

え
し

て
誕

生
し

ま
し

た
。
従

来
の

も
の

よ
り

も
強

力
な

衝
撃

吸
収

力
を

実
現

し
、
転

倒
時

の
ダ

メ
ー

ジ
を

軽
減

し
ま

す
。
し

か
も

、
質

量
は

わ
ず

か
3

0
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g
で

す
。
D

O
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A
で

ス
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ー
テ

ィ
ー

に
ス

タ
イ

リ
ッ

シ
ュ

に
、
き

っ
と

出
か

け
る

こ
と

が
楽

し
み

に
な

る
で

し
ょ

う
。

　
サ

イ
ズ

は
頭

囲
が

最
大

5
8

C
M

ま
で

対
応

可
能

で
す

。
5

8
C

M
よ

り
小

さ
い

場
合

は
マ

ジ
ッ

ク
テ

ー
プ

と
内

側
の

ク
ッ

シ
ョ

ン
の

位
置

で
調

整
で

き
ま

す
。

　
ま

た
、
気

分
を

変
え

て
違

っ
た

デ
ザ

イ
ン

の
保

護
帽

を
か

ぶ
り

た
い

と
い

う
要

望
に

も
お

応
え

し
て

、
チ

ェ
ン

ジ
カ

バ
ー

も
ご

用
意

し
て

お
り

ま
す

。

　
D

O
D

A
は

自
治

体
の

日
常

生
活

用
具

と
し

て
認

定
さ

れ
て

い
ま

す
。
ご

申
請

を
希

望
の

場
合

は
最

寄
り

の
自

治
体

の
福

祉
課

ま
で

お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

。

　
商

品
に

関
し

て
、
詳

し
い

情
報

は
下
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ま

で
お
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合
わ

せ
く

だ
さ

い
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4
9

4
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
歩

行
器

利
用

者
軽

々
歩

行
器

　
(　

公
共

の
バ

ス
・
電

車
に

も
一

人
で

乗
れ

る
　
！

　
）

肢
体

不
自

由
者

腰
が

痛
ん

で
歩

け
な

い
人

た
ち

で
も

、
歩

行
器

が
あ

れ
ば

長
い

距
離

を
歩

く
こ

と
が

出
来

ル
人

は
実

は
ま

だ
い

っ
ぱ

い
い

ま
す

。
で

も
そ

ん
な

ひ
と

で
も

、
家

か
ら

出
て

い
け

な
く

な
る

の
は

、
歩

行
器

が
外

出
用

に
作

ら
れ

て
な

い
か

ら
で

す
。

歩
行

器
は

た
い

が
い

、
重

く
て

大
き

く
て

、
リ

ハ
ビ

リ
向

け
や

、
室

内
用

だ
け

に
な

っ
て

る
も

の
が

多
い

の
で

す
。
軽

く
て

、
丈

夫
で

コ
ン

パ
ク

ト
に

た
た

め
る

、
安

定
性

も
考

慮
し

た
、
そ

ん
な

歩
行

補
助

器
が

欲
し

い
の

で
す

。
公

共
の

乗
り

物
に

も
乗

れ
る

よ
う

に
た

た
ん

で
軽

く
持

て
る

も
の

が
欲

し
い

で
す

。

シ
ョ

ッ
ピ

ン
グ

カ
－

ト
は

歩
行

器
に

は
無

理
で

す
。

4
9

5
2

0
1
2

新
製

品
・
技

術
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

発
声

装
置

気
管

内
挿

管
患

者
さ

ん
の

発
声

装
置

す
で

に
開

発
さ

れ
て

い
る

の
な

ら
ば

教
え

て
欲

し
い

と
思

い
ま

す
。

気
管

切
開

さ
れ

て
い

る
患

者
さ

ん
で

も
使

え
る

な
ら

、
そ

れ
も

有
用

に
思

い
ま

す
。

一
時

的
で

も
気

管
内

挿
管

さ
れ

て
い

る
と

相
当

な
ス

ト
レ

ス
で

あ
り

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

取
れ

な
い

こ
と

が
患

者
さ

ん
本

人
も

介
護

者
に

も
イ

ラ
イ

ラ
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

手
が

使
え

る
と

筆
談

と
い

う
手

も
あ

り
ま

す
が

、
使

え
な

い
事

態
も

多
々

あ
り

ま
す

。
声

帯
付

近
の

皮
膚

に
マ

イ
ク

を
取

り
付

け
、
擦

れ
た

り
す

る
雑

音
を

フ
ィ

ル
タ

ー
で

消
し

、
ボ

イ
ス

チ
ェ

ン
ジ

ャ
ー

を
用

い
て

、
好

み
の

声
で

発
声

で
き

れ
ば

、
大

助
か

り
で

す
。

4
9

6
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
車

い
す

医
療

専
門

職
角

度
計

付
き

車
い

す
肢

体
不

自
由

者
確

認
と

要
望

私
の

病
院

で
は

重
症

化
に

と
も

な
い

、
テ

ィ
ル

ト
リ

ク
ラ

の
車

い
す

を
使

用
す

る
事

が
多

く
あ

り
ま

す
が

、
病

棟
の

ス
タ

ッ
フ

間
で

も
角

度
の

統
一

が
曖

昧
な

場
面

が
多

く
あ

り
ま

す
。
ま

た
、
退

院
の

際
に

在
宅

で
の

家
族

や
施

設
の

ス
タ

ッ
フ

な
ど

が
使

用
す

る
時

も
角

度
が

曖
昧

に
な

り
、
誤

嚥
の

リ
ス

ク
や

褥
創

の
リ

ク
ス

も
高

く
な

っ
て

い
る

状
況

も
み

ら
れ

ま
す

。

誰
も

が
簡

単
に

統
一

し
た

角
度

で
車

い
す

が
調

整
で

き
る

よ
う

な
、
角

度
計

な
ど

で
数

値
化

で
き

る
車

い
す

が
あ

っ
た

ら
助

か
り

ま
す

。
私

が
知

ら
な

い
だ

け
か

も
し

れ
ま

せ
ん

で
の

、
既

存
の

も
の

が
あ

れ
ば

ご
紹

介
く

だ
さ

い
。
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2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
利

用
者

歩
行

器
や

補
助

カ
ー

ト
の

た
た

み
方

が
お

か
し

い
の

で
は

？

肢
体

不
自

由
者

こ
れ

ら
の

も
の

は
、
前

後
に

た
た

む
よ

う
に

な
っ

て
い

る
も

の
が

ほ
と

ん
ど

で
、
細

い
道

、
階

段
、
エ

ス
カ

レ
ー

タ
ー

や
え

、
車

の
乗

り
降

り
、
電

車
の

乗
り

降
り

に
、
か

か
え

に
く

く
て

使
え

な
い

。
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9
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0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
利

用
者

の
家

族
バ

ス
ブ

リ
ッ

ジ
（
高

さ
・

幅
等

の
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

対
応

品
）

肢
体

不
自

由
者

浴
槽

か
ら

浴
槽

隣
の

棚
に

か
け

て
　
し

っ
か

り
と

固
定

で
き

る
バ

ス
ブ

リ
ッ

ジ
で

、
高

さ
・
幅

を
現

状
の

浴
槽

に
合

わ
せ

て
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

で
き

る
品

を
希

望
し

て
い

ま
す

。
ブ

リ
ッ

ジ
に

掛
け

る
ボ

ー
ド

の
素

材
は

、
市

販
品

の
木

製
で

は
な

く
、
バ

ス
ボ

ー
ド

に
使

用
さ

れ
て

い
る

よ
う

な
滑

り
止

め
加

工
の

物
で

、
厚

み
も

2
セ

ン
チ

程
の

薄
く

て
頑

丈
な

物
。

ボ
ー

ド
は

取
り

外
し

が
出

来
た

ら
尚

良
く

、
利

用
者

が
介

助
無

し
で

も
使

用
で

き
る

よ
う

に
安

定
感

が
あ

る
と

有
難

い
で

す
。

現
在

市
販

さ
れ

て
い

る
バ

ス
ブ

リ
ッ

ジ
は

高
さ

3
5

セ
ン

チ
～

対
応

と
の

こ
と

で
、
高

さ
3

5
セ

ン
チ

以
下

に
関

し
て

は
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

は
し

て
い

な
い

と
の

こ
と

。
高

さ
2

8
セ

ン
チ

の
我

が
家

の
浴

室
状

況
で

は
不

向
き

で
、
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

し
て

く
だ

さ
る

製
作

所
を

探
し

て
お

り
ま

す
。
埼

玉
県

在
住

な
の

で
見

積
も

り
訪

問
で

き
る

方
を

探
し

て
お

り
ま

す
。
ど

う
ぞ

宜
し

く
お

願
い

致
し

ま
す

。
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収
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の
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生
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転
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メ
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こ
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に
な

る
で

し
ょ

う
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は
頭

囲
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最
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8
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M

ま
で
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可
能

で
す
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ジ
ッ
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の

位
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調
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分
を
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違
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デ
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ン

の
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護
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ぶ
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た
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と
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う
要

望
に

も
お

応
え

し
て

、
チ

ェ
ン

ジ
カ

バ
ー

も
ご

用
意

し
て

お
り

ま
す

。

　
D

O
D
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は

自
治

体
の

日
常

生
活

用
具

と
し

て
認

定
さ

れ
て
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ま

す
。
ご

申
請

を
希

望
の

場
合
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最
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の
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治
体
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福
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課

ま
で
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要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
歩

行
器

利
用

者
軽

々
歩

行
器

　
(　

公
共

の
バ

ス
・
電

車
に

も
一

人
で

乗
れ

る
　
！

　
）

肢
体

不
自

由
者

腰
が

痛
ん

で
歩

け
な

い
人

た
ち

で
も

、
歩

行
器

が
あ

れ
ば

長
い

距
離

を
歩

く
こ

と
が

出
来

ル
人

は
実

は
ま

だ
い

っ
ぱ

い
い

ま
す

。
で

も
そ

ん
な

ひ
と

で
も

、
家

か
ら

出
て

い
け

な
く

な
る

の
は

、
歩

行
器

が
外

出
用

に
作

ら
れ

て
な

い
か

ら
で

す
。

歩
行

器
は

た
い

が
い

、
重

く
て

大
き

く
て

、
リ

ハ
ビ

リ
向

け
や

、
室

内
用

だ
け

に
な

っ
て

る
も

の
が

多
い

の
で

す
。
軽

く
て

、
丈

夫
で

コ
ン

パ
ク

ト
に

た
た

め
る

、
安

定
性

も
考

慮
し

た
、
そ

ん
な

歩
行

補
助

器
が

欲
し

い
の

で
す

。
公

共
の

乗
り

物
に

も
乗

れ
る

よ
う

に
た

た
ん

で
軽

く
持

て
る

も
の

が
欲

し
い

で
す

。

シ
ョ

ッ
ピ

ン
グ

カ
－

ト
は

歩
行

器
に

は
無

理
で

す
。

4
9

5
2

0
1
2

新
製

品
・
技

術
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

発
声

装
置

気
管

内
挿

管
患

者
さ

ん
の

発
声

装
置

す
で

に
開

発
さ

れ
て

い
る

の
な

ら
ば

教
え

て
欲

し
い

と
思

い
ま

す
。

気
管

切
開

さ
れ

て
い

る
患

者
さ

ん
で

も
使

え
る

な
ら

、
そ

れ
も

有
用

に
思

い
ま

す
。

一
時

的
で

も
気

管
内

挿
管

さ
れ

て
い

る
と

相
当

な
ス

ト
レ

ス
で

あ
り

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

取
れ

な
い

こ
と

が
患

者
さ

ん
本

人
も

介
護

者
に

も
イ

ラ
イ

ラ
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

手
が

使
え

る
と

筆
談

と
い

う
手

も
あ

り
ま

す
が

、
使

え
な

い
事

態
も

多
々

あ
り

ま
す

。
声

帯
付

近
の

皮
膚

に
マ

イ
ク

を
取

り
付

け
、
擦

れ
た

り
す

る
雑

音
を

フ
ィ

ル
タ

ー
で

消
し

、
ボ

イ
ス

チ
ェ

ン
ジ

ャ
ー

を
用

い
て

、
好

み
の

声
で

発
声

で
き

れ
ば

、
大

助
か

り
で

す
。

4
9

6
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
車

い
す

医
療

専
門

職
角

度
計

付
き

車
い

す
肢

体
不

自
由

者
確

認
と

要
望

私
の

病
院

で
は

重
症

化
に

と
も

な
い

、
テ

ィ
ル

ト
リ

ク
ラ

の
車

い
す

を
使

用
す

る
事

が
多

く
あ

り
ま

す
が

、
病

棟
の

ス
タ

ッ
フ

間
で

も
角

度
の

統
一

が
曖

昧
な

場
面

が
多

く
あ

り
ま

す
。
ま

た
、
退

院
の

際
に

在
宅

で
の

家
族

や
施

設
の

ス
タ

ッ
フ

な
ど

が
使

用
す

る
時

も
角

度
が

曖
昧

に
な

り
、
誤

嚥
の

リ
ス

ク
や

褥
創

の
リ

ク
ス

も
高

く
な

っ
て

い
る

状
況

も
み

ら
れ

ま
す

。

誰
も

が
簡

単
に

統
一

し
た

角
度

で
車

い
す

が
調

整
で

き
る

よ
う

な
、
角

度
計

な
ど

で
数

値
化

で
き

る
車

い
す

が
あ

っ
た

ら
助

か
り

ま
す

。
私

が
知

ら
な

い
だ

け
か

も
し

れ
ま

せ
ん

で
の

、
既

存
の

も
の

が
あ

れ
ば

ご
紹

介
く

だ
さ

い
。

4
9

7
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
利

用
者

歩
行

器
や

補
助

カ
ー

ト
の

た
た

み
方

が
お

か
し

い
の

で
は

？

肢
体

不
自

由
者

こ
れ

ら
の

も
の

は
、
前

後
に

た
た

む
よ

う
に

な
っ

て
い

る
も

の
が

ほ
と

ん
ど

で
、
細

い
道

、
階

段
、
エ

ス
カ

レ
ー

タ
ー

や
え

、
車

の
乗

り
降

り
、
電

車
の

乗
り

降
り

に
、
か

か
え

に
く

く
て

使
え

な
い

。

4
9

8
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
利

用
者

の
家

族
バ

ス
ブ

リ
ッ

ジ
（
高

さ
・

幅
等

の
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

対
応

品
）

肢
体

不
自

由
者

浴
槽

か
ら

浴
槽

隣
の

棚
に

か
け

て
　
し

っ
か

り
と

固
定

で
き

る
バ

ス
ブ

リ
ッ

ジ
で

、
高

さ
・
幅

を
現

状
の

浴
槽

に
合

わ
せ

て
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

で
き

る
品

を
希

望
し

て
い

ま
す

。
ブ

リ
ッ

ジ
に

掛
け

る
ボ

ー
ド

の
素

材
は

、
市

販
品

の
木

製
で

は
な

く
、
バ

ス
ボ

ー
ド

に
使

用
さ

れ
て

い
る

よ
う

な
滑

り
止

め
加

工
の

物
で

、
厚

み
も

2
セ

ン
チ

程
の

薄
く

て
頑

丈
な

物
。

ボ
ー

ド
は

取
り

外
し

が
出

来
た

ら
尚

良
く

、
利

用
者

が
介

助
無

し
で

も
使

用
で

き
る

よ
う

に
安

定
感

が
あ

る
と

有
難

い
で

す
。

現
在

市
販

さ
れ

て
い

る
バ

ス
ブ

リ
ッ

ジ
は

高
さ

3
5

セ
ン

チ
～

対
応

と
の

こ
と

で
、
高

さ
3

5
セ

ン
チ

以
下

に
関

し
て

は
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

は
し

て
い

な
い

と
の

こ
と

。
高

さ
2

8
セ

ン
チ

の
我

が
家

の
浴

室
状

況
で

は
不

向
き

で
、
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

し
て

く
だ

さ
る

製
作

所
を

探
し

て
お

り
ま

す
。
埼

玉
県

在
住

な
の

で
見

積
も

り
訪

問
で

き
る

方
を

探
し

て
お

り
ま

す
。
ど

う
ぞ

宜
し

く
お

願
い

致
し

ま
す

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

4
9

9
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
風

呂
や

シ
ャ

ワ
ー

入
浴

関
連

用
具

バ
ス

ブ
リ

ッ
ジ

（
高

さ
・

幅
等

の
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

対
応

品
）

内
容

 浴
槽

か
ら

浴
槽

隣
の

棚
に

か
け

て
　
し

っ
か

り
と

固
定

で
き

る
バ

ス
ブ

リ
ッ

ジ
で

、
高

さ
・
幅

を
現

状
の

浴
槽

に
合

わ
せ

て
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

し
て

下
さ

る
メ

ー
カ

ー
を

探
し

て
い

ま
す

。
自

立
支

援
の

為
の

モ
ノ

を
希

望
し

て
い

ま
す

。
浴

槽
が

狭
く

な
る

為
、
取

り
付

け
時

と
取

り
外

し
時

に
介

助
の

必
要

と
な

る
バ

ス
ボ

ー
ド

の
よ

う
な

希
望

し
て

お
ら

ず
、
バ

ス
ブ

リ
ッ

ジ
を

掛
け

た
ま

ま
入

浴
し

た
り

、
バ

ス
タ

ブ
外

に
出

ら
れ

る
よ

う
な

自
立

支
援

用
品

を
探

し
て

い
ま

す
。

ブ
リ

ッ
ジ

に
掛

け
る

ボ
ー

ド
の

素
材

は
、
滑

り
止

め
加

工
が

施
さ

れ
、
薄

く
て

頑
丈

な
物

を
希

望
し

て
い

ま
す

。
（
ボ

ー
ド

は
取

り
外

し
が

出
来

た
ら

尚
有

難
い

で
す

。
）

現
在

市
販

さ
れ

て
い

る
バ

ス
ブ

リ
ッ

ジ
は

高
さ

の
み

の
特

注
は

受
け

て
い

る
と

の
こ

と
で

し
た

が
、
幅

や
天

板
の

素
材

（
滑

る
の

で
木

製
以

外
を

希
望

）
等

に
対

応
し

て
い

な
い

と
の

こ
と

で
し

た
。
（
我

が
家

は
埋

め
込

み
式

浴
槽

で
、
バ

ス
ブ

リ
ッ

ジ
の

足
に

当
た

る
部

分
は

、
高

さ
2

8
セ

ン
チ

と
な

り
ま

す
。
）

埼
玉

県
在

住
な

の
で

見
積

も
り

訪
問

で
き

る
方

を
探

し
て

お
り

ま
す

。
ど

う
ぞ

宜
し

く
お

願
い

致
し

ま
す

。

5
0

0
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
利

用
者

の
家

族
バ

ス
ボ

ー
ド

肢
体

不
自

由
者

座
位

が
不

安
定

な
方

が
、
浴

槽
に

入
る

に
あ

た
り

、
電

動
も

し
く

は
ワ

ン
タ

ッ
チ

の
方

法
で

座
面

が
上

下
す

る
も

の
が

あ
れ

ば
良

い
の

で
す

が
。

在
宅

で
介

助
者

が
楽

に
介

助
出

来
ま

す
様

に
。

5
0

1
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
そ

の
ま

ま
バ

ス
タ

オ
ル

肢
体

不
自

由
者

入
浴

後
、
介

助
者

の
か

た
が

一
連

の
動

作
と

し
て

、
着

替
え

を
し

ま
す

が
、
汗

が
引

く
前

に
着

替
え

を
し

て
し

ま
う

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

寒
い

の
で

は
な

い
か

と
い

う
配

慮
か

ら
だ

と
思

い
ま

す
が

、
で

き
れ

ば
汗

が
ひ

い
て

か
ら

と
思

い
ま

す
。
そ

こ
で

手
足

の
形

、
ふ

ん
ど

し
様

に
形

を
取

り
、
し

ば
ら

く
そ

の
ま

ま
で

も
良

い
タ

オ
ル

が
あ

れ
ば

と
思

い
ま

す
。

5
0

2
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
移

乗
 風

呂
や

シ
ャ

ワ
ー

 そ
の

他
(場

面
)自

立
支

援
入

浴
関

連
用

具
 そ

の
他

(福
祉

用
具

)自
立

支
援

自
立

支
援

用
品

を
特

注
で

作
っ

て
頂

け
る

方
を

探
し

て
お

り
ま

す
。

ト
ス

テ
ム

が
開

発
し

た
『
腰

掛
が

出
来

る
サ

ー
モ

フ
タ

』
の

よ
う

な
素

晴
ら

し
い

商
品

を
我

が
家

の
バ

ス
タ

ブ
に

合
わ

せ
て

オ
ー

ダ
ー

メ
イ

ド
し

て
下

さ
る

方
を

探
し

て
お

り
ま

す
。

メ
ー

カ
ー

に
問

い
合

わ
せ

た
と

こ
ろ

、
ト

ス
テ

ム
の

バ
ス

タ
ブ

に
の

み
設

置
で

き
る

と
の

こ
と

で
し

た
。

Ｔ
Ｏ

Ｔ
Ｏ

の
ポ

リ
バ

ス
に

取
り

付
け

ら
れ

る
よ

う
な

知
恵

を
技

術
の

あ
る

方
が

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
し

た
ら

、
ご

一
報

頂
き

た
く

お
願

い
申

し
上

げ
ま

す
。

＊
市

販
品

の
改

造
や

　
安

全
性

・
耐

久
性

の
な

い
品

は
　
希

望
し

て
お

り
ま

せ
ん

が
、
何

か
お

知
恵

が
ご

ざ
い

ま
し

た
ら

　
お

借
り

で
き

た
ら

幸
い

で
す

。
ど

う
ぞ

宜
し

く
お

願
い

致
し

ま
す

。

5
0

3
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
利

用
者

の
家

族
隙

間
の

出
来

な
い

自
立

支
援

バ
ス

ボ
ー

ド
肢

体
不

自
由

者
傾

斜
の

あ
る

バ
ス

タ
ブ

で
困

っ
て

い
る

方
や

腰
掛

け
る

場
所

の
必

要
の

あ
る

方
の

為
に

、
介

護
用

品
の

隙
間

の
出

来
て

し
ま

う
バ

ス
ボ

ー
ド

で
は

な
く

、
よ

り
薄

く
頑

丈
で

取
り

外
し

も
出

来
る

風
呂

フ
タ

タ
イ

プ
の

バ
ス

ボ
ー

ド
を

　
後

付
け

タ
イ

プ
と

し
て

作
っ

て
頂

き
た

い
で

す
。

ど
ん

な
タ

イ
プ

の
バ

ス
タ

ブ
に

も
後

付
け

で
き

、
掃

除
も

し
や

す
い

よ
う

に
取

り
外

し
が

可
能

で
、

お
し

ゃ
れ

な
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
の

も
の

が
あ

れ
ば

、
普

段
介

護
さ

れ
て

い
る

こ
と

に
気

疲
れ

し
て

し
ま

っ
て

い
る

方
で

も
　
一

人
で

入
浴

で
き

る
か

も
し

れ
な

い
と

い
う

希
望

が
湧

く
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。
ど

う
ぞ

宜
し

く
お

願
い

致
し

ま
す

5
0

4
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
開

発
メ

ー
カ

ー
見

て
す

ぐ
に

障
が

い
者

と
分

か
る

杖
肢

体
不

自
由

者
視

覚
障

害
者

用
に

は
、
白

色
の

杖
を

使
用

し
て

い
る

の
で

、
一

般
の

人
が

杖
を

見
れ

ば
す

ぐ
に

視
覚

障
害

者
だ

と
分

か
り

ま
す

。
肢

体
障

が
い

者
用

は
、
黄

色
の

杖
に

統
一

す
る

と
同

じ
よ

う
に

す
ぐ

に
分

か
る

と
思

う
の

で
、
外

出
時

の
気

分
的

な
負

担
が

軽
減

出
来

る
と

思
う

の
で

、
ル

ー
ル

化
を

し
て

も
ら

い
た

い
で

す
。

皆
さ

ん
の

ご
意

見
を

お
待

ち
し

て
お

り
ま

す
。

5
0

5
2

0
1
1

新
製

品
・
技

術
屋

内
の

移
動

 屋
外

の
移

動
車

い
す

す
ん

止
メ

君
新

製
品

「
す

ん
止

メ
君

」
の

紹
介

で
す

。
車

椅
子

で
の

ヒ
ヤ

リ
ハ

ッ
ト

事
故

防
止

に
役

立
ち

ま
す

。
車

椅
子

の
停

止
の

際
に

サ
イ

ド
の

パ
ー

キ
ン

グ
ブ

レ
ー

キ
を

掛
け

忘
れ

た
場

合
、
人

が
立

っ
た


瞬

間
、
車

椅
子

が
後

ろ
に

下
が

る
事

を
防

ぐ
為

の
安

全
ス

ト
ッ

パ
ー

で
す

。
こ

れ
は

あ
く

ま
で

も
ブ

レ
ー

キ
の

ロ
ッ

ク
機

能
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
後

退
す

る
際


に

ス
ト

ッ
パ

ー
の

横
に

付
い

て
る

ゴ
ム

が
主

車
輪

の
リ

ム
に

食
い

つ
き

、
ゴ

ム
と

リ
ム

と
摩

擦
で

止
め

、
後

ろ
に

下
が

り
に

く
く

す
る

働
き

を
し

ま
す

。
人

が


座
っ

て
い

て
も

い
な

く
て

も
ど

ち
ら

も
有

効
で

す
。
人

が
座

っ
て

る
時

は
体

重
の

重
み

で
違

和
感

な
く

後
退

し
、
人

が
降

り
た

時
は

車
椅

子
の

重
さ

だ
け

を
支


え

る
働

き
を

し
ま

す
の

で
、
後

ろ
に

下
が

り
に

く
い

機
構

に
な

っ
て

ま
す

。
も

ち
ろ

ん
車

椅
子

に
後

付
け

が
可

能
で

す
。
ユ

ー
チ

ュ
ー

ブ
で

ご
覧

に
な

れ
ま

す
。
「
す

ん
止

メ
君

」
と

検
索

し
て

み
て

下
さ

い
！

5
0

6
2

0
1
1

新
製

品
・
技

術
そ

の
他

(場
面

)
車

い
す

か
ん

た
ん

リ
フ

ト
標

準
的

な
車

椅
子

の
前

輪
を

持
ち

上
げ

て
テ

ィ
ル

ト
機

能
を

持
た

せ
ま

す
。

ご
興

味
の

あ
る

方
は

、
下

記
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
ご

覧
下

さ
い

。
W

W
W

.n
ik

.o
r.

jp

5
0

7
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
開

発
メ

ー
カ

ー
ワ

ン
ハ

ン
ド

 テ
ィ

ッ
シ

ュ
ボ

ッ
ク

ス
肢

体
不

自
由

者
片

腕
し

か
動

か
せ

な
い

方
で

も
、
ト

イ
レ

ッ
ト

ペ
ー

パ
ー

が
、
あ

ら
か

じ
め

重
ね

て
折

り
た

た
ん

で
あ

り
ま

す
の

で
、
簡

単
に

使
用

で
き

ま
す

。
　
尚

、
木

製
テ

ィ
ッ

シ
ュ

ボ
ッ

ク
ス

と
テ

ィ
ッ

シ
ュ

ペ
ー

パ
ー

の
折

り
た

た
み

作
業

は
、
障

が
い

者
作

業
所

の
協

力
で

、
作

ら
れ

て
お

り
ま

す
。

ご
興

味
の

あ
る

方
は

、
下

記
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
ご

覧
下

さ
い

。
w

w
w

.n
ik

.o
r.

jp
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

4
9

9
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
風

呂
や

シ
ャ

ワ
ー

入
浴

関
連

用
具

バ
ス

ブ
リ

ッ
ジ

（
高

さ
・

幅
等

の
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

対
応

品
）

内
容

 浴
槽

か
ら

浴
槽

隣
の

棚
に

か
け

て
　
し

っ
か

り
と

固
定

で
き

る
バ

ス
ブ

リ
ッ

ジ
で

、
高

さ
・
幅

を
現

状
の

浴
槽

に
合

わ
せ

て
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

し
て

下
さ

る
メ

ー
カ

ー
を

探
し

て
い

ま
す

。
自

立
支

援
の

為
の

モ
ノ

を
希

望
し

て
い

ま
す

。
浴

槽
が

狭
く

な
る

為
、
取

り
付

け
時

と
取

り
外

し
時

に
介

助
の

必
要

と
な

る
バ

ス
ボ

ー
ド

の
よ

う
な

希
望

し
て

お
ら

ず
、
バ

ス
ブ

リ
ッ

ジ
を

掛
け

た
ま

ま
入

浴
し

た
り

、
バ

ス
タ

ブ
外

に
出

ら
れ

る
よ

う
な

自
立

支
援

用
品

を
探

し
て

い
ま

す
。

ブ
リ

ッ
ジ

に
掛

け
る

ボ
ー

ド
の

素
材

は
、
滑

り
止

め
加

工
が

施
さ

れ
、
薄

く
て

頑
丈

な
物

を
希

望
し

て
い

ま
す

。
（
ボ

ー
ド

は
取

り
外

し
が

出
来

た
ら

尚
有

難
い

で
す

。
）

現
在

市
販

さ
れ

て
い

る
バ

ス
ブ

リ
ッ

ジ
は

高
さ

の
み

の
特

注
は

受
け

て
い

る
と

の
こ

と
で

し
た

が
、
幅

や
天

板
の

素
材

（
滑

る
の

で
木

製
以

外
を

希
望

）
等

に
対

応
し

て
い

な
い

と
の

こ
と

で
し

た
。
（
我

が
家

は
埋

め
込

み
式

浴
槽

で
、
バ

ス
ブ

リ
ッ

ジ
の

足
に

当
た

る
部

分
は

、
高

さ
2

8
セ

ン
チ

と
な

り
ま

す
。
）

埼
玉

県
在

住
な

の
で

見
積

も
り

訪
問

で
き

る
方

を
探

し
て

お
り

ま
す

。
ど

う
ぞ

宜
し

く
お

願
い

致
し

ま
す

。

5
0

0
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
利

用
者

の
家

族
バ

ス
ボ

ー
ド

肢
体

不
自

由
者

座
位

が
不

安
定

な
方

が
、
浴

槽
に

入
る

に
あ

た
り

、
電

動
も

し
く

は
ワ

ン
タ

ッ
チ

の
方

法
で

座
面

が
上

下
す

る
も

の
が

あ
れ

ば
良

い
の

で
す

が
。

在
宅

で
介

助
者

が
楽

に
介

助
出

来
ま

す
様

に
。

5
0

1
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
そ

の
ま

ま
バ

ス
タ

オ
ル

肢
体

不
自

由
者

入
浴

後
、
介

助
者

の
か

た
が

一
連

の
動

作
と

し
て

、
着

替
え

を
し

ま
す

が
、
汗

が
引

く
前

に
着

替
え

を
し

て
し

ま
う

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

寒
い

の
で

は
な

い
か

と
い

う
配

慮
か

ら
だ

と
思

い
ま

す
が

、
で

き
れ

ば
汗

が
ひ

い
て

か
ら

と
思

い
ま

す
。
そ

こ
で

手
足

の
形

、
ふ

ん
ど

し
様

に
形

を
取

り
、
し

ば
ら

く
そ

の
ま

ま
で

も
良

い
タ

オ
ル

が
あ

れ
ば

と
思

い
ま

す
。

5
0

2
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
移

乗
 風

呂
や

シ
ャ

ワ
ー

 そ
の

他
(場

面
)自

立
支

援
入

浴
関

連
用

具
 そ

の
他

(福
祉

用
具

)自
立

支
援

自
立

支
援

用
品

を
特

注
で

作
っ

て
頂

け
る

方
を

探
し

て
お

り
ま

す
。

ト
ス

テ
ム

が
開

発
し

た
『
腰

掛
が

出
来

る
サ

ー
モ

フ
タ

』
の

よ
う

な
素

晴
ら

し
い

商
品

を
我

が
家

の
バ

ス
タ

ブ
に

合
わ

せ
て

オ
ー

ダ
ー

メ
イ

ド
し

て
下

さ
る

方
を

探
し

て
お

り
ま

す
。

メ
ー

カ
ー

に
問

い
合

わ
せ

た
と

こ
ろ

、
ト

ス
テ

ム
の

バ
ス

タ
ブ

に
の

み
設

置
で

き
る

と
の

こ
と

で
し

た
。

Ｔ
Ｏ

Ｔ
Ｏ

の
ポ

リ
バ

ス
に

取
り

付
け

ら
れ

る
よ

う
な

知
恵

を
技

術
の

あ
る

方
が

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
し

た
ら

、
ご

一
報

頂
き

た
く

お
願

い
申

し
上

げ
ま

す
。

＊
市

販
品

の
改

造
や

　
安

全
性

・
耐

久
性

の
な

い
品

は
　
希

望
し

て
お

り
ま

せ
ん

が
、
何

か
お

知
恵

が
ご

ざ
い

ま
し

た
ら

　
お

借
り

で
き

た
ら

幸
い

で
す

。
ど

う
ぞ

宜
し

く
お

願
い

致
し

ま
す

。

5
0

3
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
利

用
者

の
家

族
隙

間
の

出
来

な
い

自
立

支
援

バ
ス

ボ
ー

ド
肢

体
不

自
由

者
傾

斜
の

あ
る

バ
ス

タ
ブ

で
困

っ
て

い
る

方
や

腰
掛

け
る

場
所

の
必

要
の

あ
る

方
の

為
に

、
介

護
用

品
の

隙
間

の
出

来
て

し
ま

う
バ

ス
ボ

ー
ド

で
は

な
く

、
よ

り
薄

く
頑

丈
で

取
り

外
し

も
出

来
る

風
呂

フ
タ

タ
イ

プ
の

バ
ス

ボ
ー

ド
を

　
後

付
け

タ
イ

プ
と

し
て

作
っ

て
頂

き
た

い
で

す
。

ど
ん

な
タ

イ
プ

の
バ

ス
タ

ブ
に

も
後

付
け

で
き

、
掃

除
も

し
や

す
い

よ
う

に
取

り
外

し
が

可
能

で
、

お
し

ゃ
れ

な
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
の

も
の

が
あ

れ
ば

、
普

段
介

護
さ

れ
て

い
る

こ
と

に
気

疲
れ

し
て

し
ま

っ
て

い
る

方
で

も
　
一

人
で

入
浴

で
き

る
か

も
し

れ
な

い
と

い
う

希
望

が
湧

く
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。
ど

う
ぞ

宜
し

く
お

願
い

致
し

ま
す

5
0

4
2

0
1
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
開

発
メ

ー
カ

ー
見

て
す

ぐ
に

障
が

い
者

と
分

か
る

杖
肢

体
不

自
由

者
視

覚
障

害
者

用
に

は
、
白

色
の

杖
を

使
用

し
て

い
る

の
で

、
一

般
の

人
が

杖
を

見
れ

ば
す

ぐ
に

視
覚

障
害

者
だ

と
分

か
り

ま
す

。
肢

体
障

が
い

者
用

は
、
黄

色
の

杖
に

統
一

す
る

と
同

じ
よ

う
に

す
ぐ

に
分

か
る

と
思

う
の

で
、
外

出
時

の
気

分
的

な
負

担
が

軽
減

出
来

る
と

思
う

の
で

、
ル

ー
ル

化
を

し
て

も
ら

い
た

い
で

す
。

皆
さ

ん
の

ご
意

見
を

お
待

ち
し

て
お

り
ま

す
。

5
0

5
2

0
1
1

新
製

品
・
技

術
屋

内
の

移
動

 屋
外

の
移

動
車

い
す

す
ん

止
メ

君
新

製
品

「
す

ん
止

メ
君

」
の

紹
介

で
す

。
車

椅
子

で
の

ヒ
ヤ

リ
ハ

ッ
ト

事
故

防
止

に
役

立
ち

ま
す

。
車

椅
子

の
停

止
の

際
に

サ
イ

ド
の

パ
ー

キ
ン

グ
ブ

レ
ー

キ
を

掛
け

忘
れ

た
場

合
、
人

が
立

っ
た


瞬

間
、
車

椅
子

が
後

ろ
に

下
が

る
事

を
防

ぐ
為

の
安

全
ス

ト
ッ

パ
ー

で
す

。
こ

れ
は

あ
く

ま
で

も
ブ

レ
ー

キ
の

ロ
ッ

ク
機

能
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
後

退
す

る
際


に

ス
ト

ッ
パ

ー
の

横
に

付
い

て
る

ゴ
ム

が
主

車
輪

の
リ

ム
に

食
い

つ
き

、
ゴ

ム
と

リ
ム

と
摩

擦
で

止
め

、
後

ろ
に

下
が

り
に

く
く

す
る

働
き

を
し

ま
す

。
人

が


座
っ

て
い

て
も

い
な

く
て

も
ど

ち
ら

も
有

効
で

す
。
人

が
座

っ
て

る
時

は
体

重
の

重
み

で
違

和
感

な
く

後
退

し
、
人

が
降

り
た

時
は

車
椅

子
の

重
さ

だ
け

を
支


え

る
働

き
を

し
ま

す
の

で
、
後

ろ
に

下
が

り
に

く
い

機
構

に
な

っ
て

ま
す

。
も

ち
ろ

ん
車

椅
子

に
後

付
け

が
可

能
で

す
。
ユ

ー
チ

ュ
ー

ブ
で

ご
覧

に
な

れ
ま

す
。
「
す

ん
止

メ
君

」
と

検
索

し
て

み
て

下
さ

い
！

5
0

6
2

0
1
1

新
製

品
・
技

術
そ

の
他

(場
面

)
車

い
す

か
ん

た
ん

リ
フ

ト
標

準
的

な
車

椅
子

の
前

輪
を

持
ち

上
げ

て
テ

ィ
ル

ト
機

能
を

持
た

せ
ま

す
。

ご
興

味
の

あ
る

方
は

、
下

記
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
ご

覧
下

さ
い

。
W

W
W

.n
ik

.o
r.

jp

5
0

7
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
開

発
メ

ー
カ

ー
ワ

ン
ハ

ン
ド

 テ
ィ

ッ
シ

ュ
ボ

ッ
ク

ス
肢

体
不

自
由

者
片

腕
し

か
動

か
せ

な
い

方
で

も
、
ト

イ
レ

ッ
ト

ペ
ー

パ
ー

が
、
あ

ら
か

じ
め

重
ね

て
折

り
た

た
ん

で
あ

り
ま

す
の

で
、
簡

単
に

使
用

で
き

ま
す

。
　
尚

、
木

製
テ

ィ
ッ

シ
ュ

ボ
ッ

ク
ス

と
テ

ィ
ッ

シ
ュ

ペ
ー

パ
ー

の
折

り
た

た
み

作
業

は
、
障

が
い

者
作

業
所

の
協

力
で

、
作

ら
れ

て
お

り
ま

す
。

ご
興

味
の

あ
る

方
は

、
下

記
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
ご

覧
下

さ
い

。
w

w
w

.n
ik

.o
r.

jp

69

- 139 -

186625 報告書_本文_2校 (147)



投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

5
0

8
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
開

発
メ

ー
カ

ー
か

ん
た

ん
リ

フ
ト

肢
体

不
自

由
者

現
在

販
売

さ
れ

て
い

る
テ

ィ
ル

ト
機

能
が

つ
い

て
い

る
車

椅
子

は
、
置

く
場

所
を

取
っ

た
り

、
高

価
で

あ
る

な
ど

の
理

由
か

ら
利

用
者

数
が

増
え

て
い

ま
せ

ん
。

今
回

提
案

す
る

テ
ィ

ル
ト

機
能

を
持

た
せ

る
車

椅
子

付
属

品
は

、
個

人
的

に
使

い
た

い
と

思
っ

て
い

る
方

に
、
特

注
品

と
し

て
製

作
い

た
し

ま
す

の
で

、
ご

興
味

の
あ

る
方

は
、
是

非
お

問
い

合
わ

せ
下

さ
い

。
w

w
w

.n
ik

.o
r.

jp

5
0

9
2

0
1
1

新
製

品
・
技

術
屋

外
の

移
動

つ
え

光
る

杖
「
あ

い
棒

」
光

る
杖

「
あ

い
棒

」
は

、
杖

グ
リ

ッ
プ

内
部

に
レ

バ
ー

を
上

下
さ

せ
る

こ
と

で
発

電
、
内

蔵
さ

れ
た

充
電

池
に

蓄
電

し
ま

す
。
蓄

電
さ

れ
た

電
気

に
よ

り
、
杖

の
グ

リ
ッ

プ
部

前
後

に
組

み
込

ま
れ

た
高

輝
度

Ｌ
Ｅ

Ｄ
ラ

ン
プ

を
点

灯
し

ま
す

。
消

費
電

力
の

少
な

い
高

輝
度

Ｌ
Ｅ

Ｄ
ラ

ン
プ

に
よ

る
照

明
は

、
少

な
い

発
電

量
で

長
時

間
の

夜
間

歩
行

時
の

足
元

の
照

明
に

な
る

だ
け

で
は

な
く

、
夜

間
歩

行
中

の
事

故
防

止
に

繋
が

り
ま

す
。
ま

た
、
発

電
＋

蓄
電

に
よ

り
電

池
交

換
は

不
要

で
す

。
発

電
は

片
手

で
歩

き
な

が
ら

充
電

が
行

え
る

こ
と

が
特

徴
で

す
。

こ
の

杖
は

身
障

者
、
健

常
者

、
老

若
の

方
々

、
ア

ウ
ト

ド
ア

な
ど

で
ご

使
用

い
た

だ
く

だ
け

で
な

く
、
停

電
時

な
ど

の
緊

急
時

に
お

い
て

も
確

実
な

照
明

を
提

供
す

る
こ

と
が

可
能

で
す

。

こ
の

杖
の

開
発

試
作

品
を

、
身

障
者

（
脳

梗
塞

に
よ

る
左

半
身

麻
痺

：
６

８
歳

）
の

方
に

１
年

間
使

用
い

た
だ

き
ま

し
た

。
そ

の
結

果
、
麻

痺
状

態
で

動
か

す
こ

と
が

困
難

で
あ

っ
た

手
の

指
が

徐
々

に
動

く
よ

う
に

な
り

、
握

力
も

強
く

な
っ

た
と

喜
ん

で
い

た
だ

け
ま

し
た

。
ま

た
、
小

平
市

の
外

科
医

院
長

に
サ

ン
プ

ル
を

見
て

い
た

だ
き

、
発

電
作

業
に

よ
っ

て
安

心
し

て
手

の
指

の
運

動
が

出
来

る
だ

け
で

な
く

握
力

強
化

も
可

能
で

あ
る

、
と

評
価

い
た

だ
き

ま
し

た
。

5
1
0

2
0

1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
電

動
車

い
す

利
用

者
ジ

ョ
イ

ス
テ

ィ
ッ

ク
肢

体
不

自
由

者
私

は
簡

易
型

電
動

車
い

す
を

使
用

し
て

い
ま

す
。
外

出
し

た
と

き
に

テ
ー

ブ
ル

に
あ

た
る

こ
と

が
多

く
邪

魔
に

な
る

の
で

、
そ

の
度

に
ジ

ョ
イ

ス
テ

ィ
ッ

ク
を

は
ず

し
て

膝
に

載
せ

て
い

ま
す

。
場

所
に

よ
っ

て
簡

単
に

上
下

の
高

さ
が

変
え

ら
れ

る
も

の
が

あ
る

と
い

い
な

と
思

い
ま

す
。

5
1
1

2
0

1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
開

発
メ

ー
カ

ー
足

ブ
ラ

ン
コ

　
半

身
不

自
由

な
方

リ
ハ

ビ
リ

で
き

ま
す

。

肢
体

不
自

由
者

木
製

の
足

ブ
ラ

ン
コ

は
腰

掛
け

て
自

分
の

意
思

で
股

開
き

運
動

、
足

の
曲

げ
伸

ば
し

運
動

、
自

力
で

交
互

に
腿

上
げ

運
動

で
き

ま
す

。
半

身
不

自
由

な
方

利
き

手
で

不
自

由
側

の
足

、
手

、
腕

リ
ハ

ビ
リ

で
き

ま
す

。
歩

く
の

が
楽

に
な

り
ま

す
.車

椅
子

で
向

き
会

っ
て

利
き

手
で

相
手

の
不

自
由

な
腕

、
手

の
上

、
下

運
動

お
し

ゃ
べ

り
し

な
が

ら
楽

し
く

で
き

ま
す

。
一

人
で

食
事

で
き

ま
す

。
足

ブ
ラ

ン
コ

を
福

祉
用

具
の

給
付

の
対

象
を

要
望

し
ま

す
。

5
1
2

2
0

1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
介

護
・
訓

練
支

援
用

具
利

用
者

の
家

族
外

出
用

リ
フ

ト
肢

体
不

自
由

者
遷

延
性

（
せ

ん
え

ん
せ

い
）
意

識
障

害
の

息
子

を
介

護
し

て
い

ま
す

。
息

子
は

意
志

の
疎

通
が

困
難

で
全

介
助

が
必

要
で

す
。
家

で
は

車
椅

子
移

乗
や

入
浴

時
な

ど
家

庭
用

リ
フ

ト
を

使
用

し
て

い
ま

す
（
体

重
５

３
㎏

で
重

い
の

で
）
。

し
か

し
旅

行
含

め
外

出
し

た
際

に
は

車
椅

子
移

乗
や

ベ
ッ

ド
移

乗
は

す
べ

て
人

海
戦

術
し

か
手

段
が

あ
り

ま
せ

ん
。

従
っ

て
旅

行
に

行
っ

て
も

介
護

旅
行

で
あ

り
、
体

力
が

要
る

し
、
帰

っ
て

か
ら

腰
痛

に
な

っ
た

り
し

ま
す

。
そ

し
て

旅
行

に
連

れ
て

行
っ

て
や

り
た

い
の

は
や

ま
や

ま
だ

け
ど

次
第

に
億

劫
に

な
り

ま
す

。
携

行
で

き
る

リ
フ

ト
が

あ
れ

ば
い

い
の

に
な

あ
と

思
い

ま
す

。
人

を
持

ち
上

げ
る

か
ら

に
は

あ
る

程
度

の
重

量
が

な
い

と
支

え
切

れ
な

い
で

し
ょ

う
か

ら
リ

フ
ト

は
重

く
て

当
た

り
前

？
こ

ん
な

常
識

を
覆

し
て

軽
く

て
持

ち
運

び
し

や
す

い
リ

フ
ト

を
開

発
し

て
く

だ
さ

い
！

！

5
1
3

2
0

1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
介

護
・
訓

練
支

援
用

具
開

発
メ

ー
カ

ー
浴

槽
内

昇
降

機
肢

体
不

自
由

者
高

齢
者

入
浴

者
が

浴
槽

に
入

る
時

や
、
浴

槽
か

ら
上

が
る

時
に

体
を

支
え

る
た

め
に

、
ひ

ざ
や

腕
に

負
担

が
掛

か
り

過
ぎ

、
健

常
だ

っ
た

部
位

ま
で

痛
め

て
し

ま
う

。
ま

た
、
介

護
者

が
付

き
添

う
場

合
、
入

浴
者

が
浴

槽
に

入
る

時
や

、
浴

槽
か

ら
上

が
る

時
に

体
を

支
え

る
た

め
に

、
介

護
者

の
腕

や
腰

に
負

担
が

掛
か

っ
て

し
ま

う
。

こ
の

負
担

を
軽

減
す

る
た

め
の

、
間

口
が

狭
く

て
深

い
ス

ト
レ

ー
ト

型
浴

槽
専

用
の

浴
槽

内
昇

降
機

で
、
台

の
水

平
を

保
つ

機
構

を
持

ち
、
台

の
下

に
溜

め
こ

ん
だ

空
気

の
量

を
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
す

る
こ

と
に

よ
り

、
浮

力
に

よ
っ

て
入

浴
者

ご
と

昇
降

し
、
入

浴
を

し
や

す
く

す
る

。

5
1
4

2
0

1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
車

い
す

開
発

メ
ー

カ
ー

落
し

物
が

拾
え

る
車

イ
ス

肢
体

不
自

由
者

車
イ

ス
使

用
者

が
落

し
物

を
し

て
し

ま
っ

た
際

に
、
拾

う
の

に
苦

労
す

る
と

い
う

報
告

が
多

い
。

こ
の

不
満

を
解

消
す

る
た

め
、
座

面
の

片
側

の
高

さ
を

低
く

で
き

る
よ

う
に

し
て

、
落

し
物

を
拾

い
や

す
く

す
る

。

座
面

高
さ

を
低

く
す

る
時

は
ワ

ン
タ

ッ
チ

で
、
適

度
な

速
さ

で
衝

撃
な

く
下

が
る

と
共

に
ブ

レ
ー

キ
が

掛
か

る
。

座
面

を
元

に
戻

す
場

合
は

車
輪

を
回

転
さ

せ
る

力
を

利
用

す
る

な
ど

し
て

、
若

干
力

は
必

要
と

す
る

も
の

の
、
無

理
な

く
自

分
の

力
で

元
に

戻
せ

る
よ

う
に

す
る

。

5
1
5

2
0

1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

ラ
ジ

オ
の

周
波

数
を

利
用

し
た

視
覚

障
害

者
用

支
援

機
器

視
覚

障
害

者
1
6

2
0

k
H

z
は

全
国

ど
こ

へ
行

っ
て

も
、
道

路
交

通
情

報
で

す
が

、
例

え
ば

1
5

0
0

k
H

z
を

視
覚

障
害

者
に

対
す

る
情

報
提

供
専

用
の

周
波

数
域

に
し

て
い

た
だ

き
、
公

共
施

設
や

駅
、
ト

イ
レ

、
お

店
な

ど
で

視
覚

障
害

者
が

容
易

に
聞

く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

し
て

ほ
し

い
で

す
。

視
覚

障
害

者
は

ラ
ジ

オ
を

も
っ

て
歩

く
だ

け
で

、
様

々
な

情
報

が
必

要
な

時
に

得
ら

れ
る

よ
う

に
な

り
ま

す
。

宜
し

く
お

願
い

し
ま

す
。

（
こ

の
意

見
は

、
事

務
局

が
代

行
し

て
入

力
し

て
い

ま
す

。
）

5
1
6

2
0

1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

エ
レ

ベ
ー

タ
内

の
音

声
認

識
シ

ス
テ

ム
視

覚
障

害
者

視
覚

に
障

害
が

あ
り

、
エ

レ
ベ

ー
タ

を
利

用
す

る
際

、
必

ず
人

の
介

助
を

必
要

と
し

て
い

ま
す

。
一

部
の

メ
ー

カ
ー

で
は

オ
プ

シ
ョ

ン
で

あ
る

よ
う

で
す

が
、
視

覚
障

害
者

が
人

に
頼

ま
な

く
て

も
す

む
よ

う
、
音

声
認

識
装

置
は

標
準

装
備

に
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

（
こ

の
質

問
は

、
事

務
局

に
て

入
力

を
代

行
し

て
い

ま
す

。
）

5
1
7

2
0

1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
歩

行
器

利
用

者
の

家
族

ア
ル

コ
ー

高
齢

者
ア

ル
コ

ー
の

前
方

部
分

に
テ

ー
ブ

ル
を

付
け

る
。

70
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

5
0

8
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
開

発
メ

ー
カ

ー
か

ん
た

ん
リ

フ
ト

肢
体

不
自

由
者

現
在

販
売

さ
れ

て
い

る
テ

ィ
ル

ト
機

能
が

つ
い

て
い

る
車

椅
子

は
、
置

く
場

所
を

取
っ

た
り

、
高

価
で

あ
る

な
ど

の
理

由
か

ら
利

用
者

数
が

増
え

て
い

ま
せ

ん
。

今
回

提
案

す
る

テ
ィ

ル
ト

機
能

を
持

た
せ

る
車

椅
子

付
属

品
は

、
個

人
的

に
使

い
た

い
と

思
っ

て
い

る
方

に
、
特

注
品

と
し

て
製

作
い

た
し

ま
す

の
で

、
ご

興
味

の
あ

る
方

は
、
是

非
お

問
い

合
わ

せ
下

さ
い

。
w

w
w

.n
ik

.o
r.

jp

5
0

9
2

0
1
1

新
製

品
・
技

術
屋

外
の

移
動

つ
え

光
る

杖
「
あ

い
棒

」
光

る
杖

「
あ

い
棒

」
は

、
杖

グ
リ

ッ
プ

内
部

に
レ

バ
ー

を
上

下
さ

せ
る

こ
と

で
発

電
、
内

蔵
さ

れ
た

充
電

池
に

蓄
電

し
ま

す
。
蓄

電
さ

れ
た

電
気

に
よ

り
、
杖

の
グ

リ
ッ

プ
部

前
後

に
組

み
込

ま
れ

た
高

輝
度

Ｌ
Ｅ

Ｄ
ラ

ン
プ

を
点

灯
し

ま
す

。
消

費
電

力
の

少
な

い
高

輝
度

Ｌ
Ｅ

Ｄ
ラ

ン
プ

に
よ

る
照

明
は

、
少

な
い

発
電

量
で

長
時

間
の

夜
間

歩
行

時
の

足
元

の
照

明
に

な
る

だ
け

で
は

な
く

、
夜

間
歩

行
中

の
事

故
防

止
に

繋
が

り
ま

す
。
ま

た
、
発

電
＋

蓄
電

に
よ

り
電

池
交

換
は

不
要

で
す

。
発

電
は

片
手

で
歩

き
な

が
ら

充
電

が
行

え
る

こ
と

が
特

徴
で

す
。

こ
の

杖
は

身
障

者
、
健

常
者

、
老

若
の

方
々

、
ア

ウ
ト

ド
ア

な
ど

で
ご

使
用

い
た

だ
く

だ
け

で
な

く
、
停

電
時

な
ど

の
緊

急
時

に
お

い
て

も
確

実
な

照
明

を
提

供
す

る
こ

と
が

可
能

で
す

。

こ
の

杖
の

開
発

試
作

品
を

、
身

障
者

（
脳

梗
塞

に
よ

る
左

半
身

麻
痺

：
６

８
歳

）
の

方
に

１
年

間
使

用
い

た
だ

き
ま

し
た

。
そ

の
結

果
、
麻

痺
状

態
で

動
か

す
こ

と
が

困
難

で
あ

っ
た

手
の

指
が

徐
々

に
動

く
よ

う
に

な
り

、
握

力
も

強
く

な
っ

た
と

喜
ん

で
い

た
だ

け
ま

し
た

。
ま

た
、
小

平
市

の
外

科
医

院
長

に
サ

ン
プ

ル
を

見
て

い
た

だ
き

、
発

電
作

業
に

よ
っ

て
安

心
し

て
手

の
指

の
運

動
が

出
来

る
だ

け
で

な
く

握
力

強
化

も
可

能
で

あ
る

、
と

評
価

い
た

だ
き

ま
し

た
。

5
1
0

2
0

1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
電

動
車

い
す

利
用

者
ジ

ョ
イ

ス
テ

ィ
ッ

ク
肢

体
不

自
由

者
私

は
簡

易
型

電
動

車
い

す
を

使
用

し
て

い
ま

す
。
外

出
し

た
と

き
に

テ
ー

ブ
ル

に
あ

た
る

こ
と

が
多

く
邪

魔
に

な
る

の
で

、
そ

の
度

に
ジ

ョ
イ

ス
テ

ィ
ッ

ク
を

は
ず

し
て

膝
に

載
せ

て
い

ま
す

。
場

所
に

よ
っ

て
簡

単
に

上
下

の
高

さ
が

変
え

ら
れ

る
も

の
が

あ
る

と
い

い
な

と
思

い
ま

す
。

5
1
1

2
0

1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
開

発
メ

ー
カ

ー
足

ブ
ラ

ン
コ

　
半

身
不

自
由

な
方

リ
ハ

ビ
リ

で
き

ま
す

。

肢
体

不
自

由
者

木
製

の
足

ブ
ラ

ン
コ

は
腰

掛
け

て
自

分
の

意
思

で
股

開
き

運
動

、
足

の
曲

げ
伸

ば
し

運
動

、
自

力
で

交
互

に
腿

上
げ

運
動

で
き

ま
す

。
半

身
不

自
由

な
方

利
き

手
で

不
自

由
側

の
足

、
手

、
腕

リ
ハ

ビ
リ

で
き

ま
す

。
歩

く
の

が
楽

に
な

り
ま

す
.車

椅
子

で
向

き
会

っ
て

利
き

手
で

相
手

の
不

自
由

な
腕

、
手

の
上

、
下

運
動

お
し

ゃ
べ

り
し

な
が

ら
楽

し
く

で
き

ま
す

。
一

人
で

食
事

で
き

ま
す

。
足

ブ
ラ

ン
コ

を
福

祉
用

具
の

給
付

の
対

象
を

要
望

し
ま

す
。

5
1
2

2
0

1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
介

護
・
訓

練
支

援
用

具
利

用
者

の
家

族
外

出
用

リ
フ

ト
肢

体
不

自
由

者
遷

延
性

（
せ

ん
え

ん
せ

い
）
意

識
障

害
の

息
子

を
介

護
し

て
い

ま
す

。
息

子
は

意
志

の
疎

通
が

困
難

で
全

介
助

が
必

要
で

す
。
家

で
は

車
椅

子
移

乗
や

入
浴

時
な

ど
家

庭
用

リ
フ

ト
を

使
用

し
て

い
ま

す
（
体

重
５

３
㎏

で
重

い
の

で
）
。

し
か

し
旅

行
含

め
外

出
し

た
際

に
は

車
椅

子
移

乗
や

ベ
ッ

ド
移

乗
は

す
べ

て
人

海
戦

術
し

か
手

段
が

あ
り

ま
せ

ん
。

従
っ

て
旅

行
に

行
っ

て
も

介
護

旅
行

で
あ

り
、
体

力
が

要
る

し
、
帰

っ
て

か
ら

腰
痛

に
な

っ
た

り
し

ま
す

。
そ

し
て

旅
行

に
連

れ
て

行
っ

て
や

り
た

い
の

は
や

ま
や

ま
だ

け
ど

次
第

に
億

劫
に

な
り

ま
す

。
携

行
で

き
る

リ
フ

ト
が

あ
れ

ば
い

い
の

に
な

あ
と

思
い

ま
す

。
人

を
持

ち
上

げ
る

か
ら

に
は

あ
る

程
度

の
重

量
が

な
い

と
支

え
切

れ
な

い
で

し
ょ

う
か

ら
リ

フ
ト

は
重

く
て

当
た

り
前

？
こ

ん
な

常
識

を
覆

し
て

軽
く

て
持

ち
運

び
し

や
す

い
リ

フ
ト

を
開

発
し

て
く

だ
さ

い
！

！

5
1
3

2
0

1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
介

護
・
訓

練
支

援
用

具
開

発
メ

ー
カ

ー
浴

槽
内

昇
降

機
肢

体
不

自
由

者
高

齢
者

入
浴

者
が

浴
槽

に
入

る
時

や
、
浴

槽
か

ら
上

が
る

時
に

体
を

支
え

る
た

め
に

、
ひ

ざ
や

腕
に

負
担

が
掛

か
り

過
ぎ

、
健

常
だ

っ
た

部
位

ま
で

痛
め

て
し

ま
う

。
ま

た
、
介

護
者

が
付

き
添

う
場

合
、
入

浴
者

が
浴

槽
に

入
る

時
や

、
浴

槽
か

ら
上

が
る

時
に

体
を

支
え

る
た

め
に

、
介

護
者

の
腕

や
腰

に
負

担
が

掛
か

っ
て

し
ま

う
。

こ
の

負
担

を
軽

減
す

る
た

め
の

、
間

口
が

狭
く

て
深

い
ス

ト
レ

ー
ト

型
浴

槽
専

用
の

浴
槽

内
昇

降
機

で
、
台

の
水

平
を

保
つ

機
構

を
持

ち
、
台

の
下

に
溜

め
こ

ん
だ

空
気

の
量

を
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
す

る
こ

と
に

よ
り

、
浮

力
に

よ
っ

て
入

浴
者

ご
と

昇
降

し
、
入

浴
を

し
や

す
く

す
る

。

5
1
4

2
0

1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
車

い
す

開
発

メ
ー

カ
ー

落
し

物
が

拾
え

る
車

イ
ス

肢
体

不
自

由
者

車
イ

ス
使

用
者

が
落

し
物

を
し

て
し

ま
っ

た
際

に
、
拾

う
の

に
苦

労
す

る
と

い
う

報
告

が
多

い
。

こ
の

不
満

を
解

消
す

る
た

め
、
座

面
の

片
側

の
高

さ
を

低
く

で
き

る
よ

う
に

し
て

、
落

し
物

を
拾

い
や

す
く

す
る

。

座
面

高
さ

を
低

く
す

る
時

は
ワ

ン
タ

ッ
チ

で
、
適

度
な

速
さ

で
衝

撃
な

く
下

が
る

と
共

に
ブ

レ
ー

キ
が

掛
か

る
。

座
面

を
元

に
戻

す
場

合
は

車
輪

を
回

転
さ

せ
る

力
を

利
用

す
る

な
ど

し
て

、
若

干
力

は
必

要
と

す
る

も
の

の
、
無

理
な

く
自

分
の

力
で

元
に

戻
せ

る
よ

う
に

す
る

。

5
1
5

2
0

1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

ラ
ジ

オ
の

周
波

数
を

利
用

し
た

視
覚

障
害

者
用

支
援

機
器

視
覚

障
害

者
1
6

2
0

k
H

z
は

全
国

ど
こ

へ
行

っ
て

も
、
道

路
交

通
情

報
で

す
が

、
例

え
ば

1
5

0
0

k
H

z
を

視
覚

障
害

者
に

対
す

る
情

報
提

供
専

用
の

周
波

数
域

に
し

て
い

た
だ

き
、
公

共
施

設
や

駅
、
ト

イ
レ

、
お

店
な

ど
で

視
覚

障
害

者
が

容
易

に
聞

く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

し
て

ほ
し

い
で

す
。

視
覚

障
害

者
は

ラ
ジ

オ
を

も
っ

て
歩

く
だ

け
で

、
様

々
な

情
報

が
必

要
な

時
に

得
ら

れ
る

よ
う

に
な

り
ま

す
。

宜
し

く
お

願
い

し
ま

す
。

（
こ

の
意

見
は

、
事

務
局

が
代

行
し

て
入

力
し

て
い

ま
す

。
）

5
1
6

2
0

1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

エ
レ

ベ
ー

タ
内

の
音

声
認

識
シ

ス
テ

ム
視

覚
障

害
者

視
覚

に
障

害
が

あ
り

、
エ

レ
ベ

ー
タ

を
利

用
す

る
際

、
必

ず
人

の
介

助
を

必
要

と
し

て
い

ま
す

。
一

部
の

メ
ー

カ
ー

で
は

オ
プ

シ
ョ

ン
で

あ
る

よ
う

で
す

が
、
視

覚
障

害
者

が
人

に
頼

ま
な

く
て

も
す

む
よ

う
、
音

声
認

識
装

置
は

標
準

装
備

に
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

（
こ

の
質

問
は

、
事

務
局

に
て

入
力

を
代

行
し

て
い

ま
す

。
）

5
1
7

2
0

1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
歩

行
器

利
用

者
の

家
族

ア
ル

コ
ー

高
齢

者
ア

ル
コ

ー
の

前
方

部
分

に
テ

ー
ブ

ル
を

付
け

る
。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

5
1
8

2
0

1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
医

療
専

門
職

昇
降

付
き

シ
ャ

ワ
ー

チ
ェ

ア
ー

肢
体

不
自

由
者

入
浴

の
際

に
浴

槽
内

に
入

る
時

に
　
浴

槽
が

高
い

（
ア

パ
ー

ト
の

よ
う

に
据

え
置

き
タ

イ
プ

）
や

逆
に

低
い

時
が

あ
り

ま
す

。
バ

ス
ボ

ー
ド

は
浴

槽
の

幅
が

狭
い

時
や

　
場

合
に

よ
り

浴
槽

に
つ

か
る

と
き

に
は

使
用

が
で

き
な

か
っ

た
り

　
邪

魔
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。
ま

た
　
浴

槽
が

低
い

時
は

す
わ

る
こ

と
も

困
難

な
と

き
も

あ
り

ま
す

。
そ

の
た

め
に

　
シ

ャ
ワ

ー
チ

ェ
ア

ー
の

高
さ

が
、
理

容
室

の
椅

子
の

よ
う

に
　
（
介

助
者

は
ス

テ
ッ

プ
を

踏
む

）
昇

降
が

自
由

に
で

き
れ

ば
　
入

り
や

す
い

の
で

は
考

え
る

5
1
9

2
0

1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
介

護
・
訓

練
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

床
ず

れ
予

防
マ

ッ
ト

肢
体

不
自

由
者

こ
れ

ま
で

と
違

っ
た

ア
プ

ロ
ー

チ
で

床
ず

れ
を

予
防

す
る

マ
ッ

ト
レ

ス
の

開
発

。
高

張
力

ナ
イ

ロ
ン

等
の

素
材

で
表

面
に

ネ
ッ

ト
を

形
成

す
る

。
前

後
左

右
で

こ
の

張
力

を
変

更
す

る
こ

と
で

、
マ

ッ
ト

レ
ス

の
硬

さ
を

自
由

に
変

更
で

き
る

。
カ

バ
ー

は
ゴ

ア
テ

ッ
ク

ス
等

の
生

地
を

使
用

し
て

通
気

性
の

高
い

も
の

の
液

体
は

透
過

し
な

い
よ

う
に

す
る

。
寝

心
地

が
よ

く
、
寝

返
り

も
し

や
す

い
よ

う
に

す
る

。
張

力
の

変
更

は
ダ

イ
ア

ル
で

簡
単

に
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

5
2

0
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
排

泄
管

理
支

援
用

具
医

療
専

門
職

温
水

洗
浄

便
座

用
肛

門
モ

ニ
タ

ー
肢

体
不

自
由

者
脊

髄
損

傷
患

者
が

温
水

洗
浄

便
座

を
使

用
す

る
と

、
肛

門
周

囲
の

臀
部

感
覚

麻
痺

か
ら

、
肛

門
の

洗
浄

が
的

確
に

で
き

な
い

と
い

う
問

題
が

あ
る

。
そ

の
た

め
に

肛
門

が
モ

ニ
タ

―
で

き
る

装
置

が
あ

る
と

便
利

で
あ

る
。

ま
た

、
温

水
洗

浄
便

座
の

水
流

は
排

便
障

害
の

あ
る

脊
髄

損
傷

患
者

に
と

っ
て

排
便

促
進

の
効

果
も

も
た

ら
す

。
こ

の
際

に
も

役
立

つ
。

さ
ら

に
座

薬
挿

入
や

浣
腸

操
作

の
際

も
便

利
で

あ
る

。
自

身
も

研
究

開
発

し
た

こ
と

が
あ

り
、
既

製
品

も
国

内
で

販
売

し
て

い
る

が
、

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

や
耐

久
性

に
ま

だ
ま

だ
問

題
が

あ
る

。
温

水
洗

浄
便

座
の

機
能

の
オ

プ
シ

ョ
ン

と
し

て
、
便

座
に

一
体

化
さ

せ
コ

ン
パ

ク
ト

に
付

加
で

き
る

と
よ

い
と

考
え

て
い

る
。

5
2

1
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
車

い
す

福
祉

専
門

職
自

走
式

車
椅

子
肢

体
不

自
由

者
軽

度
の

認
知

症
の

方
が

ご
自

分
で

ベ
ッ

ド
か

ら
車

椅
子

へ
の

移
乗

を
行

な
い

ト
イ

レ
移

動
を

行
な

う
の

で
す

が
ブ

レ
ー

キ
操

作
を

忘
れ

て
し

ま
う

た
め

転
倒

の
リ

ス
ク

が
大

き
い

。
車

椅
子

に
腰

を
下

ろ
す

と
自

動
で

ブ
レ

ー
キ

が
は

ず
れ

車
椅

子
か

ら
腰

を
上

げ
る

と
自

動
で

ブ
レ

ー
キ

が
か

か
る

よ
う

な
車

椅
子

の
設

計
は

難
し

い
で

し
ょ

う
か

？
と

て
も

安
全

だ
と

思
う

の
で

す
が

・
・
・

5
2

2
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

振
動

で
知

ら
せ

る
時

計
肢

体
不

自
由

者
視

覚
障

害
者

 盲
ろ

う
者

視
覚

障
害

者
用

の
時

計
と

し
て

は
音

声
時

計
が

一
般

的
で

す
が

、
会

議
や

静
か

な
場

所
で

は
周

囲
へ

迷
惑

を
か

け
ま

す
し

、
う

る
さ

い
場

所
で

は
時

刻
が

聞
こ

え
に

く
い

こ
と

も
あ

り
ま

す
。

そ
こ

で
携

帯
電

話
の

よ
う

に
、
振

動
を

利
用

し
て

時
刻

を
知

ら
せ

て
く

れ
る

時
計

を
開

発
し

て
い

た
だ

け
れ

ば
と

思
い

ま
す

。

具
体

的
に

は
、
短

い
振

動
（
ブ

ル
）
は

１
、
長

い
振

動
（
ブ

ル
ル

ル
ル

）
は

５
と

す
る

。
時

刻
は

2
4

時
間

制
で

、
た

と
え

ば
2

3
時

5
6

分
な

ら
ば

２
　
３

　
５

　
６

　
の

順
に

振
動

さ
せ

ま
す

。

ブ
ル

ブ
ル

（
間

隔
）
ブ

ル
ブ

ル
ブ

ル
（
間

隔
）
ブ

ル
ル

ル
ル

（
間

隔
）
ブ

ル
ル

ル
ル

ブ
ル

の
よ

う
に

、
時

分
の

時
の

１
０

の
位

か
ら

順
番

に
短

い
振

動
と

長
い

振
動

で
表

現
し

て
い

き
ま

す
。

最
近

は
携

帯
電

話
用

に
バ

イ
ブ

レ
ー

タ
ー

も
小

型
化

し
て

き
て

お
り

、
安

価
に

も
な

っ
て

き
て

い
る

と
思

わ
れ

る
の

で
、
価

格
的

に
も

大
き

な
負

担
に

は
な

ら
な

い
の

で
は

な
い

か
と

思
い

ま
す

。

ま
た

振
動

さ
せ

る
ス

イ
ッ

チ
の

工
夫

を
す

れ
ば

、
関

節
可

動
域

制
限

の
あ

る
肢

体
不

自
由

者
に

も
使

え
る

商
品

に
な

る
の

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

5
2

3
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
開

発
メ

ー
カ

ー
足

ブ
ラ

ン
コ

は
血

流
を

よ
く

す
る

運
動

器
具

で
す

。

そ
の

他
N

H
K

の
放

送
１
１
月

４
日

に
不

育
症

（
流

産
）
何

回
も

あ
る

人
の

原
因

が
い

ま
ま

で
不

明
で

し
た

。
今

回
血

流
が

わ
る

い
の

が
原

因
と

わ
か

り
ま

し
た

と
放

送
が

あ
り

ま
し

た
。
足

ブ
ラ

ン
コ

は
足

に
体

重
を

か
け

な
い

で
血

流
を

よ
く

す
る

運
動

が
で

け
る

の
で

お
役

に
た

ち
ま

す
。
不

育
症

の
人

は
悩

み
か

ら
解

放
さ

れ
ま

す
。

5
2

4
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
歩

行
器

利
用

者
歩

行
器

肢
体

不
自

由
者

赤
ち

ゃ
ん

が
使

っ
て

い
る

歩
行

器
の

大
人

用
が

あ
る

と
良

い
な

と
い

つ
も

思
い

ま
す

。
今

赤
ち

ゃ
ん

用
の

歩
行

器
あ

る
か

は
分

か
り

ま
せ

ん
が

、
私

が
小

さ
い

頃
は

あ
り

ま
し

た
。

大
人

用
の

歩
行

器
は

、
シ

ル
バ

ー
カ

ー
と

か
４

点
歩

行
器

と
か

、
手

す
り

が
付

い
て

い
る

も
の

だ
け

で
座

る
部

分
が

あ
り

ま
せ

ん
。

シ
ル

バ
ー

カ
ー

は
、
座

る
部

分
を

出
し

て
座

る
と

き
、
向

き
を

変
え

て
座

ら
な

く
て

は
い

け
な

い
の

が
大

変
不

便
で

す
。

赤
ち

ゃ
ん

用
歩

行
器

の
よ

う
に

、
座

り
な

が
ら

足
で

歩
い

て
こ

げ
る

よ
う

な
も

の
が

欲
し

い
で

す
。

常
に

リ
ハ

ビ
リ

技
士

が
支

え
て

い
な

い
と

歩
行

練
習

が
出

来
な

い
よ

う
な

患
者

さ
ん

も
、
歩

行
練

習
が

出
来

る
の

に
と

い
つ

も
思

い
ま

す
。

私
は

線
維

筋
痛

症
と

い
う

病
気

で
自

分
が

使
い

た
い

の
で

す
が

、
リ

ハ
ビ

リ
技

士
と

し
て

脳
血

管
障

害
等

の
患

者
さ

ん
を

見
て

い
て

、
こ

う
い

う
歩

行
器

が
あ

っ
た

ら
良

い
と

思
い

ま
す

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

5
1
8

2
0

1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
医

療
専

門
職

昇
降

付
き

シ
ャ

ワ
ー

チ
ェ

ア
ー

肢
体

不
自

由
者

入
浴

の
際

に
浴

槽
内

に
入

る
時

に
　
浴

槽
が

高
い

（
ア

パ
ー

ト
の

よ
う

に
据

え
置

き
タ

イ
プ

）
や

逆
に

低
い

時
が

あ
り

ま
す

。
バ

ス
ボ

ー
ド

は
浴

槽
の

幅
が

狭
い

時
や

　
場

合
に

よ
り

浴
槽

に
つ

か
る

と
き

に
は

使
用

が
で

き
な

か
っ

た
り

　
邪

魔
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。
ま

た
　
浴

槽
が

低
い

時
は

す
わ

る
こ

と
も

困
難

な
と

き
も

あ
り

ま
す

。
そ

の
た

め
に

　
シ

ャ
ワ

ー
チ

ェ
ア

ー
の

高
さ

が
、
理

容
室

の
椅

子
の

よ
う

に
　
（
介

助
者

は
ス

テ
ッ

プ
を

踏
む

）
昇

降
が

自
由

に
で

き
れ

ば
　
入

り
や

す
い

の
で

は
考

え
る

5
1
9

2
0

1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
介

護
・
訓

練
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

床
ず

れ
予

防
マ

ッ
ト

肢
体

不
自

由
者

こ
れ

ま
で

と
違

っ
た

ア
プ

ロ
ー

チ
で

床
ず

れ
を

予
防

す
る

マ
ッ

ト
レ

ス
の

開
発

。
高

張
力

ナ
イ

ロ
ン

等
の

素
材

で
表

面
に

ネ
ッ

ト
を

形
成

す
る

。
前

後
左

右
で

こ
の

張
力

を
変

更
す

る
こ

と
で

、
マ

ッ
ト

レ
ス

の
硬

さ
を

自
由

に
変

更
で

き
る

。
カ

バ
ー

は
ゴ

ア
テ

ッ
ク

ス
等

の
生

地
を

使
用

し
て

通
気

性
の

高
い

も
の

の
液

体
は

透
過

し
な

い
よ

う
に

す
る

。
寝

心
地

が
よ

く
、
寝

返
り

も
し

や
す

い
よ

う
に

す
る

。
張

力
の

変
更

は
ダ

イ
ア

ル
で

簡
単

に
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

5
2

0
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
排

泄
管

理
支

援
用

具
医

療
専

門
職

温
水

洗
浄

便
座

用
肛

門
モ

ニ
タ

ー
肢

体
不

自
由

者
脊

髄
損

傷
患

者
が

温
水

洗
浄

便
座

を
使

用
す

る
と

、
肛

門
周

囲
の

臀
部

感
覚

麻
痺

か
ら

、
肛

門
の

洗
浄

が
的

確
に

で
き

な
い

と
い

う
問

題
が

あ
る

。
そ

の
た

め
に

肛
門

が
モ

ニ
タ

―
で

き
る

装
置

が
あ

る
と

便
利

で
あ

る
。

ま
た

、
温

水
洗

浄
便

座
の

水
流

は
排

便
障

害
の

あ
る

脊
髄

損
傷

患
者

に
と

っ
て

排
便

促
進

の
効

果
も

も
た

ら
す

。
こ

の
際

に
も

役
立

つ
。

さ
ら

に
座

薬
挿

入
や

浣
腸

操
作

の
際

も
便

利
で

あ
る

。
自

身
も

研
究

開
発

し
た

こ
と

が
あ

り
、
既

製
品

も
国

内
で

販
売

し
て

い
る

が
、

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

や
耐

久
性

に
ま

だ
ま

だ
問

題
が

あ
る

。
温

水
洗

浄
便

座
の

機
能

の
オ

プ
シ

ョ
ン

と
し

て
、
便

座
に

一
体

化
さ

せ
コ

ン
パ

ク
ト

に
付

加
で

き
る

と
よ

い
と

考
え

て
い

る
。

5
2

1
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
車

い
す

福
祉

専
門

職
自

走
式

車
椅

子
肢

体
不

自
由

者
軽

度
の

認
知

症
の

方
が

ご
自

分
で

ベ
ッ

ド
か

ら
車

椅
子

へ
の

移
乗

を
行

な
い

ト
イ

レ
移

動
を

行
な

う
の

で
す

が
ブ

レ
ー

キ
操

作
を

忘
れ

て
し

ま
う

た
め

転
倒

の
リ

ス
ク

が
大

き
い

。
車

椅
子

に
腰

を
下

ろ
す

と
自

動
で

ブ
レ

ー
キ

が
は

ず
れ

車
椅

子
か

ら
腰

を
上

げ
る

と
自

動
で

ブ
レ

ー
キ

が
か

か
る

よ
う

な
車

椅
子

の
設

計
は

難
し

い
で

し
ょ

う
か

？
と

て
も

安
全

だ
と

思
う

の
で

す
が

・
・
・

5
2

2
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

振
動

で
知

ら
せ

る
時

計
肢

体
不

自
由

者
視

覚
障

害
者

 盲
ろ

う
者

視
覚

障
害

者
用

の
時

計
と

し
て

は
音

声
時

計
が

一
般

的
で

す
が

、
会

議
や

静
か

な
場

所
で

は
周

囲
へ

迷
惑

を
か

け
ま

す
し

、
う

る
さ

い
場

所
で

は
時

刻
が

聞
こ

え
に

く
い

こ
と

も
あ

り
ま

す
。

そ
こ

で
携

帯
電

話
の

よ
う

に
、
振

動
を

利
用

し
て

時
刻

を
知

ら
せ

て
く

れ
る

時
計

を
開

発
し

て
い

た
だ

け
れ

ば
と

思
い

ま
す

。

具
体

的
に

は
、
短

い
振

動
（
ブ

ル
）
は

１
、
長

い
振

動
（
ブ

ル
ル

ル
ル

）
は

５
と

す
る

。
時

刻
は

2
4

時
間

制
で

、
た

と
え

ば
2

3
時

5
6

分
な

ら
ば

２
　
３

　
５

　
６

　
の

順
に

振
動

さ
せ

ま
す

。

ブ
ル

ブ
ル

（
間

隔
）
ブ

ル
ブ

ル
ブ

ル
（
間

隔
）
ブ

ル
ル

ル
ル

（
間

隔
）
ブ

ル
ル

ル
ル

ブ
ル

の
よ

う
に

、
時

分
の

時
の

１
０

の
位

か
ら

順
番

に
短

い
振

動
と

長
い

振
動

で
表

現
し

て
い

き
ま

す
。

最
近

は
携

帯
電

話
用

に
バ

イ
ブ

レ
ー

タ
ー

も
小

型
化

し
て

き
て

お
り

、
安

価
に

も
な

っ
て

き
て

い
る

と
思

わ
れ

る
の

で
、
価

格
的

に
も

大
き

な
負

担
に

は
な

ら
な

い
の

で
は

な
い

か
と

思
い

ま
す

。

ま
た

振
動

さ
せ

る
ス

イ
ッ

チ
の

工
夫

を
す

れ
ば

、
関

節
可

動
域

制
限

の
あ

る
肢

体
不

自
由

者
に

も
使

え
る

商
品

に
な

る
の

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

5
2

3
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
開

発
メ

ー
カ

ー
足

ブ
ラ

ン
コ

は
血

流
を

よ
く

す
る

運
動

器
具

で
す

。

そ
の

他
N

H
K

の
放

送
１
１
月

４
日

に
不

育
症

（
流

産
）
何

回
も

あ
る

人
の

原
因

が
い

ま
ま

で
不

明
で

し
た

。
今

回
血

流
が

わ
る

い
の

が
原

因
と

わ
か

り
ま

し
た

と
放

送
が

あ
り

ま
し

た
。
足

ブ
ラ

ン
コ

は
足

に
体

重
を

か
け

な
い

で
血

流
を

よ
く

す
る

運
動

が
で

け
る

の
で

お
役

に
た

ち
ま

す
。
不

育
症

の
人

は
悩

み
か

ら
解

放
さ

れ
ま

す
。

5
2

4
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
歩

行
器

利
用

者
歩

行
器

肢
体

不
自

由
者

赤
ち

ゃ
ん

が
使

っ
て

い
る

歩
行

器
の

大
人

用
が

あ
る

と
良

い
な

と
い

つ
も

思
い

ま
す

。
今

赤
ち

ゃ
ん

用
の

歩
行

器
あ

る
か

は
分

か
り

ま
せ

ん
が

、
私

が
小

さ
い

頃
は

あ
り

ま
し

た
。

大
人

用
の

歩
行

器
は

、
シ

ル
バ

ー
カ

ー
と

か
４

点
歩

行
器

と
か

、
手

す
り

が
付

い
て

い
る

も
の

だ
け

で
座

る
部

分
が

あ
り

ま
せ

ん
。

シ
ル

バ
ー

カ
ー

は
、
座

る
部

分
を

出
し

て
座

る
と

き
、
向

き
を

変
え

て
座

ら
な

く
て

は
い

け
な

い
の

が
大

変
不

便
で

す
。

赤
ち

ゃ
ん

用
歩

行
器

の
よ

う
に

、
座

り
な

が
ら

足
で

歩
い

て
こ

げ
る

よ
う

な
も

の
が

欲
し

い
で

す
。

常
に

リ
ハ

ビ
リ

技
士

が
支

え
て

い
な

い
と

歩
行

練
習

が
出

来
な

い
よ

う
な

患
者

さ
ん

も
、
歩

行
練

習
が

出
来

る
の

に
と

い
つ

も
思

い
ま

す
。

私
は

線
維

筋
痛

症
と

い
う

病
気

で
自

分
が

使
い

た
い

の
で

す
が

、
リ

ハ
ビ

リ
技

士
と

し
て

脳
血

管
障

害
等

の
患

者
さ

ん
を

見
て

い
て

、
こ

う
い

う
歩

行
器

が
あ

っ
た

ら
良

い
と

思
い

ま
す

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

5
2

5
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
利

用
者

の
家

族
中

間
サ

イ
ズ

の
浴

槽
に

つ
い

て
…

。
内

部
障

害
者

 内
部

障
害

者
こ

ん
に

ち
は

。
私

の
子

供
は

、
バ

ク
バ

ク
っ

子
（
人

工
呼

吸
器

を
つ

け
た

子
供

）
１
１
才

に
な

り
ま

す
。

ま
だ

、
小

さ
い

と
き

は
写

真
の

浴
槽

で
も

プ
カ

プ
カ

浮
く

位
で

し
た

が
、
最

近
は

体
も

大
き

く
な

っ
て

き
た

し
、
骨

粗
鬆

症
と

も
言

わ
れ

、
浴

槽
が

一
回

り
位

大
き

い
の

が
欲

し
い

と
思

い
、
色

々
問

い
合

わ
せ

（
大

手
メ

ー
カ

ー
や

ホ
ー

ム
セ

ン
タ

ー
）
ま

し
た

が
、
１
個

だ
け

で
は

高
額

に
な

る
と

か
、
こ

の
先

検
討

も
難

し
い

と
か

で
、

な
か

な
か

ベ
ス

ト
サ

イ
ズ

が
あ

り
ま

せ
ん

。
長

さ
１
メ

ー
ト

ル
位

の
物

は
代

用
で

き
た

り
、
１
メ

ー
ト

ル
４

０
セ

ン
チ

過
ぎ

る
と

大
人

サ
イ

ズ
で

使
用

で
き

ま
す

が
、
１
２

０
～

１
３

０
セ

ン
チ

ま
で

の
サ

イ
ズ

と
な

る
と

 な
か

な
か

代
用

も
難

し
く

、
今

後
も

私
の

よ
う

に
我

が
子

に
ゆ

っ
く

り
つ

か
ら

せ
て

や
り

た
い

！
と

思
う

親
御

さ
ん

は
お

ら
れ

る
と

思
い

ま
す

。
在

宅
で

暮
ら

す
子

供
さ

ん
も

増
え

て
き

て
い

る
の

で
、
ぜ

ひ
中

旬
サ

イ
ズ

の
浴

槽
を

お
考

え
て

い
た

だ
け

な
い

で
し

ょ
う

か
…

。
よ

ろ
し

く
お

願
い

し
ま

す
。

5
2

6
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

歩
行

補
助

具
視

覚
障

害
者

カ
ー

ナ
ビ

シ
ス

テ
ム

を
利

用
し

、
Ｇ

Ｐ
Ｓ

で
、
目

的
場

所
の

電
話

番
号

を
入

れ
る

と
案

内
し

て
く

れ
る

物
。
　
そ

れ
に

プ
ラ

ス
し

て
前

方
を

中
心

に
両

速
方

の
様

子
を

知
ら

せ
て

く
れ

る
物

。
　
知

ら
せ

る
手

段
は

音
声

と
振

動
。
　
利

用
者

の
体

に
装

着
し

て
使

用
す

る
。
　
カ

ー
ナ

ビ
シ

ス
テ

ム
を

使
う

の
は

コ
ス

ト
を

安
く

す
る

た
め

。
バ

ー
ジ

ョ
ン

ア
ッ

プ
可

能
な

物
。

5
2

7
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

オ
ー

ル
マ

イ
テ

ィ
ー

ラ
ジ

オ
視

覚
障

害
者

ラ
ジ

コ
・
ラ

ジ
ル

ラ
ジ

ル
の

再
生

、
地

デ
ジ

テ
レ

ビ
（
解

説
放

送
）
受

信
、
A

M
/
F
M

受
信

、
デ

ジ
タ

ル
ラ

ジ
オ

受
信

可
能

な
ラ

ジ
オ

を
最

低
２

機
種

。
ス

テ
レ

オ
ス

ピ
ー

カ
ー

内
蔵

の
ホ

ー
ム

ラ
ジ

オ
。
　
ワ

ン
ス

ピ
ー

カ
ー

の
携

帯
ラ

ジ
オ

。
２

機
種

と
も

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
ー

ア
ン

テ
ナ

等
で

受
信

す
る

高
感

度
な

物
。
価

格
は

、
ホ

ー
ム

ラ
ジ

オ
が

２
万

円
～

３
万

円
程

度
。
携

帯
ラ

ジ
オ

が
１
５

０
０

０
円

～
２

万
円

程
度

5
2

8
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

視
覚

障
害

者
で

も
使

え
る

、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

。
視

覚
障

害
者

価
格

は
、
現

在
一

般
に

販
売

さ
れ

て
い

る
物

と
同

じ
程

度
。

5
2

9
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

リ
モ

コ
ン

操
作

時
の

ビ
ー

プ
音

に
つ

い
て

視
覚

障
害

者
最

近
リ

モ
コ

ン
や

本
体

が
ビ

ー
プ

音
を

発
声

さ
せ

る
機

種
が

増
え

て
い

ま
す

が
、
ビ

ー
プ

音
一

つ
（
ピ

ッ
）
、
二

つ
（
ピ

ッ
ピ

ッ
）
、
長

音
（
ピ

ー
ー

ー
ー

）
な

ど
い

ろ
い

ろ
の

音
を

使
い

分
け

て
操

作
確

認
で

き
る

物
を

製
作

し
て

欲
し

い
。
　
デ

ジ
タ

ル
機

器
の

押
し

ボ
タ

ン
は

操
作

し
て

も
判

り
に

く
い

の
で

、
例

え
ば

エ
ア

コ
ン

の
温

度
設

定
は

一
番

高
い

温
度

は
（
ピ

ッ
ピ

ッ
）
、
風

量
の

強
い

設
定

で
は

（
ピ

ッ
ピ

ッ
）
、

タ
イ

マ
ー

の
時

間
は

長
い

ビ
ー

プ
音

と
短

い
物

の
組

み
合

わ
せ

（
ソ

ニ
ー

の
Ｍ

Ｄ
デ

ッ
キ

、
型

式
、
Ｍ

Ｄ
Ｓ

３
８

・
４

０
・
５

０
・
５

０
０

Ｓ
の

よ
う

に
）
。
で

き
れ

ば
各

社
統

一
し

て
欲

し
い

。

5
3

0
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
歩

行
器

利
用

者
の

家
族

歩
行

車
肢

体
不

自
由

者
小

脳
失

調
な

ど
が

あ
る

と
歩

行
車

ご
と

倒
れ

て
し

ま
う

こ
と

が
あ

り
ま

す
。
ジ

ャ
イ

ロ
ホ

イ
ー

ル
を

使
っ

た
よ

う
な

、
自

ら
た

ち
な

お
っ

て
く

る
歩

行
車

が
あ

る
と

助
か

り
ま

す

5
3

1
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

周
辺

案
内

カ
メ

ラ
視

覚
障

害
者

 盲
ろ

う
者

小
型

カ
メ

ラ
を

メ
ガ

ネ
フ

レ
ー

ム
に

組
み

込
み

、
手

持
ち

の
コ

ン
ト

ロ
ー

ラ
ー

の
ボ

タ
ン

を
押

す
た

び
に

正
面

の
画

像
を

認
識

し
て

、
イ

ヤ
ホ

ン
か

ら
主

な
景

色
を

音
声

出
力

す
る

。
(約

３
Ｍ

先
に

階
段

が
あ

り
ま

す
・
壁

が
あ

り
ま

す
・
横

断
歩

道
が

あ
り

ま
す

・
信

号
機

が
あ

り
ま

す
・
人

が
い

ま
す

）
な

ど
な

ど
。

画
像

認
識

精
度

と
音

声
発

信
(変

換
)能

力
を

ど
ん

ど
ん

向
上

さ
せ

て
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

な
ど

か
ら

自
由

に
ア

ッ
プ

デ
ー

ト
で

き
る

よ
う

に
す

る
。
(ナ

ビ
タ

イ
ム

)の
よ

う
な

一
般

商
業

メ
デ

ィ
ア

と
も

連
携

を
図

っ
て

、
精

度
・
認

識
速

度
の

向
上

に
努

め
る

。

5
3

2
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
歩

行
器

利
用

者
歩

行
サ

ポ
ー

ト
器

具
そ

の
他

線
維

筋
痛

症
患

者
で

す
。

今
、
松

葉
杖

を
使

っ
て

い
ま

す
が

、
そ

れ
だ

と
ど

う
し

て
も

手
が

痛
い

の
で

す
。

握
力

が
な

く
、
ま

た
リ

ウ
マ

チ
の

よ
う

な
関

節
の

痛
み

も
あ

る
の

で
杖

が
し

っ
か

り
と

握
れ

ず
、
う

ま
く

体
を

支
え

る
こ

と
が

出
来

ま
せ

ん
。

ま
ず

、
松

葉
杖

を
使

っ
て

い
る

理
由

で
す

が
、
脚

が
痛

い
だ

け
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
肩

や
背

中
、
腰

が
歩

く
た

び
に

痛
む

の
で

使
っ

て
い

ま
す

。
で

す
が

、
ど

う
し

て
も

片
側

に
体

重
が

寄
り

気
味

に
な

り
、
ま

た
支

え
る

の
に

脇
を

使
っ

て
い

る
た

め
片

側
ば

か
り

が
痛

む
結

果
で

す
。

そ
し

て
杖

を
持

つ
、
と

い
う

こ
と

自
体

が
手

の
痛

み
と

し
て

苦
痛

を
伴

っ
て

し
ま

い
ま

す
。

今
は

そ
れ

ら
を

総
合

し
て

補
助

し
て

く
れ

る
器

具
が

な
い

の
で

、
そ

う
い

っ
た

場
合

に
で

も
使

え
る

、
例

え
ば

両
脇

で
支

え
て

手
で

持
つ

必
要

が
な

い
歩

行
器

、
な

ど
、
そ

う
い

っ
た

も
の

を
開

発
し

て
も

ら
え

る
と

と
て

も
助

か
り

ま
す

。

是
非

、
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

5
2

5
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
利

用
者

の
家

族
中

間
サ

イ
ズ

の
浴

槽
に

つ
い

て
…

。
内

部
障

害
者

 内
部

障
害

者
こ

ん
に

ち
は

。
私

の
子

供
は

、
バ

ク
バ

ク
っ

子
（
人

工
呼

吸
器

を
つ

け
た

子
供

）
１
１
才

に
な

り
ま

す
。

ま
だ

、
小

さ
い

と
き

は
写

真
の

浴
槽

で
も

プ
カ

プ
カ

浮
く

位
で

し
た

が
、
最

近
は

体
も

大
き

く
な

っ
て

き
た

し
、
骨

粗
鬆

症
と

も
言

わ
れ

、
浴

槽
が

一
回

り
位

大
き

い
の

が
欲

し
い

と
思

い
、
色

々
問

い
合

わ
せ

（
大

手
メ

ー
カ

ー
や

ホ
ー

ム
セ

ン
タ

ー
）
ま

し
た

が
、
１
個

だ
け

で
は

高
額

に
な

る
と

か
、
こ

の
先

検
討

も
難

し
い

と
か

で
、

な
か

な
か

ベ
ス

ト
サ

イ
ズ

が
あ

り
ま

せ
ん

。
長

さ
１
メ

ー
ト

ル
位

の
物

は
代

用
で

き
た

り
、
１
メ

ー
ト

ル
４

０
セ

ン
チ

過
ぎ

る
と

大
人

サ
イ

ズ
で

使
用

で
き

ま
す

が
、
１
２

０
～

１
３

０
セ

ン
チ

ま
で

の
サ

イ
ズ

と
な

る
と

 な
か

な
か

代
用

も
難

し
く

、
今

後
も

私
の

よ
う

に
我

が
子

に
ゆ

っ
く

り
つ

か
ら

せ
て

や
り

た
い

！
と

思
う

親
御

さ
ん

は
お

ら
れ

る
と

思
い

ま
す

。
在

宅
で

暮
ら

す
子

供
さ

ん
も

増
え

て
き

て
い

る
の

で
、
ぜ

ひ
中

旬
サ

イ
ズ

の
浴

槽
を

お
考

え
て

い
た

だ
け

な
い

で
し

ょ
う

か
…

。
よ

ろ
し

く
お

願
い

し
ま

す
。

5
2

6
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

歩
行

補
助

具
視

覚
障

害
者

カ
ー

ナ
ビ

シ
ス

テ
ム

を
利

用
し

、
Ｇ

Ｐ
Ｓ

で
、
目

的
場

所
の

電
話

番
号

を
入

れ
る

と
案

内
し

て
く

れ
る

物
。
　
そ

れ
に

プ
ラ

ス
し

て
前

方
を

中
心

に
両

速
方

の
様

子
を

知
ら

せ
て

く
れ

る
物

。
　
知

ら
せ

る
手

段
は

音
声

と
振

動
。
　
利

用
者

の
体

に
装

着
し

て
使

用
す

る
。
　
カ

ー
ナ

ビ
シ

ス
テ

ム
を

使
う

の
は

コ
ス

ト
を

安
く

す
る

た
め

。
バ

ー
ジ

ョ
ン

ア
ッ

プ
可

能
な

物
。

5
2

7
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

オ
ー

ル
マ

イ
テ

ィ
ー

ラ
ジ

オ
視

覚
障

害
者

ラ
ジ

コ
・
ラ

ジ
ル

ラ
ジ

ル
の

再
生

、
地

デ
ジ

テ
レ

ビ
（
解

説
放

送
）
受

信
、
A

M
/
F
M

受
信

、
デ

ジ
タ

ル
ラ

ジ
オ

受
信

可
能

な
ラ

ジ
オ

を
最

低
２

機
種

。
ス

テ
レ

オ
ス

ピ
ー

カ
ー

内
蔵

の
ホ

ー
ム

ラ
ジ

オ
。
　
ワ

ン
ス

ピ
ー

カ
ー

の
携

帯
ラ

ジ
オ

。
２

機
種

と
も

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
ー

ア
ン

テ
ナ

等
で

受
信

す
る

高
感

度
な

物
。
価

格
は

、
ホ

ー
ム

ラ
ジ

オ
が

２
万

円
～

３
万

円
程

度
。
携

帯
ラ

ジ
オ

が
１
５

０
０

０
円

～
２

万
円

程
度

5
2

8
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

視
覚

障
害

者
で

も
使

え
る

、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

。
視

覚
障

害
者

価
格

は
、
現

在
一

般
に

販
売

さ
れ

て
い

る
物

と
同

じ
程

度
。

5
2

9
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

リ
モ

コ
ン

操
作

時
の

ビ
ー

プ
音

に
つ

い
て

視
覚

障
害

者
最

近
リ

モ
コ

ン
や

本
体

が
ビ

ー
プ

音
を

発
声

さ
せ

る
機

種
が

増
え

て
い

ま
す

が
、
ビ

ー
プ

音
一

つ
（
ピ

ッ
）
、
二

つ
（
ピ

ッ
ピ

ッ
）
、
長

音
（
ピ

ー
ー

ー
ー

）
な

ど
い

ろ
い

ろ
の

音
を

使
い

分
け

て
操

作
確

認
で

き
る

物
を

製
作

し
て

欲
し

い
。
　
デ

ジ
タ

ル
機

器
の

押
し

ボ
タ

ン
は

操
作

し
て

も
判

り
に

く
い

の
で

、
例

え
ば

エ
ア

コ
ン

の
温

度
設

定
は

一
番

高
い

温
度

は
（
ピ

ッ
ピ

ッ
）
、
風

量
の

強
い

設
定

で
は

（
ピ

ッ
ピ

ッ
）
、

タ
イ

マ
ー

の
時

間
は

長
い

ビ
ー

プ
音

と
短

い
物

の
組

み
合

わ
せ

（
ソ

ニ
ー

の
Ｍ

Ｄ
デ

ッ
キ

、
型

式
、
Ｍ

Ｄ
Ｓ

３
８

・
４

０
・
５

０
・
５

０
０

Ｓ
の

よ
う

に
）
。
で

き
れ

ば
各

社
統

一
し

て
欲

し
い

。

5
3

0
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
歩

行
器

利
用

者
の

家
族

歩
行

車
肢

体
不

自
由

者
小

脳
失

調
な

ど
が

あ
る

と
歩

行
車

ご
と

倒
れ

て
し

ま
う

こ
と

が
あ

り
ま

す
。
ジ

ャ
イ

ロ
ホ

イ
ー

ル
を

使
っ

た
よ

う
な

、
自

ら
た

ち
な

お
っ

て
く

る
歩

行
車

が
あ

る
と

助
か

り
ま

す

5
3

1
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

周
辺

案
内

カ
メ

ラ
視

覚
障

害
者

 盲
ろ

う
者

小
型

カ
メ

ラ
を

メ
ガ

ネ
フ

レ
ー

ム
に

組
み

込
み

、
手

持
ち

の
コ

ン
ト

ロ
ー

ラ
ー

の
ボ

タ
ン

を
押

す
た

び
に

正
面

の
画

像
を

認
識

し
て

、
イ

ヤ
ホ

ン
か

ら
主

な
景

色
を

音
声

出
力

す
る

。
(約

３
Ｍ

先
に

階
段

が
あ

り
ま

す
・
壁

が
あ

り
ま

す
・
横

断
歩

道
が

あ
り

ま
す

・
信

号
機

が
あ

り
ま

す
・
人

が
い

ま
す

）
な

ど
な

ど
。

画
像

認
識

精
度

と
音

声
発

信
(変

換
)能

力
を

ど
ん

ど
ん

向
上

さ
せ

て
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

な
ど

か
ら

自
由

に
ア

ッ
プ

デ
ー

ト
で

き
る

よ
う

に
す

る
。
(ナ

ビ
タ

イ
ム

)の
よ

う
な

一
般

商
業

メ
デ

ィ
ア

と
も

連
携

を
図

っ
て

、
精

度
・
認

識
速

度
の

向
上

に
努

め
る

。

5
3

2
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
歩

行
器

利
用

者
歩

行
サ

ポ
ー

ト
器

具
そ

の
他

線
維

筋
痛

症
患

者
で

す
。

今
、
松

葉
杖

を
使

っ
て

い
ま

す
が

、
そ

れ
だ

と
ど

う
し

て
も

手
が

痛
い

の
で

す
。

握
力

が
な

く
、
ま

た
リ

ウ
マ

チ
の

よ
う

な
関

節
の

痛
み

も
あ

る
の

で
杖

が
し

っ
か

り
と

握
れ

ず
、
う

ま
く

体
を

支
え

る
こ

と
が

出
来

ま
せ

ん
。

ま
ず

、
松

葉
杖

を
使

っ
て

い
る

理
由

で
す

が
、
脚

が
痛

い
だ

け
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
肩

や
背

中
、
腰

が
歩

く
た

び
に

痛
む

の
で

使
っ

て
い

ま
す

。
で

す
が

、
ど

う
し

て
も

片
側

に
体

重
が

寄
り

気
味

に
な

り
、
ま

た
支

え
る

の
に

脇
を

使
っ

て
い

る
た

め
片

側
ば

か
り

が
痛

む
結

果
で

す
。

そ
し

て
杖

を
持

つ
、
と

い
う

こ
と

自
体

が
手

の
痛

み
と

し
て

苦
痛

を
伴

っ
て

し
ま

い
ま

す
。

今
は

そ
れ

ら
を

総
合

し
て

補
助

し
て

く
れ

る
器

具
が

な
い

の
で

、
そ

う
い

っ
た

場
合

に
で

も
使

え
る

、
例

え
ば

両
脇

で
支

え
て

手
で

持
つ

必
要

が
な

い
歩

行
器

、
な

ど
、
そ

う
い

っ
た

も
の

を
開

発
し

て
も

ら
え

る
と

と
て

も
助

か
り

ま
す

。

是
非

、
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

5
3

3
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
水

道
か

ら
な

べ
や

電
気

ポ
ッ

ト
ま

で
、
つ

な
ぐ

ホ
ー

ス
の

よ
う

な
も

の

肢
体

不
自

由
者

線
維

筋
痛

症
患

者
で

す
。

と
に

か
く

す
べ

て
の

も
の

が
重

い
の

で
す

。
（
パ

ン
一

斤
は

重
く

て
買

っ
て

こ
ら

れ
な

い
、
程

度
。
）

そ
の

た
め

、
調

理
な

べ
や

、
お

湯
を

沸
か

す
た

め
の

電
気

ポ
ッ

ト
へ

水
を

入
れ

る
作

業
が

、
人

に
手

伝
っ

て
も

ら
わ

な
い

と
で

き
ま

せ
ん

。
水

道
か

ら
ホ

ー
ス

の
よ

う
な

も
の

が
で

て
い

れ
ば

、
簡

単
に

な
べ

に
沢

山
水

を
い

れ
た

り
（
葉

物
を

ゆ
で

る
と

き
。
ゆ

で
卵

で
も

）
、
自

力
で

電
気

ポ
ッ

ト
へ

給
水

で
き

る
と

思
う

の
で

す
。

現
在

は
、
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
で

数
回

に
分

け
て

お
な

べ
に

水
を

入
れ

た
り

、
電

気
ポ

ッ
ト

に
関

し
て

は
、
家

族
に

頼
ん

で
い

ま
す

。
ま

た
家

族
が

で
か

け
て

い
る

と
き

は
、

水
の

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

を
買

い
（
出

費
で

す
）
、
ヘ

ル
パ

ー
さ

ん
に

ポ
ッ

ト
脇

に
お

い
て

お
い

て
も

ら
い

、
ぺ

ッ
ト

ボ
ト

ル
の

淵
を

電
気

ポ
ッ

ト
に

も
た

せ
か

け
な

が
ら

、
流

し
い

れ
て

い
ま

す
。

（
小

分
け

に
し

て
蛇

口
か

ら
何

度
も

運
ん

で
い

た
の

で
は

、
そ

の
作

業
だ

け
で

力
尽

き
て

一
日

が
終

わ
っ

て
し

ま
い

ま
す

）
抗

菌
タ

イ
プ

に
な

っ
て

い
る

よ
う

な
も

の
を

希
望

し
ま

す
。

5
3

4
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
開

発
メ

ー
カ

ー
足

ブ
ラ

ン
コ

は
ヨ

チ
ヨ

チ
歩

き
を

改
善

し
ま

す
。

そ
の

他
足

ブ
ラ

ン
コ

は
腰

掛
け

て
股

開
き

運
動

で
き

ま
す

。
ヨ

チ
ヨ

チ
歩

き
は

筋
肉

が
短

く
な

り
、
硬

く
な

っ
て

い
ま

す
。

柔
軟

運
動

の
股

開
き

運
動

は
ヨ

チ
ヨ

チ
歩

き
を

改
善

し
ま

す
。

5
3

5
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
福

祉
専

門
職

乗
降

車
時

に
使

用
す

る
機

器
（
カ

ー
ル

君
）

肢
体

不
自

由
者

現
在

、
カ

ー
ル

君
と

い
う

乗
降

車
時

に
使

用
す

る
機

器
を

重
度

障
害

者
セ

ン
タ

ー
内

で
、
使

用
し

て
い

ま
す

。
現

在
使

用
し

て
い

る
１
台

が
壊

れ
て

し
ま

う
と

、
商

品
が

製
造

中
止

に
な

っ
て

い
る

た
め

、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
等

を
行

っ
て

も
ら

え
ず

、
困

っ
て

い
ま

す
。

5
3

6
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

マ
イ

ス
プ

ー
ン

食
事

介
助

ロ
ボ

ッ
ト

肢
体

不
自

由
者

マ
イ

ス
プ

ー
ン

に
セ

ッ
ト

す
る

器
は

、
指

定
さ

れ
た

も
の

し
か

使
用

で
き

な
い

た
め

、
色

々
な

器
が

使
用

で
き

る
と

よ
い

。
ま

た
、
豆

腐
の

様
な

柔
ら

か
い

食
べ

物
や

味
噌

汁
の

よ
う

な
汁

物
が

食
べ

ら
れ

る
よ

う
に

工
夫

し
て

も
ら

い
た

い
。

5
3

7
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
医

療
専

門
職

立
ち

上
が

り
ア

シ
ス

ト
付

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

肢
体

不
自

由
者

そ
の

他
立

ち
上

が
る

際
に

便
座

が
昇

降
す

る
シ

ス
テ

ム
。
電

動
で

は
な

い
も

の
で

で
き

る
と

い
い

で
す

。

5
3

8
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
車

い
す

利
用

者
ク

ッ
シ

ョ
ン

そ
の

他
長

時
間

車
い

す
に

座
っ

て
い

る
の

で
、
お

尻
が

痛
く

な
る

。
色

々
買

っ
て

試
し

た
が

、
痛

み
が

す
ぐ

に
出

て
し

ま
う

。
長

時
間

座
っ

て
い

て
も

、
お

尻
に

負
担

が
い

か
な

い
ク

ッ
シ

ョ
ン

を
作

っ
て

欲
し

い
。

5
3

9
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
ジ

ャ
ン

ボ
携

帯
電

話
そ

の
他

携
帯

電
話

の
数

字
ボ

タ
ン

が
大

き
い

も
の

が
欲

し
い

。
小

さ
い

と
不

随
運

動
が

あ
る

た
め

押
し

た
い

ボ
タ

ン
が

押
せ

な
い

。
１
セ

ン
チ

角
く

ら
い

の
ボ

タ
ン

が
ち

ょ
う

ど
良

い
。

5
4

0
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
呼

吸
器

の
バ

ッ
テ

リ
ー

肢
体

不
自

由
者

外
出

に
使

う
バ

ッ
テ

リ
ー

が
、
６

時
間

し
か

も
た

な
い

と
、
自

由
に

外
出

が
出

来
な

い
。
な

の
で

、
バ

ッ
テ

リ
ー

の
時

間
を

気
に

し
な

い
で

い
い

く
ら

い
長

く
、
充

電
出

来
る

も
の

が
欲

し
い

。

5
4

1
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
歩

行
器

福
祉

専
門

職
歩

行
器

（
重

い
体

重
の

方
で

も
安

全
な

物
）

肢
体

不
自

由
者

1
0

0
k
g

程
の

体
重

の
方

が
歩

行
器

を
使

わ
れ

る
が

、
知

的
に

障
が

い
が

あ
る

た
め

使
い

こ
な

し
方

が
悪

い
。
転

倒
が

あ
っ

た
の

で
、
安

全
で

使
い

や
す

い
物

が
欲

し
い

と
思

い
ま

す
。
歩

行
器

は
前

に
出

て
し

ま
い

や
す

い
。

5
4

2
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

福
祉

専
門

職
重

度
肢

体
不

自
由

者
（
車

椅
子

使
用

者
）
の

た
め

の
室

内
運

動
器

具
の

開
発

肢
体

不
自

由
者

重
度

肢
体

不
自

由
者

（
特

に
頸

髄
損

傷
者

）
等

で
、
在

宅
生

活
を

送
っ

て
い

る
方

か
ら

、
体

を
動

か
す

機
会

が
ほ

と
ん

ど
な

い
と

の
話

を
聞

く
。
特

に
、
自

分
で

車
の

運
転

が
で

き
な

い
方

や
、
自

宅
の

外
の

環
境

面
で

自
走

が
不

可
能

な
方

等
は

、
生

活
の

ほ
と

ん
ど

を
屋

内
で

過
ご

し
て

い
る

よ
う

で
あ

る
。
車

い
す

か
ら

ベ
ッ

ド
等

へ
の

ト
ラ

ン
ス

等
を

自
分

で
行

っ
て

い
る

方
は

ま
だ

し
も

、
車

椅
子

の
自

走
以

外
は

ほ
ぼ

介
助

で
生

活
し

て
い

る
方

に
と

っ
て

、
体

を
動

か
す

機
会

が
な

い
こ

と
が

な
い

の
が

実
情

の
よ

う
だ

。
一

般
の

方
に

は
、
生

活
習

慣
病

の
予

防
事

業
が

盛
ん

に
な

っ
て

い
る

が
、
上

記
の

よ
う

な
障

害
者

は
運

動
の

機
機

会
も

限
ら

れ
、
よ

り
深

刻
な

問
題

と
な

っ
て

い
る

で
あ

ろ
う

。
屋

内
で

運
動

が
で

き
れ

ば
と

い
う

話
を

利
用

者
か

ら
伺

う
こ

と
が

あ
る

が
、
現

存
す

る
も

の
は

、
大

き
さ

の
問

題
（
大

き
く

動
く

場
所

を
と

る
）
、
値

段
の

問
題

（
２

０
万

以
上

）
等

の
問

題
が

あ
り

、
な

か
で

も
一

番
大

き
な

問
題

は
、
運

動
を

行
う

際
に

介
助

者
の

手
助

け
が

必
要

な
点

で
あ

ろ
う

（
ル

ー
ム

ラ
ン

ナ
ー

へ
の

乗
り

降
り

が
自

分
で

は
で

き
な

い
構

造
と

な
っ

て
い

る
）

体
力

維
持

の
た

め
、
生

活
習

慣
病

等
を

予
防

し
健

康
を

維
持

す
る

た
め

、
重

度
の

肢
体

不
自

由
者

の
た

め
の

室
内

で
室

内
運

動
器

具
の

開
発

が
必

要
で

あ
る

と
考

え
て

い
る

。

○
室

内
運

動
器

具
に

必
要

な
要

素
・
持

久
的

な
運

動
が

で
き

る
器

具
で

あ
る

こ
と

。
・
室

内
に

簡
易

に
設

置
で

き
る

こ
と

。
・
特

別
な

工
事

を
必

要
と

し
な

い
。

・
生

活
ス

ペ
ー

ス
に

設
置

で
き

る
こ

と
。
（
大

き
さ

や
静

音
性

）
・
対

象
者

ひ
と

り
で

使
用

で
き

る
こ

と
。

5
4

3
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
医

療
専

門
職

ト
ー

キ
ン

グ
エ

イ
ド

肢
体

不
自

由
者

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
私

は
力

が
弱

い
た

め
、
な

で
る

よ
う

な
タ

ッ
チ

で
入

力
で

き
る

も
の

が
欲

し
い

。
も

し
、
間

違
っ

て
も

以
前

の
も

の
の

よ
う

に
、
ず

っ
と

、
押

し
続

け
て

れ
ば

、
ず

っ
と

そ
の

場
所

ま
で

戻
る

よ
う

な
、
シ

ス
テ

ム
が

ほ
し

い
。
今

の
も

の
は

１
文

字
づ

つ
し

か
戻

ら
な

い
。
発

表
時

に
時

間
が

か
か

り
、
こ

の
人

に
あ

て
る

と
時

間
が

か
か

る
か

ら
嫌

だ
と

い
う

印
象

を
与

え
て

し
ま

う
。
そ

れ
は

嫌
だ

。
（
私

は
文

字
板

だ
と

、
相

手
の

読
む

速
度

に
合

わ
せ

ら
れ

ず
、
自

分
で

も
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
が

効
か

な
い

の
だ

が
、
か

な
り

速
く

な
っ

て
し

ま
う

。
し

ま
い

に
は

自
分

で
も

ど
こ

ま
で

押
し

た
っ

け
？

と
な

る
ほ

ど
だ

。
こ

う
い

う
症

状
の

人
は

ト
ー

キ
ン

グ
エ

イ
ド

使
用

者
に

は
珍

し
い

か
と

思
う

。
そ

こ
で

オ
プ

シ
ョ

ン
で

構
わ

な
い

の
で

上
記

の
よ

う
な

も
の

を
切

に
望

む
。
）
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

5
3

3
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
水

道
か

ら
な

べ
や

電
気

ポ
ッ

ト
ま

で
、
つ

な
ぐ

ホ
ー

ス
の

よ
う

な
も

の

肢
体

不
自

由
者

線
維

筋
痛

症
患

者
で

す
。

と
に

か
く

す
べ

て
の

も
の

が
重

い
の

で
す

。
（
パ

ン
一

斤
は

重
く

て
買

っ
て

こ
ら

れ
な

い
、
程

度
。
）

そ
の

た
め

、
調

理
な

べ
や

、
お

湯
を

沸
か

す
た

め
の

電
気

ポ
ッ

ト
へ

水
を

入
れ

る
作

業
が

、
人

に
手

伝
っ

て
も

ら
わ

な
い

と
で

き
ま

せ
ん

。
水

道
か

ら
ホ

ー
ス

の
よ

う
な

も
の

が
で

て
い

れ
ば

、
簡

単
に

な
べ

に
沢

山
水

を
い

れ
た

り
（
葉

物
を

ゆ
で

る
と

き
。
ゆ

で
卵

で
も

）
、
自

力
で

電
気

ポ
ッ

ト
へ

給
水

で
き

る
と

思
う

の
で

す
。

現
在

は
、
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
で

数
回

に
分

け
て

お
な

べ
に

水
を

入
れ

た
り

、
電

気
ポ

ッ
ト

に
関

し
て

は
、
家

族
に

頼
ん

で
い

ま
す

。
ま

た
家

族
が

で
か

け
て

い
る

と
き

は
、

水
の

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

を
買

い
（
出

費
で

す
）
、
ヘ

ル
パ

ー
さ

ん
に

ポ
ッ

ト
脇

に
お

い
て

お
い

て
も

ら
い

、
ぺ

ッ
ト

ボ
ト

ル
の

淵
を

電
気

ポ
ッ

ト
に

も
た

せ
か

け
な

が
ら

、
流

し
い

れ
て

い
ま

す
。

（
小

分
け

に
し

て
蛇

口
か

ら
何

度
も

運
ん

で
い

た
の

で
は

、
そ

の
作

業
だ

け
で

力
尽

き
て

一
日

が
終

わ
っ

て
し

ま
い

ま
す

）
抗

菌
タ

イ
プ

に
な

っ
て

い
る

よ
う

な
も

の
を

希
望

し
ま

す
。

5
3

4
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
開

発
メ

ー
カ

ー
足

ブ
ラ

ン
コ

は
ヨ

チ
ヨ

チ
歩

き
を

改
善

し
ま

す
。

そ
の

他
足

ブ
ラ

ン
コ

は
腰

掛
け

て
股

開
き

運
動

で
き

ま
す

。
ヨ

チ
ヨ

チ
歩

き
は

筋
肉

が
短

く
な

り
、
硬

く
な

っ
て

い
ま

す
。

柔
軟

運
動

の
股

開
き

運
動

は
ヨ

チ
ヨ

チ
歩

き
を

改
善

し
ま

す
。

5
3

5
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
福

祉
専

門
職

乗
降

車
時

に
使

用
す

る
機

器
（
カ

ー
ル

君
）

肢
体

不
自

由
者

現
在

、
カ

ー
ル

君
と

い
う

乗
降

車
時

に
使

用
す

る
機

器
を

重
度

障
害

者
セ

ン
タ

ー
内

で
、
使

用
し

て
い

ま
す

。
現

在
使

用
し

て
い

る
１
台

が
壊

れ
て

し
ま

う
と

、
商

品
が

製
造

中
止

に
な

っ
て

い
る

た
め

、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
等

を
行

っ
て

も
ら

え
ず

、
困

っ
て

い
ま

す
。

5
3

6
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

マ
イ

ス
プ

ー
ン

食
事

介
助

ロ
ボ

ッ
ト

肢
体

不
自

由
者

マ
イ

ス
プ

ー
ン

に
セ

ッ
ト

す
る

器
は

、
指

定
さ

れ
た

も
の

し
か

使
用

で
き

な
い

た
め

、
色

々
な

器
が

使
用

で
き

る
と

よ
い

。
ま

た
、
豆

腐
の

様
な

柔
ら

か
い

食
べ

物
や

味
噌

汁
の

よ
う

な
汁

物
が

食
べ

ら
れ

る
よ

う
に

工
夫

し
て

も
ら

い
た

い
。

5
3

7
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
医

療
専

門
職

立
ち

上
が

り
ア

シ
ス

ト
付

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

肢
体

不
自

由
者

そ
の

他
立

ち
上

が
る

際
に

便
座

が
昇

降
す

る
シ

ス
テ

ム
。
電

動
で

は
な

い
も

の
で

で
き

る
と

い
い

で
す

。

5
3

8
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
車

い
す

利
用

者
ク

ッ
シ

ョ
ン

そ
の

他
長

時
間

車
い

す
に

座
っ

て
い

る
の

で
、
お

尻
が

痛
く

な
る

。
色

々
買

っ
て

試
し

た
が

、
痛

み
が

す
ぐ

に
出

て
し

ま
う

。
長

時
間

座
っ

て
い

て
も

、
お

尻
に

負
担

が
い

か
な

い
ク

ッ
シ

ョ
ン

を
作

っ
て

欲
し

い
。

5
3

9
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
ジ

ャ
ン

ボ
携

帯
電

話
そ

の
他

携
帯

電
話

の
数

字
ボ

タ
ン

が
大

き
い

も
の

が
欲

し
い

。
小

さ
い

と
不

随
運

動
が

あ
る

た
め

押
し

た
い

ボ
タ

ン
が

押
せ

な
い

。
１
セ

ン
チ

角
く

ら
い

の
ボ

タ
ン

が
ち

ょ
う

ど
良

い
。

5
4

0
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
呼

吸
器

の
バ

ッ
テ

リ
ー

肢
体

不
自

由
者

外
出

に
使

う
バ

ッ
テ

リ
ー

が
、
６

時
間

し
か

も
た

な
い

と
、
自

由
に

外
出

が
出

来
な

い
。
な

の
で

、
バ

ッ
テ

リ
ー

の
時

間
を

気
に

し
な

い
で

い
い

く
ら

い
長

く
、
充

電
出

来
る

も
の

が
欲

し
い

。

5
4

1
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
歩

行
器

福
祉

専
門

職
歩

行
器

（
重

い
体

重
の

方
で

も
安

全
な

物
）

肢
体

不
自

由
者

1
0

0
k
g

程
の

体
重

の
方

が
歩

行
器

を
使

わ
れ

る
が

、
知

的
に

障
が

い
が

あ
る

た
め

使
い

こ
な

し
方

が
悪

い
。
転

倒
が

あ
っ

た
の

で
、
安

全
で

使
い

や
す

い
物

が
欲

し
い

と
思

い
ま

す
。
歩

行
器

は
前

に
出

て
し

ま
い

や
す

い
。

5
4

2
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

福
祉

専
門

職
重

度
肢

体
不

自
由

者
（
車

椅
子

使
用

者
）
の

た
め

の
室

内
運

動
器

具
の

開
発

肢
体

不
自

由
者

重
度

肢
体

不
自

由
者

（
特

に
頸

髄
損

傷
者

）
等

で
、
在

宅
生

活
を

送
っ

て
い

る
方

か
ら

、
体

を
動

か
す

機
会

が
ほ

と
ん

ど
な

い
と

の
話

を
聞

く
。
特

に
、
自

分
で

車
の

運
転

が
で

き
な

い
方

や
、
自

宅
の

外
の

環
境

面
で

自
走

が
不

可
能

な
方

等
は

、
生

活
の

ほ
と

ん
ど

を
屋

内
で

過
ご

し
て

い
る

よ
う

で
あ

る
。
車

い
す

か
ら

ベ
ッ

ド
等

へ
の

ト
ラ

ン
ス

等
を

自
分

で
行

っ
て

い
る

方
は

ま
だ

し
も

、
車

椅
子

の
自

走
以

外
は

ほ
ぼ

介
助

で
生

活
し

て
い

る
方

に
と

っ
て

、
体

を
動

か
す

機
会

が
な

い
こ

と
が

な
い

の
が

実
情

の
よ

う
だ

。
一

般
の

方
に

は
、
生

活
習

慣
病

の
予

防
事

業
が

盛
ん

に
な

っ
て

い
る

が
、
上

記
の

よ
う

な
障

害
者

は
運

動
の

機
機

会
も

限
ら

れ
、
よ

り
深

刻
な

問
題

と
な

っ
て

い
る

で
あ

ろ
う

。
屋

内
で

運
動

が
で

き
れ

ば
と

い
う

話
を

利
用

者
か

ら
伺

う
こ

と
が

あ
る

が
、
現

存
す

る
も

の
は

、
大

き
さ

の
問

題
（
大

き
く

動
く

場
所

を
と

る
）
、
値

段
の

問
題

（
２

０
万

以
上

）
等

の
問

題
が

あ
り

、
な

か
で

も
一

番
大

き
な

問
題

は
、
運

動
を

行
う

際
に

介
助

者
の

手
助

け
が

必
要

な
点

で
あ

ろ
う

（
ル

ー
ム

ラ
ン

ナ
ー

へ
の

乗
り

降
り

が
自

分
で

は
で

き
な

い
構

造
と

な
っ

て
い

る
）

体
力

維
持

の
た

め
、
生

活
習

慣
病

等
を

予
防

し
健

康
を

維
持

す
る

た
め

、
重

度
の

肢
体

不
自

由
者

の
た

め
の

室
内

で
室

内
運

動
器

具
の

開
発

が
必

要
で

あ
る

と
考

え
て

い
る

。

○
室

内
運

動
器

具
に

必
要

な
要

素
・
持

久
的

な
運

動
が

で
き

る
器

具
で

あ
る

こ
と

。
・
室

内
に

簡
易

に
設

置
で

き
る

こ
と

。
・
特

別
な

工
事

を
必

要
と

し
な

い
。

・
生

活
ス

ペ
ー

ス
に

設
置

で
き

る
こ

と
。
（
大

き
さ

や
静

音
性

）
・
対

象
者

ひ
と

り
で

使
用

で
き

る
こ

と
。

5
4

3
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
医

療
専

門
職

ト
ー

キ
ン

グ
エ

イ
ド

肢
体

不
自

由
者

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
私

は
力

が
弱

い
た

め
、
な

で
る

よ
う

な
タ

ッ
チ

で
入

力
で

き
る

も
の

が
欲

し
い

。
も

し
、
間

違
っ

て
も

以
前

の
も

の
の

よ
う

に
、
ず

っ
と

、
押

し
続

け
て

れ
ば

、
ず

っ
と

そ
の

場
所

ま
で

戻
る

よ
う

な
、
シ

ス
テ

ム
が

ほ
し

い
。
今

の
も

の
は

１
文

字
づ

つ
し

か
戻

ら
な

い
。
発

表
時

に
時

間
が

か
か

り
、
こ

の
人

に
あ

て
る

と
時

間
が

か
か

る
か

ら
嫌

だ
と

い
う

印
象

を
与

え
て

し
ま

う
。
そ

れ
は

嫌
だ

。
（
私

は
文

字
板

だ
と

、
相

手
の

読
む

速
度

に
合

わ
せ

ら
れ

ず
、
自

分
で

も
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
が

効
か

な
い

の
だ

が
、
か

な
り

速
く

な
っ

て
し

ま
う

。
し

ま
い

に
は

自
分

で
も

ど
こ

ま
で

押
し

た
っ

け
？

と
な

る
ほ

ど
だ

。
こ

う
い

う
症

状
の

人
は

ト
ー

キ
ン

グ
エ

イ
ド

使
用

者
に

は
珍

し
い

か
と

思
う

。
そ

こ
で

オ
プ

シ
ョ

ン
で

構
わ

な
い

の
で

上
記

の
よ

う
な

も
の

を
切

に
望

む
。
）
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

5
4

4
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
開

発
メ

ー
カ

ー
浴

室
内

の
手

摺
を

利
用

し
た

シ
ャ

ワ
ー

ヘ
ッ

ド
用

具
と

入
浴

装
置

肢
体

不
自

由
者

1
.浴

室
内

に
取

付
け

た
既

設
の

水
平

式
や

垂
直

式
の

ど
ち

ら
の

手
摺

り
対

し
て

も
、
後

付
け

操
作

で
着

脱
が

自
在

に
で

き
る

ジ
ョ

イ
ン

ト
機

構
を

新
た

に
採

用
す

る
こ

と
で

、
取

付
け

位
置

も
ノ

ズ
ル

の
高

さ
や

角
度

も
自

由
に

選
択

が
可

能
と

な
る

新
規

な
シ

ャ
ワ

ー
装

置
を

提
供

し
ま

す
。
こ

れ
に

よ
っ

て
、
使

用
者

は
自

分
の

姿
勢

を
シ

ャ
ワ

ー
ヘ

ッ
ド

に
合

わ
せ

る
の

で
は

な
く

、
浴

び
た

い
場

所
に

向
け

て
ヘ

ッ
ド

の
位

置
を

動
か

し
シ

ャ
ワ

ー
を

当
て

る
こ

と
が

自
在

と
な

り
、
ピ

ン
ポ

イ
ン

ト
の

打
た

せ
湯

も
可

能
と

な
り

ま
す

。
洗

浄
時

に
は

介
護

者
が

両
手

を
自

由
に

使
っ

て
洗

髪
等

が
で

き
る

の
で

本
人

の
満

足
感

も
向

上
し

、
能

率
も

上
が

り
介

助
時

間
も

短
縮

し
ま

す
。

2
.寒

冷
期

に
際

し
て

は
、
体

温
の

低
下

を
防

ぎ
身

体
へ

の
負

担
を

軽
く

す
る

た
め

同
時

に
足

浴
を

行
え

ば
非

常
に

効
果

的
で

す
。
そ

の
手

法
と

し
て

空
気

を
入

れ
て

ビ
ニ

ー
ル

を
膨

ら
ま

せ
て

膝
下

ま
で

を
湯

に
浸

す
温

水
槽

を
併

用
す

れ
ば

全
身

の
体

温
も

上
昇

し
、
終

了
後

の
処

理
と

し
て

は
、
平

ら
な

型
に

折
り

畳
め

る
た

め
収

納
上

か
ら

も
大

変
便

利
で

す
。

　
　
　
（
注

）
　
そ

れ
ぞ

れ
の

装
置

に
つ

い
て

プ
ロ

ト
タ

イ
プ

は
製

作
済

み
で

す
。

5
4

5
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
福

祉
専

門
職

　
入

浴
介

助
用

手
摺

装
置

肢
体

不
自

由
者

入
浴

時
に

お
け

る
課

題
は

、
浴

槽
へ

の
出

入
り

と
、
座

っ
た

り
立

っ
た

り
す

る
動

作
が

難
儀

で
あ

る
点

で
す

。
そ

の
解

決
策

と
し

て
、
浴

槽
の

長
手

方
向

壁
面

に
取

り
付

け
ら

れ
た

既
設

の
水

平
式

手
摺

り
を

利
用

し
て

、
後

付
け

で
装

着
が

で
き

る
ジ

ョ
イ

ン
ト

を
新

規
に

採
用

し
た

こ
と

で
浴

槽
を

直
角

に
横

断
し

、
対

面
側

の
縁

に
固

定
す

る
ブ

リ
ッ

ジ
状

の
介

助
用

手
摺

が
実

用
化

で
き

ま
し

た
。
こ

れ
に

よ
り

入
浴

者
は

左
右

の
任

意
側

か
ら

手
摺

を
伝

っ
て

浴
槽

に
入

り
、
そ

の
握

り
手

を
替

え
る

こ
と

な
く

中
央

部
へ

移
行

し
そ

の
ま

ま
腰

を
下

し
て

座
り

ま
す

。
立

ち
上

が
る

時
に

は
腕

を
伸

ば
し

て
前

方
の

手
摺

を
掴

め
ば

自
然

に
腰

を
浮

か
す

動
き

と
な

り
楽

に
起

き
上

が
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

で
、
危

険
性

が
減

少
し

安
全

度
が

増
し

ま
す

。
従

っ
て

、
従

来
の

I型
や

L
型

な
ど

の
複

数
の

手
摺

が
不

必
要

と
な

り
、
浴

室
内

の
環

境
美

化
と

経
済

性
に

貢
献

し
ま

す
。

　 　
　
　
（
注

）
　
手

摺
装

置
に

つ
い

て
プ

ロ
ト

タ
イ

プ
は

製
作

済
み

で
す

。

5
4

6
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
車

い
す

学
校

脳
性

ま
ひ

の
子

ど
も

用
の

車
い

す
肢

体
不

自
由

者
児

童
あ

る
子

ど
も

が
、
「
僕

た
ち

が
使

い
や

す
い

車
い

す
は

ど
う

し
た

ら
作

っ
て

も
ら

え
る

の
？

」
と

言
っ

た
の

で
、
こ

こ
に

書
い

て
み

る
こ

と
に

し
ま

し
た

。
病

院
の

処
方

で
つ

く
ら

れ
た

車
い

す
は

動
き

に
く

い
よ

う
で

す
。

脳
性

ま
ひ

の
子

ど
も

た
ち

が
動

作
と

移
動

を
し

や
す

く
、
少

々
不

注
意

で
も

前
に

転
倒

し
な

い
車

い
す

か
、
そ

の
た

め
の

転
倒

防
止

の
対

応
が

あ
る

と
よ

い
と

思
い

ま
す

。
脳

性
ま

ひ
の

子
ど

も
は

自
力

で
の

外
出

経
験

が
乏

し
く

操
作

も
未

熟
な

の
で

、
小

さ
な

段
差

を
見

落
と

し
て

躓
い

た
り

、
フ

ッ
ト

プ
レ

ー
ト

に
足

を
か

け
た

ま
ま

車
い

す
か

ら
お

り
よ

う
と

し
た

り
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
、
プ

ッ
シ

ュ
ア

ッ
プ

や
横

移
乗

は
難

し
く

て
も

つ
か

ま
り

立
ち

で
移

乗
し

た
り

す
る

の
こ

と
が

で
き

る
場

合
が

多
く

あ
り

ま
す

が
、
フ

ッ
ト

サ
ポ

ー
ト

を
自

分
の

力
で

開
閉

で
き

な
い

こ
と

が
多

い
よ

う
で

す
。
弱

い
力

で
も

開
閉

で
き

る
と

よ
い

と
思

い
ま

す
。

車
い

す
を

使
い

な
が

ら
、
精

神
的

に
自

立
し

て
い

く
た

め
に

、
活

発
で

、
親

や
教

員
に

よ
る

監
視

や
手

助
け

が
少

な
く

て
活

動
で

き
る

環
境

や
経

験
が

必
要

と
思

い
ま

す
。

電
動

と
い

う
発

想
で

な
く

、
自

分
の

で
き

る
動

作
を

使
っ

て
移

乗
で

き
た

り
、
落

と
し

た
も

の
を

拾
っ

た
り

、
運

動
会

で
競

走
し

た
り

、
物

を
運

ん
だ

り
、
一

般
の

道
路

や
坂

道
を

自
分

で
こ

げ
た

り
、
と

い
う

よ
う

に
、
体

を
思

い
き

り
使

い
な

が
ら

成
就

感
を

も
つ

経
験

が
た

く
さ

ん
で

き
る

と
い

い
な

と
思

い
ま

す
。
（
電

動
は

バ
ッ

テ
リ

ー
切

れ
を

恐
れ

て
動

き
を

セ
ー

ブ
す

る
子

ど
も

も
い

ま
す

。
）

子
ど

も
は

必
ず

集
団

で
生

活
し

ま
す

の
で

、
車

い
す

は
折

り
た

た
み

が
で

き
な

い
と

不
便

で
す

。
集

団
で

バ
ス

な
ど

に
乗

り
ま

す
の

で
、
た

た
め

て
も

取
り

外
し

た
シ

ー
ト

の
た

め
に

一
席

分
必

要
に

な
る

の
も

困
り

ま
す

。
５

年
で

３
０

セ
ン

チ
近

く
身

長
が

変
わ

る
こ

と
も

あ
り

ま
す

か
ら

、
厳

密
な

適
合

で
な

く
て

は
操

作
が

著
し

く
不

利
に

な
る

、
と

い
う

よ
り

、
変

化
の

影
響

で
操

作
が

不
利

に
な

っ
て

も
動

き
や

す
い

ふ
う

で
あ

っ
て

ほ
し

い
で

す
。
（
限

度
は

あ
る

で
し

ょ
う

け
れ

ど
）

ど
う

ぞ
ご

検
討

く
だ

さ
い

ま
す

よ
う

に
お

願
い

し
ま

す
。

5
4

7
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
開

発
メ

ー
カ

ー
足

ブ
ラ

ン
コ

は
い

つ
ま

で
も

歩
け

ま
す

。
肢

体
不

自
由

者
高

齢
者

木
製

の
足

ブ
ラ

ン
コ

は
自

分
の

意
思

で
股

開
き

運
動

、
足

の
曲

げ
伸

ば
し

運
動

、
自

力
で

交
互

に
腿

上
げ

運
動

で
か

ま
す

。
移

動
で

き
る

ベ
ッ

ト
用

、
布

団
用

あ
り

ま
す

。
寝

た
ま

ま
で

足
、
脚

運
動

で
き

ま
す

。
手

の
上

、
下

運
動

で
き

ま
す

。
歩

け
る

よ
う

に
な

り
ま

す
。
一

人
で

食
事

で
き

ま
す

。

5
4

8
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
障

害
者

団
体

目
で

見
る

携
帯

電
話

聴
覚

障
害

者
聴

覚
障

害
者

は
耳

が
聞

こ
え

な
い

た
め

、
相

手
の

声
を

聞
き

た
く

て
も

電
話

で
き

ま
せ

ん
。
こ

の
ア

イ
デ

ア
は

健
聴

者
は

普
通

に
聴

覚
障

害
者

宛
に

電
話

→
聴

覚
障

害
者

の
携

帯
電

話
（
画

面
）
に

は
、
健

聴
者

が
話

し
て

い
る

言
葉

が
、
そ

の
ま

ま
字

幕
や

テ
ロ

ッ
プ

表
示

さ
れ

る
よ

う
な

機
器

の
開

発
を

要
望

し
ま

す
。

5
4

9
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
福

祉
専

門
職

常
に

転
倒

の
危

険
が

あ
る

人
の

作
業

を
支

え
る

ウ
ォ

ー
カ

ー

肢
体

不
自

由
者

当
施

設
の

生
活

介
護

に
は

、
重

度
の

て
ん

か
ん

発
作

の
方

が
い

ら
っ

し
ゃ

い
ま

す
。
常

に
脱

力
転

倒
の

危
険

が
あ

り
、
車

い
す

等
に

抑
制

し
た

ら
安

全
で

す
が

、
歩

け
る

方
な

の
で

ス
ト

レ
ス

に
も

な
り

、
み

ん
な

と
一

緒
に

作
業

に
参

加
で

き
ま

せ
ん

。
そ

の
た

め
、
ス

タ
ッ

フ
が

一
人

、
常

に
そ

ば
に

い
て

見
守

り
な

が
ら

作
業

を
し

、
転

倒
の

瞬
間

に
支

え
る

と
い

う
毎

日
で

す
。

施
設

側
の

人
手

も
大

変
で

す
が

、
本

人
に

と
っ

て
も

、
常

に
そ

ば
に

誰
か

が
い

る
の

は
ス

ト
レ

ス
で

あ
り

、
そ

の
状

態
を

解
消

し
、
自

力
で

立
っ

て
歩

い
て

作
業

も
で

き
る

た
め

の
ツ

ー
ル

が
必

要
と

さ
れ

て
い

ま
す

。

肢
体

不
自

由
の

方
が

使
用

す
る

ム
ー

ン
ウ

ォ
ー

カ
ー

に
、
作

業
台

が
融

合
し

た
よ

う
な

器
具

が
あ

れ
ば

、
本

人
の

自
主

的
な

意
思

で
行

動
し

、
作

業
で

き
る

環
境

に
な

る
の

で
は

な
い

か
と

考
え

ま
す

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

5
4

4
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
開

発
メ

ー
カ

ー
浴

室
内

の
手

摺
を

利
用

し
た

シ
ャ

ワ
ー

ヘ
ッ

ド
用

具
と

入
浴

装
置

肢
体

不
自

由
者

1
.浴

室
内

に
取

付
け

た
既

設
の

水
平

式
や

垂
直

式
の

ど
ち

ら
の

手
摺

り
対

し
て

も
、
後

付
け

操
作

で
着

脱
が

自
在

に
で

き
る

ジ
ョ

イ
ン

ト
機

構
を

新
た

に
採

用
す

る
こ

と
で

、
取

付
け

位
置

も
ノ

ズ
ル

の
高

さ
や

角
度

も
自

由
に

選
択

が
可

能
と

な
る

新
規

な
シ

ャ
ワ

ー
装

置
を

提
供

し
ま

す
。
こ

れ
に

よ
っ

て
、
使

用
者

は
自

分
の

姿
勢

を
シ

ャ
ワ

ー
ヘ

ッ
ド

に
合

わ
せ

る
の

で
は

な
く

、
浴

び
た

い
場

所
に

向
け

て
ヘ

ッ
ド

の
位

置
を

動
か

し
シ

ャ
ワ

ー
を

当
て

る
こ

と
が

自
在

と
な

り
、
ピ

ン
ポ

イ
ン

ト
の

打
た

せ
湯

も
可

能
と

な
り

ま
す

。
洗

浄
時

に
は

介
護

者
が

両
手

を
自

由
に

使
っ

て
洗

髪
等

が
で

き
る

の
で

本
人

の
満

足
感

も
向

上
し

、
能

率
も

上
が

り
介

助
時

間
も

短
縮

し
ま

す
。

2
.寒

冷
期

に
際

し
て

は
、
体

温
の

低
下

を
防

ぎ
身

体
へ

の
負

担
を

軽
く

す
る

た
め

同
時

に
足

浴
を

行
え

ば
非

常
に

効
果

的
で

す
。
そ

の
手

法
と

し
て

空
気

を
入

れ
て

ビ
ニ

ー
ル

を
膨

ら
ま

せ
て

膝
下

ま
で

を
湯

に
浸

す
温

水
槽

を
併

用
す

れ
ば

全
身

の
体

温
も

上
昇

し
、
終

了
後

の
処

理
と

し
て

は
、
平

ら
な

型
に

折
り

畳
め

る
た

め
収

納
上

か
ら

も
大

変
便

利
で

す
。

　
　
　
（
注

）
　
そ

れ
ぞ

れ
の

装
置

に
つ

い
て

プ
ロ

ト
タ

イ
プ

は
製

作
済

み
で

す
。

5
4

5
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
福

祉
専

門
職

　
入

浴
介

助
用

手
摺

装
置

肢
体

不
自

由
者

入
浴

時
に

お
け

る
課

題
は

、
浴

槽
へ

の
出

入
り

と
、
座

っ
た

り
立

っ
た

り
す

る
動

作
が

難
儀

で
あ

る
点

で
す

。
そ

の
解

決
策

と
し

て
、
浴

槽
の

長
手

方
向

壁
面

に
取

り
付

け
ら

れ
た

既
設

の
水

平
式

手
摺

り
を

利
用

し
て

、
後

付
け

で
装

着
が

で
き

る
ジ

ョ
イ

ン
ト

を
新

規
に

採
用

し
た

こ
と

で
浴

槽
を

直
角

に
横

断
し

、
対

面
側

の
縁

に
固

定
す

る
ブ

リ
ッ

ジ
状

の
介

助
用

手
摺

が
実

用
化

で
き

ま
し

た
。
こ

れ
に

よ
り

入
浴

者
は

左
右

の
任

意
側

か
ら

手
摺

を
伝

っ
て

浴
槽

に
入

り
、
そ

の
握

り
手

を
替

え
る

こ
と

な
く

中
央

部
へ

移
行

し
そ

の
ま

ま
腰

を
下

し
て

座
り

ま
す

。
立

ち
上

が
る

時
に

は
腕

を
伸

ば
し

て
前

方
の

手
摺

を
掴

め
ば

自
然

に
腰

を
浮

か
す

動
き

と
な

り
楽

に
起

き
上

が
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

で
、
危

険
性

が
減

少
し

安
全

度
が

増
し

ま
す

。
従

っ
て

、
従

来
の

I型
や

L
型

な
ど

の
複

数
の

手
摺

が
不

必
要

と
な

り
、
浴

室
内

の
環

境
美

化
と

経
済

性
に

貢
献

し
ま

す
。

　 　
　
　
（
注

）
　
手

摺
装

置
に

つ
い

て
プ

ロ
ト

タ
イ

プ
は

製
作

済
み

で
す

。

5
4

6
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
車

い
す

学
校

脳
性

ま
ひ

の
子

ど
も

用
の

車
い

す
肢

体
不

自
由

者
児

童
あ

る
子

ど
も

が
、
「
僕

た
ち

が
使

い
や

す
い

車
い

す
は

ど
う

し
た

ら
作

っ
て

も
ら

え
る

の
？

」
と

言
っ

た
の

で
、
こ

こ
に

書
い

て
み

る
こ

と
に

し
ま

し
た

。
病

院
の

処
方

で
つ

く
ら

れ
た

車
い

す
は

動
き

に
く

い
よ

う
で

す
。

脳
性

ま
ひ

の
子

ど
も

た
ち

が
動

作
と

移
動

を
し

や
す

く
、
少

々
不

注
意

で
も

前
に

転
倒

し
な

い
車

い
す

か
、
そ

の
た

め
の

転
倒

防
止

の
対

応
が

あ
る

と
よ

い
と

思
い

ま
す

。
脳

性
ま

ひ
の

子
ど

も
は

自
力

で
の

外
出

経
験

が
乏

し
く

操
作

も
未

熟
な

の
で

、
小

さ
な

段
差

を
見

落
と

し
て

躓
い

た
り

、
フ

ッ
ト

プ
レ

ー
ト

に
足

を
か

け
た

ま
ま

車
い

す
か

ら
お

り
よ

う
と

し
た

り
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
、
プ

ッ
シ

ュ
ア

ッ
プ

や
横

移
乗

は
難

し
く

て
も

つ
か

ま
り

立
ち

で
移

乗
し

た
り

す
る

の
こ

と
が

で
き

る
場

合
が

多
く

あ
り

ま
す

が
、
フ

ッ
ト

サ
ポ

ー
ト

を
自

分
の

力
で

開
閉

で
き

な
い

こ
と

が
多

い
よ

う
で

す
。
弱

い
力

で
も

開
閉

で
き

る
と

よ
い

と
思

い
ま

す
。

車
い

す
を

使
い

な
が

ら
、
精

神
的

に
自

立
し

て
い

く
た

め
に

、
活

発
で

、
親

や
教

員
に

よ
る

監
視

や
手

助
け

が
少

な
く

て
活

動
で

き
る

環
境

や
経

験
が

必
要

と
思

い
ま

す
。

電
動

と
い

う
発

想
で

な
く

、
自

分
の

で
き

る
動

作
を

使
っ

て
移

乗
で

き
た

り
、
落

と
し

た
も

の
を

拾
っ

た
り

、
運

動
会

で
競

走
し

た
り

、
物

を
運

ん
だ

り
、
一

般
の

道
路

や
坂

道
を

自
分

で
こ

げ
た

り
、
と

い
う

よ
う

に
、
体

を
思

い
き

り
使

い
な

が
ら

成
就

感
を

も
つ

経
験

が
た

く
さ

ん
で

き
る

と
い

い
な

と
思

い
ま

す
。
（
電

動
は

バ
ッ

テ
リ

ー
切

れ
を

恐
れ

て
動

き
を

セ
ー

ブ
す

る
子

ど
も

も
い

ま
す

。
）

子
ど

も
は

必
ず

集
団

で
生

活
し

ま
す

の
で

、
車

い
す

は
折

り
た

た
み

が
で

き
な

い
と

不
便

で
す

。
集

団
で

バ
ス

な
ど

に
乗

り
ま

す
の

で
、
た

た
め

て
も

取
り

外
し

た
シ

ー
ト

の
た

め
に

一
席

分
必

要
に

な
る

の
も

困
り

ま
す

。
５

年
で

３
０

セ
ン

チ
近

く
身

長
が

変
わ

る
こ

と
も

あ
り

ま
す

か
ら

、
厳

密
な

適
合

で
な

く
て

は
操

作
が

著
し

く
不

利
に

な
る

、
と

い
う

よ
り

、
変

化
の

影
響

で
操

作
が

不
利

に
な

っ
て

も
動

き
や

す
い

ふ
う

で
あ

っ
て

ほ
し

い
で

す
。
（
限

度
は

あ
る

で
し

ょ
う

け
れ

ど
）

ど
う

ぞ
ご

検
討

く
だ

さ
い

ま
す

よ
う

に
お

願
い

し
ま

す
。

5
4

7
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
開

発
メ

ー
カ

ー
足

ブ
ラ

ン
コ

は
い

つ
ま

で
も

歩
け

ま
す

。
肢

体
不

自
由

者
高

齢
者

木
製

の
足

ブ
ラ

ン
コ

は
自

分
の

意
思

で
股

開
き

運
動

、
足

の
曲

げ
伸

ば
し

運
動

、
自

力
で

交
互

に
腿

上
げ

運
動

で
か

ま
す

。
移

動
で

き
る

ベ
ッ

ト
用

、
布

団
用

あ
り

ま
す

。
寝

た
ま

ま
で

足
、
脚

運
動

で
き

ま
す

。
手

の
上

、
下

運
動

で
き

ま
す

。
歩

け
る

よ
う

に
な

り
ま

す
。
一

人
で

食
事

で
き

ま
す

。

5
4

8
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
障

害
者

団
体

目
で

見
る

携
帯

電
話

聴
覚

障
害

者
聴

覚
障

害
者

は
耳

が
聞

こ
え

な
い

た
め

、
相

手
の

声
を

聞
き

た
く

て
も

電
話

で
き

ま
せ

ん
。
こ

の
ア

イ
デ

ア
は

健
聴

者
は

普
通

に
聴

覚
障

害
者

宛
に

電
話

→
聴

覚
障

害
者

の
携

帯
電

話
（
画

面
）
に

は
、
健

聴
者

が
話

し
て

い
る

言
葉

が
、
そ

の
ま

ま
字

幕
や

テ
ロ

ッ
プ

表
示

さ
れ

る
よ

う
な

機
器

の
開

発
を

要
望

し
ま

す
。

5
4

9
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
福

祉
専

門
職

常
に

転
倒

の
危

険
が

あ
る

人
の

作
業

を
支

え
る

ウ
ォ

ー
カ

ー

肢
体

不
自

由
者

当
施

設
の

生
活

介
護

に
は

、
重

度
の

て
ん

か
ん

発
作

の
方

が
い

ら
っ

し
ゃ

い
ま

す
。
常

に
脱

力
転

倒
の

危
険

が
あ

り
、
車

い
す

等
に

抑
制

し
た

ら
安

全
で

す
が

、
歩

け
る

方
な

の
で

ス
ト

レ
ス

に
も

な
り

、
み

ん
な

と
一

緒
に

作
業

に
参

加
で

き
ま

せ
ん

。
そ

の
た

め
、
ス

タ
ッ

フ
が

一
人

、
常

に
そ

ば
に

い
て

見
守

り
な

が
ら

作
業

を
し

、
転

倒
の

瞬
間

に
支

え
る

と
い

う
毎

日
で

す
。

施
設

側
の

人
手

も
大

変
で

す
が

、
本

人
に

と
っ

て
も

、
常

に
そ

ば
に

誰
か

が
い

る
の

は
ス

ト
レ

ス
で

あ
り

、
そ

の
状

態
を

解
消

し
、
自

力
で

立
っ

て
歩

い
て

作
業

も
で

き
る

た
め

の
ツ

ー
ル

が
必

要
と

さ
れ

て
い

ま
す

。

肢
体

不
自

由
の

方
が

使
用

す
る

ム
ー

ン
ウ

ォ
ー

カ
ー

に
、
作

業
台

が
融

合
し

た
よ

う
な

器
具

が
あ

れ
ば

、
本

人
の

自
主

的
な

意
思

で
行

動
し

、
作

業
で

き
る

環
境

に
な

る
の

で
は

な
い

か
と

考
え

ま
す

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

5
5

0
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
音

声
筆

談
器

（
対

話
用

）
携

帯
が

可
能

な
端

末
を

用
い

て
、
リ

ア
ル

タ
イ

ム
で

音
声

を
文

字
に

か
え

る
装

置
の

開
発

を
提

案
し

ま
す

。
既

存
の

「
手

書
筆

談
器

」
に

か
わ

る
、
難

聴
者

に
と

っ
て

は
画

期
的

な
製

品
で

す
。
難

聴
者

が
相

手
に

自
分

の
意

思
を

伝
え

る
場

合
、
現

状
は

「
筆

記
」
「
手

話
」
を

使
い

ま
す

が
、
加

齢
に

よ
り

「
文

字
書

き
」
が

出
来

な
く

な
る

場
合

が
あ

り
ま

す
。
ま

た
手

話
は

、
相

手
が

手
話

を
理

解
で

き
な

け
れ

ば
使

え
ま

せ
ん

。
「
音

声
筆

談
器

」
は

上
記

の
よ

う
な

不
具

合
を

解
決

し
、
言

葉
が

喋
れ

る
難

聴
者

で
あ

れ
ば

、
非

常
に

有
効

な
機

器
と

な
り

ま
す

。
興

味
を

お
持

ち
に

な
ら

れ
た

方
は

、
横

浜
市

中
途

失
聴

・
難

聴
者

協
会

補
聴

器
研

究
部

の
力

石
ま

で
ご

連
絡

く
だ

さ
い

。
h

tt
p

:/
/h

a
m

a
n

a
n

c
h

o
.o

rg
/i

n
d

e
x
.h

tm

5
5

1
2

0
1
1

新
製

品
・
技

術
風

呂
や

シ
ャ

ワ
ー

 屋
外

の
移

動
車

い
す

 入
浴

関
連

用
具

車
椅

子
用

足
固

定
ベ

ル
ト

と
片

マ
ヒ

用
ボ

デ
ィ

ー
タ

オ
ル

紹
介

昨
年

末
に

カ
タ

ロ
グ

が
、
完

成
し

ま
し

た
の

で
今

回
ご

紹
介

さ
せ

て
頂

き
ま

す
。

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
掲

示
し

ま
し

た
、
製

品
は

、
全

て
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
の

ご
意

見
Ｈ

Ｐ
が

き
っ

か
け

で
作

ら
れ

た
製

品
で

す
。

こ
れ

ら
の

製
品

が
、
必

要
な

人
に

お
知

ら
せ

出
来

る
よ

う
に

こ
れ

か
ら

努
力

し
て

い
き

ま
す

。
ご

興
味

の
あ

る
方

は
、
是

非
下

記
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
ご

覧
下

さ
い

。

(社
)新

産
業

喜
働

推
進

機
構

h
tt

p
:/

/w
w

w
.n

ik
.o

r.
jp

/i
n

d
e

x
.h

tm
l

小
さ

な
要

望
も

困
っ

て
い

る
人

に
は

、
す

ご
く

価
値

の
あ

る
物

な
の

で
す

。
こ

れ
か

ら
も

そ
れ

を
大

事
に

し
て

い
き

た
い

で
す

。

5
5

2
2

0
1
1

新
製

品
・
技

術
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
リ

ハ
ビ

リ
器

具
家

族
が

で
き

る
尖

足
角

度
の

計
測

と
拘

縮
改

善
リ

ハ
ビ

リ
器

具

長
期

臥
床

の
方

が
な

り
や

す
い

尖
足

（
下

垂
足

）
の

予
防

改
善

を
家

族
や

上
半

身
健

常
な

方
は

本
人

が
床

上
で

座
位

や
寝

た
ま

ま
、
テ

コ
作

用
に

よ
り

軽
い

力
で

反
復

動
的

（
神

経
筋

促
通

）
な

リ
ハ

ビ
リ

を
行

な
え

ま
す

。
足

関
節

可
動

域
も

他
動

域
角

度
、
自

力
動

域
角

度
を

本
人

や
家

族
が

測
定

値
を

確
認

で
き

ま
す

の
で

、
リ

ハ
ビ

リ
の

意
欲

を
高

め
ま

す
。
本

訓
練

の
二

次
的

効
果

と
し

て
、
足

関
節

底
背

屈
の

パ
ー

ト
ナ

ー
反

復
運

動
を

仰
臥

位
で

行
な

い
ま

す
と

下
肢

深
部

静
脈

血
流

速
度

を
増

加
し

て
深

部
静

脈
血

栓
症

（
エ

コ
ノ

ミ
ー

ク
ラ

ス
症

候
群

）
の

予
防

に
効

果
が

あ
り

ま
す

。
商

品
名

｢
背

屈
く

ん
Ⅱ

｣

5
5

3
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
福

祉
用

具
メ

ー
カ

ー
大

野
産

業
で

す
。

弊
社

の
用

具
は

改
定

の
商

品
に

し
て

い
な

い
の

で
、
廃

盤
品

が
多

く
弊

社
の

ペ
ー

ジ
を

削
除

し
て

く
だ

さ
い

。
2

0
1
2

年
5

月
1
日

に
斉

藤
工

業
㈱

と
合

併
を

し
ま

す
。
大

野
産

業
は

解
散

い
た

し
ま

す
。

弊
社

を
削

除
し

て
く

だ
さ

い
。

斉
藤

工
業

と
は

新
た

に
契

約
を

し
て

く
だ

さ
い

。

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。

大
野

産
業

株
式

会
社

　
　
代

表
取

締
役

　
大

野
滋

男

5
5

4
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
学

校
作

品
を

手
で

見
る

た
め

の
手

袋
視

覚
障

害
者

 共
用

品
彫

刻
な

ど
小

さ
な

デ
ィ

テ
ー

ル
も

分
か

り
や

す
い

触
察

用
の

手
袋

が
欲

し
い

。
こ

れ
ま

で
美

術
館

で
の

視
覚

障
が

い
者

（
全

盲
）
の

手
に

よ
る

鑑
賞

（
触

察
）
で

は
、
素

手
の

場
合

も
あ

る
が

、
木

綿
の

手
袋

、
ラ

テ
ッ

ク
ス

の
手

袋
が

用
い

ら
れ

て
い

る
。
作

品
の

保
存

性
の

問
題

か
ら

主
に

木
綿

の
手

袋
が

多
く

使
わ

れ
る

が
、
布

地
が

厚
か

っ
た

り
サ

イ
ズ

が
ぴ

っ
た

り
だ

と
、
指

先
が

凹
ま

ず
感

度
が

悪
く

な
る

。
こ

れ
ま

で
、
盲

学
校

で
は

、
樹

脂
製

の
触

地
図

を
手

で
見

る
場

合
に

は
、
シ

ッ
カ

ロ
ー

ル
を

塗
し

た
り

、
薄

い
絹

の
よ

う
な

滑
り

の
良

い
布

を
弛

み
な

く
被

せ
た

り
し

て
触

れ
、
分

か
り

や
す

く
疲

れ
な

い
よ

う
に

し
て

き
た

。
触

察
時

の
湿

気
を

移
さ

な
い

保
存

性
や

読
み

取
り

感
度

や
細

か
な

扱
い

が
で

き
る

よ
う

な
手

袋
の

形
状

や
布

地
が

工
夫

さ
れ

た
手

袋
は

な
い

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

5
5

0
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
音

声
筆

談
器

（
対

話
用

）
携

帯
が

可
能

な
端

末
を

用
い

て
、
リ

ア
ル

タ
イ

ム
で

音
声

を
文

字
に

か
え

る
装

置
の

開
発

を
提

案
し

ま
す

。
既

存
の

「
手

書
筆

談
器

」
に

か
わ

る
、
難

聴
者

に
と

っ
て

は
画

期
的

な
製

品
で

す
。
難

聴
者

が
相

手
に

自
分

の
意

思
を

伝
え

る
場

合
、
現

状
は

「
筆

記
」
「
手

話
」
を

使
い

ま
す

が
、
加

齢
に

よ
り

「
文

字
書

き
」
が

出
来

な
く

な
る

場
合

が
あ

り
ま

す
。
ま

た
手

話
は

、
相

手
が

手
話

を
理

解
で

き
な

け
れ

ば
使

え
ま

せ
ん

。
「
音

声
筆

談
器

」
は

上
記

の
よ

う
な

不
具

合
を

解
決

し
、
言

葉
が

喋
れ

る
難

聴
者

で
あ

れ
ば

、
非

常
に

有
効

な
機

器
と

な
り

ま
す

。
興

味
を

お
持

ち
に

な
ら

れ
た

方
は

、
横

浜
市

中
途

失
聴

・
難

聴
者

協
会

補
聴

器
研

究
部

の
力

石
ま

で
ご

連
絡

く
だ

さ
い

。
h

tt
p

:/
/h

a
m

a
n

a
n

c
h

o
.o

rg
/i

n
d

e
x
.h

tm

5
5

1
2

0
1
1

新
製

品
・
技

術
風

呂
や

シ
ャ

ワ
ー

 屋
外

の
移

動
車

い
す

 入
浴

関
連

用
具

車
椅

子
用

足
固

定
ベ

ル
ト

と
片

マ
ヒ

用
ボ

デ
ィ

ー
タ

オ
ル

紹
介

昨
年

末
に

カ
タ

ロ
グ

が
、
完

成
し

ま
し

た
の

で
今

回
ご

紹
介

さ
せ

て
頂

き
ま

す
。

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
掲

示
し

ま
し

た
、
製

品
は

、
全

て
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
の

ご
意

見
Ｈ

Ｐ
が

き
っ

か
け

で
作

ら
れ

た
製

品
で

す
。

こ
れ

ら
の

製
品

が
、
必

要
な

人
に

お
知

ら
せ

出
来

る
よ

う
に

こ
れ

か
ら

努
力

し
て

い
き

ま
す

。
ご

興
味

の
あ

る
方

は
、
是

非
下

記
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
ご

覧
下

さ
い

。

(社
)新

産
業

喜
働

推
進

機
構

h
tt

p
:/

/w
w

w
.n

ik
.o

r.
jp

/i
n

d
e

x
.h

tm
l

小
さ

な
要

望
も

困
っ

て
い

る
人

に
は

、
す

ご
く

価
値

の
あ

る
物

な
の

で
す

。
こ

れ
か

ら
も

そ
れ

を
大

事
に

し
て

い
き

た
い

で
す

。

5
5

2
2

0
1
1

新
製

品
・
技

術
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
リ

ハ
ビ

リ
器

具
家

族
が

で
き

る
尖

足
角

度
の

計
測

と
拘

縮
改

善
リ

ハ
ビ

リ
器

具

長
期

臥
床

の
方

が
な

り
や

す
い

尖
足

（
下

垂
足

）
の

予
防

改
善

を
家

族
や

上
半

身
健

常
な

方
は

本
人

が
床

上
で

座
位

や
寝

た
ま

ま
、
テ

コ
作

用
に

よ
り

軽
い

力
で

反
復

動
的

（
神

経
筋

促
通

）
な

リ
ハ

ビ
リ

を
行

な
え

ま
す

。
足

関
節

可
動

域
も

他
動

域
角

度
、
自

力
動

域
角

度
を

本
人

や
家

族
が

測
定

値
を

確
認

で
き

ま
す

の
で

、
リ

ハ
ビ

リ
の

意
欲

を
高

め
ま

す
。
本

訓
練

の
二

次
的

効
果

と
し

て
、
足

関
節

底
背

屈
の

パ
ー

ト
ナ

ー
反

復
運

動
を

仰
臥

位
で

行
な

い
ま

す
と

下
肢

深
部

静
脈

血
流

速
度

を
増

加
し

て
深

部
静

脈
血

栓
症

（
エ

コ
ノ

ミ
ー

ク
ラ

ス
症

候
群

）
の

予
防

に
効

果
が

あ
り

ま
す

。
商

品
名

｢
背

屈
く

ん
Ⅱ

｣

5
5

3
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
福

祉
用

具
メ

ー
カ

ー
大

野
産

業
で

す
。

弊
社

の
用

具
は

改
定

の
商

品
に

し
て

い
な

い
の

で
、
廃

盤
品

が
多

く
弊

社
の

ペ
ー

ジ
を

削
除

し
て

く
だ

さ
い

。
2

0
1
2

年
5

月
1
日

に
斉

藤
工

業
㈱

と
合

併
を

し
ま

す
。
大

野
産

業
は

解
散

い
た

し
ま

す
。

弊
社

を
削

除
し

て
く

だ
さ

い
。

斉
藤

工
業

と
は

新
た

に
契

約
を

し
て

く
だ

さ
い

。

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。

大
野

産
業

株
式

会
社

　
　
代

表
取

締
役

　
大

野
滋

男

5
5

4
2

0
1
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
学

校
作

品
を

手
で

見
る

た
め

の
手

袋
視

覚
障

害
者

 共
用

品
彫

刻
な

ど
小

さ
な

デ
ィ

テ
ー

ル
も

分
か

り
や

す
い

触
察

用
の

手
袋

が
欲

し
い

。
こ

れ
ま

で
美

術
館

で
の

視
覚

障
が

い
者

（
全

盲
）
の

手
に

よ
る

鑑
賞

（
触

察
）
で

は
、
素

手
の

場
合

も
あ

る
が

、
木

綿
の

手
袋

、
ラ

テ
ッ

ク
ス

の
手

袋
が

用
い

ら
れ

て
い

る
。
作

品
の

保
存

性
の

問
題

か
ら

主
に

木
綿

の
手

袋
が

多
く

使
わ

れ
る

が
、
布

地
が

厚
か

っ
た

り
サ

イ
ズ

が
ぴ

っ
た

り
だ

と
、
指

先
が

凹
ま

ず
感

度
が

悪
く

な
る

。
こ

れ
ま

で
、
盲

学
校

で
は

、
樹

脂
製

の
触

地
図

を
手

で
見

る
場

合
に

は
、
シ

ッ
カ

ロ
ー

ル
を

塗
し

た
り

、
薄

い
絹

の
よ

う
な

滑
り

の
良

い
布

を
弛

み
な

く
被

せ
た

り
し

て
触

れ
、
分

か
り

や
す

く
疲

れ
な

い
よ

う
に

し
て

き
た

。
触

察
時

の
湿

気
を

移
さ

な
い

保
存

性
や

読
み

取
り

感
度

や
細

か
な

扱
い

が
で

き
る

よ
う

な
手

袋
の

形
状

や
布

地
が

工
夫

さ
れ

た
手

袋
は

な
い

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

5
5

5
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

車
い

す
 電

動
車

い
す

車
両

か
ら

車
い

す
を

認
識

し
て

も
ら

う
装

置
車

い
す

ユ
ー

ザ
ー

で
す

。
ポ

リ
オ

の
会

に
所

属
し

て
い

ま
す

。

車
イ

ス
の

会
員

が
交

通
事

故
に

あ
い

ま
し

た
。

ひ
じ

骨
折

に
全

身
打

撲
、
乗

っ
て

い
た

電
動

車
い

す
は

大
破

で
す

。
呼

吸
器

に
も

障
害

が
あ

る
人

で
す

が
、
　
呼

吸
器

の
扱

い
や

酸
素

の
事

や
ら

機
能

低
下

予
防

や
ら

対
応

も
う

ま
く

い
か

ず
、
意

識
不

明
で

の
搬

送
で

あ
っ

た
ら

命
を

落
と

さ
れ

た
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。
場

所
は

新
宿

、
時

間
は

午
前

中
、
青

信
号

で
横

断
歩

道
を

渡
っ

て
い

る
時

、
右

折
車

に
は

ね
ら

れ
ま

し
た

。

あ
わ

や
！

と
い

う
思

い
は

私
自

身
も

そ
う

で
す

が
、
車

い
す

ユ
ー

ザ
ー

は
み

な
さ

ん
経

験
さ

れ
て

い
ま

す
。

道
路

横
断

時
の

右
折

車
、
左

折
車

、
そ

し
て

夜
間

で
は

道
路

全
般

で
。

何
か

、
車

両
等

か
ら

車
い

す
を

認
識

で
き

る
よ

う
な

装
置

が
必

要
か

と
思

い
ま

す
。

ぜ
ひ

、
ご

検
討

い
た

だ
け

ま
せ

ん
で

し
ょ

う
か

？

会
の

中
で

は
以

前
か

ら
、
車

い
す

に
Ｌ
Ｅ

Ｄ
点

灯
装

置
の

よ
う

な
も

の
を

つ
け

た
ら

ど
う

だ
ろ

う
か

と
い

う
意

見
も

出
て

い
ま

す
が

、
具

体
化

し
て

い
ま

せ
ん

。
個

人
的

に
は

、
今

回
の

事
故

が
昼

間
で

あ
っ

た
こ

と
を

考
え

る
と

、
Ｌ
Ｅ

Ｄ
で

は
不

十
分

な
よ

う
な

気
も

し
て

い
ま

す
。

ど
う

ぞ
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

　

5
5

6
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
ベ

ッ
ド

か
ら

の
立

ち
上

が
り

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

手
す

り
た

ち
あ

っ
ぷ

に
つ

い
て

た
ち

あ
っ

ぷ
の

高
さ

調
整

で
す

が
、
現

在
、
7

0
0

ｍ
ｍ

・
7

5
0

ｍ
ｍ

・
8

0
0

ｍ
ｍ

の
3

段
階

し
か

調
整

出
来

な
い

の
で

不
便

で
す

。
せ

め
て

2
0

ｍ
ｍ

刻
み

で
調

整
が

出
来

る
様

に
し

て
欲

し
い

も
の

で
す

。
穴

は
縦

に
穴

が
開

け
れ

な
い

の
な

ら
ば

、
ザ

グ
ザ

グ
に

穴
を

開
け

れ
ば

強
度

維
持

出
来

る
と

思
う

の
で

す
が

・
・
・

5
5

7
2

0
1
0

新
製

品
・
技

術
排

泄
 移

乗
 屋

内
の

移
動

 風
呂

や
シ

ャ
ワ

ー
移

動
用

リ
フ

ト
力

要
ら

ず
介

護
シ

ス
テ

ム
枕

交
換

可
能

な
力

が
あ

れ
ば

車
椅

子
、
洗

浄
お

む
つ

交
換

、
簡

易
入

浴
の

が
行

え
る

シ
ス

テ
ム

で
す

。
寝

た
ま

ま
で

体
を

左
右

に
移

動
可

能
に

す
る

新
方

式
の

移
動

方
法

を
使

用
し

て
い

ま
す

。
（
特

許
済

）
こ

の
シ

ス
テ

ム
の

開
発

に
は

埼
玉

県
の

経
営

革
新

計
画

の
承

認
を

受
け

、
ベ

ン
チ

ャ
ー

企
業

向
け

の
県

の
公

的
サ

ポ
ー

ト
を

受
け

な
が

ら
行

い
ま

し
た

。
シ

ス
テ

ム
の

詳
細

は
以

下
の

H
P

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

h
tt

p
:/

/s
e

ri
z
a
w

a
.c

o
m

/
H

P
上

の
い

ろ
い

ろ
で

き
る

家
庭

介
護

用
シ

ス
テ

ム
の

他
に

、
施

設
向

き
の

リ
フ

ト
機

能
に

特
化

し
た

バ
ー

ジ
ョ

ン
も

ご
ざ

い
ま

す
の

で
、
お

問
い

合
わ

せ
く

だ
さ

い
。

5
5

8
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)就
寝

特
殊

寝
台

楽
匠

Ｓ
シ

リ
ー

ズ
の

オ
プ

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
現

場
で

ベ
ッ

ド
を

選
定

す
る

際
に

思
う

事
で

す
が

、
男

性
で

身
長

の
高

い
方

が
何

人
か

お
見

え
で

す
。
楽

匠
Ｓ

シ
リ

ー
ズ

で
延

長
す

る
為

の
オ

プ
シ

ョ
ン

が
出

た
事

は
と

て
も

嬉
し

い
の

で
す

が
、
マ

ッ
ト

レ
ス

の
延

長
が

プ
レ

グ
ラ

ー
し

か
な

い
の

は
福

祉
用

具
の

選
定

の
幅

が
無

く
、
何

と
か

し
て

欲
し

い
も

の
で

す
。
せ

め
て

タ
イ

カ
の

ア
ル

フ
ァ

プ
ラ

や
ア

ル
フ

ァ
プ

ラ
す

く
っ

と
、
ケ

ー
プ

の
ネ

ク
サ

ス
に

延
長

機
能

が
あ

れ
ば

嬉
し

い
の

で
す

が
・
・
・
ど

う
で

し
ょ

う
？

5
5

9
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)寝
台

付
属

特
殊

寝
台

楽
匠

Ｓ
シ

リ
ー

ズ
の

介
助

バ
ー

と
サ

イ
ド

レ
ー

ル
の

組
み

合
わ

せ
に

つ
い

て

ス
イ

ン
グ

ア
ウ

ト
介

助
バ

ー
と

サ
イ

ド
レ

ー
ル

Ｋ
Ｓ

－
１
６

１
Ｑ

又
は

サ
イ

ド
レ

ー
ル

Ｋ
Ｓ

－
１
７

１
Ｑ

の
組

み
合

わ
せ

の
場

合
、
介

助
バ

ー
と

サ
イ

ド
レ

ー
ル

が
干

渉
し

合
う

の
で

干
渉

し
合

わ
な

い
様

に
鈍

角
（
３

０
度

）
に

て
グ

リ
ッ

プ
部

分
を

固
定

す
る

と
幅

が
９

ｃ
ｍ

開
い

て
し

ま
い

ま
す

。
首

が
挟

ま
れ

易
い

と
思

い
ま

す
が

、
ベ

ッ
ド

メ
ー

カ
ー

さ
ん

側
で

何
と

か
介

助
バ

ー
と

丁
度

良
い

塩
梅

の
サ

イ
ド

レ
ー

ル
を

製
作

し
て

も
ら

え
な

い
も

の
で

し
ょ

う
か

？
（
認

知
症

の
方

に
ベ

ッ
ド

を
導

入
す

る
際

）
（
供

給
事

業
者

の
つ

ぶ
や

き
で

す
）

5
6

0
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

内
の

移
動

 屋
外

の
移

動
歩

行
器

・
歩

行
車

歩
行

器
に

つ
い

て
現

在
、
レ

ン
タ

ル
可

能
な

歩
行

器
で

、
持

ち
手

高
さ

が
９

０
ｃ
ｍ

以
上

な
る

も
の

で
コ

ン
パ

ク
ト

に
お

り
た

た
め

る
物

(簡
単

に
車

の
ト

ラ
ン

ク
に

収
納

可
能

な
物

）
が

無
い

と
思

い
ま

す
。
あ

れ
ば

ぜ
ひ

教
え

て
頂

き
た

い
で

す
し

、
現

在
、
そ

の
よ

う
な

歩
行

器
が

無
い

様
で

し
た

ら
、
ぜ

ひ
と

も
開

発
し

て
頂

き
た

い
も

の
で

す
。

5
6

1
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
就

学
 就

労
装

具
 意

思
伝

達
装

置
筆

記
用

具
手

が
不

自
由

な
の

で
自

分
ん

で
も

字
が

書
く

こ
と

が
出

来
ま

せ
ん

何
か

よ
い

も
の

は
な

い
の

で
し

ょ
う

か
？

5
6

2
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
９

６
番

さ
ん

へ
高

齢
者

用
の

靴
で

す
が

、
最

近
は

と
っ

て
も

可
愛

い
靴

が
あ

り
ま

す
よ

。

私
の

母
に

先
日

購
入

し
た

の
で

す
が

、
黒

地
に

白
の

水
玉

模
様

で
、
甲

の
部

分
は

シ
ャ

ー
リ

ン
グ

に
な

っ
て

、
私

が
履

き
た

い
く

ら
い

に
可

愛
い

靴
で

す
。

今
、
得

意
顔

で
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
に

履
い

て
い

っ
て

ま
す

。

こ
れ

は
、
病

院
の

売
店

に
売

っ
て

い
ま

し
た

。

5
6

3
2

0
1
0

新
製

品
・
技

術
屋

内
の

移
動

 屋
外

の
移

動
つ

え
自

立
す

る
杖

「
杖

の
置

き
場

に
困

る
」
と

云
う

Ｎ
ｏ

．
８

９
し

ん
さ

ん
の

ご
意

見
に

賛
同

が
多

い
の

に
驚

き
ま

し
た

。
私

が
最

近
開

発
し

た
自

立
す

る
杖

は
ア

イ
デ

ア
コ

ン
テ

ス
ト

で
優

秀
賞

に
選

ば
れ

ま
し

た
が

ま
だ

試
作

の
段

階
で

す
。
専

門
メ

ー
カ

ー
さ

ん
の

企
画

力
と

技
術

で
こ

れ
が

商
品

化
さ

れ
れ

ば
多

く
の

方
々

に
喜

ば
れ

る
の

で
は

な
い

か
と

思
っ

て
い

ま
す

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

5
5

5
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

車
い

す
 電

動
車

い
す

車
両

か
ら

車
い

す
を

認
識

し
て

も
ら

う
装

置
車

い
す

ユ
ー

ザ
ー

で
す

。
ポ

リ
オ

の
会

に
所

属
し

て
い

ま
す

。

車
イ

ス
の

会
員

が
交

通
事

故
に

あ
い

ま
し

た
。

ひ
じ

骨
折

に
全

身
打

撲
、
乗

っ
て

い
た

電
動

車
い

す
は

大
破

で
す

。
呼

吸
器

に
も

障
害

が
あ

る
人

で
す

が
、
　
呼

吸
器

の
扱

い
や

酸
素

の
事

や
ら

機
能

低
下

予
防

や
ら

対
応

も
う

ま
く

い
か

ず
、
意

識
不

明
で

の
搬

送
で

あ
っ

た
ら

命
を

落
と

さ
れ

た
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。
場

所
は

新
宿

、
時

間
は

午
前

中
、
青

信
号

で
横

断
歩

道
を

渡
っ

て
い

る
時

、
右

折
車

に
は

ね
ら

れ
ま

し
た

。

あ
わ

や
！

と
い

う
思

い
は

私
自

身
も

そ
う

で
す

が
、
車

い
す

ユ
ー

ザ
ー

は
み

な
さ

ん
経

験
さ

れ
て

い
ま

す
。

道
路

横
断

時
の

右
折

車
、
左

折
車

、
そ

し
て

夜
間

で
は

道
路

全
般

で
。

何
か

、
車

両
等

か
ら

車
い

す
を

認
識

で
き

る
よ

う
な

装
置

が
必

要
か

と
思

い
ま

す
。

ぜ
ひ

、
ご

検
討

い
た

だ
け

ま
せ

ん
で

し
ょ

う
か

？

会
の

中
で

は
以

前
か

ら
、
車

い
す

に
Ｌ
Ｅ

Ｄ
点

灯
装

置
の

よ
う

な
も

の
を

つ
け

た
ら

ど
う

だ
ろ

う
か

と
い

う
意

見
も

出
て

い
ま

す
が

、
具

体
化

し
て

い
ま

せ
ん

。
個

人
的

に
は

、
今

回
の

事
故

が
昼

間
で

あ
っ

た
こ

と
を

考
え

る
と

、
Ｌ
Ｅ

Ｄ
で

は
不

十
分

な
よ

う
な

気
も

し
て

い
ま

す
。

ど
う

ぞ
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

　

5
5

6
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
ベ

ッ
ド

か
ら

の
立

ち
上

が
り

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

手
す

り
た

ち
あ

っ
ぷ

に
つ

い
て

た
ち

あ
っ

ぷ
の

高
さ

調
整

で
す

が
、
現

在
、
7

0
0

ｍ
ｍ

・
7

5
0

ｍ
ｍ

・
8

0
0

ｍ
ｍ

の
3

段
階

し
か

調
整

出
来

な
い

の
で

不
便

で
す

。
せ

め
て

2
0

ｍ
ｍ

刻
み

で
調

整
が

出
来

る
様

に
し

て
欲

し
い

も
の

で
す

。
穴

は
縦

に
穴

が
開

け
れ

な
い

の
な

ら
ば

、
ザ

グ
ザ

グ
に

穴
を

開
け

れ
ば

強
度

維
持

出
来

る
と

思
う

の
で

す
が

・
・
・

5
5

7
2

0
1
0

新
製

品
・
技

術
排

泄
 移

乗
 屋

内
の

移
動

 風
呂

や
シ

ャ
ワ

ー
移

動
用

リ
フ

ト
力

要
ら

ず
介

護
シ

ス
テ

ム
枕

交
換

可
能

な
力

が
あ

れ
ば

車
椅

子
、
洗

浄
お

む
つ

交
換

、
簡

易
入

浴
の

が
行

え
る

シ
ス

テ
ム

で
す

。
寝

た
ま

ま
で

体
を

左
右

に
移

動
可

能
に

す
る

新
方

式
の

移
動

方
法

を
使

用
し

て
い

ま
す

。
（
特

許
済

）
こ

の
シ

ス
テ

ム
の

開
発

に
は

埼
玉

県
の

経
営

革
新

計
画

の
承

認
を

受
け

、
ベ

ン
チ

ャ
ー

企
業

向
け

の
県

の
公

的
サ

ポ
ー

ト
を

受
け

な
が

ら
行

い
ま

し
た

。
シ

ス
テ

ム
の

詳
細

は
以

下
の

H
P

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

h
tt

p
:/

/s
e

ri
z
a
w

a
.c

o
m

/
H

P
上

の
い

ろ
い

ろ
で

き
る

家
庭

介
護

用
シ

ス
テ

ム
の

他
に

、
施

設
向

き
の

リ
フ

ト
機

能
に

特
化

し
た

バ
ー

ジ
ョ

ン
も

ご
ざ

い
ま

す
の

で
、
お

問
い

合
わ

せ
く

だ
さ

い
。

5
5

8
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)就
寝

特
殊

寝
台

楽
匠

Ｓ
シ

リ
ー

ズ
の

オ
プ

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
現

場
で

ベ
ッ

ド
を

選
定

す
る

際
に

思
う

事
で

す
が

、
男

性
で

身
長

の
高

い
方

が
何

人
か

お
見

え
で

す
。
楽

匠
Ｓ

シ
リ

ー
ズ

で
延

長
す

る
為

の
オ

プ
シ

ョ
ン

が
出

た
事

は
と

て
も

嬉
し

い
の

で
す

が
、
マ

ッ
ト

レ
ス

の
延

長
が

プ
レ

グ
ラ

ー
し

か
な

い
の

は
福

祉
用

具
の

選
定

の
幅

が
無

く
、
何

と
か

し
て

欲
し

い
も

の
で

す
。
せ

め
て

タ
イ

カ
の

ア
ル

フ
ァ

プ
ラ

や
ア

ル
フ

ァ
プ

ラ
す

く
っ

と
、
ケ

ー
プ

の
ネ

ク
サ

ス
に

延
長

機
能

が
あ

れ
ば

嬉
し

い
の

で
す

が
・
・
・
ど

う
で

し
ょ

う
？

5
5

9
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)寝
台

付
属

特
殊

寝
台

楽
匠

Ｓ
シ

リ
ー

ズ
の

介
助

バ
ー

と
サ

イ
ド

レ
ー

ル
の

組
み

合
わ

せ
に

つ
い

て

ス
イ

ン
グ

ア
ウ

ト
介

助
バ

ー
と

サ
イ

ド
レ

ー
ル

Ｋ
Ｓ

－
１
６

１
Ｑ

又
は

サ
イ

ド
レ

ー
ル

Ｋ
Ｓ

－
１
７

１
Ｑ

の
組

み
合

わ
せ

の
場

合
、
介

助
バ

ー
と

サ
イ

ド
レ

ー
ル

が
干

渉
し

合
う

の
で

干
渉

し
合

わ
な

い
様

に
鈍

角
（
３

０
度

）
に

て
グ

リ
ッ

プ
部

分
を

固
定

す
る

と
幅

が
９

ｃ
ｍ

開
い

て
し

ま
い

ま
す

。
首

が
挟

ま
れ

易
い

と
思

い
ま

す
が

、
ベ

ッ
ド

メ
ー

カ
ー

さ
ん

側
で

何
と

か
介

助
バ

ー
と

丁
度

良
い

塩
梅

の
サ

イ
ド

レ
ー

ル
を

製
作

し
て

も
ら

え
な

い
も

の
で

し
ょ

う
か

？
（
認

知
症

の
方

に
ベ

ッ
ド

を
導

入
す

る
際

）
（
供

給
事

業
者

の
つ

ぶ
や

き
で

す
）

5
6

0
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

内
の

移
動

 屋
外

の
移

動
歩

行
器

・
歩

行
車

歩
行

器
に

つ
い

て
現

在
、
レ

ン
タ

ル
可

能
な

歩
行

器
で

、
持

ち
手

高
さ

が
９

０
ｃ
ｍ

以
上

な
る

も
の

で
コ

ン
パ

ク
ト

に
お

り
た

た
め

る
物

(簡
単

に
車

の
ト

ラ
ン

ク
に

収
納

可
能

な
物

）
が

無
い

と
思

い
ま

す
。
あ

れ
ば

ぜ
ひ

教
え

て
頂

き
た

い
で

す
し

、
現

在
、
そ

の
よ

う
な

歩
行

器
が

無
い

様
で

し
た

ら
、
ぜ

ひ
と

も
開

発
し

て
頂

き
た

い
も

の
で

す
。

5
6

1
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
就

学
 就

労
装

具
 意

思
伝

達
装

置
筆

記
用

具
手

が
不

自
由

な
の

で
自

分
ん

で
も

字
が

書
く

こ
と

が
出

来
ま

せ
ん

何
か

よ
い

も
の

は
な

い
の

で
し

ょ
う

か
？

5
6

2
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
９

６
番

さ
ん

へ
高

齢
者

用
の

靴
で

す
が

、
最

近
は

と
っ

て
も

可
愛

い
靴

が
あ

り
ま

す
よ

。

私
の

母
に

先
日

購
入

し
た

の
で

す
が

、
黒

地
に

白
の

水
玉

模
様

で
、
甲

の
部

分
は

シ
ャ

ー
リ

ン
グ

に
な

っ
て

、
私

が
履

き
た

い
く

ら
い

に
可

愛
い

靴
で

す
。

今
、
得

意
顔

で
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
に

履
い

て
い

っ
て

ま
す

。

こ
れ

は
、
病

院
の

売
店

に
売

っ
て

い
ま

し
た

。

5
6

3
2

0
1
0

新
製

品
・
技

術
屋

内
の

移
動

 屋
外

の
移

動
つ

え
自

立
す

る
杖

「
杖

の
置

き
場

に
困

る
」
と

云
う

Ｎ
ｏ

．
８

９
し

ん
さ

ん
の

ご
意

見
に

賛
同

が
多

い
の

に
驚

き
ま

し
た

。
私

が
最

近
開

発
し

た
自

立
す

る
杖

は
ア

イ
デ

ア
コ

ン
テ

ス
ト

で
優

秀
賞

に
選

ば
れ

ま
し

た
が

ま
だ

試
作

の
段

階
で

す
。
専

門
メ

ー
カ

ー
さ

ん
の

企
画

力
と

技
術

で
こ

れ
が

商
品

化
さ

れ
れ

ば
多

く
の

方
々

に
喜

ば
れ

る
の

で
は

な
い

か
と

思
っ

て
い

ま
す

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

5
6

4
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
簡

易
な

運
動

を
楽

し
く

促
が

す
も

の
　
日

々
ベ

ッ
ド

で
過

ご
す

利
用

者
に

と
っ

て
、
ベ

ッ
ド

上
が

生
活

空
間

す
べ

て
の

感
が

あ
り

ま
す

。
仰

臥
状

態
で

も
上

肢
は

動
か

せ
る

、
物

を
握

る
・
つ

か
む

こ
と

の
で

き
る

利
用

者
は

、
サ

イ
ド

レ
ー

ル
を

握
り

寝
返

り
を

し
た

り
と

、
リ

ハ
ビ

リ
へ

の
意

欲
的

な
行

動
を

さ
れ

て
い

る
姿

を
見

か
け

ま
す

。
　
そ

こ
で

、
乳

幼
児

の
使

用
す

る
乳

母
車

や
ベ

ッ
ド

に
セ

ッ
ト

さ
れ

、
幼

児
が

指
な

ど
で

遊
ぶ

知
育

玩
具

を
コ

ン
セ

プ
ト

に
、
介

護
ベ

ッ
ド

や
手

す
り

な
ど

に
セ

ッ
ト

で
き

る
、
安

全
で

、
楽

し
み

と
意

欲
を

促
が

す
ア

ク
セ

サ
リ

ー
的

商
品

の
開

発
に

興
味

を
持

っ
て

き
ま

し
た

。
ご

興
味

の
あ

る
方

居
ら

れ
れ

ば
、
情

報
を

交
換

し
た

い
と

思
い

ま
す

。

5
6

5
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)小
物

歩
行

器
・
歩

行
車

ち
ょ

っ
た

し
た

カ
ゴ

が
あ

れ
ば

・
・
・

股
関

節
を

骨
折

し
、
且

つ
膝

も
悪

く
足

を
曲

げ
る

の
に

大
変

な
方

で
す

。
日

中
独

居
状

態
で

が
ん

ば
っ

て
み

え
ま

す
が

、
宅

急
便

の
対

応
や

、
新

聞
代

の
集

金
等

、
何

か
し

ら
玄

関
ま

で
移

動
す

る
機

会
が

あ
り

ま
す

。
玄

関
先

に
印

鑑
や

現
金

を
準

備
し

て
お

く
の

は
不

安
が

あ
り

、
い

つ
も

身
の

回
り

に
持

ち
歩

い
て

み
え

ま
す

。
現

在
、
レ

ン
タ

ル
で

シ
ン

フ
ォ

ニ
ー

を
使

用
頂

い
て

お
り

ま
す

が
、
バ

ッ
ク

に
都

度
出

し
入

れ
す

る
の

は
大

変
な

様
で

す
。
何

か
良

い
カ

ゴ
み

た
い

な
物

を
知

っ
て

い
る

方
が

み
え

ま
し

た
ら

教
え

頂
け

れ
ば

嬉
し

い
で

す
。

5
6

6
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
日

常
的

な
衛

生
そ

の
他

洗
髪

用
具

ベ
ッ

ド
で

洗
髪

を
し

て
も

ら
っ

て
い

ま
す

。
ふ

ち
に

排
水

ホ
ー

ス
の

つ
い

た
四

角
い

も
の

を
使

っ
て

い
ま

す
。
そ

の
商

品
が

廃
番

に
な

り
、
似

て
い

る
も

の
を

購
入

し
た

の
で

す
が

、
排

水
ホ

ー
ス

が
細

す
ぎ

て
排

水
が

進
み

ま
せ

ん
。
お

湯
が

冷
め

て
寒

く
て

使
え

ま
せ

ん
。
顔

が
お

ぼ
れ

そ
う

に
な

っ
て

し
ま

い
ま

す
。

5
6

7
2

0
1
0

新
製

品
・
技

術
頚

椎
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
器

具
の

開
発

頚
椎

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

器
具

の
開

発
　
首

都
大

学
東

京
の

新
田

収
教

授
と

共
同

研
究

頚
椎

を
同

じ
姿

勢
で

長
時

間
い

る
と

、
肩

が
は

っ
た

り
　
首

の
疲

労
が

増
加

す
る

。
耳

を
中

心
と

し
た

頭
部

の
回

転
運

動
　
う

な
づ

き
運

動
が

頚
椎

の
周

辺
の

筋
肉

の
運

動
に

有
効

で
あ

る
。

頚
椎

の
重

い
疾

患
に

な
る

前
に

、
日

頃
う

な
づ

き
運

動
を

、
疲

労
し

な
い

程
度

に
行

う
と

、
血

流
が

良
く

、
イ

ン
ナ

ー
マ

ッ
ス

ル
内

部
筋

肉
の

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

に
な

る
。

頚
椎

の
周

辺
の

筋
力

の
、
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
が

、
ポ

イ
ン

ト
で

あ
る

。
頚

椎
の

有
効

な
運

動
に

、
う

な
づ

き
　
了

解
　
は

い
　
と

首
を

立
て

に
動

か
す

事
は

う
な

づ
き

運
動

の
、
基

本
動

作
で

あ
る

。
い

つ
も

首
を

横
に

ふ
り

、
う

な
づ

く
事

の
な

い
人

は
、
要

注
意

で
あ

る
。
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=
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7

5
6

8
2

0
1
0

新
製

品
・
技

術
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

健
康

・
介

護
情

報
誌

「
ど

ー
も

」
の

ご
紹

介
「
ど

ー
も

」
は

、
４

８
歳

か
ら

の
華

麗
な

生
き

方
を

応
援

す
る

た
め

の
健

康
・
笑

顔
応

援
誌

と
正

し
い

介
護

の
方

法
、
得

す
る

介
護

情
報

を
提

供
す

る
情

報
誌

の
２

ツ
の

側
面

を
持

っ
た

雑
誌

で
す

。
内

容
も

身
近

な
視

点
か

ら
わ

か
り

易
い

内
容

で
、
健

康
や

介
護

が
、
自

分
の

身
近

な
話

題
や

問
題

に
最

初
に

直
面

し
た

時
に

一
番

役
に

立
つ

内
容

に
な

っ
て

い
ま

す
。

メ
ー

カ
ー

サ
イ

ド
か

ら
は

、
月

間
２

５
．
０

０
０

部
の

発
行

部
数

を
誇

る
広

告
媒

体
と

し
て

ご
検

討
下

さ
い

。
ま

た
、
介

護
施

設
サ

イ
ド

か
ら

は
、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル
と

し
て

・
・
ま

た
は

、
顧

客
サ

ー
ビ

ス
の

一
環

と
し

て
配

布
さ

れ
て

お
り

、
好

評
を

頂
い

て
い

ま
す

。
是

非
、
下

記
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

ア
ク

セ
ス

し
て

内
容

を
ご

確
認

下
さ

い
。
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5
6

9
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
排

泄
排

泄
･
･
ホ

ル
ダ

ー
パ

ン
ツ

を
ご

存
知

で
す

か
？

「
ご

意
見

」
欄

は
ご

当
人

に
し

か
届

か
な

い
の

で
す

ね
。
で

、
改

め
て

。
紙

パ
ン

ツ
を

拒
否

、
あ

る
い

は
３

６
番

の
よ

う
な

ご
意

見
を

お
持

ち
の

方
へ

。
ホ

ル
ダ

ー
パ

ン
ツ

を
ご

存
知

で
す

か
？

紙
の

尿
取

り
パ

ッ
ド

を
固

定
す

る
た

め
の

専
用

の
布

製
の

ア
ウ

タ
ー

が
市

販
さ

れ
て

い
ま

す
。

身
体

に
ぴ

っ
た

り
と

添
い

パ
ッ

ド
が

ず
れ

に
く

く
、
洗

濯
を

し
て

繰
り

返
し

使
え

ま
す

の
で

経
済

的
で

す
し

ゴ
ミ

も
減

り
ま

す
。

夫
は

綿
と

ポ
リ

エ
ス

テ
ル

混
紡

の
伸

縮
性

の
あ

る
ボ

ク
サ

ー
型

の
市

販
の

パ
ン

ツ
も

ホ
ル

ダ
ー

パ
ン

ツ
の

代
用

と
し

て
使

っ
て

い
ま

す
が

こ
れ

は
色

や
柄

も
選

べ
て

お
若

い
人

に
も

良
い

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

夜
用

の
大

型
パ

ッ
ド

に
も

適
応

し
ま

す
。
ブ

リ
ー

フ
型

や
ト

ラ
ン

ク
ス

は
、
ず

れ
た

り
落

ち
た

り
し

や
す

い
の

で
お

勧
め

で
き

ま
せ

ん
。
女

性
も

女
性

用
ホ

ル
ダ

ー
パ

ン
ツ

や
サ

ニ
タ

リ
ー

シ
ョ

ー
ツ

な
ど

で
お

試
し

く
だ

さ
い

。
「
そ

よ
風

」
よ

り

5
7

0
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)在
宅

介
護

体
交

（
体

位
交

換
）
の

工
夫

病
院

な
ど

で
は

看
護

師
さ

ん
や

ヘ
ル

パ
ー

さ
ん

が
二

人
が

か
り

で
頭

部
分

と
足

部
分

を
抱

え
て

体
交

を
し

て
い

ま
す

が
、

自
宅

で
お

一
人

で
介

護
し

て
い

る
方

は
み

な
さ

ん
ど

の
よ

う
に

し
て

い
る

の
で

し
ょ

う
か

？
ベ

ッ
ド

の
高

さ
は

低
い

ほ
う

が
や

り
や

す
い

の
か

？
高

い
ほ

う
が

や
り

や
す

い
の

か
？

体
交

す
る

の
に

、
何

か
補

助
具

な
ど

を
使

っ
て

い
る

の
か

？
私

の
父

は
私

の
母

の
介

護
で

一
人

で
体

変
を

し
て

手
首

や
腕

、
腰

を
痛

く
し

て
し

ま
い

ま
し

た
。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

5
6

4
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
簡

易
な

運
動

を
楽

し
く

促
が

す
も

の
　
日

々
ベ

ッ
ド

で
過

ご
す

利
用

者
に

と
っ

て
、
ベ

ッ
ド

上
が

生
活

空
間

す
べ

て
の

感
が

あ
り

ま
す

。
仰

臥
状

態
で

も
上

肢
は

動
か

せ
る

、
物

を
握

る
・
つ

か
む

こ
と

の
で

き
る

利
用

者
は

、
サ

イ
ド

レ
ー

ル
を

握
り

寝
返

り
を

し
た

り
と

、
リ

ハ
ビ

リ
へ

の
意

欲
的

な
行

動
を

さ
れ

て
い

る
姿

を
見

か
け

ま
す

。
　
そ

こ
で

、
乳

幼
児

の
使

用
す

る
乳

母
車

や
ベ

ッ
ド

に
セ

ッ
ト

さ
れ

、
幼

児
が

指
な

ど
で

遊
ぶ

知
育

玩
具

を
コ

ン
セ

プ
ト

に
、
介

護
ベ

ッ
ド

や
手

す
り

な
ど

に
セ

ッ
ト

で
き

る
、
安

全
で

、
楽

し
み

と
意

欲
を

促
が

す
ア

ク
セ

サ
リ

ー
的

商
品

の
開

発
に

興
味

を
持

っ
て

き
ま

し
た

。
ご

興
味

の
あ

る
方

居
ら

れ
れ

ば
、
情

報
を

交
換

し
た

い
と

思
い

ま
す

。

5
6

5
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)小
物

歩
行

器
・
歩

行
車

ち
ょ

っ
た

し
た

カ
ゴ

が
あ

れ
ば

・
・
・

股
関

節
を

骨
折

し
、
且

つ
膝

も
悪

く
足

を
曲

げ
る

の
に

大
変

な
方

で
す

。
日

中
独

居
状

態
で

が
ん

ば
っ

て
み

え
ま

す
が

、
宅

急
便

の
対

応
や

、
新

聞
代

の
集

金
等

、
何

か
し

ら
玄

関
ま

で
移

動
す

る
機

会
が

あ
り

ま
す

。
玄

関
先

に
印

鑑
や

現
金

を
準

備
し

て
お

く
の

は
不

安
が

あ
り

、
い

つ
も

身
の

回
り

に
持

ち
歩

い
て

み
え

ま
す

。
現

在
、
レ

ン
タ

ル
で

シ
ン

フ
ォ

ニ
ー

を
使

用
頂

い
て

お
り

ま
す

が
、
バ

ッ
ク

に
都

度
出

し
入

れ
す

る
の

は
大

変
な

様
で

す
。
何

か
良

い
カ

ゴ
み

た
い

な
物

を
知

っ
て

い
る

方
が

み
え

ま
し

た
ら

教
え

頂
け

れ
ば

嬉
し

い
で

す
。

5
6

6
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
日

常
的

な
衛

生
そ

の
他

洗
髪

用
具

ベ
ッ

ド
で

洗
髪

を
し

て
も

ら
っ

て
い

ま
す

。
ふ

ち
に

排
水

ホ
ー

ス
の

つ
い

た
四

角
い

も
の

を
使

っ
て

い
ま

す
。
そ

の
商

品
が

廃
番

に
な

り
、
似

て
い

る
も

の
を

購
入

し
た

の
で

す
が

、
排

水
ホ

ー
ス

が
細

す
ぎ

て
排

水
が

進
み

ま
せ

ん
。
お

湯
が

冷
め

て
寒

く
て

使
え

ま
せ

ん
。
顔

が
お

ぼ
れ

そ
う

に
な

っ
て

し
ま

い
ま

す
。

5
6

7
2

0
1
0

新
製

品
・
技

術
頚

椎
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
器

具
の

開
発

頚
椎

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

器
具

の
開

発
　
首

都
大

学
東

京
の

新
田

収
教

授
と

共
同

研
究

頚
椎

を
同

じ
姿

勢
で

長
時

間
い

る
と

、
肩

が
は

っ
た

り
　
首

の
疲

労
が

増
加

す
る

。
耳

を
中

心
と

し
た

頭
部

の
回

転
運

動
　
う

な
づ

き
運

動
が

頚
椎

の
周

辺
の

筋
肉

の
運

動
に

有
効

で
あ

る
。

頚
椎

の
重

い
疾

患
に

な
る

前
に

、
日

頃
う

な
づ

き
運

動
を

、
疲

労
し

な
い

程
度

に
行

う
と

、
血

流
が

良
く

、
イ

ン
ナ

ー
マ

ッ
ス

ル
内

部
筋

肉
の

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

に
な

る
。

頚
椎

の
周

辺
の

筋
力

の
、
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
が

、
ポ

イ
ン

ト
で

あ
る

。
頚

椎
の

有
効

な
運

動
に

、
う

な
づ

き
　
了

解
　
は

い
　
と

首
を

立
て

に
動

か
す

事
は

う
な

づ
き

運
動

の
、
基

本
動

作
で

あ
る

。
い

つ
も

首
を

横
に

ふ
り

、
う

な
づ

く
事

の
な

い
人

は
、
要

注
意

で
あ

る
。

h
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p
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w
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h
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4

&
c
o

m
m

a
n

d
=

b
o

d
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&

n
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=
1
7

5
6

8
2

0
1
0

新
製

品
・
技

術
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

健
康

・
介

護
情

報
誌

「
ど

ー
も

」
の

ご
紹

介
「
ど

ー
も

」
は

、
４

８
歳

か
ら

の
華

麗
な

生
き

方
を

応
援

す
る

た
め

の
健

康
・
笑

顔
応

援
誌

と
正

し
い

介
護

の
方

法
、
得

す
る

介
護

情
報

を
提

供
す

る
情

報
誌

の
２

ツ
の

側
面

を
持

っ
た

雑
誌

で
す

。
内

容
も

身
近

な
視

点
か

ら
わ

か
り

易
い

内
容

で
、
健

康
や

介
護

が
、
自

分
の

身
近

な
話

題
や

問
題

に
最

初
に

直
面

し
た

時
に

一
番

役
に

立
つ

内
容

に
な

っ
て

い
ま

す
。

メ
ー

カ
ー

サ
イ

ド
か

ら
は

、
月

間
２

５
．
０

０
０

部
の

発
行

部
数

を
誇

る
広

告
媒

体
と

し
て

ご
検

討
下

さ
い

。
ま

た
、
介

護
施

設
サ

イ
ド

か
ら

は
、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル
と

し
て

・
・
ま

た
は

、
顧

客
サ

ー
ビ

ス
の

一
環

と
し

て
配

布
さ

れ
て

お
り

、
好

評
を

頂
い

て
い

ま
す

。
是

非
、
下

記
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

ア
ク

セ
ス

し
て

内
容

を
ご

確
認

下
さ

い
。

h
tt
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5
6

9
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
排

泄
排

泄
･
･
ホ

ル
ダ

ー
パ

ン
ツ

を
ご

存
知

で
す

か
？

「
ご

意
見

」
欄

は
ご

当
人

に
し

か
届

か
な

い
の

で
す

ね
。
で

、
改

め
て

。
紙

パ
ン

ツ
を

拒
否

、
あ

る
い

は
３

６
番

の
よ

う
な

ご
意

見
を

お
持

ち
の

方
へ

。
ホ

ル
ダ

ー
パ

ン
ツ

を
ご

存
知

で
す

か
？

紙
の

尿
取

り
パ

ッ
ド

を
固

定
す

る
た

め
の

専
用

の
布

製
の

ア
ウ

タ
ー

が
市

販
さ

れ
て

い
ま

す
。

身
体

に
ぴ

っ
た

り
と

添
い

パ
ッ

ド
が

ず
れ

に
く

く
、
洗

濯
を

し
て

繰
り

返
し

使
え

ま
す

の
で

経
済

的
で

す
し

ゴ
ミ

も
減

り
ま

す
。

夫
は

綿
と

ポ
リ

エ
ス

テ
ル

混
紡

の
伸

縮
性

の
あ

る
ボ

ク
サ

ー
型

の
市

販
の

パ
ン

ツ
も

ホ
ル

ダ
ー

パ
ン

ツ
の

代
用

と
し

て
使

っ
て

い
ま

す
が

こ
れ

は
色

や
柄

も
選

べ
て

お
若

い
人

に
も

良
い

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

夜
用

の
大

型
パ

ッ
ド

に
も

適
応

し
ま

す
。
ブ

リ
ー

フ
型

や
ト

ラ
ン

ク
ス

は
、
ず

れ
た

り
落

ち
た

り
し

や
す

い
の

で
お

勧
め

で
き

ま
せ

ん
。
女

性
も

女
性

用
ホ

ル
ダ

ー
パ

ン
ツ

や
サ

ニ
タ

リ
ー

シ
ョ

ー
ツ

な
ど

で
お

試
し

く
だ

さ
い

。
「
そ

よ
風

」
よ

り

5
7

0
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)在
宅

介
護

体
交

（
体

位
交

換
）
の

工
夫

病
院

な
ど

で
は

看
護

師
さ

ん
や

ヘ
ル

パ
ー

さ
ん

が
二

人
が

か
り

で
頭

部
分

と
足

部
分

を
抱

え
て

体
交

を
し

て
い

ま
す

が
、

自
宅

で
お

一
人

で
介

護
し

て
い

る
方

は
み

な
さ

ん
ど

の
よ

う
に

し
て

い
る

の
で

し
ょ

う
か

？
ベ

ッ
ド

の
高

さ
は

低
い

ほ
う

が
や

り
や

す
い

の
か

？
高

い
ほ

う
が

や
り

や
す

い
の

か
？

体
交

す
る

の
に

、
何

か
補

助
具

な
ど

を
使

っ
て

い
る

の
か

？
私

の
父

は
私

の
母

の
介

護
で

一
人

で
体

変
を

し
て

手
首

や
腕

、
腰

を
痛

く
し

て
し

ま
い

ま
し

た
。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

5
7

1
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
衣

服
の

着
脱

 そ
の

他
(場

面
)

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

雨
の

日
の

対
策

車
椅

子
用

の
傘

は
な

い
の

で
し

ょ
う

か
。

今
は

上
か

ら
す

っ
ぽ

り
か

ぶ
る

レ
イ

ン
コ

ー
ト

を
使

っ
て

い
ま

す
が

、
着

る
だ

け
で

も
時

間
が

か
か

り
ま

す
し

、
こ

れ
か

ら
の

季
節

は
蒸

れ
て

暑
い

で
す

。
ベ

ビ
ー

カ
ー

用
に

い
ろ

い
ろ

な
商

品
が

出
て

い
ま

す
の

で
、
参

考
に

な
り

そ
う

な
物

が
い

く
つ

か
あ

り
そ

う
で

す
。

私
は

、
車

椅
子

の
も

ち
手

に
傘

の
柄

が
固

定
で

き
、
足

元
ま

で
く

る
よ

う
な

長
い

ビ
ニ

ー
ル

が
つ

い
て

い
る

と
い

い
な

、
（
こ

の
表

現
で

わ
か

り
ま

す
か

？
）
と

思
う

の
で

す
が

。

5
7

2
2

0
1
0

新
製

品
・
技

術
排

泄
 日

常
的

な
衛

生
 風

呂
や

シ
ャ

ワ
ー

 調
理

 掃
除

 そ
の

他
(場

面
)除

菌

排
泄

関
連

用
具

 入
浴

関
連

用
具

 そ
の

他
(福

祉
用

具
)除

菌
・

消
臭

安
全

で
最

強
の

除
菌

・
消

臭
液

　
ア

キ
ュ

テ
ク

ト
手

洗
い

体
拭

き
も

Ｏ
Ｋ

！

最
強

！
最

速
！

安
全

な
除

菌
方

法
の

紹
介

で
す

。
ひ

と
晩

つ
け

お
き

す
る

と
9

9
％

除
菌

で
き

る
と

い
う

製
品

を
テ

レ
ビ

で
見

か
け

ま
す

が
、
ア

キ
ュ

テ
ク

ト
な

ら
１

０
秒

で
同

じ
こ

と
が

で
き

ま
す

。
細

菌
や

有
機

物
に

接
触

す
る

と
水

に
戻

り
、
安

全
で

す
。
発

生
す

る
悪

臭
を

瞬
時

に
消

失
さ

せ
ま

す
。
医

療
機

関
で

も
使

わ
れ

る
ほ

ど
の

信
頼

性
が

あ
り

ま
す

。
除

菌
・
消

臭
で

有
名

な
製

品
も

あ
り

ま
す

が
、
食

材
に

か
け

た
り

、
う

が
い

に
使

っ
た

り
は

し
ま

せ
ん

。
と

こ
ろ

が
ア

キ
ュ

テ
ク

ト
な

ら
可

能
で

す
。
ま

な
板

で
も

包
丁

で
も

洗
濯

物
で

も
除

菌
し

ま
す

。
テ

レ
ビ

C
M

で
覚

え
た

除
菌

・
消

臭
の

常
識

を
変

え
て

く
だ

さ
い

。
ア

キ
ュ

テ
ク

ト
は

材
料

、
製

法
か

ら
除

菌
消

臭
理

論
、
実

証
デ

ー
タ

が
そ

ろ
っ

て
い

ま
す

。
な

ぜ
、
安

全
な

の
か

？
な

ぜ
、
除

菌
で

き
る

の
か

？
明

確
に

し
て

い
ま

す
。
安

全
で

あ
り

な
が

ら
最

強
と

言
っ

て
も

過
言

で
は

な
い

製
品

を
福

祉
用

品
の

ひ
と

つ
と

し
て

、
多

く
の

方
に

知
っ

て
い

た
だ

き
た

い
と

思
っ

て
い

ま
す

。

5
7

3
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)姿
勢

保
持

特
殊

寝
台

 床
ず

れ
防

止
用

具
円

背
の

方
の

姿
勢

保
持

に
つ

い
て

円
背

の
方

に
ベ

ッ
ド

上
で

真
っ

直
ぐ

仰
臥

位
に

な
っ

て
頂

く
為

に
何

か
良

い
ア

イ
デ

ア
が

あ
れ

ば
教

え
て

頂
き

た
い

で
す

。

5
7

4
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

車
い

す
座

位
保

持
装

置
・
車

椅
子

の
暑

さ
対

策
体

幹
機

能
障

害
の

重
度

重
複

障
害

者
2

0
歳

の
息

子
の

こ
と

で
す

。
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
や

通
園

に
通

っ
て

い
ま

す
。
か

ら
だ

を
安

定
さ

せ
て

異
動

す
る

に
は

、
座

位
保

持
い

す
が

必
要

で
す

。
悩

み
は

背
中

の
あ

つ
さ

で
す

。
ぴ

っ
た

り
く

っ
つ

い
て

安
定

し
て

ま
す

が
、
そ

の
分

体
温

が
こ

も
っ

て
暑

く
て

い
つ

も
汗

だ
く

に
な

り
ま

す
。
メ

ッ
シ

ュ
シ

ー
ト

の
生

地
に

し
て

、
ア

イ
ス

ノ
ン

を
せ

な
か

に
入

れ
て

も
、
長

時
間

の
通

院
の

行
き

帰
り

は
汗

だ
く

で
す

。
素

材
の

ウ
レ

タ
ン

、
低

反
発

シ
ー

ト
が

、
熱

を
放

出
し

な
い

か
ら

で
す

ね
。

小
さ

い
換

気
扇

を
つ

け
て

熱
を

出
す

工
夫

を
メ

ー
カ

ー
さ

ん
が

し
て

く
れ

て
い

ま
す

が
、
電

池
対

応
な

の
で

8
本

の
電

池
が

す
ぐ

な
く

な
っ

て
　
不

経
済

で
す

。
何

か
い

い
方

法
は

な
い

で
し

ょ
う

か
？

快
適

に
使

い
た

い
で

す
。
こ

れ
は

本
人

に
と

っ
て

切
実

で
し

ょ
う

。

5
7

5
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
ベ

ッ
ド

か
ら

の
立

ち
上

が
り

移
乗

車
い

す
 移

動
用

リ
フ

ト
移

乗
介

護
へ

の
取

り
組

み
方

作
業

負
担

を
軽

減
す

る
た

め
の

ボ
デ

ィ
メ

カ
ニ

ク
ス

で
有

益
な

移
乗

機
器

の
ロ

メ
デ

イ
ッ

ク
ジ

ャ
パ

ン
が

無
く

な
っ

て
ス

ラ
イ

デ
イ

ン
グ

系
、
シ

ー
ト

系
の

機
器

は
ど

こ
で

購
入

レ
ン

タ
ル

で
き

る
の

で
し

ょ
う

か
？

（
神

奈
川

県
）

5
7

6
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
補

装
具

及
び

日
常

用
具

給
付

基
準

に
つ

い
て

視
覚

障
害

２
級

　
家

族
同

居
町

の
福

祉
担

当
に

火
報

設
置

の
た

め
補

助
対

象
に

な
ら

な
い

か
相

談
、

そ
の

結
果

、
厚

労
省

の
基

準
で

は
独

居
世

帯
で

か
つ

非
難

が
困

難
な

人
し

か
、
対

象
と

な
ら

な
い

断
ら

れ
ま

し
た

。
こ

ん
な

制
度

で
、
自

立
自

活
の

た
め

の
補

完
に

な
る

の
か

ね
。

余
談

に
な

り
ま

す
が

、
こ

れ
だ

け
書

き
込

む
の

に
、
１
時

間
近

く
か

か
り

ま
し

た
。

5
7

7
2

0
1
0

新
製

品
・
技

術
そ

の
他

(場
面

)
杖

保
持

具
開

発
、
販

売
に

お
力

を
貸

し
て

く
だ

さ
い

　
私

は
身

体
に

障
害

が
あ

り
杖

を
使

用
し

て
い

ま
す

常
、
日

頃
思

う
こ

と
は

　
役

所
、
病

院
、
薬

局
、
食

堂
等

々
の

カ
ウ

ン
タ

ー
や

テ
ー

ブ
ル

に
杖

を
保

持
す

る
設

備
が

あ
り

ま
せ

ん
、
杖

を
使

用
し

て
い

る
方

不
便

を
感

じ
た

こ
と

が
あ

り
ま

せ
ん

か
、
従

っ
て

杖
を

壁
に

立
て

掛
け

る
か

床
に

置
か

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
こ

の
よ

う
な

事
か

ら
、
カ

ウ
ン

タ
ー

や
テ

ー
ブ

ル
の

上
　
又

　
車

の
屋

根
の

上
に

設
置

す
る

、
杖

保
持

具
を

考
案

、
実

用
新

案
登

録
を

取
得

し
ま

し
た

１
例

目
　
机

上
杖

保
持

具
　
【
実

用
新

案
登

録
】
登

録
第

３
１
３

４
６

１
６

号
２

例
目

　
車

上
杖

保
持

具
　
【
実

用
新

案
登

録
】
登

録
第

３
１
５

１
８

９
２

号
　
　
　
　
　
但

し
１
例

目
は

試
作

品
が

あ
り

ま
す

（
机

上
杖

保
持

具
は

家
庭

の
下

駄
箱

の
上

に
も

設
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で

き
ま

す
）

　
　
　
　
　
　
　
２

例
目

は
試

作
中

で
す

（
車

上
杖

保
持

具
は

傘
も

保
持

で
き

ま
す

）
　
　
私

は
　
障

害
者

で
す

の
で

、
障

害
者

の
団

体
様

に
支

援
を

い
た

だ
き

、
少

し
で

も
障

害
者

の
方

々
　
の

お
役

に
立

て
れ

ば
と

当
掲

示
板

を
お

借
り

し
ま

し
た

　
　
ま

っ
た

く
、
前

例
の

な
い

商
品

で
す

の
で

資
料

の
請

求
を

頂
け

れ
ば

　
１
例

目
の

机
上

杖
保

持
具

　
に

つ
い

て
は

　
試

作
品

を
送

り
し

ま
す

　
２

例
目

に
付

い
て

は
写

真
を

送
り

ま
す

　
　
　
　
Ｆ
Ａ

Ｘ
０

４
９

５
ー

７
２

ー
７

１
２

７
　
　
　
　
宜

し
く

お
願

い
し

ま
す

　
　
　
　
埼

玉
県

本
庄

市
児

玉
町

金
屋

１
２

４
８

ー
１

　
　
　
　
倉

林
　
良

平
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

5
7

1
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
衣

服
の

着
脱

 そ
の

他
(場

面
)

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

雨
の

日
の

対
策

車
椅

子
用

の
傘

は
な

い
の

で
し

ょ
う

か
。

今
は

上
か

ら
す

っ
ぽ

り
か

ぶ
る

レ
イ

ン
コ

ー
ト

を
使

っ
て

い
ま

す
が

、
着

る
だ

け
で

も
時

間
が

か
か

り
ま

す
し

、
こ

れ
か

ら
の

季
節

は
蒸

れ
て

暑
い

で
す

。
ベ

ビ
ー

カ
ー

用
に

い
ろ

い
ろ

な
商

品
が

出
て

い
ま

す
の

で
、
参

考
に

な
り

そ
う

な
物

が
い

く
つ

か
あ

り
そ

う
で

す
。

私
は

、
車

椅
子

の
も

ち
手

に
傘

の
柄

が
固

定
で

き
、
足

元
ま

で
く

る
よ

う
な

長
い

ビ
ニ

ー
ル

が
つ

い
て

い
る

と
い

い
な

、
（
こ

の
表

現
で

わ
か

り
ま

す
か

？
）
と

思
う

の
で

す
が

。

5
7

2
2

0
1
0

新
製

品
・
技

術
排

泄
 日

常
的

な
衛

生
 風

呂
や

シ
ャ

ワ
ー

 調
理

 掃
除

 そ
の

他
(場

面
)除

菌

排
泄

関
連

用
具

 入
浴

関
連

用
具

 そ
の

他
(福

祉
用

具
)除

菌
・

消
臭

安
全

で
最

強
の

除
菌

・
消

臭
液

　
ア

キ
ュ

テ
ク

ト
手

洗
い

体
拭

き
も

Ｏ
Ｋ

！

最
強

！
最

速
！

安
全

な
除

菌
方

法
の

紹
介

で
す

。
ひ

と
晩

つ
け

お
き

す
る

と
9

9
％

除
菌

で
き

る
と

い
う

製
品

を
テ

レ
ビ

で
見

か
け

ま
す

が
、
ア

キ
ュ

テ
ク

ト
な

ら
１

０
秒

で
同

じ
こ

と
が

で
き

ま
す

。
細

菌
や

有
機

物
に

接
触

す
る

と
水

に
戻

り
、
安

全
で

す
。
発

生
す

る
悪

臭
を

瞬
時

に
消

失
さ

せ
ま

す
。
医

療
機

関
で

も
使

わ
れ

る
ほ

ど
の

信
頼

性
が

あ
り

ま
す

。
除

菌
・
消

臭
で

有
名

な
製

品
も

あ
り

ま
す

が
、
食

材
に

か
け

た
り

、
う

が
い

に
使

っ
た

り
は

し
ま

せ
ん

。
と

こ
ろ

が
ア

キ
ュ

テ
ク

ト
な

ら
可

能
で

す
。
ま

な
板

で
も

包
丁

で
も

洗
濯

物
で

も
除

菌
し

ま
す

。
テ

レ
ビ

C
M

で
覚

え
た

除
菌

・
消

臭
の

常
識

を
変

え
て

く
だ

さ
い

。
ア

キ
ュ

テ
ク

ト
は

材
料

、
製

法
か

ら
除

菌
消

臭
理

論
、
実

証
デ

ー
タ

が
そ

ろ
っ

て
い

ま
す

。
な

ぜ
、
安

全
な

の
か

？
な

ぜ
、
除

菌
で

き
る

の
か

？
明

確
に

し
て

い
ま

す
。
安

全
で

あ
り

な
が

ら
最

強
と

言
っ

て
も

過
言

で
は

な
い

製
品

を
福

祉
用

品
の

ひ
と

つ
と

し
て

、
多

く
の

方
に

知
っ

て
い

た
だ

き
た

い
と

思
っ

て
い

ま
す

。

5
7

3
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)姿
勢

保
持

特
殊

寝
台

 床
ず

れ
防

止
用

具
円

背
の

方
の

姿
勢

保
持

に
つ

い
て

円
背

の
方

に
ベ

ッ
ド

上
で

真
っ

直
ぐ

仰
臥

位
に

な
っ

て
頂

く
為

に
何

か
良

い
ア

イ
デ

ア
が

あ
れ

ば
教

え
て

頂
き

た
い

で
す

。

5
7

4
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
屋

外
の

移
動

車
い

す
座

位
保

持
装

置
・
車

椅
子

の
暑

さ
対

策
体

幹
機

能
障

害
の

重
度

重
複

障
害

者
2

0
歳

の
息

子
の

こ
と

で
す

。
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
や

通
園

に
通

っ
て

い
ま

す
。
か

ら
だ

を
安

定
さ

せ
て

異
動

す
る

に
は

、
座

位
保

持
い

す
が

必
要

で
す

。
悩

み
は

背
中

の
あ

つ
さ

で
す

。
ぴ

っ
た

り
く

っ
つ

い
て

安
定

し
て

ま
す

が
、
そ

の
分

体
温

が
こ

も
っ

て
暑

く
て

い
つ

も
汗

だ
く

に
な

り
ま

す
。
メ

ッ
シ

ュ
シ

ー
ト

の
生

地
に

し
て

、
ア

イ
ス

ノ
ン

を
せ

な
か

に
入

れ
て

も
、
長

時
間

の
通

院
の

行
き

帰
り

は
汗

だ
く

で
す

。
素

材
の

ウ
レ

タ
ン

、
低

反
発

シ
ー

ト
が

、
熱

を
放

出
し

な
い

か
ら

で
す

ね
。

小
さ

い
換

気
扇

を
つ

け
て

熱
を

出
す

工
夫

を
メ

ー
カ

ー
さ

ん
が

し
て

く
れ

て
い

ま
す

が
、
電

池
対

応
な

の
で

8
本

の
電

池
が

す
ぐ

な
く

な
っ

て
　
不

経
済

で
す

。
何

か
い

い
方

法
は

な
い

で
し

ょ
う

か
？

快
適

に
使

い
た

い
で

す
。
こ

れ
は

本
人

に
と

っ
て

切
実

で
し

ょ
う

。

5
7

5
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
ベ

ッ
ド

か
ら

の
立

ち
上

が
り

移
乗

車
い

す
 移

動
用

リ
フ

ト
移

乗
介

護
へ

の
取

り
組

み
方

作
業

負
担

を
軽

減
す

る
た

め
の

ボ
デ

ィ
メ

カ
ニ

ク
ス

で
有

益
な

移
乗

機
器

の
ロ

メ
デ

イ
ッ

ク
ジ

ャ
パ

ン
が

無
く

な
っ

て
ス

ラ
イ

デ
イ

ン
グ

系
、
シ

ー
ト

系
の

機
器

は
ど

こ
で

購
入

レ
ン

タ
ル

で
き

る
の

で
し

ょ
う

か
？

（
神

奈
川

県
）

5
7

6
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
補

装
具

及
び

日
常

用
具

給
付

基
準

に
つ

い
て

視
覚

障
害

２
級

　
家

族
同

居
町

の
福

祉
担

当
に

火
報

設
置

の
た

め
補

助
対

象
に

な
ら

な
い

か
相

談
、

そ
の

結
果

、
厚

労
省

の
基

準
で

は
独

居
世

帯
で

か
つ

非
難

が
困

難
な

人
し

か
、
対

象
と

な
ら

な
い

断
ら

れ
ま

し
た

。
こ

ん
な

制
度

で
、
自

立
自

活
の

た
め

の
補

完
に

な
る

の
か

ね
。

余
談

に
な

り
ま

す
が

、
こ

れ
だ

け
書

き
込

む
の

に
、
１
時

間
近

く
か

か
り

ま
し

た
。

5
7

7
2

0
1
0

新
製

品
・
技

術
そ

の
他

(場
面

)
杖

保
持

具
開

発
、
販

売
に

お
力

を
貸

し
て

く
だ

さ
い

　
私

は
身

体
に

障
害

が
あ

り
杖

を
使

用
し

て
い

ま
す

常
、
日

頃
思

う
こ

と
は

　
役

所
、
病

院
、
薬

局
、
食

堂
等

々
の

カ
ウ

ン
タ

ー
や

テ
ー

ブ
ル

に
杖

を
保

持
す

る
設

備
が

あ
り

ま
せ

ん
、
杖

を
使

用
し

て
い

る
方

不
便

を
感

じ
た

こ
と

が
あ

り
ま

せ
ん

か
、
従

っ
て

杖
を

壁
に

立
て

掛
け

る
か

床
に

置
か

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
こ

の
よ

う
な

事
か

ら
、
カ

ウ
ン

タ
ー

や
テ

ー
ブ

ル
の

上
　
又

　
車

の
屋

根
の

上
に

設
置

す
る

、
杖

保
持

具
を

考
案

、
実

用
新

案
登

録
を

取
得

し
ま

し
た

１
例

目
　
机

上
杖

保
持

具
　
【
実

用
新

案
登

録
】
登

録
第

３
１
３

４
６

１
６

号
２

例
目

　
車

上
杖

保
持

具
　
【
実

用
新

案
登

録
】
登

録
第

３
１
５

１
８

９
２

号
　
　
　
　
　
但

し
１
例

目
は

試
作

品
が

あ
り

ま
す

（
机

上
杖

保
持

具
は

家
庭

の
下

駄
箱

の
上

に
も

設
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で

き
ま

す
）

　
　
　
　
　
　
　
２

例
目

は
試

作
中

で
す

（
車

上
杖

保
持

具
は

傘
も

保
持

で
き

ま
す

）
　
　
私

は
　
障

害
者

で
す

の
で

、
障

害
者

の
団

体
様

に
支

援
を

い
た

だ
き

、
少

し
で

も
障

害
者

の
方

々
　
の

お
役

に
立

て
れ

ば
と

当
掲

示
板

を
お

借
り

し
ま

し
た

　
　
ま

っ
た

く
、
前

例
の

な
い

商
品

で
す

の
で

資
料

の
請

求
を

頂
け

れ
ば

　
１
例

目
の

机
上

杖
保

持
具

　
に

つ
い

て
は

　
試

作
品

を
送

り
し

ま
す

　
２

例
目

に
付

い
て

は
写

真
を

送
り

ま
す

　
　
　
　
Ｆ
Ａ

Ｘ
０

４
９

５
ー

７
２

ー
７

１
２

７
　
　
　
　
宜

し
く

お
願

い
し

ま
す

　
　
　
　
埼

玉
県

本
庄

市
児

玉
町

金
屋

１
２

４
８

ー
１

　
　
　
　
倉

林
　
良

平
　

78
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

5
7

8
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
排

泄
排

泄
関

連
用

具
大

型
の

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

探
し

て
い

ま
す

福
祉

用
具

専
門

相
談

員
で

す
。
あ

る
男

性
の

Ａ
様

と
い

う
普

段
ベ

ッ
ド

上
で

生
活

し
て

い
る

お
客

様
が

い
ま

す
。

排
泄

に
関

し
て

は
す

べ
て

ベ
ッ

ド
上

で
行

な
っ

て
お

り
ま

し
た

が
、
端

座
位

姿
勢

が
取

れ
る

よ
う

に
な

っ
て

き
て

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

で
の

排
泄

が
で

き
る

ぐ
ら

い
の

身
体

状
況

に
な

っ
て

き
ま

し
た

。
と

こ
ろ

が
、
Ａ

様
は

体
が

非
常

に
大

き
く

（
身

長
は

1
7

0
c
m

ぐ
ら

い
で

か
な

り
の

肥
満

体
で

す
）
い

く
つ

か
適

合
し

そ
う

な
ポ

ー
タ

ブ
ル

ト
イ

レ
（
例

え
ば

ア
ロ

ン
化

成
の

自
立

５
型

な
ど

）
を

持
っ

て
行

き
座

っ
て

い
た

だ
き

ま
し

た
が

奥
行

き
が

足
り

ず
・
・
・
と

い
っ

た
感

じ
で

す
。

こ
の

方
の

介
護

者
曰

く
「
合

う
の

が
無

け
れ

ば
特

注
で

も
何

で
も

い
い

の
で

・
・
・
」
と

い
う

の
で

す
が

、
ポ

ー
タ

ブ
ル

ト
イ

レ
の

特
注

な
ん

て
聞

い
た

こ
と

が
あ

り
ま

せ
ん

。
私

も
こ

の
業

界
に

入
っ

て
６

年
目

で
す

が
、
ま

だ
ま

だ
知

識
不

足
で

す
。

全
国

の
関

係
者

の
皆

様
の

お
知

恵
を

拝
借

さ
せ

て
下

さ
い

。
よ

ろ
し

く
お

願
い

致
し

ま
す

。

5
7

9
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)吸
引

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

も
っ

と
軽

量
・
も

っ
と

小
さ

い
吸

引
機

を
！

気
管

・
喉

頭
の

狭
窄

（
重

症
で

完
治

は
見

込
み

な
し

）
で

気
管

切
開

し
て

頑
張

っ
て

い
る

、
４

歳
男

児
の

母
で

す
。

気
管

切
開

し
、
声

も
ま

っ
た

く
出

ま
せ

ん
が

、
と

て
も

元
気

で
幼

稚
園

に
も

通
っ

て
い

る
悪

が
き

君
で

す
。
笑

。

吸
引

機
は

相
棒

で
い

つ
も

一
緒

な
の

で
す

が
、
外

出
す

る
の

に
は

、
と

に
か

く
大

き
す

ぎ
る

し
、
重

す
ぎ

る
。

も
う

、
肩

こ
り

で
死

に
そ

う
に

持
っ

て
て

も
、
体

調
の

良
い

日
の

少
し

の
外

出
で

は
、
吸

引
し

な
く

て
も

い
い

時
も

あ
る

ん
で

す
。
汚

水
を

貯
め

る
容

器
（
７

０
０

m
l）

大
き

す
ぎ

。
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
に

し
た

り
出

来
な

い
で

す
か

ね
ー

。

今
の

ご
時

世
の

技
術

な
ら

、
絶

対
に

も
っ

と
小

さ
い

も
の

を
作

れ
そ

う
に

思
う

ん
で

す
が

…
。

お
家

用
と

外
出

用
、
も

っ
と

楽
に

な
っ

た
ら

、
も

っ
と

た
く

さ
ん

い
ろ

ん
な

所
に

連
れ

て
行

け
る

の
に

な
ー

。

5
8

0
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
車

い
す

車
い

す
■

業
界

で
統

一
し

て
ほ

し
い

特
養

で
勤

務
し

て
い

ま
す

。
現

在
 ２

つ
の

メ
ー

カ
ー

さ
ん

の
チ

ル
ト

リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
車

い
す

が
あ

り
ま

す
。

そ
の

 チ
ル

ト
レ

バ
ー

と
 リ

ク
ラ

イ
ニ

ン
グ

レ
バ

ー
が

 全
く

逆
に

つ
い

て
い

ま
す

。

Ａ
社

製
　
右

 チ
ル

ト
　
　
　
　
　
左

 リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
Ｂ

社
製

　
右

 リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
　
左

 チ
ル

ト

い
ず

れ
も

 車
い

す
本

体
に

シ
ー

ル
が

貼
っ

て
あ

り
ま

す
が

、
そ

の
表

記
も

ば
ら

ば
ら

。

Ａ
社

製
　
「
背

」
　
「
座

」
Ｂ

社
製

　
「
リ

ク
ラ

イ
ニ

ン
グ

」
　
「
テ

ィ
ル

ト
」

介
助

時
に

は
目

で
確

認
し

て
操

作
す

る
こ

と
は

当
た

り
前

で
す

が
、

危
な

い
場

面
も

あ
り

ま
し

た
。

リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
を

起
こ

す
は

ず
が

 誤
っ

て
チ

ル
ト

レ
バ

ー
を

握
っ

て
し

ま
い

、
あ

わ
や

転
落

寸
前

。
も

ち
ろ

ん
 操

作
に

携
わ

る
職

員
に

は
「
目

で
確

認
す

る
こ

と
」
と

再
周

知
し

た
こ

と
は

当
然

で
す

。
そ

こ
は

わ
か

っ
て

い
ま

す
。

が
、
そ

れ
だ

け
と

は
思

え
な

い
の

で
す

。
レ

バ
ー

の
位

置
設

定
や

表
記

が
統

一
さ

れ
て

い
た

ら
…

と
。

正
直

 現
場

は
め

ま
ぐ

る
し

い
忙

し
さ

で
す

し
、
職

員
も

さ
ま

ざ
ま

で
す

。
言

い
訳

か
も

し
れ

な
い

で
す

が
、
限

界
も

あ
り

ま
す

。

自
動

車
だ

っ
た

ら
そ

ん
な

こ
と

は
あ

り
ま

せ
ん

。
ア

ク
セ

ル
・
ブ

レ
ー

キ
・
ク

ラ
ッ

チ
の

順
番

も
ウ

ィ
ン

カ
ー

や
ワ

イ
パ

ー
の

レ
バ

ー
の

左
右

も
メ

ー
カ

ー
に

よ
っ

て
バ

ラ
バ

ラ
な

ん
て

こ
と

は
あ

り
ま

せ
ん

よ
ね

。

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

 ま
で

は
い

か
な

く
て

も
、

少
な

く
と

も
 介

護
す

る
立

場
の

人
が

迷
わ

ず
に

使
え

る
よ

う
な

基
準

が
必

要
な

時
な

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。

技
術

が
進

歩
し

て
 す

ば
ら

し
い

と
は

思
い

ま
す

が
、

さ
ら

に
 あ

ら
ゆ

る
ユ

ー
ザ

ー
が

使
い

や
す

い
基

準
や

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
検

討
・
作

る
こ

と
も

、
業

界
の

責
任

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

5
8

1
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
利

用
者

歩
行

補
助

具
視

覚
障

害
者

一
人

で
も

外
出

で
き

る
よ

う
に

ポ
ー

タ
ブ

ル
ナ

ビ
(徒

歩
機

能
付

)を
、
補

助
の

対
象

と
し

て
ほ

し
い

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

5
7

8
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
排

泄
排

泄
関

連
用

具
大

型
の

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

探
し

て
い

ま
す

福
祉

用
具

専
門

相
談

員
で

す
。
あ

る
男

性
の

Ａ
様

と
い

う
普

段
ベ

ッ
ド

上
で

生
活

し
て

い
る

お
客

様
が

い
ま

す
。

排
泄

に
関

し
て

は
す

べ
て

ベ
ッ

ド
上

で
行

な
っ

て
お

り
ま

し
た

が
、
端

座
位

姿
勢

が
取

れ
る

よ
う

に
な

っ
て

き
て

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

で
の

排
泄

が
で

き
る

ぐ
ら

い
の

身
体

状
況

に
な

っ
て

き
ま

し
た

。
と

こ
ろ

が
、
Ａ

様
は

体
が

非
常

に
大

き
く

（
身

長
は

1
7

0
c
m

ぐ
ら

い
で

か
な

り
の

肥
満

体
で

す
）
い

く
つ

か
適

合
し

そ
う

な
ポ

ー
タ

ブ
ル

ト
イ

レ
（
例

え
ば

ア
ロ

ン
化

成
の

自
立

５
型

な
ど

）
を

持
っ

て
行

き
座

っ
て

い
た

だ
き

ま
し

た
が

奥
行

き
が

足
り

ず
・
・
・
と

い
っ

た
感

じ
で

す
。

こ
の

方
の

介
護

者
曰

く
「
合

う
の

が
無

け
れ

ば
特

注
で

も
何

で
も

い
い

の
で

・
・
・
」
と

い
う

の
で

す
が

、
ポ

ー
タ

ブ
ル

ト
イ

レ
の

特
注

な
ん

て
聞

い
た

こ
と

が
あ

り
ま

せ
ん

。
私

も
こ

の
業

界
に

入
っ

て
６

年
目

で
す

が
、
ま

だ
ま

だ
知

識
不

足
で

す
。

全
国

の
関

係
者

の
皆

様
の

お
知

恵
を

拝
借

さ
せ

て
下

さ
い

。
よ

ろ
し

く
お

願
い

致
し

ま
す

。

5
7

9
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)吸
引

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

も
っ

と
軽

量
・
も

っ
と

小
さ

い
吸

引
機

を
！

気
管

・
喉

頭
の

狭
窄

（
重

症
で

完
治

は
見

込
み

な
し

）
で

気
管

切
開

し
て

頑
張

っ
て

い
る

、
４

歳
男

児
の

母
で

す
。

気
管

切
開

し
、
声

も
ま

っ
た

く
出

ま
せ

ん
が

、
と

て
も

元
気

で
幼

稚
園

に
も

通
っ

て
い

る
悪

が
き

君
で

す
。
笑

。

吸
引

機
は

相
棒

で
い

つ
も

一
緒

な
の

で
す

が
、
外

出
す

る
の

に
は

、
と

に
か

く
大

き
す

ぎ
る

し
、
重

す
ぎ

る
。

も
う

、
肩

こ
り

で
死

に
そ

う
に

持
っ

て
て

も
、
体

調
の

良
い

日
の

少
し

の
外

出
で

は
、
吸

引
し

な
く

て
も

い
い

時
も

あ
る

ん
で

す
。
汚

水
を

貯
め

る
容

器
（
７

０
０

m
l）

大
き

す
ぎ

。
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
に

し
た

り
出

来
な

い
で

す
か

ね
ー

。

今
の

ご
時

世
の

技
術

な
ら

、
絶

対
に

も
っ

と
小

さ
い

も
の

を
作

れ
そ

う
に

思
う

ん
で

す
が

…
。

お
家

用
と

外
出

用
、
も

っ
と

楽
に

な
っ

た
ら

、
も

っ
と

た
く

さ
ん

い
ろ

ん
な

所
に

連
れ

て
行

け
る

の
に

な
ー

。

5
8

0
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
車

い
す

車
い

す
■

業
界

で
統

一
し

て
ほ

し
い

特
養

で
勤

務
し

て
い

ま
す

。
現

在
 ２

つ
の

メ
ー

カ
ー

さ
ん

の
チ

ル
ト

リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
車

い
す

が
あ

り
ま

す
。

そ
の

 チ
ル

ト
レ

バ
ー

と
 リ

ク
ラ

イ
ニ

ン
グ

レ
バ

ー
が

 全
く

逆
に

つ
い

て
い

ま
す

。

Ａ
社

製
　
右

 チ
ル

ト
　
　
　
　
　
左

 リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
Ｂ

社
製

　
右

 リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
　
左

 チ
ル

ト

い
ず

れ
も

 車
い

す
本

体
に

シ
ー

ル
が

貼
っ

て
あ

り
ま

す
が

、
そ

の
表

記
も

ば
ら

ば
ら

。

Ａ
社

製
　
「
背

」
　
「
座

」
Ｂ

社
製

　
「
リ

ク
ラ

イ
ニ

ン
グ

」
　
「
テ

ィ
ル

ト
」

介
助

時
に

は
目

で
確

認
し

て
操

作
す

る
こ

と
は

当
た

り
前

で
す

が
、

危
な

い
場

面
も

あ
り

ま
し

た
。

リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
を

起
こ

す
は

ず
が

 誤
っ

て
チ

ル
ト

レ
バ

ー
を

握
っ

て
し

ま
い

、
あ

わ
や

転
落

寸
前

。
も

ち
ろ

ん
 操

作
に

携
わ

る
職

員
に

は
「
目

で
確

認
す

る
こ

と
」
と

再
周

知
し

た
こ

と
は

当
然

で
す

。
そ

こ
は

わ
か

っ
て

い
ま

す
。

が
、
そ

れ
だ

け
と

は
思

え
な

い
の

で
す

。
レ

バ
ー

の
位

置
設

定
や

表
記

が
統

一
さ

れ
て

い
た

ら
…

と
。

正
直

 現
場

は
め

ま
ぐ

る
し

い
忙

し
さ

で
す

し
、
職

員
も

さ
ま

ざ
ま

で
す

。
言

い
訳

か
も

し
れ

な
い

で
す

が
、
限

界
も

あ
り

ま
す

。

自
動

車
だ

っ
た

ら
そ

ん
な

こ
と

は
あ

り
ま

せ
ん

。
ア

ク
セ

ル
・
ブ

レ
ー

キ
・
ク

ラ
ッ

チ
の

順
番

も
ウ

ィ
ン

カ
ー

や
ワ

イ
パ

ー
の

レ
バ

ー
の

左
右

も
メ

ー
カ

ー
に

よ
っ

て
バ

ラ
バ

ラ
な

ん
て

こ
と

は
あ

り
ま

せ
ん

よ
ね

。

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

 ま
で

は
い

か
な

く
て

も
、

少
な

く
と

も
 介

護
す

る
立

場
の

人
が

迷
わ

ず
に

使
え

る
よ

う
な

基
準

が
必

要
な

時
な

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。

技
術

が
進

歩
し

て
 す

ば
ら

し
い

と
は

思
い

ま
す

が
、

さ
ら

に
 あ

ら
ゆ

る
ユ

ー
ザ

ー
が

使
い

や
す

い
基

準
や

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
検

討
・
作

る
こ

と
も

、
業

界
の

責
任

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

5
8

1
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
利

用
者

歩
行

補
助

具
視

覚
障

害
者

一
人

で
も

外
出

で
き

る
よ

う
に

ポ
ー

タ
ブ

ル
ナ

ビ
(徒

歩
機

能
付

)を
、
補

助
の

対
象

と
し

て
ほ

し
い

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

5
8

2
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

聞
こ

え
な

い
人

の
た

め
の

器
具

聴
覚

障
害

者
玄

関
の

入
り

口
に

、
夜

で
も

見
え

る
モ

ニ
タ

ー
が

あ
る

と
便

利
。

携
帯

以
外

で
人

と
す

ば
や

く
連

絡
取

れ
る

機
器

。

5
8

3
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
点

字
ブ

ロ
ッ

ク
・
交

通
信

号
の

色
・
音

楽
視

覚
障

害
者

点
字

ブ
ロ

ッ
ク

の
黄

色
や

黒
、
シ

ル
バ

ー
な

ど
様

々
な

の
で

見
に

く
い

物
が

あ
り

、
統

一
し

て
ほ

し
い

。
交

通
信

号
の

色
で

も
青

が
見

に
く

い
こ

と
が

あ
る

。
交

通
信

号
の

音
楽

も
場

所
に

よ
っ

て
違

う
の

で
分

か
り

に
く

い
。

5
8

4
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

パ
ソ

コ
ン

の
入

力
装

置
肢

体
不

自
由

者
言

語
障

害
者

オ
ペ

レ
ー

ト
ナ

ビ
と

い
う

装
置

を
使

用
し

て
い

る
が

、
吐

く
息

で
操

作
し

て
い

る
が

、
思

っ
た

と
お

り
の

操
作

が
し

に
く

い
。

5
8

5
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
手

話
通

訳
・
字

幕
の

表
示

聴
覚

障
害

者
よ

り
多

く
の

テ
レ

ビ
番

組
や

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

動
画

で
手

話
通

訳
や

字
幕

の
表

示
が

で
き

る
こ

と
を

望
む

。

5
8

6
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
個

人
視

覚
障

害
者

の
「
携

帯
ナ

ビ
杖

」
視

覚
障

害
者

ま
す

ま
す

進
化

す
る

携
帯

電
話

の
機

能
を

白
杖

に
応

用
で

き
な

い
か

と
考

え
ま

し
た

。
「
携

帯
ナ

ビ
杖

」
で

す
。

白
杖

自
体

を
パ

ソ
コ

ン
と

考
え

、
杖

の
握

り
手

部
分

を
マ

ウ
ス

の
形

状
と

し
機

能
を

付
け

、
杖

を
地

面
に

当
て

左
ク

リ
ッ

ク
す

れ
ば

、
足

元
の

地
面

に
２

６
イ

ン
チ

の
仮

想
モ

ニ
タ

ー
を

表
出

さ
せ

、
視

覚
障

害
者

は
、
杖

か
ら

の
触

覚
に

て
位

置
情

報
な

ど
を

得
る

こ
と

が
で

き
る

も
の

で
す

。

例
え

ば
最

も
初

歩
的

な
情

報
と

し
て

、
「
方

角
」
を

情
報

提
供

し
ま

す
。
仮

想
モ

ニ
タ

ー
上

に
、
線

ブ
ロ

ッ
ク

を
表

出
さ

せ
、
こ

の
方

角
が

南
北

を
表

し
ま

す
。
そ

し
て

北
側

に
は

点
ブ

ロ
ッ

ク
を

表
出

さ
せ

ま
す

。
こ

れ
に

よ
り

視
覚

障
害

者
は

、
方

向
感

を
失

う
こ

と
は

な
い

と
考

え
ま

す
。
（
勿

論
、
北

を
示

す
矢

印
↑

で
も

よ
い

の
で

す
が

）

更
に

発
展

さ
せ

、
仮

想
モ

ニ
タ

ー
上

に
、
触

地
図

を
表

出
さ

せ
た

り
、
あ

る
い

は
検

索
機

能
を

付
け

、
「
駅

」
と

点
字

入
力

・
検

索
す

れ
ば

最
寄

り
の

駅
の

改
札

口
の

位
置

が
表

示
さ

れ
、
こ

れ
を

ク
リ

ッ
ク

す
れ

ば
、
杖

を
通

し
て

知
覚

で
き

る
仮

想
の

点
字

ブ
ロ

ッ
ク

が
表

出
さ

れ
、
視

覚
障

害
者

を
改

札
口

ま
で

誘
導

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。
「
ト

イ
レ

」
と

点
字

入
力

・
検

索
す

れ
ば

、
周

辺
の

コ
ン

ビ
ニ

や
公

共
施

設
な

ど
の

ト
イ

レ
の

位
置

を
仮

想
モ

ニ
タ

ー
に

表
出

さ
せ

、
ク

リ
ッ

ク
す

る
と

、
目

的
地

と
し

て
誘

導
す

る
仮

想
の

点
字

ブ
ロ

ッ
ク

を
表

出
さ

せ
て

は
い

か
が

で
し

ょ
う

か
？

そ
し

て
「
お

帰
り

」
機

能
で

す
。
５

年
前

に
買

っ
た

カ
ー

ナ
ビ

に
も

付
い

て
い

る
機

能
で

す
。
こ

れ
を

ク
リ

ッ
ク

す
る

と
、
女

性
の

声
で

「
自

宅
に

戻
り

ま
す

。
所

要
時

間
は

約
３

０
分

で
す

。
途

中
、
信

号
機

の
あ

る
交

差
点

を
２

ヶ
所

渡
り

ま
す

。
」
と

い
う

音
声

が
流

れ
ま

す
。
次

の
瞬

間
、
仮

想
点

字
ブ

ロ
ッ

ク
が

足
元

に
現

れ
ま

す
。
そ

し
て

「
自

宅
に

到
着

で
す

。
お

疲
れ

様
で

し
た

。
」
　
カ

ー
ナ

ビ
に

は
、
当

た
り

前
に

つ
い

て
い

る
機

能
で

す
。

点
字

ブ
ロ

ッ
ク

は
、
視

覚
障

害
者

に
と

っ
て

は
非

常
に

大
切

な
も

の
で

す
が

、
一

方
、
車

椅
子

の
方

に
は

負
担

と
な

り
高

齢
者

に
と

っ
て

は
躓

く
危

険
が

指
摘

さ
れ

て
い

ま
す

。
ま

た
美

観
の

問
題

も
あ

る
と

言
わ

れ
て

お
り

ま
す

。
杖

か
ら

の
触

覚
で

知
覚

で
き

る
仮

想
点

字
ブ

ロ
ッ

ク
で

、
こ

れ
等

の
問

題
の

全
て

が
解

決
で

す
。

こ
の

「
携

帯
ナ

ビ
杖

」
で

電
話

も
メ

ー
ル

も
何

で
も

で
き

ま
す

。
視

覚
障

害
者

と
は

点
字

メ
ー

ル
の

送
受

信
で

す
。
晴

眼
者

と
は

自
動

変
換

機
能

（
点

字
⇔

文
字

）
で

メ
ー

ル
の

送
受

信
で

す
。
勿

論
、
添

付
フ

ァ
イ

ル
も

Ｏ
Ｋ

で
す

。

こ
れ

ら
の

機
能

は
、
既

に
利

用
さ

れ
て

い
る

技
術

の
応

用
・
組

み
合

わ
せ

で
実

現
で

き
る

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

？

5
8

7
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
排

泄
管

理
支

援
用

具
利

用
者

の
家

族
児

童
用

オ
ム

ツ
肢

体
不

自
由

者
児

童
体

重
が

1
5

キ
ロ

グ
ラ

ム
を

超
え

た
く

ら
い

か
ら

、
市

販
の

赤
ち

ゃ
ん

・
幼

児
用

オ
ム

ツ
が

き
つ

く
な

っ
て

困
っ

て
い

ま
す

。
か

と
い

っ
て

、
成

人
向

け
の

オ
ム

ツ
は

大
き

す
ぎ

て
使

え
ま

せ
ん

。
1
5

～
4

0
キ

ロ
グ

ラ
ム

く
ら

い
の

障
害

児
用

の
オ

ム
ツ

を
作

っ
て

い
た

だ
け

る
と

と
て

も
助

か
り

ま
す

。
障

害
児

の
場

合
、
足

の
付

け
根

や
股

関
節

の
隙

間
か

ら
オ

シ
ッ

コ
が

こ
ぼ

れ
て

し
ま

う
こ

と
も

多
い

の
で

、
そ

の
点

に
も

配
慮

し
て

い
た

だ
け

ま
す

よ
う

お
願

い
し

ま
す

。
ご

一
考

い
た

だ
け

れ
ば

幸
い

で
す

。

5
8

8
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
車

い
す

利
用

者
の

家
族

季
節

に
応

じ
て

通
気

性
や

保
温

性
等

を
調

節
で

き
る

車
椅

子

肢
体

不
自

由
者

現
在

、
車

椅
子

を
使

っ
て

い
ま

す
が

、
通

気
性

や
保

温
性

が
調

節
で

き
ず

困
っ

て
い

ま
す

。
車

椅
子

と
カ

バ
ー

の
間

に
入

れ
る

フ
ァ

ン
が

あ
る

こ
と

は
知

っ
て

い
ま

す
が

、
重

度
な

障
害

の
場

合
、
フ

ァ
ン

を
入

れ
る

こ
と

も
で

き
ま

せ
ん

。

5
8

9
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
利

用
者

の
家

族
錠

剤
服

用
コ

ッ
プ

肢
体

不
自

由
者

１
２

年
前

に
、
父

親
の

介
護

を
し

て
い

た
母

親
の

要
望

で
錠

剤
薬

と
飲

用
水

が
同

時
に

流
れ

出
し

て
片

手
で

簡
単

に
服

用
す

る
こ

と
が

出
来

る
コ

ッ
プ

を
考

案
し

ま
し

た
。
障

害
者

の
方

々
や

高
齢

者
の

方
々

が
使

い
や

す
く

す
る

た
め

に
、
コ

ッ
プ

本
体

と
錠

剤
薬

を
収

容
で

き
る

装
着

部
を

は
め

合
わ

せ
る

だ
け

の
シ

ン
プ

ル
な

デ
ザ

イ
ン

で
す

。
使

用
方

法
　
①

日
々

の
健

康
維

持
に

欠
か

す
こ

と
の

出
来

な
い

錠
剤

薬
を

装
着

部
本

体
に

あ
る

錠
剤

ポ
ケ

ッ
ト

に
収

容
し

た
後

に
コ

ッ
プ

本
体

に
は

め
込

み
ま

す
。

②
コ

ッ
プ

本
体

に
装

着
部

を
は

め
込

ん
だ

後
は

、
注

水
口

よ
り

飲
用

水
を

注
入

し
ま

す
。
③

コ
ッ

プ
内

に
は

め
込

ま
れ

た
装

着
部

内
の

錠
剤

ポ
ケ

ッ
ト

に
口

を
付

け
て

コ
ッ

プ
を

傾
け

る
だ

け
で

錠
剤

ポ
ケ

ッ
ト

内
に

あ
る

水
流

出
穴

が
ら

流
れ

出
し

た
飲

用
水

が
錠

剤
薬

を
押

し
流

し
て

飲
用

水
と

共
に

片
手

で
簡

単
に

錠
剤

薬
の

服
用

が
出

来
ま

す
。
現

在
　
試

作
品

を
作

製
し

て
障

害
者

の
方

々
や

老
人

施
設

連
盟

を
通

じ
て

高
齢

者
施

設
の

方
々

に
プ

レ
ゼ

ン
ト

し
て

、
当

事
者

は
も

ち
ろ

ん
介

護
を

さ
れ

る
職

員
の

方
々

に
も

大
好

評
で

す
。
今

後
の

日
本

は
、
介

護
す

る
側

も
さ

れ
る

側
も

高
齢

化
に

向
か

っ
て

い
ま

す
。
当

事
者

の
方

々
は

勿
論

の
こ

と
、
介

護
さ

れ
る

方
々

の
介

護
負

担
が

少
し

で
も

軽
減

出
来

れ
ば

非
常

に
好

ま
し

く
思

い
ま

す
。
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

コ
ッ

プ
の

写
真

を
掲

載
し

て
い

ま
す

の
で

一
度

ご
覧

く
だ

さ
い

。
Ｕ

Ｒ
Ｌ
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

5
8

2
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

聞
こ

え
な

い
人

の
た

め
の

器
具

聴
覚

障
害

者
玄

関
の

入
り

口
に

、
夜

で
も

見
え

る
モ

ニ
タ

ー
が

あ
る

と
便

利
。

携
帯

以
外

で
人

と
す

ば
や

く
連

絡
取

れ
る

機
器

。

5
8

3
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
点

字
ブ

ロ
ッ

ク
・
交

通
信

号
の

色
・
音

楽
視

覚
障

害
者

点
字

ブ
ロ

ッ
ク

の
黄

色
や

黒
、
シ

ル
バ

ー
な

ど
様

々
な

の
で

見
に

く
い

物
が

あ
り

、
統

一
し

て
ほ

し
い

。
交

通
信

号
の

色
で

も
青

が
見

に
く

い
こ

と
が

あ
る

。
交

通
信

号
の

音
楽

も
場

所
に

よ
っ

て
違

う
の

で
分

か
り

に
く

い
。

5
8

4
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

パ
ソ

コ
ン

の
入

力
装

置
肢

体
不

自
由

者
言

語
障

害
者

オ
ペ

レ
ー

ト
ナ

ビ
と

い
う

装
置

を
使

用
し

て
い

る
が

、
吐

く
息

で
操

作
し

て
い

る
が

、
思

っ
た

と
お

り
の

操
作

が
し

に
く

い
。

5
8

5
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
手

話
通

訳
・
字

幕
の

表
示

聴
覚

障
害

者
よ

り
多

く
の

テ
レ

ビ
番

組
や

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

動
画

で
手

話
通

訳
や

字
幕

の
表

示
が

で
き

る
こ

と
を

望
む

。

5
8

6
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
個

人
視

覚
障

害
者

の
「
携

帯
ナ

ビ
杖

」
視

覚
障

害
者

ま
す

ま
す

進
化

す
る

携
帯

電
話

の
機

能
を

白
杖

に
応

用
で

き
な

い
か

と
考

え
ま

し
た

。
「
携

帯
ナ

ビ
杖

」
で

す
。

白
杖

自
体

を
パ

ソ
コ

ン
と

考
え

、
杖

の
握

り
手

部
分

を
マ

ウ
ス

の
形

状
と

し
機

能
を

付
け

、
杖

を
地

面
に

当
て

左
ク

リ
ッ

ク
す

れ
ば

、
足

元
の

地
面

に
２

６
イ

ン
チ

の
仮

想
モ

ニ
タ

ー
を

表
出

さ
せ

、
視

覚
障

害
者

は
、
杖

か
ら

の
触

覚
に

て
位

置
情

報
な

ど
を

得
る

こ
と

が
で

き
る

も
の

で
す

。

例
え

ば
最

も
初

歩
的

な
情

報
と

し
て

、
「
方

角
」
を

情
報

提
供

し
ま

す
。
仮

想
モ

ニ
タ

ー
上

に
、
線

ブ
ロ

ッ
ク

を
表

出
さ

せ
、
こ

の
方

角
が

南
北

を
表

し
ま

す
。
そ

し
て

北
側

に
は

点
ブ

ロ
ッ

ク
を

表
出

さ
せ

ま
す

。
こ

れ
に

よ
り

視
覚

障
害

者
は

、
方

向
感

を
失

う
こ

と
は

な
い

と
考

え
ま

す
。
（
勿

論
、
北

を
示

す
矢

印
↑

で
も

よ
い

の
で

す
が

）

更
に

発
展

さ
せ

、
仮

想
モ

ニ
タ

ー
上

に
、
触

地
図

を
表

出
さ

せ
た

り
、
あ

る
い

は
検

索
機

能
を

付
け

、
「
駅

」
と

点
字

入
力

・
検

索
す

れ
ば

最
寄

り
の

駅
の

改
札

口
の

位
置

が
表

示
さ

れ
、
こ

れ
を

ク
リ

ッ
ク

す
れ

ば
、
杖

を
通

し
て

知
覚

で
き

る
仮

想
の

点
字

ブ
ロ

ッ
ク

が
表

出
さ

れ
、
視

覚
障

害
者

を
改

札
口

ま
で

誘
導

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。
「
ト

イ
レ

」
と

点
字

入
力

・
検

索
す

れ
ば

、
周

辺
の

コ
ン

ビ
ニ

や
公

共
施

設
な

ど
の

ト
イ

レ
の

位
置

を
仮

想
モ

ニ
タ

ー
に

表
出

さ
せ

、
ク

リ
ッ

ク
す

る
と

、
目

的
地

と
し

て
誘

導
す

る
仮

想
の

点
字

ブ
ロ

ッ
ク

を
表

出
さ

せ
て

は
い

か
が

で
し

ょ
う

か
？

そ
し

て
「
お

帰
り

」
機

能
で

す
。
５

年
前

に
買

っ
た

カ
ー

ナ
ビ

に
も

付
い

て
い

る
機

能
で

す
。
こ

れ
を

ク
リ

ッ
ク

す
る

と
、
女

性
の

声
で

「
自

宅
に

戻
り

ま
す

。
所

要
時

間
は

約
３

０
分

で
す

。
途

中
、
信

号
機

の
あ

る
交

差
点

を
２

ヶ
所

渡
り

ま
す

。
」
と

い
う

音
声

が
流

れ
ま

す
。
次

の
瞬

間
、
仮

想
点

字
ブ

ロ
ッ

ク
が

足
元

に
現

れ
ま

す
。
そ

し
て

「
自

宅
に

到
着

で
す

。
お

疲
れ

様
で

し
た

。
」
　
カ

ー
ナ

ビ
に

は
、
当

た
り

前
に

つ
い

て
い

る
機

能
で

す
。

点
字

ブ
ロ

ッ
ク

は
、
視

覚
障

害
者

に
と

っ
て

は
非

常
に

大
切

な
も

の
で

す
が

、
一

方
、
車

椅
子

の
方

に
は

負
担

と
な

り
高

齢
者

に
と

っ
て

は
躓

く
危

険
が

指
摘

さ
れ

て
い

ま
す

。
ま

た
美

観
の

問
題

も
あ

る
と

言
わ

れ
て

お
り

ま
す

。
杖

か
ら

の
触

覚
で

知
覚

で
き

る
仮

想
点

字
ブ

ロ
ッ

ク
で

、
こ

れ
等

の
問

題
の

全
て

が
解

決
で

す
。

こ
の

「
携

帯
ナ

ビ
杖

」
で

電
話

も
メ

ー
ル

も
何

で
も

で
き

ま
す

。
視

覚
障

害
者

と
は

点
字

メ
ー

ル
の

送
受

信
で

す
。
晴

眼
者

と
は

自
動

変
換

機
能

（
点

字
⇔

文
字

）
で

メ
ー

ル
の

送
受

信
で

す
。
勿

論
、
添

付
フ

ァ
イ

ル
も

Ｏ
Ｋ

で
す

。

こ
れ

ら
の

機
能

は
、
既

に
利

用
さ

れ
て

い
る

技
術

の
応

用
・
組

み
合

わ
せ

で
実

現
で

き
る

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

？

5
8

7
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
排

泄
管

理
支

援
用

具
利

用
者

の
家

族
児

童
用

オ
ム

ツ
肢

体
不

自
由

者
児

童
体

重
が

1
5

キ
ロ

グ
ラ

ム
を

超
え

た
く

ら
い

か
ら

、
市

販
の

赤
ち

ゃ
ん

・
幼

児
用

オ
ム

ツ
が

き
つ

く
な

っ
て

困
っ

て
い

ま
す

。
か

と
い

っ
て

、
成

人
向

け
の

オ
ム

ツ
は

大
き

す
ぎ

て
使

え
ま

せ
ん

。
1
5

～
4

0
キ

ロ
グ

ラ
ム

く
ら

い
の

障
害

児
用

の
オ

ム
ツ

を
作

っ
て

い
た

だ
け

る
と

と
て

も
助

か
り

ま
す

。
障

害
児

の
場

合
、
足

の
付

け
根

や
股

関
節

の
隙

間
か

ら
オ

シ
ッ

コ
が

こ
ぼ

れ
て

し
ま

う
こ

と
も

多
い

の
で

、
そ

の
点

に
も

配
慮

し
て

い
た

だ
け

ま
す

よ
う

お
願

い
し

ま
す

。
ご

一
考

い
た

だ
け

れ
ば

幸
い

で
す

。

5
8

8
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
車

い
す

利
用

者
の

家
族

季
節

に
応

じ
て

通
気

性
や

保
温

性
等

を
調

節
で

き
る

車
椅

子

肢
体

不
自

由
者

現
在

、
車

椅
子

を
使

っ
て

い
ま

す
が

、
通

気
性

や
保

温
性

が
調

節
で

き
ず

困
っ

て
い

ま
す

。
車

椅
子

と
カ

バ
ー

の
間

に
入

れ
る

フ
ァ

ン
が

あ
る

こ
と

は
知

っ
て

い
ま

す
が

、
重

度
な

障
害

の
場

合
、
フ

ァ
ン

を
入

れ
る

こ
と

も
で

き
ま

せ
ん

。

5
8

9
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
利

用
者

の
家

族
錠

剤
服

用
コ

ッ
プ

肢
体

不
自

由
者

１
２

年
前

に
、
父

親
の

介
護

を
し

て
い

た
母

親
の

要
望

で
錠

剤
薬

と
飲

用
水

が
同

時
に

流
れ

出
し

て
片

手
で

簡
単

に
服

用
す

る
こ

と
が

出
来

る
コ

ッ
プ

を
考

案
し

ま
し

た
。
障

害
者

の
方

々
や

高
齢

者
の

方
々

が
使

い
や

す
く

す
る

た
め

に
、
コ

ッ
プ

本
体

と
錠

剤
薬

を
収

容
で

き
る

装
着

部
を

は
め

合
わ

せ
る

だ
け

の
シ

ン
プ

ル
な

デ
ザ

イ
ン

で
す

。
使

用
方

法
　
①

日
々

の
健

康
維

持
に

欠
か

す
こ

と
の

出
来

な
い

錠
剤

薬
を

装
着

部
本

体
に

あ
る

錠
剤

ポ
ケ

ッ
ト

に
収

容
し

た
後

に
コ

ッ
プ

本
体

に
は

め
込

み
ま

す
。

②
コ

ッ
プ

本
体

に
装

着
部

を
は

め
込

ん
だ

後
は

、
注

水
口

よ
り

飲
用

水
を

注
入

し
ま

す
。
③

コ
ッ

プ
内

に
は

め
込

ま
れ

た
装

着
部

内
の

錠
剤

ポ
ケ

ッ
ト

に
口

を
付

け
て

コ
ッ

プ
を

傾
け

る
だ

け
で

錠
剤

ポ
ケ

ッ
ト

内
に

あ
る

水
流

出
穴

が
ら

流
れ

出
し

た
飲

用
水

が
錠

剤
薬

を
押

し
流

し
て

飲
用

水
と

共
に

片
手

で
簡

単
に

錠
剤

薬
の

服
用

が
出

来
ま

す
。
現

在
　
試

作
品

を
作

製
し

て
障

害
者

の
方

々
や

老
人

施
設

連
盟

を
通

じ
て

高
齢

者
施

設
の

方
々

に
プ

レ
ゼ

ン
ト

し
て

、
当

事
者

は
も

ち
ろ

ん
介

護
を

さ
れ

る
職

員
の

方
々

に
も

大
好

評
で

す
。
今

後
の

日
本

は
、
介

護
す

る
側

も
さ

れ
る

側
も

高
齢

化
に

向
か

っ
て

い
ま

す
。
当

事
者

の
方

々
は

勿
論

の
こ

と
、
介

護
さ

れ
る

方
々

の
介

護
負

担
が

少
し

で
も

軽
減

出
来

れ
ば

非
常

に
好

ま
し

く
思

い
ま

す
。
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

コ
ッ

プ
の

写
真

を
掲

載
し

て
い

ま
す

の
で

一
度

ご
覧

く
だ

さ
い

。
Ｕ

Ｒ
Ｌ
　
h

tt
p
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/
w

w
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

5
9

0
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
福

祉
専

門
職

福
祉

用
具

の
開

発
だ

け
で

な
く

て
肢

体
不

自
由

者
視

覚
障

害
者

 聴
覚

障
害

者
 言

語
障

害
者

 盲
ろ

う
者

 障
害

者
ス

ポ
ー

ツ

別
の

掲
示

板
に

も
書

き
ま

し
た

が
、

新
し

い
技

術
や

製
品

の
開

発
だ

け
で

な
く

ば
ら

ば
ら

の
基

準
を

統
一

す
る

取
り

組
み

を
し

て
ほ

し
い

で
す

。

そ
う

い
う

取
り

組
み

が
で

き
る

の
は

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

さ
ん

や
厚

生
労

働
省

な
ど

あ
る

意
味

第
三

者
機

関
が

音
頭

を
取

ら
な

い
と

で
き

な
い

の
で

は
？

業
界

の
自

発
性

を
待

っ
て

い
る

間
に

事
故

が
起

き
る

よ
う

な
気

が
し

ま
す

。

そ
れ

と
も

、
事

故
が

起
き

な
い

と
そ

の
よ

う
な

取
り

組
み

は
な

さ
れ

な
い

の
で

し
ょ

う
か

。

も
ち

ろ
ん

 新
し

い
技

術
や

製
品

の
開

発
も

大
切

で
す

が
、

そ
の

技
術

が
広

ま
る

過
程

で
ば

ら
ば

ら
の

広
が

り
方

だ
っ

た
ら

一
番

困
る

の
は

ユ
ー

ザ
ー

で
す

。

5
9

1
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
電

動
車

い
す

利
用

者
の

家
族

車
椅

子
肢

体
不

自
由

者
近

年
、
車

椅
子

は
ジ

ョ
イ

ス
テ

ィ
ッ

ク
形

や
ハ

ン
ド

ル
形

な
ど

大
型

化
、
重

量
化

し
て

お
り

、
使

い
勝

手
が

と
て

も
悪

く
な

っ
て

い
ま

す
。
ま

た
周

り
の

人
た

ち
に

も
迷

惑
に

な
っ

て
い

る
と

思
い

ま
す

。
そ

こ
で

、
半

立
ち

（
駅

な
ど

で
あ

る
ベ

ン
チ

で
腰

を
軽

く
か

け
る

程
度

の
も

の
）
の

状
態

で
移

動
で

き
る

機
器

な
ど

小
型

化
、
軽

量
化

し
た

装
置

の
開

発
が

必
要

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

ま
た

少
し

く
ら

い
の

段
差

（
1
0

c
m

位
）
は

乗
り

越
え

ら
れ

る
機

能
も

必
要

と
思

い
ま

す
。

健
常

者
と

同
じ

扱
い

を
し

て
も

ら
え

る
よ

う
な

機
器

が
開

発
さ

れ
る

こ
と

を
望

み
ま

す
。

5
9

2
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
利

用
者

の
家

族
黄

色
い

誘
導

用
ブ

ロ
ッ

ク
視

覚
障

害
者

ブ
ロ

ッ
ク

は
道

路
や

駅
な

ど
で

多
く

見
ら

れ
ま

す
が

、
白

杖
を

使
っ

て
つ

た
い

歩
き

は
し

ま
す

が
、
ブ

ロ
ッ

ク
の

上
は

と
て

も
歩

き
に

く
い

で
す

。
と

く
に

ヒ
ー

ル
で

は
歩

け
ま

せ
ん

。
そ

こ
で

視
覚

障
害

者
の

移
動

補
助

は
Ｇ

Ｐ
Ｓ

な
ど

か
ら

位
置

情
報

を
端

末
に

受
信

し
、
そ

の
端

末
を

持
っ

て
移

動
す

る
よ

う
に

し
て

は
い

か
が

で
し

ょ
う

か
。

視
覚

障
害

者
の

た
め

と
は

い
え

、
ほ

か
の

人
た

ち
の

迷
惑

な
ら

な
い

よ
う

な
設

備
が

必
要

だ
と

考
え

ま
す

。

5
9

3
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
電

動
車

い
す

利
用

者
電

動
車

い
す

肢
体

不
自

由
者

電
動

車
い

す
を

使
っ

て
い

る
の

で
す

が
、
か

な
り

大
き

い
た

め
周

り
か

ら
奇

異
な

目
で

見
ら

れ
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

邪
魔

に
な

っ
て

い
る

ん
だ

ろ
う

な
と

思
い

な
が

ら
も

、
バ

ス
を

使
わ

な
い

と
生

活
で

き
な

い
の

で
利

用
し

て
い

ま
す

。
電

動
車

い
す

が
作

ら
れ

て
か

ら
私

の
生

活
は

か
な

り
楽

に
は

な
り

ま
し

た
が

、
精

神
的

に
は

ま
だ

ま
だ

き
つ

い
も

の
が

あ
り

ま
す

。
そ

こ
で

周
り

の
人

に
迷

惑
を

か
け

な
い

車
い

す
ま

た
は

福
祉

機
器

の
開

発
を

お
願

い
し

ま
す

。
た

と
え

ば
、
足

に
ア

シ
ス

ト
機

能
の

あ
る

義
足

で
普

通
に

歩
け

る
よ

う
に

な
る

機
器

で
す

と
か

、
直

立
し

た
状

態
で

移
動

で
き

る
機

器
（
セ

グ
ウ

ェ
イ

の
改

良
版

）
の

よ
う

な
も

の
な

ど
が

あ
る

と
い

い
な

と
思

い
ま

す
。

何
と

か
、
周

り
の

人
た

ち
か

ら
奇

異
な

目
で

見
ら

れ
ず

、
健

常
者

と
同

じ
よ

う
に

生
活

で
き

る
機

器
の

開
発

を
お

願
い

し
ま

す
。

5
9

4
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
障

害
者

団
体

通
訳

機
器

聴
覚

障
害

者
小

型
Ｐ

Ｃ
に

マ
イ

ク
を

つ
け

て
、
音

声
が

文
字

に
な

る
通

訳
機

器
が

あ
る

と
便

利
で

す
。

5
9

5
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
障

害
者

団
体

聴
覚

障
害

者
の

た
め

の
、
火

災
時

伝
達

機
能

聴
覚

障
害

者
聴

覚
障

害
者

が
火

災
時

、
部

屋
な

ど
で

、
火

災
を

認
知

で
き

る
よ

う
な

装
置

が
あ

る
と

助
か

る
。

光
に

よ
っ

て
火

災
を

知
ら

せ
る

も
の

や
、
に

お
い

に
よ

っ
て

知
ら

せ
る

も
の

が
あ

る
が

、
光

は
遮

ら
れ

て
し

ま
う

こ
と

が
あ

り
、
に

お
い

は
遠

い
と

届
か

な
い

こ
と

が
あ

る
の

で
、
他

の
方

法
で

伝
達

で
き

る
よ

う
な

装
置

が
あ

る
と

よ
い

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

5
9

0
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
福

祉
専

門
職

福
祉

用
具

の
開

発
だ

け
で

な
く

て
肢

体
不

自
由

者
視

覚
障

害
者

 聴
覚

障
害

者
 言

語
障

害
者

 盲
ろ

う
者

 障
害

者
ス

ポ
ー

ツ

別
の

掲
示

板
に

も
書

き
ま

し
た

が
、

新
し

い
技

術
や

製
品

の
開

発
だ

け
で

な
く

ば
ら

ば
ら

の
基

準
を

統
一

す
る

取
り

組
み

を
し

て
ほ

し
い

で
す

。

そ
う

い
う

取
り

組
み

が
で

き
る

の
は

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

さ
ん

や
厚

生
労

働
省

な
ど

あ
る

意
味

第
三

者
機

関
が

音
頭

を
取

ら
な

い
と

で
き

な
い

の
で

は
？

業
界

の
自

発
性

を
待

っ
て

い
る

間
に

事
故

が
起

き
る

よ
う

な
気

が
し

ま
す

。

そ
れ

と
も

、
事

故
が

起
き

な
い

と
そ

の
よ

う
な

取
り

組
み

は
な

さ
れ

な
い

の
で

し
ょ

う
か

。

も
ち

ろ
ん

 新
し

い
技

術
や

製
品

の
開

発
も

大
切

で
す

が
、

そ
の

技
術

が
広

ま
る

過
程

で
ば

ら
ば

ら
の

広
が

り
方

だ
っ

た
ら

一
番

困
る

の
は

ユ
ー

ザ
ー

で
す

。

5
9

1
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
電

動
車

い
す

利
用

者
の

家
族

車
椅

子
肢

体
不

自
由

者
近

年
、
車

椅
子

は
ジ

ョ
イ

ス
テ

ィ
ッ

ク
形

や
ハ

ン
ド

ル
形

な
ど

大
型

化
、
重

量
化

し
て

お
り

、
使

い
勝

手
が

と
て

も
悪

く
な

っ
て

い
ま

す
。
ま

た
周

り
の

人
た

ち
に

も
迷

惑
に

な
っ

て
い

る
と

思
い

ま
す

。
そ

こ
で

、
半

立
ち

（
駅

な
ど

で
あ

る
ベ

ン
チ

で
腰

を
軽

く
か

け
る

程
度

の
も

の
）
の

状
態

で
移

動
で

き
る

機
器

な
ど

小
型

化
、
軽

量
化

し
た

装
置

の
開

発
が

必
要

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

ま
た

少
し

く
ら

い
の

段
差

（
1
0

c
m

位
）
は

乗
り

越
え

ら
れ

る
機

能
も

必
要

と
思

い
ま

す
。

健
常

者
と

同
じ

扱
い

を
し

て
も

ら
え

る
よ

う
な

機
器

が
開

発
さ

れ
る

こ
と

を
望

み
ま

す
。

5
9

2
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
利

用
者

の
家

族
黄

色
い

誘
導

用
ブ

ロ
ッ

ク
視

覚
障

害
者

ブ
ロ

ッ
ク

は
道

路
や

駅
な

ど
で

多
く

見
ら

れ
ま

す
が

、
白

杖
を

使
っ

て
つ

た
い

歩
き

は
し

ま
す

が
、
ブ

ロ
ッ

ク
の

上
は

と
て

も
歩

き
に

く
い

で
す

。
と

く
に

ヒ
ー

ル
で

は
歩

け
ま

せ
ん

。
そ

こ
で

視
覚

障
害

者
の

移
動

補
助

は
Ｇ

Ｐ
Ｓ

な
ど

か
ら

位
置

情
報

を
端

末
に

受
信

し
、
そ

の
端

末
を

持
っ

て
移

動
す

る
よ

う
に

し
て

は
い

か
が

で
し

ょ
う

か
。

視
覚

障
害

者
の

た
め

と
は

い
え

、
ほ

か
の

人
た

ち
の

迷
惑

な
ら

な
い

よ
う

な
設

備
が

必
要

だ
と

考
え

ま
す

。

5
9

3
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
電

動
車

い
す

利
用

者
電

動
車

い
す

肢
体

不
自

由
者

電
動

車
い

す
を

使
っ

て
い

る
の

で
す

が
、
か

な
り

大
き

い
た

め
周

り
か

ら
奇

異
な

目
で

見
ら

れ
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

邪
魔

に
な

っ
て

い
る

ん
だ

ろ
う

な
と

思
い

な
が

ら
も

、
バ

ス
を

使
わ

な
い

と
生

活
で

き
な

い
の

で
利

用
し

て
い

ま
す

。
電

動
車

い
す

が
作

ら
れ

て
か

ら
私

の
生

活
は

か
な

り
楽

に
は

な
り

ま
し

た
が

、
精

神
的

に
は

ま
だ

ま
だ

き
つ

い
も

の
が

あ
り

ま
す

。
そ

こ
で

周
り

の
人

に
迷

惑
を

か
け

な
い

車
い

す
ま

た
は

福
祉

機
器

の
開

発
を

お
願

い
し

ま
す

。
た

と
え

ば
、
足

に
ア

シ
ス

ト
機

能
の

あ
る

義
足

で
普

通
に

歩
け

る
よ

う
に

な
る

機
器

で
す

と
か

、
直

立
し

た
状

態
で

移
動

で
き

る
機

器
（
セ

グ
ウ

ェ
イ

の
改

良
版

）
の

よ
う

な
も

の
な

ど
が

あ
る

と
い

い
な

と
思

い
ま

す
。

何
と

か
、
周

り
の

人
た

ち
か

ら
奇

異
な

目
で

見
ら

れ
ず

、
健

常
者

と
同

じ
よ

う
に

生
活

で
き

る
機

器
の

開
発

を
お

願
い

し
ま

す
。

5
9

4
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
障

害
者

団
体

通
訳

機
器

聴
覚

障
害

者
小

型
Ｐ

Ｃ
に

マ
イ

ク
を

つ
け

て
、
音

声
が

文
字

に
な

る
通

訳
機

器
が

あ
る

と
便

利
で

す
。

5
9

5
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
障

害
者

団
体

聴
覚

障
害

者
の

た
め

の
、
火

災
時

伝
達

機
能

聴
覚

障
害

者
聴

覚
障

害
者

が
火

災
時

、
部

屋
な

ど
で

、
火

災
を

認
知

で
き

る
よ

う
な

装
置

が
あ

る
と

助
か

る
。

光
に

よ
っ

て
火

災
を

知
ら

せ
る

も
の

や
、
に

お
い

に
よ

っ
て

知
ら

せ
る

も
の

が
あ

る
が

、
光

は
遮

ら
れ

て
し

ま
う

こ
と

が
あ

り
、
に

お
い

は
遠

い
と

届
か

な
い

こ
と

が
あ

る
の

で
、
他

の
方

法
で

伝
達

で
き

る
よ

う
な

装
置

が
あ

る
と

よ
い

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

5
9

6
2

0
1
0

新
製

品
・
技

術
介

護
に

携
わ

る
人

の
応

援
マ

ガ
ジ

ン
「
月

刊
介

護
保

険
」
の

ご
紹

介

「
月

刊
介

護
保

険
」
編

集
部

の
野

澤
と

申
し

ま
す

。
介

護
に

携
わ

る
人

の
応

援
マ

ガ
ジ

ン
「
月

刊
介

護
保

険
」
を

ご
紹

介
し

ま
す

。

「
月

刊
介

護
保

険
」
で

は
、
介

護
保

険
制

度
改

正
に

向
け

た
厚

生
労

働
省

の
動

き
や

最
新

の
ニ

ュ
ー

ス
、
法

令
・
通

知
等

の
解

説
は

も
ち

ろ
ん

、
地

方
自

治
体

や
介

護
現

場
の

ユ
ニ

ー
ク

な
取

組
み

を
わ

か
り

や
す

く
、
正

確
に

お
伝

え
し

て
い

ま
す

。
行

政
関

係
者

や
ヘ

ル
パ

ー
、
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

、
病

院
関

係
者

な
ど

に
ご

愛
読

い
た

だ
い

て
お

り
ま

す
。

紙
媒

体
の

他
に

も
電

子
書

籍
な

ど
も

販
売

し
て

お
り

ま
す

の
で

、
ご

興
味

の
あ

る
方

は
、
ぜ

ひ
一

度
ご

覧
く

だ
さ

い
。

●
法

研
「
月

刊
介

護
保

険
」

h
tt

p
:/

/w
w

w
.s

o
c
io

h
e

a
lt

h
.c

o
.j

p
/
m

a
g

a
z
in

e
/
k
a
ig

o
/
in

d
e

x
.c

f
m

※
定

期
購

読
の

他
に

、
最

新
号

は
丸

善
丸

の
内

本
店

、
三

省
堂

書
店

神
保

町
本

店
、
ジ

ュ
ン

ク
堂

池
袋

本
店

で
も

販
売

し
て

お
り

ま
す

。

●
富

士
山

マ
ガ

ジ
ン

サ
ー

ビ
ス

「
月

刊
介

護
保

険
」
デ

ジ
タ

ル
版

h
tt

p
:/

/w
w

w
.f

u
ji

s
a
n

.c
o

.j
p

/
k
a
ig

o
/

※
Ｗ

Ｅ
Ｂ

上
で

雑
誌

を
購

入
で

き
、
１
冊

ま
る

ご
と

閲
覧

で
き

ま
す

。
ご

購
入

後
は

Ｗ
Ｅ

Ｂ
上

、
iP

h
o

n
e

・
iP

a
d

上
で

閲
覧

で
き

ま
す

。

●
M

e
d

ic
a
l 
e

-h
o

n
（
メ

デ
ィ

カ
ル

イ
ー

ホ
ン

）
h

tt
p

:/
/w

w
w

.m
e

-h
o

n
.n

e
.j

p
/
m

e
b

/
医

療
従

事
者

向
け

４
万

点
以

上
の

記
事

・
論

文
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
か

ら
「
月

刊
介

護
保

険
」
を

記
事

単
位

で
検

索
、
閲

覧
で

き
ま

す
。

●
日

経
テ

レ
コ

ン
２

１
h

tt
p

:/
/t

2
1
.n

ik
k
e

i.
c
o

.j
p

/
※

「
日

経
テ

レ
コ

ン
２

１
」
の

会
員

は
、
新

聞
・
雑

誌
２

０
０

紙
誌

以
上

の
記

事
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
か

ら
「
月

刊
介

護
保

険
」
を

記
事

単
位

で
検

索
、
閲

覧
で

き
ま

す
。

5
9

7
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
車

い
す

利
用

者
の

家
族

バ
ス

車
内

車
椅

子
固

定
装

置
に

対
応

し
た

車
椅

子
フ

レ
ー

ム

肢
体

不
自

由
者

息
子

の
通

う
養

護
学

校
の

ス
ク

ー
ル

バ
ス

で
開

校
3

年
半

で
二

度
の

ス
ク

ー
ル

バ
ス

車
内

車
椅

子
転

倒
事

故
が

起
き

て
い

ま
す

。
先

日
起

き
た

も
の

は
縫

合
が

必
要

な
程

の
怪

我
で

あ
り

、
児

童
生

徒
、
保

護
者

は
不

安
を

感
じ

て
い

ま
す

。
当

ス
ク

ー
ル

バ
ス

は
ゴ

ム
バ

ン
ド

で
の

不
完

全
な

固
定

な
ど

、
会

社
側

の
安

全
意

識
が

低
い

た
め

に
繰

り
返

さ
れ

た
も

の
で

は
あ

り
ま

す
が

、
公

共
の

バ
ス

を
利

用
し

て
い

て
車

椅
子

固
定

に
不

安
が

な
い

と
は

い
え

ま
せ

ん
。
よ

く
、
車

椅
子

の
形

が
い

ろ
い

ろ
で

対
応

で
き

な
い

と
い

う
こ

と
を

聞
き

ま
す

の
で

、
車

椅
子

フ
レ

ー
ム

を
統

一
し

た
固

定
部

位
が

あ
る

仕
様

と
し

、
確

実
に

固
定

装
置

と
固

定
で

き
る

よ
う

に
し

て
い

た
だ

き
た

い
と

思
い

ま
す

。

5
9

8
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
車

い
す

利
用

者
の

家
族

バ
ス

車
内

固
定

装
置

と
車

椅
子

を
固

定
す

る
金

具
（
車

椅
子

に
取

り
付

け
る

も
の

）

肢
体

不
自

由
者

先
ほ

ど
、
バ

ス
車

内
固

定
装

置
に

固
定

で
き

る
車

椅
子

フ
レ

ー
ム

の
統

一
し

た
仕

様
の

要
望

を
出

し
ま

し
た

が
、
も

っ
と

現
実

的
な

も
の

と
し

て
、
車

椅
子

に
取

り
付

け
る

固
定

装
置

用
フ

ッ
ク

を
要

望
し

ま
す

。
必

要
な

人
が

自
分

の
車

椅
子

に
合

っ
た

も
の

を
購

入
し

、
車

椅
子

に
取

り
付

け
て

お
け

ば
、
バ

ス
車

内
固

定
装

置
と

安
全

に
固

定
す

る
こ

と
が

で
き

る
と

い
う

も
の

で
す

。
ス

ク
ー

ル
バ

ス
で

は
乗

務
員

の
研

修
不

足
で

車
椅

子
の

タ
イ

ヤ
に

ゴ
ム

バ
ン

ド
を

引
っ

掛
け

る
と

い
う

よ
う

な
信

じ
ら

れ
な

い
こ

と
も

起
き

ま
し

た
。

乗
務

員
の

研
修

は
当

た
り

前
の

こ
と

で
す

が
、
よ

り
安

全
に

乗
車

す
る

た
め

に
は

わ
か

り
易

さ
、
簡

便
さ

も
必

要
か

と
思

い
ま

す
。

5
9

9
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
介

護
・
訓

練
支

援
用

具
利

用
者

の
家

族
移

乗
用

リ
フ

ト
肢

体
不

自
由

者
全

身
に

力
が

入
ら

な
い

人
が

使
え

る
リ

フ
ト

を
探

し
て

い
る

が
、
一

般
家

庭
で

使
え

る
サ

イ
ズ

の
も

の
が

見
つ

か
ら

な
い

。
一

般
家

庭
で

は
幅

5
0

セ
ン

チ
程

度
で

な
け

れ
ば

ト
イ

レ
な

ど
の

ド
ア

に
は

い
ら

な
い

。
ま

た
、
つ

り
具

も
装

着
が

大
変

な
も

の
が

多
い

。

着
替

え
の

際
な

ど
　
立

位
を

確
保

で
き

、
な

お
か

つ
腰

周
り

を
お

お
わ

な
い

で
使

用
で

き
る

も
の

が
あ

っ
て

ほ
し

い
。

具
体

的
に

言
え

ば
、
ひ

ざ
を

う
け

て
く

れ
て

、
脇

を
腕

で
持

ち
上

げ
～

だ
き

と
め

て
く

れ
る

も
の

。
つ

り
具

を
使

わ
な

く
て

も
い

い
も

の
。
赤

ち
ゃ

ん
の

歩
行

器
の

よ
う

に
わ

き
の

し
た

が
3

6
0

度
ホ

ー
ル

ド
さ

れ
て

い
れ

ば
い

い
の

に
と

お
も

う
。
も

ち
ろ

ん
使

わ
な

い
と

き
に

は
コ

ン
パ

ク
ト

に
な

っ
て

ほ
し

い
。

ま
た

、
日

本
の

福
祉

用
具

は
色

・
デ

ザ
イ

ン
が

あ
ま

り
に

も
ひ

ど
い

。
普

通
に

生
活

し
て

い
る

中
に

あ
る

と
、
非

常
に

こ
こ

ろ
が

落
ち

着
か

な
い

色
・
デ

ザ
イ

ン
が

お
お

い
。
外

国
製

品
は

そ
の

点
美

し
い

も
の

が
多

い
よ

う
に

感
じ

る
。
器

械
の

フ
レ

ー
ム

が
青

か
っ

た
り

す
る

の
は

な
ぜ

で
し

ょ
う

。
ふ

つ
う

に
お

い
て

あ
っ

て
も

気
に

な
ら

な
い

程
度

の
色

や
デ

ザ
イ

ン
・
大

き
さ

で
あ

っ
て

欲
し

い
と

思
い

ま
す

。

6
0

0
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
車

い
す

利
用

者
今

仙
技

術
研

(E
M

C
-

9
1
0

)
肢

体
不

自
由

者
全

車
い

す
に

も
可

能
な

、
前

輪
、
駆

動
軸

に
、
障

害
者

に
優

し
い

、
ク

ッ
シ

ョ
ン

の
採

用
を

、
研

究
、
開

発
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

何
気

な
く

利
用

し
て

い
て

も
、
歩

道
の

タ
イ

ル
、
段

差
に

は
結

構
、
体

に
苦

痛
を

伴
い

ま
す

。
ま

た
、
座

席
自

体
を

ユ
リ

カ
ゴ

み
た

い
な

、
ク

ッ
シ

ョ
ン

に
出

来
な

い
で

し
ょ

う
か

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

5
9

6
2

0
1
0

新
製

品
・
技

術
介

護
に

携
わ

る
人

の
応

援
マ

ガ
ジ

ン
「
月

刊
介

護
保

険
」
の

ご
紹

介

「
月

刊
介

護
保

険
」
編

集
部

の
野

澤
と

申
し

ま
す

。
介

護
に

携
わ

る
人

の
応

援
マ

ガ
ジ

ン
「
月

刊
介

護
保

険
」
を

ご
紹

介
し

ま
す

。

「
月

刊
介

護
保

険
」
で

は
、
介

護
保

険
制

度
改

正
に

向
け

た
厚

生
労

働
省

の
動

き
や

最
新

の
ニ

ュ
ー

ス
、
法

令
・
通

知
等

の
解

説
は

も
ち

ろ
ん

、
地

方
自

治
体

や
介

護
現

場
の

ユ
ニ

ー
ク

な
取

組
み

を
わ

か
り

や
す

く
、
正

確
に

お
伝

え
し

て
い

ま
す

。
行

政
関

係
者

や
ヘ

ル
パ

ー
、
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

、
病

院
関

係
者

な
ど

に
ご

愛
読

い
た

だ
い

て
お

り
ま

す
。

紙
媒

体
の

他
に

も
電

子
書

籍
な

ど
も

販
売

し
て

お
り

ま
す

の
で

、
ご

興
味

の
あ

る
方

は
、
ぜ

ひ
一

度
ご

覧
く

だ
さ

い
。

●
法

研
「
月

刊
介

護
保

険
」

h
tt

p
:/

/w
w

w
.s

o
c
io

h
e

a
lt

h
.c

o
.j

p
/
m

a
g

a
z
in

e
/
k
a
ig

o
/
in

d
e

x
.c

f
m

※
定

期
購

読
の

他
に

、
最

新
号

は
丸

善
丸

の
内

本
店

、
三

省
堂

書
店

神
保

町
本

店
、
ジ

ュ
ン

ク
堂

池
袋

本
店

で
も

販
売

し
て

お
り

ま
す

。

●
富

士
山

マ
ガ

ジ
ン

サ
ー

ビ
ス

「
月

刊
介

護
保

険
」
デ

ジ
タ

ル
版

h
tt

p
:/

/w
w

w
.f

u
ji

s
a
n

.c
o

.j
p

/
k
a
ig

o
/

※
Ｗ

Ｅ
Ｂ

上
で

雑
誌

を
購

入
で

き
、
１
冊

ま
る

ご
と

閲
覧

で
き

ま
す

。
ご

購
入

後
は

Ｗ
Ｅ

Ｂ
上

、
iP

h
o

n
e

・
iP

a
d

上
で

閲
覧

で
き

ま
す

。

●
M

e
d

ic
a
l 
e

-h
o

n
（
メ

デ
ィ

カ
ル

イ
ー

ホ
ン

）
h

tt
p

:/
/w

w
w

.m
e

-h
o

n
.n

e
.j

p
/
m

e
b

/
医

療
従

事
者

向
け

４
万

点
以

上
の

記
事

・
論

文
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
か

ら
「
月

刊
介

護
保

険
」
を

記
事

単
位

で
検

索
、
閲

覧
で

き
ま

す
。

●
日

経
テ

レ
コ

ン
２

１
h

tt
p

:/
/t

2
1
.n

ik
k
e

i.
c
o

.j
p

/
※

「
日

経
テ

レ
コ

ン
２

１
」
の

会
員

は
、
新

聞
・
雑

誌
２

０
０

紙
誌

以
上

の
記

事
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
か

ら
「
月

刊
介

護
保

険
」
を

記
事

単
位

で
検

索
、
閲

覧
で

き
ま

す
。

5
9

7
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
車

い
す

利
用

者
の

家
族

バ
ス

車
内

車
椅

子
固

定
装

置
に

対
応

し
た

車
椅

子
フ

レ
ー

ム

肢
体

不
自

由
者

息
子

の
通

う
養

護
学

校
の

ス
ク

ー
ル

バ
ス

で
開

校
3

年
半

で
二

度
の

ス
ク

ー
ル

バ
ス

車
内

車
椅

子
転

倒
事

故
が

起
き

て
い

ま
す

。
先

日
起

き
た

も
の

は
縫

合
が

必
要

な
程

の
怪

我
で

あ
り

、
児

童
生

徒
、
保

護
者

は
不

安
を

感
じ

て
い

ま
す

。
当

ス
ク

ー
ル

バ
ス

は
ゴ

ム
バ

ン
ド

で
の

不
完

全
な

固
定

な
ど

、
会

社
側

の
安

全
意

識
が

低
い

た
め

に
繰

り
返

さ
れ

た
も

の
で

は
あ

り
ま

す
が

、
公

共
の

バ
ス

を
利

用
し

て
い

て
車

椅
子

固
定

に
不

安
が

な
い

と
は

い
え

ま
せ

ん
。
よ

く
、
車

椅
子

の
形

が
い

ろ
い

ろ
で

対
応

で
き

な
い

と
い

う
こ

と
を

聞
き

ま
す

の
で

、
車

椅
子

フ
レ

ー
ム

を
統

一
し

た
固

定
部

位
が

あ
る

仕
様

と
し

、
確

実
に

固
定

装
置

と
固

定
で

き
る

よ
う

に
し

て
い

た
だ

き
た

い
と

思
い

ま
す

。

5
9

8
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
車

い
す

利
用

者
の

家
族

バ
ス

車
内

固
定

装
置

と
車

椅
子

を
固

定
す

る
金

具
（
車

椅
子

に
取

り
付

け
る

も
の

）

肢
体

不
自

由
者

先
ほ

ど
、
バ

ス
車

内
固

定
装

置
に

固
定

で
き

る
車

椅
子

フ
レ

ー
ム

の
統

一
し

た
仕

様
の

要
望

を
出

し
ま

し
た

が
、
も

っ
と

現
実

的
な

も
の

と
し

て
、
車

椅
子

に
取

り
付

け
る

固
定

装
置

用
フ

ッ
ク

を
要

望
し

ま
す

。
必

要
な

人
が

自
分

の
車

椅
子

に
合

っ
た

も
の

を
購

入
し

、
車

椅
子

に
取

り
付

け
て

お
け

ば
、
バ

ス
車

内
固

定
装

置
と

安
全

に
固

定
す

る
こ

と
が

で
き

る
と

い
う

も
の

で
す

。
ス

ク
ー

ル
バ

ス
で

は
乗

務
員

の
研

修
不

足
で

車
椅

子
の

タ
イ

ヤ
に

ゴ
ム

バ
ン

ド
を

引
っ

掛
け

る
と

い
う

よ
う

な
信

じ
ら

れ
な

い
こ

と
も

起
き

ま
し

た
。

乗
務

員
の

研
修

は
当

た
り

前
の

こ
と

で
す

が
、
よ

り
安

全
に

乗
車

す
る

た
め

に
は

わ
か

り
易

さ
、
簡

便
さ

も
必

要
か

と
思

い
ま

す
。

5
9

9
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
介

護
・
訓

練
支

援
用

具
利

用
者

の
家

族
移

乗
用

リ
フ

ト
肢

体
不

自
由

者
全

身
に

力
が

入
ら

な
い

人
が

使
え

る
リ

フ
ト

を
探

し
て

い
る

が
、
一

般
家

庭
で

使
え

る
サ

イ
ズ

の
も

の
が

見
つ

か
ら

な
い

。
一

般
家

庭
で

は
幅

5
0

セ
ン

チ
程

度
で

な
け

れ
ば

ト
イ

レ
な

ど
の

ド
ア

に
は

い
ら

な
い

。
ま

た
、
つ

り
具

も
装

着
が

大
変

な
も

の
が

多
い

。

着
替

え
の

際
な

ど
　
立

位
を

確
保

で
き

、
な

お
か

つ
腰

周
り

を
お

お
わ

な
い

で
使

用
で

き
る

も
の

が
あ

っ
て

ほ
し

い
。

具
体

的
に

言
え

ば
、
ひ

ざ
を

う
け

て
く

れ
て

、
脇

を
腕

で
持

ち
上

げ
～

だ
き

と
め

て
く

れ
る

も
の

。
つ

り
具

を
使

わ
な

く
て

も
い

い
も

の
。
赤

ち
ゃ

ん
の

歩
行

器
の

よ
う

に
わ

き
の

し
た

が
3

6
0

度
ホ

ー
ル

ド
さ

れ
て

い
れ

ば
い

い
の

に
と

お
も

う
。
も

ち
ろ

ん
使

わ
な

い
と

き
に

は
コ

ン
パ

ク
ト

に
な

っ
て

ほ
し

い
。

ま
た

、
日

本
の

福
祉

用
具

は
色

・
デ

ザ
イ

ン
が

あ
ま

り
に

も
ひ

ど
い

。
普

通
に

生
活

し
て

い
る

中
に

あ
る

と
、
非

常
に

こ
こ

ろ
が

落
ち

着
か

な
い

色
・
デ

ザ
イ

ン
が

お
お

い
。
外

国
製

品
は

そ
の

点
美

し
い

も
の

が
多

い
よ

う
に

感
じ

る
。
器

械
の

フ
レ

ー
ム

が
青

か
っ

た
り

す
る

の
は

な
ぜ

で
し

ょ
う

。
ふ

つ
う

に
お

い
て

あ
っ

て
も

気
に

な
ら

な
い

程
度

の
色

や
デ

ザ
イ

ン
・
大

き
さ

で
あ

っ
て

欲
し

い
と

思
い

ま
す

。

6
0

0
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
車

い
す

利
用

者
今

仙
技

術
研

(E
M

C
-

9
1
0

)
肢

体
不

自
由

者
全

車
い

す
に

も
可

能
な

、
前

輪
、
駆

動
軸

に
、
障

害
者

に
優

し
い

、
ク

ッ
シ

ョ
ン

の
採

用
を

、
研

究
、
開

発
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

何
気

な
く

利
用

し
て

い
て

も
、
歩

道
の

タ
イ

ル
、
段

差
に

は
結

構
、
体

に
苦

痛
を

伴
い

ま
す

。
ま

た
、
座

席
自

体
を

ユ
リ

カ
ゴ

み
た

い
な

、
ク

ッ
シ

ョ
ン

に
出

来
な

い
で

し
ょ

う
か

。

82

- 152 -

186625 報告書_本文_2校 (160)



投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

6
0

1
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
携

帯
用

コ
イ

ン
投

入
器

具
（
名

称
　
コ

イ
～

ン
）

肢
体

不
自

由
者

　
頚

髄
損

傷
者

で
す

。
１
人

で
自

動
車

を
運

転
し

て
外

出
す

る
機

会
が

多
い

で
す

。
最

近
、
町

の
中

は
無

人
の

有
料

駐
車

場
が

多
く

な
り

、
出

口
で

い
つ

も
機

械
に

駐
車

料
金

（
特

に
コ

イ
ン

）
を

入
れ

る
の

に
苦

労
し

ま
す

。
　
不

自
由

な
手

で
１
０

円
玉

や
１
０

０
円

玉
を

何
枚

も
入

れ
て

い
る

と
時

間
が

掛
か

り
、
遅

く
な

る
と

後
ろ

の
車

か
ら

ク
ラ

ク
シ

ョ
ン

を
鳴

ら
さ

れ
、
焦

っ
て

コ
イ

ン
を

車
外

に
落

と
す

こ
と

が
度

々
あ

り
、
無

人
の

有
料

駐
車

場
を

利
用

し
な

く
な

り
ま

し
た

。
　
最

近
の

自
動

販
売

機
に

は
コ

イ
ン

を
受

け
る

器
具

の
付

い
た

バ
リ

ア
フ

リ
ー

自
動

販
売

機
が

多
く

な
り

ま
し

た
が

、
駐

車
場

の
料

金
投

入
機

械
は

屋
外

で
も

あ
り

、
コ

イ
ン

を
受

け
る

器
具

は
雨

等
が

入
る

と
い

う
こ

と
で

な
か

な
か

普
及

し
ま

せ
ん

。
　
し

た
が

っ
て

、
１
０

円
玉

や
１
０

０
円

玉
を

２
０

枚
位

を
前

も
っ

て
セ

ッ
ト

し
、
簡

単
に

料
金

投
入

機
械

に
投

入
で

き
る

軽
い

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

製
で

携
帯

が
出

来
、
自

動
車

の
中

に
置

い
て

お
け

る
携

帯
用

コ
イ

ン
投

入
器

具
が

で
き

な
い

で
す

か
。
高

齢
者

に
も

便
利

だ
と

思
い

ま
す

。

6
0

2
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
携

帯
手

摺
肢

体
不

自
由

者
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

旅
行

中
や

一
般

ト
イ

レ
な

ど
で

簡
単

に
脱

着
使

用
出

来
る

様
な

手
摺

を
作

成
で

き
ま

せ
ん

か
？

ト
イ

レ
に

依
っ

て
手

摺
が

ま
ち

ま
ち

で
、
障

害
者

ト
イ

レ
が

少
な

く
利

用
出

来
な

い
こ

と
が

多
か

っ
た

り
、
最

近
誰

で
も

使
用

出
来

ま
す

と
言

っ
た

様
な

物
が

あ
る

為
、
携

帯
手

摺
（
補

助
具

）
が

あ
れ

ば
行

動
範

囲
が

増
え

る
。

6
0

3
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
排

泄
排

泄
関

連
用

具
携

帯
用

簡
易

ト
イ

レ
の

ア
イ

デ
ア

外
出

先
で

も
使

え
る

簡
易

用
ト

イ
レ

（
芳

香
付

き
）
に

つ
い

て
の

ア
イ

デ
ア

が
あ

り
ま

す
。

つ
い

て
は

、
こ

れ
を

実
用

化
し

て
く

だ
さ

る
企

業
を

探
し

て
い

ま
す

。
ご

興
味

を
も

た
れ

た
方

は
ご

一
報

く
だ

さ
い

。

6
0

4
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

車
い

す
の

人
達

が
自

分
自

身
で

衣
類

を
ク

ロ
ー

ゼ
ッ

ト
に

収
納

で
き

ま
す

肢
体

不
自

由
者

高
齢

者
車

い
す

の
人

達
が

自
分

自
身

で
衣

類
、
ス

ー
ツ

、
コ

ー
ト

な
ど

日
常

生
活

の
一

部
を

家
族

の
手

を
借

り
ず

に
自

分
自

身
の

手
で

収
納

で
き

る
シ

ス
テ

ム
を

開
発

中
で

す
。
こ

の
シ

ス
テ

ム
が

、
車

い
す

の
人

達
に

喜
ば

れ
る

？
周

り
の

車
椅

子
の

人
は

、
開

発
終

了
を

待
っ

て
い

る
方

も
お

ら
れ

ま
す

。
現

在
使

用
し

て
い

る
ク

ロ
ー

ゼ
ッ

ト
に

取
り

付
け

可
能

で
す

。

6
0

5
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
の

家
族

健
康

管
理

ノ
ー

ト
そ

の
他

日
々

の
体

温
・
食

事
・
排

泄
・
睡

眠
な

ど
を

記
録

で
き

る
ノ

ー
ト

が
あ

る
と

と
て

も
助

か
り

ま
す

。
具

体
的

に
は

、
病

院
が

入
院

患
者

用
に

用
意

し
て

い
る

よ
う

な
グ

ラ
フ

を
一

週
間

分
一

ペ
ー

ジ
に

配
置

し
、
と

な
り

の
ペ

ー
ジ

に
細

か
な

様
子

や
受

診
の

内
容

を
書

き
込

め
る

よ
う

に
し

ま
す

。
毎

日
記

録
を

し
な

く
て

も
、
体

調
が

悪
く

な
っ

た
と

き
に

記
録

を
つ

け
て

病
院

に
持

参
す

る
よ

う
に

す
れ

ば
、
受

診
の

際
の

説
明

時
間

を
短

縮
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
ま

た
、
ノ

ー
ト

の
先

頭
に

、
病

気
や

障
害

の
経

過
、
入

退
院

の
履

歴
を

記
録

で
き

る
箇

所
が

あ
れ

ば
、
医

療
・
福

祉
関

係
の

担
当

者
に

何
度

も
同

じ
説

明
を

す
る

手
間

を
は

ぶ
く

こ
と

も
で

き
ま

す
。
実

は
す

で
に

実
験

作
を

個
人

で
作

成
し

、
友

人
知

人
、
主

に
障

害
児

の
お

母
さ

ん
た

ち
に

配
っ

て
い

ま
す

。
も

ち
ろ

ん
私

自
身

も
活

用
し

て
い

ま
す

。
広

く
普

及
す

る
こ

と
を

願
っ

て
、
商

品
化

を
お

願
い

い
た

し
ま

す
。
よ

ろ
し

く
ご

検
討

く
だ

さ
い

。

6
0

6
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
福

祉
医

療
団

体
大

声
消

火
器

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 聴

覚
障

害
者

 言
語

障
害

者

施
設

な
ど

の
火

災
に

は
多

く
の

犠
牲

者
を

生
む

こ
と

が
事

例
か

ら
も

判
明

し
て

い
ま

す
。

そ
こ

で
ま

ず
、
小

さ
な

炎
を

消
火

す
る

た
め

に
必

要
な

の
が

消
火

器
で

す
。

し
か

し
現

状
で

は
一

般
的

な
普

及
さ

れ
て

い
る

タ
イ

プ
は

粉
末

式
の

１
０

型
消

火
器

で
す

が
、
障

が
い

を
持

っ
て

い
る

方
は

も
ち

ろ
ん

高
齢

者
に

も
非

常
に

扱
い

に
く

い
物

で
す

。
ま

し
て

や
そ

の
時

に
”
火

事
だ

～
火

を
消

せ
”
な

ど
と

大
声

を
上

げ
る

事
は

健
常

者
で

も
な

か
な

か
で

き
ま

せ
ん

。
そ

こ
で

、
消

火
器

の
底

面
に

ス
ピ

ー
カ

ー
と

セ
ン

サ
ー

を
付

け
、
倒

さ
れ

た
ら

大
音

響
で

”
火

災
で

す
、
火

災
で

す
”
な

ど
の

声
が

自
動

的
に

出
る

と
共

に
フ

ラ
ッ

シ
ュ

ラ
イ

ト
が

点
滅

す
る

も
の

で
す

。
既

存
の

消
火

器
に

容
易

に
取

り
付

け
ら

れ
、
消

防
法

に
抵

触
し

な
い

物
と

し
ま

す
。

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

的
に

薬
剤

を
噴

射
で

き
る

か
否

か
は

別
に

考
え

ま
す

。

6
0

7
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
携

帯
肢

体
不

自
由

者
視

覚
障

害
者

 聴
覚

障
害

者
 言

語
障

害
者

F
O

M
A

 D
8

0
0

ｉD
S

を
販

売
復

活
し

て
欲

し
い

太
陽

発
電

で
充

電
し

て
欲

し
い

ス
キ

ャ
ン

を
０

、
３

秒
に

し
て

欲
し

い
電

池
を

も
う

少
し

使
わ

な
い

携
帯

に
し

て
欲

し
い

テ
ン

キ
ー

も
ス

キ
ャ

ン
を

し
て

欲
し

い
パ

ネ
ル

内
の

ボ
タ

ン
を

大
き

く
し

て
欲

し
い

予
測

候
補

を
初

期
化

し
な

い
で

欲
し

い
ス

キ
ャ

ン
可

能
な

携
帯

を
増

や
し

て
欲

し
い

6
0

8
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

デ
ジ

タ
ル

数
字

読
み

取
り

視
覚

障
害

者
 盲

ろ
う

者
音

声
体

重
計

、
音

声
体

温
計

な
ど

デ
ジ

タ
ル

表
示

さ
れ

た
物

を
音

声
で

読
み

上
げ

る
機

械
が

増
え

、
視

覚
障

碍
者

に
と

っ
て

は
、
あ

り
が

た
い

の
で

す
が

、
１
つ

１
つ

の
機

械
を

開
発

す
る

の
で

は
な

く
、
デ

ジ
タ

ル
表

示
さ

れ
て

い
る

数
字

を
読

み
取

る
機

械
を

開
発

し
て

欲
し

い
で

す
。

手
の

ひ
ら

に
収

ま
る

程
度

に
小

さ
い

物
で

、
読

ま
せ

た
い

数
字

の
所

に
そ

れ
を

も
っ

て
い

く
と

、
音

声
読

み
上

げ
す

る
機

械
を

イ
メ

ー
ジ

し
て

い
ま

す
。
読

み
上

げ
た

数
字

を
点

字
表

示
で

き
れ

ば
、
盲

ろ
う

者
の

利
用

も
可

能
に

な
り

ま
す

。
世

の
中

に
は

、
数

字
を

デ
ジ

タ
ル

表
示

す
る

機
械

は
た

く
さ

ん
あ

り
ま

す
。

で
す

か
ら

、
こ

の
数

字
を

読
み

上
げ

る
機

械
が

で
き

る
と

、
視

覚
障

碍
者

も
多

く
の

機
械

の
利

用
が

可
能

に
な

り
ま

す
。

ぜ
ひ

、
開

発
し

て
く

だ
さ

い
。
よ

ろ
し

く
お

願
い

し
ま

す
。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

6
0

1
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
携

帯
用

コ
イ

ン
投

入
器

具
（
名

称
　
コ

イ
～

ン
）

肢
体

不
自

由
者

　
頚

髄
損

傷
者

で
す

。
１
人

で
自

動
車

を
運

転
し

て
外

出
す

る
機

会
が

多
い

で
す

。
最

近
、
町

の
中

は
無

人
の

有
料

駐
車

場
が

多
く

な
り

、
出

口
で

い
つ

も
機

械
に

駐
車

料
金

（
特

に
コ

イ
ン

）
を

入
れ

る
の

に
苦

労
し

ま
す

。
　
不

自
由

な
手

で
１
０

円
玉

や
１
０

０
円

玉
を

何
枚

も
入

れ
て

い
る

と
時

間
が

掛
か

り
、
遅

く
な

る
と

後
ろ

の
車

か
ら

ク
ラ

ク
シ

ョ
ン

を
鳴

ら
さ

れ
、
焦

っ
て

コ
イ

ン
を

車
外

に
落

と
す

こ
と

が
度

々
あ

り
、
無

人
の

有
料

駐
車

場
を

利
用

し
な

く
な

り
ま

し
た

。
　
最

近
の

自
動

販
売

機
に

は
コ

イ
ン

を
受

け
る

器
具

の
付

い
た

バ
リ

ア
フ

リ
ー

自
動

販
売

機
が

多
く

な
り

ま
し

た
が

、
駐

車
場

の
料

金
投

入
機

械
は

屋
外

で
も

あ
り

、
コ

イ
ン

を
受

け
る

器
具

は
雨

等
が

入
る

と
い

う
こ

と
で

な
か

な
か

普
及

し
ま

せ
ん

。
　
し

た
が

っ
て

、
１
０

円
玉

や
１
０

０
円

玉
を

２
０

枚
位

を
前

も
っ

て
セ

ッ
ト

し
、
簡

単
に

料
金

投
入

機
械

に
投

入
で

き
る

軽
い

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

製
で

携
帯

が
出

来
、
自

動
車

の
中

に
置

い
て

お
け

る
携

帯
用

コ
イ

ン
投

入
器

具
が

で
き

な
い

で
す

か
。
高

齢
者

に
も

便
利

だ
と

思
い

ま
す

。

6
0

2
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
携

帯
手

摺
肢

体
不

自
由

者
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

旅
行

中
や

一
般

ト
イ

レ
な

ど
で

簡
単

に
脱

着
使

用
出

来
る

様
な

手
摺

を
作

成
で

き
ま

せ
ん

か
？

ト
イ

レ
に

依
っ

て
手

摺
が

ま
ち

ま
ち

で
、
障

害
者

ト
イ

レ
が

少
な

く
利

用
出

来
な

い
こ

と
が

多
か

っ
た

り
、
最

近
誰

で
も

使
用

出
来

ま
す

と
言

っ
た

様
な

物
が

あ
る

為
、
携

帯
手

摺
（
補

助
具

）
が

あ
れ

ば
行

動
範

囲
が

増
え

る
。

6
0

3
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
排

泄
排

泄
関

連
用

具
携

帯
用

簡
易

ト
イ

レ
の

ア
イ

デ
ア

外
出

先
で

も
使

え
る

簡
易

用
ト

イ
レ

（
芳

香
付

き
）
に

つ
い

て
の

ア
イ

デ
ア

が
あ

り
ま

す
。

つ
い

て
は

、
こ

れ
を

実
用

化
し

て
く

だ
さ

る
企

業
を

探
し

て
い

ま
す

。
ご

興
味

を
も

た
れ

た
方

は
ご

一
報

く
だ

さ
い

。

6
0

4
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

車
い

す
の

人
達

が
自

分
自

身
で

衣
類

を
ク

ロ
ー

ゼ
ッ

ト
に

収
納

で
き

ま
す

肢
体

不
自

由
者

高
齢

者
車

い
す

の
人

達
が

自
分

自
身

で
衣

類
、
ス

ー
ツ

、
コ

ー
ト

な
ど

日
常

生
活

の
一

部
を

家
族

の
手

を
借

り
ず

に
自

分
自

身
の

手
で

収
納

で
き

る
シ

ス
テ

ム
を

開
発

中
で

す
。
こ

の
シ

ス
テ

ム
が

、
車

い
す

の
人

達
に

喜
ば

れ
る

？
周

り
の

車
椅

子
の

人
は

、
開

発
終

了
を

待
っ

て
い

る
方

も
お

ら
れ

ま
す

。
現

在
使

用
し

て
い

る
ク

ロ
ー

ゼ
ッ

ト
に

取
り

付
け

可
能

で
す

。

6
0

5
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
の

家
族

健
康

管
理

ノ
ー

ト
そ

の
他

日
々

の
体

温
・
食

事
・
排

泄
・
睡

眠
な

ど
を

記
録

で
き

る
ノ

ー
ト

が
あ

る
と

と
て

も
助

か
り

ま
す

。
具

体
的

に
は

、
病

院
が

入
院

患
者

用
に

用
意

し
て

い
る

よ
う

な
グ

ラ
フ

を
一

週
間

分
一

ペ
ー

ジ
に

配
置

し
、
と

な
り

の
ペ

ー
ジ

に
細

か
な

様
子

や
受

診
の

内
容

を
書

き
込

め
る

よ
う

に
し

ま
す

。
毎

日
記

録
を

し
な

く
て

も
、
体

調
が

悪
く

な
っ

た
と

き
に

記
録

を
つ

け
て

病
院

に
持

参
す

る
よ

う
に

す
れ

ば
、
受

診
の

際
の

説
明

時
間

を
短

縮
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
ま

た
、
ノ

ー
ト

の
先

頭
に

、
病

気
や

障
害

の
経

過
、
入

退
院

の
履

歴
を

記
録

で
き

る
箇

所
が

あ
れ

ば
、
医

療
・
福

祉
関

係
の

担
当

者
に

何
度

も
同

じ
説

明
を

す
る

手
間

を
は

ぶ
く

こ
と

も
で

き
ま

す
。
実

は
す

で
に

実
験

作
を

個
人

で
作

成
し

、
友

人
知

人
、
主

に
障

害
児

の
お

母
さ

ん
た

ち
に

配
っ

て
い

ま
す

。
も

ち
ろ

ん
私

自
身

も
活

用
し

て
い

ま
す

。
広

く
普

及
す

る
こ

と
を

願
っ

て
、
商

品
化

を
お

願
い

い
た

し
ま

す
。
よ

ろ
し

く
ご

検
討

く
だ

さ
い

。

6
0

6
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
福

祉
医

療
団

体
大

声
消

火
器

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 聴

覚
障

害
者

 言
語

障
害

者

施
設

な
ど

の
火

災
に

は
多

く
の

犠
牲

者
を

生
む

こ
と

が
事

例
か

ら
も

判
明

し
て

い
ま

す
。

そ
こ

で
ま

ず
、
小

さ
な

炎
を

消
火

す
る

た
め

に
必

要
な

の
が

消
火

器
で

す
。

し
か

し
現

状
で

は
一

般
的

な
普

及
さ

れ
て

い
る

タ
イ

プ
は

粉
末

式
の

１
０

型
消

火
器

で
す

が
、
障

が
い

を
持

っ
て

い
る

方
は

も
ち

ろ
ん

高
齢

者
に

も
非

常
に

扱
い

に
く

い
物

で
す

。
ま

し
て

や
そ

の
時

に
”
火

事
だ

～
火

を
消

せ
”
な

ど
と

大
声

を
上

げ
る

事
は

健
常

者
で

も
な

か
な

か
で

き
ま

せ
ん

。
そ

こ
で

、
消

火
器

の
底

面
に

ス
ピ

ー
カ

ー
と

セ
ン

サ
ー

を
付

け
、
倒

さ
れ

た
ら

大
音

響
で

”
火

災
で

す
、
火

災
で

す
”
な

ど
の

声
が

自
動

的
に

出
る

と
共

に
フ

ラ
ッ

シ
ュ

ラ
イ

ト
が

点
滅

す
る

も
の

で
す

。
既

存
の

消
火

器
に

容
易

に
取

り
付

け
ら

れ
、
消

防
法

に
抵

触
し

な
い

物
と

し
ま

す
。

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

的
に

薬
剤

を
噴

射
で

き
る

か
否

か
は

別
に

考
え

ま
す

。

6
0

7
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
携

帯
肢

体
不

自
由

者
視

覚
障

害
者

 聴
覚

障
害

者
 言

語
障

害
者

F
O

M
A

 D
8

0
0

ｉD
S

を
販

売
復

活
し

て
欲

し
い

太
陽

発
電

で
充

電
し

て
欲

し
い

ス
キ

ャ
ン

を
０

、
３

秒
に

し
て

欲
し

い
電

池
を

も
う

少
し

使
わ

な
い

携
帯

に
し

て
欲

し
い

テ
ン

キ
ー

も
ス

キ
ャ

ン
を

し
て

欲
し

い
パ

ネ
ル

内
の

ボ
タ

ン
を

大
き

く
し

て
欲

し
い

予
測

候
補

を
初

期
化

し
な

い
で

欲
し

い
ス

キ
ャ

ン
可

能
な

携
帯

を
増

や
し

て
欲

し
い

6
0

8
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

デ
ジ

タ
ル

数
字

読
み

取
り

視
覚

障
害

者
 盲

ろ
う

者
音

声
体

重
計

、
音

声
体

温
計

な
ど

デ
ジ

タ
ル

表
示

さ
れ

た
物

を
音

声
で

読
み

上
げ

る
機

械
が

増
え

、
視

覚
障

碍
者

に
と

っ
て

は
、
あ

り
が

た
い

の
で

す
が

、
１
つ

１
つ

の
機

械
を

開
発

す
る

の
で

は
な

く
、
デ

ジ
タ

ル
表

示
さ

れ
て

い
る

数
字

を
読

み
取

る
機

械
を

開
発

し
て

欲
し

い
で

す
。

手
の

ひ
ら

に
収

ま
る

程
度

に
小

さ
い

物
で

、
読

ま
せ

た
い

数
字

の
所

に
そ

れ
を

も
っ

て
い

く
と

、
音

声
読

み
上

げ
す

る
機

械
を

イ
メ

ー
ジ

し
て

い
ま

す
。
読

み
上

げ
た

数
字

を
点

字
表

示
で

き
れ

ば
、
盲

ろ
う

者
の

利
用

も
可

能
に

な
り

ま
す

。
世

の
中

に
は

、
数

字
を

デ
ジ

タ
ル

表
示

す
る

機
械

は
た

く
さ

ん
あ

り
ま

す
。

で
す

か
ら

、
こ

の
数

字
を

読
み

上
げ

る
機

械
が

で
き

る
と

、
視

覚
障

碍
者

も
多

く
の

機
械

の
利

用
が

可
能

に
な

り
ま

す
。

ぜ
ひ

、
開

発
し

て
く

だ
さ

い
。
よ

ろ
し

く
お

願
い

し
ま

す
。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

6
0

9
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

携
帯

用
会

話
補

助
装

置
言

語
障

害
者

・
太

陽
光

で
充

電
で

き
る

よ
う

に
し

て
欲

し
い

で
す

。
長

時
間

外
出

す
る

機
会

も
多

い
か

ら
で

す
。

・
絵

文
字

や
顔

文
字

、
マ

ー
ク

で
気

持
ち

を
表

現
で

き
る

器
械

。
な

ぜ
な

ら
「
嬉

し
い

」
「
め

ち
ゃ

嬉
し

い
」
と

い
っ

た
感

情
が

絵
文

字
な

ど
に

す
る

と
一

遍
に

伝
わ

る
か

ら
で

す
。

・
メ

イ
ン

画
面

を
カ

ラ
ー

に
し

て
も

っ
と

分
か

り
や

す
く

し
て

欲
し

い
で

す
。
白

黒
で

は
同

じ
様

な
色

だ
か

ら
、
ち

ょ
っ

と
分

か
り

に
く

い
と

思
い

ま
す

。
・
音

量
に

つ
い

て
、
外

で
話

す
と

き
も

あ
る

の
で

も
う

少
し

大
き

い
音

や
、
逆

に
内

緒
話

が
で

き
る

よ
う

な
小

さ
い

音
が

欲
し

い
で

す
。
抑

揚
や

音
の

高
さ

も
、
も

う
少

し
段

階
を

増
や

す
か

聞
き

取
り

や
す

い
よ

う
に

し
て

欲
し

い
で

す
。
現

在
の

機
器

で
も

読
み

上
げ

速
度

を
変

え
ら

れ
る

の
で

す
が

、
速

く
す

る
と

抑
揚

が
お

か
し

く
な

る
の

で
そ

れ
も

改
善

し
て

欲
し

い
で

す
。

・
機

種
に

よ
っ

て
は

、
本

文
の

ほ
か

に
機

能
操

作
音

の
読

み
上

げ
も

さ
れ

て
し

ま
い

、
会

話
の

妨
げ

と
な

る
の

で
、
そ

れ
も

設
定

で
O

F
F
に

で
き

る
よ

う
し

て
ほ

し
い

で
す

。
・
音

声
は

タ
レ

ン
ト

さ
ん

な
ど

の
声

を
使

え
な

い
で

し
ょ

う
か

。
あ

る
い

は
、
自

分
の

声
を

入
れ

て
構

成
音

と
し

て
使

え
な

い
で

し
ょ

う
か

。
ど

の
器

械
か

ら
も

同
じ

声
で

は
大

勢
で

話
を

す
る

と
き

誰
が

話
し

て
い

る
の

か
も

分
か

ら
な

い
の

で
す

。
皆

さ
ん

と
同

じ
よ

う
に

自
分

の
声

を
持

ち
た

い
で

す
。

・
漢

字
変

換
機

能
が

付
く

と
助

か
り

ま
す

。
漢

字
が

使
え

る
と

感
情

も
豊

か
に

表
現

で
き

る
し

、
文

字
数

も
少

な
く

て
す

む
か

ら
で

す
。

・
コ

ピ
ー

と
移

動
の

機
能

も
、
文

字
を

打
つ

手
間

を
減

ら
す

た
め

に
欲

し
い

と
思

い
ま

す
。
他

に
も

携
帯

電
話

の
入

力
み

た
い

に
、
「
あ

」
と

初
め

の
１
字

を
打

て
ば

（
「
あ

り
が

と
う

」
な

ど
）
そ

の
あ

と
の

言
葉

が
出

て
く

る
機

能
。
機

種
に

よ
っ

て
は

既
に

そ
の

機
能

が
つ

い
て

い
る

も
の

も
あ

り
ま

す
が

、
価

格
が

高
く

入
手

で
き

ま
せ

ん
。

・
文

章
の

保
存

に
つ

い
て

、
今

あ
る

器
械

は
短

い
文

章
し

か
保

存
で

き
ま

せ
ん

。
3

0
0

0
文

字
ぐ

ら
い

の
文

章
も

保
存

し
て

欲
し

い
で

す
。
私

た
ち

の
生

活
の

中
で

ち
ょ

っ
と

お
し

ゃ
べ

り
と

い
う

の
で

は
な

く
、
ス

ピ
ー

チ
な

ど
を

す
る

場
面

も
あ

る
か

ら
で

す
。
ま

た
、
携

帯
電

話
で

は
入

力
中

の
メ

ー
ル

を
フ

ァ
イ

ル
名

を
作

ら
な

く
て

も
一

時
保

存
が

で
き

ま
す

が
、
そ

う
し

た
機

能
も

欲
し

い
で

す
。
文

章
は

Ｓ
Ｄ

カ
ー

ド
に

保
存

で
き

ま
す

が
、
フ

ァ
イ

ル
名

を
覚

え
て

い
な

い
と

い
け

な
い

と
い

う
点

と
、
覚

え
て

い
て

も
入

力
に

時
間

が
か

か
る

と
い

う
点

で
不

便
で

す
。

・
ボ

イ
ス

レ
コ

ー
ダ

ー
（
録

音
）
機

能
も

欲
し

い
で

す
。
今

あ
る

録
音

機
能

は
、
挨

拶
程

度
の

録
音

し
か

で
き

ま
せ

ん
。
会

議
や

話
し

合
い

の
と

き
、
入

力
し

て
い

る
う

ち
に

話
が

進
ん

で
し

ま
っ

て
つ

い
て

い
け

な
い

こ
と

が
あ

り
、
い

っ
た

い
何

が
話

さ
れ

た
の

だ
ろ

う
と

思
う

こ
と

が
多

い
か

ら
で

す
。

・
携

帯
用

会
話

補
助

装
置

で
は

1
0

万
円

を
超

え
る

も
の

も
あ

り
ま

す
。
携

帯
電

話
で

は
携

帯
用

会
話

補
助

装
置

よ
り

便
利

な
機

能
が

多
く

つ
い

て
い

ま
す

が
、
も

っ
と

安
い

価
格

で
購

入
で

き
ま

す
。
そ

し
て

携
帯

電
話

で
は

楽
し

く
遊

ん
で

い
る

と
知

ら
な

い
う

ち
に

操
作

に
慣

れ
て

使
い

こ
な

せ
る

よ
う

に
な

り
ま

す
。
携

帯
用

会
話

補
助

装
置

に
も

、
楽

し
ん

で
使

い
続

け
ら

れ
る

よ
う

な
遊

び
心

が
欲

し
い

と
思

い
ま

す
。

6
1
0

2
0

1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
そ

の
他

聴
覚

障
害

者
緊

急
警

報
シ

ス
テ

ム
聴

覚
障

害
者

聴
覚

障
害

の
家

庭
内

で
使

用
さ

れ
て

る
火

災
警

報
、
電

話
呼

び
出

し
音

、
玄

関
チ

ャ
イ

ム
音

等
に

直
接

に
後

つ
け

の
音

感
セ

ン
サ

ー
を

取
り

付
け

、
聴

覚
障

害
者

の
手

元
に

最
大

５
種

類
の

文
字

盤
に

火
災

、
電

話
、
玄

関
チ

ャ
イ

ム
光

シ
グ

ナ
ル

を
送

れ
ば

日
常

生
活

を
安

全
、
快

適
に

過
ご

せ
る

と
思

い
ま

す
。
シ

ス
テ

ム
開

発
に

関
し

て
難

問
は

無
い

と
思

い
ま

す
の

で
安

価
提

供
で

き
ま

す
。
さ

ら
に

研
究

を
必

要
な

部
分

も
有

り
ま

す
が

6
1
1

2
0

1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
開

発
メ

ー
カ

ー
夢

の
進

む
杖

肢
体

不
自

由
者

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
高

齢
者

多
点

杖
よ

り
　
い

い
杖

の
開

発
を

進
め

て
く

だ
さ

い
歩

け
な

い
人

が
介

護
認

定
う

け
ま

す
が

歩
き

に
く

い
杖

だ
け

を
、
介

護
保

険
対

象
製

品
に

す
る

の
は

ど
う

か
。

多
点

杖
は

介
護

保
険

対
象

で
あ

る
が

、
使

用
者

は
元

気
に

な
っ

た
の

だ
ろ

う
か

介
護

認
定

者
は

、
現

状
維

持
の

ま
ま

、
歩

く
訓

練
を

せ
ず

に
筋

力
が

衰
え

て
い

く
元

気
な

高
齢

者
の

基
本

は
、
一

人
で

部
屋

の
中

を
歩

け
る

こ
と

。

歩
け

な
い

時
に

、
安

全
に

立
ち

上
が

り
　
調

子
の

良
い

時
に

、
移

動
し

や
す

い
杖

が
必

要
で

す
１
日

も
早

く
、
４

点
杖

以
上

の
夢

の
あ

る
　
使

用
者

が
、
歩

き
出

す
杖

の
開

発
が

必
要

で
す

。
介

護
保

険
の

枠
の

拡
大

が
、
理

想
的

な
高

齢
者

社
会

を
築

く
と

思
い

ま
す

。

6
1
2

2
0

1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
チ

ャ
ッ

ト
サ

ポ
ー

ト
聴

覚
障

が
い

者
の

た
め

に
、
企

業
が

チ
ャ

ッ
ト

問
合

せ
窓

口
を

設
け

る
と

こ
ろ

が
増

え
て

い
ま

す
。

J
A

L
　
h

tt
p

:/
/
w

w
w

.g
u

.j
a
l.
c
o

m
/
e

n
/
fl

ig
h

t_
p

la
n

n
in

g
/
re

s
e

rv
a
ti

o
n

/
A

N
A

　
h

tt
p

:/
/
c
h

a
t.

s
p

o
p

h
o

to
.j

p
/
re

q
u

e
s
t

H
IS

　
h

tt
p

:/
/
s
h

in
ju

k
u

.h
is

-j
.c

o
m

/
c
h

a
t/

in
d

e
x
.h

tm
l

導
入

費
用

が
非

常
に

や
す

い
よ

う
で

、
導

入
サ

イ
ト

が
増

え
る

と
い

い
で

す
ね

。

ア
メ

リ
カ

や
中

国
で

は
、
W

e
b

上
で

の
チ

ャ
ッ

ト
サ

ポ
ー

ト
が

と
て

も
普

及
し

て
い

る
と

い
わ

れ
て

い
ま

す
。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

6
0

9
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

携
帯

用
会

話
補

助
装

置
言

語
障

害
者

・
太

陽
光

で
充

電
で

き
る

よ
う

に
し

て
欲

し
い

で
す

。
長

時
間

外
出

す
る

機
会

も
多

い
か

ら
で

す
。

・
絵

文
字

や
顔

文
字

、
マ

ー
ク

で
気

持
ち

を
表

現
で

き
る

器
械

。
な

ぜ
な

ら
「
嬉

し
い

」
「
め

ち
ゃ

嬉
し

い
」
と

い
っ

た
感

情
が

絵
文

字
な

ど
に

す
る

と
一

遍
に

伝
わ

る
か

ら
で

す
。

・
メ

イ
ン

画
面

を
カ

ラ
ー

に
し

て
も

っ
と

分
か

り
や

す
く

し
て

欲
し

い
で

す
。
白

黒
で

は
同

じ
様

な
色

だ
か

ら
、
ち

ょ
っ

と
分

か
り

に
く

い
と

思
い

ま
す

。
・
音

量
に

つ
い

て
、
外

で
話

す
と

き
も

あ
る

の
で

も
う

少
し

大
き

い
音

や
、
逆

に
内

緒
話

が
で

き
る

よ
う

な
小

さ
い

音
が

欲
し

い
で

す
。
抑

揚
や

音
の

高
さ

も
、
も

う
少

し
段

階
を

増
や

す
か

聞
き

取
り

や
す

い
よ

う
に

し
て

欲
し

い
で

す
。
現

在
の

機
器

で
も

読
み

上
げ

速
度

を
変

え
ら

れ
る

の
で

す
が

、
速

く
す

る
と

抑
揚

が
お

か
し

く
な

る
の

で
そ

れ
も

改
善

し
て

欲
し

い
で

す
。

・
機

種
に

よ
っ

て
は

、
本

文
の

ほ
か

に
機

能
操

作
音

の
読

み
上

げ
も

さ
れ

て
し

ま
い

、
会

話
の

妨
げ

と
な

る
の

で
、
そ

れ
も

設
定

で
O

F
F
に

で
き

る
よ

う
し

て
ほ

し
い

で
す

。
・
音

声
は

タ
レ

ン
ト

さ
ん

な
ど

の
声

を
使

え
な

い
で

し
ょ

う
か

。
あ

る
い

は
、
自

分
の

声
を

入
れ

て
構

成
音

と
し

て
使

え
な

い
で

し
ょ

う
か

。
ど

の
器

械
か

ら
も

同
じ

声
で

は
大

勢
で

話
を

す
る

と
き

誰
が

話
し

て
い

る
の

か
も

分
か

ら
な

い
の

で
す

。
皆

さ
ん

と
同

じ
よ

う
に

自
分

の
声

を
持

ち
た

い
で

す
。

・
漢

字
変

換
機

能
が

付
く

と
助

か
り

ま
す

。
漢

字
が

使
え

る
と

感
情

も
豊

か
に

表
現

で
き

る
し

、
文

字
数

も
少

な
く

て
す

む
か

ら
で

す
。

・
コ

ピ
ー

と
移

動
の

機
能

も
、
文

字
を

打
つ

手
間

を
減

ら
す

た
め

に
欲

し
い

と
思

い
ま

す
。
他

に
も

携
帯

電
話

の
入

力
み

た
い

に
、
「
あ

」
と

初
め

の
１
字

を
打

て
ば

（
「
あ

り
が

と
う

」
な

ど
）
そ

の
あ

と
の

言
葉

が
出

て
く

る
機

能
。
機

種
に

よ
っ

て
は

既
に

そ
の

機
能

が
つ

い
て

い
る

も
の

も
あ

り
ま

す
が

、
価

格
が

高
く

入
手

で
き

ま
せ

ん
。

・
文

章
の

保
存

に
つ

い
て

、
今

あ
る

器
械

は
短

い
文

章
し

か
保

存
で

き
ま

せ
ん

。
3

0
0

0
文

字
ぐ

ら
い

の
文

章
も

保
存

し
て

欲
し

い
で

す
。
私

た
ち

の
生

活
の

中
で

ち
ょ

っ
と

お
し

ゃ
べ

り
と

い
う

の
で

は
な

く
、
ス

ピ
ー

チ
な

ど
を

す
る

場
面

も
あ

る
か

ら
で

す
。
ま

た
、
携

帯
電

話
で

は
入

力
中

の
メ

ー
ル

を
フ

ァ
イ

ル
名

を
作

ら
な

く
て

も
一

時
保

存
が

で
き

ま
す

が
、
そ

う
し

た
機

能
も

欲
し

い
で

す
。
文

章
は

Ｓ
Ｄ

カ
ー

ド
に

保
存

で
き

ま
す

が
、
フ

ァ
イ

ル
名

を
覚

え
て

い
な

い
と

い
け

な
い

と
い

う
点

と
、
覚

え
て

い
て

も
入

力
に

時
間

が
か

か
る

と
い

う
点

で
不

便
で

す
。

・
ボ

イ
ス

レ
コ

ー
ダ

ー
（
録

音
）
機

能
も

欲
し

い
で

す
。
今

あ
る

録
音

機
能

は
、
挨

拶
程

度
の

録
音

し
か

で
き

ま
せ

ん
。
会

議
や

話
し

合
い

の
と

き
、
入

力
し

て
い

る
う

ち
に

話
が

進
ん

で
し

ま
っ

て
つ

い
て

い
け

な
い

こ
と

が
あ

り
、
い

っ
た

い
何

が
話

さ
れ

た
の

だ
ろ

う
と

思
う

こ
と

が
多

い
か

ら
で

す
。

・
携

帯
用

会
話

補
助

装
置

で
は

1
0

万
円

を
超

え
る

も
の

も
あ

り
ま

す
。
携

帯
電

話
で

は
携

帯
用

会
話

補
助

装
置

よ
り

便
利

な
機

能
が

多
く

つ
い

て
い

ま
す

が
、
も

っ
と

安
い

価
格

で
購

入
で

き
ま

す
。
そ

し
て

携
帯

電
話

で
は

楽
し

く
遊

ん
で

い
る

と
知

ら
な

い
う

ち
に

操
作

に
慣

れ
て

使
い

こ
な

せ
る

よ
う

に
な

り
ま

す
。
携

帯
用

会
話

補
助

装
置

に
も

、
楽

し
ん

で
使

い
続

け
ら

れ
る

よ
う

な
遊

び
心

が
欲

し
い

と
思

い
ま

す
。

6
1
0

2
0

1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
そ

の
他

聴
覚

障
害

者
緊

急
警

報
シ

ス
テ

ム
聴

覚
障

害
者

聴
覚

障
害

の
家

庭
内

で
使

用
さ

れ
て

る
火

災
警

報
、
電

話
呼

び
出

し
音

、
玄

関
チ

ャ
イ

ム
音

等
に

直
接

に
後

つ
け

の
音

感
セ

ン
サ

ー
を

取
り

付
け

、
聴

覚
障

害
者

の
手

元
に

最
大

５
種

類
の

文
字

盤
に

火
災

、
電

話
、
玄

関
チ

ャ
イ

ム
光

シ
グ

ナ
ル

を
送

れ
ば

日
常

生
活

を
安

全
、
快

適
に

過
ご

せ
る

と
思

い
ま

す
。
シ

ス
テ

ム
開

発
に

関
し

て
難

問
は

無
い

と
思

い
ま

す
の

で
安

価
提

供
で

き
ま

す
。
さ

ら
に

研
究

を
必

要
な

部
分

も
有

り
ま

す
が

6
1
1

2
0

1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
開

発
メ

ー
カ

ー
夢

の
進

む
杖

肢
体

不
自

由
者

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
高

齢
者

多
点

杖
よ

り
　
い

い
杖

の
開

発
を

進
め

て
く

だ
さ

い
歩

け
な

い
人

が
介

護
認

定
う

け
ま

す
が

歩
き

に
く

い
杖

だ
け

を
、
介

護
保

険
対

象
製

品
に

す
る

の
は

ど
う

か
。

多
点

杖
は

介
護

保
険

対
象

で
あ

る
が

、
使

用
者

は
元

気
に

な
っ

た
の

だ
ろ

う
か

介
護

認
定

者
は

、
現

状
維

持
の

ま
ま

、
歩

く
訓

練
を

せ
ず

に
筋

力
が

衰
え

て
い

く
元

気
な

高
齢

者
の

基
本

は
、
一

人
で

部
屋

の
中

を
歩

け
る

こ
と

。

歩
け

な
い

時
に

、
安

全
に

立
ち

上
が

り
　
調

子
の

良
い

時
に

、
移

動
し

や
す

い
杖

が
必

要
で

す
１
日

も
早

く
、
４

点
杖

以
上

の
夢

の
あ

る
　
使

用
者

が
、
歩

き
出

す
杖

の
開

発
が

必
要

で
す

。
介

護
保

険
の

枠
の

拡
大

が
、
理

想
的

な
高

齢
者

社
会

を
築

く
と

思
い

ま
す

。

6
1
2

2
0

1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
チ

ャ
ッ

ト
サ

ポ
ー

ト
聴

覚
障

が
い

者
の

た
め

に
、
企

業
が

チ
ャ

ッ
ト

問
合

せ
窓

口
を

設
け

る
と

こ
ろ

が
増

え
て

い
ま

す
。

J
A

L
　
h

tt
p

:/
/
w

w
w

.g
u

.j
a
l.
c
o

m
/
e

n
/
fl

ig
h

t_
p

la
n

n
in

g
/
re

s
e

rv
a
ti

o
n

/
A

N
A

　
h

tt
p

:/
/
c
h

a
t.

s
p

o
p

h
o

to
.j

p
/
re

q
u

e
s
t

H
IS

　
h

tt
p

:/
/
s
h

in
ju

k
u

.h
is

-j
.c

o
m

/
c
h

a
t/

in
d

e
x
.h

tm
l

導
入

費
用

が
非

常
に

や
す

い
よ

う
で

、
導

入
サ

イ
ト

が
増

え
る

と
い

い
で

す
ね

。

ア
メ

リ
カ

や
中

国
で

は
、
W

e
b

上
で

の
チ

ャ
ッ

ト
サ

ポ
ー

ト
が

と
て

も
普

及
し

て
い

る
と

い
わ

れ
て

い
ま

す
。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

6
1
3

2
0

1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

時
間

お
知

ら
せ

時
計

発
達

障
害

者
時

間
感

覚
に

乏
し

く
、
自

己
管

理
が

苦
手

な
発

達
障

害
者

向
け

の
生

活
支

援
グ

ッ
ツ

。

セ
ッ

ト
し

た
時

間
に

な
る

と
、
合

成
音

声
で

や
る

こ
と

を
指

示
し

て
く

れ
る

携
帯

時
計

。
防

水
タ

イ
プ

の
腕

時
計

型
だ

と
、
ど

こ
で

も
使

え
る

の
で

な
お

よ
い

。

実
際

、
私

（
A

D
H

D
）
は

パ
ソ

コ
ン

で
合

成
音

声
を

作
成

し
て

、
音

声
フ

ァ
イ

ル
を

携
帯

に
転

送
し

、
ア

ラ
ー

ム
の

サ
ウ

ン
ド

設
定

で
そ

の
音

声
フ

ァ
イ

ル
を

指
定

し
、

指
定

時
刻

に
下

記
音

声
を

携
帯

か
ら

発
す

る
よ

う
に

し
て

い
ま

す
。

音
声

の
例

：
（
時

間
指

定
で

）
起

き
る

時
間

で
す

、
出

勤
の

時
間

で
す

、
お

昼
の

時
間

で
す

、
帰

宅
時

間
で

す
、
お

風
呂

の
時

間
で

す
、
食

事
の

時
間

で
す

、
寝

る
時

間
で

す
。

（
曜

日
と

時
間

指
定

で
）
今

日
は

燃
え

る
ゴ

ミ
の

日
で

す
、
今

日
は

資
源

ゴ
ミ

の
日

で
す

、
な

ど

6
1
4

2
0

1
0

新
製

品
・
技

術
屋

外
の

移
動

車
い

す
車

い
す

自
転

車
車

い
す

と
折

り
畳

み
自

転
車

を
接

続
す

る
も

の
を

造
り

ま
し

た
。

障
害

の
あ

る
方

（
子

供
）
に

と
っ

て
、
サ

イ
ク

リ
ン

グ
と

は
全

く
別

の
世

界
の

ス
ポ

ー
ツ

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

私
の

家
族

に
も

一
人

居
り

ま
し

て
冬

は
チ

ェ
ア

ス
キ

ー
を

楽
し

ん
で

い
る

の
で

す
が

、
そ

の
他

の
季

節
に

は
た

ま
の

ド
ラ

イ
ブ

以
外

あ
ま

り
楽

し
む

も
の

が
あ

り
ま

せ
ん

。
車

い
す

で
の

移
動

用
に

外
国

製
の

も
の

が
あ

り
ま

し
た

が
、
い

か
ん

せ
ん

高
価

す
ぎ

ま
し

た
。

な
ん

と
か

安
く

自
転

車
と

車
い

す
を

つ
な

げ
る

も
の

は
と

探
し

て
み

ま
し

た
が

、
今

一
つ

こ
れ

だ
と

い
う

も
の

が
あ

り
ま

せ
ん

で
し

た
。

製
作

途
中

の
話

は
省

略
し

ま
す

。
試

行
錯

誤
の

結
果

完
成

し
ま

し
た

。
現

在
の

と
こ

ろ
ﾃ
ｨ
ｯ
ﾋ
ﾟ
ﾝ
ｸ
ﾞ
ﾚ
ﾊ
ﾞ
ｰ
の

あ
る

車
い

す
で

あ
れ

ば
ど

ん
な

車
い

す
に

も
折

り
畳

み
自

転
車

が
接

続
で

き
ま

す
。

一
般

に
手

に
入

る
も

の
だ

け
で

作
っ

て
い

ま
す

の
で

安
価

に
で

き
ま

し
た

。
自

転
車

＋
接

続
装

置
で

６
万

円
以

下
で

出
来

ま
す

。
私

の
家

族
以

外
で

も
サ

イ
ク

リ
ン

グ
を

楽
し

ん
で

い
る

ご
家

族
も

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
す

。
興

味
の

あ
る

方
は

ご
意

見
を

く
だ

さ
い

。

6
1
5

2
0

1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
A

E
D

聴
覚

障
害

者
Ａ

Ｅ
Ｄ

が
必

要
に

な
る

こ
と

は
、
い

つ
何

時
起

こ
る

か
分

か
ら

な
い

し
、
早

け
れ

ば
早

い
ほ

ど
効

果
が

高
い

の
で

、
現

場
に

聴
覚

障
害

者
し

か
居

な
い

場
合

で
も

使
用

で
き

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
胸

骨
圧

迫
や

人
工

呼
吸

は
、
聴

覚
障

害
者

で
も

可
能

で
あ

る
の

に
、
Ａ

Ｅ
Ｄ

の
操

作
だ

け
が

、
音

声
ガ

イ
ド

に
従

っ
て

行
う

形
に

な
っ

て
お

り
、
聴

覚
障

害
者

が
使

用
で

き
ま

せ
ん

。
し

か
し

、
日

本
光

電
社

の
Ａ

Ｅ
Ｄ

－
9

2
3

1
は

、
液

晶
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
で

、
音

声
ガ

イ
ド

を
文

字
で

表
示

し
て

い
る

こ
と

に
気

付
き

ま
し

た
。
こ

の
よ

う
な

Ａ
Ｅ

Ｄ
が

普
及

す
れ

ば
、
聴

覚
障

害
者

で
も

使
用

で
き

ま
す

。
普

及
さ

せ
る

た
め

に
は

、
何

か
の

工
夫

が
必

要
で

す
。
今

後
公

共
団

体
が

購
入

す
る

場
合

の
基

準
と

か
に

入
れ

る
と

い
う

よ
う

な
こ

と
で

、
聴

覚
障

害
者

で
も

使
え

る
Ａ

Ｅ
Ｄ

を
普

及
さ

せ
る

こ
と

を
考

え
て

頂
き

た
い

。
　
音

声
ガ

イ
ド

を
文

章
化

し
た

紙
を

入
れ

て
お

け
ば

、
電

気
シ

ョ
ッ

ク
が

必
要

か
ど

う
か

を
Ａ

Ｅ
Ｄ

が
判

定
し

ま
す

が
、
そ

の
結

果
を

ラ
ン

プ
で

知
ら

せ
る

と
か

、
判

定
中

や
電

気
シ

ョ
ッ

ク
を

与
え

る
と

き
体

に
触

れ
る

な
と

い
う

こ
と

も
ラ

ン
プ

で
知

ら
せ

る
と

い
う

よ
う

な
工

夫
を

す
る

だ
け

で
も

、
聴

覚
障

害
者

が
使

用
可

能
と

な
り

ま
す

。

6
1
6

2
0

1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

視
覚

障
害

者
に

配
慮

し
た

銀
行

の
振

り
込

み
用

紙
と

取
引

経
過

が
把

握
で

き
る

表
示

視
覚

障
害

者
テ

ル
ミ

ー
ス

ピ
ー

チ
オ

は
値

段
が

高
い

割
に

は
使

う
機

会
が

少
な

い
で

す
。

金
融

系
は

銀
行

の
用

紙
の

説
明

も
金

額
も

記
入

枠
も

全
然

見
え

な
い

の
に

定
期

を
す

る
の

に
入

れ
て

く
だ

さ
い

と
い

い
ま

す
し

。
通

帳
は

合
計

残
高

だ
け

で
公

共
料

金
の

引
き

去
り

と
か

解
り

ま
せ

ん
。

6
1
7

2
0

1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
視

覚
障

害
者

で
あ

っ
て

も
検

便
採

取
が

容
易

に
で

き
る

用
具

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
市

の
健

康
診

断
も

人
間

ド
ッ

ク
も

脳
性

麻
痺

と
か

視
覚

障
害

に
手

が
使

え
な

い
人

は
大

腸
癌

検
査

の
お

通
じ

を
持

っ
て

い
け

な
い

の
が

不
便

で
す

。
私

は
特

に
神

経
症

の
薬

が
便

秘
に

な
っ

て
夜

下
剤

を
飲

む
の

で
不

便
で

す
。
い

く
ら

言
っ

て
も

医
者

も
保

健
セ

ン
タ

ー
も

わ
か

ら
な

い
で

す
。

6
1
8

2
0

1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

探
し

物
発

見
器

「
ハ

ー
イ

こ
こ

で
す

よ
」

視
覚

障
害

者
視

覚
障

害
者

で
す

。
現

在
の

 視
力

 右
0

.0
2

 左
0

.0
1
 視

野
損

失
度

９
５

パ
ー

セ
ン

ト
で

す
。
視

野
が

か
け

始
め

て
か

ら
物

探
し

ば
か

り
し

て
お

り
ま

す
。
例

え
ば

懐
中

電
灯

、
白

状
、
Ｐ

Ｔ
Ｐ

Ⅰ
、
色

ん
な

小
物

類
と

、
毎

日
、
毎

日
、
イ

ラ
イ

ラ
と

探
し

物
ば

か
り

し
て

い
ま

す
。
視

野
が

な
い

為
か

す
ぐ

そ
ば

に
あ

る
の

に
み

え
て

い
な

い
と

い
う

か
、
眼

に
止

ま
ら

な
い

の
で

す
。
あ

る
い

は
物

の
上

に
物

を
重

ね
て

し
ま

っ
て

い
る

こ
と

も
あ

る
ら

し
い

で
す

。
私

の
探

し
て

い
る

物
が

返
事

を
し

て
く

れ
た

な
ら

ど
ん

な
に

幸
せ

な
事

で
し

ょ
う

か
と

思
う

毎
日

で
す

。
　
そ

ん
な

時
、
今

度
は

、
携

帯
電

話
が

見
え

な
く

な
り

ま
し

た
。
そ

の
時

は
家

の
電

話
か

ら
自

分
の

携
帯

を
番

号
で

呼
び

出
し

ま
し

た
。
何

と
い

う
こ

と
で

し
ょ

う
、
私

が
探

し
て

い
た

携
帯

電
話

が
時

間
表

示
の

ガ
ラ

ス
の

面
を

光
ら

せ
な

が
ら

呼
び

出
し

音
を

発
し

て
い

る
で

は
あ

り
ま

せ
ん

か
。
す

ぐ
そ

ば
の

足
元

に
落

ち
て

お
り

ま
し

た
。

　
こ

れ
で

す
。
電

話
帳

に
氏

名
を

登
録

す
る

よ
う

に
、
い

つ
も

探
し

物
を

す
る

物
を

登
録

し
て

お
く

と
探

し
た

い
と

き
、
そ

の
物

に
カ

ー
ソ

ル
を

合
わ

せ
て

呼
び

出
し

を
す

る
と

、
「
ハ

ー
イ

こ
こ

で
す

よ
」
と

い
っ

て
、
あ

ら
か

じ
め

貼
っ

て
お

い
た

タ
グ

か
な

ん
か

が
光

り
な

が
ら

返
事

を
す

る
の

で
す

。
　
作

っ
て

く
だ

さ
い

。
探

し
物

発
見

器
・
「
ハ

ー
イ

、
こ

こ
で

す
よ

」
是

非
お

願
い

し
ま

す
。
電

波
の

届
く

範
囲

は
あ

ま
り

広
く

な
い

ほ
う

が
良

い
と

お
も

い
ま

す
。
せ

い
ぜ

い
十

畳
間

ぐ
ら

い
の

広
さ

に
し

て
く

だ
さ

い
.そ

の
範

囲
で

お
返

事
が

な
い

と
き

は
次

の
場

所
を

探
す

事
に

な
り

ま
す

の
で

。

6
1
9

2
0

1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

障
害

者
団

体
体

温
を

保
護

す
る

器
具

肢
体

不
自

由
者

体
温

調
節

が
う

ま
く

出
来

な
い

利
用

者
か

ら
寄

せ
ら

れ
た

要
望

を
投

稿
致

し
ま

す
。

ご
本

人
は

、
寝

た
き

り
の

重
症

児
で

、
障

害
１
級

の
９

歳
女

児
。

室
内

は
常

時
2

2
度

を
保

っ
て

い
ま

す
。
エ

ア
コ

ン
を

切
る

と
3

7
度

～
3

8
度

に
体

温
が

上
昇

す
る

そ
う

で
、
手

足
は

冷
え

る
た

め
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
に

お
湯

を
入

れ
保

温
を

し
て

い
ま

す
。
外

出
が

ま
ま

な
ら

な
い

の
で

、
体

温
を

保
護

す
る

器
具

を
要

望
し

た
い

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

6
1
3

2
0

1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

時
間

お
知

ら
せ

時
計

発
達

障
害

者
時

間
感

覚
に

乏
し

く
、
自

己
管

理
が

苦
手

な
発

達
障

害
者

向
け

の
生

活
支

援
グ

ッ
ツ

。

セ
ッ

ト
し

た
時

間
に

な
る

と
、
合

成
音

声
で

や
る

こ
と

を
指

示
し

て
く

れ
る

携
帯

時
計

。
防

水
タ

イ
プ

の
腕

時
計

型
だ

と
、
ど

こ
で

も
使

え
る

の
で

な
お

よ
い

。

実
際

、
私

（
A

D
H

D
）
は

パ
ソ

コ
ン

で
合

成
音

声
を

作
成

し
て

、
音

声
フ

ァ
イ

ル
を

携
帯

に
転

送
し

、
ア

ラ
ー

ム
の

サ
ウ

ン
ド

設
定

で
そ

の
音

声
フ

ァ
イ

ル
を

指
定

し
、

指
定

時
刻

に
下

記
音

声
を

携
帯

か
ら

発
す

る
よ

う
に

し
て

い
ま

す
。

音
声

の
例

：
（
時

間
指

定
で

）
起

き
る

時
間

で
す

、
出

勤
の

時
間

で
す

、
お

昼
の

時
間

で
す

、
帰

宅
時

間
で

す
、
お

風
呂

の
時

間
で

す
、
食

事
の

時
間

で
す

、
寝

る
時

間
で

す
。

（
曜

日
と

時
間

指
定

で
）
今

日
は

燃
え

る
ゴ

ミ
の

日
で

す
、
今

日
は

資
源

ゴ
ミ

の
日

で
す

、
な

ど

6
1
4

2
0

1
0

新
製

品
・
技

術
屋

外
の

移
動

車
い

す
車

い
す

自
転

車
車

い
す

と
折

り
畳

み
自

転
車

を
接

続
す

る
も

の
を

造
り

ま
し

た
。

障
害

の
あ

る
方

（
子

供
）
に

と
っ

て
、
サ

イ
ク

リ
ン

グ
と

は
全

く
別

の
世

界
の

ス
ポ

ー
ツ

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

私
の

家
族

に
も

一
人

居
り

ま
し

て
冬

は
チ

ェ
ア

ス
キ

ー
を

楽
し

ん
で

い
る

の
で

す
が

、
そ

の
他

の
季

節
に

は
た

ま
の

ド
ラ

イ
ブ

以
外

あ
ま

り
楽

し
む

も
の

が
あ

り
ま

せ
ん

。
車

い
す

で
の

移
動

用
に

外
国

製
の

も
の

が
あ

り
ま

し
た

が
、
い

か
ん

せ
ん

高
価

す
ぎ

ま
し

た
。

な
ん

と
か

安
く

自
転

車
と

車
い

す
を

つ
な

げ
る

も
の

は
と

探
し

て
み

ま
し

た
が

、
今

一
つ

こ
れ

だ
と

い
う

も
の

が
あ

り
ま

せ
ん

で
し

た
。

製
作

途
中

の
話

は
省

略
し

ま
す

。
試

行
錯

誤
の

結
果

完
成

し
ま

し
た

。
現

在
の

と
こ

ろ
ﾃ
ｨ
ｯ
ﾋ
ﾟ
ﾝ
ｸ
ﾞ
ﾚ
ﾊ
ﾞ
ｰ
の

あ
る

車
い

す
で

あ
れ

ば
ど

ん
な

車
い

す
に

も
折

り
畳

み
自

転
車

が
接

続
で

き
ま

す
。

一
般

に
手

に
入

る
も

の
だ

け
で

作
っ

て
い

ま
す

の
で

安
価

に
で

き
ま

し
た

。
自

転
車

＋
接

続
装

置
で

６
万

円
以

下
で

出
来

ま
す

。
私

の
家

族
以

外
で

も
サ

イ
ク

リ
ン

グ
を

楽
し

ん
で

い
る

ご
家

族
も

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
す

。
興

味
の

あ
る

方
は

ご
意

見
を

く
だ

さ
い

。

6
1
5

2
0

1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
A

E
D

聴
覚

障
害

者
Ａ

Ｅ
Ｄ

が
必

要
に

な
る

こ
と

は
、
い

つ
何

時
起

こ
る

か
分

か
ら

な
い

し
、
早

け
れ

ば
早

い
ほ

ど
効

果
が

高
い

の
で

、
現

場
に

聴
覚

障
害

者
し

か
居

な
い

場
合

で
も

使
用

で
き

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
胸

骨
圧

迫
や

人
工

呼
吸

は
、
聴

覚
障

害
者

で
も

可
能

で
あ

る
の

に
、
Ａ

Ｅ
Ｄ

の
操

作
だ

け
が

、
音

声
ガ

イ
ド

に
従

っ
て

行
う

形
に

な
っ

て
お

り
、
聴

覚
障

害
者

が
使

用
で

き
ま

せ
ん

。
し

か
し

、
日

本
光

電
社

の
Ａ

Ｅ
Ｄ

－
9

2
3

1
は

、
液

晶
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
で

、
音

声
ガ

イ
ド

を
文

字
で

表
示

し
て

い
る

こ
と

に
気

付
き

ま
し

た
。
こ

の
よ

う
な

Ａ
Ｅ

Ｄ
が

普
及

す
れ

ば
、
聴

覚
障

害
者

で
も

使
用

で
き

ま
す

。
普

及
さ

せ
る

た
め

に
は

、
何

か
の

工
夫

が
必

要
で

す
。
今

後
公

共
団

体
が

購
入

す
る

場
合

の
基

準
と

か
に

入
れ

る
と

い
う

よ
う

な
こ

と
で

、
聴

覚
障

害
者

で
も

使
え

る
Ａ

Ｅ
Ｄ

を
普

及
さ

せ
る

こ
と

を
考

え
て

頂
き

た
い

。
　
音

声
ガ

イ
ド

を
文

章
化

し
た

紙
を

入
れ

て
お

け
ば

、
電

気
シ

ョ
ッ

ク
が

必
要

か
ど

う
か

を
Ａ

Ｅ
Ｄ

が
判

定
し

ま
す

が
、
そ

の
結

果
を

ラ
ン

プ
で

知
ら

せ
る

と
か

、
判

定
中

や
電

気
シ

ョ
ッ

ク
を

与
え

る
と

き
体

に
触

れ
る

な
と

い
う

こ
と

も
ラ

ン
プ

で
知

ら
せ

る
と

い
う

よ
う

な
工

夫
を

す
る

だ
け

で
も

、
聴

覚
障

害
者

が
使

用
可

能
と

な
り

ま
す

。

6
1
6

2
0

1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

視
覚

障
害

者
に

配
慮

し
た

銀
行

の
振

り
込

み
用

紙
と

取
引

経
過

が
把

握
で

き
る

表
示

視
覚

障
害

者
テ

ル
ミ

ー
ス

ピ
ー

チ
オ

は
値

段
が

高
い

割
に

は
使

う
機

会
が

少
な

い
で

す
。

金
融

系
は

銀
行

の
用

紙
の

説
明

も
金

額
も

記
入

枠
も

全
然

見
え

な
い

の
に

定
期

を
す

る
の

に
入

れ
て

く
だ

さ
い

と
い

い
ま

す
し

。
通

帳
は

合
計

残
高

だ
け

で
公

共
料

金
の

引
き

去
り

と
か

解
り

ま
せ

ん
。

6
1
7

2
0

1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
視

覚
障

害
者

で
あ

っ
て

も
検

便
採

取
が

容
易

に
で

き
る

用
具

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
市

の
健

康
診

断
も

人
間

ド
ッ

ク
も

脳
性

麻
痺

と
か

視
覚

障
害

に
手

が
使

え
な

い
人

は
大

腸
癌

検
査

の
お

通
じ

を
持

っ
て

い
け

な
い

の
が

不
便

で
す

。
私

は
特

に
神

経
症

の
薬

が
便

秘
に

な
っ

て
夜

下
剤

を
飲

む
の

で
不

便
で

す
。
い

く
ら

言
っ

て
も

医
者

も
保

健
セ

ン
タ

ー
も

わ
か

ら
な

い
で

す
。

6
1
8

2
0

1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

探
し

物
発

見
器

「
ハ

ー
イ

こ
こ

で
す

よ
」

視
覚

障
害

者
視

覚
障

害
者

で
す

。
現

在
の

 視
力

 右
0

.0
2

 左
0

.0
1
 視

野
損

失
度

９
５

パ
ー

セ
ン

ト
で

す
。
視

野
が

か
け

始
め

て
か

ら
物

探
し

ば
か

り
し

て
お

り
ま

す
。
例

え
ば

懐
中

電
灯

、
白

状
、
Ｐ

Ｔ
Ｐ

Ⅰ
、
色

ん
な

小
物

類
と

、
毎

日
、
毎

日
、
イ

ラ
イ

ラ
と

探
し

物
ば

か
り

し
て

い
ま

す
。
視

野
が

な
い

為
か

す
ぐ

そ
ば

に
あ

る
の

に
み

え
て

い
な

い
と

い
う

か
、
眼

に
止

ま
ら

な
い

の
で

す
。
あ

る
い

は
物

の
上

に
物

を
重

ね
て

し
ま

っ
て

い
る

こ
と

も
あ

る
ら

し
い

で
す

。
私

の
探

し
て

い
る

物
が

返
事

を
し

て
く

れ
た

な
ら

ど
ん

な
に

幸
せ

な
事

で
し

ょ
う

か
と

思
う

毎
日

で
す

。
　
そ

ん
な

時
、
今

度
は

、
携

帯
電

話
が

見
え

な
く

な
り

ま
し

た
。
そ

の
時

は
家

の
電

話
か

ら
自

分
の

携
帯

を
番

号
で

呼
び

出
し

ま
し

た
。
何

と
い

う
こ

と
で

し
ょ

う
、
私

が
探

し
て

い
た

携
帯

電
話

が
時

間
表

示
の

ガ
ラ

ス
の

面
を

光
ら

せ
な

が
ら

呼
び

出
し

音
を

発
し

て
い

る
で

は
あ

り
ま

せ
ん

か
。
す

ぐ
そ

ば
の

足
元

に
落

ち
て

お
り

ま
し

た
。

　
こ

れ
で

す
。
電

話
帳

に
氏

名
を

登
録

す
る

よ
う

に
、
い

つ
も

探
し

物
を

す
る

物
を

登
録

し
て

お
く

と
探

し
た

い
と

き
、
そ

の
物

に
カ

ー
ソ

ル
を

合
わ

せ
て

呼
び

出
し

を
す

る
と

、
「
ハ

ー
イ

こ
こ

で
す

よ
」
と

い
っ

て
、
あ

ら
か

じ
め

貼
っ

て
お

い
た

タ
グ

か
な

ん
か

が
光

り
な

が
ら

返
事

を
す

る
の

で
す

。
　
作

っ
て

く
だ

さ
い

。
探

し
物

発
見

器
・
「
ハ

ー
イ

、
こ

こ
で

す
よ

」
是

非
お

願
い

し
ま

す
。
電

波
の

届
く

範
囲

は
あ

ま
り

広
く

な
い

ほ
う

が
良

い
と

お
も

い
ま

す
。
せ

い
ぜ

い
十

畳
間

ぐ
ら

い
の

広
さ

に
し

て
く

だ
さ

い
.そ

の
範

囲
で

お
返

事
が

な
い

と
き

は
次

の
場

所
を

探
す

事
に

な
り

ま
す

の
で

。

6
1
9

2
0

1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

障
害

者
団

体
体

温
を

保
護

す
る

器
具

肢
体

不
自

由
者

体
温

調
節

が
う

ま
く

出
来

な
い

利
用

者
か

ら
寄

せ
ら

れ
た

要
望

を
投

稿
致

し
ま

す
。

ご
本

人
は

、
寝

た
き

り
の

重
症

児
で

、
障

害
１
級

の
９

歳
女

児
。

室
内

は
常

時
2

2
度

を
保

っ
て

い
ま

す
。
エ

ア
コ

ン
を

切
る

と
3

7
度

～
3

8
度

に
体

温
が

上
昇

す
る

そ
う

で
、
手

足
は

冷
え

る
た

め
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
に

お
湯

を
入

れ
保

温
を

し
て

い
ま

す
。
外

出
が

ま
ま

な
ら

な
い

の
で

、
体

温
を

保
護

す
る

器
具

を
要

望
し

た
い

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

6
2

0
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
そ

の
他

魔
法

の
杖

、
魔

法
の

絨
緞

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
表

題
の

「
魔

法
」
の

意
味

す
る

と
こ

ろ
は

、
最

近
の

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
と

呼
ば

れ
る

高
性

能
な

携
帯

端
末

が
具

現
化

し
つ

つ
あ

る
一

群
の

新
規

な
機

能
を

指
し

て
い

ま
す

。
G

P
S

測
置

シ
ス

テ
ム

、
加

速
度

セ
ン

サ
、
方

位
セ

ン
サ

、
高

密
度

な
実

装
技

術
、
自

由
度

の
高

い
入

出
力

デ
バ

イ
ス

と
多

く
の

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ソ
フ

ト
の

組
合

せ
が

こ
れ

ま
で

で
は

想
像

で
き

な
か

っ
た

様
相

の
機

能
や

サ
ー

ビ
ス

を
現

実
の

も
の

と
し

て
い

ま
す

。
更

に
そ

の
可

能
性

が
急

速
に

広
が

っ
て

行
く

こ
と

は
確

実
で

し
ょ

う
。
こ

の
よ

う
な

状
況

を
可

能
に

し
て

い
る

技
術

群
を

「
魔

法
」
と

呼
ん

で
し

ま
っ

て
も

許
さ

れ
る

の
で

は
な

い
か

と
思

い
ま

す
。
私

た
ち

は
生

活
に

不
便

を
感

じ
る

人
を

援
護

す
る

技
術

と
し

て
一

連
の

技
術

を
筋

道
を

立
て

て
応

用
し

、
実

用
化

し
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。
「
魔

法
の

杖
」
と

は
、
視

覚
障

害
者

の
移

動
支

援
に

こ
の

新
技

術
群

を
応

用
援

用
し

た
新

規
の

シ
ス

テ
ム

を
指

し
、
「
魔

法
の

絨
毯

」
は

歩
行

障
害

者
の

移
動

支
援

に
応

用
援

用
す

る
こ

と
を

イ
メ

ー
ジ

し
て

い
る

の
で

す
。

魔
法

の
杖

と
は

、
現

行
の

視
覚

障
害

者
移

動
支

援
シ

ス
テ

ム
は

、
A

地
点

か
ら

B
地

点
へ

の
物

理
的

移
動

を
安

全
に

ス
ム

ー
ズ

に
確

保
す

る
か

が
重

視
さ

れ
て

い
ま

す
が

、
新

世
代

の
支

援
シ

ス
テ

ム
で

は
こ

の
基

本
機

能
を

向
上

さ
せ

る
と

同
時

に
歩

行
を

楽
し

み
移

動
中

の
街

を
楽

し
む

と
い

っ
た

レ
ベ

ル
ま

で
を

可
能

に
す

る
Q

O
L
 (

Q
u

a
li
ty

 o
f
 L

if
e

)向
上

シ
ス

テ
ム

と
し

て
の

「
魔

法
の

杖
」
実

現
を

目
指

す
べ

き
だ

と
考

え
て

い
ま

す
。

視
覚

障
害

者
の

眼
前

に
広

が
る

実
空

間
情

報
（
一

覧
情

報
）
を

セ
ン

シ
ン

グ
す

る
に

は
、
各

種
の

セ
ン

サ
ー

に
よ

る
現

場
の

把
握

、
G

P
S

と
マ

ッ
プ

デ
ー

タ
の

照
合

、
イ

ン
フ

ラ
と

し
て

街
中

に
設

置
さ

れ
た

機
器

類
と

の
通

信
な

ど
を

総
合

的
に

利
用

す
れ

ば
多

く
の

可
能

性
が

考
え

ら
れ

ま
す

。
そ

の
上

で
重

要
に

な
る

の
が

、
障

害
者

の
適

切
な

判
断

と
行

動
を

可
能

に
す

る
有

用
情

報
の

抽
出

ノ
ウ

ハ
ウ

、
そ

れ
を

利
用

者
に

適
切

に
伝

え
る

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

イ
ス

技
術

の
確

立
で

す
。

そ
の

た
め

に
は

、
最

初
に

視
覚

障
害

者
の

方
達

の
イ

ン
タ

ヴ
ュ

ー
／

行
動

観
察

な
ど

か
ら

移
動

時
の

空
間

認
識

の
仕

方
、
有

用
な

誘
導

情
報

の
把

握
、
実

用
的

な
移

動
支

援
シ

ス
テ

ム
の

要
求

仕
様

の
整

理
を

行
な

う
こ

と
が

必
要

で
し

ょ
う

。
こ

れ
ら

の
知

見
を

踏
ま

え
て

、
音

声
(合

成
)ガ

イ
ド

や
音

響
ガ

イ
ド

の
応

用
開

発
、
G

U
I

タ
ッ

チ
式

入
力

の
フ

ォ
ー

ス
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

化
技

術
や

モ
ー

シ
ョ

ン
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
、
音

声
認

識
技

術
な

ど
の

応
用

開
発

、
ハ

ー
ド

プ
ロ

ダ
ク

ト
と

し
て

統
合

さ
れ

た
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
イ

ス
、
音

声
ガ

イ
ド

の
コ

ン
テ

ン
ツ

レ
ベ

ル
ま

で
様

々
な

フ
ェ

ー
ズ

で
の

研
究

開
発

の
必

要
性

が
予

測
さ

れ
ま

す
。

こ
の

よ
う

に
多

く
の

工
程

が
必

要
に

な
る

と
思

わ
れ

ま
す

が
、
不

便
さ

を
感

じ
る

方
々

の
移

動
に

関
連

す
る

Q
O

L
を

目
的

に
す

る
と

い
う

高
い

意
識

を
共

有
し

、
顕

在
化

し
て

い
る

技
術

を
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

す
れ

ば
「
魔

法
」
は

「
現

実
」
に

な
る

と
信

じ
て

い
ま

す
。
現

行
の

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
用

に
開

発
さ

れ
た

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
し

て
実

用
化

で
き

る
レ

ベ
ル

、
「
魔

法
の

杖
」
専

用
機

と
し

て
の

 ハ
ー

ド
を

作
り

込
ん

で
よ

り
使

い
や

す
く

な
っ

た
段

階
、
更

に
改

良
が

進
み

イ
ン

フ
ラ

と
の

連
携

も
稠

密
と

な
り

ユ
ビ

キ
タ

ス
な

様
相

を
実

現
化

し
た

レ
ベ

ル
な

ど
あ

る
段

階
で

実
用

に
耐

え
う

る
よ

う
に

な
れ

ば
実

社
会

に
出

し
て

行
き

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
へ

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
し

て
い

く
こ

と
に

な
る

の
で

し
ょ

う
。

最
後

に
も

う
一

つ
気

に
な

っ
て

い
る

の
が

盲
導

犬
の

存
在

で
す

。
こ

こ
に

は
最

小
限

の
指

示
で

思
い

通
り

の
結

果
を

得
る

「
調

教
」
の

仕
組

み
、
長

年
の

付
き

合
い

の
中

か
ら

双
方

が
馴

染
ん

で
行

く
「
学

習
」
の

仕
組

み
、
指

示
の

結
果

に
危

険
が

伴
う

場
合

の
非

服
従

な
ど

「
先

回
り

」
の

構
造

な
ど

考
察

に
値

す
る

関
係

性
が

観
ら

れ
ま

す
。
こ

れ
ら

を
シ

ス
テ

ム
に

取
込

め
れ

ば
使

用
者

と
シ

ス
テ

ム
の

間
に

「
信

頼
」
と

言
う

べ
き

関
係

が
築

け
る

か
も

知
れ

ま
せ

ん
。

「
魔

法
の

杖
」
は

杖
の

形
と

は
限

り
ま

せ
ん

。
一

体
ど

ん
な

も
の

な
る

の
で

し
ょ

う
。
 一

緒
に

考
え

ま
せ

ん
か

。

6
2

1
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

障
害

者
団

体
ヘ

ル
メ

ッ
ト

型
エ

ア
コ

ン
肢

体
不

自
由

者
利

用
者

の
ご

家
族

か
ら

い
た

だ
い

た
要

望
を

事
例

内
容

と
共

に
投

稿
致

し
ま

す
。

ご
本

人
は

黄
疸

性
脊

椎
損

傷
に

よ
る

ウ
イ

ル
ス

後
遺

症
に

よ
り

発
汗

作
用

が
う

ま
く

働
か

ず
、
夏

期
等

に
お

い
て

は
在

宅
時

や
車

の
乗

車
時

に
は

強
く

エ
ア

コ
ン

を
使

用
し

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。
お

も
ち

ゃ
の

扇
風

機
を

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で

購
入

し
ま

し
た

が
、
電

池
は

3
0

～
4

0
分

程
度

し
か

持
ち

ま
せ

ん
。

現
在

帽
子

の
中

に
ア

イ
ス

ノ
ン

用
の

冷
却

座
位

を
入

れ
る

方
法

が
あ

る
と

聞
き

ま
す

が
、
ヘ

ル
メ

ッ
ト

型
エ

ア
コ

ン
は

出
来

な
い

で
し

ょ
う

か
。
ク

ー
ル

ジ
ャ

ケ
ッ

ト
が

あ
る

事
は

聞
き

ま
す

が
、
頭

部
を

冷
や

す
方

法
の

福
祉

用
具

の
開

発
を

お
願

い
し

ま
す

。

6
2

2
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
障

害
者

団
体

肘
で

使
用

で
き

る
ペ

ー
ジ

め
く

り
機

肢
体

不
自

由
者

手
足

が
不

自
由

で
す

が
、
唯

一
肘

が
使

用
可

能
で

肘
で

ほ
ん

の
ペ

ー
ジ

が
め

く
れ

る
器

具
の

開
発

を
お

願
い

し
ま

す
。
現

在
絵

本
程

度
の

厚
さ

の
本

で
し

た
ら

め
く

れ
ま

す
が

、
肘

で
め

く
る

に
は

限
度

が
あ

り
ま

す
。

6
2

3
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
買

い
物

時
の

バ
ー

コ
ー

ド
リ

ー
ダ

ー
視

覚
障

害
者

買
い

物
を

し
て

い
る

時
、
商

品
に

つ
い

て
い

る
バ

ー
コ

ー
ド

を
読

み
取

る
と

、
商

品
名

、
値

段
、
内

容
量

、
カ

ロ
リ

ー
等

の
詳

細
情

報
を

音
声

で
知

ら
せ

て
く

れ
る

も
の

が
欲

し
い

。
既

存
で

類
似

す
る

製
品

は
あ

る
の

だ
が

、
商

品
名

だ
け

し
か

知
ら

せ
て

く
れ

な
い

。
そ

れ
で

は
あ

ま
り

役
に

立
た

な
い

。

6
2

4
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
エ

ア
コ

ン
の

音
声

対
応

リ
モ

コ
ン

視
覚

障
害

者
視

覚
障

害
者

だ
と

、
エ

ア
コ

ン
が

ど
う

い
う

設
定

に
な

っ
て

い
る

か
確

認
が

で
き

な
い

た
め

、
音

声
で

冷
房

・
暖

房
・
ド

ラ
イ

の
設

定
や

温
度

を
知

ら
せ

て
く

れ
る

も
の

が
欲

し
い

。
現

在
、
大

手
企

業
で

上
記

の
物

を
売

っ
て

は
い

る
が

、
本

体
込

み
で

１
７

万
円

以
上

す
る

の
で

手
が

出
な

い
。

２
～

３
年

前
ま

で
は

、
あ

る
大

手
企

業
で

、
全

メ
ー

カ
ー

対
応

の
音

声
リ

モ
コ

ン
を

２
万

円
程

度
で

売
っ

て
い

た
ら

し
い

が
、
今

は
廃

番
に

な
っ

て
い

る
模

様
で

あ
る

。
こ

れ
を

安
い

値
段

で
販

売
し

て
く

れ
れ

ば
と

て
も

よ
い

。
も

し
く

は
各

メ
ー

カ
ー

で
、
プ

ラ
ス

１
万

円
く

ら
い

で
音

声
リ

モ
コ

ン
に

替
え

ら
れ

る
と

よ
い

。

6
2

5
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
音

声
出

力
で

き
る

固
定

電
話

機
視

覚
障

害
者

電
話

を
使

う
と

き
、
事

前
に

登
録

し
て

お
い

た
相

手
方

の
名

前
、
電

話
番

号
の

検
索

や
通

話
履

歴
を

音
声

出
力

す
る

も
の

が
欲

し
い

。
大

手
企

業
が

既
に

実
用

化
し

て
い

る
が

、
電

話
帳

を
登

録
す

る
際

に
パ

ソ
コ

ン
が

必
要

で
あ

っ
た

り
、
そ

の
機

能
を

利
用

す
る

の
に

別
途

ナ
ン

バ
ー

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

の
契

約
を

結
ば

な
け

れ
ば

い
け

な
い

。
そ

れ
で

は
使

い
勝

手
が

悪
い

の
で

、
電

話
機

本
体

で
簡

単
に

登
録

・
編

集
が

で
き

、
安

価
な

も
の

が
欲

し
い

。

6
2

6
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
音

声
で

操
作

で
き

る
電

子
字

書
視

覚
障

害
者

単
語

な
ど

を
音

声
を

頼
り

に
入

力
す

る
こ

と
が

で
き

、
結

果
と

内
容

を
音

声
で

知
ら

せ
て

く
れ

る
も

の
。
パ

ソ
コ

ン
で

は
で

き
る

が
、
時

間
が

か
か

る
た

め
、
手

軽
に

使
用

で
き

る
も

の
が

ほ
し

い
。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

6
2

0
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
そ

の
他

魔
法

の
杖

、
魔

法
の

絨
緞

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
表

題
の

「
魔

法
」
の

意
味

す
る

と
こ

ろ
は

、
最

近
の

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
と

呼
ば

れ
る

高
性

能
な

携
帯

端
末

が
具

現
化

し
つ

つ
あ

る
一

群
の

新
規

な
機

能
を

指
し

て
い

ま
す

。
G

P
S

測
置

シ
ス

テ
ム

、
加

速
度

セ
ン

サ
、
方

位
セ

ン
サ

、
高

密
度

な
実

装
技

術
、
自

由
度

の
高

い
入

出
力

デ
バ

イ
ス

と
多

く
の

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ソ
フ

ト
の

組
合

せ
が

こ
れ

ま
で

で
は

想
像

で
き

な
か

っ
た

様
相

の
機

能
や

サ
ー

ビ
ス

を
現

実
の

も
の

と
し

て
い

ま
す

。
更

に
そ

の
可

能
性

が
急

速
に

広
が

っ
て

行
く

こ
と

は
確

実
で

し
ょ

う
。
こ

の
よ

う
な

状
況

を
可

能
に

し
て

い
る

技
術

群
を

「
魔

法
」
と

呼
ん

で
し

ま
っ

て
も

許
さ

れ
る

の
で

は
な

い
か

と
思

い
ま

す
。
私

た
ち

は
生

活
に

不
便

を
感

じ
る

人
を

援
護

す
る

技
術

と
し

て
一

連
の

技
術

を
筋

道
を

立
て

て
応

用
し

、
実

用
化

し
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。
「
魔

法
の

杖
」
と

は
、
視

覚
障

害
者

の
移

動
支

援
に

こ
の

新
技

術
群

を
応

用
援

用
し

た
新

規
の

シ
ス

テ
ム

を
指

し
、
「
魔

法
の

絨
毯

」
は

歩
行

障
害

者
の

移
動

支
援

に
応

用
援

用
す

る
こ

と
を

イ
メ

ー
ジ

し
て

い
る

の
で

す
。

魔
法

の
杖

と
は

、
現

行
の

視
覚

障
害

者
移

動
支

援
シ

ス
テ

ム
は

、
A

地
点

か
ら

B
地

点
へ

の
物

理
的

移
動

を
安

全
に

ス
ム

ー
ズ

に
確

保
す

る
か

が
重

視
さ

れ
て

い
ま

す
が

、
新

世
代

の
支

援
シ

ス
テ

ム
で

は
こ

の
基

本
機

能
を

向
上

さ
せ

る
と

同
時

に
歩

行
を

楽
し

み
移

動
中

の
街

を
楽

し
む

と
い

っ
た

レ
ベ

ル
ま

で
を

可
能

に
す

る
Q

O
L
 (

Q
u

a
li
ty

 o
f
 L

if
e

)向
上

シ
ス

テ
ム

と
し

て
の

「
魔

法
の

杖
」
実

現
を

目
指

す
べ

き
だ

と
考

え
て

い
ま

す
。

視
覚

障
害

者
の

眼
前

に
広

が
る

実
空

間
情

報
（
一

覧
情

報
）
を

セ
ン

シ
ン

グ
す

る
に

は
、
各

種
の

セ
ン

サ
ー

に
よ

る
現

場
の

把
握

、
G

P
S

と
マ

ッ
プ

デ
ー

タ
の

照
合

、
イ

ン
フ

ラ
と

し
て

街
中

に
設

置
さ

れ
た

機
器

類
と

の
通

信
な

ど
を

総
合

的
に

利
用

す
れ

ば
多

く
の

可
能

性
が

考
え

ら
れ

ま
す

。
そ

の
上

で
重

要
に

な
る

の
が

、
障

害
者

の
適

切
な

判
断

と
行

動
を

可
能

に
す

る
有

用
情

報
の

抽
出

ノ
ウ

ハ
ウ

、
そ

れ
を

利
用

者
に

適
切

に
伝

え
る

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

イ
ス

技
術

の
確

立
で

す
。

そ
の

た
め

に
は

、
最

初
に

視
覚

障
害

者
の

方
達

の
イ

ン
タ

ヴ
ュ

ー
／

行
動

観
察

な
ど

か
ら

移
動

時
の

空
間

認
識

の
仕

方
、
有

用
な

誘
導

情
報

の
把

握
、
実

用
的

な
移

動
支

援
シ

ス
テ

ム
の

要
求

仕
様

の
整

理
を

行
な

う
こ

と
が

必
要

で
し

ょ
う

。
こ

れ
ら

の
知

見
を

踏
ま

え
て

、
音

声
(合

成
)ガ

イ
ド

や
音

響
ガ

イ
ド

の
応

用
開

発
、
G

U
I

タ
ッ

チ
式

入
力

の
フ

ォ
ー

ス
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

化
技

術
や

モ
ー

シ
ョ

ン
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
、
音

声
認

識
技

術
な

ど
の

応
用

開
発

、
ハ

ー
ド

プ
ロ

ダ
ク

ト
と

し
て

統
合

さ
れ

た
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
イ

ス
、
音

声
ガ

イ
ド

の
コ

ン
テ

ン
ツ

レ
ベ

ル
ま

で
様

々
な

フ
ェ

ー
ズ

で
の

研
究

開
発

の
必

要
性

が
予

測
さ

れ
ま

す
。

こ
の

よ
う

に
多

く
の

工
程

が
必

要
に

な
る

と
思

わ
れ

ま
す

が
、
不

便
さ

を
感

じ
る

方
々

の
移

動
に

関
連

す
る

Q
O

L
を

目
的

に
す

る
と

い
う

高
い

意
識

を
共

有
し

、
顕

在
化

し
て

い
る

技
術

を
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

す
れ

ば
「
魔

法
」
は

「
現

実
」
に

な
る

と
信

じ
て

い
ま

す
。
現

行
の

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
用

に
開

発
さ

れ
た

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
し

て
実

用
化

で
き

る
レ

ベ
ル

、
「
魔

法
の

杖
」
専

用
機

と
し

て
の

 ハ
ー

ド
を

作
り

込
ん

で
よ

り
使

い
や

す
く

な
っ

た
段

階
、
更

に
改

良
が

進
み

イ
ン

フ
ラ

と
の

連
携

も
稠

密
と

な
り

ユ
ビ

キ
タ

ス
な

様
相

を
実

現
化

し
た

レ
ベ

ル
な

ど
あ

る
段

階
で

実
用

に
耐

え
う

る
よ

う
に

な
れ

ば
実

社
会

に
出

し
て

行
き

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
へ

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
し

て
い

く
こ

と
に

な
る

の
で

し
ょ

う
。

最
後

に
も

う
一

つ
気

に
な

っ
て

い
る

の
が

盲
導

犬
の

存
在

で
す

。
こ

こ
に

は
最

小
限

の
指

示
で

思
い

通
り

の
結

果
を

得
る

「
調

教
」
の

仕
組

み
、
長

年
の

付
き

合
い

の
中

か
ら

双
方

が
馴

染
ん

で
行

く
「
学

習
」
の

仕
組

み
、
指

示
の

結
果

に
危

険
が

伴
う

場
合

の
非

服
従

な
ど

「
先

回
り

」
の

構
造

な
ど

考
察

に
値

す
る

関
係

性
が

観
ら

れ
ま

す
。
こ

れ
ら

を
シ

ス
テ

ム
に

取
込

め
れ

ば
使

用
者

と
シ

ス
テ

ム
の

間
に

「
信

頼
」
と

言
う

べ
き

関
係

が
築

け
る

か
も

知
れ

ま
せ

ん
。

「
魔

法
の

杖
」
は

杖
の

形
と

は
限

り
ま

せ
ん

。
一

体
ど

ん
な

も
の

な
る

の
で

し
ょ

う
。
 一

緒
に

考
え

ま
せ

ん
か

。

6
2

1
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

障
害

者
団

体
ヘ

ル
メ

ッ
ト

型
エ

ア
コ

ン
肢

体
不

自
由

者
利

用
者

の
ご

家
族

か
ら

い
た

だ
い

た
要

望
を

事
例

内
容

と
共

に
投

稿
致

し
ま

す
。

ご
本

人
は

黄
疸

性
脊

椎
損

傷
に

よ
る

ウ
イ

ル
ス

後
遺

症
に

よ
り

発
汗

作
用

が
う

ま
く

働
か

ず
、
夏

期
等

に
お

い
て

は
在

宅
時

や
車

の
乗

車
時

に
は

強
く

エ
ア

コ
ン

を
使

用
し

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。
お

も
ち

ゃ
の

扇
風

機
を

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で

購
入

し
ま

し
た

が
、
電

池
は

3
0

～
4

0
分

程
度

し
か

持
ち

ま
せ

ん
。

現
在

帽
子

の
中

に
ア

イ
ス

ノ
ン

用
の

冷
却

座
位

を
入

れ
る

方
法

が
あ

る
と

聞
き

ま
す

が
、
ヘ

ル
メ

ッ
ト

型
エ

ア
コ

ン
は

出
来

な
い

で
し

ょ
う

か
。
ク

ー
ル

ジ
ャ

ケ
ッ

ト
が

あ
る

事
は

聞
き

ま
す

が
、
頭

部
を

冷
や

す
方

法
の

福
祉

用
具

の
開

発
を

お
願

い
し

ま
す

。

6
2

2
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
障

害
者

団
体

肘
で

使
用

で
き

る
ペ

ー
ジ

め
く

り
機

肢
体

不
自

由
者

手
足

が
不

自
由

で
す

が
、
唯

一
肘

が
使

用
可

能
で

肘
で

ほ
ん

の
ペ

ー
ジ

が
め

く
れ

る
器

具
の

開
発

を
お

願
い

し
ま

す
。
現

在
絵

本
程

度
の

厚
さ

の
本

で
し

た
ら

め
く

れ
ま

す
が

、
肘

で
め

く
る

に
は

限
度

が
あ

り
ま

す
。

6
2

3
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
買

い
物

時
の

バ
ー

コ
ー

ド
リ

ー
ダ

ー
視

覚
障

害
者

買
い

物
を

し
て

い
る

時
、
商

品
に

つ
い

て
い

る
バ

ー
コ

ー
ド

を
読

み
取

る
と

、
商

品
名

、
値

段
、
内

容
量

、
カ

ロ
リ

ー
等

の
詳

細
情

報
を

音
声

で
知

ら
せ

て
く

れ
る

も
の

が
欲

し
い

。
既

存
で

類
似

す
る

製
品

は
あ

る
の

だ
が

、
商

品
名

だ
け

し
か

知
ら

せ
て

く
れ

な
い

。
そ

れ
で

は
あ

ま
り

役
に

立
た

な
い

。

6
2

4
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
エ

ア
コ

ン
の

音
声

対
応

リ
モ

コ
ン

視
覚

障
害

者
視

覚
障

害
者

だ
と

、
エ

ア
コ

ン
が

ど
う

い
う

設
定

に
な

っ
て

い
る

か
確

認
が

で
き

な
い

た
め

、
音

声
で

冷
房

・
暖

房
・
ド

ラ
イ

の
設

定
や

温
度

を
知

ら
せ

て
く

れ
る

も
の

が
欲

し
い

。
現

在
、
大

手
企

業
で

上
記

の
物

を
売

っ
て

は
い

る
が

、
本

体
込

み
で

１
７

万
円

以
上

す
る

の
で

手
が

出
な

い
。

２
～

３
年

前
ま

で
は

、
あ

る
大

手
企

業
で

、
全

メ
ー

カ
ー

対
応

の
音

声
リ

モ
コ

ン
を

２
万

円
程

度
で

売
っ

て
い

た
ら

し
い

が
、
今

は
廃

番
に

な
っ

て
い

る
模

様
で

あ
る

。
こ

れ
を

安
い

値
段

で
販

売
し

て
く

れ
れ

ば
と

て
も

よ
い

。
も

し
く

は
各

メ
ー

カ
ー

で
、
プ

ラ
ス

１
万

円
く

ら
い

で
音

声
リ

モ
コ

ン
に

替
え

ら
れ

る
と

よ
い

。

6
2

5
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
音

声
出

力
で

き
る

固
定

電
話

機
視

覚
障

害
者

電
話

を
使

う
と

き
、
事

前
に

登
録

し
て

お
い

た
相

手
方

の
名

前
、
電

話
番

号
の

検
索

や
通

話
履

歴
を

音
声

出
力

す
る

も
の

が
欲

し
い

。
大

手
企

業
が

既
に

実
用

化
し

て
い

る
が

、
電

話
帳

を
登

録
す

る
際

に
パ

ソ
コ

ン
が

必
要

で
あ

っ
た

り
、
そ

の
機

能
を

利
用

す
る

の
に

別
途

ナ
ン

バ
ー

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

の
契

約
を

結
ば

な
け

れ
ば

い
け

な
い

。
そ

れ
で

は
使

い
勝

手
が

悪
い

の
で

、
電

話
機

本
体

で
簡

単
に

登
録

・
編

集
が

で
き

、
安

価
な

も
の

が
欲

し
い

。

6
2

6
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
音

声
で

操
作

で
き

る
電

子
字

書
視

覚
障

害
者

単
語

な
ど

を
音

声
を

頼
り

に
入

力
す

る
こ

と
が

で
き

、
結

果
と

内
容

を
音

声
で

知
ら

せ
て

く
れ

る
も

の
。
パ

ソ
コ

ン
で

は
で

き
る

が
、
時

間
が

か
か

る
た

め
、
手

軽
に

使
用

で
き

る
も

の
が

ほ
し

い
。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

6
2

7
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

多
用

途
携

帯
型

拡
大

読
書

器
視

覚
障

害
者

筆
記

や
遠

方
視

も
し

や
す

い
携

帯
型

読
書

器
を

望
み

ま
す

。
私

が
試

し
た

も
の

は
、
筆

記
用

ワ
ー

ク
デ

ィ
ス

タ
ン

ス
が

狭
か

っ
た

り
・
支

持
し

に
く

か
っ

た
り

、
画

像
処

理
の

遅
延

が
あ

っ
た

り
、
画

像
強

調
し

す
ぎ

て
ペ

ン
先

が
わ

か
ら

な
か

っ
た

り
と

、
筆

記
困

難
な

も
の

が
多

か
っ

た
で

す
。
遠

方
視

が
で

き
る

機
種

で
も

デ
ジ

カ
メ

に
遠

く
及

ば
な

い
性

能
で

し
た

。
ル

ー
ペ

、
単

眼
鏡

、
弱

視
眼

鏡
、
携

帯
型

拡
大

読
書

器
、
デ

ジ
カ

メ
な

ど
多

く
を

持
ち

歩
か

な
く

て
も

い
い

よ
う

に
な

っ
て

ほ
し

い
で

す
。
あ

と
バ

ッ
テ

リ
ー

を
気

に
せ

ず
に

使
い

た
い

で
す

。

6
2

8
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

人
物

識
別

機
視

覚
障

害
者

正
面

に
い

る
人

を
識

別
し

て
、
音

声
で

名
前

を
伝

え
て

く
れ

る
装

置
。

6
2

9
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

軽
量

可
搬

可
能

据
え

置
き

型
拡

大
読

書
器

視
覚

障
害

者
現

在
で

も
可

搬
可

能
な

据
え

置
き

型
拡

大
読

書
器

は
あ

り
ま

す
が

、
重

た
く

て
始

終
持

ち
歩

く
こ

と
は

困
難

で
す

。
ノ

ー
ト

パ
ソ

コ
ン

程
度

の
重

さ
で

折
り

た
た

め
て

バ
ッ

テ
リ

ー
駆

動
も

可
能

な
読

書
器

が
ほ

し
い

で
す

。

6
3

0
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
開

発
メ

ー
カ

ー
U

S
B

眼
球

入
力

マ
ウ

ス
肢

体
不

自
由

者
上

肢
体

障
が

い
者

に
対

し
て

の
パ

ソ
コ

ン
操

作
を

上
下

肢
を

使
わ

ず
に

利
用

者
自

身
が

目
で

見
て

い
る

箇
所

に
マ

ウ
ス

カ
ー

ソ
ル

を
追

従
さ

せ
、
健

常
者

が
利

用
し

て
い

る
マ

ウ
ス

操
作

と
同

等
の

操
作

性
と

設
定

の
簡

易
性

が
あ

れ
ば

、
利

用
者

及
び

介
護

者
に

負
担

少
な

い
P

C
用

U
S

B
入

力
装

置
と

な
る

と
思

い
ま

す
。

6
3

1
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
利

用
者

G
P

S
を

利
用

し
た

ポ
ー

タ
ブ

ル
ナ

ビ
視

覚
障

害
者

盲
導

犬
と

生
活

し
て

い
る

が
、
私

が
知

っ
て

い
る

道
し

か
通

れ
な

い
。
目

的
の

場
所

ま
で

自
立

歩
行

し
た

い
。

6
3

2
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

活
字

を
点

字
に

変
換

す
る

機
器

視
覚

障
害

者
一

般
の

活
字

文
書

を
、
簡

単
に

点
字

に
変

換
す

る
機

器
を

求
め

て
い

ま
す

。
ヘ

ル
パ

ー
さ

ん
に

頼
っ

て
い

ま
す

が
、
自

分
の

ペ
ー

ス
で

読
み

た
い

。
日

常
生

活
の

中
で

読
む

こ
と

の
出

来
な

い
も

の
が

沢
山

あ
り

ま
す

。

6
3

3
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

携
帯

で
き

る
拡

大
器

視
覚

障
害

者
持

ち
運

び
が

可
能

な
拡

大
読

書
器

み
た

い
な

機
器

。
外

出
先

で
使

用
で

き
る

も
の

。

6
3

4
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

視
覚

障
害

者
で

も
使

え
る

ＩＣ
レ

コ
ー

ダ
ー

視
覚

障
害

者
銀

行
や

お
役

所
な

ど
で

の
重

要
な

お
話

し
は

録
音

し
て

、
あ

と
で

し
っ

か
り

と
聴

き
た

い
で

す
。
い

ま
の

ＩＣ
レ

コ
ー

ダ
ー

で
は

使
用

で
き

ま
せ

ん
。
昔

の
カ

セ
ッ

ト
テ

ー
プ

も
販

売
さ

れ
な

く
な

っ
て

き
て

い
ま

す
。
視

覚
障

害
者

に
優

し
い

ＩＣ
レ

コ
ー

ダ
ー

を
求

め
ま

す
。
音

声
録

音
は

大
変

重
要

で
す

。

6
3

5
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
利

用
者

ポ
ー

タ
ブ

ル
ナ

ビ
ー

ゲ
ー

シ
ョ

ン
シ

ス
テ

ム
視

覚
障

害
者

全
盲

だ
が

自
分

の
力

で
歩

け
る

よ
う

に
な

り
た

い
。
日

常
生

活
で

は
そ

れ
な

り
に

工
夫

し
て

生
活

し
て

い
る

。
安

全
な

移
動

を
補

助
し

て
く

れ
る

機
器

を
望

み
ま

す
。

6
3

6
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
眼

鏡
利

用
者

紫
外

線
を

防
ぐ

メ
ガ

ネ
視

覚
障

害
者

私
は

弱
視

で
す

が
、
紫

外
線

が
つ

ら
く

反
射

し
て

歩
き

ず
ら

い
で

す
。
度

が
入

っ
て

い
て

紫
外

線
を

カ
ッ

ト
す

る
よ

う
な

メ
ガ

ネ
を

望
み

ま
す

。
サ

ン
バ

イ
ザ

ー
が

付
い

た
帽

子
で

も
良

い
の

で
す

が
、
い

つ
も

か
ぶ

っ
て

い
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
こ

と
に

抵
抗

が
あ

り
ま

す
。

6
3

7
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
視

覚
障

害
に

配
慮

し
た

掃
除

機
視

覚
障

害
者

間
違

っ
て

重
要

な
も

の
ま

で
吸

い
込

ん
で

し
ま

う
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
、
電

源
ホ

ー
ス

の
取

扱
や

中
味

の
始

末
な

の
で

苦
労

し
て

い
ま

す
。
充

電
式

な
ど

で
視

覚
障

害
者

で
も

使
用

し
や

す
い

掃
除

機
。

6
3

8
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
新

聞
広

告
や

チ
ラ

シ
を

読
む

機
器

視
覚

障
害

者
新

聞
公

告
や

チ
ラ

シ
を

視
覚

障
害

者
で

も
読

め
る

よ
う

に
し

て
ほ

し
い

。

6
3

9
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
利

用
者

視
覚

障
害

者
用

の
ナ

ビ
シ

ス
テ

ム
視

覚
障

害
者

自
分

の
居

場
所

が
分

か
ら

な
く

な
る

こ
と

が
あ

る
。
居

場
所

を
把

握
し

、
次

の
目

的
ま

で
案

内
し

て
く

れ
る

よ
う

な
機

器
。

ま
た

駐
車

中
の

自
動

車
や

自
転

車
、
突

然
の

看
板

な
ど

に
ぶ

つ
か

る
こ

と
が

よ
く

あ
り

、
そ

れ
ら

を
事

前
に

感
知

し
知

ら
せ

て
く

れ
る

よ
う

な
機

器
が

あ
る

と
よ

い
。

6
4

0
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
補

聴
器

利
用

者
音

の
識

別
を

正
確

に
行

う
機

器
聴

覚
障

害
者

難
聴

で
、
現

在
、
箱

形
補

聴
器

を
使

用
し

て
い

る
が

、
人

の
声

の
質

や
回

り
音

な
ど

の
影

響
を

受
け

、
聞

き
間

違
え

て
し

ま
う

ケ
ー

ス
が

あ
り

ま
す

。
音

量
調

整
は

可
能

で
す

が
、
雑

音
が

混
じ

っ
た

り
複

数
の

人
の

声
が

一
気

に
頭

に
入

る
と

パ
ニ

ッ
ク

に
な

っ
て

し
ま

い
ま

す
。

6
4

1
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
音

声
対

応
の

電
子

辞
書

視
覚

障
害

者
音

声
で

読
み

上
げ

て
く

れ
る

電
子

辞
書

が
ほ

し
い

。
そ

れ
が

安
価

な
ら

な
お

よ
い

。

6
4

2
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

書
き

な
が

ら
使

え
る

拡
大

読
書

器
視

覚
障

害
者

銀
行

等
で

用
紙

な
ど

に
記

入
す

る
際

、
該

当
部

分
を

拡
大

し
な

が
ら

記
入

で
き

る
よ

う
な

商
品

が
欲

し
い

。
軽

量
か

つ
簡

単
な

も
の

。
ル

ー
ペ

の
よ

う
な

も
の

で
も

よ
い

。
そ

う
い

っ
た

も
の

が
銀

行
や

郵
便

局
に

備
え

付
け

ら
れ

て
い

る
と

便
利

で
す

。

6
4

3
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
携

帯
電

話
の

メ
モ

録
音

機
能

つ
き

視
覚

障
害

者
１
台

の
携

帯
電

話
に

メ
モ

録
音

機
能

が
あ

る
と

助
か

る
。

6
4

4
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
家

電
製

品
の

液
晶

画
面

の
コ

ン
ト

ラ
ス

ト
を

強
く

し
て

欲
し

い

視
覚

障
害

者
弱

視
の

た
め

、
強

い
コ

ン
ト

ラ
ス

ト
の

も
の

で
な

い
と

見
え

ず
ら

い
。

電
子

ジ
ャ

ー
や

エ
ア

コ
ン

、
リ

モ
コ

ン
な

ど
は

、
音

声
機

能
の

充
実

よ
り

も
、
液

晶
表

示
が

光
っ

た
り

バ
ッ

ク
と

文
字

が
黄

色
と

黒
の

コ
ン

ト
ラ

ス
ト

の
よ

う
に

は
っ

き
り

し
て

い
る

と
見

え
や

す
い

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

6
2

7
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

多
用

途
携

帯
型

拡
大

読
書

器
視

覚
障

害
者

筆
記

や
遠

方
視

も
し

や
す

い
携

帯
型

読
書

器
を

望
み

ま
す

。
私

が
試

し
た

も
の

は
、
筆

記
用

ワ
ー

ク
デ

ィ
ス

タ
ン

ス
が

狭
か

っ
た

り
・
支

持
し

に
く

か
っ

た
り

、
画

像
処

理
の

遅
延

が
あ

っ
た

り
、
画

像
強

調
し

す
ぎ

て
ペ

ン
先

が
わ

か
ら

な
か

っ
た

り
と

、
筆

記
困

難
な

も
の

が
多

か
っ

た
で

す
。
遠

方
視

が
で

き
る

機
種

で
も

デ
ジ

カ
メ

に
遠

く
及

ば
な

い
性

能
で

し
た

。
ル

ー
ペ

、
単

眼
鏡

、
弱

視
眼

鏡
、
携

帯
型

拡
大

読
書

器
、
デ

ジ
カ

メ
な

ど
多

く
を

持
ち

歩
か

な
く

て
も

い
い

よ
う

に
な

っ
て

ほ
し

い
で

す
。
あ

と
バ

ッ
テ

リ
ー

を
気

に
せ

ず
に

使
い

た
い

で
す

。

6
2

8
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

人
物

識
別

機
視

覚
障

害
者

正
面

に
い

る
人

を
識

別
し

て
、
音

声
で

名
前

を
伝

え
て

く
れ

る
装

置
。

6
2

9
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

軽
量

可
搬

可
能

据
え

置
き

型
拡

大
読

書
器

視
覚

障
害

者
現

在
で

も
可

搬
可

能
な

据
え

置
き

型
拡

大
読

書
器

は
あ

り
ま

す
が

、
重

た
く

て
始

終
持

ち
歩

く
こ

と
は

困
難

で
す

。
ノ

ー
ト

パ
ソ

コ
ン

程
度

の
重

さ
で

折
り

た
た

め
て

バ
ッ

テ
リ

ー
駆

動
も

可
能

な
読

書
器

が
ほ

し
い

で
す

。

6
3

0
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
開

発
メ

ー
カ

ー
U

S
B

眼
球

入
力

マ
ウ

ス
肢

体
不

自
由

者
上

肢
体

障
が

い
者

に
対

し
て

の
パ

ソ
コ

ン
操

作
を

上
下

肢
を

使
わ

ず
に

利
用

者
自

身
が

目
で

見
て

い
る

箇
所

に
マ

ウ
ス

カ
ー

ソ
ル

を
追

従
さ

せ
、
健

常
者

が
利

用
し

て
い

る
マ

ウ
ス

操
作

と
同

等
の

操
作

性
と

設
定

の
簡

易
性

が
あ

れ
ば

、
利

用
者

及
び

介
護

者
に

負
担

少
な

い
P

C
用

U
S

B
入

力
装

置
と

な
る

と
思

い
ま

す
。

6
3

1
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
利

用
者

G
P

S
を

利
用

し
た

ポ
ー

タ
ブ

ル
ナ

ビ
視

覚
障

害
者

盲
導

犬
と

生
活

し
て

い
る

が
、
私

が
知

っ
て

い
る

道
し

か
通

れ
な

い
。
目

的
の

場
所

ま
で

自
立

歩
行

し
た

い
。

6
3

2
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

活
字

を
点

字
に

変
換

す
る

機
器

視
覚

障
害

者
一

般
の

活
字

文
書

を
、
簡

単
に

点
字

に
変

換
す

る
機

器
を

求
め

て
い

ま
す

。
ヘ

ル
パ

ー
さ

ん
に

頼
っ

て
い

ま
す

が
、
自

分
の

ペ
ー

ス
で

読
み

た
い

。
日

常
生

活
の

中
で

読
む

こ
と

の
出

来
な

い
も

の
が

沢
山

あ
り

ま
す

。

6
3

3
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

携
帯

で
き

る
拡

大
器

視
覚

障
害

者
持

ち
運

び
が

可
能

な
拡

大
読

書
器

み
た

い
な

機
器

。
外

出
先

で
使

用
で

き
る

も
の

。

6
3

4
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

視
覚

障
害

者
で

も
使

え
る

ＩＣ
レ

コ
ー

ダ
ー

視
覚

障
害

者
銀

行
や

お
役

所
な

ど
で

の
重

要
な

お
話

し
は

録
音

し
て

、
あ

と
で

し
っ

か
り

と
聴

き
た

い
で

す
。
い

ま
の

ＩＣ
レ

コ
ー

ダ
ー

で
は

使
用

で
き

ま
せ

ん
。
昔

の
カ

セ
ッ

ト
テ

ー
プ

も
販

売
さ

れ
な

く
な

っ
て

き
て

い
ま

す
。
視

覚
障

害
者

に
優

し
い

ＩＣ
レ

コ
ー

ダ
ー

を
求

め
ま

す
。
音

声
録

音
は

大
変

重
要

で
す

。

6
3

5
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
利

用
者

ポ
ー

タ
ブ

ル
ナ

ビ
ー

ゲ
ー

シ
ョ

ン
シ

ス
テ

ム
視

覚
障

害
者

全
盲

だ
が

自
分

の
力

で
歩

け
る

よ
う

に
な

り
た

い
。
日

常
生

活
で

は
そ

れ
な

り
に

工
夫

し
て

生
活

し
て

い
る

。
安

全
な

移
動

を
補

助
し

て
く

れ
る

機
器

を
望

み
ま

す
。

6
3

6
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
眼

鏡
利

用
者

紫
外

線
を

防
ぐ

メ
ガ

ネ
視

覚
障

害
者

私
は

弱
視

で
す

が
、
紫

外
線

が
つ

ら
く

反
射

し
て

歩
き

ず
ら

い
で

す
。
度

が
入

っ
て

い
て

紫
外

線
を

カ
ッ

ト
す

る
よ

う
な

メ
ガ

ネ
を

望
み

ま
す

。
サ

ン
バ

イ
ザ

ー
が

付
い

た
帽

子
で

も
良

い
の

で
す

が
、
い

つ
も

か
ぶ

っ
て

い
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
こ

と
に

抵
抗

が
あ

り
ま

す
。

6
3

7
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
視

覚
障

害
に

配
慮

し
た

掃
除

機
視

覚
障

害
者

間
違

っ
て

重
要

な
も

の
ま

で
吸

い
込

ん
で

し
ま

う
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
、
電

源
ホ

ー
ス

の
取

扱
や

中
味

の
始

末
な

の
で

苦
労

し
て

い
ま

す
。
充

電
式

な
ど

で
視

覚
障

害
者

で
も

使
用

し
や

す
い

掃
除

機
。

6
3

8
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
新

聞
広

告
や

チ
ラ

シ
を

読
む

機
器

視
覚

障
害

者
新

聞
公

告
や

チ
ラ

シ
を

視
覚

障
害

者
で

も
読

め
る

よ
う

に
し

て
ほ

し
い

。

6
3

9
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
利

用
者

視
覚

障
害

者
用

の
ナ

ビ
シ

ス
テ

ム
視

覚
障

害
者

自
分

の
居

場
所

が
分

か
ら

な
く

な
る

こ
と

が
あ

る
。
居

場
所

を
把

握
し

、
次

の
目

的
ま

で
案

内
し

て
く

れ
る

よ
う

な
機

器
。

ま
た

駐
車

中
の

自
動

車
や

自
転

車
、
突

然
の

看
板

な
ど

に
ぶ

つ
か

る
こ

と
が

よ
く

あ
り

、
そ

れ
ら

を
事

前
に

感
知

し
知

ら
せ

て
く

れ
る

よ
う

な
機

器
が

あ
る

と
よ

い
。

6
4

0
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
補

聴
器

利
用

者
音

の
識

別
を

正
確

に
行

う
機

器
聴

覚
障

害
者

難
聴

で
、
現

在
、
箱

形
補

聴
器

を
使

用
し

て
い

る
が

、
人

の
声

の
質

や
回

り
音

な
ど

の
影

響
を

受
け

、
聞

き
間

違
え

て
し

ま
う

ケ
ー

ス
が

あ
り

ま
す

。
音

量
調

整
は

可
能

で
す

が
、
雑

音
が

混
じ

っ
た

り
複

数
の

人
の

声
が

一
気

に
頭

に
入

る
と

パ
ニ

ッ
ク

に
な

っ
て

し
ま

い
ま

す
。

6
4

1
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
音

声
対

応
の

電
子

辞
書

視
覚

障
害

者
音

声
で

読
み

上
げ

て
く

れ
る

電
子

辞
書

が
ほ

し
い

。
そ

れ
が

安
価

な
ら

な
お

よ
い

。

6
4

2
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

書
き

な
が

ら
使

え
る

拡
大

読
書

器
視

覚
障

害
者

銀
行

等
で

用
紙

な
ど

に
記

入
す

る
際

、
該

当
部

分
を

拡
大

し
な

が
ら

記
入

で
き

る
よ

う
な

商
品

が
欲

し
い

。
軽

量
か

つ
簡

単
な

も
の

。
ル

ー
ペ

の
よ

う
な

も
の

で
も

よ
い

。
そ

う
い

っ
た

も
の

が
銀

行
や

郵
便

局
に

備
え

付
け

ら
れ

て
い

る
と

便
利

で
す

。

6
4

3
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
携

帯
電

話
の

メ
モ

録
音

機
能

つ
き

視
覚

障
害

者
１
台

の
携

帯
電

話
に

メ
モ

録
音

機
能

が
あ

る
と

助
か

る
。

6
4

4
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
家

電
製

品
の

液
晶

画
面

の
コ

ン
ト

ラ
ス

ト
を

強
く

し
て

欲
し

い

視
覚

障
害

者
弱

視
の

た
め

、
強

い
コ

ン
ト

ラ
ス

ト
の

も
の

で
な

い
と

見
え

ず
ら

い
。

電
子

ジ
ャ

ー
や

エ
ア

コ
ン

、
リ

モ
コ

ン
な

ど
は

、
音

声
機

能
の

充
実

よ
り

も
、
液

晶
表

示
が

光
っ

た
り

バ
ッ

ク
と

文
字

が
黄

色
と

黒
の

コ
ン

ト
ラ

ス
ト

の
よ

う
に

は
っ

き
り

し
て

い
る

と
見

え
や

す
い

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

6
4

5
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
視

覚
障

害
用

の
駅

の
タ

ッ
チ

パ
ネ

ル
視

覚
障

害
者

駅
を

利
用

す
る

際
は

、
あ

ら
か

じ
め

目
的

地
ま

で
の

値
段

を
調

べ
て

お
い

て
券

売
機

で
購

入
し

ま
す

が
、
回

数
券

や
定

期
券

な
ど

、
タ

ッ
チ

パ
ネ

ル
を

使
わ

な
い

と
で

き
な

い
操

作
が

あ
る

。
視

覚
障

害
者

で
も

簡
単

に
使

え
る

タ
ッ

チ
パ

ネ
ル

を
望

み
ま

す
。

6
4

6
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
タ

ッ
チ

パ
ネ

ル
に

つ
い

て
視

覚
障

害
者

近
年

、
タ

ッ
チ

パ
ネ

ル
の

普
及

が
進

ん
で

き
た

た
め

、
不

便
を

感
じ

る
。

タ
ッ

チ
パ

ネ
ル

は
押

し
た

感
覚

も
な

い
し

、
ど

の
よ

う
な

操
作

を
行

っ
て

い
る

か
も

わ
か

ら
な

い
。

特
に

iP
h

o
n

e
は

使
い

こ
な

せ
な

い
。

6
4

7
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
盲

人
安

全
つ

え
利

用
者

白
杖

視
覚

障
害

者
白

杖
を

使
っ

て
い

て
、
溝

に
は

ま
っ

た
り

、
自

転
車

と
接

触
し

た
り

し
て

破
損

す
る

こ
と

が
多

い
。

耐
久

性
を

向
上

さ
せ

る
、
も

っ
と

安
価

に
す

る
な

ど
の

方
法

で
利

用
者

の
買

い
替

え
の

際
の

負
担

が
減

る
と

い
い

で
す

。

6
4

8
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
信

号
機

の
押

し
ボ

タ
ン

視
覚

障
害

者
最

近
は

音
響

装
置

付
き

の
信

号
機

が
増

え
て

い
ま

す
が

、
ま

だ
不

十
分

で
す

。
な

か
に

は
、
大

元
の

ス
イ

ッ
チ

を
切

っ
て

あ
る

の
か

、
視

覚
障

害
者

用
の

押
し

ボ
タ

ン
を

お
し

て
も

音
が

流
れ

な
い

信
号

機
も

あ
り

ま
す

。
近

隣
住

民
の

こ
と

を
配

慮
し

て
な

ら
、
信

号
の

色
を

感
知

し
て

、
バ

イ
ブ

等
で

知
ら

せ
て

く
れ

る
受

信
機

が
あ

れ
ば

よ
い

と
思

い
ま

す
。

6
4

9
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
利

用
者

視
覚

障
害

者
用

の
外

出
支

援
機

器
視

覚
障

害
者

家
の

中
の

こ
と

は
大

抵
ひ

と
り

で
で

き
る

の
で

す
が

、
外

出
す

る
際

に
は

ガ
イ

ド
ヘ

ル
パ

ー
さ

ん
に

頼
っ

て
い

ま
す

。
視

覚
障

害
で

も
自

由
に

目
的

地
ま

で
行

け
る

機
器

が
あ

る
と

と
て

も
便

利
で

す
。

6
5

0
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
障

害
者

団
体

日
常

生
活

用
具

視
覚

障
害

者
既

に
開

発
さ

れ
、
日

常
使

用
し

て
い

る
、
例

え
ば

音
声

秤
や

音
声

電
磁

調
理

器
等

が
品

切
れ

と
な

り
、
メ

ー
カ

ー
で

生
産

打
ち

切
り

に
な

り
困

っ
て

い
る

。
何

か
い

い
方

法
は

ご
ざ

い
ま

せ
ん

か
？

6
5

1
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
Ｓ

Ｐ
コ

ー
ド

の
普

及
視

覚
障

害
者

Ｓ
Ｐ

コ
ー

ド
読

み
取

り
装

置
を

使
っ

て
い

る
が

、
使

え
る

場
面

が
少

な
い

。
も

っ
と

Ｓ
Ｐ

コ
ー

ド
を

広
く

普
及

し
て

ほ
し

い
。

ま
た

、
選

挙
公

報
な

ど
に

Ｓ
Ｐ

コ
ー

ド
を

付
け

て
い

る
自

治
体

も
あ

る
よ

う
で

す
が

、
数

が
少

な
す

ぎ
ま

す
。
主

体
的

に
投

票
す

る
た

め
に

も
、
国

政
選

挙
、
地

方
選

挙
問

わ
ず

、
選

挙
公

報
に

は
Ｓ

Ｐ
コ

ー
ド

を
義

務
付

け
て

ほ
し

い
。

6
5

2
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

単
眼

鏡
の

拡
充

視
覚

障
害

者
単

眼
鏡

の
種

類
が

ル
ー

ペ
等

に
比

べ
る

と
少

な
い

よ
う

に
思

い
ま

す
。
駅

の
路

線
図

や
、
案

内
板

な
ど

を
見

る
と

き
に

は
単

眼
鏡

が
重

宝
す

る
の

で
、
性

能
の

い
い

製
品

が
も

っ
と

で
て

く
る

と
い

い
と

思
い

ま
す

。

6
5

3
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
画

像
情

報
を

容
易

に
認

識
で

き
る

機
器

視
覚

障
害

者
1
5

年
前

に
中

途
視

覚
障

害
に

な
っ

た
。
現

在
は

大
学

で
講

師
の

仕
事

を
し

て
い

る
。

教
材

を
扱

う
際

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

の
画

像
情

報
を

専
用

の
機

器
で

立
体

化
し

、
触

っ
て

イ
メ

ー
ジ

を
す

る
の

だ
が

、
想

像
力

だ
け

で
は

、
画

像
情

報
を

理
解

す
る

の
は

非
常

に
難

し
い

。
立

体
化

す
る

だ
け

で
は

な
く

、
文

字
情

報
な

ど
が

付
け

加
わ

る
と

よ
り

、
理

解
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

6
5

4
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

誤
認

が
な

い
色

識
別

装
置

視
覚

障
害

者
色

を
判

断
し

て
音

声
で

教
え

て
く

れ
る

色
識

別
装

置
が

あ
る

が
、

誤
認

し
て

し
ま

う
こ

と
が

多
い

の
で

、
正

確
な

色
を

判
別

し
て

く
れ

る
も

の
が

欲
し

い
。

6
5

5
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
利

用
者

多
機

能
音

声
ガ

イ
ド

付
き

湯
沸

か
し

器
視

覚
障

害
者

お
風

呂
の

湯
沸

か
し

器
で

、
湯

を
沸

か
し

始
め

る
時

と
、
湧

き
あ

が
っ

た
と

き
に

は
音

声
で

知
ら

せ
て

く
れ

る
が

、
温

度
を

調
節

す
る

際
に

ボ
タ

ン
で

操
作

し
た

り
、

室
温

を
知

り
た

い
時

に
も

あ
音

声
で

案
内

し
て

く
れ

る
と

も
っ

と
分

か
り

や
す

い
。

6
5

6
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
公

共
ト

イ
レ

の
流

す
方

法
視

覚
障

害
者

公
共

の
ト

イ
レ

を
流

す
際

、
最

近
は

立
ち

上
が

る
と

反
応

す
る

も
の

や
手

を
か

ざ
す

セ
ン

サ
ー

式
、
昔

な
が

ら
の

レ
バ

ー
・
ボ

タ
ン

式
な

ど
い

ろ
い

ろ
あ

る
た

め
、
手

さ
ぐ

り
で

そ
れ

を
探

さ
な

い
と

い
け

な
い

。
ト

イ
レ

と
い

う
場

所
で

も
あ

る
の

で
、
で

き
る

こ
と

な
ら

あ
ち

こ
ち

触
ら

な
く

て
済

む
よ

う
に

、
な

ん
ら

か
の

ル
ー

ル
を

作
っ

て
い

た
だ

け
る

と
あ

り
が

た
い

で
す

。

6
5

7
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
文

字
放

送
の

音
声

（
テ

ロ
ッ

プ
）

視
覚

障
害

者
文

字
放

送
の

テ
ロ

ッ
プ

を
音

声
に

し
て

く
れ

る
も

の
。
特

に
緊

急
・
重

要
な

も
の

は
音

声
に

し
て

も
ら

わ
な

い
と

困
る

。

6
5

8
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
音

響
装

置
付

き
信

号
機

に
つ

い
て

視
覚

障
害

者
信

号
機

の
視

覚
障

害
者

用
延

長
ボ

タ
ン

は
、
ど

こ
に

つ
い

て
い

る
か

、
わ

か
り

づ
ら

い
。

も
っ

と
わ

か
り

や
す

い
よ

う
に

な
る

こ
と

を
望

む
が

、
た

だ
位

置
を

知
ら

せ
る

音
声

を
大

き
く

す
る

だ
け

で
は

、
近

隣
の

家
に

迷
惑

が
か

か
る

。
何

か
良

い
方

法
で

位
置

を
わ

か
り

や
す

く
す

る
方

法
は

な
い

の
か

。

6
5

9
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
駅

の
階

段
の

ス
テ

ッ
プ

視
覚

障
害

者
駅

の
階

段
の

ス
テ

ッ
プ

（
角

の
黄

色
い

印
）
が

あ
る

と
下

り
や

す
い

。
（
上

る
時

は
何

と
か

な
る

）

6
6

0
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
手

す
り

の
改

良
視

覚
障

害
者

手
す

り
が

階
段

の
上

ま
で

き
ち

ん
と

つ
い

て
い

る
と

い
い

。
下

り
る

時
に

は
目

印
と

し
て

最
初

に
触

る
の

で
、
な

い
場

合
に

は
怖

い
思

い
を

す
る

こ
と

が
あ

る
。

6
6

1
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
盲

人
安

全
つ

え
利

用
者

段
差

お
知

ら
せ

白
杖

視
覚

障
害

者
段

差
が

あ
る

と
知

ら
せ

る
白

杖
。
歩

道
と

車
道

の
段

差
を

登
る

と
き

、
例

え
ば

ピ
ピ

ピ
と

知
ら

せ
る

も
の

。

6
6

2
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
盲

人
安

全
つ

え
利

用
者

音
声

ガ
イ

ド
付

き
白

状
視

覚
障

害
者

白
杖

が
現

在
い

る
場

所
を

感
知

し
て

、
目

的
地

ま
で

音
声

ガ
イ

ド
し

て
く

れ
る

と
助

か
る

。
ま

た
、
道

だ
け

で
は

な
く

て
、
白

杖
に

セ
ン

サ
ー

を
取

り
付

け
て

、
「
あ

と
〇

〇
メ

ー
ト

ル
で

障
害

物
で

す
」

と
、
障

害
物

を
感

知
し

て
知

ら
せ

て
く

れ
る

機
能

が
あ

れ
ば

、
ぶ

つ
か

ら
ず

安
全

に
歩

く
こ

と
が

で
き

る
。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

6
4

5
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
視

覚
障

害
用

の
駅

の
タ

ッ
チ

パ
ネ

ル
視

覚
障

害
者

駅
を

利
用

す
る

際
は

、
あ

ら
か

じ
め

目
的

地
ま

で
の

値
段

を
調

べ
て

お
い

て
券

売
機

で
購

入
し

ま
す

が
、
回

数
券

や
定

期
券

な
ど

、
タ

ッ
チ

パ
ネ

ル
を

使
わ

な
い

と
で

き
な

い
操

作
が

あ
る

。
視

覚
障

害
者

で
も

簡
単

に
使

え
る

タ
ッ

チ
パ

ネ
ル

を
望

み
ま

す
。

6
4

6
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
タ

ッ
チ

パ
ネ

ル
に

つ
い

て
視

覚
障

害
者

近
年

、
タ

ッ
チ

パ
ネ

ル
の

普
及

が
進

ん
で

き
た

た
め

、
不

便
を

感
じ

る
。

タ
ッ

チ
パ

ネ
ル

は
押

し
た

感
覚

も
な

い
し

、
ど

の
よ

う
な

操
作

を
行

っ
て

い
る

か
も

わ
か

ら
な

い
。

特
に

iP
h

o
n

e
は

使
い

こ
な

せ
な

い
。

6
4

7
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
盲

人
安

全
つ

え
利

用
者

白
杖

視
覚

障
害

者
白

杖
を

使
っ

て
い

て
、
溝

に
は

ま
っ

た
り

、
自

転
車

と
接

触
し

た
り

し
て

破
損

す
る

こ
と

が
多

い
。

耐
久

性
を

向
上

さ
せ

る
、
も

っ
と

安
価

に
す

る
な

ど
の

方
法

で
利

用
者

の
買

い
替

え
の

際
の

負
担

が
減

る
と

い
い

で
す

。

6
4

8
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
信

号
機

の
押

し
ボ

タ
ン

視
覚

障
害

者
最

近
は

音
響

装
置

付
き

の
信

号
機

が
増

え
て

い
ま

す
が

、
ま

だ
不

十
分

で
す

。
な

か
に

は
、
大

元
の

ス
イ

ッ
チ

を
切

っ
て

あ
る

の
か

、
視

覚
障

害
者

用
の

押
し

ボ
タ

ン
を

お
し

て
も

音
が

流
れ

な
い

信
号

機
も

あ
り

ま
す

。
近

隣
住

民
の

こ
と

を
配

慮
し

て
な

ら
、
信

号
の

色
を

感
知

し
て

、
バ

イ
ブ

等
で

知
ら

せ
て

く
れ

る
受

信
機

が
あ

れ
ば

よ
い

と
思

い
ま

す
。

6
4

9
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
利

用
者

視
覚

障
害

者
用

の
外

出
支

援
機

器
視

覚
障

害
者

家
の

中
の

こ
と

は
大

抵
ひ

と
り

で
で

き
る

の
で

す
が

、
外

出
す

る
際

に
は

ガ
イ

ド
ヘ

ル
パ

ー
さ

ん
に

頼
っ

て
い

ま
す

。
視

覚
障

害
で

も
自

由
に

目
的

地
ま

で
行

け
る

機
器

が
あ

る
と

と
て

も
便

利
で

す
。

6
5

0
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
障

害
者

団
体

日
常

生
活

用
具

視
覚

障
害

者
既

に
開

発
さ

れ
、
日

常
使

用
し

て
い

る
、
例

え
ば

音
声

秤
や

音
声

電
磁

調
理

器
等

が
品

切
れ

と
な

り
、
メ

ー
カ

ー
で

生
産

打
ち

切
り

に
な

り
困

っ
て

い
る

。
何

か
い

い
方

法
は

ご
ざ

い
ま

せ
ん

か
？

6
5

1
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
Ｓ

Ｐ
コ

ー
ド

の
普

及
視

覚
障

害
者

Ｓ
Ｐ

コ
ー

ド
読

み
取

り
装

置
を

使
っ

て
い

る
が

、
使

え
る

場
面

が
少

な
い

。
も

っ
と

Ｓ
Ｐ

コ
ー

ド
を

広
く

普
及

し
て

ほ
し

い
。

ま
た

、
選

挙
公

報
な

ど
に

Ｓ
Ｐ

コ
ー

ド
を

付
け

て
い

る
自

治
体

も
あ

る
よ

う
で

す
が

、
数

が
少

な
す

ぎ
ま

す
。
主

体
的

に
投

票
す

る
た

め
に

も
、
国

政
選

挙
、
地

方
選

挙
問

わ
ず

、
選

挙
公

報
に

は
Ｓ

Ｐ
コ

ー
ド

を
義

務
付

け
て

ほ
し

い
。

6
5

2
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

単
眼

鏡
の

拡
充

視
覚

障
害

者
単

眼
鏡

の
種

類
が

ル
ー

ペ
等

に
比

べ
る

と
少

な
い

よ
う

に
思

い
ま

す
。
駅

の
路

線
図

や
、
案

内
板

な
ど

を
見

る
と

き
に

は
単

眼
鏡

が
重

宝
す

る
の

で
、
性

能
の

い
い

製
品

が
も

っ
と

で
て

く
る

と
い

い
と

思
い

ま
す

。

6
5

3
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
画

像
情

報
を

容
易

に
認

識
で

き
る

機
器

視
覚

障
害

者
1
5

年
前

に
中

途
視

覚
障

害
に

な
っ

た
。
現

在
は

大
学

で
講

師
の

仕
事

を
し

て
い

る
。

教
材

を
扱

う
際

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

の
画

像
情

報
を

専
用

の
機

器
で

立
体

化
し

、
触

っ
て

イ
メ

ー
ジ

を
す

る
の

だ
が

、
想

像
力

だ
け

で
は

、
画

像
情

報
を

理
解

す
る

の
は

非
常

に
難

し
い

。
立

体
化

す
る

だ
け

で
は

な
く

、
文

字
情

報
な

ど
が

付
け

加
わ

る
と

よ
り

、
理

解
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

6
5

4
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

誤
認

が
な

い
色

識
別

装
置

視
覚

障
害

者
色

を
判

断
し

て
音

声
で

教
え

て
く

れ
る

色
識

別
装

置
が

あ
る

が
、

誤
認

し
て

し
ま

う
こ

と
が

多
い

の
で

、
正

確
な

色
を

判
別

し
て

く
れ

る
も

の
が

欲
し

い
。

6
5

5
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
利

用
者

多
機

能
音

声
ガ

イ
ド

付
き

湯
沸

か
し

器
視

覚
障

害
者

お
風

呂
の

湯
沸

か
し

器
で

、
湯

を
沸

か
し

始
め

る
時

と
、
湧

き
あ

が
っ

た
と

き
に

は
音

声
で

知
ら

せ
て

く
れ

る
が

、
温

度
を

調
節

す
る

際
に

ボ
タ

ン
で

操
作

し
た

り
、

室
温

を
知

り
た

い
時

に
も

あ
音

声
で

案
内

し
て

く
れ

る
と

も
っ

と
分

か
り

や
す

い
。

6
5

6
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
公

共
ト

イ
レ

の
流

す
方

法
視

覚
障

害
者

公
共

の
ト

イ
レ

を
流

す
際

、
最

近
は

立
ち

上
が

る
と

反
応

す
る

も
の

や
手

を
か

ざ
す

セ
ン

サ
ー

式
、
昔

な
が

ら
の

レ
バ

ー
・
ボ

タ
ン

式
な

ど
い

ろ
い

ろ
あ

る
た

め
、
手

さ
ぐ

り
で

そ
れ

を
探

さ
な

い
と

い
け

な
い

。
ト

イ
レ

と
い

う
場

所
で

も
あ

る
の

で
、
で

き
る

こ
と

な
ら

あ
ち

こ
ち

触
ら

な
く

て
済

む
よ

う
に

、
な

ん
ら

か
の

ル
ー

ル
を

作
っ

て
い

た
だ

け
る

と
あ

り
が

た
い

で
す

。

6
5

7
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
文

字
放

送
の

音
声

（
テ

ロ
ッ

プ
）

視
覚

障
害

者
文

字
放

送
の

テ
ロ

ッ
プ

を
音

声
に

し
て

く
れ

る
も

の
。
特

に
緊

急
・
重

要
な

も
の

は
音

声
に

し
て

も
ら

わ
な

い
と

困
る

。

6
5

8
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
音

響
装

置
付

き
信

号
機

に
つ

い
て

視
覚

障
害

者
信

号
機

の
視

覚
障

害
者

用
延

長
ボ

タ
ン

は
、
ど

こ
に

つ
い

て
い

る
か

、
わ

か
り

づ
ら

い
。

も
っ

と
わ

か
り

や
す

い
よ

う
に

な
る

こ
と

を
望

む
が

、
た

だ
位

置
を

知
ら

せ
る

音
声

を
大

き
く

す
る

だ
け

で
は

、
近

隣
の

家
に

迷
惑

が
か

か
る

。
何

か
良

い
方

法
で

位
置

を
わ

か
り

や
す

く
す

る
方

法
は

な
い

の
か

。

6
5

9
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
駅

の
階

段
の

ス
テ

ッ
プ

視
覚

障
害

者
駅

の
階

段
の

ス
テ

ッ
プ

（
角

の
黄

色
い

印
）
が

あ
る

と
下

り
や

す
い

。
（
上

る
時

は
何

と
か

な
る

）

6
6

0
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
手

す
り

の
改

良
視

覚
障

害
者

手
す

り
が

階
段

の
上

ま
で

き
ち

ん
と

つ
い

て
い

る
と

い
い

。
下

り
る

時
に

は
目

印
と

し
て

最
初

に
触

る
の

で
、
な

い
場

合
に

は
怖

い
思

い
を

す
る

こ
と

が
あ

る
。

6
6

1
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
盲

人
安

全
つ

え
利

用
者

段
差

お
知

ら
せ

白
杖

視
覚

障
害

者
段

差
が

あ
る

と
知

ら
せ

る
白

杖
。
歩

道
と

車
道

の
段

差
を

登
る

と
き

、
例

え
ば

ピ
ピ

ピ
と

知
ら

せ
る

も
の

。

6
6

2
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
盲

人
安

全
つ

え
利

用
者

音
声

ガ
イ

ド
付

き
白

状
視

覚
障

害
者

白
杖

が
現

在
い

る
場

所
を

感
知

し
て

、
目

的
地

ま
で

音
声

ガ
イ

ド
し

て
く

れ
る

と
助

か
る

。
ま

た
、
道

だ
け

で
は

な
く

て
、
白

杖
に

セ
ン

サ
ー

を
取

り
付

け
て

、
「
あ

と
〇

〇
メ

ー
ト

ル
で

障
害

物
で

す
」

と
、
障

害
物

を
感

知
し

て
知

ら
せ

て
く

れ
る

機
能

が
あ

れ
ば

、
ぶ

つ
か

ら
ず

安
全

に
歩

く
こ

と
が

で
き

る
。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

6
6

3
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
音

声
出

力
す

る
リ

モ
コ

ン
視

覚
障

害
者

リ
モ

コ
ン

や
タ

イ
マ

ー
の

ボ
タ

ン
を

押
し

た
ら

、
そ

の
数

字
を

音
声

で
知

ら
せ

る
も

の
。
（
Ｔ

Ｖ
で

は
な

く
、
リ

モ
コ

ン
か

ら
音

声
が

出
る

も
の

）

6
6

4
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
障

害
者

用
パ

ス
モ

視
覚

障
害

者
一

般
の

人
と

同
じ

よ
う

に
パ

ス
モ

を
使

い
た

い
。
障

害
者

手
帳

を
併

せ
る

と
子

供
料

金
で

通
れ

る
よ

う
に

な
る

と
よ

い
。

6
6

5
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

福
祉

医
療

団
体

公
共

ト
イ

レ
で

使
え

る
音

声
ガ

イ
ド

視
覚

障
害

者
公

共
ト

イ
レ

で
「
緊

急
ス

イ
ッ

チ
」
「
流

す
ス

イ
ッ

チ
」
「
ト

イ
レ

ッ
ト

ペ
ー

パ
ー

の
位

置
」
な

ど
を

音
声

で
知

ら
せ

て
く

れ
る

も
の

が
欲

し
い

。

6
6

6
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

手
紙

の
読

み
取

り
機

視
覚

障
害

者
手

紙
や

メ
ー

ル
に

Ｓ
Ｐ

コ
ー

ド
が

付
い

て
い

る
と

内
容

が
読

み
取

れ
る

の
で

、
普

及
し

て
い

た
だ

き
た

い
。
特

に
、
区

役
所

や
郵

便
物

な
ど

、
長

い
文

章
で

も
読

み
あ

げ
て

く
れ

る
も

の
が

あ
る

と
よ

い
。

6
6

7
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
ト

イ
レ

の
ボ

タ
ン

に
付

け
る

マ
ー

ク
視

覚
障

害
者

公
共

ト
イ

レ
の

水
を

流
す

マ
ー

ク
が

分
か

り
に

く
い

。
認

識
し

や
す

い
よ

う
に

大
き

く
し

て
ほ

し
い

。

6
6

8
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
ラ

ジ
オ

に
つ

い
て

視
覚

障
害

者
昔

の
ラ

ジ
オ

は
ダ

イ
ヤ

ル
式

で
使

い
や

す
か

っ
た

が
、
液

晶
操

作
が

主
流

に
な

っ
て

し
ま

っ
た

た
め

、
使

い
づ

ら
い

。
設

定
等

が
上

手
く

で
き

な
く

な
っ

て
し

ま
っ

た
の

が
残

念
。

6
6

9
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
小

型
携

帯
用

テ
レ

ビ
視

覚
障

害
者

小
型

の
携

帯
用

テ
レ

ビ
が

地
デ

ジ
対

応
に

な
っ

て
し

ま
う

と
初

期
設

定
で

地
域

等
を

設
定

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
の

で
困

る
。
矢

印
操

作
は

配
置

を
覚

え
た

り
、
押

す
ボ

タ
ン

を
覚

え
た

り
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

の
で

、
難

し
く

感
じ

る
。

た
と

え
ば

、
企

業
や

家
電

量
販

店
が

購
入

前
に

使
え

る
よ

う
に

な
る

ま
で

サ
ポ

ー
ト

し
て

く
れ

た
り

、
購

入
後

も
い

つ
で

も
対

応
し

て
く

れ
る

と
有

り
難

い
。

6
7

0
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
盲

人
安

全
つ

え
利

用
者

音
声

ガ
イ

ド
付

き
の

白
状

視
覚

障
害

者
一

人
で

外
を

歩
く

時
に

、
音

声
ガ

イ
ド

セ
ン

サ
ー

付
き

の
白

杖
が

あ
る

と
歩

き
や

す
い

と
思

う
。

6
7

1
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
音

声
付

き
家

電
製

品
視

覚
障

害
者

よ
り

多
く

の
家

電
製

品
に

音
声

案
内

機
能

が
付

く
と

便
利

だ
と

思
い

ま
す

。

6
7

2
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
ボ

イ
ス

オ
ー

バ
ー

機
能

視
覚

障
害

者
タ

ッ
チ

パ
ネ

ル
の

製
品

が
増

え
て

、
不

便
を

感
じ

て
い

る
。
iP

h
o

n
e

な
ど

は
使

い
づ

ら
い

が
、
ア

ク
セ

シ
ビ

リ
テ

ィ
と

し
て

ボ
イ

ス
オ

ー
バ

ー
機

能
（
タ

ッ
チ

す
る

と
音

声
で

読
み

上
げ

て
く

れ
る

機
能

）
が

内
蔵

さ
れ

て
い

る
の

で
、
助

か
る

。
今

後
、
販

売
さ

れ
る

タ
ッ

チ
パ

ネ
ル

式
の

製
品

に
つ

い
て

も
、
こ

の
よ

う
な

機
能

を
最

初
か

ら
内

蔵
し

て
も

ら
い

た
い

。

6
7

3
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
利

用
者

ＩＨ
ク

ッ
キ

ン
グ

ヒ
ー

タ
ー

の
機

能
に

つ
い

て
視

覚
障

害
者

ＩＨ
ク

ッ
キ

ン
グ

ヒ
ー

タ
ー

に
つ

い
て

、
例

え
ば

、
揚

げ
物

を
し

た
い

時
に

何
分

揚
げ

れ
ば

よ
い

の
か

分
か

る
よ

う
に

音
声

案
内

し
て

く
れ

た
り

、
あ

る
程

度
の

温
度

に
な

っ
た

ら
音

声
で

案
内

し
て

く
れ

る
機

能
が

あ
る

と
料

理
し

や
す

い
。

6
7

4
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
地

デ
ジ

対
応

テ
レ

ビ
の

音
声

ガ
イ

ド
視

覚
障

害
者

地
デ

ジ
対

応
の

テ
レ

ビ
で

、
見

た
い

番
組

の
時

間
や

ジ
ャ

ン
ル

別
の

情
報

を
音

声
案

内
し

て
欲

し
い

。

6
7

5
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
色

を
識

別
し

て
く

れ
る

機
器

視
覚

障
害

者
色

を
確

実
に

判
定

し
て

く
れ

る
機

器
が

欲
し

い
。
現

在
で

も
色

を
判

定
し

て
く

れ
る

機
器

は
出

て
い

る
が

、
確

実
で

は
な

い
。
自

分
が

ど
ん

な
洋

服
を

着
て

い
る

か
、
わ

か
る

よ
う

に
な

り
た

い
。

ケ
ー

タ
イ

の
ア

プ
リ

で
も

同
様

の
機

能
は

あ
る

が
、
正

確
性

に
欠

け
る

。

6
7

6
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
利

用
者

個
人

用
ナ

ビ
ゲ

ー
シ

ョ
ン

機
器

視
覚

障
害

者
車

の
カ

ー
ナ

ビ
と

同
じ

機
能

の
も

の
を

、
携

帯
し

て
持

ち
歩

け
る

よ
う

な
端

末
機

が
あ

る
と

便
利

（
歩

行
者

用
ナ

ビ
ゲ

ー
シ

ョ
ン

機
器

）
家

に
い

る
時

に
目

的
地

を
セ

ッ
ト

で
き

、
音

声
案

内
で

目
的

地
ま

で
誘

導
し

て
く

れ
る

も
の

が
あ

る
と

よ
い

。

6
7

7
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
利

用
者

携
帯

ナ
ビ

装
置

視
覚

障
害

者
携

帯
で

き
る

小
型

の
端

末
機

を
持

ち
歩

く
こ

と
で

、
家

ま
で

の
ル

ー
ト

案
内

や
、
真

直
ぐ

歩
行

で
き

て
い

る
か

を
知

ら
せ

て
く

れ
る

機
器

が
あ

る
と

助
か

る
。
道

を
歩

く
時

に
ぶ

つ
か

っ
た

り
、
ち

ゃ
ん

と
家

に
帰

れ
る

か
毎

回
不

安
に

な
る

の
で

ぜ
ひ

開
発

し
て

欲
し

い
。

6
7

8
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
色

識
別

装
置

視
覚

障
害

者
洋

服
や

ネ
ク

タ
イ

の
色

を
正

確
に

読
み

取
っ

て
く

れ
る

、
識

別
装

置
が

あ
れ

ば
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
を

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
既

に
そ

の
よ

う
な

機
器

が
販

売
さ

れ
て

い
る

は
ず

だ
が

、
正

確
に

色
を

識
別

で
き

て
い

な
い

。

6
7

9
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

拡
大

読
書

器
の

値
段

視
覚

障
害

者
拡

大
読

書
器

の
値

段
が

1
9

万
8

0
0

0
円

だ
が

、
1
0

万
円

く
ら

い
で

買
え

る
よ

う
に

な
っ

て
欲

し
い

。

6
8

0
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
駅

の
券

売
機

視
覚

障
害

者
駅

で
切

符
を

購
入

す
る

時
に

タ
ッ

チ
パ

ネ
ル

に
な

っ
て

し
ま

っ
た

の
で

、
前

の
押

し
ボ

タ
ン

式
の

券
売

機
に

戻
し

て
欲

し
い

。

6
8

1
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

ス
ピ

ー
チ

オ
視

覚
障

害
者

ス
ピ

ー
チ

オ
を

使
用

し
て

い
た

が
、
ロ

ー
マ

字
の

「
I」

と
数

字
の

「
１
」
を

間
違

え
て

読
み

取
っ

て
し

ま
う

の
で

、
使

い
勝

手
が

悪
か

っ
た

。
そ

の
よ

う
な

誤
認

が
な

い
よ

う
改

善
し

て
欲

し
い

。

6
8

2
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

時
刻

表
を

読
み

取
っ

て
く

れ
る

読
書

器
視

覚
障

害
者

冊
子

に
な

っ
て

い
る

時
刻

表
を

音
声

で
読

み
上

げ
て

く
れ

る
読

書
器

が
欲

し
い

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

6
6

3
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
音

声
出

力
す

る
リ

モ
コ

ン
視

覚
障

害
者

リ
モ

コ
ン

や
タ

イ
マ

ー
の

ボ
タ

ン
を

押
し

た
ら

、
そ

の
数

字
を

音
声

で
知

ら
せ

る
も

の
。
（
Ｔ

Ｖ
で

は
な

く
、
リ

モ
コ

ン
か

ら
音

声
が

出
る

も
の

）

6
6

4
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
障

害
者

用
パ

ス
モ

視
覚

障
害

者
一

般
の

人
と

同
じ

よ
う

に
パ

ス
モ

を
使

い
た

い
。
障

害
者

手
帳

を
併

せ
る

と
子

供
料

金
で

通
れ

る
よ

う
に

な
る

と
よ

い
。

6
6

5
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

福
祉

医
療

団
体

公
共

ト
イ

レ
で

使
え

る
音

声
ガ

イ
ド

視
覚

障
害

者
公

共
ト

イ
レ

で
「
緊

急
ス

イ
ッ

チ
」
「
流

す
ス

イ
ッ

チ
」
「
ト

イ
レ

ッ
ト

ペ
ー

パ
ー

の
位

置
」
な

ど
を

音
声

で
知

ら
せ

て
く

れ
る

も
の

が
欲

し
い

。

6
6

6
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

手
紙

の
読

み
取

り
機

視
覚

障
害

者
手

紙
や

メ
ー

ル
に

Ｓ
Ｐ

コ
ー

ド
が

付
い

て
い

る
と

内
容

が
読

み
取

れ
る

の
で

、
普

及
し

て
い

た
だ

き
た

い
。
特

に
、
区

役
所

や
郵

便
物

な
ど

、
長

い
文

章
で

も
読

み
あ

げ
て

く
れ

る
も

の
が

あ
る

と
よ

い
。

6
6

7
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
ト

イ
レ

の
ボ

タ
ン

に
付

け
る

マ
ー

ク
視

覚
障

害
者

公
共

ト
イ

レ
の

水
を

流
す

マ
ー

ク
が

分
か

り
に

く
い

。
認

識
し

や
す

い
よ

う
に

大
き

く
し

て
ほ

し
い

。

6
6

8
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
ラ

ジ
オ

に
つ

い
て

視
覚

障
害

者
昔

の
ラ

ジ
オ

は
ダ

イ
ヤ

ル
式

で
使

い
や

す
か

っ
た

が
、
液

晶
操

作
が

主
流

に
な

っ
て

し
ま

っ
た

た
め

、
使

い
づ

ら
い

。
設

定
等

が
上

手
く

で
き

な
く

な
っ

て
し

ま
っ

た
の

が
残

念
。

6
6

9
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
小

型
携

帯
用

テ
レ

ビ
視

覚
障

害
者

小
型

の
携

帯
用

テ
レ

ビ
が

地
デ

ジ
対

応
に

な
っ

て
し

ま
う

と
初

期
設

定
で

地
域

等
を

設
定

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
の

で
困

る
。
矢

印
操

作
は

配
置

を
覚

え
た

り
、
押

す
ボ

タ
ン

を
覚

え
た

り
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

の
で

、
難

し
く

感
じ

る
。

た
と

え
ば

、
企

業
や

家
電

量
販

店
が

購
入

前
に

使
え

る
よ

う
に

な
る

ま
で

サ
ポ

ー
ト

し
て

く
れ

た
り

、
購

入
後

も
い

つ
で

も
対

応
し

て
く

れ
る

と
有

り
難

い
。

6
7

0
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
盲

人
安

全
つ

え
利

用
者

音
声

ガ
イ

ド
付

き
の

白
状

視
覚

障
害

者
一

人
で

外
を

歩
く

時
に

、
音

声
ガ

イ
ド

セ
ン

サ
ー

付
き

の
白

杖
が

あ
る

と
歩

き
や

す
い

と
思

う
。

6
7

1
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
音

声
付

き
家

電
製

品
視

覚
障

害
者

よ
り

多
く

の
家

電
製

品
に

音
声

案
内

機
能

が
付

く
と

便
利

だ
と

思
い

ま
す

。

6
7

2
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
ボ

イ
ス

オ
ー

バ
ー

機
能

視
覚

障
害

者
タ

ッ
チ

パ
ネ

ル
の

製
品

が
増

え
て

、
不

便
を

感
じ

て
い

る
。
iP

h
o

n
e

な
ど

は
使

い
づ

ら
い

が
、
ア

ク
セ

シ
ビ

リ
テ

ィ
と

し
て

ボ
イ

ス
オ

ー
バ

ー
機

能
（
タ

ッ
チ

す
る

と
音

声
で

読
み

上
げ

て
く

れ
る

機
能

）
が

内
蔵

さ
れ

て
い

る
の

で
、
助

か
る

。
今

後
、
販

売
さ

れ
る

タ
ッ

チ
パ

ネ
ル

式
の

製
品

に
つ

い
て

も
、
こ

の
よ

う
な

機
能

を
最

初
か

ら
内

蔵
し

て
も

ら
い

た
い

。

6
7

3
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
利

用
者

ＩＨ
ク

ッ
キ

ン
グ

ヒ
ー

タ
ー

の
機

能
に

つ
い

て
視

覚
障

害
者

ＩＨ
ク

ッ
キ

ン
グ

ヒ
ー

タ
ー

に
つ

い
て

、
例

え
ば

、
揚

げ
物

を
し

た
い

時
に

何
分

揚
げ

れ
ば

よ
い

の
か

分
か

る
よ

う
に

音
声

案
内

し
て

く
れ

た
り

、
あ

る
程

度
の

温
度

に
な

っ
た

ら
音

声
で

案
内

し
て

く
れ

る
機

能
が

あ
る

と
料

理
し

や
す

い
。

6
7

4
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
地

デ
ジ

対
応

テ
レ

ビ
の

音
声

ガ
イ

ド
視

覚
障

害
者

地
デ

ジ
対

応
の

テ
レ

ビ
で

、
見

た
い

番
組

の
時

間
や

ジ
ャ

ン
ル

別
の

情
報

を
音

声
案

内
し

て
欲

し
い

。

6
7

5
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
色

を
識

別
し

て
く

れ
る

機
器

視
覚

障
害

者
色

を
確

実
に

判
定

し
て

く
れ

る
機

器
が

欲
し

い
。
現

在
で

も
色

を
判

定
し

て
く

れ
る

機
器

は
出

て
い

る
が

、
確

実
で

は
な

い
。
自

分
が

ど
ん

な
洋

服
を

着
て

い
る

か
、
わ

か
る

よ
う

に
な

り
た

い
。

ケ
ー

タ
イ

の
ア

プ
リ

で
も

同
様

の
機

能
は

あ
る

が
、
正

確
性

に
欠

け
る

。

6
7

6
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
利

用
者

個
人

用
ナ

ビ
ゲ

ー
シ

ョ
ン

機
器

視
覚

障
害

者
車

の
カ

ー
ナ

ビ
と

同
じ

機
能

の
も

の
を

、
携

帯
し

て
持

ち
歩

け
る

よ
う

な
端

末
機

が
あ

る
と

便
利

（
歩

行
者

用
ナ

ビ
ゲ

ー
シ

ョ
ン

機
器

）
家

に
い

る
時

に
目

的
地

を
セ

ッ
ト

で
き

、
音

声
案

内
で

目
的

地
ま

で
誘

導
し

て
く

れ
る

も
の

が
あ

る
と

よ
い

。

6
7

7
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
利

用
者

携
帯

ナ
ビ

装
置

視
覚

障
害

者
携

帯
で

き
る

小
型

の
端

末
機

を
持

ち
歩

く
こ

と
で

、
家

ま
で

の
ル

ー
ト

案
内

や
、
真

直
ぐ

歩
行

で
き

て
い

る
か

を
知

ら
せ

て
く

れ
る

機
器

が
あ

る
と

助
か

る
。
道

を
歩

く
時

に
ぶ

つ
か

っ
た

り
、
ち

ゃ
ん

と
家

に
帰

れ
る

か
毎

回
不

安
に

な
る

の
で

ぜ
ひ

開
発

し
て

欲
し

い
。

6
7

8
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
色

識
別

装
置

視
覚

障
害

者
洋

服
や

ネ
ク

タ
イ

の
色

を
正

確
に

読
み

取
っ

て
く

れ
る

、
識

別
装

置
が

あ
れ

ば
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
を

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
既

に
そ

の
よ

う
な

機
器

が
販

売
さ

れ
て

い
る

は
ず

だ
が

、
正

確
に

色
を

識
別

で
き

て
い

な
い

。

6
7

9
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

拡
大

読
書

器
の

値
段

視
覚

障
害

者
拡

大
読

書
器

の
値

段
が

1
9

万
8

0
0

0
円

だ
が

、
1
0

万
円

く
ら

い
で

買
え

る
よ

う
に

な
っ

て
欲

し
い

。

6
8

0
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
駅

の
券

売
機

視
覚

障
害

者
駅

で
切

符
を

購
入

す
る

時
に

タ
ッ

チ
パ

ネ
ル

に
な

っ
て

し
ま

っ
た

の
で

、
前

の
押

し
ボ

タ
ン

式
の

券
売

機
に

戻
し

て
欲

し
い

。

6
8

1
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

ス
ピ

ー
チ

オ
視

覚
障

害
者

ス
ピ

ー
チ

オ
を

使
用

し
て

い
た

が
、
ロ

ー
マ

字
の

「
I」

と
数

字
の

「
１
」
を

間
違

え
て

読
み

取
っ

て
し

ま
う

の
で

、
使

い
勝

手
が

悪
か

っ
た

。
そ

の
よ

う
な

誤
認

が
な

い
よ

う
改

善
し

て
欲

し
い

。

6
8

2
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

時
刻

表
を

読
み

取
っ

て
く

れ
る

読
書

器
視

覚
障

害
者

冊
子

に
な

っ
て

い
る

時
刻

表
を

音
声

で
読

み
上

げ
て

く
れ

る
読

書
器

が
欲

し
い

。

- 159 -

186625 報告書_本文_2校 (167)



投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

6
8

3
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
ケ

ー
タ

イ
の

カ
メ

ラ
で

で
文

字
や

標
識

を
認

識
し

て
く

れ
る

機
能

視
覚

障
害

者
ケ

ー
タ

イ
の

カ
メ

ラ
機

能
を

利
用

し
て

、
撮

影
し

た
文

字
や

標
識

を
読

み
あ

げ
て

く
れ

る
機

能
を

開
発

し
て

欲
し

い
。

一
部

の
ゴ

シ
ッ

ク
体

を
読

み
取

っ
て

く
れ

る
装

置
は

あ
る

が
、
少

し
で

も
装

飾
し

て
い

た
り

、
別

の
書

体
だ

と
読

み
取

っ
て

く
れ

な
い

の
で

幅
広

く
対

応
し

て
い

る
も

の
が

よ
い

。

6
8

4
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

そ
の

他
空

気
の

も
れ

な
い

カ
ニ

ュ
ー

レ
肢

体
不

自
由

者
カ

ニ
ュ

ー
レ

は
、
空

気
が

も
れ

る
か

ら
声

が
聞

こ
え

に
く

く
感

じ
て

し
ま

う
と

思
い

ま
す

。
そ

こ
で

、
空

気
が

ぬ
け

な
い

よ
う

に
形

を
工

夫
し

た
り

、
形

以
外

に
も

肌
に

な
じ

み
や

す
い

素
材

な
ど

を
使

っ
て

空
気

が
ぬ

け
な

い
よ

う
な

カ
ニ

ュ
ー

レ
が

あ
れ

ば
な

と
思

い
ま

す
。

6
8

5
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
義

肢
義

指
の

作
成

費
に

つ
い

て
自

衛
隊

で
公

務
災

害
の

担
当

を
し

て
い

ま
す

。
あ

る
隊

員
が

、
5

年
前

に
人

差
し

指
の

第
2

関
節

か
ら

指
を

切
断

し
、
福

祉
事

業
と

し
て

補
装

具
の

申
請

を
し

た
い

と
い

う
こ

と
で

し
た

。
た

だ
し

、
そ

の
隊

員
は

昨
年

に
転

属
し

て
き

て
、
か

つ
、
初

め
て

申
請

す
る

と
い

う
も

の
で

し
た

。
以

前
は

2
0

万
円

ほ
ど

の
義

指
を

自
腹

で
購

入
し

て
い

ま
し

た
。
そ

の
た

め
、
今

回
も

同
等

の
も

の
を

申
請

し
、
支

給
を

受
け

た
い

と
い

う
も

の
で

し
た

。
私

も
、
公

務
災

害
の

担
当

に
な

っ
て

日
も

浅
い

た
め

、
義

指
の

平
均

的
な

価
格

も
わ

か
ら

ず
、
ま

た
、
厚

生
労

働
省

で
定

め
ら

れ
て

い
る

価
格

が
あ

ま
り

に
も

安
い

た
め

、
基

準
額

で
補

装
具

の
支

給
が

可
能

か
を

知
り

た
く

、
ま

た
、
こ

の
サ

イ
ト

に
載

っ
て

い
る

製
作

所
な

ら
基

準
額

に
沿

っ
た

義
指

を
作

っ
て

い
た

だ
け

る
の

か
。
教

え
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

6
8

6
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

長
い

杖
肢

体
不

自
由

者
多

く
使

わ
れ

て
い

る
杖

は
、
腰

あ
た

り
ま

で
の

Ｔ
字

杖
で

す
が

、
こ

れ
で

は
下

り
坂

で
不

安
定

に
な

っ
た

り
、
杖

を
つ

く
位

置
に

よ
っ

て
歩

行
が

不
安

定
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。
そ

こ
で

介
護

用
品

と
し

て
、
頭

ぐ
ら

い
の

長
さ

の
杖

に
、
握

り
や

す
い

よ
う

デ
コ

ボ
コ

の
グ

リ
ッ

プ
を

つ
け

、
握

る
位

置
を

か
え

ら
れ

る
杖

を
提

案
い

た
し

ま
す

。
杖

を
長

く
す

る
こ

と
に

よ
り

、
杖

を
両

手
で

つ
か

む
こ

と
も

で
き

ま
す

し
、
立

ち
上

が
り

の
補

助
に

も
役

に
立

つ
と

思
い

ま
す

。

6
8

7
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
歩

行
器

福
祉

専
門

職
馬

蹄
型

歩
行

器
肢

体
不

自
由

者
馬

蹄
型

歩
行

器
で

、
在

宅
で

よ
り

使
用

し
や

す
い

も
の

を
！

1
.幅

、
高

さ
の

調
整

が
も

っ
と

出
来

る
も

の
。

　
例

え
ば

、
日

本
の

家
屋

事
情

や
体

格
を

考
え

れ
ば

幅
は

4
0

ｃ
ｍ

台
ま

で
狭

め
ら

れ
る

も
の

。
2

.抵
抗

器
、
ハ

ン
ド

ブ
レ

ー
キ

は
も

ち
ろ

ん
駐

車
ブ

レ
ー

キ
も

装
備

。
　
椅

子
や

ベ
ッ

ド
か

ら
の

移
乗

時
に

滑
る

。
　
ブ

レ
ー

キ
の

形
状

は
、
車

い
す

に
つ

い
て

い
る

よ
う

な
も

の
か

、
　
歩

行
車

の
よ

う
な

ハ
ン

ド
ブ

レ
ー

キ
を

下
げ

て
固

定
す

る
も

の
等

が
考

え
ら

れ
る

。

上
記

の
よ

う
な

機
能

を
持

っ
た

馬
蹄

型
歩

行
器

が
見

当
ら

な
い

の
で

是
非

開
発

し
て

い
た

だ
き

た
い

。

6
8

8
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
そ

の
他

対
象

物
ま

で
の

距
離

測
定

機
視

覚
障

害
者

デ
ジ

カ
メ

な
ど

の
ピ

ン
ト

合
わ

せ
機

能
を

使
い

、
ス

イ
ッ

チ
を

入
れ

る
と

向
け

た
方

向
に

対
象

物
が

あ
れ

ば
そ

こ
ま

で
の

距
離

を
イ

ヤ
ホ

ン
で

音
声

で
教

え
て

く
れ

る
。

使
用

例
　
電

車
の

席
に

座
り

た
い

け
ど

前
に

人
が

座
っ

て
い

る
か

わ
か

ら
な

い
時

な
ど

。
ス

テ
ッ

キ
で

足
を

確
認

す
る

の
も

失
礼

に
な

る
。

　
道

路
の

変
形

交
差

点
な

ど
で

ど
ち

ら
に

道
が

通
っ

て
い

る
か

確
認

す
る

な
ど

6
8

9
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

簡
単

取
り

外
し

電
話

用
拡

声
機

器
（
仮

称
）

聴
覚

障
害

者
私

は
脳

出
血

の
後

遺
症

の
障

害
に

よ
る

耳
鳴

り
の

為
に

、
電

話
の

帯
域

が
難

聴
に

な
り

ま
し

た
。
職

場
で

健
常

者
で

は
聞

こ
え

る
電

話
機

で
も

、
私

に
は

一
切

聞
こ

え
ま

せ
ん

。
古

い
ビ

ジ
ネ

ス
電

話
機

を
利

用
し

て
い

る
の

で
、
簡

単
に

市
販

の
骨

伝
導

電
話

機
と

付
け

替
え

が
出

来
ま

せ
ん

。
毎

日
、
不

自
由

な
生

活
を

送
っ

て
い

ま
す

。
骨

伝
導

を
利

用
し

た
難

聴
者

の
た

め
、
職

場
用

ビ
ジ

ネ
ス

電
話

機
が

取
替

の
出

来
な

い
場

合
の

、
簡

単
に

取
り

外
し

が
出

来
る

、
拡

声
機

器
の

開
発

を
お

願
い

し
ま

す
。

6
9

0
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

音
声

リ
モ

コ
ン

視
覚

障
害

者
家

庭
の

電
化

製
品

：
例

え
ば

、
テ

レ
ビ

・
ビ

デ
オ

・
ラ

ジ
オ

・
エ

ア
コ

ン
・
照

明
等

を
一

つ
の

音
声

リ
モ

コ
ン

で
操

作
で

き
、
ま

た
、
リ

モ
コ

ン
の

在
り

処
を

ア
ラ

ー
ム

で
知

ら
せ

る
機

能
が

あ
る

物
が

併
用

し
て

あ
れ

ば
視

覚
障

害
者

は
非

常
に

助
か

る
。
パ

ソ
コ

ン
を

介
し

た
音

声
操

作
で

き
る

も
の

（
ボ

イ
ス

・
ス

キ
ャ

ン
）
は

あ
り

ま
す

が
、

パ
ソ

コ
ン

を
扱

え
な

い
ひ

と
は

利
用

で
き

な
い

の
で

、
是

非
、
開

発
し

て
頂

き
た

い
。

6
9

1
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
の

家
族

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
を

使
っ

た
Ｅ

Ｍ
Ｓ

（
環

境
制

御
装

置
）

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 聴

覚
障

害
者

 言
語

障
害

者
 盲

ろ
う

者

iP
h

o
n

e
に

代
表

さ
れ

る
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

で
、
障

害
者

に
と

っ
て

も
大

き
く

Ｑ
Ｏ

Ｌ
を

高
め

ら
れ

る
可

能
性

が
で

て
き

ま
し

た
が

、
ま

だ
ま

だ
そ

れ
1
台

で
な

ん
で

も
出

来
る

と
ま

で
は

い
き

ま
せ

ん
。

病
室

や
部

屋
で

家
電

製
品

を
制

御
で

き
る

ソ
フ

ト
が

あ
れ

ば
自

分
達

の
意

思
で

身
の

回
り

の
生

活
を

変
え

ら
れ

ま
す

（
希

望
価

格
は

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
本

体
は

含
み

ま
せ

ん
）

6
9

2
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
視

覚
障

害
者

で
も

簡
単

に
使

え
る

携
帯

傘
入

れ
視

覚
障

害
者

視
覚

障
害

の
私

は
階

段
上

り
下

り
左

は
手

摺
で

右
手

に
白

杖
を

持
っ

て
い

ま
す

の
で

、
雨

の
日

は
折

り
た

た
み

傘
に

し
て

レ
ジ

の
ビ

ニ
ー

ル
に

入
れ

て
、
リ

ュ
ッ

ク
サ

ッ
ク

の
外

側
の

持
つ

ベ
ル

ト
に

縛
っ

て
つ

る
し

て
持

っ
て

歩
き

ま
す

。
電

車
の

中
に

傘
も

忘
れ

な
い

し
。
満

員
電

車
の

時
に

他
の

乗
客

に
傘

の
水

が
付

か
な

い
で

す
。
折

り
た

た
み

の
傘

を
入

れ
る

専
門

の
レ

ジ
袋

じ
ゃ

な
く

て
リ

ュ
ッ

ク
サ

ッ
ク

に
縛

り
付

け
れ

る
の

が
あ

る
と

良
い

と
思

い
ま

す
。

通
院

の
時

と
か

傘
立

て
に

お
い

た
ら

自
分

で
探

せ
な

い
の

で
、
折

り
た

た
ん

で
ビ

ニ
ー

ル
に

入
れ

て
手

元
に

持
っ

て
い

る
ほ

う
が

便
利

で
す

。
歯

科
は

靴
も

脱
ぎ

ま
す

の
で

、
目

印
を

つ
け

た
り

大
変

で
す

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

6
8

3
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
ケ

ー
タ

イ
の

カ
メ

ラ
で

で
文

字
や

標
識

を
認

識
し

て
く

れ
る

機
能

視
覚

障
害

者
ケ

ー
タ

イ
の

カ
メ

ラ
機

能
を

利
用

し
て

、
撮

影
し

た
文

字
や

標
識

を
読

み
あ

げ
て

く
れ

る
機

能
を

開
発

し
て

欲
し

い
。

一
部

の
ゴ

シ
ッ

ク
体

を
読

み
取

っ
て

く
れ

る
装

置
は

あ
る

が
、
少

し
で

も
装

飾
し

て
い

た
り

、
別

の
書

体
だ

と
読

み
取

っ
て

く
れ

な
い

の
で

幅
広

く
対

応
し

て
い

る
も

の
が

よ
い

。

6
8

4
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

そ
の

他
空

気
の

も
れ

な
い

カ
ニ

ュ
ー

レ
肢

体
不

自
由

者
カ

ニ
ュ

ー
レ

は
、
空

気
が

も
れ

る
か

ら
声

が
聞

こ
え

に
く

く
感

じ
て

し
ま

う
と

思
い

ま
す

。
そ

こ
で

、
空

気
が

ぬ
け

な
い

よ
う

に
形

を
工

夫
し

た
り

、
形

以
外

に
も

肌
に

な
じ

み
や

す
い

素
材

な
ど

を
使

っ
て

空
気

が
ぬ

け
な

い
よ

う
な

カ
ニ

ュ
ー

レ
が

あ
れ

ば
な

と
思

い
ま

す
。

6
8

5
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
義

肢
義

指
の

作
成

費
に

つ
い

て
自

衛
隊

で
公

務
災

害
の

担
当

を
し

て
い

ま
す

。
あ

る
隊

員
が

、
5

年
前

に
人

差
し

指
の

第
2

関
節

か
ら

指
を

切
断

し
、
福

祉
事

業
と

し
て

補
装

具
の

申
請

を
し

た
い

と
い

う
こ

と
で

し
た

。
た

だ
し

、
そ

の
隊

員
は

昨
年

に
転

属
し

て
き

て
、
か

つ
、
初

め
て

申
請

す
る

と
い

う
も

の
で

し
た

。
以

前
は

2
0

万
円

ほ
ど

の
義

指
を

自
腹

で
購

入
し

て
い

ま
し

た
。
そ

の
た

め
、
今

回
も

同
等

の
も

の
を

申
請

し
、
支

給
を

受
け

た
い

と
い

う
も

の
で

し
た

。
私

も
、
公

務
災

害
の

担
当

に
な

っ
て

日
も

浅
い

た
め

、
義

指
の

平
均

的
な

価
格

も
わ

か
ら

ず
、
ま

た
、
厚

生
労

働
省

で
定

め
ら

れ
て

い
る

価
格

が
あ

ま
り

に
も

安
い

た
め

、
基

準
額

で
補

装
具

の
支

給
が

可
能

か
を

知
り

た
く

、
ま

た
、
こ

の
サ

イ
ト

に
載

っ
て

い
る

製
作

所
な

ら
基

準
額

に
沿

っ
た

義
指

を
作

っ
て

い
た

だ
け

る
の

か
。
教

え
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

6
8

6
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

長
い

杖
肢

体
不

自
由

者
多

く
使

わ
れ

て
い

る
杖

は
、
腰

あ
た

り
ま

で
の

Ｔ
字

杖
で

す
が

、
こ

れ
で

は
下

り
坂

で
不

安
定

に
な

っ
た

り
、
杖

を
つ

く
位

置
に

よ
っ

て
歩

行
が

不
安

定
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。
そ

こ
で

介
護

用
品

と
し

て
、
頭

ぐ
ら

い
の

長
さ

の
杖

に
、
握

り
や

す
い

よ
う

デ
コ

ボ
コ

の
グ

リ
ッ

プ
を

つ
け

、
握

る
位

置
を

か
え

ら
れ

る
杖

を
提

案
い

た
し

ま
す

。
杖

を
長

く
す

る
こ

と
に

よ
り

、
杖

を
両

手
で

つ
か

む
こ

と
も

で
き

ま
す

し
、
立

ち
上

が
り

の
補

助
に

も
役

に
立

つ
と

思
い

ま
す

。

6
8

7
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
歩

行
器

福
祉

専
門

職
馬

蹄
型

歩
行

器
肢

体
不

自
由

者
馬

蹄
型

歩
行

器
で

、
在

宅
で

よ
り

使
用

し
や

す
い

も
の

を
！

1
.幅

、
高

さ
の

調
整

が
も

っ
と

出
来

る
も

の
。

　
例

え
ば

、
日

本
の

家
屋

事
情

や
体

格
を

考
え

れ
ば

幅
は

4
0

ｃ
ｍ

台
ま

で
狭

め
ら

れ
る

も
の

。
2

.抵
抗

器
、
ハ

ン
ド

ブ
レ

ー
キ

は
も

ち
ろ

ん
駐

車
ブ

レ
ー

キ
も

装
備

。
　
椅

子
や

ベ
ッ

ド
か

ら
の

移
乗

時
に

滑
る

。
　
ブ

レ
ー

キ
の

形
状

は
、
車

い
す

に
つ

い
て

い
る

よ
う

な
も

の
か

、
　
歩

行
車

の
よ

う
な

ハ
ン

ド
ブ

レ
ー

キ
を

下
げ

て
固

定
す

る
も

の
等

が
考

え
ら

れ
る

。

上
記

の
よ

う
な

機
能

を
持

っ
た

馬
蹄

型
歩

行
器

が
見

当
ら

な
い

の
で

是
非

開
発

し
て

い
た

だ
き

た
い

。

6
8

8
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
そ

の
他

対
象

物
ま

で
の

距
離

測
定

機
視

覚
障

害
者

デ
ジ

カ
メ

な
ど

の
ピ

ン
ト

合
わ

せ
機

能
を

使
い

、
ス

イ
ッ

チ
を

入
れ

る
と

向
け

た
方

向
に

対
象

物
が

あ
れ

ば
そ

こ
ま

で
の

距
離

を
イ

ヤ
ホ

ン
で

音
声

で
教

え
て

く
れ

る
。

使
用

例
　
電

車
の

席
に

座
り

た
い

け
ど

前
に

人
が

座
っ

て
い

る
か

わ
か

ら
な

い
時

な
ど

。
ス

テ
ッ

キ
で

足
を

確
認

す
る

の
も

失
礼

に
な

る
。

　
道

路
の

変
形

交
差

点
な

ど
で

ど
ち

ら
に

道
が

通
っ

て
い

る
か

確
認

す
る

な
ど

6
8

9
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

簡
単

取
り

外
し

電
話

用
拡

声
機

器
（
仮

称
）

聴
覚

障
害

者
私

は
脳

出
血

の
後

遺
症

の
障

害
に

よ
る

耳
鳴

り
の

為
に

、
電

話
の

帯
域

が
難

聴
に

な
り

ま
し

た
。
職

場
で

健
常

者
で

は
聞

こ
え

る
電

話
機

で
も

、
私

に
は

一
切

聞
こ

え
ま

せ
ん

。
古

い
ビ

ジ
ネ

ス
電

話
機

を
利

用
し

て
い

る
の

で
、
簡

単
に

市
販

の
骨

伝
導

電
話

機
と

付
け

替
え

が
出

来
ま

せ
ん

。
毎

日
、
不

自
由

な
生

活
を

送
っ

て
い

ま
す

。
骨

伝
導

を
利

用
し

た
難

聴
者

の
た

め
、
職

場
用

ビ
ジ

ネ
ス

電
話

機
が

取
替

の
出

来
な

い
場

合
の

、
簡

単
に

取
り

外
し

が
出

来
る

、
拡

声
機

器
の

開
発

を
お

願
い

し
ま

す
。

6
9

0
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

音
声

リ
モ

コ
ン

視
覚

障
害

者
家

庭
の

電
化

製
品

：
例

え
ば

、
テ

レ
ビ

・
ビ

デ
オ

・
ラ

ジ
オ

・
エ

ア
コ

ン
・
照

明
等

を
一

つ
の

音
声

リ
モ

コ
ン

で
操

作
で

き
、
ま

た
、
リ

モ
コ

ン
の

在
り

処
を

ア
ラ

ー
ム

で
知

ら
せ

る
機

能
が

あ
る

物
が

併
用

し
て

あ
れ

ば
視

覚
障

害
者

は
非

常
に

助
か

る
。
パ

ソ
コ

ン
を

介
し

た
音

声
操

作
で

き
る

も
の

（
ボ

イ
ス

・
ス

キ
ャ

ン
）
は

あ
り

ま
す

が
、

パ
ソ

コ
ン

を
扱

え
な

い
ひ

と
は

利
用

で
き

な
い

の
で

、
是

非
、
開

発
し

て
頂

き
た

い
。

6
9

1
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
の

家
族

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
を

使
っ

た
Ｅ

Ｍ
Ｓ

（
環

境
制

御
装

置
）

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 聴

覚
障

害
者

 言
語

障
害

者
 盲

ろ
う

者

iP
h

o
n

e
に

代
表

さ
れ

る
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

で
、
障

害
者

に
と

っ
て

も
大

き
く

Ｑ
Ｏ

Ｌ
を

高
め

ら
れ

る
可

能
性

が
で

て
き

ま
し

た
が

、
ま

だ
ま

だ
そ

れ
1
台

で
な

ん
で

も
出

来
る

と
ま

で
は

い
き

ま
せ

ん
。

病
室

や
部

屋
で

家
電

製
品

を
制

御
で

き
る

ソ
フ

ト
が

あ
れ

ば
自

分
達

の
意

思
で

身
の

回
り

の
生

活
を

変
え

ら
れ

ま
す

（
希

望
価

格
は

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
本

体
は

含
み

ま
せ

ん
）

6
9

2
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
視

覚
障

害
者

で
も

簡
単

に
使

え
る

携
帯

傘
入

れ
視

覚
障

害
者

視
覚

障
害

の
私

は
階

段
上

り
下

り
左

は
手

摺
で

右
手

に
白

杖
を

持
っ

て
い

ま
す

の
で

、
雨

の
日

は
折

り
た

た
み

傘
に

し
て

レ
ジ

の
ビ

ニ
ー

ル
に

入
れ

て
、
リ

ュ
ッ

ク
サ

ッ
ク

の
外

側
の

持
つ

ベ
ル

ト
に

縛
っ

て
つ

る
し

て
持

っ
て

歩
き

ま
す

。
電

車
の

中
に

傘
も

忘
れ

な
い

し
。
満

員
電

車
の

時
に

他
の

乗
客

に
傘

の
水

が
付

か
な

い
で

す
。
折

り
た

た
み

の
傘

を
入

れ
る

専
門

の
レ

ジ
袋

じ
ゃ

な
く

て
リ

ュ
ッ

ク
サ

ッ
ク

に
縛

り
付

け
れ

る
の

が
あ

る
と

良
い

と
思

い
ま

す
。

通
院

の
時

と
か

傘
立

て
に

お
い

た
ら

自
分

で
探

せ
な

い
の

で
、
折

り
た

た
ん

で
ビ

ニ
ー

ル
に

入
れ

て
手

元
に

持
っ

て
い

る
ほ

う
が

便
利

で
す

。
歯

科
は

靴
も

脱
ぎ

ま
す

の
で

、
目

印
を

つ
け

た
り

大
変

で
す

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

6
9

3
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
の

家
族

視
覚

障
碍

者
の

た
め

の
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

に
よ

る
音

声
案

内

視
覚

障
害

者
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

の
Ｇ

Ｐ
Ｓ

（
位

置
情

報
シ

ス
テ

ム
）
と

音
声

録
音

を
利

用
し

て
、

出
か

け
る

場
所

を
予

め
介

助
者

が
下

見
を

し
な

が
ら

、
交

差
点

や
注

意
点

等
の

情
報

を
音

声
録

音
し

て
お

き
ま

す
音

声
録

音
デ

ー
タ

に
は

、
位

置
情

報
が

付
加

さ
れ

ま
す

。
視

覚
障

碍
者

が
一

人
で

出
か

け
る

際
に

、
音

声
デ

ー
タ

の
あ

る
場

所
に

く
る

と
Ｇ

Ｐ
Ｓ

が
察

知
し

、
音

声
ガ

イ
ダ

ン
ス

が
流

れ
ま

す
。

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
が

道
案

内
や

注
意

箇
所

の
ガ

イ
ダ

ン
ス

を
適

時
流

し
て

く
れ

ま
す

6
9

4
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
の

家
族

読
み

書
き

障
害

を
持

つ
人

が
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

で
読

む
補

助

言
語

障
害

者
読

み
書

き
障

害
（
デ

ィ
ス

レ
ク

シ
ア

）
の

方
々

が
、
普

段
の

生
活

で
文

字
を

読
む

た
め

に
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

の
Ａ

Ｒ
（
拡

張
現

実
機

能
）
を

使
用

し
て

、
カ

メ
ラ

ご
し

に
読

み
た

い
物

を
み

る
と

実
際

の
文

字
に

線
や

マ
ス

目
を

重
ね

あ
わ

せ
る

こ
と

で
、
読

み
に

く
さ

を
補

助
し

ま
す

6
9

5
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
利

用
者

視
覚

障
碍

者
の

歩
行

支
援

機
器

に
つ

い
て

視
覚

障
害

者
携

帯
ラ

ジ
オ

サ
イ

ズ
で

歩
行

支
援

ナ
ビ

で
、
次

の
よ

う
な

機
能

を
備

え
た

も
の

を
希

望
し

ま
す

。
Ｇ

Ｐ
Ｓ

の
瀬

能
工

場
に

よ
り

き
め

細
か

い
支

援
が

で
き

る
の

で
は

な
い

か
と

思
っ

て
提

案
し

ま
す

。
１
．
道

路
情

報
の

ア
ナ

ウ
ン

ス
、
た

と
え

ば
一

方
通

行
、
歩

道
の

有
無

交
差

点
の

接
近

、
２

．
車

の
接

近
。
た

と
え

ば
、
前

か
ら

車
が

接
近

、
交

差
点

で
右

か
ら

車
が

接
近

な
ど

。
３

．
目

的
地

の
設

定
。
た

と
え

ば
住

所
や

電
話

番
号

で
の

一
特

定
だ

け
で

な
く

、
具

体
的

に
ど

こ
そ

こ
の

建
物

の
玄

関
ポ

イ
ン

ト
を

現
地

で
記

憶
さ

せ
る

と
次

回
か

ら
正

確
に

誘
導

し
て

く
れ

る
。

４
．
そ

の
た

。
た

と
え

ば
、
道

路
を

歩
い

て
い

る
と

き
、
知

ら
な

い
う

ち
に

道
路

の
中

央
に

出
て

し
ま

っ
て

い
た

ら
注

意
を

促
し

て
く

れ
る

。
歩

行
先

に
自

転
車

や
障

害
物

が
あ

れ
ば

知
ら

せ
て

く
れ

る
。

５
．
生

活
用

具
と

し
て

助
成

制
度

の
対

象
と

な
る

よ
う

働
き

か
け

る
。

以
上

で
す

。

6
9

6
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
車

い
す

開
発

メ
ー

カ
ー

階
段

昇
降

で
き

る
車

い
す

肢
体

不
自

由
者

日
本

の
２

階
建

て
の

家
屋

に
お

い
て

、
あ

る
い

は
道

路
か

ら
玄

関
に

向
か

っ
て

階
段

が
あ

る
場

合
、
そ

の
階

段
は

急
で

曲
が

っ
て

い
る

場
合

が
極

め
て

多
く

、
そ

の
よ

う
な

家
屋

に
お

い
て

居
住

者
が

高
齢

、
あ

る
い

は
障

害
を

持
つ

こ
と

に
な

り
、
２

階
へ

の
移

動
、
外

へ
の

移
動

で
困

っ
て

い
る

事
例

が
多

い
。
実

際
、
住

宅
業

者
が

多
く

販
売

し
て

い
る

最
近

の
住

宅
の

階
段

は
、
勾

配
が

４
５

度
を

越
え

、
幅

は
わ

ず
か

に
８

０
ｃ
ｍ

と
な

っ
て

い
る

こ
と

も
あ

る
。
現

在
の

高
齢

者
の

半
数

近
く

は
近

い
将

来
の

階
段

で
困

る
可

能
性

を
有

し
て

お
り

、
ま

た
車

い
す

生
活

者
も

外
出

就
労

に
困

難
な

場
合

も
多

い
。

現
在

の
自

立
型

の
階

段
昇

降
機

で
は

、
ガ

イ
ド

レ
ー

ル
の

敷
設

等
事

前
準

備
が

必
要

な
方

式
で

あ
る

。
ま

た
レ

ン
タ

ル
対

象
機

器
で

は
、
介

助
者

が
必

要
で

、
階

段
も

勾
配

な
ど

条
件

が
限

ら
れ

て
い

る
。
そ

こ
で

、
日

本
家

屋
の

変
則

階
段

で
使

え
る

、
介

助
者

、
事

前
工

事
不

要
で

小
型

軽
量

な
昇

降
機

が
求

め
ら

れ
て

い
る

6
9

7
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
の

家
族

忘
れ

物
の

多
い

発
達

障
害

者
の

た
め

の
お

出
か

け
前

確
認

シ
ス

テ
ム

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 聴

覚
障

害
者

 言
語

障
害

者
 発

達
障

害
者

 盲
ろ

う
者

必
要

な
も

の
を

揃
え

て
出

か
け

る
こ

と
が

不
得

手
な

方
の

た
め

に
、
必

要
な

も
の

（
た

と
え

ば
財

布
や

定
期

券
）
に

Ｒ
Ｆ
ＩＤ

（
無

線
タ

グ
）
を

付
け

る
こ

と
で

、
お

出
か

け
前

に
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

で
予

め
登

録
し

て
お

い
た

備
品

が
す

べ
て

揃
っ

て
い

る
か

を
無

線
通

信
で

チ
ェ

ッ
ク

で
き

る
ア

プ
リ

を
開

発
し

ま
す

。
玄

関
に

持
ち

物
チ

ャ
ッ

ク
と

書
い

て
お

気
だ

け
で

、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

の
ア

プ
リ

で
確

認
す

る
と

持
ち

忘
れ

て
い

る
も

の
を

確
認

で
き

ま
す

6
9

8
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
の

家
族

コ
ン

ト
ラ

ス
ト

で
見

に
く

い
人

の
た

め
の

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
で

の
色

補
正

視
覚

障
害

者
色

覚
に

障
害

の
あ

る
人

た
ち

に
と

っ
て

、
ど

う
し

て
も

判
別

し
に

く
い

風
景

や
文

字
が

あ
っ

た
時

に
予

め
色

補
正

を
登

録
し

て
お

け
ば

、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

の
カ

メ
ラ

機
能

を
通

し
て

、
自

動
的

に
色

補
正

を
し

ま
す

。
白

地
が

見
え

に
く

い
人

な
ど

に
は

、
ち

ょ
っ

と
困

っ
た

と
き

に
便

利
で

す
。

6
9

9
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
の

家
族

１
日

の
行

動
を

登
録

し
て

お
け

ば
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

が
知

ら
せ

て
く

れ
ま

す

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 聴

覚
障

害
者

 言
語

障
害

者
 そ

の
他

１
日

の
行

動
を

忘
れ

が
ち

な
人

の
た

め
に

、
予

め
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

に
登

録
し

て
お

け
ば

、
決

ま
っ

た
時

間
の

前
に

音
声

、
文

字
、
バ

イ
ブ

に
よ

る
モ

ー
ル

ス
信

号
で

次
の

行
動

を
し

ら
せ

て
く

れ
る

ア
プ

リ
が

あ
る

と
便

利
で

す
。

7
0

0
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
の

家
族

点
字

ブ
ロ

ッ
ク

に
無

線
タ

グ
を

埋
め

込
み

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
で

感
知

し
ま

す

視
覚

障
害

者
道

路
や

駅
に

あ
る

点
字

ブ
ロ

ッ
ク

に
予

め
、
必

要
な

情
報

を
書

き
込

ん
だ

Ｒ
Ｆ
ＩＤ

（
無

線
タ

グ
）
を

う
め

て
お

き
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

で
感

知
す

る
と

音
声

や
文

字
で

情
報

を
お

知
ら

せ
し

ま
す

。
こ

れ
に

よ
り

杖
で

感
知

す
る

よ
り

も
前

に
必

要
な

情
報

を
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

よ
り

得
る

こ
と

が
出

来
ま

す
。

7
0

1
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

電
動

車
い

す
の

「
ジ

ョ
イ

ス
テ

ィ
ッ

ク
」
を

、
パ

ソ
コ

ン
の

マ
ウ

ス
に

・
・
・

肢
体

不
自

由
者

私
は

現
在

、
電

動
車

い
す

で
生

活
を

し
て

い
ま

す
。

パ
ソ

コ
ン

操
作

は
「
ヘ

ッ
ド

ポ
イ

ン
タ

ー
」
で

の
操

作
を

し
て

い
る

の
で

す
が

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
閲

覧
だ

け
を

す
る

の
に

も
、
「
ヘ

ッ
ド

ポ
イ

ン
タ

ー
」
を

つ
け

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。

文
章

を
打

つ
の

な
ら

と
も

か
く

、
ネ

ッ
ト

を
閲

覧
す

る
だ

け
で

し
た

ら
「
マ

ウ
ス

」
の

操
作

だ
け

で
十

分
だ

と
考

え
て

い
ま

す
。

普
段

は
、
電

動
車

い
す

の
操

作
を

し
て

、
、
パ

ソ
コ

ン
の

前
に

き
た

と
き

だ
け

「
ス

イ
ッ

チ
」
の

切
り

替
え

だ
け

で
「
電

動
の

ハ
ン

ド
ル

」
→

「
マ

ウ
ス

に
切

り
替

わ
る

」
（
無

線
で

）
と

い
う

も
の

が
あ

れ
ば

、
首

や
背

中
を

少
し

で
も

痛
め

る
こ

と
が

無
く

な
る

の
で

は
な

い
か

と
思

っ
て

い
ま

す
。

そ
う

い
っ

た
こ

と
は

、
難

し
い

の
で

し
ょ

う
か

？

7
0

2
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

Ｆ
Ｍ

モ
ジ

ガ
デ

ル
（
音

声
認

識
出

力
機

器
）

視
覚

障
害

者
 聴

覚
障

害
者

 盲
ろ

う
者

 共
用

品
 共

用
品

Ｆ
Ｍ

補
聴

シ
ス

テ
ム

の
Ｆ
Ｍ

電
波

で
と

ば
し

た
声

を
、
受

信
機

が
リ

ア
ル

タ
イ

ム
に

音
声

認
識

し
て

液
晶

表
示

装
置

に
出

力
し

て
墨

字
（
目

で
見

る
文

字
）
表

示
、
あ

る
い

は
機

械
的

点
字

デ
バ

イ
ス

に
出

力
し

て
点

字
表

示
で

き
る

と
便

利
で

す
。
漢

字
に

は
ル

ビ
が

ふ
ら

れ
る

と
知

的
障

害
者

や
日

本
語

学
習

中
の

外
国

人
に

も
便

利
で

す
。
ま

た
、
こ

の
機

器
で

音
声

認
識

入
力

し
た

「
さ

さ
き

」
や

「
し

ょ
う

ゆ
」
等

の
短

い
単

語
は

、
点

字
や

墨
字

の
ラ

ベ
ル

印
刷

機
に

出
力

し
て

貼
り

付
け

ラ
ベ

ル
を

簡
単

に
作

る
こ

と
が

で
き

る
と

便
利

で
す

。
点

字
を

よ
く

知
ら

な
い

健
常

者
が

点
字

ラ
ベ

ル
を

作
る

時
に

も
便

利
で

す
。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

6
9

3
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
の

家
族

視
覚

障
碍

者
の

た
め

の
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

に
よ

る
音

声
案

内

視
覚

障
害

者
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

の
Ｇ

Ｐ
Ｓ

（
位

置
情

報
シ

ス
テ

ム
）
と

音
声

録
音

を
利

用
し

て
、

出
か

け
る

場
所

を
予

め
介

助
者

が
下

見
を

し
な

が
ら

、
交

差
点

や
注

意
点

等
の

情
報

を
音

声
録

音
し

て
お

き
ま

す
音

声
録

音
デ

ー
タ

に
は

、
位

置
情

報
が

付
加

さ
れ

ま
す

。
視

覚
障

碍
者

が
一

人
で

出
か

け
る

際
に

、
音

声
デ

ー
タ

の
あ

る
場

所
に

く
る

と
Ｇ

Ｐ
Ｓ

が
察

知
し

、
音

声
ガ

イ
ダ

ン
ス

が
流

れ
ま

す
。

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
が

道
案

内
や

注
意

箇
所

の
ガ

イ
ダ

ン
ス

を
適

時
流

し
て

く
れ

ま
す

6
9

4
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
の

家
族

読
み

書
き

障
害

を
持

つ
人

が
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

で
読

む
補

助

言
語

障
害

者
読

み
書

き
障

害
（
デ

ィ
ス

レ
ク

シ
ア

）
の

方
々

が
、
普

段
の

生
活

で
文

字
を

読
む

た
め

に
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

の
Ａ

Ｒ
（
拡

張
現

実
機

能
）
を

使
用

し
て

、
カ

メ
ラ

ご
し

に
読

み
た

い
物

を
み

る
と

実
際

の
文

字
に

線
や

マ
ス

目
を

重
ね

あ
わ

せ
る

こ
と

で
、
読

み
に

く
さ

を
補

助
し

ま
す

6
9

5
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
利

用
者

視
覚

障
碍

者
の

歩
行

支
援

機
器

に
つ

い
て

視
覚

障
害

者
携

帯
ラ

ジ
オ

サ
イ

ズ
で

歩
行

支
援

ナ
ビ

で
、
次

の
よ

う
な

機
能

を
備

え
た

も
の

を
希

望
し

ま
す

。
Ｇ

Ｐ
Ｓ

の
瀬

能
工

場
に

よ
り

き
め

細
か

い
支

援
が

で
き

る
の

で
は

な
い

か
と

思
っ

て
提

案
し

ま
す

。
１
．
道

路
情

報
の

ア
ナ

ウ
ン

ス
、
た

と
え

ば
一

方
通

行
、
歩

道
の

有
無

交
差

点
の

接
近

、
２

．
車

の
接

近
。
た

と
え

ば
、
前

か
ら

車
が

接
近

、
交

差
点

で
右

か
ら

車
が

接
近

な
ど

。
３

．
目

的
地

の
設

定
。
た

と
え

ば
住

所
や

電
話

番
号

で
の

一
特

定
だ

け
で

な
く

、
具

体
的

に
ど

こ
そ

こ
の

建
物

の
玄

関
ポ

イ
ン

ト
を

現
地

で
記

憶
さ

せ
る

と
次

回
か

ら
正

確
に

誘
導

し
て

く
れ

る
。

４
．
そ

の
た

。
た

と
え

ば
、
道

路
を

歩
い

て
い

る
と

き
、
知

ら
な

い
う

ち
に

道
路

の
中

央
に

出
て

し
ま

っ
て

い
た

ら
注

意
を

促
し

て
く

れ
る

。
歩

行
先

に
自

転
車

や
障

害
物

が
あ

れ
ば

知
ら

せ
て

く
れ

る
。

５
．
生

活
用

具
と

し
て

助
成

制
度

の
対

象
と

な
る

よ
う

働
き

か
け

る
。

以
上

で
す

。

6
9

6
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
車

い
す

開
発

メ
ー

カ
ー

階
段

昇
降

で
き

る
車

い
す

肢
体

不
自

由
者

日
本

の
２

階
建

て
の

家
屋

に
お

い
て

、
あ

る
い

は
道

路
か

ら
玄

関
に

向
か

っ
て

階
段

が
あ

る
場

合
、
そ

の
階

段
は

急
で

曲
が

っ
て

い
る

場
合

が
極

め
て

多
く

、
そ

の
よ

う
な

家
屋

に
お

い
て

居
住

者
が

高
齢

、
あ

る
い

は
障

害
を

持
つ

こ
と

に
な

り
、
２

階
へ

の
移

動
、
外

へ
の

移
動

で
困

っ
て

い
る

事
例

が
多

い
。
実

際
、
住

宅
業

者
が

多
く

販
売

し
て

い
る

最
近

の
住

宅
の

階
段

は
、
勾

配
が

４
５

度
を

越
え

、
幅

は
わ

ず
か

に
８

０
ｃ
ｍ

と
な

っ
て

い
る

こ
と

も
あ

る
。
現

在
の

高
齢

者
の

半
数

近
く

は
近

い
将

来
の

階
段

で
困

る
可

能
性

を
有

し
て

お
り

、
ま

た
車

い
す

生
活

者
も

外
出

就
労

に
困

難
な

場
合

も
多

い
。

現
在

の
自

立
型

の
階

段
昇

降
機

で
は

、
ガ

イ
ド

レ
ー

ル
の

敷
設

等
事

前
準

備
が

必
要

な
方

式
で

あ
る

。
ま

た
レ

ン
タ

ル
対

象
機

器
で

は
、
介

助
者

が
必

要
で

、
階

段
も

勾
配

な
ど

条
件

が
限

ら
れ

て
い

る
。
そ

こ
で

、
日

本
家

屋
の

変
則

階
段

で
使

え
る

、
介

助
者

、
事

前
工

事
不

要
で

小
型

軽
量

な
昇

降
機

が
求

め
ら

れ
て

い
る

6
9

7
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
の

家
族

忘
れ

物
の

多
い

発
達

障
害

者
の

た
め

の
お

出
か

け
前

確
認

シ
ス

テ
ム

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 聴

覚
障

害
者

 言
語

障
害

者
 発

達
障

害
者

 盲
ろ

う
者

必
要

な
も

の
を

揃
え

て
出

か
け

る
こ

と
が

不
得

手
な

方
の

た
め

に
、
必

要
な

も
の

（
た

と
え

ば
財

布
や

定
期

券
）
に

Ｒ
Ｆ
ＩＤ

（
無

線
タ

グ
）
を

付
け

る
こ

と
で

、
お

出
か

け
前

に
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

で
予

め
登

録
し

て
お

い
た

備
品

が
す

べ
て

揃
っ

て
い

る
か

を
無

線
通

信
で

チ
ェ

ッ
ク

で
き

る
ア

プ
リ

を
開

発
し

ま
す

。
玄

関
に

持
ち

物
チ

ャ
ッ

ク
と

書
い

て
お

気
だ

け
で

、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

の
ア

プ
リ

で
確

認
す

る
と

持
ち

忘
れ

て
い

る
も

の
を

確
認

で
き

ま
す

6
9

8
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
の

家
族

コ
ン

ト
ラ

ス
ト

で
見

に
く

い
人

の
た

め
の

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
で

の
色

補
正

視
覚

障
害

者
色

覚
に

障
害

の
あ

る
人

た
ち

に
と

っ
て

、
ど

う
し

て
も

判
別

し
に

く
い

風
景

や
文

字
が

あ
っ

た
時

に
予

め
色

補
正

を
登

録
し

て
お

け
ば

、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

の
カ

メ
ラ

機
能

を
通

し
て

、
自

動
的

に
色

補
正

を
し

ま
す

。
白

地
が

見
え

に
く

い
人

な
ど

に
は

、
ち

ょ
っ

と
困

っ
た

と
き

に
便

利
で

す
。

6
9

9
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
の

家
族

１
日

の
行

動
を

登
録

し
て

お
け

ば
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

が
知

ら
せ

て
く

れ
ま

す

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 聴

覚
障

害
者

 言
語

障
害

者
 そ

の
他

１
日

の
行

動
を

忘
れ

が
ち

な
人

の
た

め
に

、
予

め
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

に
登

録
し

て
お

け
ば

、
決

ま
っ

た
時

間
の

前
に

音
声

、
文

字
、
バ

イ
ブ

に
よ

る
モ

ー
ル

ス
信

号
で

次
の

行
動

を
し

ら
せ

て
く

れ
る

ア
プ

リ
が

あ
る

と
便

利
で

す
。

7
0

0
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
の

家
族

点
字

ブ
ロ

ッ
ク

に
無

線
タ

グ
を

埋
め

込
み

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
で

感
知

し
ま

す

視
覚

障
害

者
道

路
や

駅
に

あ
る

点
字

ブ
ロ

ッ
ク

に
予

め
、
必

要
な

情
報

を
書

き
込

ん
だ

Ｒ
Ｆ
ＩＤ

（
無

線
タ

グ
）
を

う
め

て
お

き
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

で
感

知
す

る
と

音
声

や
文

字
で

情
報

を
お

知
ら

せ
し

ま
す

。
こ

れ
に

よ
り

杖
で

感
知

す
る

よ
り

も
前

に
必

要
な

情
報

を
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

よ
り

得
る

こ
と

が
出

来
ま

す
。

7
0

1
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

電
動

車
い

す
の

「
ジ

ョ
イ

ス
テ

ィ
ッ

ク
」
を

、
パ

ソ
コ

ン
の

マ
ウ

ス
に

・
・
・

肢
体

不
自

由
者

私
は

現
在

、
電

動
車

い
す

で
生

活
を

し
て

い
ま

す
。

パ
ソ

コ
ン

操
作

は
「
ヘ

ッ
ド

ポ
イ

ン
タ

ー
」
で

の
操

作
を

し
て

い
る

の
で

す
が

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
閲

覧
だ

け
を

す
る

の
に

も
、
「
ヘ

ッ
ド

ポ
イ

ン
タ

ー
」
を

つ
け

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。

文
章

を
打

つ
の

な
ら

と
も

か
く

、
ネ

ッ
ト

を
閲

覧
す

る
だ

け
で

し
た

ら
「
マ

ウ
ス

」
の

操
作

だ
け

で
十

分
だ

と
考

え
て

い
ま

す
。

普
段

は
、
電

動
車

い
す

の
操

作
を

し
て

、
、
パ

ソ
コ

ン
の

前
に

き
た

と
き

だ
け

「
ス

イ
ッ

チ
」
の

切
り

替
え

だ
け

で
「
電

動
の

ハ
ン

ド
ル

」
→

「
マ

ウ
ス

に
切

り
替

わ
る

」
（
無

線
で

）
と

い
う

も
の

が
あ

れ
ば

、
首

や
背

中
を

少
し

で
も

痛
め

る
こ

と
が

無
く

な
る

の
で

は
な

い
か

と
思

っ
て

い
ま

す
。

そ
う

い
っ

た
こ

と
は

、
難

し
い

の
で

し
ょ

う
か

？

7
0

2
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

Ｆ
Ｍ

モ
ジ

ガ
デ

ル
（
音

声
認

識
出

力
機

器
）

視
覚

障
害

者
 聴

覚
障

害
者

 盲
ろ

う
者

 共
用

品
 共

用
品

Ｆ
Ｍ

補
聴

シ
ス

テ
ム

の
Ｆ
Ｍ

電
波

で
と

ば
し

た
声

を
、
受

信
機

が
リ

ア
ル

タ
イ

ム
に

音
声

認
識

し
て

液
晶

表
示

装
置

に
出

力
し

て
墨

字
（
目

で
見

る
文

字
）
表

示
、
あ

る
い

は
機

械
的

点
字

デ
バ

イ
ス

に
出

力
し

て
点

字
表

示
で

き
る

と
便

利
で

す
。
漢

字
に

は
ル

ビ
が

ふ
ら

れ
る

と
知

的
障

害
者

や
日

本
語

学
習

中
の

外
国

人
に

も
便

利
で

す
。
ま

た
、
こ

の
機

器
で

音
声

認
識

入
力

し
た

「
さ

さ
き

」
や

「
し

ょ
う

ゆ
」
等

の
短

い
単

語
は

、
点

字
や

墨
字

の
ラ

ベ
ル

印
刷

機
に

出
力

し
て

貼
り

付
け

ラ
ベ

ル
を

簡
単

に
作

る
こ

と
が

で
き

る
と

便
利

で
す

。
点

字
を

よ
く

知
ら

な
い

健
常

者
が

点
字

ラ
ベ

ル
を

作
る

時
に

も
便

利
で

す
。

- 161 -

186625 報告書_本文_2校 (169)



投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

7
0

3
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
義

肢
福

祉
専

門
職

手
話

対
応

義
手

肢
体

不
自

由
者

聴
覚

障
害

者
手

話
や

指
文

字
に

対
応

し
た

義
手

が
あ

る
と

上
肢

障
害

者
が

手
話

で
話

せ
ま

す
。
こ

の
義

手
の

駆
動

技
術

は
手

話
ロ

ボ
ッ

ト
の

ア
ー

ム
と

し
て

も
使

え
ま

す
。

7
0

4
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

筆
談

・
指

点
字

て
ぶ

く
ろ

視
覚

障
害

者
 聴

覚
障

害
者

 盲
ろ

う
者

こ
の

手
袋

は
、
て

の
ひ

ら
書

き
文

字
を

て
の

ひ
ら

部
分

に
機

械
的

に
出

力
し

て
、
あ

た
か

も
て

の
ひ

ら
に

筆
談

文
字

が
書

か
れ

て
い

る
か

の
よ

う
に

感
じ

る
こ

と
が

で
き

る
デ

バ
イ

ス
で

す
。
テ

キ
ス

ト
フ

ァ
イ

ル
の

内
容

を
、
て

の
ひ

ら
に

機
械

的
筆

談
で

伝
え

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
ま

た
こ

の
手

袋
の

両
手

の
指

（
人

差
し

指
・
中

指
・

薬
指

）
が

機
械

的
に

振
動

す
る

と
指

点
字

デ
バ

イ
ス

と
し

て
も

使
う

こ
と

が
で

き
、
個

々
の

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
支

援
で

き
ま

す
。

7
0

5
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

そ
の

他
車

い
す

や
障

害
の

あ
る

人
が

自
分

自
身

で
衣

類
を

収
納

で
き

る
ク

ロ
ー

ゼ
ッ

ト

肢
体

不
自

由
者

今
、
使

用
し

て
い

る
ク

ロ
ー

ゼ
ッ

ト
に

取
り

付
け

る
だ

け
で

車
い

す
を

利
用

し
て

い
る

方
や

腰
や

足
を

痛
め

自
分

自
身

で
衣

類
収

納
で

き
ず

に
家

族
、
介

護
者

の
支

援
が

必
要

な
人

達
が

、
自

分
で

衣
類

を
収

納
で

き
る

ク
ロ

ー
ゼ

ッ
ト

で
す

。

7
0

6
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

屋
内

用
ワ

イ
ヤ

レ
ス

音
声

送
信

機
（
施

設
用

）
及

び
受

信
機

（
利

用
者

用
）

視
覚

障
害

者
 高

齢
者

　
障

害
者

手
帳

の
有

無
に

か
か

わ
ら

ず
、
音

声
を

聞
く

こ
と

で
生

活
し

て
い

る
難

聴
者

た
ち

は
会

議
や

講
演

会
な

ど
の

際
、
屋

内
で

ス
ピ

ー
カ

ー
か

ら
の

音
声

を
聞

き
取

る
こ

と
が

困
難

で
す

。
ス

ピ
ー

カ
ー

が
無

指
向

性
の

た
め

、
発

さ
れ

た
音

声
が

壁
や

天
井

な
ど

に
当

た
っ

て
反

射
し

な
が

ら
耳

に
届

く
の

で
、
音

声
の

明
瞭

度
が

低
下

し
、
聞

き
取

り
難

く
な

り
ま

す
。
し

か
し

、
マ

イ
ク

に
入

っ
た

音
声

を
直

接
聞

く
こ

と
が

で
き

れ
ば

、
明

瞭
度

が
高

く
聞

き
取

り
の

効
率

が
著

し
く

高
ま

り
ま

す
。

送
信

機
（
施

設
用

）
：
音

響
装

置
で

複
数

の
マ

イ
ク

か
ら

の
音

声
を

取
り

入
れ

る
ア

ン
プ

の
出

力
プ

ラ
グ

に
接

続
し

、
特

定
周

波
数

の
無

線
を

発
し

ま
す

。
ア

ン
プ

を
備

え
た

音
響

装
置

を
備

え
る

公
共

施
設

に
購

入
常

備
を

お
願

い
し

た
い

で
す

。
　
受

信
機

（
利

用
者

用
）
：
送

信
機

及
び

す
べ

て
の

屋
内

用
ワ

イ
ヤ

レ
ス

マ
イ

ク
か

ら
発

す
る

無
線

を
聞

き
取

る
こ

と
が

で
き

る
も

の
で

す
。
こ

の
場

合
、
電

波
法

で
定

め
ら

れ
て

い
る

屋
内

ラ
ジ

オ
マ

イ
ク

用
周

波
数

（
7

0
 M

H
z
帯

（
約

4
0

チ
ャ

ン
ネ

ル
）
, 
3

2
0

 M
H

z
帯

（
約

1
3

チ
ャ

ン
ネ

ル
）
, 
8

0
0

 M
H

z
帯

（
約

3
0

チ
ャ

ン
ネ

ル
）
）
す

べ
て

を
受

信
で

き
る

も
の

に
し

ま
す

。
そ

う
す

れ
ば

、
ど

の
公

共
施

設
に

行
っ

て
も

こ
の

受
信

機
１
台

で
明

瞭
な

音
声

を
聞

く
こ

と
が

で
き

ま
す

。
ま

た
、
複

数
の

マ
イ

ク
使

用
に

備
え

、
複

数
の

チ
ャ

ン
ネ

ル
を

同
時

受
信

で
き

る
シ

ス
テ

ム
が

内
蔵

さ
れ

れ
ば

、
よ

り
簡

便
に

使
用

で
き

ま
す

。

7
0

7
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
利

用
者

音
声

婦
人

体
温

計
視

覚
障

害
者

全
盲

で
も

使
え

る
、
音

声
読

み
上

げ
機

能
の

つ
い

た
も

の
。
検

温
結

果
が

数
か

月
も

保
存

で
き

確
認

で
き

る
な

ど
、
現

在
一

般
に

売
ら

れ
て

い
る

も
の

と
同

様
の

機
能

が
あ

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

7
0

8
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
利

用
者

音
声

調
理

用
秤

視
覚

障
害

者
調

理
用

の
秤

で
、
目

が
見

え
な

く
て

も
使

え
る

、
音

声
で

計
っ

た
も

の
の

重
さ

を
読

み
上

げ
る

も
の

。

7
0

9
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
反

射
素

材
視

覚
障

害
者

夜
盲

な
の

で
夜

道
を

歩
行

し
て

も
、
道

幅
が

分
か

り
や

す
く

な
る

よ
う

に
な

れ
ば

助
か

り
ま

す
。
歩

道
に

、
イ

ル
ミ

ネ
ー

シ
ョ

ン
的

が
良

い
と

は
思

い
ま

す
が

、
電

気
が

必
要

だ
し

全
道

路
に

は
め

込
む

の
は

不
可

能
と

考
え

ま
す

。
の

で
、
破

損
し

に
く

い
反

射
テ

ー
プ

、
で

き
れ

ば
コ

ン
ク

リ
ー

ト
に

混
ぜ

て
発

光
す

る
素

材
、
若

し
く

は
外

灯
な

ど
の

光
で

反
射

す
る

素
材

を
開

発
し

て
も

ら
い

た
い

と
願

っ
て

い
ま

す
。

7
1
0

2
0

1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
盲

人
安

全
つ

え
利

用
者

小
型

カ
メ

ラ
付

き
白

杖
視

覚
障

害
者

白
杖

に
、
小

型
カ

メ
ラ

を
付

け
て

そ
の

映
像

（
障

害
物

や
段

差
、
曲

が
り

角
な

ど
）
を

音
声

（
イ

ヤ
ホ

ン
）
で

教
え

て
も

ら
え

る
よ

う
な

機
器

が
あ

れ
ば

嬉
し

く
思

い
ま

す
。
Ｇ

Ｐ
Ｓ

等
を

利
用

し
て

も
、
屋

内
や

地
下

街
な

ど
に

問
題

が
あ

り
そ

う
な

の
で

、
独

自
に

判
別

で
き

る
機

器
の

ほ
う

が
単

独
歩

行
で

き
る

の
で

は
と

思
い

ま
す

。

7
1
1

2
0

1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
利

用
者

音
声

機
能

付
き

電
卓

視
覚

障
害

者
台

湾
製

に
あ

る
よ

う
で

す
け

ど
。
日

本
製

の
音

声
の

電
卓

が
ほ

し
い

で
す

。

7
1
2

2
0

1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
研

究
機

関
重

度
の

障
害

を
持

つ
子

供
た

ち
の

電
動

移
動

機
器

肢
体

不
自

由
者

び
わ

こ
学

園
の

Ｐ
Ｔ

の
高

塩
純

一
さ

ん
と

い
う

方
が

，
重

度
の

障
害

を
持

つ
子

供
た

ち
に

対
し

て
の

電
動

移
動

機
器

の
研

究
開

発
を

行
っ

て
い

ま
す

．
大

き
な

ボ
タ

ン
で

動
く

シ
ン

プ
ル

な
電

動
の

全
方

向
移

動
車

い
す

で
す

．
h

tt
p

:/
/w

w
w

.b
lo

g
.c

rn
.o

r.
jp

/r
e

p
o

rt
/
0

7
/1

3
.h

tm
l

移
動

経
験

を
お

こ
な

う
こ

と
は

，
認

知
・
社

会
面

の
発

達
に

も
影

響
を

及
ぼ

す
の

で
，
早

期
の

段
階

か
ら

移
動

を
支

援
す

る
こ

と
が

重
要

，
と

別
の

リ
ハ

ビ
リ

の
お

医
者

さ
ん

か
ら

も
伺

っ
て

い
た

の
で

す
が

，
ま

さ
に

そ
の

よ
う

な
取

り
組

み
を

さ
れ

て
い

ま
す

．
先

日
見

学
さ

せ
て

頂
い

た
と

こ
ろ

，
こ

れ
ま

で
意

思
表

示
を

で
き

る
と

思
わ

れ
て

い
な

か
っ

た
重

度
障

害
を

持
つ

お
子

さ
ん

が
，
１
時

間
車

い
す

に
搭

乗
し

て
試

行
錯

誤
し

て
い

る
間

に
あ

る
人

（
Ｐ

Ｔ
の

女
性

）
に

近
づ

こ
う

と
し

て
い

る
の

が
分

か
っ

て
，
ご

両
親

が
感

激
さ

れ
て

い
ま

し
た

．
「
電

動
車

い
す

」
に

な
る

の
か

「
重

度
障

害
者

用
意

思
伝

達
装

置
」
な

の
か

分
か

り
ま

せ
ん

が
，
こ

の
よ

う
な

技
術

の
完

成
度

（
安

全
性

な
ど

）
が

高
ま

り
，
（
現

状
は

非
常

に
高

価
の

よ
う

で
す

が
）
安

価
に

家
庭

で
使

え
る

よ
う

に
な

り
広

ま
る

と
，
重

度
の

障
害

を
持

つ
お

子
さ

ん
た

ち
の

生
活

や
人

生
が

変
わ

る
の

で
は

な
い

か
と

感
じ

た
の

で
す

が
，
世

の
中

で
ど

の
程

度
の

ニ
ー

ズ
が

あ
る

の
か

，
い

く
ら

で
出

来
れ

ば
い

い
か

，
皆

様
の

ご
意

見
を

伺
い

た
い

と
思

い
ま

す
．

7
1
3

2
0

1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
排

泄
排

泄
関

連
用

具
介

助
が

楽
な

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

用
の

手
す

り
に

つ
い

て

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

用
の

手
す

り
を

考
案

し
、
実

用
新

案
の

申
請

を
し

た
と

こ
ろ

登
録

さ
れ

ま
し

た
。

筋
力

の
弱

っ
た

父
の

介
護

を
し

な
が

ら
、
楽

に
座

っ
た

り
立

っ
た

り
で

き
る

事
を

第
一

に
考

え
た

も
の

で
す

。
市

販
の

パ
イ

プ
や

ジ
ョ

イ
ン

ト
を

組
み

合
わ

せ
て

作
り

、
実

際
使

っ
て

い
ま

し
た

が
、
腰

へ
の

負
担

も
軽

減
さ

れ
、
と

て
も

便
利

で
し

た
。
こ

れ
を

商
品

化
し

て
下

さ
る

企
業

を
探

し
て

お
り

ま
す

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

7
0

3
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
義

肢
福

祉
専

門
職

手
話

対
応

義
手

肢
体

不
自

由
者

聴
覚

障
害

者
手

話
や

指
文

字
に

対
応

し
た

義
手

が
あ

る
と

上
肢

障
害

者
が

手
話

で
話

せ
ま

す
。
こ

の
義

手
の

駆
動

技
術

は
手

話
ロ

ボ
ッ

ト
の

ア
ー

ム
と

し
て

も
使

え
ま

す
。

7
0

4
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

筆
談

・
指

点
字

て
ぶ

く
ろ

視
覚

障
害

者
 聴

覚
障

害
者

 盲
ろ

う
者

こ
の

手
袋

は
、
て

の
ひ

ら
書

き
文

字
を

て
の

ひ
ら

部
分

に
機

械
的

に
出

力
し

て
、
あ

た
か

も
て

の
ひ

ら
に

筆
談

文
字

が
書

か
れ

て
い

る
か

の
よ

う
に

感
じ

る
こ

と
が

で
き

る
デ

バ
イ

ス
で

す
。
テ

キ
ス

ト
フ

ァ
イ

ル
の

内
容

を
、
て

の
ひ

ら
に

機
械

的
筆

談
で

伝
え

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
ま

た
こ

の
手

袋
の

両
手

の
指

（
人

差
し

指
・
中

指
・

薬
指

）
が

機
械

的
に

振
動

す
る

と
指

点
字

デ
バ

イ
ス

と
し

て
も

使
う

こ
と

が
で

き
、
個

々
の

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
支

援
で

き
ま

す
。

7
0

5
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

そ
の

他
車

い
す

や
障

害
の

あ
る

人
が

自
分

自
身

で
衣

類
を

収
納

で
き

る
ク

ロ
ー

ゼ
ッ

ト

肢
体

不
自

由
者

今
、
使

用
し

て
い

る
ク

ロ
ー

ゼ
ッ

ト
に

取
り

付
け

る
だ

け
で

車
い

す
を

利
用

し
て

い
る

方
や

腰
や

足
を

痛
め

自
分

自
身

で
衣

類
収

納
で

き
ず

に
家

族
、
介

護
者

の
支

援
が

必
要

な
人

達
が

、
自

分
で

衣
類

を
収

納
で

き
る

ク
ロ

ー
ゼ

ッ
ト

で
す

。

7
0

6
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
情

報
・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

屋
内

用
ワ

イ
ヤ

レ
ス

音
声

送
信

機
（
施

設
用

）
及

び
受

信
機

（
利

用
者

用
）

視
覚

障
害

者
 高

齢
者

　
障

害
者

手
帳

の
有

無
に

か
か

わ
ら

ず
、
音

声
を

聞
く

こ
と

で
生

活
し

て
い

る
難

聴
者

た
ち

は
会

議
や

講
演

会
な

ど
の

際
、
屋

内
で

ス
ピ

ー
カ

ー
か

ら
の

音
声

を
聞

き
取

る
こ

と
が

困
難

で
す

。
ス

ピ
ー

カ
ー

が
無

指
向

性
の

た
め

、
発

さ
れ

た
音

声
が

壁
や

天
井

な
ど

に
当

た
っ

て
反

射
し

な
が

ら
耳

に
届

く
の

で
、
音

声
の

明
瞭

度
が

低
下

し
、
聞

き
取

り
難

く
な

り
ま

す
。
し

か
し

、
マ

イ
ク

に
入

っ
た

音
声

を
直

接
聞

く
こ

と
が

で
き

れ
ば

、
明

瞭
度

が
高

く
聞

き
取

り
の

効
率

が
著

し
く

高
ま

り
ま

す
。

送
信

機
（
施

設
用

）
：
音

響
装

置
で

複
数

の
マ

イ
ク

か
ら

の
音

声
を

取
り

入
れ

る
ア

ン
プ

の
出

力
プ

ラ
グ

に
接

続
し

、
特

定
周

波
数

の
無

線
を

発
し

ま
す

。
ア

ン
プ

を
備

え
た

音
響

装
置

を
備

え
る

公
共

施
設

に
購

入
常

備
を

お
願

い
し

た
い

で
す

。
　
受

信
機

（
利

用
者

用
）
：
送

信
機

及
び

す
べ

て
の

屋
内

用
ワ

イ
ヤ

レ
ス

マ
イ

ク
か

ら
発

す
る

無
線

を
聞

き
取

る
こ

と
が

で
き

る
も

の
で

す
。
こ

の
場

合
、
電

波
法

で
定

め
ら

れ
て

い
る

屋
内

ラ
ジ

オ
マ

イ
ク

用
周

波
数

（
7

0
 M

H
z
帯

（
約

4
0

チ
ャ

ン
ネ

ル
）
, 
3

2
0

 M
H

z
帯

（
約

1
3

チ
ャ

ン
ネ

ル
）
, 
8

0
0

 M
H

z
帯

（
約

3
0

チ
ャ

ン
ネ

ル
）
）
す

べ
て

を
受

信
で

き
る

も
の

に
し

ま
す

。
そ

う
す

れ
ば

、
ど

の
公

共
施

設
に

行
っ

て
も

こ
の

受
信

機
１
台

で
明

瞭
な

音
声

を
聞

く
こ

と
が

で
き

ま
す

。
ま

た
、
複

数
の

マ
イ

ク
使

用
に

備
え

、
複

数
の

チ
ャ

ン
ネ

ル
を

同
時

受
信

で
き

る
シ

ス
テ

ム
が

内
蔵

さ
れ

れ
ば

、
よ

り
簡

便
に

使
用

で
き

ま
す

。

7
0

7
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
利

用
者

音
声

婦
人

体
温

計
視

覚
障

害
者

全
盲

で
も

使
え

る
、
音

声
読

み
上

げ
機

能
の

つ
い

た
も

の
。
検

温
結

果
が

数
か

月
も

保
存

で
き

確
認

で
き

る
な

ど
、
現

在
一

般
に

売
ら

れ
て

い
る

も
の

と
同

様
の

機
能

が
あ

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

7
0

8
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
利

用
者

音
声

調
理

用
秤

視
覚

障
害

者
調

理
用

の
秤

で
、
目

が
見

え
な

く
て

も
使

え
る

、
音

声
で

計
っ

た
も

の
の

重
さ

を
読

み
上

げ
る

も
の

。

7
0

9
2

0
1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

利
用

者
反

射
素

材
視

覚
障

害
者

夜
盲

な
の

で
夜

道
を

歩
行

し
て

も
、
道

幅
が

分
か

り
や

す
く

な
る

よ
う

に
な

れ
ば

助
か

り
ま

す
。
歩

道
に

、
イ

ル
ミ

ネ
ー

シ
ョ

ン
的

が
良

い
と

は
思

い
ま

す
が

、
電

気
が

必
要

だ
し

全
道

路
に

は
め

込
む

の
は

不
可

能
と

考
え

ま
す

。
の

で
、
破

損
し

に
く

い
反

射
テ

ー
プ

、
で

き
れ

ば
コ

ン
ク

リ
ー

ト
に

混
ぜ

て
発

光
す

る
素

材
、
若

し
く

は
外

灯
な

ど
の

光
で

反
射

す
る

素
材

を
開

発
し

て
も

ら
い

た
い

と
願

っ
て

い
ま

す
。

7
1
0

2
0

1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
盲

人
安

全
つ

え
利

用
者

小
型

カ
メ

ラ
付

き
白

杖
視

覚
障

害
者

白
杖

に
、
小

型
カ

メ
ラ

を
付

け
て

そ
の

映
像

（
障

害
物

や
段

差
、
曲

が
り

角
な

ど
）
を

音
声

（
イ

ヤ
ホ

ン
）
で

教
え

て
も

ら
え

る
よ

う
な

機
器

が
あ

れ
ば

嬉
し

く
思

い
ま

す
。
Ｇ

Ｐ
Ｓ

等
を

利
用

し
て

も
、
屋

内
や

地
下

街
な

ど
に

問
題

が
あ

り
そ

う
な

の
で

、
独

自
に

判
別

で
き

る
機

器
の

ほ
う

が
単

独
歩

行
で

き
る

の
で

は
と

思
い

ま
す

。

7
1
1

2
0

1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
自

立
生

活
支

援
用

具
利

用
者

音
声

機
能

付
き

電
卓

視
覚

障
害

者
台

湾
製

に
あ

る
よ

う
で

す
け

ど
。
日

本
製

の
音

声
の

電
卓

が
ほ

し
い

で
す

。

7
1
2

2
0

1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
研

究
機

関
重

度
の

障
害

を
持

つ
子

供
た

ち
の

電
動

移
動

機
器

肢
体

不
自

由
者

び
わ

こ
学

園
の

Ｐ
Ｔ

の
高

塩
純

一
さ

ん
と

い
う

方
が

，
重

度
の

障
害

を
持

つ
子

供
た

ち
に

対
し

て
の

電
動

移
動

機
器

の
研

究
開

発
を

行
っ

て
い

ま
す

．
大

き
な

ボ
タ

ン
で

動
く

シ
ン

プ
ル

な
電

動
の

全
方

向
移

動
車

い
す

で
す

．
h

tt
p

:/
/w

w
w

.b
lo

g
.c

rn
.o

r.
jp

/r
e

p
o

rt
/
0

7
/1

3
.h

tm
l

移
動

経
験

を
お

こ
な

う
こ

と
は

，
認

知
・
社

会
面

の
発

達
に

も
影

響
を

及
ぼ

す
の

で
，
早

期
の

段
階

か
ら

移
動

を
支

援
す

る
こ

と
が

重
要

，
と

別
の

リ
ハ

ビ
リ

の
お

医
者

さ
ん

か
ら

も
伺

っ
て

い
た

の
で

す
が

，
ま

さ
に

そ
の

よ
う

な
取

り
組

み
を

さ
れ

て
い

ま
す

．
先

日
見

学
さ

せ
て

頂
い

た
と

こ
ろ

，
こ

れ
ま

で
意

思
表

示
を

で
き

る
と

思
わ

れ
て

い
な

か
っ

た
重

度
障

害
を

持
つ

お
子

さ
ん

が
，
１
時

間
車

い
す

に
搭

乗
し

て
試

行
錯

誤
し

て
い

る
間

に
あ

る
人

（
Ｐ

Ｔ
の

女
性

）
に

近
づ

こ
う

と
し

て
い

る
の

が
分

か
っ

て
，
ご

両
親

が
感

激
さ

れ
て

い
ま

し
た

．
「
電

動
車

い
す

」
に

な
る

の
か

「
重

度
障

害
者

用
意

思
伝

達
装

置
」
な

の
か

分
か

り
ま

せ
ん

が
，
こ

の
よ

う
な

技
術

の
完

成
度

（
安

全
性

な
ど

）
が

高
ま

り
，
（
現

状
は

非
常

に
高

価
の

よ
う

で
す

が
）
安

価
に

家
庭

で
使

え
る

よ
う

に
な

り
広

ま
る

と
，
重

度
の

障
害

を
持

つ
お

子
さ

ん
た

ち
の

生
活

や
人

生
が

変
わ

る
の

で
は

な
い

か
と

感
じ

た
の

で
す

が
，
世

の
中

で
ど

の
程

度
の

ニ
ー

ズ
が

あ
る

の
か

，
い

く
ら

で
出

来
れ

ば
い

い
か

，
皆

様
の

ご
意

見
を

伺
い

た
い

と
思

い
ま

す
．

7
1
3

2
0

1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
排

泄
排

泄
関

連
用

具
介

助
が

楽
な

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

用
の

手
す

り
に

つ
い

て

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

用
の

手
す

り
を

考
案

し
、
実

用
新

案
の

申
請

を
し

た
と

こ
ろ

登
録

さ
れ

ま
し

た
。

筋
力

の
弱

っ
た

父
の

介
護

を
し

な
が

ら
、
楽

に
座

っ
た

り
立

っ
た

り
で

き
る

事
を

第
一

に
考

え
た

も
の

で
す

。
市

販
の

パ
イ

プ
や

ジ
ョ

イ
ン

ト
を

組
み

合
わ

せ
て

作
り

、
実

際
使

っ
て

い
ま

し
た

が
、
腰

へ
の

負
担

も
軽

減
さ

れ
、
と

て
も

便
利

で
し

た
。
こ

れ
を

商
品

化
し

て
下

さ
る

企
業

を
探

し
て

お
り

ま
す

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

7
1
4

2
0

1
0

新
製

品
・
技

術
屋

内
の

移
動

 屋
外

の
移

動
つ

え
 歩

行
器

・
歩

行
車

パ
ー

キ
ン

ソ
ン

症
の

リ
ハ

ビ
リ

杖
パ

ー
キ

ン
ソ

ン
症

の
す

く
み

足
改

善
用

の
リ

ハ
ビ

リ
杖

で
す

。
す

く
み

足
の

リ
ハ

ビ
リ

に
は

床
に

貼
っ

た
テ

ー
プ

を
踏

み
越

え
る

よ
う

に
し

て
歩

き
だ

す
こ

と
が

有
効

と
さ

れ
て

い
ま

す
。

自
宅

や
リ

ハ
ビ

リ
施

設
で

は
い

つ
で

も
テ

ー
プ

を
貼

っ
て

お
く

こ
と

が
可

能
で

す
が

、
外

出
先

で
は

そ
う

は
い

き
ま

せ
ん

。
そ

こ
で

使
い

慣
れ

た
ご

自
分

の
杖

に
レ

ー
ザ

ー
発

光
器

を
取

り
付

け
て

、
い

つ
で

も
ど

こ
で

も
テ

ー
プ

を
床

に
貼

っ
て

い
る

の
と

同
じ

状
態

を
再

現
出

来
る

も
の

を
作

り
ま

し
た

。
手

元
の

ス
イ

ッ
チ

で
足

元
に

赤
い

レ
ー

ザ
ー

ラ
イ

ン
が

出
現

し
ま

す
。

現
在

埼
玉

の
リ

ハ
ビ

リ
病

院
に

て
実

証
試

験
中

で
す

。
い

ず
れ

歩
行

器
に

も
取

り
付

け
可

能
な

物
し

て
ゆ

き
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。

7
1
5

2
0

1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 そ
の

他
(場

面
)

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

こ
の

サ
イ

ト
に

つ
い

て
い

ま
い

ち
盛

り
上

が
ら

な
い

の
は

な
ぜ

な
ん

で
し

ょ
う

か
？

ど
う

し
た

ら
盛

り
上

が
る

と
思

い
ま

す
か

？
私

も
色

々
投

稿
し

た
い

で
す

が
、
あ

ま
り

盛
り

上
が

っ
て

い
な

い
よ

う
な

の
で

傍
目

か
ら

見
て

い
る

事
が

多
い

で
す

。
せ

っ
か

く
の

交
流

サ
イ

ト
な

の
で

も
っ

と
活

発
な

場
に

な
り

、
有

意
義

な
情

報
が

あ
る

サ
イ

ト
に

な
っ

て
ほ

し
い

で
す

。
皆

さ
ん

ど
う

思
わ

れ
ま

す
か

？

7
1
6

2
0

1
0

新
製

品
・
技

術
屋

内
の

移
動

 屋
外

の
移

動
つ

え
半

身
不

自
由

な
か

た
で

も
一

人
で

リ
ハ

ビ
リ

で
き

ま
す

。

木
製

の
足

ブ
ラ

ン
コ

は
腰

掛
け

て
股

開
き

運
動

、
自

力
で

交
互

に
腿

上
げ

運
動

で
き

ま
す

。
利

き
手

で
不

自
由

側
の

足
、
脚

の
開

閉
の

リ
ハ

ビ
リ

で
き

ま
す

。
利

き
足

で
不

自
由

な
足

、
脚

の
上

、
下

の
リ

ハ
ビ

リ
で

き
ま

す
。
車

椅
子

で
向

き
あ

つ
て

手
の

上
、
下

運
動

お
し

ゃ
べ

り
し

な
が

ら
楽

し
く

で
き

ま
す

。
股

関
節

は
体

を
支

え
る

土
台

で
す

。
股

関
節

の
柔

軟
運

動
は

歩
く

の
が

楽
に

な
り

ま
す

。
検

証
す

み
で

す
。

7
1
7

2
0

1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
開

発
メ

ー
カ

ー
足

ブ
ラ

ン
コ

肢
体

不
自

由
者

木
製

の
足

ブ
ラ

ン
コ

は
腰

掛
け

て
足

に
体

重
を

か
け

な
い

で
股

開
き

運
動

、
自

力
で

交
互

に
も

も
上

げ
運

動
で

き
ま

す
。
半

身
不

自
由

な
か

た
で

も
利

き
手

で
不

自
由

側
の

足
脚

を
開

閉
の

リ
ハ

ビ
リ

で
き

ま
す

。
利

き
足

で
不

自
由

側
の

足
脚

の
上

、
下

運
動

の
リ

ハ
ビ

リ
で

き
ま

す
。
車

椅
子

で
向

き
あ

っ
て

交
互

に
手

の
リ

ハ
ビ

リ
で

き
ま

す
。

7
1
8

2
0

1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
利

用
者

の
家

族
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
遊

具
肢

体
不

自
由

者
視

覚
障

害
者

 聴
覚

障
害

者
 言

語
障

害
者

 盲
ろ

う
者

 障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
 高

齢
者

ア
メ

リ
カ

に
旅

行
し

た
と

き
、
現

地
の

公
園

で
見

つ
け

た
ブ

ラ
ン

コ
に

ヒ
ン

ト
を

得
ま

し
た

。
ク

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ア
の

よ
う

な
椅

子
に

ベ
ル

ト
が

つ
い

た
よ

う
な

デ
ザ

イ
ン

の
も

の
を

、
鎖

で
釣

っ
て

い
ま

し
た

。
背

も
た

れ
が

結
構

高
か

っ
た

の
で

、
首

が
ま

だ
据

わ
ら

な
い

5
歳

の
息

子
も

乗
せ

る
こ

と
が

で
き

、
親

が
抱

っ
こ

し
な

く
て

も
大

丈
夫

で
し

た
。
そ

れ
は

腰
ベ

ル
ト

が
あ

っ
た

の
で

す
が

、
脇

に
も

ベ
ル

ト
が

あ
っ

た
り

、
股

当
て

に
な

る
よ

う
な

突
起

部
分

が
あ

れ
ば

、
誰

で
も

遊
べ

る
よ

り
安

全
な

ブ
ラ

ン
コ

が
で

き
る

と
思

い
ま

す
。

ま
た

、
ベ

ル
ト

で
身

体
を

固
定

で
き

る
ク

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ア
の

よ
う

な
も

の
を

滑
り

台
に

は
め

こ
ん

で
子

供
一

人
を

乗
せ

て
上

か
ら

滑
ら

せ
る

こ
と

が
で

き
る

遊
具

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

と
思

い
ま

し
た

。
公

園
で

、
肢

体
不

自
由

児
を

遊
ば

せ
て

あ
げ

る
の

は
身

体
が

小
さ

い
う

ち
し

か
で

き
な

い
の

で
、

上
記

の
よ

う
な

遊
具

が
あ

れ
ば

、
小

学
校

中
～

高
学

年
く

ら
い

ま
で

遊
ば

せ
て

あ
げ

ら
れ

る
の

で
は

？
と

思
い

ま
す

。

通
園

施
設

や
、
普

通
の

公
園

に
設

置
で

き
た

ら
み

ん
な

で
使

え
て

い
い

で
す

。
宜

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。

7
1
9

2
0

0
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
排

泄
 コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

つ
え

 電
動

車
い

す
祖

母
の

紙
お

む
つ

福
岡

県
に

住
む

専
業

主
婦

(5
9

歳
)で

す
。

知
り

合
い

の
施

設
関

係
者

か
ら

こ
の

サ
イ

ト
の

こ
と

を
聞

き
、
投

稿
し

ま
し

た
。

現
在

、
祖

母
(8

0
歳

)は
紙

お
む

つ
を

し
て

い
る

の
で

す
が

、
そ

の
デ

ザ
イ

ン
や

自
身

の
プ

ラ
イ

ド
か

ら
紙

お
む

つ
を

身
に

つ
け

た
く

な
い

と
い

つ
も

訴
え

ま
す

。
た

だ
、
お

む
つ

を
し

な
い

と
大

変
な

こ
と

に
な

る
た

め
、
家

族
と

し
て

も
悩

ん
で

い
ま

す
。

※
祖

母
は

外
出

時
の

み
電

動
車

い
す

を
使

っ
て

い
ま

す
が

比
較

的
健

康
で

す
。

良
い

デ
ザ

イ
ン

の
紙

お
む

つ
を

探
し

て
い

け
ば

い
い

の
か

（
そ

の
よ

う
な

紙
お

む
つ

が
あ

る
か

も
わ

か
り

ま
せ

ん
が

…
）
、
祖

母
に

納
得

し
て

も
ら

え
る

よ
う

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

続
け

て
い

け
ば

良
い

の
か

（
そ

の
場

合
、
ど

の
よ

う
な

話
を

し
て

い
け

ば
良

い
の

か
）
も

わ
か

り
ま

せ
ん

。

こ
こ

の
ト

ピ
ッ

ク
に

書
き

込
ん

で
よ

い
の

か
わ

か
り

ま
せ

ん
で

し
た

が
、
よ

ろ
し

け
れ

ば
ア

ド
バ

イ
ス

な
ど

を
頂

け
な

い
で

し
ょ

う
か

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

7
1
4

2
0

1
0

新
製

品
・
技

術
屋

内
の

移
動

 屋
外

の
移

動
つ

え
 歩

行
器

・
歩

行
車

パ
ー

キ
ン

ソ
ン

症
の

リ
ハ

ビ
リ

杖
パ

ー
キ

ン
ソ

ン
症

の
す

く
み

足
改

善
用

の
リ

ハ
ビ

リ
杖

で
す

。
す

く
み

足
の

リ
ハ

ビ
リ

に
は

床
に

貼
っ

た
テ

ー
プ

を
踏

み
越

え
る

よ
う

に
し

て
歩

き
だ

す
こ

と
が

有
効

と
さ

れ
て

い
ま

す
。

自
宅

や
リ

ハ
ビ

リ
施

設
で

は
い

つ
で

も
テ

ー
プ

を
貼

っ
て

お
く

こ
と

が
可

能
で

す
が

、
外

出
先

で
は

そ
う

は
い

き
ま

せ
ん

。
そ

こ
で

使
い

慣
れ

た
ご

自
分

の
杖

に
レ

ー
ザ

ー
発

光
器

を
取

り
付

け
て

、
い

つ
で

も
ど

こ
で

も
テ

ー
プ

を
床

に
貼

っ
て

い
る

の
と

同
じ

状
態

を
再

現
出

来
る

も
の

を
作

り
ま

し
た

。
手

元
の

ス
イ

ッ
チ

で
足

元
に

赤
い

レ
ー

ザ
ー

ラ
イ

ン
が

出
現

し
ま

す
。

現
在

埼
玉

の
リ

ハ
ビ

リ
病

院
に

て
実

証
試

験
中

で
す

。
い

ず
れ

歩
行

器
に

も
取

り
付

け
可

能
な

物
し

て
ゆ

き
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。

7
1
5

2
0

1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 そ
の

他
(場

面
)

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

こ
の

サ
イ

ト
に

つ
い

て
い

ま
い

ち
盛

り
上

が
ら

な
い

の
は

な
ぜ

な
ん

で
し

ょ
う

か
？

ど
う

し
た

ら
盛

り
上

が
る

と
思

い
ま

す
か

？
私

も
色

々
投

稿
し

た
い

で
す

が
、
あ

ま
り

盛
り

上
が

っ
て

い
な

い
よ

う
な

の
で

傍
目

か
ら

見
て

い
る

事
が

多
い

で
す

。
せ

っ
か

く
の

交
流

サ
イ

ト
な

の
で

も
っ

と
活

発
な

場
に

な
り

、
有

意
義

な
情

報
が

あ
る

サ
イ

ト
に

な
っ

て
ほ

し
い

で
す

。
皆

さ
ん

ど
う

思
わ

れ
ま

す
か

？

7
1
6

2
0

1
0

新
製

品
・
技

術
屋

内
の

移
動

 屋
外

の
移

動
つ

え
半

身
不

自
由

な
か

た
で

も
一

人
で

リ
ハ

ビ
リ

で
き

ま
す

。

木
製

の
足

ブ
ラ

ン
コ

は
腰

掛
け

て
股

開
き

運
動

、
自

力
で

交
互

に
腿

上
げ

運
動

で
き

ま
す

。
利

き
手

で
不

自
由

側
の

足
、
脚

の
開

閉
の

リ
ハ

ビ
リ

で
き

ま
す

。
利

き
足

で
不

自
由

な
足

、
脚

の
上

、
下

の
リ

ハ
ビ

リ
で

き
ま

す
。
車

椅
子

で
向

き
あ

つ
て

手
の

上
、
下

運
動

お
し

ゃ
べ

り
し

な
が

ら
楽

し
く

で
き

ま
す

。
股

関
節

は
体

を
支

え
る

土
台

で
す

。
股

関
節

の
柔

軟
運

動
は

歩
く

の
が

楽
に

な
り

ま
す

。
検

証
す

み
で

す
。

7
1
7

2
0

1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
開

発
メ

ー
カ

ー
足

ブ
ラ

ン
コ

肢
体

不
自

由
者

木
製

の
足

ブ
ラ

ン
コ

は
腰

掛
け

て
足

に
体

重
を

か
け

な
い

で
股

開
き

運
動

、
自

力
で

交
互

に
も

も
上

げ
運

動
で

き
ま

す
。
半

身
不

自
由

な
か

た
で

も
利

き
手

で
不

自
由

側
の

足
脚

を
開

閉
の

リ
ハ

ビ
リ

で
き

ま
す

。
利

き
足

で
不

自
由

側
の

足
脚

の
上

、
下

運
動

の
リ

ハ
ビ

リ
で

き
ま

す
。
車

椅
子

で
向

き
あ

っ
て

交
互

に
手

の
リ

ハ
ビ

リ
で

き
ま

す
。

7
1
8

2
0

1
0

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
利

用
者

の
家

族
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
遊

具
肢

体
不

自
由

者
視

覚
障

害
者

 聴
覚

障
害

者
 言

語
障

害
者

 盲
ろ

う
者

 障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
 高

齢
者

ア
メ

リ
カ

に
旅

行
し

た
と

き
、
現

地
の

公
園

で
見

つ
け

た
ブ

ラ
ン

コ
に

ヒ
ン

ト
を

得
ま

し
た

。
ク

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ア
の

よ
う

な
椅

子
に

ベ
ル

ト
が

つ
い

た
よ

う
な

デ
ザ

イ
ン

の
も

の
を

、
鎖

で
釣

っ
て

い
ま

し
た

。
背

も
た

れ
が

結
構

高
か

っ
た

の
で

、
首

が
ま

だ
据

わ
ら

な
い

5
歳

の
息

子
も

乗
せ

る
こ

と
が

で
き

、
親

が
抱

っ
こ

し
な

く
て

も
大

丈
夫

で
し

た
。
そ

れ
は

腰
ベ

ル
ト

が
あ

っ
た

の
で

す
が

、
脇

に
も

ベ
ル

ト
が

あ
っ

た
り

、
股

当
て

に
な

る
よ

う
な

突
起

部
分

が
あ

れ
ば

、
誰

で
も

遊
べ

る
よ

り
安

全
な

ブ
ラ

ン
コ

が
で

き
る

と
思

い
ま

す
。

ま
た

、
ベ

ル
ト

で
身

体
を

固
定

で
き

る
ク

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ア
の

よ
う

な
も

の
を

滑
り

台
に

は
め

こ
ん

で
子

供
一

人
を

乗
せ

て
上

か
ら

滑
ら

せ
る

こ
と

が
で

き
る

遊
具

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

と
思

い
ま

し
た

。
公

園
で

、
肢

体
不

自
由

児
を

遊
ば

せ
て

あ
げ

る
の

は
身

体
が

小
さ

い
う

ち
し

か
で

き
な

い
の

で
、

上
記

の
よ

う
な

遊
具

が
あ

れ
ば

、
小

学
校

中
～

高
学

年
く

ら
い

ま
で

遊
ば

せ
て

あ
げ

ら
れ

る
の

で
は

？
と

思
い

ま
す

。

通
園

施
設

や
、
普

通
の

公
園

に
設

置
で

き
た

ら
み

ん
な

で
使

え
て

い
い

で
す

。
宜

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。

7
1
9

2
0

0
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
排

泄
 コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

つ
え

 電
動

車
い

す
祖

母
の

紙
お

む
つ

福
岡

県
に

住
む

専
業

主
婦

(5
9

歳
)で

す
。

知
り

合
い

の
施

設
関

係
者

か
ら

こ
の

サ
イ

ト
の

こ
と

を
聞

き
、
投

稿
し

ま
し

た
。

現
在

、
祖

母
(8

0
歳

)は
紙

お
む

つ
を

し
て

い
る

の
で

す
が

、
そ

の
デ

ザ
イ

ン
や

自
身

の
プ

ラ
イ

ド
か

ら
紙

お
む

つ
を

身
に

つ
け

た
く

な
い

と
い

つ
も

訴
え

ま
す

。
た

だ
、
お

む
つ

を
し

な
い

と
大

変
な

こ
と

に
な

る
た

め
、
家

族
と

し
て

も
悩

ん
で

い
ま

す
。

※
祖

母
は

外
出

時
の

み
電

動
車

い
す

を
使

っ
て

い
ま

す
が

比
較

的
健

康
で

す
。

良
い

デ
ザ

イ
ン

の
紙

お
む

つ
を

探
し

て
い

け
ば

い
い

の
か

（
そ

の
よ

う
な

紙
お

む
つ

が
あ

る
か

も
わ

か
り

ま
せ

ん
が

…
）
、
祖

母
に

納
得

し
て

も
ら

え
る

よ
う

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

続
け

て
い

け
ば

良
い

の
か

（
そ

の
場

合
、
ど

の
よ

う
な

話
を

し
て

い
け

ば
良

い
の

か
）
も

わ
か

り
ま

せ
ん

。

こ
こ

の
ト

ピ
ッ

ク
に

書
き

込
ん

で
よ

い
の

か
わ

か
り

ま
せ

ん
で

し
た

が
、
よ

ろ
し

け
れ

ば
ア

ド
バ

イ
ス

な
ど

を
頂

け
な

い
で

し
ょ

う
か

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ
ゴ
リ
ー

場
面

福
祉

用
具

記
入

者
の

区
分

話
題

名
利

用
対

象
者

等
投

稿
内

容

7
2

0
2

0
0

9
新

製
品

・
技

術
屋

内
の

移
動

 屋
外

の
移

動
つ

え
自

立
す

る
杖

フ
ェ

レ
ッ

ト
手

を
離

し
て

も
立

つ
杖

は
、
役

に
立

つ
。

Ｗ
Ｂ

Ｓ
ト

レ
た

ま
・
Ｎ

Ｈ
Ｋ

い
っ

と
６

け
ん

・
ぶ

ら
り

途
中

下
車

の
旅

で
紹

介
さ

れ
ま

し
た

。
利

用
者

の
多

く
が

、
室

内
で

利
用

し
て

い
ま

す
。

特
徴

●
前

方
に

車
輪

が
2

つ
、
後

方
に

ウ
レ

タ
ン

ブ
レ

ー
キ

　
3

点
で

自
立

し
ま

す
。

●
杖

を
持

ち
上

げ
ず

に
車

を
転

が
し

て
進

め
る

。
●

小
さ

な
袋

を
ぶ

ら
提

げ
る

フ
ッ

ク
が

あ
る

。
車

が
付

い
て

い
ま

す
が

、
ズ

ル
ズ

ル
転

が
ら

な
い

。
●

ア
ル

ミ
フ

レ
ー

ム
約

８
５

０
g

●
サ

イ
ズ

　
Ｓ

・
Ｍ

・
Ｌ
 /

７
５

・
８

０
・
８

５
ｃ
ｍ

ペ
ッ

ト
の

フ
ェ

レ
ッ

ト
と

散
歩

を
、
イ

メ
ー

ジ
し

て
い

ま
す

。
高

齢
者

の
楽

し
い

歩
行

に
、
歩

行
補

助
具

　
フ

ェ
レ

ッ
ト

杖
。

7
2

1
2

0
0

9
要

望
・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
課

題
そ

の
他

(場
面

)情
報

収
集

地
デ

ジ
対

応
ラ

ジ
オ

（
音

声
ガ

イ
ド

付
き

な
ど

）
・

チ
ュ

ー
ナ

ー
に

つ
い

て

地
デ

ジ
対

応
ラ

ジ
オ

が
話

題
に

で
て

お
り

ま
す

が
、
す

で
に

名
刺

サ
イ

ズ
の

商
品

で
下

記
の

も
の

が
あ

り
ま

す
。

ソ
ニ

ー
　
ワ

ン
セ

グ
対

応
F
M

ス
テ

レ
オ

／
A

M
ラ

ジ
オ

　
X

D
V

-G
2

0
0

W
E

B
検

索
で

調
べ

る
と

現
時

点
（
2

0
1
0

/
0

3
/
2

3
）
で

最
安

値
1
6

9
8

0
円

で
す

。
い

ず
れ

に
せ

よ
、
携

帯
ラ

ジ
オ

の
よ

う
に

持
ち

運
び

し
た

い
と

な
る

と
、
ワ

ン
セ

グ
が

映
る

場
所

で
な

い
と

利
用

で
き

ま
せ

ん
。
家

庭
に

お
い

て
通

常
T

V
は

、
ア

ン
テ

ナ
と

接
続

さ
れ

て
い

る
か

、
ケ

ー
ブ

ル
T

V
に

よ
り

地
上

デ
ジ

タ
ル

放
送

を
受

信
し

て
い

る
と

思
い

ま
す

。

上
記

の
機

種
を

お
使

い
の

方
や

、
携

帯
電

話
を

地
デ

ジ
対

応
ラ

ジ
オ

の
よ

う
に

お
使

い
の

方
、
ま

た
上

記
で

は
不

足
と

思
わ

れ
る

方
は

、
感

想
や

ア
ド

バ
イ

ス
、
コ

メ
ン

ト
な

ど
い

た
だ

け
る

と
幸

い
で

す
。

な
お

、
パ

ソ
コ

ン
を

お
持

ち
の

方
で

あ
れ

ば
、
1
5

0
0

0
円

位
で

、
パ

ソ
コ

ン
に

接
続

し
ワ

ン
セ

グ
が

入
る

よ
う

に
す

る
機

器
が

販
売

さ
れ

て
い

ま
す

。

7
2

2
2

0
0

9
新

製
品

・
技

術
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

意
思

伝
達

装
置

【
ご

意
見

8
7

：
意

思
伝

達
装

置
に

つ
い

て
質

問
で

す
。
】
の

関
連

回
答

【
何

か
の

記
事

で
、
脳

波
を

利
用

し
（
確

か
･
･
･
）
そ

の
人

が
思

っ
て

い
る

こ
と

を
P

C
の

画
面

上
で

文
章

に
な

っ
て

現
れ

る
装

置
が

研
究

さ
れ

て
い

る
と

あ
り

ま
し

た
。
そ

の
よ

う
な

装
置

が
、
福

祉
用

具
と

し
て

開
発

さ
れ

る
予

定
は

な
い

の
で

し
ょ

う
か

？
】

上
記

に
関

連
し

、
本

年
度

の
厚

労
省

の
補

正
予

算
で

開
発

、
試

作
さ

れ
た

機
器

の
プ

レ
ス

発
表

が
3

/
2

9
に

あ
り

ま
し

た
。
3

/
3

0
の

朝
日

新
聞

に
も

掲
載

さ
れ

た
の

で
ご

覧
に

な
ら

れ
た

方
も

お
ら

れ
る

と
思

い
ま

す
。

詳
細

は
、
以

下
を

ご
覧

下
さ

い
。

h
tt

p
:/

/w
w

w
.a

is
t.

g
o

.j
p

/
a
is

t_
j/

p
re

s
s
_r

e
le

a
s
e

/
p

r2
0

1
0

/p
r2

0
1
0

0
3

2
9

/
p

r2
0

1
0

0
3

2
9

.h
tm

l

ま
た

、
脳

波
利

用
で

機
器

を
操

作
す

る
研

究
は

、
多

く
の

大
学

・
研

究
機

関
な

ど
で

行
わ

れ
て

い
ま

す
。
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Ｓ
ト

レ
た

ま
・
Ｎ

Ｈ
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で
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